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発刊のことば

従業員諸君へ



発 刊 の こ と ば

取締役社長 手・・・塚 敏 雄

20 世紀 の前半約50 有余年 の間に、 世界 の様相は著

しく変革しました。 特に科学技術 の進歩は「1覚 しきも

のがあ り、 われわれの日常生活にも異常 の変化を もた

らしました。

当 社にお きまして も、 草 創以来 幾たびか際会し まし

た不況に屈す ることなく、 幹部お よび従業 員は よく協

力してこれを切 り抜け ると共に、 先進欧米諸国の技術

を摂取して、 技術 水準を向上させ今 日に至 りました。

洵に当 社の将来を明 るくす るものと欣ばざるを得 ませ

ん。

当社は空襲に よる甚 だ大 きい痛手と、 敗戦がもたら

した経営上の苦難に際し、 関 係各方面から寄せら れた

温いご支援に より今日の当社あ るを得 ました。 ここに

心からの感謝を捧げたいと存じ ます。

川崎正藏 翁が身をもっ て示 された誠実・勤 勉な人と

しての在 り方は、 わが社の伝統となり、 社業 の堅実な



る背景となりました。 また、 松方幸次郎初代社長は、

始祖川崎正統翁の志を継いで経営を近代化し、 欧米先

進諸国から多くの新技術を導入して技術の開発によく

努められ、 温情をもヽって従業員を指導されました。

創業以来80 有余年、われらの先輩がこの社風のもと

に真摯なる努力を重ね、 当社を今日あらしめたその間

の苦闘には、 自らこうべの下がるものがあります。

先輩の遺業を継承し、 さらに社業を仲展せしめてこ

れを後輩に伝えることこそ、 われわれ川崎マンに課せ

られた大 きな責務であります。

ここに当社の荊茨にみちた長い起伏のあとをあるが

ままに書きしるし、 後輩の進むべきこよなき道しるべ

とならばやと、 当社従業員のために、「社史」 編さんを

思いついたのであります。 幸いにしてこの目的に副う

ことができれば、 私の喜び、 これに過ぐるものはあり

ません。

終りに、 本書編さんに対して寄せられた官界 。学界

・操觚界・画壇および当社先輩諸賢のご協力に厚くか

礼申し上げますと共に、 史料の蒐集、 史稿の作製に献

身された谷本秋次君を初め関係の方々の長期間の苦労

を多とするものであります。



従 業 員 諸 君 へ

一一先 輩の訓 えに応えて後輩を思 う一一一一

取締役社長 手 塚 敏 雄

当 社は川 崎正藏 翁が明治11 年、独力をもって造船業 を創業

し、 明治29 年 に株式会社川崎造船所 に改組、 のち昭和14 年、

現在 の社名に変 更し たが、 その問80 有余年 の歳月を閲し、い

くだ の苦難を経て今 日に至 った。

きびし い業界 の風雪 によく堪えて今 日に及 んだ当 社の波瀾

に冨んだ足跡をたどり、 諸君が当 社 の生 いたちを具さに知る

とと もに、 折にふれ繙いて、 諸君の人 とし ての指標となるで

あろ うことを念じ て社史 を編 んだのである。

英 国 のエドワ ード・ グレ ー外相が駐米 大使 のころ、 ハ ーバ

ード大学 で講 演をし たことがあった。 その中 でグレ ーは、 政

治家たる必須条件 として①道徳を守ること②家庭 の円満であ

ること③自分の存在が社会 に意義あ ること④清浄 なる静養を

とること、 の4 点をあげている。 グレ ーはこれを自ら実践し、

外 相とし て一世 の尊敬を受けるに至っ'だ。

私 は これらのことばを、 政治家 の資格条件 とし てのみなら

ず、 諸君 と共 にわれ われ社会生 活の基調 にしたい と思 う。 グ



レ ーが外相 のとき、 英 国を訪 れたル ーズペルトもと米国大 統

領 を、 盟邦 の賓 客として英 国はあ げて歓迎した。 ル ーズベル

トはグレ ーに「私 を真に歓迎して下さるなら、 閑寂 な山野の

ほとりで、 鳥 の声をききながら、 静 かに静養させてほしい」

と申し 出た。

グレ ーは、 喜 んでそ の申し 出に応じ、 この両雄は静寂 な森

や谷間を二 人のみで 語 りながら、 散策し て、 泌 々とし た友情

のい く日かを過し たのであった。 グレ ーが外相 とし て大英国

を双肩に担い、 気品あ る政治家とし てあら ゆる階層から尊敬

された所以 は、 この辺 りにあると思 う。

私は従業 員諸君が、 一 日の労働によって疲労した身心を正

し い休養によって回復し、 溌刺たる力を もって明日の活動に

備えて貰い たい と思 う。 静養には スポーツ・読書その他各自

の性格 に応じていろいろあ るが、 自然 に親しむほど清浄 な静

養はない。 われわれが自然に融け 入り、 俗塵を忘れた時 ほど

浄らかで尊い ものはないであろ う。 諸君が常に健康 であ り、

その上 に築 かれた円満なる人柄 によって、 家庭と職場 を明る

くすることを順 う。

われら の先輩諸賢 がかずかずの苦難を克服し、 優秀 なる車

輛・ 鋼板・航空機・艦船等を生 産し て川崎 の社名を発揚し た

のは、 一 に静養 によって培 われた健康 に外 ならない。 順 わく

ば俗悪 なる娯楽 のために身 を損 なうことなく、 円満なる人柄

と教養ある品性 を養い、 よき従業員 であ ると同時によき社会

人 であ るよう切 に希 う次第であ る。



例      言

○本史は、 当社に関連 をもつ遠い淵源 から筆を起 こし、 加州製鉄所→川 崎築

地造船所( 創業) → 川崎兵庫 造船所→川崎 造船所→ 株式 会社川 崎造船所( 改

組) → 川崎重工業 株式会社( 社 名変 更) → 現在( 昭和31. 10. 15) へと、 当社

の歩 みを経営と技術 の両 面から忠実 に記述し た。 なお 必要に応じ てその後

のこ とも若干増補し たが、 第1 編 第2 章では、 上 古から 明治初年 までの造

船諸事 情について も概説し た。

○「川崎正藏 抄伝」 は、 翁の出生から 逝去 まで、76 年 の生 涯をあ るがままに

述べ、 始 祖に対す る礼とし ていずれの編 ・章に も入れず 独立し て記 述し、

本史の初頭におい た。

○記述は年代 順に従っ たが、 間題を把握す るに便なる場合 は、 これに 捉われ

なかっ た。

○ 日本年 号の次に西歴年 号を( ) に入 れて示 した が、 この年号と その後数

行の間 に出 る年代との隔 たりが数年に過 ぎない時 は、 後者 の西歴年号は原

則 とし て省略し た。

○当社お よび川崎 グル ープ各社の 事業開始 につい ては、 次 のよ うに 語意 を分

けて用い た。

創 業 ……川崎正藏翁が個人にて造船業を開業( 明治11 年) のとき

創  立 ……{固人経営の川崎造船所を株式会社に改組( 明治29 年) の
とき

始 業 ……川崎グループ各社が、 現在社業としている業務を、 かつ
て当社の一つのセクションとして開始のとき

設 立 ……川崎グループ各社が当社から分離して独立のとき

○写真に 付し た年代は、 原 則とし て そのものの竣工・引渡し ・建設・完 成 。

製作な どを意味し、 必 ずし も撮影 年月 を示す ものではない。

(写真説明文の末尾の○印は、 福井静夫氏のご好意による提供写真であることを示す)

○第4 編 「関係会社 その他」 の中で当 社 とあ るは、 川 崎重工業株式 会社の意

であって、 当該会社 を意 味し ない。

○本史は その性 格上、 当社 の沿革・技術・経営 などの記述を中心 としたた め、

それ以外 の諸 事項につい ては努めて 簡疎とし た。

○編・章 を異にして、 既 述事項に再び言 及すると きには、 理解 を容易 にする



ため、 筆調 に濃淡・ 精粗の差 をつけて重 複記述し た。

○業界の特 殊用語の ほかは、 当 用漢字、 現代 かなづかい、 新 送りがなを原則

として用い たが、 ニュアンスなどの関係で、 それらに こだわら なかった。

○引用文 は努めて その ままとし たが、 俗解 な文 字ま たは当 て字などは、 これ

を平易 に改 め、 適宜句読点 を付し た。

○読 み易くするた め、 統計諸表を除 く文 章中の数字 は、 アラ ビア数字 と漢字

とを併用し た。( 例、24 億5,300万円)

○ 株式 会社名は 「川 崎汽船」 の ように略記し、 会社・団 体・個人 を通じ、 原

則 とし て敬称・ 敬語を省かせ てい ただい た。 またそれらを列記 の場合、 順

序 は不同とし た。

○外国会社名は片 かな書き とし、 記述 の中で初めて出 た時のみfull spellingを

( ) に入 れて示し た。 また機械名称 などもで き うる限 りこれに準じ た。

○特別 な場 合のほかは、 次のよ うな慣用 の表 現によった。

(例、 日銀・満鉄・GHQ ・ PR)

○度量 衡の単位は、 原 則とし て メート ル法によっ たが、 必 要に応じ 尺貫法や

フィ ート(ft または ’)、 インチ (in または ’) な どを も併用し た。

○職制・ 職 名を論ず る場合のほか、 従業 員の呼称は、 その呼 称の改変の時期

にかか わりなく職員( 技術・事務) ・ 工 員を用い た。

○事実 の列記から与 える叙述 の硬質化を避けるた め、 全編 に1, 000 枚の写真

と100 篇 の 「川崎史 話」(- 巻末「川崎史話一覧」) を点綴し た。

○「川 崎史話」 の末 尾に付し た語り手の職名は、 次のよ うに語意を 分け、 川

崎 グル ープ各社の場合 もこれに準じて用い た。

(例) もと総務部長 …… かつて当社に在職された方
当時総務部長 ……現在当社に在職の方

○条 約・協定 ・法令・条令 などは、 通常一 般に行われてい る呼称を 用いた。
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川 崎 正 藏 抄 伝

川 崎 正 藏 の 歩 み

一 出生から 株式会社に改組まで―

○川崎正蔵は天保8 年(1837)7 月10 日、桜島を望

む鹿児島の城下町に生れた。天保年問といえば、

全国的に飢 饉と疫病が相次ぎ、死者数十万 と史書

にしろされている。米価の暴騰に よって諸民は塗

炭の苦しみに陥り、150 件の一揆や、大塩平八郎

の乱 も生まれた。封 建制度が激し く動揺し、それ

が新しい社会への原動力 となるうとした天保の時

代が、正瓶の幼年期であ った。

鹿 児 島 城 下 町

○生家 はもともと藩士であ ったが、正瓶が生まれた

とき、父は ″町人" になっていた。苦しい家計 の

中に師を選んで 、父はわが子に書 道や国学などを

学ばせた。藩士の子供で もない正瓶に、" さむら

い ″的なm 養を身につけさせることで、かえって

父は世開から白眼視された。しかし、前には微禄

ながら藩士であった父は 、今は貧しい ″町人〃に

はなってい るが、愛児に教m だけはつけてやりた

い とい う、親 として の慮りと意地があ った。

○父の呉 服業は ″士族の商法" で うまくいかなかっ

た。正蔵が15才のとき、父 は志を得ないまま、さ

びしく世を去った。母は身体 も弱かった うえに、

内向的 な性格で もあったので 、父なき後の商いご

とは不向きであった。まして15才の正蔵にとって

商いご との才覚 はなお さら無理であった。母と弟

2 人 、妹3 人 の生活が、追っかけるように正蔵の

上に覆いかぶさってきた。

○正減はのちに大きな苦難にぶつかるたびに、少年

のころ、貧苦に堪えて奮闘したこ とを思い出して

は、新しい勇猛心をふるい 起こしたと、晩年にな

って述懐している。正蔵の少年 のころ の 思 い 出

は、刷りの悪い絵はがきで も見るように 、索莫と

したものであった。しかし、そのことがかえって

のちに 、正蔵を奥行きのある人柄 、彫りの深い人

間へと造型したのであった。

○薩摩の国は質実剛健の藩風であったから、正蔑が

いかに努めて も、呉服類の商い高など微々たるも

のであった。また武士 と商人の間には、くっきり

と太い一線が引かれていた。商人は農民よりもさ

らに下賤視されてい たので、城下町で生活するこ

とは、若い正蔵 としては堪えられ ぬ屈 辱 で あ っ

た。 ″さむらい" を最上層階級 と見る薩摩の国の

″あきんど ″は、風にそよぐ芒のように微力でも

った。郷里を離れてくったくのない雰囲気の他国

で、がっちりと生活に取り組 みたい と、かれは日

を迫って強く考えるようにたっていた。

○嘉永6 年(1853) 、17 才 の正蔵は意を決して長崎

に出た。時あ たか も米国 使節ペリーが浦賀に来航

して、世情 は騒然 としていた。長崎には出 たが、

17才の正蔵 はこれまで異人を相手に商談したこ と

などはなかっ たし、まとまった資本 とてもなかっ

た。かれは;́ オランダ商館 ″からわずかばかりの

商品を仕入れ、それを大阪・神戸などに送って、

商いをすることから出発した。利は薄かったが、

かれにとっては、他国の天地が郷里 よりもひろび

ろ としてい ることの方が嬉し かった。



○階級制度に対する煮えつまったような不満に堪え

ながら鹿児島の城下で生 きるより、長崎にい るこ

とにはるかに強い生き甲斐を感じ、正蔵はこま鼡

のように働いた。このころが「静」から「動」へ

移った正蔵 の転 機であっ た。下宿へ急ぐ夕方 、残

照が長崎の丘を赤紫色に彩ってい るのを見ては、

母や弟妹を思い出し、17才の正蔵は言いようのな

い 郷愁にがられるこ

ともしばしばであっ

た。しかし、そのよ

うな感傷を払いのけ

て 下宿 に 帰 る と、

正践は「英 語解読の

手引き」 や蘭 人によ

る「異国風物談筆録」

を、蚕が桑 の葉を貪

るように、克明に読

み耽った。
後年愛読した「西洋事情」

。長崎での商談に英語は欠 くことのできない もので

あった。正蔵は夕食後、昼 間の商売の記帳整理を

手早くすますとすぐ英語の習得に励んだ。どんな

ことがあって も毎月郷里へ仕送 りせねばならない

正蔵にとって ″字引 ″を買うところまでは手が届

かなかった。借りてきた字 引を、bank =両替屋、

train =火吹車 と毎日夜ふけ まで筆写する正蔵を見

て、友人 たちはその愚直な労力を笑った。正蔑は

投げ出したいような単調さに抗しながら、疲れた

身体に鞭 うってphysics =窮理学、pocket =異人 の

袖……と倦むことなく筆写 を続けた。

○3 ヵ月あまりの間 、まるで 苦行僧のように、黙 々

と筆写 を続け、ついに字引 を写し終った。友人 だ

ちは今 さらながら正硫の異常な粘着力に驚き、も

はや笑 う人は誰 もいなかった。字 引の筆写が終っ

たとき、正 蔵の 語彙 は驚 くほど 豊 かになってい

た。自分で気づかないうちに、この異国の語の持

つニュア ンスなどをかれは樹液のように吸い上げ

てい た。「字 引の筆写が役立って、その後、われ

ながら驚くほど語学力がのびた」と後年正蔵は述

懐してい る。

○正蔵は長崎へ出て2 年、19才 となったが、異人を

相手にする貿易 商人 としては長崎で最年少者でも

った。当時、威 令の衰えはじめてい た幕府に、英

・米・仏 その他の列強は先ず和親条約を結ばせ、

ついで 通 商条約 に も調印 させた ので、 井伊大老

の ″安政の大獄 ″なども起こり、社会情勢は極度

に不穏であった。正蔵は明け暮れ外人と接してい

たため、より広い社会にすでに開眼されていたし、

また語学力も進歩し、ますます視野 も広くな り、

かれの前に貿易の窓 も開 きかけていた。長崎を本

拠に活動を続け ること約10年、しだいに信用を得

て事業は好調の波にのった。

○文久3 年(1863) 、 正蔵27才のとき、 実業は大 阪

で なくてはと、長崎から大阪へ進出し、ささやか

な店を脩えた。圭 角の多い性急なかれの性格 乱

もうこのころには社会の荒波に もまれて、かなり

円熟してい たが、心の底には一介のあ きんどで は

ない との自負に似たものを秘めていた。かれは尊

王説を 奉じ、多 くの 志士と親交を 結んで いた。

″あきんど ″のゆえに、幕府の探索の死角にあっ

たので、かれはしばしば自分の営業所や倉庫を、

勤王の志士の隠れ場や、会合の場所に提供した。

このころは、産業 の興隆で 、武士階級による人民

の封建支配が、し だいに足 もとからくずれかけて

いたときで もあった。

○慶応3 年(1867)10 月、大政は奉還 されたが、烏

羽・伏見の戦以来、旧幕府 側は勤王派的な言動の

者 とみれば、町人であって もきびし く探索し 、捕

えれば極刑に処した。そうい う情 勢 の 中 で 正 蔵

は、迫われる身 となり、いく度か死地に陥ったが

臨機の行動でその度に難を免れることができた。

○正蔵は長崎一鹿児島、鹿児島一一大阪を海路で 、し

ばしば往復したが、好んで洋型船 を選び乗船す る

のが常であった。当時、木造の大きな和船が多か

ったが、少数ながら洋型船は船腹が広 く、船脚は

早く、しか も安定性があるので、かれはわが国に

も近い将来、必ず洋型船の時代が訪れる と確信を

持つようになり、洋型船への関心はしだいに深 く

なっていった。



○正蔵は生涯のうちで3 度 も死に直面してい る。慶

応2 年(1866) の山口県上ノ関の剣難、明治2 年

(1869) の上佐沖の海難、同5 年の天草灘の海難

がそれであ る。特に、明治2 年9 月、鹿児島への

船旅の ときには、上 佐沖で疾風・激浪に8 時問余

も翻弄され、船は沈没に瀕した。風浪がようやく

収まったのちも、浸水したままの船は、月明りの

海を急潮にのって南へ漂流

すること三十数時間に及ん

だ。もはや救援されること

もないと正蔵は

「雲行きも変る名残り

の月見かな」

と辞吐の句を詠んだほどで

あったが、幸運にも種子島

付近で救助され、九死に一

生を得た。正蔵はこれひと

えに洋型船の賜物であると

考え、この生還こそ「船造

りをもって終生のわざと

せよ」との神の啓示である

と解した。 辞 世 の 句

○さらに明治5 年(1872) 、 天草灘における海難で

辛うじて生命を全うするにおよんで 、造船事業へ

の意志は不動のものとなっ た。開業までの準備に

数年 を見込んだのは、資金・用地などの調達か容

易ならぬ問題であったからである。当時、和船の

船大工は多かったが、洋型船の造船エ ンジニヤー

は容易に得られなかった。 その方面 の有能なエ ン

ジュヤーを得るために も、かれは東奔西走せねば

ならなかった。

○造船業への正蔵の意欲を強めた理由の一つとして

見逃せないものに、太政官布告に よる政府の造船

奨励策があった。明治6 年(1873)" 洋行" から

帰った政府の新知識: 岩倉具視のほか伊廊 専文・

大久保利通 ・木戸孝允等は「欧米に伍し て、国運

の伸展を図 るために、大船建造奨励施策を強力に

推進する」む ね政府の所信を明らかにし た。正戒

は自分の先 見が誤っていなかったこ とを確認し、

船造りへの情熱をい よいよ燃やしていった。

○特に大久保利通は造船業に対する正蔵 の強い意向

を聞いて、「英・仏・蘭などの諸国が財政的に恵

ま れてい るのは、植民地政策による。 それは、そ

れぞれの国が多数 の大型鉄船を持 っていることが

根底になっている。 わが国も船舶を洋型化しない

かぎり、国運は後退して、長く極東の一小国に甘

んじなけ ればならなくなる」 と説き、「造船業こ

そ国運を背負う事業であ る」 と正蔵を激励し たの

であった。

○正硫ば 身を粉にしで 働 き、33才の ときには経

済的にも多少のゆとりがで きた。しかしその後、

船便で鹿児島送 りにした大 敗の積荷が、暴風雨で

沈没したために倒産して、店は閉鎖のやむなきに

至り、苫節10数年の辛苫も木泡に帰 し て し ま っ

た。糊口を凌ぐため、ひと時ある製糖会社にささ

やかな職を得た。正蔵は家族の生活を支えるため

に事務員 となったのであ るが、職務にはよく励ん

だ。 すべてが再出発と思ったかれは、常に人 より

早く出勤し、1 日の仕事 を片付け るまではけっし

て退出しなかった。正蔵がこの時期に、会社 とい

う企業組織体の中で、つぶさになめた実務 の体験

は後年自分が造船業の経営に携 わるように なった

とき、何 ものに も換え難い貴い収獲 となっていた

ことに気付い たという。

○かくすること1 年有余、正蔵は職を退いて東上し

開店した。すでに分別 も備わった働きざか りの35

才であった。しかし、すべては新規蒔直しであり、

壮 年 の こ ろ( 左端)



資本 も殆 どなく、次男 も三男 もいずれをもひ と時

退学させて店を手伝わせたほど困窮していた。し

かも、この困窮からは容易に抜け ら れ な か っ た

が、前年さらに大政官布告で大船奨励令が出 され

たことは、正蔵 をして造船業への執心を燃 えあが

らせたO「思ったことは必ずやり遂げなさい」 と、

正蔵にしばしば諭した郷里 の母の、潤んだ瞳 を思

い出しては仕事に全力を打 ち込んだ。

○正瓶は商用でしばしば琉球に赴いたので 、琉球の

事情には明か るかった。このため明治6 年(1873) 、

大瓶省から琉球の砂糖事情について調査を依嘱さ

れ、沖縄に派遣された。当時、琉球はわが国を疎

んじ、中国 を母国のごとくに思い、日本人 を異国

人 とすら考えてい た。

○正蔵はあらゆる階層のひとび とと膝を交えて話し

合った。時には夜 を徹し、肛 を割って意見を交わ

すなど、誠意を もってこれに当った。帰京した正

蔵は、政府に対し て「武力をもって琉球に臨む方

針はすてて欲しい。親愛の情か、自然に彼我の間

に生まれるよう、誠意をもって交わりを結 ぶべき

である。 そのためには、郵便航路 を開設してわが

国の文化を移す よう努 めれば、積年の隔意は消え

ておのずと親和の情 も生まれるであ ろう。琉球対

策が もしあ りとするなら、それは一に も誠意、二

にも誠意で なけ ればならない」 と献策した。

○一介の商人にす ぎない 正蔵の識見を、ときの前島

(密) 駅逓頭( 注) は高く評 価した。 そして、正蔵

の所有する帆船数隻に琉球向け郵便物のすべて を

扱 わせることにし、政府は、その事業の育成 のだ

めに強力な支援を惜し まないむねの意向を表明し

た。しかし 、正蔵は「郵便物の取扱いを民 開の一

個人に独占 させては禍根を長く後 世に残すことに

なる」と答えて、駅逓頭の厚意を辞退した。こ う

した経緯 もあって、郵便蒸汽船 会社の副頭取に懇

請され、就 任したのは明治6 年 正藏37 才の とき

であった。( 注) 現在の郵政大臣

○その後、三菱 会社が郵 屋蒸汽船 会社を併合し、資

力を強化し、機 構を拡 大して日本沿岸の海運を掌

握し、外国汽船会社の配船 を排除しようとの動き

が起こった。大隈重信( のち総理大臣) はこれを

支持し、強力に推進することを力説してやまなか

った。正蔵は小我に執着しない との見解で、三菱

会社の代表岩崎弥太郎 と、いく度 とかく折衝を重

ねた。

○三菱会社から正瓶を同社の副社長に迎えたい との

申入れを断 つだのは、ひとの下風に立つことを潔

し としない生来のかれの負けぬ気にもよつたが、

すでにこの時かれの胸底に造船所開業の意欲が熟

していたからで もあ った。 かくて郵便蒸汽船会社

は明治 年平6 月に解散した。

○その後 も正蔵はしばしば琉球に渡 り、粘りづよく

困難な諸交渉に当たり、ついに郵便航路の開設は

実を結んだ。 もはやこのころ、正蔵の粘りと誠意

とは、かれのあらゆる言動の底辺をなし、性格の

一部を形造ってい た。郵便航路の開設によって、

琉球 とわが国 との開には、予期に違 わず友愛 と信

頼が醸成されていった。かくて、明治l2年(1879)

沖縄県が誕生するに至ったが、その陰には正蔵 の

絶 えざる献身的な努力がひそんでいた。

○明治7 年(1874) 、大蔵省から全国の貢米回漕、次

いで琉球の砂糖や綿布回漕などの指定 ″御用命"

があった。同10 年には、大阪に も店舗を設けるま

で に回漕業は好調の波にのった。「大蔵省御用命」

は永久的とも思える堅実 ・有 利 な 事 業 であった

が、正蔵はこれに満足しなかった。当面の事業 が

大  阪  の  店



好調であ るが故に、却って造船業への意図は燃 え

さかっていった。"船造 り"- それは正蔵の悲願で

あ り、生涯を貫い た業( ごう) で もあった。

○常住坐臥 の開 も、" 造船創業" のみが正蔵の念頭

を離れなかった。ひと筋に" 造船ことけじめ" へ

の用意をすすめてはいたが、未知の世界に挑む企

ててあるだけに、創 業の体制を整えることは容易

でなかった。ようや く機熟し て、明治11年(1878)

4 月、東京築地の官有地を借り受けて、川崎造船

所を創業するまでに漕ぎつけた。それはごく小規

模な ものに過ぎなかったが、やはり「造船所」で

あることには違いなかった。正疏の長い夢はつい

に現実 となった。ここに至るまでの正瓶の努力は

並々ではなかったが、官有地の借 用を許されたこ

とは、後年かれを大成させた幸運の前ぶれであっ

た。

○当時、洋型船の技師は きわめて少なく、その人 を

得るためには八方手を尽さねばならなかった。よ

うやく旧幕府の安井( 安保) 主船技師 を高額の俸

給を もって技師長に招いた。 それはあ まりに も社

会通念からかけ離れた高給であったので、これを

耳にし た世人は唖然 としたと伝えられている。し

かし、外人の造船技師を招けば、これに倍する俸

給を要するので、正蔵としてはやかを得ない処置

であった。

○ごく小規模ではあ るが、造船所としての形態を一

応整えて開業し たものの、海運業 者の うちには、

洋型船の建造を歓迎しない向きが 少 な く な か っ

た。 そのかもな理由は船 価高であ り、また偏狭な

国粋主義 も影響していた。正蔵は船主の集まる会

合にしばし ば出させて貰っては、国家的な立場か

ら洋型船の必要を訴えた。また、洋型船の安 全・

快速・有利を誠意をこめて説き、建造費の年払い

や月払いによる造船契約を提案し た。一方船主 と

し ては竣工した新造船の引渡し を受けたのち、そ

の新造船を巡航して得た収益の中から、建造船価

を支払えばよい という方法 も効を奏し、洋型船の

受注がしだいに増してきた。

兵庫に川崎造船所分所開設( 明治1l年)

川崎 築地 造船 所の 跡

○船造りに踏み切って初めて手がける「北海丸」・‥

もしこれに失敗すれば、社会からは嘲笑を浴びる

ぽかりでなく、造船業者 として不適格の烙印を押

されることは必定であった。第1 船こそば正蔵の

造船業に対する試金石であった。正硫は第1 船に

すべてを賭け 、全身でぶつかり、全精力を傾注し

た。 後年、妻 すみは当時の気魄を回想して 、「 恐

ろしいような意気込みであった」 と、夫のことを

孫 たちにしばしば語ったとい う。

○洋型船に" ずぶの素人" であ る人 夫 ・とび職を

指導しながら、造船技師を中心に、正蔵は作業 を

進めていったが、それは並大抵の仕事ではなかっ

た。終業したのちに、1 日の作業の進捗を検討し 、

翌 日の仕事の段取りを決め、雑務を片 付けて、ふ

と気がつ くと夜更 けになってい ることが、し ばし

げてあったという。「 われながらよく身体が続い

た ものと思 う」と当時を追懐しているのは、この

問の消息を物語るものであろう。

○「立 派な船をぜひとも送り出したい」-それは正蔵

の祈りに も似た願いであ った。愛情 をこめた第i



船の工程は、しだいに進んでいった。正瓶は、進

水する船を少しで も多くのひとびとに見せたい念

願から、その「進木次第」に新鮮さを盛るよう独

自の工夫をした。そのころ、和船の進木は、注文

客 と船大工 とが集 って行なう古式 な 行 事 で あ っ

た。正蔵の創意による「進木次第」の中には、洋

型船に対す る世人の眼を開きたい意図の心くばり

が盛られた。かくて 、さわやかな秋晴れの日に、

第1 船「北海丸」の進木は、官民の招待者のほか

に物見高い江戸の観衆など合わせて千数百名の注

視 の中で盛 大に行われた。「北海丸 」進水のた め

の広告・祝宴な どの費用が、船 価を上回ったこ と

によって も、正蔵の意気込みの程を知ることがで

きよう。「北海丸」 の進木によって、 川崎正蔵の

名は一躍広く社会に知れ渡ったのであった。

○正蔵はいく度とかく政府 に向かって 、「500石積み

以上の木船の建造を禁止し なければ、船火事 や難

破による物的・人的損害が累増して国 家の損失を

多くする」 との意見を具「りし た。し かし これを我

田引水の説 と曲解して誹誇する世人も少な くなか

った。正蔵は洋型船に対する社会の根強い無理解

に、粘ばり強 く抗して ゆかねばならなかった。

○正蔵が東京築地に、政府所有地 を貸与されたのは、

「 洋型船建造奨励」 という 国策に もよるものでも

った。第1 船の竣工によって、世に広く名 を知ら

れるに至った正蔵には、兵庫で も造船を… との意

欲が強く動いてきた。 かれは熟慮を重ね、案を練

り、東京と兵庫 とで相呼応して船造りに挺身する

決心をしたのであった。

○明治14 年(1881) 、 兵庫県 摂津国神戸区 東出町

(注) に 川崎兵庫造船所 を開設した。 貿易 の中心

であ り、出船 ・入船に賑 う兵庫が、造船業 に恰好

の地であると考えた正蔵の着眼は誤まっていなか

った。し かし、東京と兵庫に、遠 く離れて事業場

を持ったため、間 もなく金融に行き詰り、川崎兵

庫造船所は欠損の連続であった。利息の支払いに

すら追われ、身の置きどころに苦しむようになっ

た。しかし 、正蔵は黙 々として、苦難の道を歩み

続けた。 それは、自らの力の限界を試すように も

見えた。

(注) 現在の神戸市兵庫区東出町

○経営の苫渋に 喘 い で い る と

き、積荷 を満載した正蔵の持

ち船「 龍王丸」・「龍田丸」の

2 隻は、暴風雨のため前後し

て和歌山県および静岡県 の沖

合で沈没した。持 ち船2隻と、

積荷 との喪失による莫大な損

害は、正蔵に とって致命的 な

打撃であった。しかし、かれ

はこの傷手にも屈せず、受 注

船の工程を崩さぬように心を

くばり、注文主 との連絡など

は、細微な点もおろそかにし

なかった。

兵庫に造船所開設

(明治l4 年)

○経理㈲は、いよい よ ″火の車" となったが、買掛

金 と従業員の賃金の支払い とだけは滞らせなかっ

た。どのようにして金策するのかは、正蔵と妻す

みのほかは誰 も知らなかった。無理の上に無理を

重 ねた経営は、しだいに大 きな危険 をはらんでき

た。正試は、これほ どまでに情熱を傾けてなお好

転を見ない造船業とい うものが、自分を破滅させ

る鬼火のよ 引こも思えて、ふ と恐ろしくなること

もあった。しかし 、妻 すみは、正 蔵 から「船 造

り」を奪えば、虚脱して廃人に もなりかねないこ

とを、誰 よりもよく知っていた。船造 りーそれは

正蔵の執 念で もあることを、妻 は よ く知 ってい

た。妻すみは正蔵に心から仕え、暖か く常に激励

した。このような破局的な窮地にきて も、かれは

注文主に対 する「 誠実」を企業の絶対倫理 とし 、

納期は特にやかましかった。

○経営難がい よいよ深刻 となった翌年は三男が米国

において死去し、100 日を出ですし て次男を神戸

で失った。正蔵は家 庭生活におけるかれの命とも

い うべき2 人の愛児を殆 ど同時 に失った。ま た、

事業上、かれの命 ともい うべき造船業は、不振の

どん底にあった。米国から小さい白本の箱に納ま

って三男の遺骨が届い たとき、正瓶と妻すみとは



余りにも大きな悲しみのために、声 もなく泣 きく

ずれたという。 それは人の世の試練 というには余

りにも悲惨であった。びし よ濡れの鶏よりもみじ

めになった正蔵は、 もはや「 造船の鬼」で はなか

った。所詮は子に煩悩な、凡庸な親に過ぎなかっ

た。

○事業の不振と家庭の不幸に悩み悶え 、造船の業を

続けることに光明を見失いかけた。倒産寸前 とい

う最悪の状態にまで追いつめられた。家庭の貧し

さから、自分は十分に修学できなかった正蔵は、

乳児の とき亡 くなった長男への愛情 もこめて 、三

男新次郎を慶応義 塾を経て東京予備門( のちの一

高) を卒業 させ、さらに米国に留学させていた。

正蔵夫妻は秀才の三男に親 としての夢 を托し、ま

た勤勉な次男の律義さに も期待をかけていた。し

かし、それらの夢 は消え去った。事業では不死鳥

であった正蔵 も、愛息を相次いで失った大きい 衝

撃のため、ついに病床に臥してしまった。

○病床にあった正蔵は「 兵庫造船局払下げ」の公示

があっ たと聞き、すぐさま病床で払い下げ願い を

したためた。払い下げを熱望する ものの中には、

旧幕府の有力者が多く、払い下げ の審議に当 る政

府高官の多く も、旧幕臣 が占めてい た。したがっ

て、正蔵のように町人の出であり、病身であ り、

「ふね気 狂い」 の世評のある者 に払い下げられる

可能性はきわめて希薄であった。審議は紛糾し容

易に進展を見なかった。事業の不振 、持ち船の沈

没、相次ぐ愛児の死などのため、病床に呻吟して

いる正蔵 に と っ て、 最後に一縷の望 みを托し た

「 払い下げ」もま た夢となりかけてい た。

兵庫造船局払下げ願い

○正蔵が42才にして、初めて東京築地に造船業を興

して以来、「造船」ひと筋に生き、持てる総ての も

のを投入して経営に当 った苫闘、また正蔵の誠実

な人柄、かって大蔵省から乞われて琉球に幾たび

か使いし、郵便航路の開設にまで導き、「沖縄県 」

の設定 を実現した陰の功績などが重視され、閣議

はついに多くの払い下げ願い人 の中から正蔵を最

適格者 と決定した。正賊の篤実 な人柄と、仕事に

精魂を傾け尽す情熱とは、ここにようやく正しい

評 価をかちえたのであった。ここに辿りつ くまで

の25年間‐-それは「船造 り」とい う悲願を背負っ

て、茨の坂道を喘ぎながら登ってゆく荒野の開拓

者であった。

○明治19 年(1886)5 月、高木 兼寛( の ちに男爵)

が払い下げ を前提としての「官営兵庫造船所借用

許可内定通知書」を携えて訪れた。病床にあった

正蔵は、病苫も忘れて起き上り、高木兼寛に取 り

すがって泣いたとい う。 負げじ魂の化身のような

50 男の嬉し泣きは、のちの造船業に大きく顕現 さ

れていった。堪えがたく思われた苦難のことども

もふっとんだ。 正瓶は去りゆく遠雷 を 聞 く よ う

な、さわやかな気持で過去の苫渋 のかずかずを回

想し、今後の奮闘を妻すみ とと もに誓い合 った。

かくて翌年7 月 、ついに正式に払い下げ は確定し

た。

当時の新聞広告

(明治19 年)

○旧官 営造船所の上地・家屋 ・施設 の代価は、経営

を続けて得る収益の中から50ヵ年 とい う長期間に

年賦で払えばよかった。 これは、「官営事業 を民

間へ移植 させ、さらに育成 させる」という明治政

府の遠大な方針に出ずるものであ った。その設備



は 、これまでの川崎兵 庫造船所に幾 倍するもので

あ り、造船能力 も大きかった。官営時代からの少

なからぬ仕掛 り工事は、すべて政府からの発注に

切 り替えられた。安心し た債権者は掌を翻すよう

にもはや来なくなった。

川 崎 正 瓶

当 省所 轄、兵庫 県摂 津国 神戸区東川崎町、兵庫造船所地所

建物諸器械並 二付属品共一 式、東 京京橋区 築地二丁目二十

五 番地平民川崎正座 へ年賦払下 ノ事ヲ聞拓 タル ニ付乃チ命

令スル所 ノ条 項次ノ如シ

第一条~ 第八条( 省略)

以 上命令ス

明 治二十年七月六 日

農商務大臣 子爵 谷 干城

○官 営造船所の払い下げ許可一一それは正蔵の運命を

大 きく回転させた。 40才ごろまでの正瓶は、ひと

の運命は自分 の手で努力に よって切 り開けるのだ

と考えていた。かれの梅劃的とも言える人 生観 も

50才のころになると、し だいに幅をもったものに

変っていた。か れは運命とか宿命とかいうものを

かなり肯定し 、運命と勤勉が人生を好転させてい

く…と諦観を交しえて語るようになってい た。

○明治20 年「川崎造船所」と名付けたころ、全従業

員 は600 人 を数え、事業 の基礎は確立してい たが、

正蔵は 「商戦は最初の5 分間 」 を常に説 き、100

トン程度のランチの受 注交渉に も、自らこれに当

った。 受 注活動は常に積極的な態度で臨み、「 ひ

と度び受注すれば、永久のお得意になってい ただ

く」と、率先垂範、工事の指揮に当った。 かれは

設 計が完全でなければ、立派な製品は生まれない

として、着工に先だつ事前の用意は慎重かつ周密

をきわめた。着コニするや受注品の納期厳守を操業

上の鉄則 とし て奮闘した。

○明治26 年(1893) に、一部の工場が焼 失したとき、

大 阪市の天満 橋・天神橋・筑前橋などの橋碩、東

京市( 昭和18. 東京都) の木道鉄管、そのほか紡

績会社のボイラなどを製作中であった。正蔵は鎮

火 後、火事場に 全従業員を集めて、「火事 を理由

に同情にすがって受注品 の納期を遅らせてはお得

意先に相済まない。 いまの場合こそ ″納期厳守"

を貫 くときであ る」と訴え、契約期 日に完納の見

込みのつくまでの20日問あまりは、自ら工場に寝

泊 りして仕事に取り組んだ。 全従業員がよく一丸

となり、昼夜を分たぬ作業によって納期は1 日 も

違えなかった○ 納期厳守は作業上 の「至上命令」

であ り、かれ自らを律するモラルで もあった。

○し だいに事業 は隆運に向かい、従業員はその数を

増していった。正蔵は従業員 に向かって常に「大

厦の材は一丘の木にあらず」を引用し 、「以 和為

貴」と訓した。大事業は一人 の力では成らない と

し て、多人数 の力が結集して、そこに映発する美

し さと力強さとを貴び、「多様の光輝」 を かれは

常に念頭に おいた。

○正 瓶は常々から日誌 をつけていた。それはい かに

繁忙な ときにも欠かすこ となく続けられ、細字で

驚 ろくべき克明さで誌されている。そのポケット

手 辰型のどの日誌 乱 筆は公私の点に触れ、とき

には旅先の風景スケッチ も描かれてい た。正 蔵は

過去の日誌を折にふれて繙いては内省し、元気づ

けられたとい う。 かれののこした日誌を読んで み

ると、若いころ直情径行のあま り誤解を受け易か

っ たIB蔵が、後年いぶし銀のよ うな渋い、おっ とり

した性格を築いて 行く過程が分るようで もあ る。



筆 の す さ び

○明治27 年(1894)8 月、日清夜争の突発によって、

正蔵は海軍の要請に もとづき、広島県宇品に臨時

出張所を開設して 、多くの軍船の修理・改造 を行

なった。一方、神戸工場 では、この年12月までに

水雷敷設艇6 隻 を建造したほか、さらに大阪商船

その他の貨客船 を建造するな ど、時代の火照 りの

中で業績はいよい よあがった。明治11 年 、東京築

地で創業して以来、同29 年までに多数の船舶お よ

び器械・ボイラを手がけ 、業界におけ る地位は揺

ぎないもの となった。

○日清戦争 のちの造船業界は異常の活況 を呈し 、海

軍は巨艦、船主は巨船を、それぞれ建造する傾向

に進んだ。この情勢に応ずるためには、川崎造船

所は施設 を大幅に拡充することが必要であった。

これは是が非でもなさねばならぬかれの焦眉 の課

題 となっ たが、そのためには巨額の資金を要し た。

かくてかれは経営組織を改変することを決意し 、

明治29 年(1896)10 月15日、株式会社川崎造船所

に改組し 、社長には少壮31才の松方幸次郎を迎え

てこれに経営を托し た。時 に正瓶は60 才であっ

た。

川 崎 正 蔵 翁

― 引退後のことども―

○翁は この日まで、 い くたびか 死にも直面 し、 苦

難をも乗 り越え、きびしい風雪にもよく堪えてき

た。 60才 といえば、経営者 として、い わば脂の乗

り切っ た、円 熟した齢であった。正蔵自身として

は改組ののち も社長 として経営の首座につき、株

式会社川崎造船所 をいよい よ成長させ る意欲はあ

った。しかし、健康が旧のようではなくなった。

夫の身を案じて静 養をすすめる妻の切なる願いを

容れ、ついに第1 線から退いた。松方社長は稀に

見る逸材ではあったが、造船業には未経験であっ

たので 、翁に「何事につけて も力強い後見人 とし

ての示唆 を与えられたい 」と繰り返し懇請し 、顧

間就 任を応諾させたのである。

○翁は乾ド ック構築 という、困難な課題を松方社長

に引継いだ。翁は乾ドック構築のため、少なから

ぬ費用をかけて数年来地質調査を行い、資金の調

達 かできれば着工し得るまでの結論を得ていた。

松方社長は初代社長に就任の年 、ただちに乾ドッ

ク構築に着工した。英断 と称える人、暴 挙と難ず

る人 などそれぞ れで世評はひどく喧しかった。

不 動 明 王 像

○乾ドック構築が始まるや 、翁は、今 も川崎家に家

宝 として伝わる不動明王の像に、家族とともに敬

けんな祈 りをささげて、

そのつつがない竣工を念

じ、工事を続け ること3

年、工事が暗礁に乗り上

げたとき、正M 翁は苦悩

し ている松方社長の弱気

を一笑に付し 、「乾ドッ

クの完成なくして、川崎

の発展はない。社運を賭

け て もや り遂 げるよう

に」と温かく励ました。

また、工事担当の山崎技

師を、しばしば自邸に招

い ては、「 この工事の指

揮は、君をお き余人 をも

っては代えられない。 よ

し んば6 年 が7 年かかっ

ても、焦らず努めて欲し

い 」と年来の労をねぎら

い 激励した。竣工ののち

山崎技師( のちに工学博



士) は「翁の私に対する絶対の信頼を知って、技

師とし ての生命を賭けてやり遂げようとの勇 気が

湧いた」 と述懐している。

○春秋2 回会社の幹部を自宅 に招じて、懇親のつど

いを持 つときの翁の顔ほど愉しげに見えたものは

なかったと伝えられている。 その席で翁は、談笑

のうちに「創業は易 く、守成は難い。何事 も和ほ

ど貴い ものはない。識見や技術によって部下や寮

友 の尊敬を得、人徳によって信望 の 集 ま る人 こ

そ、真に畏敬するに値する」と訓えるのが常でも

った。

○第1 線 を退いてからの翁は、年ご とに隆盛に向か

う川崎 造船所を 静かに眺めて、「 日々是好日」 の

明け暮 れであった。晩年の最大の喜びは 明治32

年(1899) 、当時東宮であられた大正天皇が神戸市

布 引の自邸をお 訪ねになり、 また同44 年(1911)

には当時皇后であられた昭憲 皇太后が静岡県 興津

の別宅に翁 をお 訪ねになって、親しく永年の労苫

と貢献 とをねぎらわれたことであった。壮年のこ

ろから信仰の篤かった翁は、晩年、天竜寺管長高

木竜淵師、同山 桃本独山師らの老師に私淑し、「老

来 、鹿児島は遠く、しばしばの墓参りも叶わねば」

といい、神戸布引山に徳光院を建立して篤く先祖

の霊 を祀った。

墓   地( 神戸市布引の徳光院)

○翁は船造 りのために生を享 け た よ う な人であっ

た。そのために生命を激し く燃焼 させた。今 日の

全川崎は、80年 の昔、翁の蒔いた一粒の麦 が、長

い年月の試練を経て結実した ものである とも言え

よう。翁が個人で営んでいた川崎造船所が株式会

社に組織を改め、排木量 27,500ト ンの巨艦「榛 名」

を建造す るまでにす くすくと成長したことは、翁

にとってこよない喜びであった。巡 洋戦艦「榛 名」

の進木を翌年にひかえた大正元年(1912) の冬、

病 ようやく重く病状革まるや 、翁は渋る家人や医

師を促がして、病 体を川崎造船所を望見で きる部

屋へと移させた。

○冬空を截ってそびえているカ ントリー・クレーン

と、巨 艦の建造にプル操業 を続けている川 崎造船

所を遥かに眺めながら、この年12月2 日、船造 り

のために生 きた76 年の数奇な生涯を静 か に閉じ

た。

銅 像 ( 大正7 年 7 回忌に建設)





第1 編

沿 革





第1 章 序   説

当社は、 川崎正蔵翁が明治11 年(1878) 、 東京築地において造船業を始め

たのに端を発する。 その後、神戸でも造船業を始め、同19 年(1886) 、 東京か

ら事業一 切を神戸に移した。 事業は漸次成長し、 同29 年(1896)10 月15 日

に株式会社川崎造船所を創立、 昭和14 年(1939)12 月1 日、 社名を川崎重:工

業株式会社と改め、 今日に及んでいる。

川崎正蔵翁が東京で創業してから昭和33 年(1958) で80 年を閲し、株式会

社に改組してから同31 年(1956) で60 周年に及ぶ。人であれば還歴を迎え、

円熟した風格のときである。 その間、 歴代経営者は翁によって培われた伝統

を受けつぎよく経営に努めたので、「川崎」の名は変ることかく今日に及び、

業界の巨きい存在となるに至った。

四面海に囲繞されたわが国は、 幼稚な技術であったが.   もともと造船業は

盛んであった。 しかし徳川の時代、 大船の建造を禁じ、慶長14 年(1609) 海

外渡航の差止め、寛永10 年(1633) 外国船の来航制限など、為政者の偏狭な

政策のため、 せっかく成長をたどりかけた造船のわざも、 その芽は摘まれ、

圧しひしがれてしまった。

かくて異国と交わりを絶つこと220 年余の久しきにわたり、 この間、全く

外国の文化から隔絶し、 はなはだしく後進性を深めた。 嘉永6 年(1853) 、

米国使節ペリーの来航によって開国の機運が訪れ、 大船建造の解禁やその他

の施策で、しだいに造船業は息ぶき始めた。

その後、 工部省は官営兵庫造船所を開設したが、「造船業は民営によって発

展を期すべし」 として、 多くの出願者の中から正蔵翁を選んで払い下げた。

川 崎 造船 所( 明治24年)



時 に明治19 年(1886) ……。 これによって正蔵 翁の" 船つく り″の基盤 が築

かれたのであ った。 翁は西 洋型船 建造につい て、 社会 の蒙 を啓ら くた めに全

身を もって 訴え、 寧 日ない活動 を続け た。 相次ぐ愛 児の死や、 金融難な どに

さいな まれたが、 喘 ぎつつ、 しか も絶望 するこ となく前進を続け た。

明治27 年(1894) の 日清戦争を転 機とし て、 業 況は好調 の波 に乗 っ た。 事

業 が繁 忙をき わめるにつけ、 痛感 するこ とは設 備の拡張、 資 本の充実であっ

た。 個人経営 とし ては、 登 りつ めるところ までたどりつい たので、 積 極的に

近 代的な 造船 企業 へ の進出 に 踏み切 らねば、 や がては ″町工場" とし て低徊

し、 将来の大 は望 めな かった。 い わば 個人企業 とし ては成功し たが、 造船業

とし ての 曲り角にきてい たのであ った。 株式会 社に改組…… それは 翁がかね

て抱いてい た宿願で もあ った。

機熟し て明治29 年(1896)10 月、 株式会社川 崎造船所 が誕生し た。 久しい

間の翁 の宿 願は、 株式会社 とい う新組織に よって分 厚い肉 づけがで きた。 か

くし て正 蔵翁に よる個人経営 の川崎 造船所は、 株式 会社川崎造船 所と装いを

改 め、 新し い 道標に向かっ てその第一歩 を踏み出し た。

明治19 年(1886) から同29 年まで、翁が当 社現在地に個人 経営の基盤 を築

き、会社組織 とす るまでの約10 年間に建 造し た船舶は80 隻、製 作し た諸機械

・ 鉄橋等は 相当 の数にのば った。

株式会社川崎造船所 玄閔( 明治41 年)

初代社長に松 方幸次郎、 副 社長に川 崎芳太

郎が それ ぞれ就任し、 翁は顧問 とな った。 翁

は造船業 に うずく ような意欲を持 ってはい た

が、 社長 の座につく には2 年前 の大患があ と

をひい てい てそれ を許さな かった。

あ たかも当 社の創立 と同じ時期 に政府は国

家 の消 長に関係 の深い 海運・ 造船 業に対し、

強力 な保護政策 を行なっ たので、 し だい に業

界は 発展の段階に 入っていっ た。

株式 会社に改 組し てから、 松方社長 が最初

に着手し だのは、 乾ド ックの構築であ った。

難 工 肛のため工 程は渋 滞し、 一 ときは その成

否が危ぶまれたが、6 ヵ年の歳月を費やして、



明治35 年(1902) よ うやく完 成し た。 この問、 海面 の埋立、 隣接土地・家 屋

の買収、 クレ ーンその他機械類 の増設 な どに 努め、 明治34 年 には、工場動力

源を電化 するな ど、 設 備はし だい に面 自を新たにし てい った。

明治38 年(1905) 、日露戦争 の勝利に よっ て造船界は 発展し ていっ たが、こ

れよりさき同30 年(1897) 、 当社 建造の貨客船 が造船奨励 法適 用船のト ップ

を切り、 業界 の祝聴をあ つめた。

さらに明治33 年(1900) から同39 年(1906) ごろ は、2,200 ～3,500  G.T.

級船 の建造 であ っ たが、 同40 年ごろには一 躍8,500 G.T. 級船舶を建造す る

までに 技術が向上し た。 また艦艇 も明治32 年(1899) に初 めて水雷艇2 隻 の

組立工 事を行なっ て以 来、 技術はし だいに進歩し、 水雷艇・駆 逐艦・ 砲艦・

巡 洋艦等を建 造し たが、はやく も明治35 年から同45 年に かけ て、 清国・韓国

お よびシャ ムの艦艇20 隻、その他外国船 舶数隻 を建造し た。 これは、 当 社技

術がすでに海 外に認 めら れていた証左 であ る。 特に 明治37 年(1904) に海軍

から 潜水艇2 隻 を受 注し たが、 当時潜水 艇建造技術は国内・ 国外 ともに初 期

の時代 であっ た。 民 問で初 めて当 社に その建造が下命 され たこ とは、 当社 が

の ちに潜水艦建 造技術に優秀性 を持つに至 った萌芽 ともなっ たのであっ た。

日露 戦争の のち、 反 動的に訪れ た不況に よって、 当 社の経営 は一とき苦境

に立っ たが、 それ に屈するこ となく、 明治39 年(1906) に運河 分工場、 続い

て同41 年大連出 張所を相次い で設 置し、 機関車・車両 の製作 分野に積極的に

進出し た。 次い で画期的な 建艦工 事であ った巡洋戦艦「榛名」(2  7, 5 0 0Δ T)

建 造のため、 多 数の技師・工員 を海外に派遣し て研究に当ら せると ともに、

造船 台、 カント リー・クレ ーンの新設な ど、 積極的に 準備態勢をしい た。 会

社創立 から明治末年 までの成長は、 次 表に よりある程度知 るこ とができる。

会 社  概  況 比 較          明 治29 ・45 年

区 分 明 治2  9 年11 月 明 治4  5 年6 月 倍  数

5.0公  称  資  本  金 200万円 1,000万円

株           主 18 人 1,170 人

10,658 人

6.5

従     業     員 1,809 人 5.9

土           地 11,435 坪 111,248 坪 9.7

家 屋( 工場・倉庫・事務 所) 42 棟 207 棟

1,665 台

4.9

機         械      101 台 16.5



大正3 年(1914)7 月、 第1 次世界大戦が突発し、 わが国も参戦したが、

戦場より隔たることの遠いわが国土はいささかの被害も受けず、 むしろわが

国の経済界は利するところが多かった。

戦局の拡大に伴い、船腹の需要が激増し、 海運・造船界は ″空前″の好況

を迎え、大正7 年(19 18)11 月に休戦となるまで。海上運賃・傭船料および

船価など奔騰を続けた。 この問、国内では多数の中・小造船所が急設され、

造船鋼材の入手はしだいに苦しくなり、特に鋼材の輸入は最も困難であった。

当社は幸いにして手持ち鋼材が豊富であったため、 日本郵船・大阪商船等の

大型商船建造にはさして支障もなく工程を進めることができた。 また、 戦艦

・巡洋戦艦を初め、 巡洋艦・駆逐艦 ・潜水艦・特務艦等、 各種艦艇の建造に

あたっては、 その造船能力と技術の点でわが国2 大造船所の一つとなった。

当社は第1 次世界大戦による時局の動向を洞察して、 大正4 年(19 15) に

ストック・ボートの建造を計画し、同5 年から翌6 年に9パL00~12,000 D.

W. T.型貨物船13 隻を米・英両国に輸出したほか、 国内の需要にも応じ た。

その後、 日米船鉄交換契約に基いて、9,100 D.  W. T. 型貨物船12 隻を米国政

府に提供するなど、 はなばなしい活動が続いた。 また船舶部を設けてスト ッ

ク・ボート を運用するとともに、大正8 年(1919) 、 川崎・国際両汽船会社

設立に際して、 その現物出資に当てるなど寄与するところが多かった。

一方、 鋼材自給のため、 大正5 年(1916) から同6 年に兵庫工場に製条・

鍛鋼の2 工場を設け、 翌7 年葺合工場を新設して中・厚鋼板の製造を開始し

た。 この問、 造船各部門の施設を拡充し、技術の向上に努めたので、 造船工

程は著しく進歩した。 特に大正7 年に建造した「来福丸」(5,857  G.T.) の

「来 福 丸」 に つ い て

山 県 昌 夫

大正7 年10 月30 日に株式会社川崎造船所

で進水した 「来 福丸」 は、 工期 の短い点に

おいて世界新記録を樹立し た。 10 月7 日に

龍骨を据付け、 わずか23 日間で進水し、 蟻

装6 日 という短期間で工程を終 り、Ⅱ 月5

日公試、 翌6 日に引渡し を行なったので、

この船は30 日間で竣工し たわけ である。

当時 の世界造船記録はアメリカのベツレ

ヘム造船所の建造した 「インヴィシブル」

号で、 大正7 年に工期32 日間で進水し たの

に比べると、 船のトン数 の差を考慮しても、

「来福丸」 の記録がこれに優っている。

(工学博士 東大教授)



ご と き は、 工 期30 日 と

い う ス ピ ー ド 建 造 の世

界 記 録 を 樹 立 し た の で

あ る。

大 正7 年(1918)11

月、 第1  次 世 界 大 戦 休

戦 条 約 が 成 立 し て か ら

海 運 ・ 造 船 市 況 は し だ

い に 低 調 に 向 か い 始 め

たが、 戦時中 の余 勢を駆 って、 翌8 年 にわが国造船 所で進 水し た1, 000  G.T.

以上 の船舶は134 隻( 約6 18, 000 G.T.) に及 び、この うち当社 の船舶は35 隻

(196,572G.T.) と、 実に全体 の約32% を占めた。 また、わが国の船舶保有

量は、 大戦直前( 大 正2 年) には世界 第5 位であ ったが、 休 戦後 は英・米に

次い で第3 位 に飛躍し た。

平 和の回復 とともに、 デモクラシ ーの思 想はしだい に世界的風潮 となっ た。

物価 騰貴に伴っ て全国に労 働争議が続 発し、 大正8 年には当社 もまたその影

響 を受 けて紛糾し た。 この年10 月、各社に さきがけて実施し た8 時問労 働制

は、 すべての ″働く者″ への大きい福 音となっ た。

製 飯 工場 の 操業( 大正7年)

大正9 年、 経済恐慌が起り、 経営はますます困難性を加えるに至った。 さ

らに翌年のワシントン軍縮条約の締結は、不況に喘いでいた造船界に致命的

ともいうべき衝撃を与え、 工場閉鎖、人員整理を行なう造船所が続出した。

当社においても、 建造中の戦艦「加賀」 および巡洋戦艦「愛宕」 は工事中

止となり、 その打撃ははなはだ大きかった。 しかも商船の建造が飽和状態で

あったので、 労働力は過剰となってきた。 しかし兵庫工場においては、 外地

から受注の車両関係工事に忙殺され、葺合工場もまた、製板にフルな操業を

続けていたので、 造船部門の閑散を補い、 従業員を維持することができた。

一方、 久しく研究中であった航空機製作がしだいに軌道に乗り、 大正11 年

(1922) には陸軍試作機に成功したので、飛行機部を設置し、 各務ケ原に分

工場を設けて航空機の国産に乗り出した。

かくて、 当社は第1 次世界大戦を契機として艦船建造に目ざましい業績を

あげ、また造機・製缶・電気各部門のほか、車両・航空機および製鉄分野へと、

新しい時代に沿って大きく前進し、 わが国における代表的な総合重工業とし



ての地歩をしだいに固めていった。 社業の伸展とともに、 大正10 年(1921)

には資本金9,000 万円、 同15 年には社債発行総額5,800 万円に及んだ。

また、内外業界を曖目させたストック・ボート 乱 大正15 年(1926) 竣工

の「玖馬丸」 を最後とし。合計96 隻( 約558,694  G.T.) を建造して終止符を

打った。 戦後の海運界は低迷のうちに一進また一退し、 造船界の不況もまた

長く尾を引き、容易に回復のきざしが見えないまま、 大正の時代が終ったの

である。

ひるがえって第1 次世界大戦後の反動恐慌は大正12 年の関東大震災による

打撃を伴って、 経済界に内攻して連鎖反応し、 昭和2 年(1927) にはわが国

空前の恐慌を巻き起すに至り、当社の主要取引銀行であった十五銀行が休業

するに及んで、 当社は創立以来かってない深刻な金融難に陥った。

松方社長は政界・財界の有力者、 大口債権者および株主の支援を仰いで、

直面した危機の回避に1 年有余奔走した。 昭和3 年(1928)5 月、 整理案の

成立を待って引責辞任し、 川崎総本店の総務理事鹿島房次郎が後を襲った。

その問、 海軍は昭和2 年7 月から翌3 年8 月まで当社に艦政本部臨時艦船建

造部を設け、 造艦工事を管理した。

なおこの整理によって、 兵庫工場は社内外の情勢により分離・独立し、 川

崎車輛株式会社 を設 立し た。 その後、 一等巡洋 艦

お よび大型潜 水艦各1 隻のほ か、 相次ぐ多 数船舶

の建造に よっ て当 社の更生 はさらに促進 された。

か くて再建は 順調なコ ースに乗ったかに見えたが、

昭和5 年(1930) の金解禁 と緊縮政策は当 社更生

の行く手 をはばみ、 新造船の受 注が とだえ工場は

閑 散になっ た。 こ の対策とし て アイド ル・シ スラ

ムも実施し たが、 急迫し た 事態 を解 消する術 もな

か った。 また受注し た 相当量 の陸上工 事 も13,000

余人 の従業員 を賄 うには ″焼石に水 ″ であっ た。

経営状態は 日を追 って悪 化し、 さ きの整理案 の履

行に困難を伴 うに至 ったので、 第2 次整理案 を提

出し て関係方 面と折 衝を重 ねたが、順 調に進 まず、

つい に最悪の 事態 に陥っ た。
海軍艦政本部臨時艦船
建造部設置(昭和2年)



従業員整理とアイドル・ システム

(昭和5 年)

ここにお いて当社 は昭和6 年(1931)7 月、

和議申 立を行な うと ともに涙 をのんで従業員

3,000 人 を整理した。 翌 年11 月に 和議条件 が

成立し よ うやく ″累 卵の危機 ″を脱した が、

ここに至る まで の債権者・ 株主 諸賢の理解 や

関 係方面から の支援 には、 心 からの感謝 をも

って銘記され ねばならない。 この整理更生 に

没 頭された鹿島社長はついに過労のため倒れ、

7 月29 日に和議 の成立を見 ない で逝っ た。 そ

のあ とを継いで、 平 生 釟三郎 が3 代社長に 就

任し たのは同8 年3 月 のことであっ た。

大戦後の不況に悩んでいた経済界も、 昭和7 年(1932) ごろを底としてよ

うやく立ち直り、 同10 年に入るや、満州事変以来の時局的な背景と、船舶改

善助成施設の影響で、 造船界はしだいに盛況に向かった。昭和10 年12 月、平

生社長は取締役会長に、4 代社長に専務取締役鋳谷正輔が就任した。

当時の生産機構は、 艦船工場( 昭和3. 6. 2 7 本社工場を改称)・製販工場・

飛行機工場( 昭和2.2.‐ 飛行機部を改編) および製鋼工場( 昭和9.   11.1

川崎車輛の製鋼部を移管改称) に大別され、 いずれも経営は順調に進んでい

った。

艦船工場は昭和9 年(1934) から同11 年に艦艇6  隻、 商船17 隻を建造し、

そのうち大型鯨工船1 隻、 大型油槽船5 隻、 優秀貨物船4 隻等はその代表的

なものであった。 中でも鯨工船「日新丸」 は、 船主 の要請にこたえて7 ヵ月

の短期で建造し、 業界の視聴をあつめた。

昭和12 年(19  3 7)7 月、日華事変が起り、非常時局の色彩を濃くし、陸軍

機の製作に繁忙をきわめてきた飛行機工場は、 同年11 月、分離して川崎航空

機工業株式会社を設立した。 また政府の優秀船舶建造助成策お よび艦艇補充

計画によって造船界は活況を呈し、当社は同13 年中に艦艇10 隻、商船9 隻を

建造し、 製飯・製鋼両工場も軍需生産に向かい繁忙の度を加え、同14 年には

岩手県に久慈製鉄所、同16 年には西宮市に特殊鋼工場をそれぞれ開設するな

ど、 しだいに事業の幅を拡げていった。

かくて造船・造機・電機部門と並んで、 製鉄部門も大きく伸びてきた○ 昭

和14 年(1939)12 月1 日、 和議のきずなを脱したのを機会に、当社の多角的



企業の分野を総称するにふさわしく、 社名を川崎重工業株式会社と改め、 ま

た2 億円に増資して、 非常時局に即応の態勢を確立したのである。

日華事変の収拾は困難をきわめ、国際情勢は日まし に険悪となっていった。

昭和14 年9 月、 第2 次世界大戦が突発し、 翌年、 対外的には日・独・伊は

″枢軸国″ として盟約を結び、 国内的には新しい経済体制を整えIf 高度国

防国家″の建設に突進した。 同16 年(1941)10 月、 東条内閣が成立するに

及んで、 日米問の外交折衝は行き詰まり、 同年工2月、ついに日・米相戦うに

至った。

この間、 当社では空母「瑞鶴」 ・「飛鷹」 その他艦艇および商船多数を建

造するとともに、昭和17 年には海軍の委嘱により、 ジャカルタ造船工場の経

営に進出する一方、 大阪府下に泉州工場、 大連市に電機工場をそれぞれ開設

した。翌18 年(1943) には伊保工湯・知多工場を開設して製鉄部門を拡充す

るほか、 岡田浦電機分工場を開設した。 その間、当社と関連ある諸会社・工

場を次々と傘下に収め、 本社を神戸市の中央に移して、膨大した生産力の統

轄体制を強化した。

しかし、 戦局が深刻化するにつれて資材は極度に不足し、 中堅従業員の出

征者は4,000 人を数えるに至り、生産の低下はいかんともする術がなかった。

昭和20 年に入ってからは、無人の境を往くがごとく、 空襲は頻度を加え、被

工 員 さ ん の 職 人 気 質

長谷川 如是閑

産業革命は、 われわれの生活をより一層

向上させてくれた。 近代産業 はわれわれの

生活をより豊富にし、 平等化させたが、 こ

れらの生産に携わる工員 さんの間に、 よい

意味の ″職人気質″とい うものが存在して

いる と思う。

かって私は偶然 の機会から川崎造船所を

見学した。 神戸港 を圧し、 碧空を截って屹

立してい るカントリ ー 。クレ ーンとか巨大

な船台を見たのち、 機械工場に入って行っ

た。 そこには、 さまざまの近代化された機

械が立ち並んでいたが、 働いている工員さ

んは見学者 の私には全く目もくれなかった。

吸いつけられる ような限なざしで機械を

見つめている工員さんの姿に接し、 私はひ

どく心うたれたのであった。 その工員さん

は単に機械の前に立っている無言の人間像

にすぎない と言い切れぬものがあった。

機械を凝視し たところで機械が何の反応

を示すわけではないが、 次々と見ていった

同社のどの工場でも同じシ ーンに接し、 職

人気質というものが現代 も残っているよう



爆の損害 は累増し、 操業は渋 滞をきたし た8 7 月には生 産が麻痺す るのでは

ないか…… と、 従業員は危 惧の念を持 ち始 めた。 " 終 戦″ となっ たのは、そ

の翌月15 日であっ た。

昭和17 年(1942) から同20 年 まで に進水し た艦艇は 空母2 隻、 潜水艦30

隻、 その他19  隻 合計51 隻(90,404 ΔT) 、商船 は23 隻(144,532  G.T. うち

油槽船14 隻) であ った。

第2 次世界大戦 によって こうむった物心 両面の痛手は、 あ まりに も大きか

った。 戦に敗れて以来、 わが国 のすべてのこ とはGHQ のきびしい 占領政策

に よっ て規制され、 国 内にはイ ンフレ の嵐 が吹 きすさんだ。 このため、 経済

生活は混 乱し 不安定 な状態が続い た。

戦時 中、 主 とし て軍需生産 に携わってい ただけに、 終 戦によってこ うむっ

た当社 の打撃は大 きかった。 被爆し た施設 の復旧、 生産高 の激減、 資材の 入

手難、 諸経費 の増大、 金融引 締めに よる資金難な どが経営を揺さぶっ たばか

りでなく、 財閥 の・解体、 戦時 補償の打切 り、 賠償施設 の指定、 公職追放 の指

定な ど、 その一 つ一つ が当社 再建へ の行く手に立 ちふさがる壁であっ た。

昭和21 年(19  4 6) には会社経理 応急措置法( 昭 和2 1. 8. 15 公布施 行)、 企業

再建整 備法( 昭和21.10.19 公布) などの法令 によって再建 に着手し た。

に思われた。

私は特に造船業 に興味をもっている訳で

はない。 たまたま見た同社の工員 さんの態

度の裡に、 人間のひたむきな愛情がメカニ

ズムに挑戦しているのを見 たのである。 そ

れは オート マティックに、1  ミリの何分 の

1 の誤差もなくスピ ーディに動いては製品

を産み出 す無心の機械を、 職人 気質が包ん

でいる姿であった。 それは愛情の凝固だっ

た。 造船業は浮沈 の激しい業種なので、 工

員さんの間にはどんな時 でも仕事 にガッチ

リと四つに組む気 風が醸成されているのか

も知れない。

職人気質 といえば名工物語にでも見るよ

うな ″彫心鏤骨″ というようなニュアン ス

がないでもないが、 私は川崎 の工員 さんに

職人気質が近代化されて残っているのを見

た。 ・これが同社を今日の隆運に導いたので

あろう。 遅れている日本 の機械工業 を、 欧

米 のそれまでにレベルアップし た背骨に も

なっているのであろう。

(評論家 芸術院会員)



紆余曲折を経て、 ようやく当社の整陥計画が大蔵大臣から認可されたのは、

同24 年10 月のことであった。終戦からこのころまでは、内憂外患こもごも至

る…… ともいうべき苦難の道であった。

この問、 本意なくも従業員を大幅に整理し、 生産規模の整備を進めた。 ま

た昭和21 年末には、鋳谷社長を初め役員の大半が辞任したので、 残留5 名の

役員( 西山・手塚・神馬・児玉 。小田) によって合議運営の形を採った。 当

時結成された労働組合は、 ある意味において経済民主化の先駆をなすもので

あったが、 インフレとベース・ アップの循還の中で多端な歩みを続けた。

造船部門においては、終戦後まもなく漁船・貨客船等の建造に着手したが、

いずれも小型のもののみで、 その工事量はきわめて微少であった。昭和24 年

(1949) 度の第5 次計画造船で3 隻を受注したほか、 輸出油槽船"  FEENMA-

NOR ″ ・ 鯨工船「日新丸」 等大型船を建造するに及んで当社の前途はようや

くほの明るくなってきた。

製鉄部門の葺合工場では、 鋼板の製造を始めるとともに、 傘下各工場も相

次いで操業を再開するに至った。 計画造船による厚鋼板の需要、 貿易再開に

よる薄鋼板の輸出が、 ともに高まってきたので、昭和24 年以後の製鉄生産高

は著しく上昇してきた。

かくて昭和25 年(1950)8 月、当社は決定整備計画に基いて資本金6 億

円を6,000 万円に減額したのち、5 億円を増資して5 億6,000 万円とし、 さら

に製鉄部門を分離して川崎製鐵株式会社( 資本金5 億円) を設立し、当社に

は取締役手塚敏雄が5 代社長とし て就任した。 また、 大連電機工場および泉

州工場の閉鎖、 企業再建整備計画による川崎汽船・川崎車輛・川崎産業の当

社持株の公開、 また戦時中に傘下に収めた会社・工場の整理などを慎重に行

なって、 堅実な経営への歩みを続けた。

戦後、 奔流したインフレ も、 昭和24 年(1949) にはようやく治まったが、

景気後退のため経済界は不況に陥った。 しか七 翌年6月に朝鮮動乱が突発し、

″特需景気″ を生むや、 自営運航に還元してまもない海運界に生気を与え、

ひいては造船界にも活況をもたらした。

新発足し た当社は経営合理化を進める一方、 技術者を欧米諸国に派遣して

技術の研究お よび習得に当らせた。 この努力は漸次実を結び、 時勢の影響と

あいまって、 社業は順調に発展したが、 さらに昭和27 年(1952)4 月、 当社

(艦船工場) の賠償指定が解かれたので、重苦しくのしかかっていた暗雲は払



拭された。

翌28 年(1953)7 月、

朝鮮動乱の休戦協定成

立を境として経済界は

またもや沈滞し、 海運

界は政府の補助を必要

とするほど深刻となっ

た。 海運界の不況は造

船界にも波及し、 同年

下半期から翌年にかけ

て、業界のある向きで

は従業員の整理、 命令休暇実施などの非常措置すら行われた。

当社は輸出大型油槽船数隻のほか、 相当量の手持工事もあったので、 適切

な対策によって、 不況に大きく巻き込まれることはなかった。昭和28 年6 月

に東洋一と称された第3 浮ドックが竣工して以来、 入渠船が続き、 修繕船操

業度は飛躍的に上昇した。翌29 年(1954)4 月には兵庫電機工場を開設し、

岡田浦電機工場をここに移して、 電機部門の生産体制を整備強化した。 この

間、 役員の増員、 常務会の設置お よび予算統制の確立など、 経営管理機構を

強化した。 また、 営業2 部門を4 部門に拡げ、 営業活動を有機的にするとと

もに、 技術研究室および特殊艦艇研究室の機構を充実して、 技術の向上に努

めた。

兵 庫電 機工 場 ( 昭和31年現在)

昭和29 年(1954) 秋ごろから、 世界景気 の上昇 に伴って 海運界の動きが活

発となり、翌年から 同31 年 にかけて も " 高原景気 ″が続い た。 ことに同31 年

秋の スエ ズ動 乱をきっかけ に、 経済 情勢は好調 の度を加え、 ジャー ナリ ズム

のい う ″造船 ブ ーム″ となった。 こ の問、政府 も第10~12 次 計画 造船お よび

船主 の自己資 金による船 舶建造を助成し たので、昭和30 ・ 31年の わが国造船

所 の新造船受注 量は、 英・西 独をし のい で世界 第1 位を占 めるに至 った。

当 社にお いて。も、 この機 を捉え、 大型 タンカ ーを初 め内 外船 舶を多数受注

し た。 また、防 衛庁から昭 和29 年に乙型 警備艦、同31 年に甲型警 面艦各1 隻

を受 注し たほか、 戦後 わが国 最初 の潜水艦建造を も受 注し たのであ った。

新 造船の盛況 に舶用機械類 の需要が並 行し、 セメント 機械 その他産 業用機

械・ ボイラ・ 水力 発電機、 ま た電気 機器・水圧 鉄管・鉄構関 係等、 広範囲 に



わたる注文が殺到し た。

こうして戦後最大の好況期を迎え、 社業は繁忙をきわめた。 また受注工事

を円滑に遂行するために適切な手が打たれた。 すなわち、昭和30 年(1955)

7 月には造船・造機・電機の3 工場制を実施して製品別責任制を確立し、翌

年2 月には超大型船建造のため、 第7 船台拡張工事を完成したほか、 ブロ ッ

ク式建造法、 溶接工法の進歩、 船体横すべり移動方法の実施等によって、 造

船工程をスピード・アップし た。 その他、 資材確保、 新管理方式の実施およ

び下請工湯の指導などに心くばりして、 作業能率の向上に万全を期したので

ある。

かくて、 生産実績は83 億( 昭和29 年度) 今99 億円( 同30 年度)-)167 億

円( 同31 年度) と年を追うて上昇し たが、 さらに社業は一段の伸展を期して

いる。 また、 原子力平和利用の趨勢にかんがみ、昭和31 年(19  5 6)8 月、関

連他社と共同して第1  原子力産業グループを結成し、 また社内にも原子力研

究室を設け、 技術革新の時代的要請に応じ る研究体制を整えたのである。



第2 章 創 業 前 後

第1 節 創 業 以 前

1. 概    観

四 面海に囲続 された わが国 へは、 往 古以来大陸方面 から渡来す る民 族 も少

なく なかった。 それら渡来 者が用い た船にはそれ ぞれの民族特有 のものがあ

っ たことは、 古事記・日本書紀・万 葉集・風土記等 の中に、原始型 と思 ぼし き

船 の名称が実 に数多く 見受け ら れるこ とから も想 像できる。 そ のうちには現

在 の常識を もって類 推で きるもの もあるが、 亀甲・鰐舟・葦 船(あしのふね)・天

羅摩船(あまのかがみぶね)その他多 くの舟型は、 今後 の考古学徒 の学究 に待っ

て解明さ れるべき ものが多い。

神武天皇 のご東征・ 神功皇后 の三 韓征伐に船は重 要なる役 を果し た。 それ

は原始的 な木船であ った。 し かし 新羅入貢使 節が貢 物 とともに造 船工を提供

し たこ とは、 当 時造 船の重視さ れてい たこ とを物 語るものであろ う。 奈良 時

代 には唐(中国)との往来が 盛んとな り、遣唐使を派遣し て中国文化を摂取し、

このた めわが国の文化 は進 んだが、 造船技術 も組立船にまで進歩し た。

蒙古 軍来 襲の とき に、 わが国 の武士 が攻防戦に用い た端 舟は幼稚な木 船で

あ った。 源 頼朝に よる封 建制度 の序曲と もい うべ き壇の浦の合戦、 足利 尊氏

の水軍、 豊臣 秀吉の朝鮮 への進出、 日清 ・日露両戦役 におけ る海戦や第1 ・

第2 次 吐界大戦 におけ る海戦 などを見て も、 歴史上、 船 の存在が大 きな意味

をもってい たことは、 枚挙 にい とまが ない ほどである。

われわれ現代人 が夢寝忘れて ならないこ とは、わが国 の文化興隆 の母 胎が、

す べて異国から 船に よっ て渡 来し たこ とであ る。 弥生式文化 から古墳文化・

飛鳥文 化・天平 文化を経て今 日の文化 まで、その殆どすべて が、" 舶来" した

ものであ った。 " 舶来" し た文 化がなかっ たら、 日本の文化は上 俗的文化以

上には出な かった とも言 えるであろ う。

安全度 の低い 航法で、 多くの貴い 犠牲を出し ながら も木造船 によって大陸

に 渡 り、 そ の文 化を わが国 に導入し た数多くの先人 に思い をいたす とき、 そ



の不擁な進取性、 不川な開拓精神を心から畏敬せざるを得ない。

幕末に至り採り入れた西洋型船の造船技術は、 きわめて短期問にわが国造

船技術の主流となり、 大和型船はその影がうすれ、 今日では、 木船はわずか

に小型漁船にその跡をとどめている程度にすぎない。 それは、瞬時も前進を

やめることのない科学や技術の歴史が如実に示す姿でもある。

かくて半世紀を経ぬうちに、 わが国の造船技術は世界的なレベルに達し、

独創的な多くの巡洋艦・航空母艦・戦闘艦のような巨艦を生んだが、当社で

も「榛名」・「伊勢」・「瑞鶴」・「大鳳」などを建造するようになった。 ただた

だ驚異の発展というほかはない。

御 朱 印 船( 文禄元年)

2。 上 古・中 世・近 世

古代の日本船は、 原始的な単材くり船からスタートして複材くり船へと進

み、 さらに大陸系の船を模倣した時代が長く続いた。 日本人特有の器用さに

よって、 船大工は異国船の長を採り、 独自の木船を造った。 その後平安朝に

入り、 遣唐使も停止され、 唐も滅び、 鎌倉時代には元寇などもあって、 中国

との交通がとだえ、造船も衰え、大型船も200 石積船を造る程度にとどまり、

以後13 世紀から14 世紀まで、殆ど進歩の跡は見られなかった。室町時代に至

り和寇と呼ばれた八幡船( ばはんせん) が明( 中国) の沿岸に出没して貿易を強

い、 略奪横行した。 室町幕府は、 これに刺激されて貿易の必要を認め、 通商

を奨励したので、 勘合船が盛んとなり、 造船も昔日の面影を取り戻した。

特に豊臣秀吉は文禄元年(15  9 2) 征韓の軍を起こすに及んで造船奨励策を

とり、 また正常な貿易を発

達させるため御未印船の制

度を設け、 諸外国との貿易

を奨励したので、 造船技術

の水準は上向いてきた。

造船技術の発達から考え

て最も不幸なことは、寛永

年問に江戸幕府がキリスト

教を禁圧するために行なっ

た鎖国であった。 海外との



交易、 大船の建造とを禁止した

鎖国の状態は、封建社会を温存

する泰平の220 年であったが、

文化や造船技術の点では大きな

後退であった。 この問、 西欧の

文化は大いに進み造船技術の発

達も著しかった。

一 方、 江戸 幕府は国民 を狭小な島国 に閉じこ め、 新しい文化 への目をふさ

い だ。 こ うし てよ うやく 発展の緒につい た わが国 の海運・造船業 も、 鎖国に

よって全く不振 に陥っ た。 この時代に 造られた大 和型船は、 鎖国 のシン ボル

と もい うべき ものであっ た。

和船造 りのわざが登 りつめた頂点は、 大和型船 であった。 船大工 が職人気

質 の勤勉に よって、 つ ぎつ ぎと大和型船 を造っ たが、 その技術は、 鉄 鋼船を

生む上には全 く無縁であ った。 端的 に言えば、 大 和型 船は大型 の板船に 過ぎ

なかっ た。 その理論 も技 術もき わめてプリ ミテ ィブなもので、 鉄鋼船に 発展

し うる余地は全 くなか った。 烈風激浪 に対して安全性 が少なく、 航洋性に欠

け てい るこ とは。 木船の もつ 致命的な欠陥で すら あった。

大 和 型 船( 模 型)

川 電 周 辺 の こ と (1)

藤 木 喜 一 郎

神戸市史の付図によると、 平清盛の時代

は、 今の国鉄高架線ガスビルの近くまで海

であった。

兵庫の海に注ぐ川は幾筋 もあったが、 入

江小学校の東北( いまの新開地寄 り) に音

井戸川 があり、 湊川の東には荒田から蟹川

が流れていた。

いくつもの川 の内の一つが現在の新 開地

のところを流れていた湊川で、 川の流れを

変えるため、 この大きい湊川が選ばれた。

寛永7 年のころには、 北国方面から下関回

りで兵 庫に来る航路が開けて、 兵庫港が繁

栄し、 東川崎町 がこの西回り船の船囲い場

になった。 明治初年、 兵庫開港当時 におけ

る人口は約2 万人、 神戸・ニッ茶屋・走水

三村の人 口合わせて約5,00  0人であっ た。

入江小学校付近の地は、 昔は樋之上と呼

ばれていた。明治初年にあのあたりに小 規模

な木造船の樋之上造船所というのがあった。

神戸周辺の地図で最も古い元禄9 年 のも

のを見 ると、 川の先端 のところに東出町、

西出町とい う町名が出てい る。

(関西学院大学教授)



木 蒸船 説略(嘉永2年)

黒   船 ( 嘉永6 年)

嘉永6 年(1853) 、ア

メリカ使節ペ リーは開

国 通商を迫って来 航し

た。 この ″黒船" の来 訪

は、220 年の長い 鎖国

とい う無為の夢 をさま

す警 鐘であっ た。 内外

の情勢は、 もは やわが

国だけの孤立を許さなくなり、ついに開国するに至ったのである。

同年9 月、 幕府は大船建造の禁を解き、 諸藩に大船の建造を奨励するに至

ったが、時すでにおそく諸外国の造船技術は帆船から蒸気船へと進み、 大型

船を造っていた。 これに反し、 わが国の造船業者は、 大船建造の経験なく、

船体要部に至っては大和型より一歩も出でなかった。 また彼我の文化は、 文

明国と未開国との隔たりを生じていた。

このころ海難のため船を失い、 やむなく伊豆の下田に滞在していたロシア

人造船エの指導のもとに船大工が洋型木船を建造したが、 これは新しい造船

技術を習得した点において実に大きい収穫であった。

これよりさき、 薩摩藩の島津斉彬は ″黒船″の来航以前から蒸気船の建造

を企画していたが、 嘉永2 年(1849) 、 蘭学者の箕作院甫に命じて、 オラン

ダの舶用蒸気。機関書を翻訳させ「水蒸船説略」 を完成し、 これをテキストと

して、4 ヵ年の歳月を費し蒸気機関を試作した。 この試運転を見学した諸大

名は、 その機械力に驚嘆したと伝えられている。 この機関を装備した「雲行

丸」 こそ、 日本人が独力で建造したわ

が国最初の汽船として、 日本造船史の

1 ページを飾るものであった。

やがて諸藩は外国船を購入するほか、

造船所を建設して藩船の建造を始める

に至った。 長崎・石川島・神奈川( い

まの横浜) ・ 横須賀の艦船造船所がそ

れであった。 これは幕府が諸藩に造船

を勧奨したのみでなく、 幕府自らも嘉

永6 年(1853) 浦賀に造船所を設け、



初めて洋型 帆船(120T) の建造 に着手するな ど、 幕府 の積 極的な動 きに諸 藩

も刺激された ためであ った。 それは 洋型船 の模 倣に過 ぎず、 実用性 にやや欠

けてはい たが、 外国 技術の影響 によって造 船技術は ようやく息を吹 き始め、

しだい に全般に洋型 帆船から汽船 へと進みかけ てきたのであ った。

嘉永6 年(1853) 、 幕府が大 船建造の禁 を解いたのは、 海軍に よる国 防力

の確立 が目的 であった。 こ のため、 幕府 が先 進国 オランダに 軍艦を発注し た

のが機 縁で、 オランダ国 主は幕府 に汽船「 スームビ ング」を贈った。 幕府は、

この3 本 マスト・木造 外車船( 長51.8  m) を軍艦に改 造し て 「観光」 と命名

し た。 これが わが国 最初 の外国からき た汽 船であ り、 軍艦で もあった。 また

こ の年、 幕府は英国 から贈ら れた汽船 も軍艦に改造し たほか、 新たに外匡Lへ

艦船 を発注するな ど、 通商 と国防 の両面から洋型船 の時代に移 っていった。

安政3 年(1856) 、 水戸 藩の徳川 斉昭は オラ ンダ の造船技術の手引 き書を

唯一の参考 とし、 外観 のみを軍艦にしつら えた「旭 日丸」(長4  2. 3 m) を建造

し て意気盛 んなものがあ った。 安政4 年(1857) 、 幕府 は江戸築地に 軍艦 教

授所を設け、 航海・造船技術の

レベル・アップに努めたが、当

時の造船技術は、 沿海用の小型

船が建造できる程度であった。

しかも、 鋼材が国産されなかっ

たため、 木造船以外は建造でき

なかった。

「観 光」 ( 安政3 年)

「旭日丸」の模型( 安政3 年)

明治4 年(1871) 新 潟税関が外

人の設計図 面に基いて佐波 ヶ島

で建造し た 「新潟丸」(64T)

が、 わが国で建造 された最初 の

鉄船であ った。また翌5 年、大阪

で貨客船「興 讃丸」(121T) が建

造されたが、 これは日本人に よ

っ て設 計された わが国 初めて の

鉄船 であ った。

こ のころ、 鉄材はす べて輸入

に待 たねば なら ず、 設備 や技術



の点にお いて も欧 ・米 よりはるかに 水準が低かったが、 大 船建造 の禁 が解か

れて年浅いに もかか わらず、 鉄船を建造し 得るに至っ たことは、 当時 の人 々

の並々ならぬ 努力のた まもので あった。

3, 近     代

明治 の新政府は、 幕府が各地 に建設した造船所 をすべて接収し た。 このこ

ろは、 船に対す る社会の認識 が足ら ず、また「造船業は危険 の多い企業」とし

て、 民問人で これを顧 みるものは少なかっ たので、 政府は造船業 を民 間企業

に ゆだねるこ とは 望めなか った。 それぞれ の地方 裁判所がしばら く管 轄し、

のちエ 部省の設 置に伴い、 同 省の所管 とな ったのは このためであ った。 こ の

時以来、10 数年間官営造 船所の時代が続い た。

明治初年、 数回 の事変 に際し、 軍事輸送に多く の船腹を必要 とし たので、

外国船 を輸入して辛 うじ て問に合 わせた。 こ れが剌激とな り、 民問 で も造船

業に注 目するよ うにな った。 明治9 年(1876) から同19 年 まで の問 に、 平野

富二氏 が石川島造船所 と横浜製鉄所( のちの石川島 重工) とを、 岩崎弥 太郎

氏 が長崎造船 所( のちの三菱長崎 造船所) を、 川崎正 蔵翁が兵庫造船所( のち

の当 社) をそれぞ れ借 り受 けたが、 のち払い 下げられ たので造船業は 興隆 に

向 かった。

川 重 周 辺 の こ と(2)

川 辺 賢 武

昔の湊川は、 和川岬の方へ流れ、 その川

すそには、 岬がで きるほ ど土砂を流してい

た。 ところが、 天正 8 年 に荒木村重の花隈

城が落城し、池 田信輝が新 たに兵 庫に築城

して城下町ができた。 池 田信輝は、 洪水で

町民が災難を受けぬよう、 また城の防備の

ために もと、 湊川 の流れを変えることを説

き、 今の新開地筋を流れるように工事をし

たという説は、 信を設けると思 う。

今 の新開地人日の鉄道高架線を境として、

上 の 方 を 地 方 に か た)、 浜 辺 に 近 い と こ ろ

を 南 浜 と 北 浜、 そ の 山 側 が 岡 方( お か が た)

と 呼 ば れ て い た。 川 重 に 近 い 北 浜 に は、11

力 町( 注)、 南 浜 に は6 力 町、 岡 方 に は28 力

町 が あ っ た。 明 治 元 年 に な っ て、 今 の ガ ス

ビ ル 前 に 初 め て 湊 橋 が 掛 け ら れ、 交 通 が 便

利 に な っ た。

(注) 北浜は東川崎・東出・西出・川崎・北宮内・宮内・

宮前・鍛治屋・松屋・匠・島上の11 力町

(神戸 市史編さん委員)



「七尾軍艦所由来」記

大聖寺藩士 石川 嶂( 明治2 年) 川 崎 引 臼 台 場

第2 節 川 崎 造 船 所

1. 社 会 情 勢

ここで、 当 社の起 こりに遠いつ なが りを も

つ 加賀藩に 触れてみ よう。 加賀藩では 文久2

年(18  6 2)2 月、 能登半島 の七尾に 「七尾 軍

艦 所」 を開設し、 オランダ、 英国等から 輸入

し た汽 船 「李百 里丸」(500 T) ・[ 猶 龍丸]

(398T) など数隻 を軍艦に改造し、 海辺の守

りを 固 め たが、 こ れら の 艦 船 修 理 の た めに

「七尾 造船工場」を付設し たのであっ た。 し か

し 明治維新 とな り、 同工場 存続の意義 が希薄

になった上 に、 独立会計 の造船 所として も立

地条件に 欠け、 経営が困 難 とな ったため、 つ

い に七尾造船工 場は閉鎖され るに至 った。

明治2 年(1869)8  月、 加賀藩の藩士関沢孝三郎・遠藤友治郎の両名と、

大聖寺藩( 加賀の支藩) の藩士石川嶂の3 名は、「七尾造船工場」の設備・機

械を借り受け、 これを摂津の国兵庫川崎浜の旧引臼台場近くに移し、3 名共

同で経営することとなった。 すなわち兵庫東出町の官有地( 湊川口西岸) 約

3, 600 坪を借地し、「兵庫製鉄所」 を設立した。 名称から製鉄業への連想を



伴うが、 実際はランチの建造や小規模な鉄工作

業を営んだのであった。 世人がこれを「加州製

鉄所」 と呼んだのは、「加賀藩士経営の製鉄所」

の意味の通称であった。

兵庫製鉄所は、 慶応4 年(1868)4 月、大聖

寺藩が琵琶湖水運開発のために設けた大津造船

工場に、 川蒸気船建造用め資材・部品を供給し

たほか、大阪川尻を走る小蒸気船なども建造し、

さらに事業を拡張するための新しい企画も持っ

ていた。 しかし、明治4 年(1871)5 月、 暴風

雨のため建物・設備に致命的な被害を受け、 復

旧が絶望となったので、 廃藩置県に際して金沢藩( 旧加賀藩) からの願い出

でにより、 翌5 年1 月、 工部省がこれを買収したのであった。

これよりさき、安政6 年(1859)6 月、長崎・神奈川( いまの横浜) 。函館の

3 港にて自由貿易が許可され、 慶応3 年(1867)12 月には兵庫の開港と、大

阪の開市とが同時に行われた。 このため、 明治初年にはこれらの港へ内外船

舶の出入が頻繁となり、 外人の来航者がしだいに多言を数えるに至った。 こ

とに新しく開けた阪神地方は、重要な寄航地であったから、将来の発展をも

くろみ、兵庫港沿岸には欧、米人による造船・鉄工の工場が相次いで生まれた。

明治2 年(1869)4 月、 日支貿易商会は、 東川崎町2 丁目( 湊川口東岸…

現当社構内) の官有地1, 500 坪を借地し、米人ミュアヘッドが経営していた

桟橋工場をここに移して、バルカン鉄工所と改称し、造船・鉄工業を始めた。

バルカン鉄工所の成績は、 阪神造船・鉄工業界で群を抜き、 船舶の建造、機

械類の製作に大きな信頼があった。

「兵庫製鉄所始末」記

2。官 営 造 船 所

工部省では造船業 を振興するため、 明治4 年(1871)12 月、 兵庫製作所を

兵庫東出町に設立して製作寮の所管とした。

工部省は、日本人による工業振興の必要を痛感し、明治6 年(1873)4 月、

バルカン鉄工所( 当時、 米ケース商会所有) を買収、 兵庫製作所を旧バルカ

ン鉄工所跡に移し、 同時に、 もと「兵庫製鉄所」 の、機械設備をここに移転合



併し た。 その後、同 所は兵 庫工 作分局( 明

治10. 1. 11)→ 兵 庫造船局(明治16. 9. 22)

→兵 庫造船所( 明治18.2. 22) と名称 が変

わってい った。

この問、 工部 省は同 所の工場施設 を整

備し、 明治8 年(1875)4 月、 仏人 技

師 の設計 ・監督に より、 修繕船船架 を建

設した。

次いで明治18 年(1885)9 月には、2

ヵ月 の歳月 を費し て汽力引 揚船架を完 成

し、 また翌年 には、 造船 台3 基を増設 す

るなど、 その問 の努力には 見るべ きもの

が多 かった。

当 時、 政府は民 業振興 の国 策によ り、 官営 造船事業を民間 に移して、 徐々

に 発展を期す る方 針を採った。 このため明治19 年(1886)4 月、 兵庫造船所

を民問 に払い下げ ることにな り、 その設 備一切を川崎 正蔵翁 の経営に ゆだ ね

るに至 った。

官営時 代の兵庫造 船所の業績につい ては、 史料 を欠くた め詳 びらかにし得

ないが、 その末期に 建造中であっ た大阪 商船の貨客船「吉野川 丸」(401G.  T.)

は、 進水 の直前に川 崎造船所 へ引 継がれ、 川崎 造船所に よって 進水・竣工を

見たのであ った。

修 繕 船 船 架

明治7 年1 月着工

船 架 能 力
長180 尺(54.  55m) 幅19 尺

(5.76m) 引揚重量1,000 T

軌   条
陸上190 尺(57. 58 m)

水中390 尺(118.18m)

汽 力 引 揚 船 架

明治16 年10 月着工

船 架 能 力
長280 尺(84.85  m) 幅24 尺

(7. 27 m) 引揚重量2,000 T

軌 条
陸上300 尺(90.91m)

水中600 尺(181.82m)

3. 創 業                  

当社の始祖川崎正蔵翁については、巻頭の「川崎正蔵抄伝」 で述べたが、

ここでは事業 の歩みについて触れてみよう。

川崎正蔵翁は明治11 年(1878)4 月、 東京築地で造船業を始めた。 翁の造

船所開設にあたって支援したのは、 駅逓頭( 現在の郵政大臣にあたる) 前島

密と貿易商森村市左衛門( のちに男爵) の両氏であった。 特に「日本の産業

振興のためには、 日本船は鋼船にするべきである」 との翁の持論は、 前島駅

逓頭によって強く支持された。

翁は築地海岸の官有地を借り、 建設資金3 万円を政府から融資された。 も



し 正蔵翁が、 この二つ

の支援を政府 から受 け

なかったなら ば、 造船

業 にふ み切 れなかっ た

であろ う。 また前島・

森村両氏 の強い 激励 が

心の支え となって、 未

知 の事業 に飛び込 み得

たこ とは、 翁の後年 の

述懐 によって知ら れる

ところで ある。

かくて、川崎築地造船所では、 同11 年秋、洋型第1 船「北海丸」( 約80T)

を進水させ、 引続き「飛烏丸」。「鳴鶴丸」(各230T) の建造に着手した。 当時

は、慶応4 年の太政官布告と、2 年後の 「西洋型帆船および蒸気船の建造・

購入の奨励策」 が実施されていたにもかかわらず、 依然として洋型船は一般

社会から歓迎されず、 一部の偏狭なる国粋論や船価高のために敬遠されてい

た。

川崎築地造船所…京橋区役所所蔵( 明治ll 年)

祖 父 川 崎 正 臓 を 語 る

川 崎 芳 熊

祖父は一度決心し たことは必ずやり遂げ

ずにはおかない人であった。 祖父はHeavy

smoker   であっ たが、 禁煙のことが食後の話

題になった時、煙草をやめると言い出した。

そばで見ていられぬくらいの、 悶えるよう

な苫しみによく耐えて、 到頭一生 涯煙草を

手 にしなかっ た。

「時を守らぬと会社で も佃人で も信用を失

う」…… これは絶えず私の聞かされた教訓

であ るが、 言うだけでなく自分 も実にガッ

チリと守った。 フェ ノロサ氏夫妻が祖父を

来訪した時、 約束の時間からずっと遅 れて

来 たので、「外人 が時間を守らぬとは……」

と面接を おヽ断 りした。

しかし同行した高官の懇請 もあ り、 フ氏

が日本文化 の紹介者であり親日家 でもある

ので、 お目にかかっ たが、 フ氏は 「日本人

は時間にルーズと聞いてい たのに……」 と

びっくりしてい た。

私は祖父から昔の自慢話だとか、 苦労話

などを聞きたかったがしてくれなかった。

失敗談はよく話してくれた。 談笑の間に聞

いたいくつかの祖父の失敗談は、 私の一生

の教えとなった実に貴い ものであった。

(もと専務取締役)



翁は、 多 くの海運業 者に洋型 鋼船の安全性 と有利 とを説くとと もに、 少 な

がらぬ 費用 を投じ て 進水式 に多数 の官民 を 招き、 大 和型船 より洋型船 の優る

こ とを啓蒙し た のであ った。 翁は、 兵 庫が将来海運 の枢要な地 となるこ とを

信じ、 明治13 年(1880) 、 兵 庫東出 町の官有 地を借 り受け、 この地に造船所

を開設 する準備 に着手し た。 翌14 年3 月、川 崎兵庫造船所 を開き、 東京 と呼

応し て船舶 の建造、舶用機械の製作 などに懸 命の努力を注いだ。

かくて時勢 の進展と ともに、 西洋型帆船 から汽船 へ、 木製あるいは 鉄製の

汽 船から鋼製汽船 へと移 り、 わが国の 造船技術はし だい に進歩してい った。

この問、 東京・神戸 の両川崎 造船所は、 規模の拡張に迫ら れてい たが、 たま

たま明治19 年(1886)4 月、 か ねて払い下げ を願い出てい た官営兵 庫造船所

の借受 けが許可 され、 こ こに経営はさらに 前進するに至 った○

当時、 農商務省( 工務局) が管

理していた兵庫造船所は、 造船所

としての立地条件においては川崎

兵庫造船所よりは優れ、 用地も広

く、 すべての設備が新式である点

て、翁自身の造船所の及ぶところ

ではなかった。 正蔵翁は直ちに東出町の川崎兵庫造船所を移して合併し、「川

崎造船所」 と改称して新しく発足した。 時に明治19 年5 月19 日のことであ

った。 次いで同年9 月、 東京の川崎築地造船所を神戸に移し、 さらに設備の

拡充を図った。 翌20 年(1887)7 月には、借用中のすべての上地・施設を50

ヵ年年賦にて払い下げられることが確定し、 ここに名実ともに備わった川崎

造船所が誕生した。

工部省兵庫造船局製造銘板

川 崎 造 船 所( 明治24 年)



新 聞 記 事 に 見 る 時 代 色    明治14 ―19年

「 沖 縄 丸 」 の 水 卸 し

明治1i年n 月25日(東京日日新聞)

川 崎 築 地 造 船 所 に 於 て、 去 る22 日 水

卸 せ し 「沖 縄 丸」 は、 か ね て 海 上 保 険

付 の 仕 様 に 製 造 せ し 最 も 堅 牢 の 船 た る

よ し 。

「 湊川 丸 」 の放 水 式

明治15年5月4日( 郵便報知新聞)

川 崎 兵 庫 造 船 所 に 於 て、 去 月17 日 に

放 木 式 を 施 行 せ し が、 そ の 船 は 同 所 開

業 以 来 初 め て の 製 造 に て、 同 日 の 式 を

行 ふ ま で に は 殆 ど1 ヵ 年 余 を 費 し、 堅

牢 を 極 め し 海 上 保 険 合 格 船 に て、「湊 川

丸」 と 称 し、 噸 数 凡 そ200 な り と 。 式

の 終 り た る 後 、内 外 の 人 々 を 饗 せ し 時 、

英 人 マ ー シ ャ ル、 タ ム ソ ン の2 氏 は

「わ れ 等10 数 年、 日 本 に 居 留 す る も、

未 だ 嘗 て 斯 く の 如 き 完 備 堅 固 の 船 舶 を

見 ず」 と 言 え り。

潜 水 船

明治16年9月20日(郵便報知新聞)

本 年 の 暮 よ り 来 年 の 初 め に か け、 地

中 海 の 海 底 を 探 視 す る 目 的 に て 準 備 中

な り と い ふ 潜 水 船 は、銅 鉄 黄 銅 製 に て、

そ の 堅 固 な る は、 海 底120 メ ー ト ル に

あ っ て 充 分 重 圧 力 に 堪 え 、 器 械 の 高 さ

8 メ ー ト ル、3 房 に 分 か れ、 上 房 を 船

将 の 室 と し 器 械 を 運 転 し、 ま た 海 底 の

深 浅 を 測 り、或 は 海 中 の 事 物 を 視 察 す。

中 房 に は8 人 を 容 れ て 海 底 の 実 況 、 海

草 の 生 殖、 魚 獣 の 遊 泳 棲 息 等 を 明 察 せ

し む。 下 房 に は 該 船 を 浮 沈 せ し む る 仕

掛 を 装 置 し 、 ま た 海 底70 メ ー ト ル の 処

は、太 陽 光 線 透 徹 せ ず 四 方 暗 黒 な る 故、

電 気 灯 を 装 置 し、 ま た 伝 話 機 を も 準 備

し て、 用 事 あ れ ば 陸 地 と 相 通 ず る を 得

る の 工 夫 な り。 此 発 明 家 は ト セ リ ー 氏

と い ふ。

「 経 基 丸 」 の 進水 式

明治16年11月1 日(郵便報知新聞)

か ね て 記 せ し 如 く、 昨 日 は、 川 崎 築

地 造 船 所 に 於 て 製 造 の 農 商 務 省 御 用 船

「経 基 丸」 の 進 木 式 を 陪 覧 せ り。 同 船

は3,000 石 積、 長 さ126 尺 幅27 尺 深 さ

16 尺 に し て、 船 体 保 険 付3 等 合 格 の 筈

な りし が、 そ の 製 造 宜 し き を 得 た る を

以 て、2 等 保 険 を 付 せ ら る。

「 満 仲 丸 」 の放 水 式

明治16年12月3 日(東京日日新聞)

12 月1 日 午 前7 時 、 川 崎 築 地 造 船 所

に て は、 農 商 務 省 御 用 船 「満 仲 丸」 の

放 水 式 を 行 い た り。 こ の 船 は3,000 石 積

に し て 、 船 体 に は2 等 保 険 を 付 せ ら れ

堅 牢 な る も の な り。

「 頼 信 丸 」 の船 卸式

明治17年3 月3 日(東京日日新聞)

兵 庫 東 出 町 の 川 崎 造 船 所 に て 製 造 の

農 商 務 省 御 用 船 「頼 信 丸」 は、 全 く 竣

工 し、2 月28 日 に 船 卸 式 を 行 い た り。



造 船 学

明治17年5 月21日( 郵便報知新聞)

東 京 大 学 理 学 部 に 造 船 学 の 一 科 を 置

き 来 学 年、 即 ち 本 年9 月 よ り 施 行 さ る

る 由。 此 学 は、 か ね て 海 軍 省 と の 協 議

に 付 し お り し 処、 今 度 い よ い よ 決 定 し

た り。 同 省 生 徒 は、 大 学 に て、 高 尚 な

る 数 学 理 学 其 他 の 理 論 を 講 習 し、 大 学

生 徒 は 海 軍 生 徒 と 同 一 に 造 船 学 を 講 習

せ し め る 都 合 な り と 言 ふ。

東 京大 学 理学 部 に造 船 学 科 を付 設

明治17年10月3  日(東京日日新聞)

文 部 ・ 海 軍 両 省 協 議 に て、 東 京 大 学

理 学 部 付 属 と し て 造 船 学 科 を 設 置 し 、

今 日 そ の 学 科 を 定 め ら れ た り。

第1 年 級 一 理 学 部 第1 年 級 と 同 じ

第2 年 級- 一数 学 、 物 理 学 、 力 学 、 造

船 学( 実 業) 、 運 動 学 及 機

工 論 、 蒸 汽 機 関 学、 図 学、

物 質 及 結 構 強 弱 論 、 仏 蘭

西 語

第3 年 級 一 物 理 学 、 造 船 学( 理 論)、

熱 動 学 及 蒸 汽 機 関 学、 手

操 及 機 械 工 具 、 舶 用 蒸 汽

機 関 学 、 海 軍 砲 術、 図 学

工 場 用 図、 鉄 鉱 冶 金 学、

仏 蘭 西 語

第4 年 級- 実 地 演 習 、 船 体 機 関

兵 庫 造船 所 の払 い 下 げ

明治19年5 月25日(郵便報知新聞)

嘗 て 記 せ し 如 く、 払 い 下 げ に な り し

兵 庫 造 船 所 は、5 月19 日 川 崎 正 蔵 氏 へ

引 渡 し 済 み に 付 き、 自 今 川 崎 造 船 所 と

改 称 し、 専 ら 汽 船、 風 帆 船、 木 船、 鉄

船 そ の 他 汽 機 諸 器 械 の 製 造 を 廉 価 に 引

受 け る 由 な り。

新 発 明 の 砂 浚 船

明治19年8 月29日(東京日日新聞)

大 阪 府 庁 よ り 独 逸 イ リ ス 商 会 へ か ね

て 注 文 せ し 新 発 明 の 砂 浚 船 は 、 川 崎 造

船 所 に 於 て 目 下 組 立 に 着 手 せ り。 船 体

は 総 て 鉄 製 に て、 長 さ130 尺 幅28 尺

吃 木 深 さ9 尺、 機 関 は コ ム バ ウ ン ド サ

ル プ ヱ ー ス ・ コ ン デ ン シ ン グ ・ エ ン ジ

ン に て、 船 を 推 進 せ し め る の と、 木 砂

を 浚 ふ に 役 立 つ な り。

ま た こ の 船 は ス ク ジ ウ を 備 え 、1 時

間 に7/8 ノ ッ ト の 速 力 に て 進 航 し、機 関

の 実 用 馬 力 は275 、 船 体 の 搭 載 量 は340

噸 に し て 、こ れ に 備 付 け た る ポ ン プ は、

1 分 時 問 に50 立 方 メ ー ト ル の 木 を 吸 出

せ し む る に 足 る。 即 ち、 平 均1 時 間 に

340 噸 の 砂 を 浚 ふ に 堪 ゆ る も の な り と い

ふ。

こ の 船 は 通 常 の 堀 浚 船 と 違 い 、 ポ ン

プ を 以 て 砂 泥 を 浚 う の 装 置 に し て、 浚

い た る 砂 泥 は、 船 の 両 舷 に 設 置 せ る ホ

ッ パ ル ウ ェ ル の 中 に 入 れ、 本 船 自 ら 之

を 運 搬 し て 便 宜 の 処 に 放 棄 す る な り。

な ほ 船 体 に は 蝋 燭1,000 本 に 堪 ゆ る 電 気

灯 を 装 置 せ り。 実 に こ の 砂 浚 船 は 砂 浚

と 運 搬 と の 両 用 を 兼 備 す る 新 発 明 の 構

造 法 に し て、尋 常 の 川 浚 船 に 比 較 せ ば、

1 日 に し て1,600  隻 分 の 砂 泥 を 浚 ふ な

り。



翁自身の生涯は、 実に波m  に富んだものであったが、 創業以来歩んできた

道も実に茨の道であって、いくたびか事業の不振に絶望したほどであった。

明治初年、 近代的企業としてようやくうぶ声をあげたばかりの造船業は経営

上に困難が多すぎた。 また当時の社会通念では、[ 造船業は、巨額の資本と

高度の技術を要し、しかも経営上困難性の多い企業] と考える向きが多かっ

たので金融に円滑を欠き、 その苦悩も並々ではなかった。

翁は、 所有船のたび重なる遭難や令息の相次ぐ病死、 事業の不振、 金融の

窮迫に責めさいなまれた。 しかし絶望の谷問に突き落されながらも、 造船が

国家的事業であるとの翁の信念は微動だにしなかった。

明治27 年(1894) 、 日清戦争が突発するや、軍の要請により直ちに広島県

宇品港に臨時出張所を設け、 また戦地へ技師・工員を派遣して、 軍船の修理

その他の工 事に当った。 一方、各。海運会社の船舶は殆ど軍船として徴用され、

内地沿岸の交通・運輸の便を失うまでに至った。 当所に、 各種船舶の復旧修

理工事が殺到したのはこのためであった。 政府は2,000 T 以上の外国船14 隻

を購入したが、 海運会社でも戦時海上運賃の高騰に刺激され、 購入した外国

陸軍の給水船建造その他のこと

安 部 正 也

明治26 年に、 当時日本にただ一つし かな

い帝大( コミ科大学造船学科) を出た私は、

川崎正藏 さんの川崎造船所に入社を志 願し

た。 と こ ろ が、 キッ パ リ 断られてし まっ

た。

当時川崎はわが国の一流造船所だったし、

川崎正藏"さんの手 腕を帝大の先生が講義 の

時高く評価して話したので、 私は どうして

も諦めなかった。

私は 「無給でもよいから是非 働かせて下

さい」 と何川も頼み込 んで、 やっと入社す

ることができた。 無給だが夢我夢中で働い

ていたところ、2 ヵ 月くらいして 「工 作技

師に任じ、 月給50 円を給す」 という辞令を

もらった。 その時の喜びは90 才の坂を越し

た今でも昨日のことのように思えるほ どで

ある。

後から考えてみれば、 田中( 泰董) さん

・坂( 湛) さんという、 のちに工学博士に

なった程のズバ抜けて優秀な技術者が、 造

船部と造機部にそれぞれいたのだから、 駆

け出しの私を入社させねばならぬ必要はな

かったらしい。

翌27 年、 正藏 さんは 「工員150 人を連れ

て清国に渡り、 陸軍の給水船5  隻を建造す

るように」 と私に命じ た。 入社して1 年そ

こそこで、 経、験の浅い私は、 任務の重さに

空恐しくなった。 また 「そんな無茶な話が



船は87 隻(13 万T) に達し たのであ った。

日清戦争は わが国 の勝 利に 帰し、 世界 の海 運界へ進出 するに至った。 当 所

へは船舶 の造修工事が 殺到し、 い かに努 めても受 注工事 の消化がで きず、 従

業 員を増員し、 昼夜交替 制に よるフル操業を続け、 辛 うじて 「納期」 を守 り

得るという繁忙期が続いた。

しかし、 翁は活況の中に安住し

なかった。 将来の飛躍を期するた

めには工場設備の大幅な近代化を

必要としたので、明治29 年(1896)

10 月、個人企業から株式会社へと

改組し、 大きく事業は跳躍した。

顧みれば翁の個人経営時代の前

半( 明治11 ～19 年) は苦闘の試練

期であり、 後半( 明治19 ～29 年)

は奮闘の発展期と言えよう。

川 崎 造 船 所 施 設 明治29 年9 月30 日

科 目 数 量

所 有 土 地 の 面 積 11,435.9坪

工 場 ・ 事 務 所 ・ 倉 庫 42棟

同 上 建 坪 2,985.5坪

機 械 類 101台

従 業 員 数   明治20-29 年

年 月 職 員 工 員 合 計( 人)

明 治20.9

29.12

1 8

3 9

6 0 0

1 7 7 0

618

1,809

あ るものか」 と憤慨したか、 「君ならやれ

る。 是非成功して来 るように。 君 ならやれ

るよ」 というので、 すっかりしょげてしま

っ た。しかし「極寒の異郷に行くのだから」

と心尽し の長靴 と、 正蔵 さんが大事にして

い た日本刀を、「護身用にするように」 と与

えられた時に、 私 のような若僧にこんな思

いやりをして下 さる正蔵さんに、 すっか り

参っ てしまった。

人間は信頼され、 万事を任されると、。生

命がけでやろうという気になるもので、 部

下を管理することも、 船を造 ることも、 ご

く経験の浅い私であっ たが、 工員 と同じ も

のを食べ、 一緒に寝起 きして、 一丸となっ

て建造に努力し た。

幸い工事に精通し た腕ききの工員たちが

私を助けてくれ、 その人たちのお陰で、 一

滴の水も漏らない立派な船ができ上った。

陸軍から感謝状が授けられ、 褒美 の品をい

ただき、面目を施し た。私は人柄の素直な、

腕のよい工員 の助けがあっ たればこそ、 正

載さんの信頼にこたえることができたので

いわば運が好かったのであった。

それ以来、 よい条件で私を他の造船所か

ら引き抜きに来たが、 私は一生正祓さんに

恩を感じ、 川崎に技術者として生 涯をささ

げた。

(もと取締役)



いま後半の業績の概要をあげると次の通りである。

船 舶 造 修 そ の 他 工 事 実 績     明治19 - 29 年

年  月

自明治19.  5
至 ダ20.12

明治21

22

23

24

25

26

27

28

29(9月まで)

合  計

新 造 船( 隻) 修 繕 船( 隻) 新製機械(台) 修繕機械(台) 新製汽缶(基) 修繕汽缶(基)

10 28 10 40 8 46

5 38 10 22 12 10

12 49 7 30 13 13

6 50 8 42 15 29

5 51 9 45 15 36

2 56 6 48 8 42

4 61 9 52 9 49

7 68 12 60 15 54

16 82 11 75 19 56

13 110 9 80 20 65

80 593 91 494 134 400

注 ① 新造船8O 隻のうち100 G,T.   以上のものは、木製14、鉄製5 、鋼製5 、 合計24 隻

(8,381G.T.)

② 海軍の水雷敷設艇6 隻( 各76  ⊿T) 、 陸軍の給水船8 隻( 各500 T 積) のほか、鉄構

工事( 橋梁・石油タンク等) は除外



考 古

従業員通勤風景 ( 明治2 9年)     武 文 彦 筆



考      古

○市電 「湊町」 の停留所から当 社の正門 を

通り、 カントリ ー・ クレーンにつき当 るい

まの道は、 明治30 年ごろは湊川公園から新

開地筋を湊川が流れていた。 それはいわゆ

る天井川で、 河底が普通の地面より3  m ほ

ど高かった。

○平常は木が流れてからず、 河底は砂の河

原であったが、 大雨や長雨の時には、 濁流

が渦を巻いて、 神戸一兵庫問の通行はでき

なくなった○ ことに明治29 年8 月 には、 大

雨のために氾濫して多 数の溺死者が出 たの

で、 前から問題になってい た湊川の付け替

え( 流れを変える) 工事を促進する動機と

もなった。

○明治元年に、 相生町から湊町に通ずる西

国街道筋( 現在のガスビルのところ) に 初

めて鉄の湊橋が架けられ、 同7 年には石の

新 橋( 現在の聚楽館前) ができ、 その後川

下 に上橋が二つ架けられた。 兵庫方面 から

の通勤者は工橋を渡って、 いまの造機組立

工場のところにあった正門から入場した。

会下山にトンネルを設け、 流れを苅藻川に

合流させ、 尻池に流す新湊川の付け替え工

事が完成したのは、 明治34 年8 月のことで

あった。

○明治30 年ごろの現場のひとびとの大半は

「菜ッ葉服」 にわらじ履 きで、 脚絆を巻い

た凛々しいいでたちであっ た。

○明治40 年のころになると、 もう「わらじ」

は完 全に姿を消して、「冷めし草履」がこれ

に代り、さらに大正7年ごろには、"文明

開化" の影響から 「冷めし草履」 もなくな

り、 カーキ色の作業服に「八つ割草履」と、

や や モ ダ ン 味 が 加 わ っ た 。

○ 現 場 の ひ と び と の 大 部 分 は 、 「 カ ン カ ン

帽 」 を 冠 っ て 通 勤 し た が 、 こ れ は 作 業 中 も

ず っ と 冠 り、 安 全 帽 の 役 を 果 し た 。 夜 間 の

作 業 に は 、 裸 電 球 の 常 夜 灯 が 薄 暗 い の で 、

「 ロ ー ソ ク」 や 「カ ン ラ ラ 」 で 手 許 を 照 ら

し て 仕 事 を し た が 、 風 雨 の 時 は よ く 消 え る

の で 、 ひ ど く 困 っ た と の こ と で あ る。

○ 明 治40 年 ご ろ は 、 日 給50 銭 以 下 が 「3 等

職 工 」、50 銭 か ら1 円 か 「2 等 職 工 」、1 円

以 上 が 「1 等 職 工」 で 、「 役 付」 に な る と 黒

い ピ ン と 張 っ た 制 帽 を 冠 る こ と が 許 さ れ た。

職 工 の 中 か ら 推 薦 さ れ て 、 早 く 「役 付 」 に

登 用 さ れ た い 一 心 で 、 誰 も 皆 一 生 懸 命 に 腕

を 鍛 え た。1 日 も 休 ま ず 何 年 勤 め た と こ ろ で 、

立 派 な 技 術 を 身 に つ け な い こ と に は 、 年 功

だ け で は 「役 付」 に な れ ぬ の で 、 う か う か

と 勤 め て は い ら れ な か っ た 。

○ 人 正9 年 に 見 習 工 規 定 が で き る ま で は 、

通 常 青 少 年 工 員 は 「年 期 工 」 と 呼 ば れ 、 職

場 が き ま っ て も、 当 分 は 走 り 使 い や ニお 茶 く

み な ど の 雑 用 を さ せ ら れ た。 す こ し 慣 れ る

と、 ご く 簡 単 な 仕 事 が 与 え ら れ た 。 そ の 時

は う れ し く て 、 早 く 一 人 前 の 技 術 を 得 よ う

と 、 何 も か も 忘 れ て 一 生 懸 命 に 仕 事 に 精 を

出 し た。 い ま の 養 成 工 員 の よ う に 、 糾 織 的

に 親 切 な 指 導 は 受 け ら れ ず 、 否 応 な し に 自

分 で 努 力 し て 覚 え る よ り 仕 方 が な い よ う に

仕 向 け ら れ た。

以上 の「考 古」中、地 史につい ては 郷上 史の 削減、川 辺賢

武先 生( 神戸 市史編 さん 委員) お よび藤 木喜一 郎 教授

(M 西学 院大 学) の考証 を 仰いだ が、 当 社 事情 につい て

は 当社 に30～40 年在職 され た7 氏 の 校閲 を得 た。(編者)



第3 章 株式会社川崎造船所の創立と初期発展時代

第1 節 会 社 創 立

1. 創 立 総 会

川崎正藏翁が独力で経営した川崎造船所は、 神戸港頭に位置して立地条件

に恵まれ、また創業以来10 有余年問の技術と実績とにより、明治28 年(1895)

ごろには、 すでにわが国造船界に重きをなしていた。しかしながら、 時勢に

即応して飛躍するには、 諸施設の整備拡充、 技術の育成、 資本の充実などが

緊要な問題となってきたので、 翁は企業組織を株式会社に改め、 経営基盤の

強化を図ることにしたのであった。

かくて明治29 年(1896)10 月1 日、布引の川崎邸で、次の11 名を発起人と

する株式会社川崎造船所の創立総会が開かれた。

川 崎 正 藏  川 崎 芳 太 郎  川崎八右衛門  川 上 左 七 郎

寺 師 宗 徳  野 元  驍  広 瀬 満 正  松 方 幸 次 郎

三 野 村 利 助  森村市左衛門  渡 辺  尚

創立総会の開かれた川崎邸( 明治29 年)

創立総会決議録の一部( 明治29 年)



この総会において定款を承認し、1日川崎造船所の工場・土地・家屋・機器

その他半製品および貯蔵物品等を、 原案価格をもって引き受けることなどを

可決したうえ、 次の取締役5 名。 監査役2 名を選んだ。

取 締 役 野 元 貌 松方幸次郎 川崎芳太郎 広 瀬 満 正

渡 辺 尚

監 査 役 外 山 脩 造 川崎八右術門

2. 会 社 成 立

明治29 年(1896)10 月15 日、 会社設立 の登記手 続を終え、資本金200 万円

( うち100 万円払込済) をもって 株式 会社川 崎造船所が誕生し た。 取締役の互

選に より、少壮31 才の松方 幸次郎が専務取 締役社長に、 同副社 長に川崎芳太

郎 がそれぞれ就 任し た。

正 蔵翁は当社 随一 の大 株主 となっ たが、 顧問 として、 求 められたる とき の

み重 要案件につい て示唆 するに とどめた。 この年以来、10 月15 日を創立記念

日と定め、 当社 の始祖川 崎正蔵 翁の遺徳をし のぶとと もに、 当 社をし て今 日

あらし めた先輩の 努力 をたたえ、 川崎 マンの覚悟 を新たにする 日とし たので

あ った。

第2 節 初 期

1. 工 場 施 設 の 拡 充

日清 戦争 を契機として、 著し く伸展し た海運界の需要 に応ずる ためには、

何よりも工場施設 の拡充を図 り、 し だいに大型 化する船舶 の造修態勢を確立

するこ とが緊要 の問 題となっ た。

松方社長は正蔵翁 の宿 願であった乾ド ック構築計画を受け 継ぎ、創立後40

余 日の11 月28 日に早 くも工事を始 め、海面約2,800 坪の埋立 には、 ド ック工

事に よる採 掘上 砂を利用し て工を続ける こと2 ヵ 年、 明治32 年(1899) 末 に

埋立 を終 った。 次いで 隣接地その他 を取得し たので、同34 年5 月には社 用地

の総面積 は約29,000 坪 に達し、創立時 の11,435 坪から 約2 倍半に増大し た。



当 社( 左) と そ の 付 近( 明治30 年ごろ)

○図の中央 を縦につらぬく1 本の流れ、こ

れが今日の川崎 マ ンの 通勤道路で あ る

が、明治29年ごろば 湊川 ″が流れてい

た。図 の川尻のところは、現在ガ ントリ

ー・クレーンのある辺 りであ る。

○このころは、湊川左 右の堤に松並木がえ

んえんと連ってい た。この湊川尻には、

明治の初年ごろ、すでに官営・民営 の鉄

工・造船 などの諸工場が並んでいた。

○明治14年 、川崎正蔵翁は こ の 地 に 着 眼

し、造船所を開い た。その場所は川の西

側、東出町の一隅で、川の東側には官営

の兵庫工作 分局( の ちの兵庫造船所) が

あった。

○か くて湊川をはさんで東・西に官 ・民の

造船所があったが、明治19年 、正蔵翁は

兵庫造船所を借受けて、川の西岸にあっ

た自営 の造船所の施設や東京築地の造船

所の施設 などをすべてここに移し 、名 も

川崎造船所 と改めて新し く発足した。

湊 川 尻 付 近( 明治29 年)



2. 造 船 奨 励 法

明治29 年(1896)10 月に造船奨励法が実施されたころは、 造船材料は殆ど

外国に依存し、 かつ技術も未熟であったから、 海運会社は新造船の大半を外

国へ発注するのが常であった。 その後、 海運界の発展に伴い、 同法の適用を

受けて建造する鋼製汽船の数もしだいに増えていったが、 当社建造の貨客船

回尹予丸」は、造船奨励法の適用を受けたわが国最初の船であった。

当時、 航海奨励法の恩典

を受ける船舶は、 その大部

分が外国建造船であったの

で、 政府は国内の造船業を

振興させるため、明治32 年

(1899)3 月、外国建造の船

舶には航海奨励金を半減し

た。 このため、 船主は国内

で建造する方が有利になっ

たので、しだいに国内建造

が増加した。

また明治33年の北清事変

に際しては、 軍の要請によ

って広島県宇品港に臨時出

張所を設け、主とし て

" ご用船" の修理 に当

っ た。

第1 号船「伊予丸」の進水式

(明治30 年)

登録汽船 の内・ 外別建造推移(700G.T. 以上)

明治29-40 年

内 地 建 造 外 国 建 造

隻 数 トン数(G.T.) 隻 数 トン数(G.T.)

明 治29 19 32,669

3011 1,610 19 66,470

31 2 6,899 9 43,949

32 3 10,695 7 24,485

33 6 9,790 10 27,377

34 9 23,136 8 20,702

35 7 11,319 10 20,682

36 11 23,745 13 33,140

37 11 15,348 68 177,170

38 10 19,354 75 136,824

39 15 24,425 35 78,870

40 11 20,521 30 79,593

(注) 宮永進氏著「帝 国造船保護政策論」による。



3・ 艦 艇 の 建 造

日清戦争ののち、 政府は海軍力4 倍増大の10 ヵ年計画のため、海軍工廠等

を増設した。 当時、 建艦技術は外国に比べて遜色があり、 日露開戦までは外

国で建造させた艦艇17 隻(204,128 ⊿ T) に対して、 国内の建艦はわずかに

8 隻(18,872 ⊿ T)というわびしさであった。

当社でもその技術は幼く、 明治31 年(1898) に木製水雷敷設艇を建造した

ほか、 外国製水雷艇を組立てる程度であった。 しかし、 その後ひたむきな研

究を重ねたので、しだいに建艦技術にも新生面が開け、明治29 年から同36 年

末までに建造した艦艇は工1隻(1,049 ⊿ T)にのぼった。

川 崎 造船 所 全景( 明治35年)

「流 星 号丿 進 水 余 談

▲川崎造船所 「流星号I の進水式は、 非常

な盛会で万事 円 滑に運 ばれ た。 時 間は 例

の「神戸時間」 で儀式は定刻 より大分後 れ

た。 ▲かれこれ2 時間も待だされ、 首が痛

くなったと、 或外人が述懐して居た。 しか

し何千人 とい う大衆を招いたのだから、 多

少の遅延は当 り前だ。 ▲来賓 の日本人は大

抵礼服であったが、 外人は大概平服でやっ

て来た。 領事の中に も平 服の者を二人程認

めた。 ▲東洋で外国注文 のかかる美船を建

造することができるとは欧人は夢にも知ら

ぬ と、 伊太利 の海軍士官は記者に語った。

▲日本紳士の内にはこの群集雑踏 の中へ、

丸 まげとごーしょの筋もあった。 い ざ餅撒

きとなり、 拳大の餅が御夫人の頭上へ風を

切って飛来 りし時、 そのご主人は必死 とな

って防衛していた様は一寸観物であった。

▲曽 祢大蔵大 臣は如何に も楡快げに大なる

のレ 餅を抱えて、 群集の中へ投げた。 帰途

服部知事 に向かい 「今日は実に愉快であっ

たよ と語っていた。

(明治35.6.9 叉新日報)



4・ 社 業 の 伸 展

社業がしだいに伸展するにつれて、 工場の施設を拡充して生産能率の向上

を図った。 このため明治35 年(1902)5 月、 資本金を400 万円に増資し、なお

その前年には第1 回社債100 万円を発行して経営資金は増大した。

この時期において特筆すべきは、 同年9 月わが国最初の" 輸出船″ともい

うべき、 清国上海税関の灯台巡視船の竣工であった。 これによって当社の造

船技術が海外へ進出する端緒となり、 その後、諸外国からの艦船受注が相次

いだ のであ った。

当時、 わが国の鋳 鋼技術は

幼稚であ った ため、 そ の多く

は 外国製品に 依存し てい た。

当 社では自社 鋳鋼を研究し、

明治35 年4 月、「流 星」 のシ

ャフト ・ブラケ ット を鋳造し

て好 成績を収 めることがで き

た。 これが当社 にお け る鋳鋼

事業の始 まりといえ よう。
上海税関 灯台巡視船「流星」の進水( 明治35 年)

竣 工 問 近 い 乾 ド ッ ク( 明治34 年)

5. 乾 ド ッ クの竣 工

乾ド ッ クの構築 は難作業 の連

続 であ り、 起工 以来竣工 まで6

ヵ 年…… その問、 関係者 の苦心

は並 々なら ぬ もの があ った。 明

治35 年(1902)6 月2 日、 工 事

の一部 を残し て竣 工し た が、 同

日には早く も日本 郵船の 「三 河

丸」(2,884G.T.) を 入渠 第1

船 とし て迎え た。

総工費170 万 円は、 当 時の当

社資本金400 万円に比 べ驚く べ



き支出 額であ り、 その巨額 な工事費に社会 が瞳

目し たのも肯け ることであった。 6,000G.T. 級

船舶の入渠 能力を もつ 乾ドッ クはついに 竣工し

た。 かって この工 事を危 ぶみ、 あ るい は不可能

とすら考え てい た人 々は、 ただただ驚嘆 するの

みであ っ た。 工 事担当の山崎( 鉉次郎) 技師が、

推 薦によって工学 博士の学位 を授与された一 事

に よって も、 その難 工 事のほ どを推 察するこ と

ができる。

乾ド ックの竣工に より、 艦船造修能力 は一段

と上昇し た。 さらに15,000 G.T. 級 の巨船 を収

容し 得 る大 ド ッ クの 建設 計 画 が立 て られ、 山

崎 博士は明治36 年5 月、これ が研究 のため、 欧

乾ドック竣工の新聞広告

(明治35 年)

米 に旅立っ たが、神戸 市の港湾計画 のため、ついに具 体化し なかったこ とは、

現在考えて も惜し まれ ることである。

明治36 年(1903)4 月、神戸 港にお け る観艦式に際し、 明治天皇は北条

(氏 恭) 侍従 を当 社 へ御差 遣にな り、 当 社が国家に奉 仕し た労を ねぎら われ、

従業 員に一層 の努力 を期待され る旨のお 言葉を賜 わった。       ・‥

またこ の年 の第5 回内国 博覧会におい て、 造船・ 造機 ・ド ック・ 鋳鋼等の

事業お よび工員 養成 に関する当社 の功績に対し、 金牌を 授与され た。 次の一

文 は同年東 京商船学校練習 船「大成丸」(2,287G.T.) の進水にあ たり、 逓

信大臣 から寄 せられ たものであ る。

川崎造船所さきに商船学佼練習船の建造を担任し、拮据経営、日夜工を督し、

ここに本日をトし進水の式を挙ぐ。 そもそも貴所は帝国有数の造船所にして、

設備の完整は能く東西の需要に応じ、技術の精巧は夙に内外の賞賛を博せり。

本船は材料堅牢、加工精緻にして、洵に海国青年の教育を託するに足る。 異日

長風に駕し、蒼波を凌ぎ、以てその任務を大成するは、本大臣の信じて疑わざ

る所なり。

茲に本船の前途を祝し、併せて貴所の労を謝す。

明治三十六年十ニ月ニ日

逓 信 大 臣 大 浦 兼 武



かくて創立後7 ヵ年を経て、

社業は年ご とに隆 運に向 か

った。 この問、 竣工および起

工の商船は62 隻。艦艇は12 隻

に達した。これら艦船のうち、

造船奨励法による適格船は12

隻を算し、国内全適格船の18

% を占めたのであった。

東京商船学佼 練習船「大成丸」( 明治37 年)

清国南京省 砲艦「江 元」(明治38 年)

第3 節 日露 戦争 と社業

1. 艦 船 の建 造

明治37 年(1904)2. 月、 わが国はロシアと戦端を開くに至った。 このため

当社は軍の要請に応じて広島県宇品港に臨時出張所を設け、 従業員約210 名

を急派し、 艦船の修理工事に当ったが、 さらに同年6 月。 広島市国泰寺に製

氷部を設け、 艦船・病院等に氷を供給した。 同年下期のみ、 創業以来持続し

てきた1 割2 分の株主配当率を1 割に引下げ、 余剰金は積立金・経営基金等

に当て、 将来に備えて積極的に施設の拡充に努めた。

戦局の進展に伴い、 殆どの船舶が軍に徴用され、 その数266 隻(68,118G.

T.) に達したが、 なお軍需を満たすに足らず、 外国船を購入あるいは用船し

てこれに当てた。 国内造船所は時局の要請に応じて全力をあげ、明治37 年か

ら翌年に21 隻(34,69  3G.T.) を建造したが、輸入外国船は143 隻(313,994

G.T.) を数 え た。

明 治37  (1904) ・38 年 に

は 日露 戦 争 の 影 響 も あ っ て、

当 社 は 異 常 な 盛 況 を 招 来 し、

艦 艇6 隻(1,600 ⊿T) お よ

び 商 船7 隻(5,220G.T.) を

建 造 し、 新 たに 艦 船 合 わ せ

て17 隻 を 受 注 し た。 こ の 問、



乾 ド ッ ク 内 で 予 行 運 転 中 の 潜 水 艇

「第6 」(右) ・「第7 」 ( 明治38 年)

通 報 艦 「 淀 」 の 進 水( 明治40年)

清 国 木 雷 艇 「湖 鴨」( 明治40年)

政府は軍 備の拡張、 鉄道の国 有

化な どを 行なった が、 重工業 が

軍需 と大 きく関連 を持ち、 その

ために重工業 が発展 の方向 へ大

きく歩 みを進めたこ とは注「1に

値する ことである。

日露 が開戦するや、 海軍は潜

水艇隊の急設 を計画し、明治37

年(1904)6 月、 米国 からポ ー

ランド型潜 水艇5 隻を輸 入し、

翌年10 月組 立てを完了し た。

これに先だ ち、同38 年9 月 に

当社 でポ ーランド氏設計に よる

わが国 最初の 潜水艇 「第6 」・

「第7 」の2 隻が進水 した。

当社 は海軍 の信 頼にこたえ る

た め、 米 国から技 術者を招いて

研究す るなど万全 を期し た。 着

工以来幾 多の困難に直面し なが

ら も、 全従業員 がよく協力し、

「第2 潜水艇隊」が誕 生し た。

後年、 潜水艦建 造にお いて当 社

の 優秀な技術 が世界の注目 をひ

くに至 ったのは、 実にこ の時 が

その 発芽 であっ た。

当社は 明治38 年 から同40 年

に駆逐艦5 隻(1,875 ⊿T) 、通報

艦1 隻(1,320 ⊿T) が 進水し 当社

の建艦技 術の声 価 が高 まった。

さら に、 これ と前後して、清 国 の砲艦9 隻・ 水雷艇4 隻、 シャ ム国 の駆逐艦

1 隻・ 水雷艇3 隻等合計17 隻(7,  393 ⊿T) を 建造し た。

なお、 明治39 年、上海で 砲艦「伏見」 の組立工 事を行なっ たのを機に、 上



海の浦東に土地約16 万坪を求め、工場の建設計画を進めていたが、その後の

国際情勢によって、 この地に当社の拠点を持つ計画は実を結ばなかった。

2. 施 設お よび事 業 の拡 張

社会情勢の進展につれ、大型新造船の受注が増加してきたので、大型艦船

数隻を建造し得るために、明治38 年(1905)5 月、乾ドック南寄りに第1 船

台( 建造能力7,000G.T.) を建設し、翌年に第2 船台、続いて同41 年9 月ま

でに第3 ・第4 船台を完成し、 大型船建造の体制を整えた。

この問、同39 年10 月 には資

本 金を1,000 万 円に増資 する

とともに、本社事務 所のほか、

機械 組立・鉄船 鍛冶・現図 ・

焼 鉄・ 道具お よび製 缶の諸工

場 などを新設あ るい ぱ増築し

た。 また原動プJの増強を図 る

ため、 スターリン グ水管 式汽

缶 を据付け、 同 時に空気 圧搾

機お よび竪型500kW のカ ーチ 150T 海上起重機船( 明治41 年)

50 年前の勤務時間や服装など

近 藤 英 雄

私が入社した明治39 年 のころは、 始業時

刻が夏は6 時、 その他の季節 は6 時30  分 で

あった。 冬などは夜の明けぬうちに起きね

ばならなかった。 終業時刻は5 時 であっ た

が、 仕事が忙しい と残業 させられるので、

7 時 とか8 時 にもなることが多かった。

朝の早いのは辛かったが、 松方社長やほ

かの重役さんが、 始業時にはきちんと出社

されるので、 咽喉 まで出かけている不平 も

言えなかった。

朝が早いので、川崎 の従業員だと言うと、

下宿屋はどこでも体よく断った。 朝食はい

らない…… という条件付で、 やっ と下宿 さ

せてもらう有様だった。 会社の寮などない

時代だったので、 独身者は下宿屋を見つけ

るのが一苦労だった。

幼児のいる家 庭持ちの者は、 子供が寝て

いるうちに家を出るし、残業をして帰ると、

子供は待 ちくたびれて寝てしまっている。

たまの日曜日に子供と顔 を合わせても、 父



ス・ タ ービ ン発電 機を増設

し、150 T 海上 起重機を購

入 するな ど、 設 備の近代化

を行い、面目を新 たにし た。

明治41 年末・落 成し た本社

社屋( 建坪599 坪) は、地 下

室を もっ た2 階 建であ った。

ドイツから輸入し たタイル、

耐火煉 瓦を用いた洋風 建築

は、 当時 き わめて まれであ

つたので、「松方さんの馬車」とともに神戸の名物とされ、 世の注目を浴びた

のであった。

当時、 わが国の鉄道車両はその大部分を輸入していたが、 鉄道国有化が推

進され、車両の国産が要望されるに及んで、 わが国の車両工業はしだいに活

発となった。 当社は機関車の国産計画に応じ、 また製鋼の新しい分野にも進

出するために、明治39 年(1906)  9 月、 神戸市東尻池村( 現在の兵庫区東尻

池村) 運河沿いの土地約26,700 坪を買収して運河分工場を開設、翌年6 月兵

庫分工場と改称して、 鋳鋼品の製造と車両の製作を始めた。

日露戦争後、 わが国は満州の産業開発のため、同方面に船舶の造修工場の

完成直後の本社社屋( 明治41 年)

親になつかぬ とか、 若い社員に縁談が起っ

ても、 朝があまり早いので…… と差し障り

が起るなどのことが よくあった。

通勤服は一般職員は麻か小倉地の詰襟が

普通で、 背広などは課長クラス以上であっ

た。 工員 は殆 ど菜ッ服であっ た。 記章は職

員 が旗マーク、 職工が丸形 という風に嚴然

と分 かれていた。 通勤の時 には大てい鳥打

帽子か中折帽 子、 作業帽などのどれかをか

ぶっていた。

工員は下駄をはいている人が多かったが、

裏 にゴムのつかない地下足袋、 麻裏草履な

どをはい ている者もあった。 しかし進水式

のときには、 燕尾服( 式台に上る人)、 フ

ロックコート、 モーニングなどを着川して

いた。 進水作業 の進行は、 モ ーニングに白

手袋で威儀を正した技師が番号で示したも

のだった。

(もと会計課主任)



建設を計画していた。 当社は政府の勧めにより、 明治41 年7 月、満鉄の大連

ドックおよびその付属工場を借り受け、 大連出張所を開設し、 船舶および舶

用機械の造修に当り好評を博した。 その後U 順調に操業を続けていたが、 大

正12 年(1923)  4 月、 満鉄の大連船渠と旅順船渠が合併して、 満州船渠株式

会社を設立することとなったので、施設その他一切をこれに譲渡した。

3. 外 国技 術 の導 入

時流に沿ってしだいに社業の規模を拡大していったが、 わが国の技術は欧

米の先進工業国と相当の隔りのあることは否めなかった。

松方社長は欧米諸国に社用で赴くつど、特許権を購入して新しい技術の導

入を図った。 明治40 年(1907)  1 月、 米国々リン・タービン社とカーチス・

タービン特許実施権について契約を結んだのも、当時欧米では舶用主機とし

て、 蒸気タービンが実用化していたからであった。

その後、 大正の初めまでに契約した17 件の外国特許権は、いずれも松方社

長の着想であり、 当社の技術を大きく育てる重要な基礎となった。

4. 日 露 戦 争 後

日露戦争が終結すると、程なく反動的に不況が訪れた。特に明治40  (1907)

・42 年のニューヨークおよびロンドン市場の金融恐慌は、 わが国に衝撃を与

え、 経済界はますます沈滞した。 このため海運業界の打撃もまた大きく、 し

だいに繋船数を増していった。 造船業界が不況に陥ることも避け難く、 当社

の経営はすこぶる困難を加えるに至った。

この深刻な不況に対処するため、明治41 年には規程の改正・部課の廃合な

どを行なって、経費の節減・能率の向上を図るほか、多くの対策を講じたが、

ついに一部従業員を整理するのやむなきに至った。 同40 年末には9,200 名を

数えた従業員が、 同42 年(1909) 末には4,200 余名に激減したのはこのため

に外ならなかった。同42 年、 東京の事務連絡所を東京出張所と改め、中央官

庁初め関係各方面との連絡・交渉・営業諸活動などの機能を強化した。

不振の経済界も明治42 年から翌年にはしだいに上向き、国際情勢の好転に

つれて船腹の需要もしだいに高まり、 新造船・機器類のほか鋳鋼・鋳鉄管・



車両・橋桁等の受注が急増した。

大連出張所の業績の好調とともに、 社業はふたたび生気を取りもどし、 従

業員の数も明治の末年には10,650 余名に増加するほど繁忙となった。

進水する二等巡洋艦「平戸」( 明治44 年)

第4 節 明 治 未 期 か ら 大 正 初 期 ま で

1・ 大 型 艦 船 の建 造

わが国の造船業が大幅に進歩した理由の一つに、造船奨励法・航海奨励法

の保護政策がある。造船奨励法は実情に即して明治42 年(1909) に改正、航海

奨励法は廃止されたが、 これに代って遠洋航路補助法が新たに制定された。

これらは、 外国船舶の輸入を抑制するために制定されていた関税定率法とと

もに、 わが国海運の発展を促し、 ひいては造船業の育成に大きく寄与した。

これら一連の保護政策と、 造船設備の近代化・造船技術の向上などによっ

て船価は著しく低減した。 外国建造船に比べ、技術的に殆ど隔りなく、 国内

建造を可能ならしめたことは、明治41 年(1908) から大正2 年(1913) まで

の登録船舶のうち、国内建造船が49.6  % を占めていることがこれを如実に立

証している。 当社でも、 しだいに大型船の建造隻数が増し、 明治43 年には 、

わが国初めての二等巡洋艦「平戸」(4,400  ⊿ T)を起工するなど活況を取り

戻すに至った。 また、主機には当社製カーチス・タービンが採用されたので、

全社をあげて光栄に勇みたったのであった。

このころ、 欧米 ではデ ィ

ーゼル機関 の実 用化が研究

されてい た。 当社 はい ち早

く、 明 治44 年(1911)7

月、 ド イツのマ ン社 とマン

型 デ ィーゼル機関製作 につ

いて、 特許 実施権契約 を結

んだ。 これは わが国 にお い

て、 舶用 ディ ーゼル機関製

作の技術 を導入し た最初で



あっ た。 しかし、翌 大正元年から当 社技師 がマン社で技術 を習得してい る時、

第1 次世界大 戦が始 まり、 技術導入は 中断されてし まった。

明治45 年(1912)  3 月 には、当 社 がさきに戦艦 「河 内」 お よび二 等巡 洋艦

「筑摩」 の主機 とし て製作し たカーチ ス・タ ービンについ て、 艦政 本部長か

ら次 の賞 詞が寄 せられた。

軍艦 「河内」 お よび 「筑摩」 の公試運転は、 いずれもその成績きわめて良好で

あった。 わが国における舶用カ ーチス・タービン機関は、 川崎造船所製作 の上

記2 艦装備の ものをもって最初とする。 公試において予期以上 の成績をあげた

のは、 工業界の一大進歩 とし て喜ぶべきことである。 海軍は川崎造船 所全従業

員 の努力を多 とし、 深く満足の意を表する。

これまでに、「淀」・「平戸」2艦の建艦経験はあったが、巡洋戦艦 「榛名」

松 方 さ ん の 馬 車

田 宮 虎 彦

その家から少し山手へのぼっていくと、

大きな邸の表門に出た。 神社かお寺か、 そ

れも楠公 さんほどの神社でなければ持つこ

との出来ないような大きな門であった。 大

人が2 ～3 人でなければかかえきれないほ

どの大きな柱が両 側にたっていて、 大扉 が

両方にさっ とひらいている。 もちろん、 そ

の両 わきにくぐり門 もつい ていた。

白い砂利 をしきつめた広い道が、 その門

から奥の方 へ続い ているのだが、 すぐ曲り

道になっていて、 ほんの5 ～6 間しかその

奥はのぞきこめなかった。 だが、 そのこと

が、 その奥深い邸の広さをいっそうつよく

私のおさない心に感じさせるのであった。

その邸があった通りは山本通 りであった

と思う。 すぐうしろに山をせおっていて、

山の樹木の茂 りが、 そのまま、 その邸の裏

庭になっているようにみえた。

朝、 ひらいたその門 の奥から、 カツカツ

という馬蹄の音と軽やかな轣々のひびきと

が聞えて来た。 そし て、 やがて2 頭 立の馬

車が表通 りへ颯爽とかけ出して来るのであ

った。 絵本でみるような馬車であった。 絵

本では王子か王女かが乗ってい た。 絵本で

ない世界では、 天皇陛下が乗っ ておられる

馬車だけが、 その大きな門から出て来る馬

車 と同じかたちをしてい るようであった。

馬は、 矢のように山本通 りを西の方 へか

け去っていき、すぐ見えなくなってしまう。

夕方、 日が西にお ち、 赤い夕映えが空をや

きはじめる頃、 遠くから、 朝と同じ馬蹄の

音 と轣々のひびきが聞えて来て、 やがてき

おい たつ2 頭の馬がたてがみをふりたてな

がら、 その絵のような馬車を港の方からひ

き上げて来 るのであった。

馬車が目の前をかけすぎる時、 ぴしりぴ

しりと馭者は馬のし りを細長い美しい鞭で

うった。 その鞭さばきに2 頭の馬はいっそ



(27.50  0 ⊿ T) は これらに数 倍する大艦 であ った。 そのため、着工に先だ ち多

数の技師 などを海 外に派遣して、 技術の研究 に当 らせ るとともに、 第4 船台

の改造、 カント リー・ クレ ーンの構築、 工 場施設な どを拡充し、 創業以来 の

巨艦 建造に対し て万 全の体制 を整 えたのであ った。 かくて、 当 社は世界屈指

の新鋭艦 であり、 わが国民問造船 所で手がけ る最 大の巨艦 を列 国注目 の裡に

建造し て、 造船 史に輝やかしい1 ペ ージを加えた。

この間、 兵 庫分工場が明治44 年(19 11) 鉄道院から受注し た急行客車 用蒸

気機 関車12 両は、機関車国産 計画に よる民問 最初 の製作 であ った。

2・ 大 正 初 期

大正2 年(1913)  4 月、 当 社が戦艦「伊勢」(31,260 ⊿T) の建造を指令さ

うきおい たち、いななき、かけ去っていく。

そして大 きな門 に近づくと急に静かな並足

になり、 馬車は門をくぐって奥 に消えてい

く のであった。

馭者はいつも2 人ならんで前の方に腰か

けていたように思 う。 そこは、 美しい馬車

の箱の外になっていて、 一段と高くなって

いた。 そ の2 人の馭者たちはいつもじ っと

前方をみつめていた。 腕に金筋 のはい った

制服のようなものを着ていた。 美 しい 箱の

うしろにも、 もう1 人の馭者のような人が

乗っていた。 この人も箱の外にいて、 何か

につかまって、 ずっと立 ちどおしに立って

いたように思 う。

3 人の馭者に前後をまもられた美しい箱

の中には、 誰かが乗っていたはずである。

美しい箱には美しい窓があったから、 その

中にいた人は、 道傍でその馬車 を見 上げて

いた私にもみえたはずである。 だが、 私の

記憶 には、3 人の馭者はその姿がはっきり

残っているように思われるのに、 その中の

人は顔も姿もまるで思い出せない。

からの馬車が走っていたのだろうか。 そ

れとも、 窓硝子に特別の仕掛けがしてあっ

て、 中の人の顔 や姿がみえない ように作ら

れていたのだろうか。 おそらくそんなこと

はなかっただろう。 だが、 私はその中の人

の顔 も姿もまるで記憶 がなIいのに、 その中

に乗っているはずの人の名前だけは知って

いた。 公爵であったか。 侯爵であったか。

私は数えどし五つか六つであったのだが、

その人が松方さんとい う、 とにかく偉い人

であることだけははっきり知っていた。

馬車が、 大きな門の中へ消えていくと、

山すその邸の表の通りに黄昏 がおちはじめ

る のであった。 (中外書房版「神戸」より)

(作 家)



れたころ、欧米の諸国は軍備拡張を

競い、 大艦巨砲主義に懸命であった

ので、「伊勢」はわが国海軍力の飛躍

的な充実であり、 また、 建艦技術の

飛躍的な進歩でもあった。

続いて、 日本郵船・大阪商船その

他から貨客船・貨物船・関釜連絡船・

義勇艦・清国砲艦・トロール船等が当社の造船史に書き加えられた。

修繕船工事も大正2 年には、 入渠および上架船127 隻(289,290  G.T.) そ

の他590 隻を施工し。 社業はいんしんをきわめた。

兵庫分工場は、 始業以来設備の増強を重ねてきた。 当時、 鉄道車両の国産

化がしだいに軌道に乗ってきたので、 機関車、 客・貨車等の製作に業績をあ

げることができた8 また、大連出張所のドックは船舶大型化に対応するため、

従来の入渠能力3,000G.T. を6,000  G.T.に改造したので、 営業収益が増大

したのみならず、 大連港の発展に寄与するところもきわめて大きかった。

大正2 年(1913)  12 月14 日、巡洋戦艦「榛名」の進水に当っては、 御名代

伏見宮貞愛親王殿下の台臨、関野侍従武官の御差遣に加えて、一等巡洋艦「八

雲」以下10 隻の艦艇がこの巨艦の誕生を慶祝するために神戸港に集り堂々の

偉観は港頭を圧したのであった。 なお 「榛名」 は明治45 年3 月16 日に起工

し たが、 カ ント リー・ クレ ーンを

新し く設 ける ため、 建造を一 とき

延期し、 実 際に着工し たのは同年

11 月23 日であっ た。超弩 級艦 と称

せられた 「榛 名] は、 全従業員 の

盛 んな建造意 慾により、 わずかに

1 ヵ年を もって進水し た。 欧米 の

造船技術誌 が、 筆を 揃えて驚嘆し

たとい うのも うなずけ るところで

あ る。

関釜連絡船「高麗丸」( 大正2 年)

巡洋戦艦「榛名」の進水( 大正2 年)

かく て社業は、 発足以来17 年、 その問、 日清・ 日露の両戦 役を経て、 国 運

の隆昌 とともに伸 展し ていっ た。



第4 章 第1 次世界大戦と生産拡充時代

日 独 国 交 断 絶( 大正3 年8 月)

巡洋 戦 艦「榛 名」( 大正4年)

第1 節 第1 次世界大戦

1. 大 戦 の あ と さ き

大正の初めごろ、 英・独両国問には

烈しい海運競争が続き、欧州諸国の問

では互に軍備の拡張を急ぎ、 暗流が渦

巻いていた。 果して大正3 年(19 14)

6 月、 セルビアの学生がオーストリア

皇太子および妃殿下を狙撃したことが

導火線となり、有史以来の世界大戦が

突発した。 英・独が戦端を開くや、 ド

イツは青島の防備を固め、 その巡洋艦

隊はし きりに近 海に出没し、英国 を初め わが国 の海上貿易 を脅 かすに至っ た。

わが国 は日英同 盟のよし みと東洋平 和のため、 つい にド イツに対し戦い を宣

し たのであっ た。

か くてわが国は 海軍力拡充 のため、駆逐艦10 隻 を緊急建造す ることになり、

その うち当社は2 隻の建造 を受 注し た。 大戦 の初めは、 内外情勢 が不安なた

め、 経済界は混迷 に陥っ た。 また、 ご用船 とし て約90 隻(32 万G.T. ) の船

舶7が徴 用され たので、 貿易は 停滞状態 となった。 これらの影響 によって造船



材料は入手難となり、 その価格は漸騰を続けていたが、 建造船価が上向かな

いため、 造船界は一般的に不況を免れなかった。

当社は大戦前すでに造船材料を多量に獲得していたので、 日本郵船お よび

大阪商船の貨客船・貨物船数隻のほか、 艦艇などの建造を格別の支障もなく

進めることができた。 このため、 大正2 年に進水した巡洋戦艦「榛名」 の工

事もその後順調に進み、 大正4 年(1915)  4 月引渡しを終えた。

祝       電

軍艦 「榛 名」 は予定のごとく工事進捗し、 本日無事引渡し を了 し、 帝国海軍 に一大

勢力を加えたるは国家のため最も慶賀にたえざるところなると同時に、 本艦起工以

来、 所員一同が幾多の困難と戦い、 奮励努力以っ て斯くの如き新式大艦の建造を終

りたり、 ここに貴所の成功を祝す。

大正4 年4 月19 日

海 軍 大 臣

か くて、 当社は黙 々とし て

挺身し た従業員 の努力 によっ

て、 主 力艦 「榛名」 を竣工 さ

せ、 その 造船 技術を世界 に示

し た。 ま た、 二 等駆逐艦「梅」

・「楠」 の2 隻も急速建 造の

要 請にこたえて作業 を進 め、

きわめて短期問 に竣工し たの

であ った。 二等駆逐艦「梅」魚雷公試( 大正4 年)

2。 造船 界 の好 況

第1 次世界大戦の初めどろには、 不振であった海運・造船界も、 大正4 年

(1915) に入るや急激に活発となった。 その後、 戦局の進展に伴い、 交戦各

国の船舶は捕獲あるいは撃沈されるものが続出し、 船腹ははなはだしく欠乏

してきたので、 その需要はとみに増加し、 運賃・傭船料なども奔騰の一路を

たどった。

戦前には、 造船能力 を誇っていた英・独も、 軍事態勢強化のため、 商船の



建造能力 は著し く減退し た

ので、 船 舶の供給は中立国、

特に米国 かわが国かに依存

するほかはなかった。 この

情勢 のため、 わが国 の造船

界 は相次ぐ新造船 の受 注で

空 前の活況を呈し、 群小幾

多の造船所 も簇生し た。

大 正4 年に7,300 G.T. 級

貨物船3 隻、3,200 G.T. 級貨客船1 隻、4,500  G.T・級貨物船2 隻その他合わ

せて8 隻と大型潜水艦および一等駆逐艦各1 隻を受注したほか、 貨物船・貨

客船など合計6 隻が竣工し、 操業は繁忙をきわめた。

また大正4 年9 月、電気関係工事を造機=部から離して電気設計部および電

気工作部を新たに設け、 従来の艦船用のほか、 新たに車両用お よび一般用各

電気機器の製作に進出することとなった。

大阪商船「はるびん丸」( 大正4 年)

3・ 鋼 材 の自給 計 画

当時、 造船用の鋼材はその大部分を外国から輸入していたが、戦局の進展

に伴い、輸入し得る鋼材はしだいに少なくなり、 その価格は奔騰を続けたの

で、 各造船所ともはなはだしく打撃をこうむるに至った。

当社もまた材料の入手に苦慮し、万一の場合に備え、英・米両国へ同時に

発注するなど苦しい措置を講じねばならなかった。 しかしながら、 かかる措

置は臨機の策に過ぎなかった。 抜本的な方策として兵庫工場を拡張し、製鉄

工場を新設して、 鋼材の自給計画に着手したのであった。 大正5 年(1916)

2 月、資本金を2,000 万円に倍額増資したのも、 これが資金に充てるためで

あった。

大正5 年3 月、 松方社長は鋼材の輸入を促進するため、 社員2 名を伴って

米国に赴き、困難な折衝の末、 ようやく米国政府の許可を受けた。 以来、 鋼

材の入荷は順調に運び、 新造船工事やその他の諸工事を予定通り進めること

ができた。



4、 スト ッ ク・ ボ ー ト

第1 次世界大戦による世界

的な船腹の需要に応ずるため

当社は大正4 年(19 15)に8 隻、

翌年に17 隻のストック・ボー

ト建造を計画した。 このスッ

トク・ボート建造計画は時流

に乗り、 国内・国外から引合

いが殺到したので、 同6 年さ

らに23 隻の建造を決定した。 ストック・ボート輸出第1 船 ″ARGONNE"  ( 大正5 年)

「川崎造船所のストック・ボート」
―London Times (November  1916)―

JAPANESE  SHIPS  FOE  SALE

PROHIBITIVE  PRICES

Quite  a number  of fine new  Japanese  cargo

steamers  are  now  being  offered in the  Lon-

don  market.  Some  are ready for sea; others

can  be delivered within the next few months.

But  at the prices now  being  asked  British

owners,  badly  as they  need  to replace their

lost vessels, show  no  inclination to consider

them.

For  splendidly-built  cargo  steamers  of

10,000 tons dead  weight, about  £40 a  ton,

amounting  to £400,000, is now  being  asked.

Before  the  war, ships capable  of performing

precisely the same  service could  have  bean

very comfortably  built  for  £8 a  ton,  or

£80,000. The  present  prices are, therefore,

just five times  the  pre-war  prices.

A  steamer  flying the  British flag  could

rely, if not  requisitioned by  the  Admiralty,

on  earning  30s. a  ton  dead  weight  for 12

months.  That-  is, the  steamer  of 10,000 tons

would  earn  £15,000 a  month.  Putting  ex-

penses  at £4,000 a month  (they  might  well

be  more),  the  monthly  profit  would  be

£11,000, or, say, £130,000 for the  year.

On  the  £400,000 new  capital the  owners

would  be  allowed  to earn  6  per  cent., or

£24,000, before  becoming  liable to excess

profit taxation.  That  deducted  from  the

total profit of £130,000 leaves £106,000. Of

this, the  Government  would  take  60  per

cent., or £63,600, in excess profit taxation,

leaving  £42,400. On  this  sum  income-tax

at 5s. (super-tax  is not  reckoned  in  the

calculation) would  amount  to £10,600, leav-

ing  £31,800. If  the owner  applied the whole

of this sum  to depreciation, and  could  rely

on  earning  the  present  abnormal  freights

for about  10 years, and  was  content  with  6

per cent, profit, it would  only  be,  on  the

basis of  the  figures quoted  above,  at  the

end  of that  period that he would  be able to

write down  the  value  of  the  ship  in  his

books  to the  pre-war  cost of a  similar  and

competing  ship.

Owners  are, however,  bound  to take  into

account  the  possibility of the  war  ending

within  a  year  or  two.  If  it ended  a  year

hence, they  would  have  a vessel still repre-

senting a  value  of £368,000, and  having  to

compete  with  ships  originally costing  only

£80,000. and  written  down  to a  figure far

below  that sum.



スト ッ ク・ ボ ート のうち、大正5 年12 月、 米国 ステーツ・マ リン・ エンド

・ コマ ーシャル社 へ譲渡し た1 隻 が輸出第1 船であっ た。 その後、 多数 の建

造船 を先 進国の英・ 米両国 へ輸出、 その運航には、 い ずれも優秀な成績 を発

揮し て、 わが国造船 界の ため大 いに気を吐い たが、 国内 の汽船 会社へ譲渡し

たスト ック・ボ ート も、 大正6 年(1917) 竣工 の「吉田丸」 を第1 船 とし て

7 隻 を数え るに至 った。

5、 艦 艇 の 建 造

海軍力充実のため、 艦艇補充計画や八・四艦隊案などの実施にあたり、 当

社は海軍の部外工場として、 さきに駆逐艦および巡洋艦などを建造したが、

続いて大正4 年(1915) には戦艦「伊勢」 の建造に着手し、 また大型潜水艦

1 隻をも受注した。 これと前後して、 伊国フィアット ・ サンジョルジョ社

とローレンチ型潜水艦の建造特許権およびフィアット型ディ ーゼル機関の製

造販売権について契約を結んだ。 当社がいち早くこれらの特許権を獲得した

ことが、 わが国の潜水艦建造技術の発達を促進したことを看過してはならな

い。

大正5 年9 月、 さらにわが海軍のローレンチ型潜水艦1 隻、 続いて、 仏国

政府から日本政府が受注した中型駆逐艦12 隻のうちの2 隻を当社が建造する

ことになった。 この年11 月、御名代東伏見宮依仁親王殿下御来臨のもとに行

われた戦艦「伊勢」 の進水は創立以來の盛儀であった。

第2 節 米 国 参 戦 か ら 休 戦 ま で

1. フ ル 操 業

大正6 年(1917)  2 月、ドイツは潜水艦による無制限活動を始め、 戦局は

いよいよきびしさを加えるに至った。 中立を保っていた米国も、 ついにドイ

ツに宣戦を布告し、 連合国側に加わったので、 戦火はさらに拡大し、 欧米に

おける船腹の窮乏はますます深刻な様相を示し、 運賃・傭船料などは暴騰し

た。 このため、 わが国海運界の活況はその頂点に達し、 造船界は材料難を訴



えながらも、 船舶の建造量は大幅に上昇線を描いていった。

造船界の異常な活況のため、 日清戦争以来、 政府の造船保護政策の基盤と

なっていた造船奨励法の意義が希薄となり、大正6 年7 月、 造船奨励金の下

付は停止されるに至った。 わが国の造船鋼材の供給源である米国が、 同年8

月鋼鉄材の輸出を禁止したため、 造船業者は大きい難関に遭遇した。しかし

比較的規模の大きい造船所では、 手持材料により作業工程をさして支障もな

く進め、 大正6 年中に1,OOOG.T. 以上の汽船70 隻( 約307,000 G.T.) が進水

した。

戦 艦 「伊 勢」( 大正6年)

ス ト ッ ク・ボ ー ト の 建 造

武   文 彦

大正4 年12 月に竣工した 第386 号 船 「大

福丸」(1,676 G.T.) は、「救助丸」 の代船 と

して使うためと、 デッド・ ストックになっ

ている手持ち鋼材を活用する目的 とを兼 ね

ていた。

竣工した時 は、 第1 次世界大戦 の影響で

船価が昂騰していた。 林 商店から是非欲し

いとの申出で商談は川崎に有利 に成立し、

しかも先方からは非常 に喜ばれた。 もとも

と造船業は採算度 の高い事業ではないが、

当時はどの造船業者 も造船奨励金 の恩典 に

よって経営を維持し ていたので、「大福丸」

のこ とは川崎 には 明るい ニ ュースであっ

た。

ある船会社から以前に川崎で造らせた船

と同型 の貨物船を建造して貰いたいと船価

の照会があった。 その船会社としては、 前

の船は80 万円だったが、 こんどは材料 や工

賃が高くなってい る関係で、 多少船価は上

るだろう…… 位に高を括っていたらしい。

川崎では ギリギリの線で135 万国の建造

船価 見積書を提出した。 これには船会社は

びっ くりしてしまい、 造船技 術では川崎が

絶対 によいが、 船価があまりに も高いので

…… と断って、 某造船所と交渉し、 そこへ

85万国で発注してしまった。

これを聞いた川崎の方では、 ″そんな安

い船価でどうして船が出来るのであろうか



当社でもストック・ボートの建造が好調に進み、 大正6 年中に進水したス

トック・ボートとその他の商船は、 合わせて20 隻(115,885 G.T.) にのぼ

り、同年わが国で進水した汽船の実に37. 7% を占めたほどであった。 一方、

戦艦「伊勢」 の艤装工事も順調に進み、 大正6 年12 月海軍へ引渡した。

大正3 年(1914) まで既定計

画による工場設備の拡張を行な

ってきたが、 第1 次世界大戦の

突発によって情勢が一変したの

で、 大正4 年には第2 発電所、

続いて翌年には第6 船台を増設

し、 船架を撤去して仮船台2 基

を設けた。 また、 材料試験室・空気圧搾室・鋳造工場 。工場事務所等を新・

増築するほか、 新鋭の工作機械を多数増設したので、 生産能力と稼働能率は

著しく高まった。 大正6 年には従業員21,471 人を擁していたが、人事 。労務

担当部は従業員増補のため、 日もこれ足らぬ努力を続けてもなお労働力は不

足を訴えていた。

謝     電

「伊勢」 優良なる成績にて全力公試運転を

終了せりと聞き、 満足にたえず。 関係諸員

の労を多とす。

大正6 年9 月13 日

海 軍 大 臣

″と驚いてし まった。 その後、 某造船所は

着工してみると、 とても85万円では出来ぬ

と言い出し、 揉めに揉めた。 とうとう船会

社の方が鋼材を支給したので、 やっと竣工

にまで漕ぎつけたのであっ た。

松方社長 はこの実例を見て、 ストック・

ボートの建造を決意した。 船型はその時 の

船会社の貨物船 と同一 の9,100トン型である。

その後に建造した船型の変ったもの4) 含め

て、96 隻のストック・ボ ートを建造した。

戦争中、 英・米両国は鋼材の輸出を禁止

したが、 川崎はこのズック・ボ ートと鋼材

とを交換して、 多くの船を建造することが

出来たのであった。

大正5 年、9,100 トン型 ストック・ボート

の第1 船 「第1 大福丸」 は、 米国のステ ー

ツ・マリy ・ アンド・コマーシャル社へ売

却した。 しかし次いで 建造し た 「吉田丸」

は、 船価の点で どこから4に買手がつかない

ので、 やむなく、 しばらく港内に繋留して

いたが、そのうち船価がぐんぐん高騰して、

山下 汽船会社と135万円で商談が纏った。こ

れで、 さきに川崎が主張した船価135 万円

が、 決して不当ではないことが証明された

ので、 気持ちを明るくしたのであった。

(もと監査役)



2. 葺合 工 場 の始 業

第1 次世界大戦までは造船用鋼材は主としてドイツ、 ベルギー、 英国等か

ら、 開戦後は英・米両国から輸入していた。 大正5 年(1916)  4 月、英国が

鋼材の輸出を禁止したので、米国がわが国に対する唯一の鋼材供給源となっ

た。しかし、米国もその後参戦するに及んで、 翌年8.月には鋼材の輸出を禁

止するに至った。

このため、 わが国の鋼材使用業者と米国の製鋼業者との契約済 み鋼材約

463,000  T は、 すべて米国から積出すことが不可能となったので、 わが国の

造船所や関係企業の受ける打撃ははなはだしく、 根幹産業の根底をゆさぶる

重大問題となった。

当社でも、 既契約の鋼材輸入がとだえ、 諸工事の進行が困難となったが、

さきに兵庫工場に急設した製条工場で、条鋼・型鋼等の製造を始めていたの

で、 その製品や貯蔵材料等を活用するほか、 対策を講じ辛うじて危機を回避

することができた。 戦艦「伊勢」 および多数のストック・ボート建造を、 さ

して支障もなく進めることができたのは以上のためであった。

政府においては、 英・米両国による鋼材輸出禁止が国防および産業などに

及ぼす重大な影響を憂え、 大正6 年9 月製鉄業奨励法を制定して、 積極的に

国内製鉄事業を助成した。 これによって、当社の鋼材自給計画は著しく促進

され、 大正5 年(1916)  5 月、 兵庫工場に製鉄工場を設置して、 鋼材の製造

を始めたのに続き、 造船用鋼材自給のため神戸市葺合の脇浜に建設中であっ

た葺合工場に、 加熱炉の築造、圧延機および付属諸機械の据付などを行い、

大正7 年7 月から中・厚鋼板の製造を開始した。

3. 日米 船 鉄 交 換契 約

米国が行なった鋼材輸出禁止は、 わが国の造船業者にとって死活問題とな

った。 当社は大阪鉄工所・三井物産( 神戸) 。および鈴木商店などと共同発起

人となり、「米国鉄輸出解禁期成同盟」 を組織し、 政府に陳情懇請して外交折

衝に期待をかけたが、 好転の兆しすら見えなかった。 その後、 同盟に加わっ

た業者は駐日モリス米国大使を通じて米国政府と交渉を始めた。 その交渉に

幾多の曲折はあったが、 大正7 年(1918) ・4月日米船鉄交換契約が成立し、



鋼材飢饉は一応解決した。 この契約は米国政府の要求する隻数の船舶を、 わ

が国の造船業者が提供し、 米国政府は造船用鋼材および付属品を供給するこ

とを約したものであった。

その第1 次契約では、 船舶重量トン数1T につき既契約材料1 英T の割合

で15 隻(約128,900T) を、 第2 次契約では、 船舶重量トン数2T につき、 新

規材料1 英T の割合で30 隻( 約247,100  T) をそれぞれ米国政府に提供し、

これに対し米国はこの比率による鋼材をわが国に供給することになっていた。

当社はこの条件に基き、他の造船所に率先して、大正7 年(1918)  4 月24 日、

米国政府と第1 次契約を締結し、 次いで同年5 月21 日第2 次契約を結んだ。

かくて、 第1 次契約によっ て、9,100D.W.T. 型新造貨物船7 隻、 第2 次契

約により同型船5 隻を提供し、これに対して既契約の鋼材約63,000T 、新規

契約の鋼材約22,500 T を、大正7 年6 月から同9 年5 月までにそれぞれ交換

したのであった。

以上12 隻(108,636  D. W. T. ) の船舶は、 いずれも当社のストック・ボー

トであり、 わが国の全提供船舶( 約376,000  D. W. T. ) の29% に当り、 当社

はその首位を占めた。 当社が米国から提供を受けた約86,000T の鋼材は、

12 隻の提供船舶に使用した鋼材量を差引いても、なお同型船13 隻を建造し得

るに足る鋼材量であった。

日米船鉄交換契約が実行されるに及んで、 米国の鋼材は相次いで当社に到

着した。 したがって、 同一型のストック・ボート を多数建造できる状態とな

ったので、 請負歩増制度の確立、 熟練度の上昇と相まって、 造船作業工程を

著 し く 短 縮 す る こ と が で き、

特 に9,100 D.  W. T. 型 貨 物 船

「来 福 丸」 は、 急 速 建 造 を

目 指し て 工 を急 ぎ、30 日問

短 期 建 造 の 世 界 記 録 を 樹 立

し た の で あ っ た。

大 正7 年(1918) に は 巡

洋 艦 ・駆 逐 艦 ・ 潜 水 艦 。給

油 艦 な ど 合 計9 隻 の 建 造 を、

ま た海 軍 工 廠 等 か ら 多 数 の

機 械 類 製 作 を受 注 し た の で、ストック・ボート「来福丸」… 起工後11 日目( 大正7 年)



ストック・ボートの建造と相まって、 ますます繁忙をきわめるに至った。 鋼

材は船鉄交換契約による入手と、 葺合工場の操業開始によってしだいに豊富

となり、 支障なく工事を進めることができた。

当時、 海運界では船腹の需要がきわめて多く、 傭船料は高率を持続してい

た。 これら海運界の情勢に順応し、大正7 年1 月当社に船舶部を設け、 スト

ック・ボートの運航に当らせたが、 これが川崎汽船設立の起源となった。 ま

たこの年7 月、 兵庫工場に自動車お よび飛行機の2 科を創設して新時代の要

求に応ずることとなった。

大戦の前途は軽々しく予断できなかったが、 平和回復ののちには参戦した

諸国間に産業競争が激化することは容易に想像されるところであった。 当社

ではこの点にかんがみ、 戦時好況によって得た利潤をさいて、 高値材料 。所

有船舶・諸機械等の価額を償却して経理の基礎を固めた。 また技術研究費・

事業拡張費の積立および従業員のための積立金を行なうなど、 社業発展に違

算なきようにと努めた。

世界大戦の影響による海運・造船界の活況は空前と称せられた。 船価はト

ン当り1,000 円の高値を呼び、 ″船成金″が続出した。一方、 輸出貿易にあお

られた物価高は大衆の生活を圧迫し、 デモクラシー思想の浸透によって、 全

国各所に社会運動が起りつつあった。 大正7 年(1918)  8 月には各地に米騒

川 崎 造船 所 の サ ボ タ ージ

寿 岳 文 章

私が関西学 院の学生であった大正8 年 に、

川崎造船所で労働争議が起 り、 友愛会の幹

部が応援してサボタ ージという新戦術を考

え出した。 新聞では 「罷業」 と書かず 「怠

業」 と盛 んに書 きたてた。 サボタージとい

う言葉は川崎造船所 の争議が生 んだともい

えるが、 マスコミの産物 とい った方が妥当

であるか も知れない。

もともとサボ(Sabot) とはフランス語の

木靴 のことで、 サボタージはそれから来た

抽象 名詞であった。 労働争議のとき、 プラ

ンスの労働者が職場で履い ている木靴を脱

いで、 機械 や設備 を壊わしたことが、 この

言葉の起 りと言われてい る。 日本では仕事

をするでもなく、 しないで もなく、 ぶらぶ

らして怠 けていることをサボタージと言っ

ているが、 フランスの場合より、 ずるいと

いうか、 巧妙というか、 とにかく新しい戦

術で珍らしがられた。

当時、 私は学。生である傍ら、 神戸市立の

実業補習学校で毎晩英語を教えていたが、

技術関係の学科は川崎から技師の方が教え



勦が続発し、 これを鎮圧するために軍隊が出動する有様であった。

その後、 ドイツ国内の革命が主因となって、大正7 年11 月休戦条約が成立

し、4 年有余にわたった第1 次世界大戦はついに終結を告げるに至った。

第3 節 ワ シ ン ト ン 軍 縮 会 議

1. 株主 ・ 従業 員 に 感 謝

国際情勢の変転のため、大正7 年(1918)11 月英国から帰国した松方社長

は、 戦後の業界に処する対策を立てるため、 役員間で協議を重ねていたが、

翌月29 日の定時株主総会において、

① 従業員( 大正7 年12 月末在籍) および功労のあったもと従業員

に計375 万円の特別賞与金を支給する。

② 資本金2,000 万円を4,500 万円に増資する。

③ 所有船舶を新汽船会社の出資金に充当する。

などを可決した。 なお、 増資による新株の第1 回払込金(1 株につき12 円50

銭) は、 これを株主から徴収せず、 事業拡張資金の一部を崩し て払込金に充

に来ていた。 通学 する川崎 の少年工は実に

真面目で、 勉強もよく出来た。 学校の成 績

のよい。生徒に対し て、 松方社長は昇給させ

たので、 そ の勉学 奨励の方法がよかったの

でしょう。

当時の関西学院は、 争議の応援者である

賀川( 豊彦) 先生 と関 係が深かった。 先 生

は社会主義的理念から川崎の争議を援助さ

れたが、 私の心の奥には宗教的なものがあ

ったので、 唯物論的に争議を見て、 応援の

ため参加するな どとい うことはどうし ても

出来なかった。

サボタージの時に、 夜、 通学してくる川

崎 造船所 の少年工には、 少しも勧揺の色は

見られなかった。 争議は長びいたが、 少年

工の出席は平素と全く変らなかった。 少年

工だけは争議に参加させない という争議団

の慮りや、 出席率のよい叉は成績のよい少

年工は昇給させるとい う奨励方法に、 私は

何 となく好感が持てた。

(文学博士)



当し た。 また、 大正7 年度下 期の配当金 は、 年4 割 据え置き とし たが、 これ

らは 株主 各位へ の感謝の表明 であっ た。 特 別賞 与金 は、 その後457 万余円 に

増額し、 従業員約22,000 人 の労 苦を ねぎらい、 功労従業員子 弟の教育資 金

お よび一 般奨学資金 の制度を設け てその修学 を助成し た。

2, 川 崎 ・ 国 際 両 汽 船 株 式 会 社 の 設 立

高騰 を続けた海運市 況も、 第1 次 世界大戦の休戦 を境 とし て軟調 に転じ、

一 とき その前 途は暗かっ たが、大正8 年(1919)  4 月、所有船 舶9, 10  0D.W.T ・

型11 隻 を現物出資し て、 川崎汽 船株式 会社( 資本 金2,000 万円) を設立し、

当社副社長川 崎芳太郎が社 長を兼務し たころから、 大型船 の需要が増 加し、

海運市況は好 調を取り戻すに至っ た。

その後、 政 府の勧奨 と支援に より、 大正8 年7 月、 国 際汽船株式会社( 資

本金1 億円) が設 立され た。 当 社は、 川崎 汽船 とともにこれに加わ り、 合 計

275,100D.  W. T. の船舶 を現物 出資す ることにな り、同年末 までに137,403  D.

W.  T.を引渡し た。 これに よっ て当 社は国際汽船 の過半 数の株式を取得し たの

で、 当社川崎 副社長が同社 の社長を も兼任し、 川 崎・国際両 汽船会社 と当社

の間 には密接な関係 が生じ た。

船 鉄交換契約に よって当社 が受 けるべ き鋼材 は、 大正8 年上 期までにいず

れも入荷し たが、 兵庫工場 の条 鋼類お よび葺合工 場の鋼板が潤沢 となったの

で、さらに スト ッ ク・ボ ート の建造を進め、同年中に竣工し たもの9,100  D.W.

T. 型28 隻、6,300  D. W. T.型5 隻合計33 隻(184,727 G.T.) の多きを数 えた。

大正8 年(1919)1 月 には戦艦「加賀」( 約40,000 ⊿T) の建造を、 同じ く

6 月 には潜水艦3 隻お よび駆逐艦2 隻の建造 を受 注し たが、 このほか建造中

または 起工 前の艦艇 は11 隻を数 えた。 またスト ック・ ボ ートの進 水・竣工が

月を追 って増し、 操業 は戦時中に変 ることなく繁忙 をきわめた。

3. 8 時 間 労 働 制 の 実 施

第1 次世界大 戦の結果、 業 界・一 般社会のいず れにも革新の機 運が生 じて

きた。 こ とに物価騰 貴は 日常生活に直結 するだけに労 働運動につ ながり、 大

正7 年(1918) ごろから労 働争議が全国的 に頻発し た。



当社ではかねてから従業員の待遇を改善することによって、 生活を明るく

するために、 欧米諸国の労働状況を調査させ、 それらを参考として就業時問

の短縮および賃銀の改正などについて、 役員会で成案を得ていた。 たまたま

大正8 年9 月18 日、本社工場の工員代表が賃銀引上げのほか3 項目の要求を

会社に申入れた。その交渉中、争議団はサボタージという新戦術を用いたが、

松方社長はかねての腹案、8 時問労働制を提示したので、 同月27 日、円満に

解決したのであった。

かくて、当社は従來の1 日就業10 時問制を8 時問制に改め、 就業8 時問に

対し、 就業10 時問と同額賃金を支給するとともに、諸歩増し の調整と増給を

10 月1 日から実施した。8 時問労働制は当時の社会情勢から考えて、時期尚

早の反論が強かったが、当社がわが国産業界のトップを切りこの制度を採択

した。 それは長時問の労働が心身を疲労させ、 生産能率が減退することを懸

今 だ か ら 話 す が

村 島 帰 之

日本 で初めて8 時間労働制を行なったの

は松方 さんで、 鐘紡の武藤山治氏が、 「8

時間労働。制は日本では無理である」 と言っ

た矢先に、 松方さんが断行してしまった。

今までの10 時間労働制を8 時問にし、収

入を減らさないのだから、 暴挙だ とか、 英

断だとか世論はやかまし かった。 松方さん

が産業 界に大きい革新をもたらした功績は、

労働史 上にさん然 とし て輝いている。

松方さんは豪放な性格で、 郷党の西郷さ

んを思 わせるところがあった。 大正8 年 の

サボタ ージの時に、 争議団の先手を打って

8 時問労働制 の実施 を声明し た。 争議団の

要求の誤りを修正したのち、 その要求を認

めたので、 工員 代表 も、 交 渉に立会ってい

たわれわれ労働担当 の新聞記者 も、 実のと

ころ、 口のきけぬ程驚いた。

実は今だから話すのだが、この争議の時、

私がサボタ ージという新戦術を示唆し、 そ

の黒幕になって煽動した との理由によって、

時の兵庫県山岡( 国利) 警察部長は、 治警

法17 条 違犯で私を検挙した。

松方さんは 「私 の会社の争議は私か解決

する。 新聞記者が独自の立場から収材活動

をするのは当然である。 ジャーナリズムの

弾圧は文化の破壊だ。 検挙などやめて貰い

たい」 と語気荒く抗議して、 私は罪になら

なかった。

私はこのことを、 ずっと後になって、 本

人の山岡警察部長から聞いたときほど強い

感動を受けたことはなかった。 私は新聞記

者として、 あらゆる財界の巨頭に接してき

たが、 松方さんのような天衣無縫の実業家

をついぞ見 たことがなかった。

(もと大阪毎日新聞社記者)



念し たこ とと、 工場 の諸機械 の充 実に よっ て能率 の向 上が期待で きる確信か

らでもあっ た。

川 崎 本 工 場 は3 日 よ り

愈 々8 時 間 制 を 実 施

1 万6 千 職 工 の 誠 意 を 認 め て

怠 業「りの 本 給 も 支 払 ぶ

川崎造船所 にては10 月1 日 より8 時間労

働制を実施したる も、 そは兵庫葺合両分

工場 に限ら れ、1 万6 千 の職工を有する

本工場のみは、怠業事件のため之れが実

施を差控へ、職工の誠意を認めたる後、

之れを発表すべき旨、松方社長 より宣言

しあり。

職工は29 日以来勤勉 業務に服し、

各工作部長及び工場長伍長 役付職

も十分に職工の誠意を認め得たる

により、この旨社長に通ずる所あ

り。松方社長は愈 々3 日より本工

場も、分工場同 様に、8 時間労働

制及びその他増給を実施するこ と

となり、2 日午後之を発表する と

同時に松方社長は 、

若し8 時間 制度の成績にして不

良ならば、川崎造船所は本邦工

業界を破壊したりとのそしりを

受くべきを以て今後大に努力奮

闘して必ず成績を示すの概なか

るべからず。

との訓示をなし、之を各工場に貼

出したり。尚怠業中の給料は欠勤

者を除き全部支給し、兵庫葺合両

分工場は怠業に加はらざりし故を

以て普通の給料以外に、更に本工

場怠業中の本給額を支給するに決

定したり。

8時間労働制についての新聞記事( 大 正8 年)

ローレンチ型潜水艦( 大正9 年)

4、 戦 後 の 不 況

大正9 年(1920) に入ってから、しだいに深刻となった大戦後の世界的不

況は、3 月半ばにはわが国にも波及し、 各地に銀行取付けが続発し、「恐慌」

となった。 金融は極度に逼迫し、 各方面の企業は縮小あるいは閉鎖のやむな

きに至った。 造船界においても、 戦時好況時に生れた群小造船所は、 その基

盤が脆いだけに打撃もはなはだしく、 倒産するものが相次いだ。

当社はストック・ボートの建造を続けるとともに、 竣工したストック・ボ

ートの運航によって不況を補うことができた。 その後、 建艦工事は年を追っ

て増加し、 フル操業の日が続いた。

大正9 年4 月に竣工した潜水艦「第18」 および「第21」は、 わが国ローレ

ンチ型潜水艦建造の最初のものであった。 このほか、 同年中に二等駆逐艦・

特 務 艦 計5 隻 の ほ か、 ス

ト ッ ク・ボ ート17 隻 を 竣

工 し、 う ち5 隻 を 第2 次

船 鉄 交 換 契 約 に よ っ て、

米 国 政 府 へ 引 渡 し た。 こ

の 年 新 た に 巡 洋 戦 艦 「愛

宕」(41,200 ⊿T) の ほ

か、 二 等 駆 逐 艦2 隻、 二



等潜水艦2 隻および二等巡洋艦1 隻合計6 隻と、主機タービンその他諸機械

を多数受注しさらに繁忙となった。

一方、兵庫工場では鉄道省の輸送力増強に伴い、 蒸気機関車および各種車

両等を受注し、 また葺合工場では設備の増強によって、 しだいに製鉄能力を

高め、 各種鋼板を多量に製造するに至り、大正9 年には、当時わが国におい

て至難視されていた高張力鋼板の製造を始め、 建艦材料の供給に貢献すると

ころが大きかった。

当時は戦後の経済界が急激に変動し、 一般産業界が不況にあえいだ時代で

あったが、 当社はこの影響をこうむることが少なく、 その受注数量および生

産高は大幅に飛躍したのである。

5. 労 働 争 議 ・ 軍 備 拡 張

社業は戦後も引続き好調の歩みを続けていたが、一般業界には戦時好況時

の雰囲気から脱せず放漫に流れる向きがあった。当社ではかかる業界の趨勢

にかんがみ、 極力経費の節約および生産費の低減を図って、 この難局に処し

ていった。

大正10 年(1921) の春、大阪で相次いで起った労働争議が、 その夏には三

菱内燃機お よび三菱造船所の各神戸工場にも及び、 やがて当社にも波及して

労働争議を誘発し、7 月2 日当社各工場の工員代表は①他の労働組合に加入

する自由②日給2 円以下の工員に対する増給その他の諸事項を要求した。

当社幹部は、欧州に出張中の松方社長の帰社を待って交渉に応ずる旨回答

したが、工員代表はこれを聞かず7 月8 日からストライキに入った。その間、

争議団は外部団体の応援を受け、しだいに強硬となり、ついに川崎・三菱を

中心とする大争議に発展した。7 月14 日、やむなく工場の秩序保全のため10

日間の臨時休業を宣言し、解決に全力をあげた。かくて7 月25 日から始業し

たが、 就業者は日を追って増すに至ったので、 争議団は8 月8 日、 無条件就

業を申し出て、 翌日から平常の操業に復した。

翻って国外に日を転ずれば、 いずれの国も軍備の拡張を競っていた。 わが

国でも列強の動きに対抗し、 大正9 年(1920)  7 月、 八・八艦隊案が裁可公

布されたので、 朝野をあげてその完遂に突進する情勢にあった。

かかる情勢に対処するため、 造船工場の拡張と諸機械 の増設を行なう一



方、大正10 年9 月、

資本 金を9,000 万

円 に増額し て生産

力 の増強 を図る と

ともに、 岐阜県 各

務ヶ原 に飛行機組

立工場 を建設する

ため、 土地 約6 万

坪を取得したのであった。

大正10 年(1921) 、 海軍から潜水艦4 隻、 二等巡洋艦・砕氷艦各1 隻およ

び二等駆逐艦2 隻合計8 隻を受注したが、 この年に竣工したものは二等巡洋

艦「大井」(5,500 ⊿T) ほか3 隻の艦艇と社船6 隻に及んだ。 これら艦艇中、

同年11 月、列強注視のうちに行われた戦艦「加賀」(3  9, 900∠XT) の進水は、

大衆の深い関心を反映し て観衆10 万を算した。

二 等 巡 洋 艦 「大 井」( 大 正10 年)

第4 節 海 軍 軍 備 制 限 条 約 の成 立

1. 主 力 艦 建 造 制 限

欧米の列国は、 その後ますます建艦を競い、 勢いの赴くところ次の大戦を

いざなう危機を胎んできた。 大正10 年(19  21) 11 月、 海軍の軍備制限を米国

が提唱し、 日・英・米・仏等がワシントンで会談した。 その結果、 海軍勢力

を5 ・5 ・3 の比率に制限する英・米などの提案をわが国は国防の見地から 強

硬に反対はしたが、国民の負担を思いまた無謀な建艦競争を避け、 世界の平

和に貢献することを念願として、 主力艦制限案を受諾したのであった。

かくて、 わが海軍の八・八艦隊計画の主力艦建造案は、 ついに中止するに

至った。大正11 年(1922)  2 月には当社で艤装中の戦艦「加賀」および建造中

の巡洋戦艦「愛宕」 の工事を中止するよう命ぜられた。 「加賀」 は従業員一

同が異常な努力を傾け、 竣工を目の前に控えてお り、 竣工ののちは世界最精

鋭の戦艦として、 わが海軍に大きく威力を加えたであろうが、 緊迫した世界

情勢のためやむなく中正し、 のちに空母とし て改造されたのであった。



軍縮条約によって主力艦の建造は制限されたが、巡洋艦その他補助艦艇は

その対象とならなかった。大正11 年に特務艦2 隻の建造命令を受けたのは、

「加賀」・「愛宕」 両艦の建造中止に対する代償の意味も含まれていた。 続い

て一等潜水艦3 隻および一等巡洋艦1 隻の建造を受注し たが、 前者は大型潜

水艦、 後者は新鋭艦であった。

戦 艦「加 賀」 の進 水( 大正10年)

2・ 多 角 経 営

かくして大正11 年末には巡洋艦2 隻、駆逐艦1 隻、 潜水艦7 隻、 特務艦2

隻、 合計12 隻の艦艇工事を手持ちしていたが、ストック・ボートもほぼ予定

隻数の建造を終り、 一般商船の受注見通しはきわめて暗かった。

重苦しく淀んだような業界の状況のため、 従業員の整理は避け難い情勢に

すら見えたが、電気機器・諸機械等のほか機関車・車両の受注に全力を傾け、

苦境を脱するよう努めた。 また葺合工場で4)鋼板製造の拡張を図っていたの

で、 造船関係工事の過剰人員を他の職場に転用させ、人員整理を回避し得た

のであった。 かくて当社は、 航空機の製作開始と相まって、 積極的に経営の

多角化に向かっていった。

3・ 飛 行 機部 の発 足

兵庫工場に飛行機科( 部または課と呼称し なかった) を創設し たのは、 大

正7 年(1918)  7 月のことであったO 同年8 月、 仏国サルムソン社からサル

ムソン飛行機および発動機・発電機などの、 日本における製造販売権を取得



し、以来技術員を同訓:に派遣して研究に当らせるなど、 諸般の準備を進めて

いた。

大正11 年(1922) から製作を始めた陸軍の第1 号機を同年11 月に完成し、

各務ケ原陸軍飛行場における試験飛行の結果、 陸軍からその優秀なることが

認識され、航空機製作の行手を明るくした。

大正12 年(1923)  10 月にはドイツのドルニエ社からドルニエ式金属製飛

行機お よび飛行艇の製作技術を導入し、 設計試作を始めた。 また岐阜県各務

ケ原に建設中の飛行機組立工場も同年12 月に落成するなど、着々と航空機製

作態勢を固めていった。

一方、 艦艇建造はその後も続き大正12 年には、一等潜水艦3 隻、 一等巡洋

艦1 隻の着工のほか、大正11 年から翌年にかけて二等巡洋艦・二等駆逐艦・

二等潜水艦・特務艦など合計8 隻を竣工した。 なお、 この間建造した社船4

隻のうち「らいん丸」・「ぼるどう丸」( 各10,000 D.W.T. 型) の2 隻に、当

社製作にかかるブラウン・カーチス式タービン機関を装備して業界の注目を

浴びた。

船舶部では所有船の石炭燃焼主汽缶を順次油燃焼装置に改め、 これによっ

て乗組員を減少して合理化を進めたが、 大正12 年(1923) 上期には2, 560

D.W.T. 型1 隻、9, 1001). W.T.型11 隻、10,OOOD.W.T. 型8 隻合計20 隻を所

有していた。大正10 年4 月には川崎汽船・国際汽船および当社の3 社が提携

して ″K ツイン″を結成し、 世界各航路に就航して内外にその名を親しまれ

た。

4, 大 連 出 張所 ・ 潜水 艦 「第70 」

当社は明治41 年(1908)  7 月、 満鉄から大連ドックお よび付属工場を借受

け、 以来船舶諸機械の造修に当ってきたが、 新たに満州船渠株式会社が設立

されるのを機会に、大正12 年(1923)  3 月、 大連出張所の設備および営業権

のすべてを同社へ譲渡した。

当社建造の潜水艦「第70」が、大正12 年(1923)  8月21 日公試運転を行なっ

た際、淡路仮。屋沖で沈没、5 名は救助されたが海軍側将校・下士官・水兵等46

名、 当社側技師・工員等42 名合計88 名は痛ましくも本艦と運命を共にした。

水深60m の海底にある本艦に対する浮揚作業は、急流に加うるに台風期の



ため困難をき わめたが、 海軍・ 沿

岸 村民 等の協力 と関係者の不眠不

休 の努力に よっ て、70 日目に浮揚

に成功し、10 月24 日全従業員 の涙

の出 迎えを受け、 声なく当社ド ッ

クへ曳航され てきた。
潜 木 艦 「第70 」( 大正12 年)

潜 水 艦 「第70 」 殉 職 従 業 員

青 野 金 之 亟

有 本 松 太 郎

浅 野 与 三 郎

原 周 盈

樋 口 熊 蔵

星 川 岩 吉

福 永 勝 治

市 川 善 次

池 内 薫

片 岡 福 松

狩 谷 徳 松

川 口 盛 作

川 筋 善 右 門

松 尾 幸 次 郎

松 浦 武 二

舛 本 松 太 郎

三 木 信 太 郎

水 谷 庄 太 郎

森 健 市

中 村 栄 次

難 波 寿 雄

根 谷 信 一

野 崎 富 次 郎

小 倉 誠 一

岡 本 重 市

小 野 伊 勢 次 郎

阪 本 丑 松

柴 田 力 松

曽 根 寛

高 木 官 三

高 橋 弥 太 郎

高 畑 周 輔

高 山 二 郎

浦 松 清 吉

八 木 兼 四 郎

山 本 乙 吉

山 元 軍 一 郎

山 根 市 助

大 和 三 太 郎

横 山 松 次

吉 村 昌 平

吉 田 辰 市

遭難 者には社 葬の礼を もっ て敬弔し、 ご遺族には篤 く慰謝の 礼を尽し た。

し かし ながら、 不 測の事故 のため とはい え、 有為 の人材を多数 失ったこ とは

誠に痛惜 にたえ ない ところ であっ た。 同年9 月1 日、 関東地方 を襲った大震

災は その被害が 未曽 有 と称せら れた。 松方 社長ほ か幹 部はチ ャータ ーし た船

に救援 物資を満載し て急 遽東上し、 被災民 の救助激励に当っ た。

か くて12 月8 日、二等巡洋 艦「神通」 の進 水を最後に、 胸い たむ事故 や天

災 の多かっ た大正12 年(1923) の年は暮 れてい った。

二等巡洋艦「神通」 の進水( 大正12年)



富 士 川 鉄 橋( 大正3 年製作)



第5 章 戦後不況と整理更生時代

第1 節 欧州大戦後の経済界

1. 造船界の不況

一 等巡 洋 艦「加 古」( 大正15年)

第1 次世界大戦後の

世界的不況は、大正13

年(1924) に入っても

容易に回復のきざし を

見せず、 造船界 もまた

不振を続けていた。 こ

の問、当社経営の支え

Xrたった4、のは、 一等

巡洋艦「加古」 のほか二等巡洋艦2 隻、 特務艦1 隻、 大・中型潜水艦9 隻、

合計13 隻の艦艇建造であった。

大正5 年(1916) 以来建造を続け、 国の内外にセンセーションを起こし た

当社のストック 。ボート も、同15 年(1926) 、96 隻の建造をもって終止符を

打った。

かくて、 昭和の時代に入っても、業界の前途はなお暗く、当社の手持工事

も漸減して一等巡洋艦2 隻と大型潜水艦4 隻のみとなり、本社工場は閑散と

なってきた。 その対策として、諸機器、 ボイフ、 ガスタンク、 電気機器等の

受注に努めたが、好転とまではいかなかった。

これに反し、兵庫工場は車両工場を増設するほどに繁忙となり、葺合工場

もまた薄板工場を拡張して年産10 万T と、当時の輸入薄板総量の半ばにも達

し、 製品の優秀性もまた高く評価されてきた。

なお、 飛行機工場( 昭和2. 2.一 飛行機部を改組) は初め採算上の難点は

あったが、 航空機の機体お よび発動機の製作がようやく時代の脚光を浴びる

に至り、工場はフル操業に入った。



2. 金 融 恐 慌

わが国の経済界は、 戦時中に拡大した

生産設備と、 戦後に狭ばめられた市場と

のアンバランスに喘いでいた。 大正9 年

(1920) には、 ″反動恐慌″ に見舞われ

たが、同12 年の関東大震災による打撃は

さらに大きかった。

これらの経済的打撃は、 政府および日

銀の応急対策によって一応拾収されたと

はいえ、 それは抜本的な施策ではなかっ

た。 むしろその禍根はしだいに深まった。 昭和2 年(1927)  3 月、国会にお

ける震災手形損失補償公債法案および震災手形善後処理法案の審議に端を発

した財界の恐慌は、思い もよらない全国的な取付け騒ぎを誘発して、 休業あ

るいは倒産する銀行が続出し、 ついにわが国空前の ″金融恐慌" を引き起こ

ずに至った。

当社の主要取引銀行であった十五銀行も、 またその影響を受け、4 月21 日

ついに臨時休業のやむなきに至った。予想だにしなかった十五銀行の休業は、

当社経営の根底をゆさぶる重大間題となったO 当社は間もなく深刻な金融難

に陥り、 経営の危機に立たざるを得なくなった。

金 融 恐 慌( 昭和2 年)

3・ 更生 へ の努 力

欧州へ出張中の松方社長は、 この恐慌のさなかの4 月22 日に帰社した。旅

装を解くいとまもなく直ちに陸海軍・商工・大蔵の各大臣お よび日銀・興銀

を歴訪し、 危機の打開についての援助を懇請した。しかもなお十五銀行が支

払猶予期間中に立ち直ることを期待したものの、 その見込みはしだいに希薄

となってきた。

当社は、 これまでに飛行機工場・葺合工場等の拡張に巨額の資金を投入し

てきたため、 その運営資金および当面の収支を支えるに足る資金を欠いてい

た。 残された唯一の道は、 政府の救援を仰ぐほかにないという窮状に追い込

まれたのであった。



政府としても、 国防上の観点から、 当社の危機は看過することのできない

重大問題であった。 十五銀行は有力銀行の一つであり、 宮内省の金庫でもあ

ったので、 政府は同銀行の休業により、 累が宮内省に及ぶことをも。いたく憂

慮した。 そこで政府は十五銀行を救援するとともに、 同銀行と密接な関係に

ある当社をも救済するために、 その解決策について財界の巨頭、男爵郷( 誠

之助) ・渡辺( 千代三郎) 両氏に協力を要請したのであった。 両氏は当社の

実情に、あらゆる角度から検討を加えた結果、当社が救済の見込みのあるこ

とを認めて、 昭和2 年5 月大蔵・海軍両省に、「政府は3,000 万円の特別融資

を与えることを妥当とする」 とい う整理案を提出した8

一方、 政府においても政府自体の立場から、 それぞれの権威者に委嘱し、

当社の資産・負債の状態、 将来の見通しその他の実情について、 精密な調査

分析を行なった。 その結果、「薄板工場の拡張、 工場経営の改善、 従業員の整

理などによって、 当社の経営は収支を償って余りあり」 との結論に達した。

そこで、 さらに閣議において慎重な審議が重ねられ、 ついに「大蔵省から川

崎に3,000 万円を特別融資する」 ことが可決された。 かくて政府による当社

の救済は実施の時機を待つばかりとなり、 ようやく好転の段階に達したので

あった。

従業員 、再起へ決

起

(昭和2 年)

4、 整 理 案 の難 航

昭和2 年(1927)  6 月、 高橋( 是清) 蔵相辞

任の後をうけた三土( 忠造) 蔵相も、 政府によ

る当社救済案を支持して、 その具体案を大蔵省

議で決定、閣議もこれを了承し、 解決具体策は

ここに確立するに至った。 ただ、融資の仲介

者興銀に対する政府の補償案のみが残されて

いた。しかし、 その後間もなく、 この特別融

資について、 政府内に違憲論による強い反対

意見が起こった。

これに加えて、 大倉組が提訴した売掛代金

請求に関する紛争と、 国際汽船に対する補償

債務の問題とが取り上げられるに及んで、 政



府に よる川 崎救済 案は実 施を目前 に控えて暗 礁に乗 り上げてし まっ た。

こ のため、 政府 は7 月5 日、 さきに閣 議で決定し た救 済案の打切 りを声 明

す るに至っ た。「川 崎 が自力 で整理更生 を図 る場合は、 政 府とし て も救援 につ

いて十 分に考慮 する」 との 付言はあっ たが、 当 社 とし ては「生 か死 かよの厚い

壁 にぶつかって い る時 とて、 全従業員 の落胆はこ の上もない ものであ った。

さきに政府 の懇請に よって、 当社 の救済に努力を 傾け てきた郷男 爵は、 政

府 のこの急角 度の方針変更 を不満 とし て、「政 府の方針 がこのよ うに決定し た

以上、 予 が川 崎造船所 に対する救済案 は、 その根 底から破壊 され た。 川 崎救

済案 と密接不 離の関係 にある十五銀 行の整理案 もまた当 然放棄 せざるを得な

い ……」 との声明 書を発表し た。 こ うし た経緯から、 政 府 と郷・渡辺 の両氏

は川 崎救済方策 からひ とまず ″手 を引く″ ことになっ た。 この ため、 最悪の

苦境に追い こまれた当社 の存続を、 絶望 とみる声すら巷 に起こった。

海軍艦政本部臨時艦船建造部設置( 昭和2 年)

第2 節 第1 次 整 理

1・ 海軍艦政本部臨時艦船建造部の設置

事態がここに立ち至った以上、 ただ自らの手によって自らを救うほか再建

の道はなくなった。 将来性のある社業 も、 現在採算のとれないものはすべて

これを廃し、 極力、支出の節減を図った。 一方、 全従業員は、「塩をなめて

も……」 と異常 な覚悟で就業 時間外無給

就業 を申し出 るな ど、 再建 のために献身

を誓っ たのであっ た。

し かし ながら、 積極的 な更生策 は金融

の道を開 く以 外に なく、 金融 のル ート を

得ない以上、 やが て全川 崎 の崩壊 するこ

とは火を 見るより明ら かであっ た。 こ と

ここに至れば、 現に建造 中の巡洋艦・ 潜

水艦 など7 隻を放 棄するほ かなかった。

一切 の責に任じ よ うとす る松方 社長の苦

悩は やるかた もなかった。 激動し大 きく



揺らぐ当社の成り行きを憂慮していた海軍は、「もはや一民間造船所の死活問

題ではなく、 国防上、 看過し得ない重大問題である」 として当社の救援に乗

り出すことになった。

昭和2 年(1927)  7 月19 日、岡田( 啓介) 海相は、閣議を経て海軍艦政本

部臨時艦船建造部の設置を決定した。 かくて、 海軍の艦船工事に関する一切

を、 同建造部が当社に代って続行することになった。 当社は建造中の巡洋艦

(2 隻) および潜水艦(5 隻) を同建造部に引継ぐとともに、 艦船用所要資材

や設備のすべてを提供するほか、 当社従業員のうち5, 86 6人を当社在籍のま

ま海軍側要員に転属させた。

2. 従業 員 の 整理

昭和2 年(19  2 7) 6 月には、従業員約16, 000 名を擁していたが、本社工場

が各工場に比較し人員過剰であることが数年来の悩みであった。

大正11 年(1922)  2 月、 ワシント ン軍縮条約が成立するや、 海軍工廠を初

め民間の各造船所も大幅の従業員整理を行なった。 しかし、当社は期すると

ころあって、ごく少数者の整理にとどめた。 また、 その後の海運・造船界の

不況時に際しても、 従業員の整理のみは極力避けてき。だ。 しかし、 その ″し

わ寄せ″は図らずも金融恐慌の打撃に加重される結果となり、 もはや従業員

の整理以外に、 会社更生の道は見いだされなくなった。

かくて、松方社長は「工場を閉鎖して全従業員を失職させるより、 少数の

者に退社を願うことによって、 最悪の事態を防ぐほかに対策なし」 とする見

地から、ついに昭和2 年7 月23 日、3, 037 名の工員を、 さらに同年8 月5 日

には約300 名の付属員をそれぞれ解雇し、6 日には227 名の所員に休職を命

じたが、 松方社長は私財50 万円を、また川崎取締役は20 万円を提供して直

面する危機突破の一助たらんとしたのであった。

3. 整 理 案 の成 立

海軍の応急的な臨時艦船建造部のI設置と従業員の整理とによって、 一応当

面の危機は回避することができたが、 今度は債権者および株主に対する諸案

件の解決と、 新たに融資の道を開くこととが緊急な、しかも困難な中心課題



となっ た。 特 に大 口債権 者に対す る問題は、 その処

理い かんに よって、 当 社の運命 を決するほ どの難問

題であっ た。

この ため、 さら に経費 を極力 節減す るとと もに、

役員各自 の報酬 の辞退ま たは減 給を決議し た。 残留

社員 のうち月 給100 円以 上の者 につい ては、1 割以

上の減 給を行な うなどの応急措 置を取っ たのであっ

た。 また、 不要 の土地や貯 蔵品 を売却す るなど、 経

営 の維 持に全力 を尽し た のであ った。

このよ うに、 自力更生 に向 かって、 ひ たむきな努

力 を傾ける とともに、 一方、 債務弁済や資 金調達 の

ため整理案 の作 成を急いだ。 昭和2 年8 月5 日、 第

1 回大口 債権 者会議を開 き、 松方社長は事態 をここ 各役員、報酬を辞退(昭和2年)

に至 らし め た不 明を詑び、 整 理案を提示し て善処方を懇 請し た。 幸いにし て

債権 者側の好意あ る了 解を得て、 前 途に解決の曙光 が見え始 めた。 かく て、

前後5 回に わたる大口 債権者会議 の結果、 同年8 月19 日、次の整理案 をまと

めることができ た。

整 理 案

①資本金 は減少し ない こ と。

②未払込 株式 に対し ては、 払込 金を徴収す る。

③すべて の積立金 を欠損金お よび資産の 償却にあ てる。

④大口 債務は利率 年7 分、2 年間据置き、 そののち8 年問 に毎年第6 項 に

よる割当 の金額 を2 回に分け て償還するこ と。

⑤今後2 年間、 償還 の期限に達し た社債は、 そのつ ど既定 利率で 償還 の延

期を求 める。 償還 方法は、 大 口債務に準ず るこ と。

⑥大 口債務お よび償還期限に達し た社 債は、 据置 期間以 後は、 毎年300 万

円以上 を割当て て償還す ること。

⑦工場抵当 法に より新たに2,350 万円を 借入れ、次の用途 にあ てるこ と。

(イ)昭和2 年9 月 期限 の社 債償還資 金( 口)明年3 月以 降期限到來 の社債整

理資 金( ハ)大 口商業手形 支払資金( ニ)葺合工場 拡張費 ( ホ)運転資 金

⑧神戸 市内にあ る社有地( 工場を除 く) で、300 万円以 上の ものを売 却し、

その代 金を小 口債務の支払 金にあて ること。

⑨不要 財産はな るべく速や かに処分し、 債務の弁済 にあ てるこ と。

⑩船舶担 保借入れ の974 万円は、 利子の軽 減を懇請し、 担保物 件を適当に



処分して決済すること。

⑩国際汽船株式会社の関係事項は、 早急に解決すること。

⑩大倉組とは示談解決に努め、 もし債務を生じたときは、大口債務と同一

の協定をすること。

⑩株主配当は、 会社現有資産が、総債務を担保し得るようになった時にす

ること。

⑩大口債権者は会計監督を担任し、 総債権者の利益のため、 会社財産を保

全すること。

4. 川 崎 車 輛 株式 会 社 の設 立

整理案の成立に伴う緊急課題は、当面の資金調達の問題であった。 そのた

め、 松方社長と大口債権者側の代表者は、 郷男爵を訪れて協力を懇請した。

すでに述べた経緯によって、 一時本件から手を引いた同氏 もこれを承諾し、

興銀など9 銀行に対し、 当社へ融資方の斡旋に乗り出したのであった。

郷男爵の斡旋によって、9 銀行は当社への融資を受諾し、 シンジケートが

結成されたっ 数次にわたる折衝ののち、 昭和2 年(1927)  12 月、兵庫工場を

母体として新会社を設立し、 これを工場財団として抵当権を設定することに

なった。 また葺合工場には質権を設定し、 これを担保とするなどの条件で、

必要資金10,999,800 円の融資を受ける運びとなった。 翌3 年4 月27 日、大

口債権者と協定書を交換し、 さし も難航した整理案もここにひとまず妥結を

みるに至った。 これに伴って同年5 月18 日、兵庫工場を分離して川崎車輛株

式会社( 資本金1, 20 0万円) が設立された。

5, 神 戸 市 な どの援 助

整理案による工場用地以外の社有土地を一部売却することについて、 神戸

市当局と折衝の末、 これを担保として300 万円の融資を受けることの内諾を

得た。

神戸市会においても、 最初は神戸市が一民間会社に対する融資について、

是非の論が行われ紛議を重ねたが、 学界・財界・ジャーナリズムの同情ある

説得もあって、昭和3 年(1928)  9 月24 日、 神戸市会は当社に対する300 万

円の融資を満場一致で可決したのであった。



そのころ、当社の各工場はいずれも神戸市内にあるため、 当社に関連をも

つ下請業者や材料・消耗品の納入業者などが多く、 市民 との経済的なつなが

りが深かった。 また、 従業員とその家族との市民としての人口比率も相当大

きかった。 したがって、 当社浮沈の波紋が県・市に及ぼす影響はきわめて大

きかった。当社救援のために官民をあげて寄せられた心からの支援と激励は、

当社従業員が永く心から感謝し、 銘記しなければならないところである。

また川崎家では、 川崎総本店を通じ て「今回の整理のため涙をのんで退職

する従業員の方々のために」と、20 万円の現金および30 万円相一当額の不動産

を供与されたのであった。

6. 松 方社 長 の引 責 辞 任

かくて整理の基盤は固まった。が、 松方社長としては、 経済界の激動が主因

川 崎 へ の 神 戸 市 民 の 愛 情

平 井 泰 太 郎

今日までに川崎重工業は、 三たび経営上

重大な危機に逢着し たが、 首脳部の努力や

関 係方面の支援で切 り抜けてきた。 川崎重

工業が今日あるまでには、 同社の先輩諸氏

の労苦は並々でなかった。

大正11 年に軍縮条約が成立し たので、 艦

船を主として建造してい た川崎 造船所は、

ひどく打撃を受けてい た。 その後、 昭和2

年の金融恐慌によって、 銀行の取付けが各

地に続発し、 川崎の主要取引銀行であ る十

五銀行が休業したので、 前回の傷あとの癒

えていない時とて致命的な打撃となった。

川崎ではいろいろと対策を立て、 更生 の

道を進むこ とになったが、 大口債務 の弁 済

や運営資金が枯渇してい た。 このとき神戸

市が300 万国融資して、「危機の川崎」 を救

援し ようと、 市会でも熱心に議されたが、

反対論 も猛烈であった。 「一民同会社に神

戸市が融資するのは不合理だ……」 と言う

のが主なる論理であった。

私はあらゆる公けの席に出向いては、 つ

ぎのように私の所信を強く訴えた。 「川崎

がその時までに如何に県や市の財政に貢献

したかを考えれば、 県 や市が今こそ川崎を

救援すべきであ る。 工場以外の社有地を担

保に取れば" 焦げっ き の懸念はない。 も

し万一に も、 川崎が倒れれば16, 000人 の従

業員 とその家族のほかに、多数の下請業 者、

福原・新開地方面の殆 どの商人や、 川崎の

人々を客とする神戸市 の商人およびこれら

に連なる人々の打撃は極めて大きい。 神戸

市の人口66 万のうち、 これら関連をもつ人

々の占める比率は 古にも達 するぐらいであ

る。 これを軽視し、対 岸の火災視ナること



であったとはいえ、 事態をここに至らしめたことについて、深く遺憾の意を

表明し、 最高責任者としての自らを責めることきわめて強いものがあった。

当社創立以來、 社長の座にあること32 年、その間、 造船・海運のほか航空機

・車両の製作、 さらには製鉄の各分野にわたって社業を拡大発展させ、 よく

全川崎を統率した。 しかし、松方社長は「すべての責はわれにあり」 として、

昭和3 年5 月26 日の定時お よび臨時株主総会において、ついに辞意を表明し

た。

株主総会の席上、約2 時間、 松方社長は終始こうべを垂れ、 つぎのように

整理案成立に至るまでの経緯をつぶさに述べ、 各方面の厚情を深く謝したの

ち、 自己の不明を心から詑びた。 その間、 松方社長の声はいくたびか嗚咽の

ためにとぎれた。 総会は静まりかえり、 水を打ったようであった。 目のあた

り見る懊悩にやつれた松方社長の心情に思いをいたしてか、 目頭に手をあて

る株主が多かった。

は、 県・市としての倫理にも反するのでは

ないか。 いま川崎を救援 することは神戸 市

の義務ですらある……」 と。

私は決して川崎から頼まれた訳でなかっ

た。 もし頼まれたらキッパ ジお断 りし てい

たであろう。 株式会社川崎造船所が設立さ

れた明治29 年10 月15 日は私の誕生 日で、 偶

然 の一致とは言え、 やや機綠めいたものを

感じ、 川崎 の成長 には深い関心をもってい

た。

しかしその時 の私は、 神戸市民 の立場 か

ら私の所 信を正論 と考えて行動し たまでで

あった。 強硬に反対を唱えていた一部の市

会議員 や有力者も、 私の説く ところを熱心

に聴い てくれ、 終 りには賛同者となってく

れた。 黒瀬市長 や長知事 が再三東上して、

このため起 債するこ とで関 係官庁 に了解を

求 め る よ う に な っ て き た。

私 が 方 々 で 演 説 し た こ と だ け が、 川 崎 救

援 へ と好 転 さ せ た 訳 で は な か ろ う。し か し、

私 は 市 民 と し て、 川 崎 救 援 の 与 論 喚 起 に 努

め ざ る を 得 な か っ た の で あ っ た。 つ い に 昭

和3 年9 月24 日 の 市 会 で、 「川 崎 に300 万 円

を 特 別 融 資 す る」 と 満 場 一 致 で 決 定 し た と

き は、 そ れ が 神 戸 市 民 の 川 崎 に 対 す る 愛 情

と も 思 え た。( 編者注。昭和3年。米l 升30銭8厘… 日銀

調査)

私 は い ま も、 川 崎 の カ ン ト リ ー ・ ク レ ー

ン を 見 る た び に、 学 者 の 信 念 の 命 ず る ま ま

に 「象 牙 の 塔」 か ら 出 て、 神 戸 市 発 展 の た

め に、 自 己 の 所 信 を さ げ て 行 動 し た 日 の こ

と を 思 い 出 す の で あ る。

(経営学博士 神大 教授)



株主総会における松方社長の挨拶( 抄録)

定時株主総会ならびに臨時株主総会を

開くに当たりまして、先ず第一に私は今

回の不始末をきたし、各位に対し一方な

らぬご迷惑とご心配とをおかけしました

ことを深くか詑びいたします。 またその

善後策などのため、 株主総会を今日まで

遅延致しました。 何とお詑びいたすべき

か、 誠に中し訳けなき次第にて、 ひたす

ら皆さま方の寛大なるお許しを願いたい

のでございます。

ことここに及ぼしました私の不明不徳

は、正にその罪万死にあたり、今日かく

もおめおめと皆さまにお目にかかる面目

もなく、 誠に兢々として恥じ入る次第で

あります。

ご承知の通り、昨年( 昭和2 年)3 月

国会における震災手形法の討議が動因と

なり、遂にわが国始まって以来の恐慌と

なり、忽ちにして全国に波及して一大取

付け騒ぎが起こりました。これがために、

大小多くの銀行が休業せねばならぬ重大

事態となり、4 月21日には、当社の主取

引銀行として、予ねてから、非常にか世

話になっていました十五銀行すらも、お

気の毒ながら遂に休業さるるのやむなき

に立ち至ったのであります。

私は一昨年( 大正15年)5~6 月、 ス

イスのゼネバにおける国際労働会議に、

使用者側代表として出席しました。 会議

ののち欧米各国の経済事情を詳細に調査

視察し、当社の事業、殊に薄板生産や飛

行機製作の事業が、将來ますます有望で

あることに確信を得、第1次大戦後、多年

苦心をしてきました当社の将来に対し、

大きい期待をもって帰国の途に就きまし

た。

あの取付け騒ぎや内閣の更迭などのこ

とを聞きましたのは、横浜に着く3 日前

でありました。焦燥と不安のうちに、 よ

うやく4 月20日、横浜に着港いたします

と、わが国経済界の混乱はその極に達し、

十五銀行すら連日取付け騒ぎの時であり

ました。

勢いの赴くところいかんともいたし難

く、翌21日には遂に十五銀行も休業とい

うことになり、当社はここに創立以来の

金融難に逢着したのであります。

財界は極度に混乱して人心はなお治ま

らず、十五銀行も容易に復活の見込みも

なく、さりとてまた、時が時とて他に新

たなる金融の途を求むることも出来ず、

私は当社将来のことを考えまして、 誠に

不安なるものがありました。

私は国防上のご用も承わっている当社

がこのまま挫折することによって、 わが

国の国防上に欠陥を来たすことを恐れま

した。 このうえは、何んとか政府にご援

助をお願いする外なしと考えまして、 海

軍大臣・商工大臣・大蔵大臣に当社の救

済を懇請いたしました。

政府では、 会社の財産状態や将来性に

ついて。お調べになり、その結果、当社の

財産は負債を償うてなお余りがあり、ま

た将來の経営も十分成り立つことを確認

されました。 また国防上の見地から、当

社の願い出をご快諾あり、 ついに6 月22



日の閣議において、約3,000万円の復興資

金を大蔵省( 預金部) からお貸付下さる

こととなりましたことを承わり、 喜んで

おりました。

たまたま大蔵省( 預金部) の資金運用

に関し、 異論を申された方かおり、政治

問題も加味せられ、殊に違憲論が生まれ

たりなどしまして、問題は日一日と、こ

んがらかって参り、 最後には「救済ずる

けよいが、 預金部の金を貸してはいけな

い。責任支出で国庫から貸付けよ」 との

論も出ましたので、政府としてはその実

行に困却しておられた訳でありました。

世間では、当社の将來がいかにも不安

なように思われたるため、 政府の立場は

いよいよ困難となり、ついに7 月5 日。

「ひとまず救済を打ち切る」 と申し渡さ

れ、「自力で整理を図る場合は政府も十分

に援助する」旨、付言されたのでありま

した。

かくのごとき始末となり、いまさら株

主の皆さまや債権者の各位に対し、また

協力一致して当社の復興に努力している

従業員に対し、いかに謝してよいか、 私

はここに全く進退きわまったのでありま

す。 もし辞職ということによって、その

責を免れることが出来るならば、即時に

でも辞職いたしたかったのであります。

またもし、死ということがすべての責任

を解除してくれるならば、死また辞する

ところにあらずとまで考えておりました。

咋年5 月9 日、いつでも辞め得るよう

に辞表をしたため、これを懐中しながら

この窮境に際し、たとえ身は粉になり、

魂は尽きるとも、心力の及ばんかぎり、

身体の続かんかぎり、 会社更生のために

努力し、 復活の見込みが確実になってか

ら、 引責辞職して、 罪を皆さまに謝した

いと思っていまし た。

これまで、 とにかく久しい不況の荒波

を押し切って來まし た当社を、 今ここで

整理せねばならぬ羽目に立ち至ったこと

は、一に私の不明 と不徳の致すところで、

かねがね、 ご信任を厚うしてい まし た私

としては、 その責任 の重大 なることを痛

切に感じ ているのであります。

せっかく熟練し た職工を、 一ときの事

業閑散のために解雇しては、 一たび繁忙

に立ち向かっ た折に、 これを集めるのに

困ります。 人は集まって も技術を熟練さ

せるのに時を要しはせぬかとも思い、 ま

た私としては多年難苦を共にし、 同じ釜

の飯を食ってきた従業員 たちを失業の憂

目に逢わせることは、 いかにも心苦しい

のです。 ここはお互に出 來るだけ辛抱し

他日の楽しみを共 にしたいのです。

従業員 には、 長い間、 昇給などのこと

を行わず、 薄給に辛抱し てもらい、 その

かわり、 当社でも人数の多過ぎることを

知 りつつも、 何とかこれを切り抜け、失

業者を出さぬことに努力してきたのであ

りましたが、 このうえはいかんとも致し

方かおりませぬ。 誠に血の涙と申しまし

ょうか、 万斛の涙をのむ悲痛の思いで、

7 月23 日、3,037 人 の職工を整理し、8 月

6 日 には227 人 の所員 を休 職に致し ま

し た。

皆様、 この不況の折柄、 かくも多数の

失業者を出した私の心中をご推察願いま

す。 私は当社のこの急場を救って下さる



ことになった9 大銀行のご厚情を深く感

謝申し上げるとともに、貸金に対して寛

大なるご措置をして下さった債権者なら

びに社債権者のご同情に対しても、有り

難くお礼申し上げる次第であります。

これによって新融資銀行団との融資交

渉も、 その準備が整いましたのでここに

各位のご参集を願い、お手許に提出しま

した諸議案のご承認を願いますとともに、

整理案についても、 まげてご賛同を懇願

致します次第であります。

顧みれば明治29年、資本金200万円、う

ち100万円の払込をもって、当社が創立せ

られて以来、ここに30有2 年、 その問不

況のため、あるいは金融難のため、当社

が浮沈の瀬戸際に立ったことは一再に止

まりませんでしたが、 どうにかこれを切

り抜けました。 初めは技師・所員・職工

合わせて1,800名の小人数で、わずか1,000

トン足らずの汽船を造るに過ぎませんで

した。

今日では、数万トンの軍艦をも容易に

建造し得ますし、資本金9,000万円の会社

として、造船業に従事することになりま

した。 その他、機関車・客車・電車・飛

行機・薄板・厚板など、 その製品は優秀

でありまして、外国優良品に少しも遜色

のないほどになりました。

これは、外は朝野各方面におけるお得

意先や銀行などのご援助によりますほか、

内は株主各位の厚きご同情と、従業員諸

子の優秀なる技術と熱心なる努力とによ

るものでありまして、 私としては身に余

る光栄と感激しきだったのであります。

然るにこの悲運に遭遇し、 各位に対し

多大のご迷惑とご心配とをかけるに至り

ましたことは、誠に面目もない次第であ

りまして、多年のご信望に対し、何んと

お詑びするべきか言葉もございません。

幸い後任の鹿島氏は、 その人物・識見

の卓越せること、今さら私の申し上げる

までもなく周知のことであり、重役の方

々もまた誠に立派な方々で、当社がふた

たび昔日の隆盛に向かうこと期して待つ

べきものがあります。 殊に当社従業員の

技術が優秀であり、態度が真剣であるこ

とは、当社の最も誇りとし頼みともする

ところであります。

今回の不始末は私のみの責任でありま

す。 皆さまのご信任に背き、財産を減損

し、従業員から多数の失業者を出し、残

留従業員には一時減給の苦痛をすら与え

ました。 株主各位ならびに従業員諸子に

対して誠に相済みませぬ。 その責任の重

大なることは、何ものをもっても代え難

いものであります。 私は確実に整理の見

込みのついた4 月6 日、辞表を提出して

おきました。

今日までに、 政府当局の各位、海軍大

臣を初め郷男爵、渡辺千代三郎氏、その

他諸賢の一方ならぬご高配に預りました。

また、当社顧問大久保立子爵、 永留取締

役、石井監査役、武会計課長やその他の

方々が、寝食を忘れて東奔西走、ご尽力

して下さいましたことに対しては、誠に

感謝に堪えぬところであります。……



後 任社長につい ては、 新融資銀 行団 ・大口 債権 者お よび郷男 爵などの間で

慎重 に協議が 重ねら れた。 難局に立つ川 崎 を統率する人を得 ることは容易で

なか ったが、 川 崎総本 店の鹿島( 房次郎) 総務 理事が推薦 され、昭和3 年5 月

26 日の 臨時 株主総会 におヽ いて、当 社の整理案が 承認される とともに、 鹿島房

次郎 の2 代 社長就任 が決定し た。

7. 社 業 の 好 転

昭 和3 年(1928)  6 月、 本社工場 を艦船工場 と、 また葺合工場 を製 版工場

とそれぞ れ改称し、 こ れを機に本社お よび飛行機工場 を含め、 大幅の人 事異

動 を行い、 士気 の刷新を図っ た。 また、 製 版工場を拡 張し て薄鋼板 の生産 能

力 を倍加す るなど、 経営 の好 転に全力 をあ げた。

か くて、 当社 に対し て各方面 が抱いてい た不 安は、 し だい に解消し、 新 た

なる期待に変 っていった。 ひと とき とだえていた注]文も、 や がて上昇線を た

どるに至 り、 ここに当社は 明るい将来 を待望し 得る ように なった。

″累卵 の危 うき″ にあっ た当 社が、 重大 な危機を脱し 得た最初の機縁は、

臨時 艦船建造部 の設 置であっ た。 し かし 昭和3 年8 月 にはこれ も撤 廃され、

当社 の自主体制 が確立し た。かくて、10,000T 級巡洋艦お よび大 型潜水艦 各

1 隻 の起工を皮切 り とし、 更生 期の明るい スタ ート を切 った。

その後、 阿波共同 汽船・ソ連政 府・ 農林 省・ 文部省・鉄道 省・ 東洋汽船・

国際 汽船な どから 各種船舶 の注文 が相次 ぎ、 社業はし だいに繁忙 の度を加え

てい った。

この間、 昭 和4 年6 月

には、 ド イツのマン社 と

ディ ーゼル機 関について

技 術提携 の契約 を結び、

技 術者を同社 に派遣して

技術 を習得せし め、 将來

の飛 躍に備え るな ど、 積

極的 に技術 の革新を図 っ

たのであ った。

鉄道 省「第一 宇 高丸」( 昭和4年)



第3 節 第2 次 整 理

金 解 禁( 昭和5 年)

1. 金 輸 出 解 禁

昭和4 年(1929) の浜口内閣による緊縮政

策と翌5 年の金輸出解禁とは、 わが国の経済

を深刻な不況に追い込んだ。 物価・労働賃金

は低落して企業は不振となり、 失業者は巷に

溢れ、 せっかく軌道に乗りかかっていた当社

の再建も、 ふたたび致命的な打撃を受けるに

至った。

一とき艦船建造に活況を呈し、いっもフル

稼働をしていた船台も、 建造船が次々に進水

して船台から去り、 後に続く新造船工事もな

いまま、船台上には1 隻の船体も見られない寒々とした状況を現出した。 さ

きに決定した整理案すらも、 その実施が危ぶまれるまでになった。

このため、 陸上工事の受注に努めるとともに、社内ではアイドル・システ

ム(当時無割振制度と称した)を実施して、直面した窮迫事態を切り抜けるため、

懸命の努力を傾けた。 この間、 海軍軍需部の重油タンク63 基を初め、東京市

上水道鉄管、 浅草ビル・白髪橋・神戸中央市場・阪急ビル・阪神地下鉄の鉄

骨など、多量の陸上工事を受注したが、 なにぶん新造船工事が皆無にひとし

いため、 経営状態は日を追って悪化し、 またもや苦境に立たざるを得なくな

った。

2. 整理 案 と 従業 員 の整 理

昭和5 年(1930)  6 月20 日、ふたたび大口債権者会議を開き、 第2 次整理

について協議を重ねた。 さらに情勢の推移に応じ、 翌6 年1 月に整理案を立

て直し、当面の融資を興銀に依頼するとともに、 鹿島社長はしばしば関係各

方面を歴訪してその了解を得ることに努めた。 しかし、興銀からは融資の困

難なる旨回答があり、 整理はまたもや厚い壁にぶつかったのであった。

昭和5 年8 月以來、 アイドル・システム、 帰休制度等の実施によって、エ



事閑散時に対処してきたが、巡

洋艦「摩耶」 が進水し、文部省

の練習船「日本丸」・「海王丸」

および鉄道省の 「第二青函丸」

が竣工したのちは、後続する造

船工事は殆どなかった。 かくて

従業員の整理は避け難い問題と

なり、 やむなく翌6 年6 月工員

2、980 名を、 次いで翌月 所員181 名 をそれぞれ解雇し た。

従 業 員 整 理( 昭和6 年)

3・ 和 議 の 中 立

当時の財政状態は、 無担保大口債務および社債を合わせて1 億3,000 万円

に達し、 元金の返還はもとより、 利息の支払いすら困難であり、 破局の危機

をはらんでいた。

一方、 資産総額は約1 億7, 500 万円と評価されていたが、 その大部分は固

定資産であった。 最悪の場合、 短時日の間にこれらの資産を換金することは

不可能であり、 もし処分を急ぐとすれば、 いちじるしく低減する売価の点か

ら、 一般債権者が強く反対することも明らかであった。

さらに重要なことは、 万一、当社を閉鎖することになれば、 国防上重大な

支障を国家に及ぼすほか、 さきの約3,000 名に加えて、 今また約1 万名の従

業員が職を失い、 数万の家族とともに路頭に迷うという、 容易ならぬ社会問

題を引き起こすおそれがあった。

これらの影響に思いをいたすとき、 最悪の事態 を避けるために、 むしろ進

んで和議法の適用を申し立て、 その決定に従って解決を図ることが賢明なる

策であるとの結論に達した。 かくて昭和6 年(1931)  7 月20 日、神戸区裁判

所に和議の申し立てを行い、 これによって同区裁判所では、平生釟三郎氏の

ほか各界知名の士6 名を整理委員に任命した。

整理委員7 氏は約1 年にわたって、 当社の財政状態、 将來の収益予想など

に周到な調査と検討を加え、 裁判所に答申した。 神戸区裁判所は昭和7 年8

月13 日和議開始を決定した。 越えて同年10 月28 日、 債権者集会において和

議条件は可決され、和議認可決定が法的に確定を見だのは11 月22 日のことで



あった。

これよりさき、 和議進行のため延

期していた第71 期 および第72 期の

定時株主総会は、 臨時総会を兼ねて

昭和7 年7 月21 日開催せられ、次の

事項を可決した。

①整理案お よび和議条件承認の件

②資木金9,000 万円ををに減少し

て1, 800 万円とする件

③無担保債権の6,200 万円を現物出資とし、 優先株を発行して資本総額を

8,000万円に増加する件

④その他これに伴う定款変更の件

昭和2 年(1927) 以来、 同7 年に和議が成立するまで、陸軍・海軍・大蔵・

商工の各省のほか、 日銀・兵庫県・神戸市・神戸区裁判所・財界各方面から

賜わった援助と、 債権者お よび株主各位が示された理解は、 はかり知れぬも

のがあった。 かくして各方面の善意によって、当社はようやく活路を見いだ

すことができたのであった。

この間、内部にあっては鹿島社長を初め、幹部・従業員一同がよく力を合

和 議 開 始( 昭和6年)

失 権 株 式 の 競 売

畑 山 政 男

昭和6 年7 月に申し立てた利議開始に先

だち、 会社は整理委員の勧告に従い、 第3

新 株式90 万株の未払込金(1 株につき17.50

円) の払込徴収を行なうことになっ た。 と

ころが極度に不況な時でもあ り、 まして会

社は整理の進行中であったから、 最終期限

の12 月15日までに払込がない ために失権し

た株は、 実に79万 余株にも及んだ。

商法 の規定によって、 この失権株 の競売

を神戸区裁判所に申請したのであっ た。 競

売は翌7 年4 月28 日、 本社の地下室で行わ

れた。 この機に乗じ、 二 束三文にたたいて

買 取ろうとする東京の株屋さんも出 てきた

が、 もちろん会社は撃退した。 結局、 失権

し た株主 とか譲渡人などの利害関係者を含

めて200 名余りが集まり、午前9 時 から競売

が始 まった。

まず数名の執達吏がそれぞれの部 署につ

き、 利害関係者の希望に応 えて、 当該名義

の株から先 に競売し た。 次いで一般 の人に

もその希望株数、 あるいは100 株単位で競

売し た。 まるで取 引所のようであっ た。 当



わせ、 文字通り血涙のにじむ努力を続けたことも忘れてはならない。 この難

局の打開に奮闘し た社内のひとびとの献身は、特筆されるべきものであった。

最終決定の和議条件は次の通りであった。

①和議債権のうち、8 分は免除を受け、2 割9 分は甲種和議債権に、6 割

3 分は乙種和議債権とする。 ただし乙種和議債権の内6. 20 0万円につい

ては、 債権者の希望によって、 年4 分までの優先利益配当付優先株の交

付を求めることができる。

②甲種和議債権については、毎年2 回、 その2 分5 厘宛を支払い、20 ヵ年

問に弁済する。 会社の一決算期における利益金をもって、 優先株に対し

年6 分、 普通株に対し年2 分の利益配当をするが、 剰余のあるときには

本債権を繰り上げ弁済する。

③乙種和議債権については、 甲種和議債権完済ののち、 会社の一決算期に

おける利益をもって、 株式に対し年6 分の利益配当をするが、 剰余のあ

るときには資本総額と、甲種和議債権完済時の乙種和議債権総額とに按

分し、 後者に対する分配金をもって本債権の弁済をする。

④資本金を1,800 万円に減少した後、 さらに6,200 万円を増加し、8,000

万円とする。 ただし、 資本増加額6,200 万円に対する新株は、 乙種和議

債権を出資とした優先権のある全額払込済株式とするO

優先株は甲種和議債権完済の時に、 その優先権は消滅し普通株となるO

時 の情勢では80 万とい う多数 の株を一日で

競売することは至難だ と思われたが、 軌達

吏は手ぎわよく株数をまとめていっ て、 午

後5 時どろには全部 の競売を済ませてしま

った。

そのころ旧株(1 株の金額50 円 企額払

込 済) の市場相場は3 円ぐらいにまで暴落

するという、 さんたんたる有様であった。

このため全額払込済みの ものとして競売さ

れるこの株 の適正 価格がなかなか出 てこな

いので、 執達 吏は1 株の最低価を50 銭以上

と指し値をしたのであった。 だが60～70 銭

から1 ～2 円と、 株数によって値開きの生

ずるのはどうすることもできなかった。

この間の事情を察し、 成行きを心配し た

傍系会社の社員が、 下値支えで買って出 た

のも効果があったらしい。 こうして競売 さ

れた代金は、 失権者の払込金にそれぞれ充

当 された。

(もと株式課長)



当社の整理・更生のため、 率先陣頭に立っていた鹿島社長は、不幸にも病

を得て倒れ、昭和7 年7 月29 日ついに逝去した。 就任以来、 山捐した困難な

問題と取り組み、 席の暖まヽるいとまもない活動の裏に秘められた多くの心労

が、 死を早めた一因であったと言われる。 鹿島社長は、 常に「私は川崎の更

生のために全力を尽したい。 川崎が立ち直り、更生への軌道に乗るのを見た

ら、 私の責を果したのだから辞任したい」 と、家族にその決意を4)らしてお

られたという。 社長を信頼し、 川崎更生の日を間近に控え、大きい期待を寄

せていただけに、 鹿島社長の病没は全従業員の大きい悲しみであった。

第4 節 更 生 躍 進

1. 造船 界 の立 直 り

久し く不況に悩んだ経済界も、 昭和6 年の満州事変の突発や金輸出再禁止

の断行などが近因となって、 ようやく立直りのきざしをあらわしたっ

昭和7 年(1932)  10 月から実施された「船舶改善助成施設」 と、 さらにこ

れに並行した海軍艦船の改装と補助艦艇の補充計画とは、 造船界への春風で

あった。 時あたかも当社では和議が成立し、 更生の第一歩を力強く踏み出し

た時でもあった。

2. 平 生 釟三 郎、3 代 社長 に就 任

鹿島社長の急逝により、社長代理となった石井( 清) 専務取締役が、 和議

成立に伴う諸手続を完了し たのは、 昭和8 年(1933)  3 月の末日であった。こ

の。月の24 日、かねて大口優先株主と日銀などから推薦されていた平生釟三郎

が3 代社長に決定した。 就任に当って、 ①無報酬であること ②債権者側お

よび現重役は白紙で私を推薦することを条件としたのを見ても、 社長とし て

の覚悟のほどがうかがわれる。 平生社長は当時実業界の第一線から身を引い

ていたので、 初め社長就任を固辞したが、 各方面からの懇請は拒みがたく、

ついに承引されたのであった。

なお3 代社長に就任するや、 全従業員に向かって、 「会社と生死をともに



する覚悟をもって精励すること。 精勤を正しく評価し、 才能ある者は抜てき

登用するO 私は当社を諸君の安住の地とするために、 全力をあげることを約

束する」 と所信を披れきした。 また、 更生への第一歩として、 債権者側の代

表を役員に迎えることにし、 同年4 月重役陣の異動を行なった。

3, 更 生 躍 進

閑散をきわめた当社の造船部門 も、昭和7 年(1932) の後半には、一等駆逐

艦「有明」 および一等潜水艦を受注、 翌年には満州国の砲艦3 隻および海辺

警備船6 隻、国際汽船の9,300D.  W. T.型貨物船1 隻、飯野商事の13,500D.

W.T. 型油槽船2 隻、さらに一等潜水艦1 隻を受注して活況を呈し、従業員の

表情もきわめて明るかった。

昭和8 年(1933)  12 月、 吉岡保貞( 海軍中将) が新たに取締役( 艦船工場

所長) に就任した。 その後、 職制の改正、 設備の改善等諸般の改革を断行す

るとともに、 翌9 年には艦船工場総合事務所お よび第4 現図工場が落成した。

平 生 名 と 社 長 の こ と

川 崎 芳 熊

平生( 釟三郎) さんは鹿島社長が亡くな

られてのち、 各方面から川崎の社長にと懇

請された。「報酬は何 もいただかない。 社会

奉仕の気持でやりたい」 と謙虚に語り、 悲

壮な決意で、 昭和8 年3 月24 日、3 代社長

に就任された。「川崎を更生させて、 全従業

員の安住 の地にし たい」・・・ これが平生 さん

の常 に口にされた理想であった。

平生さんは信賞必罰主義で、 才能ある者

はどし どし拔 てき登 川し た。 就任の時 に語

られた ″平生 イズム"「正しく慟く者に幸せ

を・、。」 という信念は、 川崎病 院・川崎栄養

食配給所 などの形 で実を紡んだ。 ご 自分が

若い時 に学資で苦労されたので、「真面目な

青少年工員に会社の費用で勉強させたいJ

というお気持があ り、 それが川崎東山学校

の開校になった。

昭和11 年3 月25 日、 文部大臣に就任のた

め、 川崎を辞められる時、「川崎 の青少年工

員 教育のために役立てて欲しい」 と退職金

30万円 のうち15 万川を川崎東山学校へ、 あ

との15 万円を甲南病 院へと、 それぞれ寄付

された。

平生さんは日記を克明につけて暇な時に

はよく目を通しておられ た。 こと川崎 のこ

とになると、 数字的 に完全に把握しておら

れるので、 それが適確な判断 のもとになっ

てい た。 平生さんのヒュ ーマニティーと独

特 な癖のある字が思い出されてならない。

(4,と専務取締役)



これらのほか に、 新鋭 の機

械類を増設して、 艦船工 場

は内容・ 外観 ともに面 日を

一新し た。 なお、 川崎 車輛

に所属し てい た製 鋼部を譲

り受け て、 本社直 属の製鋼

工場 とし たのはこの年11 月

のこ とであった。

一等駆逐艦「有明」起工記念( 昭和8 年)

田 端 跨 線 橋( 昭和10年)

昭和10 年(1935) に入り、

時局の影響とさきに実施さ

れた「船舶改善助成施設」 の助成策によって、当社各工場はい よいよ活況を

呈し、業績は著しく上昇し た。 特に、 この期に建造した林兼商店の「日新丸」

(16,764G.  T.) は、 わが国における最初の、しかも当時としては最大の鯨工

船であった。 内外業界注視のうちに、工期7 ヵ月をもって竣工し たのであっ

た。 この巨船を短期間に建造し終ったことは、 内外造船史に比類のないこと

で、 業界に大きな反響を呼んだ。

さらに陸上工事にも著しく進出し、 鉄骨工事・油およびガスタンク・水圧

鉄管・その他造機関係の諸工事を多数受注した。 特に橋梁工事の分野では、

鉄道省から受注の東京田端跨線橋を、 当時わが国最大の全電気溶接無鋲鋼板

橋工事として完成した。

一方、 内外情勢の動向に応じ、もと神戸税関( 川崎出張所) 敷地。約15,000

坪の払下げを受け、 造船 台2 基の増設計画を立て、 昭和11 年10 月、その1基

(第7 船台) を完成するな

ど工場設備の拡充に努めた。

また、 飛行機工場では陸軍

制式機の製作に繁忙をきわ

め、 作業場は手狭を感ずる

に至ったので、 各務ヶ原工

場の拡張を進めた。

昭和10 年12 月、平生社長

は取締役会長に就任し、 鋳

谷( 正輔) 専務取締役が4



代社長に、 同時に吉岡( 保貞) 取締役が専務取締役にそれぞれ就任した。かく

て幹部の陣容を強化し、 新たな飛躍に備えるところがあった。

昭和11 年(1936)3 月、平生会長は広田( 弘毅) 内閣の懇請を受け、 文相

として入閣することに決定し、同月25 日に当社取締役会長を辞任した。 平生

社長は就任以来、 栄養食配給所・川崎病院・川崎東山学校の創設など、 従業

員の福利・厚生施設の改善に細かく配意した。 これらは、川崎をして ″全従

業員安住の地たらしめる″という平生イズムの顕現であった。

昭和11 年6 月、退職積立金および退職手当法が公布されたので√当社では

同年12 月、財団法人川崎造船所共済会を設立し、従業員が有利に退職手当の

支給を受け得るようその代行機関とした。 これは大正15 年(1926) に発足し

た川崎造船所健康保険組合とともに、 全従業員の厚生部門を支える二つの大

きい柱ともなった。

川 崎 造 船 所
共済会の設立

(昭和11 年)



○平生社長は、 長年、 教育お よび

社会福祉などの事業 に尽した勳

功によって、 昭和10 年12 月3 日

貴族院議員 に勅選された。 同月

23 日、取締役会長に就 任したが、

翌11 年3 月25 日辞任し、 広田内

閣の文部大臣に就任し た。

○経営の危機に際会した当社を更

生させ、 発展の軌道に乗せた努

力と、 従業員 の生活向上に注い

尤図情に謝するため、 この年8

月1 日全従業員 は寿像を建設し

て贈った。

○寿像は当 社を指呼 のうちに眺望

し得る川崎東山学校の丘上に位

し、 斯界の重鎮本山白雲氏の作

になる ものであった。 戦局の推

移によって、 平生社長諒解のも

とに ″供出″された。



第6 章 第2 次世界大戦と戦時生産時代

第1 節 戦時体制と社名の変更

1。 戦 時 体 制 の確 立

満州事変がきっかけとなり。 昭和

7 年(1932)  3 月に満州国が誕生し

た。 これが禍因ともなって、 日・華

開のわだかまりは容易にとけそうも

なかった。 たまたま同1.2年(1937)

7 月、 北友 に蘆溝橋事件が起こり、

政府は不拡大方針を堅持してその解

決をはかったが、 勢いのお もむくと

ころついに 日華 事変 にまで進 展し ていった。 この間、 わが国 は国 際連盟 から

の脱退( 昭 和8 年)、 ワシント ン海軍軍縮条約 の破棄( 昭和9 年)、 凖戦時 体

制へ移行( 昭 和10 年)、 重 要産業の 統制( 昭和10 年) と年 ごとに緊張 の度を

加え、 し だい に時局色を濃 くし たのであ った。

昭和12 年(1937)  9 月、 軍需工業動 員法が公布・ 施行され、 続い て国民精

神総動員実 施要綱が発表 された。 さら に、同年11 月 には 日・ 独・伊防共 協定

か成立 するなど、 時 局は 急テン ポで ″非常時局" の様相を帯び るに至 り、 経

済は全面的統制へと向かった。

昭和13 年(1938)  5 月、 国家総動

員法が施行されるに及んで、 時局は

完全な戦時体制に移った。 国家総動

員法は、 わが国の人的・物的資源の

すべてを国防のために動員すること

を目的とし、 その統制する分野は、

労務・物資 。施設・賃金・物価・業

務等きわめて広範囲に及んだ。

満 州 国 誕 生( 昭和7 年)

日・独・伊防共協定( 昭和12年)



① 艦船工場通用門

(昭和9 年10 月建設)

② 工場入口( はたらき道)( 昭和9 年)

③ 工場出口( 安そく道)( 昭和9 年)

「はたらき道」と「安そく道」

○昭和10 年ごろまで、 現在の正

門の入口から南への広い通路

は公道であったから、 いまの

総合事務所の正面前の道路は

一般 の人が通行していた。 ま

たいまの第7 船台の辺 りは神

戸 税関の用地( 注①) で、 神戸

税関川崎出張所があった。

○艦船工場で働く現場のひとび

との通用門(写真①)は、 いまの

総合事務所 と溶接工場の間に

あった。 奥 に見える数本の樹

本 の辺りが、 いまの川崎神社

(注②)である。

○写真①のつ き当 りを右に折れ

た辺り( いまの造船仕上工場)

に、 明るいモダンな通り抜け

の建物(写真②)があった。 中央上部に大時計、 その下に当時 としては

めすらしく、 燈色で 「はたら き道」 と電飾してあった。

O 「はたらき道」 の中には六つの通路があって、 その両 側に役付工員

のタイ ムカードと一般工員 の真鍮職札が並べてあった。 現場の ひと

び とは誰も皆、 この門を通ってそれぞれの職場へと急いだ。

01 日の作業を終えて帰るときには、 出勤した時に入った 「はたら き

道」の反対側( 写真③)を通って退出した。 ここにも、 上には大時計が

あ り、 その下に緑色で 「安そく道」 と電飾し てあった。

編者注①昭和11年、官有地15, 000坪を購入取得

②昭和10年5月26日建立



国家総動 員法 によって、 すべての産業は 必然的に その機構 を大きく変え ざ

る を得なかっ た。 平 和産業 部門では、 中・ 小企業の転・ 廃業が相次 ぎ、 その

経営は 困難 となったが、 軍需産業 の重要 度は ますます高 まっていった。

2・ 造 船 界 の 活 況

し だい に緊 迫す る時局の影響 を受け、 造船界はい よいよ活況を呈し た。 さ

らに、 こ れに拍車 をかけ た ものは、 さきに実施 された船舶改善助成 施設 に引

続 き、 昭 和12 年(1937) と翌年に それぞれ実施 された優秀船建造助 成施設お

よび大型優秀船 建造助成 策であっ た。

昭和10 年(1935) の わが国 商船建造量は約15 万G. T・ であっ たが、 翌年に

は 約25 万G.T. までに上 昇し た。 さらに、 昭和12 年 から太平洋 戦争突 発の同

女 子 事 務 員 の は じ め

上 杉 長 平

全川崎で女子事務員 を初めて採 用し たの

は、 川崎造船所 艦船工場 の中にあった川崎

健康保険組合で、昭和2 年のことであった。

私が川崎に前後 在職40 数年のうち、 これは

明るい話題の一つとし て、 い まヽも記憶に鮮

やかです。 この時、 その実務指導に当った

のは、 坂口( 干雄) さんであっ た。

当時は、高等女学校を卒業し た娘さんは、

家事 の手伝いか たがた、 お花やお茶、 また

は裁縫などを習って" 花嫁修業″をするの

が普通 で、一 般には女子の職場は、 電話交

換手・看護婦・給仕ぐらいな ものでどく狭

かった。 それに、 良家 の子女は働きには出

ない- というつ まらぬ観念が根強く残っ

ていた。

従業員7,000 人の注視のうちに、事務員 と

し て新し く職 場 に進出した4 人 の女子 は、

人との応対にもあたりが軟らかで、 とて も

評判がよかった。これがきっ かけとなって、

そののち川崎各社で女女事務員を毎年定期

釣 に採 用するようになった。

現場事務所で、 女子事務員が仕事 をする

ようになっ たのは、 昭和 10年からで、 無 風

流な現場マンの空気を和やかにし てくれ、

ここでも評判がよかった。 身 もとの確実な

ことが大事だ と、 女子事務員の半分は従業

員 の子女から採用された。「オフィス・ガー

ル」 とか 「職業婦人」 とかの新語 をジャー

ナリズムが生んだのも、 このころであっ た。

初めは和服にお太鼓の帯を胸高にしめて

通 勤した彼女たちも、 間もなく洋装に変っ

た。 だがそれは裾 の長い ワンピースで、 帽

子はつばが広く、 アメリカ訪問親善使節嬢

のようであった。

(もと川崎藤井寺製作所監査役)



16 年(1941) まで、 毎年約40 万G.T. に達し、英国に次いでドイツと世界第

2 位を争うに至った。

一方艦艇の建造は、昭和11 年末に軍縮条約が廃棄されたため、同12 年度の

補充計画から海軍は一切の制約を離脱し、戦艦2 隻を含む艦艇70 隻を建造す

ることになった。 このため造船界は異常の活況を呈し、 当社もまた空前の繁

忙を招来した。

かくて造船界の活況は、造船用厚板の需要を急激に高め、 製飯( 葺合)・製

鋼( 兵庫) 両工場は艦船工場に劣らぬ繁忙をきわめた。 鉄鋼の急速な増産が

待望されたが、 海外からの原料入手はいよいよ困難となってきた。 これは、

わが国鉄鋼業界がもつ共通した宿命的な悩みであった。

当社では、 昭和14 年(1939)  8 月岩手県に久慈製鉄所を開設し、次いで翌

年12月久慈製鉄所鉱山部を新設した。かくて製鉄原材料入手難の打開策に努

めるほか、同14 年8 月からは西宮市に特殊鋼工場の新設にも着手した。

飛行機工場では日華事変以来、 陸軍制式機および発動機の受注が激増七だ

ので、 昭和12 年(1937)  8 月、

神戸の飛行機機体工場を岐阜各

務ヶ原へ移転・拡張し、 神戸飛

行機原動機工場と呼応して量産

に入ったが、 自主的な受注態勢

を確立する必要に迫られ、 同年

11 月、 同工場を分離して、 川崎

航空機工業 株式 会社( 資本金

5,000 万円) を設立したのであ

った。
川崎航空機工業株式会社設立願書( 昭和12 年)

3. 社 名 の 変 更

創立( 明治29 年) 以来43 年問、 広く各方面から「株式会社川崎造船所」 の

名で愛顧され、 親しまれた社名を、 昭和14 年(19  3 9) 12 月1 日、「川崎重工

業株式会社」 と変更し、 資本金8,000 万円を2 億円に増額した。 かくして、

艦船工場の造船・造機設備の拡充と、 特殊鋼工場( 西宮) の建設を促進する

とともに、 同系諸会社と緊密な協力体制をしき、円滑な統轄を図った。



新 し い 社 名( 昭和14 年)

社 名 変 更( 昭和14年)

社名の変更は、 時局的要請のみが原因では

なかった。 社業が造船業以外に拡大しだのに

かかわらず、 旧来の「株式会社川崎造船所」

では、 社名が社業を正しく表現していないからであった。 当社は当時車両・

航空機 。鉄構の製作のほか各部門にわたって伸展していたので、 旧名はすで

に新しい酒を盛る皮ぶくろとしては相応しくなくなっていたため、 かなり以

前からこの問題は慎重に議されていた。満州事変以来、重工業の重要性が高ま

り、 当社の営業部門が重工業的色彩を濃くするに至ったので、 ここに社名の

飛 行機 機 体 工 場 の移転

豊 田 仁 三 郎

岐阜工場が開設され、 神戸から各務 ケ原

に多数の従業員 を転勤させることになった

が、 今まで神戸のような都会で勤めていた

ので、「田舎落 ちだ」 と言って気 の進まぬ従

業員がかなりいた。 そこで岐阜の受 入れ態

勢 や上地の教育施設・風土・物価など、 今

どきの 「観光案 内」 が及ばぬ程の行き届い

た立派な小誌を作っ て、「住みよい岐阜」の

PR に努めた。

その後社宅500 戸や病院を建て、 ついで

15,00O 坪の陸上競技場のほか野球場、 テュ

ス・コート、 水泳プールから矢場 までどん

どん設けた。 さらに後になって柔・剣道場、

卓球室、 談話室などを備えたクラブ・ハ ウ

スを建て、 岐阜界隈で誰 も見 たこともない

設備を完成した。

しかし戦局の推移によりしだいに戦時生

産に追われて、 十分利用する時間がなくな

り、また激増する工員 のため、球場地域に工

員宿舎を建 てるような非常時局 になった。

総ては 「摯ちてしやまん」 と、生 産に集中

されたのであった。

(もと川航岐阜製作所庶務課長)



変更と増資とを断行したのであった。

増資を行なうにあたり優先株を普通株に変更するには、甲種和議債権を完

済する必要があった。 当時、業績はきわめて好調の波に乗っていたので、 昭

和14 年12 月1 日には債務の全残額を繰上げて完済するを得た。これは、 さ

きの和議条件により、 昭和9 年(1934)  12 月以後、20ヵ年間に弁済すべきも

のを、5 ヵ年に短縮して完済したのであった。 そのため、 優先株の配当優先

権は消滅し、 以後全株主に対し同率の配当を行なうようになった。 このこと

は、 社名の変更および増資と相まって社業の伸展に大きい転機を画したもの

であった。

米. 英に宣戦布告( 昭和16 年)

第2 節 戦 時 体 制 下 の 当 社

1. 太 平 洋 戦 争

昭和14 年(1939)  9 月、 ドイツのポーランド進攻によって、 ついに英・仏

両国はド イツに宣戦を布告し、 第2 次世界大戦となった。 戦線が拡大するに

つれて、 ドイツの同盟国であるわが国に対し、 いわゆる A ・B ・C・D( 米・

英・華・蘭) の4 国は、 日 。蘭交渉の決裂、 在米日本資産の凍結、 日・英通

商条約お よび日・蘭石油協定の破棄など、 一連の対日包囲工作に向かって動

き、 わが国の ″生命線" は次々と断ち切られていった。

一方、 大陸における日・華間の紛糾は解決の兆しすら見え・ず、国内には政

変が相次いだ。 昭和16 年(1941)  10 月、 東条( 英機) 内閣が成立するに至っ

て、 日・米間の外交折衝は重大な危局に直面した。

その間、政府は国民の団結と非常時

意識の高揚に努め、 戦時統制をさらに

きびしくした。 また艦艇・航空機を初

めとして、 すべての兵器生産と商船建

造に全力を注ぎ、一触即発の危機に備

えた。 かくて昭和16 年12 月8 日、 つい

にわが国は米・英に宣戦を布告し、 太

平洋戦争に突入した。



海運統制令 改正( 昭和17 年)

2・ 造 船界 の 戦時 体 制

太平洋戦争の突発により、 海運・

造船業を戦時体制へ切り替えること

が緊要となってきた。 政府はこの年

12 月逓信省に海務院を、 昭和17 年

(1942) 1 月には造船統制会を設置

した。 さらに戦時海運管理令の公布

(昭和17. 3. 25)、 船舶運営会の設立

(昭和17.4. 1) 、 海運統制令の改正

公布( 昭和17. 5. 15) などを経て、

同年5 月、 船舶量産のため第1 次戦時標準船型10 種を設定した。

その後、 戦局の進展につれて、 第2 次5 種、 第3 次6 種と戦時造船計画は

進められ、昭和19 年(1944) にはピークに達し、 その建造量は158 万G, T. に

及んだ。

戦時標準船型の設定と並行して、 各造船所はその規模・施設・実績等に応

じ、 船種別の建造が指定された。 これは同型船の継続建造による高能率化の

ためで、当社は主として大型油槽船の建造に当るよう命ぜられた。

一方、 戦局の推移はみだりに楽観を許さぬものがあり、 艦船の喪失と損傷

はしだいにその数を増した。 戦争完遂のために、官営・民営を問わず、 各造

船所は相携え、 昼夜兼行艦船の緊急工事を急いだ。

当社は、 昭和15 年(1940)  3 月、「海軍管理工場」 の指定を受け、 次いで

同17 年4 月には「重要事業場」に、さらに同19 年には「陸軍管理工場」・「軍

需省指定工場」 および「軍需会社」 に指定された。 かくて当社は国家の指定

工場として、 資材・人員の確保、 工場規律の確立および防護の強化などに万

全を期しつつ、 生産の増強へと突き進んでいった。

3, 施 設 の 拡 充

昭和16 年(1941) に太平洋戦争が突発してから、翌年6.月のミッドウェー

海戦までの戦果は、 まことに華々しいものがあった。 南はインド、 支那、 マ

レ ー、 蘭領インド、 ビルマ、 南太平洋諸島から、北はアリューシャン列島に



至る広大な地域が、 すべてわが軍の手巾に帰した。

輝かしい戦果は、 わが国の戦時経済に拍車をかけ、 異常なまでにその形態

を変えていった。 やがて来る敵の物量作戦に対応する道は、 すべての軍需産

業部門が全能力を発揮して、戦時増産を図ることのみであった。このために、

政府は平和産業の規模を縮小または統合して、 余剰の生産力はことごとく軍

需産業に転換させる方針を推進した。

昭和17 年5 月、当社は海軍の委嘱により、 ジャカルタ造船工場( ジャワ島)

を設け、同年6 月には潜水艦建造のために、 泉州工場( 大阪府) を開設した。

さらに同17 年から翌年にかけ、艦船工場に第5~7 機械工場および第4 電機

工場を増設した8 このほか、 大連電機工場( 大連市) ・ 岡田浦電機分工場

(大阪府) を新設するなど、 造船・造機・電機各部門にわたってその設備は

拡充された。

一方、 かねて建設中の特殊鋼工場( 西宮市) は、 昭和16 年10 月から操業を

始め、 さらに同18 年(1943)  3 月には伊保工場( 兵庫県) を、同年12 月には

知多工場( 愛知県) を新設して製鉄部門を強化した。 その後、同20 年(1945)

8 月には機構を改め、

製銀工場は葺合工場、

製鋼工場は兵庫工場、

特殊鋼工場は西宮工場

とそれぞれ改称し、 こ

れを当社製鉄所の統轄

下においたのであった。

その間、当社の産業

部門に関係をもつ会社

工場を買収して傘下に収め、戦時生産へと進んでいった。それらのうちには、

四日市製作所・川崎電機工作所・川崎造機・川崎藤井寺製作所・報国コバル

ト鉱業・川崎炉材等があった。

昭和18 年(1943)  4 月12 日、 本社を神戸市神戸区明石町38 番地に移して、

直系各工場並びに傍系・関係諸会社の統轄を強化した。 また戦時下の施設拡

充資金に当てるため、 同年6 月、 資本金2 億円を一躍6 億円に増資したので

あった。

西 宮 特 殊 鋼工 場( 昭和16年)



4、 戦 時 生 産

戦局の進屁につれて、 軍需生産の増強は国家の緊急要請となり、 当社は超

爪点産業部門に属するようになった。 戦線か拡大し、 戦況が不利となるに及

んで、 資材 。原抖および労働力の不足などはますます顕著となってきた。 特

に中堅熟綽工員の相次ぐ出征は、 作業上大きな支障となったが、 艦船・鉄鋼

・航空機その他の軍需品の生産に全力をあげたのであった。

いま。 当社における艦船の建造実績を ①日華事変の昭和12 年(1937) 初

めから太平洋戦争突発の同16 年(19  41) 12 月までの期間 ②開戦直後から終

戦の昭和20 年(19  4 5) 8 月までの期間とに分けて表示すると次の通りである。

艦 艇 建 造 実 績     昭和12-16 年

艦 種 航空母 艦 木上機母艦 駆 逐 艦 潜 木 艦 砲 艦 特 務 艦 雑 役 船 合 計

隻 数 2 2 3 5 2 3 41 58

ト ン 数 49,815 15, 579 5,922 12,809 4, 530 12, 690 2,774 104,1l9

商 船 建 造 実 績     昭和12  ― 16年

船  種 貨 物 船 貨 客船・客船 油 楷 船 鯨 工 船 そ の 他 合   計

隻 数 16 2 7 2 3 30

ト ン 数
(G.T.)

96,700 11,513 70,135 35,101 4, 064 217, 513

艦 艇 建 造 実 績      昭和17  ― 20年

艦 種 航 空 母 艦 駆 逐 艦 潜 木 艦 海 防 艦 雑 役 船 合   計

隻  数 2 1 30 11 7 51

ト ン 数 46,450 1,289 33,128 8,140 1,937 90,944

商 船 建 造 実 績   昭和17-20 年

船 種 貨 客 船 油 槽 船 そ の 他 合 計

隻 数 1 14 8 23

ト ン 数
(G.T.)

2、958 140,341 1、234 144,533

(注)1. 商船は10O G.T. 以上

2. 進水までに工事中止となったもの

お よびジャカルタ造船 工場におけ

る建造船を除外

3. 終 戦による進水前の工事中止 艦船

は、潜水艦10 隻、特殊潜航艇47

隻、商船5 隻等

4. 参照……年表・諸表( 別冊)



空母 「大 鳳」( 昭和19年)
(注) 大 戦中、 連 合 軍艦 載 機が サ イ パン 方 面 で 撮 影( 右は 空

母「瑞 鶴」) 戦時 中 に 発 行 さ れ た ″OFFICIAL U.S. NAVY

PHOTOGRAPH ″ に 掲 載、 わ が 国 に 現 存 す る 「大 鳳」 の

写 真2 枚 の う ち の1 枚

以上の期間に建造した空母4 隻のうち、「瑞鶴」(25,  675 ⊿ T) は、開戦へ

き頭に大きい戦果をあげた。 その後も長く機動部隊の主力となって活躍し、

空母「大鳳」(29,300 ⊿T 16  8,600HP 速力34  kn 搭載機53 機) とともに

精強を誇った。 同じく空母「飛鷹」(24,140 ⊿T) は、日本郵船の豪華客船「出

雲丸」 として建造中、 軍命によって空母に改造したものであった。

製鉄部門においては、 高度の生産統制と原価高とに苦しんだが、昭和15 年

(1940)  10 月16 日、 米国が製鋼原料の対日輸出を禁正して以来。 製鋼原料の

不足を補うために、 久慈製鉄所の拡充あるいは工場新設などによる製鉄事業

の一元化を図り、 軍需資材の生産に努めた。

5. 第2 次世 界 大 戦 の 末 期

昭和17 年(19  4 2) 6 月、 ミッド ウェ ー海戦におけるわが海軍の大きい損害

を初めとし、 翌年にはガダルカナルの撤退など戦局は険悪になった。 優勢な

敵潜水艦。および機動音fS隊の攻勢によって、 喪失する艦船は実におびただしい

数に上り、 しだいに制海権を失っていった。 このため南方および大陸方面か

らの資材輸送はいよい よ困難となり、 艦船・飛行機その他諸兵器の補充と生

産とはますます支障をきたすに至った。

昭和19 年(1944)  1 月、 当社を行政査察した藤原( 銀次郎) 国務大臣の指

示した生産目標を達成するためには、 鋼材お よび官給品等の緊急入手と、 艦

船工場のみでも約6,000 人 の増員を必要とした。 しかも補充された徴用工

員・学徒勤労隊・女子勤労挺身隊のひとびとは、いずれも未経験者で、 生産



増強には直接的な能率向上とはならなかった。 これに反し、 召集あるいは入

営中の中堅熟練工員は5,000 余名に及び、 資材の入手難と相まって、 生産能

率を著しく低下させるに至った。

昭和20 年(1945) に入るや、 本土の空襲は日ごとに激烈となった。 工場の

疎開、防空施設などあらゆる対空施策を講じたが、 それは生産防衛の消極的

対策でしかあり得なかった。 この年3 月および6 月の神戸大空襲による当社

の被害はきわめて大きかった。 空襲による生産の急カーブな下降は、 もはや

如何ともすることができなくなった。

こうした国家存亡の秋にあたり、当社5 万数千の従業員は、 全員相励まし

日夜敢闘を続けた。 たまたま昭和20 年8 月、広島および長崎の2 都市は原子

爆弾投下によって人類史上がって見ない被害を受け、 ついに8 月15 日、わが

国の無条件降伏によって第2 次世界大戦は終結した。

徴用工員の錬成( 昭和17年)

女子勤労挺身隊の入所(昭和19年)

6・ 空 襲 に よる被 害

東京・名古屋・大阪に次いで、 神戸もまた昭和20 年(19  4 5) 3 月17 日未

明、 きわめて大規模な空襲を受け、当社は艦船工場事務所・造兵工場・潜水

艦部の殆ど全部、 電機工場・倉庫施設の大半、 造船・造機関係工場の一部、

合計90 棟延べ22,000 坪に及ぶ施設を焼失した。 これに加えて資材・製品・半

製品等の損焼被害も巨額に達した。 しかし、 被害の軽微であった造機部の第

5～7 機械工場へ、電機工場の残存機械設備を移し辛うじて作業を継続した。



従業員のうち、 職員820 名、工員4, 70 0名は家を焼かれ、 協力工場も70 の

うち41 工場は焼失した。住むに家なき従業員およびその家族の困窮と、 窮迫

した食糧事情とは、 従業員の勤労意欲に影響するところが少なくなかった。

さらに6 月5 日早朝の空襲によって、 本社事務所の大半が焼失し、 各工場

もふたたび大きい被害を被った。 また市内大半の建築物は灰燼に帰し、 多数

の死傷者を出すなど、 慘たんたるものであった。

艦 船 工場 の 被爆 状 況

全 焼

総 合 事 務 所 実 験 研 究 室 海 軍 監 督 官 事 務 所

造 船 ― 第1 お よ び 第4 現 図 工 場 木 工 場 家 大 工 お よ び 端 艇 工 場

造 機 ― 模 型 工 場 補 機 工 場

電 機 ― 課 電 工 場 扇 風 機 工 場

造 兵 ― 艤 装 工 場 兵 器 庫

潜 木 艦 ― 艤 装 工 場

各 部 設 計 室 倉 庫 施 設 材 料 置 場

造 船 ―銅 工 場 木 工 現 図 お よ び 磨 工 場 製 鋲 工 場

造 機 ― 道 具 工 場

電 機 ― 発 電 所 電 気 機 械 工 場 電 機 工 場 電 機 試 験 場

大 半 焼 失

一 部 損 傷

空襲の被害は本社工場のみにとどまらず、 泉州工場および製鉄所の兵庫・

葺合・西宮各工場、 川崎車輛の工場、川崎航空機工業の明石・岐阜両工場な

どもそれぞれ被爆し、 甚大な損傷を受けた。 特に明石の機休工場および発動

機工場には大型爆弾が集中投下され、 その被害は最も大きかった。

かくて、 敗戦の日は訪 れた。 戦時中、 海・陸・空にまたがる品種の生産に

携わってきた当社および関係会社は、 その後の在り方が問題であった。 問題

というよりも、 その存続の予想すら不可能な情勢となってきた。



社 章 に つ い て

。当 社創業 の始祖川崎正蔵翁が、 回

漕業を営んでいた明治8 年から同9

年のころ、 すでに 「川」 の字を図案

化した旗をつくり、 所有船に使って

いた。 のちに東京( 築地) と神戸( 兵

庫) の両造船所時代には、 進水式や

その他の行事の時、 式場に張られた

まん幕 ① に、「川」の字のマークと、

川崎家の定紋である蔦蝶( つ たちょ

う) ② を交互に染めて使っているの

が見られる。

○まん幕に見られる 「川」 の字のマ

ークは、 弓形に折れた部分がせまく

遠望すると○の中に十の字 を入れた

ように ③ 見えた。 このために 「○」

の起こりは、 翁の出身地、 鹿児島の

島津家の家紋○を模したものと説く

人 もあるが、当 社の長老の考証によ

るとそれは誤伝である。

○この「川」 のマ ークは、 川崎家のまん幕やちょうちんをけ

じめ、 馬車などに も家紋の蔦蝶に代っ て用いられ、 また個人

経営時代の製品にも商標とし てつけら れた。 株式会社に改組

の時に制定された社旗に もこの「川」 の字のマークは採択さ

れ、 白地の中央に赤で大きく 「川」 の字を図案化し て染め抜

いたものが使われた。 しかし それは遠望すると、 やはり已〉に

誤り見られる図案であった。

○明治35 年ごろ社業 が伸展し、 販路が外国にも伸びるように

なったので、 当社のマークをもっと印象的な、 すっきりとし

たものにし ようと松方社長が提案し、「川」の字のマークを、

旗のりんかくで囲んだ ものが制定された。 これは製品に もつ

けたが、封筒④や社用便箋に刷り込み、海外通信にも用いた。



○それは風にはためいている旗の中央にI のマークがくっ

きりと浮び上って、 積極・前進をシンボライズしており、

「川」の字も○に見誤られぬよう工夫を加え、 現在用いられ

てい るものにやや近い。

○出入人夫で○のマークの入った 「はっぴ」 をお仕着せと

して貰えるのは、 成績のよい常雁人夫のみで、 腹掛けをし

たこれらのひとびとは、 それを誇 りとしていた。 正月や進

水式には、 紺の香りがぷ ーんと匂う○のマークが背中につ

けてある ⑤ 真新しい 「はっぴ」 を誇らしげに着ていた。ま

た○のマーク入りの 「はっぴ」 をつけた人夫は、 仲々 ″も

てた″とも伝説的に語り伝えられ。ている。

○その後ずっと社章として用いられ、 海外でも ″KAWAS-

AKI DOCKYARD ″ の名とともに親しまれてきた。 その後、

少し手を加えて躍進感を盛った 「旗マーク」 が昭和26 年制

定され、 翌年商標とし て登録され、 名実ともに 「川崎重工

業」 のシンボル ⑥ ⑦ となった。

1. 社章に外接する四辺形の短辺を100 とし、これを

基準として各部の寸法の比率を定める。

2. 本図の寸法K よって鎖線で示す補助線を求め、曲

線の部分はなめらかな曲線で結ぶ。

3. 着色する場合は旗の地を白色、○ 印は小豆色とす

る。



第 ワ 章 戦後の整備時代( 企業再建整備)

第2 次世界大戦の終結( 昭和20 年)

第1 節 軍需生産の停止

1・ 終 戦 直 後 の 国 民 経 済

昭 和20 年(1945)  8 月15 日、 第2 次

世界大戦は わが国の無条 件降伏 によっ

て終止符 が打たれ た。 以 来平 和条約 発

効の日 まで、 わが国 の政 治・産業 ・経

済・教育 のほか、 あ らゆる 分野はGH

Q のき びし い支配 下にお かれ るこ とと

なった。

戦争 による わが国 の人的・物的 損害

は実に大き く、 敗戦の打撃 によって国民 は一時虚脱 の状態に陥っ た。 台湾 ・

朝鮮・樺 太などの領土 喪失をけじ め、 勢力圏 にあった満州国 の放棄、 海外投

資の消滅、 海外市場 の喪失、 生産機 構の崩壊、 貿易の制限な どその損害は物

心 両面に わたった。 その上 に、 わが国は 賠償の重 荷をも背負 わねばならなか

った。

かくて、 同 胞は 狭い四つ の島に閉じ 込められ、 極端 なまでの物資 窮乏に堪

え つつ復興 に立ち向か わねばならな かった。 し かも、 戦後の政治的 空白 と経

済 的混乱 とに乗じ て、イ ンフレ は急激に 進行してい った。 その最初 の要因は、

終戦直後 わずか4 ヵ月 間に、 総額266 億円 にの ぼる臨時 軍事費が 支払われ た

ことであ った。 その ため、 一般購買力 は急激に 増大し、 戦時中 の消費抑制か

ら解放さ れた購買 力は、 生 活必需物資 に集中して物 価は高騰 の一 途をた どっ

た。

各種 企業 の労働組合 は、 賃上げ要求 を相次いで 行なったが、 これがま たイ

ンフレを 招く結果 となり、 イ ンフレ の上昇 と賃 金のベ ースアップ要求 とが 循

環し てい った。 一方、 昭 和20 年9 月 の 生産水準は、昭和10 年(1935) から同

12 年 の100 に対し て消 費材平 均31.6 、 生産 財平 均7.7 とい う低位に落ち、 製



造業の平均実質賃金は昭和22 年(1947) になってもなお戦前の30% にとどま

った。

こうした暗い状況のもとにあって、重工業をいかに維持し、 いかに再建す

るかについては、 その見通しすら困難であった。 企業再建の方向は、一にか

かってGHQ. の方寸にあったからである。

2. 軍 需 会 社 の解 体

終戦時における当社の機構は、 本社のもとに造船・製鉄両部門があり、 造

船部門は艦船工場・泉州工場・岡田浦工場に分かれ、 製鉄部門は葺合・兵庫

・西宮・知多・伊保・久慈の6 工場に分かれていたO これらのうち、 泉州・

西宮・知多・伊保の4 工場は、 戦時生産の国策に沿って建設されたもので、

いずれも完成の域に達しないままに終戦となったのである。 しかもこれら各

工場は、 大なり小なり被爆の損害があった上に、 戦後は軍需生産の停止によ

って操業は全く行き詰った。 民需生産に転じ収支相償うためには設備・機構

がすべて不適当であった。

GHQ は、 昭和20 年(1945)  9 月22 日付をもって経済上の非軍事化を指令

し、「海軍艦船および航空機等あらゆる戦時生産または修理施設の禁止」を命

じ、 重工業部門に対しては、 許容の範囲を 「平和的需要をみたす規模と性格

に制限」した。 そのほかきびしい賠償の基本方針をも示達した。

同年10 月20 日、「主要金融および産業会社の解体または整理」 に関する指

令があり、 三井・住友・三菱・浅野の各本社と渋沢同族・古河鉱業・野村合

名・日本曹達・安田保善社および日産等、当社をも含めた15 社が財閥会社に

指定された。 その後、 日本政府の案に基いて、15 社のうち、 まず三井本社・

安田保善社・住友本社および三菱本社の4 大財閥が解体を指令されたのであ

った。

当社は、 本来の意味の財閥と異なり、 その株式は広く公開されており、 川

崎家はわずかに0.8% を所有するに過ぎなかったので、 財閥から除かれ、 事

業閥として取扱われることとなった。 さらに昭和20 年11 月24 日、 当社は財

閥および大持株会社など18 社と、 その関係会社336 社とを含む「制限会社」

の一つに指定された。 そのうち、 当社の関係会社として「制限会社」 に指定

されたものは、 川崎航空機工業( のち川崎産業) ・ 川崎汽船・川崎車輛・川



崎藤井寺製作所・川崎炉材・川崎電機工作所 。報国コバルト鉱業・川崎造機

・神港ビルディング・四日市製作所・トーアホテル・神東運輸・曽根窯業・

新東京ホテルおよび電溶鋼業の15 社であった。

昭和21 年(1946)  12 月9 日、当社は「持株会社」としてその業務の執行に

ついて持株会社整理委員会の監督を受け、 同時に所有 株式はすべて同委員会

に譲渡し、 順次処分されることになった。

一方、 戦争遂行に指導的役割を果した人々に対し、昭和21 年 工月から公設

追放の指定が始まった。 同年5 月の当社経営陣は、 取締役社長鋳谷正輔以下

取締役および監査役合わせて17 名であった。これら役員の大半は、 公職追放

の一般的適用を免れ得ないことが予想されたので、追放に該当する役員は昭

和21 年12 月24 日までに相次いで辞任した。 追放該当役員の辞任後、 残留し

た取締役西山弥太郎( 製鉄部門担任)・ 取締役手塚敏雄( 造船部門担任) 。取

締役神馬新七郎( 整理部門担任)・取締役児玉久( 総務部門担任) と新任の取

締役小田茂樹( 経理部門担任) の合議により社業を運営することになった。

かくて、 財閥解体は着々と進められたが、 さらに昭和22 年(1947)  4 月に

は独占禁止法が公布され、同 年12 月 には過度経済力集中排除法が施行され

た。 独禁法は企業の独占を禁じ、 梟排法はその時までに形成されてきた過度

の経済力を除いて、 公正な自由競争による産業発展を助長しようとした。 こ

れら2 法の実施によって、 企業再建は二つの大きな制約を課せられるに至っ

た。

3. 戦 時 補 償 の 打切 り

政府は、 かねて軍需品代金および戦争保険の請求権を持つ企業に対して、

補償金を支払う方針であったが、 軍需生産の停止に伴い、 その支払いを全面

的に停止したので、いずれの企業も戦時中の債権債務は精算できなくなった。

そこで政府は、 昭和21 年(1946)  3 月、 企業経理調査委員会を設けて戦時補

償の審議に当らせ、民需転換相当額のみを補償する成案を得た。

その後、 財政負担の過大その他の事情により、同年8 月ついに戦時補償を

打ち切ることに決定し、 これを納税形式で相殺する方法として、 戦時補償特

別税が設けられた。 しかし、 政府補償が打ち切られ、 かつ在外資産がことご

とく凍結されることになると、 企業体並びに一般の債権債務の決済が不可能



となり、 会社の存立を脅かす結果となるので、8 月15 日、 政府はさらに会社

涯理応急措笊法を公布して当面の措置を講じた。

この法律の適用を受ける会社は、「特別経理会社」として指定され、指定時

(昭和21.8.11 午前零時) における資産・負債をそれぞれ新・旧勘定に分離

し、 旧債務を一時棚上げして経理の混乱を防ぎ、 新勘定によって事業を継続

し得るようになった。

当社は特別経理会社の指定を受けるや、 直ちに新・旧勘定の分離を行なっ

たが、 新勘定の資産は

2 億4,481 万余円、 旧

勘定資産は15 億8,258

万余円となり、 棚上げ

債務は11 億2,713 万余

円に達した。 資本金勘

定は7 億26 万余円でそ

の状態は次の通りであ

った。

新 勘 定   昭和21 年8 月11 日

借 方 金 額 貸 方 金 額

新 勘 定 資 産 244,812,565・ 71
未 整 理
支 払 勘 定

(244,812,565.71)

旧 勘 定   昭和21 年8 月11 日

借 方 金 額 貸 方 金 額

旧 勘 定 資 産

未 整 理
受 取 勘 定

1,582,587,595.36
-

(244, 812, 565. 71)
-

旧 債 務

資 本 金 勘 定

1,127,137,854.89
-

700,262,306.18
-

計 1, 827,400,161. 07
-

計 1,827,400,161.  07
‐

企業再建整備計画のことども

高 田 宗 一

敗戦後、 川重の整理部員だった私は神馬

収締役に仕え、 再建整備関係の仕事 をし た

のですが、GHQ の厳しいデレ クティブや、

次々と公布・施行された国内の法令は、 国

情にそぐわぬ点 も多く、 これに対処 する苦

心は並々でなかった。

問題が問題だけに、 川重を中心とする関

係15 社 と絶えず緊密な 連絡をとり、 また何

川も集っ てば協議を重ねて、GHQ へ の報告

資料 の蒐集と検討に全力をあげた。 少しで

も誠意 を疑われることがあっ ては と、 報告

書頸の完 備に努める一方、GHQ ・ 日銀のほ

か、 商工・大蔵両省や持株会社整理委員会

等 の意見を徴し、 再建整備計画の立案 をす

すめていっ た。

GHQ からは、すべて適正 な理論と正確な

資料の裏づけをきびし く要求し てきた。 し

かしGHQ は、わが国の持株会社や財閥に対

する一種の先 入感があったので、 国情の相

違からくる誤解 も時 にはあり、 完全な理解

を得るための折衝は実に苦しかった。

その間、 神戸と東京とを往復すること数

十回に及んだが、当時は運輸機関が戦災か

ら回復しておらぬため、 汽車は少なく、 切

符を手 に入れることが第一 の難関で、 やっ

と乗れても神戸から東京まで便所の前やデ



また当社は経理応急

措置法により、昭和21

年(1946)  9 月9 日、

右のように特別管理人

を選任し、旧勘定の管

理に当らしめた。

応急措笊法が施行されて間もなく、同年10 月19 日には企業再建整備法が公

布されるに至った。 当社は、 この法に基いて再建案を立案するに当たり、し

ばしばGHQ ・ 日銀・大蔵省その他の関係官庁および持株会社整理委員会等

の意見を徴し、 翌22 年7 月 にようやくその成案を得た。

しかしながら、 同22 年12 月、 前述した過度経済力集中排除法が発動され、

当社は同法による指定会社ともなったため、 改めて、 この法律による再編成

計画を立案しなければならなくなった。 当社の場合、 基本方針はおおむね従

来の再建整備法による再建案と変りはなかったが、 さらに広範な調査資料を

整えて、昭和24 年(1949)  4 月、 持株会社整理委員会に再編成計画書および

再編成の基準に関する説明書を提出したのである。

経理応急措置法による特別管理人

会 社 側 旧 債 権 者 側

代表取締役 鋳 谷 正 輔

同  松 村 守 一

万代順四郎( 帝国 銀行頭取)

同代理人 西園寺 実( 帝国銀行神戸支店長)

中島勘次郎( 株式会社中高組社長)

ツキに立ち通すのが常であった。

指定された日時 にGHQ に出頭するため

に、 牛馬用貨車に便乗させて貰って上京し

たことも一再 ではなかっ た。 上京すると八

州 ホテル を宿所 にした。 食糧が極度に不足

していた時 とて、電気コンロや米 を持込み、

闇市から食料品を買出し て自炊をしながら

東京事務所を足場 に、関 係当局へ日参する

日が続いた。

お正 月 3カ日も返上して、 東京の宿舎で

レ ポート作りに没頭した。 電 力が不足して

いた当時のこととて絶 えず停電 するので、

ろうそくの光 をたよりに夜通しで書類を作

りながら、 敗戦の惨めさに暗澹 たる気持に

ふとから れることもあった。

私は若かったが、 年長 の神馬取締役 がこ

の困難な仕事に耿々として取り組んでいら

れるので、辛いなどと弱音は吐けなかっ た。

当時、通 訳として須々木( 要) さんが活躍

され、 再建整備に重要な一役を担って下さ

ったこ とは忘れられない。 かくて昭和24 年

10 Jj に 「川|晦重工業企業再建整備計画」 認

可の通知を得た時は、 こ踊りし て喜んだの

であった。

(当時整理部副部長)



しかるに、同月30 日同委員会から、 当社に「集排法による指定会社を取り

消す」 むねの指令を受けた。 これによって以後の当社再建計画は企業再建整

備法 一本によって立案されることになった。世界情勢の推移につれて、GHQ

の対日政策はしだいに緩和の方向をとっていたが、上記の指定取り消しもそ

の現われの一つであったとみられる。

第2 節 再 建 整 備

1. 再 建 整 備 計 画

かくて当社は、 本格的に企業再建整備計画を立て直す段階となったが、 そ

のためには、時の推移に伴う新しい情勢にも対応して、 これを処理せねばな

らなかった。 その第1 は、 新株式未払込金の徴収であった。 公称資本金6 億

円のうち、 未払込資本金2 億円の徴収方法は、 商法によるか、 企業再建整備

法によるかの2 途があったが、当社は商法の規定により、 いわゆる事前増資

(未払込徴収) を行なうこととなった。

そこで、 第3 回払込金(1 株につき25 円) を8 月1 日までに払い込むべき

ことを株主に通知した。 会社整理を前にして、 この払込徴収を行なうことに

不安4)あったが、 証券業界の好況と株主の協力により、予想外の好成績をあ

げ得たのであった。

次に、整備計画の立案にあたっては、 かねて懸案となっていた製鉄部門を

分離して第二会社を作る案に異論はなかったが、 川崎重工業自体( 造船部門)

を解散して第二会社を設立するという案は、 慎重な検討のすえ、 これを修正

して存続することに決定した。

取 締 役 会 決 議 録

昭和24年4 月11日午後5 時、川崎重工業株式会社本社に於て取締役会を開催

し、下記事項を満場一致決議した。

決 議 事 項

当社の再編成に当っては、 之を造船・製鉄の現行11業種を骨子とする11個の

会計に分割の方針をとる事。

理由( 省略)



工場閉鎖問題では、 造船部門3 工場のうち泉州工場を、 製鉄部門6 工場の

うち伊保工場を、 それぞれ閉鎖することにした。 資産処分に関しては、 進駐

軍によって接収されていた東山学校と、 賠償物件に指定された艦船工場の諸

機械およびこれに付随する建物設備等は、 処分の対象から除外し、 当時の本

社( 現三宮分館) および川崎病院・工員寮( 久原邸跡)・徴用工宿舎等が処分

資産として一応の決定をみたのであった。

かくて、企業再建計画は、ようやく最終的にまとまり、昭和24 年10 月31 日

主務大臣から裁定を受け、 ここに具体化された。

企業再建整備計画決定通知書
神 企 第334 号

昭和24 年10 月31 日

川崎重工業株式会社

取締役 神 馬新七郎 殿

日本銀行神戸支店長

立 正 嘉 印

昭和24年8 月17日付「企業再建整備法」 第5 条第1 項の規定に依る整備計画

認可中請の件は、中請書記載の条項に基いて、本日付で主務大臣より下記の通

り決定があったから通知する。

記

認 可

条件 整備計画中、第二会社設立、資本減少及び資本増加以外の事項について

は、増資新株の払込期日において認可の効力を生ずるものとする。

(注)増資代金未払込徴収代金及び資産処分代金は、旧債務の弁済に充て

ること。

「決定整 備計画」 の うち, 主要 な点をあげ ると次の通 りであ る。

① 所 在 地  神戸 市生田区明石町38 番地

商   号 川崎重工業 株式会社

② 資 本 金 額 6 億 円

払込資本金額  4 億 円( 未払込株金2 億円にっいては別途徴収中)

③ 特別 損失の額

戦時 補償特別税 ・在外財産 その他の損失   1,691,912,105 円

積立 金・留保益 その他 の利益           33  3,997,252 円

資産 の評価換 えによる差益            2  32,956,353 円

差引( 評価換え後) 特別 損失          1,124,958,500 円



第1 編 沿 革

④ 特別損失の袙填

法第7 条による株主負担額(資本金額の90%)   540,000,000 円

〃    債権者負担額(旧債柿者額の45.04%) 584.958,500 円

⑤ 機構の改革

川崎重工業株式会社は、 資本金6 億円から5 億4,000 万円を減額し、の

ち5 億円を増額するとともに、 製鉄部門を分離し、 第二会社川崎製鐵

株式会社を設立する。

⑥ 増資に関する事項

増加資本金  5 億 円( 増資後の資本金5 億6,000万円)

増加株式数  1,  000 万株(1 株の金額50円)

⑦ 第二会社に関する事項

商   号 川崎製鐵株式会社( 本店 神戸市)

資 本 金  5 億 円 (1,000 万株、1 株の金額50円)

設 立 方 法 川崎重工業株式会社の現物出資1 億7, 500 万円と現金払

込3 億2,500 万円をもって設立する。

⑧ 増資および第二会社株式の割当方法

特別損失負担の株主( 昭和24 年11 月10 日現在)お よび旧債権者に対し、

次の通り割り当てる。

株   主 所有株式( 減資前)1 株に対し、増資株式0.4 株および第

二会社株式0.4 株の割

債 権 者 債権切捨額112,50 円に付、 増資株式1 株および第二会

社株式1 株の割

2. 整 備 計 画 の実 施

決定整備計画に基いて、 昭和24 年(1949)  11 月以後、 整備計画の実施に

移ったのであるが、 翌年3 月、 株主および旧債権者を対象に増資新株および

第二会社株式の募集を開始した。

しかし、一般経済界はなお十分の回復を見るに至らず、 株式募集は難航し

た。 応募引受け申込は、増資株式では51% 、第二会社株式では47% にとどま

ったので、 さらに当社の役員・従業員その他の縁故者を対象として再度の募

集を行ない、 残余株式の引受けと払込を終了したのであった。



かくて、 昭 和25 年(1950)  6 月20 日、整

備計画の認可 効力発生の条 件事項は すべて

完了 した。 また、 指定時 の同21 年8 月11 日

以 後の事業年 度( 第102 期) はこの 日をも

って終了し、 こ の期間の決算 を行なった。

同25 年8 月5 日、4 年 ぶりの定時 株主総 会

を開催し、 引続き第二 会社の創立総 会を開

き、 いず れも滞りなく終了 した。

次いで同月7 日、 登 記手続 を終え て、 新

たに川崎製 鐵株式会社( 資本金5 億円) が

誕生し、 当 社は造船 部門を基幹 とし て存続

し、 ここに新発足し たのであっ た。

い ま両者 の新 役員をあげ ると次の通りで

あ る。

増 頁お よび第二会社株式割当通知書

(昭和25 年)

川崎重工業株式会社役員

取 締 役 手 塚 敏 雄

山 口 泰 弘

神 馬 新 七 郎

森 本 猛 夫

山 中 三 郎

辻 井 亮 太 郎

君 島 興 一

監 査 役 児 玉 久

川崎製鐵株式会社役員

取 締 役 西 山 弥 太 郎

桑 田 賢 次

乗 添 利 光

小 田 茂 樹

森 繁 喜

谷 口 光 平

佐 分 利 輝 一

菅 茂 枝

守 屋 重 義

大 原 久 之

監 査 役 須 々 木 要

整備 計画 実行の第2 段階 として、 旧 債権・債務 の処理 と処分予 定資産 の売

却 とを進めるこ とになった。 このうち固定資産の 処分は、 昭 和26 年(1951)

12 月 までに その全 部を終え た。 また、さ きに持株会社整 理委員会に提供し た

株式 の うち、 解散す る会 社の株式は当 社に返還さ れるこ とになっ たので、 こ

れを特別管理人 によって 処理し、 その他は証券処 理調整協議 会によって それ

ぞれ処分さ れた。

これら 処分価額は、 い ずれ も処分見込額 よりは有利に処分 された。 い まこ

れを表示 する と次表 の通りであ る。



決定整備計画に よる資産処 分状況           ( 単位 円)

摘 要 処 分 見 込 額 実 際 処 分 額 差 益

固
定
資
産
の
処
分

旧 勘 定 所 属 の もの

泉 州 工 場

そ の 他

新 勘 定 所 属 の もの

包 括 処 分

個 別 処 分

17,244,420

36,.403,841

19,306,014

22,171,655

25,782,170

38,855,715

19,306,014

49,394,978

8,537,750

2,451,874

27,223,323

以 上 の 処 分 直 接 費 用

計

0

95,125,930

(-)2,748,502

130,590,375

(-)2,748,502

35,464,445

旧 勘 定 所 属 の 有 価 証 券 57,195,269 90,174,963 32,979,694

合 計 152,321,199 220,765,338 68.444,139

整備計画による切捨て後の旧債務総額7 億5,500 万円は、昭和25 年(1950)

8 月7 日、新旧勘定を合併してのち同年10 月末までに約80% を返済し、20%

は処分予定資産の実施と並行して翌年末までに完済した。

かくて、当社は昭和27 年(1952)  2 月、整備計画の実施を一応完了したが、

引続き計画面と実施面との数字的調整につとめ、同29 年11 月末には、 資産処

分による利益を含めて、 合計1 億7,472 万余円の整理益金を計上することが

できた。 昭和30 年1 月にはこのうち1 億5,859 万円余( 旧債権者の特別損失

負担額の27% に相当) を旧債権者に割りもどした。

敗戦がもたらした結果とはいえ、 株主および旧債権者に対して、 ご迷惑を

及ぼしたことは深く憾みとするところであったが、 再建整備計画の実施に際

しては、 幸いにして関係各方面の理解と支援を仰いで、 健全な経営の基礎を

固めることができたのであった。



「海洋を制するもの」 川 端 龍 子 筆

○「太平 洋」連作の第4 作。 四連一環のテ ーマ作品と

して、 当社艦船工場を画題にとり、 彩管をふるわ

れた昭和11 年の作品。

○この年はロンド ン条約が決裂し、 わが国はロンド

ン軍縮会議から脱退して建艦の自由を得た年であ

ったから、 画面に僅か3 人の工員 のみが造船作業

に取り組んでいることが、 絵を解せぬ人々には理

解できなかったらしい。

○工員3 人を画面に配置したのは、 仏画における三

尊形式 を転用して緊迫感を盛りあげようと試みた

もので、 画伯独自の手法 として世評は高かった。



横
滑
り

移
動



第8 章 戦後の復興時代

終戦直後に造られた鍋( 昭和20 年)

第1 節 社 業 の 再 開

1・ 終 戦 直 後 の社業

終戦( 昭和20.8.15) の日から翌年8 月 までに金融の応急措置や戦時補償

の打切りなどが行われるまでの1 年問、 わが国の企業は甚だしく混乱に陥っ

た。 この間、 戦後最初の総選挙が行われ、 吉田( 茂) 内閣が成立した。

GHQ, は政府に指令して、 新憲法制定 。労働立法・農地改革・財閥解体な

ど日本経済の民主化を進めた。 しかし、 追放指令範囲の拡大、 賠償工場の指

定追加、 インフレ の激化、 労働争議の続発などによって社会不安は募り、 企

業の前途はまことに暗潜たるものがあった。

戦争保険や戦時補償の打切りなどにより、当社の受けた打撃は深刻であっ

た。 また労働問題、 資金のひつ迫、 諸経費の加重、 原材料の入手難に加え

て、 財閥解体、 賠償指定等の重大問題が山積し、 経営維持の困難はますます

増大した。

この苦難のうちに戦災工場の復旧に努めるとともに、 各工場の実情に応じ

民需生産に転換操業を図ったが、 諸法規のきびしい制約があるうえに、 諸資

材の入手が困難をきわめ、操業は意のごとく運ばず、 生産の低調に苦慮する

のみでなく、 生産の縮少に伴い、 やむを得ず多数の従業員を整理せねばなら

なかったっ 焼損電車を造船台に

並べての修理工事、 残存材料を

活用しての農器具・炊事用品の

製作などを始めたのもこの時期

であった。 しかし、 これらは当

面のピンチを切り抜ける一時的

な弁法でしかおり得なかった。

当社将来の見通しや、 積極的な

再建策などを立てても、GHQ



の賠 償問 題処理条 件や対日方 針の確定後で なけ れば、 それは絵に画い た餅に

等しか った。

一方、 敗戦直後の わが国 海運界には、 二つ の命題が課 せられてい たっ その

一つは 軍隊 を含む在 外邦人約700 万人 の引揚輸 送であり、 い ま一 つは国民生

活安定 のための必需 物資の輸 送であった。 し かしながら、 稼働船腹は わずか

100 万G.T. に も足 りなかった。

GHQ では、終 戦のため工 事を中正 してい た戦標船123 隻( 約372,  OOOG.T.)

の建造続 行を、 昭 和20 年(1945)  9 月に早 くも許可し、1 日24 時間の就労 作

業 を指令し た。 その後、同22 年5 月に設立 された船舶公団は 第1 ～4 次の貨

物船新造計 画を実施に 移し、 続 行船 に対して も協調を進 めたので、 造船界 の

復興は ようやくその緒 についたのであ った。

これよりさき、 戦後 の食

扣危機 を切りぬけ る一 方策

として、GHQ は各種漁 船

(337,337 G.T.) の建 造を

許可した。 その問、 当社 の

造船部門では、 漁船・ 商船

の建造お よび 鉄構関係工 事

の分 野へ進出し、 製鉄部門

では、 主 として 復興用薄板

の製造 を始めた。 第1 次計画造船による川崎近海機船「神港丸」( 昭和23 年)

2、 造船 部 門 の生 産 再 開

戦後最初の新造船工 事は、 昭和21 年(1946)  1 月に起工した大洋漁業の鮪

延縄漁船「第一東丸」 および「第二東丸」 の2 隻であった。 その後も引続き

捕鯨船その他各種の漁船を受注したが、 大洋漁業の鯨工冷凍母船「第三天洋

丸」689G.T.を除けば、いずれも140～300G.T・程度の小型船であった。

かっては大艦巨船の建造に活躍した広大な造船台上に、 これらの小型船を

眺める従業員の心は寂しかったが、 来たるべき日の活況を期し、 よく敗戦の

いたでに堪えて作業にいそしんだ。 ともあれ、昭和23 年10 月までに、艦船工

場および泉州工場で建造したこの種漁船は23 隻(8,  04 1G. T.) を数えた、



太 平 洋 戦 争 の直 前 に

は、630 万G.T. の 商船

隊 を もち 世 界 有 数 の 海

運 国 を 誇 っ た わが 国 も、

戦 争 に よ っ て そ の 大半

を 喪 失 し、 終 戦 時 の 残

余 船 腹 は150 万G.T. と

な っ て い た。 しか も 稼

働 し 得 る 船 腹 は100 万

G.T. を出で なかった。 残 存船 舶は、 戦時 中から引続き国家 機関に よって管

理・ 運航されてい たので、 海運 業 者は自力に よって必需物資 を輸送す るため

には、 貨物船 を補充す ることが緊急 の問 題であっ た。

この問題 につい てGHQ に対す る政府 の交渉に よって、 やがて続 行船に次

い で貨物船 建造が許可 されるよ うに なった。かくて、第1 次計画造船( 昭和22.

9.-) から第4 次 計画造船( 昭 和24,2.-) までは、 船舶公団に よる共有関

係 とい う支 援があり、 さら に昭和24 年度分 からは、見 返資金の活用に よって、

わが国が必 要とす る外航船を整備す るため、 第5 次計画造船 の実 現を見 るに

至った。

船舶 の運航体制 も、 昭 和25 年(1950)  4 月から完 全自営に還元 されたの

で、 わが国 の海運・ 造船界 も、 ここに初めて往 く手に光明 を見い だすこ とが

でき た。

こ の間、 昭 和22 年(1947)  12 月 泉州工 場で川崎汽 船の貨客船「青葉丸」を、

同じく本社 工場で川崎近 海機船 の貨物 船「神港丸」 をそれぞ れ進水させ、 引

続き同25 年6 月 まで に貨物船・ 貨客船お よび油槽船 計8 隻(2  6, 547  G.T.) の

進水を見たのである。

大 洋漁 業「第三 天 洋 丸」( 昭和23年)

第5 次計 画造 船

(昭和24年)



な お 特 筆 す べ き は 、 昭 和

24 年(1949) に ノ ー ル ウ ェ

ー の フ ァ ン リ ー ・ ア ン ド ・

イ ー ガ ー(Fearnley&Eger) 社

か ら18,000 D.  W.  T  . 型 油

槽 船 "FERNMANOR ″ を 受

注 し た こ と で あ っ た 。 戦 後

最 大 の こ の 輸 出 第1 船 は 、

業 界 注 視 の う ち に 同25 年6

月 竣 工 し た 。

造船部門が生産を再開した当初は、 漁船・小型貨客船を建造する程度であ

ったので、造機・電機部門では新しい分野を開拓して経営の維持に努めた。

その後、 内外諸情勢が好転するに伴い、 造船部門は本格的に立ち直って、 貨

物船・鯨工船・油槽船等、 大 。中型船の造修が相次ぐに至った。

また、 舶用機関・ディーゼル機関の分野においてもその製作がしだいに増

加し、陸上関係では橋梁・鉄骨などの工事にそれぞれ見るべき成績をあげて

いった。

昭和23 年(1948) は、造船界にとって誠に意義深い年であった。すなわち、

この年の4 ・5 月に発表されたアメリカの対日賠償調査団によるレ ポートや、

その後の国際情勢の動向によって、 対日賠償問題は急速に緩和され始めたか

らであった。 特に当社の賠償指定設備が、 国外撤去を免れることがほぼ確実

となったことは、 何にも換えられぬ朗報であった。 また同年8 月には、 わが

国の造船所使用制限が緩和されたので、 造船界はしだいに明るくなっていっ

た。

海軍の勧奨によって、 潜水艦建造のため、 昭和17 年(1942) に開設した泉

州工場は、 終戦のため存続の意義が希薄となった。 しかし民需産業に転じて

生きるには、 立地条件があまりにも不適であったので、 昭和24 年6 月30 日、

ついに工場を閉鎖することとなった。

従業員数2, 263 名のうち、 希望退職者を整理し残余を艦船工場に転籍させ

ることとし、 組合側としばしば協議を重ね、いくだの曲折 もあったが、 組合

側の協力を得て閉鎖したのであった。

油槽船"FERNMANOR" の前部甲板(昭和25年)



冷 間 圧 延 機( 昭和24 年)

3. 製 鉄部 門 の生 産 再 開

終戦直後の経済危機を克服するために、 政府は傾斜生産方式を採用した。

石炭・鉄鋼などの重要産業に対しては、 資材原料の供給・融資などについて

優先措置を講じたので、 鉄鋼業もようやく昭和8 年(1933) ころの水準に回

復することができたのであった。

製鉄部門では製鉄所本店を設け、 この部門に所属する6 工場の人事・経理

お よび総務を統轄していた。 しかし、 終戦とともに各工場の作業を一とき停

止し、 工場の存廃について慎重に検討を加えた結果、昭和20 年(1945)  11 月

までに知多・葺合・西宮の3 工場がまず操業を再開した。 その後の情勢に応

じて、 兵庫 一久慈両工場もまた操業再開に踏み切ったが、 建設未完成の伊保

工場のみはやむを得ず閉鎖したのであった。

昭和21 年(1946)  12 月、GHQ はわが国における鋼鉄圧延工業の年間生産

許容量を2,775,000  T と定めたので、 鉄鋼業界はようやく生産目標を捉え、

工場整備を急速に進め得るに至った。

葺合工場では、 厚・薄鋼板のほか輸出用亜鉛鉄板の製造に力を注ぎ、しだ

いに生産量を高め、 昭和24 年には、輸出鉄板ではわが国第1 の生産量を示す

に至った。 その販路もオーストラリア、 フィリピン、 南阿連邦のほか、 エジ

プト、 タイその他広範囲に及び、 輸出実績は。月5,000  T に達した。 一方、 造

船業の復興とともに厚板の国内需要も増加したので、 さらに活況を呈するに

至った。

兵庫工場は、本来、鋳鋼。鍛鋼・鋳物等を製造していたが、昭和24 年(1949)

6 月から大型鋳鍛鋼晶の仕上加工を始めた。

西宮工場 は、昭 和20 年

(1945)  11 月、 民需生 産

工 場として操業 を再開 し

たが、 被爆に よる損害 が

甚だし く、 その 回復は容

易で なかった。 し かし同

24 年11 月に は、新たに冷

間圧延 工場 を設 けて、4

段 冷間圧延 機3 基、6 段



冷間圧延 機1 基を設 置し、 また ポット式 焼 鈍炉6 基 も完 成して、 摩帯鋼の生

産を始 めたのであ った。

知多 工場 は未完 成のま ま終 戦を迎え たが、 戦後い ち早く鋼塊 の生産を始め

た。さら にロ ール、 鋳型両工場 を新設し、昭 和24 年11 月には 鋳造工場 も完成

し たので、 圧延 用ロ ールお よび鋳型の生産 をも始 めた。

久慈 工場は、昭 和20 年12 月 末に一時 操業を 停止し て情勢 を静観してい た

が、 その後製 鉄事業 が順 調に回復し てき たので、同24 年7 月 から本来の生産

品であ るルッベ( 粒鉄) の製 造を再開し た。

かくて、製鉄部門は昭 和24 年以後大 いに伸 張し、その生産 実績は昭 和23 年

度の25 億1,200 万円 から、翌24 年 度には一 躍77 億4,300 万円 へと急カ ーブで

上昇し た。

マ元帥2.1 ゼネストに指示

(昭和22 年)

4. 事 業 の 機 能

終戦時の本社事務所は神戸市の中央部( 神戸区明石町38 番地) にあって、

本社関係および造船・製鉄両部門の人事・経理・総務・労務並びに企業再建

整備計画などの業務を行い、 鋳谷社長初め役員はここで執務した。

その後に公布された諸法令に基いて、 鋳谷社長以下殆どの役員は、 系列並

びに関係諸会社役員の兼任を解き、 次いで公職追放指令あるいは企業再建整

備に関連して相次いで辞任した。 昭和21 年(1946)  12 月には、従来の代表取

締役制を廃し、 西山弥太郎・手塚敏雄・神馬新七郎・児玉久・小田茂樹の5

名の取 締役に よっ て合議運営 となった。

民主 化の先がけ として、 労 働組合が全国 あら

ゆる企業 体に生 れ、 折柄 のインフレの ため生活

は安定 を欠 き、 労働争議が続 発した。 当 社で も

工場単 位の組合 が次々に結成 され、 労 働条 件を

めぐ って、交渉は ひんぱ んに持たれた。 しかし、

この傾向が複雑 激化して きたので、 本社 で統括

的に対 処するこ とを避 け、 各生産 部門 におい て

直接 これに当 ること とな った。

戦後 は金融事情 も混乱し てい たので、 事業の

再開 に当 って、 資 金の調達 が他のいか なる問題



に も劣ら ない難問 題であった。 極端 なまでの物資 の不足に反し、 通貨は甚 だ

しく 膨張し、 急 激なインフレ を起こして、 経 済秩序は混乱に陥 った。 統制 の

法網 をくぐって闇 物資が横 行し、街に闇 金融が栄え たの 屯このころ であった。

政府は インフレ 防止 のため、昭和21.年2 月、 金融緊急措 置令お よび 日本銀

行券預入令を公布、旧「9を新円に切り換え、 預

金を封鎖した。 ついで翌年1.月、 復興金融金庫

が設立され、 根幹産業に設備・生産資金の融資

を始めた。

その後、 対日政策の一環として、GHQ. によ

る経済安定の諸原則が相次いで適用された。 政

府はドッジ政策を遂行するため、 極力内需をお

さえて輸出の振興を図り、昭和24 年4 月からの

ちは復金融資を停止し、 単一為替レ ートの実施
ドッジ声明( 昭和24 年)

鋳 谷 前 社 長 の こ.と

川 辺 昌 徳

和議整迎を行なった昭和8 年の4 月、 鋳

谷 さんが専務取締役に就任された時、 私は

人事課長兼秘書であった。 そのころ会社は

経済的に非常に苦しい時であったから、 川

峅 の伝統を守り、 これを更生発展させるた

めに、 新し く迎えた平生社長 と谿谷専務 と

に寄せる従業
員一 同

の、期待 は実に大きいも

のがあった。

谿谷 さんは小柄ながらも悠揚迫らぬ態度

で、 仝身これ闘志 といった風があ り、 太っ

肚な気性であっ た。 平生社長 と意気がよく

合い、協力し て川崎の更生に専念されたが、

時勢 の好転もあり、 社運は次第に発展して

いった。

鋳谷さんはいわゆる高等 教育は受けてい

られなかったが、 文章に長じ、 、語学 も堪能

であったのは、 負けずぎらいな気性で、 何

事についてもゴツゴツ人知 れず勉学を積ま

れたからのようであ る。

ど自分が一を聞いて十を知る頭の持主で

あっ た上、 いつも多忙であったから、 部下

に命示される用務 もほんの寸言であった。

その手短かな言葉の中から、 その意のすべ

てを酌んで事をテキパキと適確に処理する

のはなかなか骨が折れた。

昭和10 年の12 月には、 平生 さんの後を継

いで社長 となり、 重工業界は もちろん、 そ

の他の分野で も広く活動された。 川 崎 の更

生に示された努力は非凡であっ た。 隆 盛に

赴いた川崎 と、 その傘下の大きい勢力を統

率して国家の要請に応えた功績は偉大な も

のがあった。 迫放令に該当し て川崎 を去ら

れたが、川崎 中興の恩人と言えると思う。

(もと取締役)



とともに超均 衡予算を強 行し た。

重 要産業 に対す る設 備資金 の供給源 とみら れていた見返資 金からの融資が、

なお休 止状 態にあっ たので、 日銀は ①社 債の優遇 ② マーケット・ オペレ ー

ション ③融資斡旋の強化 などを行なっ た。 政府資 金の引上げ、補給金の削減、

民 間貿易の開始 などに より金融 が窮迫したが、 日銀を背 景とす る全国銀行の

貸出しに よって、 一 時的にこれ を切り抜け ることがで きたが、 政 府が健全政

策を堅持し たため、 昭 和25 年(1950)  6 月に朝鮮動 乱が突発 するまで、 景気

は沈 滞を続けてい た。

こ の変 転きわま りない 情勢下にあ って、 戦災を被っ た生産設 備の復旧・ 改

善 と経 営のためには、 相当多 額の資 金を必要 とし た。 も ともと、 当 社は重要

産業部門 に属し、 融資 順位におい て上 位にあり、 かつま た、 製鉄部門 の好調

によって融資の途は開 かれたが、 インフレ の昂進に伴 う賃金 その他諸経 費の

膨張のため、 こ れに要する金繰りの苦心 は並 々なら ぬものがあ った。

独立した川崎製鐵のネオンサイン( 昭和27年)

第2 節 再    建

1 新 発 足

(1) 発足時の態勢

昭和24 年(1949)  10 月31 日に

認可された再建整備計画によって、

翌年8 月7 日、当社は造船・造機・

電機の3部門を存続し、5 億6,000

万円の資本金をもって新発足し、

同日製鉄部門を分離して川崎製鐵株式会社を設立した。

明治11 年(1878) 、 川崎正藏翁が東京築地で造船業を興してからこの時ま

で実に70 年、その間、 海運・車両・製鉄・航空機等の新分野に進出し、 多く

の苦難を乗り越えてきた当社は、 ここに本来の造船業の姿にもどり、 船舶の

造修を始めるとともに、 舶用機械・産業用機械・電気機器・鉄構等の諸分野

においても新しい活動態勢を整えたのである。

5 代社長には取締役手塚敏雄が就任し、 その他の役員も一新された。 これ



と同11寺に、 本社を神戸市生田区東川崎町2 丁目14 番地に移し、旧本社建物を

「三宮分館」 と改称した8 また、 東京事務所の機構を整備して「東京支店」に

昇格させ、東京方面における今後の諸活動に備えた。

(2) 従業員 へ奮起要望

製鉄部門を分離したため、 従業員は約8,000 名に減じたが、 艦艇および船

舶の受注が皆無に等しいため、当社の経営は決して容易なわざではなかった。

新発足に際して、 従業員に与えた手塚社長のことばは、 当社の立ち向かう茨

の道を示し、 従業員の新たなる奮起を強く要望したものであった。 その要旨

は次の通りである。

新発足に際し従業員に望む

この重要な時期に当って、 不肖私が、

新発足の川崎重工業株式会社の社長に選

ばれたことは、 非常な光栄であり、 その

任務の重大なることを痛感し、 よくその

重責に堪えうるや否やを私かに恐れる も

のである。

私は入社以来今日まで30 余年間、 当社

に生涯をささげる覚悟をもって終始して

きたものであり、 今ここに大きな転機に

立つ当社の社長として、 さらに一層の覚

悟を新たにする ものである。

幸いにして、 大方諸賢 の協力を得て、

深く思いを練り、 適切妥当な経営方針を

確立してこれを強力に推進し、 社運の繁

栄に努めたいと切 に念願している。 こ の

機会に新発足した当社の態勢につき概略

を説明し、 認識を深めていただくと同時

に、 今後の業務執行に関する私の所見を

も述べて、 諸君の奮起を促したい。(新発足

態勢の説明は省略)

新発足によって、 今後当社の経営は、

造船業を中核として一元化されることに

なり、 総合工業 として、 複雑特異な性格

を持つ造船業 の、 有効かつ自由な運営に

専念し得る態勢を整えたのである。

しかしながら、 その反面、 経営の危険

性 もまたここに集中されたのである。 当

社今後の業績の成否は、 全くわれわれの

双肩にかかっている。 われわれの責任は

倍加されたのであり、この点私は諸君の

徹底した自覚を促してやまない。

当社再建整備計画をあくまで生かし、

見事な成果をあげるか否かは、 これから

の問題である。われわれの時代において、

光輝ある川崎70余年の歴史を汚すことな

く、 さらに先輩の偉業を推進すべく、万

全の努力を尽されんことを特に切望する。

今や経済界には、激烈な自由競争の嵐

が吹きすさんでいる。 ことに、造船業界

においては、近く第6 次計画造船を控え

て血みどろの競争が演ぜられている。 当

社はこれに対処して、競争に勝ち抜くた

めに、各種の合理化対策を講じてはいる

が、実行面において、なお十分に所期の

成果をあげ得ていない。 即刻、 強力に合

理化を実施して、 他社より一歩でも半歩

でも先んじなければ、悔いを千載に残す

ことは、火を見るよりも明らかである。

私は、当社新発足のこの日を期して、

何よりもまず合理化に適進することを、

諸君とともにここで誓いたい。 最後に、

従業員諸君は常に健康に留意し、 社規・

社則を忠実に守って、業務に精励すると

ともに、高い教養と豊かな情操とを養う

よう、 日常心掛けていただきたい。



造 船 ブ ー ム( 昭和31 年)

2、 特 需 に よ る 好 況

(1) 朝 鮮 動 乱

戦後の悪性 インフレ から脱し、 日本経済 の根本 的な再建を図 るために、 昭

和24 年(1949)  4 月 から ″ド ッジライン″の経済 安定計画が実施 された。 こ

のため輸出 は漸減 のきざしを示し、 イ ギリ スその他 の為替レ ート切 下げによ

って、 この傾向はい よい よ激化し、 企業 は深刻な不 況に追いこ まれた。 しか

し翌年6 月、 朝鮮動乱 の突 発を転機 とし て、特需の増加、輸出 の伸長 とな り、

業界は急激 に活況を呈し、 国際 収支は好 転し た。

政府は船腹 不足 の対策 とし て、 計画造船 の早期着手、A 型・TL 型 標準船

の改装な ど次 々と実施し たので、 造船界は さらに繁忙 の度を加えた。 し かし

ながら、 その後、 動 乱不 拡大 の見通しが強 まるにつれ て、 よ うやく反動 傾向

が 現われ始め、 物価の軟調、 輸出価格 の反 落が 相次ぎ、 昭 和26 年(1951)

7 月、 休戦 会談の開始 とともに特需輸出は 頭 うち となり、 物価はい よい よ軟

化し た。

か かる経済界の動 きの中にあっ て、 ひ とり造 船界だけが緊 急船腹拡充政 策

の実施 により、操業度は 上昇し活 況に向かっ た。 加えて昭和26 年10 月 ごろか

ら翌春 にかけ て、 海外 から油槽船 の引 合いが殺 到し、 ここ に ″タンカ ー・ ブ

ーム" を招来し た。



(2) 社 業 の 動 向

新 発 足 後 は 、 操 業 度 の 充 足 と 安 定 収 益 の 確 保 と を 目 ざ し て 、 造 船 ・ 造 機 。

電 機 各 部 門 の 自 立 態 勢 を 確 立 し 、 新 し い 分 野 に 進 出 せ ん と し た。 こ の た め 経

営 の 合 理 化 、 技 術 水 準 の 向 上 、 設 備 の 近 代 化 な ど を 推 進 す る と と も に 、 管 理

態 勢 の 整 備 に 努 め た 。 こ れ ら の 努 力 は 、 朝 鮮 動 乱 が も た ら し た 戦 後 最 大 の 活

況 に 支 え ら れ て し だ い に 実 を 結 び 、 業 績 は 期 を 迫 っ て 順 調 に 伸 び て い っ た。

1) 新 造 船 部 門

戦 後 、 長 い 苦 難 の 道 を 歩 み な が ら 努 力 し て き た 溶 接 技 術 の 高 度 化 や 、 ブ ロ

ッ ク 建 造 工 法 な ど の 研 究 も 実 を 結 び 、 第5 次 計 画 造 船 以 後 、 船 型 が し だ い に

大 型 化 す る に つ れ て 、 こ れ ら 研 究 の 成 果 は 発 揮 さ れ 、 当 社 造 船 技 術 の 声 価 は

内 外 に 高 ま っ た。

国 内 船 で は 、 昭 和25 年(1950)  8 月 に 、 当 社 が 建 造 し た 大 同 海 運 の 貨 物 船

「 高 昌 丸 」(4,698 G.T.) に つ い て "New York Herald Tribmle ″ 紙 は 、 次 の よ

う に わ が 国 造 船 技 術 を 報 道 し た の で あ っ た 。

「高昌丸」 は日本で戦後建造された船舶のうち、 アメリカン・ビューロ

ー (American Bureau of Shipping)の船級資格を取得した最初の船舶である。

これによって日本の造船所が、 戦後しだいに復興しつゝあることが知れら

る。



また外国 船では、昭和25 年6 月 に建造し た ノール ウェーのファ ンリー・ア

ンド・ イーガ ー社の油 槽船 ″FERNMANOR ″(13,233G.T,) については、 同

船のト ラルフ・ア ンダー ソン船 長から 「外国建造 の船 舶に比して技術的 に遜

色を見 ない」 と賞 賛 され、「本船がパ ーレ ン港に寄港し た際、 多くの海運関係

者が同船 を訪れ、 川 崎の卓越し た造船技術 に驚異の眼を瞠 った」 と就航後 の

感想を寄 せた。

この ように、 敗戦 がもたらし た苦難に全 従業 員はI耐えて立 ち直り、 よく努

めたが、 国 内計画 造船は限られ た建造量であ ったので、 外国 船受 注へ と向か

わ ざるを得な くなったが、 きびし い外国市 場にお いて、 常 に求められる もの

は高い造 船技術 と適正船 価とであ った。

この ため、 山中( 三 郎) 東京事務 所長を昭 和24 年(1949) にア メリカ、 ス

エーデ ン、 ノ ール ウェ ー、 プラ ンス等に派 遣し、 ブ ラジル政 府油槽船の国際

入杜に参加 させ たほか各国 の業 界を視 察せし めた。 つい で同26 年に は二 瓶

(豊) 技術研究 室長をア メリカに派遣して、 造船業 の経営実 態お よび船舶 造

修 に関する技術 研究 を行 わせ るなど、 努 めて海外造船 界の動 向と技術 とに接

触を保った。

か くて昭和25 年8 月 から同27 年10 月 までの建 造船は、 貨物船8 隻、油槽船

2 隻、 鯨工船1 隻、 設標船( 海上保安庁)1 隻、 合計12 隻(81,184 G.T.) に

及んだ。

2) 修繕船 部門

新造船工 事の繁忙 に伴い、修繕 船部門におい て も、この間、大洋漁業 の「日

新丸」 の改 装お よび修繕 のほか、 多 量の内外修 繕船工 事を受 注し た。

すでに昭 和24 年(1949)  4 月 には 第2 浮ド ック( 入渠許容能 力1.200K.T.)

が完 成し、 主 とし て進駐軍艦 船の修 理に稼 働し てい たが、 内 外船の大型化 す

る傾向 にかんが み、 同27 年10 月、 さらに第3 浮ド ックの建造に着手し た。

3) 造機・電 機部門 その他

戦時 の長い技術的空白 を埋 めて、 早急 に技 術水準の向」二を図る ために、 技

術研究 には特に意を用い た。 この ため、 昭 和23 年(1948)  9 月、 技 術研究 室

を設けて技 術管 理態勢の 確立に努 めてきた。 新 発足後は、 造 船部門の 伸展に

並行し て、 機械 ・電 機 各部門 の自立 と新分野 への進出の ため、 技術水 準の向

上はさらに急務 となって きた。

昭和26 年(1951)  2 月、 スイスの エッシャ・ ウイス 社と水力 タ ービ ンに関



する特許実 施権契約を、さら に同 年4 月 には、スエ ーデ ンのイモ社 とイ モ・ポン

プお よび イモ・ モーターに関し更 改契約を締結し、 新技術の導 入へと進んで

い った。 この年、 技師 数名を スイス、 スエ ーデ ン、 ドイツ その他欧 米諸国へ

派遣し、 技術習 得に当 らせ るとと もに、 技 術を調査研究 させたのであった。

こ れらの努力 はし だいに実 り、 函館ド ック・日本鋼管・大 洋漁業・ 日立 造

船・ 佐野安船 渠の各社か らディ ーゼルお よび タービ ン主 機械の製作 を多 量に

受 注し たほか、 セメント ・プ ラント も磐 城 セメント・ 野沢石 綿・小 野田 セ メ

ント等 の各社から受注 するに至った。 またエ ッシ ャ・ ウイ ス社との技術提携

の成果 として は、 烏取県 営幡郷 発電 所から 水車発電機 を、 日本カ ーリ ットか

ら水車設 備を受 注す るなど、 新しい 分野は 着々 と開拓さ れてい った。

鉄構工 事の分野 におい て も、 戦後最長・ 最大 の橋梁 とし て注目を浴 びた徳

島県中央橋や北海道庁の中石

狩砂川橋などの橋梁工事を受

注した。また、鉄骨工事では、

産経会館ビル富士製鉄の製鋼

工場あるいは東北電力の生保

内発電所ダム・ゲートなど多

数の建設工事を受注し、 その

技術は高く評価された。

産 経 会 館 ビ ル( 昭和28年)

徳 島 県 中 央 橋( 昭和28年)

4) 賠償指定の解除

さきに当社艦船工場は「賠償指定工場」 として指定を受け、 当局の監督下

に機械・設備の保全および管理を命ぜられた。 移動・集約・補充にはそのた



びに認可を要し、 生産活動は著しく減殺

され、 そのため操業上の不利は少ながら

ぬものがあったっ

その後、 国際情勢の変化に伴って、 対

日政策はしだいに緩和された。昭和24 年

(1949)  5 月、 極東委員会アメリカ代表

は、「今後日本から現在以上には賠償を取

り立てない」 との発表をもたらし、 これ

による全従業員の喜びは一入であった。

さらに同27 年4 月、講和条約の発効に先立ち、 賠償の指定が解かれるに及ん

で、 久しく頭上をおおっていた重苦しい暗雲は消え去った感があった。

諧和条約調印( 昭和26 年)

3・ 業 界 の 不 況

(1) 朝鮮動乱の休戦

昭和28 年(1953)  7 月、 朝鮮動乱の休戦協定を境として世界景気は沈滞期

に入り、海外物価の下落と輸出競争の激化とは、わが国の輸出不振を招いた。

政府はこのために投融資の削減を中心とする「1 兆円緊縮予算」によって、

デフレ政策を行い、業界に大きい衝激を与えた。 これは、翌29 年から操業の

パ ト リ シ ア 会 館

永 峰 千 之

昭和27 年10 月、 油槽船" PATRICIA " の進

水に際してOriental Navigation 社の副社長 グ

ーゼン氏夫人から、 従業員の労を多 として

5,000 ド ルを寄贈された。 翌 月に進水した

"ALLIANCE  " の船主からも、4,000 ド ルを

供与され、 さらに、翌28 年6 月に進水し た

" NELLY" の船主からも5,000 ドルの寄贈

があった。

これが処分について労組と協議したが、

たまたま、 当時 労組では期末手当のことで

会社と交渉中であったため、 従業員に現金

で分配する案 も出 たが、 さらに数回協議を

重 ねた結果、 寄 贈者の意志を尊重して記念

ホールを建設することに意見が一致し、 会

社が約1, 000 万円を支出することになった

のは、 年 の瀬も押しつまった同27 年12 月21

日 のことであった。

翌年の早春、 組合側および会社側とがら

なる建設委員会が結成され、 私 もこれに加

わり、 い くたびか協議を重ねて具体案 がま



短 縮、 在 庫品 の停帯、物 価の低落、 企業の萎 縮。 失業 群の増加と連鎖反 応を

示し、 経済界 は深刻 な不況に陷 った。

こ とに昭 和27 年春 ごろ から、世界 的な荷動 き不振のた め運 賃が下向き、 海

運業 は甚だし く経営 が困難 となるに至 った。 この ため、 政府は翌年7 月から

利子 補給・ 損失補 償など一連 の海運補助政策 をとったが、 依然 とし て海運界

は低迷 を続け るのみであ った。

こ れに反し、 大手造船業 者は昭 和26 ・27 両年 に相当多数の輸出大型 油槽船

を受 注し たので、 操業面 では翌28 年半ば ごろまでは さし たる影響 もなかっ

た。 しかし その後、 タンカー市況 の低調 と世 界的な運賃の低落 事情 のため、

造 船界4) 不 振に陷っ た。

加えて、昭 和28 年度予 算の審議遅 延が、 第9 次後期計画造船 の決定遅 延へ

とひびき、つい で第10 次 計画造船 も、 同29 年(1954) の初めに疑獄 事件が起

こったため、 これまた決定 がお くれ た。 さらに、 建造量は大幅に削減 された

ので造船業 界に とっては ″弱 り目に祟り目 ″の観があ った。

これらの悪条 件が重なっ て、 造船界は 急激に低調 となり、 各社 ともい かに

し て操業を維 持するか に苦しんだ。 海運・造船両業 界では、 整理統合 と再 編

成 とが真 剣に論議 されたの もこの時期であ った。

この ように、 造船界の 前途はき わめて憂 慮すべき状態 に追い 込まれてい っ

たが、昭 和29 年9 月 ごろ から世界 経済はしだい に好 転し た。 また国内 海運市

とまった。 昭和28 年6 月23 日工事に着手、

同年10 月14 日に落成し て調度品を整 え、11

月1 日から人事部( 厚生課) 管理のもとに

開館した。

これに先 だち館名を従業員から広く募り、

応募者166 名の案 名のうちから、 委員 会が

審査して 「パト ジシア会館」 と決定し た。

鉄筋コンクリ ート2 階建のこの会館は、敷

地300 坪、 建坪108 坪で、 階上には350 名

を収容し、 映写設備をもつステージとピ ア

ノなどを備えた大ホールがあり、 階下は中

・小( 和・洋) の集会室7 室その他がある。

この会館は本社と至近距離にあ るので、

就業時間内は会社の諸行事に使い、 定時終

業後は一般従業員 に開放され、 お茶・手芸

・囲碁・謡曲・俳句・尺八などの集いや、

写真・登山・演劇の研究のほか、 親睦の集

会に広く利 川されるようになった。

(当時総務部長)



況 も 持 ち 直 す よ うに な っ て き た の で、 輸 出 船 市 場 は ふ た た び 活 気 を 取 り 戻 し、

よ うや く ″愁 眉 を開 く″ に 至 った。

(2) 社 業 の 動 向

昭 和28 年(1953) 末 か ら 翌 年 に は 客 観 情 勢 の悪 化 に よ っ て、 多 く の 企業 は

窮 況 に さ ら さ れ て きた。 当 社 も ま た そ の 例 外 で な く、 操 業 維 持 の た め の 苦 心

は 並 々 な ら ぬ も の が あ っ た。 そ の 問、 各 生 産 部 門 と も真 剣 な 努 力 をか た む け、

適・切な 対 策 を講 じ て、 こ の 不 況 期 を 切 り抜 け る とと もに、 将 來 に 備 えて 体 制

の 整 備 確 立 に 努 め た の で あ っ た。

1) 新 造 船 部 門

昭 和26 年(1951) 末 か ら 翌 年 に か け て、 相当 数 の 国 内 船 お よ び 外 国船 を 受

注 し た の で、 同27 年 末 に は 約100 億 円 の手 持工 事 量 を擁 し、同28 年 は、 こ の

消 化 の た め に 不 況 の 影 響 を 殆 ど受 け な か っ た。 し か し、 こ の 年 に受 注 し た 新

造 船 は、 第9 次 計 画 造 船 の貨 物 船2 隻 と油 槽 船1 隻 と に す ぎず、 同29 年(1954)

度 の 著 しい 操 業 不 足 が予 想 さ れ た。 当 社 の よ う に、 全 生 産 高 の う ち 新 造 船 工

事 の比 率 が60 ～70% の 高 率 を 占 め る 場 合 は、 來 た る べ き 年 の 工 事量 に つ い て

の 見 通 し と 対 策 とは、 き わ め て 重 大 な問 題 で あ っ た。

昭 和28 年(19  5 3) 5 月、 手 塚 社 長 は 森 本 常 務 取 締 役 を伴 って 渡 米 し、 コ ン

パ ニ ア ・ デ ・ ナビ ゲ ー シ ョ ン ・プ ロ デ ュ ース 社(Companiade Navegacion Proteus

S.A.) ほ か2 社 の 共 同 発 注 に よ る 油 槽 船 ″ALTXIANCE "  (12,897 G.T.) の 引

渡 し 要 務 を果 た す と と も に、 各 船 主 と 隔 意 な い 懇 談 の 機 会 を も ち 商 機 醸 成 に

努 め た。 そ の 後 引 続 き 内 外 船 主 と受 注 折 衝 に 努 め、 同 年12 月、 パ ナ マ の ユ ナ

イ テ ッ ド ・ シ ッ パ 社(United Shivers Lt(:L,S.A.) か ら 油 槽 船 ″CHRYSANTHY L ″

(24,426  G.T.) を 受 注 し た。 こ の 油 槽船 は、戦 前 ・ 戦 後 を 通 じ て わ が 国 最 大

の ものであ り、 また

延べ払い契約 による

わが国 最初の船舶 で

あ ったこ とは特筆 に'

値し よう。

油 槽 艦"CHRYSANTHY L "( 昭和29 年)



昭 和28 年12 月 には、大洋漁業 から冷凍 運搬船[ 第二播州丸」(1,246G.T.) を、

さら に翌年6 月 には、 神港商 船から貨物 船 「神光丸」(1,4  07 G.T.) をそれぞ

れ受 注した。 また、 同時 にアイドル打 開のため建造 に蒻手 した社船「昌福丸」

は、同 年11 月 に竣工し、川 崎汽船がチ ャータ ーして就航し た。

か くて、昭 和27 年(1952)  11 月から同29 年8 月 までに、新造船6 隻(81,860

D.W.  T. ) お よび スト ッ ク・ ボート1 隻(2.406D.  W.T.) を受注し、 この間

に竣工・引 渡しを終え た国 内船は、 貨物船4 隻、 油槽船2 隻、 冷凍運搬船1

隻、 外国船 は油槽船4 隻 で、 合計11 隻(119,219G.T.) に のばった。

第3 浮ドック完成( 昭和28 年)

2) 修繕船部門

昭 和27 年10 月 に着工し た第3 浮ド

ックは、翌 年6 月 末に竣工し た。 " 東

洋一" と言 われ るこ の浮ドッ クの竣

工に より、修繕 能力は著し く増加し、

23,OOOD.W.T. 級船 の入渠が可能 と

な った。 従来他造船 所に入渠 を依頼

し、 これが ために支払 う入渠料は 年

間約1 億円に のぼ ってい たが、 第3

浮ド ックの竣工 によってこ れは 解消

し、 修繕船 工事量は従來 に倍 加し たのであ った。

3) 造機・電 機部門 その他

機 械・電 機な どの各部門 におけ る不況 の影響は小 さくなかったが、 市場開

拓 のための努力は孜 々として 続けられ た。 また、 昭 和27 年(1952) 月 か

ら同29 年8 月 まで に、 矢野( 正巳) 取締役ほか11 名の技 術者がそれぞ れ欧州

諸国 に赴き、 技術の研究 ・調 査、 工場視察 を行い、 ド イツのマ ン社で 最新式

ディ ーゼル機 関の技術習得、スイ スのエリコ ン社との特許実 施権取得の交渉、

同 社の水力発電所 用交流発電機お よび変圧 器に関 する技術習得な どそれぞれ

新 技術を導 入し た。

また、 外国船主 と技術上の懇 談を行な うほか、 セメント・プ ラント、 車両

用電 気機器 その他 の需要市 場調査の ため、 南米の ウルガイ、 アル ゼンチン、

チ リー、ブラジル等 にも赴い た。昭 和29 年9 月 には、カ ナダ のカナディ アン・

ニッケル・プ ロダクト社から マグ ネシウ ム含有 鋳鉄の製造に関 する特許実施

権 を取得し た。



かく て、 新技術 の導 入に不断 の努力を

続け る一 方、生産態勢 の確立に も配意し、

昭和29 年3. 月には兵 庫電 機工場 を建設

し、 同時 に岡田 浦電機工場 をこ こに移転

し た。 これに より、 車両電気 機器の製作

につい ては、 隣接す る川 崎車 輛 との連 携

もさら に緊密 の度を加え た。

ノジュラー鋳鉄処理状況( 昭和30 年)

4, 合 理 化 の推 進

(1) 資本の増加と資産再評価の実施

従來、 運転・設 備のため の資 金は、 借 入金・社 債等 の外部資本に依存す る

ところが多かっ たが、 生産 規模 が増大す るに伴い、 これら の資 金をいよい よ

必 要 とするに至 った。 しかし長 期安定資金 を確 保するため と、 資 本構成を是

正する建前 から、昭和27 年(1952)  11 月、倍額増資 を行い、11 億2,000 万円

としたが、さら に翌年6 月には その倍額 に増資し、 資本額 は22 億4,000 万円

となった。

ネ 才 ン サ イ ン

乙 守 典 男

神戸市民に親しまれている "KAWASAKI

DOCKYARD" のネオンは、 六甲山や明石

から、 また遥か淡路沖からも遠望すること

ができるし、 航海標識とし て航海の安全に

も大きく一役賀っている。

昭和25 年、 当社が新発足のとき、「川重」

の名をより広く認識してもらうために、 ネ

オンサインをガントリー・クレーンにつけ

ようと言う声が、 社内 の中堅 屑の間に起こ

った。 何しろ堅い商売の当社が、 それ も歴

史のあるガントリー・クレ ーンの上に赤い

ネオンをつけるのであるから強い反対論 も

あったが、 社長の賛同で実施 ときまった。

″kAWASAkI DOCKYARD " と片側に16

文字、両面で32 字を取りつけることになっ

たが、 何しろ50m の高さのガントリー・ク

レーンの上へ、1 字だけで畳20 枚近い大き

さのものを釣 り上げ るので、 予想外のむづ

かしい仕事であった。 それよりも作らせた

所から当社までの運搬が大変で、「そんなに

大きな ものを昼ひ中運んではいけない」 と

の警察 の注意で、 真夜中に牛の歩みさなが

らに運んだのであった。やっと工事を終 り、

テストも上々の首足で、 関係者一同喜びあ



一方、 昭 和25 年(1950)  8 月

8 日には、 賠 償指定を除く固定

資産の第1 次再評 価を行い、 次

い で賠償指定 を解かれた資産に

つい て、同27 年4 月 に再評 価を

行なった。 この二回に わたる再

評 価によって生じ た簿価 との差

額4 億6, 325 万余円 は、 再評価

積立金 として計 上し た。 その後、

同29 年(1954) 、 旧岡田浦電機工場の不動産を売却処分するに当り、同年6

月再評価を行なったのであった。

増 資 説 明 書( 昭和28・27 年)

(2) 諸施策の 促進

さきに予算 制をし き、以 來コ スト・ダウンに努 めてきたが、昭和25 年(1950)

10 月 には、予算 統制実 施要領 を制定した。 これに よっ て販売・生産・財 務等

経営活動 の全般にわたって、 総 合調整を進 めていっ た。 翌年2 月 には、 一般

管理販 売費お よび間接 費予算統制手続 規定を、 続いて6 月には工 事費予 算統

制 規程を、 それぞれ制定し て実施に移し た。

つたのが8 月15 日で、9 月1 日から本式に

点灯したのである。

同夜私は本山から須磨の間を往復して眺

めたところ、 ハッキリと見えるので安心し

たが、 翌2 日夜半から京阪神を襲ったジェ

ーン台 風のため、 あれほ どさん然と輝いて

いたネンは無残に も壊 われてしまった。 相

当の費用を婪したことだし、 この計画のは

じ めに反対し た人 々からは「それ。見なさい」

とお叱りを受ける有様で、私 たちは責任上、

身の縮む思いであっ た。「大修理のうえ是非

いま一度点灯したい ……」 とのわれわれの

懇請を手塚社長は煦々と聞いていられたが、

気持よく許して下さった。

当社のような大きい ネオンが海のすぐ傍

で、 それも途方 もなく高いところに取りつ

けてあ るような例は殆 どない。 無 風のとき

でも、 てっぺんが揺れてい るカントリー・

クレーンの上につけ るネオンは、24 時間、

風当 りのきつい汐風にさらされているため、

自然損傷も大きいので、 これに対する心く

ばりも一通 りではなかった。

常務の森本さんが、 重いネ オンを取りつ

けることで、 クレーンそのものの強度が弱



以上のように、 ひたすら経営基盤の強化を図ってきたが、 さらに経営管理

組織を確立するため、 生産統合室を設けたのは、昭和27 年2 月のことであっ

た。 これは、 経営方針の決定に必要な資料と情報を把握するもので、 従来の

調査部機能を拡大したものであった。

生産統合室は、 企画部と管理部とから成り、 経営全般にわたる総合計画の

立案、 予算統制などに当るほか、 経済の調査、 諸規程の立案を行なうなど、

その所掌はきわめて広範囲にわたった。 また、 昭和28 年(1953)6 月には経

営の基本方針を決定する取締役会とは別に、 社長の業務を補佐するため新た

に常務会を設けた。

さらにコスト・ダウン計画を進めて、 作業工程・設計管理面の標準化、 使

用材料の規格化・標準化、 仕損工事および補償工 事の防止対策、 協力工場の

育成合理化など、 諸般の施策を推進した。

不況がしだいに深まりつつあった昭和29 年2 月、将来の発展を期して、 営

業・技術・管理の3 部門について態勢の整備拡充を図った。 すなわち、 従来

の営業2 部門を「新造船」・「修繕船」・「産業機械・鉄構」 並びに「電気機器」

と、 それぞれ分掌する業務に応じて4 部に分かち、 受注態勢の強化を図った

のであった。 営業企画委員会が設置され、受注方針および受注目標の立案と

審議検討を行なうことにしたのもこの時期であった。

くなりはせぬかと頻りに心配され るので、

常務のカントリー・クレ ーンに対する愛着

が並々ならぬものであることを知ったのも

その時であった。 そこで文字盤に全部穴を

あけて縛りつけた。 ネ オン管 も1 尺 づつに

切っ て特別上等なものを使い、 強 風でも飛

ばぬように気を配った。

電力事情の理由で、 ネオン取りはずし の

ゴシップが巷に流れ たときに、 修学旅行で

見たことのある他府県 の少年・少女から、

「消さないで欲しい」 との手紙が多く来た

し、 外国の船員からも 「長い航海ののち、

神戸へ船が入る時に、 われわれマド ロスの

日に飛び込んでくるものは川崎のネオンで

ある。 航空 ・ 航海の標識灯として Japanese

Governmentに認 めて もらうとよい……。ぜひ

消さないで欲しい」 とはるば る海外 から手

紙が舞い込んだ ときは、 実現までのいろい

ろの苦 労も忘れてしまい、 心が暖かくなる

思いであった。

(当時調査部企画課企画掛長)



技術部門では、 技術水準の向上を図るため、 技術研究室の機構を充実し、

新たに特殊艦艇研究室を設けてその態勢を整えた。 同時に技術審議委員会を

設け、技術開発方針の立案および試作研究に関する諸問題について審議する

ことにした。

管理部門の予算統制を実施して以來、 相当の期問を経過し、しだいに管理

統制の基盤も確立されるに至ったので、 昭和29 年2 月、自主的管理を強化す

るため、 管理統制機能はライン部門に委ね、 生産統合室は企画部門を担当す

るに至った。

(3) 設備の合理化

生産設備の近代化には特に重

視し、 重点的にこれが促進に努

め、 昭和25 年(1950)8 月から

同29 年8 月までに、第1 現図工

場・模型工場・溶接関係施設の

整備を行なった。

また、製缶工場では電気焼鈍

炉、 試験用高 温高圧 ラモ ント・ ボイラの新設、 電機工場では 発電 機試験用ピ

ット の建設、 水車発電機 その他電気機器製 造設備の改善整 備など、 設備の近

代 化に約20 億円を投じ、 大 幅に合理化 を推 進したのであ った。

電気焼鈍炉の完成( 昭和27 年)

神 武 景 気( 昭和31年)

第3 節 現 代

1. 一 般 情 勢

昭和29 年(1954) 秋には、 欧

米の経済界が好転し、翌30 年に

は世界的な好況となった。 これ

がわが国経済界にも波及し、同

年から翌31 年にかけて の活況

は、 ジャーナリズムが ″神武以



来" と喧伝するほ どであ った。 景気 の上昇 につ

れて貿 易量は増加し、 海上 の荷動き も一 段と飛

躍し た。 さら に、 同年秋 のスエズ動 乱がきっか

けとなり、 海運 界は文字通 りの" ブ ーム" を現

出し た。

朝鮮動乱後 のアメリカが、 石油輸 入国に転じ

たこ とや、 中 近東の石油 に対する各国 の依存度

が高まっ たこ となどが、 石油 輸送激増 の主 因で

あっ た。 昭和30 年(1955) の世界石油海 上輸送

量 が、同25 年(1950) の それより60% の増加を

示してい ることが、 こ の間 の推 移を物語ってお

り、 これが" タンカ ー・ブ ーム" をひ き起こし た主 因で もあ った。

国内では 相次い で新造船が生 れたが、 い かに努めて も、 激増する海上輸送

量には追いつかず、 船腹の不足は ますます海 上運賃を高 騰させた。昭和31 年

(1956)  11 月、 スエ ズ運河の閉 鎖によって、 さらに海上 運賃は急騰し、 朝 鮮

動 乱時を越え るピ ークに も達し た。

海運・造船ブーム( 昭和31 年)

2. 造 船 ブ ー ム

かくて 海運 界の情勢は、 内外造船界 に空前の活況 をもたらし、 わが国 はつ

いに英国 を凌 ぐ造船国 となった。 昭 和29 年(1954) の後半に始 まった建造船

の発注増 加は、 翌年から同31 年 にかけ 平時 とし ては、造船史上 がって見ない

" 造船ブ ーム" を招来し た のであ った。

フル操業…

にぎわう船台

(昭和31 年)



わが国造船界の受注量が、 かく世界第1 位を占めるに至ったのは、 ①不況

時に努めた設備の近代化と造船技術の向上 ②短納期 ③コスト・ダウンの結

実であり、造船業者に多くの示唆を与えた。 この間、政府は第10 ～12 次計画

造船および船主の自己資金による造船を推進し、 国内船建造に努めたのであ

った。 当社においても、 かねてから努力してきた経営の合理化が実のり、 か

く大型タンカーを含む内外船多数の受注となって現われた。

第10 次 船 「日 川 丸」( 昭和30 年)

各 国 受 注 船 比 較   ( 単位1 万G.  T. ) 昭和26・-31 年

年 次

昭和26

27

28

29

30

31

世界受注
船 量 日 本 イギリス ド イ ツ スェ ー デ ン アメリカ オランダ プ ラ ンス イタ リア

1,003. 8 70.7 395.3 146.7 100.0 99.8 73.9 26.5 0.4

556.6 43.9 145.6 64.2 42.6 45.6 48.8 61.3 27.2

235.1 56.2 40.1 34.2 25.0 0 27.4 14.0 12.5

364.7 73.7 11.2 87.1

220.1

53.3 7.6 33.6 11.0 33.4

96.51,153.9 287.0 179.2 71.7 21.8 102.3 91.9

1,770.6 351.0 222.8 332.9 193.4 171.8 83.2 78.2 73.4

(米国造船審議会調査)

受 注 船 全 国 比 率     昭和26 一一31年

年 次
(会計年 度)

昭 和26

27

28

29

30

31

全  国  (A) 当  社 (B) 比  率  (B/A)
A

10.4%

11.9

11.7

6.0

11.1

9.3

617,250  G. T. 64,400  G.T.

450,460 53,450

387, 840 45, 550

844,060 50,440

2,595,290 288,980

2,797,500 260,030

(運 輸 省 調 査)



3・ 機 械 工業 界 の 動 向

昭和29 年(1954) の秋以来、 機械工業界における設備投資は、 戦後の回復

期を経てかなりの水準に達していた。 しかし、 同年の緊縮政策から翌年末ご

ろまでに、 当社では電源開発から受注したわが国戦後最大の鋼板溶接バタフ

ライ・バルブを製作したが、 一般的に設備投資はやS,停とん状態であった。

昭和31 年(1956) に入り、 日本経済が本格的に立ち直り、活況期を迎える

に及び、 その見通しはきわめて明るくなり、 需要が急速にのびてきた。 かく

て、当社においても原動機のほか、東邦レーヨンの80T ラモント・ボイラお

よび磐城 セメント のキルンな どの受注 が

激増し、 著し く活況 を呈したのであ る。

大型 ボイ ラの受 注( 昭和31 年)
戦後最大のバタフライ・バルブ

(昭和30 年)

4, 管 理 態 勢

(1) 常務会議と諸委員会

当社では早くから管理組織を強・化し、その実効に見るべきものがあったが、

さらに経営の総合能力を発揮するため、 昭和29 年(1954)  9 月、 従来の常務

会を常務会議と改称し、 その運営を改め、 ″トップ・マネージメント″ を確

立した。

この常務会議は、 常務取締役以上の役員をもって構成し、 経営計画の審議

と、 これに基く実施方針、 その他重要事項の審議に当った。 さらに、昭和31



年4 月 から この下部組織に、 従来 の営業企画委員 会お よび技術審議委員 会の

ほか、 新 たに生産 委員会お よび 事務合理化委員会 が加わったが、 各委員 会と

も活発に活動し、 経営 の合理化 に大きく寄与 だし のであった。

生産委員 会は、 主要製品 の利益 目標達成 を目的とし、 生産 の円滑化 のため

に必要 とする諸事項 を検討する ものであっ た。 また、 事務合 理化委員 会は、

管理部門 におけ る間接費の節減・ 事務の簡 素化な どを推進し、 事務能率と事

務管理 の達成 を目的 とする ものであ った。

(2)3 工 場 制

生産部門 の機構 も、 時局や社業 の推移にし たがっていく たびか改められた

が、 昭和30 年(1955) には、 造船 ・造機・電 機の各設計部お よび各工作部 の

ほか、兵 庫電 機工場・ 検査部等を加え、機 能別に職制 が定めら れた。 し かし、

各部にま たがる受 注工事を円滑 に運び、 さら に製品別 の最終 原価について責

任を明らか にするとい う点からす れば、 この機構 には検討の余地があ った。

この ため、 上部機構 として 造船・ 造機お よび電 機の3 工場 制を設け、 各工場

長が所属 各部 を統轄す るシステ ムとし た のであ った。

これ により、 製品 別に よる生産 責任制が確立し、「見積 りから引 渡しまで」

の工程管理 が合 理的 となっ た。 このため、 造 船・ 造機・電 機の3 部門は、 そ

れぞれ専門 メーカ ー として、 独立的な立場 を確保する ようになった意味で、

画 期的な改革であっ た。

5, 受 注 態 勢 の 強 化 と操 業 拡 大

(1) 海外受注 活動

世界景気 の上昇 と海運界 の好 況につれ、 昭 和29 年(1954) 後半には、 海外

から わが国 造船界へ の建造引 合いが活発 となって きた。 このため同年8 月、

社員 を渡米させ38,750 D.  W. T. 型 油槽船 の受注折 衝に当 らせる とともに、

海外造船 市場を調査せし めた。翌30 年4 月 に は船主 方面 との接 触を保つ ため、

社員 をニュ ーヨ ークに常駐させ るとと もに、 専務取 締役君島( 興一) は、 造

船設計部長 を帯同して欧・米 に赴 き、船主お よび関係筋 と懇 談して、15,700

D. W. T. 型 ばら積船(2 隻) の受注契約 を結んだ。

その後 も機 会あるご とに関係部課長 を海外に派遣し、 造船関係で は欧米 諸



第1 編 沿 革

国・ブラジル等、 また造機・電機関係では台湾、ビルマ、タイ方面において、

受注折衝および市場調査などに当らせた。

(2) 受 注 状 況

1) 輸  出  船

かくて昭 和29 年(1954)] 。0月 から同31 年10 月 まで に受 注した 輸出船 は、

次の通 り合 計23 隻( 約46 万G. T. ) にも達した。 このうち、砂糖 ジンク制によ

る ものは38,  000  I). W.「I・ 。 型油 槽船1 隻 と、6, 50 0 D. W. T. 型 貨物船2 隻 とで

あ った。

受

注    文    主

一

Gulf 011 Corporation   外10 社

John Manners  8C Co., Ltd. 外1 社

Home Shipping Co 。 S. A. 外2 社

注 輸  出  船

船   種
-  - ・一

油 槽 船

貨 物 船

鉱石・油運搬船

隻 数!

-.皿 皿皿.-..

14  1

1

6

3

昭和29  ― 31年10 月

ト ン 数(G.T.) トン数(D.  W.T.  )

329,  600

42,  000

88,500

521,  750

64,280

135,  000

2) 国  内  船

国内船におい て も、 こ の期間に第10~12 次計画造船が 相次い で実施 された

ほか、 各船主 の自己資金に よる新造船建造 の照 会が活発 となり、 当 社は合 計

13 隻( 約13 万G. T・ 約18 万D.  W. T.) を受 注し た。 これ と前記輸出船 とを合

わせる と、 累 計36 隻( 約59 万G. T・ 約90 万D.  W. T.) に達し た。

&4.

貨物船 X' WEST BREEZE 'X ( 昭 和30 年)

167  ―

!

合   や  |   |23  1  460,100  1    721,  030
- 一 一      - -   - -

一 一 一 ― ‐                     - - - - - 一 一一 一 - - - ― 一 一 一 -

- 一    一 ―   一 一
-
|

-

|

1



防衛庁 乙型警備艦「いかづち」の進水( 昭和30 年)

3) 艦     艇

防 衛庁 では、昭和28 年

度計画 におい て、 戦後初

めて の艦艇7 隻を国内 で

建造するこ ととなったが

この うち、同29 年(1954)

11 月、乙 型警備艦1 隻 を

受 注し た。 本艦 は戦前の

一等駆逐艦 に相当 する大

きさであ るが、 その近代

化し た装備は、 それ よりはるかに精鋭 であ った。 またその後、 甲型 警備艦 を

受 注し たのは、 同31 年10 月 のこ とであ った。

当 社は、 時 局の動向
。
にか んがみ、 か ねて特 殊艦艇研究室 を設け 潜水艦の研

究 に専念してい たが、 昭和31 年(1956)  2 月、 防 衛庁潜水艦 「くろしお」 の

特定修理 を施工し、 こ れを契 機 として、 同年8 月、 戦後初 めて の国 産潜水艦

建造の受注が内 定し たのであ った。

4) 舶 用 機 械

新 造船部門 の活況に伴い、 当社製 舶用諸機械の需要 もまたはなはだしく上

昇し た。 こ の期間 に当 社用 として製 作した ものを除 き、 社外から主機械( 夕

- ビ ンお よびディ ーゼル) のみで31 基(172,680HP) のほ か、 各種舵取機、

ポンプ等 の補機・電機品 など多数 を受 注したのであ った。

磐城セメント 全溶接 キルン( 昭和31 年)

5) 陸 上 部 門

好 況再来の波に乗り、 各企

業 の設備拡充が活発 となった

ので、 この期間に、 磐 城セ メ

ント その他から セメント機械、

送風機用タ ービン、 ミル、 発

芽 缶、 フモ ント・ ボイ ラ等多

数の産業用機械 を受注し た。

ことに昭和31 年(1956) 東邦

レ ーヨ ンから受注し た同 社徳

島工場 の自家 発電 用ラモント



・ボイラは、 その性能において当社がかって製作したものに比べ記録的なも

のであった。

鉄構関係では、 電源開発佐久間発電所を初め、多数の発電所用水圧鉄管を

受注し、 水圧鉄管メーカーとしてわが国最高の業績をあげた。 また、 神戸新

聞会館および神戸市庁舎の各鉄骨製作なども特筆すべき工事であった。

水力発電機械その他電気機器についても、 神奈川県営早川発電所その他か

ら相次いで受注したが、特に早川発電所の発電機は、 スイスのエ ジコン社と

の技術提携による第1 番機であった。

車両電気機器では、EF58 形・EH10 形電気機関車電気品など受注は多数

に及んだが、 同30 年(1955) 末、川崎車輛との協同試作による1,200HP ディ

ーゼル電気機関車は、 その後国鉄の制式に採用された。

神戸 市庁 舎(昭和31年) 神戸 新聞 会 館( 昭和30年)

(3) 生 産 状 況

かくして世界的好況の影響により、 国内・外から艦船の建造およびこれに

伴う舶用機械の製作注文が殺到した。 産業界からの各種機械・鉄構・電気機

器などの需要も急激に増大したので、 操業度は期を追って上昇し、 各工場と

もきわめて盛況を呈した。

昭和29 年(1954) から同31 年までの業績を比較すると次の通りである。



生   産   実   績 ( 単位100 万円) 昭和29  ― 31年

工   事   名 昭和
29 乍10月期 30年4 月期 同年10月 期 31年4 月期 同年10月期

新     造     船

修     繕     船

舶 用 機 械 お よ び 産 業 機 械

鉄   構   工   事

水力発電 機械お よび電気機器

そ     の     他

1,999

678

519

223

436

72

2,868

600

552

238

370

58

3,017

576

762

400

344

81

4,932

649

921

95

421

75

6,110

620

1, 957

243

581

140

合      計 3,927 4,686 5,180 7,093 9,651

新 造 船 の 占 め る比 率(%) 51 61 58 70 63

手 持 工 事 高

(単位100 万円) 昭和31 年10 月

工   事   名 金   額

新     造     船

修     繕     船

舶 用 機 械 お よ び産 業 機 械

鉄   構   工   事

水 力発電機械お よび電気機器

46, 257

292

4, 773

554

781

合     計 52, 657

こ の う ち で、 昭 和30 年お よび 翌

31 年 中 に 進 水 し た 新 造 船 は、輸 出

船11 隻(178,421  G.T.) 、 国 内 船

5 隻(37,895  G.T.) 、 合 計16 隻

(216,316 G.T. ) の 商 船 と乙 型 警 備

艦1 隻(1,192 ⊿T) とで あ っ た。

な お、昭 和31 年10 月 現 在 に お

け る 手 持 工 事 高 は 右 表 の 通 り合 計

526 億 円 を 越 え た。

6. コ スト・ダ ウ ン態 勢

(1) 生産部門におけるコスト・ダウン

当社はさきに生産統合室を設け、さらに昭和29 年(1954)  12 月、製品原価

を低減するために、 工事費予算委員会を設置した。 この委員会は、翌年7 月

に3 工場制が発足するまで、 受注予算の検討、 受注後の実行予算達成に関す

るあらゆる間題に取り組んだのであった。

3 工場制度が設けられてから、 各工場長は製品別に、 すべての面で最終責

任者となった。 したがって、 工事の直接費・問接費・一般管理費など、 全面

的にコスト・ダウンの諸方策を強力に推進していった。

造船工場では、工数・材料の節減以外に標準工程の確立をめざし、艤装工

事は原則的に船台上で行なうよう合理化を進め、 溶接・ガス作業等の技能養



成に努めた。 当社の溶接技術は、 大型クレーンの採用、定盤面積の拡大など

設備の改善と相まって、大ブロック建造を可能とし、 工数低減に寄与すると

ころが実に大きかった。

造機工場では、 設計・工作両部が原価低減委員会を組織し、設計の標準化

および簡素化と工作法の改良などを行なって実効をあげた。 一方、 機械工場

内の補機工場を分離・独立させ、工程管理の改善、 特にロット生産方式を実

施して、 イモ・ポンプ、 ヘルショー舵取機等の原価低減に大いに利するとこ

ろがあった。 また、 溶接工法を大幅に採用して、舶用主機械のほか、 セメン

ト機械その他産業機械の製作にその実をあげた。

電機工場では、 専門家に依頼して工程管理および作業方法の研究を行い、

新管理方式を昭和30 年(1955)  11 月から一部に、さらに翌年4 月から全面的

に実施した。 この方式の目的とするところは、 正規外の作業を極力避け、 各

段階の「遅れ」 を防ぐことによって納期を確保する点にあった。 また、 外注

を多くするとともに、 これを積極的に技術指導し、製品原価をも低減するこ

とができたのであった。

(2) 管理部門におけるコスト・ダウン

資材部の購買態勢を強化するとともに、 在庫品の適正管理に力をそそぎ、

天 皇陛 下 に お 会 い す る の記

井 川 幸 二 郎

私が明治45 年に入社したとき、 松方社長

は巡洋艦「平戸」 の試運転で緊張しておら

れた。 その時以来40 数年にもなりますが、

終生忘れ得ない感激は、 陛下に2 度 までも

接見を賜 わったことです。

昭和31 年11 月、 両陛下が当 社にお越しに

なった時、 私は永年勤続者の一入 として、

ものの2 メートルと離れていない所で陛下

から、「皆さん のような人は会社の宝です。

今後 とも体に気をつけて励 んで下さい」 と

お褒めの言葉をいただき、 皇 后陛下から も

優しいお言葉がありました。 " 神様″ でな

くなられた両陛下にまのあたりにお 目にか

かり、 感激で胸がいっぱいになりました。

その前年の4 月に、 私は首相官邸でわれ

われとしては最高の名誉であ る黄綬褒賞を

受け、 宮内庁 のお庭で陛下に接見を賜わり

ました。 この日も心からのいたわりのお言

葉を、一語一語に力を入れて賜わりまし た。

川崎重工にこつこつ と勤め たというだけの

ことで、 陛下がこれほどまでにねぎらって

下さるかとあ りかたく思い ました。

私か入社し たのは子供のころでしたから、

初めの1 ・2 年は日給18 銭を支給され、 鋲



昭和30 年には、 在庫・出庫の正常バランスを保ち得るようになった。

外注については、43 を数える協力工場を指導して、昭和29 年(1954)  2 月、

協同組合を結成させるとともに、 造船 ・ 造機両部門の直系工場化を図って、

工程能率に資するところが多大であった。

一般管理部門においても、 コ スト ・ ダ ウンの方策を積極的に推進するた

め、 間節費を節減するほか、 当社所有不動産のうち、直接生産に関連のない

土地・建物の管理費軽減を主なる目的として昭和31 年4 月、川崎不動産株式

会社を設立したのであった。

間接費は人件費・福利厚生費・利息その他諸経費の増大によって、 年ごと

に増加し、 製造原価を圧迫する傾向にあった。 これがため、 しばしば討議を

重ね、 各間接費の節減に努めたので、 工事量の上昇と相まって、問接費の比

率はしだいに下降してきた。

(3) 工 事 態 勢

新造船を中心とする受注が急激に増加してきたが、 その膨大な工事量を、

いかにして工程通りに果すかが重要課題となった。 当社としては払底してき

た鋼材を初め諸材料の獲得、 適正数の社外工確保、 現有設備の整備活用、工

程の合理的な促進、 その他多くの直面する諸問題の処理いかんが、 海外に対

焼 のふい ご吹きをしました。 それから今日

まで殆ど欠勤したこともなく、 ただ仕事だ

けを喜びとしてやってきました。 昔 はいま

のように職場で体系的な技能教育は行われ

ず、 いわば徒弟制度 のような ものでし たか

ら、 自分で親方のするのをじっと見 ていて

仕事を覚えるわけで、 何とかして一入前に

なり たい と仕事 には 精魂 を打 ち込み まし

た。

景気の波に、 浮 き沈みの多い造船業 のこ

とゆえ、 好況の時 には飛びつきたいような

条件で他社から誘いかけてきたことも何回

もあ りまし たが、 これに迷わず川崎 を終生

の職場として動かなかっ たことが、 い ま考

えてもよかっ たと泌々と思うのです。

またその間、 時代の移り変 りや会社の消

長 を身をもつて休験したことは、 この上も

なく貴い教訓 となりました。 健康保険・労

働組合・安全教育その他いろいろの制度が

われわれを護ってくれて、 職場が明るく働

きやすくなった現 在の状態を昔と比べると

き、 別の社会にいるような感じがするので

す。

(もと造機工作部機装課缶装掛工師)



する信用にかかったのであった。

当社ではこれら諸問題に対する万全の対策によって、 諸資材と労働源は川

重協力工場協同組合( 加工外注関係)、川崎下請協同組合( 下請工事関係) の

協力もあって、 適正に獲得するに至り、 工事の消化を推進したのであった。

7. 技 術 の 研 究

(1) 技 術 の 開 発

高度の技術水準を維持するため、 技術審議委員会の活動を促進し、 研究分

野を確立した。基礎理論の研究・材料の精査等は、技術研究室を主軸として、

設計・工作・検査各部の優秀な技術員がこれに協力した。 また、 海外・国内

の研究機関と密接な連絡を保って、技術の研究・開発は大いに進んでいった。

当社が最近、 技術開発の目標として研さんに努め、 その成果が製品化され

つつあるものに次のごときものがある。

①潜水艦関係の諸技術 ② 厚鋼板の自動溶接 ③ タービンの高温・高圧化

④格子構造の鋼床板箱桁橋 ⑤ タービンの自動操縦機構 ⑥ ディーゼルの

高過給 ⑦ ガス・タービン ⑧ エア・クェンチング・クーラー ⑨ ティー

ゼル・ロコ ⑩ 高速度電車モーター制御関係 ⑪ 車両用冷房装置

(2) 原子力の研究

原子力の平和利用が、 第二の産業革命をもたらすものとして世界的課題と

なってきた。 わが国では昭和30 年(1955) 末、 原子力法が制定され、 原子力

委員会および原子力研究所が発足した。

昭和31 年1 月、技術担当役員お よび各部長並びに川崎系グループの関係者

をメンバーとする原子力調査研究委員会を設けた。 委員会によって、 研究目

標の設定、 研究方法の討議、文献の収集、 情報交換などその活動はしだいに

活発となった。 その後、委員会に研究員グループを作り、 基礎理論および原

子炉工学等の共同研究 。受講などを行なってきた。

昭和31 年(1956)  8 月、 古河電工・富士電機・神戸製鋼・第一銀行・日

商・清水建設・川崎製鐵 。川崎航空機工業等のほか合計14 社とともに、原子

力平和利用の共同研究を目的とする第1 原子力産業 グループ(FAPIG) を結

成した。



ミ



貨 物 船 厂ねば だ丸」



第1 原子力産業 グループ発足( 昭和31 年)

当社は原子炉・制御・放射線材料・建設・経

済の各部会に参加し、 主として舶用および航空

機用原子炉の研究を担当した。 運輸省の原子力

船調査会では、 理事会社として技術委員会を初

め、 船体・機関・経済性の各小委員 会に参加し、

その機関部小委員会においては、 運輸省技術研

究所と協力して、 沸騰水型原子炉(BWR) の研

究を行なっている。

昭和31 年9 月には、社内に原子力研究室を設

け、 機械・電気・応用化学・原子物理学につい

て研究を続けるとともに、 造船設計部および特

殊艦艇室においても、 原子力船および潜水艦の研究を進めている。

原子力船の研究( 昭和32年)

(3) 技術研究室の強化

当社の造船・造機各設計部および技術研究室は、 構内に分散しており、 そ

の建物も狭く、 研究上不便なだめ、 新たに技術センターとして総合設計ビル

を建設することとなった。

この総合設計ビルは、 鉄筋4 階一部6 階建、 総建坪約3,200 坪で、 第1 期

工事は昭和32 年(1957)  4 月に落成した。

技術研究室の陣容および実験計測設備等をさらに整備強化するため、 昭和

32 年5 月、技術研究所が新たに発足し、 技術革新の時代的要誚に応ずる態勢

を固めたのであった。



第1 編 沿  革

8. 合 理 化 の 促 進

(1) 設備の近代化

戦後、 当社は経営の合理化、 特に設備の近代化に重点をおき、 これに総額

約41 億 円を投じた。 そのうちおもなものは次の通りである。

造船工場関係

① 大径棒の溶接を可能とする500A 溶接機の整備、 自動溶接機の増設等

② 超大型船建造に備え、 第8 船台を撤去して第7 船台を拡張し、50T お

よび80T の大型クレーン3 基を付設

③ 潜水艦の実物大模型組立場の設置および兵装工場の新設

造機工場関係

① 製缶工場で鋳物構造部分を鋼板溶接とするための溶接関係諸機械の整

備

② 機械工場に大型歯切盤・大型プレーナーなど、 数十台の新鋭工作機械

の増強

③ 機械工場から補機工場を分離させ、 イモ・ポンプ、 ヘルショー・ポン

プ等の量産に備え、 専門工場を新築

電機工場関係

① エジコン式変圧器製作のため、一連の工作機械・測定機械を整備

② 水車発電機の実験室建設および一般電気機器製作設備の近代化

③ 兵庫電機工場を拡張のため隣接土地を買収し、 本社の電機工場を移転

総 合 設 計 ビ ル ( 昭和33 年)



そ の他 の部門関係

①構内 道路の整 備、 運搬施

設 の近代化、 検査設備の

充 実、 設計ビ ルの建設

②従業 員の福利 施設 として

社宅 ・寮舎のほか付属病

院および従業員集 会所 の

「パト リシア会館」を建設

③工 場隣接地に艤装員 宿舎

「海友 館」 を 建設 海 友 館( 昭和30年)

(2) 資本 構成の是正

かくて、 設 備の近代化 に要する資 金、 操 業度の増大 に伴 う運転資 金、 あ る

い は グル ープ 会社への出資 などのため、 昭 和30 年(1955)  6 月29 日、資 本金

を11 億2,000 万円 増資して33 億6,000 万円 に、さらに また、 翌年11 月1 日に

11 億4,000 万円 を増資し、 ここに資本金 額は45 億 となり、 外部資本 と自己 資

本との アンバラン スが若干 是正され た。

さらに、 短 期借入金 を長 期安定資 金に切替え、 また設備資 金に も充当 する

ために、 こ の間 数次に わたって、 総額9 億円 の社 債を発行した。 昭和29 年

(1954)  11 月 には、 資 本充 実法に より資産再評価 を行い、 再評価積立 金累 計

は16 億4,120 万 円 となっ た。

(3) 事務の合 理化

昭 和25 年(1950) 以来、 職 務分析、 管 理組織の改善、 管 理者訓練、 事務 の

機械化 な ど、 積 極的に事務管 理の合理化 を進めたが、昭和31 年(1956)  4 月

には 、 事務合理化委 員会を設け、 事務を簡素化 するこ とに よっ て能率の向上

を推 進し た。

事務 の機械化につい ては、 すでに昭 和29 年3 月 からIBM 機械を使用し た

ほか、 本社- 東京 支店間の 事務 連絡 のため、同年9 月 から テレ タイプ通信

を開始し た。 また、 分類統計機・ 電気計 算機等を も採 用し、 事務能率の向上

は著しかっ た。



9. 川 崎 グル ープ 会社 と の提 携

わが国の経済界も、戦後10 年を経てようやく発展期を迎え、 対外的に日本

経済の地位が向上し、 国内的には自由競争がいよいよ激化した。

この情勢に対処するため、昭和29 年(1954)  3 月、川崎航空機工業が川崎

機械工業および川崎岐阜製作所を合併して再発足するに際し、 積極的にこれ

を支援した。 また、 川崎汽船および川崎車輛に対しても、 密接な連携をもち

結束を強めた。

川崎製鐵は昭和25 年(1950)  8 月、当社から分離・独立して以来、業界に

確固たる基盤を築いてきたが、 当社とは株式の相互保有や取引関係等を通じ

て、 関係密度はきわめて濃厚である。 当社のほか前記4 社の経営主脳部およ

び関係者は、定期的に会合して懇談し、川崎グループ各社の連繋を固めてい

る。 なお現在当社が資本参加あるいは役員を派遣している会社は、 日本汽船

を初め9 社に及んでいる。

手塚社長は、 昭和32 年の年頭にあたり、始祖正藏翁の遺訓と当社の伝統を

「誠実・正直・勤勉」 に集約し、 ほかに「敬・譲・互助」 の精神を人生行路

の座右の銘とするよう全従業員に要望した。

社    訓…手塚社長筆

(昭和32 年)



顧みれば、当社は川崎正藏翁創業以来80 年、株式会社に改組してから60 有

余年、 堅実なる社風に培われ、 風雪に堪えてきた。 特に終戦による企業上の

重大な危機を克服し 七再建の実をあげ、 今日わが国重工業界に重きをなすに

至った。 当社80 余年間の苦闘の歩みは、ある意味において日本造船史…日本

重工業史…の一部を形づくるものとも言えよう。 当社は川崎グループ各社と

血縁につながる交わりをさらに深め、 相ともに携えて新時代に進むものであ

る。





第2 編

技 術 と 生 産





第1 章 総 ご  説

川 崎 正 蔵 翁 が 明 治11 年(1878) に、 東 京 築 地 で 造 船 所 を 創業 し た こ ろ、 欧

米 で は す で に 鉄 船 か ら 鋼 船 へ、 外 車 汽 船 か ら ス ク リ ュ ー汽 船 へ と 進 歩 し て い

た が、 わ が 国 で は 依 然 とし て 木 造 の大 和 型 船 建 造 を 主 とす る段 階 か ら 脱 し て

い な か っ た。

翁 は 早 く か ら 西 洋型 船 の 長 所 を あげ、 そ の 建 造 の 必 要 な こ と を 政 府 に 建 言

す る と と も に、 各 船 主 に も こ れ を 説 い て や まな か っ た。 川 崎 築 地 造 船 所 で は

第1 船 の 「北 海 丸」 か ら 率 先 し て 西 洋 型 を 採 用し、 そ の普 及 と技 術 の 向 上 に

努 め た。 明 治13 年 に 同 所 で 建 造 し た 「第 一 回 漕 丸」 が、 の ち に 軍 籍 に 編 入

(「 館 山 」と改 称) さ れ て、 な お 十 数 年 の 間、 航 海 練 習 艦 とし て 就 航 し た こ と

は、 そ の 造 船 技 術 の 優 れ て い た こ とを 如 実 に 立 証 す る4) の で あ っ た。

の ち に 翁 は、 東 京 の ほ か 神 戸 で 独 力 を も っ て 川 崎 造 船 所 を 開 業 し た。 こ こ

で 建 造 の 第1 船、 大 阪 商 船 の貨 客 船 「吉 野川 丸」 は 翁 が手 が け た 最 初 の 鉄船

で あ り、 主 機 ・ 補 機 類 は す べ て 自 製 の も の を 装 備 し た。

こ れ に 続 い て 鉄 船 か ら 鋼 船 に 進 歩し、 主 機 関 も2 段 膨 張 機 関 か ら3 段 膨 張

機 関 へ と 向 上 し た。 一 方、 修 繕 船 工 事 は、 当 造 船 所 が み な と神 戸 の 中 央 に 位

す る地 の 利 もあ っ て、年 ご とに 繁 忙 と な り、翁 が 個 人 経 営 時 代 に 建 造し た100

G,T. 以 上 の汽 船 は24 隻(8,400G.T. ) 、 製 作 し た 機 関 の 総 馬 力 数 は7,600HP に

のぼ っ た。

航 海練 習 艦「館山」( 明治13年)

明治28 年(1895) 、 わが

国が日清戦争に大勝してか

ら国勢は急ピッチで伸展し、

翌29 年10 月には、個人経

営から株式会社に組織を改

め、 翁が宿願の第1 乾ドッ

ク構築は、 株式会社川崎造

船所によって始められた。

これと並行して工場の拡張

・機械設備の拡充を行い造



日 露 開 戦 ( 明治37年)

巡洋戦艦「榛名」 タービン( 大正3 年)

船所 とし ての体系 を整 え、

一般 商船のほか 日本海軍 の

水雷 艇や清国 の砲艦な どの

建造 にも手を そめる ように

なった。

明治37 年(1904) 、 日 ・

露 が開戦するや、 多 数の駆

逐艦の急速建造 を行い、 株式 会社川崎造 船所 の名は世 にあまねく知 られるよ

うになった。 この前後に ポーラ ンド型 潜水艇 の技 術を採り入れて、 わが国最

初の潜水艇 を建造したこ とは、 当 社 のひそかに誇 りとする ところであ る。 こ

れらのこ とは、 その後、 積極的に艦 艇建造を行 うに至 ったゆ るぎない 技術的

基 盤をなす ものであ った。

明治38 年(1905) 、 日露 戦争が終っ たのち も、 続い て清国・ シャム国の艦

艇十 数隻 のほ か、 揚子江 航路の客船、 北米お よび欧 州航路の貨客船 などし だ

い に大型艦船建造 の経験を重 ね、 主機関 も漸次大馬力 の ものを手がけ るよ う

に なった。

明 治40 年(1907) に米国 カーチス・マリ ーン・タ ービ ン社(lnternational Curtis

MarineTurbjne Co.) と、 舶用カ ーチ ス複式 衝動 タービ ンの製作について技 術提

携 を行い、 戦 艦 「河内」 お よび二等巡 洋艦 「筑摩」 用 のフォ アリ バー( 造船

所) カ ーチ ス型 タ ービ ン数基を製作し、 同44 年(1911) には同型タ ービ ン2

基 を製作して、 当 社建造 の二 等巡洋艦 「平 戸」 に装備し た。 さらに同年、 英

国 ジョ ン・ ブラウ ン社(John BrownCo.) と技術提携 を行い、 タ ービ ンの製作

は新 たにブラ ウン・カ ーチ

ス型 の技術を加え、 その水

準 を高 めた。 ボイラは 初め

のころ、 陸・舶用 ともに ス

コッチ・ ボイラを主 とし て

製作し たが、 その後、 艦艇

用 とし て水管式 を多数 製作

する ように なった。

日露戦争 ののち、 大型船

の建造は一時 やや停滞し た



時 期もあっ たが、 明治 の末年から列国 が争っ て軍備を拡充す るようになっ た

ので、 当社 の艦船建造はふ たたび活 発となっ た。

明 治45 年(1912) 、 技師・工員 を多数 海外に派遣し て、 建艦 技術の視野を

広 めると ともに、 社内では工場 の増築、 船台の拡張、 カント リー・クレ ーン

の新設 や機械 の更新な ど大 幅に諸 施設を 拡充し、 巡 洋戦艦 「榛 名」 に続いて

戦艦 「伊勢」 を建造し たが、 この2 巨艦 の建造は、 艦艇建造技 術の点で川崎

造 船所を不動 のものにし たとい え よう。

一 方、 欧州 航路の貨客船[ 鹿島丸] ・ 「八阪 丸」 の 建造にあ たっては、 室

内 装飾に英・独 から最新 のモ ードを導 入し、 各船い ずれ も艤 装その他の点で

従来 の面目を殆 ど一新 するに至った。 相次ぐ大型主力艦船 の建造に対処し、

鋳 鍛鋼粗材の自 給自足の ため、 大正5 年(1916) には兵庫工場 の製鋼圧錬設

備 を全面的に 拡充し た。 本社工場で も電 気・造兵 の2 部門 を新し く設けて艤

裝工 事の能率 促進をはか るほか、「八・八艦隊」 建造 計画の具体化に 備えて、

さら に施設 の増設 ・拡充 を続け、 殆 ど|日に倍す る建造能力を持っ に至った。

大正3 年(1914) に 第1 次世界大 戦が突 発し て以来、 船 舶の需要が多く、

海 運 。造船 などの業界は 未曽有 と称 せられ る活 況を呈し た。 このとき、 当社

は スト ック・ ボート96 隻(558,694 G.T. ) の大量 建造を行なった が、その うち

「來福 丸」 のご ときは、 造船技 術史 上、 全く前 例のない30 日間 で竣工 とい う

急 速建造の記 録を立て、 内 外業 界を驚かし た。 これ らスト ック・ ボ ート の大

部 分に主機 とし て装備し た3,800HP 型3 段 膨張機関は 合計77 基で、その製作

台数にお。い て当 社の機 関量 産のピ ークを示し た。

川崎車輛の独立( 昭和3年)

兵庫工場では、 大正5 年(1916) に設備をさらに拡張して製鉄部を設け、

型鋼・棒鋼の製造を始めるようにな

ったほか、同7 年には脇浜埋立地に

葺合工場を建設して鋼板の製造に着

手した。 これら両施設は、いずれも

のちの川崎製鐵の母胎となった。 同

じ年に兵庫工場に設けた自動車・飛

行機の2 部門は、 今日の川崎航空機

工業の前身である。

かくて、 大正の年代に建造した艦'

艇は戦艦1 隻、 巡洋戦艦1 隻、駆逐



艦13 隻、巡洋艦4 隻、 特務艦6 隻を建造したほか、戦艦の進水、 巡洋戦艦の

起工など、 当社造船史の幾ページかを輝かしく飾った。 特に当社は、 潜水艦

では、さきにポーランド型の建造によって新分野を拓いたが、さらに進んで、

当時最も権威のあったローレ ンチ型潜水艦の建造について新たに技術を導入

し、 その型の潜水艦5 隻を建造、 当社で初めて製作したフィアット型ディー

ゼル機関を、 それぞれ主機として装備した。

大正13 年(1924) には巡潜型・機雷潜型潜水艦の建造に移り、 その主機と

して、 第1 次世界大戦中、 連合国軍を畏怖させたドイツ潜水艦の多くが装備

していたラ式ディーゼル機関の設計図を、戦後、苦心の末ドイツから入手し

て製作した。

大正11 年(192  2)に軍縮条約が成立し

て以来、英・米・日は5 ・5 ・3 の比率と

なった。 この制約のもとに建艦せねばな

らないわが海軍の艦艇は、 特に重量の軽

減がきびしく要望された。 船体構造には

鉸鋲に代って溶接を、艦橋構造にはジュ
ワシントン軍縮条約成立( 大正11 年)

「溶 接 技 術」 の生 い た ち

内 部  武

大正13 年に私が入社したころは、 リンカ

ーンの電気溶接機が5 台位備付けられてあ

り、 大正6 年ごろに買 入れた最初のものだ

と聞いた。 当時は溶接だけを担当する掛員

はいなくて、 工員が10 人ぐらい必要な時だ

け。パチパチやっ ていて、 特に指導する者が

なく、 その作業は裸棒・直流溶接機で、 今

思い出し ても乱棒な話でした。 こ の溶接作

業 は、 管轄していた薄板工場 の横 に、 小 さ

くキャンバスで囲をして仕事をし ていた。

溶接掛ができたのは、 それからのちの大正

10年 でした。           

昭和の初めごろ、思いきって裸棒をやめ、

被覆棒を使い始めたが、 なかなかものにな

らなかった。 その後、し だいに研究が進み、

作業員も増した。 昭和6 年に一等巡洋艦「摩

耶」 のマスト に溶接取付をしたが、 まだま

だ技術は本 ものでなかっ た。

昭和6 年に独立の溶接工場ができてから

は、 先 進国のいろいろの溶接機を購入し、

その特性 を研究 する一方、 著名な溶接棒を

幾種類も購人し て比較検討するなど、 理論

と実地との研究を盛んに行い、 溶接につい

ての問題点を列挙して、 それを中心に皆ん

なで討論し、 研究を重ねるなどいろいろと

努力したお陰で技術がぐんぐん向上し、 い



フルミン材を、艤装品に

は軽合金をと、 研究と創

意が盛られ、 潜水艦の艦

型もしだいに日本海軍独

自の設計が制定されるよ

うになった。

第1 次世界大戦後の不

況は、 ついにわが国未曽

有の経済恐慌を誘発し、

当 社 も そ の 波 浪 に 巻 込 ま れ 、 昭 和3 年(1928) に は 事 業 の 一 部 を 整 理 す る の

や む な き に 至 っ た 。 艦 艇 の 建 造 は 、 一 時 、 海 軍 艦 政 本 部 臨 時 艦 船 建 造 部 の 管

理 下 に お か れ る こ と と な っ た が 、 苦 境 の う ち に も 翌4 年 に は ド イ ツ の マ ン 社

(Machinenfabrjk Augsburg Nilrnberg A.G.) か ら 新 型 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 製 作 技 術 を

導 入 し て 、 き た る べ き 日 の 舶 用 主 機 関 製 作 の 新 分 野 開 拓 に 備 え た 。 一 方 、 橋

梁 ・ 鉄 骨 ・ 鉄 塔 ・ 鉄 柱 ・ 鉄 管 ・ タ ン ク あ る い は 各 種 産 業 用 機 器 の 製 作 に つ い

て も 、 さ ら に 積 極 的 に 進 出 す る 足 場 を 着 々 と 固 め て い っ た 。

大 井川 鉄 橋( 明治43年)

ささか自信をもつことができるところまで

漕 ぎつけた。

昭和10 年に鉄道省の東京田端跨線 橋の工

事 を受注し たが、 この仕事 で一番弱ったの

は工期の点であった。 現場では予定より少

し ずつ工程が遅れるので、 神戸の本 社から

「 どんな困難があっ ても期限に間に合わせ

よ」 と厳しい至上命令が来た。 何し ろ工事

をし ている跨線橋のすぐ下を、 客車や入替

え作業 の貨車が1 日に100 回もそれ以上、

黒煙を濛々と吐いて通る、ので、 その度にむ

せて息苦し く目が痛んで涙が出る始末でさ

っぱり仕事にならない。

こんなことで工事が中断される時 間を勘

定に入れないで完成する日を決めだことが

ミスであった。 鉄道省の方でも 「汽車 を停

める訳にもゆかぬし、 煙を出さずに走 れな

いし ……」 と大変同情し てくれた。

黒煙に苦しみながら完工したこの橋は、

日本最初の全溶接橋で、 その出来栄えは絶

讃を博し、われわれは大い に面目を施し た。

汽車の煙でいためた目をショボショボさせ

ながらも、 肩身を広くし て神戸へ帰ってき

た。 この工事によって、 川崎技術の信用が

ぐっと増したし、 私たちも技術上の自信を

得ることができた。



昭和7 年(1932)  11 月、 事業整理の和議が認可され、同9 年、 油槽船「東

亜丸」 に初めて当社製マン型ディーゼル機関を主機として装備した。 久士 き

にわたる戦後の不況もこのころからようやく立ち直りの兆しを見せ、 当社の

更生を予約するかのように受注もしだいにその数を増してきた。

昭和12 年(1937) に起った日華事変から、しだいに非常時局の色彩が濃く

なり、 同16 年(1941) には船舶建造の発注はすべて産業設備営団によって一

元化され、 建造中の艦船はその工事進捗程度の如何を問わず、 きびしい検討

の対象にされた。 将来、 補助艦艇に転向することができないものは、 すべて

解体か工事中止となり、当社でも既契約のうち18 隻が建造中止となった。

戦局が拡大して第2 次世界大戦となるにつれ、 改めて戦時標準1TL 型油槽

船の大量建造が当社に割当てられた。 また主力空母の緊急建造のほか、 駆逐

艦・海防艦・潜水艦などの艦艇建造に加えて、 仕掛り商船を特設空母や潜水

母艦などへ改造する工事も急増してきた。 このほか特攻兵器「蛟竜」 を極秘

裡に緊急建造するなど、 戦局の推移とともに工事が殺到したので、 文字通り

昼夜兼行の操業を続けた。

この間、昭和17 年(1942) には海軍の示唆もあり、 泉州工場を開設して戦

時艦艇の建造にかかり、翌18 年には同工場建造の第1艦、二等潜水艦「呂112 」

昭和11 年に朝鮮長津江 の水圧鉄管の溶接

工事をしたが、 これは当時 わが国最大 のも

のであった。 完工し て1 ヵ年問の補償期間

があと一週川jで切れるというとき、「鉄管が

破裂し た」 との簡単 な電報 が舞い込んだ。

私は溶接個所 が破裂する訳がないと半ば打

消し、 半ば疑い、 実のところ心配で、 仕事

も手 につかなかった。

当時 の吉岡艦船工場所長は、 「若し非が

川崎にあるならば復旧工事費の全額を川崎

で弁償し て責任を明らかにする」 と肚をき

めた。 事 の重大 さに私はいよいよ心配にな

った。 電報の来た昭和11 年10 月28 日は、 晴

れの大観艦式 の前日で、 川崎では社長・所

長・片山造船部長が拝観の光栄に浴するこ

とになってい たが、「緊急の重大事 だ」 と片

山部長は29 日早朝、 飛行機で大阪から朝鮮

に飛んだ。

現地で詳しく調べた結果、 川崎 の溶接 個

所には全然欠陥はなく、 落雷が間接 の原囚

で、 しかも溶接し ていない個所が破裂し て

いるこ とが分 り、 不安はやがて自信へと変

っ た。



が竣工した。 本社工場では、 構内に建設中であった新工場3 棟の繰上げ竣工

を急ぎ、 もっぱら軍需機器の生産に当った。

海外の工場は、昭和17 年に大連電機工場のほか、 海軍から運営を委託され

たジャカルタ造船工場、 次いで陸軍から運営の委託を受けたジャワ第2 船舶

工場など、 それぞれの困難な状況のもとでよく従業員は励んだ。 当社がこれ

らの工場のため失った僚友の貴い人命を思うとき、 いまもなお胸いたむ思い

である。 このころから皇軍大部隊が孤島で「玉砕」 する報道が頻りとなり、

国民の心を暗くした。

昭和20 年(1945) に入ってからは相次いで大規模の空襲があり、工場の生

産は殆ど麻痺状態に陥ったままで終戦となった。

終戦直後の言語に絶した混

乱状態の数力月を経て、 修繕

船工事や木造曳船の艤装工事

など、 徐々に操業できるよう

になった。 続行船工事再開の

許可とともに、 政府が戦後の

食糧政策の一環として取 り上

げた小型漁船の建造のほか、

米軍舟艇の修理および運輸省

の車両用電気機器造修などの

工事の受 注に支えられて、 テン ポは ゆるやかではあ ったが、 再 建への道 を歩

み出 すことがで きた。

泉 州工場は、 戦後計画造船 による第1 ～3 次の貨 物船3 隻 を建造し たが、

「瑞 国丸」 の建造を最後 とし て昭和24 年(1949) に 閉鎖し た。 第5 次計画造

船に初 めて外航船3 隻 を受 注し、ほか に輸出油 槽船1 隻を受 注するに及 んで、

よ うやく 前途がほ の明るく なってきた。

昭和25 年(1950) には朝 鮮動 乱の影響 で特需景気 となり、 修繕船工 事は繁

忙 となった。 第6 ～7 次計画造船 では、 貨 物船・油槽船 計6 隻 とほ かに鯨工

船1 隻 を建造し た が、 このころ初 めて国内建 造船は、 その大 きさ と、 速力 に

対する戦後 の制限 が全面解除 に近い まで に緩和さ れた。 その後し だい に外航

船の受 注が増し、や がて ジ ャーナリ ズムの造語 ″神 武景気″ に続く ″造 船ブ

ー ム″に なった。

被爆 の惨禍・・・新開地付近( 昭和20 年)



当社 で第2 次世界大 戦後に自動

溶接機 を輸入し て、 船休組立 に使

用し 始 めたのは昭和25 年であった

が、 溶 接方法は さらに船殼ブ ロッ

ク式 建造に進 み、 船台側強力 クレ

ーンの増設、 溶接 組立定盤 の面積

拡張、 ポンスエ 場 を溶接工場 へ転

換な ど、 施設の整 備と相まって 溶

接の作業 能率は著し く高 まっ だ。

第3 浮ドック完成( 昭和28 年)

船体ブロ ックの横滑り建造( 昭和32 年)

造船界の活況( 昭和31 年)

昭和28 年(1953) 6 月に、

第3浮ドックが完成したので、

修繕船の工事能力は従来の数

倍に達した。 翌29 年、防衛庁

の乙型警備艦を受注し、 引続

いて甲型警備艦や潜水艦の建

造に携わるようになり、 当社

の伝統を誇る艦艇建造技術が

復活するに至った。

また昭和31 年(1956)  2 月、

第7 船台をセミ・ドック式大

型船台に改造した。 この新船

台と隣接第3 船台の特殊組立

定盤とを併用し、 船体ブロッ

クの横滑り式の建造方法によ

って建造期間を著しく短縮し、

船台の回転率を大幅に改善す

ることができるようになった。

戦後における当社の輸出船

建造 隻数 は、昭和25 年(1950) の"FE:RNMANOR" を 第1 船とし て、同31 年 末ま

でに15 隻 を数え、創立 以来から 通算すれ ば80 隻 に達し てい る。戦後 の輸出船



戦後輸出第1 船"FERNMANOR"( 昭和25 年)

受 注は、 技 術・船価 ・

工 期な どの点で きびし

い試練 を受 け た。 これ

らは 建造技術 の向上に

集 約さ れたため、 技術

的 には大きい ブラス と

なった。

主 機 とし ての蒸気 夕

- ビッは、 戦後 新し く設計し たS 型 からさらにH 型に進み、 その性 能はすで

に内 外に定評 があっ たが、 これに 伴い、 舶用 ボイラ も独自 の新設計に よって

高性能 なものを完成し た。 缶水 循環式 とし て戦前からす でに多く の実 績をも

つ ラモット ・ ボイラは、 戦後、 陸上プ ラント用10  5 kg/ cm2 ・ 520 °C ・ 容量80

t/h に及ぶ ものの製作に まで進んだ。

ディ ーゼル機 関は主機 または発電機 用 として、 大正10 年(1921) から昭和

20 年(1945) までに諸型式 約330 基( 約540,000HP) を製作し た。 昭 和28 年

に マッ社 との技術提携 を復活し、2 衝程KZ 型 ターボ過給に画期的 な成績を

上げ たほか、KV 型 ・VV 型 など、 相次ぐ 新型機関製 作に それぞ れ新しい 道

を開い た。

その他 の舶 用機器の面では、 ヘ ルショ ー式電動油圧 舵取装置 とイモ・ポン

プの製作 が戦後 特に著し く伸展し て、 舵取装置は大型 舶用のみ ならず、 一 般

漁船 用な ど小 型の ものにまで普及し、 イモ・ポ ンプ は舶用以外に化繊 その他

の陸 上プ ラント 用に も多 く用いられ るよ うになった。

産業 用機械 は、 昭和 の初期 に、 当社 が橋梁・鉄骨・ タンクな ど陸上施設 の

建設工 事にき わめて活 発な進出を始 めたころ、 これに 呼応するかのよ うに、

製 鉄機械、 セメント ・プ ラント 用機器あ るい は反応炉・反 応塔 その他広 範囲

の化学 工業 用機 器などの製作を手 がけた。 戦後、 セ メント業 界はい ち早 く立

ち直 ったので、 キル ン、 ミルな どの受 注が相次 ぎ、 活 況を呈し た。

車両用電気 機器は舶用電 気機器 の造 修と並んで、 戦 前から当社製品 の有力

な一 翼をなす ものであっ た。 特に戦後は国 鉄。私鉄と もに 復旧し、続い て ″電

化" が促進 されたので、 当 社は それに 伴 う受 注 も増 加し、 着 々と堅 実な業績

をあ げるこ とができた。 戦後、 産業は 目ざまし く復興し、 電力増 強のための

電源 開発が重 要国策 とし て脚光を浴び るに至っ たが、 昭和26 年(1951) に ス



イ ス の エ ッ シ ャ ・ ウ イ ス 社

(Eseher Wyss l.td.) か ら 水

車 に つ い て 、 同29 年 に は 同

国 の エ リ コ ン 社(Oerlikon En-

gineering(lo,) か ら 水 車 用 発

電 機 ・ 変 圧 器 な ど に つ い て 、

そ れ ぞ れ 新 し い 技 術 を 導 入

し て 、 多 く の 水 車 お よ び 発

電機 を完 成し、 当社 の電気機

器製作分 野の幅を 拡げた。

戦後、 ア メリカ生産方式 の

長所 を採 用す るこ とに努 めた

が、 昭 和25 年(1950) から広

範囲に設 備を改俯し、 新しい

管理 システ ムを採 り入れ、 コ

スト・ ダウン と技術 の向上 と

に顕著な成果 を見るに至った。 検査機構は、 昭和3 年(1928) に独立し て以

来、 検査技術を研究し、 検査機械 の充 実をはか り、 常に厳重 かつ適切 な検査

を行い、 関係 方面の信頼 を高めてい る。

敗戦から十 数年を経 過し た今 日では、 もはや ″戦後" とい うこ とばはやや

古い ニュアンスを持つ ほどになっ た。 国内工業 は戦災に よる疲弊 から殆ど脱

し ておお むね軌道に のり、 さらに明 日への跳 躍を目ざして 前進し つつあ る。

当 社におい ては、 技術向 上のために 諸施設を強 化し、 もっぱら根幹技 術の研

究 に力 をい たし て、 現在 の技術水準 をさらに高 める よう努めている。 技術の

進歩は常 により よき ものを求めてや まない。技術の分野にお ける ″現状維持"

は ″後 退" にほ かならない ことを関係技 術者は 肝に銘じ、 きたるべき 日の新

生面 開拓の ために倦むこ となき研さ んを続け ている。

磐城セメント 栃木工場 全溶接キルン

(昭和31 年)

日本カーリット 広桃発電所( 昭和29 年)



ブロック建造





第2 章 艦 船 の 建 造

第1 節 水 上 艦 艇

当社の艦艇建造史は、 川崎正藏翁の個人経営時代末期、明治27 年(1894)

に始まるが、当時のドックが狭小であるため、 巡洋艦以上の入渠は呉海軍工

廠あるいは他社に依存しなければならなかった。

株式会社川崎造船所が創立されたのちの明治36 年(1903) から、 本格的な

艦艇建造に手を染め、 日露戦争を境としてしだいに建造能力を増し、明治の

末年には戦艦・巡洋艦をも建造し得るようになった。 創業以来、 当社建造の

艦艇はあらゆる種類にわたり、 その建造隻数は昭和31 年(1956) までに270

隻(498,238 ⊿ T) に達した。

大正11 年(1922) 、 ワシントン軍縮条約の成立によって、 日本海軍は艦艇

の保有数量に制限を受けたので、 ″量より質へ" と整備の充実を図った。 そ

の後、 新造艦艇はこの線に沿うはもとより、 既成艦艇も改装近代化するなど

適切な対策をも講じた。 しかし昭和11 年(1936) 、同条約の失効とともに、

自主建艦による数多くの艦艇を建造し、 その後に続く戦時建艦期を通じて、

当社の建艦技術はめざましい発達を遂げた。

昭和20 年(1945) 、 第2 次世界大戦の終了 と同時に、多数の未完工艦艇を

擁したまま、50 年にわたる当社の輝かしい建艦史に、一応の終止符を打たね

ばならなかった。 その後、 同27 年(1952) に講和条約が発効したので、当社

はかつての建艦技術と豊富な経験とを生かして、伝統ある「艦船の川崎」 の

再建に研さんと努力を続けてきた。

1・ 海 軍 艦 艇

(1) 水雷敷設艇・水雷艇・砲艦

明治27 年(1894) には、 木造水雷敷設艇6 隻を、 同32 年(1899) に同型艇

3 隻をそれぞれ建造したが、 これらは当社の初期における艦艇建造という点

で意義深いものがあった。



水雷敷設艇の建造( 明治27 年)

水雷艇の同時建造

(明治36年)

砲 艦 「伏 見」 ( 明治39 年)

明治32 年(1899) には、 海軍 がド イツ のシ ーショ ー(Fchichu) 社 に発注し

た二等 水雷艇の うち4 隻を、 また、翌年 にはフ ランスのノルマン【Normand)

社に発注し た一 等水雷艇[ 千 鳥] を、 それ、ぞれ当社 が組立建造し たのであ っ

た。

明治36 年(1903) に二 等水雷艇2 隻 を、 翌年に 一等 水雷艇2 隻を、 それぞ

れ船架周辺 の狭隘 な地 域で同時 に建造し た。 このため船体完成の のち、 これ

を順次船架 へ横移動し て 進水を行な うなど、 不完全 な設 備のも とで小型艦艇

の同時 建造に対 して払 われたわれら先輩 の苦心は並 々ならぬ ものがあった。

明 治39 年(1906) 、英

国 の ヤ ロ ー(Yanow) 社

で 建 造 さ れ た 砲 艦 「伏

見」 の 組 立 にあ た っ て

は、 清 国 黄 浦 江 岸 浦 東

に 臨 時 組 立 工 場 を 設 け

て こ れ を 完 工 し た。 本

艦 は、 そ の 後 揚 子 江 に

就 航し、 多 年 に わ た っ



て在 留邦人 の保護に任

じ た。 同41 年(1908)

に建造の通報 艦 「淀」

(1,320 ⊿ T) は、 わが

国民間 造船所 にお ける

1,000 ⊿ T 以上 の軍艦

建造の初 めであ った点

で、 当社艦艇 建造史の

1 ペ ージ を飾った。
通 報 艦 「淀」( 明治41 年)

駆 逐 艦 「朝 風」

(明治39 年)

一等駆逐艦「時津風」

(大正6 年)

(2) 駆  逐  艦

明治37 年(1904) 、日露戦争の突発によって海軍が急速建造を計画した「春

雨」 改型駆逐艦25 隻のうち、同39 年に当社は初めて「朝風」ほか2 隻、同40

年には「初春」ほか1 隻合計5 隻の駆逐艦を建造した。

大正3 年(1914) 、 わが国も第1 次世界大戦に参戦し、 翌年には二等駆逐

艦「梅」・「楠」を4 ヵ月の短期間で建造し、 急速建造の記録を残した。



大正6 年(19 17)

建造 の一 等駆逐艦

「時津風」 には、

重量軽 減のため船

体構造に初 めて 口

ンジチ ュージ ナル

方式 を 試みた。 ま

た、 同8 年には二

等駆逐艦「梨」 および「竹」 に、 初めてギヤード・タービンと重油専焼ボイ

フを装備したが、 引続き同型艦「菊」・「葵」 ほか2 隻にも同様の装備を施

した。

大正11 年(1922) 建造の二等駆逐艦「第二」( のち「若竹」)・「第四」( の

ち「呉竹」)は、既成艦の使用実績によって海軍の命により、 高速旋回時の船

体傾斜を緩和するため、 艦幅を6in 広くしたほか、 多くの改良を加えた新鋭

駆逐艦であった。

軍縮条約による建艦の制限は、 わが海軍にとって大きな痛手であった。 列

強に対する劣勢を克服するためには、勢い制約された量の不足を質によって

カバーするほかなかったが、 この情勢はかえって将兵の士気を鼓舞する結果

となり、 海軍ではその日から猛訓練の月日がつづいた6

たまたま、 昭和9 年(1934) 水雷艇「友鶴」 に、 また翌年駆逐艦「初雪」・

「夕霧」 にそれぞれ重大事故が発生した。 このため、海軍は艦の既成と未成と

を間わず、 全艦艇の性能について徹底的に吟味再検討を加え、 海軍工廠のほ

か民間有力造船所を動員し、 復原性能および艦体強度の欠陥について緊急改

善工1ぷを行なったのである。 この 事件は、 操艦・建艦に携わるすべてのひと

びとの猛省を促す

警鐘ともなった。

二 等駆 逐 艦 「葵」( 大正9年)

一 等 駆 逐 艦 「荒 潮」( 昭和12 年)



かくし て、 昭和12 年(1937) お よび翌 年に建造し た一等駆逐艦 「荒潮」・

「朝雲」 は、 上 記事 件の経 験を生 かし、 海軍で既計 画を改 めたため、 いずれ

も従來 の艦艇に比 べて、 艦 体の強 度・ 復原力 の点においては るかにすぐ れて

い た。

昭和15 年(1940) 建造の ー等駆逐艦 「初 風」 は、 ワ シント ン軍縮条約が失

効し たのちの建艦 計画に基く・ものであ って、 艦 尾底部 の改良 や重量 の軽減な

どに よって、 搭載燃料 を増加し え たほ か、 速力 お よび航続距 離を も増大し た

のであ る。 

昭 和20 年(1945) に、6 ヵ月 の短期で建造し た輸送部隊護 衛用一 等駆逐艦

「梨」 は速力の 点では27.8kn に低 下し たが、 対潜・対空兵 装の点に特長を持

ってい た。 本艦は、 主 機関にタ ービ ン2 基、 ボイラ2 基 を備え、 これを艦尾

から機械室→ ボイラ室→機械 室→ ボイラ室 と交 互に配置し た 点に異色があ っ

た。 この配 置を成功 させ るためには、 左 右推進軸 の傾斜を異にし、 工 作が 複

雑 とな るので、 従来は 採用されな かった。 し かし、 本艦型 の駆逐艦は実 戦の

結果、 一機 関室に宙撃 を受 けて も沈没 するこ となく、 殆 どが帰投し た 事実に

徴して も、 この配 置の妥当性 が立 証され た。

一 等 駆 逐 艦 「梨」 ( 昭和20 年)

(3) 巡洋艦・巡洋戦艦・戦艦

二等巡洋艦「平戸」(4,400XT) は、 当社が建造した最初の大艦であった。

このため、 呉海軍工廠から船殼技師を招くなど、 慎重を期して工を起こし、

約2 ヵ年を要して明治45 年(1912)  6 月に引渡した。

日露戦争はわが国の大勝に帰したが、政府はさらに海軍力拡充のため超弩

級巡洋戦艦4 隻の建造を計画し、 巨艦の建造技術を導入すべく、「金剛」 を英

国ビッカース(Vikers) 社に発注した。 従来。主力艦の建造は海軍工廠に限



られてい たが、明治44 年4 月 には当社 へ同 型艦 「榛 名」(2  7, 500  J T) 建造の

発注 をみた。 こ れに よって当 社技師5 名が 海軍技術官の資 格を与えられ、 建

造中の「金剛」 見学の ため渡英し たのは、 民間造船所 の建艦技術を育成し よ

うとする配意 から であっ た。

巡洋戦艦 「榛名」( 大正4年)

「榛 名」建 造 秘 話

吉 川 惣 七

篠田( 恒太郎) 造機工作部長 は、 部下の

考えは虚心に聴 き、 採るべき意見はよく容

れられた。 私は職務上、 篠川部長 とは会社

では、 一日中接 触があったが、 技術 の点で

も、 人柄の面で も、 実に立派な方であり、

社外では 「川崎の至宝だ」 と誰もが言って

いた。

巡洋戦艦 「榛名」 建造の命を受け、 着工

したのは明治45 年3 月のことでした。 今ま

でに手がけたことのない排水量27,500 トン

の巨艦であるし、 海軍 の主力艦なので。 全

従業員の緊張は大変なものでした。 篠田さ

んが造機工作部長 としての重責上、 慎重に

これに当ったのも当然であった。

篠田さんは会社から帰宅 されても、 図面

を調べたり、 工事進捗表をチェックしたり

して、 翌朝私達にいろいろ指示されるのが

常でした。 工事は順調に進んで、 大正3 年

11 月17日までには14 1n 主 砲の据付や、 出力

64,000HP のタ ービンの積込み、 その他の艤

装 も終り、 翌18 日に繋留運転を行 なうこと

になっていたが、 機装工事が遅れて同日の

運転はどうしてもできないことになった。

2.人の御子息に正直、義直 とそれぞれ名

をつけていたことでも篠川さんの人柄の一

端が分る気がするが、 実に篤実な技術者で

し た。 篠田さんは、 帝国海軍の巡 洋戦艦の

公試運転を延ばさざるを得ないような、 不

手際の生じたことに非常な責任を感じられ

た。 このことで、 累が会社の上司 や海軍監

臂官に及ぶことに最も心を痛められ、 その

沈痛、 懊悩はとても見るに忍びないものが



ひ とたび巨艦 「榛名」 の建造が決定 するや、 設備の面、におい ても事前 の準

備が慎重 に進 めら れた。 第4 船台の拡張、 カント リ ー・ クレ ーンの新設、 各

工場の整 備などが それであ った。 本艦は 明治45 年3 月、新装成っ た第4 船 台

で起工し、 工 事は順調に進 んだ。 特に ニュ ーマチ ックに よる リヘッディング

は、 工程 の進捗に大きな役割 を果し た。 主機 には当社が初 めて製作し たブラ

ウン・ カーチ ス・ タービ ン2 基(64,000HP) を装 備し、 これに4 推 進軸を

連結し て、 各種試運転お よび兵装諸公 試を紀伊水道で 行なった のち、 引 渡し

だのは大 正4 年(1915)  4 月であ った。

第1 次 世界大 戦当時、 各国 は大艦巨 砲の精鋭艦隊 を日標に互に 建艦 を競っ

ていた。 この世界情勢に対 応し、 わが海 軍ではこ こに戦艦 「伊勢」(31,260

⊿T) を建造 するこ とにな り、これ を当 社が受注し て、大正4 年5 月に工 を起

こし 翌年11 月 に進水し た。本 艦は同6 年(1917)8 月、 呉海軍工廠 のド ック

に入渠し、 兵装 検査お よび艦 底工事を行 なったの ち紀伊水道におけ る速力 試

運転お よび兵装諸 公試を経て、 引 渡し だのは同年12 月であっ た。主機 は当社

あった。 しかし、 私はまさか自決されるな

どとは思 わなかった。 一番篠田さんと接触

の深い私が気付かなかったことは実に不明

であったが、 誰一人自決される とは考 えな

かった。

18日の朝、 いつもの出勤時刻に篠田さん

は髭をそり、 身を整 え、 端然 として自刃し

たのであった。 川崎 の総てのひとびとや、

社会の受けたショックはとても語り尽せぬ

位大きかっ た。 遺書など何 もなく、「われ死

によって総ての責をとる……」 という自決

であった。

造機工作部の人 たちは自決した篠川さん

の胸中を推し量って、 相枹いて男泣きに泣

いた。 直ぐに造機工作部では、 解決まで工

場に泊り込みを続け、 機装工事 の完了に全

力を挙げた結果、 数日後の11 月23 日に沖出

して、 軍 艦錨地の浮標に繋留し、 翌24 日午

前繋留運転、 午後予行運転とともに極めて

好調に終った。 立会い の海軍側 も満足され

たが、 も早、 篠田さんの温容に接 すること

はできなかった。

篠田さんのような行動を美化し たり、 崇

高なものとするような考え方は差し控えた

い。 だが、 その自決の動機は全く純粋なも

のであった。 このような心痛ましい出来事

はあったが、 巨艦 「榛名」 は一日 も遅れる

ことなく竣工して篠田さんの霊に報 いたの

であった。

篠田さんは郷里( 広島) の中学を首席で

ぶっ通して出たのち、 広島県特別推薦学生

として帝国大学工学部( 当時 の帝大は今の



製 のブラ ウン・ カーチ ス・ タービン2 基(45,000HP) を備え、 こ れに4 推

進 軸を連結させた。 こ うし て" 超弩級戦艦 ″'と言われた巨艦 「伊勢」 が、 進

水後約1 ヵ 年の短期で 艤装を完了し√し か も入渠船 底検査の際、 没 水部外板

鋲に1 本 の不良 鋲 も見なかっ た点などで、 当社 の技術は高く評価さ れた。

越えて大正8 年(1919) に起工し た二等巡洋艦 「大井」(5,500X T) の主

戦 艦「伊 勢」( 大正6年)

東大のこと) へ進んだ秀才であった。 大学

から母校に残るようにとの話を受けたが、

卒業すると、 め:ぐ川崎へ入社したのであっ

た。

新聞が 「豪放な性格 と群を拔く技術は、

川崎の万を もって数える従業員が心から敬

服していた。 造船 界稀に見る人格者で徳望

をあつめていた。 家人の談によると自決の

3 日ほど前から煩悶して殆 ど寝ていなかっ

た」 と報じてい たが、 その通りであった。

今の人は 「何 も自決までしなくても」 と

思うに違いないが、 当時は菊のご紋章が艦

首に輝く27,500 ト ンの巡洋戦艦建造と言え

ば、 これに携わる者はこの上もない名誉で

あったから、「陛下のみ艦……帝国海軍 の主

力」 の建造工程が遅れた以上、 当時 の国民

感情からも、篠田さんの政情な人柄からも、

技術者として最後の責任をとる気持 に駆り

たてられたのも無理がなかっ た。 もし篠田

さんが自決し なかったなら、 海軍監 督官の

うちに引責自決者が出 ていたであろう。。

川崎としては、 氏の篤実一途な人となり

に敬意を表し、 エ ンジニアとしての数々の

功績を感謝して 「殉職」 として 「社葬」 の

礼を もって報い た。 またご子息2 人 の学費

なども大学卒業 まで会社が配慮して、 故 人

の比類ない恪勤に報いたのであった。

(もと艦船工場工務部工務課長)



機には、 技本式

減速タービン4

基(90,214  HP)

を装備した。し

かし本艦の主機

は公試運転の際、

震動が大きかっ

たので、開放修

理し、機械台の補強を行なったが、 なお十分とはいえなかった。 このため主

機の翼お よび翼車の取替えを行なって、 初めて満足する成績を得た。 こうし

て本艦の建造には、 当社として最も苦心をしたが貴重な経験となった。

列国が精鋭艦建造を競っている情勢のうちで、 わが国は大正7 年(19 18)、

「八・六艦隊案」 を、 次いで同9 年には「八・八艦隊計画案」を発表した。 当

社はこのような情勢に対応して、200T クレ ーン船の新設を始め、 工場施設

の拡張、設備の改善等を行なった。かくて新鋭の超弩級戦艦「加賀」(39.900

⊿T) の建造は、大正9 年7 月に起工された。 本艦は長さ217.93  m という、

当社の建造艦船中で最大のものであった。 このため、 第4 船台の水中部を延

長して建造に当るなどの対策も講ぜられた。 かくて大正10 年(1921)  11 月

17 日、御名代として伏見宮博恭王殿下台臨のもとに進水式が行われ、計画主

任である平賀造船大佐( のち造船中将 東大総長 工学博士) は次の草稿によ

り殿下に説明申し

上げた。

二 等巡 洋艦 「大井」( 大正10年)

戦 艦「加 賀」 の進 水( 大正10年)



本艦は大正9 年7 月19 日に起工いたし

まして、 材料蒐集の最 も困難な時代にも

かかわりませず、 起工後わずかに1 年4

ヵ 月、実働400 日で進水するこ とになりま

し た。 鉸鋲総数320 万本、 進木総重量は、

22,000T にて、 遥かに在来のものに優る

戦艦であります。

本艦は高速戦艦にして速力23  knと発表

せら れますが、 実は「長門」と同様に26.5

kn、 出力91,000 HP 主砲16in連装5 砲塔10

門を装備し、 攻撃力も防御力 も、 現在世

界中のいかなる木上艦よりも遥かに超越

し、 目下米国で建造中の23kn 、排水量は、

43,500 T の戦艦に優るとも劣らない こと

を期待するものであります。

英独海戦が大艦設計に及ぼしまし た最

大の教訓は、 防御力であると考えら れま

す。 本艦の特色中にも防御力はこの戦訓

に従い、 また、 近年 わが海軍で最も熱心

に施行されてお ります防御力実験の結果

を応用し、 全く帝国海軍独特の考案によ

って設計せら れました。 その主なる点け

次の通 りであ ります。

① 舷側傾斜式甲鉄

② 甲板防 御

③ 水雷防御のために設けられた水線下

船体の特殊形状並びに艦内水雷防御縦

隔壁

④ 煙路防御甲鉄

舷側傾斜式甲鉄は、 垂直線に対し、15

度の傾斜をなし、12,000～20,000m の戦闘

距離において、 甲鉄面の垂直線は16in 弾

の弾軸 と、24 乃至38°の角度をもつよう

に設計せられ、この角度にお きましては、

いかに完全なる自爆防止弾をも、 弾丸の

衝撃いたしますとともに、弾頭または弾

体を破砕させることを目的とし、 非常な

防御効率をもち、 最も有効な舷側防御法

であります。 種々研究の結果、 艦の復原

力・抵抗その他諸性能に差支えない こと

が判明し ましたので果断、 本籤に行なう

ことになりました。

すでに完成し ております英国巡洋戦艦

″HOOD ″ または "REPULSE" のごとき

も、 またこの方法を採用していますが、

全く彼我独立にてこの型式 の採用に到達

したのであります。

中甲板防御は厚さ4in であ りまして、

米国新戦艦も3　1/2 inに過ぎません。 近距離

はもちろん、 遠距離戦闘において弾丸落

角の大なる場合に有効なものであ ります。

水線下の形状は英国のブ リスター型の

通称バルジに似て考案のもとは英国 と言

われておりますが、 実質においては差違

があ ります。 かの有効なるところは、 水

線下15 ～20 ft 付近の一部分 に止まり、 ま

た前後弾火薬庫付近に至りましては、 そ

の効果すこぶる微弱であります。 本艦は

艦底まで徹底的に、 艦内の水雷防御隔壁

まで10 ft の距離を持続するように、 また

前後にわたりましては弾火薬庫付近も全

然同一の効果があるようにと、 特殊の外

板形状を案出したものであ ります。

また外板の次に二重底があり、 二重底

の次に最いも強力な3 1n の|坊御縦隔壁、 そ

の次にさらに3/4inの縦隔壁がありまして、

殆ど完全に近い水雷防御力を持ち、 いか

なる列国のものよりも優れているのであ

ります。

煙路は在来の艦において防御の最 も薄

弱なところでありますが、 本艦におきま

しては最上甲板からボイラ直上の甲 阪ま

での間を、6 1n 甲鉄をもって防御いたし

ました。 これまた新計画にして最も有効

なるものと認むるところであ ります。

―この草槁はもと海軍造船中将永村清氏の

ご提供による――



こ の草稿に よって も本艦の優秀 な性能 と、 斬 新な設計 とをうかが うことが

でき るであ ろ う。

続い て大 正10 年(1921)  11 月 に起工し た巡洋 戦艦「愛(41,200  A T)

は、 翌 年2 月 ワ シント ン軍縮条 約のた め、 やむを得ず工 事半ばにし て 建造を

中止し た。 一方、 す でに進水を終え、 艤装中 の戦艦 「加賀」 も、 輝かし い門

出 を目前にし て、 つい に同様 の運命に屈し なければなら なくなった。

海軍ではすで に廃 艦とし た「加賀」 を海軍で 横須賀へ曳航す ることにし た。

全 く自航力を持 だない 巨艦を長 路曳航す ることは、 海軍でもかつて見 ない大

作業であ った。 この ため、 あ ら ゆる場 合を想定し た綿密な研究 と、 周到 な準

備 とが進められ た。 大正11 年(19  2 2) 7 月11 日 の未明、「加賀」 の巨 体を当社

の 「高砂丸」 ほか3 隻 が神戸 港から州 本 沖まで 曳航し たが、 ここには海防艦

「八雲」 ほ か駆逐艦3 隻 が待機してい た。 午後4 時曳 航の準備全く なり「加賀」

は改 めて海防艦 「富士」 に曳かれ、回航の途 につい た。 同月14[| 午前7 時、

運 命の巨艦は 横須賀 軍港に寂し く入港し たのであ った。

また、 大正11 年、二等 巡洋艦 「鬼怒」 を「大井」 の船体現図に よって 建造

し、 主 機には当 社製 のブラ ウン・ カーチ ス・タ ービ ンを装 備し た。

巡 洋 戦 艦 「愛 宕」 艦 型 略 図

基 準排水量  約40,000T   兵  裝  40cm ○ ×5

14 cm 
○ X  16

常 備 排水量  41.200T 12 cm ○ (高角)x4

速   力   30.0  kn          61cm ○( 固足)x4



大正14 年(19  2 5) 7

月 に引渡し た二 等巡洋

艦 「神通」 の ボイラは

大型重 油専焼 ボイラ8

基 とし、 混 焼ボイラは

既成同型 艦より2 基 を

増し4 基 とし た。 また

石炭 庫を増設し たので

煙突は4 本 となり、 艦 の外観は著し く変貌し た。

軍縮条 約成立後 にお ける最初 の補助艦 とし て、 大正15 年(1926) から昭 和

2 年(1927) に一 等巡洋艦 「加古」・「衣笠」( いず れも7,100  ⊿T) を建造し

た。 本 繿は従来の艦 型と趣 を異にし、 わが海軍の独創的 な設 計で、 世界各国

海軍の注目 を引い た。 舷側防御には、 厚さ3jnNVNC の舷側甲 鉄を傾斜し

て取り付け、 これを艦 体構造の一部 とし て軽量化 に努めた。 また、 防 御甲 板

を舷側甲 鉄の上端 に連結し、水線
。下

にバルジ を付し て排水量を 補足する一方、

バルジの内側に25  mm HT 鋼板3 枚 を重 ね、 強力な水雷防 御縦隔壁 を設け

て当 社独自の組 立法を試 み、 これを完成し たのであっ た。

二 等 巡 洋 艦 「神 通」( 大正14 年)

在 職30 年 間 中 最 大 の感 動

吉 国 彦 二

明治44 年 に、 川崎で巡汀1戦艦「榛名」(排

水量27,500 ト ン) を建造することになっ

た。 川崎はこのような巨艦の建造には経瓊

もなく、 また特別の施設もなかったので、

全従業員 の緊張 やその異常な意気込みは想

像以上のものであった。

大艦の建造に最 も重要な ものは、 ガント

リー・クレ ーンと各工場 の機械 などであっ

たから、 新たに設備したものは枚挙にいと

まがなかった。 しかし最し苦心し たのは、

その艤装工事であった。 軍艦の艤装は商船

と違い、 戦闘のための特殊施 設が必要なの

で、 工事は極めて複雑であった。 各金物を

寸分 の狂いもなく正確に造らねば、 戦闘能

力 がフルに発揮 できない のであった。

これらの金物は造船・造機・電気および

造兵の各工場を通じて、 その種類や所要数

が非常に多く、しかも互に関 連が深いので、

関係者としては苦労の連続であった。 しか

し納期に引渡しできた時、 私は心から従業

員に感謝 をささげた。

第1 艦によって川崎の建艦技術は高く評

価され、 さらに戦艦 「伊勢」( 排水量31,260

ト ン) 建造の命令が下った。 今度の工事は

やり易くなったが、 艤装の着工が遅れたた

め、 納期 の点が危ぶまれるに至った。



「加古」 の主機に はブラ ウン・カ ーチ ス・タ ービ ン4 基(102,000HP) を、

また 「衣笠」 の主 機には川 崎式 タ ービ ン4 基(10 2, 000HP) を それぞ れ装備

し た。 これらの主 機を4 室に区画し た機 械室に収 め、重量 軽減のため船体・機

関・兵装 にわた り特 別の考慮 を払っ た。 これらの艦 は竣工後凌波性 におい て

特に すぐれた性 能を示し た。

昭 和4 年(1929)  8 月建造 の一等巡洋 艦「足 柄」 は、 白浜約巡 洋艦" と呼ばれ

る10,000 ⊿T 級巡 洋艦で、 主 機には艦 本式 減速タ ービ ン8 基(130,000HP)

を装備し、 これに4

推進軸 を連結し た。

一 等 巡 洋艦「衣 笠」( 昭和2年)

心配した艤装委員長から、 建造主 任の私

は、「工事がおくれているが、 引渡期日は2

ヵ月後に迫っ ている。 大丈夫 か」 と詰めよ

られた。 私は即座に 「納期に必ずお引渡し

する」 と答えたものの不安になってきた。

確答し た以上、 川崎の面 目にかけても、 工

程を取り戻 さねばならぬと、 その翌日から

造船工作部の総人員約9,000人 のうち、7,000

人を動員し たのであった。

人間の頭数は多いが、 その大部分は軍艦

建造に経験が浅いので、 私は毎日苦しみ悩

んだ。 しかし必死になった従業員 が、 夜を

日に継いで励 んでくれたので、 今度も納期

に無事引渡すことができた。 しかも、 海軍

から 「満足すべき出来栄えである」 と賞辞

をいただいた。 私は今さらのように川崎全

従業員に感謝せざるを得 なかっだ。

私がその後、 造船コ:事に絶体の自信をも

って臨み得たのは、 従業員 の団結心に対 す

る信頼であった。 「榛名」・「伊勢」の建造工

事のことは、 在職30 年間のうち、 最も大き

い感謝 と感動であっ た。

(もと取締役)



一 等 巡 洋 艦 「足 柄」

(昭和4 年)

一 等 巡 洋 艦 「摩 耶」

(昭和7 年)

昭和7 年(1932)  6 月に建 造し た10,000 ⊿T 級 巡洋艦の改良 型、 一等巡洋

艦 「摩耶」(9,850 ⊿T) は、主 砲の仰角 を70 °に上げる とともに、魚雷発射管に

は 次発装填 装置を施し て上甲 板に移し た。 弾火 薬庫の防御には5in 甲鉄を も

って強化す るほか、艦体 の重量 軽減の ため船 体構造 の一 部に電気 溶接を施し、

船 装・ 機装・兵 装の一部 に軽金属を使用 するな どの新構想を盛 った。 ま た、

艦 橋には 遠距離 の砲撃、 魚雷 戦の指揮 を適確・迅速 にする ため独自の通信装

備を施し た。

昭和12 年(1937)  10 月 建造の二 等巡洋艦[ 熊野] は、 ロ ンド ン軍縮条約に

よる最初 の「最上」型8,500 ⊿T 級巡洋艦 中の1 隻 であった。 ボイラ8 基 を各

1 区画に、 また4 主 機を4 機室に それぞれ配 置し た海軍の理 想とする ところ

に近い もので、 その計画出 力は後年 の戦艦 「大和」(152,000HP) と同一 で

あった。

艦橋構造 は、 さき の10,000 ⊿T 型巡洋 艦の使用実績 をもとに、 実 物大 模型

によって 再検討の うえ配置 を決 定し た。 また重量軽減 のため、 船 体の上 部構

造にジ ュラル ミンを使用し、 電 気溶接 法を広範囲 に用い たほか、 細 部にわ た

って創意 を盛った。



船体の縦強力材・防御

材には全面的にDS 鋼材

を使用し、艤装において

も、 冷暖房通風および毒

ガス排除装置を新設した。

なお艦の不燃性強化のた

めには、耐火木材を用い、

諸室の調度品には薄鋼板

を使用した。 二等巡洋艦「熊野」( 昭和12年)

水上機母艦「瑞穂」( 昭和14年)

(4) 水上機母艦・航空母艦

昭和14 年(1939) 2

月 に建造し た水上機 母

艦 「瑞 穂」 は、 水上 偵

察機24 機を搭載し、射

出用カ タパルト4 基 と

搭載機 用エレ ベーター

1 基、 大 ・小 クレ ーン

各1 基 が装備され た。

昭和13 年(1938)  5 月 起工の当社 最初 の航空 母艦「瑞鶴」は、全長257.5m

に及 ぶ巨 艦のた め、 第4 船台前端 を約35m 延長し て 建造に当っ た。艦型 には

高速艦 に最 も有利 なバル バス艦首 を採用し、 艦橋と煙突 を右舷に集め、 主機

は わが国 艦船中、 最も高出 力の艦 本式減速タ ービ ン4 基(160,000HP) を装

備し た。

また、 弾薬 庫・機関室・ 軽質油タ ンクの防御力は 「飛 龍」 型空け をさらに

強化し、 搭載機数 は一躍84 機に増 加し たので、攻撃力 におい てわが国既成空

母の うち最 もすぐ れてい た。 重艤 装品を搭載 するために、 北 浜岸壁で数回 の

繋留替 えを行い、 海」こクレ ーン船の活動 を容 易にす るため、 鉄道桟 橋の先端

を切 り取 るな ど、 建造工程の進 捗に全力を尽し たのであっ た。

か くて、 紀伊水道お よび豊後水 道で慎重な諸 種試運転を重 ね、 海軍 の唆請

に応え、 契約 納期 を繰 上げて昭 和16 年(1941)9 月25 日に引渡しを終 えた。

本艦は真 珠湾攻撃 に参加し、 以来 全海軍の ホープとし て 縦横に活躍し、 数々



の戦歴 に鄒い た。

日本 郵船の客船 「出 雲丸」 は、 建造なかばにし て改造を命 ぜら れ、 航空母

艦 「飛 鷹」 として、昭和17 年7 月 に引渡し た。 本船は設計 の当 初から、[戦時

には空母 に改造す る] 構 想で二重 底を下甲板 まで延 長するな ど、 特 殊構造 と

し たが、 その他 の防 御力は十 分とは言えなかっ た。 そのた め、 機関室の外板

を2  5 mm DS 鋼板 の二重張 りとし、 弾 薬庫・軽質 油タン ク等 の囲壁は弾片防

御を強化し た。 また、 飛 行甲 板・飛行機 格納甲 板な ども増設し、 搭載機数を

53 機 とし たのであ った。

昭 和17 年(1942)  4  月 に建造し た水上機 母艦「秋津州」は、 姉妹艦 「千早」

空母「飛鷹」艦型略図(福井静夫著「日本の軍艦」より)

航 空 母 艦 「瑞 鶴」( 昭和16 年)



(第685 号船 昭和17.7.25

起工 後工事中止) と同型で

あっ たが、 こ の型 では海軍

唯一 の存在 となった。

昭和16 年7 月 に起工し た

航空母 艦[ 大 鳳] は、 飛 行

甲 板の20  mm DS 鋼板上

に、75  mm のCNC 甲 鉄を

配 して防 御力 を強化し た。

また、 艦の重 心の上 昇を防

ぐために甲板 を一 段少 なくし てあ り、新鋭機53 機を搭載し強大 な戦闘力を持

つ 空母であっ た。 本艦は難 工 事であ っ たが、 海軍の強い 要望 により、 緊急作

業 を続け、 予 定の工期 を3 ヵ月短 縮し、 昭 和19 年(1944)  3 月に引渡し た。

昭和18 年(1943)  7 月 起工の航空 母艦 「 生駒」 は、 海軍の命 によって緊急

量産 のため艦 体・ 艤装を 簡易化し、 防御甲 鉄はDS 鋼板で代用し た。 進水は

し たが、 戦 局悪化の ため、 竣工 を見 ずして同20 年7 月引渡し た。

戦況が極度 に不利 とな った昭和19 年8 月、 工 事中の1TL 油槽船「し まね

丸」 と起工間近 の[ 大滝山 丸] を護 衛空母に改造 することにな り、 同年12 月

お よび翌年1 月に それ ぞれ進水 させた。 その後、 艤装を急い だが、「し まね

丸」 は完工直 前に、「大 滝山丸」 は岸壁に繋留 のまま工事中止の 命を受け た。

解 体される空 母[ 生駒] ‥・三井玉造船所にて( 昭和22 年)

航空母艦「大鳳」( 昭和19 年) 第1 航空艦隊とともにテニヤンで 〃玉 砕〃 したもと鷹部隊の生き残り勇士 新津

(武) 海 軍整備 兵曹による撮影( 日本に現存 する「 大は」の写貞2 枚のうちの1 枚)

(5) 海  防  艦

太平洋戦争の末期には、 丙型および丁型海防艦と称する小型艦の急速建造



が計画さ れ、 丙型には

ディ ーゼル機 関を、 丁

型にはタ ービ ン機関を

装備し た。

昭和19 年(1944) の

初め、海防艦丁型23 隻

を受 注し、 本社 ・泉州

の両工場で着工したが、

11 隻を引渡し たのみで終戦となった。 なお竣工した 「第78 号」 と工事中止

となった「第142 号」 は、 戦後いずれも泉州工場において復員船に改造し、

多くの復員軍人を故国に輸送した。

丁 型 海防 艦( 昭和19年)

特務艦( 給油艦) 「知床」( 大正9 年)

特務艦( 砕氷艦) 「大泊」( 大正10 年)

(6) 特 務 艦 艇

外地からの重油輸送用として計画された特務艦( 給油艦) のうち「能登呂」

ほか2 隻をロイド協会のルールに準拠して設計し、 大正9 年(1920)  12 月 ま

でに建造した。

大正10 年(1921) に急速

建造を要請されて当社が設

計し、4 ヵ月半で建造した

特務艦( 砕氷艦)「大泊」 は

竣工後海軍唯一の砕氷艦と

して北洋警備のため活躍し

た。

大正13 年(1924) に、

海軍最初の給糧艦として当

社の設計で建造した特務艦

「間宮」 は、 艦隊に糧食補

給を行なうため、 広大な冷

蔵設備と多数の糧食製造機

械のほか、牛舎・屠牛場等

の特種施設、 食糧倉庫など

を持つ特殊艦であった。 本



艦は昭和16 年(1941)

に建造し た「伊良 湖」

と同 様に、 艤 装工事に

は当 社 として未 経験の

施設が多かっ たため。

その準備 と苦心 とは並

々ならぬ ものがあ った。

昭 和15 年(1940)  10

月と翌年3 月に相次いで引渡した電纜敷設艇「初島」 および「釣島」 には、

敷設用電線各2,000m を搭載したほか、 別に管制式 水中聴音機需敷設のため、

後甲板にレ ールを設備した。

昭和18 年(1943)  3 月に引渡し た大阪商船の客船「筑紫丸」 は、 建造中に

海軍の命により特設潜水母艦に改装したが、 その客船設備と高速力とを有効

に活用したほか必要設備を増設した。

特務 艦( 給糧艦) 「間宮」( 大正13 年)

海軍 曳船兼動力船「第3498号」( 昭和15年)

(7) 雑     船

昭和7 年(1932) から翌年にかけて、 陸軍から鋼製伝令艇およびC 型・D

型鋼製大型発動艇29 隻を受注し、同8 年4 月までに引渡した。 これらの艇に

は、いずれもスパイラル・プロペラーを装備し、 その運動性の敏速なことが

特長であった。

当社の曳船兼動力船「住吉丸」の優秀な性能が認められ、昭和12 年(1937)

12 月、海軍から同 型船

4 隻、 続い て5 隻を受

注し、同19 年までに合

計9 隻を建 造し た。

また、昭和13 年から

同15 年(1940) まで に

上陸作 戦用14m. 鋼製特

型運貨船33 隻、 さら

に同15 年から同18 年

(1943) までに300 T 型

飛行機救鄭 船5 隻 を建



造し たが、 こ の飛 行機救難船 にはいずれ も船尾 に5T 電動 クレ ーン1 基を設

け、 甲 板上に水上 機2 機 と魚雷8 本の搭 載設 備を施し た。

(8) 防衛庁警備 艦

敗戦後数年問、 わが国の政治・ 経済そ の他 のす べてが連 合国軍の管理下に

おか れた。 やがて講 和条約が 発効し、 独立 の日を迎え るに至って、 政府の艦

艇 建造はよ うや く具体化し て きた。 当 社では昭 和28 年(19  5 3) 3 月。 艦艇基

本計 画部を新設し、諸般 の体制を整え、翌年戦後 初めての艦 艇乙 型警固艦「い

かづ ち」(1,192 ⊿T) の建造を受注し た。

本艦は戦後急 速に発達し た溶接ブ ロッ ク方式 によって建造し、 艦橋には ア

ル ミ合 金を使用し て重量 軽減を図 った。 艤装 金物類は地 上組立 のときに溶接

を終え、 溶接に よっ て生ずる船 体の局部歪 みを避け ることに意を 用い た。 ま

た。 ヘッジ・ ホックを装備し て対潜性能 を高め、 居 住設 備 もノヽ ンモック式を

ベット式 に改 め、

舷窓 を廃し. 通風

・採 光に万全 を期

し た。 さらに炊 事

室. 娯楽 室な どの

設備 も能うか ぎり

近代 色を豊かに取

り入 れるよ うに工

夫し た.
乙型警備艦 「い かづち」( 昭和31年)

2。 外 国 艦 艇

明治37 年(1904) 、 清国砲艦「江元」の建造に始まる当社の外国艦艇建造史

は、 昭和13 年(1938) シャム国砲艦 "TOMBURI" の建造まで続き、 その問、

仏国や満州国からの艦艇を合わせると建造総数は34 隻に及んだ。

(1) 清 国 艦 艇

明治37 年以後数年問に、 清国の砲艦10 隻と水雷艇4 隻を建造した。 水雷艇

はわが海軍の二等水雷艇と同型とし、 砲艦は当社独自の設計で行われた。



清国砲艦 「江元」

(明治38 年)

艤装中の清国砲艦「楚謙」・「楚予」( 明治40 年)

清国 水 雷 艇「湖鶚」( 明治40年)

明治38 年(1905)  6 月

に竣工した第1 艦「江元」

は、 当社の指導によって

清国へ回航し、 続いて同

40 年5 月に竣工した水雷

艇「湖鴨」・「湖鶚」 は、

当社船「第一救助丸」 が

母船となって同じく同国

へ回航した。 また、引続

き清国湖北省の砲艦「楚

泰」 ほか5 隻、同じく南

京省の砲艦「江亨」 ほか

2 隻と水蜜艇2 隻を建造

したが、 その後さらに清

国政府の砲艦「永翔」 と

建造は続いた。

(2) シ ャ ム 国 艦 艇

明 治40 年(1907) 、 シ ャ ム国 政 府 か ら 駆 逐 艦"SUARTAYOENCHON ″ お よ び

水 雷 艇3 隻 等 計4 隻 を受 注 し た。 駆 逐 艦 は 「朝 風」 と、 ま た 水雷 艇 は わが 海

軍 の 二 等 水雷 艇 とい ず れ も同 型 で あ っ た。 こ れら4 隻 は、 翌 年6 月 同 時 に 竣

工 し、 当 社船 「第 一 琴 平 丸」 が 母 船 とな っ て 同 国 へ 回 航 し、2 ヵ 月 後 ハ ン コ

ッ ク に お い て 引 渡 し を 終 え た。

明 治45 年 建 造 の駆 逐 艦"SUAKAMRONS1N " お よ び 大 正2 年(1913) 建 造 の



水 雷 艇 「N0. 4 」 は 、 前 回

と 同 型 で あ っ た が 、 駆 逐

艦 の 主 機 に 新 式 の カ ー チ

ス ・ タ ー ビ ン を 採 用 し た

点 に 異 色 が あ っ た 。 水 雷

艇 「N0. 4 」 は 引 渡 後 、 当

社 船 「 第 一 救 助 丸 」 が 母

船 と な っ て ハ ン コ ッ ク へ

回 航 し た 。

昭 和13 年(1938) に 建

造 の シ ャ ム 国 最 大 の 砲 艦

″AYUDHYA ″・"TOMBURI ″

の2 隻 は 、 同 国 海 軍 の 要

望 で 短20em 連 装 砲 各1 基

を 前 ・ 後 部 に 装 備 し 、 艦

橋 に 新 式 望 楼 を 設 け る な

ど 偉 容 を 誇 っ た 。

シャム国 駆逐艦"SUAKAMRONSIN ″( 明治45 年)

シャム国 砲艦 ″TOMBURI"( 昭和13 年)

水雷艇をシャム国へ回航するの記

宇 田 五 郎 助

明 治41 年 川 崎 造 船 所 で 竣 工 し た シ ャ ム 国

駆 逐 艦"SUARTAYOENCHON ″ の 回 航 に 私

は 加 わ っ た。 当 時 、 海 軍 と の 連 絡 に あ た っ

て い た 目 良( 恒)( の ち 取 締 役) さ ん が 回 航

員 の 人 選 を 行 い、 回 航 艦 の 艦 長 に は 現 役 の

士 官 を お 願 い し て 無 事 回 航 を 終 っ た。

こ れ が 機 縁 で、そ の 後、私 は 正 式 に 川 崎 に

入 社 し た。 大 正2 年 に シ ャ ム 国 発 注 の 二 等

水 雷 艇(89 ト ン) を 回 航 す る こ と に な っ た。

な に し ろ 小 さ な 水 雷 艇 で、 支 那 海 を わ た る

" 命 が げ の 仕 事 で あ る か ら 乗 る 人 が な い。

会 社 で も ほ と ほ と 困 っ て、 い ろ い ろ の 処 へ

頼んだが、 結局以前の経験かおるというの

で私にお鉢が回って来た。

篠田( 恒太郎)( 造機工作部長 のち「榛名」

のことで引責自決) さんが非常に心配して。

「こんな小っぽけな船でどうして支那海を

渡る積りかね、 無謀ではないか」 と心配し

て聞かれたので、 私は 「あの船はボイラが

2 缶ある。 その1 缶だけ焚いて12 海里の速

力を出 す。 他の1 缶に8 トンの水を満水さ

せ、 石炭は缶 の回りにも約6 ト ン積んで1

昼夜ぶっ通しで航海する」 と答 えたが、「そ

れで大丈夫かね」 と幾度も念を押 された。



(3) 仏 国 駆 逐 艦

第1 次世界大戦中、仏国政府はわが海軍に駆逐艦12 隻の急辿建造を委嘱し

てきた。 当社はこのうち2 隻を担当し、 引揚船架を仮船台に改造して着工し

た。 当時はストック・ボート建造のさ中で、操業は繁忙をきわめていたが、

連日徹夜作業を続け、5 ヵ月余の短期問で建造したのであった。

(4) 満州国砲艇・警備船

満州国政府の砲艇3 隻お よび海辺警備船6 隻の建造に着手したのは、 昭和

8 年(1933) のことであった。「恩民」 のほか2 隻の砲艇は、 仮組立ののち

解体して搬送し、 ハルビンの郊外松花江岸で組立を行い、同年7 月22 日全砲

艇を引渡した。 また海辺警

備船「海鳳」 ほか5 隻は、

同年7 月末までにいずれも

神戸港で引渡しを終った。

満州国 海辺警備船「海龍」( 昭和8 年)

こうして、 いよいよ神戸を出港したのは

同年の6 月19 日のことであった。 途中、 長

崎県の五 烏玉之浦に寄 り、 午前2 時 に出 た

が、8 時半ごろから大変な時化 になった。

"木の葉のよう″ に揺れる艇内でいろいろ

相談した結果、 こうなれば進むも引き返 す

も同じであるから、 このまま突っ走ろうと

いうことに決まった。 そこで全員がライフ

。ジャケットを身につけたままの悲壮な姿

で航海を続け、 やっと杭州湾に到着したの

は翌日の午後3 時であった。 それまでの32

時間を、 荒天にもまれながらも支那海を波

りきっ たことは、 誠に 前例 のないことであ

った。

その後の航海では、 海賊の横行するサモ

ン湾を敬遠して直門・香港に寄港し、 ツー

ラン、 サイゴンを経て無事 ハンコックに到

着し、 大正2 年7 月22日、 引渡しを完了し

た。 これでわが国の艦艇建造技術や、 航海

術の卓越してい ることを実証出来た。 シャ

ム国では官民あげての大歓迎を受け、川崎

マンとして大いに面目をほどこした。



艦 艇 兵 裝 一 覧

艦 艇 種 艦 艇 名

伊 勢

排 水 量 主 砲

(口径×門数)

剛 砲

(口径×門数)

機 銃

(口径×門数)

魚 雷 発 射 管

(口径×門数)
艦載機その他

水 偵 機1

〃1

〃2

戦 艦 31,260 14″×12(6 ×6) 5,5″×20(6 ×20)
3″×4( φ×4)

25mmx2( 心×2) 53C111X6(φ×6)

巡 洋 戦 艦 榛 名 27,500 14″×8(d ×4) 6″×16(C.!)×16)
3″×4( 心×4)

25mmx4(6 ×4) 53cmx8 ゆ ×8)

一 等 巡 洋 艦 加 古 7,100 20CH1X6(6 ×6) 8cmx4 防 ×4) 25mmx2(6 ×2) 61cmx12( 茆×6)

--
衣 笠 〃 //( 乙×3) 12cmx4( 心×4) //(/ 冂 〃( 〃)

足 柄 10,000 20cmx10(6 ×5) 12cmx6(6 ×6)
25mmx8( と)×4)

13mmX4( 凸×2)
6icmxi2(c ×4)

〃 摩 耶 9,850 〃( 〃) 12omx4{(!) ×4) 13mmx8( 乙 ×4) 6icmx8(# ×4) 〃3

二 等 巡 洋 艦 平 戸 4,400 6″×8( 乙×8) 3″×4(6 ×4) 53cmx4( φ×4)

〃 大 井 5,500 14cmx7(6 ×7) 8cmx2 防 ×2) 53cmx8(<J1>×4)水 偵 機1

〃 鬼 怒 5,570 〃( 〃) 〃( 〃) 6lcmx8(<jj>×4) 〃1

〃1〃 神 通 5,700 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)

〃 熊 野 8,500 15.5cmx15 防 ×5)

12.70111X16(6×8)

12.7cmx8(6 ×4) 25mmX8(& ×4)
13mmx4( 凸×2)

6icmx12( φ×4) 〃3

航 空 母 艦 瑞 鷏 25,675 25mmX36(5 ×12) 飛 行 機84

〃 飛 弯 24,140 12.7cmxi2( £>×6) 25mmX24(C> ×8)
〃53

〃53〃 大 鳳 29,300 10mcx12( と)×6) 25mmx66(0 ×22)

水 上 機 母 艦 瑞 穗 10,929 12.7cmx6( う×3) 25mmx24 防 ×12) 水 偵 機24
カタパルト4

〃 秋 津 州 4,650 12.7cmx4(6 ×2) 25mmx4(6 ×2) 飛 行 艇1
煬 雷36

特 設潜 水母艦 筑 紫 丸 10,487 15cmX4(6 ×4) 13mmX2 防 ×2)

海 防 艦 第38 号 740 12cmx2(6 ×2) 8cmx1
25mmx12

ミミヨ)
爆 雷120

Z/
-

Z/

Z/

〃

Z/

//

Z/

ノ/

〃 第46 号 〃 〃( 〃) 〃 〃( 〃)

〃 第56 号 〃 //( 〃) 〃 〃( 〃)

〃 第60 号 // 〃( 〃) 〃 〃( 〃)

〃 第68 号 〃 〃( 〃) // 〃( 〃)

〃
第78 号 〃 〃( 〃) 〃 〃( 〃)

〃 第112 号 〃 〃( 〃) 〃 〃( 〃)

〃
第118 号

〃

〃

〃( 〃) 〃 〃( 〃)

〃
第124 号 〃( 〃) 〃 〃( 〃)

〃 第126 号 〃 〃( 〃)

-...... ¬
ふ

6pclrx2(6 ×2)

〃 〃( 〃) 〃

砲 艦 伏 見 180

〃( 通報艦) 淀 1,320 4.7″×2( 心×2) 3″×4((:) ×4) 45cmX2((J) ×2)

〃( 清 国) 江 元 565 4.7″×1
12pdrχ1

3pdrx4( 心×4) Maximx4((:) ×4)

〃(//)! 江 亨I ″| 〃 〃( 〃) 〃( 〃)



艦 艇 種 艦 艇 名 排 水 毆
主 砲

(口ぼ×門数)

剛 砲 賤 銃

(口径×門数)( 口径X 門数)

魚 雷 発 射 管

(口径×門数)

艦 賊 機 そ の 他

. . . . . . . . ¬

W . . . - 丶 . . . . . ¬

- 一 一 一 一 一 一 一一

一 一 ― - ・ - 一一

砲 艦( 清国) 江 利 565 4.7″
×1

12p(1rχ1
3pdrx4( 乙×4) Maximx4( 心×4)

〃( 〃) 江 貞 〃 〃 〃(//) 〃( 〃)

〃( 〃) 楚 泰 750 4.7″X2(6 ×2) 12pdrx2(6 ×2) 〃( 〃)

9 ~

〃( 〃) 楚 同 〃 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃) 楚 有 〃 〃( 〃) //( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃) 楚 謙 〃 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃) 楚 予 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃)

〃( 〃

〃( 〃) 楚 観 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃) 永 翔 780 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( シャム国) AYUDnyA 2,265 短
20cm ×4( 凸×2)

8cmx4(6 ×4) 13mmX2(6 ×2)

〃( 〃) T01×rlBUIU // 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)

一 等 駆 逐 艦 時 津 風 1,227 12cmX4(6 ×4) M.G, ×2( 心×2) 45cmx6(( ル×3)

爆 雷36

〃

〃

〃

〃

〃 有 明 1,368 12.7Cn1×5ty ズり 6icmx9( φ×3)

〃 荒 潮 1,961 12.7C1I1X6( と)×3) 25iumX4(6 ×2) 6icmX8( の×2)

〃 朝 雲 〃 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)

〃 初 風 2,000 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)

〃 |梨1,289 12.7cnlx3ty ズU 25mmx24 謡公) 61cmx4( ⑩×1)

二 等 駆 逐 艦 梅 680 12cmx1 8cmx4( 心×4) 45cmx4( 曲×2)

〃 楠 〃 〃 〃( 〃) yy( 〃)

一一一一

〃 梨 850 12C1HX3(6 ×3) 53cmx4 罔)×2)

〃 竹 〃 〃( 〃) 〃( 〃1

〃 菊 // 〃( 〃) 〃(")

〃 葵 〃 〃(/ 冂 〃( 〃)

〃 蔦 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

爆 雷48

〃

〃 葦 〃 〃( 〃)
_…_ ‥.___ 、

〃( 〃)

〃 第 二 900 〃( 〃) 〃( 〃)

〃 第 四 〃 〃( 〃)
- - 、

〃( 〃)

駆逐艦( 仏国) N0.9 675 12cmx1 8cmx4 心 べ4) 45cmx4 け ×2)

- ― 一 一

〃( 〃) N0.10 〃 〃 〃(//) 〃{/ 冂

駆 逐 艦 朝 風 375 12pdrX2(6 ×2)
短
12pdrx4( 乙×4)

18″×2( φ×2)

〃 春 風 〃 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)

〃 時 雨 〃 〃( 〃) 〃( 〃) 〃( 〃)



艦 艇 種 艦 艇 名 排 水 量 主 砲

(口径×門数)

副 砲

(口径×門数)

機 銃

(口径×門数)

魚 雷 発 射 管

(口径×門数)
艦載機その他

駆 逐 艦 初 寡 375 12p<lrX2(6 ×2)
短
12pdrx4( 心×4) 18″×2( φ×2)

// 卯 月 〃 //( 〃)

一一一-

〃( 〃)

〃( 〃) 〃( 〃)

駆逐艦(シy ム国) SUAHTAYO-
ENCHON // 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 々) SUAKA.MH-
ONSIN

〃 〃( 〃) 〃( 〃) J( 〃)

一 等 水 雷 艇 千 鳥 150 47mmx2( 心×2) 37mm ×1 45cmx3( φ×3)

〃 鷂 〃 〃( 〃) 〃 〃( 〃)

// 鴻 〃 〃( 〃) 〃 〃( 〃)

二 等 水 雷 艇 第三十五号 82 〃( 〃) 14″×3 賍×3)

// 第三十六号 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

// 第 六 十 号 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃 第六十一号 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

か 第七十四号 89 〃( 〃) 18″×3 い ×3)

〃 第七十五号 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

水雷艇( 清国) 湖 鴨 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃 いい 湖 腮 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃) 湖 燕 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃) 湖 隼 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( シャム国)

〃( 〃)

N0.1 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

N0.2 〃 〃( 〃) //( 〃)

〃( 々) N0.3 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃) N0.4 が 〃( 〃) 〃( 〃)

特務艦(給油艦) 能 登 呂 14,500 4,7″×2( 乙×2) 3″×2( 心×2)

〃( 〃) 知 床 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃( 〃) 噤 裳 〃 〃( 〃) 〃( 〃)

〃(//)

〃( 砕氷艦)

隠 戸 15,420 5,5″×2( 乙×2) 〃( 〃)

大 泊 2,330 8cmx1

〃( 紿糧艦) 問 宮 15,665 5.5″×2( 心×2) 3″×2( 心×2)

〃( 〃) 伊 良 湖 9,570 12Cmx2( 心×2) 25nnnX13 二jl

電 纜 敷 設 艇

//

警 備 艦 乙 型

初 島 1,560 8<:mX1 25mm ×61a ズjl 聴音機雷12

釣 島 〃 〃 〃 ドl 〃

い か づち 1,192 3″×2( 心×2) 40mmX4(6 ×2)

爆 雷78
爆雷投射機8

゛`ツジ ホツ
グ1



艦 艇 種 艦 艇 名 排 水 量
主 砲

(口径×門数)

副 砲

(口径×門数)

賤 銃

(口径×門数)

魚 雷 発 射 管

(口径×門数)
艦載機その他

海辺警備船t満州) 海 鳳 191 8cn1×2( 心×2)

//( 〃) 海 龍 // 〃( 〃)
』

//(//) 海 光 51 機銃若干

//(//) 海 瑞 53 〃

〃( 〃) 海 栄 〃 //

//( 〃) 海 華 〃 〃

砲 衙( 〃) 恩 民 15 3]xlrx2 に ×2)

〃( 〃) 普 民 〃 〃(/ 冂

//(yx) 恵 民 〃 //( 〃)

注() 内の心( 砲銃) 巾( 魚雷) は単裝

乙 巾 は連装

昌 ⑩ は3 連装

公 は4 連装を示す。

第2 節 潜 水 艦

当社 の潜水 艦建造史は、 海 軍が初 めて 潜水艦を艦種 に加えた時に始 まる。

海軍で は明治34 年(1901) ごろから、 米国 ポ ーラ ンド 型潜水艇 の採否 につい

て検 討を重 ねてい た。 日露 の開戦 を機 として、 い よい よ潜水艇隊 の設 置を決

定し、 米 国エレ クトリ ック・ ボ ート社(Electric Boat Co.) から ポーランド型

潜 水艇5 隻 を輸入して、 明治38 年(1905)10 月、 横須 賀海軍工廠 で全 艇の組

立 を終っ た。 これが 「どん亀」 と愛称 された潜水艇 「第1 」~「第5 」で、 わ

が 海軍潜 水艦の草分 けであっ た。

当時、 潜水艇 の建造は、 世界い ず れの国 におい て も技術的 に創生期の域 を

い でず、 また わが国 にお い ては、 これに手 を染 めていなかっ た。 し かし、 明

治37 年(1904) に はポ ーランド型潜水艇 の設 計者ポ ーラ ンド氏 の設計図に よ

っ て、 わが海軍で も潜水艇 を建造す ることに決定し、 当 社がこれに当 ること

となっ た。 これが当 社で建造し たわが国最初 の潜水艇であっ た。

その後、 大正時 代に入って 潜水艇を 潜水艦と改称、 またその水上ト ン数 に

よって一 ・二・三 等の三等級 に区分し、 艦名にて伊・呂・ 波」 の呼称 をつけ

るよ う改 めた。 その後、 潜水艦 建造技 術はし だい に進 み、 当社におい て も、

大正 末期 には排水量2,135T の潜水艦 を建造し て、 その 技術を世 に問 うまで



に進歩し、 昭和7 年(1932) には飛行機搭載の潜水艦を建造するまでになっ

た。

昭和11 年(1936) にワシント ン軍縮条約が失効するに及んで、 わが国は多

数の水上艦を建造したが、 潜水艦の分野でもその技術はめざましい発達を遂

げた。

その後、 昭和17 年(1942) には海軍の要諳により、 潜水艦建造のため大阪

府に泉州工場を開設するなど、 生産能力の拡充につとめた。 しかしながら、

昭和20 年(1945)  8 月、 第2 次世界大戦の終了によって、 わが国潜水艦建造

の首位を占める当社の輝かしい建艦史にも一応終止符が打たれた。 当社が明

治・大正・昭和の3時代40 余年にわたって建造した潜水艦は、61 隻(78, 834

jT) にも及び、 名実ともに「潜水艦の川崎」 であった。

1. 明 治 時 代

(1) ポーランド型

明治37 年(1904) 、 ポーランド型潜水艇の設計者ポーランド氏の新構想に

潜 水 艦 建 造 の思 い 出

山 中 三 郎

私が明治42 年に大学を出ると直ぐ、 横須

賀海軍工廠にアプレ ンチスとなって2 年 間

実地訓練を受け、 それから入社したが、 そ

のころ川崎では、 排水量304 ト ンの「第13」

潜水艇( 川崎型) を建造中であった。 同艇

は米国大使 館付武 官井 出 大佐 の指導 の も

とに、 川崎 が独 自の設 計をし たもの であ

った。

私はその公試運転の時、艇長の中条少佐

に頼んで、 記録を とるため、 乗艦させて貰

ったが、 艦内の装備は今から見れば幼稚な

ものであった。

大正 の終りごろ、 ドイツの巡潜型や機雷

潜型の潜水艦を建造するようになってから

川崎 の淋水艦建造技術は着々と軌道に乗 り、

その方面の信用が確立し た。

第1 次世界大戦終了後、 ドイツ海軍から

分以っ た潜水 艦を、 連合国が分けたが、 ド

イツの最精鋭の艦は、 ドイツ軍が全部破壊

してしまった。 各国はその図面を手に入れ

ようと躍起になり、 日本海軍 も図面が是非

とも欲しかったので、 海軍は松方社長 に万

難を排して図面を手 に入れて欲しい と頼ん

だのであった。

松方社長 は快くこれを引き受け、 欧米 視

察の名1] で出掛け、 フランスを足場K して

機会を待ってい た。 その時松方さんは、 気

心のよく分った商事会社の日本人に事情を



よる新型潜水艇設計図 が、 海

軍に寄 せら れた。 し かし、 詳

細図 が不 足し てい るた め、 同

艇完成後 の成果 につい ては、

幾多懸 念される点があっ た。

この ため、 海軍では その採否

お よび 建造に当る造船所 を慎

重 に審 議し て、 同年7 月 これ

を採 用するこ とに決定し、 当

社に建造が命ぜら れた。

当社では、 わが国最初の潜水艇建造であるため、 全従業員は異常な決意を

もって作業に臨んだ。 機密保持については周到な配意がなされ、 工事現場に

は板囲いをめぐらし、 関係従業員には特定のバッジをつけさせるほか、 関係

図面書類の取扱いにも細微な点に機密漏洩のないよう万全の注意が払われた。

また、 米国から技師フォアマンなど5 名を当社に招き協力を仰いだ。 何分

にも当社最初の建艇作業のため、予想だにしない問題につぎつぎと逢着した

潜 水 艇「第6 」( 明治39 年)

よく話し、 オフン。ダヘ派遣し た。 情報によ

ると非常に危険だが見込みがあるというの

で、 裏から手 を回して図面の入手に成功し

た。 海軍が雀躍して喜んだのはいうまでも

ない。

″絵画コレ クタ ーの松方さん″ として欧

州で名が通っているので、 芸術愛好家 の松

方さんが、 そんな離 れ業をやるとは誰一人

考 えていない…… い わば盲点を松方さんは

ついたのであった。 手に入った図面は、 日

本大使館の荷物として日本に送り出され、

潜水艦建造技術の発達に大きい プラスとな

った。

さらに松方社長は、 クルップ・ゲルマニ

ア造船所とウェ ザー造船所から全般・船設

・機設・操縦・ディ ーゼル機関製作など、

それぞれ巡潜 や機雷潜の建造経験を持つ専

門技術者を、 当社に招くよう交渉に苦 心を

重ね、 やっと話がで きた。

外人技師招聘の交渉はうまくできたもの

の、 列国の眼が光っ ているので日本へ来る

のが大変であった。 そこで、一行は一 度ジ

ャワに渡り、 そこにしばらく滞在したのち

来日するなど、 苦心したのであっ た。 この

技師たちは当社に約3 年滞在して、 いろい

ろ親切に指導に当ってくれた。

またそのころ、 潜水艦設計 の世界的権威

者であ るド イツのデッヘル博士を、 海軍が



が、 よく従業員は協力して明治37 年(1904)  11 月、「第6 」・「第7 」 の両艇

を起工し、同39 年4 月に引渡した。 両艇はいずれも艇の首尾を通じて横隔壁

がなく、 舵は縦舵と潜舵のみで横舵がなかった。 またスタンダード式ガソリ

ン機関(250HP)1 基を装備し、 艇首に4  5 cm 魚雷発射管1 門をもち今日か

らみればプリミティブとも言える小艇であった。

潜水艇「第6 」 は、 その後、明治43 年(1910)4 月15 日、山口県岩国沖合

で潜航訓練中事故のため沈没、 佐久間艇長以下全員が艇と運命を共にし、 国

民に大きな衝動を与えた。

(2) 川 崎 型

その後、 建造した潜水艇「第13」( 改名[ 波6]) は、 英国のC 型潜水艇と

の比較研究に資するためのものであって、川崎型と呼ばれた。 当社では海軍

指導のもとに独自の設計をなし、 さきに建造した潜水艇「第6 」・「第7 」

の経験を活かして慎重に工事をすすめた。 主機には米国製複動ガソリン機関

(1,160 HP)1 基を装備した。 この陸上試運転に際し、機関の調整に日時を費

やし、 引渡しだのは大正元年(1912)  9 月であった。

数力 月招聘してくれた。 博士はド イツにい

ると「戦犯」 になるので、 戦争が終るとす

ぐ オランダに亡命し、 設計事務所を開いて

各国から、 依頼される軍艦の設計をしてい

た。 これらの人達の熱心な指導は、 通り一

ぺんのガイダンスでなく、 一々手をとって

教えてくれるので、 技術者にはすばらしい

魅力であっ たし、 本当に嬉しかっ た。

このような関 係もあっ て、 昭和7 年 には

世界に先がけて、 飛行機格納筒を船体に内

蔵した潜水艦 「伊5 」 を竣工させるまでに

技術は成長した。 英国にはすでに潜水艦の

甲板上に格納筒を取り付ける程度のものは

できてい たが、 川崎では外殻内に飛行 機を

格納 するものを造ったので、 各国は驚い て

しまっ た。 第2 次世界大戦の緒戦で、 米西

岸を爆撃して、米 人を驚愕せしめた日本機

は、 この艦から飛び立ったものであった。

ともあれ後年、 わが国で建造された優秀

な潜水艦は、 その昔、 松方社長 の苦心によ

るド イツ潜水艦の設計図人手 と、 外人技師

の懇切な指導が母胎となっていることを忘

れてはならぬ と思う。

(もと専務取締役)



ガソリン潜 航運転中の潜水艇

「 第13 」( 改名「波6 」)(上)

と同艇

(大正元年)

潜水艦「第21 」( 改名「呂2 」)( 大正9 年)

2。 大 正 時 代

(1) ロ ーレ ンチ型( フィアット型)

海軍では、初め小型 潜水艇について、米・ 英の単殼式 ポーランド型・C 型、

次い で 複殼式 ローブ ーフ型な どを輸入または建造し て研究を重ねた。 その後、

英 国の凖 複殼式L 型、 イタリアの 複殼式ロ ーレ ンチ型、 ド イツの複殼式U 型

な ど、 もっぱら中 型潜水艇 の試作研究へ と進 んだ。

当社で は海軍 の推 奨に より ローレ ンチ博士 の新構想に よる潜水艇の建造 を

計画し た。 大正4 年(1915)  5 月、 同型艇2 隻の建造 を受 注すると ともに、

同年7 月、 イタリ アのフィア ット・ サン・ジョ ルジョ(Fiat-San Giorgio) 社 と

同型潜 水艦お よび艦船 用フィア ット 型デ ィーゼル機関 の製作 につい て技 術提

携を行な った。

大 正5 年初 め、 技 術習

得のため技術員10 名をフ

ィアット社に派 遣し た。

同 社ではドイ ツ海軍注文

の同型艇(U-42) を艤

装中であっ たので、 当 社

技術員の技術的 収穫は多

大 であっ た。 その後、 同



9 年(1920) には、 さきに受注したローレンチ型「第18」(改名「呂1」)・「第

21」(改名「呂2 」)の両潜水艦をそれぞれ引渡した。

本艦の船体は複殼式で、 常備排水量714T 、 主機はフィアット型単動2 サ

イクルディーゼル機関(1,300HP)2 基をもつ新鋭艦であった。 しかし、 潜

航時の運動性能が鋭敏に過ぎ、 操縦に特別の訓練を要するという難点がある

ので、 その後研究を重ね改良された。

大正11 年(19  2 2) 3 月から同年7 月に潜水艦「第31」(改名「呂3 」) ほか

2 隻をそれぞれ引渡したが、これらの艦には、当社で初めて製作し たフィア

ット型ディーゼル機関(1,300HP)2 基を装備した。 本艦型はその後、 使用

実績に徴して慎重に検討を加えた結果、 これら5 隻の建造のみにとどめるこ

とになった。

潜水艦 「第32 」( 改名 「呂4 」)( 大正11 年)

潜 水艦 「第68 」(大正12年)

(2) 特 中 型

大正12 年(1923) から翌年に、 特中型潜水艦「第68」( 改名「呂29」) ほか

3 隻を建造した。 本艦型はわが海軍独自の考案で、 水中操艦の安定性、 航続

距離と安全潜航深度の増大、 またメーン・タンクの排水に高・低圧排水の可

能であることなどが特長であった。

この うち 「第70 」 は、大

正12 年8 月21 日、 淡路島仮

屋沖 で試運転中、 事故のた

め沈没し、 海軍監督官上林

(潔) 海軍 少佐以下将兵46 名

と、 当社大 和( 三太 郎) 技

師以 下42 名、計88 名の殉職

者 を出す とい う痛 ましい で



きご とが起こ った。

沈没艦 の引揚げ は、

荒 天や海流 の悪条件

が重な り意 外に難作

業 となっ たが、10 月

23 日浮揚 に成功し、

当 社に曳航、 全艤装

品 を取 りは ずし 解体

し た。

大正13 年(1924)  12 月、「第70 」 の解 体材を用い、 代艦 とし て潜水艦 「呂

31」の建造 に着手し、 引 渡し だのは昭 和2 年(1927)  5 月であ った。

手前‥・潜 水 艦 「第69 」( 艤 装 中)

後 部‥・引揚後銅 工浜に繋留中の潜水艦「第70」( 大正12 年)

(3) ドイ ツ潜水 艦建造技術の 導入

第1 次世界大戦中 にお け るド イツ潜水艦 の活 躍はめざ まし く、 同国 の高度

に 発達し た建艦技 術は、 各国 の注視する ところであ った。 大戦ののち、 ド イ

ツ潜水艦 を戦利艦 として連 合国 側が没収し、 わが国に もそのうち7 隻が分配

された。 し かし、 最新式の大型機雷 潜 と巡潜型 は、 ドイ ツが破壊し たので、

各国 はその図面 入手 に狂奔し た。

大 正10 年(1921)  4 月、 欧米 視察の途 につい た松方社長 に、 ド イ ツ潜水艦

の建造技術 を列国 に先んじて導 入す るための使命がひ そかに海軍から托 され

ていた。 そのころ、 各国は まだ それら 潜水艦の図面 を手 に入れるこ とがで き

なかっ た。 し かし 松方社長 の苦心はつい に実を結び、 巡 洋潜水艦お よび大型

機雷 敷設 潜水艦の図面 入手に成 功し て海軍の要望 にこたえた。

その後、 当 社では クルップ・ ゲル マニ ヤ造船所 とウェ ザ ー造船所 とから、

巡 潜お よび機雷潜建造 に経 験のあ る技 術者を招い たが、 海軍で もド イツ潜水

艦設計 の権 威者テ ッヘル博士 を招き、 その指導を受け た。

大正11 年8 月、社内 機構 を改 めて 潜水艦部を新設し、 潜水艦建造の技術陣

容を強化し た。 また 潜水艦「第70 」の 事故 にかんがみ、 同14 年に操艦課 を新

設し、 当 社の責 任にお いて全 試運転を行な うこと・になった。

潜水艦 「伊1 」 は この新し いシ ステムによって、 初 めて公試運転を行なっ

たのであ る。



(4) 巡 潜 1 型

大正15 年(19  2 6) に建造

し た一等 潜水艦「伊1」～「伊

3」の3 隻は、いず れ も主機

として ラ式2 号デ ィーゼル

機関(3,000HP)2 基を備

え、 水上速力 は18  kn、航続

距離 は10 kn で24,400 海里

に達し た。

進水 する一等潜水艦「伊4 」( 昭和3 年)

一等 潜水 艦「伊1 」( 大正15年)

潜 水 艦試 運転 の こ と

山 根 幸 造

70 号潜水艦の沈没事故( 大正12 年) があ

ってからは、 試運転はすべて会社で行なう

こととなったが、 万一の場合に備えて乗い

は皆 ユニホームを着て、 えりの裏に墨で氏

名を明記した。 操 作を・誤らぬ限り事故の起

こることはまず考 えられないが、 それでも

初 めての時は。 非常な緊張のために身体も

こわばる思いであった。

二重ノヽ ツチを閉じて艦内にはい り、 人員

点呼をして、 司令塔に届けたあ とは、 しば

し、 娑婆 ともお別れである。 隔壁の通路の

かたわらに、 真赤に塗った手おのと予備灯

が置いてあるのは、 いざという時に試験用

の通信線を断ち切って、 防水とびらを閉じ

るためであ る。

耳が刺されるようにキーンとするのは、

どこかで漏気して艦内の気圧が上 るからで

あ る。 潜航 すれば静かなもので、 時折発令

所から下 る命令と、 操舵軸 の回転音が聞え

るほかには何の物音4) 聞えない。

少し慣れると退屈してくる。 そこで雑談

を始めると、 伝声管が「機械室静かにせよ」

と叫ぶ。 一番困るのは尿意を催した時で、

繿の前後2 ヵ所には仮便所が設けられてい

るけれども、 潜航試験中は要員 以外 の移動

は禁止 されるから、 我慢しなければならな



単艦、 久し き にわたっ て遠洋に行動し うるの性 能で、 巡洋 潜水艦の名に そ

むか なかった。 このほか、 潜航性能におい てもきわ めて 優れ、 負浮力 タン ク

を設け て潜航秒 時を短縮し た。 引続き同型 に伊4 」 を大正15 年に起工し、 昭

和4 年(1929) に引 渡し た。

(5) 機 雷 潜 型

一等 潜水艦「伊21 」(改 名

「伊121 」) ～「伊23 」(改 名

「伊123 」) の3 隻 は、 大正

13 年(1924) から翌年に起

工し、 機雷敷設 装置な ど複

雑な艤装を行い、 昭和2 年

(1927) から翌 年に引渡し

た。

これら3 艦は、 艦 尾に魚雷 発射管に代え て機雷敷設筒2 基 を備え、 機雷42

個を搭載し た。主 機には ラ式1 号(1,200 HP)2 基を装備し、水上 速力 は14.5

kn、航 続距離は8kn で10,500 海里 に及んだ。

一等潜水艦「伊21 」(改名「伊121 」)( 昭和2 年)

い。

どんなに寒い ときでも、 厚着をすると艦

内作業が不便であるから薄着をしているの

ですぐに冷え込んでしまう。 そのために冬

の潜航運転の日などは、 朝から水気のもの

を一切摂らぬように心掛けたものだ。

夏の潜航もまたなかなかきつい もので、

急速潜航 をすると、 機関 の余熱のために空

気が熱せられて、 まるで蒸し風呂にはいっ

ているようであ る。 胸や背中からふき出 す

汗は、 たちまち潜航服をびっしょ りぬらし

て、 全く水をかぶったようになっ た。 その

反面、 海上が荒 れている時などに早く潜航

したい と思うのは、 どんな荒天でも、15m

も潜ると海中は別世界のように静かであ る

からだ。

一番楽しいのは、 潜航試験が終って浮上

した時で、「ハツチ開け」の命令とともにデ

ッキに飛び出して、 両手をひろげ、 胸一 杯

に空気を吸い込む時 の気分 は何とも言えな

い。 空気 というものがこんなにうまいもの

であっ たかと、 今更のように感じ たもので

あ る。

(もと泉州工場造機部企画課長・)



同型艦である「伊24」(改名「伊124」)は、大正15 年(1926) に起工し、昭

和3 年(1928) に引渡した。

(6) 関連工業の発達

大正末期には海中型・特中型・海大型等、 わが海軍独自の設計による艦型

が完成した。 また、 関連工業の発達によって、主機のディーゼル機関をけじ

め、 主電動機・2 次電池・潜望鏡等すべて国産品を用いたが、 従来輸入に依

存していた時期に比べ、 それらの成績は優るとも劣るところはなかった。

3. 昭和20 年 ま で

(1) 飛行機搭載巡潜1 型

昭和7 年(1932) に建造した一等潜水艦「伊5 」 は、 水上偵察機1 機を搭

載したが、 潜水艦に飛行機を搭載することはこれが最初であった。 伊1 型の

要目をさして変更しないで、 搭載機を迅速に発進・揚収しうるよう、 搭載機

格納筒およびデリックなどについて川崎独自の工夫を重ねたのであった。

一等 潜木 艦「伊5 」(昭和7年)

(2) 巡 潜 2 型

昭和10 年(19  3 5) 5 月に建造した一等潜水艦「伊6 」 は、 海軍で伊1 型を

改良して速力を増大したほか、 水上偵察機1 機を搭載し、 初めてカタパルト

を後甲板に装備した。 このため要目が変更されたので艦型も変り、 改良海軍

型巡潜の第1 艦となった。 主機には艦本式1 号甲7 型複動ディーゼル機関

(4,500HP)  2 基を備え、水上速力は20kn で、特に熱帯地域における長期作戦

に適するよう、兵員の居住設備には特に細心の工夫を加え、大幅に改善した。



これよりさき、 昭和5 年(1930) のロンドン軍縮条約によって、潜水艦は

合計ト ン数で建艦を制限されたが、 このことは却ってわが国の潜水艦建造技

術を剌激し、" 量より質″ へと高度の発達を促がす導火線ともなった。

(3) 海 大6 型A

当社では従来主として巡潜型を建造してきたが、 昭和10 年(1935) 月

に一等潜水艦「伊71」(改名「伊171 」)を、 同12 年1 月に「伊73」 を建造し

た。 これらはロンドン軍縮条約締結後の潜水艦で、 肋骨を内殻の外側に配置

した点に異色があった。 以後これが潜水艦構造上の常識となった。 主機には

艦本式1 号甲8 型複勍ディーゼル機関(5,000HP)2 基を装備し、 艦型の改

良 と相 まって、

待望 の水上速

力23 kn を実

現し たのであ

った。

一 等 潜 水 艦 「伊73 」( 昭和12 年) ◎

一 等 潜 水 艦 「伊8 」( 昭和13 年) ◎

(4) 巡 潜 3 型

昭和13 年(1938) 月に建造の一等潜水艦「伊8 」 は、 従来の巡潜と趣

を異にし、 わが海軍独自の構想による初めての旗艦潜水艦であった。 主機に

は艦本式1 号甲10 型複勁ディーゼル機関(6,300HP)2 基を装備し、 後甲板

にはカタノリレトを設置し、 水上偵察機1 機を搭載した。 また、 旗艦として司

令官および幕僚室・作戦室を設けたほか、 通信能力を強化し、 安全潜航深度

100m とした。

本艦は大型艦ではあ

るが、 水上・水中とも

操艦性能が優れ、 潜航

秒時を約80秒に短縮し

た。 この巡潜型と海大

6 型A とは、 のちに多

数建造された潜水艦甲



・乙 ・丙型の母 胎 とな った。 姉妹艦 「伊7 」 は その内殼工 事のみを呉海 軍工

廠から受注し、 組立 たのち解体し て同 廠へ搬送し たのであった。

(5) 甲型 ・乙型・ 丙型

昭和16 年(1941) に建造し た一 等潜水艦( 甲型) 「伊10 」・ 同( 乙 型) 「伊

21」・同( 丙型)「伊22 」 の3 艦 は、 わが海軍 潜水艦のエ ッセン スともい うべ

き優秀艦であ った。

旗艦 施設を持つ甲 型は、 水上 偵察機1 機 を搭載し、 搭載機 格納筒 とカタパ

ルト を前甲 板に設け たのは本艦 が初めてであ った。 その ため格納筒前 扉の開

閉装 置お よび搭載機揚 収用起 倒クレ ーンなどの設計・製作に際し、 当社 独自

の考案 により研究 試験を重 ね成 功し た ものであ った。主 機には艦 本式2 号10

型 複動 ディ ーゼル機関(7,000HP)2 基を装備し、水上速力は2  3. 5 knであ っ

た。

乙型 は甲 型 よりやや小型で、 旗 艦施設を 持だない点 のみが異な り、 丙型 は

旗艦施設 と搭載機 のない 点で甲型 と趣を異にし たが、 艦 首に発射管 を8 門、

前甲板 に1  4 cm 砲1 門 を備え、 水 上・水中 の操 艦性 と潜航性 能が改良 され た

点に特 色があった。

昭和17 年(1942) から翌年に一等 潜水艦( 甲型)「伊11 」お よび同( 海大型)

「伊177 」・「伊179 」・「伊183 」 を建造し たが、「伊11 」 は 「伊10 」 と同型で

あ り、 ま た海大 型3 隻は 海大6 型 と性 能をほぼ同じ くし、 艦尾 の発射管を艦

首に集 めて6 門 を装備し た。

一 等 潜 水 艦 「伊177 」( 昭和17 年)

(6) 泉州工場の潜水艦建造

昭和13 年(1938) 海軍の勧奨によって、大阪府泉南郡多奈川村に、 潜水艦

建造を目的とする泉州工場の建設に着手した。同17 年6 月に操業を開始した



が、 工場が 未完 成の ため建造さ れた潜水艦 の艤装は、 い ずれも本社工場で行

われた。 その後、 工場 もようやく整 備し たので、 潜高小型 より艤装を開始 す

る運び となった。

(7) 小     型

戦 局が熾烈を きわめるに至っ た昭和17 年(1942) から翌 年に 建造し た二等

潜水 艦 「呂101 」 ほか4 隻は南方 航空 基地防衛 とい う主 目的 のため、 工期1

ヵ年 の指示に よって 建造し た ものであった。主 機には艦本式24.号6 型単動 デ

ィーゼル機関2 基(1,10011P) を装備し た。

昭和18 年か ら翌年 にかけて、 同型 艦 「呂109 」 ほか8 隻を建造し たが、 う

ち3 隻は本 社I工 場で、6 隻は泉州工 場で それぞ れ建造し た。 これら9 隻 は、

日増し に悪 化する戦 局の推移の ため、 海軍 の要望 により1 年余 の緊 急工 事で

完 成し 引渡し た ものであ った。

(8) 大型 潜水艦の急 速建造

戦局 の前途がい よい よ多端 となった昭和17 年 から同20 年(1945) に、 大型

潜水艦甲型 「伊12 」～「伊14 」 ほか2 隻の急速建 造に着工したが、「伊12 」・

「伊13 」 は同19 年末 までに、「伊14 」 は翌年に それ ぞれ引 渡した。

こ れらの艦は、 さきに建造し た甲型 「伊10 」 と同型であ り、 主機には艦本

式22 号10 型 過給機付単動 デ ィーゼル機関(2,600HP)2 基 を装備し、水上 速

力は17.7  kn、 航続距 離は16 kn で22,000 海里 であった。 また、「伊13 」・「伊

14 」は攻撃機2 機を搭載す るため、 格納筒・揚収 クレ ーン等を改造し、 舷側

にバルジを新設し たのは上部 の重量が 増大し たた めであ った。 常備排 水量は

3,603  T に増大し たが、 水上速力 は16.7kn 、 航 続距離は16 kn で21,000 海里

と低下し た。

一 等潜水 艦「伊15 」お よび「伊1 」( Ⅱ) は泉州工 場で進水し たのち、 本社

工 場で艤装 中に終戦 となった。 こ のため「伊15 」は進駐 軍の命 により昭和21

年(1946)  4 月、 紀州沖 へ曳航し て沈没 させ、「伊1 」(Ⅱ) は台風で 敏馬沖に

沈 没してい たのを、同22 年4 月引 揚げたの ち解 体し たが、 これに携わる従業

員 の心は 複雑であっ た。

(9) 潜 特 型



し だい に暗雲 をはら む戦局を打開 するため、 海軍 の要 請により潜特型 「伊

405 」 のほか2 隻 の急 速建造 に着手し た。「伊405 」 は、 昭 和18 年(1943)  9

月 以来 泉州工場で 建造し て いたが、 工 事中止 とな り船 台で解体し た。 特型潜

水艦 と呼ばれ た本 艦は 世界最大 の もので、 基準排水量3, 5 3 0 T、 常備排水量

5,223 T で、 内殻 切断面 は眼鏡形であ った。

主 機 とし て艦 本式22 号10 型単動 ディ ーデ ル機関(2,600HP)4 基を装 備し、

ブ ルガン・ ギャーで推進2 軸に連 結し た。水上 速力は18.7kn 、航続距離は14

kllで 地球を1jF周で き る37,500 海里 に及び、 七つ の海のい か なる個所 へも作

戦出動し 得 る威力 を持 ち、当時 世界に 誇 るわが国 潜水艦の建造技 術であった、

400 型 潜 水 艦 艦 型 略 図

N0. 名 称 N0. 名 称 N0. 名 称 No. 名 称

1

2

3

4

5

6

7

魚 雷 発 射 管

(口径53cmX8)

発 射 管 室

錨 鎖 庫

兵 員 室

士 穴 室

発 令 所

司 令 塔

8

9

10

11

12

13

14

15

電 信 室

機 械 室

補 機 室

管 制 盤 室

電 動 機 室

電 池 室

重 油 タ ン ク

弾 薬 庫

16

17

18

19

20

21

22

23

椈 食 庫

上 部 縦 舵

縦 舵

14cm 砲

3連装25mm 機銃

単 装25mm 機銃

特 殊 充 電 装 置

飛 行 機 格納 筒

24

25

26

27

28

29

射 出 機

潜 舵

艦 長 室

烹 炊 室

補 助 発 電 機 宜

横 舵

(10) 潜 輸 小 型

昭和19 年(19 4 4) 2月、当社は新たに設計された二等潜水艦のうち、「波101 」

ほか5 隻を受注し た。 最前戦への輸送艦であるため、 常備排水量はわずかに

429  T であったが、 搭載可能重量は60T( 容量103m3) であった。

また、主機は中速型単動 ディーゼル機関(400HP)1 基を装備し、 航続距

離は10 kn で3,000 海里に及び、安全潜航深度は100m で、25mm 機銃1 挺を

備えたのみであった。 これら両艦は、いずれも昭和19 年8 月から翌年1 月ま



でに泉州工場 で進 水し、のち本社工場で 艤装を施し て引渡し たが、「波110 」

のみは完成を みるし となく終戦 となり、同21 年(1946)  4 月、 紀州沖 へ曳航

し て沈没させ たのであっ た。

(11) 潜 高 小 型

昭和20 年(1945) の初 め、 二等 潜水艦「波206 」 のほか22 隻 の急速建造を

受注し た。 このころ戦況はい よい よ暗 く、国 民に重苦し くのしか かってい た。

同19 年末、 ″本土決戦" 用 とし て設計さ れたこの潜水 艦は、 「特 攻兵 器」 に

準じ 特急工 事とし て、 ブ ロック式 量産方 法により建造 を開始し た。

本艦 は、 常 備排水量 わず かに3  7 6 T の小型 潜水艦で、 主機には中速 ゼ イー

ゼル機関(400HP)1 基を装備し、 水上速力は10.  5 kll、 航 続距離は10 kll で

3,000 海里、艦首に発射管2 門を備え た。 昭和20 年4 月 から同年6 月 までに、

本社工場で 「波212 」 ほ か5 隻、 同年3 月 から7 月 までに、 泉州工場で 「波

206 」 ほか6 隻計13 隻を起工し た。 これらの うち3 隻 が進水し たの みで終 戦

とな り、 工 事は中止となっ た。

二等潜 水艦 「波206 」 は、 岸壁繋留中 に昭和20 年8 月25 日の台風で沈没し

たため、 翌 年4 月 これを引揚げ た。 また、「波211 」 はGHQ の命によって続

工し、同21 年4 月進 水し た8 こ の2 隻と「波212 」・「波221 」 の2 隻は、 い

ずれも同 年4 月 から5 月 にそれぞれ紀州沖で 沈没させ、 他の9 隻 は船台で解

体するなど、 その終末 は寂し かっ た。 沈没させ るため泉州工場 から 曳航され

る艦には、 何んび とのはなむけか 桜花の小枝が飾ら れてい た。

(12) 甲 標 的 丁 型

潜高小型 潜水艦に引続 き、昭 和20 年には甲 標的丁型47 隻の特急建造 を命ぜ

られた。 本艦 は真珠湾の奇 襲攻撃 に参加し た特 殊潜航艇( 甲 標的甲型) を改

良し た防御用特 攻兵器で、「蛟龍」 と命 名された。 乗員5 名で自己充電 装置を

備え、150HP 主 デ ィーゼル発電機 と500HP 主電 動機 をそれぞれ1 基 を持っ

てい た。 水上速力8 kn 、 水中速力1 6 kn、 全没排 水量59T 、 安全潜航深 度100

m で、 艦首 に45cm 発射管2 門を有し、 航続距離は 水上8kn で1,000 海 里、水

中16  knで40 分間、 また2.5  knで125 海里の航走 が可能 の計画であっ た。

昭 和20 年(1945)  5 月 から同年7 月 に特殊 潜航艇をブ ロック建造法 によっ

て工 事を進め、 第1 群は 進水直前 までに進捗し たが、 竣工 をみるこ とな く終



戦の ため工 事は中止 となっ た。

甲 標 的丁 型「蛟 龍」 艇型 略図
―

・N0. 名 称 N0. 名 称 N0. 名 称I N0. 名 称

1

2

3

4

魚雷発射管(45cmX2)

発 射 管 室

操 縦 室

機 械 室

5

6

7

8

主 機 室

発 電 機

電 動 機

減 速 ギ ャ ー

9

10

11

12

電 池 室

釣 合 タ ン ク

バフスト・タンク

応 急 タ ン ク

13

14

15

16

插 助 タ ン ク

燃 料 タ ン タ

潤 滑 油 タ ン ク

気 蓄 室

4. 終 戦 の の ち

昭和20 年(19  4 5) 8 月、太平洋戦争の終結によって、当社の輝かしい潜水

艦建造史も一応の終末を告げるに至った。しかし、 その後国際情勢の変転に

伴い、 わが国も国土自術の動向へと徐々に進んだ。 かねてから、 当社では長

い歴史ある潜水艦建造技術の温存を図ってきたが、同28 年(1953)  3 月には、

艦艇基本計画部を設けて各種資料を整備し。 来るべき建艦の日に備えた。

かくて昭和29 年2 月、特殊艦艇研究室を設け、 潜水艦工作技術の研究を積

極的に進めた。 同31 年(1956)  2 月、 潜水艦「くろしお」 の特定修理を担当

したが、 このことが潜水艦建造技術の温習ともなり、 同年8 月、防衛庁から

新型潜水艦「おやしお」を受註した。「おやしお」 は戦後わが国において建造

される最初の潜水艦であり、 その潜航時間・水中速力・航続距離・安全潜航

深度などの点において、きわめて優れた性能を備え、原子力潜水艦を除けば、

世界水準をゆくものであり、 竣工引渡しののちは、 国土防衛に大きく寄与す

るものと期待されている。



潜 水 艦 兵 裝 ― 覧

艦 艇 種 艦 艇 名 改 名 排 水 量
備 砲

(口径×門数)

機 銃

(口径×門数)

魚 雷 発 射 管

(口径×門数)

艦載機

その他

機雷42

〃

〃

〃

水偵機1

〃

水偵機1

水偵機1

〃

〃

一

水偵機1

攻撃機2

〃

一等潜水艦 伊1 2,135 14cm ×2( ○ ×2) 53cmx6 魚雷数20

〃 伊2 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 伊3 〃 〃( 〃) yX9

〃 伊21 伊121 1,383 14cm ×1 53cm><4 魚 雷 数j2

〃 伊22 伊122 〃 〃 〃 〃

〃 伊23 伊123 〃 〃 〃 グ

〃 伊24 伊]24 〃 〃 〃 〃

〃 伊4 2,135 14cm ×2( ○ ×2) 53cm ×6 魚雷数2(j

〃 伊5 〃 〃 て 〃) 〃 〃

〃 伊6 2,243 12.7cm ×1 13mm ×1 〃 〃

〃 伊71 伊171 1,785 10cm ×1 か 〃J4

〃 伊73 〃 〃 〃 ダ 〃

〃 伊8 2,525 14cmx2( ○ ×1) 13mm ×4( ○ ×2) 〃2 ・.)

〃 伊22 2,554 14cm ×1 25mm ×2( ○ ×1) 53cm ×8 魚雷数20

〃 伊10 2,919 〃 25mm ×4( ○×2) 53cm ×6 魚宗数18

〃 伊21 2,584 〃 25mm ×2( ○x1) r・17

〃 伊11 2,919 〃 25mm ×4(6x2) 〃18

〃 伊177 1,833 12cm ×1 〃( 〃) 〃12

〃 伊 工79 yX 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 伊183 〃 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 伊12 2,934 14cm ×1- 〃( 〃) 〃18

〃 伊13 3,603 〃 25・- 大 仁引 〃12

〃 伊14 〃 〃 〃( 〃) 〃 〃

二等潜水艦 第18 呂1 714 起倒式短7.5cmx1 45cm ×5 魚雷数 工0

〃 第21 呂2 〃 〃 〃 〃

〃 第31 呂3 740 機 銃1 〃 〃

〃 第32 呂4 〃 〃 〃 〃

〃 第33 呂5 〃 〃 〃 〃

〃 第68 呂29 853 12cmx1 53cm ×4 魚雷数8

〃 第69 呂30 〃 〃 〃 〃



艦 艇 種 艦 艇 名 改 名 排 水 量
備 砲

(口径×門数)

機 銃

(口径×門数)

魚 雷 発 射 管

(口径×門数)

艦載機

その他

二等潜水艦 第71 呂32 853 12cm ×1 53cm ×4 魚雷数8

〃 呂3 工 〃 〃 〃 〃

〃 呂101 60工 25mm ×2(O ×1) 〃 〃

〃 呂102 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂104 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂105 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂108 〃 〃( 〃) 〃 〃

-
〃 呂109 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂 二L10 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂111 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂112 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂113 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂114 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂115 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂116 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 呂117 〃 〃( 〃) 〃 〃

〃 波101 429 25mm ×1

〃 波102 〃 〃

〃 波 工03 〃 〃

〃 波105 〃 〃

〃 波108 〃 〃

潜 水 艇 第6 57 45cm ×1 か雷数1

〃 第7 78 〃 〃

〃 第13 波6 3e4 45cm ×2 魚雷数2

注() 内の ○( 砲銃) は単装

○ は連装

6 は3 連装を示す。
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第7船台から進水する 勺EANNE MAR  I E*





第3 節 商 船 そ の 他

川崎正蔵翁の個人経営時代に属する明治11 年(1878) から同19 年(1886)

までに、 東京の川崎築地造船所と川崎兵庫造船所( 兵庫東出町) とが東西相

呼応して建造した船舶は、 小は90T から大は500T まで100 余隻に及んだ。

その後、官営兵庫造船所( 当社現在地) を借り受け移転以来、同29 年(1896)

株式会社に改組するまでに建造した船舶は次の通りである。

日清戦争ごろまでのわが国主要船舶は、

殆ど輸入されていたが、 明治29 年、航海

・造船奨励法の制定後、 商船の建造隻数

はしだいに増加し、 日露戦争を境として

その建造は、 質・量ともに一段の躍進を

みるに至った。

この間、 設備の拡充と技術の研さんに

努め、国内の有力造船所として業界に不

動の地歩を確立した。明治30 年(1897) か

ら大正元年 まヽでの間に建造した船舶は左

の通りで、 これを初期のころに比べると

鮮やかな飛躍のあとが見られる。

大正3 年(1914) 、 第1 次世界大戦の

突発とともに、 わが国の海運・造船界は

空前の活況を呈した。 この間、当社はス

トック・ボートを量産し、 またディーゼ

ル船を初めて建造したのであった。 かく

て大正年間に建造した船舶は左の通りで

ある。

第1 次世界大戦後、 うちつづく不況に

あえいでいた当社は、 昭和7 年(19  3 2)

の「船舶改善助成施設」、同12 年(1937)

の「優秀船舶建造助成施設」 などによっ

て、 多くの優秀船を建造するようになり

ようやく活況を呈してきた。

船 舶 建 造 実 績(1)

(100G.T. 以上) 明治19  ― 29年

船   種 隻  数 トン数(G.T.)

木 造 船 14 4, 299

鉄   船 5 1,891

鋼  船 5 2,191

合   計 24 8,381

船 舶 建 造 実 績(2)

(100G.T. 以上) 明治30- 大正 元年

船   種  隻  数 トン数(G.T.)

貨 客 船 29 81,459

客   船 2 1,226

貨 物 船 2 5, 880

漁  船 17 3,895

特 殊 船 6 10バ36

雜   船 12 3, 232

合   計 68 工06厂L28

船 舶 建 造 実 績(3)

(100G.T. 以上) 大正2 ― 15年

船  種 隻  数 トン数(G.T.)

貨 客 船 9 48, 338

貨 物船
国内船 78 451,239

輸出船 25 153, 810

漁   船 2 502

特 殊 船 1 2バ00

雑  船 2 218

合   計 117 656, 507



昭和17 年(1942) 以後、3 次にわたる

戦時標準型船が定められ、産業設備営団

の一括発注にかかるこれら船舶の量産化

が図られ、当社は翌年からもっぱら1 TL

型油槽船の建造に総力を傾けるようにな

った。 昭和2 年(1927) から同20 年まで

の建造船は右の通りである。

終戦によってわが国の造船界は一時絶

望状態に陥ったが、 その後、 政府は計画

造船を確立し、 さらに海外のタンカー建

造熱が幸いして立ち直りは意外に早く、

昭和31 年(1956) にはわが国 の輸出船は223 隻(218 万G.T.) を数え、 未曽

有 の繁 忙期を迎 えた。

こ の間 にお ける当社 の歩 みをかえ りみる と、 昭 和20 年(1945) の秋から 翌

年 まで に各種続 行船と1TL 型船 の改装工事 のほか、 各種 漁船を も次々と建

造し、 お もむろ に再起の時 を待つ実情であ った。

昭 和22 年から同30 年 には、見返 り資 金や開発銀 行融資 によって、第1 ～11

次計画 造船の貨物 船・油槽船 など多 数を建造し たが、 同24 年(1949) には、

戦後 わが国最初 の輸出船 ″FERTNMANoR ″ を手 がけ、 こ れが契機 となっ て同

28 年(1953) 以 後、 相次い で多数 の輸出 船を建造し た。

船 舶 建 造 実 績 (4)

(100G.T. 以上) 昭和2  ― 20年

船  種 隻 数 トン数(G.T.)

貨 客 船 2 4,457

客    船 3 11, 635

貨 物 船 25 144, 953

油 槽 船 27 260, 942

漁船(鯨E 船) 3 51, 865

特 殊 船 7 12, 678

雜    船 12 2, 303

合   計 79 488, 833

匚ト ン」 の 起 源

山 県 昌 夫

現在、 世界いずれの国において も船の大

小 の表示に常用されているト ンは、 タン、

すなわち叩くときの 「タン」 という音が語

源である。 「葡萄酒・ビ ールなどを容れる

大きな酒樽」 という言葉から転化し たもの

といわれている。

15世紀ごろ、 イギリスにおいては、 船内

に積むことのできる酒樽の数 の多寡 によっ

て、 税金 が船に賦課されていて、 何タン積

みが船の大きさを表 わす基準となり、 何夕

ンが何トンに変化したとのことである。

米と酒との差こそあれ、 東西において、

船 の大小 の表示に採用された石数 とトン数

とが、 ともに何石、 何樽 の積載量からその

端を発していることは、 偶然とはいえ、 は

なはだ面白い事実である。

(工学博士 東大教授)



その後、 船舶はしだいに大型化の傾向をとり、この情勢に応じて昭和31 年

(1956)  2 月には、 第7 船台を大型低船台方式に改造した。 以後当社の各船

台は常に満船の盛況が続いた。 昭和21 年から同31 年までの建造船舶は次の

通りである。

船 舶 建 造 実 績(5)(100G.T. 以上) 昭和21 ―3 工年10 月

船 種 隻 数 トン数(G.T.) 船 種 隻数 トン数(G.T.)

貨 客 船 2 1,806 捕 鯨 船 7 2,104

貨 物 船
国 内 船 24 124,431

漁 船
鯨 工 船 工 16,777

輸 出 船 4 27,568 鯨工兼冷凍母船 1 3,689

油 槽 船
国 内 船 4 47,884 冷 凍・冷 蔵 船 1 1,246

輸 出 船 11 196,987 特 殊 船 1 537

漁 船
鮪 延 縄 漁 船 12 1,776

鰹 鮪 漁 船 3 472 合 計 71 425,277

大阪商船 鉄製貨客船「湊川丸」( 明治20 年)

伊予汽船 貨客船「伊予丸」( 明治30 年)

1、 貨 客船・客 船

個人経営時代に建造した貨客

船は、 殆ど内海航路の小型船で

あった。 明治19 年(1886) に建

造した大阪商船の[ 吉野川丸]、

翌年の姉妹船「湊川丸」 は、 当

社とし て初めて の鉄 製貨 客船

で、 それぞれ当社製作にかゝる

主機・ボイラを装備した。 また

同23 年(1890) に建造した大阪

商船の「多摩川丸」・「富士川丸」

は、 いずれも当社最初の鋼船で

あった。

明治30 年(1897) から同45 年

(1912) までに建造した貨客船

には、 日本郵船・大阪商船両社

から受注したものが多かった。

伊予汽船の貨客船 「伊予丸」



(727G.T ・) は、当 社が 株式

会社 に改 組後 の第1 船 とし

て明治30 年10 月 に進・水し、

わが国にお け る造 船奨励法

適用 の第1 船であっ た。

明治32 年(1899) に建造

し た揚 子江 就航の大阪 商船

「大元 丸」(1,694  G.T.) は、

その時まで に当社で建 造し

た最大の船 舶であっ た。 そ

の後、 大阪 商船の「大利丸」

(2,246  G.T. )、 日本 郵船の

「岳陽丸」(3,538G.T.) そ

の他数隻 を建造したが、 こ

れらは当時 わが国 で建造 さ

れた最 も大型 の河川用浅吃

水船 であっ た。

明治33 年に 建造した大阪

商船の「大仁丸」(1,576G.T.) は、 当社最初のLR 船級船であり、 またその

後に建造した同社の「香川丸」・「愛媛丸」 の2 隻( いずれも6 13 G.T.) は、

当社最初の客船であった。

大阪商船 貨客船「大元丸」( 明治32 年)

日本郵船 貨客船「岳陽丸」( 明治40 年)

日本郵船 貨客船「三島丸」の建造( 第3 船台)( 明治40 年)



「鹿 島 丸」の 喫 煙 宗( 上)

と日本郵船 貨客船「鹿島丸」

(大正2 年)

かく て当 社は 建造隻数 を重 ねるにつ れ、 その技術は とみに向上し、明治40

年(1907) には 日本郵船 の欧州 航路貨客船[ 三 島丸]・「宮崎丸」 の姉妹船( い

ず れ も8.500G.T ・) を 建造するにい たった。 両 船はツイ ン・ス クリ ュー3 層

重構 船で、全 通二重底 と支水隔壁7 個を持 ち、3 段膨張機 関2 基(9,000HP) 、

スコッチ・ ボイラ6 基 を装備し た。 さら に、同42 年 には大 阪商船貨客船 「た

こ ま丸」(6,178G.T ・) ほ か2 隻の経済 的な姉妹船を建 造し た。

大 正2 年(1913) に建造し た帝国海 事協会 の義勇 艦 「さかき丸」(3, 8 7 5G.

T・) は、 その性格上、 平 時には経 済速T力を、 戦時 には高速力を必要 とするた

め、 主 機 の設 計には特 に検討・工夫 を 加え、 当 社製のカ ーチ ス・ タ ービ ン2

基(12,200HP) を装備し たのであっ た。

同年、 日本郵 船の欧州航 路貨客船 「鹿島 丸」(10,564  G.T.) を建造し た。

これは当 社で 初めて手 がけ た1 万T 級の優秀巨船であ ったので、 建 造にあ た

って は、 担当技 術者数名 を英国 に派遣し て先進国 の長所を研究させ たほか、

全般 にわたり新様式 を採択し、 各公室 の装飾はす べて英 国ウェ アリング・ ア

ンド ・ギロ ー社に発注・施工し た。

大正3 年(19 14) に建造 の同

社欧州航 路船「八阪 丸」(10, 932

G. T. ) は、当 社で建造し た最大

の貨客船で、 各公室の装飾をド

イツのF.W. プ ユール・ クンス

ト ・イ ム・ ハンド ウエルタ社に

発注し、 同社 の施工による もの

であ った。「鹿島 丸」 のイ ギリス



風な重 厚感 に比 べて、 「八 阪

丸」 は対照的で、 色調が明 る

く乗 客の好評 を博した。 本 船

は大正4 年ド イツ潜水艦 に襲

われ、 巨額 の金塊を積 んだま

ま地中海に沈没し て、 センセ

ーショ ナル な話題を投げ た。

昭和4 年(1929) に建 造し

た阿波共同汽 船の支那 沿岸 航

路用貨客船 「第三 十六共同 丸」(1,499G.T.) は、 当社に設 置された海軍 臨

il寺艦船 建造部が撤 廃されたのち最初 に建造し た商船として、 思い出 深い船で

あっ た。

昭 和7 年(1932) 建造 にかかる淡路急 行汽船の客船 「新淡路丸」(9 9 G.T.)

は、 当社 最初の全 溶接 船であっ た。 また、 昭 和13 年(1938)6 月、「大型 優秀

船建造助 成策」によって、日本郵船 からサ ンフ ランシ スコ航 路の豪華 客船「出

雲丸」(27,700G.T.) の建造 を受注し たが、 本 船は時局柄海 軍の推奨に よっ

て実 現し た ものであ った。

当 社では建 造計画委員 会の方 針に基いて、 主 要公室 の装飾設計は、 国内 の

著 名建築家に委嘱し、 一般船 室は当社で 担当 したが、 日本郵船の意向 によっ

て、 昭和14 年8 月、3 社( 郵船 ・三菱・当 社) の関係 技術者が渡米し、 大西

洋の豪華客船 をつぶさに視 察し て、 技 術上の参考 とするなど慎重に計 画を進

め、 同年11 月 に起工し た。

阿波共同汽船 貨客船「第三十六共同丸」( 昭和4 年)

日本郵船 貨客船 「八阪丸」( 大正3年)



本 船は高速保 持のため、 船 首に バル バス・ バウを採用し、 二重 底は 下甲 板

まで延 長し た。。 また、 艤装 におい ては諸 室お よびプ ール等に善美をつ くし、

各等 旅客890 名 を収容す るに足 るよ うな設 備であ った。 主 機には川崎式 ター

ビ ン2 基(56,250  HP)、ラモ ント ・ボイ ラ6 基を装備し、最高速力24]al であ

った。

しかし、 しだい に緊 迫の度 を加えてき た時 局の関係で、昭 和16 年(1941) 、

空母 に改 造する命 を受 けたた め、 当 社の客船 建造史に特筆 さるべき豪華客船

「出 雲丸」 はつい に誕生を みるこ となく、 航空母艦「飛鷹」に生 れ変 ったので

あった。

大阪商船 の「筑紫丸」(8,135G.T.) は、 大連航 路の客船 とし て受 注し、 華

麗 な各公室 の装飾を著 名専門家 に委嘱し て設計・施工 の準備を進めてい たが、

進 水後間 もなく 海軍の命 により特設潜水母 艦に改装し、 昭和18 年(1943)  3

月 に引渡し た。

このころは 戦時標準型船 を建造中であっ たが、 東亜海運 の貨客船「太湖丸」

(2,958G.T.) の みは、中国 航路用 として 例外的な考慮 を受 け、その艤装・設

備を 格段に整備し、 昭和18 年3 月 に引渡し た。

昭 和23 年(1948) 、 泉州工場で建 造し た川崎汽 船の瀬戸内海航 路船「青葉

丸」(599  G.T.) 、「須 摩丸」

(1,207G.T.) の両船は、と

もに戦後初 めて の貨 客船 で

あ った ので、 いずれ も客室

その他 の設 備は、 慎重 に配

意し て施工し た スマ ート な

小型 貨客船であ った。

川 崎 汽 船 「須 磨 丸」( 昭和23 年)

2 、 貨  物  船

当 社 建 造 の 貨 物 船 は、 個 人 経 営 時 代 の も の を 含 め て、 昭 和31 年(1956)  10

月 ま で に159 隻(908,412G.T.) を 算 し、 う ち国 内 船 は130 隻(727,034  G.

T.) 、 輸出 船 は29 隻(181,378G.T ・) に 達 し た。



(1) 国 内貨物船

当社が建造し た貨物船 の

第1 船 は、明治44 年(1911)

のストッ ク・ ボート[ 大 運

丸](2,940G.T.) であ った。

続い て大正3 年(19 14) か

ら同5 年に建造し た日本郵

船 の 「豊 橋丸」(7,298G ・

T.) ほか4 隻 の姉妹船 は、

T クラス船 と呼ば れ、 当 時 の代 表的優秀 貨物船 として定評 があった。

当 社の造船 史に新しい エポッ クを画し た ものは、 大正5 年(1916) 建造の

「第1 大福丸」(5,869G.T.) に始 まるオ ーニ ング・ デッカー型 スト ック・ ボ

ート の量産であ った。 大正8 年(1919) の35 隻(196,572G.T.) をピ ーク

とし て、 同15 年(1926) 建造 の「玖馬丸」 まで、その建造は実 に11 ヵ 年 の久

し きに わた り、 累 計96 隻(558,694G.T) の多きに達し た。

当 時5,000G.  T・級貨 物船の建造には、 通常6 ～7 ヵ月 を要し てい たが、当

社 のスト ッ ク・ ボート の量産は、 同 型船建造 の好能率 と作業奨 励制度が工程

を進捗させ、 全工 程を3 ～4 ヵ月 に短縮す ることができた。 特 に「来 福丸」

(5,857G.  T・) は、 起工後 わずか23 日で進水し、7 日間で艤装 を終 り、1 ヵ

月 の短 期で引渡し、米国カ ムデン造船所 の37 日間建 造を凌ぐ短期 建造 の世界

記録として造船史 上驚異 とされ た。

こ れら スト ッ ク・ ボート の主機 には、 当社製 の3 段膨張往復機関 を装備し

たが、大正12 年建造 の「らいん丸」 お よび「ぼ るどう丸」 には、 当社製 ブラ

ウン・ カ ーチ ス・ タービ ンを商船用 として 初めて装 備し た。

日本郵船 貨物船「龍野丸」‥・「 豊橋丸」の姉妹船( 大 正5 年)

社 船 「ぼ る ど う 丸」( 大正12 年)



起工後24 時間( 大正7 年10 月8 日)

午 前7 時

(大正7 年10 月9 日)

午後4 時30 分

ス ト ッ ク・ ボ ート「来 福 丸」の 急 速 建 造

(大正7 年10 月14 日)

午前11 時30 分

(大正7 年10 月18 日)

午前11 時30 分

公 試 運 転( 大正7 年11 月5 日)



また、 大正14 年 と翌年に 建造の「ふろ りだ丸」 お よび 「玖馬丸」 には、 英

国製フ ラガー・ ディーゼル 機関を それぞ れ装備した。

昭和6 年(1931) 、 東洋汽船 の「良 洋丸」(5, 97  3 G. T・) に、 当社 とし て最

初のマ ン社製デ ィーゼル機 関1 基(4,000HP) を装備し、 その高性能は好 評

を もって 迎え ら れた。

ま た同年 建造し た国 際汽船 の貨物 船「霧島丸」(5,959  G.T・) は、 遮浪甲 板

型 の優美 な船型で、 客室の装 飾はドイツ近 代様式を加味し電 動式 の高 能率な

荷役装置 を備え ていた。 主 機にはマ ン社製デ ィーゼル機関1 基(6,970HP)

を装備し、 試運転速力は18.029kn の快 速であっ た。

昭 和9 年(1934) には同 社の新型貨 物船「清澄丸」(6,991G.T.) を、同11

年には 「衣笠丸」(6,808G.T ・) をそれ ぞれ建造し、「衣笠丸」 の主 機には当

社製 マン型ディ ーゼル 機関を装 備し た。

昭 和11 年(1936) に建造し た山 本商 事の「春幸丸」(4,  0 27 G. T・) は、 近

海 航路用として船 価低減を要望 された ので、 実用を主 とし て工費を削減し、

主 機に川 崎式タ ービ ン1 基(2,450HP) を装備し て、試運転速力15.271  knを

得、 船主 の要望 にこたえ た。

国際汽船 貨物船「霧島丸」( 昭和6 年)

山本商事 貨物船「春幸丸」( 昭和11 年)

幸い本船型は、 その後各

船主から同型船5 隻を受注

するほど、 好評をもって迎

えられた。 本船以後、 当社

建造の商船には当社製ター

ビンまたはディーゼル機関

を装備するようになった。

同11 年、岡崎汽船の要望

により、 同型の 「日豊丸」

(3, 7 63 G. に木材積載

設備を特設し、 主機には当

社製タービン1 基(3,600

HP) を装備した。また試運

転速力16.347  kn を得るな

ど高性能のため、 他社から

も同型船2 隻をつづいて受



注 し た ほ ど で あ っ

た。

か く て 昭 和12 年

(1937) に は 、 川 崎

汽 船 の 「 神 川 丸 」

(6, 8 5 3 G.T ・) ・「 聖

川 丸 」・「 君 川 丸 」お

よ び 「 国 川 丸 」 の

4 姉妹船を建造し た。 これは 「神・聖・君・国」 と愛称さ れる優秀船であっ

た。 当 時、 各汽船 会社 ともニューヨーク航路 に新鋭船を配し て、 覇を競って

い た。

当 社では、 船主 の要請に こたえ、 新船型線図 を研究 。考案し、 水槽 試験で

好成績を得 た。 これに よって 確信を深め、 船型 を オープ ン・ シェルタ ー・ デ

ッカー とし、 主 機には川崎 マン型デ ィーゼル機関1 基( 定格7,500HP) を装

備し て、 試運転速力19.569kn を得 た。 また載貨重量 の点では、「衣笠丸」 級

より500 T を増加し、 冷蔵貨物船お よびシル ク・ ルー ムの容積拡大 にも成功

し ていず れもニュ ーヨ ーク航路にお ける雄 とし て活躍し た。

昭和13 年(1938) に建造し た国 際汽船 の「金華 丸」(9,301G.T.) ・「金龍

丸」 の姉妹船は クロ ーズド・ シェルタ ー・デ ッカ ーで、 水線下 の船型 は「神

川丸」 と同 型であっ た。 主 機に川崎マ ン型 ディ ーゼル機関1 基( 定格9,200

HP) を装備し、 試運 転 時に21.546  knとい う驚異 的な速力 を示し た。 横浜・

ロスアン ゼルス間 の処女航海には平 均18  kn で航 走し、 貨物船 とし てのレ コ

ード を樹立し た。

川崎汽 船 貨物 船「君川丸」( 昭和12 年)

大昌汽船 貨物船「大昌丸」( 昭和13 年)

同年建造 の三 島型船尾機関 貨物船 「大昌丸」(4,815G.T.) は、 南洋 の巨材

積取 のため、 長 さ8m 以

上の大 ハッチ5 個 と15 T

強力 デ リ ッ ク10 本 を備

え、 高能率 の荷役装置 を

備え た。

昭 和23 年(1948) 建造

の川 崎近海機船「神 港丸」

(557G.T.) は、 第1 次計



画造船のKF 型船 で、 当社 が戦後 に建造し た貨 物船第1 号であ り、 次いで 建

造し た日本近海 汽船 のKD 型 船「洵光丸」(2,084G.T.) は、 戦後 の大型船 建

造のさきがけ となった。

一方、 泉州 工場で は、 昭 和23 年に報国 近海機船 のKF 型 船 「豊国丸」(526

G.T.) 、 翌24 年第2 次計画造船 とし て川 崎汽船 のKC 型 船 「友川丸」(2,833

G. T.)、 次いで 豊国汽船 のKF 型 船「瑞国丸」(688G.T.) を建造 するな ど、 敗

戦の痛手 を克 服し て新た な歩 みを進 めたが、 川崎重 工業 として の大局的見地

から、「瑞国 丸」 の建造を最後に工 場を閉 鎖するに至った。

昭 和24 年、第2 次計画 造船のKB 型船 とし て 建造し た大同海 運の「高和丸」

(4,673G.T.) は、GHQ の政策に より速力を15  kn以下 に制限されたが、戦後

わが国初 めてのAB 船級 船であっ た。

昭和25 年(1950) に は、 第5 次 計画造船 とし て、 戦後 最初の外航船川 崎汽

船の 「和川丸](6,307G.T.) 、 大 同海運の「高昌丸」(4,698G.T.) ・「高明丸」

な どを建造して 前途が明 るくなった。

第6 次計画造船( 昭 和25 年) 以後は、GHQ に よる諸種の制限 もし だい に

緩和され たので、 川 崎汽船 の「神川 丸」(Ⅱ) (6,965G.T.) 、 日豊海運 の「日

豊丸」(6,209G.T.) の ような優秀貨物船が 相次い で生れ た。

大同海運 貨物船「高和丸」

(昭和24 年)

川崎汽船 貨物船「友川丸」

(昭和24 年)



川崎汽船 貨物船「神川丸」( 昭和26 年)

川 崎汽船 ニューヨ ー

ク航 路の「神川丸」(Ⅱ)

は、 載貨重量 を増す た

めに 「神川丸」(I) よ

り幅を広 くし た オープ

ン・シェ ルタ ー・ デッ

カ ーで、 その荷役能力

は高能率であ った。 主機 には川 崎 マン型 ディ ーゼル機関1 基(7,500HP) を

装備した高 速船で、 戦後当 社が建造し た貨物船 のうち最初のLR 船級船 であ

った。

第7 次計画 造船では原 商船 の 「第三真 盛丸」(6,297  G.T.)、 第8 次計画造

船 とし て日豊海運 の 「日高丸」(6,603 G.T.) お よび川 崎汽船の 「昭川丸」

(8,347G.T.) と、 相次いで 建造した。

「昭川 丸」 は中 南米航 路の中 速貨物船であ ったが、 船体構造 の点で特筆す

べきは、 船 底外板お よび 上甲 板な どに ロンジチ ュージナル・シ ステムを加味

し たコンパイ ンド ・システ ムを適 用し たこ とで あった。 当 社において は、 こ

のシステ ムを貨物船 に適用した のは、 これ が最初であ り、 やがて溶接 ブロッ

ク式工作 法を促 進する要因 ともなった。 本 船の艤装 は荷役装置に重 点をおい

て長大 な ハッチ方式 を採 用し た。

昭 和26 年(1951) ごろ の積 荷は、 小麦 が主 であっ たため、 貨物船 の船型は

オープン・シェル ター・デ ッカー としてい たが、 その後、 積荷が鉄 材お よび

鉄鉱石 に変 っ たため、 船型に フラ ッシ ・デッカ ーを採用し たのであっ た。

第10 次計画造船 として建造し た川崎汽船 の「建川丸」(Ⅱ)(8,129G.T.) に

は、 船尾材 に初めて鋼板 溶接構 造を用い、 強度 ・重 量お よび工費 の点で合理

化するこ とがで きた。 本 船以 後こ の種 貨物船には、 この方法を採 り入れるこ

ととなっ た。 戦後の外航 船には二重 に船 級を とるのが普通であ・つたが、 川崎

汽船では他 社にさ きがけ て、 本 船からNK のみの単一船級船 に踏切った。

この英断 が先 例 となり、 その後 これになら う他社 が多 かった。

昭和29 年(1954) にスト ック・ボート とし て建造し た「昌福 丸」(Ⅱ) (1,407

G.T. ) は、 日本近海は もとより中国・ 南方地域へ の就航 をも考慮に入 れて、

載貨重量 を増し、 長大 な ハッチを設けて長 尺物 の積載を可能 とし た。

第11 次計画造船 によって昭 和31 年 に建造した川崎汽 船の「照川丸」(8, 3 23



G.T.) の主 機には、K6V デ ィーゼル機関2 基(6,325  HP) を装備し、 電 磁

す べり接手 と減速装 置による一 軸駆動 の新方式 を試みて、試運転 速力17.  662

kn を得た。

また同年建造 の日之出汽船 「愛宕 丸」(4,999G.T.) は、 船尾機関型貨物船

で、 車両・舟艇 などの積載 用大 ハッチ2 個 と95T ヘビ ー・デリッ ク2 基 を設

備し てい る点に特長 があっだ。

(2) 輸 出 貨 物 船

大正5 年(19 16) に建造し た9,100 D.W.T. 型 スト ッ ク・ボ ート の第1 船

″ARGONNE" は米国 へ、 次でい 翌6 年建造 の第2 船 "WAR KING" ほか11

隻は英国 へ輸出し た。

輸 出 ス ト ッ ク ボ ー ト 建 造 実 績 大正5-6 年

年 次

大正5

6

〃

輸 出 先
船 名

ト ン 数

(G.T.)

ト ン 数

(D.W.T.)国 名 会 社 名

米 国 StatesMarine&CommercialC8. ARGONNE 5,869 8,978

英 国 FurnessWithy8CCo.,Ltd. WARKING 9,399 13,731

〃

〃

〃 WARQUEEN 5,869 9,0C9

〃 WARPRINCE 5,866 9,012

〃

〃

〃

〃

〃 〃 WARSOLDIER 7,522 10,448

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

WARCOUNCIL 5,874 9,011

WARSAILOR 7,522 10,445

〃 WARADMIRAL 5,874 9,014

〃

〃

〃

〃

〃

〃 WARWOLF 〃 9,019

〃 WARLION 〃 9,018

〃 WARTIGER 〃 9,022

〃 〃 WARHERO 〃 9,019

〃 〃 WARPILOT 〃 9,020

介 計 13 隻 83,165 124,746

大正7 年(1918) 、 米国の鋼材輸出禁止に基く日米船鉄交換契約が2 次に

わたって成立し、わが国からの提供船45 隻(248,783G.T.) のうち、 当社は

12 隻(70,645G.T.) を提供した。



日 米 船 鉄 交 換 契 約 に よ る 当 社 提 供 船 大正7-9 年

契 約 次1 年 次 船 名 ト ン 数
(G.T.)

ト ン 数
(D.W.T.)

第1 次

大 正7 EASTERN ・QUEEN 5,858 9,062

〃 EASTERNER 〃 9,071

〃 EASTERNSUN 5,860 9,066

〃 EASTERNSEA 5,859 9,028

〃 EASTWIND 5,865 9,102

〃 EASTCAPE 〃 9,工03

〃 EASTERLING 〃 9,104

第2 次

8 EASTERNMOON 5,974 8,977

9 EASTERNOCEAN 5,908 9,052

〃 EASTERNPLANET 5,911 9,030

〃 EASTERNDAWN 〃 9,012

〃 EASTERNCLOUD 〃 9,029

合 計 12 隻 70,645 工08,636

戦 後 、当 社 で 最 初 の 輸 出 貨 物 船 ″EAST BREEZE" (3,604G.T.) お よ び"WE-

STBREEZE ″ の 姉 妹 船 を 建 造 し た の は 、 昭 和30 年(1955) の こ と で あ っ た。

ジ ョ ン ・ マ ナ ー ズ 社(John Malmers&Co.,Ltd.) 発 注 の 本 船 に は 、 香 港 政 庁 の

造 船 規 則 が 適 用 さ れ た 。 翌31 年(1956) 建 造 の 姉 妹 船"ARAGON ″(10,180

G.T.) お よ び"GRANADA ″ は 、 い ず れ も セ ゴ ビ ア ・ コ ン パ ニ ア ・ ナ ビ エ ク

社(Segovja Companja Navjera S,A.) か ら 受 注 の 船 尾 機 関 ば ら 積 貨 物 船 で あ っ た 。

穀 物 お よ び 鉱 石 の ば ら 積 に 適 す る 構 造 と し 、 岸 壁 の 荷 役 設 備 を 利 用 す る 建 前

か ら 、 荷 役 装 置 は 一 切 装 備 し な か っ た 点 と 、 長 大 な 各 ノ、ツ チ に は 、 自 動 開 閉

式 の鋼製 ハ ッチ

・ カバー を設け

たこと に特 色が

あ った。

貨 物 船 "  EAST BREEZE ″( 昭和30 年)



撒積貨物船 "ARAGON"( 昭和31 年)

3. 油 槽 船

当社は大正9 年(1920) からすでに海軍の給油艦(15,000 ⊿ T 級)4 隻の

建造実績をもっていたが、民間会社の油槽船を建造したのは昭和9 年(1934)

が初めてであった。 その後、 当社が伝統を誇るリ ベッディングの適確性はい

よいよ信頼をたかめ、同20 年(1945) までに27 隻(260,942G.T.) を建造

し、油槽船の建造でも業界に重きをすに至った。 真珠湾攻撃艦隊に随伴した

給油船6 隻のうち、5 隻までが当社の建造船であったことによっても、 この

日 米 の 船 鉄 交 換

阿 部 市 助

私と伊元( 玉 一郎) 君とが松方社長 に随

行して米国に渡っ たのは、 第1 次世界大戦

中の大正5 年3 月のことであった。 当時 わ

が国では、 欧州方面からの造船用鋼材の輸

入が途絶し、 もはや米 国に依存する以外に

道はない状態であった。

さて、 私たちの渡米は、 既注鋼材の積出

し促進がその目的であったが、 米国の政府

筋や製鉄業 者とのむつかしい交渉は、 一切

松方社長がその衝に当られた。 お もな用件

が終って、 松方社長がロンド ンに向かわれ

たのち、 伊元君はニューヨ ークで鉄道積込

みを、 私はシアトルとタコマで船積みをそ

れぞれ担当した。

大正6 年2 月に至って米国もついに参戦

し、 その年の8 月には鋼材の輸出を禁止し

たので、 日本 の造船業 界は大打撃を受け、

大変な騒ぎとなった。 これを打開するため

にいろいろ折 衝を重ねた結果、 大正7 年4

月に日米船鉄交換契約を成立させることに

成功し たのであるが、 そのかげに、 内地の

金子( 直宮) さんと在外中の松方さんが重



間 の事情が うかがわれ るであ ろ う。なお戦後は、国内向け4 隻(47.  8 84G.T.) 、

輸出 向け11 隻(19  6, 9 8 7 G.T.) の油槽船 を建造し た。

(1) 国 内 油 槽 船

昭和9 年(1934) 、「船 舶改善助成施設」 によって 建造し た飯野商 事の「東

亜 丸」(10,052G.T.) は、 当社 最初 の民間油 槽船 で、2 条 の縦隔壁 を もつコ

ンパイ ンド・ シ ステ ム構造で、・当 社の製 作にな るマン型 ディ ーゼル 機関( 定

格8,000HP) の1 番機を装備し た。 続い て建造し た姉妹船 「極東 丸」 と と

もに その後 海軍に徴用 され、 給油 船として 就役し た8

また昭和9 年5 月 に建 造し た同社の 「第三 鷹取丸」(253G.T.) は、 当 社

建 造 の 全 溶 接 ク リ ー ン・

タ ン カ ー の 第1 船 で、 建

造 後20 数 年 を 経 た 今 日、

好 調 に 運航 を続 け てい る。

昭 和10 年(1935) か ら

翌 年 に か け て 川 崎 汽 船 の

「建 川 丸」(10,152G.T.) 、

山 下 汽 船 の 「日 本 丸」、 飯野商事 油槽船「極東丸」( 昭和9 年)

要な役割 を果したことはあ まりにも町名で

ある。

この契約では、 川崎の契約トン数が一番

多かったので、 私 たち2 人は引続 き米国に

とどまり、 鋼材の引取りや提供船舶の引渡

しなどに当ることとなった。

ところが米 国で も、 参戦後は鉄道輪送が

激増し たので、釧材の延 着が絶えず起こり、

また工場から先 に精出した品物が船積地で

下積みとなり、 あ とがら到着した材料が先

に船積みされたりすることもたびたびあっ

て、 本社からそのつど苦情や催促が来 たの

には閉口した。 その代り、待 望の材料 や相

当 まとまっ た鋼材が神戸本社に到着したと

きには大変喜ばれて、 一層仕事に励 んだ り

したものである。

在米4 ヵ年 のう ち、 船鉄交換契約に基い

て米国政府からの支払金を、 私は何回とな

くワシント ンに出向いて受け取っ たが、 そ

の総額は約2,000 万ドル、 いまの金にして

72 億円に及んだ。

(もと取締役)



飯野海運 油槽船「秀邦丸」( 昭和29年)

共同漁業 油槽船「厳島丸」( 昭和12 年)

飯野商 事の「東邦丸」

に続い て、 さらに 同

12 年 (1937) から

同15 年には「優秀船

舶 建造助成施設」 に

よる共同 漁業の 「厳

島丸」(10,007G.T.)

を初 め、 浅 野物産 の

「玄 洋丸」 ほか5 隻

の同型油槽船を建造し、主機にはいずれも川崎マン型ディーゼル機関( 定格

10,000HP) を装備して、 その成績は優秀であった。

昭和17 年(1942) からのちは、 産業設備営団の戦時標準船型油槽船1TL

の建造が本格化し、|司18 年の「興川丸」(10,043G.T.) 以下同型船14 隻の

建造に着手、 うち9 隻を引渡し、2 隻を特設油槽船兼護衛空母に改装した。

残り3 隻は、 戦後それぞれ船主の肩替りで改装更生した。

「隆邦丸」(9,838  G.T.) は、 終戦のため工事を中止していた1TL 14 番船

「大邱丸」 を飯野海運の肩替りによって改装したもので、 昭和25 年(1950)

6 月に引渡した。 本船はAB およびNK の両船級を取得した。

続いて同27 年、第6 次計画造船によって、 戦後初めて当時わが国最大の油

槽船として建造した同社の「聖邦丸」(13, 0 64 G.T.) には、横隔壁に初めて

コルゲート式を用いた。

昭和29 年(1954) 建造の第9 次計画造船、 飯野海運の「秀邦丸」(12,000

G.T.) は、貨物油装置、特にサクション・マウスの位置と形状とに改善を加

え、700 m3/h タービン・ポンプ3 台を機械室の直前に設置し、 機械室から駆

動し得る装置とした。 また、 居住設備にはプラスチックなどの新材料を多分



に用い、 最 も新し い装飾 様式 を盛っ た。

油槽船"FERNMANOR ″

(昭和25 年)

(右) と同船サロン

(2) 輸 出 油 槽 船

昭 和25 年(1950)  6 月 に 建 造 し た 戦 後 最 初 の 輸出 船、 ノ ール ウ ェ ーの フ ァ

ン リ ー・ ア ンド ・ イ ー ガ ー (Fearnley&Eger) 社 の 油 槽船 "FERNMANOll バ'

(13,233  G.T.) は三 島 型 で、 上 部 構 造 の一 部 に ア ル ミ材 を 使 用 し た。貨 物 油

の 主 管 を 槽 内 舷 側 に導 設 し、 油 槽 の 仕 切 弁 は 二 重 閉 鎖 とし た。 ま た 直 接 給 油

管 を備え、 異種油の積込 みには

特別 の考慮を払っ た。 外人向 き

居 住設備には全面的 に新 企画を

織り込み、 そ の分 野に新生面を

開 くに至った。

昭 和25 年12 月 に 建 造 し た ″SALTE 52 "(1,735  G.T.) は 、 ブ ラ ジ ル 国 油 槽

船 購 入 委 員 会 発 注 に か か る ク リ ー ン ・ タ ン カ ー9 隻 中 の1 隻 で あ っ た 。 受 注

5 社( 浦 賀 船 渠 ・ 石 川 島 重 工 ・ 東 日 本 重 工 ・ 函 館 ド ッ ク ・ 当 社) が 共 同 の も

と に 設 計 に 当 り 、 ま た 共 同 購 入 委 員 会 を 設 け 、 共 通 所 要 資 材 の 購 入 を 分 担 し

て 船 価 の 低 減 に 努 め た。

昭 和28 年(1953) に 建 造 し た パ ナ マ 国 コ ン パ ニ ア ・ デ ・ ナ ビ ゲ ー シ ョ ン ・

プ ロ デ ュ ー ス 社(Companjn.de Navegacion Proteus, S.A.) ほ か2 社 共 同 発 注 の"AL-

LIANCE "  (12,897G.T.) は 、 線 図 を 従 来 のV 型 か らU 型 に 変 え る こ と に よ

り 、 速 力 を 低 下 す る こ と な く 、 貨 物 油 槽 の 容 量 を 増 加 す る こ と が で き た 。 ま



た、 貨 物 油 の荷 役 装 置 と居

住 設 備 とを、 ア ン グ ロ・ サ

ク ソ ン (Anglo-Sftxon) 石 油

会 社お よび ソ ール ウェ ー の

規 程 に 従 っ て 工 作 し た 点 に

も 異色 が あ っ た。

昭 和28 年(1953) 1 月、

ス ー パ ー・ タ ン カ ー の 第1

船 と し て 引 渡 し た パ ナ マ 国 オ ー シ ャ ン ・ オ イ ル ・ オ ペ レ ー シ ョ ン 社(0ceaDO11

0peration Inc.)( 注) の"PATRICIA "  (17,735G.T.) は 、 船 殻 工 事 に あ た っ て 新

型 線 図 を 用 い る こ と に よ り、 工 数 を 著 し く 軽 減 す る こ と が で き た 。 荷 役 装 置

は ア ン グ ロ・ サ ク ソ ン 石 油 の 規 程 に 基 い て 施 工 し 、 貨 物 油 ポ ン プ を1,000t/h

4 基 に 増 大 し た ほ か 、 居 住 区 画 は ノ ー ル ウ ェ ー の 法 規 に 従 っ た。 ま た 室 内 の

装 飾 設 備 は 実 用 ・ 簡 素 を 旨 と し て 施 工 し 、 そ の 後 の 輸 出 油 槽 船 の モ デ ル ・ シ

ッ プ と な っ た 。( 注) 進水時 の船主… Oriental Navigation Corp 。

次 い で 昭 和28 年12 月 に 引 渡 し た 同 社 の 同 型 船 ″NELLY ″ の 試 運 転 に は 、

初 め て ヘ リ コ プ タ ー に よ る 空 中 撮 影 を 行 い 、 航 走 中 の 本 船 と 波 浪 と の 関 係 を

調 査 し 、 船 型 改 善 の 研 究 資 料 と し た 。

昭 和30 年(1955) 建 造 の パ ナ マ 国 ユ ナ イ テ ッ ド ・ シ ッ パ ー ズ 社(United Ship-

pers Ltd., S.A.) の ″CHRYSANTUY L"(24,426G.T.) は 、 当 時 わ が 国 で 建

造 し た 国 内 最 大 の 油 槽 船 で あ っ た 。 本 船 は 線 図 を 改 善 し た ほ か ノ ー ・ マ ー キ

ン グ エ 法 を と り 入 れ 、 立 体 ブ ロ ッ ク 式 組 立 法 を 採 用 し た 。 舵 に は コ ス タ ・ バ

ル ブ(Costa bnlb) を 配 し 、 居 住 設 備 に は 耐 火 ・ 防 熱 の た め 特 殊 な 工 作 を 施 し

た 。

油槽船"SALTE 52 ″( 昭和25 年)

油 槽 船 ″PATRICIA ″( 昭和28 年)



主 譏 に は 戦 後 最 大 の川 崎H 型 タ ー ビ ン1 基(20,250HP) を 装 備 し、 プ ロ

ベ ラ ー に5 枚 翼 を採 用 し た の は こ れ が 最 初 で あ っ た。

昭 和31 年(19  5 6) に は、 ″MASTER MICHAEL"(23,871G.T.) ・ ″LARGO"

(23,  880  G.T.) ほ か1 隻 を 建 造 し た。 ″ LARGO " は さ き に 建 造 し た ″CHRY-

SANTHY L ″ と同 型 で あ る が、 ブ リ ッ ジ を フ ー プ の 前 端 に 移 し た 点 が 異 っ て

い た。

昭 和31 年3 月 、 第7 船 台 改 築 後 の 第1

船 と し て 起 工 し た ホ ー ム ・ シ ッ ピ ン グ

社(Uome ShippingCo.,S.A) の 鉱 石 お

よ び 油 運 搬 船 ″COSMIC ″(30,332G.T.)

は 、上 甲 板 に 二 重 張 の 代 り に 厚 さ47mm

の 鋼 板 を 使 用 し 、そ の バ ッ ト を 溶 接 し 、

シ ー ム は リ ベ ッ ト 接 手 と し て 強 度 を 高

め 工 作 も 容 易 に し た。 貨 物 船 の 底 部 お

よ び 横 隔 壁 に は 鉱 石 を 積 載 す る た め の

特 殊 な 工 作 を 施 し 、 荷 役 は 陸 上 設 備 を

利 用 す る た め 、 特 に 荷 役 設 備 を 設 け な

か っ た 。 ま た 上 甲 板 の 巨 大 な ハ ッ チ に

は 、 エ ア ・ モ ー タ ー に よ っ て 開 閉 す る

当 社 独 自 の2 枚 合 わ せ 鋼 板 カ バ ー を 配

置 し た 。 油槽船"  LARGO"( 昭和31年)

油 槽 船

" CHRYSANTHY L ″

(昭和30年)



鉱石. 油運搬船"  COSMIC ″( 昭和32 年)

福博漁業「第三福博丸」( 明治44 年)

4、 漁     船

(1) ト ロ ー ル 船

わが国で初めてトロール漁

業を企てた明治40 年(1907)

ごろ、当社はいち早くトロー

ル船の建造に着手し、同43 年

(1910) の「信徳丸」(215G.

T.) を第I 船として、 大正2

年(1913) までにトロール船

19 隻を建造した。

(2) 鯨 工 船

短 期 建 造7 ヵ 月 とい う記 録 を もっ て、 わ が 国 造 船 史 を 飾 っ た も のは 鯨工 船

「日 新 丸」 で あ っ た。 わが 国 で 建 造 し た 最 初 の 鯨 工 船 「日新 丸」(16,764G.T.)

は、 昭 和10 年(1935) 末 に 林 兼 商 店 か ら 受 注 し た が、 納 期 の 関 係 で 設 計 の

時 間 的 な 余 裕 が な か っ た の で、 英 国 の フ ァ ー ネ ス ・ シ ッ プ ビ ル デ ィ ン グ 社

(Furness ShipbuildingCo.,Ltd.) 建 造 の 鯨工 船 ″SIR JAMES CLARK ROSS ″ の 図

面 を 譲 り受 け た ほ か、 技 師 を欧 州 に 急 派 し て 諸 機 械、 艤 装 品 お よ び 大 幅 鋼 板

一大 型 鋼 材 な ど の 入 手 手 配 を 行 な うな ど急 速 に 準 備 を 進 め た。 主 機 製 作 の 関

係 で 双 軸 を 単 軸 推 進配 置 に 改 め た の で、 船 尾 材 ・ 舵 ・ 主 補 機 台 等 は 当 社 にお

い て改 造 設 計 を 行 な っ た。



林兼 商店 鯨 工船「日新 丸」( 昭和11 年)

極洋捕鯨 鯨工船「極洋丸」( 昭和13 年)

輸入鋼材以外の鋼材は、 各方面の協力を得て調達し、 社内の本船関係事項

はすべて最優先扱いとして渋滞を防ぐほか、 第3船台の補強を完成するなど、

工事促進のためあらゆる手が打たれ、 全社をあげての協力が実を結んで納期

までに建造することができたのであった。

本船は、 中央下船に多くの油槽をもち、 船尾に巨大な鯨の取入口をもつほ

か、 上甲板に解剖用木製爼甲板を設けた。 また第2 甲板の製油工場には、 ハ

ートマン・ボイラ4 基、プレス・ボイラ24 基を配置した。 そのほか数百名に

及ぶ作業員の居住区にも十分な設備を整えたのであった8

つづいて、昭和12 ・ 13 年に建造した大洋捕鯨の 「第二日新丸」(17,553

G. T・ )および極洋捕鯨の「極洋丸」(17,548G.T.) は、 いずれも「日新丸」

と同型船であるが、 船体と製油装置に若干の改善を試みた。

両船ともに、 わが国捕鯨事業の興隆に寄与するところきわめて大きく、 ま

た太平洋戦争には舟艇・航空機あるいは油などの輸送にも大きい役割を果し

た。

昭和26 年(1951) 建造

の大 洋漁業 の「日新丸」

(H)  (16,777G.T.) は、

オープ ン・シェル ター・

デッカ ーで、 鯨 の解剖・

鯨油・鯨肉 の処理に優れ

た設備をもっているほか、

捕鯨期以 外の時 期には、

一般 の油 槽船 とし て運航



で きるよ う設計し た

最新式 の鯨工 船であ

った。

船体の構 造にはコ

ンパイ ンド・ アンド

・ ブラケ ットレ ス・

シ ステ ムを用い、 操

業上1 タン クの容量

を約800m3 に定め、3 条 の縦隔壁 と多数 の横隔壁 とで区画し た。 これら の工

作には溶 接率75% で 施工し、漏油 を防ぐ とともに、 船 体の重 量を軽減し、 ま

た異種油 積載のため2 つ の独立油管系 統を設けた。 多数作業 員のため、 作業

の能率化 と居住の快適 とに特別 の配 慮を盛った。

大洋漁業 鯨工船「日新丸」(Ⅱ)( 昭和26 年)

泉井鉄工所 鮪延縄漁船「第五新南丸」( 昭和22 年)

九十九商会鰹鮪漁船「第二弥満登丸」( 昭和22 年)

(3) 鮪延 縄漁船・鰹鮪漁 船

昭 和21 年(1946) 建 造の大

洋漁業「第一東丸」(138 G.T・)

は漁船 協会の制定し た標準型

漁船 であ ったが、終戦直後で、

資材 の窮乏は底 をつい ていた

時であ り、 小型鋼材 を節約す

るために鋼板を切断し たプラ

ット ・バ ーを使用す るなど、

目に見 えない苦心 を重 ねたの

であっ た。

昭 和21 年 から 同23 年まで

に、 同型船12 隻 ( 計1,77  6

G.T.) の鮪延縄 漁船 と鰹鮪漁

船3 隻( 計472G.T.) を建 造

し て、 営業端 境期 ともい うべ

きこの時 期の社業 維持に大 き

い支 え となっ た。



大洋漁業 捕鯨船「第三文丸」( 昭和21 年)

大洋漁業 近海鯨工兼冷凍母船「第三天洋丸」( 昭和23 年)

(4) 捕 鯨 船

昭 和21 年(1946) から同

23 年 にかけ て建造し た捕鯨

船は、 極洋捕 鯨の2 隻 と大

洋漁業 の5 隻、 合 わせ て7

隻(2,104 G. T.) であった。

こ れらの捕鯨船 は、 いず れ

も船尾 のカ ット・ アップ を

大 きく し、 平 衝懸垂 舵を装

備して、捕鯨のための旋回性能を高めた。 また氷海活動のほか、 捕獲鯨を本

船に曳送する際に加わる外圧を考慮して船首部を耐氷構造とし、 また舷側に

十分なる補強を施した。

食料が極度に窮迫していた時期であっただけに、 捕鯨船の活動に寄せる国

民の期待も大きかった。 このため、 建造に当る従業員の熱意にも一入のもの

があった。

(5) 近海鯨工兼冷凍母船

昭和23 年(1948) に建造した大洋漁業の近海鯨工兼冷凍母船「第三天洋丸」

(3,689  G. は、鮪の急速冷凍用にも用いられるので、機械室・冷凍機室を

縮めて冷蔵艙を広くするよう設計した。 またあらかじめ急速冷凍室と船橋臓

装などを含む船橋楼ブロックを陸上で組立て、 進水後、 海上クレーンによっ

て本船に取付けた。



大洋漁業 冷凍. 冷蔵運搬船「第二播州丸」( 昭和29 年)

大砲運搬船「砲運丸」( 明治23 年)

(6) 冷凍および塩蔵船

昭和20 年(1945)  5 月に建造中止となっていた戦標船1TLr 大橘丸」 は、

同22 年6 月、大洋漁業の肩替りによって続工し、 主機をディーゼル機関に、

船橋下を急速冷凍室に、船艙を冷蔵艙および塩蔵艙にそれぞれ改め、6 力。月

の短期間をもって、 昭和22 年12 月、 冷凍兼塩蔵船 「第二天洋丸」(10,611

G. T・ )として引渡した。

大洋漁業の冷凍・冷蔵運

搬船「第二播州丸」(1,246

G.T・)は南極海の鯨肉運搬

船として、 また他の時期に

は鮪の急速冷凍船として計

画し、 昭和29 年(1954)

5 月に引渡したが、工期3

ヵ月という急速建造であっ

た。

5。 特  殊  船

(1) 大 砲 運 搬 船

明治23 年(1890) に建造

した鉄製 「砲運丸」(531

G. T, )は大阪砲兵工廠から

各要塞への重砲運搬船で、

上甲板に40T のウインチ1

台と、大型デリックを備え、

一般重量物の運搬にも用い

られた。

(2) 灯 台 巡 視 船

清国上海税関の「流星」(709G.T.) は、 明治35 年(1902) に建造した当社

最初の輸出船であった。引続き同37 年には韓国税関の「光済」(1,056G.T.)

を建造したが、当時、外国政府筋からの受注船とい うので従業員は誇りと異常



な緊 張で工 事を進めたこ と

が記録に留 められてい る。

東京商船学校 練習船「大成丸」( 明治37 年)

農林省水産講習所「白弯丸」( 昭和4 年)

文部省 練習船「海王丸」( 昭和5年)

(3) 練  習  船

明治37 年(1904) に建造

し た東京 商船学 校の練習船

「大 成丸」(2,287G.  T・) は、

鋼製 パーク型帆船 ではある

が、 推 進用 として 補助機関

を装備し た。 本船 の帆装設

計 と所要 帆具 とは英 国に発

注し、 その装備 にあたって

は英人技師 の指導を受けた。

当 社創立 以来 の最大 船 とし

て、 盛大 な進水式 をあげ た

のは明治36 年(1903) のこ

とであっ た。

昭 和4 年(1929) 建造の

農 林 省 水 産 講 習 所 実習 船

「白 鷹丸」(1,327G.T.) は、

鋼製 ツイン・ スクリュ ーの

2 層重構 型で、 練習 生の指

導 訓練 を目的 とす る諸 施設

には 特に意 を用い た。

昭和5 年(1930) に建造

し た「日本丸」(2,283  G. T・)

・「海王 丸」 の姉妹船は、文

部 省航海練 習所 の公立 商船

学 校用練習 船であっ た。 優

美 なクリ ッパ ー型船首 をも

つ4 本 マ スト、 パーク型 帆

装船で こ の帆装 もまた英国 に依嘱し たのであっ た。



本 船 に は6 段 の 横 帆 と2 段 の 縦 帆 を 装 備 し、 横 帆16 枚、 縦 帆17 枚 を 備 え た

が、 帆 の面 積 を 小 さ くし、 一 般 艤 装 も 軽 装 と す る な ど、 す べ て 生 徒 の 年 令 に

応 じ て 配 慮 し た。 ま た 補 助 推 進 機 関 とし て デ ィ ー ゼル 機 関 を 装 備 し た。 両 船

は、 戦 後 運 輸 省 の 航 海 訓 練 所 に 所 属し、 海 国 日本 の 若 人 の 訓 練 に大 き く 寄 与

し てい る。

(4) 快  遊  船

明 治38 年(1905) 、シ ャ ム 国 王 室 の 快 遊 船 ″SHIDTHARMARAJ ″(180G. T.)

を 建 造 し た が、こ の こ とが 機 縁 と な っ て 当 社 と同 国 と の 問 に 親 和 関 係 が 生 れ、

そ の 後 も 相 次 い で 多 く の 艦 船 を 受 注 し た。

次 い で 同41 年、 大 蔵 省 か ら 受 注 し た 清 国 皇 室 の 快 遊 船 「永 和」(26G.  T.)

を 建 造 し、 当 社 で 仮 組 立 の うえ 北 京 で 完 成 し た。 こ れ は 日本 政 府か ら 清 国 皇

室 に 贈 呈 し た もの で あ っ た。

「永 和」 は当 社 で 建 造 し た 唯 一 の華 麗 な 外 車 汽船 で、 同 国 の 皇 族 は 風 光 明

媚 な 昆 明湖 に こ れ を 浮 べ、貴 賓 を 迎 え る た め に 愛 用 し た の で あ っ た。 現 在 は、

中 共 政 府 に よ っ て 陸 揚 げ さ れ、 歴 史 的 記 念 物 と し て 保 存 さ れ てい る。

陸揚げ保存中の

「永和」

清国皇室 快遊船

「永和」

(明治41年)



さ ら に 、 大 正7 年(19 18)

に 建 造 の シ ャ ム 国 主 室 用

″MAHACHAKKRI ″(2,400

G. T ・ ) は 、 そ の 優 雅 な ク リ

ッ パ ー 型 船 首 を も ち 居 住 設

備 は ル イ16 世 時 代 の 装 飾 様

式 を 再 現 し た 豪 華 な 快 遊 船

と し て 著 名 で あ っ た 。

シャム国王室 快遊船 ″MAHACHAKKRI"  ( 大正7 年)

鉄道省 貨車連絡船「第二青函丸」( 昭和5 年)

(5) 関 釜 連 絡 船

大正2 年(19 13) 建造の鉄道院 「高麗 丸」(3,102 G.T.) ・「新羅丸」 の姉

妹連絡船 は激増し た内地・ 満鮮間 の輸送量を消化す るために計画された もの

で、 内 外人船 客の ため諸設 備を和洋折衷 様式 にしたのであっ た。

(6) 貨 車 連 絡 船

昭和4 年(1929) の鉄

道省「第一宇高丸」(312

G. T・ )は、宇野・高松問

の貨車連絡船として、 ま

た翌5 年の「第二青函丸」

(2, 493  G. T・) は青森・函

館間の貨車連絡船として

建造したが、 貨車搭載の

特殊設備には苦心すると

ころがあった。「第二青函

丸」 の主機には、川崎式

タ ービ ン2 基(2,  500 HP) を装備し たがきわめて好成績であ った。

(7) 海底電線 敷設 船

昭 和13 年(1938) 建造 の逓信省「東洋丸」(3,718G.T.) はシェル ター・デ

ッ カーで船首 ・船尾に海 底電 線敷設 用の大 型滑車 を備えた。 また ツイン・ ス

クリ ューとホ イト ・シ ュナイダ ー式 プ ロペラ ーを備え て、 船の操縦 を容 易に



し たほか、 長 期航海に適す

る よう燃 料・清水・ 食糧の

大量貯 蔵設備を整え たので

あ った。

(8) 設  標  船

昭和27 年(1952) に建 造

し た 「ほく と」(537G.T.)

は、 海上 保安庁 が近 海航路

標識設 置と、 灯台 への連絡

補給 とのため計画し た もの

であ った。 船橋 楼の前方に

強力 なクレ ーンを備え、 作

業中 の復原性 と船 体強度 と

に特別 な考慮が払 われた。

逓信省 海底電線敷設船「東洋丸」( 昭和13 年)

海上保安庁 設標船「ほくと」( 昭和27 年)

6. 雜     船

(1) ドレ ッジ ャー

当 社建 造のドレ ッジ ャーは、組立・ 建造を含 めて11 隻に のぼる。 ドレ ッジ

ャーは 明治27 年(1894) 以後国産 化され るに至った が、 当 社ではこ れよりさ

き同20 年(1887) に、 オラ ンダから 輸入し たポンプ・ドレ ッジャ ー 「第一 大

浚丸」 の組立工 事を大阪府 の委嘱 に よって 施工した。

明治41(1908) ・42 年に内 務省大阪土 木出張 所の3 隻、 大正4 年(1915)

までに千 葉・徳島・三 重の県・市お よび内務 省の4 隻、さらに昭 和15 年(1940)

まで に海軍省お よび当 社用3 隻、 これら を合わせて10 隻を建造し た。

(2) 曳     船

当社は、 明治23 年(1890) 以来、 呉鎮守府 の「第一 呉丸」(235G.T.) のほ

か曳船40 隻 数 を建造し た。 その うち、昭 和4 年(1929) に建造した ソ連発注

のBV 船級河川 用汽船"LENA"(571G.T ・) は当社 で仮組立のの ち解体搬送



引 渡した。

昭和11 年(1936) 建造

の曳船 兼動 力船 「住吉丸」

(152G. T.) は、 当社独自

の設計 になる国産 として初

めての ディ ーゼル電気 推進

船であ った。主 機関は、500

HP デ ィ ー ゼル 機 関2 基に

3 3 0 kW 直流主 発電 機2 台 を直 結し、 別に400 HP/180  rpm 直:流主電 動機2 台

をプロ ペラー軸に連結し た。

その操 縦は推進管 制器・電動操 舵装置に よって行い、 左 舷ディ ーゼル機関

に400kVA 一交 流発電機 を も直結させ て、 溶接その他 の供給電 源 とし。 右舷 デ

ィ ーゼル機関には電 磁接手に よって800 m3/h x8 cm2 空 気圧縮機を駆動し圧

袙空気 の供給源 とし た。

その強力な 曳航力 と機動性 をもつ工作 能力 とは、 高 く評 価され、 日華 事変

にあ たって海軍 の徴 用船 として、 わが艦艇 の移動修理 にその優れた性能 を発

揮し た。 その後海 軍から同型船9 隻を受注し たこ とは、 何より もこ の間 の事

情 を物 語ってい る。

当社 曳船兼動力船「住吉丸」( 昭和11 年)

FLOATING DEPOSITING DOCK( 明治43 年)

(3) フ ロ ー タ ー

明治43 年(1910) に建造した大蔵 省臨時建築部( 神戸支部) のFLOATiNG

DEPOSITING DOCK(115' ×78' ×52 り は. 港湾建設 用コン クリート ・ケ ーソ



ン( 沈 下後の総重量1 個7,000T) の製 造お よび運搬後の沈下作業。に用いら

れ た。

これは英国 クラ ーク・アンド 。スタ ン ド フ ィ ー ルド 社(Clark&Standfield

Co.) の設 計にかかり、横断面 はL 型で 注・排 水装置を備え たポンツ ーン8 個

と、4 個の腕状 ポンツ ーンとを組 み合わせた ものであ った。

昭 和26 年(1951) から同29 年には、 運 輸省のフロ ーター( 浮揚力730 T)

お よび銭高組 のフ ロ ータ ー( 浮揚力250 T) を建造したが、 い ずれ も港湾 建

設用ケ ーソンの浮揚 と沈降 とに用い られ、L 型2 個を組み合せて使用 するも

のであ った。

(4) 浮 ド ッ ク

明治43 年(1910) に建 造した陸 軍( 逆 輸部) の650 T 浮ド ックを初 め、 昭

和24 年(1949) に は当社第2 浮ド ック( 浮揚力1,260 T) を、 つい で東出船

渠工業 の650 T 浮ドッ クをそれぞれ建造し た。 その後、 同28 年(1953) に待

望久し かった第3 浮ド ック( 浮揚力13,000T) を建造した。 その収容 能力は

6 ポ ンツーで20,000 D.  W. T. 型であ るが、 さら にポンツ ーン1 個 を増すこ

とによって30,000 D.  W. T. 型 船の収容 も可能なこ とを設 計の基礎 とし たの

であっ た。

第3 浮 ド ッ ク ( 昭和28 年)



サ ロ ン … 貨 物 船 「智 利 丸」

属員喫煙室…油槽船"NAPIER"

船長居室…"ARAG0N  "





第4 節 造船技術の変遷

ポ ン ス エ 場   ( 明治40 年)

1. 船 体

西欧 では明治 の初年、

すでに製鉄業 が相当発達

し ていたので、 造船界で

は 鉄鋼材が用いら れてい

た。 このこ とは、 大和型

木 造船を唯一 の身 上とし

た当 時の わが国 造船業者

に大 きい刺 激となった。

当 社の造船 工作法は、

明治 の中期から英国 の工作法 のすべて を採 り入れた。 大正 の初 期まで当 社の

設計図 面の用語が、 すべて英語 であ ったのは このためであっ た。 英国 の造船

法が一 応身につい た大正の初期 から。 当社は主 とし て艦艇 の建造を手がける

よ うにな り、 海 軍にならって設 計・ 工作法 ともし だいに 日本的 なもの となっ

て きた。

長い 鋲構 造の時代 には、 主 とし てポ ンチ ング・ シ ャーリング・ マシ ンに よ

って鋼材 を加工し たが、 第2 次世 界大戦後はお もにガ ス切断 による工作法に

変 り、 技 術管 理上、 長足 の進歩を 遂げた。

鋲構 造時 代は、 キ ール を据 付け たの ち、 底部外板を並 べてその上に肋材 を

組み。 フレ ームを建て るこ とは、 造船工 程の重 要な一段階 となってい た。 こ

れに隔壁 を入れて、 外板・甲 板と順次に張 り付ける一連 の建造工程は、 創立

(明治29 年) 以来、 約50 年の間 行われて きたが、 昭和25 年(19  5 0) ごろから

自動溶 接機と自動 ガ ス切断機 とを輸入し て、 溶接を主 とす るブロッ ク建 造法

へと進 展し た。

昭 和10 年(1935) に タワ ー・ クレ ーンを設置す るまでは、 全船 台にデリッ

ク・ ポ スト が林立し、 人カ ガイ をもつ3T デリ ック・ ブ ームと電 気ウィ ンチ

(以前 は蒸 気 ウインチ) とによって、 鋼材は個 々に搭載 された。

その後、 簡単 な地上組立 によってフレ ー ム・肋材 などを 一括搭載 するよ う

になった。



大正 元年(1912) に竣工し

たカ ント リー・ クレ ーンは著

し く作業 の能率を高 め、 殆ど

の大型艦船 はこの下で誕生し

小型艦艇 やストッ ク・ ボート

のご ときは、 ここで並列し て

建造され た。 特に スト ック・

ボートでは、 鋲構造船 とし て

の限界までの大 規模な地上組

立 を行い、 起重機 の総力を用い、 スピ ード 搭載を行なっ た。

軍縮条約成立後 の新鋭補助艦 の艦体構 造は 複雑となっ たので、 重要部 の工

事 を簡易化し、 誤作の絶無を期 するため、 その部分の地上 組立を行な った。

また累 接接手鋼材 の貫通鋲孔 を「あ て揉み」 し、 切粉 を入念に除い たのち船

体に取 付け た。 当社 独自のこ の施工 法は、 後年。 使用実績 におい て抜群の堅

実性 を発揮したのであ った。

昭和7 年(1932) から、 小型船の全 溶接建造を始 めたが、 こ れよりさ き、

海軍におい ては溶接構造 を採 り入れ、 船 体構造 と艤装 品 とに溶接 を大幅に実

施し た。 当 社が、 駆逐艦「有明」 の建造にあ たっ て採用し た溶接法は、 近代

溶接用大型ポジショナー ( 昭和28 年)

油槽船[ 玄洋丸] 建造のいきさつ

橋 本 梅 太 郎

昭和11 年 の7 月、 浅野物産で油槽船を建

造するかどうかについて、 慎重に検討を重

ねていた。 平時であ れば、 船ができてから

これを運航し て相当 な業績を挙げる自信は

あっ たが、 ロンド ン軍縮会議が決裂し た年

でもあり、 国際情勢 の激変による打撃の懸

念があっ た。「誠実」 を社是 にしてい る浅野

物産とし て、 巨額な資金 が固定する油槽船

建造は見合わせようとの自重論で、 計画は

ついに中止の結論になってい た。

上京した川崎造船所艦船工場所長 の吉岡

(保貞) さんが来 社され、 浅野物産が油槽船

建造を断念した理由をじっと聞いてがられ

たが、「川崎ではすでに1 万ト ン級油槽船の

「建川丸」・「日本丸」など数隻を手がけてい

るので、 設計もスベシヒケ ーションもその

まますぐ役立つし、 油槽船に習熟している

ので、 船価の点で有利 です。 この時期を外

ずすと海軍の仕事がふえて、 民間会社の注

文には応じられなくなる。 いま政府は油槽

船を求めているので、 国策に も副うことに

なる…」 とも付言 された。

吉 岡さんの言葉は、 言々隻句いかにも軍

人らしい誠意に溢れ、 幹部一同はその少し



造船法に ほぼ似通っ た方法で

あ った。

軍縮条約 下の海軍は艦艇 の

耐用性 の点から、 ピ ックリ ン

グによる主 要鋼材の ミル・ ス

ケールの除去法を指定し た。

し かし、 戦後はショ ット 。ブ

ラスターを通過 させ ることに

よって、 ミル・ スケールの問

題 を解決し たのであ った。

大正6 年(1917) 建造の一

等 駆逐 艦 「時津 風」 は、 海軍として最 初のロ ンジチ ュージ ナル方式 を適 用し

た艦であ り、 当 社設計 の海軍油槽船はい ずれ もト ランスバ ース式構 造であ っ

た。 同じ く大正年間 に大 量建造し たスト ック・ ボートは、 貨物搭 載の オーニ

ン グ・ デッカ ーで、 当 社の乾ド ックに入渠し 得るこ とを考慮し、 最少の鋼材

と、 最大 の積載量 を日標に設計し たのであっ た。

当社 が、 商船 にロンジチ ュージ ナル 。シ ステ ムを採 用し たのは、 急速 建造

で内 外業 界の視聴 を浴び た鯨工船 「日新丸」 が 最初 であった。「日新丸」の急

ショ ット・ブラスター

の虚飾もない言葉にいたく 胸摶たれた。 私

達は別室で協議を重ねた結果、 逆転して油

槽船建造に決定し た。

吉岡さんは私たちの目の前で神戸の鋳谷

社長に電話し 「是非 とも無条件で私に任せ

て頂きたい。 実は私か海軍で徳山燃料 廠長

の時 に、 浅野物産はお国のためだからと、

損得抜きで燃料を納 入してくれた。 私はい

ま、 損得抜 きで浅野物産 の船を造って、 当

時 の誠実に報い たい」 と熱を帯びた言葉で

話された。

鋳谷社長 は即決を避け る意向のようであ

つたが、 熱のこもっ た吉岡 さんの懇請にほ

だされ、 すべてを吉岡さんにまかされた。

かくて会談1 時間余で油槽船 「玄洋丸」 の

建造契約が成立したのであっ た。

私は、 吉岡さんの全身でぶつかる誠実さ

ほ ど強い感動 を与えられたことはなかった。

商談は術策でなく、 誠意を基盤にすべきで

あ る、 という当 社の経営方針を、 吉岡さん

が立証してくれたように感じたのであっ た。

(もと浅野物産副社長)



速 建造に成功し たのは、 この方式 のほか、 中央 平行部 外板の各鋼板 が互換性

を もつ 特殊設計 の種 板穿孔で 能率を上げ ることがで きた。

昭 和の初めには、 国際汽船 の貨物船 「霧島 丸」 をはじ め、 一連 の高 速優秀

船 を建造し、 技術の 革新と もい うべき躍進 を遂げた。 続い て川崎汽船 の貨物

船 「神川 丸」 型 の商船 フリ ート の完 成は、 その頂点であっ たと言え よう。

戦後、 貨物船 の構 造に溶接 を採 り入れて きたが、 建造工 程は従来の ものを

踏襲し たのであった。 し かし 油槽船 「聖 邦丸」 を最後に、 以後 は溶接構 造を

主 とす るブロッ ク建造 法へ移 り、 また油槽船の構 造には、 コ ンパインド・シ

ステ ムが考案 され、 これを適用す るに至 った。

外板作業 の足場装置は、 建造法 の進歩と ともに変 造し、 明治29 年(1896)

のころは船の全 周に割立を立 て、 大正の初 めから 割立は前後の彎曲部 のみに

とどめ、 中央部 の足場は 各段 とも外板 のフレ ームの孔 を利用し て足場受け ブ

ラケットを ボルト締め とし た。 また固縛 材料とし ては、 今日から見れば旧時

代的な わら 縄を用い たのであっ た。

昭 和の中期以後、 足 場ブ ラケットは最上部 のみを ボルト 締めとし、 これに

平鉄を 懸垂し、 足場は その支え棒に 掛け、 割立を全廃し た。 また、 ワイヤー

を用いて 固縛する ようにな り、 戦後は、 パイプ材 が往 年の丸 太に代 り、 これ

をワ イヤーで固縛す るので、 足場 装置の安全 度は さらに増す に至った。

通報艦「淀」の建造    ( 明治40 年)



手 打 鉸 鋲    ( 明治42 年ごろ)

2. 鉸 鋲

創業以来、 鉸鋲技術を重

視し技術者を海外に派遣し

てその技術を習得させ、 ま

た技術者の育成、 器具・工

作法の研究にも努め、 国内

に機力鉸鋲の道を開くとと

もにその技術は「鋲の川崎」

と喧伝されるに至った。

初期の鋲打作業は、手打

ちであったから、 諸種の作

業のうち重労働の一つであ

った。 明治の末、手打ちに

よる鉸 鋲が盛んであ ったころは、 大型船 のキール、 キールソン・な ど大径の鉸

鋲には、 移動式 の水圧 機を用い たこともあっ た。

明治39 年(1906) 、 初めて500HP 空気圧 縮機1 台 とグローブ式 ニュ ーマチ

ック・ ツ ールを 輸入し、 同43 年、巡洋艦 「平 戸」 の建造 に当 って、 初めて機

力鉸 鋲を行なっ た。 し かし、 このツ ール を日本人の 体力で使い こなすには、

並 々なら ぬ忍耐 と工夫 とを要し たが、 し だい にその操作 に習熟し、 他社にさ

きがけ て全面的 に手打鉸鋲 から 機力鉸鋲 へと転じ たのであった。

大正元 年(1912) には、 さら に空気圧縮機2 台を増設する とともに、 構内

送気管・ 気蓄槽 を新たに設け て、 ニュ ーマチック・ ツ ールを 各船 台のほか構

内随所 で用いられ るよ うにし たので、 巡洋戦 艦「榛名」 や貨客船 「八阪丸」

の建造作業 は著し く高能率 となっ た。

大正4 年(1915) には、 戦艦 「伊勢」 の建造にあた り、 さらに多数 のグロ

ーブ式 ニュー-マチ ック・ ツ ーノじを備える とともに、 鋲打工を増員し。 巨 艦の

建 造工程 を著 しく進 捗せし めた。 地上鉸鋲作業 に用いら れた水圧鉸鋲機は、

スナップ鋲 頭に限られ るので、 船 体作業 には利用範囲が 狭かったが、 その鋲

着 速度と鋲の 締りとが優 れてい たた め、 橋梁・ 鉄骨な どの工事に盛んに使用

し た。

大正5 年(1916) から 始め た当 社のスト ック 。ボート1 船当 りの鉸鋲数は、



大型船(9.8001.).W.T.) 約65 万本、 中型 船(9,100D.W.T.) 約57 万本で、1 日

約5 万本 の鉸鋲 を必 要とし た。 当 時鋲打工 は約400 名で、 日 々約80 組 の鋲打

ホドを もって、10 時間 の打鋲数は4 万 本に達し たが、 不足鋲 に対し ては、 残

業・徹 夜業 の強 行によって 補足し たのであ った。

この繁忙期に も、 鉸鋲技術の 研究 を続け、 飛 鋲防止の ためには「戻 りれち」

打 法を創案し たが、 この方法は、 やがて 各造船所で も用い られ、 鉸 鋲の常識

となった。 ま た、 鉸鋲作業 の工 数節減と作業 の簡易化との ため、 鉸鋲 補助 具

を 考案し、 従来の5 人 ホドを4 人 ホドに、 さら に3 人を もって1 ホド を編成

す るに至った。「川 崎の3 人 ホド」 と言 われ、 業界 の注目を浴び たのはこのこ

とであ った。 大 正2 年(1913) 、 製 鋲工場を設け るに及んで、 随 意の材質 ・

寸 法 。形状が得ら れるよ うに な り、 鋲打作業 の能率は飛躍的 に増進し た。

鉸 鋲工具のいろいろ



鋲焼 用燃 料は明治時 代には石炭 を、 大正の初 期から はコ ークスを用い た。

昭和10 年(19  3 5) 以来、 重 油を用い るに及んで、 多く の利 点があったが、 太

平洋戦 争に入っ てからは油 の入手が困 個とな り、 や むなくコ ークスへと戻る

に至 った。

終 戦後 の建造法は、 溶接を基盤 とし て伸展し、 鍠鋲作業 は往年の活 況を失

ったが、 溶 接に対す る応力解消 の緩衝帯として、 船体構造上今 日なお重 要度

を保ってい る。

3. 溶  接

ガス溶接工 法は、 明治41 年(1908) にフ ランスから導入 されたが、 当 社で

は直 ちにその研究に 着手し、同44 年 には、 兵庫 分工 場で初めて アセチレ ン・

ガスによる作業 を始め た。 造船作業で も、 この方法 を酸 素ボットル、 移動式

力。-ノ(イト ガス発生タ ンクな ごを用い て鋼材 の加工に採 り入 れた。

そのころすで に欧 米で、 研究 を進 めてい た電 気溶接 による鋼材溶接技術は

大 正3 年(1914) ごろ からわが国 にも導 入されるに至 った。 当 社では同5 年

から その研究 に着手し、 翌年米国 リンカ ーン社 製3~5HP 電動発電機お よび

要 具を輸入し、 裸棒で実 験を行なっ た。

大正10 年(19  21) には、 薄板工 場に初めて溶接 掛を設け、同13 年 ごろには

ほぼ実用 の域に達し、 艤 装品 には全面的に これ を適用するまでにな った。 さ

ら に大 正の終 りごろには、 英国 クォ ーシ アーク社製被 覆棒を初めて使 用し た

のであっ た。

昭和6 年(19  31)、溶接工場 を設 ける とともに、 米国リンカ ーン社 のト ルネ

ート ン自動 溶接機を輸 入し、 こ れによって東京 市( 昭和18. 7. 1 都制実施) の

水道鉄管 を製作して好 評を博し た。 また電源 を交 流に改め、 被覆 溶接棒の自

社製作につい て研究 を進 め、 試作し たKSA N0, 2 が海軍規格に合格し た。 さ

らに昭 和9 年(1934) には溶接 棒製造工場 を新設し、 同23 年(194  8) まで社

内の需要 に応じ たのであった。

昭和7 年 以後、 艦艇お よび商船 と も叭溶接建造 へと進み、 駆 逐艦「有明」

で艦艇 とし て初 めて のブロ ック建造法 を行なった。 陸上工 事では、昭和10 年

以 後、 橋梁・ 水圧 鉄管な どを全 溶接す るようにな り、 工 事能率をます まヽす高

めた。



500 A 手動アーク溶接機   ( 昭和31 年)

自動溶接機の採用  ( 昭和28 年)

昭 和23 年(1948) 、 大 同 海 運

「高 和 丸」の 建 造 に 際 し ては。 溶

接 工 の技 能お よ び 使 用 鋼 材 ・ 器

具 な どに つ い てAB 船 級 協 会 の

承 認 を 得 る 必要 に 迫 ら れ、 こ れ

が 契 機 とな っ て 溶 接 観 念 に 大 き

い 変 革 を き たし た。 翌24 年、 油

槽 船 ″FEJRNMANOR"(NV 船 級

船) を 建 造 す る に 及 ん で、 当 社

の 溶 接 技 術 は さ ら に 飛 躍 し た。

また、昭和23 年12 月 には、自動溶接機・ 心線フ ラックスの試作研究に 着手

し、 同25 年7 月 には ジンカーン社の直 流LAF 2 型を他社 にさきがけ て輸入

し さら に実験研究 を重 ねた。 かく て同年12 月、鯨工船 「日新丸」 のコルゲ ー

テ ッド隔壁 に初めてこ れを用い た。 こ れは、 わが国で船体構造 に自動 溶接を

用いた最初であ った。

さらに自動 溶接の適用範囲 を研究 中、 国産 ジムド鋼に生じ たサルフ ァー・

クラッ クが鋼材 の材質改良 を促し、 やがて ギルド鋼の出現 にまで進んだ。 か

くて、 自動溶接 に国産の適格 鋼材 を得 るよ うにな り、 船 体構造の溶接 適用範

囲は、2 次強力材 から一躍全構 造まで拡大さ れた。

一方、 当 社は所 有の自動 溶接機10 種 を活用し、 セミ・ ギルド 鋼お よび1 in

以上 のギルド 鋼 とにこ れを適用し、 船 体工作上に自 信を もつ に至 った。 昭和

25 年(1950)  12 月 には鋼板厚1in 以 下、 さら に同28 年11 月には1in を 越える

厚板への適 用につい て、 わが国 で初めてLR 船級協 会の承認を得 た。

船体構造に対する溶接範囲

の拡大につれて、 溶接能率の

建造工程に及ぼす影響が大き

いので、昭和27 年から溶接棒

についての比較研究を行なっ

た。 これによって大径棒のう

ち、 溶着の速い高酸化鉄系の

深溶込溶接棒を最上級のもの

として採択するに至ったので



溶接能率は さら に向上し、 溶

接機の容量は300 ～400A か

ら500A へと増大し た。

わが国造船学界で は溶接船

の脆性 破壊・切欠 感度につい

て 研究 を続けてい るが、 当社

で も昭和26 年以後、この問 題

につい て独自の研究 を進 め、

その成果 を相次い で学会に 発

表し て きた。

昭和27 年(1952) 以後 も引続 き艦 艇の溶接構造用 の高張力鋼 につい て研究

し、さら に同29 年には可 溶接高張力 鋼の市販品に 溶接を試み、 多 くの貴重な

る成果 を得た。 同31 年(1956) には低水 素系溶接 棒 の実用化 のため、 厚板張

力鋼 の性 能な どについ ても研究 を進めてい る。

昭 和29 年(19  5 4) 以後、30 ～42  mm の厚鋼板の自動 溶接につい て研究 を進

めてい たが、同31 年建造 の鉱石・油運搬船"COSMIC ″ の上甲板は、強力 の点

で47  mm の厚単鋼板に決定し たた め、 同30 年同 厚鋼板 を試作 し、 実 験研究 を

収ね大型船 の厚鋼板 溶接 に成功し た。 なお 将来、 船 体の超大型化 と厚板化、

水圧鉄管・ 橋梁な ど、 鋼構造物 の大型 化に備え、 各種実験を続け てい る。

近時 発達 した不活性 ガス・ アーク溶接法は

昭和27 年 に仏国エ ア・リキッド社製 。ネルタ ー

ル溶接機 を採用し たときから始 まるが、同30

年 には国産 溶接装置3 台をもって、 警 備艦お

よび各商船 のアル ミ合 金の溶接に成功し た。

また耐食性 アル ミ合金 が現われ たので、 消

耗電 極式 アル ゴン・ ア ーク溶接装置の実 用化

のため、昭和31 年 にはリ ンデ社製シダマ溶接

装置 を輸入し、 甲型 警備艦 のアル ミ合金溶接

に使用し た。

かくて、 旧 観念 の一掃、 老 朽設 備の一新、

海外技術 の導 入に努 め、戦後10 年にし て諸外

国 と比肩す る技 術水準に達し た。 多電極自動溶接機 ( 昭和30 年)

佐久間ダ ム水圧鉄管の自動溶接  ( 昭和30 年)



溶接使用率および1 日当り搭載船殼重量

船 名
進水
年次

油 槽 船

FERNMANOR
昭和24

鯨 工 船

日 新 丸
26

油 槽 船
聖 邦 丸

〃

〃

PATRICIA
27

〃

ALLIANCE
〃

明 泰 丸
28

〃

NELLY

〃

秀 邦 丸
29

〃

CHRYSANTHYL
30

〃

HAIKWANG
31

〃

LARGO
〃

鉱 石・油運搬船

COSMIC
〃

1日当り

鋼 材

搭 載

重 量

(K.T.)

鋼 材

当 り

工数比

(%)

21.4 100

31.0 82

22.9 〃

28.2 63

23.9 66

32、3 53

36.6 52

26.7 61

48.3 40

45.5 〃

59、9 27

66.3 33

ガスによ る鋼材 の、切断 と加工 とは、 明治 の末 から長く行 われ、 曲線切断に

多く用い られてき た。 し かし第2 次世界大戦後、 溶接技術が 進歩するにつ れ

高精 度の切断要具 とし て急速に 発達し、 重要 加工作業の一つ となった。

さら に昭和25 年(1950) からは米 国製自動 ガス切断機 を備え、 ガ ス切断 の

研究 を進め、同28 年 にはフレ ーム・ プレ ーナーを製作し、 さらにこれに) ズ

ル・ブ ロッ クお よびト ーチ・チ ップを適 用し て、 ガ ス切断・ 加工の高精 度・

高能 率化に成 功するに至 った。 このため、 ポンスエ 場の大型諸機械は 殆ど自

動 ガ ス切断 機に切 り替えら れ、 鋼材の切断・ 開先加工 に要 する工 数は、 従前

の60% に減少し 得た のであ った。



電気溶接・ ガス切断 こ機械切断 の使用率および加工重量の増減経過

年 次

昭和19

機 械 切 断 使 用 率 ガ ス切 断 使 用 率 月間可能 加工重量

2,400T

船 体溶 接 使 用 率

121%95% 5%

27 60 40 3,000 85

31 5 95 5,500 95

ガス切断機の使用が増大するにつれ、 これに

関連する諸装置を増強し、 アセチレン・酸素系

統の使用を整理統一した。 なお、 液体酸素を使

用して高純度の乾燥酸素を得たので作業能率は

著しく上昇した。

竪向ガス切断機 ( 昭和28 年)

フレーム・プレーナー    ( 昭和31 年)

4. 進 水

進水は膨大な重量物を移動する難工事である。 また船舶建造上、 きわめて

重要な工程でもある。 進水の方法には数種類あるが、 当社は古くから進水台

の滑面にヘフトを塗布する方法を用いてきた。 創業以来、 かって進水の工程

に支障を生じたことなく今日に至ってい る。

この進水作業のうち、 当社考案による進水台の同時引抜作業がある。 これ

は大正2 年(1913) 、 巡洋戦艦「榛名」 の進水に初めて行われ、 以後の大型

艦艇・商船にも適用された。 小型艦艇などは船底外板が薄いので、 進水のの

ち繋留または入渠してこれが取りはずしを行なっている。      



明治39 年(1906) ま

では、 進 水時の最終滑

り出し 制御はド ック・

ショア ーを用い、 ギロ

チン式 方法で離脱 させ

てい たっ そ の後 研究 を

重 ね、同40 年 には 水圧

ト リッガ ーが これに代

り、 その両舷同時離 脱

の ためピスト ン・ バルブを案出し、 水圧 管の配列に よる一 連のトリ ッガー装

陬を完 成し た。 大正2 年(1913) 、「榛 名」 に初めてこの新 制御装置を配置し。

ド ッグ・ ショア ーの取 りはずし を 進水作業 の第1 段階 で行い、 最後 に進水作

業主任 のハンドル一 転と同 時に、 水圧 トリ ッガーを離脱させ、 容 易に大艦の

滑り 出し を制御 することに成 功し た。

「京城丸」の進水    ( 明治35 年)

"石橋をたたいて渡る" 進水作業

中 橋 和 男

私は明治43 年から昭和15 年まで在職し た

が、 その間、 大正時代 には、 月に2 回から

3 回ぐらい進水に携わっ た。 とりわけ大正

5 年Ⅱ 月の戦艦 「伊勢」 と、 大正10 年11 月

の戦艦 「加賀」 の進水式のことは、 今 も鮮

やか に印象 に残っている。

「伊勢」は排水量31,260 トンという、 川崎

始 まって以来の巨艦なので、 従業 員の緊張

は大 へんなものであった。 松方社長は慎重

を期し、 進水の前夜、 真夜 中に艦の横に来

て、「大丈夫か ね」とわれわれ現場マンを顧

みて確かめ、 労をねぎらわれた。

進水 とい うものは、 その度ごとがお産の

ようなもので、 われわれ進水作業関係者は

"初 心あなごるべからず" を合言葉に、 慎

重の上に も慎重を期した。

皇太 子殿下 が呉海軍工廠の進水式へお出

でになったとき、 進水前に水中台が浮んだ

ことや、 横須賀海軍工廠ヘ皇 后陛下 がお越

しのとき、 ご命名の前に艦が進水してしま

ったなどの出来事を、 われわれは上司から

繰 り返し聞かされてい た。

川崎では進水の事故が全然ない というこ

とが、 何よりの誇 りであった。「一寸でも気

にな ることは、 どんな些細なことでも直ぐ

確めるように」 ときびしく躾られた。

大正のころは、 進水といえばものものし

いもので、 進水主任はフロッ ク・コ ートを

着用して笛を吹い た。 宮様がご台臨のとき

など燕尾服を着て式台に上 るのが慣わしで

あっ た。 進水作業 の進行係 もフロッ ク・コ

ート にシルク・・ヽ ツトで威儀を正して旗を



大正5 年(1916) 、

戦艦 「伊勢」(3  1,2 60

⊿T) の進水に当っ ては

進水重量が在来艦 船よ

りは るかに大きか った

ので、 前後部ポ ペット

の作成 配置お よび固縛

法は慎重 なる配意の も

とに行 われた。 特に進

水前夜、 船 体重量 を進

水台へ移動す るに 際し

ては、 関係作業 員は一人一 役とし、 各自 の持 場作業 をきびし く守 り、 適確 な

作業 工程を袒 んだ。 この方 法は 今日に至る まで、 進水前夜作業 の基準となっ

てい る。

二等巡洋艦「平戸」の進水    ( 明治44 年)

振った。

私の上司、 山本( 盛正) 造船部長は、 進

水は ″石橋をたたいて渡れ" と常に言っ

た。 排水量約4 万ト ンの戦艦 「加賀」 が雑

作 もなく進水してからは、「進水の神様」 な

ごと言われるようになり、 アメリカの大き

い造船所から山本さんを招きに来たほ どで

あった。

進水時 に、 砂袋を切ると、 作業員 も見物

人 も、 濛々と立ちこめる砂ほこりを浴びて

閉 口したが、 山本部長 は袋を切 らないで、

ゆるめて落す方法を創案し た。 これに対し

て 「パテントを とっては…」 との声が内外

からあっ たが、 山本部長は 「造船日本だ。

川崎だけで、 この方法を独占しない方 がよ

い」 と聞き入れなかっ た。

当時は進水ののち、 招待者を立食の祝宴

に接待するのが例で、 「加賀」 のときなご

6,000人の招待者のため、 式場の設営 と食事

の準備とで、 その係のひとびとは夜通し転

てこ舞いしていた。

進水に携わる者にとって、 無事に進水し

終っ た瞬間の安堵 と歓喜は とても言葉では

現わせない。「加賀」の進水は私が責任者で

あっ たが、 何回も進水をしくじ る夢を見て

汗ぐっしよりになって目をさまし たりして

い たので、 無事巨艦が進水した時は、 溢 れ

出る嬉し涙を制 することができなかった。

ふと気がつくと、 私と一しよに進水作業 に

携わっていた工員さんたちは、 一団 となっ

てお互に肩に手をやりながら泣いていた。

(もと検査部長)



戦 艦[ 伊 勢] の 進 水       ( 大正5 年)

戦艦「加賀」 の進水    「大正10 年」

特に 制御用水圧ト リッガ ー装 置は各3 連 を進水台に配 置し、 式場弁 の一 転

に より、 最後部 のトリッガ ーから 次 々と自動 的に離脱す るように配管し た。

また、 進水は常に押出し 水圧機 を進水台前端 に備え、 予備 装置としてい る。

大正5 年(1916) から スト ック・ ボート の建造を始 め、 月開2 隻、 同8 年

には月間3 隻以上 を進水させ たので、3 組 の進水台はあく ことがなかった。

当社で は明治37 年(1904) から 砂盤木 を使用する ように なり、 進水のつ ご

キャンバスを切って内 部の砂を 放出し たが、 ストッ ク・ ボート の建造中、 キ

ャンバ スを切ら ずに砂 を落す新方 法を考案し たので、 砂 の散逸による不快 が

除かれ、 進水式を快適

なものにすることがで

きた。

大正10 年(1921) の

戦艦「加賀」 の進水に

は、 大型進水台を用い

たが、船底下が狭く、

上台の持ち運びが困難

なだめ、 滑面に油脂塗

抹後の上台横移動に適



応する用具を考案した。 なおヽ進水

台に塗抹した油脂は約35T にも及

んだ。

「加賀」 の進水重量22,058.3 T

は英艦 "H00D" を越え、世界最

大のものであった・が、 支障なく進

水し、 以後航空母 艦「瑞鶴」・「飛鷹」・「大 鳳」な どの巨艦 の進水が続い た。

終 戦c 昭和20.8.15) 後 から同23 年 まで は、GHQ のきびしい 制約を受け、

進 水重 量100 ～500 T 程 度の小型船 舶を建造 するにす ぎなかっ た。 当 時は極

度 に物 資の窮乏し てい た時 とて、 良 質油脂 の入手は至難 であっ たので、 軌条

によるト ロッコ式 進水 を行わ ねばならなかっ た。

し かし、 昭和24 年(1949) に入 るや進水重量6,500 T の"FERNMANOR"

が進水し て以後、 油 槽船の大型化 に伴ってい よい よ迎水重量は 増大していっ

た。 昭 和31 年(1956)  2 月 に完成し た第7 船台cSemi-dry dock) は、 水中進

水台 の水中工事 を要 せず、 陸上で完了 し得 ることが特長 の一つ であ るが、 こ

の年10 月 には新 装成っ たこ の船台から進 水重 量13,680 T の戦後 最大の

"COSMIC" が 進水した。

鉱石・汕運搬船 "COSMIC ″ の進水    c 昭和31 年)

戦艦「加賀」 進水台要目

種 別 長 幅 条 数

2 条

〃

-- 匹夕ふ固 疋 口 7工8シー0〃 9し--6〃

上 台 598'一一O〃 9し-0〃

滑面1 伊 の船 体重量2,049T



貨客船「三島丸」のサロン  ( 明治42 年)

巡洋戦艦「榛名」の艤装( 大正3 年)

5. 艤 装

(1) 造  船

工業水準の低かった明治時代

には、良質の船用艤装品は、海

外に発注するか当社で製作する

ほかはなかった。

明治42 年(1909) から大正3

年(1914) に建造した貨客船「三

島丸」 およびその他優秀客船の

公室は、 設計・艤装品ともに、

英・独へ、 また練習船「大成丸」

の装帆具も英国へそれぞれ発注

した。 当時は北浜岸壁の設備が十分でなかったため、「三島丸」は沖繋留のま

ま艤装工事を進めたのであった。

明治45 年(1912) 、 北浜にタービンエ場が新設されたので、 北浜は主譏の

積込み時以外は艤装専用岸壁となった。 巡洋戦艦「榛名」 以下、大型艦船の

艤装は、 いずれもこの岸壁で施工され、 重量物の搭載はすべて海上起重機に

よったのである。

大正5 年(1916) から始めたストック・

ボートは急速建造であったため、 これが艤

装には北浜・銅工浜・南浜を用いたほか、

浮標繋留、 葺合沖投錨などの対策により、

昼夜交代制作業を行い、 平均1 ヵ月で完了

したのであった。

昭和7 年(1932) から翌年に海軍艦艇建

造工作法基準案が制定され、 艦艇の艤装工

事は一段と基準化された。昭和11 年(1936)

以後各艤装岸壁を整備し、鯨工船「日新丸」、

航空母艦「瑞鶴」 等をはじめ、 その後の艦

船艤装は、著しくその工事期間を短縮する

に至った。



従来 すべて の艤装工 事は、 艦船 ともに、 各区画 の艤 装品位置 を現場に罫書

き、 各関係者 が立会い の上で決定してい た。 昭和27 年(1952) から パイプ、

ト ラン ク、電 線の配 置お よび貫 通位置等 の総合 装置図を作製 する ように なり、

油 槽船 ″ALUANCE ″から実施して著し く能率を高め た。

また、 設 計基準を 確立 するた めに、 種々の実験 研究 を行い、 航海中、 操舵

室 の窓・ 扉から浸入 する水気 が、 室内の電気機 器に与える好 まし から ざる影

響 を防ぐ ため、同28 年 建造の 「瑞川丸」 から、前面 の角窓を軽合 金製 ヒンジ付

水密 構造 に改 めるに至 った。

大型油 槽船の貨物 油ポ ンプ に用い られた 渦巻式 ポンプの油 送管 へ空気が流

入 するのを防 ぐため、 吸油口 の位 置お よび形状な ごについ て、 実船 と模 型と

によって、 実 験研究 を重ね、 その取付位置お よび形状を決定し、 効果 を収め

てい る。

また、 新式 の管曲機 械を採用し たので、 大径管 の冷間曲げ能力 が従来の2

~3 倍に なったほか、 工 場におけ る管 ブロ ック組立 法の改良 に よって大幅な

工 数節減 となり、 能率は さらに向」二し た。 塗装に先 だち、 鋼材面の ミル、 ス

ケールを ショット・ ブラスタ ーを用い て完全に除 き、 さらに油性 塗料に高分

子 化合物を 用い るこ とにより・、 透水性の少ない強力 な有機保護被 膜を得るよ

うになった。

このころ まで行 われ た工 事担任制は、 戦後 の新建 造法のため廃止 され、 工

場 単位制に もごり、 さら にステ ージ 。コントロ ールお よび区 画コ ント ロール

法 なごの新管 理方法が採 り入 れら れた。 昭和30 年(1955) に職制 と工 事区 分

を変 更し、 造機・電 機 両部門の艤 装を造船部に集約 するなご体制 を改 めた。

シャム国砲艦"  TOMBURI" の艤装    ( 昭和13 年)



一般工業 水準の向上 により、 主機 その他艤装品な どの性能に高 度の精密 性

を求めら れるに至っ たので、 造機・電機 両部門におけ る製作と艤装 とを分 離

し、 艤装 の重 点を外業 作業にお くに至った。

かくて、 船体ブ ロック建造に並 行し て、 各工 程にマッチ する船 台上の艤装

により、 進水直 前に艤装工 事が85 ～90% 進捗をみ るようになった。 こ のた

め進水後に約3 ヵ月 を費してい た従来の大型船 の艤装期間 が、1 ～2 ヵ月に

短 縮されたのであっ た。 船台上で工 程進捗95% 、進水即 試運転 を近い 将来 の

目標とし て、 関係技 術者は相 携え て努めてい る。

C2) 機  関

1) 艦船 の機装

主機・ ボイラ・軸系・ 補機( 機関 室内) その他 の機 関艤装は、 進水 前に施

工 するのが理想であ る。 し かし従来、 進水 前に装備し た ものは、 軍艦では、

軸系・ ボイラ・ 補機 の一部お よび管 類、 また商船では軸系・ 補機の一部お よ

び管類 などに過 ぎず、 大 部分 の艤 装は進水後 に行な うの を例とし た。

最近 の船尾に機関 をもつ超大型船 では、 当 社独自の船尾 ブロッ ク建造法 に

より、船首部 の建造に並 行し て機関 室の艤装を殆 ご終るまでに 進歩し たので、

進 水か ら引 渡し まで の期間は著し く短 縮され るに至った。

○艦 艇補機の旋転化

艦艇に高温・高圧 蒸気が使 用されるよ うになって以来、 ボイ ラヘ給水中 に

油 の混入 するのを防ぐ ことと重量軽減 のため、 殆どの 補機 は旋転化され た。

昭 和7 年(1932) 、 一 等巡洋艦 「摩耶」 の補機を一部旋 転化し、 同10 年 の一

等駆逐艦 「有明」 からは、 補助 給水 ポンプ 以外は殆 ど旋 転化し た。

○機 関操縦室 の設 置

機関操縦 室を設け たのは、 昭和10 年 建造の一等 駆逐艦「有明」 が初めてで

あ った。 そ の後、 機 械室お よび 缶室にそれ ぞれ防 毒装置を施し た操縦室を設

け、 各計 器類 を収集し たのであった。

○フ リューガ ス・ システ ムお よび バタウ オース・ システ ム

昭和9 年(1934) 、 油 槽船 「東 亜丸」 の消火 装置として、 初 めてフリ ュー

ガ ス・ システ ムを採用し たが、 最近建 造の油槽船では、 スチ ーム・ スマザ リ

ング・ システ ムを多く用い るよ うにな った。

昭和11 年、 油槽船「東 邦丸」 のタンクに初 めてタン ク自動清 掃のバタ ウ ォ



ース・ システ ムを採用し、 以後当 社建造

の殆 ごす べての油 槽船・鯨工 船にこ れを

用い るに至っ た。

〇5 翼プ ロペラ ー

昭和30 年(1955) 建造 の油 槽船 "CH-

RYSANTHY L"  (24,  426  G.T.) に、 振動

の関係 から初めて マンガ ン・ ブロンズの

5 翼プ ロペラ ーを採 用し、 同じ く翌年起

工 の油 槽船 ″SIRI" には、 アルミ・ブ ロ

ンズ材質 のプ ロペラ ーを使 用した のであ

っ た。

〇低圧蒸 気発生 器

お よびデエレ ーター

商船に高 温・高圧蒸 気がし だい に使用

される ようにな るに従い、 ボイラに蒸 溜

水 を 給 水 す る よ う に な っ た 。 主 ボ イ ラ ヘ の 給 水 中 、 油 の 混 入 を 防 ぐ た め 、 低

圧 蒸 気 発 生 器 を 設 け て 、2 次 蒸 気 を 補 助 蒸 気 往 復 機 械 と 油 タ ン ク の 加 熱 と に

用 い て い る 。 こ れ は 主 ボ イ ラ 系 統 か ら 区 別 し て 、 復 水 器 に 至 る ま で 全 く 別 個

の 系 統 を 装 置 し た4) の で あ る。

当 社 で は こ の 装 置 を 昭 和26 年(1951) 、 貨 物 船 「 日 豊 丸 」 に 初 め て 採 用 し 、

そ の 後 、 貨 物 船 「 第 三 真 盛 丸 」・ 油 槽 船 「 秀 邦 丸 」 お よ び"CHRYSANTHY L"

ほ か 多 く の タ ー ビ ン 船 に 採 用 し 、 こ の 装 置 を 備 え な い タ ー ビ ン 船 に は 補 助 蒸

気 往 復 機 械 の 排 気 に 油 分 離 器 を 設 け た。 ま た 、 油 タ ン ク の 加 熱 管 漏 洩 防 止 の

た め 、 加 熱 蒸 気 の ″も ど り ″ を デ ィ オ イ ラ に 導 き 、 油 混 入 の 懸 念 が あ る 復 水

は 、 グ リ ー ス ・ エ キ ス ト ラ ク タ ー を 通 し て い る。 こ れ ら の 方 法 は 、 昭 和28 年

建 造 の 油 槽 船 ″PATmC:L い を 初 め ″ALLIANCE ″ ・ ″ SAKURA ″ ・ 「 明 泰 丸 」 な

ど に 採 用 し た 。

昭 和17 年(1942) 、 航 空 母 艦 「 飛 鷹 」 に 初 め て デ エ レ ー タ ー を 装 備 し て 、

ボ イ ラ 給 水 中 の 空 気 を 除 く よ う に し た の は 、 ボ イ ラ の 高 温 ・ 高 圧 化 に 伴 う 腐

食 を 防 ぐ た め で あ っ た 。 戦 後 は 圧 力30kg/cm2 以 上 の ボ イ ラ 装 備 船 に は 、 す

べ て こ の デ エ ー レ ー タ ー を 備 え る よ う に な っ た 。

"CHRYSANTHY L " の5 翼プロペラー

(昭和30 年)

〇自動制御装置および遠隔水面計



昭和28 年(1953) 、 油槽船 ″NELLY ″ に初めて電気式自動 燃焼装置 を採用

し た。 ま た、 各種減圧弁・ 給水加減器・ ボイラ煤吹器 なごに制御用空気圧 縮

機 を装備して、 自動 操作がで きるよ うにし たほか、 ボ イラお よびデエレ ータ

ーの水面を タービ ン操縦席で 確認し うる よう遠隔水面計を設 置し たが、 その

後 の当社建 造タ ービ ン船 には、 す べて これらの装置を備え た。

○減速車 室湿気抽出装置

昭和28 年、 油槽船 ″PATRICIA ″ お よび その後の当社 建造の タービン船 に

は、 すべて この装置を備え るに至った。

2) 潜水艦

潜水艦の主機 積込 みは、 殆 ご進 水後に行な うので、 積込箇所 の内殻板は仮

締めとし、 積込 み後 に鉸鋲す るのを例とし た。

潜水艦の主軸系は、水上艦艇 と異 なり、重量物 配置がき わめて 複雑であ り、

また艦隊 行動の関係上、 全回転 範囲 を自由に使 用する必要があ る。 さら に停

泊課電、 片舷航走な ごもある ので、 場合に よっては捩 り振動 の起こる危険回

転が避けら れない。 そ のため、 クランク軸を折損し た例 もあ ったが、 ザ式緩

川 崎造船所 と潜水艦

井 出 謙 治

私が乗国駐在武官であった明治32 年、 ぜ

ひ一度、 潜水艇とい うものを見たい と思い

何回 もポーランド氏に交渉したが、「買うと

いう約束がなければお見せできない」 と断

わられた。 ところが偶然にもポーランド氏

の親友キンブル氏( アメリカ後備海軍少将)

と知り合いになり、 同氏の紹介で乗艇を許

されて、 航走 ・潜航をつぶさに体験するこ

とができた。

さっそく、 私はその所見を詳しく海車省

に報告し た。 これによって日本海軍は初め

て潜水艇を知り、 これがきっかけとなって

明治37 年 に5 隻 のポーランド型 を発注する

に至った。 日露戦役中、 ポーランド氏は氏

が理想的設計とする潜水艇の青写真2 枚 を

海軍省の私あ てに送ってきて、 これで潜水

艇が建造できるとアドバイスし た。

しかし青写真2 枚だけでは、 ごうし ても

潜水艇を造 るなごとい うことはできないの

で広く造船界を物色した結乗、 川崎造船所

の松方社長にホーラy ド氏との交渉を頼み、

差し当って、2 隻だけを川崎 造船所 で建造

させることになった。 これが 「第6 」 およ

び 「第7 」 潜水艇であるが、 工期I 年 数力

月を費して、 苦心さんたんの末ようやく竣

工した。

当時英国では、 さらに新式の潜水艇を造

り始めてい たから、 私は、 それを研究 する

ため明治39 年の春、 渡英して色々交渉し た

が、 やはり 「注文が決定しないのに見 せら



和装置を備え て以来、 この問題は解 消し た。 当 社は本装置を潜 水艦「伊5 」

以後 の艦に 用い たが、 さら に 「伊1 」 から 「伊4 」 までの4 艦 にもさかのぼ

っ七装備し た。 これは艦 艇・商船 を通じ て、 わが国 にお ける捩 り振動 対策の

最初であっ た。

主 軸系 の第1 ・ 第2 ク ラツチには、 ラ式3,000HP までは 摩擦継手を使用

し てい たので、 急 速な潜航・浮 上時の性能 を著し く高めたほ か、 捩り振動 を

緩和 するこ とがで きた。 しかし 滑り過 ぎて 焼損す る場合 も起こり うるので、

回転数 によっては、 慎重な配 意を必要 とし たのであっ た。

艦本1 号・2 号型な ご高出 力機関 の出 現に よっ て、 摩擦 継手では全力 の伝

達 がで きなくな ったので、|噛合継手 を使用するに至 った。 また、 当社考案 の

そ の図 脱表示器は、 操縦者 の位置から、 継手の嵌脱状態 を容易に確認し うる

ようにし た もので、 の ち、 海軍制式に採 用され各艦 に適用された。

潜水艦は 艦の性格上、 排気の発煙、 特に水中 から 浮上し て航走 に移る起動

時 の発煙 を除 くこ とが緊 要な る課 題であっ た。 初 期のころ、 空気噴 油式 ディ

ーゼル機 関であ ったため、 発 煙を繰返して、 し かも起動しない場合 が起こり

れないj と断わられた。 私は イギリスの海

軍省に 「艇を見てよければ発注する」 と言

外 にほのめかして、 やっと見せてもらうこ

とができた。

その後、 山本( 権兵衛) 大将が洋行のと

きに、 イギリスにC 型8 号～12 号の5 隻、

フランスにも14～15 号の2 隻を発注した。

日本海軍では、 さらにこれらを研究し、 改

良に努 め、 第1 次世界大戦中に「呂号第14」

・ 「呂号第15」 潜水艦を造 り、 イタリアか

らもフィアット型特許実施権を川崎造船所

が入手して潜水艦 「呂号第1 」・「同第2 」

を造るなご、 しだいに潜水艦の面 目を改 め

てきた。

このように、 種々の型を比較研究して、

ようやく潜水艦 「呂号第60」 まで進歩し た

ころ、 大戦が終っ た。 ド イツから賠償とし

て潜水艇7 隻を獲得し、 それらを詳しく研

究し た結乗、ド イツ潜水艦の優秀であ るこ

とを知った。 川崎造船所へ潜水艦の建造を

発注したのはそれから間 もなかった。

このとき、 松方社長はいろいろと奔走し

て、ド イツから潜水艦建造技師3 名あまり

を川崎に招き、 苦心の末建造し たのが 「伊

号第1 」 と「伊号第21」 潜水艦である。 こ

こで特に言いたいことは、 潜水艦の建造で

忘 れることのできない功績のあったのは、

部外では川崎造船所( 松方 社長) の みと言

うことであ る。

(もと海軍大将)



やすく、 特 に冬期に これがはなはだし かった。 このためド イツの ザ ンド ナー

技 師考案の起動弁 を取付け、 発煙防止 に大 きく役立 った。

また、 起動 のとき、 操縦 者が排煙を見 ることがで き うる ようにし た当社考

案 の排気繿煙器 は、 のちに 海軍制式に採 用された。 また排気音に よって艦が

所 在を発見 されぬよ う、 聴 音距離 を計測し て、 消 音装置の性能 を高 める よう

努めたのであ った。

(3) 電  装

当社 の艦船電 装工 事は、 明治32 年(1899) 、 二等 水宙艇 の組立 から始 まる。

その後、 同41 年(1908) 、 造機部 の電 気掛 とし て初めて日本郵船貨 客船 「三

島丸」の電装工 事を施し た。 当時は電気 関係技師・工員 合 わせて約50 人に過

ぎなかったが、 建造船 の装 備の進歩 とともに、電装工 事に60 余年 の経験を重

ね、その技術 スタッフは強化 され、技術 もとみに向上し て現在に及 んでい る。

1) 水上艦艇

巡洋戦艦 「榛名」 の建 造に当 り、 呉 海軍工廠から電 気艤装工 事を受 注した

のは大正2 年(1913) の末であっ た。

(榛 名JC 発電 機容量DC 2  2 5 V 2  0 0 kw ×4 100kW ×2) の建造以 来、 大艦

の配線には すべてリ ングメー ン配線方式 が、 高声電 話や 砲火指 揮用の配線に

「榛 名」 ジ ン ク メ ー ン 配 線 図



は、 多心電線 がそれ ぞれ採用 された。 しかし 航空母艦 「大 鳳」( 発電機容量

AC 450  V 800kVA X 3 600kVA ×2) からは、作戦上の 点から枝状配線方式

が採 用され るに至った。

電路に 軽量 穴の導板( みちいた) を使用した のは大正10 年(1921) の巡 洋艦

「大井」 以後 であった。 また、 電気 溶植が電気韻 装に採 用さ れたのは、 昭和

12 年(1937) 巡洋艦 「熊 野」 以後 のことで、 電 線取付の真鍮ビ スは導板 に溶

植 された。 そ の後、 戦 時物資統 制で銅系材料 の入手が至難 となったので、 鉄

スタッド 溶植 の研究 に専念し、 つい に成功し たのであった。

昭 和12 年建造 の駆逐艦 「荒 潮」( 発電 機容量A  C 230 V 135  k V A X1 55

kVAX2) は、 当社 初めて の交 流艦で、 官 給交流発電機 の現場負 荷試験や並

列 運転に際し て、 パワ ー・ フ ァクターの調整に並 々ならぬ苦 心を重ねたので

あ った。 給 糧艦 「伊良 湖」 以後、 水上機 母艦 「秋津州」 などの交流電 源はA

C 440 V であ った。

当時、 従業 員は交流 の取扱い に習熟し てい なかっ たので、 航空母艦「飛剔」

[発電 機容量AC  230  V 2,  0 00kVAX2 250  kV A x 1 145kVA X1) の艤 装

中、 主幹電 線の隔壁貫通部 や配電盤 に予 想しない 現象 が起こ り、 それら に対

す る処置には苦心 を重ねた のであ った。

ヒ ューズは交流艦で も直 流用 のものを用いたが、その遮断 量は小さかっ た。

こ れについては呉 海軍工廠で も研究 してい たが、 結論の出ない ま まヽスイッチ

・ヒ ューズ方式 のものを用い た。 太平 洋戦争に入 ってからは、 防 毒のため再

起動 を許されない 通風電動機 の起動 器は、 必ず ノーボルト・レ リーズ式 とし

たのであった。

無線工 事は、 呉海軍工廠 の購買工事 とし て扱 われたが、 当 社が無線関係 の

設計・艤装工 事の受入態 勢を整え たのは、 昭 和4 年(1929) からであっ た。

第2 次世 界大戦に入 り無線工事 が増大した ので、 同19 年(1944) に無 線課を

新 たに設け た。 そ の後、 海防艦「第38 号」 そ の他の艦艇に新式兵器 が搭載さ

れ無線工 事は澂増し、 繁忙をき わめてい る うちに終 戦となった。

2) 潜水艦

潜水艦 の電 装は明 治38 年(1905) 、 潜水艇 「第6 」 から始 まり、 その2 次

電池 と推進電動機 とは、 変 遷を重ねしだい に進歩して きたが、2 次電池から

電気機 器に至 るまで、 殆 ご海軍から官給 された。

潜水艦「第18 」の 建造 に備え、 技 術習得 のため電 気技師・工員 を伊国 フ ィ



アット社に派遣し、 以来、2 次電池製作について研究を進めていたが、 潜水

艦「第70 」事故のため、多くの優秀な電気技術員を失い、 その研究は一時中

絶のやむなきに至った。

大正12 年(1923) 、 海軍は2 次電池規格を制定し、 ペースト式は1 号2 次

電 池( 型19 種)、エボナイト・クラッド式は2 号2 次電池( 型6 種) と称した。

当社では翌13 年の潜水艦[ 第69] 以後、 これら電池を組立てうるようになっ

たが、同年、「伊1 」を建造するときに導入したド イツ技術は、電気関係技術 。。

の向上に資するところきわめて大きかった。 その後、 昭和16 年(1941) の潜

水艦「伊177 」 からのちは、 硝子綿あるいは微孔の隔離板をもつペースト式

新型電池が採用されるようになった。

大正15 年(1926) 、「伊4 」 建造時から推進電動機には、国産品が採用され

た。
。
微速運転用として、 各舷に50HP の補助電動機1 台を設備したが、 潜水

艦「伊6 」 以後はこれを廃し、 半群電池によ1る減速法が採用されるようにな

った。 昭和11 年(1936) には推進電動機の規格が制定され、「伊8 」以後の各

艦に実施された。

電線は推進電動機の一時間定格と重量軽減とのため、 許容電流が水上艦艇

より高くとられた。初期のころ推進電動機の管制盤は、手動操作であったが、

のちに電磁空気式となった。 一一般機器は、 高度の水防と絶縁とに、 また2 次

電池から発生する水素ガスの引火防止とに対し、 周到なる注意のもとに工事

を進めたのであった。 また水素ガスは潜航中、 艦内全体に散逸させ、 局所ガ

ス含有量が上昇しないよう配意したのであった。

水上航走充電時と潜航時との電源電圧の変動範囲は、DC 200 ～340 V と

なるので、 補機電動機類はこれに適応するように設計した。 電線敷設は梯子

形導板を用い、「伊I 」以後、 隔壁貫通には電線を集中して水防するロートパ

ルト式を採用した。

また水中信号装置としては、大正13 年当社建造の「伊1 」 では、 別個の発

振器および受振器を用いモールス符号によって送受信していたが、 昭和6 年

(1931) の「伊5 」 から複式水中信号機に変った。 この装置も戦時は不必要

なので、昭和17 年(1942) から装備取りやめとなった。 方向探知機は「伊6 」

から初めて装備するに至った。

このほか異色の電装工 事として、 サルベージ作業に備え、艦に救難浮標(電

灯および電話内装) を装備したことと、 戦時中、 舷外電路と称し舷側に電線



を巡らし た磁気機雷防 御装置とが数えら れる。

課電工場 は、 昭和20 年(1945)  3 月被 爆し、 その損傷がは なはだし かっ た

が、 一一部 を泉州工場に移し、 本工場 と協力 するな どの応急対 策により、 いく

だの障害 と闘い ながら潜 水艦建造 の最終工 事まで 全力を尽して これに当っ た

のであっ た。

3) 商  船

電装 の施工規準は、 昭 和初年のころは ロイドお よび逓信 省規則のみであっ

たが。 昭 和の中ごろからNK 規則 も併用 されるよ うに なった。 第2 次世界大

戦後は、 米国系 交流船 にはAB 規則によるこ とが多く、 国内 船にはNK 規則

も適用され てい た。

電 装の変遷は大 別し て、 ①昭 和6 年(1931) 以前 の蒸 気往復機関時 代、 ②

一 般補機 の電 気駆動化 か行 われ たディ ーゼル機 関時代、 ③自動 制御の構想が

用い られ た戦後 の交 流船 時代 と3 期に分けら れるが、 これは商船 艤装の著し

い変 遷を示し てい る。

配線は、 すべて校状配 線で、 直 流2 線式・交 流2 線式お よび3 線式を用い

ている。 かつ ては機関 室お よび缶 室内の電 路導 仮に亜 鉛鉄板 を、 その他の個

所には木 仮をそれぞ れ使用し たが、 現在ではAB 規則によ り、 電 線への衝撃

緩和や修 理などの工 事簡易化のた め、 電 線 ハンガー C 通称「 うまコ を用いて

い る。

タ ンカ ーのフライ ング・ パッ セージを通る電線は、 パイプ内 を通過させ、

その中途に、 エ キスパンショ ン・ ジョイ ント を設け、 船 体の伸縮に備え てい

る。 貫通電 線の集中隔壁 には、 ロートパルト方式 を用いて防水し たこともあ

ったが、 現在は、 防 水金具に よっ て各個貫通式 となった。

交流船 の電 線被覆 には鉛のほか、 ビニ ール系 インバ ーピ アス、 サーモ・プ

ラ スチ ック、 ワ ニス・ キャ ンブリ ックなごが用いら れる ようにな った。 交流

船では、 電動 機の単 相運転時の故障 に備え、 自動 起動 器の2 相にオーバ ー・

ロ ード・レ リーズを施し て防護す るようになった。

戦後は、 交流船に螢光灯 が採用さ れてい るが、 最近で は引火性 ガスの集蓄

個所には、 耐 爆電 灯 を用い てい る。 航海灯 もかっ ては逓信 省式 二重フィ ラメ

ント点滅報知 器付を用いてい たが、 最近は2 灯式 とな り、 モ ールス信号灯の

ほか、 シ ャッター付き昼間 信号灯の装着さ れたもの もあ る。



(4) 兵  装

1) 水上艦艇

明治44 年(1911) 、巡洋

戦艦「榛名」 の兵装に先だ

ち、関係技術者を呉海軍工

廠に派遣し、 建造中であっ

た、 戦艦「摂津」 の兵装工

事に参加して兵装技術を習

得し、 これを基として「榛

名」 の兵装を施工したが、

当社の兵装工事は「榛名」

に始まり、 その技術基盤は

「榛名」によって築かれたというべきであろう。

大正2 年(19 13)、 移動式大型削面機(削面可能直径約10m) を新設し、「榛

名」 の主砲( 連装141n) 砲座の削面を行なった。 この削面機は、 のちに1 6 in

巡洋戦艦「榛名」の砲煩公試    ( 大正4 年)

空母「瑞鶴」、台風と闘うの記

近 藤 常 堅

空母 「瑞鶴」 が最後 の入渠 のために神戸

を出港して呉坤:港に向かったのは、 昭和16

年8 月14日午後2 時 のことであった。 出港

前、 台風警報が出 ていたので、 吉岡C 保 貞)

所長を中心に緊急会議が開かれた。 決 行か

中止かと白熱した討論の末、「瑞鶴」は重心

が安定していることと、 呉工廠のド ックの

スケジュール保持 のためとで回航決行 とな

っ た。

当社圏係者と兵員、 約1,500名を乗せ、 友

ケ島水道を通 過し たころから、 烈風と豪雨

が甲板をたたきつけ、 行手を阻 む大きい う

ねりが、 つぎつぎと「瑞鶴」 に突進してき

た。 夕闇迫るころには、 排水量25,600 ト ン

の巨艦も、 はげしくピッチングを始めた。

丘のように盛上ってくるうねりを切り裂

いて進むさまは凄絶そのものであった。 そ

の時、 艦首は飛行甲板よりずっと高いうね

りに突込んだ。 雪崩のように落ちてくる大

浪が、 ただ一つ開けてある前甲板のハッチ

から滝のように流れ込み、 通路や居室が水

浸し となったのは一瞬の事であった。 この

のちごうなるかと不安な目で時計を見ると

午後7 時 半であっ た。

流入した水の始末を甲板士官 に頼み、 艦

槁へ連絡に駈けのぼった。 今や艦は完全に

台風圏に入ってい た。 激浪と強風雨のため

艦橋の操 舵室へたごりつくのがやっとのこ

とであっだ。

船渠部長から 「この艦は舷が高いから、



砲砲座 にも使用し うるよう設 計

され、 砲座の水平仕上げ や旋回

歯弧取付部 の削面 を精密 に仕上

げるた めの苦 心は並 々ならぬ も

のがあっ た。

また約150 T にも及ぶ砲塔・

砲身 の積込み・ 据付け、 艦と起

重機船 の動揺に よるきわめて困

難な作業 であっ たので、 慎重な

配意 のもとに行 われた。 続いて

戦艦「伊勢」. 二等巡洋艦「大井」

ほか2 隻 の兵装を、 支障 なく施

工した のであ った。 大 正9 年(1920) 、 八・ 八艦隊拡充案 が決定し、 当社は

巨艦 の砲塔製作 の凖備に着手し たが、同11 年ワシト ン軍縮条 約の成立に よっ

て、 この計画は挫折し た。

二等駆逐艦「梅」魚雷発射公試

(大正4 年)

この烈風を真横から受けたらーたまりもな

い。 安全策 として予定コースを変える」 と

聞いて、 不安はいよいよ募ってきた。 室戸

岬を過ぎたころには荒れ狂う闇黒 の海上に

激浪が幾重 にも重畳し、 けだ ものが白い牙

をむき出して、 互 に噛み合ってい るようで

あった。

さすがの巨艦も浪底へ、 次は浪の頂へと

翻弄され、 まるで巨きな魔 ものにあやつら

れてい るようであった。 私は不安で身が凍

る思いであった。 兵員はみな、 緊張して各

自の部署についてい たが、 当社従業員は、

大部分が船酔いでぐったりとなっていた。

突如艦ははげしく傾斜して、 ギクーンと

無気味な大きな音をたてた。 一 瞬、 艦内の

ロッカ ー・机・図面台等一 つ残らず倒れて

し まい、書類は散乱し消火器がふっ飛んで、

白い泡沫を撒き散らして、 足の踏 み場 もな

くなった。

入渠作業用の多数 の溶接機・酸素ボンベ

を格納甲板に固く縛っておいたが、 索が切

れゴロゴロとすさまじい音を立て甲板を転

がり回わり、 それらが激突するので、 手 の

下しようもなかった。

砲座や機銃の甲板は、 ひどく浸水してい

た。 そこは艦で一番高く、 しかも外側へ突

き出している甲板であった。 これが両舷に

20ヵ所 もあ るので、 艦の動揺角皮が限界に

達しており、 この水の重量が艦の復原力を

妨げ ることを考 えて慄然 とした。 し かし排



やがて昭和の時代となり、 航空機製作技術の発達に伴い、 多数の対空新兵

器が出現した。 一等巡洋艦「足柄」 の主砲(8in 連装) の最大仰角40 °は、

次の「摩耶」 では70 °となるなど、 技術は急速に進んだ。 また太平洋戦争に

突入し、 航空戦が激烈となるにしたがって、 航空母艦「瑞鶴」 では2  5 mm 3

連装機銃12 基が、「大鳳」 では一躍して22 基に増強され、 高角砲も、 従来の

12.7 cmからさらに10cm 高角砲の高高度射程のものとなるなど、 対空兵装は

一段と強化された。

「榛名」建造の当時は、 砲撃の指揮装置に方位盤がなく、 マストの高所に測

巨儀を備え、 各砲塔と指揮所間との通信連絡によって、斉射が行われていた。

しかし第1 次世界大戦後、 二等巡洋艦「大井」 に初めて方位盤が装備され、

発射諸元の発・受信によって斉射の性能は著しく向上し、 さらに一等巡洋艦

「足柄」に至って、 その性能は改良され、 一段の向上をみるに至った。

「摩耶」では方位盤に特殊な防振装置を施したため、 観測性能は格段の進歩

をみせた。 また機銃の自動射撃装置も初めて水上機母艦「瑞穂」に装備され、

その後は全空母に取付けられるようになった。「榛名」・「伊勢」では口径53cm

水を試みたところで、 言語 に絶し た豪雨の

ためどうにもならなかっ た。

豪雨下の高角 砲甲板を見て暗憺とし た気

持になり、 最下甲板に転げながら たどりつ

いて見 ると、 工作機械室は浸水し、 動揺の

たびにはげし く壁や機械にぶつかり、 しぶ

きを上げてい た。 意外な出来事にびっくり

し、 当社側の20 名ばかりを集め、 排 水に取

りかかっ た。 しかし、 しだいに水は増し、

効果は全くなかっ た。

艦では 「総員起こし」 をかけ、 水兵たち

はバケツ・飯びつ・乗びつ・洗濯桶などで

夜通し排水したため、 しだいに水嵩は減少

していった。 ごうもこの水は機関科倉庫か

ら入るらしいので、 施錠を破って入って見

ると、 舷窓が一つ間けっ放なしとなってい

るのを突きとめ、 浸水の禍根を絶つことが

できた。 この倉庫のみは、 すでに海軍へ引

波し済みであったが、 水兵が舷窓を閉め忘

れていたことがあ とになって分っ た。

風速40m 、 最大中心示度960 mb の台風圈

を艦の瞬間最大傾斜角40 °で、 かろうじて

脱出できたのは翌15 日払暁、 足摺岬の沖合

数 マイルの洋上であった。 稀に見る台風に

遭遇しながら、 われわれの心配とは反対に

船体や機器には損傷が少し もなく、 海軍側

からお褒めの言葉を頂いたのであっ た。

(もと「瑞鶴」外装長)



固定式の魚雷水中発射管が、巡洋艦その他では旋回式水上発射管となるなど、

その進歩は著しいものがあった。

大正6 年(1917) 建造の一等駆逐艦「時津風」 を最後として、 発射管は口

径 4 5 em から53cm へ、 さらに同11 年(1922) からは一等駆逐艦・巡洋艦で

は6hm へと拡大された。 かくて兵器の性能は複雑化し、 常に、 より高い精

度の技術を求められるに至った。

昭和12 年(1937) 建造の「熊野」 以後、 新兵器として超音波探信儀・水中

聴音機などの音響兵器、 また航空母艦「大鳳」 には、 赤外線通信儀(哨信儀)

がそれぞれ装備された。 各種新兵器のうち、 太平洋戦争のころわが海軍が用

いた酸素魚雷は、従来の圧縮空気を酸素に代え、雷速と射程とを増したほか、

航跡を残さないという世界にも類のない特質をもっていた。 この魚雷用酸素

発生装置は、空母にも装備され、 艦上攻撃機用魚雷に充填された。 海軍では

この酸素を 「特用空気」 または「第2 空気」と称し、 極秘扱いであったので、

当社は装備を施工したが、 発生装置に関する試験のみは工廠で行われたので

あった。

太平洋戦争下の各商船には、 海軍の命により当社で対潜のため、 海軍支給

の旧式大砲を装備した。 しかし戦局が激化するにつれ、 官給なく、大 砲を木

製して擬装するなど、 窮余の方法を命ぜられたのであった。 航空兵装のうち

着艦制動装置の鋼索は、 艦内下部甲板の各所に据付けられた制動機から導か

れ、 その長さ、 甲板上の高さの決定および索の張力・起倒速度・動力調整な

どはその最も重要なものであった。

制動機の動力は、「瑞鵲」・「飛腮」では電動式制動機1 基に対し1 索であっ

たが、「大鳳」では搭載機が大型になったので油圧式が採用され、 制動機1 基

に3 ～4 索を装備した。 爆弾庫・魚雷庫関係の運搬装置用動力には圧縮空気

を用い、 また前後部揚魚雷爆弾筒用の動力には油圧式が用いられた。

2) 潜水艦

潜水艦の主なる兵装は、 魚雷発射管・高圧空気圧縮機および空気管系統・

潜望鏡・羅針儀その他航海光学兵装・探信儀・カタパルト・砲煩兵装などで

あった。 発射管は、「第6 」 から「第33 」 潜水艦までは、 口径45cm を装備

したが、大正12 年(1923) の「第68 」 からは53cm となった。 発射管体の材

質には「第71 」までは銅系合金鋳物を用いたが、巡潜型「伊1 」 からは鋼板

製に改良された。



潜望鏡は、 維持筒支材の現場ボーリング・潜望鏡筒との遊隙の取り方・偏

心・曲りなどに精密な作業を重ね、 潜望鏡の振動がきわめて少ない点で海軍

当局の賞賛を博した。

巡潜型の兵装工事のうち、 潜望鏡の昇降装置用ペクラン・ギヤーとクネー

ター・パッキングは特筆すべきものである。 すなわち、 ペクラン・ギヤーは

ウォーム・ホイールの歯の代りに、円板の周囲に放射状をなしている軸に、

ボール・ベアリングをはめた特殊な4,ので、 ウォームの加工と研磨との苦心

には並々ならぬものがあった。 また潜望鏡維持筒水防のクネーター・パッキ

ングは種々研究を重ねたのち実艦に用いたが、 その成績は優秀であった。

大正13 年(1924) 、 機雷潜型「伊21 」 の建造に際し、 潜航中に機雷6 個を

連続投下し得る装置の設計を海軍から委嘱され、 苦心の末これを完成して、

「伊24」 までの機雷潜型に装備した。 水上偵察機用カタパルトは、 昭和10 年

(1935) 建造の「伊6 」 以後の大型艦に各1 基が装備された。

潜水艦において、 圧縮空気は、 発射管・魚雷の調整発射、 その他浮上・沈

降を支配するブロー系統を初めとして、 その使用範囲がきわめて広く、 かつ

きわめて重要であるので、 高圧空気圧縮機2 台を装備するを例とした。 空気

管は発令所の弁柱から広く遠く分岐し、 また継手、 バルブの数が多いので、

狭隘な艦内の艤装工事は、 水上艦や一般商船のそれに比べ、 想像も及ばぬほ

ご煩瑣であり、 かつ気密工作には特別の技術を必要としたのであった。



第3 浮ドック





第3 章 艦船の修理およびサルベージ

第1 節 艦 船 の 修 理

当社 は明治29 年(1896) 、 株式 会社に改組し て以来、 船 舶の新造 とともに

修繕 をも始め た。 個人 経営 の時代 には独立し た修繕船部門 はなく、 き わめて

小 規模 の修繕船工 事のみ を、 そのつ ご新造船部門 の技師・工 員を選んで当ら

せてい た。 同40 年(1907) に初 めて設けら れた修繕 部は、 昭和2 年 (1927) 。

の パニ ックのとき、 一 とき廃止され たが、 翌年 復活し た。 第2 次世界大 戦直

後 は、 経営 の見 通し が暗 かったが、 修繕船部門 を中心 とす る活動 が当 社更生

へ の活路 となっ たとも言える。 たまたま、 同21 年(1946)  10 月、 進駐 軍船専

用 の修理工場 に指定され るに及んで、 従来 の支流的役割 の部 から 脱皮し、 他

部 と並立す る セクションとなっ た。

株式 会社 に改組前 の船 舶修繕能力 は、 船架 を主 体とし たお よそ ″時代的"

な設備 によってい た。 明治35 年(1902) に第1 乾ドッ クが完成し たのち、 修

繕 能力 は著し く増大し たが、 旧式 な船架は、 なお 大正6 年(19 17) まで小型

船舶 の修繕 に使用され ていた。 船 舶大型化 の傾向に応じ、 造修能力 を拡大す

るた め、 第1 乾ド ックの完成直後、 さらに大 乾ドッ クの構築、 またその後、

明治45 年(19 12) に35,000 T 浮ド ック(1 基)、15,000 T 浮ドッ ク(2 基)

計3 基お よび総 合修繕工場 の建設を計画し たが、 いずれ も当 局の港湾計画事

情 なご のため許可 が得ら れず実 現し なか った。

第2 次世界大 戦後、 小型船 の修繕 と米軍 舟艇修理工 事の増加に伴い、 小型

ド ックを必要 とし たが、 これに対し ては クレ ーン船や既 存施設のフル な活用

のほ か、 設備 の増強 によって工 事の消化 に努めた。

昭 和24 年(19  4 9) に‘は第2 浮 ド ックの完 成、 進駐軍 専用機械工場 の新設の

ほか、第1 乾ド ックに10T 走行クレ ーンを泉州工場 から移設し て作業 能率を

高 めた。

昭和27 年(1952) 、東浜岸壁 を改装し て3 ～6T クレ ーンを配 置し、南浜岸壁

に大型船 の繋留 設備を整え た。 ま た翌年 には第3 浮ド ックを完成し て西浜 に

定 置し たので、修繕能力 は倍加し、設備 は近 代化され るに至 った8 これら設 備



の整う以前は、 他社のドッ

クを、好意の提供により利

用することが多かったが、

同27 年以後の修繕船工事は

特殊な場合のほか殆ど当社

で消化し得るようになった。

修繕部と造船工作部はし

ばしば従業員を交流させて

いたので、 修繕工事に当る

従業員はいずれも新しい造

船技術を身につけ てお り、 その適確な工 事には定評があっ た。 大正 の初めご

ろは、 船 体の水防 シベット はカ シメたあ と、 リベット・ ヘッド をコーキング

する のが常則であっ たが、 当社 のリベ ットは打 ちっ放し で、 し かも水防効果

が十分であ ったぐ とな ど、 そ の一 例であ る。 このことは当社 が長い 年月 の間

に培ってき た船 舶修繕技術 の全般につい ても言えるこ とであ る。

修繕船工 事は日 々の就業人員 が不確定 なことが多い ので、 創立以来、 社 外

工 でこれを 補充し て きた。 修繕 工 事の増 加に伴い、 大正3 年(19 14) ごろ か

ら、 社外工 が消化す る工 事量 は増し ていった。 さら に同8 ・10 年 の労 働争議

がきっかけ となって、社 外エ の修繕船工 事にお ける工数比 率は一 層上昇し た。

し かし、昭和20 年(1945) から 従来の社 外工 は脱落して、 新たに職種別 の下

請業者がこれ に代 るよ うにな り、 現在で はそれら の下 請業 者が集っ て川重 下

請協同組合を結成し、修繕工事の約1/2を消化する労働源となっている。

第3 浮 ド ッ ク( 昭和28 年)

1、 明 治 時 代

(1) 個人経営時代

明治19 年(1886) に共栄社の「玄洋丸」 ほか数隻の修繕工事を行なって以

来、 小型船ではあったが、工事量はしだいに増加していった。 その後、「永寿

丸」 の改造工事を行なったが、 工期数カ月に及ぶ工事はこれが最初であり、

当社が本格的な修繕船工事の経験を積んだ初めての機会でもあった。

明治21 年(1888) 末、巡洋艦「比叡」(2,284 ⊿T) の修理を行なった際、

船架が不調であったので、正藏翁はかねて抱懐していたドック築造計画の促



進 について、 さらに信 念を強め

た のであっ た。 翌22 年以後は、

日本郵船・大阪 商船から 改装・

修理 ・増設 等の工事 を相次い で

受注し た が、 その うちには 「豊

瑞 丸」 の ように数 力月 にも及ぶ

改 造工事 もあ り、 業 務は 好調の

うちに繁忙な 数年が過 ぎた。

明治27 年 (1894) 、 日清戦争 が突 発す るや、 陸 海軍 の要望 に より、 広島県

宇品港に 臨時出張所 を設け、 多 数の従業員 を派遣して、 ″ご用船 ″ の臨戦修

理工 事に当 った。 日清 戦争が終 ったのちは、 神戸工 場に修繕・改装工 事が殺

巡 洋 艦 「比 叡」( 明治21 年)

そ ろ ば ん ド ッ ク

伊 藤 安 次 郎

第2 組立工場と第3 機械工場のある辺に、

「そろばんドック」 というひどく原始的 で

はあるが、 とても便利 なド ックがあって、

盛んに1,000ト ンまでの小型船の修理工事を

やっていた。 2 本 のレールが、 水中から陸

上の台まで続いており、 修緋船をレ ールへ

乗せコロをかけながら、 ウインチで 「えっ

さ、 えっさ」 と掛け声を合 わせて捲 き上げ

てい た。

明治晩年のことであったが、 長らく繋船

されてい た船 の修理 をすることになり、 引

き揚げた ところ、 見事 なカ キが船底一面に

付着し てお り、 掻 き落したカキの量は相当

な ものだった。 役得のつもりで自宅に持 ち

帰り、 家族そろって食べたまでは よかった

が、 たちまち中毒 を起して重病患者続出 の

事故が起った。 この木造船 の船底一面に銅

板が張り詰められていたことを見逃したか

らであった。

第1 次世界大戦当時の海運界は空前 の活

況を呈し、 どことも1 トンでも多くの船腹

が望まれてい た。 そのために、 方々の船主

から の注文でこの「そろばんドック」 の上

へ古い船を引き揚げて船体をガスで切断し、

盛んに胴継 ぎ工事をやった。

随分長 く小型船 の修理工事 に活躍したこ

の 「そろばんドック」 も、時 代の進歩に抗

しきれず、 大正 の終 りごろに撤去され、 全

く名残 りを留めなくなった。

(もと造船設計部副部長)

そ ろ ば ん ド ッ ク



到したので、 従業員を増加して

これが消化に努めた。

修 繕 工 事 実 績 明治19 ―29 年

年 次
上架 修繕船

(隻)
機 械 修 理

C台)
ボイラ修理

(基)

46明治19.5～20.1228 40

2138 22 10

22 49 30 13

2350 42 29

24151 45 36

25 56 48 42

26 ・61 52 49

27 68 60 54

28 82 75 56

6529.91110 80

合 計 563 494 400

C2) 株式会社創立

川崎正藏翁は個人経営川崎造

船所を、 株式会社川崎造船所と

組織を改めた。 時に明治29 年

(1896)  10 月15 日。 全従業員は

この日、 正藏翁の偉業を偲び、

先輩の苦闘に思いをいたし、 覚

悟を新たにする日でもある。 初

代の松方社長は。 正藏翁が多年

抱い ていた夢を 現実に移し た。 す なわち、 乾ド ック築 造への スタート である。

翌30 年、日本郵船 からそれぞれ完工 に数 力月を要す る 「三池丸」・「広島丸」

の修繕 工事を受注す るなご、 好調に操業 を続けた。

明治33 年(1900) 、 北清事変突 発によって、 ふ たたび陸海軍 の要詰で、 広

島県 宇品港 に臨時出 張所を設け、 多数 の従業 員を派遣し て ″ご月」船″ の修

理工 事に当 った。 同 年末に、 米国汽 船 ″MORGAN CITY "(2,000 G.T. ) を

救難し、 復旧工 事を行 なっ たが、 これは当社におけ るサルベ ージ の起こりで

あ る。

第1 乾ドック入渠第1 船の日本郵船( 三河丸JC 明治35 年)

(3) 第1 乾ドックの始業

難工事であった第1 乾

ドックも、6 ヵ年を要し

て明治35 年(1902) に竣

工、 日本郵船 「三河丸」

(2,884G.T.) を入渠第1

船として稼働を始めた。

このドックの竣工によっ

て、 後半6 ヵ月問に三等

巡洋艦「明石」(2.800 ⊿

T) を初め、 ドイツ軍艦



2 隻、 米 国軍艦1 隻、

国内船9 隻、 外国船8

隻、合計21 隻 を数え る

ほご修繕 船の業績は飛

躍し たのであ った。

乾ド ックの操業に よ

って、 日本郵船・大阪

商船 と当 社との関 係は

さら に緊密 とな った。

特に日本郵船の修繕船舶を優先施工し、 工事費は完工後協定価による決済…

…とい う特定協約が結ばれた。

三 等 巡 洋 艦 「明 石」( 明治35 年)

大坂商船「滋賀丸」( 明治41 年)

(4) 日露戦爭のあとさき

明治37 年(1904)  2 月、 日露戦争が突発するや陸海軍の要誚により、三た

び広島県宇品港へ従業員約200 人を派遣して ″ご用船″の修繕工事に当った。

本社工場でも、 軍の要望による 「博多丸」 ほか6,000G.T. 級貨客船10 隻の

改装工事のため、 徹夜作業が続くほど繁忙となり、 やむなく新造船工事を一

とき中断した。

日露戦争後、 海運界は一段と活況を呈し、 船舶の造修は繁忙を加えた。 そ

の後、 海運界の不況時にも修繕船は工事量の消化に悩むほどで、 ドックのあ

く日とてなかった
。

このため明治40 年(1907)  12 月、 修繕部を新設して機

構を強化し、 翌年10 月高松沖で沈没していた大阪商船 「滋賀丸」(741G.T.)

を引揚げ、 復旧 工 事を施し た。

明 治43 年(1910)7 月に 修理

のため入渠し た犬 上汽船 の貨物

船( 富美丸](2,024G.T.) の不

良 部 事前調査 のため、 二重 底油

槽 のマン ホールを開い た刹那に

爆 発し、 技師 ・工員 に死 傷者 を

出し た。 こ の 事故は その後、 修

繕船 の工事着手 に先立 って行 な

う調査時 の大きい教訓となった。



修 繕 船 工 事 実 績 明治29-45 年

年 次 入 渠( 隻) 上 架( 隻) 接岸または
沖繋留(隻)

年 次 入渠(隻) 上架(隻)

明治29 8 47 明治38 70 26

30 75 617 39 57 27

32L 59 573 40 59 33 544

32 46 524 41

42

60 36 601

33 45 526 62 28 642

34 42 683 43 70 38 639

35 21 43 565 44 88 49 776

36 53 41 650 45 77 53 612

37 61 15 合 計 6781664 7,999

2・ 大 正 時 代

(1) 第1 次世界大戦のあとさき

大正3 年(19 14) 、 第1 次世界大戦の突発により、 久しく沈滞していた海

運界も活況を呈し、 受注修繕船が飛躍的に増加したので、 連日徹夜作業を行

なって膨大な工事量の消化に全力をあげた。 戦局の拡大とともに、 各国はい

ずれも船腹の不足をきたしたので、 当社は大正5 年からストック・ボートの

建造へと進んでいった。 その主要寸法は、 当社のドックを基準として定めた

ので、 後年、 修繕部の隆盛に寄与するところが大きかった。

日本郵船との友好的な関係は長く続いたが、 やがて同社が横浜船渠の経営

に参画するようになったため、同社の修繕船は殆ど同船渠で行われるように

なった。 しかし、 大正8 年(1919) に川崎・国際両汽船が設立されるに及ん

で、 この2 社は当社修繕工=1ぷの新たな供給源となった。

(2) 海運不況時代

大正8 年(1919) および同10 年の労働争議のとき、全工場の機能は停止し

たが、 修繕部門は社外工の来援によって作業を続けることができた。

大正11 年(1922) 、 ワシントン軍縮条約の調印によって、 新造船部門はに

わかに閑散となったが、修繕船部門は依然として好調を持ち続けた。 当時各

海運会社は不況切り抜けのため、船舶の ″経済運航″の研究を始め、 川崎汽



船お よび当社 の社船を

重 油専焼装 置に改装し

たが、 そ のため大型船

では 乗員を激 減し、 業

界の大 きい 話題 となっ

た。

大正13 年(1924) に

は廃艦 となっ た巡 洋戦

艦「伊吹」 (14,600  ⊿ T)の払下げを受け、7 ヵ月を要して解体し、 その二重

底を荒田造船所へ浮ドックの台船として譲渡した。

廃 襤とたった巡洋戦艦「伊吹」( 大正13 年)

(3) 経 済運航対策

船舶 の" 経済運 航″につい ては、 その後 も研究 が続け られた。 当時、 西 欧

では 航行時の水 流を調整す るこ とに よって、 推進力 を大幅に増し 得 ることが

立証 された。 こ の原理を応 用し た スターコント ラ・プ ロペラーの図 面を、 大

正13 年 にノ ール ウェー国 から購入、 同国 技師の指導に より、 これを製作し、

川 崎汽船の 「のるほ うく 丸」(6,576G.T.) に装着し た が、その後、 同船の航

海実 績によって、 使用馬 力が5% 節 減でき ることを確認し たので、 特許権を

取得し、 川崎汽 船お よび当社社 船にこの装 置を装着するこ とに なった。

修 繕 船 工 事 実 績 大正2 ―15 年

年次
入 渠 上 架 接岸 ま

年 次
入 渠 上 架

接 岸 ま
た は 沖
繋留(隻)隻 数

ト ン 数
(G.T.)

隻 数 ト ン 数
(G.T.)

隻 数
ト ン 数
(G.T.)

大正2 81 258,334 46 30,956 590 大正10 64 247,368 322

3 68 207,604 23 13,521 505 11 74 281,034 453

4 58 186,833 18 10,381 344 12 64 264,227 407

5 79 270,939 14 12,237 719 13 108 421,006 401

6

7

85 304,523 617 14 84 257,075 330

109 395,703 783 15 84 264,499 294

8

9

111 531,283 634

89 348,304 396 合 計 1,1584,238,732 101 67,095 6,795



スターコントラ・プ ロペラー( 昭和4 年)

3。 昭 和初 期 から 同20 年 まで

(1) スタ ーコントラ・プロペ ラー

昭和4 年(1929) に、 スタ ーコント ラ・プ

ロペラ ーの特許 権を取得し たが、 すでに同3

年に8 隻、 同4 年15 隻、 同5 年には4 隻 と、

同15 年(1940) までに40 隻 の船 舶に 装着し た。

(2) ソ 連蟹 工船の改 造

ソ連政府 から貨物船を蟹 工船に改造す る工

事を受注し たとき、 当社で は巡洋艦 「足柄」

(10,000 ⊿ T) や その他の艦艇を建造中 であ

っ た。 このため海軍 からのきびし い注意条 項

のもとに、 昭和4 年(1929)  1 月に着工、BV 入級検査後、 同年3 月に完工

した。 続いて翌年1 月から4 月までに同国貨物船6 隻の改装工事を行なった

のは、 前回の工事が優秀であったため、 ソ連政府が依頼してきたのである。

(3) 対 米 航 路 船

昭和6 年(1931) 、 米国へ生糸輸送のため、 川崎汽船の求めにより各船に

シルク・ルームを新設した。 当時、 米国への往路は生糸と雑貨のみの積荷で

船脚が軽く、 浅吃水で全速航走を試みるため波浪によって底部外板に凹凸を

生じることが多く、 そのため就航船は帰港のつご復旧工事を行なった。 また

ディープ・タンクには異種類の油を積載することが多かったので、 タンク内

の清掃工事の受注も多かった。

(4) 日華事変のあとさき

昭和9 年(1934)  9 月、 室戸台風のため、 当社の海岸構築物が危険に頻し

たとき、 ドックに川崎汽船の貨物船( ぼるどう丸J (6,566 G.T・) が入渠して

いた。 高潮は扉船を越えてドックに浸入し、 船内も浸水するに至った。 この

ため従業員は必死の作業を続けたが、 台風の猛威いよいよ募り、ドック内の

増水で本船は浮揚傾斜した。 辛くも転覆を免れたが、 このことは台風時期に

おける修繕船工事の心くばりについて、 教えられるところがあった。



昭 和10 年8 月 末、 土 佐沖 航 行 中、 左 舷 プ ロ ペ ラ ー を 脱 落し て 帰 航し た 大 阪

商 船 の貨 物船 「た こ ま丸」(6,178G.T. ) を4 ヵ 月 を 要 し て 修繕 完 工し た。

日華 事 変 が 突 発し た 直 後 の 昭 和12 年(1937)  9 月1 日夕 刻 揚 子 江 で 被 弾し

た 米 国 客 船 ″PRESIDENT H00VER" が 神 戸 へ 入 港し た の で、動 力 船「 住 吉丸」

を出 動 さ せ、 電 気 溶 接 器30 台 を配 列 し、 徹 宵 し て 作 業 を 行 い 翌 未 明 に 完 工し

た。 こ の 工 事 に 際 し て 発 揮し た 「住 吉 丸」 の驚 異 的 な 性 能 と、 当 社 の 修 繕 工

事 技 術 に 米 国 側 は 目 を み は り賛 嘆 し た。

昭 和13 年(1938)  4 月、 山 下 汽 船 の貨 物 船 「東 星 丸」(5,484  G.T.) が 米 国

沿 岸 の 暗 礁 に 接 触 し、 船 底 を 大 き く 損 傷 し て 帰 港し た の で こ れが 修 繕 に当 っ

た。 着 工 の 日 か ら100 余 名 の 従 業 員 を 動員 し、 夜 を 日 に つ ぐ 作 業20 日問 を も

っ て完 工 し た。 翌14 年8 月、 極 洋 捕 鯨 「極 洋 丸」(17,548 G.T.) の冷 凍 装 置 と

ホ ー ン ・ ソ ー の新 設、 船 底 修 理、 プ ロ ペ ラ ー 軸 取 替 え な ど の工 事 は予 定 よ り

早 く 約80 日間 を も っ て 完 工 し た ほ ご の 緊 急 工 事 で あ っ た。

(5) 第2 次 世 界 大 戦 時

昭 和14 年(1939) 、 大 洋 捕 鯨 の捕 鯨 船 「第 八 利 丸」(297G.T.) が 南 氷洋 に

出 漁 中、 結 氷 で閉 塞 さ れ た 際、 外 板. 船 体 に 大 き く 損 傷 を受 け た の で、 入 渠

し て 滑 り台 を 付し た の ち、 第6 船 台 に 引 揚 げ 修 繕 を 完 工 し た。

当社油槽船「野内丸」 ( 昭和16 年)

大洋捕鯨「第八利丸」( 昭和15 年)



その後、 昭和16 年(1941)  5 月、 北海 道函館港で沈没し たラ イジングサ ン

社 の油槽 船「野内丸」 を引 揚げたの ち譲 り受け て、 同年8 月に修 理完 工し た。

昭和15 年3.月、 当 社艦船工場は 海軍管 理工場に指 定され たが、 同17 年4 月

に船 舶運営会が 発足し たの ちは兵装 。捕獲船改装 ・サル ベ ージ等 の工事に従

事し た。

臨 戦 工 事 施 工 船 一 覧 昭和15 ―19 年

年 次 件 名 ^ 船 名 ト ン 数
(G.T. または⊿T)

隻 数

昭和15

輸 送 船 設 備

洋 上 給 油 設 備

〃

飛 行 機 輸 送 設 備

妙 高 丸

国 洋 丸

極 東 丸

富 士 川 丸

5,086

10,026

10,051

6,938

1

1

1

1

16

舷 外 毟 路

〃

給 榻 設 疝

〃

洋 上 給 油 設 備

〃

磯 波( 駆逐艦)

そ の 他

興 業 丸

そ の 他

日 栄 丸

そ の 他

1,700 ⊿T

6,353

10,026

1

2

1

2

1

1

17

18

兵 装 設 備

〃

原 油 搭 載 設 備

冷 凍 設 備

バ ラ ス ト 搭 載

紿 油 兵 装 撤 去

一 般 修 理

鹿 島 丸

そ の 他

谷 天 丸

CALITEA

シャ ル ン ホ ル スト

黒 潮 丸

日 栄 丸

そ の 他

9,908

5,623

3,000

18,184

10,518

10,020

1

12

1

1

1

1

1

8

原 油 搭 載 設 備

給 糧 設 備

一一 般 修 理

〃

第 二 日 新 丸

日 洋 丸

建 川 丸

そ の 他

17,579

10,090

1

1

1

19

一 般 修 理

〃

サ ル ベ ー ジ エ 事
19

〃

兵 装 設 備

〃

玄 洋 丸

そ の 他

君 川 丸

そ の 他

雄 脉 丸

そ の 他

10,018

6,863

1

10

1

3

1

9

合 計 85



イタリ アの貨物船 "CALiTEA ″(3,000G.T.) は、第2 次世 界大 戦の激化で

本国への帰 還が不可 能となっ たため、 昭和17 年(19  4 2) 9 月、 日・ 独・伊軍

事協定に従い、 日本海 軍の管 理 下に入っ た。 当 社は海軍の指示 により冷蔵 庫

増設工 事を行なっ たが、 翌年8 月、 ふ たたび当社 で修繕工 事を施工中、 イタ

リア の降 伏を知っ た乗 組員 は、 同船 の自沈を図っ たが、 当 社従業員 の適切な

処置に よって防止し、 続工し て12 月 末に完工し た。

昭 和20 年(1945)  2 月に は海軍修繕船査 察使一行 が来社し、 緊迫し た戦 局

好転 のため、 よ り強い 協力 を要請 されたが、 戦況 は加速度的 に不 利 となっ て

いっ た。

修 繕 船 工 事 実 績 昭和2 ―20 年

年 次
入 渠 船 一 般 修 繕 船

隻 数 ト ン 数(G.T.) 隻 数 ト ン 数CG.T.)

昭和2 21 105,241 102

3 36 166,250 116 611,831

4 41 212,478 125 739,281

5 38 154,351 92 524,416

6 41 155,807 44 244,904

7 36 145,502 62 401,191

8 71 315,680

9

- 丶

10

42 203,680

44 212,138

11 28 140,737

12 40 188,841 103 707,144

13

..-. ・---.

14

56 292,439 124 591,544

34 233,560 63 425,613

15 59 407,651 142 956,266

16 26 157,981 126 704,535

603,77017 26 152,009 110

18 35 74,869 82 321,284

19 34 169,522 79 393,361

20 40 42,937 53 126,805

合 計 748 3,631,673 1,423 7,351,947



(6) 艦艇の特定修理

海軍では、 艦艇の修理は海軍工廠で施工することを原則としたが、 増大す

る工事のため当社もその修理を分担することになった。 昭和5 年(1930) に、

当社建造の巡洋艦「大井」(5,500 ⊿ T) の主機およびボイラの修理を行なっ

たが、完工までに数ヵ月を要した当社最初の艦艇特定修理であった。

潜水艦の特定修理の工程大要は、 艦内艤装品の陸揚げ解放検査のほかに、

船体各部の水圧試験や金氏弁・水中兵器・水中電気兵器・縦横舵等の作動状

況の精査、 不良部分を修理ののち、 水上・水中試運転、 水中重心試験、 沈降

試験を施すものである。 修理に3~4 ヵ月を要し、 その問約1 ヵ月の入渠を

常とした。

昭和8 年(1933)  3 月には潜水艦「呂63」(988  ⊿ T) のほか2 艦を、 その

後、昭和17 年(1942) までに修理した潜水艦は30 隻にも及んだ。

海軍は駆逐艦以下各艦艇の不調個所を早期に修理し、 実戦に際してそごを

きたさぬようにとの配意から、 全特型駆逐艦の早期補強を図った8 ごれがた

め、 海軍工廠を初めわが国有数の造船所にその補強工事を分担させることに

なった。

昭和11 年(1936)  1 月、当社は駆逐艦「叢雲」(1,700 ⊿ T) を担当し、 毎

日約100 名の従業員を出動させて補強工事を急いだが、 工期は4 ヵ月に及ん

だ。 次い で同年9 月、 水雷艇「友 鶴」・「初

雁」 の 補強工 事に着手し たが、 至急工事

の指令上、 並列し て入渠 させ、 工事を進

めたのであ った。

昭和14 年(1939) 末に、巡 洋艦「木曾」

(5,100  AT) 、 翌年の初 めに同 「大井」 の

特定修理 を受 注し たが、 「大井」 は海軍

の都合に より、 工 事未了 のまま舞 鶴へ回

航し た。 こ の2 隻 が特定 修理工事 の最後

であった。

巡 洋艦「大井」( 昭和15年)◎



4. 終 戦 の の ち

(1) 小 型 船 舶

昭和20 年(1945)  10 月、 船舶運営会の 「松風丸」 ほか数隻を修理したの

が戦後初めての修繕船工事であった。 その後、 汽船・駆潜艇・漁船 。捕鯨船

等の改装あるいは修繕、 進駐軍最初の舟艇「407 号」 の修理工事等を相次い

で受注した。 当時、社会情勢は混沌としてお り、当社は再建について確たる

見通しがつきかねていた時であったので、 修繕船工事には全社をあげて当っ

た。 このため、 戦後、当社再建の道は修繕船部門の活動が先駆をなしたとも

言えよう。

(2) 米軍舟艇の修理

昭和21 年(1946) に入り、瀬戸内海の掃海作業が進むにつれて、米軍舟艇

の修理を特別調達工事として受注した。 これら多数の小・中型舟艇および大

型艦艇の修理を行なうに及んで、 修繕船部門は米軍専用工場の観を呈した。

特に同年8 月から翌22 年5 月までに修理。したLCM 型上陸用舟艇は250 隻に

上った。

昭和25 年(1950)  6 月、 朝鮮動

乱が突発して以来、 修繕船部門は

著しく繁忙となり、 最盛期におけ

る米軍舟艇の修理は、 年間修繕船

工事量の50% 以上に達し、当社年

間工 事量の20 ～30% を占めるに

至った。 朝 鮮 動 乱( 昭和25 年)

(3) 戦時捕獲船の 返還工事

戦時 中、 わが海軍 が捕獲し た船 舶を、 連合国 軍め命によ り船主 に返還する

ために、 捕獲前の有 り姿 に復旧 する工事を 「返還工 事」 と呼んだ。昭 和20 年

(1945)  9 月の台 風時に神戸 港で沈没七 だ「旭東丸」(436G.T. ) もと揚子江の

英連絡船"KING TONG ″ を復旧工 事中、 連合軍から 日本政府に対し、 返還工

事をす るよう指令があっ た。 こ の工 事は返還工事 の第1 船であ り、 約6 ヵ月

を要し て同22 年の初 めに完 工し た。



昭和25 年(1950) 、 捕獲船 「定安丸」 と「まがね丸」 の返還工事の うち、

も と揚子江 連絡船 「定安 丸」 の工 事は同年3 月 に完工し た。 また、 もと英 国

船 "MARGARETT MOLLER ″ の 「まがね丸」 は船主代理 の神戸駐 在ロ イド 協

会が調査 の結果、 その後 の就航に堪えない た め解体処 分を行なった。

(4) 改装・ 改造工事

昭和21 年(19  4 6) 8 月、 戦後 最初 の大 規模 な改装工事 とし て、 日本 水産

1TL 油槽船「多 度津丸」(9,800G.T.) を、鯨肉・ 鯨油中積船 とする工 事に着

手し、 出漁 期の関係上、連日350 余名 の工員 を動員し て2 ヵ月 間で完工し た。

昭和23 年1 月、運輸省 の貨車連絡船 「第八 青函丸」(2,8 5 0 G.T. )の改 装工

事を完工し、 同 年4 月、 船 舶運 営会から、 貨客船 「平 安丸」(1,  578G.T.) の

定検工事を受注し た。 同船は接 岸中に顛覆し たた め、 サルベ ージを行な うな

どし て、 完工し たのは同 年7 月 末であっ た。

川崎汽 船の貨 物船 「聖川丸」(6,  863G.T.) は、 戦時中敵機 の攻撃 を受 け、

山 口県 室津 海岸で沈没し てい たので、当 社が サルベ ージし、昭 和24 年(1949)

1 月、 復旧工 事に着手し た。 船内 の泥土( 約200 T) 、多量 の油滓 の排 出、兵

装( 約100T) の撤去、 主 機・発電機・ 各ボイラ・甲板 補機の陸揚げ なごを

行い、 徹底的な復旧工事を進め、

同年10 月に完工し、その設備・装

置・性能は旧を凌ぐに至った。

大同海運「向 日丸」・・・改造前( 昭和25 年)

同 上…改 造 中

(昭和25 年)



昭和25 年4 月には、 大同海運の2AT 型貨物船「向日丸」(6,890G.T・) の改

造工事に着手した。

戦標船であった同船の主要鋼材・主補機・主管の取替えを含む大工事が完

工したのは同年9月であった。 所要鋼材1,800 T のほかに、木材・管・金物類

は莫大な使用量にのぼった。 工期170 日、100 万時間を越える工数を費やし

て、AB 船級優秀船への若返りに成功したのであった。

昭和28 年(1953)  9 月、大洋漁業の「日新丸」(16,777O.T.) の鯨油工場

設備拡充、ヘリコプター格納庫、飛揚設備などの新設に続き、同社貨物船( 永

仁丸J (7,456G.T.) を冷凍・塩蔵船に改造したのは同年12 月であった。

大洋漁業の鯨工船「錦城丸」(11,051G.T.) は、当社で油槽船に改造のの

ち就航していたが、 昭和29 年4 月、ふたたび改造工事を行い鯨工船となった。

昭和29 年(19  5 4) 8 月、平和汽船の油槽船「興進丸」(985G.T・) の船体伸

長と主・補機の取替え工事を行い、総トン数84T 、載貨重量162 T を増加し、

同 年10 月 に 完 工 し た 。 ま た

昭 和30 年 か ら 翌 年 に か け て

日 魯 漁 業 の 「 喜 山 丸 」(8,582

G.T ・)・「 昌 栄 丸 」(6,354G.T.) ・

函 館 公 海 漁 業 の 「 朝 光 丸 」

(7, 047G.T.) な ど の 改 装 工

事 が 相 次 い だ 。

大 洋漁 業「錦城 丸」( 昭和29年)

平和汽船 「興進丸」の切継工事

(昭和29 年)



日魯漁業 「喜山丸」

(昭和30 年)

日魯漁業「昌栄丸」

(昭和31 年)

(5) 輸入船の入級工事

朝鮮動乱ののち、 船腹は著しく不足を告げるに至ったので、 これを緩和す

るため、 政府は1A ・ 2A. 戦標船の改造および外国船の搆入を勧奨した。 か

かる情勢のため、 昭和26 年(1951) から翌年までの購入外国船は、 合計54 隻

(288,800G.  T・) に達したが、 いずれも老齢船であるため、 取替え鋼材は膨

大な量に及んだ。 この購入外国船に当社が施工して更生させた船舶は合計14

隻(77,456G.T.) にのぼり、 輸入船総数の約1 に当っている。

購 入 外 国 船 入 級 改 装 工 事 一 覧 昭和26 ―27年

船 主 船 名 旧 名 ト ン 数
(G.T.)

主 機 船級 主 要 寸 法(m) 工 期

第 一 汽 船 の る う え い 丸

ー一 一―- ‥一一

藤 川 丸

潮 丸

GERMA 5,362

一一一一-

4,362

-- 一一

6,247

IHP
R-2,000

LR 121.56×15.80 ×9.44
昭和26.
6.16^6.27

川 崎 汽 船 NICKY R-2,000 〃 120.70×16.15×8.24 5.24~6.22

旭 汽 船
BEN

REOCK
R ―3,000 〃 127.88 ×16.43 ×9.89 6.21~7.11

日 本 汽 船 恵 光 丸
PARITA

BAY
6,062 R-3,000 〃 121.93×15.85×9.45 6.22~7.21

第 一 汽 船 み ず り い 丸 BASILISK 4,405 R一亅,500 〃 112.99×15.80×8.61 7.29~8.20

宮 地 汽 船 喜 山 丸 QUERIMBA 8,582 R 一一5,300 〃 148.46 ×18.50 〉(9.96 10.4~Ⅱ.13



船 主 船 名 旧 名 トン数
(G.T.)

主 機 船級 主 要 寸 法(m) 工 期

日 豊 汽 船 日 州 丸 FENIX 6,020
IHP

R―2,800 BC 122.58×16.04×10.54
昭和26.
8.25~9.11

旭 汽 船 東 丸 EASTERN
PRIDE

5,895 R ―3,500 AB 125.22×16.46×9.07 9.12~10.9

神戸近海汽船 宮 光 丸 BINFIELD 5,279 R―2,500 LR 122.05×15.85×9.45 9.17~]2.4

東 和 汽 船 東 慶 丸
AURORA
BOREALTS

5,385
SHP

T-2,500
〃 127.47×17.80×8.80 10.22~11.10'

日 本 汽 船 隆 光 丸 JAGRAND 4バ15
IHP

R-2,500
〃

NV

118.63×16.08×8.29 10.24~12.26

川 崎 汽 船 靖 川 丸 MAUR 4,775
BHP

D ‐ ―1,400×2 115.82×16.60×8.76
26.27.

11.29~2.2

大 洋 商 船 白 洋 丸 SWAN 6,372
!HP

R ―2,400 LR 128.31 ×16.85 ×9.61

―-- 一 一一

120.48 ×16.67 ×7.77

昭和27.
2.13~3.3

南 国 船 舶 英 峰 丸 MARYK 4,295 R ―2,500 〃 6.21~7.15

(6) 重油専焼装置への改装工事

第2 次世界大戦以来の重油入手が困難な時期には、石炭専焼ボイラを使用

する船舶が多かったが、昭和24 年(1949) ごろから重油が潤沢に出回ってき

たので、 重油専焼に改装する船舶が相次いだ。 当社で改装施工をした船舶は、

同年から27 年までで15 隻(28,000 HP) に及び、 その後も続いている。

修 繕 船 工 事 実 績 昭和20-31 年

年 次
総 入 渠 船 第1 乾ド ック 第2 浮ド ック 第3 浮ドック 他社ドックを利用 接岸または

沖繋留(隻)隻数 ト ン数(G.T.)隻数 ト ン数(G.T.)隻数 ト ン数(G.T.)隻数 ト ン数(G:T.) 隻数 ト ン数(G.T.)

昭和20 21 27,000 21 27,000 53

21 79 26,941 79 26,941 5 11,743 122

22 85 64,049 85 64,049 198

23 53 47,612 53 47,612 219

24 75 125,625 51 117,972 24 7,653 7 23,376 278

25 66 78,408 42 71,748 24 6,660 5 30,650 338

26 67 138,880
3 9

一 一 一一 -

3 2

127,898 28.10,982 18 145,225 234

27 55 86,073 80,930 23 5,143 21
―

15

192パL11 96

28 61 214,217 31 51,389 10 3,580 20
(7 月 よ り)i

159,248!
1工7,872 105

29 100 427,383 25 54 バ82 26 7,957 49 364,944 7
一

6

51,607 123

30 117 567,700 33 96,525 25 7,683 59 463,492 51,300 圭05

31 111 480,103 34 94,147 29 5,515 48 390,441 10 工38,413 82

合 計 890 2,293,991 525 860,693 189 55,173 176 1,378,125 94 762,297 1,953



修 繕 船 工 事 量 の 比 率 昭和20-31 年

年 次 昭和
20

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

全 工 場 生 産 高
と の 比 率(%)

1、0 8.2 14.8 21.6 18.6 16.0 11.8 9.0 6.8 二18.8 12.2 11.7

第2 節 サ ル ベ ー ジ

当社のサルベージは、 明治33 年(1900) に、米船 ″MORGAN CITY ″ (2,000

G.T.) を引揚げだのが発端であ る。 その後、 サルベージを専業とする会社が

各所に相次いで設立されたので、 当社のサルベージ業務は停とんしていた。

大正12 年(1923) に潜水艦「第70」を引揚げだのは例外ともいうべきで、 同

艦は当社で建造中のため、 海軍との共同作業となったのである。

終戦後は、GHQ の指令により艦艇の解体や沈没船の引揚げなどのため、わ

が国のサルベージ分野は活況を呈してきた。 当社でも、 過渡的な形態ではあ

るが、 川崎汽船と提携:し て、 サルベージ部を設けた。 サルベージの作業は当

社、 営業事務は川崎汽船がそれぞれ分担して、 昭和21 年(1946)  5 月に業務

サ ル ベ ー・ジ は 教 え る

片 山 貫 三 郎

当社がサルベージを行なったのは、 明治

33年に広島県 の囚島付近で乗船"  MORGAN

CITY ″(2,000 G.T.) の引揚げを手がけたの

が最初である。 そのころはまだわが国には

サルベージを専業 とするところはなかった。

香川県 の多度津沖に沈んでい た汽船 「千

代丸」(1,700 G.T.) は相当難しい引揚作業

であったのに、15 日間で成功したのでサル

ベージにやゝ 自信を持つことができるよう

になった。

特に記憶 に残っているのは、 大正12 年に

淡路の仮屋沖 で沈没した潜水艦 「第70」 の

サルベージの時 のことである。 そ の沈 没現

場は60m の深海である上に潮流が非常 に早

く、 しかも偏流であったから、 潜水して5

分 と作業が続けられぬ始末七あった。

その上、 台 風の襲来があり、 全作業員 が

命からがら淡路と神戸に退避するなど、 言

語に絶する難作業であった。 しかし、 現場

マンも、 工場も、 残業 やら徹夜作業 の連続

で、 全員 がへ とへ とになるまでの=苦労をし

たあげく、2 ヵ 月かかってやっ と引揚げに

成功した時 には、 嬉しくて男同志抱 き合っ

て泣い たのであった。

昭和時代になってからは、 サルベージ専

門の会社が方 々に。生れたし、 会社では船 の



を開始し、 沈船 のサルベ ージ による水路 の啓開や、 引揚後 の復旧 工事に よる

船腹不 足の緩 和なごに寄与 するところ が大 きかった。 しかし、 当 社の サルベ

ージ活 動はあく まで暫定的な ものであっ たから、 以下 のような業 績を残し て

同25 年 の3 月、 サルベ ージ部 を廃止し た。

1. 発 端 

明 治33 年(1900) 末、 広

島県 因島 付近 で沈没し た米

貨 物船 ″MORGAN CITY ″ を

引揚げ るため、 木造 ポン ツ

ーン (9  0 ft x 3 0 ft x 15 ft)

2 隻 を造 り、 従業員 多数を

現場に 派遣、 昼 夜の別なく

作業 を行い、 引 揚げに成功

し た。

木造サルベージ用台船の建造( 明治33 年)

造修に追われていたので、 サルベージエ事

は殆ごしなかった。

悪夢 のような戦争も昭和20 年 にようやく

終 りを告げたが、 終戦後、 造船 界は混舌Lに

陥った。 当社 もまた暗中模索を続けていた

時、 遊休労力や資材を生かしてサルベージ

をし ようと、 昭和21 年 の5 月に川崎汽船 と

共同でサルベ ージ部が生 れ、 その後多数 の

沈船を引揚げ たが、 昭和23 年の末に川崎汽

船の 「聖川丸」(6,863 G.T. ) を引揚げだの

が最後 のサルベージとな り、 昭和25 年 にサ

ルベージ部を解散した。

サルベージという仕事は、がむしゃらな、

単純な作業 のように思う人もあるが、 実際

はそんな、生易しいものではない。 周 到な企

画、 細心の注意、一 糸乱れぬ統率、 全員 の

意気がピック!J と合い、step by step に行動

しなければ成功しない。

ちょっ とした心のゆるみや、 打合せもれ

があると、 完全浮揚の寸前に沈没し、 始め

から新 規やり直し とい う実例は無数 である。

最後の5 秒までベスト を尽さなければ成功

しない。私は サルベージを通じて"Slow and

steady wins the race.'・の本当の意味を教えられ

たように思う。

(もと取締役)



また、 香川県多 度津沖で沈没 し た広 海氏の 「千 代丸」(1,700G.TO を明治

34 年(1901)  3 月 下句、 2 週間余 を費し てサル ベージし たほか、 翌年3 ～4

件のサル ベージエ 事を行なっ た。

2・ 潜 水 艦「第70 」

当社 で建造し た潜水艦 「第70 」(853 ⊿T) が公試運転の際、 淡路仮 屋沖 で

沈没し たのは大正12 年(19  2 3) 8 月21 日のことであ った。 海軍 が急 派した

駆逐艦2 隻を加え、 当 社は海軍 と協 力し て作業 に当ったが、 遭難場所 が深海

(60m) であ り、 偏流を伴 う潮 の流れが速く、 し かも台風シ ーズン のこととて

荒天が続 き、激浪のた め作業 は困難 をき わめた。当社 の150 T ・ 200 T の両 ク

レ ーン船 のほか、「い んであ 丸」(5, 872G.T ・) に ウインチを増設して沈没 艦の

真上に碇泊 させ、 引揚作業 の主 体 とし た。

多く の6 ～8in ワ イヤ・ロ ープ が、 ひとたびは通索 に成功しな がら も荒天

のた めし ばし ば切断し、 作業 艦船 もまた台風 のためやむなく待避 するなど、

い くたび か作業 は振 り出し に戻る状況 が続い た。 暗黒 の海底に艦 とともに眠

る殉職者 のみたまを思い、 駆逐艦 が照 明する ライト を浴びながら、 作業 は連

日夜を徹して 行われた。

越えて10 月18 日払暁、「い んであ丸」 とクレ ーン船2 隻に よって、 潜水艦

「第70 」はよ うや く艦体

の一 部を水面に 現わし

た。 白 日の もとに 見る

″開かれたま まのハッ

チ!" 、これこ そ閉 鎖の

暇 なく海水が奔 流とな

っ て艦内に入 り、88 名

のい たまし い犠牲 者を

出し た ″魔の ハッチ ″

であ った。 主錨・錨 鎖

・ 砲身 等を取 り除 き、

浮揚し たのは遭難後64

日目であ った。潜水艦「第70」の引揚作業( 大正12 年) ◎



従来、艦の公試運転には当社が立会い、 海軍側か一切の指揮をとるのが慣

例となっていたので、潜水艦「第70」 の場合もその例を踏襲したが、 その後、

竣工・引渡まではすべて建造者側の手によって行なうよう責任範囲が確立さ

れた。

潜水艦の建造 。操艦の今後の在り方について、 何ものにも換え難い貴重な

る教訓を身をもって与えられた潜水艦「第70」 の殉職者( 海軍側46 名 当社

側42 名) に対し、 心から敬悼の意を表さなければならない。

川崎汽船の飛行機・軍用舟艇運搬船「熊野丸」( 昭和21 年)

浮揚した潜水艦「伊1 」( 昭和22 年)

3, 昭 和20 年 以 後

昭 和20 年(1945)  12 月、 東

和 汽 船 の 捕獲 船 「旭 東 丸」 を

当 社200T クレ ー ン 船 を 使 用

し、 神 戸 港 湾 作 業K.K. が サル

ペ ー ジし た の ち、 当 社 で 復 旧

工 事 を 施 行 し た。 翌21 年 サ ル

ペ ージ 部 が 発足 し て 以 来、 沈

船 の 調 査 や サ ル ベ ー ジ な ど 多

数 の 依 頼 を受 け た。 そ の 最 初

の 工 事 とし て、 大 阪 湾 淡 輪 沖

に 沈 没 し て い た油 槽船 「洋 興

丸」(1,017 G,T.) を 同21 年9

月 に サ ル ベ ー ジし、 泉 州 工 場

で 復 旧 工 事 を 行 な っ た。

GHQ の指 令 に よ る川 崎 汽船

「熊 野 丸」(9,500G.T.) の 解

体、 敏 馬 沖 で 沈 没 し て い た 潜

水 艦「伊1 」(3,603X T) の サ

ル ベ ー ジ と解 体作 業 を 施 行 し

た の は、 い ず れ も昭 和22 年

(1947) の こ と で あ っ た。



昭和23 年(1948)  1 月、

和歌山県 湯浅沖で 「第五江

口丸」 を、 同年3 月、 和田

岬沖 で川 崎汽船 の「太隆丸」

(1,914  G.T・) を サル ベージ

し、 い ずれ も泉州工 場で復

旧工 事を行なった。

川崎汽船「太隆丸」の引揚げ

(昭和23年)

4. 「聖 川 丸」

昭和20 年(1945) 、川崎汽船の「聖川丸」(6,863 G.T・) は山口県室津沖合

で被爆座礁し、 その後、 台風のため沈没したが、 同23 年8 月下旬、これがサ

ルベージに着手した。 各破孔、 艙口の防水、 各タンクの排水なごの作業に慘

たんたる苦心を重ね、浮力タンク計1,000 T を配置して12 月9 日ようやく浮

揚したが、 曳航の途次台風にあい、し

ばしば沈没の危険に頻した。 しかし、

復旧工事は無事終り、 当時数少ない大

型外航船として返り咲いたのは同24年

(1949)  1 月末であった。

川崎汽船「聖川丸」‥・施工前

(昭和23 年)

同 上‥.完工後( 昭和24 年)



第4 章 鉄   構

当社における鉄構製作の歴史は古く、 前身である官営兵庫造船所時代すで

に小形鉄構の製作が行われていた。 個人経営の川崎造船所がこれを受継ぎ、

橋梁製作に手を染めて、 本格的に鉄構部門に進出 を試 みたのは、 明治20 年

(1887) であった。

株式会社創立以後は、 明治38 年(1905) にガスタンク、同41 年に鉄管、同

43 年に鉄柱、大正12 年(1923) に油タンクと、 年とともにその製作分野を拡

大し、 さらに昭和3 年(1928) には建築用鉄骨・鉄塔・鉄構、 同6 年には地

下鉄用鉄骨を加えるに至って、 その技術・能力はともに大いに進展し、 業界

にゆるぎない地歩を占めるに至った。

この間、 明治39 年(1906) に運河分工場( のちの兵庫工場) を設置するに至

って、 鉄構部門の主体は同工場に移管したが、 本社工場における製作を全面

的に打切ったわけではなく、 受注工事は両工場に適時配分して製作し昭和3

年(1928) に及んだ。

この年、 車両部門は分離して川崎車輛として独立、 兵庫工場において育成

された鉄構技術は、 そのまヽま同社が受継ぎ、 当時不況に喘えいでいた当社の

側面的な支えとなった。 しかし、 そののち車両部門拡充のため、 昭和12 年

(1937) 東京の勝鬨橋の完工を機として、 同社の鉄構部門はその長い輝かし

い業績に終止符を打ったのである。

一方、川崎車輛の分離独立後における当社の鉄構部門は長い試練期を通じ

ての実績によって、 造船部門不振の際にはこれを補う有力な部門としての特

性を持つようになり、 社内における比重を一層高めるに至った。 このため、

絶えず機械設備の改善 。増強を図るとともに、 溶接技術の採用などによる技

能の向上と、 組織化による陣容の強化などに地道な努力をなした。

その結果、堅実な当社技術に対する信頼度は一工事ごとに高 まヽり、 新機軸

の、しかも多岐にわたる優秀な製品を次々と製作して各方面の需要にこたえ、

鉄構部門現在の基盤を名実ともに確立するに至ったのである。

創業以来、 昭和31 年(1956)  10 月までの鉄構製品の種別製作量を示すと次

の通りである。



鉄 構 類 種 別 製 作 集 計 明治20 一 昭 和31 年

種 別 内 訳

橋 梁 道 路 橋 ・ 鉄 道 橋 そ の 他

鉄 骨i ビ ル ・ 工 場 ・ 発 電 所 ・ 地 下 鉄 等 の 鉄 骨 そ の 他

鋼 材(T)....

70,000

78,569

15,861

17,352

鉄 塔 類

W 一一 一 - ― . . . . . - -

鉄 管

鉄塔・鉄庄. 屋外鉄構その他

水道鉄管その他

タ ン ク 類| ガスタンク・油タンク

合 計

77,850

259,632

第1 節 橋  梁

当社は多年、道路橋・鉄道橋・桟橋など各種橋梁の製作を行い、 内外の諸

官庁・諸会社などからの受注は数百橋にのぼり、 その使用鋼材は約70,000T

の多きに達している。 80年の歴史とともに築かれた技術は、 すでに定評のあ

るところであるが、 最近では溶接技術を最高度に駆使し、 高張力鋼に関する

研究、 鋼床板箱桁の研究などと相まって、 さらに優秀な橋梁の製作を目標と

して努力を続けている。

1. 道 路 橋

個人経営時代の明治20 年(1887) には大阪市の木津川橋・肥後橋を、 同24

年には兵庫県有馬郡湯山町( 現在の有馬町) の太古橋を架設している。 これら

はいずれも鉄製の道路橋として当時はセンセーショナルな話題になったが、

株式会社創立後も引続きさらに数多くの橋梁を製作した。

関東大 震災 ののち、

復興 局お よび東京 市

(昭 和18 年 東京都

制実 施) から受注し

た道 路橋は25 橋を数

え、 その使 用鋼材は

16,000T に達し た。 復興局 永代橋C東京)( 大正15年)



復興局 清州橋( 東京)

(昭和3 年)

鉄道省 田端跨線橋( 東京)( 昭和10 年)

仙台市 牛越橋( 昭和29年)

隅田 川に かかる永代 橋 り 青

州 橋・白髪 橋な ど広 く一 般

に親し まれている 橋は、 い

ずれ も当社 の製作 による も

のであ る。重 厚な永代 橋(ア

ーチ 橋 長183m 幅26m

鋼材4,000T) は大正15 年

(1926) 、 華 麗な清州 橋( 吊

橋 長183m 幅26m 鋼材4,3  2 2 T)は昭和3 年(1928) に、 また巧緻な白髪

橋( アーチ橋 長168m 幅22m 鋼材1,923 T) は翌4 年にそれぞれ完工した。

この3 橋の架設工事のみはいずれも他社でなしたが、 当社の製作したこの

橋梁は精度の高い点で称賛を博した。 特筆すべきことは、 清廾|橋の上弦ケー

ブル材と永代橋の下弦つなぎ材にデューコール鋼(当社兵庫工場製) を使用し

たことで、わが国において橋梁に高張力鋼を使用したのはこれが最初である。

電気溶接技術の進歩に伴い、昭和7 年(1932)  ごろから橋梁の新設および

補修工事などに、 電気溶接を用いるようになり、 のちには全溶接の橋梁が生

れるに至った。 昭和10 年(1935) 完工の田端跨線橋( 長135m 鋼材650 T)

は鉄道省( 東京改良事務所) から受注したもので、わが国最初の大形全溶接橋

であった。 このため試験材により研究を重ね、 溶接上に万般の配意をしたが、

なお工 事半 ばにし て難関k

遭遇し、 完 工までの苦心は

予想 もし ない大 きい もので

あっ た。 しかし。 これが貴

い 体験とな り、 その後、 当

社 の溶接技術は飛 躍的に向

上し たのであ る。



終戦から昭和24 年(1949) ころまでは注文もなかったが、 その後は、 多年

の橋梁工事の実績を認められ、諸官庁から相次いで受注し、 製作架設したも

の十数橋、 その総鋼材量は4,410 T に及んでいる。 そのおもなものは次の通

りである。

主 な 道 路 橋 製 作 実 績 昭和25 ―30 年

年 次 注 文 主 橋 名 長(m)
幅 (

m

)

- 一 一 一 一 一 -

鋼 材(T)

35昭和25 兵 庫 県 豊 金 橋 22.0

〃 徳 島 県 白 川 橋 28.8 40

26 〃 大 門 橋 18.2, 12

27
札 幌
開 発 事 務 所

砂 川 橋 60.0×5 997

28 岐 阜 県 河 合 橋 70.1 128

ダ 栃 木 県 黒 部 橋 46.2 58

〃 徳 島 県 中 央 橋 820.0 6 2,263

29 仙 台 市 牛 越 橋 134.7 9 ・250

〃 栃 木 県 大 橋 23.0 7 33

〃 〃 観 音 橋 36.8×3 4.5 138

〃 岐 阜 県 上ヶ瀬橋 42.0 4.5 58

30 宮 城 県 島 廻 橋 25.0×2 4.6 47

〃 和 歌 山 県 黒 谷 橋 64.8 3.6 82

このうち大門橋・大橋および島廻橋はその全部を、また観音橋は70% を電

気溶接によった。 中央橋は終戦後における長大屈指のもので、 曲弦ワーレン、

トラス型式の典型的な道路橋として、 また牛越橋はゲルバー式で近代技術の

粋を尽したものとして世の視聴をあつめた。

阪堺鉄道( 現南海電鉄) 大和川鉄橋( 明治21 年)

2. 鉄  道  橋

個人経営 時代に製

作し た鉄道 橋の うち

特記す べき もの は阪

堺鉄道( 現在の 南海

電鉄) の大和川鉄 橋

(大 阪府)である。 長



さ218m 、のこの橋は、当社が手がけた最初の鉄道橋で、 明治20 年(1887)  8月

に着工し、 翌21 年4月に完工した。 当時は良質の鋼材が国内で得られなかっ

たので、 米・英からの輸入鋼材を用いたのであった。

その後、 鉄道省および私鉄から受注した鉄橋は多数にのぼり、特に明治40

年(1907) に鉄道が国有となってからは、 鉄道橋工事は年問約7,000T に澂増

した。 そのうちのお もなものに、 台湾下淡水渓鉄橋(鋼材4,116  T 明治44 年)

・天竜川鉄橋( 鋼材1,6 5 6 T 大正3 年)・大井川鉄橋( 鋼材1, 2 8 8T 大正3 年)

・富士川鉄橋( 鋼材1,115T 大正3 年) および朝鮮大同江鉄橋( 鋼材2, 397T

大正12 年)などがある。

台湾総督府 下淡水渓鉄橋 C 明治44 年)

朝鮮総督府 大同江鉄橋( 大正12年)

奈良電鉄 澱川鉄橋( 京都)( 昭和3 年)

下淡水 渓鉄橋( 長1,524  m) は

わが国におけ る最大の ものであ

るだけ に、 この製作には 全力 を

頤け たのであっ た。 東海道 線の

旅客 に親し ま れてい る天竜川 鉄

橋は、 当 社 と汽 車製造 とで共 同

製作し たものであ る。 私鉄 から

受 注の 鉄道橋工 事は相当の数 に

のぼっ たが、 昭和3 年(1928) 完

工の奈良電 鉄の澱川 鉄橋( 使用

鋼材1,700T) は、 シングル・ ト

ラス として スパ ンの 長さは東洋

一 と称され た。 この165m スパ

ン橋の製作架 橋は、 足場式 に よ

っ て徐 々に工 事を進 めたくらい

で当時 とし ては仲 々の難工 事で

あっ た。



第2 節 鉄 骨

明治以 来 わが国 の洋風建築 は、 殆 どれんがを用い、 それが文明開化 のシン

ボルですらあっ たが、 関東大 震災 によって堅牢 でないこ とが明ら かになり、

その後に市 街地 建築法 も制定さ れ、 耐震耐火 の点から鉄骨・ 鉄筋コ ンクリ ー

トの構造 がこれにか わった。 ま た交 通機関 も輸 送力 を増す ため、 安全 に高 速

度の出せ る地 下鉄 が生 れて きた。 このため に当社 において も鉄骨 製作 の分野

が新し く開け、 その後 技術 の進 歩に伴って受 注工事は年 を追 うて増大し、 現

在ま での総重 量は78,000  Tを越 すに至っ たのである。

東武鉄道 雷門ビル(松屋ビル)( 昭和6 年)

工事中の服部時計店( 昭和6 年)

1・ 建 築 川 鉄 骨

東京に進出して行なった

鉄骨工事のうち、東武鉄道

雷門ビルと服部時計店はそ

の代表的なものである。 雷

門ビルは、使用鋼材6,140 T

の大工事であって、 昭和4

年(1929) に着工し、同6 年

に完工した。 これと前後し

て鋼材1,010 T を用いて施

工した服部時計店は、今もなお「銀座 の柳」

とともに都民に親しまれており、 渋沢秀雄

氏の゛おぼろなるものの一つや時計台゛の

句のように、 宵の銀座に詩情を与えている。

大阪市内で施工したおもなものには次の

ようなものがある。



建 築 用 鉄 骨 製 作 実 績

(大阪市内にて施工の主な もの) 昭和4 ―29 年

年 次

昭 和 4

、 一 一一 一一一

6

7

8

注 文 主 施 工 場 所 鋼 材(T)

*阪 神 急 行 電 鉄 阪 急 百 貨 店( 第1 期工事) 1,500

〃 〃( 第2 期工事)1700

大 林 組 国 鉄 大 阪 駅 ホ ー ム 600

1,150阪 神 急 行 電 鉄 阪 急 百 貨 店C 第3 期工事)

9 清 水 組 新 大 阪 ホ テ ノレ 1,340

10 大 林 組 大 阪 株 式 取 引 所 800

12 阪 神 急 行 電 鉄 阪 急 百 貨 店( 第4 期工事) 700

16j 阪 神 電 鉄 梅 田 駅 本 屋13 ・000

26

27

29

産 業 経 済 新 聞 産 経 会 館 ビ ノレ 480

阪 神 電 鉄 新 阪 神 ビ ル760

大 阪 瓦 斯! 舎 密 工 場 機 械 室お よび貯炭 槽 517

* 昭和18年10月、京阪神急行電鉄 と改称

これらのうち阪急百貨店は大阪に

おける当社の最初の工事で、 昭和2

年(1927) に受注し、第4 期工 嘔が完

工したのは同12 年(1937) であった。

また昭和9年(1934) 完工の新大阪ホ

テルは、鉄骨工事の約1/2を当社が担

当したのである。

阪神電鉄から受注の梅田駅本屋は、

延20,000 坪を越える9 階建鉄骨工事

で、 鋼 材 も12,000  Tを 要 す

る大 工 事 で あ っ た が、 太 平

洋戦争のため1/4の工程で中

止 の や む な き に 至 っ た。

ま た神 戸 市 内 の代 表 的 な

建 築 物 の 鉄 骨 工 事 は、 次 表

の よ うに当 社 が 施工 し た。

阪急百貨店( 大阪)( 昭和12 年)

新大阪ホテル( 昭和9 年)



建 築 用 鉄 骨 製 作 実 績C 神戸市内にて施工の もの) 昭和4 ―31 年

年 次 注 文 主 施 工 場 所 鋼 材(T)

昭和4 森 田 組 神 戸 税 関 第2 工号 上 屋 2,000

6 橋 本 組 〃 第20 号 上 屋1,830

7 銭 高 組 神 戸 生 糸 検 査 所( 増 築)

内 国 貿 易 陸 上 設 備 上 屋

1,600

955

〃 神 戸 市

〃 大 倉 土 木 神 戸 市 中 央 卸 売 市 場 2,500

1,7008 阪 神 電 鉄 神 戸 三 宮 阪 神 ビ ル

10 阪 神 急 行 電 鉄 神 戸 阪 急 会 館 1,200

15 阪 神 電 鉄 神 戸 三 宮 阪 神 ビ ル( 増 築) 640

24 極 東 倉 庫 倉 庫 上 屋 215

28 名 古 屋 精 糖 神 戸 工 場 4,000

30 神 戸 新 聞 会 館 神 戸 新 聞 会 館 2,000

31 神 戸 市 市 庁 舎 628

このうち延13,951 坪の神戸市中央卸売市場は、 建築様式にこだわらず、実

用性を重視して施工した。 また昭和8 年(1933) 完工の神戸三宮阪神ビル(現

在そごう百貨店)は、 地下2 階、 地上7 階、延3,500 坪の建物で、さらに同12

年(1937)  3月本屋に接して同じ大きさのビル増築に着手したが、戦時下のき

びしい鉄鋼統制のため同15 年(1940) 地下2 階、地上1 階、 延1,170 坪を施工

したのみで中止した。

名古屋精糖から受注の同社神戸工場は、戦後当社最大の鉄骨工事であった。

また三宮駅前の神戸新聞会館と神戸市新庁舎は、 みなと神戸の陸の偉容を示

すスマ ートなビルである。 前者は地下3 階、地上7 階、塔屋4 階、延7,100 坪

で耐震耐火の近代的建築であり、 後者は地下I 階、地上8 階、 延8,672.9坪で

5 階 まで鉄骨、 その上 部が鉄

筋 である。 こ の施工にあ たっ

て は当 社が得意 とするブ ロッ

ク・シ ステ ムの採用に より、

工 場で製作集 積した鉄骨 ブロ

ックを現場 に搬送し その組立

には一部 に電 気溶接 を用い、

軽量 にし て耐震性 を強大 とす

るよ うに工作し たのであ る。

神戸新聞会館( 昭和30 年)



その他 の鉄骨工

事には 右のよ うな

もの があ る。

戦後、 野球は戦

前に もまし て ポピ

ュ ラーとな り、 国

民 のあ らゆる階層

から愛されるようになってきたので、阪神電鉄ではファンの要望にこたえて、

戦時中に供出した甲子園球場の鉄傘を復活することになり、 この製作を当社

が受注した。 当社技術員はいろいろの苦しい制約にもめげず、非常な意気込

みで夜を日につぎ緊急工事をつづけ、昭和26 年(1951)  8 月13 日、 全国高校

野球大会開会の直前に幸いにして完工することができたのであった。

富士製鉄( 広畑) と本名発電所( 福島県) からは鉄骨製作のみを受注した。

外地における受注工事のお もなものに次のようなものがある。

これらの鉄骨 は

製作後、 神戸船 積

み渡し として、 現

場工 事には当 社の

技 術員が出 むいて

建設 工事の指導 に

当 った。

神戸三宮 阪神ビル( 昭和8 年) 神戸市庁舎( 昭和31 年)

建 築 用 鉄 骨 製 作 実 績 昭和9 ―29 年

年 次 注 文 主 施 工 場 所 鋼 材(T)

昭和9 大 林 組 鳴 尾 競 馬 場 700

26 阪 神 電 鉄 甲 子 園 球 場( 銀 傘) 320

28 富 士 製 鉄 広 畑 製 鉄 所 1,800

〃 東 北 電 力 本 名 発 電 所 645

29 国 鉄 西 千 葉 汽 動 車 車 庫 174

建 築 用 鉄 骨 製 作 実 績( 外 地) 昭和3 ―14 年

年 次 注 文 主 施 工 場 所 鋼 材(T).

昭和3 南 満 州 鉄 道 撫 順 炭 砿 製 油 工 場 3,100

10 大 倉 土 木 台 湾 銀 行 本 店 810

〃 大 林 組 満 州 中 央 銀 行 2,450

14 〃 満州電業甘井子発電所 1,844



工事中の満州中央銀行( 新京‥・現在の長春)( 昭和10 年) 工事中の台湾銀行本店( 台北市)( 昭和10 年)

阪神電鉄甲子園球場大銀傘( 昭和26年)

甲子 園球 場 大 銀 傘 工 事 の 思 い 出

橋 本 秀 五

快投快打 …… そのたびに甲子園球場は歓

声に大きく揺れる。 この球場で見られる青

春群像ぐらい健やかなものは少ないが、 私

がこの甲子園球場 の大鉄傘工事に取組んだ

のは昭和26 年早春 のことであった。 起工式

には手塚 社長 も岸旧知事なごと一緒に出席

されたが、 外業工事の起工式に社長が出席

されたのは初めてのことで、 社長 も非常 に

関心を持たれた工事であった。

まだ戦後の統制経済のときであったから、

何よ りも所要鋼材320 ト ンの手配が悩 みの

種であった。 幸い戦時巾のスト ックを全部

充てることになって、 ようやく必要資材は

集められたが、 長い戦争のあとで、 腕きき

のとび職人がごうしても得られない のには

ほとほと弱った。 そういう時期であったか

ら、 屋根に用い るジュラル ミンも阪神電鉄

が苦心さんたんのあげ く調達されたのであ

る。

この工事では、 観衆がプレイを見るとき

の妨げ とならぬ ように、 以前の鉄傘の柱の

基礎は使用しないで、 柱 の位置を思いきり

後退させ、 張出しの軒 を長くし て視野が広

くなるようにくふうした。 屋根 の傾斜を洋

傘のような構造 にするための罫書・展開の

苦労は、 いわゆる縁の下の力持ちで、 同じ

社内 の者ながら実によくやってくれたと思

う。

野球は終戦後い ち早く復活し、 甲子園球

塲 も常 にプロ・ チームが使用しているので、



2. 地 下 鉄 用 鉄 骨

右表のように

東京お よび阪神

地方で地下鉄鉄

骨工事を行い、

都市交通のうえ

に少なからぬ貢

献をしてきた。

阪神電鉄三宮

・岩屋間の地下

鉄工事は、 昭和

8年(1933)  6月に完工( 昭和6.2. ―着工)、また元町までの地下鉄延長工事は同

11 年2 月に完工( 昭和1 0. 6. 一着工)した。昭和14 年(1939) 完工の同電鉄梅田駅

地下鉄骨は、大阪の表玄関十数メートルの地底に停留所を構築したもので、

現在阪神百貨店を中心とする地下街をなしている。

ゲ ームの邪魔 にならぬように工事を進める

ことが強く要望された。 特にカシメの音が

最も選手の気分を乱すというので、 工事は

断続的にしなければならず、 しかもその年

は梅 雨が例年 になく長く続いて、 予定より

工期がひごくズレだので、 最後の10 日間は

灼けつくような炎暑となっ たが、 昼夜ぶっ

通しで仕事を進めた。

8 月12 日に仕事をしている手を休めて、

ふと下を見ると、13 日から始 まる大会のた

め、 グラウンドにラインを引い たり、 観覧

席のシ ートナンバ ーを整理したりしている

ので、 それまでにどうしても間に合 わさね

ば……… と気が気でなかっ た。 こうして、 仕

事を完 全に終った時は、 ちょうど全国高校

野球大会当日の朝で、 すでに選手が入場式

のため整列を始めていた。

阪神電鉄から「本当によくやってくれた」

と言われたときは、 長い間の苦労 も一 ぺん

にフツ飛んでしまっ た。 この大鉄傘はその

後朝次いで襲来した台 風にあってもびくと

もしなかったので、 阪神さんから 「さすが

は川崎だ」 と言われたが、 これはわれわれ

仕事にのみ生きる現場マンとして非常 に嬉

しかっ た。 今でも甲子園球場に野球を見 に

行く目的の半分は、手塩にかけた大鉄傘……

正しく言えば大銀傘…… を仰いで見 る愉し

さにあるというのが私の本当 の気。持です。

(当時造船工作部鉄構課長)

地 下 鉄 鉄 骨 製 作 実 績 昭和6 ―14 年

年 次 注 文 主| 施 工 場 所 鋼 材(T)

昭和6 東 京 地 下 鉄 浅 草 駅 拡 張 工 事 530

〃 阪 神 電 鉄 三 宮 駅 ・ ト ン ネ ル 4,451

8 東 京 地 下 鉄 室 町 ・ 京 橋 間 地 下 鉄 2,265

〃 阪 神 電 鉄 三 宮 ・ 岩 屋 間 地 下 鉄 4,600

9 東 京 地 下 鉄 京 橋 ・ 銀 座 間 地 下 鉄 786

〃 〃 銀 座 ・ 新 橋 間 地 下 鉄 1,631

11 大 林 組 阪 神 電 鉄 元 町 地 下 1,328

14 阪 神 電 鉄 梅 田 駅 地 下 5,682



阪神電鉄 梅田駅( 昭和14 年)

東京地下鉄 浅草駅

(昭和6 年)

第3 節 鉄 塔 そ の 他

当社は、 明治の末ごろから各種の鉄塔・鉄柱・鉄構等の製作を手がけたが、

大正年間は艦船工事繁忙のため受注は少なかった。 昭和になってからは、 積

極的に設計および工作について研究を重ね、 鉄道省・各都市電気局・諸会社

などから相次いで受注するようになった。

1, 鉄    塔

産業 の発達につれて電力の必要度が高。まり、 大規模な火力・水力 の両発電

所が建設されるに至ったので、 送電線鉄塔や、 その他の鉄塔の需要が激増し

てきた。 当社が製作した鉄塔は4,000 基を越えたが、 そのうちお もなものは

次の通りである。



主 な 鉄 塔 製 作 実 績 昭和3 ―28 年

年 次 注 文 主 用 途 基 数 鋼 材(T)

昭和3~5 京 阪 電 鉄 送 電 線 247 6工8

〃 湘 南 電 鉄 〃 1,243 3,240

4 阪 神 電 鉄 〃 91412,285

グ 南 海 電 鉄 〃 93 250

4～8 京 都 電 灯 〃 162 477

8 吉 野 川 木 力 電 気 〃 1641425

10 合 同 電 気 ガ ン ト リ ー・タ ワ ー 31 88

〃 鉄 道 省 照 明 灯 11141

12 〃 送 電 線C 信濃川・東京間) 45 234

28 京 阪 神 急 行 電 鉄 照 明 灯( 西 宮 球 場) 6 154

京 都電灯 送電線鉄塔

(京都山科)( 昭和4 ～8 年)

新潟放送局鉄塔

(昭和6 年)

昭和の初期から放送事業が急速に発達し、 ネットが全国に及ぶようになっ

たので、 昭和6 年(1931) から同12 年(1937) までに、 新潟・秋田. 高知・

福井・徳島・前橋・浜松・長崎. 宮崎・鳥取などの各放送局から受注した鉄

塔は20 基( 鋼材413  T)に及んだ.



浜松放送局 鉄塔( 昭和8 年) 京阪神急行 西宮球場

照明灯鉄塔( 昭和28 年)

2。鉄    柱

昭和の初めごろからの国鉄および私鉄の電化や、 各都市の電車線路の延長

などのため鉄柱の需要が澂増し、 昭和10 年(1935) ごろまでに10,000 基を越

える鉄柱を製作した。 そのおもなものを表示すれば次頁の通りである。

鉄 構 工 事 の こ と  

山 浦 亀 市

私は大正9 年入社以来30 有余年、 国内各

地を初め朝鮮・台湾・満州など外地の鉄構

工事に従事し た。 大正から昭和の初めごろ

までは、 橋梁・水圧鉄管・鉄骨 などの社外

工事をするときには、 その土地の親分から

「挨拶」を求められる慣 習があった。 これは

昔からのならわしで、 これをやらない と工

事の進捗にいろいろな支障をきたし、 竣工

が遅れる心配があった。 理屈としては全く

笳 の通らぬ話で、 いやな俗習であったが、

社外工事 にはつきものであった。 しかし、

私たちはこんな特殊な慣習にうとかったし、

割切れないものもあっ て、し ばしば「挨拶」

の機会を逸し、 よくト ラブルが起った。

昭和3 年、長野県へ阪根(繁三郎)さ ん( の

ち造船設計副部長) が水圧鉄管工事のため

200人余 りの工員を連れて行き、工事準備を

完了して第一番管の巻上げをすませた時に

土地の親分が 「俺に挨拶しない、 仁義 を切

らないで俺の縄張 りで仕事をする気か……」

と凄くからんできた。 当時、 川崎 の鋲打・

取付・鉄木などの職種には、 軍隊帰 りで腕

っ節 の強い 連中も沢山いたが、 これらの親

分や子分は、 背中一面に入墨をしていて、顔

や腕には刀傷のあるような手合ばかりであ

ったし、 こちらがまともな人間であるだけ

にごうにもならなかった。 阪根さんは工期

が長びいては会 社の信用にもかかわるので、

何よりも会社大事と考えて目をつむって親

分のところへ挨拶に行った。 玄関を入ると



槍・刀 剣・鉄砲などがずらりと並 んでい る

その異様な風景にはど肝を抜かれたが、 と

にかく 「挨拶」 で意志が通じ たので工事は

順調に進んだ。 その後は、 親分は、 こちら

が頼みもし ないのに時 々現場を見まわりに

来た りして好 意を見せたが、 いつも子分を

5 ～6 人従え、 ピストルを携帯していた。

昭和10 年に台湾 銀行本店の鉄骨工事のた

め、 私が単身で台湾 にいったとき も同じこ

とがあり、 古い 「仁義」 の慣習に手 を焼い

た。 当時、 川崎 の鉄骨組立と鋲打 ちとは業

者間でも定評があって、「鋲の川崎」と呼ば

れ、 船でも鉄構工事でも日本一 だとすら言

われていた。

そこで、 私は親分に「日本人 の技術の優

秀なことを外地で示したい。 台湾 くんだり

まで来て、 同じ日本人のあなたから水をさ

されては仕事がやりにくい。 立派な仕事を

精一ぱいやりたいのです」 と肚を割って話

したところ黙々として聞い ていた親分は、

「うん」と言っ たきりで、 その後は何の妨害

もし なかったが、 組立が完工して台湾を離

れるまで薄気味が悪くて困った。

あらゆる暴力が否定され追放されようと

し ている今 日と較べて、夢 みたいな話です。

実を言 うと、 仕事には絶対の自信があった

が、「仁義」 には全く自信がなかった。

(もと造船工作部一等工士)

主 な 鉄 柱 製 作 実 績 大正14 一 昭和10 年

年 次 注 文 主 用 途| 型 式 基 数

187

鋼 材(T)

大正14~15 京 都 電 灯 配 電 線l 四 角 鉄 柱

昭和3~6 神 戸 市 電 気 局 電 車 線 〃 574 317

4~5 参 宮 急 行電 鉄 〃 〃 1,318 1,200

4~8 京 阪 電 鉄 〃 門 鉄 柱 そ の 他 1,216 1,094

6～8 昭 和 電 気 工 業 日本水黽送電線 四 角 鉄 柱 772

一 一 一一-

207

.-.

6

461

6~10 京 都 市 電 気 局 電 車 線 丸 鉄 柱 430

7 神 戸 市 電 気 局 送 電 線 B 型 丸 鉄 柱 5

7 大 阪 市 電 気 局 電 車 線 四 角 鉄 柱 35 31

7~9 〃 〃 丸 鉄 柱 439 230

8 神 戸 市電 気 局 送 電 線 1 型鉄柱その他 22 10

8 京 阪 電 鉄 電 車 線 丸 鉄 柱

四 角 鉄 柱

38 32

8 阪 神 毟 鉄 〃 120 165

8 昭 和 電 気 工 業 日本 水電送電線 丸 鉄 柱 5 4

8~9 鉄 道 省 毟 車 線 四 角 鉄 柱 1,C98 840

9 阪 神 電 鉄 〃 丸 鉄 柱 114 54

10 東 邦 電 力 送 電 線 〃 300 220



前表のうち、 鉄道省から受注の鉄

柱はいずれも亜鉛鍍金のボルト締め

であった。 電気溶接技術の進歩に伴

い、 昭和4年(1929) ごろから電気溶

接鋼板丸鉄柱を製作するようになっ

たが、耐久力に富み、風圧が小さく、

外観とスペースなど、 都市の電車線

路用鉄柱として好評を愽した。

参宮急行電鉄 架構( 昭和4～5年)

3. 屋 外 鉄 構

屋外鉄構の製作は約100 ヵ所に近く、 そのおもなものは次の通りである。

主 な 屋 外 鉄 構 製 作 実 績 昭 和3 ―23 年

年 次 注 文 主 施 工 場 所 数 量 鋼 材(T)

昭和3 京 都 電 灯 堅 田 変 電 所 一 式

4 京 阪 電 鉄 高 槻 変 電 所 〃 128

〃 大 阪 市電 気 局 九 条 開 閉 所 〃 50

5 金 沢 市 電 気 局 増 泉 変 電 所 〃 45

〃 参 宮 急 行 電 鉄 三 本 松 変 電 所 〃 55

〃 〃 美 野 波 多 変 電 所 〃 50

〃 〃 布 引 変 電 所 〃 58

7 伊 予 鉄 道 八 幡 浜 線 変 電 所 3 ヵ 所 135

8 高 知 県 電 気 局 仁 淀 川 発 電 所 一 式 46

〃 矢 作 水 力 岡 崎 および美 合 変 電 所 6 ヵ 所 98

9 合 同 電 気 桑 名 変 電 所 4 組 88

〃 山 口 県 電 気 局 宇 部 ・ 徳 山 変 電 所 一 式 132

10 日 本 電 力 伏 木 変 電 所 〃 75

12 日 本 水 電 川 内 発 電 所 〃 86

17 阪 神 電 鉄 広 田 変 電 所 〃 100

23 日 本 発 送 電 尼 崎 変 電 所 〃 50



京都電灯 堅田変電所( 滋賀県)

屋外鉄構( 昭和3 年)

第4 節 鉄   管

主として水道鉄管お よびその他の電気溶接鋼管を製作したが、 全国にわた

る発注元からおびただしい数量を受注した。

参照……第10章 第1節 水圧鉄管

1. 水 道 鉄 管

電気溶接技術が初期の段階にあり、しかも一般に実用化されていなかった

明治時代には、 鋳鉄の水道鉄管を多数製作したが、 大正年間は新造船工事が

多忙のため鉄管製作に応じられなかった。 電気溶接をこの分野に採り入れる

ようになったのは、 その技術も進歩し一般の信頼度も高まってきた昭和4 年

(1929) ごろからであった。 電気溶接鋼管は鋳鉄管より品質が優秀であり、価

格も低廉なので、 各都市の水道用として歓迎された。

水 道 鋳 鉄 管 製 作 実 績 明治4レ ー44年

年 次 注 文 主 用 途 数 量( 本) 銑 材(T)

明 治41

一一―- 一一

43

44

大 阪 市

〃

〃

上 木 道

〃

〃
....

2,942

1

,

2 0 0

. . . . . 皿 皿 - -

1

,

0 0 0

. . . . . r . 一 - - . 7 -

. . a . . . . . . . W ¬

電気溶接もしだいに経験を重ね、 相当の実績を持つに至ったが、 さらに生

産設備を新たにして、 次のように東京市を初め各都市の水道鉄管を製作した。



主 な 水 道 電 気 溶 接 鋼 管 製 作 実 績 昭和5 ―28 年

年 次 注 文 主 用 途 直 径(mm) 鋼 材(T)

昭和5 台 北 市 上 水 道 610 140

6～7 東 京 市 〃 1,100～2,800 3,529

7 大 阪 市 〃 318 ～420

_____._.__._

600

36

_____

236

〃 関 東 庁 〃

〃 朝 鮮 密 陽 邑 〃 150～250
14

----- ・- ―‥ 一一-

70

-‥ ‐

85

〃 朝 鮮 鉄 原 邑 〃 75～200

〃

. . - . ふ . . . 亠 - 一 四 y 皿 W . 7 -

〃

岡 崎 市 〃 500

広 島 市 〃 450 42

136〃 岐 阜 市 〃 500～550

〃 福 知 山 市 〃 350～450 53

60
〃

-...-..-......-...

8

〃

― 一 一-一 一

〃

9

〃

呉 海 軍 工 廠 〃

東 京 市 〃 1,100～2,300 4,350

鶴 岡 市 〃

〃

〃

200～400 240

浅 野 物 産 500

700～800

107

神 奈 川 県 1,200

鹿 児 島 市 〃 150～500

1,300

100

〃 日 本 窒 素 〃 380

10

12

東 京 市
〃

ー _ _ _ . … _ _ _ . _ . _ . . _

〃

30

大 阪 市 420 174

28 富士 製鉄( 広 畑) 〃 200～500 51

ダ 東 京 都 〃 1,800 698

東京市から受注の水道鉄管は、 完工に前後数年を要した大工事であった。

昭和6 年(1931) の中ごろから、 一般に縦接ぎには当社創案の直線式自動溶

接法を用い、円周接ぎには手溶接を用いたが、 戦後はすべて自動溶接法を用

いるようになった。 製作した鋼管は施工現場に送られ、 注文主鬪で工事を行

なうのが普通である。東京市の水道鉄管は直径2,100mm 以下のものは、鍔付

接手で鉛衛帯を入れ、そのまま現場に敷設されたが、 直径2,800nlm のものは

水道電気溶接鋼管としては類例を見ない大口径のもので、 管端に鍔がなく、

当社が現場で于溶接をしたのである。



東京市 水道 電気溶接鋼管

(昭和6 ～7 年)

関東庁 水道電気溶接鋼管

(昭和7年)

2 そ の他 の 鉄 管

明治の末 ごろ に製作し た鋳鉄管 には次の ものかお る。

ガ ス 鋳 鉄 管 製 作 実 績 明治41-44 年

年 次i 注 文 主 ゜ 用 途| 数 量( 本); 銑 材(T)

明 治41

一一一一

43

44

大 阪 瓦 斯 ガ ス 誘 導 1,200

-
1,000

一一

神 戸 瓦 斯

一 一 一 一一 一一一 一一 - 一 一

〃

-.a...

〃i

1,000

前項の水道電気溶接鋼管以外にも、 当社では鋼管を電気溶接によって製作

してきたが、 そのおもなものを示せば次の通りである。



電 気 溶 接 鋼 管 製 作 実 績 昭和6-9 年

年 次 注 文 主 用 途l 直 径 数 量 鋼材(T)

28

65

昭和6 日 本 石 油 ガ ス 誘 導 181n

12～14in

2(Mm

6～7 浅 野 物 産 ウ ェ ル ケ ー シ ン グ 570ft

7 三 井 染 料 工 場 蒸 気 管 355mm 10 本

〃 三 池 工 業 所 サ ン ド ・ ブ ラ ッ シ ン グ 管 61n 5 本

〃 臨海土本工業所 ドレ ッジャー吐 出管および吸入管 20～22in 一 式

8 大 林 組 阪 神 地 下 鉄 鉄 樋 1,500mm

9 新 大 阪 ホ テ ル ウ ェ ル ケ ー シ ン グ 113m

臨海土木工業所 ドレッジャー用 電気溶接鋼管( 昭和7 年)

第5 節 タ ン ク 類

タンク類の製作については長い経験により海軍・瓦斯会社・油会社なごの

信頼を得、 この方面からの受注量はきわめて多く、 製作実績を重ねてきた。

1. ガ ス タ ン ク

ガスタンク、 ガス発生装置そめ他ガスエ場備晶などの製作数は80 基を越え

ているが、 容量50 万ft3以上のガスタンクをあげると次の通りである。



k..

ガ ス タ ン ク 製 作 実 績(50 万ft3 以 上) 明 治38 ・一 昭 和25 年.

....
rl

_
年

_‥

そ夕_ 注_ 文_ 主i 容

…_ ―

皿__ 基 数 ■

‥

据

‥

ヶ_ 場 所

明 治381 大 阪 瓦 斯1100 万ft31 岩 崎( 大 阪 市)

41

44

μ

45

大 正7

l..,

14

15

昭 和2

〃

〃

.1....

3

グ

〃

〃

6

10

〃

-.-...

11

13

〃

14

〃

〃

24

25

-........

〃 200
-‥-‥
50

100

1 〃( 〃)

京 都 瓦 斯 1 京 都 市

〃 1
-...

1

1

1
___

1

〃

-―‥一一〃...

神 戸 市神 戸 瓦 斯 〃

一一 一

〃

300

--....

200

一一- 一一一一一

300

50

〃

200

50

..... ¬

120

100

200

〃

100

-J-..一一- ―....

〃

...,.

300

50

300

50

〃

〃

グ 〃
______._

舎 密( 大 阪 市)

岩 崎( 〃)

大 阪 瓦 斯

〃

神 戸 瓦 斯 1 葺 合( 神 戸 市)

浪 速 瓦 斯
1

‥ 一 一 ‥ 一一― -

1

神 崎 川( 大 阪 府)

堺 瓦 斯 堺( 〃)

♂.....
今 里( 大 阪 市)

‥- ‥
打 出( 兵 庫 県)

京 都 市

大 阪 瓦 斯

神 戸 瓦 斯

1

一一 一 一-

1

京 都 瓦 斯
1

__

1

1

- ―一一- ・一一一 一 一 一

1

.-. ¬

1

1

大 阪 瓦 斯

..-....... ¬

〃

野 江( 大 阪 市)

大 宮( 〃)
..J.....

岩 崎( 〃)〃

神 戸 瓦 斯 西 宮( 兵 庫 県)

〃

〃

尼 崎 瓦 斯

神 戸 市

1

1

〃

尼 崎( 兵 庫 県)

大 阪 瓦 斯

......-a-.

浪 速 瓦 斯

山 陽 瓦 斯

1

- 一 一 一一

1

酉 島C 大 阪 市)

神 崎 川( 大 阪 府)

1 明 石( 兵 庫 県)

神 崎 川( 大 阪 府)大 阪 瓦 斯 1

〃130011 酉島( とりしま)(大 阪 市)

明治38 年(19  0 5)に設 置された大阪瓦 斯の100 万ft3 ガスタ ンクは、ド イツ

からの輸入加工 鋼材を用い、 現場組立 を行なっ た当社 最初の ものであ る。 こ

れは、 大阪 瓦斯で地 もとの業者 に施工させ たが成功し なかっ たため、 同社 か

らの依頼 を受 け当社 が完 工した のである。 こ の関 係でさら に200 万ft3 ガ ス



タン ク( 明治41 年) を受注し たが、

これ も鋼材 はイギリ スから の輸入

加工材に よっ たものである。 その

後 の ものは全部 が当 社製で、 ガス

タン クが腐食しや すい点を考慮し

て用いた アームコ鋼板( 低炭素鋼)

は、 称賛を博し た。

大阪瓦斯舎密300万ft3ガスタンク

(大正14年)

2。油 夕 ン ク

油タ ンクの製 作は大 正末期に始 まるが、 その数350 基にのぼっ てお り、 昭

和3 年(1928) 呉 海軍軍需部 から受 注の ものは62 基( 直径38m ×高12.85m

鋼材37,200T) で、4 ヵ年 に わたる大工 事であった。 なお、 次頁実 績表中 ラ

イジ ングサン石油 から受 注 の油 タン ク類はす べて支給輸入 加工材を用い、 組

立・据付 を施工し た。 容量1,000T お よび1,000kl 以上 のものは次の通 りで

ある。

ライジングサン石油( 神戸) 3,000 T 重油タンク( 昭和7 年)



油 タ ン ク 製 作 実 績(1,000T ・1,000k1 以上) 大 正12 一 昭 和29 年

年 次 注 文 主 用 途 容 量 基 数

大 正12

- 一一-

13

-ヽ - 一一一

昭 和3

-i..... 一一一一一

4

.-.............-...

当 社 葺 合 製 鈑 工 場 重 油 タ ン ク29,000 石j2

¶..r
¶....

ラ イ ジ ン グ サ ン 石 油! 石 油 タ ン ク4,000T1

呉 海 軍 軍 需 部. 重 油 タ ン ク112,000 〃5

呉 海 軍 建 築 部 ゛ 〃112,000 〃:15

-,-...一一一一一一_...._.___._||

〃 ラ イ ジ ン グ サ ン 石 油 石 油 タ ン ク1,000 〃11

〃

- 、.M ¬ ・

5

〃

6

〃i 重 油 タ ン ク5,000 〃1

....
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呉海軍軍需部 全電気溶接50T

揮発油タンク ( 昭和8 年)

スタンダ ード石油( 神戸) 10,000 T 軽油 タンク

(昭和8 年)



第5 章 蒸気往復機関および蒸気タービン

第1 節 蒸気往復機関

当 社は発足 の当初から、 すでに自社 建造船に装備

す る主 機関や その他の諸機 械一式を製作 するほか、

陸 舶用諸機械 な どは、 社 外からの注文 にも応ず るこ

とのでき る態勢 にあっ た。 特に蒸気 往復機関の製作

は造 機工事の中 枢をなし ていて、 後 日蒸気 タービン

お よびディ ーゼル機関 に舶用主機 の王座を譲 るまで

約40 年間に わた り2 段膨張機 関116 基 約16,543  HP 、

3 段 膨張機 関292 基 約726,057HP 合 わせて408 基

約742,600  HP を製作し た。

用崎造船所広告

(明治19 年)

1. 2 段 膨 張 機 関

創業後 まだ 日の浅い ころ の建造船はト

ン数300G.  T・速力10]in 前後 のものが大

多 数で、 主機関 も圧力130 lb/in2 ( 9.15

kg/em2) 内 外の飽和蒸気 を使用す る最高

400HP 程度の2 段 膨張機関を主 とし て

製作し た。 その後、 建造船舶 が漸 次大型

とな り、 速力を増す につれて、 機 関の製

昨は2 段膨張からし だいに3 段膨張機関

に移 っていっ た。
小蒸気船用2 段膨張機関( 明治30 年)



「加茂川丸」用3 段膨張機関( 明治26 年)

F伊予丸」用3 段膨張機関 ( 明治30 年)

2。 3 段 膨 張 機 関

当社建造 の商船に初 めて3 段膨張 機関 を装

備し たのは、 明治22 年(1889) 竣工の 大阪 商

船「加茂川丸」であっ たが、その機関は 外国 製

のものであ った。 このころからし だい に3 段

膨張機関装 備の船舶が多く なって きたので、

当社 ではこの 傾向 に応ず るため製 作態勢 を整

え て、 明治26 年(1893)  3 月に3 段膨 張機 関

の第1 番機を完成し た。 本機は シリンダ ー直

径13 1/2〃×22〃×36〃・行程24〃で試運転時に

は160 ｌb/1n2(11.2 kg/cm2)の飽和蒸気を使用し

て104rpm 出力445HP の成績をあげた。 そこ

で、 すでに就 航中の「加茂川丸」の機関 を改め

て、上記当社製第1 番機と換装したが、これに続く「緑川丸」・「龍田川丸」の

両船にも、 それぞれ当社製3 段膨張機関の第2 番機・第3 番機を主機関とし

て採用した。 その後、 明治30 年(1897) に建造した造船奨励法最初の適用船

「伊 予丸」 の 主 機 に も878HP の3 段

膨 張 機 関 を 装 備 し た。

明 治38 年(1905) か ら 翌39 年 に か

け て、 駆 逐 艦 の 主 機 とし て 低 圧 シ リ

ン ダ ー2 個 を 持 つ、 高 回 転 ・3,000

11P の3 段 膨張 機 関C シ リ ン ダ ー直 径

201/2〃 × 311/2〃×34〃×34〃行程18〃)

10 基 を 製 作 し、 さ ら に 通 報 艦 「淀」

そ の 他 艦 艇 用 とし て1,000 ～3,000

HP の 機関 数 基 を も製 作 し た。

明治41 年C1908) に 「三 島 丸」 と

「宮 崎 丸」 に 装 備し た 機 関( シ リ ン ダ

ー直径25〃×41　1/2〃×69グ行程48〃)

け、 当 時 とし て は 殆 ど 最 高 限 度 に 近

い 圧 力 の2 0 0 lb/in'2 (1 4 kg/em2 )の 飽



和蒸気 を使 用して、 出 力4,500HP をあ げた。

さらに大 正2 年(1913) 製作 の「鹿島 丸」 用主 機の出力 は4,940  HP、翌3 年製

作の 「八阪 丸」 用主 機の出力 は5,200 JHP と、 と もに当時飽 和蒸気使用の3 咬

膨張 機関 とし ては最高水準 のものであ った。 しかし このころから過熱蒸気 使

用 の機関がし だいに多く なり、 ピス トンのパ ッキング・リ ングまた はピスト

ン・ロ ット の衛帯部に特 殊の装 置を必 要とす るようになった。 この ため、 当

社は同2 年 に英国 アレ ン・ア ンド 。シモ ンズ社(Allen ふSimons Co.) からピス

ト ンお よびピ スト ン・パ ッキン グ・ リングの製 作について、 まヽた同 国カルビ

ル・エ ンジ ュアリ ング社 からピ スト ン・ロット用の コープランド(Copeland)

式 金属衛帯の製作について、 それぞれ技術を導入した。

コ ープランド式ピスト ン棒衛帯( 大 正3 年)

アレノ式ピストン衛帯

(大正3 年)

「大元丸」用3 段膨張機関( 明治32 年) 通報艦「淀」用3 段膨張機関( 明治41 年)



大正4 年建造の 「は るび ん丸」・

「豊橋丸」・「徳山丸」の主 機には、い

ずれ4j アレ ン式 ピ ス1ヽ ン・パ ッキン

グ・リン グとコ ープ ランド式 金属衛

帯 を使用し て成績 がよかっ たので、

以 後の過熱 蒸気機関製 作にはこ れら

の装 置を採 り入れ た。

大正3 年(1914) に突 発し た第1

次 世界大戦 は世界的 に船腹不足 を招

き、 わが国 の各造船所 にかって ない

活 況を もたらし た。 当 社では、 こ の

情 勢に応じ て、9,lOOD.W.T. 型貨物

船 を主 とす る大量 のスト ッ ク・ ボー

ト の急 速建造 に着手し、 造 機工場で

は3,800HP 、3 段 膨張機関 の量産 に

全力 を集 中し た。 大正7 年(1918)

30 日間の短期急速 建造の新記 録を樹立し、内 外造船業界に センセ ーションを

巻き 起し た9,100T 型 貨物船[ 来福丸] に も、 この3,800HP 型 機関を装備し

たほか、 日米船鉄交 換契約に よって、 鋼材 とバータ ーし た貨物 船に も、 す べ

てこの型 の機関 を装備し た。 この前後 を通じ て、3,800HP 型 機関の製作は合

計77 基の多 数にのぼ り、当 社製3 段膨張 機関 の うち、 同型 機関製作の最 高を

記録し た。

その後、 戦局 が終 末に近 づい て もなお船 舶の需要が強い ので、 当社 はさら

にスト ック・ボ ートの建造 を続けた。 続 行建造船 のうちには従来 よりもさら

に大型の10,000  T型「ばるち もあ丸」以 下9 隻 があ ったが、その主機 にタ ービ

ンを使用し たのは2 隻 のみで、あ と7 隻 は5,100 HP 型 の3 段膨張 機関であっ た。

一 方、 この ころ 建造の艦 艇にはすで に蒸気タ ービンが主 機とし て多く 採用

さ れてい たが、 特務艦 の うちには、 なお 往 復機関を装備 するもの もあ った。

大正9 年(1920) 建造の[ 能登呂] ・「知床」・「襟裳」 並び に同12 年 から翌

13 年に建 造の「隠戸」・「 間宮」には、い ずれ も当社製高出力 の3 段 膨張機関

が採用さ れた。 明治の終 りごろ から大 正時 代に かけ て製作し た、 商船お よび

艦艇用3 段 膨張機関の うち、 代表 的な ものを表示す れば次の 通 りであ る。

量産中のストック・ボート用機関( 大正5 年)



3 段 膨 張 機 関C 主 機) 製 作 実 績 明治41 一 大正12 年

年 次
シ リ ン ダ ー(in) 蒸 気 圧 力

(1b/in2)

1 基 出 力

(HP)

回 転 数

(rpm)
装 備 艦 船

高圧径×中圧径x 低圧径/行程

明治41125×411/2×69/48 200 4,465 95 三 島 丸

〃 〃 〃 4,416 93 宮 崎 丸

大正2 27 ×451 ×76/54 〃 4,940 79 鹿 島 丸

3 28 ×47 ×79/51 〃 5,208 83 八 阪 丸

4 26×431 ×73/48 〃
4,168

..-

3,759

83 は わ い 丸

5 26 ×431 ×72/48 〃 80 ム や む 丸

6 〃 〃 3,778

3,154~4,054

5,363

78 び る ま 丸

5~10 μ 〃 80~90 第391号船以下75隻

9 29 ×48 ×80/54

...... 〃
¶.一......

〃

〃 86 能 登 呂

〃 〃 5,Ⅱ5 82 知 床

〃 〃 〃 5,360 82 噤 裳

10~11 28×461・×78/54 〃 5,089 80 ばるちもあ丸以下7隻

11 29×48 ×80/54 220 5,966 80 隠 戸

12 28×461 ×76/54 〃 5,501 ― 間 宮

第1 次 世 界 大 戦 に よ り 空 前 の 活 況 を 呈 し た 海 運 界 も 、 大 正9 年(1920) ご

ろ か ら 、 よ う や く 下 降 の き ざ し を 見 せ 始 め た。 大 正5 年(1916) 以 来 約6 ヵ

年 に わ た る ス ト ッ ク ・ ボ ー ト の 建 造 も、 同11 年(1922) に は 殆 ど 全 面 的 に 停

止 す る に 至 っ た。 ま た 舶 用 蒸 気 タ ー ビ ン お よ び デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 進 出 も 影 響

し て 、 蒸 気 往 復 機 関 は 大 正 時 代 の 終 り に は つ い に そ の 跡 を 断 つ に 至 り 、 特 務

艦 「 隠 戸 」 ・ 「 間 宮 」 の 機 関 が 、 は か ら ず も 当 社 蒸 気 機 関 製 作 史 の 最 後 を 飾 る

も の と な っ た。

第2 節 蒸 気 タ ー ビ ン

明 治40 年(1907)1 月 、 当 社 は 米 国 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ カ ー チ ス ・ マ リ

ー ン ・ タ ー ビ ン 社(lnternatjonal C drtjs Marine Turbine Co.) と カ ー チ ス 型 舶 用 衝

動 タ ー ビ ン の 製 作 技 術 導 入 に つ い て 契 約 を 結 び 、 以 来 蒸 気 タ ー ビ ン の 製 作 に

進 出 し た 。 当 時 、 蒸 気 タ ー ビ ン は 、 国 外 に お い て も 開 発 後 ま だ 日 が 浅 く 、 ま



し て国内で は舶用の分 野に進出 の態勢 にあった のは、 当 社のほか に海軍( カ

ーチ ス型) と三 菱長 崎造船所( パ ーソ ンズ式) の みであった。 この両者 とも

技術提携契 約を結 んで 間のない ころであ り、 陸用の面 では、 三菱 長崎造船所

(パ ーソン ズ式) と芝浦製 作所( カ ーチ ス型) の2 社 が導 入技術 によって、

主とし て発電 用タ ービ ンの製作 を目標 とし て動 き始め たころ であっ た。

当 社は、 イ ンタ ーナショナル・カ ーチス・ マリ ーン・ タ ービ ン社 との契約

に基いて、 技 術員 を同社 に派遣す るとと もに、 米国 フォ アリバ ー造船 所から

ショ ー(J. C. Shaw)技師 を招い て新 技術 の修得に 努めた。 たま たま当 時、 海軍

は計画中の戦 艦お よび巡 洋艦の主機 とし て、 カ ーチ ス(Curtis) 型蒸気 タ ービ

ンを採択す ることに決定し、 当社 がその製 作を受 持つ こととなって、 タ ービ

ン製作 はきわ めて好 調に スタ ートし た。

続いて明治44 年(1911)6 月、 当 社は英国 のジョン・ ブラ ウン社(John

BrownCo.) とカ ーチス型蒸気 タ ービ ンの製作につい て、 さらに広範囲 な技術

提携契約 を結んだ。 同 社は英国 造船所 とし て、 その名は古くから内 外にあ ま

ねく知ら れていた。 また独自の設計 によるブ ラウン・カ ーチス型蒸気 タ ービ

ンの製作 技術は高く評価 されてい た。 当社 は常時数 名の技術員 を同 社に駐在

させ たが、前後 約10 年 間にわた る彼我の提 携による技術上 の収獲は きわめて

大 きかった。 ジョ ン・ブ ラウン社 との技術提 携を最後 とし て、 タ ービン製作

につい ては外国技 術依存から 脱却し、 その後は もっ ぱら海軍制式 艦艇用タ ー

ビ ン製作 に力 を注い で、 独 自の技術 養成に努 めた。

第2 次 世界大戦 の直 後、 い ちはや く画期的な高性 能川崎式 タ ービン を生 み

だし た当 社の技術 は、 すべて この間 に培 われ たのであっ た。

1. 艦  艇  用

明治44 年(1911) から 昭和20 年(1945) までの約35 年問に、当社 で製作し

た艦 艇用タ ービ ンは190 基 約300 万HP に達し たが、そ の大多 数は海 軍からの

注文に よるものであっ た。

(1) フォア リバ ー・ カ ーチス 型( 明治 時代)

こ の型 のタ ービ ン製 作は、 戦 艦 「河内」 用の2 基 を初め、 二 等巡 洋艦 「筑

摩」・「平 戸」用 の各2 基お よびそ の他 を合 わせて10 基88,800HP に及 び、当



社が蒸気 タ ービ ン製 作に進出し た最 初の も

のであっ た。 第1 番機「河内」用 の2 基 は、

米 国フ ォアリ バー造船所 の設 計図面 によっ

た。 これはカ ーチ ス型独自 の前進 翼車数段

と、 これに続 く低圧部の ドラ ム段お よび後

進段 落の翼 車をすべて1 軸に配し、 この軸

を単一シ リンダ ーの両端 軸受 間に 支えてい

て、 軸の回 転はその まま艦の推 進軸に直結

す る12,500  HP ・ 265 rpm ・ 単筒・低速・無

減速型 タ ービンであ った。 シリン ダー軸受

中心間 の距離は6,940  mm 、翼車の節円径 は

3,581 ～3,660mm で、 今日の技 術から見 れ

ば出力 にふさ わし からぬ膨大 な構造の もの

であ った。
「平戸」タービン積込C 明治45 年)

「平戸」タービ ン積込( 明治45 年)

このタービンは当社において陸上試運転ののち、横須賀工廠で戦艦「河内」

に装備され、 続いて製作した第2 番機は、 佐世保工廠で二等巡洋艦 「筑摩」

に装備された。 それぞれ海上運転の成績がきわめで良好であったので、 艦政

本部長から松方社長に対して、 次のような異例の賞状が授与され、 従業員の

士気は大いにあがった。
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社 長 松 方 幸 次 郎 殿

海軍中将従四位勲三等功三級

海軍 艦政本部長 松 本  和 印

帝国軍艦河内及筑摩の公試運転は、這般孰れも良好の成績を以て之を終了す

るを得たり、 惟ふに本邦に於ける舶用カーチス・タービン機械の製造は、貴社

の手に成れる前記両艦装備のものを以て其嚆矢とし、之が経営亦蓋容易ならざ

るものありしならかも、 茲に公試に於て豫期以上の良乗を挙げられたるを見る

は、邦家の為め欣喜に堪へざると同時に、 我が工業界の一進歩として慶すべき

事なりとす、 乃ち此の機会に於て貴下並に貴社関係諸氏の尽瘁を多とし、 深く

満足の意を表すると共に将来益々力を斯業の発展に致されむことを望む。

フ ォアリ バー造船 所から来 社し ていた ショ ー技師 は、 前記3 艦6 基の ター

ビ ンの設計 ・工作両 面に わたって懇切 な指導を惜 しま なかった。 特に その薀

蒂を 傾け た設計に よって、 当 社は実験 用タ ービン1 基 を試作し たが、 この夕

- ビ ンに よる実験 の結果に基い て、 新 たに実用機4 基を全 く当 社の自力に よ

って設 計 ・製作し得 るまでに至 らしめ た同 氏の努力 は、 並 々ならぬものがあ

った。

シ ョ ー技師 の設計に よって製作し たのは、 シ ャムの駆逐艦 ″SUAKAMRON-

SiN " の主機3,300  HP 2 基と、 義勇 艦 「さかき丸」 の主機6,100HP 2 基の4

基であ った。 い ずれも直 結式単シ リンダ ー型 の低速 タ ービ ンで はあ った が、

翼車 は従来の鋼 板製リ ベット打 ちの組立式 構造から一 体鍛造総仕上式 のもの

に改め、 あ るいは 低圧部 最終段近 くの翼に反動 を加味する翼列 を採 り入 れる

な ど、 その着想を きわめて積極的に織込 んだものであ った。

(2) ブ ラウン・ カ ーチス型( 大正時代)

明治44 年(1911) 、 英国 ジョン・ブ ラウン社 と技 術提携をして以来10 余年

間は、 もっぱ らブ ラウン・カ ーチ ス型 タービ ンの製 作を続け た。

大正4 年(1915) 建造の巡洋 戦艦 「榛名」 にその第1 番機 を装 備し たが、

これ はタ ービ ン1 基の出力 を高圧 と低圧 とに分け、複シリン ダー型 に設 計し、

艦内 の据 付けは左右両 舷と も高圧 シリン ダーを外側、 低圧 シリンダ ーを内 側

におヽ いた。 高 圧・低圧 それぞれ1 本 の推進軸に直 結させ、 両 舷2 基の タービ



ン に よ っ て4 軸 の 推 進

軸 を 直 結 駆 動 す る 様 式

と し た 。 高 圧 シ リ ン ダ

ー の 蒸 気 入 口 圧 力 は

2 3 0 lb/in2 (16.2 kg/cm2) 、

低 圧 シ リ ン ダ ー に 連 な

る 復 水 器 の 上 部 真 空 は

27. 81n (705mm) 、 高

低 圧 を 合 わ せ た1 基 の

出 力 は3  2,000  HP で あ

っ た 。

続 いて大正6 年 建造の戦 艦「伊勢」 の主 機は 榛` 名二 と同し様式 であ った

が、 「伊勢」 に はタ ービン のほかに、 高・ 低2 筒の小型高 速の巡航 。タービ ン

を片舷に1 基 ずつ、 減 速装 置を介し て主 機低圧シリ ンダーの船首端 に連結し

艦 の低速航 行時の性能 を著し く高めるこ とができた。

「 榛名」タービ ン積込 ( 大正4 年)

「伊勢」 タービ ン配置略図

大正5 年(1916) 製作の駆 逐艦「時津風」 のタ ービ ンは、 推力 軸受部に 初

めて ミッチェル型 推力 軸受 を採用し たが、3 軸構成の推 進軸に対応す るため

に、 主 タービン1 基 の出力27,000HP を3 シ リンダー( 高圧1 低圧2) に分

割し、 艦内 据付け、 各シリン ダーをそれぞ れ1 本ずつ の推進軸に直結し て配

置し たほか、 両舷の 低圧 タ ービ ン軸頭には減 速装置を介し て巡 航 タービ ンを

連結し た。

大正5 年 から同8 年 にかけて 舞鶴・横須 賀・佐世保 の各海軍工廠 で建造し

た駆逐艦 「谷風」(2 軸) 、二等巡 洋艦 「天龍」 ・「龍田」( と もに3 軸) の各



艦 に装備 のタ ービン8 基の うち4 基を当社 で製作し たが、 い わゆる オール・

ギ ヤード・ タ ービ ンの製作はこ のときが最 初であっ た。減速 装置を介入させ、

高・低圧 各翼車軸 の回転数 を推 進軸 の回 転数に数倍 する高速 とす ることがで

きる ようにな ったので、 タ ービ ンの形状を小型 化する とともに、 効率 を著し

「 河内」・「 榛名」・「 龍田」主タ ービン要目

装備艦

河 内

構 造 型 式
蒸気圧力

(kg/cm2)

定格出力

(HP)

シリン

ダ ー

シリンダー軸受中

心問距離×翼車の

最大節円径(mm)

回 転 数

(rpm)

タービ ン265

推 進 軸265

タービン285 ～295

推 進 軸285~295

単シリンダ ー型

(1 基=1 シリンダー)

推進軸直結

18.2 12,500
単シリン

ダー
6,940×3,660

榛 名

複シリンダ ー型
(1 基= 高低2 シリンダー)

各シリンダ ーそれぞれ推進
軸1 軸 と直結

16.2 32,000
高圧

低圧

7,550×3,500

6,800×3,500

龍 田

複シリンダ ー型

(1 基= 高低2 シリンダー)
減速装置を介して2 シリン
ダーが推進軸1 軸に直結

16.1 ・17,000
高圧

低圧

1,930×915

3,210×1,680

タ ービ ン

推 進 邨

高 圧3,080

低 圧1,890
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設計生活40 年 の思い出

川 面 長 男

明治36 年 に私が入社した頃は、 タービン

を製作してい なかっ た。 乗 国のフォアリバ

ー‘造船所と技術提携 をし て、 カ ーチス・ 夕

- ビ ンを製作するようになったのは日露戦

争(1904~1905) から後のことで、 明治43 年

に戦艦 「河 内」 のタービンを手がけたの

が最初でした。 米 国からゼームス・ シー・

ショ ー技師が来社して指導 に当っ たのもこ

の頃であっだ。 このタ ービ ンの成績が頗る

良好だっ たので、 海軍省から感状を貰った

のですが、 海軍からの感状…… と、 関 係技

師は大変感激して次への努力にふるいたっ

た。

この頃、 私はまだ年も若 くて タービ ン設

計 の重要な面に 直接携わるまでになってい

なかったが、 その後、 技術提携したブラ ウ

ン・ カーチス・タービンについては、 大正

9 年から4 年間技術修得 のため英国ジョン

・ブラウン社に派遣された。 私はタービ ン

については川崎のパイオニア一になりたい

との意気込みで、毎日毎日が忙しく、4 年問

の滞英は2 年ぐらい にしか思えなかった。

「河内」のタービンは今日のようなギヤー

ド・ タービンではなく、 直結式の図体( ず

うたい) の大 きなものだっ た。 最後の工 程

を終って陸上試運転の段階となっ たその前

夜から、 蒸気を少しずつ入れて機械全体を

温め、 その間に15 分位の間隔でタービンを

1 回転……また1 回転と、 モーターで夜 通

し回し続けて機械 を十分温めた上、 その翌



く 改 善 す る こ とが で きた。

減 速 装 置 の製 作 に つ い て 第1 に 必 要 とな っ た も の は、 大型 の ダ ブ ル ・ ヘ リ

カ ル ・ ギ ヤ ー切 削 用 歯 切 盤 であ っ た が、 初 め は そ の 設 備 が な か っ た た め、 減

速 歯 車 は 外 国 製 品 に 依 存 す る よ りほ か な か っ た。 そ の 後、 英 国 の パ ワ ー・ プ

ラ ン ト 社(Power Plant Co., Ltd.) 製 歯 切 盤 を輸 入し て、 大 正11 年(1922) 建 造

の 二 等 巡 洋 艦 「鬼 怒」 の 減 速 装 置 に 初 め て 当 社 製 歯 車 を 装 備 す る こ と がで き

た。 こ の 間、 タ ービ ン の高 速 化 に 伴 い、 翼 ・ 翼 車 ・ 翼 車 軸 な ど主 要 回 転 部 分

の設 計 基 準 に つ い て 研 究 を 進 め た 結 果、 設 計 ・ 工 作 の両 面 に お い て 大 い に 進

歩 を とげ た。

大 正11 年(1922) 、 ワ シ ン ト ン軍 縮条 約 の 成 立 に よ っ て、 戦 艦 「加 賀」 お

よ び 巡 洋 戦 艦 「愛 宕」 は 建 造 中 止 の 命 令 を受 け た。 「加 賀」 の タ ービ ン4 基

は、 陸 上 組 立 を 終 っ て本 艦 積 込 み 直 後 に、 「愛 宕」 の タ ー ビ ン は 設 計 を終 っ

た ば か り の とこ ろ で 中 止 と な っ た。 同14 年(1925) に 製 作 し た 一 等 巡 洋 艦

「加 古」 用 の4 基 は、1 基の出 力25,500  HP に 達 し、 ブ ラ ウ ン ・ カ ーチ ス型 の

最 後 の もの で あ っ た。

朝から運転に取りかかっ たのですが、 本格

的に蒸気 を通し、 い ざ運転とい う時 になっ

て、 タ ービンがどうしても回転しないので

す。「これは大変だ」と技 師たちは皆 心配し

て集っ ていろいろ調べたが、 不良の個所な

ど一つもなく、 原囚がさっぱ り判らない。

それでも再三再四調べる裡に、 ふ と「 タ

ービンにトレ インが溜っているのではない

か」 とい う疑問が起きた。 まさかと思いな

がらも直ぐさまコックを開けたところ、 水

がごんごん流れ出た。 これで気がついたの

ですが、 トレインを抜き足らなかったので

した。 そのため、 タ ービ ン自体 がトレイン

の水車のようになってい たわけでした。 こ

れをすぐ抜いたことは勿論ですが、 更に改

良 を施し たので、 後の試運転の成績はきわ

めて良好であっ た。

このことが松方 社長の耳に入り、 強く技

術者としての自戒 を求められた。 以後 は上

司 も一にもトレ イン、 二にもトレインで、

試運転の際には特にこのことに注意するよ

うにと、 常 に機関室に大きく掲示されてい

た。 今日では、 トレ インは自然 にコンデン

サーに流れ込むように改良された。 設計生

活40 年 ……目のあたり。見てきた先ぱい の努

力と、 同僚の研さんに私は人間としても教

えられるところが実に多 かった。

(もとタービン設計課長)



以 上の ように、 大 正4 年(1915) の「榛名」 に始 まり、 同14 年(1925) の

「加古」 に終 るブラ ウン・ カ ーチ ス型艦艇用 タービンの製作は、12 隻 分29 基

614,500  HP に達し た。 こ の開、技術提 携先 のジョン・ブ ラウン社において も

活 発な技術の開 発が行 われ、 相互の交 流に よって当社 のタ ービ ン製作 技術は

著し くその基 盤を強め た。

(3) 海軍型( 昭和時代)

海軍 では、 かねてから 艦艇に装備 するタ ービ ンの統一 制式 の制定 を研究し

てい たが、 大正の中ごろ に至って初め て駆逐艦用 タービン、 続い て巡洋艦 用

タ ービ ンの制式基準 を定 めた。当社建 造の二等駆 逐艦「梨」・「竹」 並び に二

等巡洋艦 「大井」 のタ ービ ンは この制式図面 によって当社 で製作す ることと

なった。 「梨」・「竹」 に装 備し たタ ービ ンの性 能は満足す べきものであっ た

ので、 以後 駆逐艦用 制式 タ ービン の基準とす ることに定 められた。 し かし な

がら、 巡 洋艦用タ ービ ンは、 「大井」 の海上 運転の結果、 設計上なお 基本 的

な検討 を必 要 とす る点があ ったの で、 当社 建造 の戦艦 「加賀」、 巡洋艦 「鬼

怒」・「神通」・「加古」 にはいず れも従来 通 りブ ラウン ・ カ ーチ ス型 タービ

ンを装 備し た。

次いで、 大正15 年(1926) 一 等巡洋艦「衣笠」用タ ービ ンの設計に初 めて

メ ート ル法を用いた。 広 範囲に当社 の設計 を採 り入れた ので、 海軍の意向 も

あっ て川 崎式 と銘 を打 ったが、 基 調をなす ものは依然 とし てブラ ウン・ カ ー

チ ス型 であっ た。

巡洋 艦用制式 タービンの設 計基準 は、 昭和 の初 めに ようやく完 全とな り、

当社 にお いては一 等巡洋 艦 「足柄」 お よび「摩耶」 用に初めて この制式に よ

るものを製作し て以来、 巡 洋艦 「鈴谷」・「熊野」 お よび空 母「瑞鷦」。「大 鳳」

用とし て引続き数基 の制式 タ ービ ンを製作し た。「瑞 鶴」 は昭 和16 年(1941)

9 月 に竣工し、 間 もなく真珠 湾奇襲作 戦に参加し た空 母であ り、「大 鳳」 は熾

烈 の極にあっ た戦時態勢 下に強行建造 された空母 であっ た。

「大鳳」 のタ ービ ンが完成に近 づい たころ、戦局はい よい よ苛烈とな り、駆

逐 艦の減耗 が著し くなっ たので、 空母 より もこ の方の充 足 が焦 眉の問題 とな

り、 各メ ーカ ーは その急 速生産に全力 を結集す るよ う要請さ れるに至った。

当 社は丁型駆 逐艦用9,500  HP 型お よび丁型海 防艦用2,500HP 型 各タ ービ ンの

緊急量産 を命ぜ られた。当時 すでに当 社は1TL 型戦 標船の船 体・ 機械 の量 産



を担当し、 文字 通 り全工場 をあ げての操業 に昼夜の 別もなかったほ どであ っ

た が、 昭和19 年(1944) から翌20 年の初めごろ までの約1 ヵ年間 は、1TL 型

と並 行し て駆逐 艦用タ ービ ン22 基、海防艦 用タ ービン11 基を製作し て前線必

死の要 誚にこ たえ た。

大正8 年(1919) 、 駆逐艦 「梨」・「竹」 のタ ービ ンに始ま り、 第2 次世 界

大戦中 の駆逐艦 。海防艦のタ ービ ン緊急量産 を最後 とす る各艦種用海軍制式

タ ービ ンの製作は総 数149 基2,184,150HP に達し た。

(4) 警 備 艦 用

防衛庁 では昭和28 年(1953) 度 に初 めて警備艦5 隻 の建造を計画し、 うち

3 隻に蒸気 タ ービ ンを装備す るこ とになった。 終戦8 年後に、 ふ たたび艦艇

用 タ ービ ン製 作の機会 が到来し た訳で、 当 社は従来ブ ラウン・ カ ーチ ス型 ま

たは海軍制式 諸型式 の製作 を通じ て築い た技術を基に、 仕様を整え た。 防 衛

庁 は、 同30 年(1955) 度 にお いてタ ービ ン装備の警 備艦4 隻の建造 を決定し

た。 これ に対し 当社で は、 特に海軍工 廠や民間造船所 で製作された、 各種型

式 の艦艇 用タ ービ ンの総 数500 件以 上に及ぶ事故 原因 の個 々につい てつ ぶさ

に解明し、試作研究 と綿密な検討 を行なったの ち提出し た新設計 が採用され、

建造 計画4 隻 のうち1 隻を船 体・ 機関一括し て受 注し た。

2. 商 船 用

(1) 「らい ん丸」・「ぼ るどう丸」用

大 正12 年(1923) 建造 の「らい ん丸」・「ぼる どう丸」 は、 と もに第1 次 世

界大戦当 時のスト ック・ ボ ート 建造計画の一 環であ った が、 当時 商船の装備

「らいん丸」タービ ン配置略図



機関 は、 往 復機関からし だいに蒸気 タ ービンに移 る傾向にあっ たので、 この

2 隻に当社 建造の商船 とし て初め ての蒸気 タ ービ ンを装備し た。 これはジョ

ン・ブ ラウン社の図面 に よって製作し た もので、い ずれも2 段 減速 ギヤード・

タ ービ ンであ る。 蒸 気圧力12.2kg/cm2 ・温度282 ゜C、1 基の出力4,700:HP 、高

圧・ 中圧・低圧 の3 シリン 。ダーに分れ、 高 ・中圧両シ リンダ ーを串型に1 個

の子 歯車に、 低圧 シリン 。ダーを単独に別 の子 歯車につ なぎ、 それぞ れ中間 の

歯 車に組合 せて第1 段減 速を行い、 さらに第2 段減 速を行なっ て、1 本 の中

問 軸に連結 する型式 のものであった。

就航後 の性 能は両船 と もき わめ て良 好で、 そのタ ービンは、 当 社におけ る

商船 用ギヤ ード・ タービン製作 の第1 番機 とし て異彩を放った が、 当時 海運

界 が不況のため後 続の受 注がな く、 大正年間 にお ける商船用 タービ ンの製作

は わずかにこの2 隻分 にと どまっ た。

(2) 川崎式( 第2 次世界大 戦前)

昭和5 年(1930) 、 鉄道省の発注 により、 当社で建 造の鉄道連絡船 「第二

青函丸」 に装備 のため、2 段減 速単筒 タービン( 出力1,250HP 蒸気 圧力12.6

kg/em2 温度278 °C)2 基を製作 し た。 このタ ービ ンは、 さきに「らい ん丸」・

[ぼ るどう丸] 用 のブラ ウン・ カーチス型2 基 を製作し た ときの資料 と、艦艇

用タ ービ ン製作の経 験を生 かした当 社独自の設計 によるものであった。

次いで製作 の 「春幸丸」 用タ ービ ンは、 前記連絡船 用の単筒型を高 ・低2

シ リ ン ダ ー の 複 筒 型 に 改 め

た も の で 、 以 後 こ れ を 川 崎

式 の 標 準 と し て 、1 基 の 出

力2,000~3,000HP の も の

を 毎 年3 ～4 基 ず つ 製 作 し

た。 こ の ほ か 、 別 途 の 設 計

に よ る 高 出 力 の 川 崎 式 タ ー

ビ ン 数 基 を 製 作 し た 。 五 洋

商 船「 五 洋 丸 」・「 五 州 丸 」 用

の 出 力5,000HP ・ 圧 力28kg

/cm2 ・ 温 度310.C の タ ー ビ ン

が 、 最 初 の も の で あ っ た 。「春幸丸」用 タービン( 昭和11 年)



その後、 日本 郵船 「出 雲丸」 用 として製 作し た タービ ンは、 さら に進歩し

て缶 蒸気圧力40kg/cm2 。温度420.C 、1 基あ たりの出力28,125HP に達し、

当時 商船 用とし ては最高 水準の ものであ ったが、 本船 は建造半ばにし て第2

次 世界大戦 が突 発し たため軍籍 に編入 され、 空 母「飛剔」に改造 され たo「第

二 青幽丸」 用を初 めとする 戦前の商 船用 タービンの製作数 は28 基124,050

HP であ った。

油槽船「隆邦丸JlTL 型主機タービン(昭和25 年)

C3)1TTL 型戦時 標準船用

第2 次世 界大戦の開 戦当初、 海軍 は海」こ輸送に要す る船腹を確保 するため

に、 お よそ利用し得 る船舶は ことごとく民 開から徴用し てこれにあ てた。 ま

た貨物船・油 槽船・鉱石船 等について新 たに戦時標準型 を制定し、 各造船 所

の総 力を結集し て量産にあ たらせた。

当社は1TL 型油槽船 の船体・機関 の急速建 造を担当し たが、その装 備機関

は缶蒸気圧力22kg/cm2 ・温 度350 °C・定 格出力8,600HP 、 高 。低二つ のシリ

ンダ ーに分 れた複筒型2 段減 速のタ ービ ンであ った。 この製 作のため、 当時

建設 の途上にあ った新 タービンエ 場の完成 を急い だが、 時 局の急変 は新工場

の完成 を待たず、 さらに時 を同じ くし て、 駆 逐艦お よび海防艦 用タ ービ ンの

急速量 産を も合 わせて命ぜられ た。 不十分な工場設 備のもとで、]バ11jL型 ・駆

逐艦 ・海防艦用 な ど、 い ずれも1 日1 刻 を争 う急速、 しか も量 産の至上 命令

であ った。 こ れにこたえて、 錯綜 する工程を支障 なく並進 させるために は、

次々に堅い困 難の壁に直面 しなけれ ばならなかった。 熟 練し た中堅従業 員層

は毎日のように戦線に召集され

て行き、 徴用された工員や動員

学徒はその数のみいたずらに多

く、 いずれも作業に未経験であ

ったため、 日とともに低下する

生産能力に悩んだ。

1TTJ型タービンは昼夜のさだ

めない強行作業を続けた結果、

約1 ヵ年半に14 基を製作し、う

ち12 基を当社建造の油槽船(10

隻)・特設空母(2隻) に装備した



が、 あ との2 基は未完 成の まま終 戦となっ た。 戦後、 この2 基を改造し、1

基は三菱 日本重工 の続 行船 「千種丸」 に、 また1 基は当社 の続行船「隆 邦丸」

に それ ぞれ主 機関 とし て転用装備し た。

(4) 川崎 式( 第2 次世界大戦後)

1)K 型

船舶公団( 昭和22.5.22 設立) は、 昭 和22 年(1947) 度を皮切 りに戦後の海

運再建 のための計画 造船を実施に 移し た。 当社で はこの計画に よるC 型貨物

船 「友川 丸」 用 とし て、新設計に なる1,600HP タ ービ ンの製作 に着手し たが、

これら 新設 計のタ ービンを戦前 の川 崎式 と区別す るため、 出力を示 す数字を

あ とに付加してK 型と称し た。( 例「友川丸」用1,600HP タービン＝K‐16 型) こ

のころから蒸気 タ ービ ンの製作は ようや く復活し始 め、 相次いで さら に高出

力 の新設計が生 れた。

このタ ービ ンは、 昭和23 年から同28 年(1953) までの6 年間 に、2,000~

3,000HP の ものを15 基製作し た が、なにぶんに も戦後 の過渡期に設 計し たも

のであ ったた め、 タ ービ ン車室、 減速車室、 減速ホイ ール・セ ンターなどは

戦前その ままの肉厚鋳造品 を使用し、 圧力20kg/cm2 ・ 温度350 °C 。燃 料消費

率350 ～400g/HP/h ・減速 歯車回転周 速50m/s と、 すぺての基準 が控え目で

あ った。 い わば戦前 の技術を復活 させた程度に過 ぎず、 当時の外国製品 と比

較し て、 け るかに隔 りのあった ことは否む ことがで きなかった。

2)S 型

K 型か ら一 歩前進し た もの がS 型で、 蒸気条 件はK 型の20kg/em2 ・350 °C

から30kg/cm2 ・400 °Cに引 上げ ら れた。 最初 のS-45 型 を昭和26 年(1951)

建造の 「日豊丸」 に装備した が、 公試運転 にお ける出力4,500HP のときの燃

料消費率 は320g/HP/h で、 性能 の面 では当時 の国 際水準の域に ほぼ近い成績

をあ げた。S 型タ ービンがこの成 績をあ げ得 たことには、 戦後早 くから京都

大学 の協力 を得て続け てきた 「タービン翼流線形 新翼型」 につい ての一 連の

研究 成果 が、 あずか って大きい力 となったこ とを特筆し なければ ならない。

S-45 型に続 くS-120 型(12,000HP) には、 さらに改 善を加え、 その性能

・構造 ともに近 代型タ ービンとして ようやく完璧 のものとなった。 従来、 夕

- ビン車室 の一 部お よび減速車室 または減速 ホイ ール・セン ターなどは、 主

とし て鋳鉄製 であ ったが、S-120 型 では溶接 構造に改 められた。 特に減 速



歯 車 は 、 毎 秒68m に 達 す

る 高 度 の 周 速 を 採 り 入 れ

て 、 装 置 の 画 期 的 な 小 型

軽 量 化 を 図 っ た ほ か 、 当

社 が 特 許 を 得 た 油 圧 式 夕

- ビ ン 操 縦 弁 の 装 置 を 使

用 し で 、 操 縦 操 作 に 確 実

. 安 全 性 を 加 え た. こ の

S-120 型(12,000HP)

タ ー ビ ン を 装 備 し た 油 槽

船 ″PATRICIA ″ は 、 公 試

運 転にお いて燃 料消費率264g/HP/h とい う飛躍的 な向上を示し た。

昭 和28 年(1953) になっ て、 輸出船の引合い はしだい に大 型油槽船に集 中

し、 当 社 の舶用 タ ービ ン製作 も、 これにつ れてさら に大型の新設計H 型へ と

進 んでいった。

S-120型タービン( 昭和28 年)

3)11 型

H 型 タ ービ ン の設 計 に あ た っ て 初 め て40kg/cm2 ・450 °C の 蒸 気 条 件 を 採 用

し た が、昭 和30 年 進 水 の38,750D.W.T. 型 油 槽 船 ″CHRYSANTHYL" に 装 備

の20,250HP( 最 大 連 続) の タ ービ ン が そ の 最 初 の も の であ っ た。

当 時、 こ の 種 大 型 舶 用 タ ービ ン の出 力20,250HP は、 世 界 的 に も最 高 に 属

す る も の で、 こ れ を上 回 る もの とし て は ド ・ ラ バル(De-Laval) 社 の22,000HP

の み で あ っ た。 新 設 計 のH 型 タ ービ ン を 初 め て 本 船 に 装 備 し よ う と す る 当 社

の 申 出 で に、 船 主 側 は 少 な か ら ず 不 安 の 念 に か ら れ た ら し く、 適 当 の も の を

輸 入 す る こ とを 強 く 希望 し た が、 数 次 の 折 衝 の の ち 船 主 側 の 翻 意 に よっ て、

よ うや くH 型 と決 定 し た の で あ っ た。 こ の よ う な 経 緯 の た め 当 社 は そ の 設 計

お よ び工 作 に は 万 全 を 期 し て こ と に 当 っ た が、 昭 和30 年(1955)3 月 に 完 成

し たH-200 型 タ ー ビ ン の海 上 公 試 時 に お け る 燃 料 消 費 率 は、 ″PATR1CIA ″

のS-120 型 よ り さら に ま さ る236g/HP/h を示 し た。 ま た 操 縦 性 その 他 こ と

ご と く 船 主 側 に 満 足 を与 え。 当 社 製 タ ービ ン に対 す る 認 識 を新 た に し た。 の

ちに 同 船 主 か ら 受 注 し た6 隻 に も、 す べ てH 型 タ ービ ン を 装 備 す る こ と に 決

定 し た の は こ の た め で あ っ た。

以 上 の よ うに、K 型.S 型 ・H 型 と続 い た 戦 後 の 川 崎 式 タ ービ ン 開 発 の3



段階におい て、 最初のK 型

を その助 走とすれば、S-

45 型 はホ ップ、S-120 型

は ステップ、 次のH-200

型は最後 の大 きなジ ャンプ

と もい うぺく、 これに よっ

て当社製 タービ ンは名実 と

もに不動の声価 を確立し得

たのであ った。

H-200 型タービン( 昭和30 年)

満州炭砿 龍井発電所用タービン( 昭和11 年)

3。 陸 上 用

大 正5 年(1916) 、スエ ーデ ン の ス タ ー ル 社(SvenskaTurbinfabriksAktienbolaget

Ljungstrom) と契 約 を 結 び、 発電 用 ユ ン グ ス ト ロ ー ム ・ タ ービ ン と、 こ れ に 直

結 す る 発 電 機 そ の 他 付 属 装 置一 式 を 同 社 か ら 輸 入 し た。 こ れ を 船 の 電 気 推 進

に 対 す る 動 力 源 とし て 新 た に 研 究 を 進 め た の で あ っ た が、 つ い に 活 用 の 域 に

至 ら な か っ た。

昭 和 の 年 代 に な っ て、 さ ら に 陸 上 用 を も 含 む 広 範 囲 の 発電 用 タ ービ ン 製 作

に 進 出 す る た め に、 ス タ ー ル 社 と の 契 約 を 復 活 し、 同 社 に 技 術 員 を 派遣 し、

ユングスト ロー ム・ タービン

その後 の発達 につい て研究 を

進めた。 し かし 当社は この型

の製作 のみを固執す るこ とな

く、 広 く集めた内 外の資料を

もとに さらに研究 を重ね、 全

くの自主設 計に より新 分野 の

開 拓へ と進 んでいっ た。 その

最初 の ものが満州炭 砿龍井発

電所 向け7,000kW の発電 用



タービン1 基で、 続い て満州電業 甘井子( かんせいし) 発電所 のものI 基、 さら

に 日鉄 輪西 製鉄所 のもの4 基 を製 作した。

陸上用タービン製作実績 昭和11 ―16年

年 次 注 文 主
蒸 気 条 件

出 力

(kW)
基 数 用 途

発 電 用

〃

送風機用

圧 力(kg/cm2) 温 度( 。C)

昭 和11 満州炭砿 龍 井 発 電 所 32 400 7,000 1

13 満州電業 甘井子発電所 33425 4,000 1

161 日本製鉄 輪 西 製 鉄 所 30410 8,300(HP) 4

合 計 6

舶用タ ービ ンの製作 の面では、 すで に戦前をは るかに上回 るものがある今

日、 陸上用 タ ービ ンの製作につい ても、 舶用 と並 進し た その後 の研究に よっ

てます ます受 注態勢 を強化し、 来 たるべき伸 展に備えてい る。

4. 製 作 技 術 の 変 遷

明治末 期、 初めて タ ービン製作 に手 を染めたころ の蒸気 タ ービ ンは、 すべ

て直結 。低回転の方式であ ったので、今 日のギヤ ード・ タービ ン と比較し て、

出力 にふさ わしく ない、 き わめて膨大な形態 のものであ った。

タ ービ ン製作を始 めるにあ たって、 まず 第一 に、 大量の鋳 鉄を必要 とす る

車室 その他 の鋳造に備え て、 溶解設 備を全般的 に充 実す るとともに、 焼鈍用

の大 型加熱炉 を新たに設置し た。 機械工場 にはタ ービン車室 一翼車等の部品

加工 のために、 バーチカル・ ターニン グ・ ミルその他数台 の大型工作機械 を

新 たに据付け た。

タ ービン翼 車の初期の ものは、 フ ォア リバー型お よびブ ラ ウン 。カ ーチ ス

型 ともに鉸 鋲組 立式 であっ たが、 その後し だいに鍛 造総 仕上げの ものに変 っ

た。 し かし 鍛造翼車の断面形 状 と強度 との関係、 または固有振動 と回転数 と

の関係等につい ての研究 が進 むにつれて、 図 面通 りプ ロファイル 仕上げ の済

んだ翼車 は、 車軸に押込 む前に特殊 の装置に よって、 い ちいち固有 振動 を実

測するこ とが当時一般 の建前 となってい た。

車室の仕切 板は、 初め円 周一 体の環状 に製作し たが、 間 もな く現在の よう

に、 上下二つ 割れの鋳 造品 に変っ た。 これに よっ て、 タ ービ ンの組立分解 ま

たは仕切板 内側衛帯面 の点検や 修理の手 数が大いに簡略化 された。 舶用タ ー



ビ ンに減速 装置をつけ たい わ ゆる ギヤード 。タ ービンの方式を採用 するよ う

になってから は、 タ ービ ン軸は船の推 進軸に比 べて、 はるかに高度 の回転数

を とること がで きるよ うに なった。 こ のためタ ービ ンの形 態は著し く小型 と

な り、 翼車の外径 もし だいに小 さくな り、 や がては翼車 と車 軸とを一体鍛造

とす る様式 が一般に 行われるまでに変 ってきた。

翼車 。車軸一体 鍛造の初め のころ は、 当時の 相当 進んだ技術 をもってし て

も、 なお 鍛 造品 の中心近 くに往 々にし てゴ ースト・ ラインや、 その他 材質的

な欠陥 が現われるこ とが多 く、 素材 の歩 止ま りは きわめて低かった が、 現在

では鍛造技術 が著し く進歩し たので、 翼車 と車軸を一 体鍛造とす ることが、

むし ろ通例 となってい る。

タ ービン翼 の初 期の材料は 翼型 プロフ ァイルの燐青 銅ロール材を使用し、

翼根部にデ ィスタンス・ヒ ースを組合せ て、 翼車外周 の溝に植込む ようにな

っ てい た。 その後 翼車回転 の高 速化に伴 う遠心力の増大 とともに翼根部に局

部的 な応力 が集中 するこ とを避け るため、 翼根溝の形状 は種々工夫され、 数

度 の改善 が加え られた。

大 正の終 りごろ、 海軍制式 タ ービン の一部 に初めて不 銹鋼翼が採用 されて

タ ー ビ ン 草 分 け 時 の こ と ど も

県 敏

私が学校を出ると直ぐ入社した明治41 年

のころは、 わが国でタービン製作が始まっ

たばかりであっ た。 大学を卒業する1 年 前

に、 横須賀海軍工廠で初めて試作し たター

ビンを私は特 に見学した程であった。 その

試運転 のとき、 排気管がコラップスしたた

め計量器の錘がふっ飛んで、 工員が負傷す

るという事故があった。 その後、 かなり長

い間、 工員 連中は恐れて近 ずかない ので、

運転をするこ とがで きず海軍工廠では困っ

ていた。

当時 は邦文で書かれたタービンの文献な

んか全くなく、 現在タービンの設計に川い

られているモリエ ールのエント ロビ ー・チ

ヤードなどもなかった。 私か入社し て第一

に命ぜられた仕事は、 このチャ ートを作る

ことであっ た。 何しろ過熱蒸気の比熱が盛

んに論議されていた時代で、 まだタ ービン

に使用されていなかったので、 私はアメリ

カ版 の蒸気表から飽和蒸気部分のエント ロ

ピ ー・チャートを作ったが、 当時米国フォ

アリバ ー造船所から川崎 へ技術指導のため

来 ていたショ ー氏が川崎 の依頼を受けて、

乗・英へ出向く時 にこの川崎 製のチャート

を持って行った程であっ た。

明治44 年に川崎が初 めて製作した戦艦

「河内」の主機タービンは実に巨大なもので

その翼車 は鍛釧のリ ムとハブを鋼鈑 のリベ



以来、 艦艇用以 外のタ ービ ンに も、 一 般に不 銹鋼翼が普 及し てきた。 その素

材は、 翼根植込 部のプロフ ァイル の部分 とディスタン ス・ヒ ースとを一体 と

す る型 鍛造 のものが多 く用いられ、 全面的に 精密 な機械 仕上げ を施し た。

艦 艇用タ ービンの不 銹鋼翼使用は、 初めのころは 高圧 ・高温部の短小 翼の

みに限られ たが、 研究 の結乗良 質 の適格鍛造品 を得るよ うになっ たので、 漸

次低圧段落 の大型翼 にも不銹鋼 を用い るようになった。 当社で製 作し た海軍

制式 タ ービ ンの うち、 全翼列 に不銹 鋼翼を用いた最初 のものは、 昭和7 年

(1932) に 建造の一等巡 洋艦「摩耶」 のタ ービンであ ったが、 海軍 が不 銹鋼翼

鍛造 素材に対す る材質規格 を正式に決定し たのは、同10 年 建造の駆逐艦 「有

明」 用 タービンであ った。

翼断 面のプ ロファイル がタ ービン効率 に大 きく影響す ることはい うまで も

ない が、 当 社で は、 かねてか らこの点につい ての基本的な 研究 を続けて きた。

幸い京 都大学の積 極的な 協力 によ り風洞 試験その他諸試験 を重 ねた結果、 昭

和23 年(1948) 、他社 に先んじ て 数種の新翼型創製 に成功す るに至 った。 新翼

型 は圧力 分布お よび速度係数 につい て従来型に比し 格段にすぐ れてお り、 さ

らに一 連の ノズル ・プロフ ァイルの研究改善 と相まって、 翼列 の各段階にそ

ツト打 ちで連絡してあって、 その恰好はグ

ロテスクそのものであった。 ショー氏が、

この翼車をジョン・ブラウン社に魁けて、

しか もスマートな総仕上げ の一体鍛造に新

しく設計したのは、 非凡な氏の技術に基く

ものであった。

大正2 年に、 帝国海事協会発注 の「さか

き丸」 を建造したが、 これは全国民 の献金

による義勇艦 と呼ばれ、 平時は大連 。上海

間の客船として就航し、 戦時には柿助巡洋

艦として戦列に加われるようにすべての点

で配意し て造られた。 全国民の大 きい圏心

を集めて当社が初めて商船川とし て製作し

たこのタービンは、 極めて進歩的な優秀な

性能 を持っ ていたので、 当時業 界のセンセ

イショ ナルな話題 となっ たが、 この設計 も

ショー氏によるものであった。

その後、 氏が設計し たタ ービン低圧部の

ド ラム・ ステ ージに用いた) ズル羽根のプ

ロフィルとか、 回転羽根の反動度を加味し

たプロフィルなどが、 今日各社で研究の結

果用い られているものと、 大して距りない

ものであっ たことなども、 氏がタービン設

計に如何に造詣が深かったかを物語ってい

ると思 う。

(もと参与)



れぞれ最 適の反動度 を与 える ことができる ようにな り、 当社戦後 の新設計に

よる タービンの性能 に著し い向上 をもたらした。

翼植 込み後、 翼車全体の重量 分布を調 べるため、 低回転 タ ービンでは、 従

来、 単に静的釣合 試験のみを実 施し てい たが、 翼車の回転 が高速にな るにし

たがって、 さらに 翼・翼車・ 車軸を一体 とする精密 な動的 釣合試験 を必 要と

す るようになっ た。 この ため大 正14 年(1925)9 月 にヘイマ ン(HeynlaDn) 式

動 的釣合試験機 を据付け、 以 後の試験 に備えた。

高負荷の もので速い回 転をする減速歯 車の歯切 りは、 最 高度の精密 加工を

必要 とする。 し かも一工程 に少なく とも数日間を必要 とする大歯車 の歯切 り

には、 大気 温度の変 化 が仕上 り歯型 の精度に及ぼ す好まし からぬ 影響を防ぐ

ため と、 連続 切削の中断 による歯型 の狂いを避け るために、 歯切盤 は別囲い

の恒 温装 置を施した室 内に据付け、 切削 は切 り始め から切 り終 りまで昼 夜兼

行の作業 によって行 うのが普通であ る。

大正11 年(1922) 、軍 艦 「鬼怒」 の歯車切 削以来、 引続 き使用し て きた英国

パワ ー・プラント社 の歯切盤は、 数 年間 の使 用に よりし だいに精 度の低下を

見るに至 ったので、 昭 和13 年(1398) 、新たにド イツのシ ース社(SchiessA.G.)

製歯切 盤1 基を増設し、 従来から のパワ ー・ プラン ト社製 のものは 粗削 専用

とし た。 その後、 さらにシ ース社 製歯切盤1 基を増設し たが、 最近 はタ ービ

ン性能の向上 のため、 減速 歯車の周速 増大 に関し一段 と重点をお く傾向とな

り、 周速70m/see に及 ぶ減速歯車 の設 計を行 うまでに なった。

この高 周速の歯車歯切 りの精度は、 い ままでの機械切 りのま まで は到底満

足 できない ので、 機械切 りのの ち、 さらに ギ ヤー・ シェ ーピ ング・マシ ンに

かけて、 精密 な修正仕上げ を行 うに至 った。

タ ービ ン車 室 。減速車室並 びに親歯 車その他 の構 造部分に対 する溶接工法

は、 戦前す でに減速車室 の一 部に試験的 に採 り入れられ たが、 そのころ は、

この工法 に対する設 計上の経験 に乏し く、 一 般に普及す るに至らなか った。

戦後、 高出力 舶用タ ービ ンの需要 が増 すにつれて、 機 関重 量の軽減 が特に

重視 され、 設計・工作 の両面 から改 めて溶接工 法に対す る基本的な研究 を進

めた。 一方、 自動溶接 機の発達 もこれ と相まっ て、 少なく とも近代型 タービ

ンにおいて は、 タ ービ ン車 室・減速 車室並び に親歯車の ホイール・ センタ ー

な どに溶 接工法を採 り入れる ことは、 殆 ご常 識化するに至 った。



川崎式舶用蒸気タービン減速機の積込み





陸上運転中の舶用蒸気タービン



油 槽 船″SIRI" の 船首



第6 章 デ ィ ー ゼ ル 機 関

第1 節 初 期 の 製 作

明 治44 年(1911)7 月、 当 社 は ド イ ツ の マ ン 社(MaschjnenfabrikAugsburg

NiirnbergA.G.) と ニ ュ ー ル ン ベ ル ク型2 サ イ クル 単 動 お よ び 複 動 機 関 に つ い

て 製 造 権 取 得 の 契 約 を 結 ん だ。 当 時、 海 軍 に お い て は こ の型 の 機 関 を 艦 艇 用

とし て 採 用 の 意 向 が あ っ た。 当 社 で は そ の 線 に 沿 っ て 製作 開 始 の 準 備 を急 い

だ。 た ま た ま 第1 次 世 界 大 戦 の 突 発 に よ る 日 ・ 独 間 の 国 交 断 絶 の た め、 計 画

は 中 絶 し た。

大 正4 年(1915) 、 イ タ リ ア の フ ィ ア ッ ト 社(Fiat-SanGiorgioCo.) と技 術提

携 を行 い、 続 い て 英 国 の ス チル ・ エ ン ジ ン社(Sti11EngineCo. 、Ltd.) お よ び キ

ャ メル ・レ ア ード 社(CammeULaird&Co.,Ltd.) か ら も そ れ ぞ れ 技 術 を 採 り 入

れ、 改 め て デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 の 第 一 歩 を踏 み出 し た。

1. フ ィ ア ッ ト 型

大 正4 年(1915) か ら 同7 年 に か け て、 当 社 は 海 軍 か ら ロ ーレ ン チ 型 潜 水

艦5 隻 の建 造 を 受 注 し た が、 各 艦 に 装 備 す る フ ィ ア ッ ト 型 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の

製 作 に つ い て は、 フ ィ ア ッ ト 社 と の 契 約 に よ り、 最 初 同 社 の 機 関4 基 を 輸 入

し た が、 以 後 は 同 社 と提 携 の もと に す べ て当 社 で 製 作 す る こ と に な っ た。 翌

5 年 技 術 員 数 名 を 同 社 に 派 遣 し、 同8 年(1919) に は 同 社 の マ ル オ・ ペ ト ル

ーシ 技 師 お よび アル カ ン ゼ ー・ロ マ ギ ー工 長 が 来 社 し て 技 術 の指 導 に 当 っ た。

フ ィ ア ッ ト 型 機 関 は、 空 気 噴 油 式 ・2 サ イ ク ル ・ 単 動 ク ロ ス ヘ ッド 型 の 可

逆 転式 機 関 で、 海 軍 で は こ れ を フ ィ ア ッ ト型 内 火 機 械 と 称 し た。

フ ィ ア ット 社 か ら 輸 入 の4 基 を、 最 初 に「第18 」 お よ び「第21 」の両 潜 水 艦

に2 基 ず つ 装 備 し、 そ の成 績 が良 好 で あ っ た の で、 前 記 フ ィ ア ッ ト 社 の 両 技

師 が、 大 正9 年(1920)4 月、 任 を 果 し て 帰 国 す る際 に は 叙 勳 の沙 汰 が あ っ

た。 続 い て 翌10 年、 同 型 潜 水 艦3 隻( 「第31 」~ 「第33 」) に 装 備 の た め の フ

ィ ア ッ ト 型 機 関6 基 は、 当 社 と し て は 初 め て の デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 で あ っ た



が、 完工後 各艦 に2 基ずつ 装備し た。 その要目は次 の通

りであ る。

プ イアット型ディーゼル機関組立図

フィアット型ディ ーゼル機関要目

型 式 シ リ ン ダ ー

数×直径× 行程
(mm)(mm)

定 格 出 力

(HP)
呼 称 様 式

フィアット型 SA2C 6×440×450 1,300

2。 ス チ ル 機 関

英国のスチル・エンジン社が創始したスチル機関は、 ディーゼル機関と蒸

気往復機関とを組合せた独特の直立機関であった。 ピストンの下降行程は2

サイクル・ディーゼル機関として作動させ、 上昇行程は蒸気圧力で押し上げ

る方式が採られ、 所要蒸気はディーゼル行程の廃熱を利用するボイラによっ

て供給した。

大正6 年(1917) にスチル社とこの機関の製作について技術提携をしたが、

諸種の事情で実用機の製作には至らかなった。



プ ラガー式ディーゼル機関( 大正13 年)

3 。 フ ラ ガ ー 式

大 正9 年(1920) 、 英 国 の キ ャ メ

ル ・ レ ア ー ド 社 と フ ラ ガ ー(Fuhgar)

式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 製 作 に つ い て 技

術 提 携 を 行 な っ た 。 フ ラ ガ ー 式 機 関

は 、 互 に 隣 接 す る2 個 の シ リ ン ダ ー

の 間 で そ れ ぞ れ の 上 部 ピ ス ト ン を 、

隣 接 シ リ ン ダ ー 下 部 ピ ス ト ン の ク ロ

ス ヘ ッ ド に 斜 め に 結 合 す る 対 向 ピ ス

ト ン 式2 サ イ ク ル ・ デ ィ ー ゼ ル 機 関

で あ る。 契 約 に よ っ て 最 初 に 英 国 の

ジ ョ ン ・ ブ ラ ウ ン 社(JohnBrownCo.)

製2,500HP 機関2 基を輸入し、 大 正14 年(1925) 建造の「ふろ りだ丸」 と、

翌15 年建 造の 「玖馬丸」 に主 機として装 備し た。

この機関 は、 直 径22in(558.8mm) ・ 行程33in(838.2mm) の6 シリ ンダー

で、 付属の冷 却水ポ ンプお よび潤滑 油ポンプ を含めて も機関総 重量は約350

T であっ た。 空 気噴油式 であ るが、 燃料消 費量が比較的 少なく、 その構造 と

作動 の特異 な点を除 け ば、 捨て難い特性 をもつ機関であ った。

第2 節 ラ 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関

第1 次 世界大戦 ののち、 海軍 はドイツ潜 水艦 の様式を採 り入 れ た巡 潜型 と

機雷 潜型 との2 つの新しい 艦型を採用し、 両艦型にいず れ もマン型機 関を装

備す ることにした。 このとき採用さ れたマン型機関 は空 気噴油式ト ランク・

ピスト ン、 単動4 サ イクル型 で、 第1 次 世界大戦中 トイツで潜水艦用 とし て

量産 された型式 であっ た。

巡 潜型・機雷 潜型潜水艦 の建造が、 い よい よ当社へ 発注に内定 との示達 を

受 けた松方社 長は、 渡欧 して建造 に必 要な図面 の入手に奔走す るとと もに、

第1 次世界大 戦突 発以来中断 してい たマン社 との関係 を復活して、大正12 年

(1923)1 月、 改め てこの機関 の製 作について同社 と提携契約 をし た。 契約



ラ式1 号内火機械組立図

ディーゼル・エンジンについて

遠 藤 千 代

私が川崎汽船に入社したのは、 創業( 大

正8 年4 月) より1 ヵ 月後のことであった。

しばらくレシプロ機関 に携わっ ていたが、

そのころ川崎造船所へ発注したディ ーゼル

機関装備の 「ふろりだ丸」 と 「玖馬丸」 の

2 隻の竣工が近 づいたので、 引渡しを受 け

たのちに、 私は次席一等機関士としてどち

らかの船に乗るようにと命ぜられた。 思 え

ばこの時 にディ ーゼル・エンジンと私との

今 日までの長いつながりができたのであっ

た。

蒸気タービ ンで、 川崎 造船所とライセン

スを結んでいたジョン・ブ ラウン社が、 た

またまツイン・スクリュー船用にフラガー

のディーゼル・エ ンジンを製作中であった

ので、 川崎造船 所が それを購入し て装備す

ることになっ た。

ジョ ン・ブラウン社から 「エンジンの陸

上運転をするから、 就航後に取扱 う技術者

に立合いに来てもらいたい」 と要請があっ

たので、 長い船旅ののち大正12 年 の正 月口

ンドンに着いた私はこのエンジンについて

種々研究したが、 その操作は仲々面倒で、

習熟するまでが一苦労であった。

この機械 は最初から2 軸 の構想で製作し

ていたので、 右回転、 左回転と反対の6 シ

リンダー各々2,500HP であった。 初めは4

シリ ンダー2 ユニット を組立て、3 週間の

連続運転をし て全然故障がない塲合 に、 残

りの2 シリンダーを迫補して組立て、6 シ

リンダー3 ユニットとして最 終運転をする

という建前であった。

幾度となくさせた運転を、 ジョン・ブラ

ウン社の技師は必死になってやってくれた



に あ た っ て 、 当 時 マ ン 社 と 特 に 密 接 な 関 係 に あ っ た ス イ ス の ラ ウ シ ェ ン バ ッ

ハ 社(MasehinenfabrikRausdenbaehA,G.) を 契 約 相 手 方 と し た の は 、 戦 後 の 国 際

情 勢 を 顧 慮 し て の こ と で あ っ た。 翌13 年 、 当 社 は 海 軍 と 三 菱 神 戸 造 船 所 に 対

し 、 そ れ ぞ れ 製 作 権 を 分 権 し た 。 マ ン 社 は ラ 社 を 通 じ て 、 図 面 お よ び 資 料 を

提 供 し て き た が 、 国 内 で 製 作 し た の は 次 の3 種 で 、 い ず れ も ラ 式 と 呼 ば れ た 。

ラ 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 要 目

型 式 呼 称 シリンダー

数×直径×行程
(mm)(mm)

回転数

(rpm)

定格出力

(HP)

全 長

(mm)

全 高 台阪幅

(mm)(mm)

重 量

CT)

25.3

73.0

16.3

海 軍 マ ン 社

ラ 式1 号 内 火 機 械 F6V45/42 6×450×420 450 1,200 6,254 2,733 1,140

ラ 式2 号 内 火 機 械 F10V53/53 10×530×530 390 3,000 12,037 3,432 1,480

ラ式300kW 内火機械 S6V35/35 6×350×350 400 450 5,274 2,370 1,000

ラ式1 号は機雷潜型潜水艦および敷設艦「厳島」( 日本で最初のディーゼ

ル艦) に主機として採用され、 ラ式2 号は巡潜型および一部の海大型潜水艦

が、 私は構造や材質の点で気に入るまでジ

ョン・ブラウン社に改めさせた。 この二つ

の機関 を 「ふろりだ丸」・「玖馬丸」 に分け

て据付けたのであ るが、 就航後 は川崎造船

所および川|晦汽船の関係技術者の協力によ

ってしだいに良くなり、 非常 にスムーズに

運航できるようになった。 対向ピストン式

で、 燃料消費の少ないという長所が船会社

としては大きい魅力であった。

その後、 川崎 造船所で複動2 サイクル無

気噴射式マ ン型ディ ーゼル機関を作 るよう

になり、 その3 番機8,000HP を昭和10 年油

槽船 「建川丸」(I) に装備し たところ、 主

機はす こぶる好調で海運界で4) 大へん評判

になったほどで、 その後建造の「神川丸」・

「聖川丸」・「君川丸」・「国川 丸」の各船に取

付け好評であった。

補機はKWV 型 を用いたが、 いろいろ研

究の末、 昭和11 年建造 の 「神川丸」( 工)に

はマン社のGV 型7 シリンダーの ものを装

備し、 のちにこれを6 シリンダーに変 え、

好成繊をあげることができた。 戦後は造船

所とともに研究を重 ね主機の直径を大 きく

し、 かつ排気管制弁を設けて出力を増大す

るようにし た。

また、 機圏の重量軽減を狙って川崎重工

業でKV 型を製作し、 川崎 汽船の4 隻 の船

に据付けたが、 同馬力において100 ト ン軽

量することができ、 今 も好 成績で運航して

いる。

(もと川汽海務部長)



の 主 機 に 、 ま た ラ 式300kW

は 潜 水 艦 の 補 助 発 電 機 用 に

そ れ ぞ れ 用 い ら れ た.

大 正12 年(1923)5 月 、

技 術 指 導 の た め マ ン 社 か ら

エ リ ッ ヒ. ザ ン ド ナ ー[E] ふ

chSandner) 技 師 の ほ か 、 鋳

造 ・ 機 械. 仕 上 ・ 組 立 ・ 運

転 な ど 、 そ れ ぞ れ 担 当 技 術

員 が 来 社 し 、 最 初 に 手 が け

た の は 、 マ ン 社 製F10V

型機関6 基 の整備・ 点検並 びに陸上 試運転であっ た。 この6 基は、 第1 次世

界大戦直後 の大 正8 年(1919) 、 日本海 軍がドイツ国内 にお いて苦心 の結果

千 に入れ、 わが国に搬 入・ 保管してい たのを、 当社建造 の巡潜型最初 の3 隻

に主 機 とし て充当し た ものであ った。 続いて同15 年(1926) に当 社製 ラ式1

号型の第1 番機 が完成し、 昭 和6 年(1931) までに計16 基を製作し た。

ラ式1 号ディーゼル機関の積込・‥潜水艦「伊21 」(大正15年)

ラ 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 実 績 大正15 一 昭和6 年

年 次 注 文 主

型 式 シ リ ン ダ ー

数 × 直 径 × 行 程

(mm)(mm)

定格出力

CHP)

基 数 用 途 装 備 艦
呼 称 様 式

大正15 当 社 ラ式1 号 SA4C 6 ×450 ×420 1,200 2 主 機
伊21 潜

(改名 伊121)

〃 〃 〃 〃 〃 〃 2 〃
伊22 潜
(改名 伊122)

昭和2 〃 〃 〃 〃 2 〃
伊23 潜
(改名 伊123)

3 三 菱 神 戸 ラ式2 号 〃,10 ×530 ×530 3,000 2 〃 伊61 潜

〃 当 社
ラ式
300kW

〃 6×350×350 450 1
補 助
発電機

伊4 潜

〃 〃 ラ式2 号 〃10 ×530 ×530 3,000 2 主 機 〃

〃 浦 賀 船 渠 ラ式1 号 〃 6×450×420 1,000 1 〃 厳島( 敷設艦)

6 当 社
フ式
300kW

〃 6×350×350 450 1
補 助
発電 機

伊5 潜

〃 〃 ラ式2 号 〃 10×530×530 3,000 1 主 機 〃

ク 呉 海 軍 工 廠
ラ式
300kW

〃6 ×350 ×350 450 1
補 助
発電 機

伊65 潜

〃 佐世保海軍工廠 〃 〃 々 〃 1 〃 伊66 潜

合 計 25,000 16



ラ式機関の製作権を当社から分権された海軍と三菱神戸造船所は、大正12

年から昭和2 年(1927) まで技術者を当社に派遣して技術の修得に当らせた。

ザンドナー技師は、 マン社においてガイガー博士( ガイガー式振動計およ

び捩振動計の発明者) に協力して、 ディーゼル機関軸系の捩振動について研

究を進めていたが、 来日後その創案による捩振動回避・緩和の装置について

日本政府の特許を得た。 当社は委託をうけてその試作試験を行い、 性能が優

秀であるとの確証を得たので、 艦艇用として潜水艦「伊4 」 。「伊5 」の主機

に初めてこれを装備した。 この装置によって艦の航走時においても、 まヽた推

進器を切り離して主機を蓄電池課電用に使用する場合においても、 軸系の危

険振動を回避して安全に運転することができ、 機関の信頼度を著しく高めた。

海軍は引続きこの装置について研究を重ね、 後日、 海軍式捩振動防止装置と

して使用することになった。

第3 節 海 軍 制 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関

1. 艦 本 式

昭和5 年(1930) 、 ロンドン軍縮会議による潜水艦建造の数的制限は、 か

えって技術の質的向上を促した。 主機の面においても、 初めて海軍独自の基

準による艦本式1 号型高出力潜水艦用内火機械の設計を完成し、 続いて1 号

型と並行して水上艦の主機用11 号型、 駆潜艇・海防艦その他用の22 号型およ

び23 号型が生れ、 昭和12 年(1937) 、 軍縮協定失効後には、1 号型よりさら

に高出力の2 号10 型機関の設計が完成した。

艦本式の機関には、ほかに31 号型・51 号型その他各種の型式が制定された

が、当社は下記の76 基192,700HP を製作した。

艦 本 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 実 績 昭和8-20 年

1 号型 11号型 2 号10型 22号型 23号型 31号6 型 51号丁6型 合 計

昭 和8 1 1 2

9 2 2

10 1 1



呼 称
年 産 1 号型 11号型 2 号10型 22 号型 23号型 31号6 型 51号丁6型 合 計

昭和11 2 2

12 1 1

13 3 2 5

14 1 1 3 5

15

16

2 2 4

3 6 9

17 3 2 5

18 2 6 1 9

19 4 14 18

20 9 4 13

合計

基 数 8 4 8 15 34 3 4 76

定格出力CHP) 41,050 27,100 56,000 31,200 31,050 5,700 600 192,700

(1) 艦本式1 号型 内火 機械

空気 噴油式 複動2C

シリ ンダー直 径470mm 行程490mm

鋼板 溶接製 の架構 と、 鋳 鋼製シリ ンダー・ ブロ ックとを支柱 ボルトに よっ

て結び、 架構 底面に主 軸受 を吊 り下げ る構造の もので、 シリンダ ー掃気 はズ

ル ツァ ー方式 を用い、 タ ーボ送風機 は電 動であ った。

艦 本 式1 号 型 製 作 実 績 昭和9 ―17 年

呼 称 シリンダー数 定格出力
(HP)

基 数 用 途 年 次 装 備 艦

1 号 甲7 型 7 4,500 1 主 機 昭和9 伊6 潜

1 号 甲8 型 8 5,000
1 〃 〃 伊71 潜

1 〃 10 伊73 潜

1 号 甲10 型 10 6,300 2 〃 11 伊8 潜

1 号 乙8 型 8 4,650 3 〃 17 伊177 潜・伊179 潜・伊183 潜

合 計 41,050 8

(2) 艦本式11 号型 内火機械

無 気噴油式 複動2C

シ リンダ ー直径450mm 行程600mm



構造は1 号型とほぼ同様であったが、1 号型が空気噴油式であったのに対

して、11 号型は無気噴油式となり、 掃除空気用のターボ送風機は電動の代り

に独立のディーゼル機関によって駆動された。

艦 本 式 目 号 型 製 作 実 績 昭和8 一13 年

呼 称 シリンダー数 定 格 出 力
(HP)

基 数 用 途 年 次 装 備 艦

11 号10 型 10 6,800
1 主 機 昭和8 大鯨( 潜水母艦)

1 〃 13 高崎( 給油艦)

11 号2 型 12 8,200 1 〃 〃 〃( 〃)

11 号8 型 8 5,300 1 〃 〃 瑞穂( 水上機母艦)

合 計 27,100 4

(注) 「大鯨」・「高崎」はのちに航空母艦に改造、それぞれ「龍鳳」・「瑞鳳」と改名、ディーゼル

機関は蒸気タービ ンに換装

(3) 艦本式2 号10 型内火機械

空気噴油式 複動2C

シリンダー直径470mm 行程530mm

構造は1 号型・11 号型とほぼ同じであったが、潜水艦用としては前例のな

い大型の機関で、 昭和12 年(1937) 軍縮条約の失効後、大型高速潜水艦( 甲

・乙・丙型) にそれぞれ主機として装備した。

艦 本 式2 号10 型 製 作 実 績 昭和14-18 年

呼 称 シリンダ ー数 定 格 出 力
(HP)

基 数 用 途 年 次 装 備 艦

2 号10 型 10 7,000

1 主 機 昭和14 伊20 潜

2 〃 15 伊22 潜・伊21 潜

1 〃 16 伊10 潜

2 号10 型W 〃 〃
2 〃 〃 伊11 潜・伊30 潜

2 〃 18 伊45 潜・伊48 潜

合 計 56,000 8

(4) 艦本式22 号型内火機械

無気噴油式 単動4C

シリンダー直径430mm 行程450mm

中型機関としては最も代表的なもので、 ピストンはトランク型油冷式、 シ



リンダ ー蓋は弁箱付きの4 弁方式であった。5~6 シリンダーのものは大型

機関に対する送風用原動機または駆潜艇の主機として使用し、また10 シリン

ダー無過給のものは中型潜水艦に、 過給のものは大型潜水艦にそれぞれ主機

として使用した。 送風用原動機として使用した機関の架構は初め鋳鉄製であ

ったが、 のち鋼板溶接製に改めた。10 シリンダーのものは主軸受か架構底面

に吊り下げる方式であったのを、 のちに溶接製の台板を設けた。

艦 本 式22 号 型 製 作 実 績 昭和8-19 年

呼 称 シリンダー数 定格出力
(HP)

基 数 用 途 年 次 装 備 艦 艇

22 号5 型 5 1,100 1 ブロワー
原動機

昭和8 大鯨( 潜水母艦)

22 号6 型 6 〃
1 〃 12 高崎( 給油艦)

1 〃 13 瑞 穂( 水上機母艦)

〃 〃 1,300
1 主 機 〃 駆潜艇

1 〃 14 〃

22 号10 型 10 2,250 2 〃 18 呂35 潜型

〃( 過給) 〃 2,600
4 〃 〃 伊12 潜・伊13 潜・伊14 潜ほか1

4 〃 19 伊402潜・伊15潜(Ⅱ) ・伊1潜(Ⅱ)

合 計 31,200 15

(5) 艦本式23 号型内火機械

無気噴油式 単動4C

シリンダー直径370mm 行程500mm

駆潜艇および海防艦の主機として、 工作の簡易と量産を主眼に設計し、台

板・架構( 上部はシリンダー・ジャケットを構成) およびピストン( 無冷却

・ト ランク型) はいずれも鋳鉄製とし、 シリンダー蓋は吸気弁・排気弁各1

個ずつの弁箱式であった。 当社ではこの型を計34 基製作した。

艦 本 式23 号 型 製 作 実 績 昭和15-20 年

呼 称 シリンダー数 定格出力
(HP)

基 数 用 途 年 次 装 備 艦 艇

23 号 甲6 型 6 600 1 主 機 昭和15 給糧艦( 小型冷凍船)

23 号 甲8 型 8 850

1 〃 〃 〃( 中型冷凍船)

4 〃 16 駆潜艇

1 〃 17 〃



呼 称 シリンダー数 定格出力
(HP)

基 数 用 途 年 次 装 備 艦 艇

23 号 乙8 型 8 850
2 主 機 昭和16 駆潜艇

1 〃 17 〃

〃 〃 950

1 〃 18 海防艦( 丙型)

14 〃 19 〃( 〃)

9 〃 20 〃( 〃)

合 計 31,050 34

なお、 このほか終戦時に仕掛りのまま中止となっていた部品を取りまとめ

て乙8 型2 基を組立て、 昭和21 年(1946) 当社建造の捕鯨船「第一京丸」・

「第二京丸」 の主機として転用した。

(6) 艦本式31 号6 型内火機械

無気噴油式 単動2C

シリンダー数6 直径420mm 行程520mm

昭和14 年(1939) 、 水上機母艦「日進」 の主機掃除空気用ターボ送風機お

よびその他補機の駆動用原動機として、出力1,900HP のもの3 基を製作した。

艦本式単動機関のうち、2 サイクルのものはこの31 号型のみであって、ピス

トンは油冷式ト ランク型、 掃気はズルッ アー方式であった。

(7) 艦本式51 号丁6型内火機械

無気噴油式 単動4C

シリンダー数6 直径140mm 行程200mm

第2 次世界大戦の戦況が深刻となるにつれて、機関の製作はしだいに大型

機から小型機に移り、 次々に簡単な構造のものの製作を命ぜられたので、 そ

のつご多量の部品が仕掛りのまま廃品となり、貴重な資材と労力はむなしく

消えた。 このような状況のもとに、 特殊潜航艇「蛟龍」 の主機として製作を

命ぜられたのがこの51 号丁6 型150HP 機関で、当社で製作したものはわずか

4 基にとどまった。 この型の仕掛り部品は、 戦後、2 ～3 シリンダーの機関

数基に取りまとめ、当時建造の漁船に発電機用として転用した。

このほか、 ディーゼル機関ではないが、 特攻兵器「回天」 の主機として、

特殊燃焼機関6 号機械の製作に対する緊急命令をも受けたが、 戦況は日毎に

不利となり、 ついに破局が訪れた。



2・ 海 軍 制式 発 電 機 用

海軍制式の発電機用ディーゼル機関は、 初め民間で設計したもの、 または

軍が指示して民間に設計させた4)のを後日軍用として採用、 制式化したもの

が多かった。 そのうち、当社は最初SHB 型の製作を受注したが、 続いて川

崎式に移った。 この間、 標準型数基を製作したほか、 第2 次世界大戦中は多

数の特型を受注した。

海軍向発電機用ディーゼル機関製作実績 昭和9 ―20 年

〃 型

年
＼へ

■、式
次 〃

SHB 型 川 崎 式 特 型 標 準 型

8 型

600HP

8 型

525HP

5 型

300HP
500kW 450kW 350kW 500kW 450kW 400kW 80kW 25kW 6kW

昭 和9 1

10 4 2

11 2 2

12 15

13 5 1

14 2

15 4 2

16 1 1 3 2

17 1 4 5

18 7

19 4 8

20

合 計 9 15 30 22

(1)SUB 型

三菱神戸造船所の設計によるこの型を、昭和9 年(1934) から同14 年まで

に「伊71」・「伊73」 などの潜水艦用として8 シリンダー(出力600HP) のも

の5 基、 潜水母艦「剣崎」 用として8 シリンダー(出力525HP) のもの2 基、

主力艦改装用として5 シリンダーのもの2 基、 計9 基を製作した。

(2) 川 崎 式

昭和10 年(1935) 建造の潜水艦「伊6 」 には、 補助発電機用として海軍が



マ ン社 から購入し たW7V30/38 型 機関を装 備し た。 その後、 海軍はこ の型 を

基準 とする7 シ リンダ ー(450kW) お よび8 シリンダ ー(500KW) の ものをそ

れ ぞれ海軍制式 に採 り入 れ、 川 崎式 として製作し、 潜水艦数隻 に装備し た。

川 崎式350kW は450kW お よび500kW とは別 に、 昭和12 年(1937) 、 海軍

が新たに当社 に指 示し て設計 させた もので、 シリンダ ー数8 ・直 径280mm ・

600rpm 、 溶接架構であ った。 翌13 年に完成し た第1 号機を改装戦艦「比叡」

に、 のち空 母「翔鶴」 お よび 「瑞 鶴」 に も使用し た。

これら3 種類 の川 崎式 のほ かに、 昭和9 年(1934) 給油 艦「高崎」 用 とし

て、 海軍から の簡単な設計基 準により、8 シリンダ ー・600rpm 、450kW 用

l 基 の試作を命 ぜられたが、 実 用には至ら なかった。

(3) 特 型

400kW 型はシ リンダ ー直径310mm ・ 行程340mm 、450kW 型は直 径310

mm ・ 行程380mm でともに6 シ リンダ ー、500kW 型 は450kW 型 の設 計に一

部変更 を加え、7 シ リンダ ーとし て製 作し た4) のであ った。

昭 和16 年(1941) から同19 年 までに製作し た特型 は計30 基 にのぼり、 主

として当 社建造 の伊号潜水艦 に装備し たが、 終 戦当 時仕掛 りの数基は戦後再

整備 の上、400kW 型 と450kW 型各2 基 を「第二 天洋丸」に、400]iW 型1 基

を淀川製鋼の陸上 発電 機用に それ ぞれ転用し た。

このほか戦時 中、 特型400kW 型機 関に排気タ ーボ過給機 を取 付けて、500

kW まで増力す る計画を立て、試作機 の運転試験 を行う段 階にまで進 んだが、

終 戦のため完成 を見るに至らな かった。

(4) 標 準 型

昭和12 年(1937) から同15 年にわた り、 池貝鉄工所設 計の6kW 型4 基 と

25kW 型15 基お よび新潟鉄工所設 計の80kW 型3 基、 計22 基を製作し たが、

いず れも海軍の特命に よる ものであっ た。

3. マ 式 内 火 機 械

(1) マ式1 号 内火機械

昭 和12 年(1937) に海 軍で建造し た軽量・高 速の「第51 号」駆 潜艇( のち



の「第251 号]) の主機 には、 海軍 がマン社から購 入し たW10V30/38 型2 基

を装備し たが、 これは10 シリン ダー・出 力1,500HP の機関で、ビュ ッヒ式 排

気 ターボ過給機付であ った。 海軍工 廠では、 この輸入機の見取図 を作 り、 マ

式1 号内火 機械 として当 社と三 菱横浜造 船所 とに 各1 基 を製作させ、 横須 賀

工 廠で製作 の排 気 ターボ過給機を取 付けて、 駆 潜艇「第52 号」( のちの「第

252 号」) に主 機として装 備し た。

(2) マ 式3 号 内火機械

マ式3 号は マ式1 号とは別 に、 軍用 機関として、 海軍 が三 菱横浜造船所 に

マンGV 型を基 準に広範囲 の変 更を加え て設 計させた もので、4 サイ クル、

油 冷トラ ンク・ピ ストン式、10 シリ ンダー・ 出力1,800HP であ った。 昭和

16 年(1941) から同19 年(1944) まで に当社 が受 注し た9 基の うち、7 基は

敷設 艇の主機 とし て装備し、 他 の2 基は設計 の一 部を変更し て三 菱電機の3

相交流発電機 と直 結し、 陸上定 置用発電機 とし て納入し た。

(3) マ式4 号 内火機械

昭 和16 年(1941) 、 海軍が揮 発油 運搬用の小艦 を建造 す るに当 り、 その主

機 にマ式4 号の型式 を制定し た。 当社 はその設計・製 作を命 ぜられたので、

マ式3 号の設計 を基準として、特殊材料 の使用をさけ て実 用性に重点 をお き、

同18 年に10 シリン ダー・直 径530ram ・行 程740mm ・出力2,250HP のもの2

基を完 成し た。

この2 基は三 菱横浜造船所製 作の2 基 と合 わせて揮発油運搬 艦 「州崎」 ・

「高崎」 の主 機として それぞれ装備し た。 続い てさらに1 基 の製 作・に着手し た

が、 仕 掛りのま ま終 戦 とな ったので、 戦後、「第三天 洋丸」 の主機 に転用し、

の ちに当 社製作 の排気 ターボ過給 機を装備し て出力を3,000HP に増加し たo

第4 節 マ ン 型 デ ィ ー ゼ ル 機 関 そ の 他

大正年 代の終 りごろから、 大型商 船の主機 または補機 とし て、 ディ ーゼル

機関 の使 用が特に 盛んにな り、 従来、 軍用機関製 作の面で当社 と交渉の深 か

ったマ ン社で も、 このころすで に一 般用2 サ イクル型または4 サイ クル型 に



つい て数 種の新しい型式 が完成し てい た。

昭 和4 年(1929) 、 当 社は 下記諸型式 機関の製作につい て新たに同社 と提

携契約を結 び、以後15 ヵ 年間に わたる製作・ 販売の実施権 を取 得し た。 横浜

船渠( その後 の三菱 横浜造船所) も同じころ に同様の条 件で マン社 と提携契

約 を結んだ。

DZ 型( 複動2 サ イクル クロ スヘッド型)

KZ 型( 単動2 サ イクル クロスヘ ッド型)

KV 型( 単動4 サ イクル クロスヘ ッド型)

GV 型( 単動4 サイ クル ト ラン ク・ピ スト ン型)

当時、 機 関の燃料噴 射は一部 にまだ空気噴油式 が行 われてい て、 マン社で

は各型式 と4) 空気噴 油式 と無気 噴油式 との両様に製作し てい たが、 空気噴 油

式 は まもなく一般 に用い られ なくなり、 当社で は、 もっ ぱら無気噴油式 を製

作し た。( 無気噴油式の型式記号はZ あるいはV の次にU を添記するのが当時の通例で

あったが、以下当社製のものについてはすべてU の添記を省略した)

上 記各型式 のうち、 当社 では主 とし てDZ 型とGV 型 とを製作し、 ほ かに

マッ型 の様式 を採 り入 れて当 社の設 計し たKWV 型 をも製作し た。昭和19 年

(1944) に至 って、 契約 の有効期間満了 となっ たが、 こ のころは、 戦局苛烈

のさ なかで、 マ ッ社と契約 の更改を交渉 する機会4, なく、 つい にその まま終

戦時に及 んだ。

戦後 まもなく、 マッ型機関製 造権特許 に関するマ ン社 の権益が、 ドイ ツの

在外資産 とし て連 合国側 に接収され ることとな り、 当社並 びに三 菱横浜造 船

所は、 ともに その後 のロ ヤリティ ーを全額連合国側 に支払 うことに よっ て、

引続 きこの型式 の機関製作 を許されはし たが、 その結果 マン社と直接の交渉

は一 応中絶の かたちと なり、 やむを得 ぬ事情 とはいい ながら、 連合軍 軍政下

の数年間 に わたって、 き わめて変則的 な状態が続い た。

昭和26 年(1951) 、 講和条 約の成立 によって ようや く製 造権の接収が 解除

となるの を待ち、 改 めてマ ン社 と協議 の結果、 従来の4 型式(DZ 型・KZ

型・KV 型・GV 型) のほ か、 新たに下記GZ 型並びにVV 型以下5 種 の新

型式 を加えて契 約を更改し た。

GZ 型( 単動2 サイ クル トラ ンク・ ピ スト ン型)

VV 型・I,V 型・WV 型・MV 型( 単動4 サイ クル型)



1,DZ 型

川崎マンD8Z70/120T 型

8,000HP ディーゼル機関( 昭和9 年)

昭 和4 年(1929) 、 マン型機関 の製 造権取 得とと もに、 技術員を同社 に派

遣し、 社内におい ても諸設 備を整備し て その製作 開始の準 備を急いだが、 当

時 造船界は不況 をきわめ、 わずかに同6 年竣工 の東洋汽船 「良 洋丸」 お よび

国 際汽船「霧島丸」 にそれぞれ マン社から輸入し たD6Z60/90 型( 空気噴 油

式) とD7ZU70/120 型( 無気噴 油式) 各1 基 を装備し たのみで、 その後、

数 年間は製作 の機 会を得 なか った。 昭和9 年(1934) 、 飯 野商事の油槽船

「東亜丸」 の主 機としてD8Z70/120T 型1 基を製作し たのが当社 におけ る

DZ 型 製作の最初 であった。

このころから不 況の海運界 もよ うや く立直 りの気配 を見せ、「東亜 丸」用の

1 基に続いて、 昭和15 年(1940) までに、当 社 または他社建造の油槽 船・ 貨

物船・鯨工船用 とし て製作し たDZ 型機関 は計25 基209,300HP に のばった。

この型 の機 関の掃除空気 は、 独立 のターボ送風機(T 型) あ るい は直結のポ

ンプ(P 型) によって供 給されてい て、T.P 両型式 ともに台板、架構 支柱、

シリンダ ー・ ブロッ ク( い ずれ も鋳鉄製) を、 それぞれ上下に貫 通する支柱

ボルトで強 固に組合せ た簡潔堅牢 の構造であ り、 機関の操作や保守 ・点検が

き わめ て簡単であっ て、 当 時の高出力 複動機関諸 型式 の うち特 にすぐれた型

式 の もの とし て 好 評 を博 し た。

こ の 機 関 の製 作 は、 昭 和15 年 「宏

川 丸」 の も の を 最 後 と し、 第2 次 世

界 大 戦 中 は と だ え て い た が、同25 年

(1950) に 油 槽 船 ″FERNMANOR ″

用 のD7Z72/120P 型1 基、"PHIL-

IPPEL.D. ″( 浦 賀 船 渠) 用 の同 型1

基、 川 崎 汽 船 の 「和 川 丸」 用 の同 型

1 基、 計3 基 を 続 い て 製 作 し た。 戦

時 中 こ の型 の 製作 が とだ え た の に 加

え て、 マ ン 社 と の 製 造 権 契 約 は す で

に 昭 和19 年に 期 限 が 満 了 と な っ て い

た の で、 こ れ ら の 製 作 に当 っ て、 工

事 関 係 者 はい ず れ も見 え ざ る 多 く の



苦 心 を重 ね た。

次 い で、昭 和26 年(1951) 、鯨 工 船 「日

新 丸」(II) お よ び 油 槽 船 「聖 邦 丸」 用 と

し て製 作 し たD8Z72/120:R 型 に は、

掃 除 空 気 用 の ル ー ツ送 風 機 を 機 関 に 直 結

し て空 気 圧 力 の 脈 動 を 少 な く す る と と も

に。 機 関 容 積 を 軽 減 す る た め、 当 社 独 自

の 設 計 を 加 え た が、翌27 年 製 作 の 貨 物 船

「国 川 丸」(II) 用 以 後 のP 型 は、 シ リ ン

ダ ー中 心 距 離 や ピ ス ト ン 構 造 そ の 他 を 順

次 新 型 に 移し、 別 に 「日 高 丸」 用 の 主 機

とし て、 当 社 で 初 め て の 推力 軸 受 直 結 式

D7Z60/110P 型 出 力5,200HP を 製 作 し

た。

こ の 間、 昭 和24 年 に は 戦 災 に よ る 沈船

「聖川丸」 のD7Z70/120T 型 を、 同27 年 には同じ く沈船 「かりほるにあ

丸」( もと「極東 丸」) のD8Z70/120T 型を それぞれ陸揚げ のうえ修理・復

|日し た8

マ ン社 では その後、2 サ イクル機関 の掃気 にT 掃気 法または排気管 制弁 方

式 な ど新しい 方法を採 用し、 機関 の発生馬力を大 幅に高めるこ とに成功 を収

めつつあっ た。 当 社は昭 和28 年(1953) 契約の更改 とと もに同年建造 の貨

物 船「瑞 川 丸」用D5Z

72/120P 型 に こ れ ら 両

方 式 を採 り 入 れ、 き わ

め て良 好 の 成 績 を収 め

た。 当 社 の 複 動 式 機 関

製 作 は、 こ の「瑞 川 丸」

用 の も の が 最 後 と な り

そ の 後 はKZ 型 ま た は

GZ 型 な ど 単動 式 の 製

作 を 主 と す る よ うに な

っ た。

川崎マンD6Z72/120P 型5,800HP

ディーゼル機関( 昭和25 年)

川崎マンD8Z72/120R型9,500HPディーゼル機関( 昭和26 年)



マ ンDZ 型 デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 実 績 昭和9 ―28 年

-

呼 称
シリンダー

数×直径×行程
(mm)Cmm)

定 格 出 力

(HP)

基 数 用 途 年 次 装 備 船

D8Z70/120T 8×700×1,200

8,000 2 主 機 昭和9 東亜丸・極東丸

7,600 工 〃 10 金剛丸

9,000
1 〃 〃 建川丸

2 〃 Ⅱ 日本丸・東邦丸

9,200
1 〃 12 金華丸

1 〃 13 金龍丸

8,300 1 〃 15 宏川丸

D7Z70/120P 7×700×1,200 7,000
1 〃 10 衣笠丸

1 〃 Ⅱ 香久丸

D7Z70/120T 〃 7,500
1 〃 〃 揶11丸

3 〃 12 聖川丸. 君川丸・国川丸

D8Z72/120T 8×720×1,200 10,000

1 〃 〃 厳島丸

3 〃 13 玄洋丸. 日栄丸・東栄丸

3 〃 14 国洋丸・健洋丸・神国丸

D8Z60/90T 8×600×900 6,000

1 〃 11 日新丸

1 〃 12 第二日新丸

1 〃 13 極洋丸

D7Z72/120P 7×720×1,200

7,000
1 〃 25 FERNMANOR

1 〃 26 松島丸

7,500 1 〃 〃 神川丸C Ⅱ)

7,800
1 〃 〃 君川丸0 工)

1 〃 27 国川丸( Ⅱ)

D6Z72/120P 6×720×1,200
5,800 1 〃 25 PHILIPPEL.D.

6,000 1 〃 27 聖山丸

D8Z72/120R 8×720×1,200
9,500 1 〃 26 日新丸( Ⅱ)

8,000 1 〃 〃 聖邦丸

D7Z60/110P 7×600×1,100 5,200 1 〃 27 日高丸

D5Z72/120P 5×720×1,200

5,000 1 〃 25 和川丸

5,500
1 〃 27 昭川丸

1 〃 28 瑞川丸

合 計 296,900 38

(注) 型式呼称末尾の添字 は当社で 便宜上付加

T・・・掃除空気用ターボ送風機独立式P ・‥扣除空気 ポンプ直結式R. ‥掃除空 気ルーツ送 風機直結式



川崎マンG3V22/33 型100HP ディーゼル機関

(昭和9 年)

2.GV 型

GV 型機関の製作は、 昭和9 年(1934) 、 東京府から受注の22/33 型1 基が

最初であった。 これは、小笠原島で100HP の空気圧縮機駆動用原動機とし

て使用された。 同12 年と翌13 年に当社で建造の鯨工船[ 第二日新丸] および

「極洋丸」 の両船に4)、同じくこの型をそれぞれ65kW 発電機用として各1

基ずつ装備した。

28.5/42型は、 昭和9 年油槽船「東亜丸」め250kW 発電機用として3 基 製

作し たのが最 初であった が、 この型

は当 時当社で 別途 設計したKWV 型

(別項 記載) とともに、 主 とし て発

電 機用 として その後建造のデ ィーゼ

ル船 に多数使 用された。

45/60 型 は、 昭 和11 年(1936) 、シ

ャ ム国から受 注の砲艦"AYUDHYA ″

."TOMBURI ″の両艦 建造に際し、

その主機 とし て2 基製作し たのが当

社 で最初の ものであった。

以上、 戦前 にお け る当社 のGV 型

機関製作は22/33 型 ・28.5/42 型お よ

び45/60 型の3 種 類を通じて、 計39

基( 定 格出力の総計16,360HP) であった。

戦後 になって、昭和22 年(1947) から翌23 年にかけて、「第二天洋丸」・「第

三 天洋丸」お よび「神 港丸」用として22/33 型 各1 基ずつ 計3 基を製作し、続い

て同25 年 には油槽船 ″FERNMANOR ″お よび「和川丸」用 とし て28.5/42 型 各

2 基ずつ計4 基、 さら にブ ラジル から受 注の ″SALTE ″ 級一連の小型油 槽船

用 の主機 とし て、45/60 型4 基 を製作 した。

この間 に、 マッ型機 関製作の特許 権は連合国 鬪に接収せられ、 マ ン社 との

直 接連絡は一時 中断 の形 となったが、 同社 戦後 の改正新図面ま たは
。
資 料の一

部について は、 特に同 社の好意 によって入手 の便宜 が与えられ、 昭 和25 ～26

年以後のGV 型各機関製作 には 漸次これら 戦後 の新様式を採 り入 れた。

昭和28 年(1953) 、 マン社との更改契約 成立に より同社 との直接提 携 復活



の の ちに 製 作 し た もの は、

「祥 川 丸」 用お よび 川 崎 製

鐵 葺 合 工 場 用 の もの を 除 き、

「神 光 丸」・「昌 剔 丸」 用 を

初 め、 ″EASTBREEZE" ・

"WESTBREEZE" お よ び

「建 川 丸」(II) 用 な ご、 い

ず れ も 過 給 機 付 と し て シ リ

ン ダ ー当 り の出 力 増 強 を図

っ た。

川崎マンG8V22/33A 型360HP ディーゼル機関( 昭和30 年J

マ ンGV 型 デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 実 績 昭和9 ―30 年

呼 称
シリンダー

数 ×
直径×行程

(mm)mm)

定格出力

(HP)

基 数 用 途 年 次 装 備 艦 船・据 付 場 所

G3V22/33 3×220×330 100

1 圧 縮 用
原 動 機 昭和9 小笠原島( 陸上用)

1 発電機用
原 動 機 12 第二日新丸

1 〃 13 極洋丸

1 〃 22 第二天洋丸

2 〃 23 神港丸・第三天洋丸

G6V22/33A

(過給)
6×220×330 330 4 〃 30

EASTBREEZE( のちの

EASTERNMUSE)

WESTBREEZE

G8V22/33A 8×220×330 360 1 〃 μ 川崎製鐵葺 合工場C 陸上用)

G8V22/33A
(過給)

〃 400 2 〃 /ノ 建川丸( Ⅱ)

G4V28,5/42 4×285×420 240
3 〃

-......

〃

10 衣笠丸

3 11 香久丸

G5V28.5/42 5×285×420 300 3 〃 25 PHILIPPEL.D.

G6V28.5/42 6×285×420

370
2 〃 13 五洋丸

2 〃 14 五州丸

400

3 〃 15 宏川丸

4 〃 26 神川丸( Ⅱ) ・君川丸( Ⅱ)

4 〃 27 国川丸( Ⅱ) ・日高丸

4 〃 28 昭川丸・瑞川丸



呼 称
シリンダ ー

数×直径x 行径
(mm)(mm)

定格出力

CHP)

基 数 用 途 年 次 装 備 艦 船. 据 付 場 所

G6V28.5/42 6×285×420

400 2 発電機用
原 動 機 昭和29 祥川丸

375
2 〃 25 和川丸

2 〃 26 聖邦丸

G7V28.5/42 7×285×420

440 6
X,夕 9

一一一一

11

東亜丸・極東丸

450
3 〃 櫛 日丸

9 〃 12 聖川丸・君川丸・国川丸

G8V28.5/42 8×285×420 500
3 〃 10 金剛丸

2 〃 25 FERNMANOR

G6V45/60 6×450×600 850 4 主 機 〃 SALTE52 ・53・56・58

G6V45/60
(過給)

〃 1,100 2 〃 29 昌福丸( Ⅱ). 神光丸

Ggv45/60 9×450×600 1,200
1 〃 12 AYUDHYA

1 〃 13 TOMBURI

ふ 計 33,740 78

川府マンK6Z78/140A 型5,400HP ディーゼル機関
(昭和29 年)

3.KZ 型

昭 和29 年(1954)3 月、 貨 物 船「 祥川 丸」 の 主 機 とし て、 初 め て 出 力5,400

HP のK6Z78/140A 型1 基

を製作した。 この機関はマン

社と技術提携契約更改後の新

しい図面によって、T 掃気法

と排気管制弁方式とを採り入

れ、 台板・架構を溶接構造と

し、 ピストン下部を掃除空気

ポンプの補助に用いて機関の

重量を軽減した。 このころは

ディーゼル機関の出力を増す

ため、2 サイクル型にもしだ

いに排気ターボ過給を行なう

ものが多くなってきたので、

当社でも翌年には独自の設計



に よっ て、 貨 物 船 「建 川 丸」( Ⅱ) の

主 機 とし て 出 力5,490HP の タ ー ボ

過 給.K5Z78/140C 型1 基 を 製 作

し た。 非 ユ ニ フ ロ ー式 のKZ 型 に 対

し て、 掃 除 空 気 供 給 用 の 専 用 ポ ン プ

を特 に設 け な い で、 タ ーボ 過 給 の み

を 使 用 す る こ の方 式 の 成 功 は、 各方

面 か ら 高 く 評 価 さ れ た。 続 い て 同 年

建 造 の 貨 物 船 「日川 丸」 に も同 様 の

過 給 機 付KZ 型 機 関1 基 を 装 備し た。

昭 和31 年(1956) に は 貨 物 船「愛 宕

丸」 用 とし て 製 作 のK5Z70/120A.

型 に続 きKZ 型 数 基 を受 注 し た。 こ

れらのほか、 さきに当社で製作

した「松島丸」用DZ 型7,000HP

複動機関1 基を船主 の希望 に よ

って単動式 に改造し た。 これは

DZ 型 の複動 シリ ンダー部 を新

たにKZ 型様式 とし、出力6,000

HP の2 サイ クル、単 動 式 に 改

めた 島のである。

川崎マンK5Z78/140C 型
5,400HP ディーゼル機関( 昭和30年)

川崎マ ンK5Z78/140 型

過給機用 ローター

川崎マ ンK5Z78/140 型用過給機



川 崎 マ ンKZ 型 デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 実 績 昭和29 ―31 年

呼 称
シリンダー

数 ×直径×行程
(mm)(mm)

定 格 出 力 基 数

(HP)

用 途 年 次 装 備 船

K6Z78/140A 6×780×1,400 5,400 1 主 機 昭和29 祥川丸

K5Z78/140C 5×780×1,400 5,490 2

1

〃

〃

30 建川丸( Ⅱ) ・日川丸

K5Z70/120A 5×700×1,200 3,400 31 愛宕丸

合 計 19,780 4

(注) 呼称末尾のA は改良型ル ープ扣除方式 と排気制弁方式、C は排気 タービン過給方式を示す。

4 、GZ 型

掃 除 空 気 を 直 結 ル ー ツ 送 風 機 に よ っ て 供 給 す る2 サ イ ク ル 、 ト ラ ン ク ・ ピ

ス ト ン 式 の 機 関 で 、T 掃 気 法 と 排 気 管 制 弁 方 式 と を 採 用 し て い る 。

当 社 で 最 初 に 手 が け たGZ 型 は 貨 物 船 ″EASTBRJEEZE ″( の ち の ″EASTER 、N

MUSE ″) の 主 機 と し て 製 作 し た 出 力2,400IIP の(E18Z52/90 型 で 、 昭 和30 年

(1955)7 月 に 完 成 し た。 引 続 き 同 型 機 関 を 姉 妹 船 ″WESTBREEZE" 用 に 製 作

し 、 同 年 さ ら に 貨 物 船 「 東 明 丸 」( 呉 造 船 建 造) 用 と し て 出 力2,000HP のG

6Z52/90 型I 基 を 製 作 し た 。 翌31 年 に は 飯 野 重 工 舞 鶴 造 船 所 建 造 の 貨 物 船

″HELLAS ″ 。″ATHINAI" 。 ″H01.LANDL い お よ び ″TURKIA ″ の 主 機 と し て

G8Z52/90 型4 基 を 製 作 し た が 、 い ず れ も ル ー ツ 送 風 機 の 容 量 を 増 し て 出

力 を3,500HP に 引 き 上 げ 、 推 力 軸 受 を 機 関 に 直 結 す る 構 造 と し た 。 ま た 同 年

貨 物 船 ″HONGKONGBREEZE ″( の ち の 「 ほ ん こ ん 丸 」) の 主 機 換 装 用 と し て

G8Z52/90 型1 基 を 製 作 し た 。

川崎マンG8Z52/90 型

2,400HP ディーゼル機関

(昭和30 年)



川 崎 マ ンGZ 型 デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 実 績 昭和30 ―31 年

呼 称 定 格出力 基 数
臨

途

(mm)(mm) 〃HP

年 次 装 備 船

G6Z52/90 6×520×900 2,000 1 主 機
.............

2 〃

昭 和30

〃

- 一一‥ 一一

31

東明丸

EASTBREEZE( のちのEAST-ERNMUSE) ・WESTBREEZE

HONGKONGBREEZE
Cのちの「ほんこん丸 」)

Qj 八八

G8Z52/9018 ×520×900:!1j 〃

,3,500 ■4 〃 〃 HELLAS
・ATHINAI ・

HOLLANDIA ・TURKIA

合 計 23,200 8

5.KV 型

KV 型機関 は4 サイ クル、 クロ スヘッド型で、 戦後 マン社 ではKV 型に新

たに200% の高 過給を施し た新様式を完 成し た。 戦 前当 社ではKV 型を製作

する機会 がなかったが、 戦後の契約更 改による新図面 によって、 昭 和31 年

(1956) 、 新型 高過給K6V45/66 型 機関2 基を製作し、 電 磁す べり接手 と

減速 歯車 とで1 軸に連結し て貨物船 「照川丸」 に装備し た。

この機関は、2 段の排気 タービンと2 段 の送 風機 からなる過給機 によって

約2.5 気圧( 絶対 圧力) の冷却され た過給空気を供給し て、 平均有効圧力16

kg/em2 ・ 燃焼最大圧力110~120kg/cm2 ・ 燃 料消費率142g/HP/h とい う画 期

的な性能を発揮した。

また機関室の占めるス

ペースや機関の重量お

よび燃料消費量などの

点においてもきわめて

すぐれており、 さらに

3隻分、計6 基を製作す

ることになっている。

川崎マンK6V45/65 型2,800HP ディーゼル機関( 昭和31 年)



6.VV 型

これはマ ン社 が戦後新たに開 発し た型式 で、V 型 配列12 シリン ダーのV6

V22/30 型は出力1,500HP 、同じ くV 型配列16 シ リンダーのV8V22/30 型

は出 力2,000HP で、 と もに排気 タ ーボ過 給機付軽量高速 の中型 機関であ る。

昭和29 年(1954) にV6V22/30 型

1 基の 試作 に着手( 過給機はマ ン社か

ら陥入) し、 翌30 年初頭に完成し て車

両用お よび舶用 とし て各種の性能 試験

を行なっ たのち、 川 崎車輛で製作し た

ディーゼル電 気機関車DF401 に装

備( 電 機関係 も当社 で製作) し た。この

機関車は昭 和31 年(1956)4 月に国 鉄

と賃貸契約を結び、同年10 月 から土讃

線 で正式の営業運 転に入ったが、 その

後、 国 鉄のディ ーゼル機関車用標準エ

ンジ ンとし て採用され、DF50 形機関

車に装 備されるこ とになってい る。

川崎マンV6V22/30 型

1,500HP ディーゼル機関( 昭和30 年)

駆潜艇用川崎式流体逆転波速装置( 昭和31 年)
舶用面では防衛庁の昭和

29 年度 計画による 中型駆

潜艇の主機としてV8V 型

が採用され、 流体接手並び

に減速装置と組合せて4 隻

分、 計8 基を製作した。



7.LV 型

これはV 型配列 で、

12 シリ ンダー・ 回転数

1,500rpm 、・出力1,000

HP ・ 排気 タ ーボ過給

機付 の高速・軽量 機関

であ る。 この型 は目下

試作 中で、 近 く運 転を

行い、 各種の性能 試験

を行な うこ とになって

い る。 川崎マンL12V18/21 型 ディーゼル機関( 昭和31 年)

川崎KW6V30/38 型500HP ディーゼル機関( 昭和10年)

8. そ の 他

川崎KWV 型機関

KWV 型はシリンダー直径・行程その他の主要寸法については、大体にお

いてマッWV30/38 型の設計を基準とし、 その他は主としてGV 型の図面を

もとに設計した当社の台板型発電機用機関である。 昭和10 年(1935) 、「建川

丸」の発電機(330kW) 用に初めてKW6V30/38 型3 基を製作し、翌11 年以

後、 当社曳船兼動力船「住吉丸」その他の発電用として引続き多数製作した。

この「住吉丸」 は、 デ

ィ ーゼル電機推進2 軸の

船であって、 曳船 とし て

航走の ときには、 機関は

両舷の推 進用直流発電機

(330kW500rpm) を駆

動し、 動力 船として使用

する場合 には、 片舷機 は

溶接電 源用の交流 発電 機

を駆動、 他舷機は動力 用

圧縮空気 ポンプを駆動す



る。 この利用範囲のきわめて広い点が海軍に認められ、 昭和13 年(1938) か

ら同19 年(1944) にかけて「住吉丸」 と同型船9 隻を受注し、 各船にKWY

型機関2 基ずつを製作・装備した。

昭和16 年、 新たにKWV20/28 型の製作を加えて、 戦前・戦後にわたるK

WV 各型の製作は計91 基42,630HP に達し、主として船舶の発電機用として

使用された。 陸上用としては、 昭和18 年に交流発電機用として出力450HP

のKW6V30/38 型1 基を製作した。

KWV 型 デ ィ ー ゼ ル 機 関 製 作 実 績 昭和1025 年

呼 称
シリンダ ー

数×直径×行程

(mm)(mm)

定 格出力

CHP)

基数 用 途 年 次 装 備 艦 船 ・ 据 付 場 所

KW6V30/38 6×300×380

500

3 発電機 昭和10 建川丸

8 〃 11 住吉丸・日本丸・東邦丸

3 〃 12 厳島丸

12 〃 13 玄洋丸・日栄丸・東栄丸. 建川丸

9 〃 14 国洋丸・健洋丸・神国丸

3 〃 17 日本丸( 換装)

450

3 〃 11 日新丸

4 〃 12 第二日新丸

6 〃 13 極洋丸・海軍曳船兼動力船(1 隻)

6 〃
1 4

- ・ - 一 一一

1 8

海軍曳船兼動力船(3 隻)

9 〃 海軍曳船兼動力船(4 隻)
谷口鉄工所( 陸上用)

2 〃

〃

〃

19 海軍曳船兼動力船(1 隻)

8 23
第一 日新丸( のちの錦城丸)
第三天洋丸・第二天洋丸

5 24 第一日新丸・天洋丸

1 〃 25 第三天洋丸

KW7V30/38 7×300×380 570

3 〃
1 2

一 一 一 - ―

1 3

金華丸

3 〃 金 龍丸

KW6V20/28 6×200×280 180 2 グ
工6

--- 一一 一一

18

飛弯( 出雲丸を改造)
隼麌( 橿原丸を改造)

KW2V20/28 2×200×280 50 1 〃 久栄丸

合 計 42,630 91
-



第2 編 技術と生産

第5 節 製 作 技 術 の 変 遷

大正4年(1915) 、初めてフィアット型ディーゼル機関を製作するにあたっ

て、 技術習得のため海外に派遣した技術員には、 特に鋳造関係の技師・工長

を加え、主としてシリンダー、 ピストンなど高温・高圧用部品の鋳造方法を

研究させたほか、 機関に使用する各種の特殊材料についても調査させた。

機械加工の精度向上のため、大正9 年(1920) に海軍のあっせんによって

スイスのゼネボア社から同社製の限界ゲージを輸入した。 これによって、従

来の「現物合わせ」 のみによる方法を近代的なゲージや治具を用うるように

し。製作図面にそれぞれの使用個所を明示したほか、 加工精度の許容範囲を

も詳細に記入することを励行した。

大正12 年(1923) 以後、 ラ式機関の製作に際して、 マン社のザンドナー技

師以下各技術員の熱心な指導は当社の技術を著しく向上させた。 造機工場の

一=部にディーゼル機関仕上組立専用の区画を初めて設けたほか、 クランク・

ピン旋盤、 ジグ・ボーラーなどの大型工作機械や硬度計その他計器類を整備

し、 限界ゲージはドイツのDIN 方式に近いものに改めた。 その後、 主とし

GHQ に制肘されたエンジン製作

小 沢 憲 洽

敗戦になってから、 進駐軍は強制的にエ

ンジンの修理なごをやらせるとか、 大型エ

ンジン関係の設備なごは全部スクフップに

される…… などの噂 を頻りに聞いた。 私は

とても進駐軍は大型 エンジンを作らせては

くれまい…… と、 これがひごく心配であっ

た。 戦争は終ったが食糧は依然 とし て極度

に欠乏していて、 出張の時 は乗やジャガイ

モをリュックサックに入れていかなければ

行先 で仕事ができなかったくらいで、 肉や

魚なごは飛切りの贅沢品だった。 政府はこ

の窮迫した食糧対策とし て、 漁船の建造な

らGHQ も許可してくれるからと、 この方

の計画をたてるよう頻りにアドバイスし て

くれた。 そのうちに漁船川のエンジンの引

合がぼつぼつあるようになってきたので、

「 これで鍋や釜を作らないで済む……」 と

喜んだのもそのころだった。

しかし当時 としては材料メーカー自体が

荒廃しているため、 新しいエンジンの需要

に応ずることは到底望めなかった。 そこで

海軍からの受注残品 とか仕掛品などを寄 せ

集めて、 それを取り纏める以外に手がなか

ったので、 品質的に技術屋とし て満足でき

ぬ点があ り私は心が重かった。 このような

事情のため改 装冷凍船 「第二天洋丸」 には

主機・仙助発電機ともに種々のトラブルが

鰮った。 主機は他 社製のものを、 補助発電



て艦本式軍川機関やマン型商船用機関を製作するようになってから、DI:N

方式をさらにJES 方式に切替え、 引続いてゲージ・洽具の効果的な使用に

努めた。

フィアット型やラ式などの軍用機関では、 その重量を軽減するため、架構

や台板には主として鋳鋼を用いたが、 溶接技術の進歩に伴って、鋳鋼に代り

鋼板溶接のものを用いるようになった。 昭和6 年(1931) には軍用大型機関

の製作に関係のある工廠や民問各社の技術関係者を集め、 横須賀海軍工廠で

溶接技術の技術研究会が開催されるなど、 溶接が重要技術として大きく採り

上げられるようになった。 翌7 年、 当社で初めての溶接構造架構の製作に着

手するに当り、 溶接後の焼鈍のため、 川崎車輛製鋼部に専用の電気焼鈍炉を

新設し、終戦までこれを使用した。

戦後には、 商船用機関に・1)広く溶接構造を採用するようになり、 昭和29 年

(1954) 製作の「祥川丸」 用K6Z78/140A 型以後は、台板・架構は殆ど鋼

板溶接に変ったので、 製缶工場 に焼鈍用大型電気炉を新設した。 溶接工事に

対する自動ガス切断機や自動溶接機の利用とこれに伴う検査方法の進歩は、

製品の信頼度を著しく高め、 工数低減および工期短縮に大きく貢献した。

機は潜水艦に川いられてい たものを搭載す

ることに決まった。2 台は敏馬沖に沈んで

いた潜水艦「伊1 」からの引揚品を補修し、

他の2 台は仕掛品を集めて作ったものであ

った。

陸上運転の時にはガバナーの調整に手を

焼いた。 積込日が遅延 すれば南氷洋への出

航が遅れるので、 そうすると漁期を逸する

ことになり一大事であっ た。 艤装関係者か

ら積込日について強硬なひざ詰談判を受 け

たが、 「ペスト・コンディショ ンに調整 し

て何 日には完成して見せます」 などと言え

ば、 それはその場逃れの返事 であった。 そ

んな無責任なことは言えないし、 担当技 師

として実に苦しい立場に迫い込 まれたもの

であった。 海上運転では主機のガジョンピ

ッが焼ける事故が発生し た。 何しろ漁期が

ぎりぎりに迫っているし、 代品を作 るにし

ても当時の事 情としては材料調達が仲々の

難問題で、 焼入などの加工作業にかなり日

数がかかるため、 いよいよ問題が大きくな

った。

こんなにごてごてするからと言って、(主

枳は他社製でしかも船主文給である。 コン

ディショ ンの悪いことには川崎は何も気を

もむ必要がない」 などと落ちつき払ってい

られるものではなかった。 かかる情勢から

造機工作部としては全部換装するという最



マ ン型 商船用大型 機関 のクラン ク軸は、 鍛造 粗材を用いて クランク部に主

軸部 を焼ばめた、 い わゆるビ ルト・ アップ式 の もので、 油槽船 「建川 丸」 用

として、 昭和10 年(1935) に製 作のD8Z70/120T 型 から初め て国 産鍛

鋼品を使 用し、 焼ば めから仕上 加工までを一貫し て当社でで きる ように なっ

た。

戦後 は、 ク ランク部を鍛造 とし ない で鋳 鋼製 とする方 法がしだい に普及し

始め た。 当 社では国内 鋳鋼 メーカ ーの協力 を得 て、GZ52/90 型 のク ランク

部に 試験的に鋳鋼 を採 用し、 信頼 度に十 分の確信 を得 たので、KZ 型 のクラ

ンク部に もできるだけ この方式を採用す るこ とになった。

シ リンダー入子( い れこ) の内面 仕上げは、第2 次世界大戦前は旋削 仕上げ

のみであ ったが、 戦後は旋削 ののち、さらに研磨仕上げ を行なうよ うにな り、

最近 に至っては、 研磨仕上げ の うえ、 さらに入念 なホーニン グ仕上げ を加え

るまでになっ た。

ディーゼル機関 の部品には、 特 殊材料 や、 熱処理 を要する材料を必要 とす

る ものが相当多い。 特に肌 焼入れについ ては、 従来 各方面 で熱心に研究 され

てい たが、 当社は 戦後、 カ ムやピスト ン・ ピン等の 肌焼 入れに高周波焼 入れ

悪の場合を想定し、 昼夜兼行で再製に取 り

かかった。 海上運転中は夜通し船から無線

で刻々とガジョンピ ンの状況報告を受 けな

がら、 海陸一体の緊密なる連絡のもとに工

場では作業を進め、 大部分の換 装に対し誤

りなく対処することができた。 昭和22 年12

月の出航日に辛 うじて間に合わせ、 南氷洋

への船出を見送ることができた時の感激は

とても言葉でも文字でも言い現 わせないく

らいでし た。

戦時中被爆して山口県 室津沖に沈んでい

た 「聖川丸」 を昭和24 年の初め ごろサルベ

ージして神戸に曳航し、 修理 にかかっ たが

この工事も私たちにとって忘 れることので

きないものであった。 と言いますのは、 商

船 用大型 ディーゼル機圏の製作に携わるこ

とは昭和16 年以来全然 なかったので、 当時

社内で、 経験者は寥々たるものだった。 で

すから、 この船の機圏 を陸揚げ後修理する

工事には関係技術者は一丸となって協力し。

異常 な苦心ののちに完成し た。 これは以後

私たち造機圏係技 術者に、 ごんな大 ものの

エ ンジンでも手がけることができるという

自信を与えてくれた点で苦労のし 甲斐があ

った。

(当時造機部第1 工作課組立掛長)



をするほ か、 最近 には火焔焼入 れの装置 をも設 備し て、 大型ピ ストンの リン

グ溝部の硬 化・ 大歯車 の歯面硬化 などに用い てい る。 従来、 焼入硬化部分 の

表面は、 もっぱら研 磨仕上げ のみであっ たが、2 サ イクル型ト ランク・ピ ス

トンのピ スト ン・ピ ンは、 これ のみでは実 用上不満足 の点 が多かったので、

戦前す でに艦本式31 号6 型 などで は、 研磨仕上げ ののちさらにバフ仕上げ を

加え てい た。 戦後 の2 サイ クルGZ 型製 作に際して はピストン・ピ ンに完 全

な スーパ ー・フ ィニッシ ュ( 超仕上げ) を行な うようになり、4 サ イクル機

関 におい て もVV 型 のピ スト ン・ピ ンやKV 型 のクロスヘッド・ピ ンは 超仕

上げを行い、 メタルは ケル メット にファ イン・ ボ ーリングを施した ものを用

いてい る。

燃料 ポンプ のプランジ ャー部 や燃料弁 の針弁部は、数百気圧 の圧力 に耐え、

汕密であ る とともに、 摺動 の円滑さが必 須の条件であ るため、 材料の 選定 。

熱処理 法並び に加工の精 度などに多大 の苦心を要 するのであるむ 当社では 戦

前い ち早 く精密寸 法計測用 のエア・マ イクロメ ータ ーを製 作し、 独特 のラッ

ピ ング方式に よって完全 な製品を作 ることに成功し、 終戦までこれら の部品

はす べて当社で製作し た8

初 めは、 デ ィ ーゼル機 関の燃料噴射 方式 は空気噴 油式 であっ たが、 その後

し だい に無気噴 油式に移 り、 昭和の初 期のころから 空気噴油式は殆 ど用い ら

れ なくなっ た。 当 社がフ ィアット型 やラ式機関 を製 作し たころは空気噴 汕式

の時 代であっ た。 その後、 艦本式1 号型・2 号型 の ような軍用機関 には、 な

お 空気噴油式 の もの もあ ったが、 当 社製作の マツ 型 機関はす べて無気噴 汕式

である。

ディ ーゼル機関の過給 について、4 サ イクル型 では早くから 研究 が進み、

マン型機関 にお いて も、 その後排気 タ ーボ過給 の方式が採 り入れられ、 戦後・

はVV 型・KV 型な ど、 高度の過給 を施し た優秀 な4 サ イクル型機 関を相次

い で製作し た。 特にKV 型 は、200% とい う異 例の高過給機関 で、 過給機の

タービン側 には特殊耐熱 鋼を溶接 によって結合し た特殊設計 の翼車を使用し

た。 また、 送風機側 には13Cr 鋼 精密鋳造 の羽根をNiCr 鋼の ボスに溶接し た

扇 車を用い、 車 軸両端の軸受 部には超 仕上げを施し、 相手 方の メタル にはケ

ル メットに ホーニン グ加工を施し た精密 加工の平 軸受 が用いられてい る。

2 サイクル型機 関の過給は これに比べ やや立ちお くれの観があっ た。 もと

もと過給 方式には静圧 式 と動圧式 の2 種類 があって、 それぞれ研究 が進めら



れ てい たが、 一部 にはKZ 型 の ようなル ープ掃気式 の機関に対し動圧式 過給

を適用するには 相当 の困難 を伴 うとし て、 その可能性 を危ぶむ向 きも多かっ

たが、当 社では昭 和29 年(1954) のKZ 型無 過給機関の陸上 試運転に際し て、

模 擬的な過給 運転の装置 を設 け、 この型 の機関 に対 する過給 につい て諸般の

試 験を行なった結果、その成果 につ いて 確信 を得るに至っ たので、 昭 和30 年

(1955) 建造の貨物船「建川丸」(Ⅱ) 用主 機として動圧 過給式 のK5Z78/140

C 型 を製 作した。

過給 機は当社独 自の考案に よるタ ービン 翼車と送風機扇車 各1 段 を組合せ

た ものを用い、 特別 の扣除空気 用ポンプ を設 けないで、 この過給機 のみで機

関起動時 の低速から全速 までの各段階 にそれ ぞれ適切な空気量 を供給し て、

平均 有効圧力6.48kg/cm2 ・燃料消 費率152g/HP/h の好成績 をあ げる ことがで

きた。

2 サイクル型機 関に対する過給 の研究は その後 も続けられ、 現在では大型

2 サ イクル機関はシ リンダ ー直径780mm ・ 単筒当りの出力1,225HP まで容

易に製作 できる ようになった。 これ を40 年前、当社 が初めて製作し た潜水艦

用2 サ イクル型 ディ ーゼル機関の直径440mm ・単筒あ たりの出力220HP に

比べ ると、 技術の長足 の進歩はまさ に隔世の感深 きものかお る。



川崎マンKZ 型ディーゼル機関
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第7 章 ボ イ ラ

第1 節 舶 川 ボ イ ラ

個人 経営時代 から、 ボイ クは蒸気機関 とと もに造機部門の重要な製品 の一

つ であ った。 製 缶工場は鉄船 工場 と職 場が共通の、 ごく小規模の もの であっ

たが一 応の設 備を備え、 当 社建造船 舶用ボイラを製作 するほか一般 の注文に

も応ずるこ とができた。 創業 以来今 日までに製作し た各種の舶 用ボイラの総

数 は千 数百基 に も達してい るが、 その大 部分は当 社建造の商船 とか艦 艇に装

備し たものであ り、 年表・ 諸表( 別冊) 中の舶 用ボイラ製作集 計表は年次別

・型 式別製作 基数 の集計 であって、 これによって、 当 社ボイラ製作 の推移 と

その消長 を知るこ とができる。

参照……諸表:艦艇用ボイラ製作実漬・商船用ボイラ製作実績

スコッチ・ボイラ…100ft曳船用( 明治34 年)

1・ 商 船 用

(1) スコッチ型

明治19 年(1886) 製作 の「吉野川丸」 用の1 基( 径11' ―O" 長10' ―6" 圧力

751b/in2) を初めとし、以 後昭 和の中ごろまで に当 社が建造し た商船には殆 ど

この型 のボイラを装 備し た。創業 のころは、商船は|日来の木造帆船 から汽 船、

次いで鉄製汽 船へ と移 りかけ

ていた時代 で、 これら の船の

機関は50 ～550HP 程 度の も

のが多 く、 ボイラ もこれに応

じ て小型 の自然 通風石炭手 だ

きの ものが使 用され た。

その後新 造船がし だい に大

型 にな り機関 の馬 力が 増大 す

るにつれ て、 ボイ ラもし だい

に容量 の大 きい 圧力の高い も



のが要求され るようになっ た。 明治30 年(1897) に「伊予丸」用として製作し

たボイラ( 径14' ―10″ 長10' ―0゛ 圧力1751b/in2) は、 当時 とし ては、 蒸気

圧 力 その他 の点で 進歩的 な もの とし て注目を ひいた。 同33 年(1900) 製 作の

「大 利丸」 お よび 「大 仁丸」 用の4 基 は、 当社製 では最初 の両た き口の もの

であっ た。 この様式 の利点は、 一 定力量 に対 しボイ ラを小型 にし て構造を 簡

単化し 得る ことであって、 したが って材料 とか工数 などでは相当 の節減 とな

っ た が、 船内の装置 と操 作につい て不具合 の点があ ったので、 その後 は製作

し なかった。 翌34 年ごろに なっ て、 舶 用ボイ ラの燃焼方式 を従来の自 然通

風式から 進んで空気予熱強 制通風式に切替 えよ うとす る傾向 が生じ て きた。

当社 もこれに対応し て空気予熱 器 とハウテン(Howden) 式 強制通風装置 を採 用

する こととなった。 同35 年製作の「釧 路丸」用 ボイラに初めてこれ を装備し、

燃焼効率改 善の うえで好 結果を得 たので、 以後当社製 ボイフ にはスコッチ型

その他大 型筒型 には殆 どすべて にこれを装備す るよ うになっ た。 初めのころ

は完備の装 置を輸 入してい たが、 数 年後 には自製す るよ うになっ た。

この間、 主 機関の方 は従来の2 段膨 張型から3 段 膨張型 に進み、 さらに過

熱蒸 気使用 に移 って きた。 当 社建造 の船に初めて 過熱 蒸気使用 の主 機関 を装

備したの は、 大正4 年(1915) に竣工し た大阪 商船の 「は るびん丸」 であ っ

た。英国 シ ュミット(Schmidt) 社との技術提 携によって製作し たシュ ミット式

蒸気過熱 装置を本船 用4 基 のスコッチ・ボイ フに装備し、 蒸気圧力2001b/in2

に対し蒸気 温度540 °Fを実現し 得るに至っ た。 この 過熱装置は、 続い て同年

建 造の日本郵船 の 「豊 橋丸」 お よび 「徳山丸」 の2 隻分(8 基) と、 それ以後

の多数 の当 社製 ボイ ラに装 備して機関 の効 率を上げ ることがで きた。 しかし

な がら、 蒸 気往復機 関に過熱蒸気 を使用する ときは、 気筒内 の高圧 ・高温蒸

気・が漏 れるのを防 ぐために、ピ ストンとピ スト ン棒にアレ ン(A11en) 式または

コープラ ンド(Copeland) 式 などの特殊衛帯 が必 要であ った。 このため内部油

消費量の 増加は必然 的に復水 中の混入油量 を増し、 ひいて はボイラ損傷の原

因 ともなるので、 過熱装 置付 ボイ フの給水系統 には特に当社 の技師が創案し

た猪木式給 水漉器を設 置し て、 努めて混入油を除 く方法を講じ たが、 完全 な

対 策は容易 でなか った。

過熱蒸気 の使用に よる機 関効率改善 の利得は、 上 記衛帯装 置その他の経 費

とボイ ラ保守上 の懸念 などの損失 と相殺して、 結局 なんら得る ところはない

と考える向 きもあ ったの で、 効 率を特に重要 視する場合以 外にはこの装 置を



装備し ないで、 従来通 り飽 和蒸気の ままで使用 する場合 も多 かった。

大 正3 年(1914) 、 第1 次世界大戦 が起り船腹の 需要が急激 に高 まっ たの

で、 当社は ストッ ク・ボ ート を大 量に建造 すること となっ た。 開戦3 年後 に

はその建造 はい よい よ活況 を呈し、 これらの船 に装備す るスコッチ 、ボイラ

の製 作はか って ない ほ ど繁忙を き わめた。 すなわち、 大 正5 年(1916) ごろ

まで のスコ ッチ ・ボイ ラの年問製 作数は20 基程 度であっ たが、同6 年から同

11 年 まで の製作 状況 は 次 の通 りであ る。

大正6 年……59(基) 大正9 年 ……53(基)(ストック・ボートの建造下火となる)

同7 年……51 同10 年……27( ″)

同8 年 ……97 同11 年……6( ストック・ボートの建造殆ど全面的中止)

翌12 年(1923) は さら に年間3 基 に減少し、 その上、 新 たに舶 用原動機の

分野 に進出し て きたディ ーゼル機 関に押 されて、 ボイラの製作 は わずか に補

助 ボイラ にとごま るほどに不 振の業 績 となった。 昭和16 年(1941)12 月太 平

洋戦争 が起って以 来、 当社 は もっ ぱら戦時 標準型 水管式 とか乾燃 室型の ボイ

ラの みを製作し た。 戦後は わず かにタ ービ ン船数 隻の スコッチ・ボイ ラを製

作し たのみで、 舶用主 ボイラはし だい にスコッチ型か ら水管 式に移 った。

この間、 大 正12 年に竣工し た 「らい ん丸」 のボイ ラ( 径15--6 ″ 長12' 一

0″ 蒸気圧力200lb/in2 温度540 °F)3 基は、 容量・性能 ともにス コッチ型

とし ては最高 のものであ り、 当社 が初めて製作し た重油 使用のスコ ッチ・ボ

イ ラとして一 般の注 目をひい た。 わが国 で商船用 ボイラとして重油 使用のも

の は、 明治41 年(1908) 東洋 汽船 の「天洋丸」が初めで、 その噴燃方式 は圧 縮

空気 に よる低圧 式であ っ た。

当社で は大 正3 年(1914)7 月、すで にソーニ クロフ ト(Thornyeroft)式重 油

噴 燃装置の特 許実施権 を取 得してい たが、 当時 重 油の入手が容易 でなかった

ので一般 の商船に は使用しなか った。「らいん丸」竣工の ころ になって 重油の

供給がい くぶん容易 になったの で、 し だいに 重油使用の もの が多く なり、 以

後 約30 隻 の新造船 にこの方式 による重油噴 燃ボイ ラを装備した。 ソーニ クロ

フト式噴燃 装置は この間に当社 で種々改良 を加え、 従来 の石炭だ きに代 る重

油の使 用に よって ボイ ラの蒸 発量を増大す るとと もに、 機 関部の船員 は著し

く その定員 を減ず るこ とがで きたが、 昭和6 年(1931) 、 金輸出 の再禁止 と

ともに重油 の入手がふ たたび困難 となり、 油槽船 その他特殊船以 外には殆 ど

使 用するこ とができなく なっ た。



スコッチ型その他一 般の筒型 ボ

イラに広 く使 用されるコルゲ ーテ

ッド・ ファ ーネスは、 最 初のころ

は もっぱら 輸入品 に依存してい た

が、 その後、 輸入困難 となったの

で、当社 は昭和11 年(1936) に モリ

ソ ン(Molison) 型フ ァーネ スを製作

し た。 これは輸入品 に劣らない 優

秀な性能のた め逓信省 から 正式に

認可され、 当社 用として自給 した

ほか広く一般 の需 要に も応じ た。
モリソン・ファーネス( 昭和11 年)

C2) 乾 燃 室 型

当 社 で 舶 用 ボイ ラ と し て 製 作 し た 乾 燃 室 ボ イ ラ は、 ハ ウ テ ン ・ ジ ョ ン ソ ン

(HowdenJohnson) 型 と ブ ル ド ン・ カ フ ス(PruhdonCapus) 型 と で あ っ た。 ジ ョ

ン ソ ン型 は、 昭 和15 年(1940) 竣 工 の「興 昌 丸」用 ボ イ ラ( 径3,850mn! 。管 板

間 長2,200mm 圧 力14kg/cm2)4 基 が 初 め で あ っ て、 過 熱 器 は 装 備 し て い な

か っ た。 次 い で 翌16 年 竣 工 の 「雪 川 丸」 の ボ イ ラ( 径4,600mm 管 板 問 長

2,650mm 圧 力17.5kg/cm2)2 基 を製 作 し た が、 こ れ に は シ ュ ミッ ト 式 過 熱

器( 蒸 気 温 度290 °C) を 装 備 し た。

ブ ル ド ン ・ カ フ ス型 は、 昭 和13 年(1938) 竣 工 の電 纜 敷 設 船 「東 洋 丸」 用

とし て 製 作 し た 主 ボ イ ラ2 基、 補 助 ボイ ラ1 基 で、 主 ボ イ ラ( 径4,600mm

管 板 間 長2,495mm 圧 力17kg/em2) は 過 熱 器( 蒸 気 温 度345 °C) を 装 備 し、

水 管 の 間 に つ り 下 げ る よ うに た っ てい た。 こ れ ら の 乾 燃 室 型 は、 い ず れ も従

来 の ス コ ッ チ 型 に比 べ て、 構 造 の点 で は 胴 の 長 さ が 著 し く 短 く な り、 材 料 ・

工 数 い ず れ も節 減 す る こ と が で き た。 ま た 性 能 の 点 で は か え っ て ス コ ッチ 型

よ り も成 績 が 優 れ て い た。

ブ ル ド ン ・ カ フ ス型 の 製 作 は 「東 洋 丸」 用 の3 基 の み に終 っ た が、 ジ ョ ン

ソ ン型 は 引 続 き タ ー ビ ン 船 の 主 ボ イ ラお よ び デ ィ ー ゼ ル 船 の 補 助 ボ イ ラ と し

て 製 作 し た ほ か に、 戦 時 標 準 船 用 制 式 ボ イ ラ と し て3 号型3 基、5 号 型25 基

7 号 型7 基 計35 基 を 製 竹1し た。



戦 時 標 準 型 乾 燃 室 ボ ィ ラ

名 称

3 号

5 号
― 一一一

7 号

蒸発跫(t/h) 制限圧力(kg/cm2) 蒸気温度 直 径×管板間長
(mm)( 耐

蒸発部受熱面積
(m2)

209.3

燃 料

.. 丶

重 油

WXl.. ¬

〃

7.3 16 飽 和14,300 ×2,300

5,5 〃 〃3,850 ×2ぶ00 160

3.8 II〃 〃13,350 ×2,200 107 〃

(3) 水 管 式

1)3 胴 型

明治32 年(1899) 竣工 のスチ ーム・ ランチ「港栄丸」 と翌年竣工 のスチ ー

ム・ ランチ 「第三 海関丸」 には宮 原式水管 ボイラを 装備し た○その後昭 和14

年(1939) と翌15 年 に竣工の「五洋丸」。「五州丸」の2 隻には、いず れもヤロ

ー型ボイ ラ( 蒸 発量15t/h 蒸気 圧力30kg/cm2 温度320 °C)を 装備し た。こ

れは旧 来 のヤロ ー型 と異 り、 水ド ラムは円 筒型 とし、 水管 は比較的 細い管を

用い、 その間に過熱 器を装備 す

る ようにし た。 ド ラ ムは高圧 で

あっ たが、 経 費節減 のため、 あ

えて リベット 付け構造 とし た。

これは実 用上少し も不調 の点は

なく性 能も優秀で あっ た。

昭 和16 年、太平 洋戦争 が突 発

し て以 来、 当 社は1TL 型戦時 標

準船 の建造を行 なっ た関係 上、

商船用水管 ボイラ とし て は、I

TL 用 とし て艦 本3 胴型 の21 号

または簡21 号のみの製作に当ることとなり、 合計26 基を製作した。

ヤロー・ボイラ…[ 五洋丸] 用( 昭和13 年)

艦 本3 胴 型21 号 ・ 簡21 号 ボ イ ラ 要 目

名 称 蒸発量(t/h)
制限圧力

(kg/cm2)

蒸気 温度

(゜C)

高 × 幅X 長

(mm)(mm)(mm)

受 熱 面 積(m2)

蒸発部 過熱部

重 油

〃

21 号 24 221350 4,850×5,200 ×4,500　543 91

簡21 号 〃 〃 飽和 〃 〃 -

昭 和24 年(1949) 竣 工 の 「 友 川 丸 」 の ボ イ ラ は 当 社 独 自 の 設 計 に よ る3 胴



Å。型 片流の様式( 蒸 発量5t/h 蒸気圧力18kg/cm2 温度350 °C) を採用し

た。 同年 竣工の「高 和丸」 お よび その後の「南海丸」。「ひまらや丸」等 のボイ

ツも同一 型式( 蒸 気圧力20~22kg/cm2 温度350 ゜C) を採 った。 次い で翌

25 年 に建造した「高昌丸」・「高明 丸」お よび 「向 日丸」。の換 装用ボイ ラは、

いずれ も3 胴型であっ たが、 水壁 側の水ド ラムは管 寄に 置替え た。 これは2

胴D 型 へ移る前のい わば過渡的な ものであっ て、 缶水の 循環にやや無 理があ

り、 節炭 器または空気予 熱器を装 備するの に不 具合の点 があっ た。

2胴D 傾斜型水管式ボイク(正面図)・"COSMIC 〃用

2)2 胴 型

昭 和26 年(1951) 竣工の「 日豊丸」 お よび翌年竣エ の「第三真 盛丸」 に装

備し たボイ ラは、 当 社 としては 最初の2 胴D 型であっ て、 蒸気ド ラ ムと水ド



プ ムを上 下垂直 に配 置し、 過熱器・節炭 器・空気予 熱器を備え、蒸 発量10t/h

・蒸気圧力30kg/em2 ・温度400 °C であ った。 この型は従来 の ボイツに比べ

て通風抵抗 が大きい ため、 押込送 風機 のほかに誘 引通風機 を設け たが、 実 用

の結果特 にその必要 のないこ とが明らか になったので、 以後 製作の ものには

送 風機押込 の風圧を幾 分高くす るだけ に とどめた。

2 胴D 傾斜型 水管式ボイラ( 側面図)・・・"COSM!C ″用

昭 和28 年(1953) 竣工の大型 油槽船 ″PATRICIA ″(17,735G.T.) 用とし て

2 胴D 垂直型2 基を製作し たが、 試運転の ときは好調であ ったに もか かわら

ず、 引 渡し 後に 過熱器 と節炭 器に若干 の故障を生じ た。 過熱 器は局部過熱 の

ため の管 焼損であ り、 節炭 器の故障は 鋳鋼製 のベンド・ヒ ースと管 寄の漏 洩

であっ た。 故障 の原因について 詳 細検討の結果、 対策 とし て ボイ ラ燃焼 室の



ガ ス通路 バフル板に一部 修正を 加え、 重油 バー ナーをさらに適性 のものに取

替えたほ か、 過熱器 の管 配置は最初 の1 回流式か ら3 回流式 に改 め、 節炭 器

の管寄は角型 鋼管に、 ベ ンド・ヒ ースは鋼板 鍛造製に改 めるな どの 処置に よ

って、 問 題はま もなく解決し た。 その後の設計 にお いて は、 さら に過熱器 の

蒸気通 路をU 字型 折返し の簡単な構造 に改 め、 節炭器管 は鰭( フィン) 付鋳 鉄

管 の内 側に 鋼管 をエ キ スパ ントし た ものにす る等、 細部 にわたって改良 を加

えた。

昭 和29 年(1954) 竣 工 の 「秀邦丸」 の2 胴D 型ボイ ラは、 今 までの垂直型

か ら傾斜型 に移 り、 節炭器を上部 に移し、 燃焼 ガスの 流れを さらに良 くし た

ため、 効率 のう えで好結果 を得たので、 その後 のボイ ラはすべてこの型 を採

用するこ ととな った。翌30 年竣工 の油 槽船 ″CHRYSANTHYL ″のボイ ラは船

主 側の強い要望 もあ り、 ま た外国 メーカーの新しい 傾向 を知 るため の参 考と

4)なるので、 米国 ポ スター・ ボイ ラー(FosterWheeler) 社 製の4, のを輸入し た

が、 納 入された のは普通の2 胴D 傾斜 型で、 空気予熱 器に蒸気式 が採 用され

てい たことのほか は特 に注目する点 はなかった。

従来採 用してい たガス式空気予熱 器はよ ごれやす く、 特に ボイ ラに良 質で

ない 汕を 使 う場 合は予熱管 に硫黄分 が凝結し、 管を腐 食する懸念 があ ったが

蒸気式 ではその懸 念がない うえ通風 抵抗が少なく、 送風機の馬力 を少なくす

る ことがで きる利点があ るので、 その後は当社製 ボイラに も蒸気式空 気予 熱

器 を多く採 用した。 昭 和31 年(1956) 竣工 の油槽船 「海光」 のボイラ( 蒸発

量30t/h 蒸気 圧力42.2kg/cm2 温度454.4 °C) は2 胴D 傾斜型で、 今まで に

製 作し た同型 の舶用 ボイラの うちで 最高圧 。最高 温の4) のであっ た8 また同

31 年進水 の鉱 石運搬兼 油槽船 ″COSMI("(30,332G.T.) の ボイラは、 圧力・温

度は「海光」 のものと同様であ ったが、 蒸発量は43.6t/h に達し、 当 社で製作

し たものの うち最大 の ものであっ た。

(4) 補 助 ボ イ ラ

デ ィーゼル船 では、 船内 の補助機械駆動 用その他雑 用蒸気 の供給源 とし て

補助 ボイラを装 備するの が通例となってい る。 大正10 年(1921) の ころ から

デ ィーゼル船の建 造が多く なるにつれて、 前記の目的 の補助 ボイラ とし て筒

型あ るい はコ クラン(Coehran) 型な ごの ボイラを多数製作 する ようになった。

大正14 年 竣工 の当 社最初 のデ ィ ーゼル船 「ふろ りだ丸」 と、 翌 年竣工 の姉



妹船「玖馬丸」 用として、蒸気圧力7]ig/cm2 の重油

専焼のコクラン型ボイラを1 基ずつ製作したのがこ

の種補助ボイラの初めであった。 その後、 昭和6 年

(1931) 竣工の「良洋丸」用として筒型補助ボイラ1

基を製作した。 これは重油以外に切換弁によって主

機排気の余熱を利用することのできる重油お よび排

気ガス混用ボイラであった。 この混用ボイツを採用

したのちは、 今までむなしく捨てられていた主機関

の廃熱を利用することによって、 航海中は殆ど重油

を消費しなくても蒸気が得られるようになった。 昭

和12 年(1937) に竣工の同型貨物船「神川丸」・「聖

川丸」 ・「君川丸」・「国川丸」 の4隻およびその後

の ディ ーゼル 貨物船用 補助 ボイ ラとして は、 もっぱら コクラン型ま たは筒型

混用 ボイラを製作し た。

油槽船 もディ ーゼル機関装備 のものは少 なく とも混用 ボイラ1 基を使用し

たが、 貨 物油 ポンプ の駆動 または貨物油 タンクの加熱等 のため多分の蒸気を

必 要 とす るので、 混 用ボイ ラのほかに1~2 基 の重 油専焼の 補助 ボイラを併

備す るの が通例であっ た。

昭 和9 年(1934) 建造の油 槽船 「東亜丸」・「極東丸」お よび翌年 建造の「建

川丸」 等 には各々2 基ず つの重油 専焼スコ ッチ・ ボイラ( 径4,200mm 長

3,900mm 蒸気圧力12.5kg/cm2) を製作 した。 その後 も数隻 の油槽船お よび

鯨工船用 として同 程度の補助 ボイラ数基 を製 作した。

コ クラン型 混用ボイラ..・

「建川丸」用( 昭和10 年)

スコッチ型補助ボイラ‥・「 日新丸」用( 昭和 Ⅱ 年)

昭 和12 年(1937) 、 ラモ ン

ト・ ボイラの製作技 術を導入

した ので、 翌年建造 の鯨工船

「極洋丸」 に初めて ラモント

排気 ボイラを使用し た。

こ の船 には別に4 基 の重油

専焼補助 ボイラを装 備し てい

て、 ラモント・ ボイラは、 単

に主機関 の排気の余熱利用 の

みを目的 とする ものであっ た



が、 使 用の結果 は きわめて効果的 で

あ ることが確認 されるよ うにな り、

同23 年(1948) に建造の鯨工船 「第

三天 洋丸」お よび同25 年建造の油 槽

船 ″FERNMANOR ″など、 当社建造船

は もとより他社 建造のデ ィーゼル船

にもラモント排気 ボイ ラが用いら れ

るよ うになっ た。 それ まで1 基 の混

用ボイ ラで排気 利用 と重油だ きとを

兼用してい たのであっ たが、 排 気利

用 の面では ラモント・ ボイラを専用 とし、 別に重油専 焼の補助 ボイラを装備

するよ うになっ て、 排気管 の導設が非常 に便利にな り、 ラモント排気 ボイフ

の需要はます ます多くなっ た。

参照・・諸表: 舶用ボイラ製作集計

補助 ボイツとして使用し た当初 のラモント排気 ボイ ラの構 造は、 円筒型缶

囲の内 に数段の蒸発管 コイルを水平 に重 ねた ものであ ったが、 漸 次改良 され

て昭 和29 年(1954) 竣工 の 「祥川 丸」 用以後 は、 缶囲を角型 にし 蒸発管を垂

直配列 に変 え、 保守と取扱い の うえで著しく便 利な型になっ た。

舶用ラモント排気ボイラ( 昭和29年)

ソーニクロフト・ボイラ…呉建造木雷艇用

(明治34 年)

2、 艦 艇 用

艦艇用ボイツでは、 汽醸がす

みやかで軽量かつ力量の大であ

ることが絶対的な条件であって

そのためには水管式が最も有利

であることは言うまでもない。こ

とである。

明治の初めごろは艦艇用とし

てもスコッチ型を用いていたが

明治32 年(1899) ごろには水管

式が採り入れられるようになり

大型艦にはベルビル(Belleville)



型 ・ ニ ク ロ ス(Niclausse) 型 ・ ヤ ロ ー(Ya-

rrow) 型 等 を 多 く 採 用 し た。 ま た小 型 艦

艇 で は ヤ ロ ー 型 ・ ノ ル マ ン(Normand) 型

あ るい は ソ ー ニ ク ロ フ ト型 等 が 採 用 さ れ

た。 当 社 で は 同34 年 に呉 工 廠 建 造 の水 雷

艇 用 に ソ ー ニ ク ロ フ ト型 を製 作 し た。 同

36 年(1903) に は当 社 建 造 の二 等 水 雷 艇

「第 七 十 四 号」お よび「第 七 十 五 号」 用 に

ヤ ロ ー型 を 製作 し、 翌 年 建 造 の一 等 水 雷

艇「鴻( おお とり)」 お よび「鷂( はしたか)」

に は ノル マ ン 型 を装 備 し た が こ れ は 輸 入

品 であっ た。 同38 年 からの ちに、清国お よびシ ャム国 から受注し た砲艦 。水

雷 艇・駆逐 艦な ごには、 すべて ヤロ ー型 ボイラを製作し て装備し た。 日露戦

争前 後の数 年間は宮 原式水管 ボイラを多く使 用し たが、 その後海 軍では艦本

式 ボイラを制定し て装備す るよ うになっ た。

ヤロー・ボイラ.‥清国砲艦用

(明治39 年)

(1) 宮 原 式

明治30 年(1897) 、宮原二郎氏( のちの海 軍機関 中将) に よっ て宮 原式水管

ボイ ラが発明 された。 当社 は率先 してこの ボイラを製作し、同32 年お よび翌

33 年 に建造し たスチ ーム・ランチ「港栄丸」お よび「第三 海関丸」 に装備して

好成 績を収め た8 海軍で もこの型 の優秀な性能 を認め、 海防艦 「橋立」 の ス

コ ッチ・ボ イラを宮原式 に換装す ることとなり、 当 社では8 基を製作・ 納入

し た。 なお、 海軍ではこ のほかに海防 艦「松島」・「厳 島」のスコ ッチ型 をベル

ビ ル型 に、「八重 山」を ニクロス型 にそれぞれ換装し たが、 宮 原式は特 にすぐ

れた成 績を示し た。

海 防 艦 「橋 立」 ボ ィ ラ 換 裝 比 較

型 式
装備数

(基)

制 限 圧 力 受 熱 面 積 火 床 面 積 重 量(T)

(1b/in2)(kg/cm2) (ft2) (m2) (ft2) (m2) 本 体 水

33

合 計

172

3工8

宮 原 式 8 170 12 14,388 1,340 411 38 139

スコッチ型 6 〃 〃 15,271 1,420 335131 226 92



宮原式 ボイラは、 日露戦争 のときます ます その真価 を発揮し、 その後 に建

造の軍艦 「常磐」・「筑波」・「伊吹」・「生駒」・「最上」・「秋津州」・「淀」・

「薩 摩」・「安 芸」・「河内」 。「摂津」 に装備され たが、 当 社では「薩摩」・「淀」

と「秋津 州」 用 ボイ ラを製 作した。

明治の末 期にな り、 艦艇に高 馬力タ ービ ンが装備され るにつ れて、 ボイ ク

も一 段 と力 量の大 きい 燃焼 度の高い もの が要 求され るようになり、 繿本式 の

ものが制定 された ので、 宮原式 は大 正4 年(1915) お よび翌5 年に 建造 の戦

艦 「扶 桑」 と「山 城」 に装 備されたの が最後 となっ た。

宮原式ボイラ・‥「港栄丸」用

(明治32 年)

宮原式 ボイラ・‥「 橋立」換装用

(明治35 年)

(2) 艦 本 式

艦本式として最初に制定されたのは「イ号」 型で、 旧来のヤロー型に似て

おり、 水ドラムは偏平D 型を採用した。明治39 年(1906) から翌40 年にかけ

て、当社で建造の駆逐艦「朝風」 なご5 隻にはこの型のボイラを装備した。

「イ号」 型はその後漸次改良され、 新たに「口号」 型が制定された。 これは

3 胴A 型両流式で容量に対し高さが比較的低く、 しかも節炭器の取付けがい

くらか窮屈であるほかは蒸気過熱器・空気予熱器などをいずれも装備するこ

とができて、 力量の相当大きい ものの設計4)自由であるので、 その後建造さ

れた艦艇には殆ど「口号」 型が装備された。 当社製作の艦艇用ボイフは主と



して この型であっ た。

艦 本式には その後新た に「ホ号」 型 ボイラが追 加制定 された。 これは3 胴

A 型 片流の方式 を採っ たもので、 燃焼ガ スは片側の蒸 発管 の方向だけ に流す

ようにし、 反対 側の水ド ラムは小さくし て、 これから立上 る管列は全部 水壁

とする構造 であ って、 両 流式に比べ てその容積 が小 さくで済むので主 とし て

小型の艦艇 に用い られ た。 当 社で、 昭 和19 年(1944) 以 後に製作し た丁型 海

防 艦用 ボイラはこの型であ った。 以上 のよ うに、 ボイラ型 式は 「イ号」 型 か

ら「 口号」 型 へ としだい に改善され、 新たに 「ホ号」 型 が制定され たが、 蒸

気圧力 と温度 とは、 大正末期 に初めて過熱蒸気 を使 用し たころ の18.5kg'/cm2

・265 °C程 度から大した前 進はし なかっ た。 昭和8 年(1933) になっ てよ う

やく 艦艇用 ボイラの高温・ 高圧化の方針 が具体化し、「千鳥」型水雷艇4 隻に

初 めて圧力30kg'/em2 ・ 温度350 °Cの ボイラを使用し た。

海軍ではあ らかじ めボイ ラの圧力 ・温度の向上 に備えて、 その範囲 を次の

段階 に区分す るこ とにし た。 その後、 艦 艇用ボイ ラの高 温・ 高圧化はほぼ 次

の表に示す よ うな経過 で進んでいっ た。 次表に掲げ た もの以外に、 駆潜艇 と

か 特 務 艦 用 の ボ イ ラ の 一

部 に は 例外 的 な45kg/cm2 ・

400 °C～50kg/cm2 ・450 °C

の蒸気圧力お よび温 度のもの もあっ たが、30kg/Cm2 ・350 °Cが当時 としては

最 も妥当 である と考えられてい た。

圧 力(kg/cm2) 20 20

300

25 30 40

温 度( ゜C) 飽 和 325 3501400

海 軍 が 採 用 し た ボィ ラ の 蒸気 圧 力お よ び 温 度

圧

力 種
駆 逐 艦 巡 洋 艦 航 空 母 艦; 戦 艦

温度

水 雷 艇

そ の 他

大正8 バ
で

大正11 鳳 翔

18.5kg/cm2

265 °C

大 正11

112

1
1大正15・

i昭 和2

鬼 怒

夕 張

古 鷹

加 古

衣 笠

青 葉



駆 逐 艦

--- ‥-

巡 洋 艦

.....-..

航 空 母 艦 戦 艦
木 雷 艇

そ の 他

一一一-

20kg/cm2

飽 和

20kg/cm2

300 ゜C

昭 和3 ～7 吹 雪 型

7 ～8 暁 型

--...... ¬

22kg/cm2

300 ゜C

25kg/cm2

325 °C

昭 和8 ～10 初 春 型

11 ～12 白 露 型

12 ～14 朝潮 型

30kg/cm2

350 °C

昭 和14 ～16 陽 炎 型

16 ～19 夕 雲 型

17 ～20 秋月 型

19 松 型

20 橘 型

40kg/cm2

400 °C

昭 和15 天 津 風

18 島 風

昭和3

～4

昭和15

～16

昭和10

～12

昭和17

～19

18

妙 高

那 智

羽 黒

足 柄

愛 宕

烏 海

高 雄

摩 耶

香 取

香 椎

最 上

鈴 谷

三 隅

熊 野

阿賀野

矢 矧

酒 勾

能 代

大 淀

昭和8 龍 驤

13 赤 城

(改装)

(19.3kg/cm2

飽 和)

昭和19
雲 龍

天 城

臨 和10 加 賀

(改装)

(飽和)

12 蒼 龍

114 飛 龍

昭和19 信 濃

昭和9

14
～15

16

19

龍 鳳

瑞 鳳

祥 鳳

翔 鶴

瑞 鶴

大 鳳

昭和11 日向

12 伊勢

昭和11
長門

陸奥

(280 °C)

昭和11 霧島

12 金剛

15 比叡

(280°C)

昭和17
大 和

武 蔵

|
昭 和11 敷設艦沖島

114 ～15
砲艦伏見型

15～16

砲艦橋立(Ⅱ)型

19～20
海防艦丁型

昭 和13

水 上 機 母 艦 千 歳

昭 和8 ～9

千 鳥 型 水 雷 艇

11 ～12

鶴 型 水 雷 艇

英国 海軍で も、 昭 和4 年(1929) 、 駆逐 艦「アケロ ン」 に初 めて400lb/in2

(28kg/em2) ・685 ゜F(363 °C) のボイラを装備し、 その後 に建造した艦艇 にも

高 温 。高圧の蒸気 を用い たが、 一 般の傾向 として は圧力25 ～30kg/era2・ 温度

300 ～350 °Cの範囲 が標準であっ た ようであ る。

艦艇用ボイ ラの燃 料 として石炭 とか練炭 にかわって重油 が使用され始 めた

のは、 明治40 年(1907) のころ であ った。 しかし、 その当時 はまだ重 油の供

給 が十分 でなく、 練炭 も併用 されてい て、 重 油専焼 ボイ ラのほかに何基か の

混焼 ボイラを併置し て、 巡航 のときは混焼 ボイラによる練炭だ きを行なって

重油 の節減を図っ た。 海軍で混 焼ボイ ラを 廃止し たのは、巡洋艦 では大正12

年(1923) 建造 の「夕張」 が最初 であっ たが、 全部 の艦艇に及 んだのではな く



同15 年お よび昭 和2 年(1927) に当社 で建造し た巡洋 艦「加古」・「衣笠」 な

ごは、 まだ重油専 燒ボイ ラ10 基 と2 基 の混 燒ボイ ラを持っ てい た。 その後、

昭 和3 年に主 要艦艇には重 油専焼 ボイラのみを装 備するよ うにな り、 これ よ

り前 に建造し た戦 艦・巡洋 艦 。航空母 艦な どで混焼 ボイラ併 置の4, のはしだ

い に 換装さ れて、 混焼 ボイツは姿 を消し ていっ た。

ボイラの強制 通風方式は、 大正11 年(1922) のころ、 駆逐艦 「追風」 か

ら|日来 の缶室密 閉式 が開放式 に改められ た。 当 社建造の艦 艇では、 同15 年

(1926) 建造 の巡 洋艦 「加 古」 が開放式通風 を採 用した最初 のものであった。

当 社は多 数の艦艇用 ボイラを製作し たが、 その代表的 な4) の とし て戦時中

に製作し た航空 母艦 「大 鳳」 の艦本式3 号乙3 型 口号ボイ ラがあ る。

参照……諸表: 艦艇用ボイラ製作実績

空母「大鳳」の艦本式3 号乙・3型口号ボイラ要目

蒸 発 量

(t/h)

- 一一一 一一一―、

約90

蒸 気 圧 力

(kg/cm2)

a..... ¬

30

蒸気温度
(。C)

受 熱 面 積(m2)

一一一一 ‥- ―- 一一

燃 焼 室 容 積

蒸 発 管

....-

903

過熱 器

182

空気予熱器(m3)

350 435 43.4

......

燃 焼 度

(計画全力)

(kg/m2)

6.63

重 油 噴 燃 器

艦 本 式20 噴 燃 器

3 型8 個

艦 本 式20 噴 燃 器

5 型2 個

ス
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第2 節 機 関 車 川 ボ イ ラ

わが国の機関車は、 明治の末期までは大部分が輸入品で、 わずかに一部が

官営または民営の工場で製作されていた。 当社が機関車を製作したのは、 明

治44 年(1911) に鉄道院から12 両を受注したのが最初であった。 大正2 年

(1913) 、政府の方針として各種車両の新造が民間工場の手に移されることと

なり、 当社の機関車の受注は漸増し、 国産機関車の信用は外国製品をしのぐ



ようになった。 その後、 国有鉄道 のみならず、 広 く民間 会社や満州・中国 ・

朝鮮・台湾 ・シ ャム国 なご海外 からの受 注 も相次い で、 業 績はます ます向 上

し た。 こ の間、 機関 車用ボイフは、 全部本 社製缶工場 で製 作したが、 車両 部

門が川崎 車輛 とし て独立し たのち も、 なお 昭 和19 年(1944) まで引続い て多

数を製缶工場 で製作し た。 昭和11 年(1936) ごろの舶用 ボイラ不振 期には、

製 缶工事の半ば が、 機関 車用ボ イラの製作で占 められ るような時期すらあっ

たほどで、その製作 台数は2,251 台にのぼ り、その種類は50 種類に も及 んでい

る。

機関 車用 ボイ クとし ては、 小は昭和4 年(1929) に製作し た国有 鉄道用 の

受 熱面積74.2m2 ・火床面積1.30m2 程度の もの から、大は大 陸用 として同10 年

(1935) 製 作の受 熱面積295m2 ・火床面 積6.25in2 程度 のものまでがあ る。 蒸気

圧力 では当 初の12kg/em2 程度

からし だいに上昇し、 大 正

の初 めごろからは 過熱 器

を も装備する ようにな

っ て最 高17kg/cm2

に達してい る。

機関車用ボイラ・・・C55形用( 昭和10 年)

機関車用ボイラ‥・パシナ形用

(昭和10 年)

機関車用ボイラ・‥ダブサ形用( 昭和11 年)

機関車用ボイラ…C12 形用( 昭和10 年)



機 関 車 用 ボ イ ラ 製 作 図 表

第3 節 ラ モ ン ト ・ ボ イ ラ そ の 他

当社 は創業 当初 から ランカシア(Lancashire) 型・コル ニッ シュ(Cornish) 型

を初 め多管式 その他 各種の陸上設 備用 ボイ ラを製 作し、 し だい に製 作実績を

向上 させて きたが、 この分野 で新たに大 きく活路を開い たのは、 昭 和12 年

(1937) 、ドイ ツのラモ ント(LaMont) 社 と

の特許契 約に よる缶水強制 循環式 ボイラの

製作権獲 得以後 のこ とであ った。

コルニツシュ・ ボイラ

(明治32 年)

ランカシア・ボイラ( 明治35 年)



当時、 ボイラの高温・高圧化の要請がますます強くなったので、 当社では

かねてからこの面の新分野を開拓するために、 技術者を海外に派遣して調査

に当らせていた。 この調査に基いて検討を重ねた結果、 ラモント・ボイラの

卓越した優秀性、 特にその根拠とする缶水強制循環方式の将来性が高く評価

されたので、 早急に技術を導入する運びとなり、昭和12 年(1937) にいよい

よその製作 を始 め た。 製作

開始 とと もに、 フ モント・

ボイ ラはは たし て各方 面の

注目を浴 びる ようになり、

し だい に受注量 を増し た。

この特許契約は、 昭和30 年

(1955) に再 締結し てさら

に新技術の導入を図っ た。

ラモント・ボイラの構造線図

ラ モ ント ・ ボイ ラ の缶 管 溶 接

畠 山 七 郎

昭和12 年海軍特務 艦 「樫野」 用としてド

イツから輸入したクモ ント・ ボイクが当 社

の岸壁 に陸揚げされ、 これを初めて見たと

き、 缶管の装備状況には全く感心し てしま

った。 自然循環ボイラを見慣れた眼には驚

異とい うほかはなかった。 狭い燃焼室 の側

壁も、 底部も、 天井も、 すべて缶管の壁で

ある。 缶管 で燃焼室が形成されているとい

っ た方が適切であると思っ た。 小径の管、

複雑な屈曲、 しかも側壁ではその管が殆ど

密着して実 に整然と配列されていて、 その

缶管 を溶接 で継いであ るため1 本の長さが

100m に近い ものがあ る。この状況を見たも

のは皆、 期せずして驚嘆 のため息が出 たほ

ごであった. ド イツのものに負けない丈の

缶管をわれわれがどんなにして作るか、 ど

んな風にして継 ぐか.・.これがラモント・ボ

イラの製作を始めると同時にわれわれに与

えられた大きい課題となったが、 一番苦心

したのは缶管の溶接であった.

クモント・ボイラの缶管は従来の自然循

環のボイフには.見られない小径、 薄肉 のも

のを使っているので、 これを溶接するには

(1) 溶接部の強度が十分なこと

(2) 溶接が缶管 の厚さ全部に行われ、 管

の内面まで及ぶこと



陸 用 ボ イ ラ 製 作 集 計 昭和11-31 年

ラ モ ン ト

ラモント廃熱

煙 管 式

3 胴 水 管

暖 房 給 湯

合 計

1. 舶 用

舶用 ラモ ント・ ボイ ラに最初 着眼したのは 海軍であって、 す でに缶水強制

循環 の方式 を研究課 題とし て採 り上げ ていて、 舞 鶴工廠 がこれを担当し、 艦

本式 水管 ボイ ラを試験台に 研究し てい たが、 たまたま当 社 がラモント社 と特

許契約 を結ぶ こと となった ので、 当 社を通じて昭 和12 年(1937)8 月、 早く

も実 験用 として2 基 をドイツから 輸入するこ とになった。 当社は これ と同時

(3) 缶管 の内面に溶金等がはみ出て内径

を狭めない こと

の3 条件を満たす溶接法はいずれがよい か

が問題となった。 ガ ス・電気または抵抗な

どごの溶接がよいか、 或は その他のもの・・・

いずれにしても最良の溶接法を決定するこ

とが緊 要な問題であった。

これらの溶接法 にはそれぞれ一長一短が

あるので、 一応 ツモントにならいガ ス溶接

によることにした。 しかし それぞれの溶接

法について研究し、 実験を進め、 各種の溶

接諸元 に基いて、 長い間研究をつづけ、 製

作中のポイクから適宜に試料を採って成績

を確認した。 これと同時に、 その時行なっ

ていたボイラ溶接部のごんな小さい出来事

も見のがさないで、 徹底的な研究を行なっ

たのであった。

このようにして現在行われている溶接法

が確立された。 しかしボイラが高圧・ 高温

となってきたので缶管材料 もいろいろ特殊

鋼が使用されるから、 今後溶接の研究はわ

れわれに課 せられた大きい問題 である。

(造機工作部製缶課長)



に造機技師4 名をド イツに派遣し、 約1 ヵ 年技 術の研究に当ら せた。 輸入 ボ

イ ラは蒸 発量16t/h ・圧力50kg/cm2 ・温度450 °Cのもので、 到 着後舞鶴工廠 で

各種の試験 を行い、 性能 を確認した うえで特務艦 「樫野」 に装 備し好成績 を

収め た。

昭和14 年(1939) に、 当社 は播摩造船から 油槽船 「黒 潮丸」 用としてラ モ

ント ・ ボイラ3 基 を受 注し た。 これは蒸 発量22t/h ・制限圧 力21kg/em2( ド

ラムで)・温 度350 °Cのもので、その年 の11 月に完成 した。性能諸元 確認のた

め特 に陸上焚 試し に よる諸計 測を行 なっ たが成績は良 く、 本船使用 状態にて

ボイラの効率は88.4% に達し た。 次いで昭 和16 年(1941) に 「出雲丸」( 改

装空母「飛鷹」) 用6 基 と「筑紫 丸」( 改装潜水母 艦) 用3 基 とを製作 したが、

「出 雲丸」 用 は、 最大蒸発量42fc/h ・制限圧力40kg/cm2 ・ 温度420 °Cの もの

で、 当 時の舶用 として は最高温・ 最高圧 のボイラであっ た。

舶用 ラモ ント・ボイラ( 組立中)

‥・「黒潮丸」用( 昭和14 年)

舶用ラモント・ボイラ(焚試中)

…「黒潮丸」用( 昭和14 年)

2・ 陸 上 設 備 用

陸上設備用ラモント・ボイラの最初の製作は、 昭和13 年(1938) 住友化学

から受注の2 基で、 その後の製作実績は東邦化学( 名古屋工場) から受注の

2 基、 日本鋼管( 鶴見工場) から受注の1 基、 東洋高圧( 砂川工場) から受

注の3 基を初め、 各種のボイラ合計50 基以上に達している。



東邦 化学に納 入の2 基は石炭 スト ーカだきで、 最大蒸 発量15t/h ・蒸気圧

力24kg/cm2 ・温度370 °Cとして設 計した ものであ った。 昭 和15 年(1940) に

完成し、 ただちに据 付けて運転 を開始し たが、 ほ ごな く開 戦のため久し く休

止のま ま放置され た。 戦後に なってから昭 和21 年(1946) に一 たん修復手 入

れし たが運転す るに至 らず、 同28 年(1953) に同工場 が東邦 理化学工業 とし

て再 発足 する ようになって、 十数 年ぶ りにふ たたび運転を始 めた。 今 まで の

石炭だ きを重油お よびタ 一ル の混 焼式に改 装し、 今日なお 新製品に劣ら ない

好成 績をあげてい る。

昭 和16 年(1941) 、日本 鋼管 から受 注 の1 基は、燃 料 として高 炉ガ スを使用

する よ うに計画し、 蒸 発量最大70t/h ・経済54t/h ・蒸気圧力24kg/cm2 ・温度

400 °Cであ った。 戦災 による高炉 の稼働停止 によって十数年開放 置されてい

たが、 同30 年(1955) 、 そ の再 開に伴って ボイラを整備し、 これまた好調 の

運転を続 けてい る。

東 洋高圧に納 入のボイ ラ3 基 は、 微粉炭だ き 。蒸発量最大45t/h ・経 済35

t/h ・ 蒸気圧力35kg/cm2 ・温度430 °Cの設計であ って、 昭和15 年(1940) の

受 注であ るが、 第2 次世 界大戦突 発まぎわで工事 は窮 屈な諸条 件のも とに進

め られたの で、 完成 は予 定 より遅 れて第1 基は同20 年4 月、第2 基 は同21 年

8 月、第3 基 は翌22 年1 月 に現地据 付を終っ た。 し かしながら、 各ボイラ と

もに運 転開始後1 ～2 年を 経過す るころ になる と、 主 として水壁管 の各部に

過熱に よる損傷事故 を起し たが、 同23 年(1948) ごろに なって初めて そのお

もな原因 が給水処 理の不完全に よるこ とが確認された。 そのころ、 給 水は工

場付近 の川から導 き、 貯 水池で一度 泥土 を沈でんさせ たのち、 瀘過装 置と軟

水装 置を経てボイ ラに供 給してい たが、 詳しく検 討した結果、 源水中に 粘土

質微細浮 遊物の含有量 が意 外に多く、 瀘 過器 も軟水装置 も十 分な機能を 発揮

してい ない ことが判明し たので、 ただちに給水処理 の改善策 が講 ぜられ た。

礬土に よる浮遊物 の除 去・瀘過 装置の改造・ ゼオライト給水軟化 器の改修・

イ オン交 換樹脂の使用 または脱気 器の使用な どの対 策が実施 され る二方、 ボ

イラ自体 に も改造 を行 うな どして問 題は完全に解消し た。 その後、3 基 とも

ますます ラモ ント・ ボイラ本来の性 能を発揮し活動 を続 けている。

なお 最近 に東 邦レ 一ヨ ン( 徳島工場) から受注し たボイラは、 同社既設プ

ラント の上 に新たに高圧 ・高温の ボイラ1 基を追 加増設 する ものであ り、 仕

様の大略 を示 す と次 の通 りであ る。



第2 編 技術と生産

規 格

最 高 使 用 圧 力(1j ラ ム に て)

〃( 過 熱 器 出 口 に て)

蒸 気 温 度( 〃)

蒸 発 量 定 格( 連 続 最 大)

蒸 発 量 定 格・( 経 済)

通 風 方 式

燃 焼 方 式

缶 効 率

発電 用ボイ ラ技 術基準

105kg/em2

90kg/cm 、2

520 ゜C

80t/h

70t/h

平 衡 通 風

徴 粉炭 直 接 燃 焼

定格91% 経済91.5%

東邦レーヨン向…ラモント・ボイラ( 管 配列の一部)( 昭和31 年)



比 較的狭い既 設建屋 のうちに全装置 を入れ

ることが第一条 件であ り、 広 さに対す る適応

性は ラモント・ ボイラの最 も特 長 とする とこ

ろであ ったO し かも、 そ の容量 ・圧力 ・ 温度

いずれ も当 社が今 まヽで製作し たものの うち最

大の ものな ので、 その設 計にあ たっ ては特に

設計技師 をド イツの ラモント社に派遣し て最

新技術を採 り入れる よう努める とともに、 工

作上では新 たに高 性能のX 線装置を設け て検

査に慎重を 期するな ど、 万 全の準備を整え て

製 作に着手し た。

なお ラモ ント ・ ボイラは、 高温・高圧 の大

型 とし ての用途 のほかに各種廃熱 利用に最適

であるというので、 各方面から需要があり、 当社は戦前 ・ 戦後を通じて多

数の廃熱ボイラを製作した。 昭和13 年(1938) 当社建造のディーゼル鯨工船

「極洋丸」 にラモント排気ボイラを用いてから多数のディーゼル船にこれを

使用したが、 陸上産業用としてもラモント廃熱ボイラは今日まですでに30 基

以上を完成し、 その後製作に着手したものが8 基あり、 将来はさらに需要増

大の傾向にある。

東邦レーヨン向 ラモント. ボイラ

(昭和31 年)

第4 節 製 作 技 術 の 変 遷

創業初 期には、 舶用 ボイラとし ては スコッチ型、 また陸用 ボイクは主 とし

てラ ンカシア型あ るい はコル ニッシュ型を製作し ていた。 こ の時 代は、 板 の

切断 は スキタガ ネに よる手打 ちであ り、 胴板の曲げ方 は手動ロ ーラーで、 鏡

板その他 の縁曲げは石炭 焼きたた き曲げ であって、 リベット も。ハンド ボ ール

によるあ なに手 打ちでかし めてい たなど工作 過程は 幼稚な ものであっ た。

明 治33 年(1900)11 月 に初めて ユニバ ーサル水圧板曲機・120T 水圧 鉸鋲

機、 続いて 板の縁削機等 を据付けた。 同39 年(1906)5 月、 製缶工場 の拡張

工事 のとき空気圧 縮機を据付け て、 ニ ューマチッ ク・ ツールが初めて使用 さ

れる ようになり、 板 のあなあけ にはラジ アル・ ドリ ルな どを使用する ように



な っ た。 翌40 年12 月、 鉄 骨 工 場 の 新 設 と と も に200T ユ ニ バ ー サル 水 圧 板 曲

機、600T 水 圧 ベ ンダ、 ラ ジ アル ・ ミ リ ン ダ 等 を 次 々 に 設 置 し、 工 場 設 備 の

整 備 と 相 ま っ て 製 缶 技 術は し だ い に 向 上 し た。

ボ イ ラ の製 作 が 丸 缶 か ら 水管 式 に 移 り、 機 関 車 ボ イ ラ の製 作 も 始 め ら れ る

に つ れ て、 工 場 設 備 は そ の 後 数 次 拡 張 を 重 ね、 そ の つ ど水 圧 プ レ ス、 マル チ

プ ル・ド リ ル、エ ッ ジ・プ レ ー ナ ー等 の 新 し い 工 作 機 械 を 増 設 し た が、 ボ イ ラ

の 製 作 に 最 も大 きな 影 響 を 与 え 進歩 を 促 し た のは 溶 接 技 術 の 採 用 で あ っ た。

明 治44 年(1911) 、 当 社 で ア セ チ レ ンガ ス を使 用 し 始 め た ころ は ガ ス切 断 が

主 で あ っ て、 溶 接 は 局 部 的 に 利 用 さ れ た 程 度 に 過 ぎ な か っ た が、 そ の 後 電 気

溶 接 の方 法 が 進 む に つ れ て ガ ス溶 接 は し だい に 電 気 溶接 に 移 り、い わ ゆ るGas

cutting ・Electricwelding の 時 代 と な り、 溶 接工 法 は その 範 囲 が広 く な っ た。

昭 和7(1932) ・8 年 ご ろ 製 作 し た 機 関 車用 ボ イ ラに は、 す で に 大 幅 に 電 気

溶 接 が採 用 さ れ た。 舶 用 ボ イ ラ で も、 同9 年 駆 逐 艦 「有 明」 の ボ イ ラ 製 作 に

は ド ラ ム 用 坐 金 ・缶 囲 ま た は 缶 脚 等 の 耐 圧 強 度 を特 に 必 要 とし ない 部 分 に か

な り広 範 囲 に 電 気 溶 接 が 用い ら れ る よ うに な っ た。 同13 年(1938)10 月 に 住

友 化 学 か ら受 注 の ラ モ ン ト ・ ボ イ ラ( 蒸 発 量13t/h 蒸 気 圧 力24kg/em2 温 度

川 重 の ボ イ ラ

石 谷 清 幹

日本釧管の発電所に、高炉ガスだき75t/h

の川崎製ラモント・ ポイフが戦前に設置さ

れ、 今 も引続 き使川されていますが、 ラモ

ント社から送ってきた設計図では過熱器の

伝熱面積はごく小 さかっ た。 ところが川重

の設計のある技 師が自分独 りの考えで過熱

器伝熱而積を思いきって増してしまった。

それを試 運転の直前に設計掛長 に打ちあ け

たのです。 設計掛長としては、 まさかフモ

ント社の設計を信頼する部下の技師が変 え

ているとは思ってもいなかったので、 これ

にはびっくりし てしまった。 しかし部下 の

技 師が絶体の自信を持っている説明に共鳴

し て、 そのまま試運伝をしたところ、 過熱

蒸気温度がピッタリ合っ たのです。

もともと過熱器の計算というものは難し

いもので、 先進国から戦後輸入されたボイ

ラでも蒸気温度が計算通りゆかず、 やむを

得ず過熱器の一部を切ってしまった例があ

るほどで、 過熱器伝熱面積 の設計は現在で

もまだ世界的に未解決の難問題なのです。

この技師が外国の設計だと言って頭から有

難がることもな く、 一応いろいろとデータ

ーを丹念に調べあげ、 自分の長い体験を基

としてラ社の設計を変えたのです。 技 術者

はこの位の信念を持てるほど徹底的な研究



350 °C) で 初めて全面的 な溶接構造 を採 用した が、 その結果は きわめて良 好

であ った。 当 社はこれに よって、 当局 から溶接 ボイラ製作の認可 工場 として

承認を与 えられ た。

溶接 ドラ ムの製 作につい て設計

・工作 の両面 に適確な資料 を得る

ため、昭 和14 年実 験用全溶 接ド ラ

ムを試作し 耐圧破壊 試験を行 なっ

た。 このド ラムは、全長2,840mm

・内径1,160mm ・胴板厚40mm ・

前面 鏡板 厚50m 、m・後面 鏡板厚48

mm で、 胴 縦接手2 ヵ 所 と両端 鏡

板円周接 手を 溶接接手 とし た。 鋼板は 「日本標準規格 缶用錮仮第4 種」 を使

用し た。 溶接 の効 率90% ・安 全率4.25 と見 る場合、 こ のドラ ムの最高許容圧

力 は58.5kg/cm2 となり、耐圧 試験では、 こ の圧 力の約1.25 倍に相当す る74.2

kg/cm2 で異状 のないこ とを確認し た。 さら に許容圧力 の2 倍の116](g/cm2 ま

で逐 次加圧し たが少し も異状がなく、 このドラ ムは、58.5kg かm2 を最大許容

溶接ボイラ・ドラム破壊試験装置( 昭和14 年)

をすべきだと思った。

終戦時、 東洋高圧のボイラ倅が毎 月数本

もはぜた。 しかし原囚がどうしても分らな

い ので手を焼いて大学教授を委員長にして

審議したことがある。 燃料事情が極度に悪

いので、 そんな関係かも知 れない とか、 缶

水循環の計算違い ではないかとい う議論ま

で出まし たが、 結局は水で、 空気分離 器と

給水処理装置をつけたところ一本 もはぜな

くなってしまった。 東洋高圧で今でも川重

で作 ったフモント・ボイラは取扱いが容 易

だし 信頼できると言っているようです。

川崎製ラモントの廃熱 ボイフをつけた船

が、 航海中にボイフから変な音がするし、

振動もひごいので、 驚ろいた船主側からボ

イツをすぐ修理し てくれ…… と苦情が川重

へ持込まれたときに、 川重の方では、 技師

が集まって検討 の結果、「うちの作ったボイ

冫 に欠点はない。 ボイラを取付けた台を補

強して運転してみて下さい」 と回答し たの

で、 船主 の方でそのようにするとピタリと

変な音も振動も止まってしまった。 やは り

長い製作体験は貴いと思 う。

(工学博士 阪大助教授)



圧力 とし ても安全率は十 分であ ることが確認 された。 最後 の破壊 試験では水

圧 をさらに増し、318kg/cm2 でつい にド ラムは大音響 と ともに破壊 され た。

溶接 線より約100mm 離 れてこれ にほぼ平行す る破壊線が長手 方向一直線 に

走 り、両端はふ たまたに分れ鏡板 に及んだ。

溶接ボイラ. ドラム破壊状態(1)

(昭和14 年)

溶接ボイラ・ドラム破壊状態(2)

(昭和14 年)

このよ うに破壊 線が溶接線 と溶接に よる熱 影響部を ともにはずれた位置 に

発生し たこ とは、 溶接工事 の優秀性 を如実に裏書 きしている。

昭 和24 年(1949) 、 油槽船 「隆邦丸」 用 として製作し た全溶接ド ラ ムは、

AB 船級 協会の検査 によって技術 の優秀性を認めら れ、 その後 のAB 船級 船

「高昌丸」・「高明丸」・「向 日丸」・「さばん丸」 等の ボイラの全溶接ド ラムは

す べて適格証明 を得た。 同26 年 にはLR から正式に第1 級の溶接認 可を得、

ATB お よびNK 船級協 会から も同 様な 正式認可があっ た。 現在( 昭 和31 年) 製

作中 の東邦レ ーヨンから受注し た ラモント・ ボイラは、蒸 発量80t/h ・蒸 気圧

力105kg/cm2( ド ラムで) のもので、 ド ラ ムは全溶接構造 を採 用した。 乾燃室

ボイラにお いて も、 昭和28 年(1953) 建造 の「瑞川丸」 から のちは火炉 たき

口お よび スチー ム・1j- ムの一 部以外は 全溶接に、 竪型 ボイラ も全部 溶接構

造 に移り、 リベットは全 く使用され てい ない。

設 備の面 でも、 溶接部 の残留応力 を除 く ための電 気焼鈍炉( 間 口5.1m. × 高

3.8m 奥 行13.58m) を初め1,500T 水圧プレ ス、検査用 のX 線、アイ ソト ープま

たは超音波探 傷機な ごの非破壊検 査装置 が設 けられ、 昭和29 年には ユニ オ



ンメルトの自動 溶接機を使用 する ようになっ

た。 これは手動 溶接に比 べると、 きわめて均

一 な溶接がで きるだけで なく、 溶接 の速度を

3 ～5 倍に高 めるこ とができた。 し かもその

効果 は、 板 の厚さが増大 するにつれ てさらに

大 きくな るので、 設備台数 を増し、昭 和30 年

(1955)11 月に はNK 、 同年12 月 にはATB 、

同31 年7 月 にLR 等の船級協 会で も当 社にお

ける自動溶接 の使用を公認 するに至 った。 ボ

イラの高 温・高圧 化 が進 むにつれて 缶用諸材

料 も従来の ものでは満足 できなく なり、 低合

金 鋼が大幅 に採 用され るよ うになっ た。 当 社

で もこれに対 応して特殊 鋼溶接設備 を整 備し

つつ あ り、 関係技術 者は技術の積 極的 な向上

に 努めてい る。

溶接ボイ ラ ・ ドラムエ作中…

"ARAGON ″用( 昭和31 年)





第8 章 機 器 ・ 機 械 装 置

第1 節 舵 取 装 置 ・ ウ イ ン チ お よび ウ ィ ン ド ラ ス

1. 舵 取 装 置

(1) 汽動舵 取装置

主 機 として蒸 気往復機関 を装備す る大 型船に は主 とし て汽動 の舵取装置が

用い られ、 当 社におい ても、 明治 。大 正|時代 の建造船にはす べて自社製 の汽

動 舵取装置 を装備した。 その後、 デ ィーゼル機関 または蒸気 タービ ンを主機

とす る船舶 が増すにつ れて、 舵取装 置はし だいに電 動とな り、 ワード・レ オ

ナ ード式あ るいは油圧式 が普及す るようになっ た。

(2) ワ ード・レ オナ ード式電 動舵取装置

昭 和10 年(1935) 、川崎汽 船の「建川丸」用に、 初めて当社製 ワ ード・レ オ

ナー ド(WardLeonard) 式電動 舵取装置 を装備し、 その後建造 の「神川丸」・

「聖川 丸」・「君川 丸」・「国川丸」・「宏 川丸」等十数 隻の大型デ ィーゼル船

お よび同18 年(1943) 建造の産業設 備営団 の「久栄丸」あ るい は「住吉丸」型

の動 力船数 隻な どにい ずれ もこ の式 の装置を使用し た。 これら を合わせて、

戦 前のワ ード・レ オナード式 舵取装 置の製作数は 計20 基に上 り、 この間、舵

角零度位 置確保の間題 に関連し て発電機 の残留磁気 を除 く研究 を進め、 その

成果 に よっ て、 川 崎式電動 舵取

装置 とし て独自の標 準型式 を完

成し た。

第2 次 世界大戦後は 油圧 式 の

舵取装 置がさらに広 く用い られ

るようにな ったので、 ワ ード・

レ オナ ード式 は製 作し なく なっ

た。

ワード・レ オナード式舵取電動機( 昭和10 年)



(3) ヘ ルショー式 電動油 圧舵取装置

英国 ジョン・ヘ スティ ー社(JohnHastie&Co.) から導入し た舵取装置に ヘ

ル ショ ー・ ポンプ を組合せ たヘルショ ー式電 動油圧 舵取装置は、 古くから当

社主要製品 の一つであ った。 初 めのころは 艦艇用 とし ての需要 が多 く、 大 正

15 年(1926) 、 巡洋艦 「衣笠」 に 初めてこ の装置を採用し て以来、 海軍工廠

または民間 造船所で建 造された多 くの艦船に、 当 社製作 のこの装置 が採用 さ

れた。

昭和17 年(1942) 、「出雲丸」( の ち空母 「飛鷹」 に改造) に 装 備のため製

作 のもの( 容量60kW) は、当時 とし ては 最 高 性 能 のものであった。 商 船 用

とし ては大 正14 年建造 の「ふろ

りだ丸」 に 装備し たの が初 めで

あ った が、 戦後 需要がし だい に

増加し、 特に 昭和27 年(1952)

以 後、 輸出大型船 の建造が活 発

とな るにつ れて、 この装置の製

作は質的に も量的 に も飛躍的な

伸展をみ るに至っ た。

なお 昭和27 年には、清 水市金

指( かなさし) 造船所で建 造の漁

業 指導船 「富士 丸」 用 とし て初めて2HP の小型 装置1 基を製作し たが、 これ

がきっかけ となって、 従来手動 が通例であっ た小 型

漁船の舵取装 置はしだいに 油圧式に切 替えられる よ

うになり、 同30 年(1955) 三 重県大湊 町強力( ごうり

き) 造船所 で建造 の漁船 「誠寿丸」 用 の ものを初 め

とし て数多 くの注文を受 けた。

舵取装 置に 付属す る当 社のテレ モータ ーは大 正6

年(1917)8 月、英国マ クタガート・スコフト 社(Mac-

taggartSeott&Co.,Itd.) と技術提携 を行なって以来、

主 としてこ の式 のものを製作し てきたが、 使用 実績

を もとに研究 を重 ね漸 次改良 を 加えた結乗、 現在で

は当社独自 の設計に よる川 崎式M 型.S 型ラレ モ ー

タ ーを製作し ている。

ヘルショー式電動油圧舵取装置( 昭和30 年)

川崎式舵取テレモーター起動筒
(昭和11 年)



ヘルショー弍電動油圧舵取裝置製作実績 昭和21 ←一31年

T-1A

T-2A

T-1

T‐1.5

T-2

T‐3

T-5

T-3 ×2

T-7.5

T-5 ×2

T-10

T-7.5×2

T-15

T ー20

計

O-IA

O-2A

O-1

O-1.5

O-2

O-3

O-4

O-5

O-7-5

O ー10

O-15

O-20

O-25

計

OW-5

OW-7-5

OW-5 ×2

OW-IO

OW-5 ×3

OW-7.5 ×2

OW-15

OW-10 ×2

OW-2Q

OW-25

計

F-10

F-15

F-20

F-25

F-30

F-35

F べ0

F-50

F-55

F-60

F 一70

F-80

計

合 計

(注)T 型‥・ト ラン ク・ピストン型(2 シリンダー2 ラム) ポンプ1 台または2 台を装備

O 型‥・オポーズド・ピス|・ン型(2 シリンダー1 ラム) ポンプ1 台を装備
OW 型・・・ 〃( 〃 〃) ポンプ2 台以上を裝巓

F 型・・・並列オポーズド・フム型(4 シリンダー2 ラム)

記号の次に付した数字は馬力を示す。

数字の次にAを付したものは転舵速度(P35 °～S35 °)/15secを示す。

A を付してないものは転舵速度(P35 °～S35 °)/30secを示す。



2。 ウィンチ および ウィンドラス

(1) 汽動ウィンチ・汽動ウィンドラス

蒸気往復機関装備の船には舵取装置と同様に、 ウィンチ、 ウィンドラスも

主として汽動のものが用いられ、当社建造船にはすぺて自社製のものを装備

した。 しかし、 最近はディ ー

ゼル船の増加につれて、 ウィ

ンチ、 ウィンドラスともに電

動のものが多く使用されるよ

うになり、汽動のものはきわ

めて少なくなったので、自社

製作をやめて、 必要のつど社

外製品を購入するのを通例と

している。

汽動ウィンドラス( 昭和5 年)

汽動ウィンチ・汽動ウィンドラス製作実績 昭和23 ―27年

年 次

- - 一 一 . . J - . 一 一一

昭 和 2 3

名 称 容量(txm/mn) 台 数 装 備 船

汽 動 ウ イ ン チ 5×23 2
海 光 丸

一 一一一一

〃 〃

一 一 一 一 一一 一 - - ・ - 一 一 一一

〃

3 ×30 8
- ――

24 5×20 5 隆 邦 丸

25 〃 2 ×50 1

- ‥

SALTE52

〃 〃 3×30 1 〃

〃 〃 5×25 2 ほ く と

26 〃 7×20 2 日 新 丸( 韮)

〃I 〃
i

5×25 7 〃

聖 邦 丸

..__.______

〃

NELLY

〃 〃 5×40 1

〃 〃 3 ×40 4

- ―

428 〃 7.5×20

29 〃 7.5×23 3 秀 邦 丸

〃 〃 5 ×23 6 神 光 丸

〃 〃 〃 6 昌 福 丸

23 汽動 ムアリング・ウイ ンチ 3X25 1 海 光 丸



年 次 名 称1 容量(txm/mn) 台 数 装 備 船

一一一一- 一一・

SALTE52
昭和25 汽動ムアリング. ウインチ|3 ×20 1

23 汽 動 ウ ィ ン ド ラ ス111 ×911

|

海 光 丸

_

第 三 天 洋 丸

...J-.........

隆 邦 丸

FERNMANOR

〃 〃 14 ×91

24 〃122 ×91

..... ・.-

〃35 ×91〃

25 ダ 8×911 SALTE52

PATRICIA27 〃 35×9 1

合 計 60

ローレ ンス・スコ ット型電動ウイ ンチ( 大正4 年)

舶用3T 電動ウインチ( 昭和13 年)

(2) 電 動 ウ イ ン チ

大 正4 年(1915) 建 造 の 巡 洋 戦 艦

「 榛 名 」 用 と し て 当 社 最 初 の ロ ー

レ ン ス ・ ス コ ッ ト(LourenceScott)

型IT 揚 炭 ウ イ ン チ と 、 直 流 複 巻

水 防 型 電 動 機 並 び に 所 要 の 付 属 管

制 器 一 式 と を 製 作 し た。 そ の 後 昭

和12 年(1937) 、 川 崎 汽 船 の「 国 川

丸 」 用 の 電 動 ウ イ ン チ16 台(3T

12 台5T4 台) を 製 作 し 、 制 御

装 置 に 関 す る 設 計 の 一 部 は 実 用 新

案として登録された。続いて翌13 年から同15 年にかけて五洋商船の「五洋

丸]・「五州丸」、川崎汽 船の 「宏川 丸」、

国 際汽船の[ 東亜 丸] に それ ぞれ1 隻

あ たり16 台 ないし19 台 を製作し た が、

昭和25 年(1950) に至 り、 設 計の一 部

を新たにし て改良 型 ウインチKEW-1

型お よび2 型を製作し た.

KEW-1 型は. 従来の ウ才- ム.

ギヤー式 をスパ ー・ ギヤ ー式に変 え、

次 のKEW-2 型 で初めて遠隔 制御の方



式 を 採 り入 れ た。1 型 は 川 崎 汽 船 の 「和 川 丸」

1 隻 分 の み で、 そ の 後 は 主 と し て2 型 を製 作

し た。輸 出 船"CHRYSANTHYTj" お よ び"COS-

MIC" の電 動 ウ イ ン チ に は 交 流 式 が採 用 さ れ、

当 社 製 磁 極 転 換 式 の も の を 装 備 し た。

川吟電動ウインチKEW-2 型( 昭和25 年)

電 動 ウ イ ン チ 製 作 実 績 昭和25 ―31 年

年 次| 名 称 声量(t×m/mn) 電動機(HP) 台 数 装 備 船

和 川 丸

〃

昭 和25

〃

26

夕

〃

〃

〃

27

〃

〃

、....---.. 〃.

〃

〃

28

|

|
(

-. 一一..,l

〃

29

〃

〃

〃

25

26

〃

直 流 電 動 ウ イ ン チ

〃

〃

3×30 28 14

5×30 50 2

5 ×35 〃 6 神 川 丸( Ⅱ)

〃 3 ×35 30 12

6

〃

〃

__.____..

〃

夕

5×35 50 君 川 丸( Ⅱ)

3 ×35 30 12 〃

〃 〃 12 日 高 丸

〃 5×35 50 6 国 川 丸( Ⅱ)

〃 3×35 30 12 〃

〃 5×35 50 2

--..〃..-

4

日 高 丸

〃
〃

_____.._

3 ×35

...-.-

5 ×35

〃 昭 川 丸

〃〃 30
12

4

、 ・一一‥

12

¶.-.-
、.-

4

〃 50

- ←....

30

瑞 川 丸

ダ

祥 川 丸

〃
3 ×35

一一一一 一一一一 一一 一---

5 ×35

1.5 ×38

........

3 ×35

〃

〃 50

〃 15 4 第 二 播 州 丸

〃 30
1 2

- 一一 一 一 一 -

1 4

2

祥 川 丸

... ¶. 皿-..-「 ふ→w、皿

建 川 丸( Ⅱ)

〃

w...- ・-7 、.

和 川 丸

〃 〃

〃 6×16 〃

l...
45

...a.-....

50

直流電動ムアリング・ ウインチ 7×14.5 1

〃 10×15 1 神 川 丸( Ⅱ)

〃 〃 〃111 君 川 丸( Ⅱ)



年 次 名 称 容量(txm/mn) 電動機(HP) 台 数 装 備 船

昭和26 直流電動 ムアリング・ウインチ 7 ×15 45 1 日 高 丸

国 川 丸( Ⅱ)

昭 川 丸

瑞 川 丸

祥 川 丸

第 二: 播 州 丸

建 川 丸( Ⅱ)

27 〃 10×15 50 1

〃

---- 一一―-

28

〃 7 ×15

一一 一 一 一--

〃

35 1

〃 〃 1

ダ 〃 〃 〃 1

〃 〃

..........
丶.

〃

3 ×15 15 1

29 7 ×15 35 1

31 〃 〃 〃

。

照 川 丸

24 直 流 電 動 ボ ー ト・ウ イ ンチ 1.8 ×15 15 4 FERNMANOR

27 〃 1.5 ×7 4 4 PATRICIA

....,l..

NELLY〃 〃 〃 〃 4

30 交 流 電 動 ウ イ ン チ 2 ×15 10
1

・- 一 一 一一一

2

CHRYSANTHYL

31 ″ 〃 〃
C O S M I C

合 計
178

一一 一 一一 一

(3) 電動 ウィ ンド ラス

昭 和6 年(1931) 、 国際汽船 の「霧島丸」 には18T クラーク・チ ャフプマ

ン式電 動 ウィ ンドラスを・装 備し、 こ れに付属の 直 流 複巻 全 閉 式 自 己 通 風型

200VX80HP の電動 機を当社 で製作し た。

「建川丸」ウィンドラス用電動機(昭和10 年)

電動ウィンドラス( 昭和6 年)



昭 和9 年(1934) 、 国際

汽 船の「清澄丸」にも100

HP の同 型を装備し たが、

その後、 速 度調整 範囲を

さらに広げて 励磁機付チ

ータ ー・レ デュ ーサ ーと

名付け、同11 年 に国内特

許 を得て川崎汽 船の 「建

川丸」 に100HP(21T 用) の ものを 装備し た。

昭 和25 年(1950) 、 川崎汽船 の「和川丸」 用 ウィ ンド ラ スは、 設計 を改め

励磁機を省い て従来の型 よりさら に軽量・ 簡易の構造 とし、 以 後の建造 船数

隻にこの型 を装備し た。

励磁機付モーター・レデ ューサー( 昭和10 年)

電 動 ウ ィ ン ド ラ ス 製 作 実 績 昭和25-31 年

年 次. 名 称1 容量(txm/mn) 電動 機(HP) 台 数 装 備 船

和 川 丸

神 川 丸

君 川 丸

国 川 丸

日 高 丸

昭 川 丸

瑞 川 丸

祥 川 丸

-.......
べ

建 川 丸

照 川 丸

昭 和25

- 一、一一a

26

直流電動 ウィ ンド ラス 16.5 ×7170

21.6 ×985

.__..

〃i 〃

|

1

″

〃

〃

1

〃 1

27

〃

28

〃 〃 1

※ 〃

・--

※ 〃

l
16 ×9.4170

........
匹...... ・..

18.2 ×91 〃

.......-..

〃 〃

〃. 〃

18 ×9.16 〃

18.2 ×9 〃

1

1

〃 ※ 〃

--- 一 一.. 一 一-

29 ※ 〃

〃 ※ 〃

31 ※ 〃

1

1

1

1

合 計110

(注) ※印は電機部分のみ製作

なお ほか にキ ャプ スタン兼用 ツイ ンド ラスとし て昭和26 年以後、直流型 抵

抗制御装置 の製 作に も着手し、 当 社建造 の ″EASTBEEEZE ″・ ″WESTBEE-

EZE ″ 用50HP の装置を製作し たほか、 海上 保安庁や 各造船 所から受注 の

7,5~75HP 電動 機お よび制御 装置計52 台 を製作し、 ま た当 社第3 ド ックの

キャプスタン用 とし て2 段式極数 転換3 相交 流誘導電動機20/50HP4 台 を

製作し た。



(4) 油圧駆動ウィンドラス

当社製 ヘル ショ ー・ ポン

プは、 外部から 油圧を 加え

れば逆 に油圧 モータ ーとし

て作動 する特性 を も備え て

お り、 第2 次世 界大戦中 に

艦艇用 とし て ヘルショ ー・

ポ ンプのこ の特 性を利用す

る竪軸油圧 モ ーター数台を

製 作した。昭 和31 年(1956) 、

防 衛庁 の警備 艦用 ウィ ンド ラスに も新たに油圧 方式 が使用されることになり、

当社 のヘルショ ー・ ポンプ とヘルショ ー・ モ ータ ーとを組合せ た一 連の装 置

が採用 され、4 隻分を受 注し た。

油圧駆動装置( 昭和31 年)

第2 節 ポ ン プ

1・ 往 復 ポン プお よ び歯 車 ポ ン プ

蒸気往復機関を主機とする船舶の補助ポンプは、給水用・復水器冷却用・抽

気用その他ビルジ. 衛生用に至るまで殆どすべてが往復型で、初期のころに

は主 機関からレ バーで駆動 され

るのが普通であっ た。 その後、

主機 の出力 が増すにつ れて、 こ

れらの ポンプはそれ ぞれ独立 の

汽動 ポンプとし て主機 から分離

された。 これら のポンプのうち、

当 社 が製作し たのは主 として ウ

ォシ ント ン式 と ウェ ア式 であっ

た。

東京市 上水道用ポンプ( 明治25 年)



ウォシ ント ン ・ ポンプは、 明治25

年(1892) に300HP4 台を東 京市上水

道 用に製作し た古い 記録 があ り、 陸上

用 とし て当社 が製 作し た最初 の大型ポ

ンプであ った。 舶用 とし て も、 バラ ス

ト 。ポンプ、 ビル ジ 。ポ ンプ または衛

生 ポンプは主 として ウォシ ント ン式 を

製作し てきた。

ウェ ア式デュアル抽気ポンプ( 昭和5 年)

川崎 ウェ ア式機関車用給水ポンプ

(昭和5 年)

一 方、 ウェ ア式 は、 明治45 年(1912)1 月 に英

国 ウェ ア社(G&JWeirLtd.) と技術提 携をし て以

来、 給 水・ 抽気 ・注油・重 油噴 燃用 とし て広 く需

要があ り、 特に当 社独自の設計 に よるこの型 の機

関車用給水 ポンプは、 大正15 年(1926) 以来 毎年

引 続き国 鉄から多 数を受 注し た。

このほか 潤滑 油ま たは燃 料油の移送用 には主 と

し て歯車 ポンプを製作し たが、 昭和11 年(1936)

から新たに製作 を始めたねじ式 イモ・ ポンプがこ

れに替るようになったので、最近は殆ど製作しなくなった。

2, 旋 転式 ポ ンプ

うず巻ポンプは、 古くから揚水・排水・かんがい・ボイツ給水または復水

器冷却など、 きわめて多方面に使用され、当社でもすでに明治35 年(1902)

に堺市水族館の養魚用揚水ポンプを製作するなどその歴史は古い。



昭 和5 年(1930) に、 英 国 ド ラ イ ス デ ー

ル 社(DrysdaleCo.) か ら ド ラ イ ス デ ー ル 型

自 吸 式 ポ ン プ の製 造 権 を 得 た。 こ れ は 主 と

し て 当 社 建 造 船 のビ ル ジ ・ ポ ン プ ま た は バ

ラ スト ・ ポ ン プ とし て 製 作 し た ほ か、 広 く

社 外 各方 面 か ら の 注 文 に も 応じ た。

昭 和12 年(1937) 、 新 た に ラ モ ン ト ・ ボ

イ ラ の製 作 を 始 め る よ う に な っ て、 缶 水 強

制 循 環 用 の高 温 ・ 高 圧 用 ポ ン プ が 必 要 と な

っ た ので、 そ の た め の う ず 巻 ポ ンプ は 当 社

で 製 作 す る こ とに な っ た。

ウェア式パラゴン抽気ポンプ

(昭和5 年)

タービン駆動給水ポンプ

(昭和14 年)

天津水道局 放水ポンプ

(明治40 年)



缶水循環用ポンプ( 昭和22 年)

川崎ドライスデール式ポンプ

(昭和6 年)

第2 次世界大戦後の昭和25 年(1950) ごろか

らは、 缶水循環用ポンプの製作がしだいに増加

し排水用または主復水器冷却用なご大型ポンプ

の一部は軸流式の4)のも製作するようになった。

同29 年(1954) 、 当社で試作して社内水力実験室に据付けた可動翼の軸流ポ

ンプは、落差と水量の変動に対して安定した高効率を保つことができるので、

将来は各種プラントの制御用ポンプとして広範な用途が期待されている。

缶水循環用うず巻ポンプ製作実績 昭和20 ―31年

一
年次

-
昭和
コ9

-
21

一

一

22
‐

-

23
一

一

24
-
25

-

‐

―

注 文 主 水 量
(m3/h)

水 頭|
電動機・ムヽ

Cm)(HP) 戸 数
年 次 注 文 主 塵儿犬げ

電動 機
(HP)

台 数

-

1

-.--

2

....一-

2

‐

2

‐

2

東 洋 高 圧
北 海 道 工 業 所 45 350へ375 10

1

一一 一-

1

昭和

25
住 友 ビ ノレ 3 25 2

-

5

ヽ―-

夕

〃 〃 〃 タービ ン
10

26

一 一

〃

当 社
(聖 邦 丸)

15

〃.U 、-r.

〃

85 ～105

ダ 280 〃 70 1
三 菱 横 浜
(EURICLIA)

〃

〃 〃 〃 タービ ン
70

1 27
当 社
(日 新 丸 瓦) 100 125～150 25

〃 45 〃 10 1 〃
三 菱 横 浜
(さんるいす丸) 15 105～125 5

〃 〃 〃
タ ー ビ ン

10 1 28
〃

(光 栄 丸)
10 85 ～105 〃 2

-

2

-

2

一 一

2

一一一一一-

2

-

2

一 一

2

当 社
(第 三 天 洋 丸)

7.5 35～55 3 2 〃
当 社
C昭 川 丸)

8 70～105 ダ

海 技 専 門 学 院 15 160~180 5 2 〃
〃

C瑞 川 丸)
〃 〃

〃

一 一 一 一 一

〃当 社
(FERNMANOR)

〃 85～105 〃 2 〃
〃

(祥 川 丸)
〃 〃

三 菱 横 浜
(SAKURA)

7.5 45～65 3 1 〃
名 古 屋 造 船
(日 出 丸)

〃 85～105 3

〃
(YAMA)

〃 〃 〃 1 〃
東 洋 高 圧
北 海 道 工 業 所

280 350~375 70

〃
(さんぺとろ丸)

15 85～105 5 2 〃 大 阪 瓦 斯
酉 島 工 場

120 200～225 30

・
・ 〃

(栄 邦 丸)
〃 〃 〃 2 〃 〃 〃 〃 タービン

30 1



一

年 次

一 一一昭 和

J

29

一一一 一

〃

-

〃

-

〃

←-

〃

- 一 一

〃

-

〃

‐-

30

-

〃

-一一 ―

〃

―-

〃

-

〃

注 文 主
水 量
(m3/h)

水 頭
(m)

電動機
(HP)

台数 年 次 注 文 主 水 量
(m3/h)

水 頭
Cm)

電動機
(HP)

台数

-

2
-

2
-

2
-

2
・-

2
-..

1
―-

2

一 一
1

-

1
-

1
―

2
-

―

82

磐 城 セ メ ント
七 尾 工 場 70 160～185 20 3

昭和
31

当 社
(照 川 丸)

8 70～105 5

三 菱 横 浜
( さんらもん丸) 15 85～105 5 2 〃 〃

(愛 宕 丸)
〃 100～135 〃

―

〃
当 社
(建 川 丸) 8 70～105 〃 2 〃 〃

(EASTBREEZE)
〃 〃

〃
(昌 福 丸)

2.5
レL00~125

2 1 〃 〃
(智 利 丸)

〃 〃 〃

〃
(神 光 丸)

一 一
120

〃 〃 1 〃 三 菱 長 崎 240 610～630 40

〃
(試 験 用)

800～825 35 1 〃 塩 山 卜` ッ ク 2.5100 ～125!2
1

別 府 化 学
別 府 工 場

30 270～290 7.5 2 〃 昭 和 電 工
川 崎 工 場 100 250～275 20

磐 城 セ メ ント
浜 松 工 場

20 70～90 〃 2 〃
日 本 水 素
小 名 浜 工 場

40 300～325 10

当 社
(日 川 丸)

8 75～105 5 2 〃 〃 〃 〃
タ ー ビ ン

10

塩 山 ド ッ ク 2.5 100～125 2 1 〃 東 洋 高 圧
北 海 道 工 業 所

15 300～320 5

山 陽 化 学宇 部 工 場 40 120～145 10 2 〃 日 産 化 学
小 野 田 工 場 8 300～330 〃

〃 〃 〃 〃 1 jl
三 井 金 属
三 池 製 練 所 17 200～220 5 2 合 計

旋 転 式 ポ ン プ 製 作 実 績C 水量600m3/h 以上) 昭和22 ―31 年

年 次 注 文 主 型 式 水量(m3/h) 水頭Cm) 電動機(HP) 台数 用 途

昭和221 有 馬 製 塩 うず巻型 600 840 〕
i 」

濃 塩 水 循 環

〃 〃 〃 1,000 〃 75 1 〃

2√
当 社

リG 毎 光 丸)
〃 600 6 蒸気往復機関 1 主復水器冷却

〃I 高 知 市 固定翼軸流型j6,000 3 100 2 排 水

, 当 社
2熨( 日 豊 丸)

〃 1,600 7 651 主復水器冷却

27

〃

28

〃

29

〃

30

一 一 一

〃

31

〃

〃
(第 三 真 盛 丸)

〃 〃 〃 〃 ・1 〃

...

〃
〃

(PATR!CIA)
うず巻型13,800 7.51551

〃
(NELLY)

〃 〃| 〃 〃 工 〃

〃
(第3 浮 ド ッ ク)

半軸流型 1,600 109016 排 水

C秀jk 丸) うず巻型 2,9007.512011 主復水器冷却

送 水〃
(水 力 実 験 室)

可動翼軸流型14,600 613511

〃
(CHRYSANTHYL)

うず巻型 2,500181105 2

2

主 復 水 器 冷 却

___.___

〃〃
(MASTERMlcHAEL)

〃 〃 〃 〃

〃
CLARGo)

〃1 〃
1

〃 〃 2' 〃

〃
(COSMIC)

〃 〃| 〃= 〃12 〃

合 計 25



3。 ヘ ル シ ョ ー ・ ポ ン プ

ヘルショ ー・ ポンプは、 電 動機の一定回 転によって 駆動 されな がら、 吐出

油量 と流れ の方向 を 任意に変 え うる特 殊性能の油圧 ポンプである。

ヘルショ一式油圧ポンプ( 昭和8 年)

ヘ ル シ ョ ー・ポ ン プ を育 ぐ くむ

大 野 俊 彦

昭和の初期此竣工し た一等巡洋艦「足柄」

・「摩耶」にヘルショ ー・ポンプをつけたこ

ろ、 川崎のヘルショ ー・ポンプ、 ことに舵

取装置は35~40HP ごまりで、 駆逐艦ぐら

い ならよいが、1 万トン以上の艦にはごう

も不向きだと海軍からは敬遠される傾向が

あった。当時 私は艦政本部 にいたので、比較

的大型力量のものに故障が時々あ るのは、

D チューブが細いためである と指摘したこ

ともあった。 しかし川崎 では渡辺( 十 輔)・

耳野( 正三郎) 両技師のようなきわめて優

秀な技 師を新進気鋭の辻井( 亮太郎) 技 師

が補佐し て、 日夜血 の滲むような努力をし

ていることを知って、 ひそかに敬意を払っ

ていた。

ヘルショー 。ポンプの生命 となるものは

D チューブと大型ボール・ベアリングであ

った。 ポンプの内部は軸心に沿って油の出

入する二つの路があり、 表面はスライド・

バルブの働 きをする孔 が開いていて、 チ。

- ブは出力を管制していた。 出力を増 そう

とすれば基径を増大させねばならぬが、 そ

うすると まヽすます大型 ボール・ ベアリング

を大 きくさせるので、 故障頻度の誘発とな

り、また製作上の困難も倍加し、誰がやっ て

も実 に厄介このうえもない問題であった。

その上、 舵取装置には当時ジャンネとい う

手剛い競争相手があった。 ジャンネに比ベ



大正5 年(1916)10 月に英国 のヘルショ ー社(Hele-ShawCo.] と技術提 携

を行い、 同13 年(1924) から製作 を始 めた。 以来 油圧ポ ンプの代表的型式 の

一 つ とし て、 舵取装 置の原動 ポ ンプ その他の用途に広く用い られて きた。 第

2 次世界大 戦後に、 当社で製作し た舵取装 置用のヘルシ ョー・ポ ンプは 合計

500 台以 上に達し、需要 はさらに年 々増加の 傾向にあ る。

これらの うち、 昭和30 年(1955)"CHRYSANTHYL ″ に装 備の55HP 型 に

は、 ポンプの制 御操 作をさらに円滑 にす るため、 初めて の試みとし て、 パイ

ロット弁お よびサ ーボ ・モータ ーに よる制御力 倍力装置を 付加し た が、 実用

性 の点で成績 がきわめて良 かっ たので、 以後 の大型 ポンプにはすべて この装

置を用い る ようになった。

この年、 運輸 省の助成金を得 て、 同じ くヘルショ ー式 ではある が吐 出圧力

最高200kg/cm2 を目標 とす る新型を研究し、 防衛庁から受注 の警備艦 用油圧

ウィ ンドラ スは、 ポ ンプ側お よびモ ーター側と もに この新型式 に よって製作

し た。

るとヘルショーは構造が簡単だし、 取扱い

方も容易であっ た。 しかし惜しいことに故

障なしに力量 の増加を計ることにやや困難

性があったため、 舵取機 としてヘルショー

・ポンプを採用される機会が少なくなった。

運命とい うものは実に皮肉なもので、 昭

和8 年 に私は川崎 に入社し た。 造機部長と

して設計・工作両部門 を見ることになった

私が第一 に取 り組んだのは、 何 んと問題の

このヘルショ ー・ ポンプであっ た。 私は明

けても暮 れてもヘルショーで、 この研究 と

性能改善 にすべてを投入した。 乗沢( 勇)

技師やその他関 係の技師達の寝食を忘れた

熱心な協力を深 い感謝をもって思い出すの

である。 耿々として実験・研究 を繰り返し

た約8 年 は、 その倍の年 月に思えるぐらい

長かったが、 つい にもとの約2 倍の馬力、

最高65HP が出せる ようになり、 故障 亀絶

無 となった。

この成果 は学界からも海軍からも認める

ところとなった。 排水量24,140T の空 母

「飛鷹」には、川崎のヘルショー・ポンプを

つけるようにとの下命で、 長い苦難に満ち

た努力はとうとう実を結んだ。 この時 はむ

やみに嬉しくて 声`が咽喉につ まヽってしまっ

た。

(4)と艦船工場副所長)



4。 イ モ ・ ポ ン プ

1 本の主動 軸 と2 本 の従動 軸とを噛 み合 わせ、 これを囲む スリ- ブの密閉

作 用に よって、 ポ ンプ機 能を構成 する一 種 のねじ式 ポ ンプであ って、 スエー

デ ンの カール・モンテ リウス(CurOskaJoseppMonterjus) 技師 の着想に基い て、

同国・イモ社(AktiebolagetImolndu8tri) によって工業化 された。

イ モ・ ポ ン プ 製 作 実 績 昭和22―31年

年 次用途 昭和22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 合計( 台)

油 用

ビスコース用

12 34 20 42 28 58 78 122 238 480 1,112

―|_| 一
|!

- - 一一 ―
|

5130

1

210 245

イ モ ・ ポ ン ブ

野 条 辰 五 郎

昭和10 年に造機設計部の小玉技 師がイモ

社を訪 ね、 イモ・ポンプの卓越した優秀性

にひどく心惹か れた。その後交渉をすすめ、

翌11 年 にライセンス・コント タクトが結ば

れたが、 私はイモ社から送っ てきた現物を

見 たとき、 外形 は従来のスクリュー・ポン

プと何等変 りはないが、- たび駆動すると、

もの凄い勢いで、 しかも実に スムーズに回

転するのにはびっく りした。 そして 「これ

は今までのポンプより遥かに優れている。

このポンプはその性能を知れば必ず世の歓

迎を受 ける」 と確信を亀っ た。

早速 イモ社の設計 通りに作ってみたが、

出来上りがよくない…… これは私たちの工

作技 術がおくれていたからであった。 設計

を片倉( 昇作) 技師、 工作を私が担当して

研究を重 ね、 もう何処 へ出し て4) 大丈夫と

自信がつくまでのまる2 年間の苦心は言 う

に言われぬものがあった。 当初 イモ・ポン

プと呼 んでいたが、 日本人の親しみ易い名

前にしたいということから、 川崎のK をつ

けて ″Kimo" と呼ぶことにした。 この名に

は何処 となく一脈のユ ーモアがあるらしく

広く愛称されてきた。

イモは摩耗が全く無いと言って もよく、

半永久的に使用できる ものであるが、 当時

はまだ粘度の低いものには適しなかっ た。

それは昭和12 年の風水害のときに、 飲料水

に困り乗てた神戸市民から川崎のポンプを

出して欲しいとの要望があったので応じた

こともあった。 しかし このポンプの本命は

燃料油用にあることを知 り、 その方一本槍

に進んだが、 快調であった。

私がエンジニアーとして、 若 き日の心を

燃やしたものはキモ・ポンプでした。 キモ

と聞くだけで も過ぎ去っ た日の苦労が今で

は楽しい思い出として、 よみがえってくる

のです。

(もと造機部第1 工作課長)



当 社は昭和11 年

(1936)[ 司社 と技術

提携 を行い、 この式

に よる艦艇用 潤滑油

ポ ンプ・重油噴 燃ポ

ンプ などを多 数製作

して きたが、 戦後は

一般 商船に もこのポ

ンプが多く採用 され

る ようになっ た。 同

26 年(1951) 、 イモ社 との契約 を更改し、 戦後の新技術 を導入し た。

陸 用面で もビスコ ース液 の移送用 など、 し だい に新しい受 注の分野 が開け

て、 製 作は戦前 の実 績をはるかに上回 るに

至っ た。 最近は苛性 ソ ーダ・食 塩水なご、

低粘性 液の移送用に もこのポンプ が利用さ

れ需 要がし だい に増加し てい る。

小型イモ・ポンプ( 昭和31 年)

潜水艦用イモ・ポンプ

(昭和11 年)

イモ・ポンプ断面



第3 節 通 風 機 ・送 風 機 ・ 空 気 圧 縮 機

1. 多 翼 型 並 び に 軸 流 型 通 、送 風 機

大 正4 年(1915)5 月、 ア メ リ カ ン ・ ブ1=フワ ー社(AmericanBlowerCo.,Ltd.)

と シ ロ ッ コ 型 多 翼 通 風 機 に つ い て 技 術 提 携 を 行 な っ た。 シ ロ ッ コ型 フ ァ ンは

主 とし て 艦 艇 用 通 風 機 ま た は 缶 用 送 風 機 とし て 需 要 が多 か っ た が、 昭 和 時 代

に な り、 フ ァ ン と電 動 機 と を 直 結 す る 標 準型 を 作 る よ うに な っ て か ら、 その

軽 量、 コ ン パ クト の 構 造 に よ っ て シ ロ ッ コ ・ フ ァ ン と愛 称 さ れ、 艦 艇 用 の ほ

か一 般 に も広 く使 用 さ れ た。

大 正 時 代 か ら 昭 和

20 年(1945) の終戦時

までに直 流用 約7,000

台、交流用 約1,300 台、

計約8,300 台を製作し

た。 この 間、 昭和5 年

(1930) ごろ から艦艇

の通風用 とし て新たに

軸流型通風機 が多 く用

い られ るようになっ た

ため、 シ ロッ コ型 と並行して電動 軸流型 通風機の製 作に も手を そめた。 第2

次世界大 戦当 初は、 海軍制式に よる電動 または小型 タ ービン直結 の軸流型通

風 機の量産 を行なった が

戦後 はシロ フコ型 ・軸流

型 と もに電動 のものを製

作し ている。

シロッコ・ファン( 昭和5 年)

軸流型電動送風機( 昭和11 年)



多 翼 型 お よ び 軸 流 型 通 ・ 送 風 機 製 作 実 績 昭和20 ―31 年

企門
昭和
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97
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45
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28

一一-
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--
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3031 合計(台)

35;92:683多 翼 型 300 117
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合 計 300 IIII|1311831201076413613416319211,012
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2。 タ ー ボ送 風 機 ・ 軸 流空 気 圧 縮機

昭和9 年(1934) 、 商船用として初めてマン型2 サイクル大型ディーゼル

機関を製作するにあたって、 機関の掃気用とし て新たに独立の電動ターボ送

風機を設計し、初期のディーゼル船に装備のもの計20 台を製作した。その後、

掃気は機関直結 の直立ポン

プまたはル ーツ送 風機に よ

って供給 されるようになっ

たので、 独立送 風機は製作

の必要 がなく なった。 し か

し 当時 の設 計が、 後 日当社

のタ ーボ送風機製 作に対す

る基準 となって、 各種の単

段 ま た は 多 段 送 風 機 を生

み、 昭 和24 年(1949) には

東京電報 局の6,000rpm 、10 段の

郵 便物気送用 タ ーボ送 風機 を製作

し た。

戦後、 デ ィ ーゼル機 関の出力増

大 のため排気 利用の ターボ過給 が

盛んに行 われるよ うに なり、 その

ための送 風機26 台 を製作し た。 昭

和30 年(1955) には運 輸省か ら研

究 補助金の交 付を得て、 高 速 。高

掃気用ターボ送風機( 昭和14 年)

気送用ターボ送風機( 昭和24 年)



性能特殊混流型ターボ圧縮

機パーマン扇車の試作を完

成し、翌31 年度にもさらに

補助金を受けて、2 スプー

ル型過給用送風機の研究を

進めた。 これはパーマン扇

車の吸入側に軸流翼列1 段

を組合せて、 機関の低負荷

から最高負荷までの全域に

わたり、 性能の点で最も調

和の とれ た過給を行な うことを目的 とす るものである。

一方 昭和26 年(1951) 以 来、 ガス・ タービ ン試作研究 の一 環とし て、 風量

6.8kg/see ・圧縮比1.1 ・12,000rpm の単段軸流送 風機を試作し て、 設計製作

の 基礎資料 を得るために 各種実 験を重 ねて きたが、 その後、 新たに500HP ガ

ス・タ ービ ン用 の軸流空気圧 縮機( 風量6.7kg/see 圧縮比、42,000HP12,000

rpm 段数15)1 基の試作を完成し た。

多段軸流圧縮機‥・試作( 昭和31 年)

第4 節 造 水 装 置

1. ウェ ア式 造 水 装 置

舶用 の造水装 置は 従来 ウェ ア式 が多く使用 され、 当社 の建造船に は主 とし

てこの型 を製作・ 装備し て きたが、 最近 では各船 ごとに それ ぞれの用途に応

じ た型 の完 成品 を社 外から購 入する ようになった。

2. デ ィ ー ゼ ル 機 関 排 熱 利 用 造 水 装 置

昭和29 年(1954) 、 初めて この装 置を製作し、 静岡県高 等水産学 校練習船

「大富士丸」(470T) に装備し た。 その後、「第十五 事代丸」(700T) ほ か十

数 隻の小型漁 船に装 備し、 昭和31 年(1956)2 月 には川崎式漁 船用造水 装置

とし て国内特許 を得 た。 漁船は、 この造水装 置により装 備ディ ーゼル機 関の



排 気 を 利 用 し て 、 ① 出 漁 中 随 時 海 水 か ら 清 水 を 蒸 留 で き る ② 飲 料 水 タ ン ク

の 代 り に 燃 料 油 タ ン ク を 広 げ て 航 海 日 数 を 増 す こ と が で き る ③ 海 水 蒸 留 過

程 の 副 産 物 と し て 漁 獲 物 塩 蔵 用 の 濃 塩 水 が 得 ら れ る … … な ど の 利 点 が あ る の

で 好 評 を 博 し 、 引 続 い て 各 地 か ら 注 文 を 受 け て い る。

第5 節 冷 却 装 置 ・ 空 気 調 和 装 置

1. ル ブ ラ ン 冷 却 機

明 治44 年(1911)7 月 、 仏 国 ル ブ ラ ン 社[Leb]aneCo.) と 蒸 気 噴 射 式 ル ブ ラ

ン 冷 却 機 に つ い て 技 術 提 携 を 行 な っ た 。 そ の 後 、 昭 和5 年(1930) に は こ の

形 式 の 改 良 型 に つ い て 、 同 国 の コ ン ダ ン サ シ オ ン ・ エ ・ ダ プ ジ カ シ オ ン 。 メ

カ ニ ク 社(SocietedeCondensationetDapplicationMecaniques) と も 技 術 提 携 を 行

い 、 以 来 製 作 し た ル ブ ラ ン 冷 却 機 は227 台 に 達 し た 。 こ れ ら は 主 と し て 艦 艇

の 火 薬 庫 を 冷 却 す る た め に 用 い ら れ た が 、 商 船 用 と し て は 食 糧 庫 冷 却 に 使 用

ル ブ ラ ン 冷 却 機 製 作 実 績 大正3 一 昭和14 年

年 次 台 数 年 次 ぶ 米台 数
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された。

その後、 冷却装 置は冷媒ガ ス圧 縮

式の ものが多 く使用 される ように な

ったため、 ルブラン冷 却機は殆 ど使

用 されなく なった。

ルブラン冷却機( 大正6年)

2. 空 気 調 和 装 置

当社で製作した列車冷房装置は、 車軸の回転動力を利用して冷媒圧縮ポン

プを直接駆動する床下吊下式のものである。昭和12 年(1937) 、特急「つぼめ」

の食堂車に装備したのが最初であ って、続いて翌13 年特急「かもめ」 の食堂

車:にも装備した。

戦後の昭和21 年(1946) および翌22 年に、 進駐軍用列車35 両の冷房装置

を製作し、 続いて国鉄優等車用のものをも2,7両分製作したほか、 昭和25 年

(1950) にはマニラ鉄道の4 両分を製作し、 さらに同31 年(1956) には近畿

日本鉄道の28 両分の製作を受注した。 この問、駆動方式や冷房方式に多くの

改良型や新型を創案し、それぞれ特許および実用新案に登録された。 昭和21

年から今日まで列車冷房装置製作実績は69 台に達している。

この装 置は。 その方式の一

部を変更して、 列車冷房用 の

ほか電 電公社 各電 話局( 神戸

元町・宮城県多 賀城お よび東

京蒲田) の自動交換 器室除湿

用お よび日本 仮ガラス四 日市

工場のエ ア・ ワ ッシ ャー用 な

どに も使用 され、 除湿装 置は

当 社の実用新案 とし て登録 さ

れてい る。 神戸元町電話局 空気調和装置( 昭和24 年)



第6 節 化学工業用反応炉・高圧筒その他

1. 反 応 炉・高 圧 筒

昭和14 年(1939) に

京都大学からの注文に

より、 同大学の指導を

うけて石油合成反応研

究用の炉2 基および付

属ボイラ一式を製作し

たのが当社における反

応炉製作の初めである。

同18 年(1943) には北

海道人造石油の2 基お

よび陸軍燃料廠の1 基

を製作した。

一方、 高圧筒は、 従来各種の化学工業に使用されていたが、 設備の大部分

は輸入品であった。 当社はその国産化を目ざして、昭和14 年(1939) ごろか

ら研究を進め、 その成果が認められるようになり、東亜燃料を初めとし、 東

洋高圧・宇部油化・日東化学・別府化学・住友化学等から受注した。

最近製作した住友化学の炭酸ガス洗浄筒は厚さ40mm の鋼板を用い、 自

動 溶接法を初 めて採用し た

が、 これは、 この種の圧力

容 器にお け る新し い試 みと

し て注目さ れた。

アンモニア合成用高圧筒( 昭和20 年)

水 洗 筒( 昭和28 年)



化 学 反 応 炉 ・ 高 圧 筒 製 作 実 績 昭和14 ―31 年

→〃.-.........〃.J...-...........--.

年 次 注 文 主| 品 名 寸 法 ま た は 容 量 基 数

昭 和14

-- 一 一 一 一 一

〃

京 都 大 学 反 応 炉 10m31

〃

東 亜 燃 料

〃

〃 1001

17 銅 液 洗 浄 筒 直 径600mm ×長12,000mm2

〃 清 水 洗 浄 筒 430 ×12,0002

〃| 〃 ソ ー ダ 洗 浄 筒

反 応 筒

430 ×2,5003

〃 〃 900 ×12,0002

〃
″ 高 圧 分 饋 筒

〃

720 ×8,00011

〃 〃 720 ×7,00011

〃 〃 高 圧 ガ ス 洗 浄 筒 720 ×12,000 ・1

〃 〃 高 圧 ガ ス 分 離 筒 720 ×3,500;1

〃 東 洋 高 圧 試 験 用 高 圧 筒 720 ×2,30011

18 〃 銅 液 洗 浄 筒 720 ×14,500 5

〃 〃

北 海 道 人 造 石 油

清 水およびアンモニア 洗 浄 筒 〃 2

〃 反 応 炉 1,000m3 2

〃 満 鉄 中 央 石 油 液 イヒ 用 高 圧 反 応 筒 1

〃 陸 軍 燃 料 廠 反 応 炉 お よ び 同 装 置

-一一― 一一 一一
高 圧 分 離 筒

直径500mmx 長7,000mm1

〃 宇 部 油 化 720 ×8,00012

〃 〃 メ タ ン 洗 淨 筒 600 ×12,000 1

〃 〃 ア ン モ ニ ア 洗 浄 筒 600 ×6,000 2

19 三 井 化 学 熱 分 解 反 応 筒 1,060 ×8,400 1

〃 陸 軍 燃 料 厰 高 圧 反 応 筒
--.J............
反 応 筒

500 ×7,000 1

〃 三 井 化 学 700 ×2,450 4

〃
神 戸 製 鋼

ー一一一 ‥ ・一 一一一

日 東 化 学

高 圧 筒 760 ×12,000

ー― 一----

2

20 合成アンモ ニア装置各種高圧筒 17

25 日本水素yj 、名浜工場

日東化学 八 戸 工 場

炭 酸 ガ ス 洗 浄 筒 直径2,500mm ×長24,000mm 1

〃 〃 1,300 ×18,700 1

28 別 府 化 学 水 洗 筒 1,200 ×9,000 1

〃 日本水素 小名浜工場 ア イ ン ザ ッ ツ 反 応 筒 19.000T 1

29 〃 〃 〃 1

30 住友化学 新居浜工場 直径2,200mmx 長26,000mm 2

〃 東 北 肥 料 1,082 ×7,150 2

〃 別 府 化 学 水 洗 筒 1,500 ×31,000 1

〃 住友化学 新居浜工場 〃 2,500 ×25,000 2

〃 別 府 化 学 炭 酸 ガ ス 洗 浄 筒 1,500 ×31,000 1

31 日本水素 小名浜工場 ア イ ン ザ ッ ツ 反 応 筒 19.(〕00T 1

合 計 71

(注) 八戸( はちのへ)



2. そ の他 の化 学 工業 用 機 械

大正14 年(1925) 、 星製薬の石けん製造用乾燥器、 神戸瓦斯および大阪瓦

斯のベンゾール精製装置を製作し たのをきっかけとして、 その後、 各方面の

化学工業用清浄器、オイル・シェル・プラント、ガス飽和機、 ガス発生装置、

分離器、 脱硫器等多くの種類の機器を製作した。 昭和29 年(1954) 、 丸善

石油から受注のプロパンガス・タンクは、 タンクを海上に浮べて曳航輸送す

る新しい着想で話題をよんだものであり、同31 年に石原産業四日市工場から

受注のカルサイナは同社の酸化チタン製造設備の中枢をなすものである。

丸善石油 プロパンガス・タンク( 昭和30 年)

石原産業 四日市工場 カルサイナ(昭和31 年)



化 学 工 業 用 機 器 製 作 実 績 大正14 一 昭和31 年

年 次 注 文 主 品 名 寸 法 ま た は 容 量 基 数

1大正14 星 製 薬= 石 け ん 製 造 用 乾 燥 器|

〃 神 戸 瓦 斯 ベ ン ゾ ー ル 精 製 装 置 11

〃 大 阪 瓦 斯 〃 11

15 横 須 賀 海 軍 工 廠 坤 気 清 浄 装 置111

〃 三 菱 神 戸 造 船 所j ド レ ガ ー 清 浄 器 11

昭和3 南 満 州 鉄 道 オ イ ル・シ ェ ル・プ ラ ン ト 11

5 大 阪 瓦 斯 ガ ス 飽 和 機1
2

一 一一一

〃 京 都 大 学i ガ ス 清 淨 器 お よ び 付 属 品J112

7 海 軍 兵 学 校 ガ ス 発 生 器1 1

8 日本ベンベルグ 延岡工場 軟 化 器 お よ び 付 属 品1
1

14 宇 部 曹 達 空 気 分 離 器 そ の 他 14

15 京 都 大 学 高 圧 用 水 お よ び 油 分 離 器 1

17 大 阪 瓦 斯 酉 島 工 場 プロデ ューサー・
ガ ス発生炉その他

直径mm 高=
3,450 ×7,500

3

1〃 東 亜 燃 抖 丿中 圧 ガ ス 溜 酪600mmx 長6,000mm

〃 〃| 熱 交 換. 筒1900 ×7 ・000 2

1

3

5

2

1

3

.......-.-

2

1

2

1

-

5

1

2

1

1

1

1

〃 ダ 予 熱 筒 900 ×8,000

18 東 洋 高 圧i 分 離 器 600 ×3,000

ダ 〃 〃 400 ×3,000

〃 大 牟 田 工 業 所 小 型 酸 化 器

〃 大 阪瓦 斯 酉 島 工 場 ガ ス 精 製 設 備

19 京 都 大 学 高 圧 ガ ス 容 器

〃 大 阪 瓦 斯 酉 島 工 場 ピ ッ チ・コ ー ク ス 製 作 装 置

〃 大 日 本 セ ル ロ イ ド 熱 交 換 器 お よ び そ の 装 置
伝熱面積377m2

21,500kcal/h

25

〃

日本合成繊維 大垣工場 原 液 槽 直径2,090mm ×高3,950mm

〃 〃 脱 泡 槽 2,080 ×4,000

〃 大 阪 瓦 斯 岩 崎 工 場
プロデューサー・

ガス発生炉その他
3,400 ×7,000

〃 〃 神戸西コこ場 吸収塔・活生塔・拭洗器お よび
配管

2,000 ×10,000

27 〃 酉 島 工 場 要 水 冷 縮 器 お よ び 配 管 ガス処理2,500m3/h
冷却面積500m2

〃 ″ 〃 湿 式 脱 硫 器 ガス処理17,000m3/h

〃 〃 神 戸 工場 拭 洗 器 〃8,200

〃 日 本 木 材 防 腐 注 薬 缶
直径mm 長mm

1,900 ×24,000

〃 〃 加 圧 熱 タ ン ク 2,400 ×15,000

〃 〃 耐 圧 計 量 槽 1,450 ×3,000

28 大 阪 瓦 斯 酉 島 工 場 乾 式 脱 硫 器 ガス処理25,000m3/h

〃 別 府 化 学 銅 液 再 生 装 置 加 熱 槽 135m2 1



年 次 注 文 主 品 名 寸 法 ま た は 容 量 基 数

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

2

28

1

1

1

1

1

6

35

1

1

1

1

1

1

2

1

178

昭和29 大 阪 瓦 斯 舎 密 工 場 乾 式 脱 硫 器 ガス処理10,100m3/h

〃 〃 〃 湿 式 脱 硫 器 11,500

〃 〃 〃 調整用湿式脱硫器およびソーダ
液加熱 器

7,700

〃 〃 酉 島 工 場 ガ ス 精 製 装 置 拭 洗 器
直径mm 高mm

2,450 ×15,260

〃 別 府 化 学 銅 液. 海 木 冷 去U 器 冷却面積185m2

〃 東洋高圧 北海道工業所 ダ ウ サ ム 加 熱 器

〃 〃 〃 BR 装 置M 加 熱 器
ドラ ム 直径1,750mmx
長4,200mm 加熱面 積138m2

〃 〃 〃 〃N 加 熱 器 ド
ラム 直径1,580mmx

長4,500mm 加熱面積160m2

〃 川 崎 機 械 高 槻 工 場 ヶ ー ク 乾 燥 機 幅mm 高mm 長mm
3
夕620

×2,750 ×45,000

〃 大 阪 瓦 斯 舎 密 工 場 湿 式 脱 硫 装 置 11,100m3/h

〃 〃 〃 〃 7,700

〃 〃 〃 乾 式 脱 硫 器 2,500

〃 〃 酉島 工 場 拭 洗 器 11,700

〃 日 本 瓦 斯 間 導 調 整 器 口径200mm

〃 住 友 商 事 真 空 槽
直径mm 長mm

1,270 ×4,600

〃 東 洋 紡 績 ヶ 一 ク 乾 燥 機
幅mm 高mm 長mm
2,600 〉《3,500 ×26,000

30 丸 善 石 油 プ ロ パ ン ガ ス ・ タ ン ク 2.5T

ダ 〃 夕 1.6

〃 徳 山 曹 達 蒸 発 器 7.6m3

〃 〃 ア ン モ ニ ア 冷 却 器 152m2

ダ 東洋高圧 北海道工業所 液 体 ア ン モ ニ ア 貯 蔵 槽 20T

〃 大 阪 チ タ ニ ウ ム 真 空 槽
齟mm 長mm

1,270 ×4,600

〃 日 新 化 学 コ ニ カ ル・ボ ー ル・ミ ル
直径mm 幅mm

1,500 ×900

〃 東洋高圧 北海道工業所 清 水 塔 直 径720mmx 長14,000mm
圧力300kg/cm2

〃 大 阪 瓦 斯 岩 崎 工 場 乾 式 脱 硫 器 25,000m3/h

31 石 原 産 業 酸 化 チ タ ン・カ ル サ イ ナ
鈕mm 長mm

3,350 ×41,000

〃 東洋高圧 大牟田工業所 転 化 炉 1,524 ×5,870

〃 東亜燃料 和歌山工場 スタビライザ・フィード・ドラム 2,438 ×5,916

〃 東洋高圧 北海道工業所 液 安 計 量 槽 1,780 ×3,020

〃 西 部 瓦 斯 湿 式 脱 硫 器 50,000m3/day

合 計

(注) 舎密( せい み)



第7 節 製 鉄 川 機 器

大正3 年(1914) から翌4 年にかけて、 当社兵庫工場の製鋼・圧錬・製条

の各設備拡充に際しての10~20T 平炉、圧延機、 バー 。ミル、 また同7 年

(1918) 葺合工場建設時の平炉、ローリング・ミル、 ロールガング、 チルチ

ング・テーブル等はその大部分を当社で製作した。 その後、 両工場の拡充に

伴い関連機器を造修したほか、昭和の初めごろからしだいに社外から注文を

受けるようになり、 混銑炉・転炉・平炉その他の機器を製作した。

500T 水 圧 機( 昭和11 年)

尼崎製鋼 混銑炉( 昭和28 年)



製 鉄 用 設 備 機 械 製 作 実 績 昭和9 ―30 年

年 次 注 文 主 品 名 用 途 ま た は能 力 基 数

5

1

3

5

1

1

5

2

1

6

5

1

1

5

1

3

1

1

3

13

1

1

1

4

1

72

昭和9

11

日 鉄 八 幡 ローラー・ト ラックお よびロッカー 混 銑 炉 用

大 倉 商 事

a.....W......J

日 鉄

日 鉄 広 畑

日 本 錮 管

〃 〃

昭 和13

........J..

14

・........J.

〃

15

・ 一一-- ・- ・●-

〃

〃

. ・.i.........

〃

〃

平 炉 用

混 銑 炉 550T

日 鉄 兼 二 浦 ローラ ー・トラ ックお よびロッカー 混 銑 炉 用

〃 輪 西 〃 平 炉 用

〃

〃

〃

.・.

17

日 本 鋼 管 転 炉 20T

当 社 製 鋼 工 場 鍛 造 用 水 圧 機 3,000

大 正 金 属 蒸 気 鎚

.. ¬

平 炉

Tx21T 〉(22Tx2

日 鉄 広 畑 150T 傾注式

〃 〃 〃 混 銑 炉 700T

〃 〃 室 蘭 〃 〃

〃 〃 広 畑 ローラー. トラックお よびロ ッカー 平 炉 用

〃 〃 〃 平 炉 150T 傾注式

18

一

19

一一一一―-

〃

20

24

住 友 金 属

-

〃 100T

日 鉄 広 畑 ローラー. トラックおよびロッカー 平 炉 用

日 本 鋼 管 混 銑 炉 800T

住 友 金 属 和 歌 山 ローラー・ト ラックお よびロッカ ー 平 炉 用

当 社 製 鉄 所 連 続 焼 鈍 用 台 車

27

28

29

〃

30

川 崎 製 鐡

尼 崎 製 鉄

レ ー ド ル 30T

混 銑 炉 300

川 崎 製 鐡 〃 600

〃 レ ー ド ル 130

〃

...r|
|

〃| 〃

1

合 計



第8 節 セ メ ン ト 製 造 用 機 器

昭和7 年(1932) に初めて製作を手がけて以来、 昭和31 年(1956) まで下

表のようにキルン、 ミル、 乾燥機、 サイロなど各種の機器を製作している。

セメント製造用諸機器製作実績 昭和7-31 年

品名年次
キ ル ン ミ ノレ 乾 燥 機 サ イ ロ

昭 和7 1

8

9

10

12 5 9

10 5

5 1

11 5 3

12 3 1

13

14

1 6

4

15

16

4

1

17

18

4 1

4

19 2

20

21

22

23

24

25

26 2 7 1

27 1 4

28 3 9

29 1 9 1

30 6 1 1

31 4 10 3

合 計( 基) 67 65 13 5

(注) ソ ーダ お よび アルミニウム製造用を含む。



1. キ ノレ ン

昭和7 年(1932) に受 注し

た宇 部 セメ ント のロータリー

・キル ン( 直径3.45~2.80m

長98.00m) を初 め とし、 宇

部 ・磐 城 ・豊国( ほうこく)・七

尾・常 陸・敦賀・岐 阜・富山

等各 セメント会社 からの注文

によ り、 昭 和19 年(1944) ま

でに計56 基を製作し た。

終戦後数年間は受注がとだえたが、昭和26 年(1951) に磐城セメント栃木

工場のキルンを受注して以来、 同社の小倉・浜松・四倉( よっくら)の各工場お

よび同社傍系の不ニドロマイトエ場等のものを引続き受 注し、 最近までに戦

後のみで計II 基を製作した。

昭和26 年(1951) 磐城セメント小倉工場のキルンには電磁式制御器を初め

て採用し、翌27 年、不ニドロマイト羽鶴工場のキルンにはその駆動にワード

・レオナード方式を採用して、 キルンの回転と原料送入の同期化調節に改善

を加えた。 同29 年(1954) の浜松工場用キルンから以後は、新設計による予

熱式焙焼方式を採り入れ、 焙焼能率を著しく高めることができた。

七尾セメント ロータリー・ キルン( 昭和28 年)

キ ル ン 製 作 実 績 昭和26 ―31 年

年 次 注 文 主 直径(m) × 長(m) 基 数

昭 和26 磐 城 セ メ ン ト 栃 本 工 場 3.5～3.2 ×72 1

' 〃 〃 小 倉 工 場 3.8~3.45 ×74 1

27 不 ニ ド ロ マ イ ト 羽 鶴 工 場 3.5×85 1

28 磐 城 セ メ ン ト 浜 松 工 場 3.7×48 2

〃 〃 七 尾 工 場 3.45~2.8 ×72 1

29 〃 浜 松 工 場 3.6×48 1

31 〃 栃 木 工 場 3.6~3.5 ×48 1

〃 〃 〃 3.6×48 1

〃 〃 四 倉 工 場 3.7×48 2

合 計 11

(注) 羽鶴( はねづる)



当 社 では、 キルン付属 の

冷却機は、 従来多 筒式を製

作し てい たが、 戦後新たに

輸入されたエ ア・ クェ ンチ

ング式 急速冷 却装置の効乗

がし だい に業界 で認められ

るようになっ たので、 昭和

30 年(1955) に至 り、 当社

独自 の川崎エ ア・ クェ ンチ

ング式 冷却機の研究 を始め、

磐城 セ ズントの協力 を得て同社四倉 工場の キル ンに試作機 を取付けて総 合試

験の結果 その成乗 を確認し、 翌31 年以後 実用機の製作 に移っ た。

ロ ータリ ー・ キル ンは、 セ メント用 のほかソ ーダお よび粒鉄 の製造や アル

ミニ ウムの原鉱焙焼 にも使用さ れ、 戦前には当社 も数基を製作し ている。 戦

時中、 軍 需省の勧め によって、 アル ミ製 造用の ロータリ ー・ キルッお よび冷

却機につい ての製 作 規準作 成の業界委員 会が組織 された際には、 当 社は委員

長を命ぜら れ規 準作成にあ たった。

磐城セメント 栃木工場 当社最初の全溶接予熱式キルン
(昭和31 年)

サイド. ドライブ式ミル( 昭和8 年)

2. ミ ル

セ メ ン ト 製 造 用 に は、 一 般 に コ ン パ ート メ ン ト ・ チ ュ ー ブ 、ミル が用 い ら

れ、 原料 の粉砕・再 粉・仕

上げあ るい は燃料用石 炭の

微粉化等、 それ ぞれ の用途

に応じて400 ～500HP から

1,500UP までの範囲の もの

が多 く使用 された。 昭 和8

年(1933) に七尾 セメント

か ら受 注した800IIP のサ

イド・ドライブ 式 ミルが当

社 にお ける最初 の製作で、

その後、 同13 年(1938) の



終 りまでに七尾・日出・敦賀

・東 北・朝 鮮等のセ メント

会社から の受 注に よっ て、

戦 前のみで計20 基を製作し

た。

昭和14 年以後戦時中を通

じ受 注は とだえた が、 戦後

セメント業 界 の活 況 ととも

に次記の ように各社 から相

次いで注文 を受 け、 ミルの

製 作はふ たたび繁忙 の明け 暮れ を迎え るに至った。

戦前製作 の ミルはす べてサイド・ドライブ式であったが、昭和26 年(1951)

磐城 セメント小 倉工場から受 注の1,500HP 原料ミルは、 当社最初 のセン タ

ー・ド ライブ式で、 付属の減 速装置 もともに一 括当社で製作し、 ス ライド 。

ジュ ー・ タイプの支 持方式 を採 り入れたほか、 ミル本体は鋼板 と鋳鋼を組 合

せて、 全溶 接 とし たが、 以後 の大 型 ミルは 殆 どこ の様式 によって製作し た。

ミルに 付属する バッグ・フ ィルタ ーは、昭 和27 年 にその最初の製品 を磐城

セ メント 栃木工場 の仕上 ミルに使用し、 成績が良好 であったの で、 その後 の

ミルにはこれ を装備する ようになった。

昭和31 年(1956)8 月、 麻生産業 から受 注の ミルは、 バ ッグ・ フィルタ ー

のほかに、 メカニカル・ セパレ ーターの装置を も加え、 い わゆるクロ ーズド

・ サーキット型 とし て

製作し た。

センター・ドライブ式ミル( 昭和26 年)

磐城セメント バッグ.

フィルター( 昭和27 年)



ミ ル 製 作 実 績 昭和26 ―31 年

年 次 注 文 主 品 名 基 数 備 考

昭和26 小野田セメント 津久 見工場 800HP 原料ミル 工

〃 〃 藤 原 工 場 1,000HP 仕上ミル 1

〃 磐 城 セ メ ント 小 倉 工 場 1,500HP 原料ミル 〃 訌 鹹齟篏・タィグ
〃 〃 〃 1,500HP 仕上 ミル 1 減 速 機 共

〃 〃 四 倉 工 場 500HP 〃 3

27 小野田セメント 津久見工場 1,OOOHP 〃12
ギャ ー注油. 強制注油採用
の減速機共

〃 〃 〃 〃 〃 2

28 野 沢 セ メ ント 彦 根 工 場 1,OOOHP 原料ミル 2

〃 徳 山 曹 達 徳 山 工 場 1,500HP 仕上 ミル 1 スライド. ジュー・ タイプ
減速機共

〃 磐 城 セ メ ント 七 尾 工 場 1,OOOHP 〃 1 減 速 機 共

〃 〃 〃 1,200HP 原料ミル 1 〃

〃 〃 栃 木 工 場 1,000HP 再粉ミル 1 〃

〃 日 立 セ メ ント 日 立 工 場 650HP 原料ミル 2

〃 磐 城 セ メ ント 四 倉 工 場 500HP 仕上ミル 1

29 敦 賀 セ メ ント 敦 賀 工 場 1,000HP 原料ミル 1

〃 磐 城 セ メ ント 浜 松 工 場 1,200HP 仕上 ミル 3 減 速 機 共

〃 〃 〃 1,000HP 原料ミル 4 〃

〃 徳 山 曹 達 徳 山 工 場 1,500HP 仕上ミル 1 スライド・ジュ ー・タイプ
減速機共

30 豊 国 セ メ ント 苅 田 工 場 1,200HP 原料 ミル 2 減 速 機 共

〃 磐 城 セ メ ン ト 浜 松 工 場 1,OOOHP 〃 1 〃

〃 〃 〃 450HP 石炭ミル 2

〃 徳 山 曹 達 徳 山 工 場 1,500HP 原料ミル 1 スライド・ ジュー・タイプ
減速機共

31 磐 城 セ メ ント 栃 木 工 場 600HP 〃 2 減 速 機 共

〃 〃 〃 1,300HP 仕上ミル 1 〃

〃 〃 〃 650HP 再粉 ミル 1 〃

〃 〃 四 倉 工 場 1,300HP 原料 ミル 1 〃

〃 〃 〃 1,300HP 再粉 ミル 1 〃

〃 〃 〃 500HP 石炭 ミル 1 〃

〃 麻 生 セ メ ント 田 川 工 場 1,500HP 原料 ミル 1 〃

〃 〃 〃 1,500HP 仕上 ミル 2 〃

合 計 45



3 、 乾 燥 機 ・ サ イ ロ

乾 燥 機 は 昭 和8 年(1933) 、日之 出 セ

メ ン ト の8 基 を 初 め て 製 作 し、そ の後、

5 基 の受 注 を 加 え、 今 日ま で に 合 計13

基 を 製 作 し た。

サ イ ロ は、 昭 和29 年(1954) 以 後 同

31 年 ま で に 下 記 の5 基 を 製 作 し た。

5,000T セメント・サイロ( 昭和8 年)

サ イ ロ 製 作 実 績 昭和29 ―31年

年 次 注 文 主 用 途 容 量(T) 基 数

昭和29 磐城セメント 四 倉 工 場 大 型 サ イ ロ 5,000 1

30 〃 業平橋工業所 セ メ ン ト 用 〃 1

31 東 北 電 力 八久和発電所 〃 500 1

〃 磐城セメント 羽 鶴 工 場 ドロマイト・グリンカ用 〃 1

〃 〃 四 倉 工 場 銅 鍰( か ら ふ) 用 1,000 1

合 計 5

第9 節 そ の 他

1. 鯨 油 精 製 装 置

鯨工 船は 洋上で鯨油採 取作業 を行な うため、 船内に特設 の鯨油工場 を持っ

てい る。 当 社で初 めて建造し た鯨工 船 「日新丸」 には ハ- ト マン・ ボイツ6

基、プレ ス 。ボイフ26 基 な どを備え、 ハ ート マンは主 とし て皮 の脂肪 を、 プ

レ スは骨 の部分を煮 沸処理す るために使用 された。 次の 「第二日新丸」 では

ハート マ ン・ ボイラ4 基 とプレ ス・ ボイラ に代 るフ ァウト・ ボイラ3 基、 ク

ワ ナ・ボ イラ2 基 を装 備し た。 これら両船用 のものは、 いず れ も輸入品であ

っ たが、 その 次の 「極洋丸」 以後は ハ ートマ ン、 クワ ナともに、 すべ て当 社



で製 作の もの を装 備するよ うに なっ た。

戦後に建造 された 「日新丸」(Ⅱ)・「極星丸」(旧 名「ばい かる丸」)・「錦城丸」

(旧名「第一 日新丸」)・「橋立丸」 などの各船の 鯨油工場に も、 それぞれ当社 製

のハ ートマ ン・ボイ ラまたは クワナ・ボ イラが装備されてい る。

2. 製 塩 装 置

昭和21 年(1946) 、 全 国農業 会からの注文 により、 陶管式 高圧 電気 ボイラ

と三 重効用 缶とを組合 せた製塩 装置を製作し て、 兵庫県飾磨 町の製塩工 場に

設置し た。

続いて翌22 年に有 馬製 塩 から受 注の製 塩装置は、鉱泉から 加里 肥料 を採 る

ときの副産物 とし で、 塩を分離す るための小 規模の ものであ ったが、 加圧 式

を採用し たのは、 当時 とし ては 新しい 試 みであ った。

ハートマン・ ボイラ( 昭和13 年)

クワナ・ボイラ( 昭和13 年)



3. 炭 坑 用 選 炭 機"

昭和24 年(1949) 、 幸 袋(こうぶくろ) 砿業から ジッガ ー式水洗機1 基(20t/h)

を受 注し、 次いで同25 年に バウム式 水 洗選炭機1 基(75t/h) を長 崎砿業 から、

翌26 年同式1 基(30t/h) を共同石炭 から、 同じ く1 基(75t/h) を日本炭砿から

それぞれ受 注し た。

ト レ ン チ ャ ー( 昭 和23 年)

マルチクロン式集塵装置( 昭和24 年)

4、 溝 堀 機( トレンチャ一)

戦後、 昭和22 年(1947)

から翌23 年にかけて、北海道

開発機械化のための農地開こ

ん用ドレンチャーを受注した

が、 本格的製作に移る直前に

開発予 算緊 縮等の 影響 を受

けて計画が縮小されたため、

最初の試作に関連して特許3

件、実用新案1 件を得たのみ

で量産は実現しなかった。

5, 集 塵 装 置

昭和23 年(1948) 、関西電力

尼崎第1 発電所から、 ボイラ

の煙塵除去用として2 基を受

注したのを最初として、 微粉

炭だきボイラの煤煙防止のた

めのダブル・サイクロン式集

塵装置を各地火力発電所その

他から多数受注した。その後、

ボイラに使用される微粉炭の

粉砕度がしだいに高度化され



るにつれて、 一定 粒度以下

の細塵に対し ては、 ダブル

・ サイクロン よりもさら に

性 能のすぐれ たマルチ クロ

ン式 の もの が多 く用いら れ

るようになっ たのでこ の製

作 に着手し、 現在まで にダ

ブル・サ イクロン式お よび

マルチ クロン式 計43 基 を製

作し てい る。 ダブル・サイクロン式集塵装置( 昭和24 年)

6。 ト ル ク・コ ン バ ー タ 一

昭和13 年(1938) に初めてトルク・コンバーターを設計・試作したが、 そ

の後、 同27 年(1952) から翌28 年にかけて、 川崎車輛からディーゼル機関車

用の300HP および260HP 用各1 台を受注し、 それぞれ設計を新たにして製

作した結果、 最高効率88% の成績を收めた。

昭和31 年(1956) には、 防衛庁の駆潜艇用V8V22/30 型高速ディーゼル

機関に直結する可逆流体接手を受注した。 前進用流体接手と後進用トルク・

コンバーターとをコンパクトに組 合せた2,000HP 用のものを、 藤永田造船

所と飯野重工舞鶴造船所とにそれぞれ甲型駆潜艇用として4 台ずつ、 また、

三菱長崎造船所に乙型駆潜艇用として2 台を納入した。



鋳造鋳込み





第9 章 陸 舶 用 電 気 機 器

船舶の電 装工事に関 連し て、 電気 機器の整備・ 補修のため、 早くから造 機

部 に電 気掛 を置 き、 一部 の機器 を製 作す るようにな った。 大正4 年(1915)

に電 気部を新設す るに及 んで、 舶用 のほか陸用の ものにも製作の範囲 を拡げ

て今日に至ってい る。

発電機・電動 機・配電盤等 のほか舵取装 置、 ウィ ンチ、 ウィ ンド ラスなご

各種電動装 置の製 作に加え て、 一 ときは電 話交換機や無 線電 信機な ど通信 機

の分野に も広 く進出を図 った。 この間、 車両電気機器 の製作は特に大 きく独

自の成長 を遂げた。

最近で は、 大型船 の船内電 源 交流化 に伴 う舶用交 流機 器の製作を さら に推

進す るほか、 新たにエ リコ ン社(OerlikonEngineeringCo.) の技術を採 り入れ、

水車 発電 機 一変圧器 その他 各プラ ント 用機器な どの製 作について、 お のお の

新分野 の開拓に努 めてい る。

ストック・ボート用17kW 直流発電機( 大正6 年)

第1 節 発 電 機

1・ 舶 用

(1) 舶用直流発電機

舶用発電機は、 明治末年、当社建

造のトロール船用なごに、小型のも

のを製作したのが最初であった。 そ

の後、10~18kW のものの製作に移

り、 大正3 年(1914) 、 第1 次世界

大戦に伴うストック・ボートの建造

に際しては、 汽動標準型の110V ・

17kW を製作し、 以後数年間主とし

てこの型の製作を続けた。



デ ィ ー ゼ ル 船 の 建 造 が 増 す に つ れ

て、 デ ィ ーゼ ル 発電 機 の 製 作 が 多 く

な り、 大 正15 年(1926) 建 造 の「玖

馬 丸」 用 に 複 巻230V ・100kW3 台、

昭 和6 年(1931) 建 造 の 「良 洋丸」

用 に 同 じ く230V ・115kW3 台 を製

作 し た。

昭 和10 年(1935) 建 造 の「建川 丸」

に 装 備 す る 全電 気 機 器 を当 社 で 製 作

す る こ と を 目 標 とし、 発電 機 は230

V ・330kW(475rpm)3 台 を 製 作 し

た。 そ の際、 採 用 し た並 列 運 転 の 新

し い 方 式 は、 実 用 新 案 とし て 登 録 さ

れ た。

昭和16 年(1941) に製作した「筑紫丸」 用500kW(900rpm)2 台は、当

時、当社で製作のものとしては、 単位容量最大のものであったが、 本船を建

造中、特設潜水母艦に改装するよう命令されたので、 発電機も海軍規格に変

更のうえ完成した。

「建川丸」用330kW 発電機( 昭和10 年)

電 気 部 の 誕 生

中 島 修 七

電気部は50 人余 りの工員 で、 明治43 年か

ら仕事 を始めた。 しかしこの時分はまだ部

として独立しておらず、 造機部 の電気掛に

過ぎなかった。 部 とし て" 一本立ぢ した

のは大正4 年ごろで、 ストック・ボート用

の17kW 発電機や、 社内電動機を手がけて

い た。 三菱電機さんが大正10 年 に設立され

たのですから、 川崎の電気部の方が暖簾は

古い訳です。

松方社長は外遊中、 外国の会社と交渉し

てシロッコ・ ファン、 列車点灯用ストーン

・ダイナモ、 ついでオルビット扇風機等 の

製作技術が導入された。 松方社長は技術に

つい て、 しっか りした識見 をもっていられ

た。 電気知識 も深 かった。 しばしば 「近い

将来、 機関車は電気で走る。 家 庭は、 すっ

か り電化される。 シッカ ジ電気のことを研

究するように」 と言われるので、「まるで夢

みたいな話だ」 と一笑に付してし まう人 が

多かったが、 今日の電気の普及を考えると

けい眼であったと誰も思うに違いない。

大正12 年のころ、 電気部 を分離・独立さ

せようという話が一度活発に議されたこと

があった。 しかし造船・造機・電気の3 部



第2 次世界大戦後建造の大型船では、 船内電源はしだいに交流化の方向に

進んだが、一般にはまだ直流電源が多く使用されていた。 「第三天洋丸」 ・

″ALLIANCE ″ ・ ″SAKURA" お よ

び 「 明 泰 丸 」 等 に は 、 い ず れ も 単

位 容 量300kW(225 ～230V) 以

上 の 直 流 発 電 機 を 装 備 し た 。

舶用直流発電機製作実績 明治44 一 昭和31 年

年 次 総容量(kW) 台 数

明治44～昭和20 47,500 590

昭和21～31 27,4001290

(2) 舶 用 交 流 発 電 機

舶 用 交 流 発 電 機 は、 艦 艇 や 動 力 船 の 溶 接 機

用 電 源 と し て 製 作 し た もの を 除 い て は、 昭 和

27 年(1952) に ″PATR1C1A ノ 用 の3 相440V

・500kVA(1,200rpm) 発 電 機2 台 と、150

kVA 補 助 発 電 機1 台 を製 作 し た の が 初 め で あ

っ た。 そ の後、 社 船 用 お よ び 他 社 か ら 受 注 し

た もの の う ち、 同30 年(1955) に 製 作 し た

"CHRYSANTHYL" の主 発電 機3 相450V ・

800kVA(1,200rpm)2 台 は、 単 位 容 量 の 大

き さ にお い て 最 近 の 記 録 を な し た。
450V ・800kVA 交流発電機( 昭和30 年)

が並立し ている方が、 何 かにつけて都合が

よい とい う理由で、 実現しなかった。 大正

の初期には、 電気 は学校で専攻した者のみ

の特殊知識でした。 重役 の方に電気を専攻

した方がおられぬため、 電気に対する認識

がやや薄かったように思 われる。

現 在川崎には技術研究室があって、 電気

のことを専門 に深く研究し ていられるが、

・ 当時は仕事 の余暇に研究するのが関 の山で

した。 し かし研究課題を与 えられると、 み

んな協力して猛然 とそれに取組んだ。 その

成果はKS 発電機を創案したことなど、 好

個の例でしょう。

ヒース・ドローイングを思いつき、 研究

を重 ねてやっ とものにした。 いまでは何処

の会社でも町工場でもやっていますが、 大

正10 年ごろ、 そこまで漕ぎつける苦心は並

大抵のものではなかった。 それも造船・造

機 の友情ある協力を得たればこそ成功でき

たのでした。

(もと電機工場副部長)



これら主・補発電機のほか、 航海装置・船内通信装置・無線電信などに用

いる電動発電機を合わせて、 戦後に当社で製作した舶用交流発電機は総容量

16,320kVA 、 総台数50 台に達している。

1,000kW 同期電動直流発電機( 昭和10 年)

2. 陸 用

(1) 陸用直流発電機

陸用発電機も舶用と並行して、 早くから製作を始めた。 しかし主として列

車点灯発電機や、 機関車前灯ターボ発電機なご車両用小型直流機の開発に専

念した。 このため、 車両用以外の直流機としては、 第2 次世界大戦前に川崎

航空機工業のガソリン機関駆動220Y ・500kW 発電機その他計25 台とその

後のセメント・プラントなどの設備用補助発電機・単体励磁機等戦前戦後合

わせて約30 台( 約1,550kW) を製作したほか、主として電動発電機や回転変

流機の製作が多かった。

電動直流発電機は、大正7 年(1918) に初めて当社の充電用220Y ・420

kW(720rpm)1 基、同12 年(1923) に当社製販工場の1,000kW 誘導電動発

電機1 基その他1 基合計3 基を製作した。 これら初期の製品は、いずれも整

流作用の調整に苦心をしたが、 その後の研究により、 昭和10 年(1935) に川

崎車輛の直流電源用として製作の1,000kW 同期電動直流発電機1 基は、 きわ

めて好成績を収めることができた。

第2 次世界大戦後には、 主として励磁用を多く製作したが、 戦前・戦後を

通じて陸用電動直流発電機の製作数は、これら励磁用のものも含めて合計40

基(約6,000kW) に達している。

一方、 回 転変 流機は、 神戸 市

電 気局 から 昭和5 年(1930) 以

後、1,500kW を最大 として合 計

8 台の修 理を受 注し たの がきっ

かけ となっ て、 同12 年(1937)

に当社 製版工場用 の3,300/230V・

1,500kW(600rpm)1 台を製 作

し た。 その後、同18 年(1943)

に 同 工 場 の クレ マ ー セ ッ ト 用



230V ・800kW(600rpm)1 台、

同24 年(1949) に 神 戸 市 交 通 局 の

3,300/690V・1,000kW(900rpm)1 台

と 製 作 経 験 を 重 ね た。

陸用直流発電機製作実績 大正7 一 昭和31 年

年 次 総容量(kW) 台 数

大正7~ 昭和20 9,400 50

昭和21~31 1,500 30

(注) 電動発電機は発電機単体 として集計

1,500kW 回転変流機( 昭和12 年)

製鈑工場用100kVA 低周波電動発電機C 昭和13 年)

陸用 交流発電 機製作実績 大正7 一昭和31 年

総 容 量(kvA) 「1 数

約2,400 約15

(注) 水車発電機は除外

電動発電機は発電機単体 として集計

(昭和20年後に製作を始めた水車発電機

については第10章に記述)

(2) 陸 用 交 流 発 電 機

大 正7 年(1918) ごろ に2,200V ・

1,000kVA(3,600rpm) の3 相 タ ーボ

発 電 機 を製 作 し た の が、 陸 用 交 流 の も

の とし て は 最 初 であ っ た。 こ れ は 当 社

第2 発 電 所 の2,500kVA 交 流 発 電 機 を

参 考 と し て 設 計 を進 め、 完 成 の の ち 当

社 葺 合工 場 の 電 源 用 と し て 設 置 し た。

そ の後、 研 究 を 続 け た が、 製 作 の 機 会

がなく、同13 年(1924) に東北( 帝国) 大学の陸用標準型100kW を製作し

たのみに終った。

この間、 大正10 年(1921) 横須賀海軍工廠の100V ・50kW(600rpm)

電動交流発電機1 基を製作し、 昭和13 年(1938) 、当社製販工場用として低

周波電動交流発電機1 基を製作したが、 その後、昭和15 年東京電灯、同17 年

東横デパート、 同26 年(1951) 淀川製鋼、 同29 年川崎製鐵の各社から受

注の交流発電機各1 基は、いずれも

ディーゼル機関直結駆動として製作

した。



第2 節 電 動 機

KEW-2 型用電磁接触器箱C 昭和26 年)

1 。 舶 用

(1) 舶用 直流電動機

ヘル ショ ー(HeleShw) 式油圧舵取 装置駆動用の電動 機や、 通 風機に直結す

る小型電動機 な どは、 大正4 年(1915) ごろからす べて当社で製 作し てい た

が、 船の機関 室・缶室の 補機駆動用電 動機 も、 し だいに当社製 の ものを使用

する ようにな った。

その後、 ディ ーゼル船 が多 くな り、 甲板機 械や機関 室 補機 が次々に電動に

切替えら れ、 従来、 一 部に手を染 めてい た電 動 ウイ ンチ・電 動 ウィ ンド ラス

の新型製 作を推進し た。 また新 たに、 舵取 機用ワ ード・レ オナ ード(Ward

TXeolmrd) 式電動 装置の製作 を始 め、 主機デ ィ ーゼル機関 掃気 用タ ーボ送風機

やイモ 。ポ ンプ などの駆動 用電 動機 もす べて当 社で製作し た。

艦艇用の ものは、昭和10 年(1935) ごろ から、 軍の 制定 による艦艇用直 流

電動 機K 型 の標準にし たがい、 商船 用もこれに準じ、 別に当 社で0.25 ～150

HP の範囲に わたるKSK 型 直流電 動機33 種 の標準を定 めた。

電動 ウイ ンチの製 作は、 大正3 年(1914) 、 巡洋戦艦 「榛名」 の建造に際

し て、 ウイ ンチの電動機お よび電 気装置一式 を受 注し たのが最初であっ た。

当時の制御装置は、 無電圧過負荷解放器や抵抗

器を直接電動機上部に設け、 速度調整も、 手動

の数段にすぎない、 きわめて簡単なものであっ

た。 その後、 研究を重ねて新しい制御方式を実

用化し、昭和13 年(1938) 以後建造のディーゼ

ル船には、いずれも当社設計による制動保安の

制御完備のものを装備した。

戦後、 この方式を改良し、LR ・AB ・NK 諸

規格に適合するように製作したKEW-2 型は、1

人で2 台の遠隔制御ができる。 また電磁接触器

・継電器類主抵抗器・気中遮断器等は一括マス

ト ハウスに置き、電動送風機で主抵抗器を冷却

した。 電磁制動は別に電気回生装置を設けてあ



るから、 巻き下ろしのときの重負荷高速度を自

動的に調整することができる。

電動ウィンドラスを初めて製作したのは、 昭

和6 年(1931) 「霧島丸」 の荷重18T 、DC80HP

であった。 制御装置は電動機の一端に、 手動装

置と電磁制動器とを設け、主幹制御器と抵抗器

によって、 制御箱内の自動起動・界磁切換・短

絡接触器・加速継電器等を作動させる方式のも

のであった。 その後、励磁機付モーター・レデ

ューサーを創案して、「建川丸」にその第1 号機

を装備し、昭和11 年(1936) に特許を取得した。

昭和25 年(1950) 、この方式を簡素化して、特

殊励磁機を省き、 レデューサー各機を複巻励磁

とし た。 励 磁電 流の分配は ポテンション・ メータ一方式に よって、 直接に行

い 得るよ うに改 めた。「和川丸」以後の数隻 にはいずれ もこの改良 型を装備し

たが、当社 のDSA 型 自動起動 器を装置に 併用し たのもこのころ から であった。

ワ ード しレ オ ナード式電動 装置の製作は、 昭和10 年(1935) 、「建川 丸」 の

舵 取装置に この方式が採 り入れられた のが最初であっ た。 この電 路は オート

・ ジャイ ロとも連接す ることができるほか、 予 備とし て 転換器に よって作動

す る付加電 路を もち、 直接管 制に よる操舵 も可能であ る。 翌年、 当社 の動力

船 「住吉丸」 の舵取 装置に も同じ 様式 が採用され たが、 その後掲 連機 器の発

達 による改善 と相まって、 以後 の建造船数隻 にはいず れもこの方式 が採 用さ

れ た。 補機 駆 動 用電 動 機 の 製

作 で 特 に 苦 心 をし た の は、 昭

和8 年 「東 亜丸」 の 主 機 冷 却

水 用 うず 巻 ポ ン プ電 動 機(220

V95HP1,300rpm)3 台

で あ っ た。 整 流 作 用 や 油 漏防

止 の 点 に 少 な か ら ず 困 難 が あ

っ た が、そ の 後 の 研究 に よ り、

所 期 の 性 能 を 確 保 し 得 る ま で

に な っ た。

制 御 器( 昭和6 年)

電 動操 舵装 置 略図



昭和12 年(1937) 、「国川丸」 の主 機掃佩用送風 機の電 動機

(220V350kW3,250 ～2,400rpm)2 台の製作 にあ たっ

ては、冷 却水用 うず 巻ポンプ電動機 の製作に よって得た成乗

を さら に 推 進 し た。 高 速 ・ 高 容

量 に 対 す る 整 流 作 用 ・ 冷 却 通 風

・ 球 面 軸 受 ・ 強 圧 注 油 ・ 油 漏 防

止 等 す べ て の 点 で 好 成 績 を 収 め

た が、 ま も な く デ ィ ー ゼ ル 機 関

の 掃 気 は 機 関 直 結 の 連動 ポ ン プ

に よっ て 行 わ れ る よ う に な り、

単 独 の電 動 送 風 機 は 使 用 さ れ な

く な っ た。

こ の間、 当 社 建 造 「住 吉 丸」

の 推 進 用 主 電 動 機(220V400

HP180rpm)2 台 を 製 作 し、 昭

和19 年(1944) まで に 海 軍 の 発

直接操舵制御器

(昭和11 年)
電磁接触器箱( 昭和11年)

電 気 推 進 船

刀 祢 館正 巳

私が川崎 に在。社した約30 年 のうち、 今で

も忘 れられぬ思い出は電気推進船「住吉丸」

の設計でした。

電気推進機は わが国で製作した前例がな

いので、 その設計には独 自性 のあるものを

…… と考え、 電気技術者は力 を結集して当

った。152トンの小さい曳船兼動力船である

が、 海上で稼働動力をフルに・出し、 修繕船

工事 には鉸鋲 。溶接 を行い、・ 沈没船 の引揚

げにも偉力 を発揮した。

一番特長 とすることは、 船橋におって機

関室に一々入らなくて も、 全機械 を操作で

きる、 いわゆる ワンマン・コントロール方

式を創案したこ とであった。 推進方法はデ

イーゼル・エレクトリック方式 にして特殊

性をもたせた。 艤装後、 牽引・速力・曳航

・操縦な どテスト の結果 は驚異的な好成績

であった。 このような操縦方式の船はわが

国では勿論、 おそらく世界で も最初 のもの

であったと思う。

「住吉丸」は世の視聴をあつめ、 海軍から

受 注した同型船(9 隻) が、 大東亜戦争で

活躍したので、 海軍から感状を受けたほ ど

だっ た。

私が在社した当時は、 大学や専門学校で

技術を修めた人が入社し て技師 になると、

自分は計算尺で計算し、 部下が持ってきた

図面に判を押すのが慣わしであった。 図面



注 で同型船 の推 進用電 動機C210V

360HP)9 隻分合 計18 台 を製作し た。

舶用直流電動機製作実績 大正2 一 昭和31 年

年 次 総出力(HP) ｀台 数

大正2 ～昭和20 約45,000 約9,500

昭和21～31 約36,000 約2,500

(注) 甲 板機械お よび機関室 初頭 駆動用電動機のは

か、軸流ファン、シロッコ・ファンに直結の

直流電 動機をも一括して計上
「国川丸」350kW 電動ターボ送風機( 昭和12 年)

「住吉丸」用400HP 推進

電動機( 昭和11 年)

は図工の書くものと、 軽視する傾向すらあ

った。 私は図面の適否こそ技術の重要な夕

- ニング・ ポイントである と考 え、 進んで

製図するばか りでなく、 部下の図面に遠慮

なく手を加 え朱を入れた。 これは常々部下

に気 の毒 に思っていたが、 のちに、 それぞ

れ責任ある管理者の地位についたもとの部

下から、 このこ とがごれぐらい役立っ たか

分らない と聞き、 私の訓練は無駄でなかっ

たと嬉しかった。

私は、 大正6 年に入社して以来約25 年間

は、 小倉( 淑成) さんという" 仕事の鬼″

のような卓抜し た技術者が上司 であった。

小倉さんは、 制御装置 と配電盤の設計など

は何もかも私 に任してくれたので、 出社す

る毎日が楽し く、 精一ぱい に仕事 をするこ

とができた。

今日の技術水準からみれば程度は低いに

せよ、 わが国の技術の第一線 に立つことが

できたのは、 川崎 という大きい背景で、 立

派な上司のもとで薫陶されたからと思う。

艦船 。製鉄・鉱山・電気ロコ・冷房装置・

単電池式列車点灯装置などにわたり、 新し

い幾多の記録 を作り得たことは、 技術者 と

してし あわせであった。

(もと電機設計課長)



(2) 舶用 交流電動機

戦前 は海軍から受 注の交流用 軸流フ ァンお よびシロッコ・フ ァン用小型交

流電動機 を主 とし て製作し たが、 戦後、 大型船 の電 源交流化に伴い、 小馬力

の ものには篭 型誘導電 動機、 容量 の比 較的大きい ものや速度調整段 階の多い

ものには、 巻線型が用いられるよ

うになった。 これら交流電動機の

製作は、 当社用のほか他社から受

注のものがしだいに増加し、 最近

では直流機の製作を上回るように

なった。

舶用交流電動機製作実績 昭和16 ―31 年

年 次 総 出 力(HP) 台 数

昭和16 ～20 2,331

約11,120

1,390

21～31 約760

標 準DS 型 電 動 機( 大正12 年)

クレマー・ セット用820HP 電動機( 昭和18 年)

2、 陸 用

(1) 陸 用直流電動機

大正8 年(1919) ごろ か

ら、 クレ ーン用のDS 型電

動 機の製作 を始めたが、 同

13 年(1924) から昭和2 年

(1927) にかけ、 この型の

直 流機を多数八幡 製鉄所へ

納入し た。

また、 昭和12 年(1937)

には 日本亜鉛鍍金 鋼業 の圧

延用550V ・150HP(275 ～

500rpm) 分巻電動機1 台、

翌年大阪 金属工業や 日本 製

鉄 の小 型の電動機類 各種、

同18 年(1943) 当社製 版工

場用 クレ マ ー・ セット の一

部600V ・82.0HP(8OOrpm)

直流電動 機1 台等 を製作し

た。



戦後 には セ メント・

プ ラント の補 助機や調

整 器用の電動 機 を多数

手 がけ た。

陸用直流電動機製作実績 大正2 ― 昭和31 年

年 次 総 出 力(HP) 台 数

大正2 ～ 昭和20 約8,000 ・ 約690

昭和21～31 約320= 約20

(2) 陸用3 相交流誘導電動機

3 相誘導電動機は、大正7 年(1918) に電動発電機駆動用600HP のものを

製作したのが最初であった。

その後、大正12 年(1923) に当社製鈑工場用の1,200HP1 台、同14 年に

大日本石鹸向けの500HP1 台を手がけ、その問、鉄道省の遷車台および転車

台牽引機用の7.5HP 前後の小型機を合計65 台製作した。 また市販用の電気協

会標準50～1/2HPのもの約850台(4,400HP)をも製作したのであった。

市 販 用 小 型 誘 導 電 動 機( 大正13 年)

昭和初 期の数年 間は、 当社製 販工場や 海軍工廠 の小型の ものを主 とし て製

作し たが、 同7 年(1932) ごろからし だいにプ ラント向け のものが増加し、

同 年、 樺 太製紙 の400HP2 台に続い て、 翌 年は川崎車 輛の150HP1 台、 同

9 年には当社 製飯工場 の300HP 、 その他合 計30 台、 同11 年には飛 行機工場

の3,300V ・500HP(720rpm)1 台 としだいに大型機 の製作に移行し た。

昭和11 年には社 内設備 用の電動機 交流化 のため、55HP 以下 の誘導電 動機

約10 台のほ か、 満州方面 の販路拡大に 道を拓いた撫順石炭 液化工場 の3,300

V ・500HP1 台を製作し た。

昭和12 年(1937) は、製 版工場 のロ ール用4 台を初 め、 一 般用の もの も多

数 製作し、 翌年 には、 日本 砂鉄鉱業の圧 延用3,300y ・2,500HP(450rpm)

(単位 容量にお い て当時当社 で製 作し たものの うち最大)1 台の ほか、 当社



久 慈 製 鉄 所 用30 台 約500HP お

よ び 日 本 亜 鉛 鍍 金 鋼 業 の 圧 延 用

3,300V ・700HP(720r1)m)1

台 を 製 作 し た 。

昭 和15 年(1940) か ら 同19 年

に 製 作 し た も の は, 製 銀 工 場 の

3,300V ・2,000HP(720rpm),

1,500HP(450rpm),1,800 ～

9001HP(1,200 ～600rpm) の ほ

か, 泉 廾l 工 場 の3,300V ・600

11P(1,200 ～600rpm),500HP

(720rpm) な ど で, 主 と し て 当

社 設 備 用 の も の で あ っ た 。

昭 和13 年(1938) に 製 版 工 場

の 特 優 鋼 板 レ ベ ラ ー ・ コ ン ベ ヤ

ー お よ び シ ヤ ・ ロ ー ラ ー ・ テ ー

ブ ル 駆 動 用 と し て,100kVA 低

周 波 変 換 機1 基 に よ っ て 操 作 さ

れる90 台 の5kgm. フ ランジ電 動機群 を製 作し たことは異色あ ることであっ た。

これらの電動機 は温度の高い 場所で、 絶えず 起動 と 停止を 繰り返す ので、 当

時 耐熱 絶縁材料 の研究が十分 に進んでい なかった ため、 製 作にあ たって少な

からず苦心を重 ねた。

2,500HP 圧延用3 相誘導電動機( 昭和13 年)

フ ラ ン ジ 電 動 機( 昭和13 年)

700HP 誘導電動機( 昭和31 年)

昭和19 年(1944) には、 同じく製販工場の低周波変換機耆必要としない

15 ～9kgm の電動機合計93 台を製作した、

昭和20 年(1945) から同26 年(1951) ごろま

では、 修理品が大部分であった。 その後、 セメン

ト・プラント用機器を多く製作するようになり、

キルン用3 相交流誘導電動機165 ～130HP5 台、

総容量720HP のほか、誘引送風機・ポンプ電動機

など数台を製作した。

昭和31 年(1956) に製作した東邦レーヨンの80

T ボイラ給水ポンプ用3,300V ・700HP(3,600



rpm) の篭 型 誘導電 動機2 台は、 新

たに導 入し たエリコン社の技 術を加

えて設 計し、従来 の製品に比 べて16

% 以 上を軽減 するこ とがで きた。

陸用3 相交流誘導電動機製作実績

大正2 一 昭和31 年

年 次 総 出 力CHP) 台 数

大正2 ～昭和20 約53,750 約1,800

昭和21～31 約9,200 約180

(3) 陸 用3 相同期電動 機

同 期電 動機 の製 作は、 誘導電 動機 よりやや遅れ、昭 和10 年(1935) のころ、

川 崎車輛 の1,OOOkW 電動 発電 機駆動用3,300V ・1,350kVA 同期電動 機を製

作し た のが最初 であ った。 その後、 昭 和製 鋼から受注 の360HP 超同期電 動

機10 台の うち1 台が完成し たとき、 工場 が被爆し たため製 作を中止し た。 し

かし、 こ れを第1 号機とする超同期電動 機は、 終 戦後 セ メントエ場 のミル駆

動用電 動機 とし て多 数採用され た。 昭和28 年(1953) 、 磐城 セメント( 七尾

工場) の原料 ミル用1,200HP の ものは、単位容量 の大き さにおヽい て戦後有数

のもので、 特に そのブレ ーキ機構 は、 当 社独自 の設計 による ものであっ た。

陸 用3 相 同 期 電 動 機 製 作 実 績 昭和10-31 年

年 次

昭和10～19

19～31

26~31

機 種

..・-.--

同 期 電 動 機

超 同 期電 動 機

誘 導 同 期
電 動 機

単位出力(HP) 総出力(HP) 台 数 納 入 先

1,800～168 7,368:10 当社関係工場・播磨造船

1,200～360 5,960 11 磐城セメント・日本冶金 ・
昭和製鋼

1,500～270 18,720 18 磐 城セメント・不ニドロマイト

合 計 32,048 39

(注) 電動発電機駆動用の電動機をも含む。

1,500HP 誘導同期電動機( 昭和27 年)
1,200HP 超同期電動機( 昭和28 年)



第3 節 制 御 器

l. 直 ・交 流 起 動 器

現在当社で使用している次の標準型起動器はいずれもNK 、TjR、ATB の規

格を採り入れている。

直 流 式 標 準 型 起 動 器

器 種 型 式 数 種 別 数 容 量(220V)

手 動 起 動 器4 5 50HP 以下

自 動 起 動 器 4 16 2~200HP

直 接 操 作 式 可 逆制御器 6 8 5~30HP

間接 操作 式 可 逆 制御 器 電磁接触器を付したもの

交 流 式 標 準 型 起 動 器

器 種| 型 式 数

____. ‥____

刃 型 開 閉 器

種 別 数 容 量(440V)

3HP 以下

電 磁 接 触 器 箱4 16 7.5 ～300HP

起 動 哺 償 器3 11 7.5 ～300HP
100~300A

陸舶用 とも主 とし て この標 準に よって製

作し、 必要 に応じ て 起動 器や 制御器を1 ヵ

所にま とめた集合起動 盤とし て使用し てい

る。

舶用 の起動器は、 耐 温・耐湿お よび耐 振

動の限度 にお いて、 小 型・軽量 であるこ と

を主眼 とし た。 特 に戦後 の艦艇 用には、 米

国 のMIL 規格 によるHI 級衝撃 試験に合格

を要す るので、 旧 日本 海軍規定 のG 値に数

倍する耐衝撃型 を製作し ている。



2. 継 電 器

ACR 型継電器は、 昭和26 年(1951) 、 当社の実用新案として登録された。

磁気回路が単一で磁気の乱れが少なく、 可動鉄片と磁極との間隙も短かいた

め、 調整 が簡単であ り、 特 に舶用に対し ては起

動 時の振動 や傾斜に よる狂い の少ない ことが特

長であ るが、 この継電 器を備えた もの が当社 の

DSA 型 自動起動 器である。

標 準 型 継 電 器 類

名 称 用 途

直 流 式 加 速 継 電器ACR-1 型 一 般 用( 実用新案)

直流式過電流継電器OCR ―2 型 一 般 用

直 流 式 時 限 継 電 器 ウインチ用

直流式界磁ま たは可逆 保安継電器 〃

交 流 式 補 助 継 電 器
一 般 用

、 ・一 一 一 一 一

〃

交 流 式 過 電 流 継 電 器
ACR-1 型直流式加速継電器

(昭和26 年)

3. 電 磁 接 触 器

直・交流の用途によって、一般用・舶用または頻繁操作用および誘導回路

用に大別できるが、当社の標準としては直流式22 種、 交流式7 種であった。

4.SK ヒ ュ ー ズお よ び気 中 遮断 器

英国ロイド協会の規格のうち、 最も難しいものの一つにヒューズがある。

従来適格の国産品は皆無で、 輸入品に依存するほかなかったが、当社では昭

和26 年(1951) からこの研究を始め、 高性能の「SK ヒューズ」を創案して、

同28 年に国内特許と実用新案を得た。「君川丸」 以後、 多数の当社建造船に

はいずれもこのヒューズを採用し、防衛庁からも艦艇用ヒューズとしての指

定を受けた。

油槽船における安全性のため、 外皮に磁器質を用い密閉型とし、NK 、AB 、

LR の各規格にそれぞれ適格のものとしている。 遮断容量はDC250V ・AC500



V ・500A を目標とし、 発電機容量と推

定短絡状態からみて、 国内のあらゆる船

舶に採用され得るものである。 なお、 当

社で現在使用している気中遮断器は、5

型式21 種である。

SK ヒューズ( 昭和28 年]

5.AM 型 ノー ヒ ュ一 ズ・ブ レ ーカ ー

戦後、 当 社では陸 舶用配電 盤や分電 盤の回路 を

保護するた めに、 ノ ーヒ ューズ・ブレ ーカ ーを広

く採用し ている。 小 型・軽量で 遮断 容量が大き く、

こ のブレ ーカ ーの採用 によっ て、 配電盤 の盤面は

著し く整 備された。 極数は2~3 で4 型式 に大別

されてい る。

AML ―25型ノーヒューズ・

ブレーカー( 昭和25 年)

第4 節 配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 操 作 盤

第1 次世界大戦当時、 当社が建造したストック・ボートには直流発電機

(17kwX2) 用として、 きわめて簡単な当社製の配電盤を装備した。

大正年間のころは、 大理石の列盤が多く用いられ、大正14 年(1925) 建造

の「ふろりだ丸」用の輸入配電盤( 発電機225Y100kWx3) 、同15 年建造の

「玖馬丸」用配電盤などには、いずれも大理石を用いている。艦艇用配電盤は、

重量軽減と耐衝撃のために、 大正初期からすでに鉄枠構造を多く採用した。

昭和5 年(1930) 建造の文部省練習船「日本丸」・「海王丸」 にも、 鉄枠

構造のものを使用した。 翌年建造の「霧島丸」 から、初めて列盤に仕上塗装

の磨き鋼板を用いるようになり、 ライブ・フロント様式ながら様相を一新し

た。



戦後は電圧の関係 もあ り、

様式をデ ッド・フ ロント式

に改 めたが、 当社 の特許お

よび実 用新案に よるSK ヒ

ュ ーズや ノーヒ ュ ーズ・ブ

レ ーカ ーの採用 と相まって

盤 の前面外観を著し く簡潔

にし た。

陸 上設備用配電 盤 も、 発

電機 や電 動機の製作 に伴っ

て、3,300V 級1,900kW を最高とする交直各様式のものを製作した。 また製

鉄圧延用お よびセメント・プラント等の電動機器作動管制用制御盤や操作盤

をも製作し たが、 戦後は各種遠隔監視総括制御盤の製作へと進んできた。

「霧島 丸」配 電盤( 昭和6年)

1。 配 電 盤

(1) 「住吉丸」 の配電盤

当社で建造した電気推進の曳船兼動力船「住吉丸」 の電気機器要目は次の

通りであった。

「 住 吉 丸」 電 気 機 器 の 主 要 要 目

機 種

デ ィ ー ゼ ル 機 関

主 発 電 機

主 電 動 機

交 流 発 電 機

補 助 発 電 機

〃

電 動 送 風 機

操 舵 電 動 機

工作用2 段空気圧縮機

電 動 キ ャ プ ス タ ン

電 動 ウ ィ ン ド ラ ス

容 量 台 数 備 考

DC

DC

AC

DC

DC

DC

DC

DC

500HP

220V
330kW

220V
400HP

220V
400kVA

110V25kW

110V
7kW

7.5kW

105V
3HP

80m3/h

105V
6HP

105V

5HP
一 一

2

2

2

1

2

1

1

1

1

1

〃1

kW6V30/38

デ ィーゼル機関直結

推進機直結
(主発電機によるワ ード・レオナード式)

左舷ディーゼル機関直結外部給電用電源

ベルト駆動、主発電機、推 進電動機、
交流 発電機の励磁並びに補助電動機用電源

セミ・ディーゼル機関直結C 碇泊中)

主電 動機冷却用

ワ ード・レォナード制御

右舷ディーゼル機関直結川崎式電 磁接手

直結抵抗制御

〃



主・補直流発電機用および

交流発電機用配電盤は、主電

動機・操舵用電動発電機・補

機電動機制御盤なご機械室内

に並列されている。

「 住吉丸 」機関室内主. 補配電盤( 昭和11 年)

船外給電中の「住吉丸」( 昭 和30 年)

13,000T 浮ドックの配電盤

昭和28 年(1953) に当社が

建造し た13,000T 浮 ドッ クの

配電 盤は、 いず れも当社で製

作し たが、11 面 の うち その1

面は440V ・220V ・1φ400

kVAX3 の受電盤 で、 その他

は直・ 交流440~110V の饋

電盤 である。
13,000T 浮ドック配電盤( 昭和28 年)

(3)"CHRySANTH ゛YL" の 配電盤

電 源は交流450V ・800kVA タ ーボ主 発電 機2 台 と、 非 常用交流450y ・

190kVA ディ ーゼル発電 機1 台を装 備し ている。 本船 は油槽船であ るため、



給電 は前部 と船 尾の2 区画に

分れ、 また機械 室に設け た主

配電 盤は、 交 流450V 系デ ッ

ド・ フロント 様式 である。 船

尾区画 の給電は。この主 配電 盤

に よっ て行 われ、 前部区 画に

は ミット ・シップ・ ポンプ室

に隣接し た密 閉区画に 別に 給

電盤を置き、主配電盤から450

V 動力 回路 を導い ている。 "CHRYSANTHYL ″の配電盤( 昭和30 年)

2。 制 御 盤

(1) 圧延用電動機自動速度制御盤

この種の制御盤は、 水抵抗器を操作し て主電動機の滑りを制御し、 油入遮

断器・変流器・電圧変成器・電磁接触器お よび継電器類を備えている。 昭和

12 年(1937) から翌13 年に当社で製作した当社製叛工場および日本砂鉄鉱

業向けの2,000HP ・1,000HP ・2,500HP 誘導電動機には、 圧延作業の急激

な負荷変化に対応するため、 この方式の速度自動調整用制御盤を設けた。

キルン制御箱( 昭和26 年)

(2) キルンおよびミル電動機自動速度制御盤

昭和26 年(1951) 、磐城セメント( 小倉工場) キルン用誘導電動機の駆動管

制のために、電磁式自動速度制御装置を製作し、 続いて不ニドロマイト( 羽・

鶴工場)・ 磐城セ メント( 七尾工場・ 浜松工場) の

キルン電動機製作には、 液体抵抗器 の電 極制動用

無 接点式自動速度制御 装置を完成した。 これは、

速度 検出 発電 機・乱調防止 発電 機・ゲル マニウ ム

整流器・ 磁気 増幅器な どを利 用し た もので、 キル

ン1 回転中 の電動 機速度の変動 を、±5 ～3% の範

囲 に押えるこ とができた。

一方、 ミルの駆動には 誘導同期電動 磯や、 超同

期電動 機が多く使用 されているが、 これらの電動



機に対しても起動用液体抵抗器

や、 起動時の固定子制動用油圧

機などを綜合操作して、 それぞ

れ電動機速度を自動調整するた

めの制御盤を設けている。

1,200HP 超同期電動機配電箱( 内部)

1,500HP 誘導同期電動機配電箱

(昭和27 年) 同 左 液 体 抵 抗 器

(昭和27 年)

総合 操作 盤(昭和27年)

3. 操 作 盤

(1) セ メント・プ ラン トの総合操作盤

本盤は セメント・プ ラント の キル ン駆

動 用電 動機お よび 付属機器の作動・発 渟

を総合的 に統制し、 これに応じて原料 輸

送の系 統やキル ンから サイロに至る クリ

ンカー輸送の系統 をそれぞれイ ンタ ーロ

ックし て、遠隔管制を 行なうものである。



3 面 のベンチ・ ボード型を採用し、 各電 動機 の運 転状況を常に盤 面で一 目把

握し 得 るよ う照明表示 の方法を とっ てい る。

第5 節 そ の 他

1・ 扇 風 機

大正14 年(1925) 、英国 オルビ ット(Orbit) 社 とオルビ ット 型扇風機について

技術提携 を行なっ た。 オルビ ット の名称は、 首の振 り方が オルビ ット・ モ ー

ションをす ることから生れ たもので。 車両用お よび舶用には直 流式 を、 一 般

市販用には交 流式 を製作し た が、 昭和3 年

(1928) には年 産3,000 台に達し た。

交流 式の扇 風機に対す るオルビ ット社 の設

計は、 固定子 が4 極、 極巻で、 フ ェ ーデ ィン

グ・コ イルを備えて起動し たが、 力 率 制約 の

きびしい 市販用の ため、 分布巻に改 めた。

昭和4 年以後、 年産20,000 台を目 標に]。2

1n卓上型 の量産に 移った。 同6 年(1931) 以

後は主 とし て車両用の もの を製作し たが、 同

12 年(1937) 末に製 作権を布引製作所 に譲渡

し た。
12in 卓上型扇風機( 昭和2 年)

2・ 電 話 交 換 機

昭和5 年(1930) 、 仏国トムソン・ハウストン社から、 バーネ式自動電話

交換機の製作販売権を取得するとともに、 翌年、 技師を同社に派遣して技術

を習得させた。 この式は、 従来のワイパーのものと異なり、平面旋回運動の

みで操作されるから、 軽快簡易で故障率が少なく、 また小容積のため据付ス

ペースが小さいことが特長であった。 製作の初期には飛行機工場( 明治通分

室) で研究を続けたが、 昭和10 年(1935) に本社( 電気部) に電話工場を新

設してここに移し、 同年、当社構内通話用とし て500 回線( 実装400 回線)



のものを製作した。 これは当社

における最初の製作であり、 ま

た当社製のうち最大回線のもの

で電話機600 個も同時に当社で

製作した。

続いて、当社建造の「建川丸」

ほか数隻に装置するため、 高声

電話用10回線程度の小型自動電

話交換機を製作した。 また各種

特殊用途のものに販路を拡げ、

一時は朝鮮方面へも進出した。製作品種の集約整理のため、昭和15 年(1940)

に製作権を東京芝浦電気に譲渡したが、 昭和5 年以後の製作総数は2,730 回

線・23 台に及んだ。

川崎バ ーネ式自動電話交換機( 昭和10 年)

「 建 川 丸」用 無 線 電 信 装 置 要 目

機 種 容 量 ・ 型 式 台 数

短 波 送 信 機 定格出力500W
1

一 一一 一一 一

1

? - w ? - - - . - .

1

1

中 波 送 信 機 〃500W

...- 、・.

〃50W瞬 滅 火 花 式 予 備 送 信 機

長 中 波 受 信 機 オート・ダイン式

短 波 受 信 機 〃 1

電源用高周波電動交流発電機 3kVA500C 1

〃 0.3kVA500C 1

3、 舶 用 無 線電 信 機

大正4 年(1915) 、無線電信法が制定されたころ、舶用無線電信機は、瞬滅

火花式であって、 当社のストック・ボートにはすべてこの式のものを装備し

た。その後、しだいに真空管式が採用されるようになり、大正13 年(1924) 、昭

和2 年(1927) 、同4 年の法規改正により、既設装置の改装が行われた。当社で

は電話工場でその製作について研究を進め、 同10 年(1935) 、「建川丸」にそ

の第1 号機を装備した。

その後、 川崎汽船や飯

野海運から受注し て、 当

社が建造した船舶に装備

のものには、 各部にわた

って、 さらに広範囲の改

良を加えた。 その後、 昭

和19 年(1944) ごろには

主として戦時標準船や陸

海軍用の油槽船・貨物船

などの装備割当品を製作



し、 艦政本部 から 表彰され た

こともあっ た。 陸 軍油槽船用

中 波送信機250W お よび補助

機50W 、Tlj 船用短波 送信機

1kW 、 中波送信機500W 、 そ

の他 の標準船用500W ・250

W ・100W なごが この間 の製

作 のおりもな ものであっ た。

無線用 の電動 交流発電機 は、

昭和16 年(1941) ごろから同

20年(1945)にかけて、各無線機製造会社や他造船所からの受注で、1/4～3.6

kVA の もの120 台以上を製作した。

昭和20 年(1945)6 月、 空襲による工場被爆のため、製作は一時中絶のや

むなきに至ったが、 翌年からふたたび当社建造の鰹鮪延縄漁船や捕鯨船用と

して50 ～150W の中波・中短波および短波送信機の製作を始め、 その電源に

1.5 ～2]IVA(500C) の交流発電機を使用した。

続いて川崎汽船の船舶に装備する水晶式制御の短波1kW ・中波500W の送

信機を製作し たが、 昭和24 年(1949) 、「聖川丸」 用の中短波500W 送信機お

よび受信装置の受注を最後として無線機の製作を中止し、 関連電装工 事のみ

を残すこととなった。

「東邦丸」無線電信送受信装置( 昭和11 年)

WD250 型可搬式直流電気溶接機( 昭和7 年)

4, 電 気 溶 接 機

昭和6 年(1931) 、 初 めて

京都大学( 当 時は京都帝大)

の可 搬式リア クターを製作し

たが、その後、当社 用WR250

型リ アクタ ー15 台の ほか、防

滴可搬式溶接用変圧器WT100

型( 薄鋼板用) お よび300 型

(厚鋼板 用) を製作し た。

直流溶接機としては、60kw



複式直 流電 気溶接 機( リ アクタ ー

お よ び抵抗器付) を手がけ、 その

経験を基にして昭和7 年にWD250

型電気 溶接機 を制案、1 台 を製作

し た。 これに 使用し た発電 機の磁

極につい て。 加動 複巻励 磁型定電

圧直流 発電機 とし ての国内 特許を

取得し たが、 この型の方式 はその

後 も長 く用いられ た。

昭 和7 年末に米国製品 を改良し

た瞬間定電圧電 動発電 機を考案し、 サ イクア ーク式川崎CA 型自動溶植装 置

の試作 を完 成し た。 これは電動 発電 機(60V ・2,300A) に自動 制御器や溶

植器( 実用 新案2 件) を付随し、 溶接 剤を使用 せず。 周期的に時間 を調整し

て、 瞬時に 黄銅・青銅 または軟 鋼繻子を鋼 仮に溶植 できる ものであ った。 艦

船艤 装工 事の際、 電 線押え帯 金締付 螺子や器具 取付繻釘な どを溶植する のに

き わめて 能率的であっ たので、 昭和9 年(1934) に は呉・佐世保 。横須賀 の

各海 軍工 廠から受註し、 合計6 台 を製作し たほど好評であっ た。

戦後は、 当社建造船向け直流5] 八V3 台、

交流10kVA6 台のほか、日立造船向けの直流

18kW および5kW を製作したのがそのおもな

ものであった。

溶接混用自動制御器( 昭和9 年)

10kVA 交流電気溶接機( 昭和29年)

5kW 直流電気溶接機( 昭和28 年)



5・ 電 磁 接 手

昭 和9 年(1934) か ら 製 作 を 始 め

た 電 磁 接 手 は 、 翌 年 「 建 川 丸 」 の 原

動 機 と 空 気 圧 縮 機 を 連 結 す る た め に

使 用 さ れ て 以 来 、 当 社 建 造 の デ ィ ー

ゼ ル 船 に 引 続 き 多 数 使 用 さ れ 、 標 準

容 量 は100HP(450rpm) ・75HP(450

rpm) ・10HP(9001rpm) の3 種 に 分

れ て い る。

電磁接手現場取付状 態( 昭和9 年)

6、 電 磁 す べ り接 手

昭和31 年建造の「照川丸丿 用主機ディーゼル機関2 台を1 軸に減速連結し

て操作するための2,800HP 用のもの2 台が、当社製の最大のものであった。

また、 直列抵抗器箱・放電整流器箱・逆転制限開閉器および燃料危急遮断

電磁石等を含む制御装置を備え、 回路の高い インダクタンスに対して万全を

期している。

「 照川丸 」用電磁すベリ接手要目

伝 達 馬 力 2,800HP

定 格 回 転 数 250rpm

....

8,100kgm

- ―-- ― 、-

]6,200kgm

.......

220V17kW

99.1%

11,800kg

定 格 回 転 力

最 大 回 転 力

励 磁 容 量

伝 達 効 率

J・・.,.丶.... ÷

重 量
装 備 状 態( 昭和30年)

7.KM モ ー タ ー

当社 で考案し たKM. モータ ーは、 篭型 誘導電 動機に よる定 速駆動を100~

10% の範囲に無段変 速するため の装置であ る。 昭和31 年(1956) 、 第一 セ メ

ントからプレ ヒ ータ ー、 グレ ート の駆動用 とし て受 注 の15HPKM モーター

は、 速度の自動調整 にカ ーボン・パイルを使用する方式 のものであっ たが、



その後標準型として磁気増幅器を採用し、 回路を簡単にするため交流電源を

使用するものもできている。

この・KMモーターは、 速度調整のほか、 継電器と組合せて各種工業設備の

流量 。温度・圧力・比率・液面なごの自動調整などにも用いられ、 その利用

範囲はきわめて広い。

8・ 変 圧 器

大正14 年(1925) ごろに、阪神電鉄 や

大阪市電気 局から柱上 用単相変圧 器を受

注し、10kW 以 下の もの約200 台を製作し

たが、 昭和時代に なってから は主 として

社内変電 所・製鈑工 場・製鋼工 場等、 当

社構内 川の2,200 ～3,300V ・400kW 以

下の ものの製作に終 始し、昭和18 年に社

内第3 変電 所の受電 用 として製 作した

11,000/2,200V・2,000kVA ・3 相変圧 器がそ

のころ までの最大容量 の ものであ った。

第2 次世 界大戦後、 エリコ ン社から の

技術導入 による第1 号機 として、 昭和31

年(1956) 磐城セ メント( 四倉工場) か

ら受電 用6,000kVA4 台 を受 注し、その製作 にあ たっては 絶縁油の劣化防 止に

特 異なコ ンサ ーベーターを装備し、 容 量・ 性能 ともに従来の実績 を更新し た

のであっ た。

川崎エリコン式6,000kVA 変圧器

(昭和31年)

磐 城 セ メ ン ト 向 受 電 用 変 圧 器 要 目

型 式

冷 却 方 式

屋 外 用 単 相 定 格 電 圧

周 波 数

1次66,000V2 次3,300V

油 入 自 冷 式

6,000kVA

5 0 C

1 次 6 0 号 2 次 3 号

定 格 絶 縁 階 数



第1O 章 水 力 発 電 設 備

わが国に 水力 発電 事業 が発達し 始 めたのは、 明治40 年(1907) 以後の こと

であ る。 その後、 第1 次世 界大 戦を きっ かけ として、 わが国 の産業 経済は飛

躍的な発展 をとげ、 工業動 力 として の電力 の需要 が急 激に高まっ た。 これが

ため水力電源 の開発は著し く活発 となり、 各地に相 次い で水T力発電 所が建設

されるに至 った。

当社はす でにこの ころ から、 発電 用水圧 鉄管お よび ダ ム 。ゲートの製作分

野に進出し てい たが、 水圧 鉄管は大 正11 年(1922) に初めて その製 作に着手

し て以来、 昭 和31 年(1956) 末 までに43 ヵ所 の製 作をして きた。 その うち、

朝鮮の長津 江第1 発電所 ・満州の松花江 発電 所・佐久間 発電所 なごの鉄管は、

い ずれ も当 社の技術 水準の高さ を如 実に示す大工 事 として特記 されるべ き4)

のであ る。 一 方、 ダ ム・ゲ ートは、 大 正13 年(1924) 以 来、 昭 和8 年(1933)

までに5 ヵ 所77 門を製作し、 その後一時 中絶し たが、 戦後ふ たたび10 ヵ 所

58 門 を製作し た。

戦後、 電 源開発は昭 和24 年(1949) ごろ から始められた が、 本格的 な国家

施 策 とし 七計 画・実施 に移され るよ うになっ たのは、 同28 年(1953) 以後 の

ことである。 当 社はか ねて から、 従来 の水圧鉄管 とダ ム・ ゲートの製作に 加

え て、 新 たに水車 ・発電 機お よび変 圧器 の製 作に も進出 を志ざし、 準備 を進

めてい た。 昭 和26 年、 スイスのエ ッシャ・ ウイス社(EseherWyssLtd.) との

間 に水車の製作 に関し、ま た同29 年(1954) 、同国エ リコン社(OerlikonEngine-

eringCo.) との問 に発電機お よび変圧 器の製 作に関し、それぞれ技術提 携の契

約 を結び、 い よい よ水力発電に関 する設備機 器一 貫製作 の体勢を固 めた。

社内 の製作設備 の面にお い て も、 昭和28 年(1953) には、 水力発電機 試験

用ピ ットお よび衝撃電圧 発生装 置を、翌29 年 には水力実験 室を、続いて同30

年には容量300m3 の真空 含浸タン クをそれぞれ 新たに設け た。

このよ うにし て新技術 を導入す る一方、 あら ゆる設備を整え て技術の研 さ

んを重 ね、 わが国 屈指の 水力 発電 設備 メーカ ーとし て、 ます ます生産 の向上

に たゆみなき努力 を続 けてい る。



第1 節 水 圧 鉄 管

l・ 日本電 力 蟹寺 発 電 所

この発電所は神通川水系にかかる、水路式・出力50,000kW のものである。

大正14 年(1925) 、 この発電所の水圧鉄管を製作・施工したのが、 当社が水

圧鉄管を製作した最初である。

蟹寺発電所 水圧鉄管( 大正14 年)

2。 大 同 電 力 大 井 発 電 所

わが国におけ るダ ム式 発電 所 の先駆 と もい うべ き、 出力42,000kW のこの

発電所 は、 木曽川 の水域にあ る。 大正14 年、当 社は この発電 所のダ ム・ ゲー

トのほ か、 水圧鉄管・排 砂管なごを製作 した。 発電 室上部の取入 口からト ン

ネル内 に引込んだ鉄管 の抗内リベ ット 締め作業は、この工 事の" やま" と も言

え る困難を きわめたものであっ た。

3・ 日本窒素 肥料 長津江 第1 発電所

当時は、東洋第1 と称された出力

144,000kW のこのダム式発電所の

水圧鉄管を、 昭和9 年(1934) と翌

10 年の2回に受注した。 この工事の



ため500T モ ンキ ー型 水圧 機1 基 ・焼鈍炉1 基 ・水圧試験装 置1 組を新設し

て作業 の進展を図 り、 同10 年 に3 条( 鋼材6,400T) を、同13 年(1938) に1 条

(鋼材2,100T) を据付けて工 事を完了し た。 管径1,500 ～4,400nun ・板厚最

大50mm. の全 溶接水圧鉄管 として は当 社最初 のもので、 鋼板をハ ツ橋形に曲

げ、 板厚16mm 以下 の縦接手 は自動 溶接し、17mm 以 上の縦接手・ 横接手 は

手 溶接で施工し た。 据 付現場が朝 鮮の辺境であ るため、 現地作業 員の苦心 は

想像に絶 するものがあ り、 当社 の技術者 は、3 年あ まり現地に駐在し て酷寒

・炎暑 と闘 いつつ この大工 事を完成し たのであ る。

長津江第1 発電所 分岐管

C昭和10 年)

長津江第1 発電所 水圧鉄管

(昭和13 年)

長津 江 水電 の 貯 水湖 展望



4. 日 本 電 力 黒 部 川 第2 ・3 発 電 所

黒部川第2 発電所は出力72,000kW で、水

路式 発電 所 としては当 時 わが国 最大 の もの

であ った。 第2 発電 所の水圧 鉄管3 条( 鋼

材1,780T) を昭 和12 年(1937) に、同じ く第

3 発電所 の水圧鉄管3 条( 鋼材2,000T) を

同14 年にそれぞれ完 成した。

これら の工事は全溶接 による水圧鉄管 の

代表的な もので、 長津江発電所 の水圧鉄管

と同時 期に製作し たものであ る。1 枚の鋼

板 を円 巻き とし、 これを3 個継い で1 本の

鉄管 として発送し、 溶接は縦 横と も全部 手

溶接 とし た。 焼鈍 も変形防 止のため鉄管 は

すべ て竪置き とし、 下部で石炭 をたき、 火

焔 をまず内 面に立 ちのぼらせ たのち外面を 黒部川第2 発電所 水圧鉄管(昭和12 年)

酷 寒・孤 独 と闘 うの 記

岡 本 春 満

長津江の水圧鉄管工事は、 当時業 界の耳

目をそばだたせた大工事であった。 何しろ

工事 の場所は、 朝鮮咸鏡南道咸州 郡下岐川

面という北鮮の山奥で、 工事にかかるまで

は人跡乗踏 というようなところでした。 長

聿江は海抜1,200m の黄草嶺が水源で、 北

流すること40km 、 大渓谷や高原を貫流し

て赴戦江と合流し、 それから鴨緑江 に注い

でいた。 流域は約100 平方里(1,511km2) に

及び、 内地では一寸想像も出来ぬぐらい大

きかっ た。 この巨大な川をせきとめ、 その

水を分水嶺の山腹をぶち拔いて作っ た長い

トンネルに導いて、 流れとはまるで反対の

東海岸線 に落し、落差を大きくして40 万kW

の電力 を得ようというのが狙いでした。 こ

の長津江 の支流の赴戦江 に、 一足先 にド イ

ツ人 の手で日本窒素の一大発電所が完成し

ていた。

日本窒素では、 こんごの長津江水電は日

本の技術でやらせたいと、 水圧鉄管工事を

当社に発注したのでした。 川崎 としては、

日本 とドイツの技術くらべだ…… とい う訳

で、 川崎 の技術でド イツに劣らぬものを作

りたいと、 みんなの意気込みは大変な もの

でした。 工事にとりかかってみると、 鉄板

の中でも一番厚いのは50mm もあるので、

川崎の水圧機では歯がたたない。 苦心 の結

果、 水圧機は厚板 を溶接して耳曲げ機械を



降 下させ るなど、 均 等加熱に意 を用いた。

第3 発電所 の水圧鉄管 据付現場 は、 傾斜63 °の 岩盤を90m 掘さくし た縦ト

ンネル内で、 この種工 事とし ては記録 的な難工 事であ った。

5。 満州国 松花江発電所

この発電所は60,000kW

の発電 機10 台 を もつ、 長

さ4km ・高さ200m の ダ

ム式大 発電 所であっ た。

昭和14 年(1939) 、水圧 鉄

管10 条( 鋼材4,080T) を

受 注し、5 ヵ 年の のち同

19 年(1944) に完 成した。

鉄管 据付 の 現場工 事は、

ダ ムの コ ンクリ ート作業 松花江発電所 水圧鉄管据付工事( 昭和19 年)

作 り、 やっと曲げることができた ものの、

苦心し て作った鉄管の水圧試験をしようと

すると、それだけの水圧を出す機械 がない。

試験をしないで据付けることは信用上でき

ぬし、 どうしてテストするか身の細 るよう

な苦労でした。 特記すべきことは、 当時 と

しては ざん新な電 気溶接法 を用いたことで

しょう。 大径管は、 こちらからハツ橋のよ

うに曲げた鉄板を持って行って溶接しまし

た。 また5 分岐管等 も新機軸で注目をあび

ました。

生れて二初めて朝鮮の冬を経験したが、 北

鮮 の厳寒 には全く 参ってしまっ た。 われわ

れに住い としてあてがわれていたのは、 頑

丈な倉 庫程度のもので、 防寒の設備などは

してなかっ た。 倉 庫の壁を目ばりして、 内

部でどんごん火をたいたが、何しろ零下35

°Cにもなるとそんなことで は暖をとれず、

顔や手先は暖くなっ ても、 背中は針 をささ

れるような痛いぐらいの寒 さで、 お終いに

はしびれるのです。 うとうとしていてノヽ ツ

と我にかえり、 用心しない と凍え死ぬ ……

と怖くて、 ろくに寝られぬような夜が何 日

も続きました。 豆腐屋へ3 里、 などとい う

生やさしい処でなく、40km 行かなくては

何一 つ買えない不便さで、 ラジオも浙聞も

なく、 荒涼とした四囲、 峻厳な気象、 もの

狂わしくなる孤独 …… それらも今 は楽しい



と並 行し て行 わなけ ればなら ない ので、 鉄管 の仕上 り期日が工程の進 展を左

右し たが、現地は酷寒 の地であ り、夜間 の温度は零下40 °Cに も下 るため、昼

夜 の温 度差に よる鉄管 の伸縮・変 形 も相当大 きく、 その上、 伸縮接手 がなか

っ たので、 溶接にあ たって現地工 事者の苦心 は言語に 絶す る ものがあっ た。

6. ブ ラ ジ ル 国 マ カ ブ 発 電 所

昭 和15 年(1940) に受 注し たこの水圧 鉄管は、 長 津江発電所 と同様にハ ツ

橋形3 枚組合せ とし、 縦接ぎは電気 溶接、 焼 鈍は横置式 とし た。 横接 ぎは 据

付現場で工 事をす ることとし た関 係上、 電 気溶接をし ない で、 バット・ スト

ラップ・ ジョイント とし た。 工場 での製作 はほぼ完了 してい たが、 緊迫し て

きた国際情勢 のた・め、 つい に現品 の積出し と据付工 事は取 りやめとなっ た。

7. 富 山 県 営 真 川 第2 発 電 所

昭和15 年(1940) 受 注 のこの水圧 鉄管 は、 鋼板円 巻 き・3 個継ぎ とし、 溶

思い出です。

変な話ですが、 工具がよく盜まれるのに

はほとほと手を焼きました。 盗んだ物 を穴

を捐って2 年 とか3 年は埋めておくという

気 の長い 「どろぼう」 ばかりで、 盗 品は絶

対に発見出来ない仕組みになっていた。 キ

ャップ・ タイヤなど何同 もやら れ、100本あ

まり盗まれた。 補給といっても、 おいそれ

と悶に合う訳ではなく、 神戸本社からはる

ばる取 り寄せる以外に手 がなく、 全く困り

果てたものでした。

当時、 私は入社後6 ・7 年たったぐらい

の青年技師で元気一ぱいのころでし たが、

私と終始行動 を共にしてくれた工員 の中作

(米蔵) 君が、 綿密な仕事ぶりのうえに、 川

崎勤務30 年の経験をフルに活かして私を補

佐してくれたことが、 この大工事の完成に

大きい力となった。 私は中作君を通じて、

学理だけでなく体験・実績の如何に貴いか

を泌々と悟った。 長津江水力発電所…… そ

れは実 に苦しい工事ではあったが、 私をは

ぐくんだ仕事 のうえ の ″ふるさと″とも言

えるでしょう。

もと造船コミ作部技師

長澄江水力発電所工事主任



川崎エリコン式発電機の組立作業



佐久間ダム水圧鉄管



接は一部を除 き電気溶接、焼鈍は竪置式を用いた。 戦局が苛烈となるにつれ

て、資材入手が絶望的となったので、 やむを得ず工事を中止した。

8. 関 西 電 力 打 保 発電 所

わが国で初めて潜弧自動溶接を用いた全溶接のこの水圧鉄管が完成したの

は、 昭和28 年(1953) である。 この潜弧自動溶接法がアメリカから導入され

た当初は、平鋼板の衝合溶接のみに用いていたが、この土事に際しては、新た

に回転治具を工夫し、 初めて潜弧自動溶接機による円周溶接を行なった。 当

社のこの方法は以後広く用いられ、鉄管製作に当っては、工場内はもとより、

据付現場においても、 仮工場を設けてこの方法を行なうのが普通となった。

また、 従来は管径2.6m.までを限度とした水圧試験装置を内管式とし、任意の

場所に持ち運びのできるよう移動式に改めたことは、 顕著な改善であった。

内管式水圧試験装置断面図



9. 中部 電 力 東上 田発 電 所

昭和29 年(1954) 完成のこの水圧鉄管は、 全溶接の分岐管を用いた戦後最

初のものであった。 従来の分岐管の内部には隔壁板を取付けていたが、 これ

を廃し、外部のみの補強によって強力な構造とした。このため製作に先だち、

模型によって応力測定および破壊試験を行い、 その結果に基いてさらに綿密

な研究を重ねるなど、 万全を期してこの成果を収めたのであった。

10. 東 京電 力 須 田 貝発 電 所

昭和30 年(1955) に完成したこの水圧鉄管は、 鉄管が重カダム内に完全に

埋没されるので、 据付けはダムエ 事と並行して進めねばならなかった。 長期

の難工事であったが、 全溶接にようてこの工事を完成し、以後のこの種工事

に対する基準となった。

Ⅱ。 東 北電 力 八 久 和 発電 所

昭 和30 年(1955) 完成 のこの水圧鉄

管は、 従来 のコン クリ ート・ サドル支

持の暴露式 を廃し て、 補剛 環お よび ロ

ッカ ー支持 に変 えたのであ った。 これ

によって鉄管 の支持間隔は、 従来の6

～9m よりはるかに長く、し かも構 造保

持 の点で著しく合理的 かつ経済的 とな

っ てきた。 こ とに その支 持間隔を18m

にし たこ とは、 その後わが国におい て

18m 以上 のスパン採用に対 する基準 と

なっ た。 現場におけ る溶接接手に低 温

残留応力 除去法を採 用し たのは本工 事

が初め であ った。

八久和発電所 水圧鉄管工事( 昭和30 年)



八久和発電所 水圧鉄管の

補剛環およびロッカー支持(昭和30年)

12. 電 源 開 発 佐 久 間 発 電 所

その完成 に全国民が関心 をよせた この 発電

所 は、天 竜川をせ き止 め、360,000kW の発電

址を もつ わが国最大 のものであ る。 当社 が昭

和31 年(1956) に製作し たこの水圧鉄管 は、

地下 露出式鉄管 とトンネル内張管 とで構成 さ

れてい る。 トン ネル内張管 は径7m もあっ た

ので、 現場 に仮 工場を設 け25T クレ ーン・焼

鈍 炉 など を設備し て万全を 期し た。 単位管 重

量が25T 、 分岐管 の みで も300T もあ

るので、 トン ネル内の運搬 のため大型特

殊トレ ー ラーを作り、 ブ ロック据付を行

な う等、 かってない大 規模な工 事であっ

た。 また、 補剛管支持型式 を採 用し。 独

自 の設 計に よっ た点 も多 く、 当社 が長年

に わたる鉄管製作 に体験し た 技術 を結集

し たものであ る。

佐久間発電所 工事現場用焼鈍炉

(昭和31 年)

佐久間発電所 斜路工事

(昭和31 年)



水 圧 鉄 管 製 作 実 績 大正4 一 昭和31 年

年 次 注 文 主 発 電 所 種 別
管 径

(m)

1条の長

(m)
条 数

重 量

(T)

大 正14 日 本 電 力 蟹 寺( 富山県)

大 井( 岐阜県)

水 圧 鉄 管

〃

3.18
2.63
4.40
3.29

250 2

3

640

550
〃 大 同 電 力

排 砂 管 1.35 1 46

〃 信 濃 電 気 杉 之 沢( 長野県) 水 圧 鉄 管 1.38 1 148

〃 東 京 電 灯

猪 苗 代 第3( 福島県) 〃 2.80 75 3 208

〃 第4( 〃) 〃 2.90 134 3 382

34215 長 野 電 灯 平 穏 第lc 長野県) 〃 1.30 2

昭 和3 伊 那 川 電 力 橋 場( 〃) 〃 1.22 1 49

〃 天 竜 川 電 力 南 向( 〃)

〃
3.05
1.96 900 3 2,400

余 水 管 0.92 1 75

124
4 矢 作 水 力 立 石( 愛知県)

水 圧 鉄 管 1.54 115 2

余 水 管 0.92 1 32

5 甲 州 電 力 塩 川( 山梨県)
水 圧 鉄 管 1.22 1 86

余 水 管 1.07 1 73

8 広 島 電 気 下 山( 広島県)
水 圧 鉄 管 2.10 118 3 256

余 水 管 1.40 1 54

60

44

〃 矢 作 水 力 押 山( 愛知県) 水 圧 鉄 管 1.50 1

9 台 湾 電 力 天 送 埒( 台 湾) ダ 2.20 1

10 勝 山 電 力 平 泉 第3( 岡山県) 〃 0.74 1 51

〃 日本窒素肥料 長 津 江 第1( 朝 鮮) 〃
4.40
1.50

1,654 3 6,400

1,780

23

166

550

12 日 本 電 力 黒 部 川 第2( 富 山県)

〃
4.40
1.75

451 3

排 水 高 圧 管 0.60 1

〃 東 邦 電 力 名 倉( 岐阜県) 水 圧 鉄 管
5.80
3.20

60 1

13 〃 下 原( 〃) 〃
5.80
3.20

1

〃 日本窒素肥料 長 津 江 第1( 朝 鮮) 〃
4.40
1.50

1,654 1 2,100

14 広 島 電 気 土 井( 広島県)

〃
1.80
1.45 3 503

余 水 管 1.20 1 66

〃 日 本 電 力 黒 部 川 第3C 富山県) 水 圧 鉄 管
3.50
1.66 3 2,000

*15 ブ ラ ジ ル 国 マ カ ブ 〃
1.44
1.24

1 2,000

* 〃 富 山 県 真 川 第2 〃
1.60
1.00 1 1,900

* 〃 〃 和 田 川 〃
1.60
1.00

1 1,000



年 次 注 文 主 発 電 所 種 別
管 径

(m)
1駕 气 数

重 量

(T)

71

91

4,080

94

75

39

31

348

117

101

289

71

214

1,011

131

52

2,197

1,549

182

27

23

48

571

99

昭 和16 日 本 電 力 畑 宿( 神奈川県) 水 圧 鉄 管
0.90
0.14 1

〃 〃 久 嫗 須 川( 富 山県) 〃 1.30
0.86 1

19 満 州 国 松 花 江 〃
5.60
5.30 10

26 中 国 電 力
新 湯 村( 島根県) ・〃

1.90
1.40 96 2

森 原( 広島県) 〃
2.60
1.85 109 1

28 赤谷電気工業 赤 谷( 新潟県) 〃
1.20
0.65 210 1

〃 鳥 取 県 幡 郷 〃
2.40
1.90 55 1

〃 関 西 電 力 打 保( 岐阜県) 〃
3.80
3.00 146 1

29 常 磐 炭 砿 横 川( 茨城県) 〃
1.10
0.75

402 1

〃 関 西 電 力 石 井( 兵庫県) 〃 0.94
0.69

438 1

〃 中 部 電 力 東 上 田( 岐阜県) 〃 4.00
2.10

164 1
～2

分岐管共

30 〃 〃( ダ) 余 水 管 2.30 1291 1

〃 東 京 電 力 須 田 貝( 群馬県) 水 圧 鉄 管
3.00
2.65 210 2

ダ 東 北 電 力 八 久 和( 山形県)

〃 2.85
1.30 820 1

～2
分岐管共

ト ンネル内張管 2.85 157 1

31 和 歌 山 県 佐 田 水 圧 鉄 管
2.40
1.35 69

1～2
分岐管共

ダ 電 源 開 発 佐 久 間( 静岡県)

〃
4.80
3.80 147 4

トンネル内張管
7.00
4.80 217 2

～4
分岐管共

〃 栃 木 県 川 治

水 圧 鉄 管
2.60
1.30

194 1
～2

分岐管共

調圧水槽内張管 3.10 16 1

導 水 路 内 張 管 3.10 30 1

・〃 大 分 県 芹 川 第1 〃 2.60 80 1

〃 電 源 開 発 西 吉 野 第1( 奈良県) 水 圧 鉄 管
2.40
1.40 498

1～2
分岐管共

〃 関 西 電 力 殿 山( 和歌山県) 〃 2.80
2.50

116 1

(注)* 印は未完成

平穏( ひらお)、 南向( みなみがた)、 矢作( やはぎ)、 真川( まかわ)、幡郷( はたさと)

打保( うつぼ)、 八久和( やぐわ)



第2 節 ダ ム・ゲ ー ト

1. 大同電力 大井発電所

当 社が、 ダ ム・ゲ ー

トの製作に進出し た最

初の工事は、大 正14 年

(1925) に製作し たこ

のテ ンダ ー・ゲ ートで

あっ た。同12 年、 大 洪

水 のため工 事半 ばでダ

ムが流失し たので、 ゲ

ートエ 程はは なはだし

く手 違い を きたし た。

初めてこの分 野に進出
大同電力 大井発電所ダム…テンダー・ゲート( 大正14 年)

ジャパン・ナイヤガラの工事

山 本 松 太 郎

大同電力大井発電所のダム建設工事は、

大正12 年に工事半ばでダ ムが大洪水のため

流失し た。 翌13 年にふたたび建設 を始めた

ので、 関 係者は誰 も緊張し、 大変な意気込

みであった。

当時、 水圧鉄管のほかにテンダ ー・ ゲー

ト21 門の製作と据付をやったが、 ゲ ートは

最後の水電工事であるのに、 工期が大洪水

のためひごく延 びていた。 全工事の完 成期

を左右するこの難工事が、 乗して川崎にや

れるか…… と業 界注目の的 となった。 川崎

としては水力発電設備の分野に進出する最

初の工事でもあり、 この成否いかんが、 い

わば試金石なので、 われわれ現場マンの覚

悟は悲壮であった。

現場は6km も離 れた大井町まで出かけ

ねば食物・ 日用品など何一 つ買えぬ不便な

ところでし た。 また最初用水に困り井戸を

掘って水 を得 てやっと自炊をしたが、 男ば

かりの大世帯 とて、 実 を言うと自炊は全く

苦手でした。100人あまりの川崎マンの食事

のために、 われわれの手で古丸太を組んで

小屋を建て、古いトタン板で屋根を葺き、食

卓は古い足場板で間に合わせ立食にしまし

た。 よくまあ厭な顔もせず、 暗いうちから

夜お そくまで仕事一図にやってくれたもの

だと、 いま思い出しても一緒に仕事をして

くれた方々に合掌したい ような気持です。



した当社にとっては、 きわめて困難の多い工事であったが、 幸いに完工する

ことを得て、 その技術は広く水電界から認められるようになった。

2. 昭 和電 力 そ の他 の発 電 所

その後、 昭和

電力・天竜川電

力・九州送電な

どから各種ゲー

トを受注したが、

昭和8年(1933) 、

広島電力下山発

電所のテンダー

・ゲ ートを最後

として受注はと

だえた。
九州送電 田代発電所ダム…スト ーニ式ローラー・ ゲート( 昭和3 年)

何分にも大瀑布の上でやる作業 のため、

足場を組立てることも長梯子を使 うことも

できないので、 マニラロ ープ一本に身体 を

託し、 ぶら下っ て上下せねばならぬ。 一寸

や り損えば即死 という全く命がけの仕事で

した。 その上、10 月10 日から2 日3 晩豪雨

が降り続き、またまた大洪水とな りました。

できるだけ多く開門しなくては危い…… だ

が捲揚装置ができていない…… ほっておく

とダムは必ず決壊する…… 上流の水量計測

では少なくとも2 門は全開しなければ危い

…… とい うことになっ た。 ようやく1 門 を

あけたとたんに、 命の綱のウインチが動か

なくなっ た。そのうちに日が暮れてしまい、

も早 ど う す る こ と も で き な い。 泣 く に も 泣

け ず 私 は 豪 雨 の 中 で 一 晩 中 ダ ム の 上 か ら 流

水 の 経 過 を じ っ と 見 守 っ て い た。

雨 合 羽 を 着 て 土 砂 ぶ り の 中 に 突 つ 立 っ て

い た っ て ど う に も な ら ぬ で は な い か・・・・・ と

今 の 人 は 言 う か も 知 れ ま せ ん。 し か し 豪 雨

で 増 し た 水 が 上 流 か ら 押 し よ せ て、 ゲ ート

か ら 溢 れ る 場 合 に、も し 上 流 か ら の 流 木 や、

根 も と か ら 堀 り とら れ た 大 木 が ゲ ー ト の 脚

に ぶ っ か れ ば、 ア ッ と い う 間 も な く ゲ ー ト

は も ち ろ ん、 ダ ム は や ら れ る …… こ れ が1

門 だ け で な く 数 門 一 時 に 起 っ た ら、 そ れ こ

そ一 瞬 の う ち に ダ ム も ふ っ 飛 ん で し ま う の

で す か ら、 刻 々 の 経 過 を 見 逃 さ ぬ こ と が 大



一 ときとだえてい たダム・ゲ ート の製 作 も、 昭 和28 年(1953) に、 中央開

発落合 発電 所の ものを製 作し た のがきっ かけ となって、 ロ ーラー・ ゲートや

スル ース・ゲ ート の受 注がしだい に増

加し た。 その間、 急速 に進歩し た溶接

技術を大 幅に採 り入れ たので、 工作 の

面におい て重量・工数 な どを低 減する

こ とがで きるよ うに なった8

昭和電力 庄川第2 発電所ダム

…テンダー・ゲート( 昭和3 年)

事な ことでした。 し かし幸いな ことに夜明

けになって水位はゲ ートの天っ ぺんから約

15cm 下で止 り、 増水しなくなった。 有難

い ことに1 人 の負傷者も出さずに予定より

10 日も早めて美事に完成することができま

した。

ダムは長 さ250m 、河底からの高さが60m

もあった。 満水後は、6 ヵ所から一時にご

うごうと山峡にこだまして落下し、 ビリビ

リと激しい地響きをたてた。 そのすばらし

い瀑布の景観は、 ジャパン・ ナイヤガラと

呼ばれて、 遠近から の見物人は毎 日夥しい

数に上った。

首尾よく工なって大同電力から川崎は思

いもかけぬ丁重な感謝状・銀盃・多額の賞

金 まで頂き、 工事のできばえと川崎 マンの

責任感をほめ賛えられたとき、 私は溢 れる

涙を制することができませんでした。 それ

からは水電界に一時 に川崎の名が知れ渡り

ました。 この成功は何 といっても技術と表

裏をなしている負けじ魂と、 人の和であっ

たと思います。

(もと製缶部長)

-



広島電力 下山発電

所ダム

・‥テンダー・ゲート

(昭和8 年)

天竜川電 力 南向発電所ダ ム

・‥ローリング・ゲート( 昭和3 年)

岡山県営 旭川第1 発電所ダム…取 水口( 昭和28 年)

3. 岡 山県 営

旭 川 第1 発 電 所

昭和28 年(1953) 製作のこの発

電所のローラー・ゲ ートは、 高さ

7m ・ 幅5m の3 段式である。 ダ

ムは普通低水位下に水路を設けて

導水するが、 ここでは、 かんがい

用にも利用できるように、 水位の

変化に従い扉体が上下して表面の

温水を導入するようにした。 水中

作動のためオイルレス・ベアリン



グを使 用し、 安 全装置 とし て、 扉体前後 の水圧差 が大 となった とき。 自 動的

に水位 を平 衡させ るために、 扉体に フラップ・ ゲートを設け るなど多 くの特

色を盛っ た。

4。三重県 宮川 第1 発電所

昭和30 年(1955) の製作

にかか るこの発電所 の取水

口用 ゲート は、 高 さ・幅と

もに3.6m の国内有数 の高

水圧 ゲ ートであ る。 水深約

50m 、 ゲート面 にかか る全

水圧600T を支え て安全 に

開閉す るこ とが できる よう

に特に キャタピ ラー・ ゲ ー

ト を採用し た。

三重県 宮川第1 発電所 キャタピ ラー・ゲート( 昭和30 年)

ダ ム ・ ゲ ー 卜 製 作 実 績 大正14 一 昭和31 年

年 次 注 文 主 発 電 所 種 別 高(m) ×幅(m) 門数
重 量

(T)

7.5

135.0

30.0

大正14 大 同 電 力 大 井( 岐阜県) テ ン ダ ー ・ ゲ ー ト 8.000 ×6.706 21

昭和3 昭 和 電 力 庄川第2( 富山県) 〃 6.700 ×7.525 12

〃 天 竜 川 電 力 南 向( 長野県)
ロ ー リ ン グ ・ ゲ ー ト

(径)
2.850×26.000

4

そ の 他 6

〃 九 州 送 電 田 代( 熊本県)
ス ト ー ニ 式

ロ ー ラ ー ・ ゲ ー ト
6.000 ×8.400 14

8 広 島 電 力 下 山( 広島県)
テ ン ダ ー ・ ゲ ー ト 4.500 ×5.500 6

そ の 他 14

28 中 央 開 発 落 合( 神奈川県) ロ ー ラ ー ・ ゲ ー ト 3.260 ×4.500 1

〃 東 北 電 力 生 保 内(ta な,)

(秋田県)

〃
2.600×14.800…4

5.800 ×7.000 …1
5

〃 日本カーリット 広 桃C 群馬県) 〃

3.500 ×3.900 ・4

3.300 ×2.500 ‥・2

2.500 ×3.000・・・2

1.200 ×2.000・‥10

18



年 次 注 文 主 発 電 所 種 別 高(m) ×幅(m) 門数
重量

(T)

昭和28 岡 山 県 旭 川 第1
3 段 式

ロ ー ラ ー ・ ゲ ー ト
5.000 ×7.000 2 組 41.0

29 山 口 県 木 屋 川(c やがわ)

ロ ー ラ ー ・ ゲ ート …2

ス ル ー ス・ ゲ ート …5

メ カ ニ カル・レーキ…1

1.600 ×1.600 ・‥2

2.200 ×2.500 ・・・1

3.500 ×0.500 ‥・4

0.500 ×0.500・‥1

8 32.0

〃 熊 本 県 藤 本 ロ ー ラ ー ・ ゲ ー ト 5.000 ×5.500 6 85.0

〃 関 西 電 力 石 井( 兵庫県) ス ル ー ス ・ ゲ ー ト
2.400 ×2.500・・・1

1.500 ×0.800・‥1
2 2.8

〃 常 磐 炭 砿 横 川( 茨城県)

ロ ー ラ ー ・ ゲ ー ト
2.500 ×5.000・‥6

2.500 ×2.100 ‥.1
7

11.9

ス ル ー ス ・ ゲ ー ト 各 種 5

30 三 重 県 宮 川 第1
キャタピラー・ゲート‥・1

ロ ー ラ ー ・ ゲ ート…2

3.600 ×3.600 …1

4.600 ×2.500--・2
3 65.9

31 関 西 電 力 殿 山( 和歌山県) 横 坑 閉 塞 ゲ ー ト 1.200 ×1.300 1 1.6

第3 節 水 車 ・ 発 電 機 そ の 他

昭和28 年(1953) に製作した赤谷・幡郷両発電所の水車発電機を初めとし

て、 昭和31 年末までに 製作したものは次表の通りである。

水 車. 発 電 機 製 作 実 績 昭和28 ―31 年

年 次 注 文 主 発 電 所
水 車 発 電 機

回転数

(rPm)

750

450

600

夕

750

1,000

1,800

型式 kWX 台数
流量

(m3/s)
有効落差

(m)
kVA

×台数
電圧
(V)

周波数

昭和28 赤谷電 気工業 赤谷(新潟県) HF 920×1 2.2 49.7 825×1 3,300 50

〃 烏 取 県 幡 郷 〃 2,500×1 10.6 27.3 3,000×1 〃 60

29 日本カーリット 広桃(群馬県) VK 3,500×1 41.7 9.5

〃 関 西 電 力 犬上(滋賀県) HF 1,240×1 3.2 44.5 1,300×1 3,300 60

30 山 口 県 木 屋 川 VK 1,950×1 7.0 32.0 2,180×1 ダ 〃

・〃 常 磐 炭 砿 横川(茨城県) VF 2,720×1 2.8 111.6 3,250×1 〃 50

31 神 奈 川 県 早 川 〃 3,100×1 2.05 173.1 3,500×1 〃 〃

〃 別府化学工業
別府化学工業
(兵庫県)

HF 260×1
240×1

0.25
0.25

135.0
115.0

(kW)

480 ×1
〃 60

(注)HF は横軸フラ ンシス木車VF は竪軸フラ ンシス水車VK は竪軸カプラン水車



1. 赤 谷電 気工 業

赤 谷 発電 所

昭和28 年(1953) 製作のこ

の水車発電機には、電気冶金

工業所の小出力簡易自家発電

用として最yjヽ限度の機器を装

備し、 水車には、 当社がエッ

シャ・ウイス社との技術提携

によって最初に製作したフラ

ンシ ス横置型を使用し た。 作動 の調整をす べて手動式 とし たのは、 保守 に高

度の技術 を要し ない ことをお もな目的 とし たからであっ た。

赤谷発電所 水車発電機( 昭和28 年)

2. 鳥 取県 営 幡 郷 発電 所

昭和28 年(1953) 、 水圧鉄管のほか発電関係機器一切の製作と据付工事を

行なった。 この発電機は出力3,000kVA の横軸フランシス型で、1 人制御の

方式を採り、 圧力水の入口には重錘閉鎖式の蝶形弁を装備したが、翌29 年、

落雷があった際、 この装置はきわめて敏活・適確に作動して、 安全性が高度

であることを実証した。

幡郷発電所 水車発電機( 昭和28 年)

幡郷発電所 配電盤( 昭和28 年)



3. 日 本 カ ー リ ッ ト 広 桃 発 電 所

昭 和29 年(1954) に製作し た日本カ ーリッ

トの出力3,500kW ・竪軸カ プラン水車は、 当

社が製作し た最初のカプ ラン型であ る。 低落

差 であるため、 出 力に比し ラン ナーの直 径は

2,850mm に達する大 きさであった が、 重 量の

点では従来のラン ナーより約30% 軽量 とした8

1 人 制御の方式 を採 用し たが、単床式 のため、

水車の起動 はキャビ ネット型 調速機 のレ バー

お よびハンド ルで行な うので、 制御系 統は著

しく 簡易化し た。 水車起動後 の推力軸受 の潤

滑 には、 すべ て主 軸に よっ て駆動され る強力

な イモ・ ポンプを使用して 保守の労力を 省い

たほか、当社独自の水位調整器を使用し、 建屋・機器配置および据付工事な

どもすべて当社で施工した。

広桃発電所 水車バーレル内部

(昭和29 年)

4. 関 西 電 力 犬 上 発 電 所

昭和29 年(1954) 、 この発電所の横軸フランシス水車発電機および制限装

置一式を製作した。 当社として初めての全自動制御方式を採用したのである

が、 これによって約12km 離れた豊郷発電所から制御でき、1 週に1 回程度の

巡視点検を行なうのみでこと足りた8 運転中の界磁調整は系統電圧の調整能

力が不足なので、おもに力率調整方

式を用い、 系統停電時のために自動

電圧調整器を設置した。 対系統容量

が小さいことを補うために、 強制同

期方式を用いた点が注視の的となっ

たが、 結果としては突入電流は270

% 程度で、 その継続時間は短く、 き

わめて良好な同期運転を行なうこと

ができた。
犬上発電所 水車発電機( 昭和29 年)



5. 山 口県 営 木 屋 川 発 電 所

昭和30 年(1955) に出力2,180kVA ・1

人 制御式の竪型 発電機 と制 御装置一式 を初

め て製 作した。 現在わが国 で落差30n1 以 上

の カプラン水 車は きわめて 少数であ るが、

中 でも当 発電所 は 水量最 も少なく、 発電 機

の回 転数は最高 であ る。 機器の配 置につい

ては 水車入 口主 弁を省 き、 取水口割 水門に

自動 遠隔 操作式 の緊急 閉鎖装 置を設け、 扉

体が落下 し たときの緩衝 のため ダッシ ュ・

ポットを 装 置した。

本屋川発電所 発電機( 右は調速機)

(昭和30 年)

木屋川発電所 配電盤

(昭和30 年)

6。常磐炭砿 横川発電所

横川発電所1 人制御式配電盤( 昭和30 年)

この 水車発電 機は出力3,250kVA

で、 ゲ ート・ 水圧 鉄管・水 車お よ

び 発電 設備 のすべて を 昭 和30 年

(1955) に当 社で製作し た。竪軸フ

ランシス水車 のスパイ ラル・ ケ ー

シングに ノジュラ ー鋳鉄 を使用し、

鋳物内面の平滑 鋳造に よっ て工数

を節 減し た。 入 口弁の重錘閉 鎖式

ロ ータリー弁は、 わが国 では初 め



ての試みであったが、 作動成績は良好であっ

た。1 人制御方式を用いたのは保守に高度の

技術を必要としないようにとの配意からであ

った。

横川発電所 水車室( 圧油筒調速機お よび集油槽)

(昭和30 年)

横川発電所 発電機( 昭和30 年)

7. 神 奈 川県 営 早 川 発 電 所

昭和31 年(1956) 製作のこの水車発電機の出力は3,500kVA で、 この程度

の容量の竪軸フランシス水車に1,000rpm を採用したことは、 わが国におい

て初めてであった。 キャビテーション・運転の安定・顫音および振動などの

点について特に慎重を期したが、 稼働にはいってからの運転状態はきわめて

好調である。 発電機はエリコン社からの技術導入によって、当社の製作した

最初のもので、従来の発電機に比べて軽量・高性能であり、構造上にも多く

の特徴をもっている。 配電盤に

は、 当社が特許を得ていた電 子

管式自動同期装置を初めて装置

して成績はきわめて良好である。

早川発電所 配電盤( 昭和31 年)



早川発電所 水車(昭和31年)
早川発電所圧油筒調速機

および集油槽(昭和31年)

早川発電所 発電機( 昭和31 年)

8. 別 府化 学 工業( 動 力 回 収 発 電 機)

昭和31 年(1956) に水車・発電機および制御装置一式を当社で製作した。こ

こでは高圧・中圧間に働く水車と、 中圧・低圧間に働く水車との2 台で、1

台の誘導発電機( 出力480kW) を運転して動力を回収している。 このために

高圧・中圧2 基の圧力塔の水位によって、自動的に水車を運転する必要があ

るので、独自の制御装置を製作して装置した。

9. 東 北 電 力 本 郷 発電 所

この水車発電機は出力2,600kVA ・横軸フランシス型の1 人制御式であっ

て、 昭和31 年(1956) 、 水車・発電機お よび変圧器のすべてを製作した。

以上のほかに昭和31 年5 月に受注したものに、長野県営美和発電所の出力

6,500kW ・竪軸フランシス水車、7,200kVA 発電機各2 台がある。



第11章 車両電気機器

満鉄撫順炭砿73T 電気機関車( 大正15 年)

当 社は、 明治40 年(1907) に兵 庫分工 場( 現在の川崎車 輛) におい て車両 の

製作を始 めたが、 こ の時代 は、 まだ優秀 な車両用の電気 機器を国 産するこ と

が できなかっ たので、 明治43 年(1910) に、 米国 ゼ ネラル・エレ クトリッ ク

社(GeneralEledricCo.) と技術提携 を行い、 所要 の電気 機器は すべ て同社から

輸入し た。 大正4 年(1915) に電気部 を創設して、 車両電 機製作 の態勢 を整

え、 同6 年、 英 国 スト ーン社(J.Stone&Co.,Ltd.) の技術を導 入し て列車点灯

発電 機の製作 を始め、CZ 形・L 形等を経 て、 当 社の新設 計になるKR 形・

KS 形へ と進 展し今 日に及ん でいる。

大正10 年(1921) ごろから国 有鉄道 の電 化計画 が緒 についたの で、 同年

電気 機関車 の製 作技術 を調査研究 するため に技 師を米 ・英 に派遣し、 これに

応ず る態勢 の強化を図っ た。 た またま、同12 年 の関東 大震災の のち、 東京市

から焼 損し た電 車電動機 ・電機子 の修理 を多 数受 注して、 東 京市の復興に貢

献し たが、 当 社としては これが電車電 気機器製作 へ進出 のきっ かけ ともなっ

た。

大正13 年(1924) に富士 電軌 の軽便電気 機関車、同15 年 には満鉄撫順炭 砿

の73T 電 気機関車 を製作 した。 こ れらは、 いずれ もわが国にお け る電気 機関

車製作 の先駆であ って、 その後、 需要 がしだい に増加し、 このため昭和2 年

(1927) の恐慌 の ときに も電 気部は 殆ど影響 を受 けなか った。 翌3 年、 川崎 車

輛が分離独立したのちも同社の

車両製作に協力し、 今日に及ん

でいる。

なおその間、大正13 年に機関

車前灯ターボ発電機、翌14 年に

客車扇風機、 昭和8 年(1933)

に客車空気調和装置をそれぞれ

新たに製作分野に加え、 技術の

進歩と相まって、 その販路は国

内のみならず朝鮮・満州・ソ連



・東南アジアにまで及んだ。

戦後は国力の復興に伴う車両電気機器製作の活況とともに、 ますます生産

合理化の体制をかため、 昭和29 年(1954) には川崎車輛の隣接地に新たに兵

庫電機工場を設け、川崎車輛との連繋をさらに密接にし、 集中生産によって

技術と生産に新生面を開くことに努めている。

第1 節 電 気 機 関 車 電 気 機 器

1. 国 鉄電 気機 関 車 用

鉄道省では、大正11 年(1922) 以来、客車用ED50 形.EF50 形、貨車用

ED10 形など各種の電気機関車を輸入して、鉄道電化の計画を進めつつあっ

た。 大正15 年(1926) 、電気機関車国産化のため、 国鉄の要望により関係数

社が協力して、EF52 形の共同設計を行なうこととなり、当社もこれに参画

して、 昭和3 年(1928) 、わが国最初の大形電気機関車を完成し、 以後受注が

相次いだ。

MT17 形主電動機( 昭和3 年)

MC2 形主幹制御器( 昭和3 年)



車体の製作 は兵 庫工場( 川崎 車輛) におい

て行 なって いたが、 これに対 する主電 動機や

その他 の付属機器は電 気工場で製作 した。 か

くて 戦前か ら戦時中 にかけ て、 上越線 清水ト

ン ネル用 のED16 形( 昭和6 年)、東海道 線丹

那 ト ンネル用 のEF53 形お よびEF10 形( 昭

和9 年)、信越 線 碓氷峠用 のアプト式ED42 形

(昭和8 ～20 年)、 戦時中 のEF13 形( 昭和19

年) など、 電 気機関 車42 両 分の主電動機219

台 を製作 した。

戦災によって破壊された輸送力復旧のために、 昭和21 年(1946) から同23

年にかけて発注されたEF58 形お よびEF15 形機関車の主電動機MT41 形

15 両分合計90 台を製作した。 国鉄の機関車主電動機は、このころから初めて

コロ軸受が用いられるようになった。

昭和24 年(1949) に至り、国鉄電化3,419km の5ヵ

年計眄iがいよいよ本決まりとなるに及んで(「鉄道80

年の歩み」による)、主電動機の需要は年を追うて増加

した。 昭和29 年(1954) には、国鉄が強大な牽引力

を誇る貨車用マンモス電気機関車EH10 形( 出力

2,200kW8 軸) の設計が完成し、川崎車輛がその製

作を受注したので、当社ではその主電動機MT43 形

を、 昭和29 年から同31 年にかけて10 両分80 台を製

作した。

EH10 形MT43 主電動機

(昭和29 年)

MC20 形主幹制御器

(昭和29 年)
川崎式 高圧補助回路遮断器

(昭和29 年)



国鉄電気機関車主電 動機製作実績 昭和3 ―31 年

年 次
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国鉄蓄電池機関車主電動機製作実績 昭和7 ―14 年

年 次 出 力(HP) 電 圧(V) 台 数
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国鉄電気 機関車電気機器製作実績 昭和21-31 年

品 名 形 式

電 動 発 電 機

電 動 送 風 機

--- 一

主 幹 制 御 器

-m-.--.

逆 転 器

単 位 ス イ ッ チ

MH49 ―DM28

MH77 ―DM43

MH50 ―FK10

MH72 ―FK25

MH78 ―FK26

MC14 ・MC20.MC15 ・

MC14D ・MC14C

I

RV11 ・RV12 ・RV13

SR107

PS14A ・PS15パ ン タ グ ラ プ

昭和21
～23　24 ～26　27 ～29　30 ～31 合計(台)

1203012142

__

1166565

.______ ――.

1069857

1005648

-- 一一‥--

56245702

36

53 299

60 321

.....

23430

438 1,441

13 54 32 99

2。 デ ィ ー ゼ ル 電 気 機 関 車 用

昭和11 年(1936) 、 川崎 車輛が国鉄から受 注し たDD1O 形 ディーゼル電気

機関車 の発電機 と電動 機を製作し たのが、 当 社におけ るディ ーゼル電気機関

車電気機 器製 作の起 りであ る。 その後、 製作は長 くとだえてい たが、昭和31

年(1956) になって、川 崎車輛 と協力し て製作し た貨客車用75T ディ ーゼル

電 気機関 車は、 制御 の方式 や装置 に幾多 の 創意 を盛った点で 各方面の注目を

ひい た。 この機関車は、 急勾配 と急カ ー'ブ の多い 四国 の土譖線 を現在走行し

てお り、 好評 を博し てい る。

75T ディーゼル電気 機関車電気機器要目

品 名 形 式I

主 発 電 機KG4 ―730A

主 電 動 機K4-1453A

デ ィ ー ゼ ル 機 関V6V22/30 過 給 機 付

性 能 備 考

730kW ・480V

1,520A ・900rpm
連 続 定 格

108kW ・480V

グ
2,100A ・500rpm

1,200HP ・900rpm

....-..



K4-1453A 形主電動機( 昭和31 年)

KG4-730A 形主発電機( 昭和31 年)

軽量単位スイッチ( 昭和31 年)

3。 私鉄および産業施設向け電気機関車用

大正13 年(1924) の富士電軌の5T 軽便電気機関車3 両の機器は、当社が

電気機関車の電気機器として製作した最初のものであるが、同15 年には最初

の外地向け電気機関車となった満鉄撫順炭砿の73T 電気機関車の機器を製作

した。 大正15 年から昭和5 年(1930) にかけて、私鉄各社の機関車電化が活

発となったが、 川崎車輛が受 注した電気機関車の主電動機その他の電気機器

はすべて当社で製作した。

私鉄電化に伴う発注が一応出尽したあと一時この面の製作は途絶えたが、

昭和10 年(1935) ごろから、主として内地または満州の製鉄所・炭鉱などか

らの受注がしだいに増加した。 製鉄所関係のものとしては、 その多くが小容

量のものではあるが、3 相交流発電機や単相交流整流子電動機を装置し、当

時としては異色あるものであった。



私鉄および産業施設用電気機関車主電動機製作実績 大正13 一 昭和23 年

年 次 注 文 主 出 プバHP) 台 数
装 備 機 関 車

重 量(T) 両 数___

3

3

4

3

2

3

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

3

2

3

1

1

1

2

2

4

2

4

1

大 正13' 富 士 電 気 軌 道

15 満 鉄 撫 順 炭 砿

〃 日 本 電 力

〃. 〃

〃! 伊 賀 鉄 道

〃l 富 士 身 延 鉄 道

昭 和21 武 蔵 野 鉄 道

〃 伊 勢 鉄 道

〃 小 川 原 急 行 電 鉄

〃 富 士 身 延 鉄 道

〃 上 田 温 泉 鉄 道

4 古 野 鉄 道

〃 〃

〃 高 畑 鉄 道

5 東 横 電 鉄

〃 小 田 原 急 行 電 鉄

〃 満 鉄 廿 井 子

10 日 本 製 鉄

〃 日 本 鋼 管

12 〃

〃 昭 和 製 鋼 所

13 〃

〃 満 鉄 甘 井 子

〃 日 本 鋼 管

〃 日 本 化 成

〃 日 鉄 釜 石 製 鉄 所

14 日 本 化 成

〃 昭 和 製 鋼 所

15 満 州 炭 砿

〃 ・ 〃

16' 昭 和 製 鋼 所

〃 日 鉄 兼 仁浦製鉄所

17 〃 八 幡 製 鉄 所

〃 満 州 炭 砿

〃 満 鉄 撫 順 炭 砿

18 〃 〃

〃 当 社 泉 州 工 場

19 満 州 炭 砿

23 三 菱 化 成

30

275

60

50

80

275

200

80

150

275

150

〃

200

65

80

175

〃

20

50

*AC70

60

65

175

*AC70

* 〃

* 〃

* 〃

250

325

200

250

60

250

200

325

〃

10

200

80

6

12

16

6

8

12

8

8

8

8

4

4

4

2

2

4

16

2

2

1

4

4

4

1

1

1

1

12

8

12

4

2

4

8

8

16

4

16

2

5

73

25

10

25

55

40

25

40

55

40

48

50

20

〃

50

60

8

10

14

20

〃

60

14

〃

16

14

60

85

45

60

20

60

45

85

〃

※6BL

45

20

合 計 245 74

(注) ※……BL は蓄電池機関車* ……AC は交流電 動機

甘井子( かんせいし)



第2 節 電 車 電 気 機 器

l. 国 鉄 向 け

当社が初めて国鉄電車のIMTT15

形主電動機を試作したのは昭和2

年(1927) であった。 その後、10

年間の研究が実を結び、 昭和12

年(1937) に国鉄からMT30 形主

電動機を初めて受注して以来、同

19 年(1944) までに77 台を製作し

た。

その後、 各種の付属機器製作に

も手を染め、戦後被爆による焼損

電車の補修用部品を製作したが、

主制御器CS5 形をCS10 形に改

良したほか、昭和26 年(1951) 、横

浜桜木町駅近くの事故(4.24国電空

前の惨事 死者105 重傷者16……昭和27「時事年鑑」による) 以来、 電車 の緊 急安全

対策 がます ます強く要望 され るに至 った ので、 同30 年(1955) に非常用蓄電

池の自動充電装置を創案し、 国鉄から

15 台を受注した。

覆を除いたCS5 形主制御器( 昭和15 年)

覆を除いたcs10 形主制御器( 昭和23 年)

MT45 形主電動機( 昭和27 年)

PK54 形パンタグラフ( 昭和30 年)



パ ンタ グラフはPS13C 形・PS14A 形を初 め多くの製作実 績がある が、

長 年の技術 と経験を基にし て独自の創 意を 盛り、昭 和30 年(1955) には、高速

度電 車用 とし てPK54 形・PK55 形・PK56 形の3 種を完成し た。PK54 形 は

静 岡・浜 松間の高 速度試運転(120km/h) に用い られて成 績が良 好であっ た。

国 鉄 電 車 電 気 機 器 製 作 実 績 昭和2ト ー31 年

品 名

主 電 動 機

電 動 発 電 機

.......

主 制 御 器

弱 め 界 磁 接 触 器

主 幹 制 御 器

遮 断 器

パ ン タ グ ラ フ

キ ハ 用 主 電 動 機

〃 転 換 装 置

〃 主 幹 制 御器

非常用蓄電池充電装置

形 式

MT30 ・MT40

MT40A ・MT40B

MH49 ・MH77

DM28 ・DM43

CS5・CS10・CS10A

CS9 ・CS Ⅱ ・CS9A

MC1A

........

CB7 ・CB7A ・CB8 ・

CB11

PS13B ・PS13C

MT45

MC19

昭和

21～23

187

- 一一一一

25

_..―

70

33

73

24 ～26

38

12

23

29

7

4

27 ～29

34

18

12

18

39

12

10

30～31

36

19

14

- ‥

9

......

27

50

一一 一 一 一

211

15

合 計( 台)

一一 一 一 一一

295

56

125

83

73

5 2

9 3

12

10

211

15

(注) 昭和27 年ごろから製作してきた国鉄ローカル線( いわゆるディーゼル・カー) 用MT45 形

主電動機・主幹制御器その他電気品はこの表に含まない。

2。 私 鉄 向 け

(1) 市街電車電気機器

大正13 年(1924) 、 東京市電の電動機40 台および電機子430 個を改造修理

した。これらはいずれも前年の関東大震災ではなはだしく焼損していたので、

新製に近い作業であったから非常に困難を伴ったが、 それだけに技術上では

貴重な経験となった。翌!4 年、神戸市電12 両分の電気機器を初めとして、大

阪・横浜・名古屋・仙台の各市電および旭川電軌・札幌鉄道・熊本電軌・大

連都市交通等の市街電車の電動機と制御装置一式のほか、東京市電の電機子

750 個お よび制御用空気圧縮機143 台を製作した。 また昭和4 年(1929) 、大



阪 市電 の40HP 電動 機と制 御装置

約90 台、 同15 年(1940) から翌16

年には大阪 地下鉄の主電 動機230

HP を80 台製作し、 業 績を伸ばし

ていっ た。

昭和17 年(1942) にはさらに大

連 都市交通から50HP 電動機お よ

び制 御装置一式300 台 分を受注し

たが、戦時下 の資材統制 のため60

台 を製作し たにとどまっ た。

大阪地下鉄K7-2304A 形電動機

(昭和15 年)

南海電鉄K6-1253A 形電動機

C昭和13 年)

(2) 郊外電車電気機器

昭和3 年(1928) 、志摩電鉄の80HP 電動機を初めとして、 高野山電鉄・静

岡電鉄・大阪電軌・参宮急行電鉄・伊勢電鉄 。渥美電鉄・桑名電軌・越中鉄

道その他多くの私鉄郊外電車電気機器を製作した。 大正13 年(1924) から昭

和20 年(1945) までに製作した電車電動機は、合計1,280 台81,600HP に達

した。

戦後、 岡田浦電機工場は、地理的に近接していた南海電鉄・近畿日鉄から

の注文により制御器・接触器その他集電装置など多数を製作し、 私鉄の戦災

復旧に少なからず寄与したが、 昭和27 年(1952) 以後は電鉄業界が新しい建

設段階に入ったため、 これらの部品注文もとだえるに至った。

昭和31 年(1956)5 月、川崎車輛が山

陽電。鉄の高性能新形電車を製作した際

当社はその主要電気機器の製作を担当

した。 この車両は床面積の増大と軽量

化を目標とし、 かつ高加速・高減速運

転ができるように、主電動機・主制御

器・主抵抗器等は小形で軽量となるよ

う考慮が払われ、特に主電動機はWN

式ギャーによって駆動される台車装荷

式電動機で、 過激な運行にも十分耐え

得るように設計された。



山陽電鉄K3-1504A 形主電動機

(昭和31 年)

山陽電鉄KMC-101 形主制御器( 昭和31 年)

第3 節 列 車 点 灯 発 電 装 置

鉄道車両の車内点灯には、従来油灯またはガス灯を主として使用していた

が、 明治30 年(1897) ごろになって初めて蓄電池灯を使用するようになった。

さらにその後、 列車車軸の回転動力を利用して点灯する方法が新たに考案さ

れた。

明治39 年(1906) に英国のスト ーン式列車点灯発電機を輸入した国鉄は、

順次これを車両に装備するようになった。 国鉄の客車は七だいに増加して、

大正。5年(1916) には、 すでに6,700 両を越えるに至り(「鉄道80年の歩み」に

よる)、点灯発電装置の需要はますます盛んになってきた。 当社では、 この点

灯発電装置を国産する計画をたで、 大正6 年(1917) 、英国ストーン社と特許

契約を結び
、

翌7 年からその製作にのり出した。 ストーン式の製作はその後

CZ 形から間もなくL 形に移り、 国鉄はもちろん満鉄・鮮鉄などからもしだ

いに受注するようになったが、 昭和8 年(1933) には新たに当社の設計によ

るKR 形の製作に進み、 さらに研究を重ねた結果、 同13 年(1938) にはつい

にKS 形の完成をみた。KS 形は同16 年以来海外へも多数輸出して今日に及

んでいる。



1。 ス ト ー ン 式

この装置は、 発電機を車 両の床下面 に懸垂し、 その駆動は、 ベルトに よっ

て 列車進行中の車 軸回転を利用 する 複電 池式の もので、A ・B ・C ・D の4

形お よびL 形( リリフト 形) な どの種類があ る。

(1)CZ 形

最初に製作したCZ 形は環

状巻きの電機子をもつごく初

期の発電機であって、大正7

年(1918) から翌8 年にかけ

て客車用としで約200 台を鉄

道院から受注した。

CZ 形列車点灯発電機( 大正8 年)

(2)L 形

その後、国鉄の需要がCZ 形からさらに性能の優秀なL 形に移ったので、

大正9 年(1920) 以後はすべてL 形の製作に集中した。翌10 年には同形を満

国鉄L4 形列車点灯発電機( 昭和10 年)

鉄・ 鮮鉄から受注し たが、 これは当 社

が外地向け として製作し た最初 のもの

であっ た。

L 形に は4 形(30V1.2kW) と5 形

(30V3kW) とかおり、5 形 は主 とし

て満鉄・ 鮮鉄な どの優等車に用いら れ

た。 その後、 列車発電 機の受注は、 昭

和初期の不 況時に も増 加の傾向 をたど

り、戦時中から戦後にかけて10,000 台以上を製作した。 このL 形発電機およ

び発電装置には、 実施使用の成績に基き多くの改善が加えられたが、 そのう

ち特に著しい点は発電機転極装置の改良であった。

最初のL 形は、 列車進行方向の転換によって発電機が転極しない ように、

マグネット・クラッチ式転極器を用いていたが、 クラッチ・コイルの焼損が

多かったので、 昭和3 年(1928) ごろ刷子移動式転極器に改造した。

L 形は、 列車の走行距離が短いときには調整が容易で、 電灯電圧の変化が



少ない など、 多く の特 長を 持っ てい る

が、 列 車走行 距離 が増すにつれ て出 力

調整 が鈍 り、 装置 全体の能率 が低下し

ベルト の消 耗がはな はだしくな った。

このほか、 寒冷地で は氷雪に よるベ ル

ト の滑 りが大きく、 発生電圧 の降下 を

きたし、 い ろいろ不 具合 の点があっ た。

このため当 社は マキシ ム・ クリ フプ式

特殊ベル ト車の製作 に苦心を重 ねた が

十 分とは 言い難い ので、 新 たに独自 のKR. 形 につい て研究 を進めた。

L4 形配電箱( 昭和10 年)

L 形 発 電 装 置 製 作 実 績 大正9 一 昭和3 工年

年 次

台 数

大正

9 ～14

昭和

元～5
6～10 工1～15 16～20 21～31 合 計

1,840 2,620 960 2,620 2,200 270
10,510

(L5 形105 台を含む)

(注) 上表には補 修用部品の製作数を含まない。

マグネット・クラッチ式転極器

を取付けたL4 形発電機( 昭和3 年)

刷子移動式転極器を取付けた

改良L4 形発電機( 昭和3年)



2. 川 崎式Kn 形 お よびKs 形 発 電 機

(1)KTR 形

大正9 年(1920) 以来10 余年にわたって、 ストーン式L 形発電機の製作と

その改良に専念してきた当社は、 昭和6 年(1931) 、 鉄道省の要請によって、

新たに当社独自のKTR 形発電機の研究に着手した。 これは、 従来L 形に用い

られていた複電池式を単電池式に改めるほか、自動電圧調整器を用いないで、

発電機自体の回転に対し電圧不変の特性を持たせることを狙いとした。 この

研究の過程において得た数件の国内特許を含むその成果を、実地の製作に移

した最初のKTR 形発電機は、昭和9 年(1934) 、満鉄特急「あじあ」に、また同

11 年、国鉄特急「つぼめ」にそれぞれ電源発電機の励磁用として使用した。

KR 形は従来のL 形に比べて、 機構が多少複雑であるため、 操作や補修に

やや技術を要するので、 国鉄から基本形式として指定されるまでに至らなか

った。

KS 形配電箱( 昭和16年)

(2)KS 形

KTR 形 の難点 を除 く ため、 昭 和10 年(1935) 以 後改めて新 様式 のKS 形 に

つい て研究 を始めた。これ は電 圧自己 調整 式を 狙い とする単電池式 であ るが、

分 巻発電機に特 殊の自動電 圧調整 器を組合せ、 一 連の電圧調整作用 を行 わせ

る もので、 研究 の主 眼を高 性能自動電圧 調整器の設計 におい た。 アルサ・ シ

ース(AlaCiene) 式、 セーフティ ー(Safety) 式な どを参考 とし、 データ ーを収

集して検 討す るほか、 技師 を米国に 派遣して その趨勢 を調査 させ るな ど、 慎

重 を期し て研究し た結果、 自動電 圧調整 器はカ ーボン・ パイル式( 炭素板積

層) とし、 電 灯調整 器は もとの様式

を採用す ることに決定し た。

また電圧調整 器の圧力機 構にはブ

ランジ ャー・ マグ ネフト式 を、 電灯

調 整器にはト ルク・マ グネット式を

用い、 界磁切換式 転極器 と補極とを

もつ自 励分巻発電機 は車体にピ ン方

式 で取付け、 ベ ルト の張力は 発電 機

重量 とコイル バネの合成力に よっ て



与 える よ う配意した。

こ うし て関係 技術者 の研さんに よ

り、 昭 和13 年(1938) ようやく完成

を見 るに 至ったKS 形 発電 装置は、

国 鉄に よっ てさらに その後3 年間、

東海道線 の急行列 車に装備し て試験

され た。 研究 に着手して から国鉄の

基本形 として採 用に決定 まで6 ヵ年

…… その道 は遠く、 険し かったが、

昭 和16 年(1941) 、 つい にその努力 が実を結 んだ。 翌

17 年 に最初 の製作品 を満鉄に納 入し、続いて国 鉄の要

請 で量 産計 画に移っ たが、 戦時下 の軍需優 先に押され、

同19 年 に10 台分を納 入し たの みで終 った。

こ のほか、 国 鉄から ストーン式L 形 発電 機をKS 形

の単電 池 に改装のため、KS 形配電箱1,300 組 を受 注

し た。 また満鉄 から の受注品 は、 戦局 の推移に伴 って

生 ずるいろい ろ な問 題 のため工 程をけば まれがちなの

で、 大連 市に電機分工 場を設け て現地製作に 着手した

が、わずか40 組を製作し たのみで終 戦となっ た。

KS 形発電機( 昭和16 年)

矢野正巳編:「列車電灯装

置」KS 形列車点灯装置

完成記念( 昭和17 年)

KS2 形発電機完成状況

(昭和21 年)



KS2 形発電機と配電箱

(昭和21 年)

戦後、 政 府が最 も力 を入れた鉄道 輸送力復旧 の要 請にこたえ、 い ち早く列

車点灯 発電 機の製作 を再 開し、 昭 和21 年(1946) のKS 形450 組を スタ ート

に、 以来同31 年(1956) までに6,600 組 を製作し た。

戦 前製 作の客車点 灯用KS 形 を改めてKSI 形、 戦後国 鉄向けに製作 のも

のをKS2 形と称し たが、 その後さら にKS2 形を軽量 とし たKS2A 形、

その他 冷房車用のKS3 形な どを生んだ。

KS 形 発 電 機 製 作 実 績 昭和17-31 年

形 式

年 次

昭 和17

KSO( 組)

42
......

30
......

80

189

8

KS1
KS2( 組)KS3( 組)

発 電 機( 台川 配 電 箱( 組)

1

1,300

. 〃.... ・.

401

.......-...-.

- 一一一-

1450

.....
‾|'

162

_____

838

484

942;

一一一一一 ―-一一-

76414

..Xi-....

375

615

1743

5501

-1-

1473

!(KS2A)2041

18
- - ・ - 一一 一一 一 一

1 0

一 一 一 一 一一

一一一 ・ - 一

一 一 … 一一一 一 - ‥

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

〃

合 計 349 Ⅱ 1,340 6,600114
一 一 -



KS 基 本 形
一一一一 ・- ・・- ・一 一一 一一一 一一

発 電 機

電 灯 配 電 箱

用 途

形 式

定 格 出 力
形 式1 時間1 連 続.
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定 格

電 圧
(V)

定 格 電 流
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電 圧
CV)

電 流
(A)
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竺

_‥

ヲ.

KS2A
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0

.

6

1

.

5

2

.

1

〃

3

.

0

一一 一 一 一一一 一

4

.

2

0.45

一一一‥

1.2
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1.5

〃

2.4
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〃

〃

〃

〃
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〃

100
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24

μ

〃

〃

〃
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〃
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〃KS0

貨車の車掌車

25

35

〃

50

KS1
普 通 客 車

一一一 一 一 ‥-

グ

......... ¬

軽 量 客 車

一一-- ‥- 一一一 一

冷 房 客 車

KS2

KS2A

KS3

〃 ‘KS3Ci, ダ
||

第4 節 客 車 空 気 調 和 装 置

昭和8 年(1933) 、 満鉄が特急「あじあ」に初めて全車冷房を行なうにあた

って、 当社はこの種発電機の国内唯一のメーカーとして、同社から容量8kW

の冷房装置電源用発電機23 台を受注、 続いて昭和11 年(1936) 、同社から、

さらに容量の大きい12kW のもの10 台を受注した。これら列車冷房電源用発

電機の製作をきっかけとして、冷房装置自体についても研究を重ね、翌12 年、

独創性に富んだ第1 号機を完成し、 国鉄特急「つぼめ」の食堂車に装備した。

その後も次々と改良を加え、 昭和15 年までの3 年間に7 台、昭和21 年(1946)

から31 年までに69 台、 合計76 台を製作した。

l. 発 電 装 置

列車冷房電源用として、昭和8 年(1933) に初めて満鉄から受注した8kW

発電機は、 歯車により列車の車軸から駆動するもので、 分巻界磁回路にかね

ての研究によって完成したKR 形発電機を直列に挿入して、 列車の速度と無

関係に発生電圧不変の特性を与えたものである。

その後、昭和11 年(1936) に、 ふたたび満鉄から優等車の冷房用として、

特急「あじあ」 と同方式の12kW 冷房用発電装置10 両分を受注したが、 その

ころ国鉄でも特急「つぼめ」 の食堂車に初めて冷房を行なうこととなり、 同

年に12kW 発電装置1 台、翌年に15kW 発電 装置2 台を受注した。 その後、国



列 車 冷 房 用 発 電 装 置 製 作 実 績 昭和9 ―26 年

年 次 容 量(kW) 駆 動 方 式 台 数 用 途

昭 和9181 車 軸 歯 車 式,23

1112 〃10

〃 〃 〃1
._.|.

1215! 〃12

満 鉄 特 急 「 あ じ あ 」

満 鉄 優 等 車

国鉄特急「つぼめ」食堂車

〃

..... →

満 鉄 特 別 車1412! 〃

一....
ゝ...-

|2630KM 式

1

2 国 鉄 特 急「 は と」食 堂 車

合 計 39

8kW 発電機( 昭和10 年)

鉄 の冷房装置は直接 駆動式に変っ

たので、 満鉄向け以外 には発電 装

置の製作 を必要 としなく なったが

昭 和26 年(1951) 、特急「はと」 の

食堂 車冷房用 とし て、 ふ たたび間

接駆動 方式の装 置が採 用され るこ

ととな り、30kW 発電装 置2 両分 を

徳 は 孤 な ら ず

横 堀 章 一

客車の冷房は、1926 年( 大正15 年) にアメ

リカのバルチモア・アンド・オハイオ鉄道

で試験に成功したのが初めで、 それから5

年後にニューヨ ークとワシントン間の特急

に実施して好評 を博した。 当時 アメリカで

は自動車交通の発達のため、 鉄道 の乗客が

激減して悲鳴をあげてい たので、 乗容を誘

致するために冷房が行われるようになり今

日ではお もな客車は殆 ど冷房されるまでに

発達し た。

わが国では昭和9 年に川重が満鉄の特急

「あじあ」を冷房したのが事実上日本 におけ

る初めである。 国鉄では同じ年に国産品で

最高のレ ベルのものを作りたいと考 え、 い

ろいろ研究し た結乗、 そのころ最 も優秀 と

考えら れてい た電動圧縮機式の冷房をする

ことに決っ た。 これについては、 川重や他

の方面 も協力してくれて、 昭和11 年には、

どうにかものになったが、 完全な域までに

は達しなかった。

当時 私は冷房についての仕事を全部担当

してい ましたが、現場からも、旅客から も、

かれこれと苦 情が出るので、 なんとかして

完全なものにしたいと冷房一筋に努力した

し、 随分と川重さんの協力も得ました。 昭

利12 年に2 両川重が製作し ましたが、 これ

らは標準型 を作るための試作ともいうべき

もので、 これを中心にあらゆる角度から検



製作した。 その容量は車軸駆動の発電機としては最大のもので、 その設計は

また最新のものであった。

2. 機 械圧 縮式 客車 冷房 装 置

昭和12 年(1937) 、 当社で初めて製作した特急「つぼめ」 の食堂車冷房装

置は、 メチル・クロライドを冷媒とし、 能力5 冷凍トン、 間接駆動・機械圧

縮直接膨張式であった。翌13 年受注の特急「かもめ」 の食堂車冷房装置製作

にあたっては、 圧縮機お よび空気調和機は特急「つぼめ」 の形式をそのまま

踏襲し、駆動方式のみを、当社が考案したKM 式直接駆動の方式に改めた。

これについては、 昭和11 年(1936) 、 技師を米国に派遣し調査研究にあたら

せたが、当時列車冷房の実施について最も進歩していた米国においても、直

接駆動式が多く用いられ優秀な成績をあげていたので、 それらの長所を採り

入れ、 初めてこの方式を実用化したのであった。 川崎形KM 式駆動装置には

その後多くの改良が加えられ、特許3 件、実用新案2 件を得た。

昭和14 年(1939) には、 鮮鉄急行「ひかり」 の優等車冷房用として2 台を

討を加えまし た。

川重では当時、 小倉( 淑成) 部長、 矢野

(正巳) 課長さんが中心となり、 歯車 駆動発

電機式からベルト駆動式に、 それから間接

駆徊式へと改善し、 終戦後はさらに研究を

積み、KMI 形からKM6 形 へ大きく進歩

し た。 列車が走行 中に冷房の不調に気がつ

いても、 車掌や機関士ではどうにもできな

いので、「故障の絶無」は至上命令であった。

当時 の特急 「つばめ」 は昼に東京 と神戸を

それぞれ出発したので終着は夜になった。

予備車がない ので冷房が不調のときには、

翌朝までに是が非でも整備しなければなら

ず そのために国鉄側 も川崎 側も徹夜作業 を

することも珍らしくなかった。

終戦後、 優等車は殆ど進駐軍用に提供さ

せられまし た。 昭和21 年の春ごろ、 進駐軍

鉄道輸送司令部の車両課長 ガーナー大尉が

私を訪 ねてきて、 列車を冷房して貰い たい

と話があり「野戦用の手ごろな冷凍機が大

ぶん沢山あるから……」 と言ってきた。 テ

ストして見ると容量が足 りない ので、「それ

では信用ある日本 のメーカーで作らせる」

ということになり、 東京から川重へガーナ

ー大尉を案内して行きました。

昭和21 年春ごろの川崎は、 はげしい爆撃

の被害が回復し ておら ず、 慘たんたるもの

で、 かって巨艦・大船を相次いで建造した



KM 電磁接手とその装備状態

(昭和13 年)

製作した。 鮮・鉄は停車時間が長いという特殊条件を考慮して、 補助電動機を

装置し、 停車中も車外からの交流電源によって冷房が継続できるように設計

した。

昭和16 年(1941) 、 満鉄冷蔵車用としてKM 式駆動装置1 両分と、鮮鉄冷蔵

車用としてKM 式冷凍装置( アンモニア・ガス)2 両分を製作したが、国鉄の

客車冷房は、戦局の影響を受けて昭和15 年から数年間中止となった。

昔日の俤は見ら れず、 ある工場では製塩な

んかしていました。 シーンと静まり返って

い る川崎を目のあたり見て、 い ま更のよう

に敗戦の痛苦 に胸締めつけられる思いでし

た。 もし川崎 が断ったら、 国鉄 の面目は丸

潰 れになるところでし たが、 艦船工場の手

塚副所長( いまの社長) は( 川崎 の面目にか

けてアメリカのものに負けぬものを作る」

と力強く引受 けてくれたので、 国鉄の顔 も

たちました。 関係技術者のそれからの奮闘

は文字 どおり ″必死″でした。

そのころ列車冷房に手をつけたことは、

川重電機部の立ち上りを早めた大きい ター

ニング・ポイントであると申し ても言い 過

ぎではないと思います。 これは戦前の川崎

の地味な長い努力と実績が ものを言ったの

でし て、 「徳は孤ならず必ず隣あり」 と感

じました。

このような経緯で、 わが国の列車冷房は

国産で立派にやってゆけることが立証され

まし た。 失敗 にもめげず、 国鉄とメーカー

側 の技術者が互に力を協せて外国製に一歩

もひけをとらぬものを完成したことは愉し

い思い出であります。

(工学博士 もと運輸省鉄道技術研究所次長)



戦後、 国鉄の客車冷房は、 まず進駐軍専用客車から復活した。 戦前の実績

が認められて、昭和21 年(1946) にKM2 形10 台、翌年にKM3 形25 台を受

注したが、 戦前冷媒として使用していたメチル・クロライドを、 戦後はフレ

オン・ガスにかえて使用した。 構造的にはKM2 形は戦前に製作した鮮鉄急

行「ひかり」 のKM Ⅱ形とほぼ同一方式のものであったが、KM3 形は2 形

よりも電磁接手の励磁機容量を増したことと、交流電源による補助電動機運

転のときに冷房用蓄電池の充電ができることの2 点の改良が加えられた。

昭和23 年(1948) には国際観光客のため、進駐軍用以外の車両にも冷房が

行われることになり、当社は1 等寝台車お よび展望車用としてKM4 形を製

作した。KM4 形には、当社が国内特許権を4)つ間接式冷水クーラーを設け

これによって停車中もある程度・の冷房がなされるように設計した。

KM Ⅱ形列車冷房装置略図

KM2 ・3・4 形

駆動装置略図



KM6 形駆動装置略図

KM4 形冷房

方式略図

列 車 冷 房 の 思 い 出

小 倉 淑 成

わが国における列車冷房の歴史は、 昭和

9 年満鉄の特急 「あじあ」に、川崎が8kW

の発電機を装備したのが起りである。 発電

機は釣 り掛け式電車モータ ー形で、 コント

ロ ーラーはsteamejector 式であった。 暖い

ころに行われた試運転は好成績で、 正式の

営業運転を始 めて も好調であった。 厳冬の

季節に入ったので暖房に切替えたが、 発電

装置は年中休むことがない上に、 満州は零

下40 °Cの酷寒 のため、 軸材が脆くなって

きたのと、 レ ールが凍結して起伏が生じ運

転のショックのためシャフトが折 れた。 こ

の報らせで、急遽私は渡満し、検討の末、発

電機を全部同じ形式の改良したものと無償

で取替えたが、 誠意ある処置だと大変喜ば

れた。 私は昭和11 年4 月渡乗して、V ベル

ト式を研究した結乗、KM 式列車冷房装置

や、KS 式列車点灯発電装置の製作 に踏切

ることができた。

わが国に列車冷房がデビュ ーしたのは、



客 車 冷 房 装 置 製 作 実 績 昭和12 ―26 年

年 次 品 名

国鉄特急「つ ぼめ」食堂車 冷 房 装 置 一 式

形 式
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満 鉄 冷 蔵 車 駆 動 装 置 〃 ダ

21

22

23

国 鉄 進 駐 軍 専 用 車 冷 房 装 置 一 式 KM2
機 械 圧 縮
直 接 膨 張 式 ダ

ダ〃 〃 KM3 〃 〃

国 鉄 一 等 寝 台 車 〃 KM4 〃
機械圧縮直接膨張式

間接式冷水クークー付
ダ

25

-.

〃

.,.. 〃.

26

マ ニ ラ 鉄 道 優 等 車 〃 KM5 7
機械圧縮直接膨張・
冷水クーラー並置式

〃

国 鉄 食 堂 車・ 展 望 車 〃 KM3 5
機 械 圧 縮
直 接 膨 張 式

〃

〃

国鉄特急「つばめ」食堂車（冷房用蓄電池に)
よる補助装置付

KM6 〃 〃 〃

合 計

(注) 形式中、 工. Ⅱ … ……とあるのは戦前のものを、2.3 … ……とあるのは戦後のものを示す。

昭和11 年K 国鉄 の特急 「つばめ」 の食堂車

であるが、 この冷房装置には骨を削 る思い

の苦心の連続であった。 発電機は、 容量12

kW のものを取付け、東京・神戸問を走る涼

しい 食堂車として乗客から大変な好評を受

けたので、 縁 の下の力持ちとしての役を果

せたと嬉し かった。 昭和13 年 に、 同じく特

急「かもめ」の食堂車を冷房したが、" 川崎

の冷房″として評判がよく、 翌14 年からは

鮮鉄「ひかり」 の優等車、 鮮鉄および満鉄

の冷蔵車……と注文がつづいた。

終戦後、 進駐軍用列車の冷房をしたが、

カ- ナー大尉は、 わが国の列車冷房技術の

進歩に目を丸くして、 ″GovernmentRailway

Company ―MakerKawasaki'・ と感嘆して言う

ので、 渡米して他社よりも早く冷房研究 に

先鞭 をつけ苦心し ただけに、 そのかいがあ

ったと嬉しかった。

(もと参与)



次のKM5 形は、KM4 形の冷水クーラ一式と冷媒直接膨張式とを並置した

もので、KM6 形は、 列車走行中その回転力によって冷媒圧縮機を直接駆動

するとともに、 特殊の付属装置によって冷房電源蓄電池をも同時に充電し、

停車時にも冷房するもので、い わば直接駆動式と間接駆動式との特長を織り

まぜた方式である。

第5 節 機 関 車 前 灯 タ ー ボ 発 電 機

この発電機は機関車の前灯のほか、標識灯および運転室内照明灯の電源と

して使用される小形のものである。

大正11 年(1922) ごろ、 国鉄で前灯ターボ発電機を装備する機関車は、C

50 形・C51 形などわずか24 両で、蒸気機関車の保有総数に対して1% にも

満たず、しかもその発電機はいずれも米国からの輸入品で、残余のものは旧

来の油灯を使用していた。 このため照明の不備による事故が絶えなかったの

で、前灯の電化を要望する声がしだいに高くなった。 この要望に応じて、当

社は前灯ターボ発電機国産化の研究を行い、大正13 年に初めて2 台を試作し

た。 鉄道省による試験の結果、 成績が優秀であったので25 台を、のち改良を

加えたものをさらに50 台受注した。当社における機関車前灯ターボ発電機の

製作はこの時を発端とし、 その後、国鉄・満鉄・鮮鉄その他外国向けの各形

式のものを合わせ12,740 台を製作してきた。 この間、予備品として製作した

部分品は相当多数にのぼり、これを完備品の台数に換算すれば優に16,000 台

に達するものである。

T 形ターボ発電機( 大正15 年`

大正15 年(1926) 、 当社の機関車前灯発電機が

T 形発電機として右記仕様の国鉄制式に採用され

たが、初期のものも含め昭和8 年(1933) までに

1,930 台を製作した。



T 形 タ ー ボ 発 電 機 制 式 仕 様

発 電 機 タ ー ビ ン

方 式

形 式

極 数

出 力

電 圧

電 流

定 格

連 結 方 式

直 流 複 巻

全 閉 通 風 形

2 極

500W

32V

16A

連 続

直 結

方 式

蒸 気 性 質

蒸 気 圧 力

背 圧

回 転 数

1 段2 列 衝 撃

乾 燥 飽和 蒸 気

13kg/(:m2

(使用範囲12 ～15kg/cm2)

大 気 圧

2,400rpm

T 形ターボ発電機製作実績 大正13 一 昭和8 年

年 次 台 数

大正13 75

大正14 ～ 昭和2 250

昭和3 ～5 690

6 ～8 915

合 計 1,930

2.T9 形

T 形発電機は、大正13 年(1924) に初めて製作に着手して以来、昭和8 年

(1933) までの10 ヵ年間に多くの改良が加えられたが、 昭和9 年以後の製品

を従来のものと区別するためにT9 形と呼ぶようになった。T9 形の改良点

は、 タービン調速機の運動を円滑にしたことと蒸気漏れを少なくしたことの

2 点で、 こ れによってタ ービ ンの性

能 と耐久力 は一段 と強化され た。

こ の発電機は 次表の よ うに0.15 ～

1kW までの ものを製作し たが、 タ ー

ビ ン側 は噴 射口 の一 部な ごを変 更し

た のみで、 従来 のT 形 と全 く同一 で

特に 補修部品 の互換性 に留 意し た。 T9 形ターボ発電機( 昭和9 年)



各 種 容 量 のT9 形 タ ー ボ 発 電 機

発 電 機
■

タ ー ビ ン
〃.. ‾. ‾‾

容 量(kW) 電 圧(V) 電 流(A) 蒸気圧力(kg/cm2)

備 考

一 一 一一-- 一

国 鉄 用0.5 32

--7.. 四.

100

50

32

16 12 ～15

1 10
〃

〃

- - - 一 一 - ― - ―

〃

満 鉄 用

〃

__-

〃

- ― 一一一一・ ‥- 一一 一一一 一 一一一一 一

ダ

〃

....,-..-r..

〃 20

〃 30

0.5 50 10 〃

,-

〃0.15 12 12

T9 形タ ーボ発電機製作実績

昭和9 ―31 年

年 次 台 数

昭和9 ～11 1,180..・.. 一

1,610

2,540
.. ¬

1,140

12 ～14

15 ～17
..--.........

18 ～20

21 ～23 1,910

24 ～26 200

8027 ～29

30 ～31 10

合 計 8,670

昭和10 年(1935) 、 ソ満両国間に

北満鉄道譲渡協定が成立し、 その代

償物資としてソ連向けT9 形機関車

前灯ターボ発電機2,000 台を受注し

たが、 需要先の事情を考慮して、 鋳

鋼製発電機枠の代りに鋼板溶接構造

のものを使用するな ど、 設計の一部

を変更し、 従来のものと区別するた

めにT9A5 形・T9B5 形と称した。

この製作は受注から引渡しまで6 ヵ

月の短期間であったので、資材の手

配と人員配置には人知れぬ苦心を重ね、 文字通り ″昼夜兼行" の作業を行な

つた。 加えて、当時軍需

工場として当社の機密保

持はきわめて厳重であっ

たため、 製品の試運転は

葺合沖の海上で起重機船

のボイヅを使用して行な

うなど、 秘められた労苦

も今は懐しい思い出の一

つとなった。

ソ連向 ターボ発電機( 昭和10 年)



ソ 連 向 タ ー ボ 発 電 機 製 作 実 績 昭和10 年

形 式
発 電 機 タ ー ビ ン 回 転 数

(rprn)

台 数

1

,

5 0 0

- . r . . . . . -

5 0 0

電 圧(V) 容 量(kW) 蒸気圧力(kg/cm2)

T9A5

T9B5

50 0.5 8 ～13 2,400

〃〃 1 〃

合 計 2,000

戦後、 連合軍の内地進駐に際して機関車前灯発電機の急速な復旧整備の要

望が強く、国鉄から要請を受けた当社は、業界がまだ敗戦による虚脱状態の

さなかにあった昭和20 年(1945) 末から同23 年ごろまで、 発電機1,910 台の

短期製作のため、 戦時中さながらの強行作業を続けてその任を果した。

3.T24 形

タイ国からの受注により、 タービン側をT9 形と同一とし、 発電機枠を鋼

板溶接構造として昭和24 年(1949) から同31 年(1956) までにT24 形120 台

を製作した。

4.T55 形

昭和19 年(1944) 、従来の直流式T9 形に代る交流発電機の研究に着手した。

戦後、一時研究を中断していたが、 その後、 構想を新たにして永久磁石を用

いた誘導子形発電機の原理を採り入れ、 きわめて簡単な構造の交流発電機T

55 形を完成したのは、 昭和29 年(1954) のことであった。最初の20 台を国鉄

に納入し、 その優秀性が確認され、 同31 年

には続いて26 台を製作した。

T55 形蒸気ター

ビン交流発電機

(昭和29 年)

固定および回転子( 昭和29 年)



T55 形 タ ー ボ 発 電 機 要 目

交 流 発 電 機 蒸 気 タ ー ビ ン

方 式

出 力

電 圧

電 流

相 数

回 転 数

周 波 数

誘 導 子 数

定 格

閉鎖通風形・誘導子式

800VA

100V

8A

1

2,400rpm

240 ～

6( 極数12)

連 続

方 式

蒸 気 性 質

蒸 気 圧 力

背 圧

回 転 数

2 段 衝 撃

乾 燥 飽 和 蒸 気

13kg/cm2

(使用範囲10~16kg/cm2)

大 気 圧

2,400rpm

客車壁掛扇 風機( 昭和5 年)

川崎形客車天井扇風機( 昭和5 年)

第6 節 客 車 扇 風 機 そ の 他

1. 客 車 扇 風 機

大 正14 年(1925) 、 英国 ベルチ ース社(Veritys

Lt(L) とオルビット(Orbit) 形扇風機 の製 作につ

い て技術提 携を行い、 一 般家庭・舶用 のほか、

主 として国 鉄・私鉄・満 鉄・鮮鉄 などの客車用

扇 風機を多数製 作した。 昭 和12 年(1937) 末、

製作 権を布引製 作所に 移譲した が、同16 年、 同

所を当社 の傘 下にお さめ、 川崎電機 工作 所を設

立 してから は、 扇風機 の製作はす べて同工作所

にお いて行 なうこ ととなった。

客車用扇 風機には壁掛 形 と天井 形とがあ り、

天井形は さらに首振 り形と固定形 の2 種に 分れ

ている。 首 振 り形 はオルビ ット 形と も称し、 侑

円形を 描い て首を 振る ような動 作をす るのでそ

の名かお る。 その後、 改良 され たオルビ ット形

天井扇風機 には、16in の円形 首振 り動作 の もの



が多く、 客車用として需要はますます増加しており、近年は電車にも使用さ

れている。 固定形は昭和25 年(1950) から製作しているが、立体角60°の範囲

内で首の向きを変え、 自由に方向を固定することもできるようにしたもので

ある。 このほかに進駐軍用として交直両用のものなご多数製作した。

国 鉄 向 扇 風 機 製 作 実 績 昭和21-31 年

形 式

年次

AC100V

121n オルビ

ット形

SA41

121n壁掛交

直両形

VB61280
DC24V
16in オルビ
ット天井形

SA38

121n 固定

天井形

SA39A

141nオルビ

ット天井形

ET750A

12in壁掛形

DR600076
DC100V

16inオルビ
ット

天井形
(電車用)

昭和21～24 1,650 950 30

25～28 11 254 1,892185 1,203 172 26

29～31 3,490 45 296

合 計( 台) 11 1,904 6,332 85　1,248 172 352

2. 転 車 台電 気 牽 引 機

明治43 年(1910) に国鉄各機関

庫構内の転車台28 組を製作した

が、 そのころはすべて人力による

操作であった。 その後、大正末期

から昭和初期にかけて転車台の電

化が活発に行われるようになり、

当社においても重量式2 輪形65 台

を製作した。 昭和形転車台電気牽引機( 昭和2 年)

3. 蓄電 池 運搬 車

昭和の初めごろには、蓄電池運搬車

が多く使用され、 昭和5 年(1930) 、中

島製作所からその用途の電機部品を受

注したのを手始めに、 当社構内路面用

. 軌道用のほか地方各鉄道局の駅構内

運搬用なごに数台を製作した。 蓄電池運搬車( 昭和5 年)



4。 電 気 自動 車

当社は、 わが国におヽいて最

初に電気自動車の電気部品を

製作した経歴をもっている。

昭和6 年(1931) には、東邦

電力から受注の名古屋市内電

気 バスの電動機および制御器

を製作し、 翌年、川崎車輛か

ら同社製電気自動車用電気部

品数台分を受注した。 そのこ

ろから日本電気協会が中心と

なり、 電気自動車の発展と助

成のために委員会を設けて研

究を重ねたが、 時局の影響も

あって業界の趨勢はついに大幅な生産にまでは盛り上らなかった。

電気自動車および電動機( 昭和7 年)

(左 から) 川 車お よび 川 重 の協 力 製 作 に なる 各 種 機関 車

形 式 車 種 と そ の 特 徴 製 作 年 度 川崎車輛製作 当 社 製 作

FF55 わが国唯一の流線形電気機関車 昭和12 車 両 電 気 機 器

C62 わが国最新最強の牽引力客車用蒸気機関車 23 〃 前 灯 発 電 機

クハ86 湘 南 形 電 車 25 〃 電 気 機 器

D52 わが国最強の牽引力貨車用蒸気機関車 19 〃 前 灯 発 電 機

EF58　 わ が 国 最 大 の 急 行 客 車 用 電 気 機 関 車　27　 〃　 電 気 機 器



第12 章 生 産 設 備

明治29 年(1896) 、 個人経営を株式会社組織に改めた当時の工場諸施設は、

下図に見る通り微々たるものであったが、 その後、 隣接地の買収または海面

埋立等により漸次敷地を拡げ、 造船・造機、 つづいて電機の各工場施設の規

模を拡張して今日の姿をなすに至った。

個人経営時代の川崎造船所構内全図( 明治28 年10 月)

工 場 全 景( 明治40 年)



構 内



全 図( 昭和31年10月)

1 綜合事務所
2 「日 本 館
3 汽 缶 室
4 食 堂
5 材料試験室
6 材料検査渊
7 ・営繕作業場

8 模型工 場
9 営 繕 課
10 第1 コ::具工場
Ⅱ 第2 工具工場
12 乾 燥 炉
13 鋳造工 場
14 模型工場
15 第1 変電所

16 第2 変電所
17 機械工場

タービ ン

18
補 機
水力機械
産業 機械

工場

19 蒸汽試験場
20 製缶工場

21 鍛造工 場
22 材料置 場
23 管 工 場
24 内燃機工場
25 第1 ドック・ハウス
26 船具工 場
27 塗 工 場
28 第2 薄阪工場

29 第1 薄板工場
30 修 繕 部
31 撓鉄工 場
32 ポ ンプ 室
33 第2 現図工場
34 第3 現図工場
35 水圧 工場

36 山型火造工場
37 第1 ポンスエ場

38 造船工作部( 階上)
39 仕上旋盤工場
40 溶接 工場
41 造船銅工場
42 第1 現図工場
43 木材乾燥室

44 第1 乾ドック
45 貯 炭 場
46 第1 空気圧搾所
47 鍍金 工場
48 本艤装工場

49 アセチレン発生室
50 第5 船台

51 第1 船台
52 第2 船台
53 第4 船台
54 第3 船台

55 第7 船 台

56 鉄構工事 ヤード・ク
レーン

57 第3 空気圧搾所

58 第2 空気圧搾所

59 第3 変電所

160 貯 炭 場

161 海上保安庁信号所162
第7 機械工場

63 電 機 工 場

64 木 材 置 場

65 オイル・タ ンク

66 険危物倉庫

67 倉 庫(16)

68 倉 庫(14)

69 倉庫(10) ・(12)

70 第7 ポンスエ場

171 酸素瓶貯蔵所

72 第2 ポンスエ場

73 第3 ポンスエ湯

74 第4 ポンスエ場
75 罫 書 工 場

76 運 輸 課

77 車 庫

78 鋼 材 置 場

79 〃

80 電 線 倉 庫

81 雑品倉庫

82 中 央 倉 庫

83 危険物倉庫

84 第3 ドック・ハウス

85 修 繕 工 場

86 発 電 所

87 社外工更衣所

88 第2 浮ドック

89 第3 浮ドック

90 第5 ドック・ハウス

91 兵 装 工 場

92 製 鋲 工 場

93 付 属 病 院

94 造 船 設 計

195 設 計 室

96 図 庫

97 資 料 室

98 造 機 設 計

99 〃

100 水力実験室

艤装員事務所および
101 保安 課

102 検査 部( 川崎館)

103 北 浜 桟 橋

104 銅工浜北岸壁

105 銅工浜南岸壁

106 東 浜 桟 橋

107 南 浜 岸 壁

108 西 浜 桟 橋

|



ェ 場 施 設 明治29 年

(1) 建 物

名 称 面積(坪) 名 称 面 積(坪) 名 称 面積(坪)

82.1

27.3

115.6

1,041.8

本館兼事務所(2 階建) 延67.2 銅 工 場 36.5 木 工 場

製 図 場 29.4 鉄 船 工 場 233.8 〃

榠 型 工 場 61.5 製 缶 工 場 368.8 〃

鋳 造 工 場 150.4 錬 鉄 工 場 209.8 倉 庫 ・
石 炭 庫 ・

木 材 置 場 そ の 他

真 鍮 鋳 造 工 場 53.5 船具お よび現図工場
(2 階建)

延150.2

機 械 工 場 591.3 木 工 場 81.4

(2) 機 械

名 称 台 数 || 名 称 台 数 j 名 称 台 数

1

1

2 基

2 〃

1 ダ

1 〃

動 力 用 原 動 機 4 中 ぐ り 盤 3 水 圧 機

動 力 用 汽 缶 3 ね じ 切 盤 8 水 圧 餃 鋲 機

旋 盤 27 帯 鋸 盤 1 蒸 気 鎚

平 削 盤 5 グ ラ イ ン ダ ー 2 キ ュ ポ ラ

形 削 盤 3 ポンチング・ シャリング 3 キ ャ プ ス タ ン

竪 削 盤

ボ ー ノレ 盤

2 板 曲 機 5 ウ イ ン チ

11 Ⅱ 取 機 3

ラジアル・ボール盤 2 製 鋲 機 1

(3) そ の 他

名 称 船 台 木造船用船台 船 架

2基 数 3 2

第1 節 造 船 コミ 場

創立初期の造船設備は、5 基の船台と2 基の船架を中心として、 現図およ

び船具工場・鉄船工場・木工場に分れ、 鉄船工場は隣りの製缶工場と設備の

一部を共用していたが、 木工場は4 ヵ所に分れ相当広い面積を占めていた。

明治35 年(1902) 、 第1 乾ドックの構築完成につづいて、 その南側海岸沿いK

相次いで大型船台の建造に着手し、 その周辺に工場建物を新設して、 設備を

移設拡充した。



1. 船 殼 関 係 工 場

昭 和31 年 の 船 殼 関 係 諸 工 場 の 施 設 は 大 略 次 の 通 り で あ る。

船 殼 関 係 工 場 施 設 昭和31 年

建 物 名 称 構 造 面積( 延坪)
() 内はm2

設 備 機 械 そ の 他

1

第1 現 図 工 場 鉄骨2 階建 1,756
(5,795)

2 階に現図工場 階
下に木工

鉋盤 本材乾燥室 特殊艦艇
室 厚生課売店 乗用車 庫
製品検査事務所

第2 〃

第3 〃

鉄骨平家建 563
(1,858)

〃 2141
(706):

第1 ポンスエ場 鉄骨2 階建 2,014
(6,646)

クレ
ーン(4 基) ポンチ ング.

・シャリング エ ッジ・プレ ー
ナー 水圧磯 穴明機等 造

船 工作部事務所 鉄構工事現
図場 山形火造工場

第2 〃 鉄骨平家建 1,579
(5,211)

クレ
ーン(6 基) ショット・

ブ
ラスター フレーム・プレ

ーナー ラジアル. ボール盤

自動ガス切断機 鋼板曲ロー
ラー 皿取 機 水圧 機 溶 接
用回転装置等

第3 夕 〃 1,280
(4,224)

クレ
ーン(4 基) ガス切断機

エ ッジ・プレ ーナー 鋼板歪
取ロ ーラー 水圧機 ポンチ
ング 罫書定信(264 坪)

第4 〃

第7 〃

〃 1,288
(4,250)

クレ
ーン(4 基) 水圧機 組

立定盤(164 坪) 自動溶接機
等

〃 281
(927)

クレーン ポンチ ング 木圧
機 ラジアル・ド リル

第7 機 械 工 場 鉄骨3 階建
1,722

(建坪)
(5,683)

クレ ーン(2 基) 組立定盤
溶接機等

水 圧 工 場 鉄骨屋根なし 363
(1,198)

クレ ーン(1 基)
水 圧 機C6 台)

水 圧 ポ ン プ 室 鉄骨平家建 32
(2L06)

木 圧 ポ ンプ(2 台) ア キ ュ ムI

レ ー ダ ー

撓 鉄 工 場 〃
482

(1,591)
加熱炉 角度測定 器 水圧機
蜂巣定盤 ホイスト等

酸 素 瓶 貯 蔵 所 コ ンクリート
平 家 建

19
C63)

酸素瓶(740 本)
送気管(7,000m)

|
アセチレン発生室　煉瓦造2 階建

i

43
(142)

ガス発生 タンク ガス圧 縮機

製 鋲 工 場 鉄骨平家建
313

(1,033)
製鋲機 旋盤 グ

ラインダー
丸棒切断機 ホイスト 等

電 気 溶 接設 備
可搬溶接機 自動溶接機 ス|
ポット溶接機 シグマ溶接機

備 考

明治40年建設の旧工場は、現

図工場(階上)と本工場(階下)

であったが、昭和20年戦 災に
より焼失 その跡に同26年現
工場を再建

明治39年建設

明治39年に建設し昭和13年改
築

明治40年鉄骨平家建の工場建
設 昭和18年2 階建に改築

明治45年建設

‐

大正10年建設

大正10年建設のポンスエ場を
溶接工場に転用

昭和26年建設

昭和18年造機ディ ーゼルエ場

として建設 同28年から一部
を溶接丁場として使用

昭和13年に建設 構内各所に
分 散した水圧設備を集約

昭和13年建設

明治39年建設

昭和27年酸素気蓄室 として建
設 同30年から酸素瓶貯蔵所
として使 用

昭和27年建設

大正2 年建設 その後鍛冶工

場に移転 昭和13年さらに現
在の建物に移転



第2 ポンスエ場( 明治45 年)

ユニオン・メルト自動溶接機(昭和27年)

第1 現 図 工 場( 昭和31年)



2。 艤 装 関 係 工 場

昭 和31 年 の 艤 装 関 係 諸 工 場 の施 設 は 大 略 次 の通 り であ る。

艤 裝 工 場 施 設 昭和31 年

建 物 名 称

第1 薄 板 工 場

第2 〃

仕 上 旋 盤 工 場

造 船 銅 工 場

管 工 場

一一一一‥ 一一一 一

亜 鉛 鍍 工 場

一一- 一一一 一

木 艤 装 コ: 場

一一- 一一

木 材 乾 燥 室

船 具 工 場 ・

i

l

塗 工 場.

そ の 他i

l

I

I

-

構 造

鉄骨2 階建

i 鉄骨平家建

鉄骨2 階建

(一部中3 階)

鉄骨平家建

鉄骨平家建

〃

鉄骨2 階建

(中3 階)

木造平家建

木造2 階建

煉瓦造平家丗

|

面積( 延坪)
() 内はm2

814

(2,686)

102

(337)

775

(2,558)

621

(2,049)

716

(2,362)

182

(601)

1,333

(4,399)

N0.1 ・・・37
(122)

No.2- ・40
(132)

324

け湧69)

35

(116)

設 備 機 械 そ の 他

鋼阪切断機 クランク・プレ

ス
フリクショ ン・プレス

フ
ランジンク機 スポット溶

接 機 ホイスト 鋼板曲ロー
ラー グライ ンダー等

アルゴ ン溶接機 ホイスト等

クレーン(5 基) 旋盤ほか工

作機械等

クレーン(2 基) ね匸切旋盤

グラインダー

水圧機 クランク・プレ ス

油圧管曲機 電動管曲機 工

作機械 空 気圧搾機等

亜鉛釜 曹達釜 ホイスト

ウインチ等

本工機械 ホイスト 集塵装

置等

小型乾燥装置

|

几 シンその他

|

備 考

大正10年 に建設し昭和18年改

築 階上は修繕 部事務所

昭和12年造機第2 銅工場とし

て建設 昭和27年 から薄仮工

場に転用

昭和19年建設( 明治40年建設

の最初の工場は、昭和5 年に

溶接工場に転用)

昭和27年に、従来 の溶接工場

の一部を改造して銅工場に転

用

明治39年建設 従来造機工作

部所属であったが、昭和30年

から造船工作部に所属替

明治44年造機工場から造船仕

上工場に移転 昭和26年改築

昭和19乍建設の造機銅工揚 を
戦後本工場に転 用c 大正3 年
建設の第2 木工場 と昭和13年
建設の鉄骨2 階建木工場 ばい

ずれも昭和20年戦災のため焼失

昭和25年建設…No.1

昭和26年建設…N0.2

旧コミ場は大正8 年焼失 同年

再建

〃

明治39年鉄骨平家建680 坪の
鍛冶工場を建設 昭和3 年造
機錬鉄工場に併合 大正2 年

に建設の短艇工場は昭和20年
戦 災のため焼失
大正2 年建設の銅工場は昭和

5 年現図工場に転用、さらに
その後鋳造工場に転 用



3。 修 繕 工 場

修繕の内業工事に対し、 従来は専用工場の設備がなかったが、 第2 次世界

大戦後、 第2 ・第3 ドックの新設に伴う工 事量の増大に対処して、 もとの第

1 電機工場跡に初めて修繕専用の工場を設けた。

この間、昭和25 年(1950)3 月には、 進駐軍関係の軍船修理工事に応ずるた

め、 別の建物には新たに進駐軍工場を設け、 所要の設備を整備して関係工事

に当てた時期もあったが、 その後、 軍の撤退とともに、同28 年に全設備を旧

工場に移した。

修 繕 工 場 施 設 昭和31 年

面 積( 坪)
() 内はm2

クレ ーン( 基) 工 作機械( 台) 木工機械( 台) 溶 接 機( 台) そ の 他

1,475
(4,868)

3 37 4 84 22

4. 鉄 構 関 係 設 備

昭 和13 年(1938) 、 第8 船台の南側に鉄構 専用ヤ ード( 長90m 幅25m 高

10n.115T クレ ーン×2) を 新設し たほか、 デリッ ク・ ポスト(2 基)、 同用

ウィンチ(9 台)、10T ケ ーブル等 の設 備をし て、 鉄構関係 の工事場 とし た。

5. 造 船 台

創立時の船台 は、 明治19 年(1886)5 月 に農商務省兵 庫造船所が建設し た

大型 船台3 基( 現在の タービンエ 場内) と、 小型船台2 基( 現在の第1 ド ッ

ク付近) とであ った。 同38 年(1905) に 現在の第1 船台を 建設し、 引続 き第

2 ・ 第3 ・第4 船台が完成し たので、 創立時 の旧船台を撤去し た。

船 台 能 力 昭和31 年

一一

船 台 名
寸 法 建 造 能 力

(G.T.)
建 設 年 月 備 考

長(m) 幅(m)

第1 船 台

第2 〃

162.4 7.3 7,OCOl 明治38.5 現 用

179.0 9.7 9,C00 39.6 〃

第3 〃 234.0 13.0 18,500 41.4 ダ(
大正2 年拡張)

一部を地上組立定盤 に使用



80T ジブ. クレーン( 昭和31 年)

船 台 名
寸 法 建 造 能 力

(G.T.)
建 設 年 月 備 考

長Cm) 幅(m)

第4 船 台 291.1　27.031,000　 明治41.9 現用( 大正2 年・同6 年拡張)

第5 〃 179.89.110,500 大正4. 下期 〃

第6 〃 140.2 6.414,500 5.6 昭和16年 撤去

第7 〃
(179.8)
215.0

(10.9)(13,500)
34.0129,500

(昭和11.10)
昭和31.2

第8 ″ 126.5 6.7 4,500 12.121 昭和30,1 撤去

船 台 用 ク レ ー ン 昭和31 年

船 台 名 種 類 基 数| 能 力(TX 基)

第1 ・第2 船 台 タワ ー ・ クレ ー ン 2 5~10×112~20 ×1

第1. 第5 〃

タワ ー・ クレ ー ン 2 8～15×2

ジ ブ ・ クレ ー ン 1 15～25×1

第3 ・第7 〃
タワー. クレーン( 前部) 1 7～16 ×1

ジ ブ ・ クレ ー ン 2 50～80×125 ～50×1

第4 〃
ガ ント リー ・

ク レ ー ン

構 台 長303m 高50m 内幅35m

天井 クレーン 8 30 ×27 ×6

各船台の揚荷 装置は、 もとは ウインチ とデ リ フクを使っ てい た。 昭和10 年

(1935) 月に 第1 ・ 第2 船台間 に新たに タワ ー・ クレ ーンを設 置し て以来

各船台と もしだい にタワ ー・ クレ ーンに切替え、 特 に同31 年(1956) 、新第7

船 台建設にあ たっては強力 なジブ・ クレ ーン2 基を新設した。

明治41 年(1908) に完成し た第4 船 台は、 当時 とし ては画期的 な30,000



第2 編 技術と生産

G.T. 級 の大型 艦船

の建造を 目的 とし

た もので、 埋 立地

の脆 弱な地盤を特

に 考慮にいれて堅

固に 構築した。 同

45 年(1912) 、巡洋

戦艦 「榛名」 建造

の ため、 この船台

に設 備し たカ ント リー・クレ ーンは、 ド イツのデマ ーク社が特 にライト・ ス

カントリン グ構造 の特長を活 かし、 設計・製作し た もので。大正元年(1912)

11 月 に完 成した。

巡洋戦 艦 「榛名」、戦艦 「伊勢」・「加賀」 を初め、 巨 艦が相次いで この 第4

船台で 建造され、 さら に多数の大型商船 がこの カントリー・ クレ ーンの下で

進水し た。 この クレ ーンは、 今日に至 って もなお 厳然 たる威容に変 りなく、

″KAWASAKIDOCKYARD ″ の大 ネオン・サ インとともに神戸市民 に親し まれ

てい る。

大正の時代 になって、 第5 ・第6 船台を増設し たが、 この問、 船殼 工 事の

北 浜 船 台( 明治31年)

第7 船 台 の 建 設

桂 川 輝 長

昭和30 年6 月の末に、第7 船台建設につ

いて交渉を受 け、 その翌日からただちに仕

事にかがらねばならなかった。7 月2 日 の

起工の当時 から、 それこ そ文字通り昼夜兼

行の突。貫工事に入った。 工事 の進行につれ

て、 設計の修正を余儀なくされたりもした

が、 この船台の完成にすべてを賭 けていた

私にとっ ては、 炎天続きの酷暑 も少しも苫

にはならなかった。

50 余年前に建設した第1 乾ドックは、海

上締切工事に1 年有余の歳 月を費やしても

うまくゆかず、 全工事を水中で施行し、 完

成に5 年8 ヵ 月を要した難工事と聞いた。

時代は それから移り変って、 資材や技術の

面で飛躍的 な進歩を遂げているとはいえ、

第1 ドックに隣接して建設される船台の完

工期間短縮のため、 前回と同じように、 海

上締切工事を施行することについては、 会

社の首脳部 の方 々もその成否をとても心
、
配

していた。

神戸港内では不可能だという定説の海上

締切工事を成功 させるには、 研究と努力の

外には何 ものもないと信じ、 釘1 本 打つに

も徒らにはしなかった。 工事 の半ばで補強



サントリー・ クレーン

(大正元年 建設)

繁忙に応じて構内所 々に仮船台を設け た。 明治39 年(1906)6 月には、 第1

乾ド ック南 側( のちの第5 ・第6 船台 地域) に仮 船台2 基 を設け て、 シ ャム国

の駆逐艦な どを建造し た。

第1 次世 界大戦時の 異常 な繁忙期には、 創立以来 の2 基の船架 を廃して仮

船台 とし、 フラン ス政府 の駆逐艦(2 隻) などを建 造し た。 また、 大 正6 年

(1917) に構内 南浜に潜水艦 建造用の仮船台(3 基) を設け、 同11 年(1922)

まで の問 に6 隻 の呂号潜水艦 を建造し た。

昭 和の時代に なり。 第7 ・ 第8 両船 台を建設し たが、 戦後、 建造船 がし だ

工事を余俄なくされるなど、 危い道を辿 り

ながらも、10 月10 日遂に締切内の排水に成

功した。 私を扶けてくれた圏係者 の協力が

先ず実を結んだのであっ た。

着工以来寝食を忘れてがんばったわれわ

れ工事関係者にとって、 海上締切 工事の成

功は、 とても言葉ではいえない感激であっ

た。 私は関 係掛員 の日頃の労苦に報いたい

と思い、 一夕、 これらの方 々を食事に招い

た。 私は一 滴の酒もやれぬが、 感謝と祝い

の宴の雰囲気は またとない愉しいものであ

った。 久し振りの神戸の夜景は格別に美し

かった。

9 時ごろ帰宅した私は、( 台風28 号ハ明

日) 未明二神戸沖 二接近スル見込ミ」 とい

うラジ オの放送を きいて、 肌に粟の。生ずる

思い がした。 さっそく工事現場に駆けつけ

た。 必要個所を補強して台風に備えなけれ

ばと、 心ははやった。 コこ事圏係の人たちに

緊 急の連絡をしたが、 慰労の宴で1 人 も宿

舎に帰っていなかった。12 時ごろになって、

ようやく1 人、 それからまた2 人 と帰宿し

た掛員 と一緒になり緊急作業を行い、 非常

対策を完了したのは夜明け少し前であった。



いに大型化し たので両船台 を

撤去し、 その跡 に新し く第7

船台を建設し た。 全長215m

(水平 部長103.6m 傾斜部長

111.4m) ・幅34m ・ 低床 の様

式 をと り、 船台の後部から約

62m を水面 下に延 ばし、 先端

の 扉で海水をせ きとめる セミ

・ ドック式 とした。

昭 和30 年(1955)7 月2 日

海面 の仮締切工事に かか り、

同年10 月10 日に海面仮 締切

内の排 水を終ったの ち、 水中

船台 の構 築工事に着手し た。

陸上部 分の約半分は、 地上組

立の定 盤とし て利用す るため

水平床 とし、 船殼工事の進 行

につれ特殊 の鋼製フレ ームを入れて キール勾配 を調節できるよ うにした。 ま

工事中の新第7 船台( 昭和31 年)

台 風は神戸港内を荒れ狂い、 われわれはま

ともに立ってい るのがやっ とであった。 海

上締切りも一時は危機に頻したが、 やっと

崩壊を免れ、 関 係者をほっ とさせた。 時計

の針をにらみ、 刻々と入る警報 に肝をひや

した当夜 のことは、 私にとって終生忘れる

ことのできない思い出である。

第7 船台はその名の通 りクッキー・セブ

ンであって、8 ヵ 月の工期 を25% 短 縮して

昭和31 年2 月29 日に完工し、 その翌日、 待

望 の巨船30,332 総ト ン"COSMIC" の起工式

をあげることができた。 また10 月6 日 同船

の進水には、 船台の基盤が微動 だにもせぬ

強固さを実証し た。

第7 船台をあらゆる悪条件のもとに、 し

かも短期間に完工することができたのは、

設計・施工について何もかも私に任せきっ

てくれた手塚社長 やその他の役員の方 のひ

ろい度量と、 今一つは工事関係諸氏の人の

和と、 献身的 とも言える協力とであった。

(もと船台臨時建設部長)



た扉は約75T 、 全溶接 の1 枚戸 で、80T のジブ・ クレ ーンを使用して吊 り上

げ られる よう配意され てい る。 満潮時、 約4,000T に達 する扉内の海水 を排

水するために、 毎時1,000T の排水力 をもつ電 動ポ ンプを装備し、 また注水

用 には径250mm の スル ース・バルブ4 個を扉に装 置してい る。

着工以来約8 ヵ月、 難 工事であ ったが昭和31 年(1956)2 月29 日に完成、

翌 日には早く も本船台 最初の45,000D.W.T. 型鉱石・汕 運搬船 ″COSMI("

の キールが据えられ た。

6, 鋼 材 置 場

南浜 の鋼材 置場( 面積24mx112m ・30mx122m) では、 鋼材 の出し 入れ

に ロコモチブ・ クレ ーンを用い てい たが、 さらに 能力 を増すため、昭和14 年

(1939)5 月、2 列の ヤード・クレ ーンを設 置し、 各列に15T クレ ーン3 基ず

つを装 備し た。

7・ 船 架 お よ び ド ッ ク

(1) 船 架

創業当初 からの船架(2 基) の うち、1 基は。明治8 年(1875) 工部 省兵庫

製作 所に より、 また1 基は 同18 年(1885) 同 省兵 庫造船局に よって建設され

た もの であ った。

船 架 能 力 大正5 年

船 架 名
受 台 陸上台長

(m)

水中台長

(m)

能 力

(G.T.)
建設年月 備 考

長(m) 幅(m)

第1 船 架 54.7 5.8 57.8 118.6 1,000 明治8.4 初 めは人刀によったが
のち蒸気動力に改造

第2 〃 85.1 7.3 91.2 182.4 2,000 18.9 水圧動力

この2 船架は、 明治35 年(1902) に乾ド フクが完 成するまで。 修繕 船の上

架 と小型船 の進水台 とし て利用され たが、 大正6 年(1917) に撤去 された。

(2) ド ツ ク

1) 第1 乾ド フク

大型 ドッ クの建設は 創業 当初か ら川 崎正藏翁 の持ち続けた念願 であ ったが



第2 編 技術と生産

構内 敷地は旧湊川 尻三角州 の上にあっ て、 地 盤は きわめて脆 弱であ った。 か

っ て工 部省が この地 域でド ックの建設に着手し。 失敗し た前例 もあ るので計

画は きわめて慎重 に進められ た。

明治28 年(1895) 山崎( 鉱 次郎) 技師( のちの工学博士) に よっ て綿密 な

調 査を行な った結乗、 上部 の軟弱な粘土層 の下に相当堅固 な厚い砂礫層( 満

潮 水面下16m の位置) のあ ることが確認され た。翌29 年10 月、株式会社 に組

織を改め るとき、 正藏翁が 松方社長に繰 り返し 要望し たことはこのド ック構

築 のことであっ た。同 年11 月28 日に起工し、ダ ム式工法に よって工を進 める

こととな った。 第1 に着手し た松杭に よる構築地域周辺( 延長468m) の広大

な水域の仮締 ―切工 事は意外に手問 どっ て、 お よ そ1 ヵ年 を費し た。 これ に続

く締切内の排 水作業 が水面 下約3.6m まで進んだ とき。 海 底地下層から の圧

力 水のため締切 内の海底が一部 浮上し、 ダムの一 部が沈下 するとい う思 わぬ

事態が突発し た。 この ためつい に施工 の方針を変更し 海水締切 りのダ ム式

工法から 水中コン クリート施工に変 え、 多難 な工 事が再開され た。

まずドレ ッジャ ーに よって水面下12.5m まで捐り下げ。 砂磔層 に達する ま

で総 数1 万 本以上 の松杭を打 ち込 んで、 杭開け栗石 を厚さ90cm に突 き固 め

た。 コンクリ ートエ 事は、 海 水を底面から排 除し ながら、 清水を上部から注

入し て十 分に塩分 をうすめたの ち、 初めて 水中コン クリート を投下する方 法

が とら れた。

第1 乾ド ッ ク( 明治35年)



コンクリ ート の底面のげ さは2.7m 、 側面は水面下2.4m の高さまで水中工

事に よって囚めた。 このよ うにし て着工後2 年6 ヵ 月を要し。 ようやく巨大

な コ ンクリートの箱が でき上っ たo この工事 に従事した人員は延 工49,000 人

(10 時 間労脆性1)。水中コ ンクリ一卜は20,580m3 にのぼっ た。 その後、 これ

に 加わる浮力 と重力 との バランスをとりながら 慎重に排水 を進め、 側壁の水

面 より以 上の部分 は普通の コンクリ ート を使用し た。 付 属のポンプ室 も同様

の方法 で構築レ ド ッ ク内の 海水を約4 時間で排 水できる能力5,000t/h ・30

in の電 動 うず 巻ポンプ を伺付けた。 一時 は絶望視 されたこの難工 事も石工以

来6 ヵ 年の歳月 を貧し。 明治35 年(1902)11 月 に至りついに完成し た。

それは人 智のす べてを注 ぎ、 無 限の忍耐を もって自然に挑 んだ 讃えられる

べき 努力 であ った。 本工事 の記録を骨子 とし た論文に よっ て、 工 事担当の山

崎技師に工学 博士 の学 位が授け られたこ とに よって も、 こ の工 事が如 阿に難

事業 であっ たかを知る ことができる。

なお、 ド ック北 側の走行10T

タワ ー・ クレ ーン1 基は、 昭 和

24 年(1949) 、泉州工 場から移設

し た も の で あ る。

2) 第2 浮 ド ッ ク

こ の 当 社 建 造 の

浮 ド ツ クは、 終 戦

後GHQ の 命 に よっ

て 解 体 す る こ と に

な っ た 川 崎 汽 船 の

航 空 機 輸 送 船 「熊

野 丸ゴ の 二:假底 を

利 用 し た も の で、

昭 和24 年(1949)

4 月 に 完 成 し た。

第2 浮1jツク(昭和24年)

第1 乾 ド ッ ク 能 力

長(m)

130

幅(m) 深(m) 許容能力CG.T ・)

15.7 5.5 6,000
一 一一

第2 浮 ド ッ ク 能 力

長Cm) 幅(m) 深(m)
浮 揚 力

(K.T.)

排 水 用 電 動 ポ ン プ

台 数 能 力(HPxt/hx 台)

i

65.35　13　3.51.,200 3
50 ×600×1
15(kW) ×200×1
5 ×60 ×1



3) 第3 浮ド ック

第1 乾1j ツクを唯

一のド ック施設 とし

て、 数十年間 をすご

し てき た当社 にとっ

て、 大型ド ックの増

設 は実に長い間 の夢

であ った。 構内は 狭

くド ック構築の余地

がない うえ。 地盤の

軟弱に伴 う工事の困

難が 予想されたので

慎重 に検討の末、 当

社 の設 計に よって、

昭和28 年(1953)6

月、 ついに 第3 浮ド

ックを建造し、 年来

の夢 を実 現し た。

このド ックは、 現

在の ポンツーン6 個

に1 個 を追 加するこ

とによ り、 載貨重量30,000K.T. 級までの船 を収容 できる ように設 計し た。

ド ック内 外の重 量物運搬 のために両舷 の側壁中板上に10T の走行ジブ・ クレ

ーンを設け。 繋留岸壁 との問 は交通 桟橋によってつなが れてい る。 各 ポンツ

ーン内 の海水は電 動 ポンプ6 台に よっ て1 時間に9,600T 排水され、 主 要な

機構は すべて遠隔制 御のワ ンマ ン・ コント ロール方式 による操作 が可能であ

る。 このドッ クは完 成と同時 に、 川 崎汽船の 「聖川 丸」 を第1 船 とし て迎え

て以 来、 入渠船 が相次ぎ。 殆 ど休む間 もな く稼働し て今日に至 っている。

第3 浮ドック ぐ昭和28 年)

第3 浮 ド ッ ク 能 力

全 長(m)
全 幅(m)

高(m)
浮 揚 力

(K.T.)外 幅 内 幅

172.8
(両側の張出

各10m を含む)
36 26.4

17.3

(ポンツーン
を含む)

13,000

第3 浮 ド ッ ク 最 大 入 渠 船

全長(m) 幅(m)
総 ト ン数
(G.T.)

載 貨 重 量
(K.T.) 吃水(m) 浮揚時間

180 25.8 13,000 20,000 7.7 3

8、 岸 壁 お よび 繋 留 浮 標

当社の敷地は海岸線に乏しかった関係から、 新造船の接岸艤装お よび修繕



北聯 壁 ㈲和31年)

東浜岸壁( 昭和27 年)

船工 事に少な からぬ不便 を感じ

てい た。 し かし 南浜の土地買 収

や 隣接し てい る税関 用地 の払い

下げ 等に よって臨海敷地 をし だ

いに 拡張し、 現在では北浜岸 壁

ほ か5 ヵ所に 護岸整備を施し。

それぞれ繋留岸壁 とし て使 用し

うる ように なった。

神戸 港内に、 かっ ては当社専 用A ・B ・C ・D の4 繋留浮 標をもってい た

が、 その後、B にD を撤去し、 現在はA ・C だけ が残ってい る。

岸 璧 設 備 昭 和31 年

岸 壁 名 構 造 長(m) 幅(m)| 深 建設 年次 設 備 機 械

北 浜 岸 壁 鉄 筋 桟 橋 昭 和13　3~6T タ ワ ー・ ク レ ー ン…1 基

銅 工浜 北 〃 石 材 護 岸105559,000 ・ 2~6T 固定 回 転 ク レ ー ン…1 基

銅 工浜 南 〃 鉄 筋 桟橋　4 ィ) 〃 〃500　 〃

東 浜 〃60113730,00027 3~6T タ ワ ー・ ク レ ー ン‥・1基

南 浜 〃 石 材 護 岸.15 り2720,000:

|

西 浜 〃
鉄筋桟僑― ―-

〃1953,000

―一一 一一 一一 ―- 一 一一 一一一―-一一―

昭 和13=3T 走 行 ジブ. クレ ー ン…1 基



大 型 旋 盤( 大正14年)

ホブ歯切盤( 昭和13 年)

第2 節 造 機 工 場

1・ 機 械 工 場

創 立 当 初 の 機 械 工 場(591

坪) に は、蒸 気 機 関 に つ ら な

る 伝 道 軸 か ら ベ ル ト 掛 け に

し て、 約65 台 の工 作 機 械 を

据 付 け て い た が、明 治34 年

(1901) に 米 匡|か ら150kW

直 流 発電 機2 台 を 輸 入 す る

に 及 ん で、 原 動 力 は 初 め て

電 力 に 切 替 え ら れ た。 明 治

39 年(1906) に 機 械 工 場 を

新設し、 機械お よび仕上組立 の作業 場をこ こに移し た。 仕上 組立は その後 さ

ら に別工 場に分れた。

次いで蒸気 タービンを製作 するため、 部品 加工用に英・米 から 輸入の大型

旋盤・竪旋盤・正面旋盤・平削盤など、電動

機直結の大型工作機数台を据付け、一方バル

ブ類等の小物部品加工のため、 道具工場跡に

真鍮工場( のち第2 旋盤工場、 さらに第2 機



械工場 と改称) を設けた。 大正

4 年(1915) に初めて交流発電

所 を建設し、 一般動力を順次交

流に 切替え、 大正11 年(1922)

には「八八艦隊」計画に伴い、造

機・ 造兵工事の増大に 備え て第

3 旋盤工場(2 棟1,773 坪 ク

レ ーン80T 以下7 基) を新設し

たが、 工場の竣工に先 だって軍

縮協定が成立し たため。 大型旋

盤1 台とホブ 歯切盤2 台等を据

付けたの みで、 建物の大部分を

兵器組立作業場に使用し た。

機 械 工 場( 昭和8 年)

プラノミラー( 昭和14 年)

その後、昭 和の初期約10 年間

は殆 ど設 備を拡張し なか ったが、昭和10 年(1935) から翌11 年にかけて、デ

ィ ーゼル機関部品 その他加工用 とし て電 動機直結 の工作機十 数台を新設し、

設 備の面目 を新たにし た。 さらに従来 のベルト掛け機械 をし だい に電動機直

結式に 改め、 一方 におい て作業合理化 のため次 々に製品 別機械組 立一 役作 業

に移し た。 まず製 缶工場の一部にシ ャフト・ボ ーリ ング・ マシンを含む特殊

機械数 台を据付け て第4 旋盤工 場とし、 さら に構内 別棟に補機工場 を設けて

ヘル ショー・ ポ ンプ

イモ・ ポンプ, 補機 用

小型 タービン等の製作

を統合 するほか。 社 外

新在家の地 に既設工場

を買 収し て, 艤装金物

・ バルブ類 などの一貫

製作に当て た。

昭和12 年(1937) に

は, 地続きの旧 湊川尻

税関用地(15,000 坪)

の払下げ を受け, 鉄骨



3 階建新工場3 棟( 第5 ・ 第6 ・第7 機械工 場) の建設に着手し たのは同16 年

(1941)9 月 のことであっ た。

第6 機械 工場は舶 用蒸気タ ービ ンお よび精密 補機類 を、 第7 機械工場 はデ

ィーゼル機関の製作 を目的として それぞれ機械加工 と仕上組立を一貫し て行

なった。 第5 機械工場は主 として大型 機械を据付け 第6 ・第7 両工場 に共 通

の機械工場 とするこ とを 目標に設備の配 置計画を進め、 従来、 第1 お よび第

3 機械 工場 その他に設 備されていた 各種 機械300 余台を新設工場 に移し たほ

か、537 台に及ぶ工作 機械を新 たに譛入、 工場 の整備 も昭和17 年から18 年

にかけ て次 々に完 成した。 幸い に被爆 の損 害 も少なくて、 引続き造 機の中枢

工 場として稼働し た。

戦後施設 の再建に当 って、 戦前に設 置した新在家分工 場を閉鎖し、第5・第

6・第7 の3 工場 も、 一部 大型工作機 を除い た設備の大半 を第1 機械工場に移

し て稼働力 を集約 した。

第5・第6・第7機械工場の建物・クレーン 昭和31年

建 物 名 称
面 積( 坪)() 内はm2 ク レ ー ン(TX 基) 操業開始

年 月

昭和17.5

18.5

1 階 2 階 3 階 1 階 2 階 3 階

孱5 ・第6 機 械工場 3,091
(10,200)

1,344
(4,435)

1,399
(4,617)

80 ×140 ×230 ×2

25 ×25 ×52 ×11 ×2
2×2
1×4

2 ×1
1 ×2

第7 〃 1,722
(5,683)

911
(3,006)

9n

(3,006)
100 ×125 ×25 ×2 1×2 1×2

第1 機械工場においては、 前記各工場から引き取った諸機械のうち、 非能

率のもの500 余台を廃棄した。 別に高性能の新しい機械を増設し、 隣接のも

との倉 庫跡 に新し く1

棟を増築し た。 またイ

モ、 ヘルシ ヨー、 テレ

モ ータ ーなどの製 作設

備を集約し、 生産合 理

化 のため着 々設備 を強

化し た。

特殊ねじ切盤( 昭和30 年)



第1 機 械 工 場 施 設 昭和31 年

(1) 建 物 クレ ー ン

圜 積( 坪)() 内はm2 ク レ ー ン(TX 基)

(U
品(3 棟)

40 ×220 ×510 ×45 ×33 ×11 ×2

(2) 工 作 機 械

名 称 旋 盤 中ぐ り盤 フライ ス盤 ボール盤 研磨盤 歯切盤 竪削盤 平削盤 形削盤 鋸 盤

3台 数1146 26 65 46 48 7 15 9 9

(注) 他工場に分散の ものを含む。

(3) 主 な大 型 特 殊 工 作 機 械

名 称 寸 法 名 称 寸 法

旋 盤 中心 高2' ―3グ 床 長42' ホ プ 歯 切 盤 加工品径750 ～5,000mm
幅2,100mm

〃 〃 アー6〃 〃45'
i 〃
|

〃100 ～3,000mm

〃l 〃9'-2 ″ 〃60'-6 ″
i

ギヤー・
シェ ーピ ング機

〃4 ～36〃

〃 〃2'-71 〃 〃40' 〃 〃900 ～4,500mm.

竪 旋 盤 盤径20' 高14' 最大加工径27' クランクピ ン
旋 盤

〃1,500mm
クランク半径1,000mm

門 型 平 削 盤 テ ーブ ル12' ×22' 高10' 〃 回転 リング内径1,800mm
床長6,500mm

プラノミ・ラ ー 軸経6 グ加工寸法

2,600mmx3,000mmx10,060mm

特殊ねじ切盤
加 工可能径60 ～225mm

テーブル移動1,100mm

モ ル ト ン型
平 削 盤

最大加工寸法
8,410mm ×1,830mmx2,440mm

ならいプライス盤 3番型テ ーブル2,000mmx450mm

ホ ブ 歯 切 盤 加工品 径1,700 ～5,000mm
幅2,540mm

竪型ターレ ット
旋 盤

盤径1,250mm 高700mm

〃 〃100 ～2,200mm
〃2,540mm

(注) このほかに大型 竪旋盤・平削盤. 中 ぐり盤お よび5m ホブ盤な ど設置予定

シェーピ ング機( 昭和29 年) シェーピ ング機( 昭和31 年)



2. 組 立 工 場

(1) 産業機械組立工場

創立時、 仕上組立は機械工

場と作業場を共用していた。

明治42 年(1909) に別棟の新

工場が完成し、 仕上組立は独

立してここに移つた。 工場内

のピット2 基は、同44 年、砲塔

の組立を行なうために造られ

たもので、当社が兵器製作の

分野に進出しようとした当時

の意気込みを知ることができ

るが、 第1 次世界大戦中はストック・ボートの主機組立に大いに役立った。

現在この工場は主として産業機械・舶用機械 。発電用水車などが組み立てら

れ、 各種水圧試験その他の設備があるが、一部にタービンエ場用の翼車動的

および静的試験機や翼車押入用油圧装置なごを4)据付けている。

(2) タービンエ場

明治45 年(1912) 、船台跡海面を埋立てて建設したが、 現在は主として蒸気

タ ービ ンの組立に

用い てい る。125

T 天井走行 クレ ー

ン・40T 動的釣合

試験機・翼車軸安

定 化熱処理炉 のほ

か、 大型 タービ ン

運転台2 基 と所 要

運転設備一式 を備

え、 別棟には 付属

汽缶室 と小型 補機

試験場 があ る。

動的釣合試験機( 大正14 年)

タービ ン運転台( 昭和26 年)



汽缶室に ヤロ ー型 ボイラ4 基を備えてい

たが、 昭 和11 年(1936) に独立 の蒸 気過熱

器を設置し た。 その後旧 来の ヤロー型 ボイ

ラ2 基を廃止し、 ラモトン型 の高 温・高圧

ボイ ラを設 置し たため、 昭 和29 年(1954)

からの ちは、 タービンの陸上 試験はすべて

実際に使用す る蒸 気条件で 試験ができ るよ

うになった。

タ ー ビ ン エ 場 ボ イ ラ 昭 和31 年

種 類 基 数 容 量

ヤ ロ ー. ボ イ ラ 2 30kg/cm2 ×5t/h20kg/cm2 ×5/th

ラ モ ント ・ ボイ ラ 1 80kg/cm2 ×510 ゜CX15t/h

蒸 気 加 熱 器 1 30kg/cm2 ×400.CX8t/h
蒸気試験用ラモント・ボイラ( 昭和29 年)

産業 機 械 組 立 工場 ・ タ ー ビ ンエ 場 の 建物 ・ クレ ーン 昭 和31 年

面 積( 延坪)() 内はm2 ク レ ー ン(TX 基)

1,953(6,445) 125 ×160 ×120 ×110 ×15 ×7

内燃 機 運転 台( 昭和12年)

(3) 内燃機工場

大正11 年(1922) に

第3 旋盤工場として建

設し、昭和8 年(1933)

以後にその一部をディ

ーゼル機関の組立およ

び試運転に使用して以

来、しだいに設備を拡

張して今日に至り、工

場の大部分を内燃機の

仕上・組立および試運

転に使用している。



内 燃 機 工 場 施 設 昭和31 年

面 積( 延坪)

C) 内はm2
クレ ー ン(TX 基)

木 動 力 計

(基)

主補運転台

(基)

空気圧縮機

(基)

ポンプ類

(台)

各種 タンク

(基)

そ の 他

邦転設備

1,773
(5,851)

80 ×260 ×2

25 ×220 ×1
14(13,500
～200HP) 各3 4 18 l1 一 式

3・ 鋳 鍛 造 工 場

(1) 鋳 造 工 場

創立当時の鋳造工場は、 鋳物工場(150 坪) と真鍮鋳物工場(53 坪) との2

棟に分れていたが、 明治38 年(1905) 、地続きの土地を買収して現位置に移っ

た。 初めはキュポラ2 基を中心として、 もっぱら鋳鉄お よび真鍮鋳物を製作

した。 その後、 船尾材・舵骨材等船体用大型鋳鋼品の製作をも行なったが、

明治40 年7 月、鋳鋼の全設備を新設の兵庫工場に移設した。 その後、数次に

わたって設備を拡張して今日に至っている。

昭和10 年(1935) 、電

気炉1 基 を新設し て小

型 鋳鋼部品 の製作 を再

開し、 戦後は) ジュ ラ

ー鋳鉄 の鋳造 技術を導

入し て品質 の向 上を図

る とともに、 設 備 の改

善に努め てい る。

ノ ジ ュ ラ ー 鋳 鉄( 昭和30年)

鋳 造 工 場 施 設 昭和31 年

面 積(延坪)

() 内はm2

ク レ ー ン

(TX 基)

キ ュ ポ ラ

(TX 基)

反射炉

(TX 基)

電気炉

(T ×基)

坩堝炉

(基)

鋳型乾燥

炉( 基)

熱 風炉

(基)

自動給炭

機( 基)

微 粉 炭

燃焼装置

2,715

(8,960)

40 ×235 ×1
20 ×415 ×1

5×8

12 ×18 ×1

5 ×13 ×1

1 ×2

3×1 3×1 27 7 2 1 3



(2) 模 型 工 場

創立当時の模型工場(61 坪) は、鋳造工場に隣接する小規模のものであっ

たが、 明治38 年(1905) に地続きの買収地に移し、 さらに大正2 年(1913) 、

現在の場所に工場を新設した。 昭和20 年(1945)3 月に被爆全焼したので、

同25 年(1950)8 月、 その焼跡に現在の建物を再建した。

模 型 工 場 施 設 昭和31 年

面 積(延坪)

() 内はm2

ク レ ー ン

(TX 基)

木 工 鋸 盤

(台)

木 工 飽 盤

(台)

本 工 旋 盤

(台)

木エフライ

ス盤( 台)

研 磨 盤

(台)
集塵装置

549

(1,812)
1.5 ×1 7 7 7 2 3 一 式

C3) 鍛 造 工 場

鍛造工場は創立の当初から現在の位置におり、 数台の蒸気鎚を設置してい

たが、 大正6 年(1917) に兵庫工場で鍛鋼を始めるようになったので、 大型

ハンマ ーを同 工場に

移し た。 その後、 残

りの蒸気 鎚を圧縮空

気鎚に改 め、 小型部

品の火 づくりに使用

し て今 日に 及んだ。

鍛 造 工 場 施 設 昭和31 年

面 積( 坪)

() 内はm2
空 気 鎚(TX 基) 水圧機(TX 基)

加熱炉

(基)

520

(1,716)

11/2×11×33/4×1

1/2×3/41×21/5×2
140×150 ×1 12

製 缶 工 場( 明治44 年)

4、 製 缶 工 場

創立当時の製缶工場

(369 坪) は、 隣接の鉄船

工場と設備を共用してい

た。 明治39 年(1906) に

その海岸沿いの地先を埋

め立てて以来数次にわた

って拡張を行い、大正9 年

(1920) には新たに現図

場を増設した。



工作設備 も初めの ころには

手 動を主 とする小規模 のもの

にすぎなか ったが、 工 場の拡

張 とともに次々に各種 の新し

い 機械 を設 備し た。

第2 次世 界大戦後は、 汽 缶

のドラ ムや 蒸気タ ービ ン、 デ

ィ ーゼル機 関な どの構造 部分

に も広 く溶接 構造が用い られ

る ようにな ったので、 溶接 部

品焼鈍用 の大 型電 気炉 を設 置

し たほ か、 鋼板のならい式 自

動切断機、 ウェ ルデ ィング・

ポジショ ナ ー、 ユ ニオン・ メ

ルト自動 溶接 機や アイソトー

プ、 さら にX 線に よる検査器

具なご、 もっぱら溶接工 事の

面に重点 をお いて設備 の増 強

を図 り、 昭和28 年(1953) に

は1,500T 水圧 機を も増設し

た。

電気 焼 鈍炉( 昭和27年)

1,500T 水圧プレス( 昭 和28 年)

溶接用大型ポジシl,ナー( 昭和29 年)



製 缶 工 場 施 設 昭和31 年

(1) 建 物 ・ クレ ー ン

面 積( 延坪)() 内はm2 ク レ ー ン(TX 基)

140 ×525 ×35 ×33 ×1

|

(2) 機 械

名 称 「=1 数 名 称 台 数

金 属 切 削 機 61

ガス切断機

金 属 加 工 機 18

自 動 切 断 機

ならい切断機

21

2

溶接機

直 流

交 流

自 動

水 素

フラ ッシュバット

18 水 圧 プ レ ス(TX 基)

89 水 圧 鉸 鋲 機(TX 基)

3 ア ッ キ ュ ム レ ー タ ー

二L 電 気 焼 鈍 炉(mx 基)

3 メ タ リ コ ン 装 置

1,500 ×1

500 ×1

300 ×1

150 ×1

2

(3 ×5 ×13)x1

一 式

5。 工 具 工 場

明治39 年(1906) に初めて工具造修のための専用工場( 道具工場と称した)

を新設し、 それまでの設備をここに移した。 その後社用工具はその大半をこ

の工場で造修したが、 大正2 年(1913) に現在の工場が完成し、工具造修能

力はさらに向上したので、 自社用のほか社外からの多くの注文にも応じ得る

ようになった。

昭和の時代となり、 優秀な工具が比較的容易に入手できるようになってか

らは、 主として修理に重点をおき、 そのかたわら従来の工具烱熱処理用施設

をさらに強化して、 一般機械部品の熱処理に利用してい る。

初期の工具工場の建物は、 その後久しく機械工場( 第2 機械工場) として

燃料弁・燃料ポンプ等特殊部品の機械加工に転用していたが、 終戦後ふたた

び第2 工具工場として熱処理用設備を中心に拡充を図り、昭和26 年(1951)

に高周波焼入装置を、 同30 年には火焔焼入装置をそれぞれ設置した。



工 具 工 場 施 設 昭和31 年

面積( 延坪)O 内はm2 鍛 造 鎚

(台)

電 気 炉

(基)

ガ ス 炉

(基)

コークス

炉( 基)

工作機械

(台)

送 風 機

(台)

高 周 波

焼入装置

火 焙

焼入装置第1 工 具 第2 工 具

466

(1,538)

312

(1,030)
5 7 31 13 Ⅱ9 7

(200kvA)

一 式
一式

6・ 新 在 家 分 工 場

昭和12 年(1937)8 月にニッケル・ライオンズ社の新在家工場( 市内灘区

新在家南町) の土地および設備を買収して造機部新在家分工場とし、 当時の

第2 機械工場から設備の大半をここに移し、 鋳造設備も広範囲に増強して、

一般ノリレブ類・潜水艦用艤装金物および甲板補機部品の製作をこの工場です

るようになった。 さらに昭和18 年(1943) には、 隣接の土地・建物を買収し

て工場を拡張し、 工作機械約200 台を設置して戦時生産に全力をあげたが、

終戦後、 設備の集約・再建整備の線にそって同23 年(1948)2 月にこれを閉

鎖し、 全設備を本社工場に撤収した。 なお、 土地・建物は長らく遊休施設と

して残ったが、 昭和31 年(1956) に建物は現地で売却撤去し、土地は一括小

泉製麻へ売却した。

第3 節 電 機 工 場

電機工場は大正4 年(1915) まで造機部に所属し、 組立工場北側の木造建

物(60 坪) で、 ごく少数の従業員により当社建造船お よび修繕船などの電気

機器関係工事に従事していた。

大正3 年(1914) に865 坪の新工場( 現修繕工場) が完成したので、 職場

をここに移し、 引き続き操業を始めた。同4 年、分離独立して電気部となり、

翌5 年には事務所兼設計課の建物を新設、 同8 年(1919) から同9 年にかけ

て、 さらに工場お よび事務所を増築し設備を充実した。

大正13 年(1924) 、 課電工I場を新築し、 潜水艦用蓄電池の充電および修理

設備を整えた。 翌14 年、オルビット型扇風機の特許権を得たので、 もと網中

倉庫の一部に2 階建工場( 建坪142 坪) を新設し、 造機工作部第2 機械工場

の一部も使用して、 列車や一般家庭用扇風機を量産した。 昭和12 年(1937)



兵 庫 電 機 工 場



内 燃 機 工 場



末、 製 作 権 を 布 引 製 作 所 に 譲 り、 工 場 建 物 は 造 機 部 補 機 工 場 に 転 換 し た。

従 来、 飛 行 機 工 場 が担 当 し てい た 特 許 バ ー ネ 式 自 動 電 話交 換 機 の 製 作 を当

部 で 引 継 ぎ、 昭 和10 年(1935) か ら 仕 事 に 着 手 し た が、 同15 年(1940) に そ

の 製 作 権 を 東 京 芝 浦 電 気 に 譲 渡 し た。

当 時、 国 鉄 お よ び 満 鉄 関 係 の車 両 電 気 工 事 が 急 増 し た た め、 昭 和11 年 に工

場 西 側 の 隣 接 地 を買 収 し、 第2 電 機 工 場(334 坪) を 建 設 し た。 昭 和15 年

(1940) 、 さ ら に 第2 電 機 工 場 西 側 に 木 造 の 第3 電 機 工 場(300 坪) を 新 設し

て、 電 気 器 具 の 製 作 を始 め、 同18 年 に は 第3 電 機 工 場 南 側 に 鉄骨 の 第4 電 機

工 場(685 坪) を新 設 し、大 型 電 気 機 械 の組 立工 場 とし て 使 用 す る に至 っ た。

昭 和18 年(1943)12 月、 大 阪 府 泉 南 郡 西 信 達 村 大 字 岡田 の 寺 田 紡 績工 廠 を

買 収 し て、 岡 田 浦電 機 分 工 場 を 開 設 し、 配 電 盤 お よ び 制 御 器 な ど の電 気 部 品

の製 作 を 行 な っ た。

昭 和20 年(1945)3 月 の空 襲 に よ っ て、電 機 工 場 はい ず れ も被 害 甚 だし く、

設 備 の 大 半 が 荒 廃 に 帰 し た の で、 造 機 部 第5 ・ 第6 工 場 の 一 部 に 残 存 設 備 を

移 し て工 場 の 再 建 を 図 っ た。

昭 和24 年(1949) ご ろ か ら作 業 が 活 発 と な っ た の で、 設 備 の 復 旧 と 増 強 を

図 っ た。 さ ら に 同29 年(1954) 、 ス イ ス のエ リ コ ン 社(OerlikonEngineeringCo.)

と技 術 提 携 し、 水力 発 電 機 の 製作 を開 始 す る こ とに な り、 発 電 機 試 験 用 ピ ッ

ト の 建 設 をけ じ め、 多 く の 新 鋭 機 械 を 増 設 し た。

昭 和29 年4 月、 も と川 崎 航 空 機 工 揚 跡( 神戸 市 兵 庫 区) に新 設 し た 兵 庫 電

機 工 場 に、 岡 田 浦電 機 工 場 の諸 設 備 を 移 設 し た。

水力発電機試験ピット( 昭和28 年)



1・ 本 社 電 機 工 場

現在の電機工場は、 昭和17 年(1942) に造機部第5 ・第6 機械工場として

建設されたが、 戦後、 造機諸施設が旧工場に移った跡を、 同22 年(1947) に

電機工場として転用したものである。 工場建物の面積やクレ ーンは、 ほぼそ

の当時のままであるが、 その後設備機械を整備し、 工場の面目を一新した。

電 機 工 場 施 設 昭和31 年
(1) 建物・クレーン

面 積( 延 坪)() 内 はm2 ク レ ー ン(T × 基)

(3 階建) 80 ×140 ×230 ×225 ×25 ×52 ×41 ×7

(2) 工 作 機 械

名 称 旋 盤
中ぐり
盤

ボール
盤

プライス

盤
竪削盤 形削盤 研磨盤 剪断機 打貫機

水 圧

プレス

ク ラ ン ク

・ プレ ス

台 数 33 6 21 7 4 11 1 4 19 1 1

溶 接 機

横ボール盤( 昭和30 年) 300T クランク・プレス( 昭和30 年)



(3) 主要設 備

名 称 数j1 名 称 数 量

絶 縁 成 型 圧 縮 機 2 台 3T 動 的 釣 合 試 験 機 1 台

ワニス真空忿浸お よび乾燥装置 一 式| 静 的 釣 合 試 験 機 4 〃

乾 燥 室 2 基 試験用ピ ット(径12mx 深8.2m) 1 基

界 磁 線 輪 巻 機 19 台 ピ ッ ト 付 属 電 気 装 置, 一 式

大 型 平 打 巻 機( 厚1~12mm) 1 〃 1水銀整流器（1500kw連続) 一 式

バ イ ン ド 巻 機 4 〃 耐 圧 試 験 装 置 一 式

線 輪 加 熱 圧 縮 装 置 6 組 耐 電 圧 試 験 装 置(150kv) 2 組

水 圧 機 械 3 台 自 動 遮 断 試 験 装 置 一 式

油 圧 機 械 1 〃i 衝撃電 圧 発 生 装 置(1,050kV) 一 式

鍍 金 装 置 一 式j レ ー ヤ ・ シ ョ ー ト. テ ス タ ー 1 組

塗 装 装 置 一 式 衝 撃 試 験 装 置 一 式

電 気 炉 1 基 エ ブ ス タ ン 鉄 損 測 定 装 置 一 式

加 熱 回 転 装 置 4 組

真空き浸装置(昭和30年) 水銀整流器( 昭和30 年)

2、 岡 田 浦電 機 工場

昭和18 年(1943)6 月、 泉州工場の福利施設および倉庫として利用するた

めに、 大阪府泉南郡西信達村大字岡田の寺田紡績工廠( 工場敷地16,144 坪

建坪3,739 坪) を買収した。 しかし電機工場は工事量増大のため、 工場を拡

張する必要に迫られていたので、 目的を変更し、 同年12 月、電機工場の分工



場として岡田浦分工場が発足した。

設備の大部分は本社工場から移し、従業員は一部本社工場から転籍のもの

のほかは、大部分を徴用工員・動員学徒・女子挺身隊および現地にて応募の

ものを当て、 最盛時には500 名を数えた。

岡田浦電 機分工場( 昭和18 年)

岡 田 浦 の 幾 歳 月

亀 谷 出

この工場は、 もともと泉州工場の宿舎 と

倉庫にあてるために買収したが、 戦局の進

晨に応じて本社工場の疎開と拡張のため昭

和18 年 に開設され、車両用の電気機器を主

として製作し た。

移転の直接 の動機は、 毎年 の水害に加え

て40 年 も経ている老朽した建築なので、 そ

の復旧や補修に少からぬ無益の金がかがる

ため、 独立採算制 の工場 とし て赤字に悩ま

されたことである。特に昭和27 年の水害 の

ときは、1,000 万円以上 も復旧費 がかかる

始末で、 どうにも、 手の打ちようがなかっ

た。

そのころの経済界は不況であ り、 ド ッジ

声明等 もからみ、 結局経営合理化 の点で移

転することとなっ た。 どこへ移すかについ

ては随分と手塚社長 や重役 のお方に心配を

かけたが、 結局、 現 在の電 機工場に移転す

ることに決まったのである。

移転 と一 口に言っ ても、 工場と従業 員と

その家族全部 が、 不便な岡田浦から神戸ま

で100km ものところまで、 引越しをするの

が大変な仕事である上に、 工場を然 るべき

ところへ譲渡するとか、 地元 の村とト ラブ

ルを起 さぬようにせねばならぬとか、 面倒

な問題が山積していた。

しかし、 この工場 は工場内に社宅 があっ

て家族的な雰囲気があふ れていたし、 引越

しと閉鎖を同意語に考 える位に全従業員が

緊張し ていたのがよかった。 洪水 のときに



開設以 来、 主 とし て舶用配電盤・ ウ インチ器 具・ 自動起動器な どのほか、

KS 配電 箱 。電 車用主 制御器・ パンタ グラフ などの製作を行な った。

空 襲の災は免 れたが、 もともと工 場建物お よび 寮・ 社宅 いずれ も相当 老朽

化し た木造建築 であ る うえに、 工場 敷地が樫井川 尻の海岸にあ ったので、 開

設以 来、 高潮 や河水のは んらんに より数次 の被害をこ うむっ た。特 に昭和27

年(1952)7 月 の台風に より、 工場 ・ 寮 ・ 社宅 ともに浸水し、 その被害は か

つてない程はな はだしく、 その後 継続使用に耐え 得るや否や すら も危ぶ まれ

るに至 った。(昭和23.3.1.岡田浦電機工場と改称)

昭和29 年(1954)3 月、 つい に設備・従業員 ともに新設 の兵 庫電 機工場に

移し、 土地お よび建物は、 その後坂 本紡績に売 却し た。 泉州工 場は「閉鎖」

であるが、 岡田 浦電機工場 は「移転」 であ る点にそれぞれ 異なる意味があ る

といえ よう。

3・ 兵 庫 電 機 工 場

川崎 航空 機工 業が、 昭和29 年に至 り、戦後再建の明石工場に移 転し たので、

は、 最後は工場 と運命を共にするのだと、

40名あ まヽりの社員が、 決死的 な活動をして

水魔と闘ったぐらいで、 ガッチジと団結し

ていた。 洪水のときの善後策は、 斉 藤( 二

郎) さんの果断な指揮でヒシヒシと運んだ

が、 その後、 斉藤さんは本社と兼務になら

れるし、 私の敬愛する相棒 の荊尾技師が東

京へ転じてから後は、 私一人でやらねばな

らなくなっ てしまった。

曾 社からは 「3 月1 日に移転を始め、3

月中に完了すること。 出来得る限 りアイド

ルを出さぬこと」 と示達があっ たので、 移

転の直前まで仕事はやめられなかった。 ア

イドルを防ぐため、 機械を扱う人は、 当人

と家財とを同時にトラックに乗って貰うよ

うな手を打つた。

全従業員230 名 の協力を得 て、 予定通 り

移転を終り、4 月1 日に兵庫電機工場 の開

場式に臨んだ時は、 やれやれという安堵感

で、 力が全身から拔けてしまったような感

じであった。

幾歳月を喜びと苦し みに過した 「岡田浦

工場」 の名は遂に消えていったが、 パンタ

グラフの製作などは、 岡目1浦工場が開拓し

た分野だし、 戦後も電気機圏車の器具製作

を再開するなど、 積極的に稼働し たので、

それが現在電鉄や国鉄関係の仕事の基盤を

成していることは、 ひそかな喜びである。

(当時岡田浦電機工場総務課長)



兵庫工場の時代から使

用していた建物を譲り

受けて岡田浦電機工場

の設備をここに移すと

ともに、 本社工場から

車両関係電気機器の製

作設備をあわせて、 昭

和29 年(1954)4 月1 日

から兵庫電機工場とし

て操業を始めた。

兵 庫 電 機 工 場( 昭和29年)

兵 庫 電 機 工 場 施 設 昭和31 年

(1) 建 物

名 称 構 造 棟 数 面 積( 延坪)() 内はm2

主 工 場 鉄 骨 平 家 3 3,685(12,161)

鍍 金 工 場 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 1 45(149)

サンド・ブ ラスト室 1 22(73)

事 務 所 鉄骨コンクリート4 階建 1 826(2,726)

資 材 倉 庫 木 造 1 130(429)

(2) ク レ ー ン

種 類 基 数 能 力(TX 基)

ク レ ー ン 4 5×22 ×2

ホ イ ス ト 10 2×51 ×4 今x1

蓄 電 池 ク レ ー ン 1 1 ×1

(3) 工 作 機 械

名 称 各種旋盤 竪 旋 盤 中ぐり盤 形 削 盤
各 種
フライス盤

ボール盤
各 種
研 磨 盤

そ の 他

台 数 45 5 514 15 19 4=11



(4) 主 要設 備

名 称 数 量 名 称 数 量

絶 縁 成 型 圧 縮 機 4 台 加 熱 回 転 装 置 4 組

1 台真 空 含 浸 装 置 一 式 動 的 釣 合 試 験 機

乾 燥 室 1 基 静 的 〃 2 〃

線 輪 巻 機 10 台 耐 圧 試 験 装 置 一 式

平 打 巻 機 2 〃 耐 電 圧 試 験 装 置 3 組

バ イ ン ド 巻 機 械 2 〃 衝 撃 試 験 機 1 台

線 輪 加 熱 圧 縮 装 置 一 式 マ イ カ ル ク ス 製 造 設 備 2 基

水 圧 機 械 9 台口 可 溶 器 組 立 装 置 一 式

油 圧 機 械 1 〃 列 車 発 電 機 試 験 装 置 4 組

鍍 金 設 備 一 式 タ ー ボ 発 電 機 試 験 装 置 一 式

塗装設圓 赤外線加熱炉
サンド・ブ ラスト装置

電 気 炉

一 式 パ ン タ グ ラ フ 試 験 装 置 1 台

2 基

4・ 課 電 工 場

大正13 年(1924) になって、 南浜に鉄骨平家建3 棟の工場(633 坪) を新設

し、400kW 電動発電機(2 台)・30kW 電動発電機(1 台)・充放電装置やその

他の付属装置を設備し、 主として潜水艦用電池の充電および電池の一般補修

を行なってきたが、 昭和20 年(1945)3 月に被爆焼失した。

戦後、 潜水艦の建造再開に当って、 ふたたび課電工場の設備を必要とする

ようになったので、旧工場跡に再建を計画している。

第4 節 検 査 ・ 検 定 並 び に 試 験 設 備

1. 材 料 試 験 設 備

当社は明治44 年(1911) に、 バックトン水平式100 英トン引張試験機を輸

入し、以来 ジレー式100T 万能材料試験機なども増設して、 各種材料の強度

試験を行なってきた。



大正5 年(1916) に材料試験室(40 坪) を新設し、 さらに各種試験機を増設

した。同10 年(1921) 、逓信省船舶試験所およびロイド協会の検査試験に合格

したので、 本格的に船用品および材料試験を行なうことができるようになっ

た。

その後さらに検査能力を充実するため、 アイゾット衝撃試験機・各種硬度

計・磁気探傷機・金属顕微鏡・各種精度測定機等を設置した。 溶接工法の普

及につれて、 溶接部の気泡や溶滓の有無を検出するため、 昭和9年(1934) に

200KVP のX 線装置一式を新設した。

検 査 主 要 設 備 昭和31年

試 験 装 置 名 型 式 能 力 台 数

引 張 試 験 機 バ ッ ク ト ン 型 水 平 式 100T 1

各1万 能 材 料 試 験 機 リ レ ー 型 100T50T

〃 ア ム ス ラ ー 型 50T5T300kg 各1

屈 曲 試 験 機 〃 30T 1

発 条 試 験 機 〃 500kg50kg 各1

硬 度 試 験 機 ブルネル ロ ックウェ ル ビ ッカース 各1

徴 小 硬 度 計 ビ ッ カ ー ス 1

衝 撃 試 験 機 アイゾ ット型 シャルピ ー型 17kgm30kgm 各1

疲 労 試 験 機 屈 曲 捩 衝 撃 各1

圧 力 計 試 験 機 2 連 式5 連 式 1,500kg/cm2100kg/cm2 各1

1万 能 精 密 顕 微 鏡 測 定 範 囲0 ～1,200mm 精度10-3mm

精 密 長 さ 試 験 機 測 定 範 囲48in1,200mm 精度10-61n10-3mm 2

金 属 顕 徴 鏡 竪 型 横 型
2

1

分 光 分 析 計 QL170 型

ガ ス 分 析 装 置 オ ル ザ ッ ト 型 3

X 線 検 査 装 置 250KVP200KVP175KVP125KVP 透過厚み70mm 鋼板 6

17 線 検 査 装 置 500MC

超 音 波 探 傷 機 スペリー型 ケルビン型 0.5～5MC 各1

1

3

5

超 音 波 厚 み 計

磁 気 探 傷 機 通 電 型 残 留 磁 気 型

各 種 カ メ ラ ラ イ カ キ ャ ノ ン

そ の 他 約40 点



戦時中、 設備の一部を神戸市内生田川分館に疎開したが、 戦後これを回収

し、 昭和21 年(1946)8 月には日本海事協会の船用品試験機検査試験に合格し、

同26 年(1951) にはロイド協会の溶融溶接class1 の認定を受けた。 同年12 月

に新館(66 坪) を増築して、 諸設備をさらに集約整備し、 その後、 溶接工 事

が増加したので、 各種X 線装置・超音波探傷機・C060 アイソトープなど

を設置した。

2。 水 力 実 験 室

発電 用水車 のモデル 試験 その他 各種 水

力 機械 の試験 用とし て、昭 和29 年(1954)

に鉄筋 コン クリ ート2 階 建の水力 実験室

1 棟(70.64 坪) を新設し た。

水力 実 験設 備

ポ ン プ

型 式 可動翼軸流式竪型

揚 程 5.5m

水 量 1.5m3/sec

駆 動 用 電 動 機

回 転 数 900rpm

電 動 機 100kW

上. 下 水 路l 高 低 差4.0m

水力実験室( 昭和29年)

3。 マ イ ル ポ ス ト

創立当初には、 敏馬浜の1 海里マイルポストだけであったが、建造船の速

力がしだいに増してきたので、 明治38 年(1905) 、 御影浜に約1 海里および

2 海里のマイルポストを設けた。

そののち、 船型の大型化と速力の増加により、 試験水域に相当の水深を必

要とするに至ったので、 大正元年(1912) 、 淡路島佐野町 付近に約1 海里と3

海里のマイルポストを新設した。 その後、 海軍の大型艦船を建造するように

なり、 淡路沖でもなお水深が不足のため、 正規の試験を行なうことができな

くなり、 大正3 年、 和歌山県箕島付近にも約1.18 海里と1.25海里のマイルポ



スト を建設し て高速 艦船の速力 測定 に使用

するよ うにな った。

これらの マイルポ ストは、 当 社にて建設

・ 補修し、 海軍水路部 の距 離測定を受けて

公認され たのち、 水路部発 行の海図に記載

され た。

マ イ ル ポ ス ト 昭 和31 年

名 称 距 離(m) 建 設 年 月 備 考

御影

マイルポ スト

1,853 および

3,687
明治38. ‐-

昭和25 年

ごろ撤去

淡路 〃
1,875 および__.

5,633.3 大正兀.8

|

紀州 ダ

2,120.134

お よび3.12

2,323.873......-.-- 一一一

淡路のマイルポスト( 昭和29 年)

マ イ ル ポ ス ト の 今 昔

魚 住 武 一

高速艦船のト ライアルを淡路沖で行なう

と、 波浪によって出漁している漁船や沿岸

地域が、 被害を受けることがよくあっ たの

で、 海軍 の指示もあり、 大正3 年に紀州の

箕島付近にマイルポス1ヽ をつくった。 現在

は淡路に3 ヵ所、 紀州に3 ヵ所 のマイルポ

ストを持っている。

御影・敏馬にあったマイルポストは、 戦

後、 貸地料 の値上げの申し出があったが、

全く不用になっているときでもあ り、 昭和

25年 ごろ撤去した。 各マイル ポスト の間で

速度測定をするとき、 以 前は海事官が立会

っていたが、 今は船級協会が立会うように

なった。

戦前のことであるが、 マイルポストの場

所は当社からドック長、 また海軍からは監

督官 が出て選定し、 海軍水路部が実測し た

のちに海軍により正式に承認され、 水路部

の海図に記載された。 この承認をして貰わ

なくては、 何の権威もなかった。

紀州、 沖の島にあるマ イルポストの補修

をするのに小舟に補修材料 を積んで出かけ、

補修が済んでい ざ帰るときに海が時化て、

数日 その島から離れられなかったこともあ

っ た。 何と言っても、 最大の問題は試運転

による漁業の補償問題であるが、 幸いにし

て当社は関 係漁業組合の理解で、 ト ラブル

の起ったことはなかっ た。



第5 節 動 力 設 備

1・ 電 力 設 備

創立し たころ は蒸気

のみが動力源 であ った

が、 明治34 年(1901)

に初 めて社内に発電 所

を設 置し、150kW 直 流

発電機2 台 を据付けて

給電 を開始し た。同39

年(1906) 、 米国 から

500kW の直 流 ターボ

発電機1 台を輸入し た

ほか、300kW 直 流発電

機1 台を増設して、動力の大半を蒸気力から電力に切り替えた。

社 内 発 電 所( 明治34 年)

昭和18 年に決めた契約(1 船1 回500 円)は

昭和25 年ごろまで継続したが、 漁業組合 の

申し出 もあり、 利 用造船所の日立造船( 桜

島)・藤永田・大阪造船・佐野安船渠・塩山

船渠. 新三菱重工・播磨造船等の各社とも

慎重に話合いが進められ2 回更改された。

第2 次世界大戦中は、 軍 艦については海

軍が実権を握っでい たので、 補償料につい

て海軍 と交渉に出かけた漁業組合が、(帝国

海軍 の艦艇が自国の領海を航走するのに、

何んびとにも気兼 ねをする必要はない」 と

若い将校 からきめっけられ、 荒海を恐れぬ

漁業組合の人も、 いささか頭を痛めたと聞

いたことがある。

現在の速力計測の方法 も、 やがては電波

による方法に代 えられるのも遠い将来 のこ

とではな さそうである。

(庶務課副課長)

試 運 転 に よ る補 償料 …… そ の1 昭和25年11月20日

試 運転 による補償料……その2 昭和31年12月8日更新



大正4 年(19115) 、 新たに第2 発電所 を設けて、 初めて交流 ターボ発電 機

(2,500kVA)1 台 を設 置し、 翌5 年、 第2 変電 所を新設して電動 発電 機(1,000

kW)1 台 と回 転変流機(500)iW)3 基 とを据付けた。

大正9 年(1920) 、 さらに交流 ターボ発電 機(2,500kVA)1 台 と電動発電機

(1,000kW)1 台 を増設し た。 このため発生電力 は自家用 をみたし てなお余 裕

を生ず るに至った ので、同12 年 から同13 年にかけ て常時600kW を神戸 市電

に供給 するこ とにな った。 同13 年5 月、 市電 の設 備計画完 成後には、 逆に神

戸市電 から保安電 力 として86kW の供給 を受 けるこ とにな った。

昭 和5 年(1930)4 月、 神戸 市電か らの受 電量 を2,400kW に増加し、 同年

11 月 からのちは自家 発電 を全面的 に中止した ので、従来の第1 発電 所を変電

所に変 え、 第2 発電 所だけ を予 備発電 所 として存 置し た。 そのの ち、 電力 の

需要 はますます増大し、 受 電量 も年 とともに増 加し たので。 受配電 用変電設

備を さらに1 ヵ所増設し た。

昭和30 年(1955) には受 電量 が8,50OkW に達し、 工場動 力の交流 化も殆 ど

完 成し たので、 直流電 源用の回転変 流機3 台 を廃し、 予 備用の2,500kVA. 発

電機 も2 台の うち1 台 を処 分し た。

電 力 施 設 昭和31年

建 物 名 称 構 造 面積(延坪)
() 内はm2

設備機械 その他 容 量

第1 変 電 所 煉 瓦 造2 階建 92(304) 変 圧 器 1,500kvAX6(11,000V/230V)

第2 〃 〃 平家建 91(300)

220(726)

340(1,122)

電 動 発 電 機

″

変 圧 器

(AC2,200V/DC230V)

400kVA><4(2,200V/220V)

第3 〃
鉄筋コンクリート

2 階 建

変 圧 器

〃

〃

2,000kvAX2(11,000V/2,200V)

(2,200v/230v)

予 備 発 電 所 鉄 骨2 階 建 交流ターボ発電機 2,500kVAxl

2・ 圧 縮空 気 設 備

明治40 年(1907) 、 第1 発電所の中にスターリング・ボイラとともに、500

HP 空気圧縮機1 台を新設したのが社内圧縮空気設備の初めであった。 大正

元年(1912) さらに圧縮機2 台を購入して、 バブコック 。ボイラとともに第

1 ドックの南側に据付け、 配管によって各船台に送気するようになり、 さら



に大正8 年(1919)3 台、 翌9 年2 台を増設した。 これらの圧縮機はいずれ

も蒸気駆動のものであったが、 うち2 台はのちに電動に改造し、 別に電動圧

縮機4 台を増設した。

戦後、 溶接ブロック建造方式の採用によって圧縮空気の使用量減退のため、

昭和31 年(1956)8 月 以後は蒸気駆動の第1 空気圧縮室を廃止した。

圧 縮 空 気 施 設 昭和31 年

建 物 名 称 構 造・場 所
面 積 設 備 機 械

() 内はm 種 類 出力(HP) 口 数

3

2

1

第2 空 気 圧 縮 室

第3 〃

第4 〃

鉄 骨2 階 建 124(409) 電 動 圧 縮 機 1,700

第3 船 台 下 72(238) 〃 1,000

製 缶 工 場 内 〃 600

第6 節 運 搬 設 備

1・ 陸 上 運 搬

ロコモチブ・クレ ーン( 明治40 年)

構内工場 間の重量 物運搬は、

初 期のころは主 とし て手押し の

ト ロッコや ロコモチブ・クレ ー

ンを使用し ていたので、 構内に

は至 るところに軌条 がし かれて

い たが、 その後、 運搬作業 の合

理化 と機動 的能率向上 の両面か

ら、 電 動牽引 車お よび貨物 自動

車 がし だいに これに代る ように

なった。

さらに戦後、 構 内の運搬に はクレ ーン・ トラ フグお よびトレ ーラ ー・ト ラ

ックなどを用い るよ うにな ったので、 ロコモチブ・ クレ ーン用 の軌条 は殆ど

撤去 され た。

クレ ーン・ト ラッ ク、 トレ ーラ ー・ トラ フグの使 用は運搬能率 の向 上に大



きく役立ったが、 一方軌条の撤去によって、構内の屋外作業面積利用度は著

しく増大した。

なお、社外の遠隔地向け輸送のために、 鉄道引込線が昭和21 年(1946) に

開通し、 国鉄湊川駅と当社構内の起重機下とを結んでいる。

8T クレ ーン・ト ラック( 昭和25 年)

陸 上 運 搬 設 備 昭和31 年

名 称 能力(T) 台 数 名 称 能力(T) 台 数

ロ コ モ チ ブ. ク レ ー ン 5 3 無 軌 道 電 動 運 搬 車 0.5～1 8

軌 道 電 動 牽 引 車 20 1 フォーク・ シフト・トラック 2 1

軌 道 貨 車 5～20 7 ク レ ー ン ・ ト ラ ッ ク 1.5～8 5

ダ ン プ カ ー
1

412 ト レ ー ラ ー ・ ト ラ ッ ク 15～20 2

貨 物 自 動 車 4～10 9 ト レ ー ラ ー 台 車 25 1

小 型 三 輪 貨 物 車|0.5 ～1181111

¶㎞..... ・-.-... 一一.----&-...M......-
¶皿.-・, ・. ・k-. ・------- 一一 ¶-....r-

2・ 海 上 運 搬

(1) 曳船お よび交通 船

創業 のころ は、 曳船 とし て木造船 「敏馬丸」(96G.T.)1 隻と、 交 通船 兼

用の ランチ数隻を持 っている のみであっ た。

大正2 年(1913) 、 鋼船 「高砂丸」(134G.T.) を新造し、 同9 年(1920)

には姉妹 船「元丸」・「仲丸」 を新造す るとともに 「敏馬 丸」 を解体し た。 昭

和11 年(1936) 以後、 新たに「住吉丸」・「敏馬 丸二(Ⅱ)・「垂 水丸」・「多 奈川

丸」 など優秀な曳船 を新造し た ので、同30 年(1955) 「高砂 丸」を廃却し た。



曳 船 一 覧 昭和31 年

船 名 ト ン数(G.T.) 速力(kn)| 機関出力(HP) 種 類 基数 建造年次

元 丸 95.0918.0 482 2 段 膨 張2 大正9

仲 丸196.338.0 482 〃,2 〃

住 吉 丸152.2718.5 800 ディーゼル電 気推進2 昭和11

12摩 耶 山 丸 22.9216.5 120 焼 玉1

敏 馬 丸(Ⅱ) 172.27 8.5 1,000 3 段 膨 張 2114

垂 水 丸 174.20 8.5 1,000

-.........

〃121 〃
_

〃1219多 奈 川 丸:184.24 °8.0 1,000

(注) ほかに、交通船として「竹丸」・「雪丸」・「ひよどり丸」などかおる。

以上 の うち 「住吉 丸」 は、 当 社の設 計・ 建造にかか るワード・レ オナード

式電 気推進 船であ る。 曳船 とし て使用され てはいるが、 動力 船 とし て直 流・

交流発電機 と空気圧 縮機 の設 備を持 ち、 沖掛りの船に電力 または圧縮空気 を

供給す るな ど大い に活 躍し ている。

(2) フロ ーチ ン ク・ ダレ ーン

当 社のフ ロ ーチ ンタ・ クレ ーンは次の通 りであ る。

フ ロ ー チ ン ク. ク レ ー ン 昭和31 年

名 称 ふ 船 汽 缶
圧 力

(kg/cm2)
クレ ーン
種 類

起 重 臂 製 作 者 製作年次

明治32

大正2

11

15T クレ ーン 97 ×30×8
竪型

3.21mx1.37m
7 蒸気巻上機

旋回および

俯 仰 式

台 船…当 社

機 械…英 国

50T 〃 75×40 ×8
円型

2.084m ×2.3m
8

〃

主・補各1
回 定2 脚 当 社

200T 〃 130 ×70 ×14

円型

14×12 13.4

〃

主2 ・補1 俯 仰 式
台 船…当 社
機 械…英 国
コー ワ ン・

ジ ェ ル ト ン

上記 のほ かに、150T クレ ーン1 基 を持っていたが、 昭和25 年(1950)9

月、 進駐米軍 の懇請に よって同軍 へ売 却し た。



200T 海上 クレ ーン( 大正11 年)



ブ ロ ッ ク 建 造 定 盤



″COSMIC" の 船 尾



第13 章 分 工 場 そ の 他

第1 節 泉 州 工 場

1. 発 端

昭和12 年(1937)7 月に突発の蘆構橋事件から、 日華事変は拡大の一路を

たどった。 事変の進展に伴い、 当社の艦船建造受注隻数はますます増加し、

既存の設備のみでは、 とうてい時局の要諸に応ずることができなくなってき

た8 しかし、 艦船工場( 本社工場) の敷地には拡張の余地は全くなかった。

また、ドックは小型の乾ドック1 基のみで、 艦船の入渠工事に支障が多かっ

たので、 大型ドック構築の必要に迫られ、候補地の選定が活発に論議された。

当時海軍でも、 阪神地方に大型ドックを必要として、 敷地を物色中であっ

た。 たまたま、 真島( 健三郎) 工学博士から、 大阪府泉南郡多奈川村および

深日村( 昭和30.4. 一 に当時の多奈川町・深日町・淡輪町お よび孝子村は合

併して岬町となった) の海岸が深海であり、しかも地盤が堅固であるとの理

由で推薦を受けたので、当社では慎重調査の末、 昭和13 年(1938)5 月、 こ

の地 をド ックお よび工場 建設の候 補地 に選定し

て海軍の意向 をただし た。これ に対し て同年11

月、 海軍は全面的 に賛意 を表し、 軍の手 による

大型ド ックの構築 を決定す るとと もに、 当 社に

対し てはその隣接地 に工場 を建設 する よう申し

渡し があ った。

当社 では潜水艦 の建造と艦船 の修理能力 を拡

充する ために、 ド ック3 基、 船 台4 基のほか に

付属工場お よび艤装岸 壁等を建設 するこ とにな

った。 南海電 鉄 もこ の計画に呼 応し て南海本線

から当 工場 までの支線( 南淡輪 一 多 奈川駅) を

敷設 するこ ととなり、 昭和19 年(1944)5 月31

日に開 通し た。 艦 本か らの申渡覚( 昭和13 年)



2・ 建 設 と 操 業

こうして、 海軍のあっせんにより、 昭和14 年

(1939)4 月から工場建設敷地85,599 坪の土地買

収を始め、翌15 年12 月これを完了した。 しかし

ながら海軍の計画による大型ドックは、 その後、

都合によって工事半ばで中止となり、 それに代っ

て当社計画の第3 ドックが海軍の手によって構築

されることになった。

敷地は主として民有地を買収したので、民家190

戸の移転に関していろいろと紛糾が生じ、 その円

満な解決のために惨たんたる苦心を重ねたが、 昭

和17 年(1942)4 月にようやく全部の移転を見る

に至った。 一方、同16 年5 月からこの買収地の海

岸に沿って、82,800 坪の埋立に着手した。

買収地は主として工場敷地にあて、 船台・ドック・艤装岸壁等は埋立地域

内に配置した。 当時、 潜水艦の建造は焦眉の問題であったので、 まず船台を

建設して、 昭和17 年6月20 日その第1 艦( 潜水艦「呂112 」)を、 次いで7 月

に第2 艦、10 月に第3 ・第4 艦と相次いで起工した。 このころはまだ艤装岸

壁が竣工していなかったため、 これらの潜水艦は進水ののち神戸に曳航、 本

社工場で艤装のうえ海軍に引渡した。

昭和17 年(1942)9 月には、 高松宮殿下お よび島田海軍大臣が工場建設工

事促進のため来所されるなど、海軍側の激励を受けつつ工事は順調に進んだ。

同年10 月28 日、泉州工場開所式を行い、引続き既定計画の線にそって諸施設

の充実に努めているうち、 翌18 年2 月、海軍艦政本部から「大型潜水艦年間

10 隻建造を目標とする第2 次設備拡充計画」 が示達され、しかも、 その完成

期日は昭和20 年(1945)3 月末日と限られた。

もともとこの工場の目標は、 大型潜水艦の建造年間3 隻、 潜水艦の大修理

2 隻( 当時海軍では修理工事を大修理・特定修理・小修理に分けていた)、商

船の建造1 隻その他艦船の修理等であったので、 海軍指示によるこの計画の

線まで拡大するためには、 船台を初め、 工場や付属設備も大規模な拡充を必

要とし、 従業員 もまた大幅に増員せねばならなかった。

社 報( 昭和17年)



当社のこれらの負担は、 すでに投入した巨額の建設費に加えて、 さらに、

多くの困難を伴うので、 昭和18 年(1943)7 月、 海軍艦政本部長に「既設お

よび将来の設備一切を官設とし、 その運営を当社に委託されるよう」 請願し

たのであった。 これに対し、同年11 月に至り建設総費の半額を政府出資、 半

額を当社出資とする具体案を提出するよう示達を受けた。翌19 年2 月に一応

の成案を得たが、 戦局の推移によって、 海軍艦政本部は重ねて「さきに示達

した建造目標を変更する。実施計画案を変更し、必要最少限度に絞るように」

との通達があった。 海軍の意向が以上のように変転したため、 建設と操業と

を並行させなければならない泉州工場としては、 支障も実に多かったが、 そ

れを訴えるには、 戦局はあまりにも緊迫の度を加えていた。

当工場としては、 海軍の意向に沿って直進するほかはなかったので、 幾た

びか海軍側と協議を重ねたのち、工場建物・機械および構築物等の生産設備

と敷地をすべて官設とし、 工場 事務所・福利厚生施設等に属する土地・建物

・備品・什器の一切はこれを民設とする…… いわゆる ″半官半民″の形で建

設を行い、 その経営は当社が担当するということに落ち着いた。

このようにして、 工場の建設はようやく軌道にのり
、

潜水艦・海防艦等の

建造を相次いで行なった。 全従業員は、 本社工場を離れた遠隔の地であらゆ

る不便をしのびよく努めた。昭和19 年(1944)8 月には台風によって桟橋・船

台・護岸に多大の損害を生じ、さらに翌20 年7 月に受けた空襲のため大きい

被害をこうむりながらも、 ひたすら戦時生産に努めたが、ついに8 月15 日の

終戦となり、 生産は完全に停止してしまった。

泉州工場総合事務所落成記念撮影( 昭和18年)



3・ 民 需 産 業 へ の 転 換

当工場 の生産は軍需工 事

に限ら れてい たので、 終 戦

とともに作業が全面的 に停

止し たことは、 や むを得な

かっ た。 戦時中の最盛 期に

は、 徴用工・ 動員学徒・ 挺

身隊な ご4,700 人 を含 め、

合計6,800 人 の従業員 を擁

し てい たが、 終戦 のため操

業が停止したので、同年9 月には、 徴用工・動員学徒・挺身隊等の就労を解

き、 一般従業員も大幅に整理縮減した。

終戦となった以上、 工場を存続していくには民需産業へ転換する以外に更

生の道はなかった。優秀な技師や工員が鋤・鍬・鍋などの製造を始めるほか、

総 合 事務 所( 昭和18年)

造機技師、 鍋を造るの記

正 亀宰 一郎

昭和20 年8 月、 戦争が終 ると同時に、 泉

州工場の仕事はノベッタリ止 まった。 軍の要

請によって生れた工場であってみれば、 や

むを得ぬこ とであったが、 多数 の工員 を遊

ばせておく訳にはいかなかった。

造船部長の二瓶さん( 現常務取締役) と

相談したところ、 造船部は戦災電車の修理

受注を目標に活動を始めるとのことであっ

たが、 造機部 としては差し当って何 もする

仕事がないので、 いろいろ研究の結果、 塩

や家庭川品( 鍋・釜・電熱器) を造ること

を考 えついた。 製塩は簡単だが政府専売業

なので、 自家川量 の範囲を越すことができ

ぬため、 鍋を造ることになった。

エンジンを手がけることには長い体験が

あり、 いささか自信もあったが、 鍋を造る

なんて初めてのことで、 乗し て市場価値の

あるものができるかごうかがひごく不安で

あった。 試作し たものを従業員に配り、 率

直な感恕を求め、 それをもとにして、 いろ

いろ改良を加えて、 製品がで き上っ た。

各地とも被爆 のため と、 長い間のきびし

い戦時下 の物資統制のため、 金属製 の家 庭

川品に不自由していたときとて、 相当に需

要があった。 幸い工場に多くの旋盤があっ

たので、 そのうちの小型旋盤をフルに使う

ことができたため好都合であった。

永年勤続して退職した者に も取 り扱わし

たほか、 営業 課の谷本 君が スキー・ツアー

に使っていたサブ・リュックに見本の鍋を



・手 すきの従業 員は

製 塩に従事するな

ど、 今思い 出し て

も佗しい 日がし ば

らく続いた。 いつ

ま で農 耕具や家 庭

用品 の製造を続け

て も、 これ のみで

は自滅 への道をた

ごるにほかならな

かった。や がて「第

37 号海防艦」 と建

造半ば で中止 とな った潜水艦 の解体作業 に続いて、 漁船、 キャ プチ ャー・ ボ

ート、 貨物船、 貨客船 などの建造・修 理をする ように なり、 また南海電鉄・

近畿 日本鉄道 の戦災車 両修復工 事な ど、 民需産業 への転換 を図 って苦境の打

開に努め た。

車 両 修 理 工 事( 昭和24 年)

詰めては大阪・和歌山・奈良 へ足を延ばし

農 会や官庁 の購買 組合に働きかけてくれた。

製品は気味が悪いぐらいに評判がよくて、

製造に追われ通しであっ た。 営業課は強気

で、 殆ごがC ・O・D にしたので、 経理課は

大へん喜 んでくれた。 それは本社の方 では

「なるべく泉州工場だけの収入で自立するよ

うに……」と言って来ていた際だったから。

やがて材料の薄板がなくなったが、 西山

さん( 現川 鐡社長) の好意で製版工場から

出してくれた時 は嬉しかった。 社外から材

料を仕入れていては、 採算がとれなかっ た

であろうと思う。

泉州工場製 の鍋がひごく好評なのには、

]喜んでよいものかどうかと、 関 係者は顔を

見合わせては苦笑し、 技術者本来 の仕事が

できる日の一日も旱いことを皆な心から願

った。 進駐軍の将校が、 鍋を造っているわ

れわれを見て驚き、 また苦境に同情してい

た。 敗けいくさの側に立つものでないこと

を泌々と思い知らされた。

やがて、 復員局の船舶修理やその他の仕

事を次々と手がけるようになっ たので、 鍋

を造ることを打ち切ったが、 それから後、

長 い問、 方々から鍋の注文がごんごん来る

ので、 こんどは営業課が弱気になり、 断る

のに汗をかいていた。

(もと泉州工場 造機部長)



工 場 全 景( 昭則18年) 工 場 と 社 宅( 昭和18 年)

終 戦後 の経済界は、 敗戦が もたらし た悪条件 が累 積して、 造船業 のみなら

ずあ らゆる企業 が苦し んだが、 特に当工場 は立地条件に恵 まれていない ため

に、 民 需転換の工場 として、 その経営は苦難 をきわめた。

海 軍が、 昭 和20 年(1945)1 月 に完成して当社 に貸与してい た第3 ドッ ク

には、 戦後 に当 工場が 建造し た 「青葉 丸」・「須 磨丸」 。「友川 丸」 等のほか、

修理または改 造工 事のた め「洋興丸」・「菱丸」・「江口丸」・「興洋丸」・

「大隆丸」 など、約35 隻 が入渠し、民需 転換に大きな役割 を果し たが、 工場 閉

鎖とと もにこれ を政 府に返還し た。

船台上の貨客船「須磨丸」( 昭和23 年)

貨物船「友川丸」の進水( 昭和24 年)



艦 船 建 造 実 績 昭和19 ―24 年

、期 間 艦 船 種 ・ 船 名 隻 数1 備 考

昭 和19 ～20

潜 水 艦

呂 号6 隻 波 号5 隻

海 防 艦6 隻

17
いずれも艤装は神戸本 社工

場で施 工

潜 水 艦

伊 号3 隻 波 号8 隻
11 いずれも船体工事中に中止

21 ～24

漁 船(143 ～304G.T ・)

第三東丸 第五東丸 第二文丸 第六文丸

天洋丸 地洋丸 玄洋丸 瑞洋丸

第三 桜丸 第五拓新丸

10

貨客船

青葉丸(599G.T.) 須磨丸(1,207G.T.)
2

貨物船

豊国丸(526G.T.) 友川丸(2,833G.T.)

瑞国丸(688G.T.)

3

合 計 43

4・ 官 設 ・ 民 設 の各 施設

当工場の設備のおもなものは次の通りである。

(1) 官 設 施 設

1) 土 地

168.399 坪( 買収地85,599 坪 埋立地82,800 坪)

2) 船 台

名 称 長(m)
幅(m)

8

許容能力(T) 構 造1 工 事 進 捗 程 度(%)

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト100

〃5

〃. 〃

第1 船 台177

. 一 一-......--..

第2 〃150

....-.

第3 〃. 〃

5,000

〃 〃

- 一 一 ー 一一-

14 ・9,000

第4 〃 215

平 船 台A 140
〃

..........

yf

〃

..... 一

〃B グ

|

〃CI 〃 ダI 夕



第3 ド ッ ク( 昭和19 年)

3) ド ッ ク

名 称1 長(m) 幅(m) 深(m) 工事進捗程度(%) 備 考

第1 ド ッ ク 210 ゛26 11 60

第2 〃 160 24 10 10

第3 〃 142 23 8 100 官 設

泉 州 工 場 一 般 配 置 図( 昭和20 年4 月)



4) 構 築 物

桟 橋(3 基)・岸壁(210m) ・護岸(974m) ・防波堤(700m) ・突堤(460m)

・船溜突 堤(60m) 等、 いず れ も未完 成のま ま終 戦を迎えた。

5) 建 物

棟数41 建坪19,689 坪

6) 機 械 設 備

機 種 工 作 機 械 木 工 機 械 電 気 機 械 合 計

台 数 218 15 123356

7) 土地建物の定着物

クレーン・原動装置・繋船設備等222 件

(2) 民 設 施 設

1) 土 地

121,453.22 坪

施 設 名 称

N0. | ぉ| Nり. 名 称

1

2

3

4
5

A・B
6

7

8

9

10

11

総合事務所

設計課・作業課

工作課・材料試験場

第1 変電所

空気圧搾機室

水圧ポンプ室

第1 現図工場

罫 書 工 場

ポンス・水圧工場

第2 現図工場

山型火造工場

12

13

14
A~E

15

16

17

18

19

20

21

木工・薄板工場

組 立 工 場

機 械 工 場

溶 拷 工 場

課 電 工 場

銅 工 場

亜鉛鍍工場

鋳 造 工 場

錬 鉄 工 場

工 具 工 場

N0. 名 称 名 称

22A,B

23
A~C

24

25A・B

26

27

28

29

30

31

32A・B

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

官給品倉庫I

一 般 倉 庫j
|

資 材 課|

倉 車|

診 療 所:

更衣室・札掛場i

自転車置場|

職 員 食 堂

工 員 食 堂

〃

汽 缶 室

監督官事務所i

士 官 宿 舎|
兵 舎l

道 具 渡 場l

営繕掛事務所i

造船部事務所

消防ポンプ自動車庫l

ドフク・ポンプ室I

ヤード.クレーン
タ!

第1 船 台

第2 〃:

第3 〃i

46

47
A~C

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60A~C

61

62

63

64

65
A~D

66

67

68

69

70

第4 船 台

ガ レ ー ジ

平 船 台

〃

〃

酸素発生装置室

第1 ドック

第2 〃

第3 〃

修繕課事務所

艤装員食堂・浴室

塗 具 工 場

鋳 物 工 場

石炭ガス発生装置

構内変電所

第1 艤装工場

第2 〃

倉 庫

石 炭 置 場

ドック・ハウス

艤 装 船 溜

啖 橋
〃

Z/

防 波 堤



泉 州 病 院( 昭和20 年)

2) 建 物

名 称 棟 数| 面積(坪)

事務所・倉庫等 19 4,247

青 年 学 校 5 1,461

病 院 1 1,499

診 療 所 3 257

10,073その他厚生施設 68

社 宅 635 戸

3) 機 械 設 備

機 種

台 数

工 作 機 械 木 工 機 械 電 気 機 械 運 搬 機 械 そ の 他 合 計

62 10423113 230

単 身 者 の 瑞 雲 寮( 昭和18 年)

5、 官 設 施 設 の 処 置

官設の施設に対する建設費は、当初の契約によって政府からその全額の支

払いを受けたが、 その後「戦時補償打切り」 により、終戦ののちに支払いを

受けた分け、 戦時補償特別税として返納を命ぜられた。 終戦後も、 全設備を

引続き当社で使用していたが、 関係法規がしばしば改正され、 工場の使用権

について明瞭を欠く点が多かったので、 昭和21 年(1946)6 月、 大蔵大臣に

工場施設の使用認可を願い出で、 同年12 月にその認可を受けた。

その後、 戦時補償特別措置法が実施されるに及んで、当社がさきに支払い

を受けた建設費決済額のうち、 戦時補償特別税として返還した分を差引いた



造船まっり・・・深日開港の祝い

(昭和23 年)

残額を、 さらに政府に返納することによって施設の払下げを受けられること

になり、 昭和24 年(1949)4 月21 日、 第3 ドックお よびすべての機械類を除

いた全施設は完全に当・社の所有となった。 工場閉鎖に当ってば、 地元で利用

できる建物・機械をそれぞれの向きへ譲渡または寄付するなど適宜処理し、

社宅は入居者に分譲した。

これよりさき、 昭和23 年(1948) には、 深日町・南海電鉄および当社の共

同出資により、 当社工場内の船溜りを改修して深日港を構築し、関西汽船の

深日一 洲本定期航路を開設した。 これによって、 この地方から淡路島への

渡航は著しく便利となった。

6. 閉 鎖

海軍の要請によって建設するに至った泉州工場が、終戦による艦艇建造打

切りのため、 存在の意義が希薄となったのもやむを得なかった。 しかも、民

需生産に転換を企図し、 関係者は全力を尽したが、 企業経営の上から熟慮の

末、 昭和24 年(1949)6 月30 日これを閉鎖した。



第2 編 技術と生産

第2 節 。南 方 工 場

1. ジ ャ カ ル タ 造 船 工 場

(1) 工場開設の 経緯

太平洋戦争 の進展 に伴 って海上 補給 路は延長し、 陸・海軍 の大 部隊 を輸送

するには きわめて多数の船 舶を必要 とし た。 しか も戦局の推 移につれ て被害

を受け る船 舶の数は 日とともに増加し たので、 作戦上、 船舶修理 を現地 にお

いて行 なうことが緊要 となったため、 軍 は占領地域の 破壊 され た造船設 備を

急速 に復旧 して活 用するこ とになった。

昭 和17 年(1942)3 月、 海軍 はジ ャワ島 スラバ ヤ軍 港にr 第百二海 軍工作

部」 を設 置し、同島首 都ジ ャカルタ市 タンジョンプリ オク港の(N.v.卜D.D.M.

ジャカルタ造船工場配置図…第百二海軍工作部ジャカルタ分工場( 昭和19 年9 月)



工 場 お よ びK.P.M.

(N.V.) の2 修 理 工 場

と オ ラ ン ダ 政 府 の 舟

艇 お よ び 工 具 工 場 の

3 工 場 を 合 併 し て ジ

ャ カ ル タ 造 船 工 場 を

設 置 し た 。

(注)N.V. は株式会社、D・

D.M. は乾船渠会社、K.P・

M. は王立郵船会社をそれ

ぞれ意味する。

D.D.M. 工場( 左) とK.P.M. 工場( 昭和17 年)

施 設 名 称

N0. 名 称 No. 名 称

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

総合事務所
労務課.食堂
設計課

・倉庫

日本人炊事場
診 療 所

現住民炊事場
自 動 車 庫

第1 変圧器室
電気鍍金・試験室

ポンプ
置場

第1 空気圧縮機室
第1 電機工場
工 具 工 場

第1 銅工場
鍛 錬

工 場

第1 組立工場
第1 機械工場
第1 鉄板工場
第1 鋳造工場
第1 模型工場
塗 具 工 場

第1 組立外
業部

第2 引揚船架機械室
第2 引揚船架

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34A

B
C
D
E

35
36
37
38
39
40
41
42
43
44

潜水器具庫
重油タンク
ポ ン プ 室
繋 留 桟 橋

鋼材置場クレーン
エ 員 便 所

髓質油格納庫
道 具 庫

第1 船具工場
ド
ック要具庫

舟艇掛員詰所
舟艇待合所
艤装員詰所
外業掛員詰所
鋲 庫

第2 空気
圧縮機室

船体部事務所・溶接工場
更 衣 室
餃 鋲 工 場

第3 木工作業場
第1・2・3 船台
第3

変圧器室

8,000T 船架
第1 引揚船架機械室

N0. 名 称 N0, 名 称

45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94

第1 引揚船架
道 具 庫

第2 鉄板工場
撓 鉄 工 場
鍛 錬 工 場
現 図 工 場

第3 空気圧縮機室
第2 短艇工場

z/

ドック付属便所・浴室
ド
ック付属炊事場

4,OOOT ドック
第4 空気圧縮機室
発 電 機 室

第2 組立工場
第2 機械工場
道 具 庫

第2 銅工場
第2 模型工場
第2 電機工場
第3 鋳造工場
第2 鋳造工場
第2 木工場
木 材 置 場

第2 変圧器室
事 務 所

第6 番倉庫
第7 番倉庫屑鉄集積場

コールタール・タンク
材料部事務室
木材掛・修理船員詰所

営 繕
課

木 材 倉 庫
木 挽 工 場

〃

鋳物破砕場
鋼 材 置 場

〃

圧延仲鉄
工場

第14番倉庫
第15番倉庫
第16番倉庫
第17番倉庫
第18番倉庫
狡成工貝教室

〃
木 挽 工 場

第5 変
圧器室

第6 空気圧縮機室

95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113

114

115

116

117
118
n9

120
121
122
123
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銘 板 室

第4 電機工場
第1 重量物倉庫
第19番倉庫
現住民炊事場
〃 更衣室

第3 電機工場
烹
炊用汽缶室

第10番倉庫.兵器庫
第1 木工作業場

〃

第8
番倉庫

第2 木工作業場
第3 木工場
第1 木

工場

貨物自動車車庫
製材工場・木材庫

第4 船 台第1 短艇工場

第3 組立工場・
第3 機械工場

第3 引揚船架( 未完成)

第3 引揚船架機械室
(未完成)

重量物置場
第5・6・7・8・9・10船台
利 材 工 場
更 衣 室
木 挽 工 場

第5 空気,圧縮機室
第4 変圧器室
短 艇 庫

第2 重量物倉庫
第4 木工場

〃
〃
〃

更 衣 室

工場診療所
消防器具庫

修理工場…造機(未完成)
〃 ‥・造船(未完成)

営繕課作業場
短 艇 工 場

〃
〃

軍需部倉庫
製 氷 工 場

冷 却 機 室



昭和17 年4 月13 日、当社にこの造船工場を経営するよう軍侖があったので、

調査と準備のため、 ただちに艦船工場片山( 貫三郎) 副所長ほか1 名を現地

に派遣した。 現地では一日を争うほどの切迫した状況にあったので、5 月1

日到着と同時に開所し、 もと同工場のオランダ入技師長のほ・か組長級技術員

および現地人従業員約100 名を動員して、オランダ軍によって計画的に破壊

された工場の復旧に着手した。

(2) 工 場 設 備

開設当 初の設備 は、 第1 突 堤のD.T).M. ・K.P.M. の両工場 と第2 突 堤の端

艇工場 のみであ ったが、 その後、 次の ように施設を拡充し た。

ジ ャ カノし夕 造船 工場 施 設 昭和19年

名 称 数 量 名 称 数 量

敷 地 面 積 150,000m2 船 「I 10 基

工 場 面 積 48 棟…………43,186 〃 浮 ド ッ ク 2 〃

事務 所 倉 庫 そ の他
付 属 建 物

27 棟…………10,310 〃 船 架 2 〃

工 作 機 械 242 台 繋 留 岸 壁 3

そ の 他 器 具 492 工 作 船 お よび 曳船 5 隻

変 電 設 備 500kVAX5200kVAX3
300kVAx1

交 通 艇 7 〃

空 気 圧 縮 機 200HPX345HPX1
35HPX5

重油タ ンク(500T) 1 基

(注)D.D.M. 工場の 浮ドック2 基 のうち、4,000T ドックは わが軍の 進攻前に 港内で 自沈し 、

8,000T ドックは ジャワ島南岸 チラチャップ港で わが軍の 爆撃に より沈没し放置されていた。

(3) 破壊工場の復旧

工場の設備は、オランダ人が撤退の際に重要部分を破壊し、倉庫を焼払い、

また主要資材は殆どいずれかに隠匿していたので、 復旧工事は困難をきわめ

た。 昭和17 年(1942)8 月、当社から第1 回派遣従業員60 余名が到着して以

来、 本社から搬送の資材お よび現地で調達の資材によって、 ほぼ工場の復旧

が終ったのは翌18 年4月ごろであった。その後10 月までに第11 特別工作隊の

協力を得て4,000T および8,000T の両ドック浮上に成功したが、8,000T

ドックの損傷ははなはだしかったので、 使用に堪えないポンツーン2 個を切

断し、 残りのポンツーン5 個を海軍の護衛によって工場水域に曳航し、 これ

にポンツーン1 個分( サイド・ウォールを含む) を新造して取付け、6,000T



ド ックに 修理改装し、 また4,000T ド ックは3,000T ド ックに改装の うえ、

終戦時 まで多数の船舶 修理に利用し た。 このほ か2,000T 引揚船架 用の破壊

された汽動エ ンジンを60HP の電動に改 造するな ど、 操業 能力 のフル稼働復

旧 に全力 をあげ た。

6,000T 浮 ド ッ ク( 昭和18 年)

(4) 生 産 実 績

当工場では木造および鋼製船艇の建造を初めとして沈没船のサルベージお

よび一般船舶の修理・改装のほか、 軽兵器の製作をも行なったが、 新造船艇

のお もなものは次表の通りである。

チ リ リ ン タ ンエ 場

斎 藤 二 郎

ジャカルタにカ ーバイドエ場は全然 なか

った上に、 戦線 の拡大で内地からの補充が

バッタリとだえた。昭和17 年 の半ばごろか

ら、 あらゆる手を打っ たが、 どうしてもカ

ーバイドは入らなくなり、 やがて仕事 がス

トップす るところまできた。 窮 余の策 とし

て自足 自給することにな り、 翌年、 飛行場

近くの生い茂った雑木林( 約1 万坪) を切 り

拓いて、 カーバイトエ塲3 棟のほかに倉庫

や発電所を建てた。

3,000kVA 、1,500kVA 各1 基 の変圧器

と、 現地で製作し た3T 電気炉I 基 を備え、

「もうカ ーバイドに不 自山はしないぞ」と月

産3T の生産を始めたが、 操業わずかに10

ヵ 月で終戦となってしまっ た。

(当時ジャカルタ造船工場電機部長)



ジャカルタ造船工場 船艇建造実績 昭和17・-20 年

掃 海

特務艇

200T 型

木 造

機 帆 船

250T 型

本 造

機 帆 船

14~15m

木 造

大発動 艇

鋼 製

大発動艇

木 造

油槽艇

高 速

魚雷艇

6m

本 造

内火艇

6m

特 殊

内火艇

150T

鋼 製

曳 船

10T

海 上

起重機船

合 計

受 注 4 40 50 56 11 10 16 5 80 1 1 274

竣 工 4 28 40,40 11 10
1

一 一一 一 一 一 一 一

1 5

5 50 1 1 191

米完工 0 12 10 16 0 0 0 30 0 0 83

これら船艇 のうち未完工 のものが相当数あ るのは
、

現地でエ ンジ ンが入手

できなか ったことと、 国内生産 が遅延を重 ねた うえに、 交 戦国の襲撃 の澂化

につれ、 本社 からの海上 輸送が途絶し たためであ った。 し かし 空し く手 を拱

いて、 内地 からの補給 を待つにはあ まりに戦況 が緊迫し てい た。 窮余 の策 と

して現地で自製 するこ ととなり、 不完全 な設 備の もとで慘たんた る苦心 を重

ね、180HP(15 台) お よび200HP(10 台) の 焼玉 機関 を製作したが、 新造船

の数に対し ては" 焼石 に水″で、 多 数の船 体が進水した ままでエ ンジ ンを待

ちあぐんでい るうちに終戦 となった。 ま た船 舶修 理工 事のお もな ものは、「丹

後 丸」( 旧名 ツンジュ ク) ・「東裕丸」 以 下14 隻 に及んだほか、小 口工事は約

3,000 件を受注 竣工し た。

鋳造工場 には小型 キュポラの みで、 焼玉機 関を製作す るに も鋳 造用コ ーク

スがな くなった。 やむ なくガス会社 が棄ててあ った低質のコ ークスを拾い集

めて利用し たが、 それ も一 と きで使い果し たので、 重 油の回転炉 を自製し な

け ればなら なかったし、 クランク軸 のごときは鍛造設備 が小 さいため、 すべ

て焼ばめに よって辛 うじて製作し たほ どであ った。

(5) 工 場 の 拡 張

工場を開設し て以来、 工 事量は 日とともに増大し多忙 となった。 これに応

ずるために、 昭 和18 年(1943) から設備拡充 計画の実施 に移り、 開設 のとき

一 面の草原であ った対岸約38,000m2 を整 地し て工場( 木工場・修理工 場・

変電 所・空気圧 縮所等10 棟) を建てたほか、 全長40m の船 を同 時に6 隻 建造

するこ とので きる第5 ～10 船台(125mx30m 横滑式) を新設し て流水式 建造

を行なった。 次い で300T 型船 数 隻を同時に上架 でき る第3 船架( 横引揚式)

の建設に着手し たが、 完成 を見な。い うちに終戦 となった。 またこの年 にジャ

カルタ市 モレ ンフリ ート の民家に大 和橋機械工場 を設け、 工作機械 をクンジ



ヨンプリオクエ場から移して各種の機械加工を行なっていた。 のちに自動車

修理の専門工場に転用したが殆ど稼働しなかった。 同20 年(1945) に入り、

いよいよ戦況が不利となったので、軍命によって24 時間三交替勤務で弾体の

旋削を行なってい るうちに終戦となったのであった。

このほか昭和18 年には、 市内マンガライの建物3 棟C1,500m2) を改造し

て80 病床の病院を設けた。本社から医師・薬剤士・看護婦その他の要員の派

遣を受け、レ ントゲンのほか医療諸設備を整え、主として従業員の診療に当

るほか、 現地人の看護婦を多数養成して看護に当らせた。

(6) 資 材 の 収 集

戦局の激化につれて、 神戸本社からの船舶造修材料を海上輸送に頼ること

が絶望となった。 そのうえ現地民が、 軍部の「力による」 接収に反発して、

すべての物資を隠匿したので、 その余波を受け、 当工場も資材を入手するこ

とが困難をきわめ、 操業は殆ど麻痺するに至った。

資材担当者は、 対日感情が良くない現地で資材を確保するには、 常に身辺

の危険を伴ったが、 現地民に誠実をもって当 り臨機の処置をとったので漸次

協力を得るようになった。 木造船の船体用木材は、初めのころには本島産の

チーク材を豊富に使用できたが、 陸軍の徴発が優先してきたので入手が至難

船艇 の 造 修 か ら 刀 剣・槍 の 製 造 へ

望 月 博 治

造船部門では、昭和18 年の半ばごろから

資材難に直面し てきて、 錨鎖を作るのに丸

棒を溶接して自製せねばならなくなっ た。

特攻兵器 「震洋」(6m 特殊内火艇) のエ ン

ジンな どは自動車のエ ンジンをよせ集めて、

辛うじて完成 させるあ りさまで、 日を迫っ

て資材は窮迫していっ た。 しかし、 これが

戦争のあるがままの姿であると、 われわれ

は 自ら言い聞かせて、 励 まし合っ た。

昭和19 年の終りごろからは、軍 命によっ

て機雷・迫撃砲・ロケット・手榴弾・刀劔

・槍などを造るようになっ てきた。 こうな

ると、 ひしひし と迫る破局的情勢を隠すこ

とができなく なって、 現地人工員 がひどく

動揺し、 工場でも、 あ ちら、 こちらにかた

まって、 ひそひそ話をし、 仕事は捗らなく

なった。 しかし、 昭和20 年の5 月ごろにな

ると、 もう激励するすべ もなかった。 生き

て母国へ帰 れるなんて甘い夢は誰からも消

えてゆき、 われわれ川崎マ ンは、 みんなパ

ンツ一つの裸になっ て毎日汗にまみれて作

業し た。

(当時ジャカルタ造船工場造船課長)



第2 編 技術と生産

となり、 本島産 のダマ ール材で代用 するよ うに なった。 堅材お よび雑材 も入

手が至難 だったので、 当 工場 で建造し たエ ンジンのついて ない250T 型機 帆

船数隻を派遣し、 危険 を冒し て ボルネ オ島ポ ンチャ ナクか らこれを輸送し て、

辛 うじて工 事を進め る状 態であっ た。

(7) 当 社 従 業 員

当 社からの派遣 従業 員は、 昭 和17 年(1942) か ら同19 年 の間 に合計259 名

であ った。 し かし、 死 亡30 名、 行方不 明3 名、 途中帰還者51 名を除 き、終 戦

後 には175 名が帰 還し た。

その うち、 昭和18 年(1943) に派遣の34 名は、「鎌 倉丸」 で赴 任の途次、4

月28 日フィ リピ ンの南 スル ー海で潜水艦に撃沈 され、 引率指揮者本 吉茂市以

下21 名( 女子3 名を含む) が 貴い 犠牲 とな り、 生存者13 名も漂流140 時間に

及ぶ苦闘の末、 ようや く救助され たのであった。

また翌19 年12 月 初旬、「東裕丸」 で 帰国の途につい た20 名は、 同 船が仏印

沖 で被爆 沈没し、 救助 された18 名も、 仏印に上陸し て便船を待つ間 に、 空襲

を受 けて1 名を失 うなご痛まし い事故 が相次い だ。

(8) 現地 人従業員

昭 和18 年(1943)5 月 まで 現地人従業員 は約2,500 人 であった が、 同 年末

から同20 年初 めごろ まヽで に、 常傭人夫2,000 人 を含み約12,000 人を算す る

ジ ャ カ ル タ 造 船 工 場 の こ と

占 部 午 巳

現地人は気候の関係で、 全般的には作業

能率が上らなかった。 意外なほ ど技術の優

秀な ものもいたが、 何しろ新規 の素人工が

多かったので、 技術を教え込んで就労させ

るため、 骨の折 れることは一 通りでなかっ

た。

陸軍の工場から逃げて、 川崎 の工場 へ働

きに来る現地人が多くなったため、 軍 から

苦情を持ち込まれたりした。 坂口( 総 務部

長) さんが陸軍 から頼み込まれて、 軍 の労

務顧問になったほご、 川崎の労務管理が現

地人には評判がよかっ た。

敗戦から内地引揚げまでの11 ヵ 月間は、

佗しい一日一日であっ た。 しかし、 後日、

川崎マンとして後指をさされぬ ようにして

帰還し たことは、 皆んなの共通 の誇りであ

った。

(当時シャルク造船工場労務課長)



に至った。 これらの従業員は軍当局の意向によって、 主として遠隔の地から

採用したので、 パッサルイカンおよびマンガドアに宿舎を設置して約5,000

人を収容した。 これら従業員の食糧獲得のために牧場を経営し、多数の牛・

豚・山羊等を飼育するほか、 現地人の常食シンコンを日々大量に獲得するた

めの苦心は並々ならぬものがあった。

苦心による労務管理は報いられ、 現地人は「恵みの工場」 と言い、 好感を

もって就労したので、 のちには陸軍軍政部も全面的に当社の管理システムを

採用したほどであった。

しかし昭和19 年(1944) 末以後は、「大朝丸」 の爆発事故や戦況の急激な悪

化などのために、 終戦時の従業員は約5,000 人に減少していた。

バンド ン地下疎開工場( 昭和20 年)

(9) 工 場 疎 開

昭和19 年(1944) 末ごろから戦

況を報ずるニュースは、 いよいよ

暗くなった。 やがて当工場も爆撃

を受けるに至ったので流言飛語が

盛んに流れ、 現地民衆は落ちつき

を失い、 不測の事態の突発も計り

知れない不安な状況となったので、

軍命によりバンドン市に工場の一

部を移して終戦まで舶用無線機器

類の造修に当った。 このほか、同

20 年 には バンドン市外ダイヤコ ロット の山 麓約5,000m2 を開拓し て、 山腹 に

横穴式 の半 地下工場 を作 り、 タンジョ ンプリオクエ 場から工作 機械55 台、 発

電 機3 基、 その他の設 備を移し、 よ うや く長期 籠城の態勢を整え たが、 ほ ご

なく終戦 となった。

生産 資材は、 かねて パッサルイカ ン、 ジ ャン バタンメラ、 ジ ュラッケンお

よびコッカ ロンの4 ヵ所 に1 棟ずつ 計4 棟(l,100m2) の倉庫を設 置し たほ

か、 グヌン サリー、 カ リブッサル、 バンド ン、 ジ ャカルタ等の市 外に も鑵子

葺き仮倉 庫を建 てるな ど、 資 材温存のた めに極力分散 疎開を行なっ たが、 ま

もなく訪れた敗 戦のため に、 これら の努力 はすべて水 泡に帰し た。



(10) 終戦のあとさき

昭和20 年(1945) に入ってから、 戦局は敗戦を暗示するように、しだいに

不利となっていった。 同年5 月にドイツが降伏して以来、 現地人従業員の間

に動揺のきざしが表面化し始めたが、 ごうすることもできなかった。 現地の

有力者スカルノ氏( のちの大統領) が「やがて来たるべき日本軍の栄光のた

めに協力するように」 と激励演説を行なうなどの手も打たれたが、 頽勢をば

ん回するすべもなく、 従業員は日ごとに離散減少の一路をたどった。 内地か

ら派遣の従業員たちは玉砕の誓いを固くしてひたすら生産に努めたが、 同年

8 月ついに終戦となった。 こののちも英軍の管理のもとに、 邦人引揚げ輸送

船の修理に従事した。

敗戦以来、 反日派が主導権を握ったため、 迫害が間断なく続き、 痛ましい

犠牲者も出た。 翌21 年6 月に全員の引揚げを終るまでの11 ヵ月間は、 進駐軍

敗 戦 ― 帰 還

「この戦争には どうも勝目がない」 と高

級将校がこっ そり言われるのを聞いて、 ド

キッとしたのは昭和19 年 の暮であった。 そ

のころから軍の命令で ″穴倉″工場を造っ

たり、 斬り込み訓練なごを始めた。 もの狂

わしいような、 いらだたしい日が続いた。

遂に来るべきものが来た。 それは敗戦とい

う、 冷厳な事実だっ た。

敗戦となると、 軍の力 も警察の力 も何ん

の役にも立だなくなり、 戦国時代とはこん

なものかと思うような混沌たる状態となっ

た。 まもなく英軍から 「進駐まで1 個 の器

具も損じ ないよう川崎 で責任を持て。 違反

すれば軍法会話にかけて処分する」 と厳命

が来た。 皆んなで相談した結果、「最 も完全

な工場管理は、 工場 の運営を続けてゆくこ

とである」 との結論に達し たので、 われわ

れは最少限 の40 名で、仕事 を続けていった

が、 日々、 生命が危険にさらされた。

連合軍が巡洋艦・駆逐艦など5 隻で進駐

して来てから、工場をオランダ軍に引渡し、

その後 は英海軍の命 令で、 日本人の内地帰

還船の修理工事をさせられた。

敗戦になった直後は、 何年たったら帰国

できるか見込みがたたなかったが、 やがて

「同胞を内地へ帰還させるのに欠くことの

できぬ船の修理を川崎はするのだ」 という

気持ちで、 何もかも忘 れて仕事を続けてい

っ た。無理にもわれと自ら、このように思わ

なくては、 心が重くてとても1 日が過せな

かった。 川崎派遣員がみんな死を覚悟して、

髪や爪を白木の箱に納めて仕事に励 んだ誠

実 さが、 連合乖 にわれわれ全員 の内地帰還

を意外に早く許させる原囚ともなった。

(「ジャカルタ造船工場派遣員座談会」記録より)



に使役 され、 食糧 は乏し く罹病 者が相次いだ。 それは何 ヵ年 に も思え るほ ど

の惨 め な苦し い 日々の連続であ った。

ジャカルタ造船工場派遣従業員( 海軍工場)

昭和17.4.18

片 山 貫 三 郎

田 部 義 雄

昭和17.6.3

坂 口 干 雄

若 林 兵 滋

米 沢 勇

斎 藤 二 郎

喜 多 正 一

川 本 虎 治

魚 住 武 一

小 村 恒 一 郎

江 崎 盛 一

萩 原 翫 三

田 坂 敏 之

前 沢 利 男

森 次 夫

難 波 末 蔵

大 松 三 治

中 作 米 蔵

丹 羽 惣 吉

吉 川 十 一 良

左 鴻 芳 郎

松 尾 治 右 ヱ 門

加 古 森 次

入 江 政 男

井 上 為 次

上 垣 喜 代 志

金 沢 金 治 郎

黒 川 愛 蔵

木 下 一 夫

浦 部 万 一

松 本 卯 一

中 間 重 夫

永 井 八 郎

林 鹿 一

野 口 祷

田 野 丸 与 助

畑 勇 次 郎

宮 崎 逸 五 郎

望 月 美 登

長 谷 兼 松

小 坂 重 徳

空 中 杢 太 郎

藤 岡 光

浦 尾 福 三 郎

長 曽 義 晴

池m 市 松

栗 田 末. 光

岩 崎 謙 治

柴 本 光 治

川 原 森 次

若 竹 一 男

小 池 幸 作

山 田 作 次

尾 道 敏 雄

藤 岡 繁 雄

浦 田 重 利

福 田 忠 一

大 橋 福 洽

森 下 芳 松

加 治 義 美

松 本 初

米 沢 朝 太 郎

真 田 頼 雄

矢 部 重 蔵

小 山 清

矢 部 勇 吉

奥 津 庄 治

後 藤 権 造

昭和17.11.4

玉 泉 毅

望 月 博 治

井 上 徳 男

宮 本 正 巳

道 岡 重 三

佐 伯 岩 楠

風 間 覚 晴

城 義 雄

桑 原 二 郎

日 高 タ ネ コ

吉 田 清 子

昭和18.4.15

占 部 午 巳

古 田 広 信

大 塚 茂

田 内 ‐ 市

谷 口 淳

寺 岡 義 一

本 吉 茂 市

境 野 元

内 匠 利 郎

緒 方 隆

山 城 時 夫

宮 本 喜 代 一

稲 田 淳 美

栗 林 洋 行

服 部 賢 次

萩 原 貞 行

大 浦 忠

村 井 良 市

村 上 源 次 郎

田 中 若 根

片 山 益 子

麻 生 美 代 子

大 高 卓 郎

嘉 戸 康 次 郎

和 田 東 一

森 田 利 一

西 川 定 雄

神 代 隆

森 賀 時 松

田 中 清

渡 栄 一

衣 川 絹 夫

古 川 重 之

広 田 芳 行

昭 和18.U 、13

島 津 成 臣

石 橋 舜 之 助

三 軒 米 吉

高 橋 久 男

塩 崎 勉

長 谷 川 完 二

藤 原 千 代 子

豆 谷 俊 子

奥 村 元 理

有 吉 早 太 郎

稲 木 金 太 郎

富 永 利 夫

西 憲 一

井 戸 武 一

藤 原 小 二 郎

坂 口 弘

昭和18.12.17

瓜 生 田 辰 彦

安 堂 富

三 谷 一

和 久 克 巳

昭和19.1.27

京 谷 末 一

牧 本 達 男

阿 紀 定 雄

定 永 政 ―

高 橋 史 郎

井 並 寿

筒 井 義 孝

岡 本 幸 雄

西 岡 道 明

山 田 寿 雄

片 倉 秀 雄

梶 原 治 之

清 水 林 三

平 尾 義 雄

中 井 理 夫

深 見 忠 治

藤 本 輝 文

小 沢 敦

岩 松 秀 雄

西 光 和 三 郎

西 海 元 明

大 保 富 静

西 羅 武

日 浦 昇

井 戸 川 美 登 志

泊 セ ツ

林 絹 子

塩 谷 愛 子

谷 川 ミ サ ヲ

亀 井 伊 之 助

水 谷 松 次 郎

西 岡 稔

吉 川 節 一

森 信 忠

西 馬 正 一

二 宮 実

山 田 嘉 四 郎

津 野 勇

加 藤 三 登 利

矢 島 正 雄

小 笹 稔

山 中 繁 市

河 原 一 平

北 岡 滋

土 居 一 夫

杉 谷 岩 男

高 谷 正 勝

田 里 敏 雄

有 光 辰 雄

昭和19.6.15

本 根 治 夫

井 関 弘

和 泉 弘

湯 目 吉 昇

氏 川 松 太 郎

田 和 豊

鈴 木 善 見

重 富 駒 雄

武 田 全 一

竹 浦 久 次 郎

橋 口 棟 利

渡 辺 真 次

稲 津 ― 男

昭和19.7.22

亀 谷 出

石 田 種 雄

本 田 市 太 郎

和 田 嘉 和

森 茂

佃 明 房

高 岡 操

吉 田 ミ ツ

南 部 や ゑ 子

佐 武 忠 志

島 田 政 次 郎

松 原 精 治

鈴 木 久 四 郎

宗 吉 初 男

溝 口 喜 久 治

大 郷 一 雄

昭和19.9.7

藤 本 春 雄

角 田 孝 雄

大 淵 武 夫

大 方 三 郎

佐 竹 秀 太 郎

今 井 秀 太

角 田 義 雄

前 田 実

中 川 実

橋 本 義 夫

岡 村 久 寿 喜

安 藤 弥 五 郎

柳 田 政 照

山 本 朝 夫

奥 村 宰 一

田 中 金 一

吉 田 輝 一

後 藤 秀 正

本 田 義 光

村 田 久 一

土 持 正 春

金 川 光 人

角 谷 良 平

内 海 歌 次 郎

大 西 篤 太 郎

谷 隆

中 西 福 松

田 中 義 人

大 道 武 明

木 長 幸 吉

中 村 敏 一

小 畑 国 男

山 元 菊 松

中 原 兼 松

浜 崎 忠

吹 本 勇 次

林 英 司

出 光 英 雄

河 野 昇

岡 田 幸 蔵

中 村 藤 太 郎

大 村 亀 丸

三 谷 五 郎

村 尾 利 則

野 村 勘 市

羽 原 護

花 野 純 一

昭和19.9.25

中 島 修 七

(注) 数字は派遣年月日を示す。



2、 ジ ャ ワ第2 船 舶 工 場

昭和19 年(1944) に、 陸軍からジャカルタ市タンジョンプリオク港の陸軍

管理工場を経営するよう委託されたので、北村( 寿夫) 技師ほか10 名を派遣

し、 同年6 月15 日から操業を始めた。この工場には乾ドック・引揚船架それ

ぞれ1 基のほか、 機械工場・鍛造工場・木工場などがあったが、 操業後さら

に諸設備を拡充し、 現地人約1,000 人を雇い、 陸軍の作戦に必要な木造船の

修理に努めた。

その後、 工事量が飛躍的に増大してきたので、 同19 年8月14 日、雪野( 元

吉) 技師ほか16 名を派遣したが、 一行の乗った「あらびや丸」 はマニラ袍付

近で潜水艦に撃沈され、 転乗した「妙義山丸」 もまた戦闘機によって爆沈さ

れた。 救助されて各所に上陸した従業

員は、 間断なく空襲を受け、 戦死また

は戦病死が相次ぎ、 ついに目的地ジャ

ワに達することができなかった。 この

ときの生存者わずかに2 名、 貴いとい

うべく余りに痛ましい犠牲であった。

ジ ャ ワ 第2 船 舶 工 場 施 設

名 称 数 量

工 場 敷 地 80,000m2

乾 ド ッ ク 1基( 長56m ×幅14m ×深4.5m)

引 揚 船 架 1 基(長20m ×幅8m)

工 作 機 械 約45 台

ジ ャワ第2 船舶工 場派遣 従業員( 陸軍工場)

昭和18.12.21

北 村 寿 夫

依 田 義 則

北 村 泰

鳥 羽 澄 夫

岸 利 之

土 持 義 重

森 岡 次 夫

西 沢 健 一

池 川 君 臣

中 沢 信 雄
中 野 一 子

昭和19.9.26

雪 野 元 吉

西 野 隆 興

藤 中 好 文

友 好 政 義

山 裾 安 吉

笹 川 菊 二

松 岡 正 彦

武 中 利 平

重 重 徳

松 尾 早 苗

植 前 新 英

西 井 上 政 則

原 田 博 之

池 田 叶

宮 井 竹 雄

村 瀬 美 明

浜 田 善 三

3。 技 術 員 派 遣

(1) マカッサル発電所

昭和17 年5 月、海軍から占領地域のセレベス島マカッサル郊外のスングミ

ナサ発電所復旧のため、技術者派遣方要請があったので、安積( 樟三) 技師ほ

か4 名を同地に派遣した。 派遣員一行は現地到着とともに復旧に取りかかっ

たが、 オランダ人が撤退する際、重要部品のすべてを隠匿していたので、 作

業に大きく支障をきたした。 これが所在を探索の結果、 ボルネオ島バリック



パパンに秘匿し てい るこ とが判 明したの で、 苦心 の末 回収し 工事に着手 する

ことができ た。工 事中 派遣全員 が、交 互に起居 の自由を失 うほどの風土病に犯

されるな どの 事故 はあったが、同年9 月15 日よ うや く完工 するこ とが できた。

当発電所 は、 セレ ベス最大の 発電設 備であっ て、 日本軍占領の のち当 社派

遣技術者 がS.L.M.1,500HP ディ ーゼル発電機 の新設 工事を担当し、 発電 能

力 の一新 に協力し て海軍の要望 に沿うことがで きた。 海軍から当社 に授与さ

れ た感謝状が、 この問 の事情を物 語ってい る。

(2) マ ニ ラ 港

昭和19 年(1944) 、 マニラ港外で被爆した特務繿「旭東丸」(当社建造 旧名

「極東丸」) の応急修理を海軍から命ぜられたので、 安積( 樟三) 技師ほか11 名

は同年10 月、 巡洋艦「木曽」 に便乗して11 月11 日現地に到着、 ただちに着

工したが、 ほどなく400 機からなる連合軍編隊の空襲を受け、 工場機能は停

滞した。

″損傷はなはだしい「旭東丸」の修理は一刻を争う″と、軍からせきたてられ

たが、資材が殆どなく、 そのうえに、工場の設備が大破されたので、工事を続

けることは絶望となり、ついに12 月末日キャビテから撤退するよう命ぜられ

た。分散退避の途上、 戦死者が続出し、生還した者は3 名に過ぎなかった。

以上のように、 遠く南方各地に優秀な従業員多数を派遣し、 軍の要請に応

じたので、当社の人的・物的犠牲は多大であった。 母国から隔たること遥か

に遠い異郷の地において戦・病死され、 あるいは赴・帰任の途次、 南溟の海

に没したわれらの僚友56 氏のみ霊に対して、心から感謝し哀悼のまことをさ

さげたいと思う。

第3 節 大 連 出 張 所

日露戦争ののち、大連港を基点とする新しい航路が大連汽船・阿波共同汽

船・満鉄等によって開かれたが、付近には船舶造修に適当な造船工場が乏し

かった。 当社は関係方面からの要望もあり、 外地への進出を考慮していたの

で、 明治41 年(1908)7 月、満鉄所有の大連ドックと付属の工場を借り受け

て大連出張所を開設した。



当工場は大連港に出入する多数船舶の入渠・修理などの工事のほか各種機

器の造修をも行い、 明治45 年(1912) には泥受船「台山丸」(419G.T.) を建

造した。 当工場製作機器のうち、 豆粕製造機械は特に好評を博し、 豆粕が満

州主要農産物であるため、 その販路は大きく拡がっていった。

大正2 年(1913) 、満鉄の出資によってドックの収容能力を3,000G.T. から

6,000G.T. に拡張、 同10 年(1921) までに鋳造工場・木工工場の拡張や工作

大 連 ド ッ ク( 大正12年)

民 族 裁 判

熊 井 松 雄

満鉄からの懇請で車両電機部品 を大連で

製作するために、昭和17 年8 月、 中村( 新

一) 君と私 の2 人が派遣され、 山中鉄工所

の引継ぎから手がけた。 満鉄側の「資材は

満鉄が面倒をみる。 川崎は技術の面でしっ

かりやって貰いたい」 という最初 の話も、

第2 次世界大戦の戦線が拡大したため、 初

めの話どお りにはいかなくなった。

この年の2 月にシンガポールが陷落したっ

関東軍は釜山からシンガポール( 軍 はこれ

を昭南市と改称し た) まで の直通列車を走

らせる大計画を立 てていたほご、 戦局の見

通しが非常 に明るかった。 満 鉄は 「時局 の

要請に応えるために、 うんと工場の規模を

拡げ、 設備を増強して欲しい」 と常 に激励

してくれたが、 物資統制はし だいにきびし

くなり、 肝心要めの資材の入手が思うに任

せないので、 電気機器製作への転換が意 の

ごとく進まなかっ た。

終戦のため操業が停止するまでに、 機圏

車前灯用のターボ発電機を100 台 ぐらい完

成し、 満鉄から大変喜ば れた。 しかし、 川

崎独 自の技術を誇るKS 型配電箱の製作は、

カーボン・パ イルがどうしても手に入らな

いため、 仕掛りのままで終戦になったこと

は、 技術者 として、 このうえもない心残り



機械の整備なごを行い、業績は順調に伸展したが、同12 年に満鉄・旅順船渠

の2 社によって、 新たに満州船渠が創

立されたので、 同年4 月設備全部を満

鉄に譲渡あるいは返還して出張所を閉

鎖した。

大 連 ド ッ ク 能 力

長(ft) 幅(ft) 深(ft) 能 力(G.T.)

41251 20 6,000

建 造 船 舶 明治45 ― 大正10 年

船 名 船 種 注 文 主 ト ン 数(G.T.) 進 水 年 月

台 山 丸 泥 受 船 南 満 州 鉄 道 419.06 明 治45.5

北 山 丸 曵 船 〃 109.44 大 正9.12

黒 島 丸 〃 〃 109.45 10.8

第4 節 大 連 電 機 工 場

大正15 年(1926) から満鉄の車両用電気機器を製作するようになったが、

太平洋戦争に入ってからは、 資材類の統制や軍需生産のため、 外地では電気

であっ た。

昭和20 年になるとマニラは奪還 され、東

京・ 名古屋・大阪・神戸が大規模 の空襲 を

受け、 やがて沖縄 の日本軍全滅など、 暗た

んたる戦況が続いた。 関東軍 は緊迫した戦

況に備 えて、5 ～6 月にかけ、 外地にいる

日本人を根こそぎ召集したので、 私が信頼

する僚友 の川崎マンは殆どみな前線 に出て

しまっ だ。 。生産がガタ落ちになったので、

私は責任者として焦慮するのみであったが、

どうにも妙策がなかった。8 月11 日には、ソ

連戦車隊が群をなして白城子( 新京の西北)

に迫るという重大危機 に直面してしまった。

ついに怖 れてい た最後の日がきた。8 月

15日、 終戦を国民に告げる ″玉音放送" を

聞き、 目の前が真っ 暗になり、 へたへたと

地べたに坐っ てしまった。 外地で敗戦を迎

える悲愴感は、 内地 の人にはとても分らな

いでしょう。 待っていたように中国人部落

のどの家からも青天白日旗が揚ったときは、

わが目を疑うほどであっ た。 彼等はすでに

日本 の敗戦を予知し、 旗を用意していたの

であった。8 月18 日には早くもソ連軍が進

駐して、 まず第一に大連の銀行を全部閉鎖

し た。 このため、 一文の金も自由にできな

くなった。



機器の製作がしだいに困難となってきた。 かかる情勢のため、 満

鉄では車両用電気部品の造修を主たる目的とする工場を大連市に

持つよう当社に要請してきたので、 昭和17 年(1942)8 月、 大連

市砂河口区台山町の山中鉄工所を買収し、 幹部要員を当社から派

遣して大連電機工場を開設した。

買収工場は土地1,750 坪に鋳物・機械・仕上組立の3 工場など

建坪約600 坪であった。 現地人熟練工150 名を前経営者からその

まま引継いだので、 すべり出しは好調であった。 当初は従来通り

電機工場に転換のつなぎとして満鉄・撫順炭砿・日本軽金属等の

各種パルプ、機械部品の製作・修理等を続けながら工場敷地・建

物の拡張、 設備の充実をはかり、 しだいに従業員を増員して、 機

関車前灯用ターボ発電機および列車点灯発電装置などの製作に主

力を集中した。 しかしながら、 昭和19 年(1944) に入るや外地で

も物資統制がきびしく行われるに至り、 資材難のため作業は思うに任せぬ よ

うになった。

その後、 用地の取得や満鉄側線の引込みなごによる設備拡充の計画中に終

戦となったので、工場は。そのまま中国側に引渡し派遣員はすべて引揚げた。

大連 電 機
工場 看 板
(昭和17年)

敗戦 となると中国人労務者は俄然強腰と

なり、 団結して莫大な 「慰謝料」 を請求し

てきた。 ソ連軍に銀行が押えられているの

で、 金が 自山にならぬことをいくら説明し

ても納得 せず、 私は沙河口警察署へ突き出

され、 やがて民族裁判にかけられた。「工場

に残っている有り金 をすべて吐き出せ」 と

の判決で、 僅かでめったが貴重な現金が一

文残らず取り上げられてし まった。 川崎マ

ンの家族は、 その日の生活に困 り、 家財や

身 の回り品や本 なごを街頭に立っ て二 束三

文 の捨値で売った。 二束三文の捨値で売 る

ので、 僅かの金し か手に入らなかったので

米塩をあがなう位が精一ぱいであった。

やがて冬が来 た。 燃料は極度に少なく、

値段は無やみに高値であった。 燃料 の乏し

い満州 の冬…… 思うだけでも身体が凍てつ

く位であっ た。治安は乱れ、流言が飛んで、

先 々のことは真っ暗であった。 こんな状態

で冬を越すとなると病人が続出することは

必定…… と心配がふえるのみであった。

幸いに昭和22 年3 月までに、従業員 の家

族 たちは懷しい神戸へ帰っていった。 しか

し私は技術者として数年は中国に留まるよ

うに中国政府から命ぜられた。

(もと大連電機工場長)



大 連 電 機 工 場 派 遣 従 業 員

熊 井 松 雄

中 村 新 一

大 塚 喜 久 雄

保 宗 正 治

淵 上 鶴 之 助

山 上 敏 雄

福 田 七 輔

沢 田 薫

深 瀬 二 郎

原 忠 平

長 沢 済

前I 田 和 平

榑 谷 定 一

河 合 春 雄

中 井 勝 次

松 岡 栄 一

岩 佐 政 雄

河 野 森 夫

望 月 利 忠

三 田 長 吉

岡 田 甚 三 郎

大 岩 根 敏 雄

橋 本 重 雄

永 田 国 光

熊 井 仲 男

杉 原 千 恵 子

第5 節 そ の 他

(1) 宇 品 臨 時 出 張 所

日清 戦争・北清 事変お よび 日露戦争 に際し、 明治27 年(1894)8 月、同33

年(1900)7 月、 同37 年(1904)2 月 とそのつ ど当 社は宇 品に出張所 を設 け、

従業員 を派遣し て戦時下 にお ける軍船 の修理を行なった。

(2) 旅順臨時組立工場

日清戦争中 の明 治28 年(1895) 、 陸 軍省から50T 木 造水船5 隻を受注し、

現地 で建造する ため当工 場を開設し、 完 工と ともに閉 鎖し た。

(3) 広 島 製 氷 部

明治37 年(1904)6 月、日露戦争に当 り、 陸 軍の要請で広島市( 国泰寺) に

製 氷工場を開設し、 艦船・病院等に供 給し だ。 戦後 も操業 を続け、 広く各方

面 の需要に応じ た が、 大正2 年(1913)11 月 に閉鎖し た。

(4) 上海臨時組立工場

海軍 が英国 ヤロ ー社(YnrrwCo.) に 発注し た河川 用 砲艦 「伏見」 を現地で

組立て るため、 明治39 年(1906)2 月、上海浦 東に組立工場を設立、 本艦 の

完工後 閉鎖し た。

(5) ハルビン臨時出張所

満州 国発注の 砲艦3 隻を現地 で組立てるた め、 昭 和8 年(1933)5 月、 松

花江岸 スコダ造船所 の一 部を借 り受け て組立工事を行い、 完工 後閉鎖し た。



(6) 運 河 製 材 工 場

昭和18 年(1943) に、神戸市内兵庫運河にあった製材工場を買収し、 当社

用諸木材の製材工場としたが、 終戦後、 神戸木材に譲渡した。

(7) 第2 ～第4利材工場

第2 次世界大戦中、 資材および社用雑品の廃材・廃品を回収して再製利用

するため、 社内利材工場のほか市内3 ヵ所に利材工場を設けた。

利 材 工 場 昭和16―22年

工 場 名 製 品 名 開設年次 閉鎖年次 所 在 地

第2 利 材 工 場 燃 料 昭和16 昭和22 神戸市兵庫区東出町3 丁 目

第3 〃 鋼板のシャーリング 17 20 神 戸 市 兵 庫 区 西 出 町

第4 〃 豆 炭 ・ ア ス 煉 瓦 19 〃 神 戸 市 長 田 区 苅 藻 島

(8) 疎 開 工 場 そ の 他

第2 次 世 界 大 戦 中 、 次 の 各 所 に 疎 開 工 場 を 設 け た 。

楠 電 機 工 場 膳 所 作 業 所( 滋 賀 県 瀬 田 工 業 学 校 内)

川 崎 楠 子 電 機 工 場( 神 戸 市 第1 神 戸 工 業 学 校 内)

土 山 電 機 工 場( 兵 庫 県 加 古 郡 土 山 大 山 工 業 内)

三 宮 無 線 工 場( 神 戸 市 葺 合 区 磯 上 通 万国ビル)

三 木 電 機 工 場( 兵 庫 県 三 木 町 協 立 電 業)

牛 窓 電 機 工 場( 岡 山 県 牛 窓 町)

福 崎 電 機 工 場( 兵 庫 県 福 崎 町)

押 部 谷 電 機 工 場( 兵 庫 県 明 石 郡 押 部 谷 国 民 学 校内)

山 崎 電 機 工 場( 兵 庫 県 山 崎 町)

楠101 工 場( 神 戸 市 第1 電 機 工 業 学 校 内)

烏 取 電 機 製 作 所( 烏 取 市 立 川 町)

な お 、 ほ か に 神 戸 市 内 丸 山 山 麓 の 地 下 に 壕 を 構 築 し 、 精 密 工 作 機 械 を 搬 入

し て 据 付 け た が 、 稼 働 に 至 ら ず し て 終 戦 と な っ た 。



(9) そ の 他

工 場 名 目 的
開 設

年 次

閉 鎖

年 次
所 在 地 備 考

自 動 車 修 理 工 場 自 動 車 修 理 昭和19 昭和26 神戸市生田区加納町
のち相生

町、さらに もと神

戸証券取引所( 兵庫区下祇
園町) あ とに移転

洗 濯 工 場 洗 濯 〃 20 神戸市灘区鹿ノ下通 被爆焼失

印 刷 工 場 印 刷 〃 〃 神戸市生田区相生町 家族寮「相生荘」に転用

本 山 酸 素 工 場 酸 素 製 造 20 23 神戸市東灘区本山町 帝 国 酸 素 に 譲 渡

タイヤー再生工場
自動車タイヤー

の 再 生
〃 25 兵 庫県城崎郡江原町 田中泰市氏 に譲渡

魚 崎 ボル ト 工 場 ボ ル ト 製 作 〃 20 神戸市東灘区魚崎町 被爆焼失





第3 編

経営





第1 章 組 織 と 役 員

第1 節 組 織 の 改 革

1. 川 崎正 藏 翁 の個 人企 業

川崎正藏翁は明治11 年(1878)4 月、 東京築地で初めて造船業を起こし、

のち神戸でも造船業を始め、 やがて東京の業務を神戸に移して合併した。 独

力をもってよく努め、経営20 年に及んだその企業機構については、 明確な史

料を欠くため詳らかに知る由もない。

明治27 年(1894) から同28 年の日清戦争は、わが国の産業を急速に興隆へ

と導く契機となったが、 翁もまたこの機を捉えて造船業に全力を傾け、 事業

は隆盛に向かった。 しかしながら、 相次ぐ工場の拡張、設備の増強には、 個

人企業とし ておのずから限界があった。たまたま明治29 年10 月に造船奨励

法が実施されることとなったので、かねがね造船業の近代化を検討していた

翁は、 企業形態を株式会社組織に改めることを決意した。

2. 株式 会社 に改 組

明治29 年10 月1 日、 株式会社川崎造船所の創立総会が開かれ、次の役員

が決定し、 翁の個人経営であった川崎造船所のすべてを株式会社川崎造船所

が受け継いだ。

取締役 野 元 驍 松方幸次郎 川崎芳太郎 広瀬満正 渡 辺 尚

監査役 外山脩造 川崎八右衛門

顧 問 川崎正藏

次いで同月15 日設立登記を完了し、 ここに資本金200 万円をもって株式会

社川崎造船所が発足した。 同日取締役会の互選によって松方幸次郎は専務取

締役社長に、 川崎芳太郎は専務取締役副社長にそれぞれ就任し、 本店を神戸

市東川崎町2 丁目14 番地( 昭和20.5.5 生田区となる) に設けた。 なお、

社名に翁の姓「川崎」 を冠したのは、 翁の信用と事業をそのまま継承し、 当



社 のある限 り、 始 祖川崎正藏 翁の名を永く残 すためであった。 か くて、 翁に

よって多年培 われ てきた企業倫 理と、 苦闘 のうちに得た幾多 の貴い 経験とは

そのま ま受け 継がれ、 その後、 社業の上 に顕 現されていっ た。

創立当時 の株主 は次表の通 りである が、 翁が全 株式 の半数(2 万 株) を所

有し たのは、 旧川 崎造船所の 全施設を出資 に充 てたた めであ った。

創 立 時 の 株 主 明治29年10月

都道府県 株 主 名 株 数 都道府県 株 主 名 株 数

兵 庫

〃

大 阪

〃

〃

東 京

兵 庫

〃

東 京

〃

川 崎 正 藏

鬼 塚 栄 次 郎

川 崎 愛 之 輔

野 元 驍

川 上 左 七 郎

川 崎 八 右 衛 門

川 崎 芳 太 郎

松 方 幸 次 郎

三 野 村 利 助

広 瀬 満 正

20,000

4,700

3,000

3,000

1,500

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

東 京

大 阪

兵 庫

〃

〃

〃

〃

〃

森 村 市 左 衛 門

外 山 脩 造

渡 辺 尚

大 竹 重 助

津 村 福 広

田 中 泰 董

安 部 正 也

坂 湛

1,000

600

500

200

200

100

100

100

計 18 名 40,000 株

第2 即 疋 款

1, 創立 当 時 の定 款

創立時の ″原始定款″は、 次のように5 章45 ヵ条から成るものであった。

株式会社川 崎造船 所定款

第1 章 総 則

第1 条 当 会社八株式会社トス

第2 条 当 会社八株式会社川崎造船所卜称ス

第3 条 当 会社八兵庫県神戸市東川崎町2 丁 目ニ設置ス

第4 条 当会社八船舶諸機械、 汽缶、 鋳鉄、 錬鉄及ヒ 付

属品ノ製造、 販売並 二修繕 ノ営業 ヲ目的トス

第5 条 当 会社ノ資本金八200 万円ト ス

第6 条 当会社ノ社印八次ノ如 シ



第2 章 株 式

第7 条 当 会社ノ株式八4 万 株トシ1 株 ノ金額ヲ50 円トス

第8 条 当会社ノ株券八記名式ニシテ1 株、10 株、50 株ノ3 種トス 株券 ニハ其株数、

金額、 番号、 社名、 発行ノ年月日、 株主ノ氏名ヲ記載シ社印 ヲ捺シ社長 及ヒ

其他ノ取締役1 名記名調印ス

第9 条 株金八其半額ヲ会社成立ノ際払込残半額ハ会社成立後3 ヶ年間ニ分割払込 ム

モノトス 但シ払込期日及ヒ分割金高ハ取締役ニ於テ之ヲ定メ其都度15 日前

ニ株主へ通知 ス

第10 条 期日ニ株主払込 ヲ為ササル者アル時八取締役ハ更ニ14 日間ニ払込 ムヘキ旨ヲ

催告シ尚払込ヲ為ササル時ハ其旨ヲ通知シタル上其株券ヲ公売 シ其売上金ヲ

以テ払込 ニ充テ不足アル時ハ追徴シ剰余アル時ハ還付ス 但シ取締役ハ公売

ヲ為サスシテ払込金ヲ請求スルモ随意ナリト ス 払込ヲ遅延シタル株主ハ其

金額ニ対シ100 円ニ付1 日金4 銭 ノ利息公売ノ費用其他遅延ヨリ生シタル諸

費用 ヲ支払フヘシ

第11 条 株金全額ノ払込 ヲ了 ラサル株式 ニ対 シテハ仮株券ヲ発行シ全額払込ノ上本株

券卜交換ス

第12 条 株式 ヲ売買譲与 シタル時ハ双方株券ノ裏面 ニ記名調印シ会社ノ書式ニ基 キ連

署若 クーハ各自ノ請求書ヲ添 へ名義切換ヲ請求スヘシ

第13 条 相続、 遺贈、 婚姻、 又ハ会社代表者ノ更迭其他当然名義切換ヲ要スル事由ア

ル者ノ、株券 ノ裏面 ニ記名調印シ其事実ヲ証明シタル請求書 ヲ添へ名義切換ヲ

請求 スヘシ

第14 条 名義切換ハ会社ニ於テ株主名簿 ニ異動ヲ登録シ株券卜割印 シ其裏面ニ年月日

ヲ記入シ社長及ヒ他ノ取締役1 名記名調印ス

第15 条 名義切換ハ毎年6 月1 日及ヒ12 月1 日ヨリ30 日間ヲ限り公告シテ之ヲ停止ス

但シ其期限内ニ通常総会終了 シタル時ハ其翌日ヨ リ解停 ス

第16 条 株券ヲ毀損汚穢シタル者ハ株券 ニ請求書ヲ添 へ新株券卜交換ヲ請求スル事ヲ

得

第17 条 株券 ヲ紛失若 クハ滅失シタル者八其事由ヲ詳記シタル請求書及ヒ確実ナル証

人2 名以上ノ保証書ヲ差出シ新株券ノ交付ヲ請求スル事ヲ得 此場合ニ於テ

ハ会社ハ請求者ノ費 用ヲ以テ7 日間以内新聞紙ニ公告シ30 日ヲ経テ故障ノ生

セサル時其請求ニ応ス

第18 条 第12 条第13 条ノ場合 ニ於テハ金5 銭、 第16 条第17 条ノ場合ニ於テハ金20 銭

ヲ株券1 通毎 ニ手数料トシテ請求者ヨリ会社ニ支払フヘシ

第19 条 株主ハ住所及ヒ印鑑ヲ会社ニ届出ツヘシ 其氏名住所叉ノ、印章 ヲ変更 シタル

時又同シ

第3 章 株 主 総 会

第20 条 総会ハ取締役監査役及ヒ其他法律ニ於テ招集ノ権ヲ有 スル者之ヲ招集ス

第21 条 通常総会八毎年6 月及ヒ12 月ニ於テ之ヲ開キ臨時 総会ハ必要ノ場合ニ於テ之

ヲ開ク

第22 条 通常総会ハ前事業年度ノ計算書報告書配当金ノ分配案等其他取締役ノ提出ス

ル議案 ヲ決議 ス 臨時総会八臨時ノ事項ヲ決議ス

第23 条 総会ヲ招集スルニハ日時場所会議ノ目的及ヒ事項 ヲ記載シタル通知書ヲ会日



ヨリ少 ナクモ14 日以前 ニ各株主ニ発送スル事ヲ要 ス 但シ必要ナル場合 ニ於

テハ本条ノ期問ヲ短縮 スル事ヲ得

第24 条 総会ハ招集ノ通知書ニ記載セサル事項ヲ議 スル事 ヲ得ス

第25 条 総株金 ノ5 分 ノ1 以上 ニ当ル株主ヨリ会議 ノ目的 ヲ示シテ臨時総会ヲ請求シ

タル時 ハ14 日以内ニ取締役招集 ノ手続ヲ為スヘシ

第26 条 総会ノ会長ハ社長之ニ任ス社長事故アル時ハ副社長之ヲ代理ス 但シ時宜 ニ

依リ出席株主中ヨリ之ヲ選任スル事ヲ得

第27 条 株主ハ所有株式 ノ数1 株毎ニ1 個ト シ30 株以上ハ2 株毎 ニ1 個ノ議決権ヲ有

スルモ ノトス

第28 条 株主ハ他ノ株主ニ代理セシメテ議決権ヲ行フ事ヲ得 代理人ハ委任状 ヲ会社

ニ差出 スヘシ

第29 条 総会ノ決議ハ少ナクモ総株金3 分ノ1 ニ当 ル株主出席シ議決権ノ過半数 ニ依

リ之ヲ為ス 定款ノ変更又ハ任意解散ニ係ル決議ハ総株主人員 ノ半数以上ニ

シテ総株金ノ半数以上 ニ当ル株主出席シ議決権ノ過半数ニ依リ之ヲ為ス

第30 条 総会ニ於テ出席者前条ノ各定数ニ満タサル時ハ其総会ニ於テ仮ニ決議ヲ為シ

之ヲ各株主ニ通知シテ再ヒ総会ヲ招集ス其通知ニハ若シ第2 ノ総会ニ於テ出

席株主 ノ議決権ノ多 数ヲ以テ第1 ノ総会ノ決議ヲ認可シタル時ハ之ヲ有効卜

為スヘキ旨ヲ明告 スヘシ

第31 条 議事ノ要領及ヒ決議ハ議事録ニ記載シ議長 及ヒ出席 ノ監査役之ニ記名調印ス

第4 章 取締役及ヒ監査役

第32 条 当会社 ニ取締役5 名監査役2 名 ヲ置ク 但シ時宜 ニ拠リ顧問又ハ相談役ヲ置

ク事ヲ得 取締役及ヒ監査役ハ200 株以上ヲ所有 スル株主タル事ヲ要ス 取

締役及ヒ監査役ハ総会ニ於テ之ヲ選挙ス

第33 条 取締役ノ任期ハ3 ヶ年監査役ノ任期ハ2 ヶ年トス

第34 条 取締役ハ法律命令定款及ヒ総会ノ決議 ニ遵由シ代理権ヲ以テ会社一切 ノ業務

ヲ処理 ス

第35 条 取締役ハ同役 ノ互選ヲ以テ専務取締役2 名ヲ定 メ1 名ヲ以テ社長ト シ1 名ヲ

副社長トス 但シ社長副社長ハ他ノ専務取締役トナル事ヲ得ス

第36 条 社長ハ会社ヲ代表ス社長事故アル時ハ副社長之ヲ代理シ副社長モ亦事故アル

時 ハ他 ノ取締役之ヲ代理ス

第37 条 取締役会ノ決議ハ多数ニ依リ之ヲ為ス 取締役会ノ会長ハ社長之ニ任ス意見

同数ニ分ルル時ハ会長之ヲ決ス

第38 条 監査役ハ取締役ノ業務施行力法律命令定款及ヒ総会ノ決議 ニ適合スルヤ否ヤ

ヲ監視ス 監査役ハ計算書、 財産目録、 貸借対照表、 事業報告書及ヒ配当金

ノ分配案 ヲ検査シ此事ニ関 シ報告ヲ為 ス 監査役ハ会社ノ為必要又ハ有益卜

認 ムル場合ニ於テ総会ヲ招集 ス

第39 条 取締役及ヒ監査役中不時ニ欠員ヲ生 シタル時補欠選挙ヲ為スヘシ 然レトモ

取締役1 名若クハ2 名ノ欠員 ニ付テハ取締役会ノ決議ニ依リ次ノ総会迄補欠

選挙ヲ延ス事ヲ得 補欠員ノ任期ハ前任者ノ残任期間ト ス

第40 条 取締役ハ所有 ノ株券200 株 ヲ其在任中会社ニ預ケ置クヘシ

第41 条 取締役及ヒ監査役ノ給料ハ総会ニ於テ其範囲ヲ定 ム



第5 章 計 算

第42 条 当会社ノ事業年度ハ毎年半ケ年ニシテ12 月1日ヨリ5 月31 日迄及ヒ6 月1 日

ヨリ11 月30 日迄トス

第43 条 取締役ハ毎事業年度ノ終リタル時ニ於テ共年度ノ計算ヲ閉鎖シ決算ヲ遂ケ計

算書、財産目録、貸借対照表、事業報告書及ヒ配当金ノ分配案ヲ作リ監査役

ノ検査ヲ受ケ通常総会ニ提出シテ認定ヲ求ムヘシ 総会ノ認定ヲ得タル時ハ

其財産目録及ヒ貸借対照表ヲ公告スヘシ

第44 条 計算ハ収入金ヨリ経費及ヒ損失金ヲ引除ケ 自余ノ100 分ノ10 ヲ準備積立金

100 分ノ10 以内ヲ役員賞与金トシテ控取シ其残額ヲ株主ニ配当ス 但シ計算

ノ都合ニ依リ利益金ノ幾分ヲ別途積立金及ヒ次期繰越金トスル事ヲ得 準備

積立金ハ資本金ノ4 分ノ1 ニ達スル時ハ共積立ヲ停ムル事ヲ得

第45 条 株主配当金ハ毎事業年度最終ノ株主ニ配当ス

(注) 文中の漢字は大体当用漢字により、送りがなはそのままとした。

2・ 現 行 定 款

定款 はその後、 必要に応じ て適宜変更し たが、 現行定款( 昭和31.10.15)

は次 の通 りであ る。

川崎 重工業 株式 会社 定款

第1 章 総 則

(商 号)

第 工 条 当会社は、川崎重工業株式会社と称する。 英文ではKawasakiDockyardCo.、Ltd.

と書く。

(所 在 地)

第2 条 当会社は、本店を神戸市に、支店を東京都港区に置く。

(目 的)

第3 条 当会社は、左の事業を営むことを目的とする。

1. 船舶、艦艇、機関車、車両、 自動車、 兵器類の製造、販売及び修理

2. 内燃機関、汽機、汽缶、水タービン、無線通信器、電気機器、 その他陸舶用諸機

器及び付属品並びに金属製各種工作品の製造、販売、 据付及び修理

3. 鉄骨、橋梁、鉄塔、鉄管その他一般鉄工品並びに木工品の製造、販売、据付及び

修理

4. 建築及び土木工事

5. 海難救助及び曳船

6. 沈船引揚及び解撤工事

7. 前各号に掲げるものゝ付帯事業
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(公 告 方 法)

第4 条 当会社の公告は。神戸市において発行する神戸新聞に掲載してこれを行う。

第2 章 株式及び株主

(株式総数、1株の金額)

第5 条 当会社の発行する株式の総数は、1 億7,920 万株とする。

② 額面株式の1 株の金額は、50 円とする。

(株券の種類)

第6 条 当会社の株券は、すべて記名式とし、1 株券、10 株券、50 株券、100 株券、

及び1,000 株券の5 種とする。

(名 義 書 換)

第7 条 譲渡による株式の名義書換をしようとするときは、当会社所定の名義書換請

求書と共に、裏書のある株券又は譲渡を証明する書面を添えた株券を当会社に差

出すものとする。

② 相続、 遺贈その他譲渡以外の事由による株式の名義書換をしようとするときは、

当会社所定の名義書換請求書に株券及びその事由を証明する書面を添えて、当会

社に差出すものとする。

③ 前項の規定は、株主の氏名、商号等の変更の場合にこれを準用する。

(質権の登録、信託の表示)

第8 条 質権の登録又はその抹消を請求しようとするときは、当会社所定の請求書に

株券及び必要な証拠書類を添付して、当会社に差出すものとする。

② 前項の規定は、 信託財産であることの表示又はその抹消を請求しようとする場合

にこれを準用する。

(株券の再発行)

第9 条 株券喪失の場合において、 株券の再発行を受けようとするときは、当会社所

定の請求書に除権判決の正本又は認証謄本を添付して、当会社に差出すものとす

る。

第10 条 汚損、 毀損、分割、併合等により、株券の引換をしようとするときは、当会

社所定の請求書に株券を添付して、当会社に差出すものとする。但し、 その汚損

又は毀損が株券の真偽を判別し得ない程度のものであるときは、前条の規定に凖

じてこれを処理するものとする。

ぐ手 数 料)

第11 条 第7 条乃至第10 条の請求をしようとするときは、取締役会で定めた手数料を

支払わなければならない。

(氏名、住所、印鑑の届出)

第12 条 株主若しくは登録した質権者又はその法定代理人は、当会社所定の書式によ

り、 その氏名、住所及び印鑑を当会社に届出るものとする。その変更があったと

きも、同様とする。

② 法人が株主の場合は、 その代表者を定めて、 前項の手続を践まなければならな

い。

③ 署名の習慣のある外国人は、署名をもって印鑑に代えることができる。

(在外株主の仮住所、 代理人)

第13 条 外国に居住する株主叉は登録質権者は、通知、配当金の受領その他に関し、

日本国内に仮住所又は代理人を定め、 前条の手続を践まなければならない。



② 前項の届出をしない者に対しては、当会社は、通知、催告等の責に任じないもの

とする。

(株主名簿の閉鎖、基準日)

第14 条 株式名簿の記載の変更は、毎年5 月1 日及び11 月1 日から、各その翌月の定

時株主総会終結の日迄これを停止する。

② 前項の外、 必要があるときは、 予め公告の上、 臨時に株主名簿の記載の変更を停

止し、又は一定の日における株主名簿の記載により、 株主又は質権者を確定する

ことができる。

第3 章 株 主 総 会

(招集の時期)

第15 条 定時株主総会は、毎年2 回6 月及び12 月に、 これを招集する。

② 臨時株主総会は、必要ある場合に、随時これを招集する。

(招 集 権 者)

第16 条 総会は、法令に別段の定めある場合を除く外、社長が、取締役会の決議に基

き、 これを招集する。

② 社長に事故あるときは、取締役会において予め定めた順序に従い、 他の代表取締

役が、これに代わるものとする。

(議 長)

第17 条 総会の議長は、取締役社長が、これに当る。

② 社長に事故あるときは、取締役会において予め定めた順序に従い、他の取締役が、

これに代わるものとする。

③ 議長は、会議の延期若しくは続行叉は議場の変更を行うことができる。 この場合

には、別に招集手続をなすことを要しないものとする。

(普 通 決 議)

第18 条 総会の決議は、法令に別段の定めある場合を除く外、出席株主の議決権の過

半数で行う。

(議決権の代理行使)

第19 条 株主は、総会において、他の出席株主に議決権の行使を委任することができ

る。この場合には、代理権を証明する委任状を差出さなければならない。

(議 事 録)

第20 条 総会における議事の経過の要領及びその結果については、 議事録を作成し、

議長並びに出席した取締役が、これに記名捺印する。

第4 章 取 締 役

(定 員)

第21 条 当会社の取締役は、15 名以内とする。

(選 任 方 法)

第22 条 取締役は、発行済株式総数の3 分の1 以上に当る株式を有する株主が出席し

た総会の議決権の過半数の決議により、これを選任する。

② 当会社の取締役の選任決議については、累積投票によらないものとする。

(任 期)
第23 条 取締役の任期は、就任後第4 回の定時株主総会終結のときをもって終了する。
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② 補欠又は増員により就任した取締役の任期は、 他の現任取締役の残任期問と同一

とする。

(役付取締役及び代表取締役)

第24 条 取締役会の決議により、 会社を代表すべき取締役を選任する。

② 取締役会は、 その決議により、社長、副社長各1 名、専務取締役及び常務取締役

各若千名を定めることができる。

③ 社長、副社長及び専務取締役は、各第1 項に定める代表取締役とする。

(社長の職務)

第25 条 社長は、会社の業務を統理する。

② 社長に事故あるときは、取締役会において予め定めた順序に従い、他の取締役が、

これに代わるものとする。

(報 酬)

第26 条 取締役の報酬は、 株主総会においてその範囲を定める。

第5 章 取 締 役 会

(招集権者及び議長)

第27 条 取締役会は、社長が、 これを招集し、 その議長となる。

② 社長に事故あるときは、取締役会において予め定めた順序に従い、他の取締役が、

これに代わるものとする。

(招 集 手 続)

第28 条 取締役会招集の通知は、 会日の3 日前に発することを要する。但し、取締役

全員の同意あるときは、招集の手続を経ないでこれを開くことができる。

(付 議 事 項)

第29 条 取締役会においては、特に法令に定めある事項の外、会社業務の運営の基本

に関する事項を付議するものとする。

(決 議 方 法)

第30 条 取締役会の決議は、取締役の過半数出席し、その出席取締役の過半数をもっ

て行う。 但し、可否同数のときは、議長が、 これを決定する。

(議 事 録)

第31 条 取締役会における議事の経過の要領及びその結乗については、議事録を作成

し、出席した取締役が、これに記名捺印する。

第6 章 監 査 役

(定 員)

第32 条 当会社の監査役は、5 名以内とする。

(選 任 方 法)

第33 条 監査役は、株主総会において選任する。

(任 期)

第34 条 監査役の任期は、 就任後第2 回の定時株主総会終結のときをもって終了 す

る。

② 補欠又は増員により就任した監査役の任期は、他の現任監査役の残任期間と同一

とする。

(報 酬)



第35 条 監査役の報酬は、 株主総会においてその範囲を定める。

第7 章 計 算

(決 算 期)

第36 条 当会社の決算期は、毎年4 月30 日及び10 月31 日の2 回とする。

(利益配当金の支払)

第37 条 利益配当金は、 毎年4 月30 日、10 月31 日現在の株主名簿記載の株主又は登

録質権者に支払うものとする。

② 前項の配当金は、支払確定の日から5 ヶ年を経過したとき、当会社は、支払義務

を免れるものとする。

第3 節 株 式

1・ 株 式 お よ び 株 主

創 立時の公称資 本金200 万円( 株式総 数4 万 株1 株の金額50 円) の うち、

払込済 資本金は100 万円(1 株につき25 円 払込) であ った。 その後、 増 資を

重 ねるこ と13 回( この間 減資2 回) に 及び、 昭 和31 年(1956) 月1 日に

は資 本総額45 億円、 発行済 株式 の総 数9,000 万 株となっ た。 なお 昭和28 年

12 月 に当 社が発行す る株式総数( 授権資本) を1 億7,920 万 株に変更し たが、

これを表示 すれば次 の通りであ る。

株 式 発 行 の 推 移 明治29一昭和31年

年 月 日 株 券 名 称 「記 号」 摘 要 発行株数 総株数

明治29.10.15

35.5.26

39.10.12

万株
株式会社川崎造船所株券「甲」 設立資本金200 万円4

〃 「乙」)00 万円増資( 株主割当1:1)14

〃 「丙」1600 万円増資( 株主割当8:9) 、12
一部縁故募集

万株

4

8

20

20

40

90

180

大正4.7.6

5.2.25

8.3.3

10.9.10

〃( 旧)

〃 「新」

〃 「 第二新」

〃 「第三新」

株券統一のため上記甲・乙・丙を合併し、
新規株券 と交換

1,000万円増資( 株主割当1:1)

2,500万円増資( 株主割当1: 工)
―部縁故募集

4,500万円増資( 株主割当1:1)

20

20

50

90

昭和7.11.29

8.1.14

〃( 普通株)

〃 優先株

7,200
万円減資

(180万 株を36万株に併合)

6,200万円増資、債権者割当
現物( 和議債権) 出資

36

124

36

160

14.12.1 川崎重工業株式会社 株券(旧) 社名変更お よび優先株の優先権消滅によ

り新規株券 を発行し 、従前の普通および
優先株券 と交換

160 160



年 月 日 株 券 名 称 「記 号」 摘 要 発行株数 総株数

昭和14.12.27

18.6.30

川崎重工業株式 会社株券「新」

〃 「い」

1億2,000万円増資( 株主割当1:1.5)

4億円 増資( 株主割当1:1)
公募400万株

万‘
240

800

匹
400

1,200

25.1.6

25.8.7

27.11.1

28.6.7

30.6.29

31.11.1

〃 「A 」

〃 「B 」

〃 「C 」

〃 「D 」

〃 「E 」

〃 「F 」

企業再建整備法に より5億4,000万円減資
上記1,200万株を120万株に併合

5億円 増資( 株式割当は減資直前の株主

に1:0. 引日債潅者に切捨債潅額112円50
銭につ き1株の割)

5億6,000万円増資( 株主割当1:1)

Ⅱ 億2,000万円 増資( 株主割当1:1)

11億2,000万円 増資( 株主割当1:0.5)

11億4,000万円増資( 株主 割当3: 工)
公募40万株

120

1,000

1,120

2,240

2,240

2,280

120

1,120

2,240

4,480

6,720

9,000

( 注) 昭和25年8 月7 日以前は増・減資登記の日、昭和27年11月1 日以後は株式発行の日を示す。

株 主 は 最 初18 名 に 過 ぎ な か っ た が、 明 治40 年(1907)5 月 に は 約1,000 名、

大 正10 年(1921)12 月 に は 約1 万 名、 昭 和8 年(1933)5 月 に は 約21,600

名 と 淅 増し、 同18 年(1943)11 月 に は 約5 万 名 に達 し た。 その 後、 同30 年

(1955)10 月 の82,712 名 を 頂 点 とし て、 翌31 年 末 には75,630 名 とな っ だ。

当 社 は 造 船 業 お よ び 製 鉄 業 に 関 す る 保 護 法 の 適 用 を 受 け る た め に、 外 国 人

株 式 の 肩 替 り

松 村 守 一

昭和8 年 の1 月に、 和議 の決定 によって

発行し た優先株124 万株のうち、40 万株を

大口債権者の十五銀行が持っ たので、 十五

銀行は当社の一番の大株主 となった。 かね

てから、川崎は・第一 銀行の明石頭取 を介し

て、 十五銀行 にこの株式の譲り受け交渉を

してい たが、 昭和14 年 の4 月に、 大阪商船

と山下 汽船とに20 万株ずつ肩替 りされてし

まった。

当時 の40万株は、 川崎造船所の資本金の

1 であるから、 川崎 としては重大な関心事

となった。 谿谷社長 のほか川崎・吉岡両君

と私、 そのほか下田( 川車) ・大久保( 川 汽)

根本( 川 航) の各役員 が協議し、 善処に努

めたが、 話はスムーズに運ばなかった。

やがてこの話は大きい社会問題とな り、

朝日・毎 日の両新聞 もビ ッグ・ニュースと

し て、 大々的に報道するようになった。 放

置し ておけば、 他社が川崎造船所 の経営を

掌握するようになるので、 社員 の心配は募

ってきた。 手塚・川辺・阿部の3 君 は、 川

崎 存亡の秋であるとして立ち上り、 中堅社

員3,000人を結集し て 「川崎社員 会」 を結成

し た。 問題の40 万株を川崎の全従業員が全

部買取るという運動を展開し、 社内外の世

論喚起に努め、 縦横の活躍をした。

当時、 川崎造船所も川崎航空機 工業 も軍

の管理工場であったので、 もし従業員 が動



が当社の株式を所有することを禁じていたが、 昭和25 年(1950)8 月、改正

商法の実施に先だちこれを廃した。 株券はすべて記名式であり、 創立のころ

は1 株券・10 株券・および50 株券の3 種類であったが、 昭和14 年(1939)

12 月に1,000 株券、同25 年8 月に100 株券を発行し5 種類とした。

当社の株式は明治36 年(1903) ごろ、神戸あるいは大阪の株式取引所で売

買され始めたが、 一般に普及したのは同39 年に増資してからのことである。

第1 次世界大戦の好況時には、 当社の株式に社会から異常な関心が集まり、

同10 年以後は国内はもちろん、 外地にまで広く株主の分布を見るに至った。

創立以来、大正8 年(1919) までの20 数年間、川崎家( 正藏翁～2 代芳太

郎) は常に大株主の首位にあった。 次いで翌9 年から昭和6 年(1931) ごろ

までは、 合資会社川崎総本店( 社長川崎武之助) および合資会社松商会( 代

表者松方幸次郎は姓の一字を採り、 また常緑繁茂の松樹にも因んで、 松商会

とした) が大株主であった。 昭和7 年に和議が成立したのちは、 大口債権者

の十五銀行が優先株式40 万株( 株式総数の27%) を取得し、 大株主の首位に

立った。

昭和14 年(1939) にこの40 万株が、 大阪商船および山下汽船の両社に肩

揺し艦船建造、 航空機製作の能率が低下し

ては国家 の重大事 であると警告があった。

また財界の大御所である郷誠之助氏などの

あっせんもあって、 同年5 月18 日にこの事

件は解決した。

取締役改選期の昭和17 年になって、 こん

度は大阪商船・山下汽船 のほかに住友 コン

ツェルンが加わり、3 社合わせて100 万株

を所有するようになった。 このため経営参

加の問題が再燃し、またもや紛糾し てきた。

しかし、 前 の年の12 月にわが国は乗・英 に

宣戦を布告し、 い わば乾坤一擲の非常戦時

体制下 であった。「国をあげて、 世界の2 大

国に当 らねばならぬ時、 国内で軍需工場が

ごたごたしては困る」 との陸軍 の強い意向

で、 いろいろと曲折はあったが、 こん度も

事件は円満に落着した。

これら3 社で所有していた株式は、 その

後 の増資による新株引受けで200 万 株( 当

社総株式の1/6)となった。しかし終戦後、

これらの株は証券民主化 の線にそって、 広

く大衆に公 開され、 細分化したので、 当時

経済界に大きな波紋 を描い たこの問題も、

3 社の理解によって根本的 に解決したので

あっ た。

(もと専務取締役)



替りされたので紛糾したが、

財界有力者の心くばりによっ

て調停が成立した。 その後、

増資によって両社は66 万株

を、住友系各社は新たに34 万

株をそれぞれ所有するに至っ

たので、3 社の所有株は、 合

わせて100 万株となった。 当

社の大株主となったこれら3

社が、同17 年に当社の経営に

参加する動きを示したので、

ふたたび問題が起こったが、

時あたかも非常時体制下にあり、

当社の重要使命が認識され円満に

解決した。

大正4 年当時の株券

昭和18年当時め株券

現 行 株 券

昭和18 年(1943)6 月、 資本金

を2 億円から6 億円に増資するに

当り、 新株式800 万株( 第1 回払

込金1 株につき12 円50 銭) のうち

400 万株は、プレ ミアム(1 株につ

き16 円) 付で一般から募集した。

太平洋戦争さなかの軍需産業株で

あるため、7 大証券会社および5

大都市の株式取引所取引員一同は

無手数料で取扱い、 公募をあつせ

んするなど協力し、 取扱期間3 日

間のうち、 第1 日で応募超過とい

うすさまじい人気を呼んだ。 株主

数が一挙に倍加したのはこのとき

である。

終戦後は持株会社の指定、 所有

株の放出、 持株制限、 株式の民主



化など、 一連の占領政策によって株式は広く大衆に浸透し、 細分化されてい

った。 かかる社会情勢と、 その後の増資新株の発行に伴って、 株主数は戦前

に比べ、さらに50% 以上の増加を見た。 当社の株式は、 現在神戸・大阪 。東

京など全国9 ヵ所の各証券取引所株式市場に上場されている。

2. 株 主 総 会

定時株主総会( 初めは通常総会といった) は、 第1 回を明治29 年(1896)

12 月17 日、本店において開き、同年10 月15 日の会社創立から11 月30 日まで

の第1 期決算報告および利益金の処分を原案通り承認可決した。 その後、 多

少の例、外を除いて毎年6 月お よび12月に開催し、 昭和31 年(1956)12 月25

日に第115 回定時総会を行なった。 また臨時株主総会は、 提出議案の関係に

よって定時総会と同日に、あるいは必要に応じて別に開催し、 回を重ねるこ

と61 回に及んだ。

その間、 定款変更38 件、 役員選任75 件、 増資または減資20 件、 社債募集

14 件、 その他45 件の上提議案を審議した。

第4 節 役 員

1. 取締 役お よび 監 査役

(1) 明治29 年から大正15 年まで

初代社長に松方幸次郎、副社長に川崎芳太郎がそれぞれ就任し、 正藏翁自

身は顧問となった。 翁は小壮気鋭の正・副社長にすべて後事を託し、 愛する

川崎造船所の伸長を見まもっていたが、 大正元年(1912) 月2 日、76 才

をもって船造りに生きたその多彩な一生を閉じた。

その後、 松方 。川崎の名コンビは、 時勢の進運に棹さし、 経営よろしきを

得て社業は発展の一路をたどった。 川崎副社長は主として内政面を担任し、

よく社長を補佐し、 温容あふれる人柄は従業員から親しまれた。 松方社長と

同様に、いずれも青年時代に海外留学の体験があったので、 その視野が広か

った。



この間、 松 方社長はし ばし ば欧米・ 清国・シ ャムにお もむ き、 近代重工業

を視察し、 その実情 と造船 ・海運界 の動 向を詳さに調 べ、 よく 商機を把握し

た。 また他 社にさきがけ て数多 く の新技術を導入し た功績は、 高 く評価さ れ

るべきで あろ う。 大 正8 年(1919)12 月、川崎副社長 の病 気に よる辞任まで、

このコンビは実に23 年 の長きに わた り当社 の基盤を確立し た。

創立以来、 当 社の技術面におい て功労のあっ た技術 社員 坂 湛( 工学博士)

お よび田 中 泰董( 工学博士) は、 大正4 年(1915)6 月、 取締役に就任し、

従来通 り造機監督長お よび造船監 督長を委嘱 された。 社員 から 取締役に選任

され たのは、 当 社ではこの両 名が初 めてであるが、 常勤 の取 締役は社長 。副

社長に 新 任の両取締役を合 わせて、 わず か4 名に過 ぎなかっ た。

第1 次世界大 戦時の好況の とき に も役員 に異動はなく、 大正8 年(1919)

2 月、 松方正雄・ 成瀬正恭の両 名を 監査役に補充し たにとど まった。 翌9 年

6 月、 男 爵川崎武之 助を取締役 に迎え、 越えて同年12 月、社員 の うちから次

の6 名を抜てきし取 締役に選任し た。

取 締 役 目 良 恒 取 締 役 山 本 盛 正

同 小 川 栄 太 郎 同 安 部 正 也

同 藤 井 総 太 郎 同 永 留 小 太 郎

以 上の ほか、 創立以来 大正 末年 までに当社 の経営に参画し た社外役員( 非

常勤) をあげ る と次の通 りであ る。

社 外 役 員 一 覧 明治29一昭和3年

役 名 氏 名

取 締 役

野 元 驍

広 瀬 満 正

渡 辺 尚

川 上 左 七 郎

佐 藤 暢

谷 謹 一 郎

成 瀬 正 行

監 査 役

外 山 脩 造

川 崎 八 右 衛 門

佐 藤 暢

田 尻 逆

山 本 盛 秀

田 中 常 徳

石 井 清

就 任 年 月 退 任 年 月

明 治29.10.15

29.10.15

29.10.15

30.12.15

35.8.7

44.12.25

大 正9.12.25

昭和2.2.14( 死去)

3.12.5( 〃)

明治30.9.13

35.3.14

43.9.7( 死去)

大正3.11.8( ダ)

昭和3.5.26

明 治29.10.15

29.10.15

33.10.15

35.8.7

39.12.30

40.6.21

大 正12.6.26

明治38.8.15

33.7.5

35.7.23

大正3.6.26( 死去)

2.3.24( ダ)

12.5.16( ダ)

昭和3.5.26



旧 役 員 ……モの1

(明治29~ 大正8 年)

1. 参照……年表・諸表: 歴代役員在任期間一覧

2. 掲載順序 は役員就任順( 歴代社長・副社長および昭和31年12月末現在の

役員は巻頭に掲載)

3. 役員氏名下の() 内数字 は役員在任期間

4. 佐藤暢 もと取締役(1900~1910) の写真は八方手を尽したが入手できなかった。

野 元

(1896～1927)

広 瀬 満 正

(1896～1928)

渡 辺 尚

(1896～1897)

外 山 脩 造

(1896～1905)

川崎八右衛門

(1896～1900)

川 上 左 七 郎

(1897～1902)



田 尻 逆

(1902～1914)

山 本 盛 秀

(1906～1913)

田 中 常 徳

(1907～1923)

谷 謹 一 郎

(1911～1914)

坂 湛

(1915～1931)

田 中 泰 董

(1915～1926)

松 方 正 雄

(1919～1928)

成 瀬 正 恭

(1919～1928)



(2) 昭和元年から同9 年まで

昭和2 年(1927)4 月の金融恐慌によって、当社は甚大な影響を受け、 つ

いに整理の余儀なき状態に至ったO 松方社長はこの難関に当って、 関係各方

面との折衝に寧日なき活動を続け、 ようやく協定の成立を見たが、 翌3 年5

月 その責を負って辞任したので、 次の通り役員を改選し、 鹿島房次郎が2 代

社長に就任した。 なお取締役田中泰董は大正15 年9 月22 日、 在任中に死去し

た。

専務取締役社長

専 務 取 締 役

取 締 役

監 査 役

鹿島房次郎

石 井 清

永留小 太郎

目 良 恒

竹 崎 友 吉

小川栄 太郎

山 本 盛 正

広 瀬 満 正

吉 国 彦 二

谷村一太郎

坂 湛

渡 辺 十 輔

松 本 松 蔵

川崎武之助

小田切延寿

鹿島新社長は かって神戸 市長( 明治43~ 大正9 年) とし て令名があ り、 の

ち合資 会社川崎総本 店の総務理 事となった。 その後の異動は次 の通りであ る。

昭和3 年6 月27 日 男爵岩倉道倶取締役に就任

同3 年7 月14 日 取締役永留小太郎専務取締役に就任

同3 年12 月5 日 同 広瀬満正死去

同5 年6 月27 日 監査役松本松蔵辞任

同5 年12 月22 日 専務取締役永留小太郎死去

昭和6 年(1931)6 月25 日の役員改選 にあ たって、 社員 の中から次の5 氏

が新たに取締役お よび監査役に 選任された。

取 締 役 川 崎 芳 熊 信濃栄 三郎 山 川麒一郎 柳 川 真 栄

監 査 役 武 文 彦

なお 同 日、 取 締役川崎武之助 は辞任し、7 月11 日、取締 役坂湛は死 去し た。

鹿島社長は難 航し ていた当社 の経営に努 め、 再建に尽力し たが、 昭和7 年

(1932)7 月29 日、和議開始 に先 だって病歿し たので、 石井専 務取締役 が社

長代 理となって、 引 続き整理 に当 った。

昭 和7 年11 月、和議が成立し、 翌 年3 月24 日、財界要 路のあ っせ んと大 口

債権 者お よび優先 株主 の推 薦により平生 釟三郎が3 代社 長に、 同時 に取 締役

川 崎芳熊 は専務取 締役に就任し、 社長代 理の石井 専務取 締役は辞任し た。

平 生社長はさ きに東京海上火 災保険 の専務取締役 を辞し、 実業界 の第一 線



から退いて財団。法人甲南学園理事長なご教育関係に携わっていたが、当社の

和議に際し その整理委員として、 和議の成立に努力した。 各方面から当社社

長に推薦されたのは、 当社の事情に通じ、 かつ豊かな識見と経験とに信頼を

寄せられたからであった。 また、 和議の経緯にかんがみ、昭和8 年4 月22 日

ふたたび臨時株主総会を開き、 次の通り異例の取締役および監査役全員の改

選を行なった。

専務取締役社長

専 務 取 締 役

取 締 役

監 査 役

平 生 釟三郎

川 崎 芳 熊

目 良 恒

岩 倉 道 倶

岩崎 恒二郎

鋳 谷 正 輔

渡 辺 十 輔

長 尾 良 吉

寺 田 甚 吉

小田切延寿

三輪小十郎

坂 田 幹 太

竹 崎 友 吉

皆川多三郎

その後の役員 異動 を示せば次 の通りであ る。

昭和8 年6 月29 日 長崎英造 松村守一取締役にそれぞれ就任

同8 年12 月12 日 取締役目良 恒 渡辺十輔それぞれ辞任

同8 年12 月27 日 吉岡保貞取締役に就任

同9 年3 月1 日 取締役長崎英造辞任

同9 年10 月31 日 同 竹崎友吉辞任

同10 年12 月17 日 同 小田切延寿辞任

(3) 昭 和10 年から同20 年 まで

昭 和10 年(1935) 月23 日、 定款を改め、 取締 役会長制度を設け、 平生

社長が会 長に就任し、 同 時に専務取 締役鋳谷正輔 が4 代社長に、 取 締役吉岡

保貞が専務 取締役に それぞれ就任し た。

定款改正 により、 取 締役会長は株主総会 の会長( 昭和15 年1 月から 議長 と

改称) に任じ、 また取 締役会を招集し こ れを司 裁す ることとなっ たが、 業務

執行には関与し ない ので、 代 表権は持 たなかった。 なお 社長け会長 の職権事

項を除き、 従来通 り会社 の業 務を総理 することを任務 とし、 社長お よび専務

取 締役は会社 を代 表し た。

平 生社長 は昭和10 年12 月3 日、貴族院 議員に勅 選されたので、会 社経営の

第一 線から退 き、会長 に就任し たが、翌11 年3 月25 日には文 部大臣に 親任さ

れたので、 その重責にか んがみ、 同 日をもって当社 の取締役を辞任し た。 平

生社長 の在職期間は3 年に過 ぎたかったが、 社 運の回復に 努め抱負 の実現に

縦 横の才腕をふ るっ た。



旧 役 員……その2

(大正9～昭和3年)

川 崎 武 之 勁

(1920～1931)

目 良 恒

(1920～1933)

小 川 栄 太 郎

(1920～1933)

山 本 盛 正

(1920～1933)

藤 井 総 太 郎

(1920～1928)

永 留 小 太 郎

(1920～1930)

安 部 正 也

(1920～1928)

成 瀬 正 行

(1920～1928)



石 井 清

(1923～1933)

吉 国 彦 二

(1928～1933)

渡 辺 十 輔

(1928～1933)

小 田 切 延 寿

(1928～1935)

竹 崎 友 吉

(1928～1934)

谷 村 一 太 郎

(1928～1933)

松 本 松 蔵

(1928～1930)

岩 倉 道 倶

(1928～1945)



新 たに取締役会長 に就任し た鋳 谷正輔は、 社長 を も兼任し た。 平 生前社長

は鋳谷社長 と相知 ること深 く、 かつ 長かっ たので、 安んじ て後 事を託し 入閣

し たのであ った。

昭 和12 年(1937)7 月 に日華 事変 が突発し、 時 局はさらに緊張 の度を加え

た。 当 社 は時局の要 請に沿って生 産拡充 を図る とともに、同14 年12 月1 日、

社 名を 「川 崎重工業 株式 会社」 と、 名実と もにふ さわし く改 めた。 この前後

の役員 の異動は次の通 りであ った。

昭和11 年5 月25 日 取締役長尾良吉辞任

同11 年6 月29 日 植村 寅取締役に就任

同12 年6 月29 日 取締役松村守一専務取締役に就任

同13 年1 月20 日 監査役岩崎恒二郎死去

同13 年6 月25 日 杉田 富監査役に就任

同15 年6 月28 日 清水良策取締役に就任

国 際情勢 はさらに悪化し、昭 和16 年(1941)12 月、太平 洋戦争 に突 入し た

ので、 戦局の進 展に応じ て翌17 年6 月27 日、 次のよ うに役員 を増強し た。

取 締 役 下 田 文 吾 根 本 荘 行 片山貫三郎 正 田 茂

米 桝健治郎 西山弥 太郎 阿 部 市 助 川 辺 昌 徳

監 査 役 上 条 憲 治C 監査役杉田富辞任にっき補充)

昭和19 年(1944) 工月17 日、 当社 は軍需会社法 により軍需会社 に指 定さ

れ、 同月24 日、鋳谷社長 が生産責 任者に就任し た。 その後、 戦局は変 転悪 化

を続け、翌20 年8 月15 日、 ついに わが国の無条 件降 伏によって終 戦となった。

この間 にお け る役員の異動は次 の通 りであ る。

昭和19 年6 月1 日 取締役米桝健治郎辞任

同19 年8 月25 日 取締役正田 茂辞任

同19 年12 月23 日 大久保賢治郎(川崎汽船専務取締役)取締役に就任

同20 年5 月10 日 取締役岩倉道倶辞任

同20 年6 月28 日 神馬新七郎 児玉 久 手塚敏雄取締役にそれぞれ就任

取締役大久保賢治郎辞任、監査役に就任

(4) 昭和21 年から同31 年 まで

敗 戦の 結乗、連合国の対 日占領政策に よって、わが国の政 治・社会経 済は、

かっ て ない 制約を受け るに至っ た。 当 社に とっ てもその影響 は大 きく、 経営

は一 とき難 航し たが、 企業再 建整 備法によって ようやく危機 を脱し たのであ

った。 こ の間、 公職追 放令あ るい は再建整 備計 画に関連し て、 役員の大半 は



退任す るのやむな きに至 り、 これ に伴 って次 の通り補充が行 われ た。

昭和21 年3 月30 日 専務取締役吉岡保貞辞任

同21 年10 月31 日 同 川崎芳熊 辞任

同21 年12 月2 日 取締役下田文吾 根本荘行、 監査役寺田甚吉 上条憲治

大久保賢治郎それぞれ辞任

同21 年12 月2 日 小田茂樹取締役に就任

同21 年12 月7 日 取締役川辺昌徳辞任

同21 年12 月24 日 取締役会長兼社長鋳谷正輔、専務取締役松村守一、取締役

清水良策　片山貫三郎　阿部市助　それぞれ辞任

同22 年7 月31 日 監査役坂田幹太辞任

同22 年10 月2 日 山中三郎　嘉瀬謙次監査役にそれぞれ就任

鋳谷社長ら が辞 任し た ため、 昭 和21 年(1946)12 月24 日の取締 役会にお

いて、 「以後、 社長・ 代表取締役等 を定め ることなく、 取締役は 各自会社を

代表 する」 こ とに決定し、 担当業務 を次のよ うに定 めた。

総 務 部 児 玉 取 締 役　 整 理 部 神 馬 取 締 役

経 理 部 小 田 取 締 役　 艦 船 工 場 手 塚 取 締 役

製 鉄 所 西 山 取 締 役

昭和25 年(1950)8 月7 日、再 建整備計画 に基き、 製 鉄部門を分離し て、第

二会社「川崎製 鐵 株式 会社」を設立し た。 当 社は存続会社 として新 発足し、造

船 を主 体とす る事業の経営 に当 るこ とにな り、 新役員を次 の通り定 め、 取締

役手 塚敏雄が5 代 社長に就 任し た。

取締役社長 手 塚 敏 雄

専務取締 役 山 中 三 郎 君 島 興 一

常務取締 役 山 口 泰 弘 森 本 猛 夫 辻 井 亮 太 郎

監 査 役 児 玉 久 神 馬 新 七 郎

取締 役西山 弥太 郎 。小田 茂樹は、 川崎製 鐵の取締役社長お よび専務 取締役

に就任し、 監査 役嘉瀬謙 次は辞任し た。

手 塚社長は、 大正6 年(1917)3 月に 入社し、 松方・ 鹿島・平生・ 鋳谷の

歴代社長 に仕え、 会社の盛 衰をつ ぶさに体験し た生粋の川崎 マンであ る。 昭

和20 年(1945)6 月、取締役に就 任するま で28 年間、篤 実に社員の 道を歩ん

だ。 翌21 年3 月、吉岡専務取締 役のあと を継いで艦船工場所 長に就 任、 次い

で5 代 社長の座 についた。 一社員 から昇 進し て当社 の社 長に就任し た最初 の

人 であ る。



旧 役 員……その3

(昭和4～15年)

川 崎 芳 熊

(1931～1946)

信 濃 栄 三 郎

(1931～1933)

山 川 麒 一 郎

(1931～1933)

柳 川 真 栄

(1931～1933)

武 文 彦

(1931～1933)

長 尾 良 吉

C1933～1936)

三 輪 小 十 郎

C1933～1942)

皆 川 多 三 郎

(1933～1942)



岩 崎 恒 二 郎

(1933～1938)

寺 田 甚 吉

(1933～1946)

坂 田 幹 太

(1933～1947)

松 村 守-

(1933～1946)

長 崎 英 造

(1933～1934)

吉 岡 保 貞

(1933～1946)

植 村 寅

(1936～1942)

杉 田 富

(1938～1942)

清 水 良 策

(1940～1946)



沈滞を続け た業 界は、昭 和29 年(1954) 下期からに わかに好況 に転じ、 さ

ら に同30 年 から翌31 年にかけ ては、世界景気 の上昇な ごの影響で、世にい う

″造船 ブ ーム″を現出す るに至った。 この業界動向に対処す るため、 同26 年

(1951)6 月以来、 数次に わたって行な った役員の異動は次 の通 りであ る。

昭和26 年6 月25 日 二瓶 豊 真島義男取締役にそれぞれ就任

同28 年12 月25 日 村田義夫 郷田兼則 坂口干雄 石原健造 佐藤愛次 矢野

正巳取締役にそれぞれ就任

藏重二祐 向笠金吾監査役にそれぞれ就任

取締役二瓶 豊 真島義男常務取締役にそれぞれ就任

同30 年12 月24 日 専務取締役山中三郎、 常務取締役辻井亮太郎それぞれ辞任

監査役蔵重二祐辞任

、 吉留 実取締役に就任

取締役石原健造辞任、監査役に就任

昭和31 年(1956)10 月15 日現在の、 当社役員お よび担当業 務をあげ ると

次の通 りである。

取締役社長 手 塚 敏 雄 会社を代表し、 会社 の業務 を統理する

専務 取締役 君 島 興 一(1) 社長を補佐し、 会社業務全般の運営

に任ず る

(2) 社長事故あ るときは之を代行す る

常 務取締役 山 口 泰 弘(1) 生産 統合室・総務・人 事・経理等( 営

業・資材 を除く) 管 理部門全般 の責に

任 ずる

(2) 傍系 会社の経理、 統制の責に任 ずる

同 森 本 猛 夫(1) 造船・ 造機・電機の 各工場 長を指揮

し、 技術管 理及び製 造全般の責に任ず

る

(2) 技 術研究室・検査部門 を担当 する

(3) 外国 船営業につ き真 島常務に協力す

る

同 二 瓶 豊(1) 東 京にお ける営業全般 の責 に任ずる

(2) 東 京支店長を嘱 託す る

同 真 島 義 男(1) 本社におけ る営業全般の責に 任ずる

(2) 資材 部門全般の責に任ず る



取 締 役 村 田 義 夫 造機工場長を嘱託する

同 郷 田 兼 則 東京における造機・修繕・鉄構関係営業

を担当する

同 坂 口 干 雄(1) 総務・人事、 同関係部門を担当する

(総務部門の内、 特に施設に関する予算

内実施の責に任ずる)

(2) 土地建物の総合経営方策立案を担当

する

同 佐 藤 愛 次(1) 造船工場長を嘱託する

(2) 特殊艦艇研究室部門を担当する

同 矢 野 正 巳 本社における電機関係営業を担当する

同 吉 留 実 電機工場長を嘱託する

監 査 役 神馬新七郎( 常 勤)

同 石 原 健 造( 常 勤)

同 向 笠 金 吾

2, 取 締 役 会一常務会議

当社は定期あるいは随時に取締役会を開いて、法定の事項を審議するほか、

社業運営に関する事項を審議し決定した。

改正商法( 昭和26.7.1 実施) により、 取締役会は会社の一つの機関に定

められた8 従来、 株主総会の専決事項であった新株の発行、 社債募集の権限

が取締役会に移ったので、取締役の責任と取締役会の重要性は高まった。 そ

こで、 当社では取締役会規程を改め、 定款に「取締役会」 たる1 章を設け、

取締役会の性格を明らかにした8

また監査役が取締役会に出席し意見を述べ得ることは、 従来の慣例によっ

てこれを認めることにした。

その後、 取締役会で決議する事項および決定した事項の実施方法等を審議

するため、 昭和28 年(1953)4 月に常務会を設けたが、翌年9 月には社業の

円滑化と能率向上のため、 「常務会議」 に改め、 取締役会の完全な運営を期

した。



旧 役 員……その4(完)

(昭和6～31年)

下 田 文 吾

(1942～1946)

根 本 荘 行

(1942～1946)

片 山 貫 三 郎

(1942～1946)

正 田 茂

(1942～1944)

米 桝 健 治 郎

C1942～1944)

西 山 弥 太 郎

(1942～1950)

阿 部 市 助

(1942～1946)

川 辺 昌 徳

(1942～1946)



上 条 憲 治

(1942～1946)

大久保賢治 郎

(1944～1946)

児 玉 久

(1945～1950)

小 田 茂 樹

(1946～1950)

山 中 三 郎

(1947～1955)

嘉 瀬 謙 次

(1947～1950)

辻 井 亮 太 郎

(1950～1955)

蔵 重 二 祐

(1953～1955)



常 務 会 議 規 程

(目 的)

第1 条 社内の各機能を総合調整して、 会社業務の円滑化と能率化とを図るために、常

務会議( 以下会議という) を設ける

(構 成)

第2 条 会議は社長、専務取締役及び常務取締役をもって構成する

(議 長)

第3 条 会議の議長は社長とし、社長に事故のあるときは専務取締役がこれにあたる

(任 務)

第4 条 会議は総合調整を要する諸般の計画並びに予算等につき審議決定し、かつその

実施状況を検討してこれを推進することをその任務とする

(決 定)

第5 条 付議事項の決裁は議長がこれを行なう

(運 営)

第6 条 会議は付議事項の内容により必要のある場合は、関係部門の責任者を随時参加

させることができる

(事 務局)

第7 条 会議の事務局を生産統合室企画部におく

付 則( 省略)

3. 参 与

昭和13 年(1938)4 月 に参与 の制度を設け5 月1 日から実施した。 参与 は

当 社に永年勤 続し、 定年 に達し た従業員の うち、 特に精励恪勤な者 を社 長が

任命( 任期3 年) する ことにし た。 その後、 同15 年6 月、定年に達し ない 者

も任命され るよう参与任用 規程を改めた。

参与は 従業 員に与 えられる最高 の身 分であ り、 重 役に準じて待遇 され る。

この 制度に よって、昭和23 年(1948)10 月 まで に片山貫三郎 ほか25 名が参

与に任命 された。 同26 年7 月1 日、 次 のよ うに規程 が定 められた。

参与 任用規 程

○参与は次の各号の一に該当する当社の従業員の中から任命する。

(1) 永年勤続し、成績優秀であって当社に功労の大きい者

(2)(1) のほか、 社長が特に必要と認める者

○参与の任期は2 ヵ年とする。 但し重任を命ずることができる。

○参与の待遇は別に定める。

この規程に よって村田義夫 ほか9 名 が参 与に任命され た。



第3 編 経 糊・

4. 顧 問 ・相 談 役

川崎正藏 翁が個人経営 の川崎造船所 を株式会社 に改組し た際、 翁は顧問 と

なっ たが、 これが当社におけ る 「顧問」 の起 こりである。 その後識見の高い

人士を顧問 または相談 役とし て随時 迎えたが、 い ずれ も法的 に規制されるこ

とな く、 また当社 とし て も特に 規定を設けな かった。 社業 の遂行上、 重要な

事項 につい て意見を求 めるた めであ って、 貴■重な示 唆を得 ることが多かっ た。

戦前に委嘱し た顧間お よ び 相談 役は次 の通りである。

顧 問 ・ 相 談 役 明 治29 一一昭 和15 年

四.-.............
名 称　 氏 名　 在 任 期 間

顧 間

創 業 者 川 崎 正 藏

海軍造船総監 大 木 治 吉

子 爵 大 久 保 立

明治29 ～大正元年

(不明) ～明治44 年

昭和2 ～8 年

相 談 役

男 爵 郷 誠 之 助

海 軍 大 将 井 出 謙 治

子 爵 大 久 保 立

3～16 年

4 ～18 年

9～15 年

以 上のほか、 今 日 までそれ ぞれの分野にお ける 練達の士 を顧問 とし た。

現行定款では、 顧問 ま たは 相談役につい ては特に定 めら れてい ないが、 顧

問 の方々には当社 運営の上に幾多 の示唆を得て きている。

「川 崎 総 本 店」 の こ と

川|14造船所のもと副社長、 川崎芳太郎さ

んは、 大正9 年の春、 病気 の重い ことを知

り、 財産や事業の管理 と運川のために、 知

人のもと神戸市長、 鹿島( 房次郎) さんを

招聘して総務理市に、 専務理事に石井( 清)

さん、 監査理 に 関 口( 高次) さんをそれ

ぞれ委嘱して、 「川崎総本店」 を設けまし

た。

神戸川崎銀行は十五 銀行 と合 併しまし た

が、 その後問もなく川崎芳太郎さんは亡く

なり、 その年の9 月に資本金1,000万円の合

675 ―

伊 藤 則 雄

資会社川崎総本店が生 れたのです。 社長に

は家督を相続し た長男 の川崎武之助さんが

就任し、 出資社員は同族の6 名と、 鹿島・

石井・圏口の3 理事でした。 出資には川崎

造船所 の株券や、 その他の有価証券が当て

られましたが、 大正13 年に不動産300 万円

を出資されたので、 資本金1,300万円となり

まし た。

私は川崎家 と総本店 とを通じて約50年 勤

めまし たが、 時代の移 りかわりにつれて目

のあたり見たことは、 時代 という大きい渦



第5 節 機 構 と 職 制

1・ 明 治 末 期

株式 会社川崎 造船所 とし て発足す るや、 即 日営業 規則・ 処務規程お よび工

場 規則を定 め、 運営上の指 針、 服務 の基準、 工場の規 律確立を図った。 その

後、 社業の 発展に伴い、 機構 職制 その他 の制度 も改 め業 績の向上に努めた。

当 社が大型 商船や主力艦 を建造 する機運に到達し たのは明治の末期であっ

たが、 当時におけ る職制 の大 綱は本章後 尾の職制表出の 通りである。

2・ 大 正 時 代

大 正時代 の前半 期は、 第1 次世界大戦 の影響により社業 は飛躍的な発展 を

遂げ たが、 後 半期には、 戦 後の不況に対 処し て、 管理部門 の強化、 造船部門

の改 革、 製鉄・ 航空機製作等 新し い分野 への進川に 努めた。 その間の機構改

革 のお もな ものは次の通 りである。(大正9年3月の職制・・・本章末尾職制表(2))

大 正2 年1 月 造機工田部の製缶・銅工・錬鉄の3 工場を分離し、 製缶71:作部

を設置

巻には、 抗し 切れぬ ものがあるというきび

しい現実でした。 昭利2 年 のパニックで、

十五銀行 と川崎造船所は整理 されることに

なりました。 これは川崎 総本店に再び起つ

能わざる打準 を与えました。

川崎造船所 の松方 社長が辞められたので

総本店から鹿島総務理事が後 任社長 に、 ま

た石井専務理事は専務取締役にそれぞれ就

任し、 もっぱら川崎 造船所の再建にあ たら

れました。 十五銀行の新株払込金 に充 てる

ため、 布引の川崎本 邸は もちろん、 その他

の不動産や、川崎造船所の株券その他の有

価証券なごも換金して、950万円を調え、立

派に責任を果しましたが、 それが致命的な

痛手 となっ てしまいました。

終戦後、GHQ から川崎家は 「財閥」 であ

るとの指定 を受けましたが、 ずっ と以前に

川崎系の事業から遠退いていたので解除 さ

れました。 合資会社 「川崎総本店」 が解散

したのは昭和30 年 のことでした。

(もと川崎総本店支配人)



大 正4 年9 月 電気設計部および電気工作部を設置( 造機設計部の電気設計と

造機工作部所属の電気工場をそれぞれ移管)

同5 年5 月 兵庫工場に製鉄科および製鉄工場を設置

同7 年1 月 船舶部および葺合工場の職制を設置

同7 年7 月 兵庫工場に自動車科および飛行機科を設置

同8 年1 月 営業部が統轄していた管理部門を総務部( 庶務・会計・倉庫・

職コこの4 課) と売買部( 購買・販売の2 課) に2 分( 営業部は

廃止)

なおヽこれと前後して検査および調査の2 部を設置 修繕部は廃

して造船・造機両工作部に分属

大正11 年(1922) 、 ワシ ント ン海軍軍備制限条約 が成 立し たので、 当 社で

建造中の戦艦 「加賀」 お よび巡洋戦艦 「愛 宕」 は工 事の中止を命ぜられ、 甚

大な打撃 を受け た。 その後、 補助艦艇 を建造するとと もに、 航空 機の製作、

薄板の製造等に比 重を移し、 これに伴って次 のよ うに機構 を改 めた。

大正10 年8 月 造機第1 外業・第2 外業の2 部および造兵工作部を設置

同11 年8 月 潜水艦部を設置

同11 年12 月 兵庫工場の自動車・飛行機2 科を分離して本社直轄の飛行機部

を設置

飛行機部各務ヶ原分工場を設置

同12 年3 月 満州船渠( 株) 設立を機会に大連出張所の設備および営業権の

一切を同社へ譲渡

同13 年11 月 北海道静狩金山部を設置

3・ 昭 和2 年 か ら 同19 年 ま で

昭和2 年(1927) の金融恐慌以 来、 動揺を続け たわが国の経済界は、 同6

年の満州 事変 を転機 とし てし だいに活況 を呈し た。 その後、 日華 事変 を経て

同16 年(1941) に太平洋 戦争に突 入するな ど、世界 情勢は目ま ぐるし く変 転

し たので、 当社 の経営 も激動し た。

この問2 度の従業員整 理を行なっ・たのち、 時局の要詰に 沿い、 重 要産業 部

門 として の役割を乗す ため、 しだい に工場は拡張を重 ね、 機 構も多岐とな り

膨張してい った。 そのお もな ものをあげ てみよ う。

昭 和2 年2 月 飛行機部を飛行機工場と改称

同2 年7 月 海軍艦政本部臨時艦船建造部を設置

同3 年5 月 兵庫工場を分部し、川崎車輛株式会社を設立



昭 和3 年6 月 従来の本社工場を艦船工場と、 また葺合工場を製鈑工場とそれ

ぞれ改称

同3 年8 月 海軍艦政本部臨時艦船建造部撤廃

同9 年4 月 艦船工場の職制を大幅に改変

同9 年11 月 川崎車輛の製鋼部を譲受け、製鋼工場を設置

同9 年12 月 船舶部を川崎汽船に合併

同12 年11 月 飛行機工場を分離し、 川崎航空機工業株式会社を設立

同14 年8. 月 製鈑工場久慈製鉄所を設置( 岩手県久慈町)

同14 年12 月 「川崎重工業株式会社」 と社名変更

東京出張所を東京事務所と改称

同16 年10 月 製鈑工場特殊鋼工場を設置( 西宮市)

同17 年5 月 海軍の委託によりジャカル夕造船工場を設置

同17 年6 月 泉州工場の一部施設竣工

同17 年8 月 大連電機工場を設置

同18 年3 月 製鋼工場伊保工場を設置( 兵庫県印南郡伊保村)

同18 年12 月 岡田浦電機分工場( のち岡田浦電機工場と改称) および製鍛工

場知多工場をそれぞれ設置

同19 年4 月 製鋼工場高松分工場を設置

以上 のほか、 関 連会社工場 を買収し、 社員 を派遣し てそれらの工場 を育成

し、 緊 密な協力 体制を確 立し た。

かくて従業員 は激増し、 当 社の機構 はい よい よ多岐 とな り、 職 制の改変 も

し ばし ば行 われた。 なお川 崎汽船・川 崎車輛・川 崎航空 機工業の諸会 社も、

時 局の要請に 沿って それ ぞれの分野で活 躍し た。 これらの諸会社の 株式 はそ

のすべてを当社 が保有し、 当 社社長 はそれら諸 会社の社長を兼任し たので、

事業は よく統轄され、 有 機的に運 営された。

昭和3 年12 月。、 同18 年9 月 の職制 を表示 すれば本章後尾 の職制表(3)(4)の通

りである。

その後、 昭和20 年(1945)8 月、 製鉄所 本店を設け、 従来 の葺合( 製鈑工

場)、 兵庫( 製鋼工 場)、 久 慈、 西宮( 特殊鋼工 場)、伊保お よび知多 の6 工 場

を統轄し たが、 これら の職制改変後い くばく もなくし て終戦 となった。

4. 昭 和20 年 か ら 同31 年 ま で

終戦後、 一とき社業 は混迷し たが、 戦災工場 の復|日、 不要工場 の閉鎖、 現

用工場 の縮小、 従業員 の整理等 を行い、 経営 の安 泰にあら ゆる 努力 を傾け、

機構を大幅に縮小し、 職 制の改変、 諸 制度 の刷新を断行し た。



昭和25 年(1950)8 月7 日、 決定 整備計画 に基い て、 製鉄 部門( 葺合・兵

庫・西 宮・知多・久 慈の5 工場) は 分離独 立し、川崎製 鐵株式 会社が 生れた。

当 社は従来の川崎重 工業 株式 会社の社 名を もっ て存続し、 同時に 機構 を改編

縮 小し た。 これより先、昭 和24 年6 月に泉州工 場を閉鎖し たが、 その後、 同

29 年(1954)4 月には生 産力 を集中す る ため、 岡田 浦電 機工場を兵 庫電機工

場 に移し、また翌30 年7. 月には 戦後の 新時 代に対処す るため、 生産部門 の職

制 を改め、 造船・造機お よび電機 の3 工場 制とし、 各工場 に工場長 を置いて

生産 責任制 度を確立し、 ひたすら合 理化を進めてい った。 その間、 機構・職

制の改編が行 われた。

昭和31 年(1956)4 月 には管 理部門合理化 の一 環とし て、 生産に直 結し た

い土 地・建物 等を分離し、 新たに川 崎不動産 株式 会社を設 立し、 これら不動

産の所有管 理お よび一般不動産 関係業務 の運営に当らせ た。

昭和31 年10 月の職制をあげれば本 章末尾の職制表(5)の通りであ る。

鹿 島 社 長 の プ ロ フ ィ ル

川 辺 昌 。徳

松方初代社長の後任については、 い ろい

ろと候補者があったが、 財界の大御所、 郷

(誠之 助) 男爵や関係各方面の一 致した声で

鹿烏( 房次郎) さんが、 昭和3 年 の5J 」に

2 代社長に就任された。 その時、 私は庶務

課長( のち秘書を兼務) で手塚さんが職工

深長、 神馬さんが監査課長でした。

鹿島さんは、10 年間神戸市長 の座にあ り

徳望が篤かった。 のち神戸商、工会議所会頭

や川崎総本店の総務理事 もされており、 関

西財界の重鎮でし た。 社長就任は社内・外

から大きい信頼をもって、迎えられた。

その時分は、 今日までの川崎 の全歴史 を

通じて一番苦境の時期であったから、 鹿島

ざんは複雑な整理 の社務 に昼も夜も没頭さ

れるのみで、華々しい面は 少しもなかった。

そ の問 のご苦労は並 大抵ではなかった。 そ

うした心労 も病気で倒れた大きい原囚の一

つらしく、 惨 たんたる苦 心を重 ねて折角成

立させた。和議を目の前にして、 昭和7 年の

7 月末に64 才で亡くなられた。

鹿島さんは、 自宅 に 「堪忍」 の額を掲げ、

これを座右の銘にし ていられた。 攻黙な、

実に円満 な人柄で、 郷 男爵が 「頭山満 翁の

若いころの而影がある」 と言 われたが、 鹿

島さんの風格をよく評しています。 容貌魁

偉とい う形容がピッタリする顔付きでした。

個人生活は至って鷹揚でしたが、 社務はき

わめて細心綿密でし た。 不遇な先輩などを

温く遇した。 これは今 も鮮やかに私 の記憶

に残っ ています。

川崎を今日あらしめるために、 多くの先

輩がご苦労されたが、 とりわけ鹿島社長 の

献身はいたましく尊い。

(もと取締役)



職 制 表(1) 明治44年7月

(技術部門には課を設けない)

専務取締役
社 長

専務|取締役
副 社 長

松 方 幸 次 郎

川 崎 芳 太 郎

秘 書 役

( 兼) 四 本 万 二

取 締 役 野 元 驍

同 広 瀬 満 正

監 査 役 田 尻 逆

同 山 本 盛 秀

同 田 中 常 徳

顧 問 川 崎 正 藏

顧 問( 嘱 託)
海 軍 造 船総 監 大 木 治 吉

営 業 部
部 長 四 本 万 二

造船監督長
田 中 泰 董

造船
設計部

部 長 目 良 恒

造
船 工作部

部 長 山 本 盛 正

造機監督長
坂 湛

造濮設計部
部 長 小川栄太郎

庶 務 課
課長代理 中 島 譲

会 計 課
課 長 有 森 新 吉

助役心得 桑 畑 彦 二

倉 庫 課
禎 心得 中 村 勇 吉

秘 書 掛

庶 務 掛

外 事 掛

調 査財産保管掛

株 式 掛

医 務 衛 生 掛

巡 視 掛

伝 票 掛

会 計 掛

出 納 掛

原 費 調 査 掛

工 場 事 務 掛

倉 庫 掛

購 買 掛

簿 記 掛

造機 工作部
部長 篠田恒 太郎

修 繕 部
部長 安 部 正 也

臨時建築部
部長 山崎 次郎

兵 庫 分 工 場

凍 京 出 張 所

大 連 出 張 所

掛長
伊勢規矩夫

佐伯吉三郎

掛 長
鶴田伝次郎

竹 村 政 吉

加 藤 良

大塚鎌 次郎

吉 国 彦 二

掛長
渡 辺 十 輔

山 崎 卯 吉

掛 長

膝井総太郎
掛主任
渚 本 弟 彦

信濃栄三郎

林 雅 之 助

橋 井 新 吉

掛 長
(兼)竹 村政吉

高 野 開 造

広 中 義 捐

事務部 水留小太郎

鉄 直部 古山石之助

鋳鋼郎 豊田銀 欠郎

野 津 澡

事務長
事務部 須 田 綱 鑑

技師長
技術部 市 原 敬 三



職 制 表(2) 大正9年3月

専務取締役
社 長 松方 幸 次郎

取 締 役 野 元

同 広 瀬 満 正

同 坂 湛

同 田 中 泰 董

監 査 役 田 中 常 徳

同 成 瀬 正 恭

同 松 方 正 雄

秘 書 役
永 留 小 太 郎

検 査 部
部長 桑 畑 彦 二

調 査 部
部長 須 田 綱 鑑

総 務 部

売 買 部
部長 中 村 勇 古

造船設計部
部長 目 良 恒

造船工作部
部長 山 本 盛 正

造機設計部
部長 小 川 栄 太 郎

造機工作部
(兼)部長 藤井総太郎

製缶工作部
部長 藤 井 総 太 郎

電気設計部
(兼)部長 多 田 重 予

電気工作部
部長 多 田 重 予

臨時建築部
部長 武 笠 清 太 郎

船 舶 部
部長 安 部 正 也

兵 庫 工 場

葺 合 工 場

東 京 出 張 所

大 連 出 張 所

課長
庶 務 課 小 高 根 純 三
会 計 課 武 文 彦
倉 庫 課 柳 川 真 栄
職 工 課 五 代 政 彦

課長
購 買 課( 兼) 中 村 勇 吉
販 売 課( 兼) 中 村 勇 吉

掛長 掛長

佐
伯 吉 三 郎 片 山 貫 三 郎

加 古 徳 五 郎 伊 勢 規 矩 夫
阪 元 寅 彦 金 子 俊 一

掛長 掛長

西 尾 止 定 山 川 麒 一 郎
竹 村 政 吉 正 田 茂
吉 国 彦 二 寺 井 忍
広 中 義 輔 宮 島 可 二 郎
万 濃 貞 雄 大 塚 鎌 次 郎

掛長 掛長
渡 辺 十 輔 中 尾 定
宮 部 徹 耳 野 正 三 郎
山 崎 卯 吉 土 屋 藤 丸

掛長 掛長
猪 木 弟 彦 勝 守 貞 二 郎
信 濃 栄 三 郎 富 子 正 夫
山 口 次 郎 米 桝 健 治 郎

掛長
戸 次 勝 右 衛 門

掛長
八 木 兼 四 郎

大 和 三 太 郎

掛長心得
内 田 富 吉

営 業 科

検 査 科

設 計 科

鉄 工 科
木 工 科

鋳 鋼 科

製 鉄 科

自 動 車 科

飛 行 機 科

営
業 科

製 鋼 科
製 鈑 科

科 長
下 田 文 吾

科長心得
山 口 張 雄

科 長
太 田 吉 松

科長心 得
岡 崎 幸 人
勝 屋 茂 太 郎

科 長
竹 内 正 彦

科 貶心 得
(兼) 山 口 張 雄
科 長

藤 田 香 苗
科長代理

藤 田 香 苗

科長
(兼) 米 桝 健 治 郎

塩 川
内 田 図 之 一

岡 田 晋 太 郎

事 務 部

技 術 部

事務長
岩 藤 与 十 郎

技師長
(兼) 岩 藤 与 十 郎



職 制 表(3) 昭和3 年12 月

専務取締役
社 長 鹿島 房 次郎

専務取締役 石 井 清

同 山 本 盛 正

同 永 留yjヽ 太 郎

取 締 役 坂 湛

同
(男 爵)

同

同

同

同

同

同
(男 爵)

川 崎 武 之 助

目 良 恒

吉 国 彦 二

渡 辺 十 輔

小 田 切 延 寿

竹 崎 友 吉

岩 倉 道 倶

監 査 役 谷 村 一 太 郎

同 松 本 松 蔵

同 小 川 栄 太 郎

顧 問
(子 爵)

相
談 役

(男 爵)

大 久 保 立

郷 誠 之 助

本 社 (所属長)( 所属課)

人 事 部 藤 本 治 郎

経 理 部 武 文 彦 一 庶務課・会計課

業 務 部 柳 川 真 栄 一 整理課・監査課

調 査 部 多 田 重 予 ― 調査課・原費課

船 舶 部 三 浦 夙 興

凍 京 出 張 所 久 原 良 賈

艦 船 工 場

総 務 部一 営 業 課・購買課・倉庫課・職工課

造 船 工 場 所長 吉 国 彦 二

工場事務課

企 画 部( 兼)山川麒一郎

検 査 部 山 川 麒 一 郎

造 船 設 計 部 片 山 貝 三 郎

造 船 工 作 部 万 濃 貞 雄

潜 水 艦 部 田 中 竜 男

外 業 部 信 濃 栄 三 郎

修 繕 部( 兼)信濃栄三郎

建 築 部

企画課. 指図課

検 査課

計算課・設 計課・標準課

第1 工場課~第6 工場課

造船課・造機課・造兵課
電気課・操艦課

作業 課

作業 課

造 機 工 場 所長 渡 辺 十 輔

工場事務課

企 画 部( 兼)渡辺 十蝴 ― 企画課. 指図課

検 査 部( 兼)渡辺十輔 一 検査課

造 機 設 計 部 耳野正三郎 一 計算課・設計課・標準課

電 気 設 計 部 田 中 半 七 一 計算課・設計課・標準課

造 兵 設 計 部 加茂下良 躬 ― 計算課・設計課・標準課

造 譏 工 作 部 山 口 次 郎 一一 第7 工場課～第11 工場課

電 気 工 作 部( 兼)田中半巳 一 第12 コこ場課~第14 工場課

造 兵 工 作 部( 兼)加茂下良躬 ― 第15 工場課

製 鈑 ユl 場 所長 小冊切延寿
経

理課・販売 課・職工課
工場事務課・製 鋼課・厚鈑 課
薄鈑課・検査 課・ 幾械課

飛 行 機 工 場 所長 竹崎友吉
営業課・職工課
設計部. 検査 部・工作 部
各務ヶ原工場



職 制 表(4) 昭和18年9月

取締役会長
社 長

鋳 谷 正 輔

専務取締役 川 崎 芳 熊

同 吉 岡 保 貞

同 松 村 守 一

取 締 役 岩 倉 道 倶

同 清 水 良 策

同 下 田 文 吾

同 根 本 荘 行

同 片 山 貫 三 郎

同 正 田 茂

同 米 桝 健 治 郎

同 西 山 弥 太 郎

同 阿 部 市 助

同 川 辺 昌 徳

監 査 役 寺 田 甚 吉

同 坂 田 幹 太

同 上 条 憲 治

参 与 県 敏

同 神 馬 新 七 郎

同 山 中 三 郎

同 堀 武 夫

同 児 玉 久

同 手 塚 敏 雄

同 吉 田 信 一

同 平 田 周 二

同 小 倉 淑 成

同 岩 佐 覚 三 郎

相 談 役 井 出 謙 治

本 社 (所 属 長)( 所 属 課)

(1) 秘 書

(2) 人 事 部 川 辺 昌 徳

(3) 監 査 部 神馬新七郎

(4) 庶 務 部 阿 部 市 助

(5) 経 理 部 児 玉 久

(6) 労 務 部 清 水 良 策

(7) 教 育 部( 兼)清水良策

(8) 営 繕 部 古茂田甲午郎

(9) 東京事務所 堀 武 夫

(10)川 崎 病 院 武 鈺 宣

41) 配 給 所 大 塚 好

.人事課・文書課

監査課・調査課・審査課

庶 務課・株式課

会計課・計算課

労働課・資料課・福利課
保険 課・共済課・医務課

教育課・川崎東山学 校

営繕 課・出張 所・(10ヵ所)
臨時泉州工場建設事務所

経理課. 艦船 課・鉄鋼課・電機課

事務部( 監理課・総務課)
本 院(9 科・薬局)
川崎 林田病院(4 科・薬局)

川崎葺合病院(3 科・薬局)
診療所(10 ヵ 所)

本 部・経理課・作業課

艦 船 工 場 所 長 吉 岡 保 貞

副所長 片山貫三郎
同 正 田 茂

同 山 中 三 郎
同 平 田 周 二

(1) 総 務 部 手 塚 敏 雄

(2) 会 計 部( 兼)児玉 久

(3) 資 材 部 松 元 一 郎

(4) 検 査 部 中 島 修 七

(5) 造船設計部 阿 多 正 雄

(6) 造船工作部 森 本 猛 夫

(7) 造機設計部 岩佐覚三郎

(8) 造機工作部( 兼)平田周二

(9) 製 缶 部( 兼)平田周二

(10)化 工 機 部 山本松太郎

(11)潜 水 艦 部 吉 田 信 一

(12)造 兵 部 楠 興 麿

(13)修 繕 部 木村喜久司

(14)船 渠 部 神 山 忠

(15)運 輸 部 近 藤 常 堅

(16)研 究 部 大 平 武 夫

(17)電 機 コこ場 小 倉 淑 成

庶務課・夕書課・営業 課・労務課
保険課・保安課 ・防衛課

会計課・原価計算課

資材第1 課・資材第2 課・資材 第3 課
購買課・倉庫課

船検課・機検 課= 電検課
兵検課・検定 検収課

基本計画課・見積課・第1 設計船殼課
第1 設計艤装課・第2 設計課
第3 設計課

作業課・現図 工場課・船殼工場課
鉄工工場課・鉄艤装工場課
木艤装工場課

見積課・タービン設計課・内火機械設
計課・補機設計課・船装設計課

作業課・機装課・鋳造工場課
唳械工場課・補機工場課・組立工場課
内火機械工場課・タービンエ場課
銅工場課・ 錬鉄工場課・分 工場課
工具工場課

設計課・作業課・製缶工場課

・設 計課・工作課

見積課・第1 作業課・第2 作業課
造船計算課・船殼設計課・船艤設計課
造機設計課 づ告兵設 計課・第1 船装工
場課・第2 船装工場課・機装工場課
電装 工場課・操艦 課

設計課 り乍業課・工作課. 艤装課

修繕課

船渠 課

運輸課

実験研究課

作業課・電機設計課・電装設 計課
工作課・電装課・無線課・発電 課



(18)泉 州 工 場( 兼)正田 茂 一

-(19)泉州青年学 院( 兼)校長 正田 茂

・(20)泉州川崎病院 院長酒井喜太郎

(21) 大連電 機工場 熊 井 松 雄

製 鈑 工 場 所 長 西山弥太郎副所長 嘉 瀬 謙 次
-(1)総 務 部 北 部 正 雄

一(2)営 業 部( 兼)北部正雄

一(3)材 料 部 菅 茂 枝

-(4)勤 労 部( 兼)嘉瀬謙次

技 師 長 高 野 侍 郎

-(5)運 輸 部( 兼)高野侍郎

-(6)製 鋼 部 植 山 義 久

一(7)第1 圧延部 高 田 弘

一(8)第2 圧延部( 兼)谷口嘉一

一(9)電 機 部 谷 口 嘉 一

一(10)成 品 部 鈴 木 虎 喜
-(11)川崎製鈑青年学院( 兼) 校長 高野侍郎

特殊 鋼 工場 (兼) 所長 西山弥太郎

技 師 長 守 屋 重 義

(1)総 務 部 桜 井 貞 雄

(2)製 鋼 部 岡 野 虎 雄

(3)圧 延 部( 兼)宗田太郎

(4)鍛 造 部 中 島 道 文

(5)電 機 部 宗 田 太 郎

(6)成 品 部( 兼)中島道文

久慈 製 鉄 所 (兼) 所長 西山弥太郎

技 師 長 岩 根 貞 蔵

(1)総 務 部

(2)鉱 山 部 大成又五郎

(3)製 鉄 部 逸 見 行 雄

(4)電 機 部 伊 達 憲 治
知多工場建設委員会

委 員 長
西山弥太郎

副委員長 長 野 金 城

大阪特殊煉瓦工場 工場課

製 鋼 工 場 所長 米桝 健治郎

技 師 長 鷲 見 桂 一

心) 総 務 部 阪 田 真 治

(2) 資 材 部 矢 内 静 雄

(3) 検 査 部 門 川 勲

(4) 企 画 部 三 木 徹

(5) 熔 鋼 部 小 島 豊 栄

(6) 鋳 造 部 中尾富士雄

(7) 圧 錬 部 森 繁 喜

一 一高松分工場建設委員会

経理課・労務課. 運輸課
検査 課・工作 課・電 気課

(臨時造船設備建設掛)
(臨時造機設備建設掛)
(臨時電気設備建設掛)

本 院(9 科・薬局). 事務課
泉州工場診療所

総務課・生産課

・庶務課・会計課・統制課

・営業第1 課・営業第2 課・営業第3 課

購 買第1 課・購買第2 課・倉庫課

助労第1 課・勤労第2 課
享生課・保安課

・第1 運輸課・第2 運輸課

第1 製鋼課・第2 製 鋼課
燃料課・築炉課

厚鈑課・平鋼課
第1 薄鈑課・第2 薄鈑課

・小厚鈑課・第3 薄鈑課

・電気課・機械 課

研 究課・分析課・検査 課・作業課

庶務課・会計課・労務課
統制課・倉庫課・運輸課

製鋼課・燃料課・築炉課

・圧延課

鍛造課

電 気課・機械課

検査 課・分析課・作業課
研究課. 熱処理課・稀金属;

経理課. 労務課・材料課

事務課・採鉱 課

製 鉄課

電気課・機械課

技師長付

庶務課. 経理課・営業 課
労務課・保安課
統制課. 購買課・倉庫課

検査課・研究課

設計掛・作業課・動力課

一熔鋼第1 課

模型掛・鋳鉄掛・鋳鋼課

・圧錬第1 課



職 制 表(5) 昭和31 年10 月

取締役社長 手 塚 敏 雄

専務取締役 君 島 興 一

常務取締役 山 口 泰 弘

同 森 本 猛 夫

同 二 瓶 豊

同 真 島 義 男

取 締 役 村 田 義 夫

同 郷 田 兼 則

同 坂 口 干 雄

同 佐 雌 愛 次

同 矢 野 正 巳

同 吉 留 実

監 査 役 神 馬 新 七 郎

同 石 原 健 造

同 向 笠 金 吾

参 与 奈 良 愛 治 郎

jM
渠]al 五 十 嵐 鋭 雄

(所属長)

生産統合室企画部 鷲 見 三 郎

秘 書 室

監 査 室

総 務 部 永 峰 千 之

人 事 部 細 田 平 吉

経 理 部 喜 多 正 一

営業第1 部 中 力 功

営 業第2 部( 兼)中力 功

営 業第3 部 宮 崎 謙 三

営業第4 部 堀 田 基

資 材 部 麻 生 茂 樹

収 術研究室 前 田 宗 雄

造船 工場

工場長 佐藤愛次

造船設計部
高 橋 菊 夫

造船工作部
長谷川鍵二

修 繕 部
吉田多賀雄

(所属課)

一企画課・調査課

一生産計画課・原価管理課

一庶務課・財産課

一株式課・営繕課

一人事課・労働課

一教育課・安 全衛生課

一厚生課・保安課

-資金課・主計課 ・

一業務課・内船課

一外船課・艦艇課

一船舶機械課

一内船修繕課・外船 修繕課

産業機械課 ・鉄構課

-電機課・車両電機課

一購買第1 課 ・購買第2 課

一購買第3 課・購買第4 課

一倉庫課 ・運輸課

-船殼課 ・艤装課

-タービ ン課. ディーゼル課

一汽缶課・機器課

一電 機課・材料課

一調査課 ・原子力研究室

―工場長室

一基本計画課

一見積課

一材料課・総合設計課

一船殼設計課 ・船装設計課

―機装設計課・電装設計課

一工務課

一船殼 課・船装課

一機装課 ・電装課

一兵装課・鉄構課

一工務課

一見積課・船体課

一機関課・工場課

一船渠課



造機工場

工場長 村田義 夫

電 機工場

工場長 吉留 実

特 殊 艦 艇 室

山 中 三 郎

基本計画課. 船体設計課

機装設計課・電装設計課-

兵装設計課・操艦 課

造 機 設 計 部

奈 良 愛 治 郎

一工場長室

-調査課

一見積課. 内燃機設計課

-タ ービン設計課・汽缶設計課

一産業機械設計課. 水力機械設計課

一補 機設計課

一造機工作部―

古 河 幸 雄

一工務課

一鋳鍛課 ・機械課

一タ ービ ン課・内燃機課

一補 機課・水力機械課

一産業 機械課・製缶課

一電 機 設 計 部

竹 内 春 男

一電 機 工 作 部

齊 藤 二 郎

一兵 庫 電 機 工場

( 兼) 斉 藤 二郎

一調査課

一見積課 ・回転機設計課

一管 制器設計課 ・車両電機設計課

一試験課

一工務課

一工作課

一工務課

一工作課

一動力課

一一検 査 部 安 積 樟 三

一一配 給 所( 兼) 細 田平 吉

一 付 属 病 院 院 長 北 島好 次

一造船検査課. 造機検査課

一電機検査課 ・材料検査課

一製品検査課

一総務課. 作業課

一事務課・診療課

一東 京 支 店

支 店 長 二 瓶 豊

総 務 部

営 業 部

技 術 室

風 問 喜 平

一総務課・経理課

株式課

開発課・船舶課

一艦艇課. 機械鉄構課

一電機課・資材課



役 員 会( 昭 和30 年10 月)

左から 専務取締役 山 中 三 郎

常務取締役 森 本 猛 夫

同 山 口 泰 弘

同 二 瓶 豊

取 締 役 坂 口 干 雄

同 佐 藤 愛 次

取締役社長 手 塚 敏 雄

専務取締役 君 島 興 一

取 締 役 村 田 義 夫

同 石 原 健 造

監 査 役 蔵 重 二 祐

監 査 役 神 馬 新 七 郎

常務取締役 真 島 義 男

同 辻 井 亮 太 郎

取 締 役 郷 田 兼 則

同 矢 野 正 巳

(欠) 監査役 向 笠 金 吾



第2 章 経 理

第1 節 資 本 金

当社は明治29 年(1896)10 月、 公称資本金200 万円( 払込資本金100 万円)

をもって発足したが、 もともと川崎正藏翁の個人経営であった川崎造船所の

組織を変更し、 その財産を引継いだものであるから、 現物出資によって成立

したものである。

資 本 金 の 推 移( 単位 万円) 明治29 一昭和31 年

年 月 公 称 資 本 金 用 途

明治29.10

35.5

39.10

大正5.2

8.3

10.9

昭和7.11

8.1

14.12

18.6

25.1

｀25.8

27.11

28.6

30.6

31.11

2001 創 立

400 コ:場設備拡張

1,000 兵庫工場新設

2,000= 葺合工場新設お よび兵庫工場( 製鉄科) 増設

4,500 工場設備拡張

9,000 〃

1,800 和 議 整 理

8,000 和議債権を株式に振替
i

20,000 工場設備拡張

60,000j 〃

6,000 決定整備計画実施

56,000 〃

112,000 設備資金および運転資金

224,000 〃

336,000 運 転 資 金

450,000 設備資金および運転資金

上記の表の示すように、 昭和7 年(1932)11 月、 和議の決定に基いて資本

金を9,000 万円から1,800 万円に減資し、 翌8 年1. 月には8,000 万円に増資

したが、 これには和議債権の一部を払込金に充当して 優先株を発行した。 次

いで同25 年(1950)1 月には企業再建整備法に基いて6 億円を9 割減資して

6,000 万円とし、 同年8 月には5 億円を増資して5 億6,000 万円とした。 そ



の後、 昭和27 ・28 ・

30 ・31 年の4 回 にわ

たって増資を 行い、

現在の資本金は45 億

円 となったの であ る。

参照……言老表:資本金推移

第1 期 営 業 報 告 書( 明治29 年)

第2 節 積 立 金

積 立 金 は 創 立 以 来 順 調 に 増 加 し, と く に 大 正5 年(1916) 上 期 か ら同10 年

(1921) 上 期 ま で は 飛 躍 的 に 増 加し て 当 時 の 払 込 資 本 金 の1.2 倍 に 当 る5,455 万

円 に 達 し た。こ れ は 第1 次 世 界 大 戦 期 の 活 況 の影 響 もあ るが, 一 方 当 社 が 財 政

基 礎 の 強 化 と 将 来 の 事 業 発 展 とい う点 に 対 す る心 く ば り に も よ る も の で あ る。

大 正10 年(1921)5 月 末 の 積 立 金は 次 の 通 り で あ る。

① 法 定 積 立 金1,109.2( 万円)

② 別 途 積 立 金820

③ 家屋お よび機械償却積立金1,150

④ 家屋・構築物・機械修繕積立金200

⑤ 事 業 拡 張 資 金175

⑥ 従業員生命保険お よび退職手当資金425

⑦ 技術研究および実験資金400

⑧ 功労従業員子弟の教育資金100

⑨ 一 般 奨 学 資 金100

⑩ 御大典記念職工奨励基金100

⑩川崎氏職工救済基金110

⑩ 配 当 平 均 準 備 金766.46

合 計5,455.66( 万円)



積立金のうち、 事業拡張資金の一部625 万円は大正8 年(1919)2 月に、

また配当平均準備金の全額および別途積立金の一部計1,125 万円は同10 年8

月に、 それぞれ増資払込金に振替充当した。

昭和2 年(1927) に起こった恐慌の影響を受けて、当社は整理の余儀なき

に至り、 翌3 年上期には材料・貯蔵物品および半製品などを償去Uすることと

なった。 このため積立金3,468 万円を、 同4 年上期には875.7 万円をそれぞ

れ取崩して損失を補膽したが、 さらに、 同7 年(1932) 下期には減資によっ

て積立金はすべて消滅した。 昭和6 年(1931) 満州事変が突発し、 金輸出再禁

止を転機として好況に入り、 積立金はしだいに増加し、 特に同18 年(1943)

下期には増資新株式プレミアムのうち、3,957.9 万円を法定積立金に繰入れ

た。 かくて第2 次世界大戦後には4,670 万円となったが、 企業再建整備法に

よりふたたび消滅したのである。

昭和25 年(1950)4 月に資産再評価法が施行されたので、 再評価によって

適正な減価償却ができるようになり、 企業経理の合理化が図られることとな

ったため、当社は同年に第1 次再評価を、 次いで同27・28 年にも再評価を行

なった。しかし、 企業 の再評価は一般に低調であったため、 同29 年(1954)

6 月に「企業資本充実のための資産再評価等の特別措置法」 が公布・施行さ

れ、再評価限度額の80% 以上の再評価が強制されることになったので、 同年

11 月にこれを行い、再評価積立金の総額は16 億4,120 万円にのばった。

利益金処分による積立金は、朝鮮動乱突発後の活況を反映して、昭和26 年

(1951) から現在まで順調に増加した。法定積立金は、昭和25 年の商法改正に

再 評 価 積 立 金

積 立 の 状 況 取 崩し の状 況



よ っ て 利 益 準 備 金 と 資 本 準 備 金 と に 区 分 す る こ と に な っ た た め 、同27 年11 月

の 増 資 時 に 生 じ た 公 募 株 の プ レ ミ ア ム380 万 円 を 資 本 準 備 金 と し て 積 立 て た

の で あ るっ 昭 和31 年10 月 末 現 在 の 積 立 金 は 次 の 通 り で あ る.

資 本 準 備 金380( 万円)

再 評 価 積 立 金143,726

利 益 準 備 金16,400

任 意 積 立 金 、44,500

設 備 改 善 積 立 金8,000

合 計213,006( 万円)

参照 ……2渚表: 積立金推移

第3 節 損 益 お よ び 利 益 金 処 分

l. 損 益

創 立 以 来60 年 間 に お け る 純 利 益 の 合 計 は26 億6,237 万 円 で あ っ て 、 そ の う

ち 利 益 を 計 上 し た 期 は 合 計101 期 、 欠 損 を 生 じ た 期 は 合 計11 期 で あ る.

払 込 資 本 利 益 率 か ら 見 て 、 最 も 利 益 の 多 か っ た の は 大 正6 年(1917) 下 期 の

218^ で 、 第2 次 世 界 大 戦 後 で は 昭 和27 年(1952) 下 期 の37% で あ る. ま た

欠 損 率 の 点 で は 昭 和2 年(1927) 下 期 の96% で 、 同21 年(1946) 上 期 の76%

が こ れ に 次 い で い る. い ま 、 損 益 推 移 の 跡 を な が め る と 次 の 通 り で あ る.

(1) 創 立 か ら 明 治 末 期 ま で… …… 第1 期( 明 治29 年)~ 第33 期( 大 正 元 年)

こ の 期 間 の 利 益 の 増 加 は 日 露 戦 争 に よ る も の で 、 明 治38 年(1905) 」二期 か ら

同41 年 下期の間は著し く

増加し た。 し かし 日露 戦

争後の不況 の影響は翌42

年 上期に 現われたが、 一

般経済界 の好転 とともに

翌43 年下期から利益 はし

だいに 増加し た。

利 益 金 の 推 移(1)



(2) 大正期……第34 期(大正2年) ～

第61 期( 同15 年)

この期間の前半は、 第1 次世界大戦

のため空前の活況を呈し、 特に大正6

年(1917) 下期から翌7 年下期までの

3 期間における1 期当りの平均利益は

1,614 万円であって、 払込資本利益率

は160 ～218% に達した。 しかし、 こ

の大戦の反動期とワシント ン軍縮会議

の開催( 大正10 年) のため不況は深刻

となり、大正10 年(1921) 下期から同

15 年(1926) 下期までの11 期間は、1

期の平均利益は366 万円に減少した。

利 益 金 の 推 移(2)

(3) 昭和初 期から 日華 事変突発まて………第62 期( 昭 和2 年)～第81 期(同11 年)

昭 和2 年(1927) 上 期から同7 年(1932) 下期の間 は恐慌の影響 を受 けて

さら に悪化し、1 期平均620 万円 の欠 損を生じ た。 しかし 満州事変 の突 発 と

ともに更生期に入 り、 同8 年上 期から同11 年(1936) 下 期までの1 期平 均利

益 は112 万円 となった。

(4) 日華 事変・ 第2 次世界大戦 時……第82

期(昭 和12 年)～ 第98 期(同20 年)

日華 事変に次 ぐ第2 次世界大 戦が突発 す

ると、 これに伴 って重 工業界は 躍進期を 迎

え、 利益金 も昭 和12 年(1937) 上期か ら同

16 年(1941) 上期ま では1 期平均450 万円

に、 さらに終戦直前 の同20 年(1945) 上 期

まではl 期平均1,072 万円に増 加し た。

(5) 再建整備 期……第99 期( 昭和20 年) ～

第102 期( 同25 年)

第2 次世 界大 戦後は、 企業 再 建整 備法 に

利 益 金 の 推 移(3)



よっ て企業の再 建が 進められ ることになっ たが、 会社経 理応急措置 法による

指定 時、 昭和21 年(1946)8 月10 日を もっ て終る事業年 度の第101 期の欠損

お よび繰越 損失額は2 億165 万 円で、 これを含めた特別 損失額は11 億2,496

万円 の巨 額に達し た。 これらは決定整 備計画に よる90% の減資 と45.04% の

債務切捨に よって補鵈し たのであ る。 指定時か ら同25 年(1950)6 月20 日ま

で の第102 期は被占 領下の混 乱時代で成績は 振わなかっ た。 利益金4 億778

万円 は製鉄部門 から生じ たもので、 同部門 分離の際 に第2 会社 に引継 がれた。

(6) 第2 次 世界大戦後の 復興期 …… 第103 期(昭 和25 年)~第115 期(同31 年)

たまたま昭 和25 年(1950) から 行われた計画 造船 と、 同 年突 発し た朝鮮動

乱 とによるい わゆる輸出船ブ ー ムを契機 とし て復興 の時 代に入 り、 利益 は期

を追 って増加し、 同28 年(1953) 下期 には2 億8,098 万円 となった。

し かし 朝鮮動乱終了 の影響は同29 年に 入って現 われ、 利益 は同29 年 上期

には1 億9,767 万円 と一時 減少し たが、 この反動 も翌30 年以降 の世界 造船市

場の好 転に伴っ てふた たび訪 れた輸出船ブ ームに よって解 消し、 利 益はしだ

い に増加して同31 年下 期には2 億8,117 万円 となった。

利 益 金 の 推 移(4) 売上高・売上高純利益率

2。 利 益 金 処 分

創立から大正5 年(1916) 上期までの40 期間の利益金に対する社内留保率

平均は26.7% であり、同年下期から同9 年上期までの8 期間の平均が60% と



好転したのは第1 次世界大戦の影響のためで

ある。 特に大正6 年(1917) 下期の利益金留

保率79.2% はその最高のものであった。 大正

9 年(1920) 下期から同15 年(1926) 下期ま

での13 期間は第1 次世界大戦の反動による不

況のため利益は澂減じた。 和議成立後、 昭和

9 年(1934) 下期から同20 年(1945) 上期ま

での22 期問は、和議条件の制約を受けて社内

留保金が少なかったので、留保率の平均は6%

と低下した。 同25 年(1950) 以後の社内留ぼ

率の推移を図示す ると右の通りである。

次に配当金は、 創立以来通算115 期のうち

配当を行なったのは計96 期で、 これを配当率

別に示すと次の通りである。

配 当 率 一 覧

利 益 全 社 内 留 保 率

明治29一 昭和31 年

2 ～4 割の配当 をし たのは 第1 次世界大 戦の好況 期であるが、 第2 次世界

大 戦期には国 家総動 員法に よ って、 昭 和14 年(1939)4 月 に会社利益 配当お

よび資金融 通令が公 布・施 行されたの で、 利益配当は7 分に とごめたのであ

った。 企業 再建整 備計画に より製 鉄部門 を分離し( 川崎製 鐵独立)、造船部門

を もって新 発足し た昭和25 年(1950) 下 期から翌26 年下期ま では1 割、 次い

で同28 年下期 までは1 割5 分、 その後、 同31 年(1956) 下 期までは1 割2 分

の配当 を続け てい る。

参照……諸表:損益および損益処分推移・財務比率推移



第4 節 社 債 お よ び 和 議 債 権

1. 社 債

創 立以来の社 債発行総 額は、 次 のよ うに16 億4,130 万円 である。

社 債 発 行 状 況 明治35一昭和31年

区 分 発 行回数 発 行 総 額 発 行 年 次

明治35 ～ 昭和2

昭和16 ～17

26 ～30

30 ～31

株式会社川崎造船所無担保社 債116

川崎重 工第1 回物上担保付社噴4

〃 第2 回 〃7

〃 第3 回 〃3

9,130( 万円)

5,000

70,000

80,000

合 計 30 164,130

以上の起債は、 事業拡張や設備の改善に資金を必要と七たためである。

昭和2 年(1927) の恐慌の影響を受けて金融難に陥り、 整理のやむなきに

至ったので、川崎造船所時代の第9 回( 大正11 年) から第16 回( 昭和2 年)

までの社債未償還額5,900 万円は、 第1 次整理案に基いて償還期限ののちさ

らに2 年問据置き、 以後8 年問に償還することになった。

その後、 情勢はさらに悪化したので、 ついに和議法の適用を申立て、 昭和

7 年(1932)11 月、 和議認可決定により優先株および和議債権に振替えられ。

原 価 計 算 の こ と

神 馬 新 七 郎

明治43 年の12 月に私か入社し た当時、 原

価計算という言葉は まだ使 われていなかっ

た。 この原価計算に該当 する仕事を海軍工

廠では工事費整理 と言い、 当 社では原費調

査と呼んでいた。 私 はこの原費調査掛主任

となってから、 原価 の区分計算を考 えて計

算の対象 となる工事を大 。中・ 小の三つに

区 分し、 工場の能率査定や予算作成 の資料

となるように改正した。 そのころ原費調査

掛 に集まる伝票には、 現場に都合のよいよ

うな報告が多かった。 原価計算では、 材料

費・労務費および経費の計算が正確でない

とその価値は本質的に失 われてしまうので、

各作業場から出 される資料 が正確である よ

うに、 なんらかの方法 を講じなければなら

ない。 そこで私は内部監査制度の確立が急

務であ ると考え、 当時 の石井( 清) 監 査役

に進言した結果、 昭利3 年1 月に至 り監査

課が生れた。

現 在、 内部監査の必要性 なご論じ たら物

笑い となるのが落ちであるが、 当時 として

は非常に進歩的 な企画であ り、 監査課を設



和議債権は同18 年(1943)12 月に

完済した。昭和16 年(1941) お よ

び同17 年に発行された当社第1 回

物上担保付社債の米 償還額4,575

万円は、 第2 次世界大戦終了 とと

もに企業再建整備法により旧債務

としてたな上げになったが、同24

年(1949)10 月31 日付認可の決定

整備計画に基き、 その元金残高か
第1 回社債募集についての重役会議事録(明治34 年)

第1 回ろ号社債( 昭和16 年) 第2 回い号社債( 昭和26 年)

けたのもわが国 においては当社が最初であ

った。 この内部監査とい う言葉をアメリカ

のinternalauditの翻訳であ るとする者 もある

が、 当 社が内部監査を実施した当時は、 ま

だ アメリ カにおいてもinternalauditという言

葉は生れてい なかった。 原価計算は産業合

理化 と密接不離 のものなので、昭和5 年6 月

には商工省に産業合理局が開設せ・られ、 次

い で、 中島( 久万吉) 商工大l瓦( 昭 和7~

9 年) の在任中 に、 原価計算制度 の確立が

企画された。 その時、 政府の要請で私も財

務管理委員 に加わり、2 ヵ年あまりの審議

の末、 昭和12 年Ⅱ 月にようやく 「製造原価

計算準則」 が・制定された。 わが国の原価計

算史上に大 きなエポックを画するこの制度

を制定するにあ たって、 民間の一造船所か

ら参画したというこ とは、 当時 の川崎 がい

かに進んだ制度を採ってい たかとい うこと

の一証左になるものと思う。

(監査役)



ら特別損失負担額(切捨率45.04%)2,061 万円を控除した2,514 万円を翌25 年

9 月20 日に償還し た。

昭和26 年(1951)7 月に設備資金調達のため社債を発行してから、 同31 年

(1956)8 月までに総額15 億円の物上担保付社債を発行したが、この償還は順

調に行われ、 同年10 月末残高は12 億1,700 万円である。

2。和 議 債 権

和議の対象となった無担保債務は、 昭和7 年

(1932)8 月13 日現在( 和議開始日) 右の通り

であった。

無担保債務総額1 億4,704 万円は、 和議条件

によってその8 分は免除され、2 割9 分は甲種

和議債権に、6 割3 分は乙種和議債権となり、

乙種和議債権のうち6,200 万円は優先株となっ

た。 甲種和議債権4,264 万円は昭和9 年(1934)12 月に第1 回の弁済を開始

し、同14 年(1939)12 月に完済した。20 年間に弁済する予定のものを、 わず

か5 年間で完済したわけである。 これと同時に優先株はその優先権を失って

普通株となった。 次いで、 同18 年(1943)12 月には乙種和議債権3,064 万円

を完済して、 同2 年(1927) 以来の困難な整理を完了したのである。

社 債5,900( 万円)

支 払 手 形4,462

借 入 金2,550

社 債利 子864

未 払 利 息928

合 計14,704( 万円)

内 部 監 査

青 木 茂 男

わが国 において内部監査 の必要性が痛感

され、 その実施や主張 が行われたのは必ず

し も、 ここ一両年のことではない。 川崎重

工の神馬さんは早くから内部監査の重要性

を説いておられた。 戦時中にあっては、 工

場監督制度の一翼とし て、 軍経理局から発

表された「工場内部監査制度の参考」9) 、

この分野の貴重なる業 績であった。 しかし

ながらこれらの努力にもかかわらず、 内部

監査はわが国の実業 界にあっ ては、 川崎重

工など幾つかの進歩的 な会社を除いてはま

だ全般的 でなく、 一方学界にあっても、 こ

の問題を直接取扱った文献は きわめて少な

かった。

(早稲田大学教授)



第5 節 有 形 固 定 資 産

第1 期( 明治29 年11 月末) における固定資産は74 万円であったが、しだい

に増加して第1 次世界大戦突発時の大正3 年(1914) 下期には2,133 万円と

なった。 同7 年(1918) には造船用鋼材自給のために葺合工場を建設し、 そ

の他設備の拡充を行なったので、 翌8 年上期の固定資産は6,338 万円と急増

した。 同9 年上期に至り、 固定資産が急減して3,321 万円となったのは、 前

年7 月に設立した国際汽船へ船舶の現物出資をしたためであった。

その後、 固定資産はふたたび増加の一途をたどり、 特に大正12 年(1923)

には岐阜県各務ヶ原
。
に飛行機組立工場を新設するなどのこともあり、同15 年

下期の固定資産は1 億3,721 万円となった。 しかし、 大正末期から昭和初期

にかけては不況のため固定資産は殆ど増加しなかった。 昭和3 年(1928) に

は恐慌による金融難を打開するために、 兵庫工場を分離独立させて川崎車輛

を設立し、 同年下期には1 億1,311 万円どなった。 さらに同7 年下期には当

社の和議整理に関連して7,920 万円となった。 昭和9 年(1934)12 月船舶部

が川崎汽船に合併する際、 所有船舶を売却したためと、 同12 年(1937)11

月
、

飛行機工場が分離独立して川崎航空機工業の設立などもあって固定資産

はさらに減少し、 同年下期には4,936 万円となったが、 日華 事変および第2

次世界大戦を通じて次のように工場を新設したので固定資産は増加したO

久 慈 製 鉄 所( 昭 和14 年)

泉 州 工 場( 同17 年)

知 多 工 場( 同18 年)

西宮特殊鋼工場( 昭和16年)

岡田浦電機分工場( 同18 年)

かくて、 昭和21 年(1946)8 月10 日の固定資産は1 億3,299 万円に達した

が、 このうち艦船工場は同年9 月に賠償施設(1,538 万円) に指定された。 こ

のほか、賠償施設を除く固定資産は、 企業再建整備法による特別損失補填の

ため評価換えを行い、 評価利益金7,892 万円を生じた。 また川崎製鐵に対し

て固定資産7,563 万円を現物出資したが、 泉州工場は同24 年(1949) に閉鎖

され、当社の新発足時( 昭和25 年8 月7 日) の固定資産は2 億4,073 万円と

なった。次いで翌25 年8 月には第1 次、 その後引続き3 回にわたる再評価を

行なって、 再評価による差額総計16 億4,120 万円を固定資産に計上した。

生産設備は昭和25 年(1950) 以後の計画造船、 次いで朝鮮動乱突発による



輸出船ブーム、 さらに同30 年(1955) 以降の世界造船市場の好転に伴う輸出

船ブームの再来などのために近代化された。 特に溶接設備、 ディーゼル機関

・蒸気タービンおよびボイラ製作設備、 運搬設備の改善拡充、 外航大型船の

ための大型浮ドックお よび船台の延長など、 囚定資産は同31 年(1956)10 月

末には36 億8,209 万円にのぼった。

参照……言者表:固定資産推移

第6 節 資 本 お よ び 資 産 構 成

1. 使 用 総 資 本

当社の総資本は第1 期末の明治29 年(1896) には114 万円であったが、 日

露戦争と第1 次世界大戦の前後を通じて急増し、 大正15 年(1926) 下期には

3 億262 万円に膨張した。 しかし、大正年代の末から昭和初年にわたって景

気が後退したため総資本は漸次減少し、 和議申立直前の昭和6 年(1931) 上

期には2 億2,860 万円に、 また和議成立時の翌7 年下期には1 億4,027 万円

となり、大正末期の半額以下を示すに至った。 その後、 軍需景気に支えられ

てふたたび上昇し、 特に第2 次世界大戦期を通じて急増し、 終戦直後の昭和

20 年(1945) 下期には15 億8,433 万円に達した。

陸 海 軍 の 監 査 官

杉 本 亀 三 郎

国家総動員法に基いて昭和14 年10 月に箪

需品工場事業 場検査令が勅令をもって公布

され、 つづいて陸軍は陸軍原価計算要綱を

制定し、 海軍もまた海軍原価計算準則を制

定して統一原価計算を各軍需品製造工場に

強制し た。 これに伴い陸軍は会計監督官 を

海軍は監査官を設けた。 これは予備の大 佐

・中佐級の主計将校を召集して長 とし、 帝

大や 商大 の卒業生から選ばれた中尉・ 少尉

が監靠官柮 となって実際に活躍していた。

軍 の監査は会社の財務一般に及び、 特に

原価計算に重点が置かれた。 原価計算要綱

は具体的に詳しく記述されていて、 会社の

伝統と違う点がかなりあり、 これを調節す

るのに苦労した。 また陸軍の方が海軍に比

し 細かく規定 されており、 報告書類は陸海

軍別 々に作 成するので混乱をきたした。

一方税務署の官 吏は徴税 のため会社の帳

簿書類その他の物件を検査して色々と質問

することになっ ているが、 実際の損益は原



第2 次世界大戦後の総資本は急激に膨張し、 企業再建整備法による事業年

度末の昭和25 年(1950)6 月20 日には109 億8,812 万円となったが、 同年8

月7 日、川崎製鐵に現物出資したので同年下期には62ft2,968 万円と減少し

たが、 以後年々増大し て同29 年上期には125 億2,998 万円、 同31 年下期には

291 億9,008 万円の巨額に達し、 事業の飛躍的発展の跡を物語っている。

2. 資 本 構 成

創立から昭和20 年(1945) までの資本構成は毎年平均して自己資本44% 、

他人資本56% という割合であった。翌21 年から同27 年(1952) 下期までは、

設備の整備・再建とインフレによる人件費・資材費の増大のため、 資金需要

は急増し他人資本が増加して平均自己資本11% 、他人資本89% と悪化し、特

に同25 年(1950) 上期の自己資本は4.3% と創』立以来の最低を示すに至った。

前後4 回にわたる増資・再評価積立および社内留保金の増大など自己資本

の充実、資本構成の是正に努力したためやや好転して、 昭和30 年(1955) 下

期には自己資本30,9% 、 他人資本69.1% となったが、翌31 年上期には自己資

本比率24.9% 、 同年下期には19.9% と低下し、 資本構成は是正されるに至ら

なかった。 しかし、 この資本構成悪化の内容をみると、 売上高の増加と生産

の。拡大とから生じた前受金・買掛金などの流動負債の大幅な増加によるもの

であり、 企業経営の不振から生じたものではない。

価計 算を調査しなければわがらぬ。 監査官

はこれは軍機保護のため税務官吏でも見せ

てはならぬ、 とい うわけで監査官 と税務官

吏 とが押し問答を重 ねたが、 ついに税務署

が譲歩し た。 それから税務署の帳簿検査が

簡単 となって助かった。

当時会社の決算期は毎年5 月末日と11 月

末日との2 回で、 株主総会は翌 月の25 日ご

ろに開催されるので重役会は10 日ごろに開

かれた。 し たがって決算書類は遅 くとも8

日までに作成せねばならないので、 決算期

後1 週間は本 社経理部( 部長児玉久) は全

員毎日残業やら徹夜 でこれに取組んだ。 こ

とに久慈製鉄所・知多工場は遠隔の地であ

るため、 決算書類が遅れるのもやむを得な

かっ た。 この切り詰めた日数内に決算財務

諸表は陸海軍の監査官から承認 を得なけれ

ばならなかった。 苦しかったがなつかしい一

思い出である。

(もと経理部副部長)



3. 資 産 構 成

固定 資産が総 資産の うちで占め る割 合は、 創立 から 昭和13 年(1938) まで

は平均し て60% 程度であ ったが、その後、 日華 事変お よび第2 次 世界大戦 の

突発に より工事量は 増大し、 流動資産は ますます増 加し て固定資 産比率は 低

下し、翌14 年 から同20 年(1945) ま では平均して38% となった。 終戦後、 イ

ンフレの ため流動資産 は急激 に膨張し たが、 固定資産は設 備の整理、 あるい

は 証券保有 制限令に よる関係会 社株式の一 般放出 な どによって減少 を示し た

ため、 囚定資産比 率は急 激に低下し、翌21 年から同27 年(1952) 下 期までは

平均11% となっ た。 その後、資 産再評価 法に よる評 価換え、 毎 年の設備投資、

関係 会社への投 資な どのため固定資産 は増加し、 同28 年から同31 年(1956)

までの資産構成は、 平均し て固定資産24% 、流動 資産76% と戦前の比率 に復

し つつあ る。

参照……諸表:資産および資本推移・資本および資産構成比率図表

原価計算規則( 昭和17 年)

造船工業原価計算準則( 昭和18 年) 軍需品工場事業場検査令(昭和14年)



第3 章 営 業

第1 節 個 人 経 営 時 代

明治19 年(1886) から10 年間、個人 経営の川 崎造船所は、 船舶の造修を中

心に汽缶・ 諸機械 の造修 も合 わせて行なってい た。 この問 の業 績 とし ては、

建造船80 隻、 修繕 船593 隻、 新製 機械91 基、 修繕機械494 基、 新製汽 缶134

基のほか 修繕し た汽缶400 基があげられ る。

こ の うち、100G.T. 以上の建 造船は 鋼船5 隻、 鉄船5 隻、木船14 隻、 合計

24 隻(8,381G.T.) で、 その殆 どが貨客船であっ た。 中で も大阪商船 発注が

9 隻 を占め、 その4 隻まで が鋼船であっ たことは、 当時 の造船界 とし ては 特

筆 すべきこ とであ った。

また、 明治27 年(1894) に建造し た呉海軍工廠 の水雷 敷設艇(76AT 木

製)6 隻は、 後年当 社が本格的 に艦艇建造 を手 がける先駆 となった。

日清戦争は当 社修繕船部門 に異 常な繁忙を もたらし た。 当 社では開戦の直

後、 広島県宇品 港に臨時出 張所を設け、 船 舶の応急修理 などに当 り、 軍の要

請にこたえ たのであっ た。

第2 節 創 立 初 期

1. 概 況

明治29 年(1896) 、 株式 会社に改組し て間4, なく、 海運・ 造船業 界は 日清

戦争後 の反動的不況 期に入っ たが、 その後、 世 界情勢 の変 転によって立 ち直

り、 一 方、 政府 の造船奨 励政策に よって業 界に船 舶建造の気 運がし だいに高

まってき た。

当 社では明治32 年(1899) ごろから新造 船の受 注が漸 増し、 やがて 日露 戦

争の突 発 とともに艦艇・商船 の受 注量は急 激に上昇し た。 このため、同40 年

(1907) から同42 年 までの年間進 水量 は20,000G.T. にも達し た。 その後、



戦後の不況に見舞われ、 一とき商船の受

注はとだえたが、 同44 年(1911) に入っ

て初めて大型艦艇および大型商船を受注

するに至ったので、 造船部門はふたたび

活況を呈し、 大正3 年(1914) には年間

進水量30,721G.T. と、 この時代の記録

を樹立した。

修繕船部門では明治35 年(1902) に乾

ドックの構築が成るとともに、 内外船の

修理に一段と業績をあげ、 機械・鉄構・

車両等の他部門の活動と並行して経営の

安定にあずかって力があった。

進水直前の伊予汽船「第五肱川丸」(明治30 年)

韓 国 灯 台 巡 視 船 「光 済」( 明治37 年)

2・ 新 造 船 部 門

(1) 商 船

商船 の受 注は、 当時 のわが国 海軍界 の情勢を反映し、 日本郵船 ・大阪商船

等からの貨客船受注 が多く、 その総受 注量は37 隻(13 万G.T.) に及 んだ。

株式会社に改組し たのちの第1 船 「伊予丸」(727G.T ・) は、 わが国 におけ

る造船奨励 法適用 の第1 船 として、 明治30 年(1897)10 月 進水し た。 またこ

の年、1,000G.T ・以上の船 とし て初めて大阪 商船の貨客船 「大元 丸」 を受 注

し たが、その後の新造船はし だいに大型化し て、明治末年には 日本郵船の「鹿

島丸」・「八阪丸」など

10,000G.T. 級の貨客

船を受注するまでにな

った。

明治34 年(1901) に

は上海税関の灯台巡視

船「流星」 を受注し、

続いて同36年には韓国

税関の灯台巡視船「光

済」 を、 翌年シャム国



王室の快遊船や清国・シ

ャム国の小型艦艇を受注

し、 それぞれわが国初期

の輸出 船 とし て手 がけ

た。

なお明治35 年(1902)

には、 近代的装備を施し

た大型帆船として異色を

もっ た東京 商船学校練習 船 「大成丸」(2,287G.T.) を受 注した。 その後、

同43 年(1910) から大正2 年まで に210 ～250G.T ・の漁船19 隻を建造し た。

日本郵船「三島丸」の遊歩中板( 明治42 年)

(2) 艦 艇

艦 艇の分野 におけ る受 注は、 大別して ①明治31 年(1898) から始 まる水

雷艇 の組立お よび建造 ②日露開 戦以 後の駆逐艦・ 砲艦等の本格的 な艦艇建

造 ③明治42 年(1909) 以後 の主力 艦の建造開 始 と、 おお むね3 段階 に分 か

つこ とができる。 このうち、 日露 開戦(1904) から7 年間の受注艦艇 は次の

通り28 隻 を数えた。

日 露 戦 争中 と その 後 の受 注艦 艇 明治37一一43年

艦 種 注 文 主
ト ン 数
( ⊿T)

隻 数 艦 艇 名

駆 逐 艦

砲 艦

海 軍 省 375 5 朝 風・春風・時雨・初春. 卯月

シ ャ ム 国 政 府 〃 2 SUARTAYOENCHON ・
SUAKAMRONSIN

清 国 南 京 省 565 4 江元. 江 亨・江利・江貞

〃 湖 北 省 750 6 楚泰・楚同. 楚有・楚謙・楚予. 楚観

海 軍 省 1,320 1 淀( 通報艦のち砲艦)

〃 180 1 伏見

清 国 政 府 780 1 永翔

水 雷 艇
清 国 湖 北 省 89 4 湖鴨 ・湖鶚. 湖燕. 湖隼

シ ャ ム 国 政 府 〃 4 N0.1 ～4

合 計 12,377 28

この間、 明治37 年(1904) にはわが国最初の潜水艇2 隻の建造に着手し、

潜水艦建造史の1 ページを飾ったが、 その後も研究を進め、同43 年(1910)

には当社独自の設計になる潜水艇「第13」(304 ⊿T) を建造するまでになっ



た。 また明治42 年(1909) には、 二等巡洋艦「平戸」(4,400JT) を、 越え

て同44 年には巡洋戦艦「榛名」(27,500AT) の建造を受注し、当社として初

めての主力艦建造を手がけるに至ったが、 これらは当時わが国における画期

的な大艦建造でもあった。

3. 修 繕 船 部 門

第1 乾ドックの完成後は、 大型船の入渠が相次ぎ、 この部門の活動は日を

追って充実していった。 当時のおもな注文主は日本郵船・大阪商船の2 社で

あったが、 特に日本郵船と

の間には修繕船工事につい

て特恵契約が結ばれていた

のであった。

明治37 年(1904) 、 日露

戦争が突発するや、 ″ご用

船″の改装工事を初め、陸

海軍の工事が多く、 本社工

場はもとより、宇品臨時出

張所においても修理工事は

繁忙をきわめた。 入渠修繕中の"CITYOFPEKING ″( 明治35 年)

4. 造 機 部 門

ボイフ部門では当 社建船用 のものを製作 するほか、 当時開 拓の初期にあっ

た水管 缶の分野 でも当 社は宮原式 を手がけてい たので、 艦艇用 ボイ ラの受 注

が多 数にのぼっ た。 また、 明治40 年(1907) に兵庫分工場 で機関車の製作 を

始 めてから、 機関 車用 ボイ ラの製 作はす べて造機部がこ れを担当し、 年ご と

に業績 をあげていっ た。

一方、 タ ービ ン部門では、 明治40 年1 月、米 国のカ ーチス式舶用蒸気 ター

ビ ンの製作 販売権 を取 得し、・ 以後舶用 タービンの メーカ ーとし て業界 に重き

をなす に至っ たが、 きらに同44 年(1911)6 月、 英国のブ ラウン・カ ーチ ス

式タ ービンの製 作について技 術提携を結 ぶに及んで、 タービン製作技 術は 急



速 に進展し、 主 とし て海軍

向け のものに多く の実 績を

あげ た。

シャム国 駆逐艦

"SUAKAMRONSIN"

カーチス式タービンの積込み

(明治45年)

5。 鉄 構 部 門

当社では早くか

ら橋桁を製作して

いたが、明治40 年

(1907) ごろから

国鉄の新線敷設が

さかんとなり、 こ

れに伴って鉄道橋

の受注が急増した。

また、 そのころから 各都市のガ ス・ 水道事業が 発達し たので、 多数の ガスタ

ン クお よび水道用鋳鉄管 を製 作し た。

京 浜 電 鉄 六 郷 川 鉄 橋( 明治43 年)

第3 節 第1 次 世 界 大 戦 時 代

1, 概 況

第1 次世界大戦を背景として各部門とも活況を呈したが、 その主軸は新造

船部門にあったO 海運・造船市況の急カーブの上昇、 輸入資材の窮迫化など

の情勢のもとに、 大正5 年(1916) 以後スト ック・ボートの量産を行い、同

8 年には35 隻(196,572G.T.) と、 創立以来年間進水実績の最高を記録する



に至 った。 しかし、 やがて 戦後の反動不 況の訪れ とともに、 これが経営を圧

迫す る禍因と もなっ た。

2, 新 造 船 部 門

(1) 商 船

この時代の商 船建造は スト ック・ ボート一 色に塗 りつぶ され、 し か もその

殆どが同型貨物船 の短期量産 を行なった点に特色があ った。 スト ック・ ボ ー

ト のほかには、 大 正4 年(1915) 日本郵船 から、 また翌年朝鮮 郵船から受 注

し た貨客船 各1 隻 と、 同年シ ャム国王 室から受 注し た快遊 船(2,400G.T.)

1 隻 があっ・た。

当 社が スト ック・ ボ ート とし て建造七 た船 舶は、 大正5 年(1916) から同

15 年(1926) までで計96 隻(558,694G.T.) に及 び、この開 の商船(100G.t.

以上) 総 建造量106 隻(597,068G.T.) の94% を占めた。

これらスト ック・ ボ ート は好況 の波 に乗り、 建造中 に売買 契約の成立した

もの32 隻に及 んだ。 この うち、船鉄交換契約 によって米国政府 に引 渡し た12

隻を合 わせ、25 隻 は英・米両国向け で、 特に米国 ステ ーツ・マリン・アン1j・

コマ ーシャル社お よび英国フ ァーネ ス・ ウイジ ー社へ の売 却は、 松方社長が

U船 鉄 交 換 契 約j と 松 方 社 長

安 部 正 也

大正7 年(1918)4 月に第1 次、5 月に第

2 次と相次いで「船鉄交換契約」が成立し、

センセーショナルな話題となった。 「船鉄

交換」 のアイデアは、 松方社長の発案であ

った。 このころ松方 さんは社 用でロンド ン

に滞在中であっ たので、 国内 では、 鈴木商

店を興した神戸 の金子( 直吉) さんが、 交

渉の立役者であった。

私はこの問題で、 しばしばモジス駐日米

国大使を訪問したが、 英語が全くだめな金

子さんが、 日本語でとつ とつと話し出 すと

通訳を介してではあるが、 モ ジス大使は敬

意を払って熱心に耳を傾けた。

モジス・金子交渉の経過は、 直ちにロン

ド ンの松方さんに連絡された。 松方さんは

その連絡によって、「次はこのように交渉し

ては……」 とアド バイスし、 そのアド バイ

スにもとづいて、 金干さんは交渉をつぎつ

ぎと進めていった。

松方さんはのちに 「船鉄交換契約」 の交

渉のため、 アメリカにも渡り、 得意の英語

を駆使して大へん活躍された。 金子さんも



輸 入資 材の積出し促進 のため、 彼 の地に赴い た際、 自ら商談 に当 っ たもので

あ っだ。

第1 次世界大 戦の終局 とともに、 スト ック・ ボ ート の取引 は全く とだえた

ので、 当 社は船 舶部 を設けて これが運用に当 り、 新たに設立 された川崎汽船

へ11 隻、 国際汽船 へ24 隻 を現物出資に当て たのであっ た。

ス ド ッ ク・ ボ ー ト 建 造 実 績 大正5―15年

型別
12,000 10,000 9,300 9,100 6,300 2,500 1,200

合 計

隻 数 ト ン 数(G.T.)

大 正5 111 1 5,869

61 2 14 17 106,592

7 16 1 1 18 96,496

8 30 5 35 196,572

9 13 13 76,331

10 6 1 7 45,324

11 2 2 13,162

12 :1 1 6,566

13= 1 1 5,832

14 0 0

15 1
|

1 5,950

合 計1n 2 75 5 1 1 96 558,694

またよく協力して 「船鉄交換契約」 の調印

にまで漕ぎつけた。

この契約には松方さんの卓越し たアイデ

アが随所に盛られていた。 川崎 の初代社長

に就任し たばかりのころの松方さんは、 年

は若かったがなかな かやかましかった。こ

の新進気鋭の社長の気に入るような働きを

することは、 社員たちに とってはかなり骨

が折れた。

松方 さんは酒を全くといってよい程飲ま

なかった。 か と言っ て、 いわゆる 「話せぬ

人」 では決してなかった。 若くして川崎造

船所の社長に就任し、 その豪胆な施策 と、

俊敏な手 腕は、 きびし過ぎるとか、 やかま

し過ぎるとかいう声となって、 社員 たちの

間に起こったこともあっ た。 遅刻しそうに

なって会社へ走っている工員 を、2 頭立て

の自分の馬車に拾い上げては気軽に同乗 さ

せ、 馬車を駆って会社へ急いだ松方さんで

もあった。 単 なる気むづかし屋では決し て

なかった。

(もと取締役)



ス ト ッ ク. ボ ー ト の 処 理 状 況 大正5 ―15 年

年 次! 売 却 先. 出 資 先 型 涓
(D.W.T ・)

隻 数 備 考

大 正5
StatesMarine&

CommercialCo.( 米) 9,L00 1

6 FurnessWithy&Co.,Ltd.( 英)

12,000

10,000

9,100

1

21

9

〃 山 下 汽 船 9,100 11

〃 大 阪 商 船 〃 3

7 岸 本 汽 船 〃 1

〃 日 本 郵 船 〃 1

〃 米 国 政 府 〃 7 第1 次船鉄交換

〃 〃 〃 5 第2 次船鉄交換

〃 大 洋 商 船 1,200 1

大正7 ～14 当 社 船 舶 部

10,000

9,300

9,100

2,500

9

1

11

1

8～15 川 崎 汽 船
9,300

9,100

1

17
うち11隻当 社の
現物出資

8～9 国 際 汽 船
9,100

6,300
当社の現物出資

合 計 96

(注)1. 年次は売却船については契約時、その他は引渡時

2. 川崎 汽船18 隻中には同 社が国際汽船へ出資した8 隻を包含

巡洋戦艦「榛名」の砲熕公試C 大正4 年)

(2) 艦 艇

大正3 年(1914) から同12 年

(1923) までに、 戦艦・巡洋戦

艦・巡洋艦 。駆逐艦・特務艦・

潜水艦を合わせて40 余隻を受

注し、 建艦技術は著しく向上し

た。大戦後の不況期に際しても、

当社の経営がよく安定を保ち得

だのは、 これら艦艇の多量受注

のためであった。

しかし、大正11 年(1922) ワ



シント ン軍縮条約 によ

る 「加賀」 ・ 「愛 宕」

の工事中止は当社 にと

ってはなはだ大 きい打

撃であっ た。 大正3 年

以後10 年間 の受 注艦

艇は次 のように多 数に

及んだ。

戦艦「加賀」の進水祝賀宴( 大正10 年)

第1 次 世 界 大 戦 中 と そ の 後 の 受 注 艦 艇( 潜 水艦を除 く) 大正3 ―12 年

戦 艦. 巡 洋 戦 艦

でて?丶丶 癶一ゝ 7-

巡 洋 艦 駆 逐 艦 特 務 艦
受 注 年 次

艦 名 ト ン 数
DT)

艦 名 ト ン 数
MT)

艦 名 ト ン 数リT) 艦 名
ト ン 数
(jT)

14,500

〃

〃

2,330

15,420

15,665

大正3

4

6

7

伊 勢
3 1

,

2 6 0

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

梅

楠

680

〃

時 津 風 1,227

(フランス海

軍向け2 隻)

675

〃

大 井 5,500
梨

竹

850

〃

能 登 呂

知 床

襟 裳

8 加 賀 39,900
菊

葵

850

〃

9 愛 宕 41,200 鬼 怒 5,570
蔦

葦

850

〃

1
10. 神 通 5,700

第二(若竹)

第四(呉竹)

900

〃
大 泊

11 加 古 7,100
隠 戸

間 宮

12 衣 笠 7,100

多年経験を重ねてきた当社の潜水艦建造は、 この時期にさらに前進し、 当

社の地位はゆるぎないものとなった。 大戦中、1j イッ潜水艦縦 横の活躍は列

国海軍を畏怖させたほどで、 その建艦技術は卓越していた。 松方社長は大正

10 年(1921) 渡欧して苦心の末その図面取得に成功し、 翌年、 海軍からわ

が国最初の一等潜水艦「伊1 」(巡潜型)の建造を受命するに至った。



潜 水 艦 受 注 状 況 大正4 ―12 年

受 注年次 艦 名 型 別 ト ン 数
CJT) 隻 数

大 正4 第18( 呂1) F1 型 714 1

5 第21( 呂2) 〃 〃 1

7 第31～33( 呂3 ～5) F2 型 740 3

9

11

第68 ～71( 呂29 ～32) 特 中 型 853 4

伊1 ～3 巡 潜1 型 2,135 3

12 伊21~23( 伊121 ～123) 機 雷 潜 型 1,383 3

〃 呂31( 第70 号艦の代艦) 特 中 型 853 (1)

3. 修 繕 船 部 門

第1 次世界大戦がもたらした海運界の活況によって、 この部門も大正6 年

(1917) ごろから操業はしだいに繁忙となり、 同7 ・8 年には、 入渠修繕船

のみで年間100 隻(50 万G.T.) を越えた。また、一般修繕船工事もこれと並

行して増大し、 大戦終了まで毎年600 ～700 隻を数える盛況を呈した。

日本郵船「鹿島丸」用の主機4,940HP( 大正2 年)

4。 造 機 部 門

造船部門の活 況に伴い、 造機部門では ボイラ、 レ シプ ロ機関、 タ ービ ン等

の主 機関係におい て格段の進歩 を遂げた。 特 にタ ービンは、 ブ ラウン・カ ー

チ ス 式 タ ー ビ ン を 主 軸 と し

て、年 間 平 均6 台 約92,000HP

の 生 産 高 を 維 持 し た。さ ら に、

こ の 時 期 に お け る 潜 水 艦 用 フ

ィ ア ット 型 お よ び ラ 式 デ ィ ー

ゼ ル 機 関 の製 作 開 始 は 特 記 す

べ き こ とで、 こ の ころ か ら 当

社 は デ ィ ー ゼ ル ・ メ ー カ ー と

し て も業 界 に 頭 角 を 現 わ し た

の で あ っ た。

ま た、舶 用 補 機 の 分 野 で も、



大正5 年(1916) に導入し た ヘル ショ ー・ ポンプの製作技術 は、 のちに 補機

メーカ ーとし ての当社 を特 色づける端緒 となった。

5・ 電 機 部 門

大正4 年(1915)9 月、 電 気部が独立し て以来、 スト ッ ク・ ボート用 とし

て94 隻 分188 台 の直流発電 機を製作したが、 同13 年(1924) ごろから、 補

機用電動機 もし だいに製作 する ように なった。

またこ の時代に当社 は列 車点灯装 置の製作を開始し、 車両電気機器 の分野

に進出し た。 すな わち大正6 年12 月、 英 国スト ーン社(J.Stone&Co. 、Ltd.)と

技術導入につい て契約 を結 び、 その後、 毎 年鉄道院向け に多 数の列車点灯 発

電 機を製作し、 業 界におけ る地歩を高 めた。

6. 鉄 構 部 門

鉄構部門は兵 庫工場が その主 力となり、 こ の時 代は橋梁・ タンク等に業績

をあ げてい たが、 第1 次世界大 戦ののち、 海 運界 が不況に陥って から は、 営

業面 にお け るこの部門 の比重を大 きくし た8 橋梁工事 のうち特 記すべき もの

は、 大正3 年(1914) の天竜川・大井 川・富士川 の各鉄橋、 同12 年(1923)

の大同江 鉄橋工事 などで、 いず れも鉄道橋であっ た。

タン クでは、 大正6 年(1917) から同12 年(1923) にかけ て製作し たお も

なものに、 大阪 瓦斯・神戸 瓦斯・尼崎瓦 斯等の ガス会社から受 注し た3~100

万ft3 のガス タンク6 基 があ る。

第4 節 戦 後 不 況 時 代

1・ 概 況

第1 次世界 大戦後 の業 界が きわめて不 況で、 当社は再 度にわたる整理を余

隴なくされ た。 昭和初 頭の数年間 は、 整理 と更正 の道を歩む に実 に容易 なら

ぬ 苦難の ときであっ た。



しかし、 昭和7 年(1932)11 月、和議が成立し、 艦船の建造を再開するに

及んで、 ようやく更生の曙光が見え始めた。 満州・上海両事変による海運市

況の立ち直りと、「第1 次船舶改善助成施設」の実施によって、 しだいに新造

船の受注が増加し、 同11 年(1936) には第1 次世界大戦当時をしのぶほどの

活況にまで好転した。

この間、 陸上工 事面では、 産業機械・車両用電気機器分野の開拓、 鉄骨・

橋梁・水圧鉄管等各種鉄構工事への積極的な進出など、 不況期に対処する営

業活動に異常な努力が払われた。 これら陸上関係工事の昭和5 年(1930) か

ら同9 年までの売上高は、 船舶関係工事のそれにまさるものがあっ・た。

2・ 新 造 船 部 門

(1) 商 船

この時期前半の商船建造は、海運不況の影響を受けてきわめて閑散となり、

大正13 年(1924) から昭和2 年(1927) までの4 年間は、受注が全くとだえ

るに至った。

鯨 工 船「日 新 丸」の 建 造

山 中 三 郎

昭和110年の11 月、 川崎造船所艦船工場で

は、 日本最初 の鯨工船 「日新丸」 を林兼 商

店から 「翌年 の漁期に間に合わせる」 とい

う条件付きで受注し た。 林兼商店から示さ

れた図面は、 一般配置図、 中央切断図、 材

料表な どたっ た数枚だけで、 見積りさえむ

づかしい位であった。

何しろ吉岡( 艦船工場) 所長は、 もと海

軍( 機関) 中将だったので、 この話は ″勇

猛乗敢″に決めてし まった。鯨工船なんて、

わが国で何処 の造船所 も手がけたことがな

かった。 しかも22,190 ト ンという巨船、 そ

れも鯨油工場設備をガッチリと整 えて10ヵ

月で完成することは、 造船コこ作の通念では

重大な問題であった。

この話は林兼 商店が英国の造船所から「1

年かけても、 とて4) できない」 と断 わられ

たので、川崎 へ話を持ち込んだのであった。

受 注が正式 に決まった以 上、 ごちゃごち

ゃ言っ ていても仕方 がないので、 関 係技術

者はいろいろと慎重に協議を重ねた。 設計

に初 めから取 りかかっていたら、 とても納

期に間に合わないので、 林兼商店が英国の

FurnessShiPbuildingCo.、Ltd.が建造の鯨工船

″SIRJAMESCLARKROSS ″ の設計図 を購

入し、 川崎に提供 することになった。 船体

は原型のま まヽとし、 主機は川崎MAN の1

軸 に変更することにし、 補機類はできる隕



昭 和3 年(1928) 、当 社 が 金 融 恐 慌 後

の 整 理 に 着 手 し た こ ろ、 海 運 界 に 中 間

景 気 が 現 わ れ、 貨 物 船 な ご 数 隻 の 受 注

が あ り、 商 船 建 造 の 面 は や や 明 る く な

っ た が、 程 な く ふ た た び沈 滞 に 陥 り、

同7 年(1932) の 和 議 整 理 前 後 ま で 空

白 期 間 が 続 い た。 特 に 艦 艇 部 門 にお い

て も同5 年(1930) か ら6 年・は 目 ぼ し

い 受 注 もな く、 同7 年 に は 進 水 す る 商

船(100G.T ・以 上) 。艦 艇 は1 隻 もな く、

翌 年 に は 艦 艇 関 係 で、 わず か2,000 ⊿T

余 の 進 水 量 を 記 録 す る の み で あ っ た。

昭和8 年(1933) から客観情勢はようやく好転のきざしを見せ、 順調な回

復に向かった。 時あたかも「第1 次船舶改善助成施設」 が実施され、 海運界

ではディーゼル機関装置の優秀貨物船を建造して、国際競争に備えんとする

傾向が著しくなった。 これと呼応して、当社が昭和8 年から同11 年までの間

林兼商店「日新丸」の船尾( 昭和11 年)

り英・独に外注することになった。

当時、 私は軍艦 の方を担 当 し て い た の

であったが、 この船を担当するよう命ぜら

れ、 直ぐに渡英して図面・材料・補機な ど

を準備するよう社命が下った。 そこで私は

鋼材表に準拠して、 日本で入手できる鋼材

は製鈑工場の西山( 現川鐵社長) さ んと、

八幡製 鉄所 へ頼んで 調達 の見通 しをつ け

た。

12 月の中ごろ日本を出発し、 陸路シベリ

ア経由で目的地へ急いだ。 途中ド イツのハ

- トマン社 に立ち寄って、 鯨油精製用ポイ

フの打合 せをし、 正 月の5 日にロンド ンに

着いた。 直ぐに三井物産で、 鋼材 のでき上

る日や、 積み出 す日のことを協議し、8 日

の夜行で ファーネス造船所に行き、 設計図

百 の用件 に入った。

原図1 葉と青写真1 葉を提供し てもらい、

青写真はすぐさま川崎本社へ、 原図は 「口

ンド ン」 で複写して、 次便にて発 送した。

万一 にも延 着とか紛失の事故があっては一

刻を争っている際とて困るので、1 通 をシ

ベリア経由で、1 通をアメリカ経由で川崎

の艦船工場へ送った。

輸入諸材料は、 すべて三井物産 を通じ て

英国のSteelUnion 社と交渉して、 でき上り

次第いちばん船脚の早い船で積み出して貰

うことに約束ができた。 図面 と鋼材は予定



に貨物船は「聖川 丸」

ほ か11 隻、 油 槽船9

隻、計21 隻155,023

G.T・ を受 注す る盛

況を きたし た。 特に

昭和8 年 に受 注し た

「東亜丸」は、当社に

お ける油槽船 建 造 の

先 駆 とな り、 のちの

同種船建造に示唆するところが多かった。 また、これら21 隻のうち、14隻は

当社製作のディーゼル機関を装備し、 その快速が国内・国外から注目を浴び

たことも特筆すべきことであった。

このほか、 昭和11 年(1936) には当時世界最大の鯨工船「日新丸」(16,764

G.T,) を7 ヵ月の短期間に建造し、引続き翌年には同種船の「第二日新丸」

(17,553G.T.) を建造して当社はこの種工事においても業界第一人者たる声

望を得たのであった。 なお、 昭和3 年(1928) から同4 年に受注した特殊船

川崎汽船 貨物船 「聖 川 丸」( 昭和12 年)

通り、1 月16 日に発 送を完了した。 その後、

いろいろ技術上の問題について関係技術者

と意見をかわし、 帰国の途についたのは3

月のことであった。

英国やドイツのどの造船所でも「日新丸」

のことが話題になり 「川崎がごんな方法を

講じ たところで2 万トンの鯨工船は、10 ヵ

月や1 年 では絶体にできないよ」 と警告し

「工期を延ばす方がbetter だ」 と、 いろい

ろ親切にアドバイスしてくれるので、 心安

らかでなかった。

川崎では 「日新丸」 関係の ものは、 鋼材

・調度品・設計図は もちろん関係書類まで、

ごれにも全部鯨 のマ ークをつけた。 鯨のマ

- クがついていると、 ごんな場合で も最優

先 の特別扱いをした。 「日新丸」 について

は仕事の流れが少しでも澱んではならぬと

会社をあげて力を合わせた。

「川崎の名にかけて」 がスローガンだっ

た。 完全な協力体制をし き、 誰 も彼も一様

にみんなよくやったからこそ納期より3 日

も早い、9 月28 日に竣工した。 この時は、

国の内外とも川崎マンのカンバリズムに目

を瞠ったものであっ た。

(もと専務取締役)



としては、 農林省水産

講習所実習船・鉄道省

貨車連絡船および文部

省商船学校練習船「日

本丸」・「海主丸」など

かおる。

文部省の商船学校練習船「日本丸」( 昭和5 年)

一等潜水艦「伊71 」( 昭和10 年) ◎

(2) 艦 艇

海運業界の不況に加え、 軍縮条約

によって受けた当社の痛手は大きか

った。 しかし、この期の受注艦艇は、

巡洋艦3 隻、 駆逐艦3 隻、 潜水艦7

隻、 水上機母艦1 隻のほか、 シャム

・満州両国からの砲艦 。警備船等相

当数にのぼり、 依然として艦艇建造

造船所の雄としての地位を確保した。

また昭和初期の不況時においても、

これらの艦艇工事は社業の中軸とな

り、 経営の危機克服に重要な役割を

演じた。

なお、 当社が金融恐慌の打撃を受

け、 整理に着手したため、 国防上の見地から艦船工事の遅延することなきよ

う、 昭和2 年7 月、 社内に海軍艦政本部臨時艦船建造部が設置されたが、翌

3 年8 月撤廃され、 自主体制に復帰するに至った。

3. 修 葫 船 部 門

修繕船部門においても、 また、 客観情勢の不利に影響されたが、 昭和2 年

(1927) から同7 年に及ぶ整理の時期にあっても、入渠修繕船は毎年約15 万

G.T.、一般修繕船は約50 万G.T, とその工事量を維持したのであった。



なお、 この間 の昭和4 年(1929) から同5 年 にかけ て行なっ たソ連政府貨

物船9 隻 の蟹工船 への改装工 事はい ろい ろの意味 で注目を浴 びた。

4. 造 機 部 門

(1) 舶 用 機 械

こ の時 期は、 艦艇用 タ ービ ンの製作 技術を基盤 とし て、 商船 用タ ービ ンに

も進出す る一 方、 昭和4 年(1929) には、 マン社 との技術提携 によって川崎

マン・デ ィーゼル機関 の製作 を始め るなど、 わが国 商船の船質改 善と当社営

業 面 とに寄与 する点 が多か った。

タ ービ ンの分野では、 前期 に続いて艦艇用 タービ ンを主 体 として業 績をあ

げ、 大正13 年(1924) から昭 和11 年(1936) まで の期間に、 当社 建造の巡洋

艦・ 駆逐艦等 の主機 タ ービ ン30 基658,000HP を製作し たほか、 単 体で計14

基285,500HP を受注製作し た。 また、 商船用川 崎式 タービンは、 昭 和11 年

(1936) から翌12 年にかけて、 他 社向けの ものも含め、 計12 基28,000HP を

製作 するに至った。

ディ ーゼル機関は、 艦 艇用には海 軍型 を、 商船用 にはマ ン型 を製作 するに

至 ったが、 技 術の研究・業 績の向上 ともに大い に見るべき ものがあ り、 この

時期に79 基158,745HP を製作した。

また、 舶用ボイラお よび各種補機の

分野でも、 それぞれ業績をあげたが、

特筆すべきはイモ・ポンプ製作の技術

導入であった。 イモ・ポンプは初め主

として艦艇用として製作されたが、 の

ちには商船用にも用いられ、大いに世

に迎えられた。 これは、 後年、 陸上機

械用にも販路を開拓するに至った川崎

イモ・ポンプの発端でもあった。

川崎マ ンD7Z 型7,500HP ディーゼル機関
(昭 和11 年)

(2) 陸 用 機 械

舶用機械工事の不足を補うために、

陸用機械の市場に積極的に進出したの



がヽ 当社造機部門の、 陸用分野開拓の初めであった。 そのおもなものは、 セ

メント製造機械・製鉄機械・化学工業用諸機械であった。 中でもセメント機

械の開発は目ざましく、 昭和7 年(1932) 、 宇部セメントに納入したロータ

リー・キルン1 基を初めとして、 その後各セメント会社からキルン、 ミル、

乾燥機等の受注が年ごとに増し、 数年ならずして業績はとみに向上するに至

った。

一方、 機関車用ボイラの製作 も昭和6 ・7 年ごろの低調期を境として、 よ

うやく回復し、 同11 年(1936) には120 基を越えて製作す るほどの活況を見

せた。

5・ 電 機 部 門

新造船部門不振の影響もあって、電機部門は車両電機の分野にさらに前進

した。 この時期に手がけたおりもな車両電気機器としては、 電気機関車並びに

電車電気品・列車点灯装置・機関車前灯ターボ発電機・客車扇風機・列車冷

房装置等があげられる。 しかし、 列車点灯装置を除けば、 いずれもこの時期

に新しく開発された製品であった。

大正14 年(1925) には、満鉄撫順炭砿から初めて73T 電気機関車1 両を受

注したが、 これは当社独自の設計によって製作したもので、 大型国産電気機

関車としての記録を作った。

昭和3 年(1928) に国鉄が電気機関車の国産化に乗り出した際、 当社は他

の3 社とともにEF52 型の設計に参画し、 その製作にあたっては主電動機1

両分(6 台) のほか電気品数両分を初めて受注した。 その後、 国鉄から毎年

一定の受注量が続き、昭和3 年から同11 年までに国鉄向けとして主電動機計

20 両分99 台を製作した。このほか私鉄向けにも相当数を受注、うち主電動機

は小容量のものをも含めて大正13 年(1924) から昭和10 年(1935) までに

計38 両分132 台を製作した。

電車電気機器の製作は、大正13 年(1924) 東京市電気局から受注した震災

による焼損電車の電動機修復工事が始まりで、 翌年には神戸市電のほか各都

市の市電・郊外電車の電動機 。制御装置等を多数受注するに至った。

列車点灯装置は、引続きL 型発電機が国鉄に採用されたのと、 外地鉄道の

ものを含めて、大正15 年から昭和10 年(1935) までに計3,580 台を製作した。



当社における列車冷房装置製作の歴史は、 昭和8 年C1933) 満鉄「あじあ」

の8kW 発電装置23 両分を受注したときに始まる。同12 年に国鉄から受注した

「つばめ」 の食堂車用2 両分は、 当社が冷房装置・駆動電源を一括して受注

した最初のものであった。

長津江 水電 木圧鉄管( 昭和11 年)

6。 鉄 構 部 門

当 社鉄構部門の歴史 にお

い て、 記録的な工 事は多 く

こ の時 期に生れた。 多年 造

船工 事を通じ て得た鋼材 加

工技術 が実 を結んで、 橋梁

・鉄骨・ 水圧 鉄管・ ガスタ

ン ク・油 タンク等の製作 分

野へさら に進出し たのであ

った。

水力 発電 所用の水圧 鉄管

お よびダム・ ゲ ートは、 こ

の時期 に当 社が初 めて手 がけた ものであ っ た。 特 に長津江第1 発電所用 と黒

部川 第2 発電 所用水圧 鉄管は、 き わめて困難 の多い現地作業 を伴 う画 期的と

もい うべき大工事であ った。 ダ ム・ ゲ ート もまた、 多く の電力 会社から受 注

し、 この分野に新しい境地 を開い た。 これらはいず れも、 当社が のちに 水力

発電 施設 関係工事 へ進出 するさき がけ と もなっ た。

橋梁 の製作につい ては、 関東大震 災の復興 に応えて初 めて近 代式道路橋 を

手 がけ、 橋梁 メーカ ーとし て も数多 くの実績を持つ に至っ た。 震災 後の首 都

復旧 に大きく寄与し たものの一つは 橋梁 の復興 であるが、 当 社は永代橋 。清

州橋・白 髪橋等25 橋を手がけ、 その使用鋼材 重量は16,000T に達し た。 ま

た、 全溶接の鉄道 省田 端跨線橋、 長スパ ンの奈良電 鉄澱川 鉄橋など もこ の時

期の異色あ る製品 であった。

大震 災ののち、 高層 建築物お よび地 下鉄等は鉄骨・ 鉄筋コ ンクリ ート構 造

となったため、 鉄骨工 事の需要 が高ま り、 当 社はこれに 応じ て各地のビ ル・

地下鉄 工事な どに進出し た。 また、 各都 市におけ る ガス 。石 油事業等 の普及



によるタンク類の新・増設の受注が続き、 その業績はとみに上がった。

水道鉄管は、 昭和の初めまでは鋳鉄管がその大部分を占めていたが、 溶接

技術の進歩によって、 この分野にも電気溶接鋼管の時代がきた。 この時期に

多数の水道鋼管を受注し得たのは、当社が早くから溶接技術と、 その設備を

蓄積していたからであった。

このほか鉄塔・鉄柱の製作も、国鉄・私鉄等が相次いで電化する社会情勢

を背景にして、当社がこの時期に開拓した分野の 一つであった。

第5 節 戦 時 体 制 時 代

1. 概 況

日華事変および第2 次世界大戦と戦時体制が進行するにつれ、当社におけ

る軍需生産の比重は日ましに増大し、末期における生産活動はもっぱら艦艇

の建造と、 戦時標準船の量産とに集中され、当社の軍需産業の色彩を濃くし

た。 このため一部陸上工事を除き、 一般民需生産は殆ご顧みるいとまがなか

った。

この時期に進水した艦艇は、大は空母から小は潜水艦 。海防艦に至るまで、

合わせて109 隻(194,523 ⊿T) にのぼり、特に昭和16 年(1941) から同19 年

まで、 平均年間進水量40,000 ⊿T に達した。 この艦艇の大量建造がこの当時

の代表的業績であるが、一方、 商船の建造も、 日華事変突発当初の優秀船建

造ブームと、 第2 次世界大戦中の1TL 戦標タンカーの量産と、 互に対照的な

2 度のブームを経験した。

2. 新 造 船 部 門

(1) 商 船

この期の商船受注は、 太平洋戦争の前後で2 段階に分けられる。 第1 段階

は日華事変によって海運市況が異状な活況を呈し、「優秀船舶建造助成施設」

なごで高速船の建造がピークに達し た時期である。 当社では、 戦時色の濃く

なってゆく情勢のなかで、 優秀貨物船・油槽船を多数建造した。



こ の 結 果、 商 船

の 進 水 は 昭 和11 年

に59.000G.T. 同

12 年 に は83,000

G.T. 、同13 年 に は

74,000G.T. と、

第1 次 世 界 大 戦 期

を除 け ば、 連 年 最

高の実績を持 続した。 し かし、 こ のころからし だいに戦時統制 に移 り、 昭和

16 年(1941) の太平 洋戦争突 発前後 に工 事中止となった ものは10 余隻 を数え

る状況 で、 進水量 も同14 年 には28.980G.T. 、 同15 年には18,000G.T. 、 同

16 年には12,808G.T. と年 ごとに下降線 をたどり、 同17 年に は戦時 造船への

過渡 期 とはい え、 わず かに2,900G.T. を示 すに とどま った。

こ の間、 昭和13 年(1938)6 月 には、日本郵船の 「出 雲丸」(27,700G.T.)

を、 さらに翌年には、 大 阪商船 の「筑紫丸」(8,135G.T.) を客船 として受注

し た。 これら の両 船は豪か な客船 として、 当 社客船建造 史に精彩を放つ もの

国際汽船 貨物船「金 華丸」( 昭和13年)

空 母 「飛 鷹」 誕 生 の 記

波多野友次郎

昭和11 年 ごろ、 太平洋航路には 「エンプ

レ ス・オブ・ジャパン」 型、 欧州航路には

「シャルンホルスト」 型 なごの大型豪華船

が進出して来た。 日本郵船ではこれらに対

抗するために大型陵秀客船を建造する計画

が進められた。

国際情勢が微妙 な雲行であった時なので、

海軍で も、 一朝事ある場合は航空母艦に改

装できるような大型客船を と望んでいた。

しかも速力は24 ノットが要求されるので、

このためには全長210m 、 総トン数26,000 ト

ン以上の船ということになった。 しかし欧

州航路では寄港地の関係から、 また太平洋

航路は採算の点で、 いずれも行き悩 みの状

態であった。

昭和13 年になり、 大型 優秀船建造費 の全

額を国庫で補助することになっ たが、 それ

には速力が24 ノットで、 その上必要に応じ

て何時でも航空母艦に改装するという条件

付きで、 ようやく実現の運びとなった。 当

時 私は海軍に圏係してい たので、 この間 の

折衝に当ることになった。

日本郵船 としては、 従来からの圏係上、

発 注する造船所は決っていたが、 私は政府

が全額を負担して建造させる大型優秀船を

船会社だけの意向で決めることに、異議を持

っていた。国内 の著名造船所を検討し た末、

川崎造船所も見積りに参加させるべきだ と



であったが、 時筒の

要請によって、 いず

れも同16年に空母お

よび潜水母艦にそれ

ぞれ改装を命ぜられ

た。

第2 段階は太平洋

戦争下、完全な戦時

統制 の時 期であっ た。 全国 の造船所は、 海軍 の艦 艇工事は別 とし て、 す べて

産業設 備営団の割当 てる戦時標 準船の建造以 外は許 されず、 当 社は1TL 型戦

標タ ンカ ーの建造を担当し たのであ った。 昭 和18 年(1943) から同20 年 まで

に受 注し た油槽船 は15 隻、 うち14 隻は1TL 型 戦標船 で、 特に同19 年には7

隻70,000G.T. が進水し、 戦標船時代 のピ ークを形造 った。

(2) 艦 艇

昭和11 年(1936) 、 軍縮条約の失効以来、 海軍は無制限建艦を始め、 続い

強く主張し た。 その他 の点についても大局

高所に立って意見 を述べたので、 海軍側の

全員が支持してくれたのである。

私は川崎 とは何等の関係 もなかったし、

JII崎とし ても大型 優秀客船建造の経、験はな

かったが、 私は川崎ほどの設備 と技術陣容

をもっ ている造船所 であれば大丈夫 と確信

したからであった。 私はかつて横浜ド ック

で造船部長 として 「秋父丸」 を建造し た経

験があるので、 川崎 なら大丈夫…… との信

念は微動だにもしなかった。

こうし た経 緯で日 本郵船 の大型 優秀 客

船「出雲丸」 が川崎造船所に注文され たが、

もし出来上った船が不評であれば、 時代が

かった言い方だが、 私は責任上腹を切ら ね

ばならぬ立場なので、 十分の日数をかけ綿

密に川崎 の実力を検討し尽し たうえのこと

であっ た。

同船は昭和14 年11 月に起工し、 同16 年6

月の進水直前に航空母艦に改装するように

海軍から指令があり、 第2 次世界大戦中の

翌17 年7 月に空母 「飛鷹」 が誕生しi その

出来栄えは海軍から絶賛を博した。 川崎編

集子の需めに応じ、 空母 「飛鷹」 誕生まで

の経緯を初 めて世に明らかにする次第であ

る。

(大阪造船技術顧問)



て太平洋戦争に突入し、

わが国の艦船建造は最

高潮に達した。 当社が

この開の前後約10年問

に受注した艦艇は、 航

空母艦6 隻、(うち護衛

空母2 隻)、水上機母艦

および潜水母艦各1隻、

潜水艦105 隻(特殊潜航

艇を含む)、駆逐艦2 隻、

海防艦23 隻、特務艦3 隻、その他各種舟艇にわたりおびただしい数にのぼった。

昭和12 年(1937) 海軍は最大かつ最新の空母(25,OOO ⊿T)2 隻の建造を

決定し、うち1 隻は横須賀海軍工廠で、1 隻は当社で建造することになった。

これが当社で初めて建造した空母「瑞鷦」 で、 工期3 年有余を要し、同16 年

9 月、 海軍および国民の大きな期待のうちに竣工したのであった。

さらに、 客船「出雲丸」 を空母「飛鷹」 に改装するほか、画期的な巨艦空

母「大鳳」 以下、 相次いで大型空母を建造したが、 これらは、 この期におけ

る艦艇工事の中核をなす著しい業績であった。

空母と並んでこの時期の艦艇建造の主軸をなしたものには、 潜水艦工事が

あった。 当社は潜水艦建造の実績とその技術において業界第1 位にあった。

特に太平洋戦争前およびその戦時下には、海軍の潜水艦量産計画にしたがい、

本社工場はもとより、 潜水艦建造を目的として建設された泉州工場も、 その

全能力をあげてこれが完遂に努

め、 建造艦の量・質、 また艦種

の多様な点においてわが国最高

の記録を残した。 しかし戦局の

悪化につれ昭和19 年(1944) ご

ろからは「質よりも量を」と重点

が移り、 特殊潜航艇「蛟龍」 な

ど小型潜水艦の量産に着手した

まま、 翌20 年の終戦を迎えたの

であった。

一 等駆逐艦「朝雲」( 昭和13 年) ◎

空母「瑞鶴」の試運転( 昭和16年)



一等潜水艦「伊177 」( 昭和17年)

修繕工事 なった「第八利丸」( 昭和15 年)

3. 修 繕 船 部 門

修繕船部門は、 前半海運の

好況と戦時体制の進行に支え

られて活況を呈し、 後半第2

次世界大戦で一般船舶および

戦時損傷船の修繕工事のため

やや繁忙な程度であった。 戦

争の末期には船腹の損耗は余

りにも大きく、 それに加えて

空襲の激化、 資材・労力の不

足なごのため、 修理能力は低

下 の一 途を たどり、 つい に終 戦の 日を迎えたのであ った。

この期を特 色づけ る ものは、 昭和15 年(1940) 以後、 多 数の徴用船 に臨戦

準 備工 事を行 なったこ とであ った。

4. 造 機 部 門

(1) 舶 用 機 械

舶用 主 補機 の生産 は、 当 社建造艦船 用のほか社 外から の受 注激増に よって

年ご とに繁忙に向 かってい った。 昭 和12 年(1937) から同20 年(1945) まで

の生産量 を総括す ると、 舶用主機 タ ービ ンは117 基1,290,900HP 、年間約13

基143,000HP を数 え、 デ ィーゼル機関は249 基379,950HP 、 年間約28 基

42,000HP に達し た。

舶用 ボイラ の部門 では、 舶用 ラモント・ ボイ ラの製作を始 めたことを特記

しなけ ればなら ない。' 当 社は、 ボイラが高 温 ・ 高圧化へ進む 傾向 にかんが



み、 昭和12 年(1937) 、 ド イ

フ のラモント 社 と陸舶用強制

循環式 ボイラについて技術提

携 を行な った。同14 年に播磨

造船所 建造 の「黒潮 丸」 用と

し て製 作し た ボイラは、 この

型 のわが国におけ る先 駆であ

っ た。

逓信省 海底電線敷設船「東洋丸」用2,000HP タービン

(昭和12 年)

(2) 陸 用 機 械

陸用機械部門においては、 前期に開拓したセメント機械・化学工業用機械

・製鉄機械なごの分野で引続き相当数の受注を見た。 特にラモント・ボイラ

の技術導入によって、 陸用ボイラ分野へ本格的に進出したことは、 この期に

おける注目すべき事跡であった。

その最初は、 昭和14 年(1939) 、 住友化学から受注した蒸発量13t/h のラ

モント・ボイラ2 基であったが、 続いて同20 年までに日本鋼管の70t/h1 基

ほか大小各種合わせて25 基の受注実績をあげた。

5. 電 機 部 門

第2 次世界大戦前には、 商船のディーゼル化に伴って、 補機原動機の電化

が著しく進み、 舶用補機・モーターなどの生産が大いに高まった。

しかし、 この間にも車両電機の比重は依然として大きく、 各製品ともます

ます発展の勢いを示した。 電気機関車電気機器は、 昭和12 年(1937) から同

20 年(1945) までに、 国鉄向け22 両分、 私鉄向け8 両分、外地鉄道向け27 両

分を受注し、 これらを合わせると主電動機のみで231 台にのぼった。

一方、 電車電気機器の製作は、 この時代に国鉄からの受注に始まり、 その

主体であるMT30 形主電動機の製作総数は昭和19 年までに77 台を越えた。

また、 列車点灯装置もこの時代に新形式を生み、昭和17 年(1942) から同19

年にかけて、KSO 形42 組( 満鉄向け)、KSI 形11 組、KS1 形配電箱1,340

台を受注した。



列車冷房装置もこの時代に機械的駆動方式を創案し、これによって昭和!3

年(1938) 、 国鉄「かもめ」 の食堂車用1 両、 同14 年、鮮鉄「ひかり」の優等

車用2 両に装着した。 その卓越した性能は、 続いて鮮鉄・満鉄の冷蔵車用冷

凍装置・駆動装置等の受注となった。

機関車前灯用T9 形ターボ発電機は、 国鉄 。満鉄のほかソ連等からも大量

に受注し、昭和12 年(1937) から同20 年(1945) までに5,290 台を製作した。

6。 鉄 構 部 門

鉄構部門では、 この期の初

め、 水圧鉄管の受注がしばら

く続いた。 その受注実績は、

昭和14 年(1939) 製作の広島

電気土井発電所ほか10件にの

ぼり、中でも松花江発電所の

水圧鉄管は、 鋼材重量4,080

T を使用し、 工期4 ヵ年にわ

たる工事であった。 また、同

15 年にブラジル国マカブ発電

所向け水圧鉄管を受注したが、 戦局の激化によってやむなく輸出を中止する

に至った。 このほか、 各種鉄骨・タンク等の製作もかなり活発に行われ、 こ

の分野における実績を重ねていった。

神戸瓦斯3CO 万ft3ガスタンク( 昭和13 年)

第6 節 戦 後 の 再 建 時 代

1. 概 況

終戦直後の閑散期には、 鍋・釜・農機具等を製作してー一時をしのぎ、やが

て小型漁船の建造を経て、 小・中型貨物船の建造へとしだいに社業の内容は

充実していった。 しかし、 工事量の不足、資材の入手鄭、資金の窮迫などは、

折から台頭した労働間題の処理とともに絶えず直面しなければならぬ難しい



問題であ った。

造船・ 造機の両部門 が再建の苦難 をつ ぶさにな めてい るとき、 修繕船・電

機 の両部門は 比較的早く 立ち直 りの機を捉え、 修繕船部門は 各種船舶の改装

工 事で活気 を呈し た。 特 に昭 和22 年(1947) に連合軍 の船 舶修理専用工場に

指定 されてからは、 毎年多数 の軍船修 理でに ぎわった。 また電機部門 も国鉄

の緊 急復興計画に よって、 多 量の車両電 気工事を受注し た。 これら2 部門の

活動 が当 社復興 の上に大きく 役立っ たことを 見逃しては なら ない。

2・ 新 造 船 部 門

第2 次世界大戦 が終るや、 海軍の消滅、 海運の壊滅的打撃 のため、 わが国

の造船業界は、 火 が消えた ようにさびれ た。 その うえ、 造船活動 につい て連

合国軍からき びしい 制約を受け たので、 その対策に苦心しつつ、 ひ たすら再

起の時期を待 ってい た。 昭和22 年(1947) に始 まった第1 次計画造船 も正常

な操業にはほ ど遠く、 同24 年末ごろ までの業界は、 全く ″その日暮し ″ 的

で、 不安定 な状態の中にあっ た。

当社で も造船部門は、 この苦難 の道を歩ま ねば なら なかった。 当 初は小型

の漁船 や客船のほか、 少数 の続工船・・改 装船工事に よりかろうじ て操業を維

持し た。

戦後 の造船工事は、昭 和20 年(1945)10 月 の小型木造曳 船4 隻 の艤装工事

から始 まった。 続い て、 同年3 月に工 事を中止してい た1TL 型油槽船 「多

度津丸」(9,870G.T.) の工 事を1O 月 再開し た。 食糧と資材 とが極 度に不足し

ていたさ中ではあ ったが、 従業員は 異常 なまでの熱意 を傾けて工事 に当 った。

こ うし て昭和21 年から翌年 にかけては、もっぱら漁船 の新造あるい は改装工

事に明け暮 れし た。

やがて計画 造船 が始ま り、 昭和22 年(1947) の第1 次 から同24 年の第4

次まで、 毎回約5 万G.T. の貨物船 が、抽せんあ るいは 新造船割当委員 会の選

考によって決定 をみた。 当社は この問、 第1 次に3 隻(3,167G.T.) 、 第2

次に2 隻(7,506G.T.) 、 第3 次に1 隻(688G.T.) と、 合 計6 隻を受 注し

た。

この間、 戦後 の新情勢に対 処するために傾け た受 注へ の努力 は、昭和24 年

(1949) 、 飯野海運 の「隆邦丸」(1TL 型14 番船) とノ ール ウェー国フ ァン



リ ー ・ ア ンド ・ イ ー

ガ ー 社(Farnley&

Eger) の ″FERNMAN-

OR" との 油 槽 船2 隻

受 注 とい う 成 果 を 見

た の で あ っ た。 こ れ

ら 両 船 は 戦 後 の わが

国 にお け る 大 型 油 槽

船建造 の始 ま りで、 中 でも ″FERNMANOR ″(13,233G.T.) は、 単一 為替レ

ート設定以 前に複数レ ート の適用 によって、GHQ の支援 と政 府のあっせ ん

を受け、 国 家貿易 の形で成立し た当 社の戦後輸出 第1 船であ った。

輸出第2 船は油槽船"SALTE52(1,735G.T.) であ った。 本船はブ ラジ

ル国油 槽船購入委員 会が昭 和24 年(1949)12 月 にスエ ーデ ンで国際入札を

行 なった時、 わが国 もこれ に参加して落札し た小型油槽船9 隻の うちの1 隻

であ った。 本船 は、 占領下 のわが国が国際 造船マ ーケ ット におい て獲得し た

最初の輸出 船であ る点に意 義深い ものがあっ た。

飯野海運 油槽船「隆邦丸」( 昭和25 年)

3。 修 繕 船 部 門

修繕船部門は、 小型船・漁船の修繕工事から始まり、予想外に早く復興し

た。 終戦の年の11 月には、進駐米軍から初めて軍用舟艇の修理工事を受注し

た。 続いて翌年からは軍船修理工事が殺到し、 昭和22 年(1947)10 月には

連合軍の専用船舶修理工場に指定されるまでになった。 一般修繕船工事も、

同21 年8 月、日本水産の「多度津丸」 の改装を初めとして、多くの改装修繕

工事を行なった。

またサルベージ部門は修繕船部門と協力して、川崎汽船の貨物船「聖川丸」

の引揚げ・復旧工事に著しい業績をあげた。 当時大型新造船は皆無であった

ため、 本船の復旧工事は海運・造船業界から注目を集めたものであった。

4・ 造 機 部 門

造機部門の舶用機関関係では、昭和23 年(1948) ごろからディーゼル機



関、 タービ ン等の製作 がし だいに 軌道に乗 り始 めた。 し かし、 当時船舶 の建

造は、5,000G.T ・以下 の中・ 小型船 に制限され てい た ので、機関もこれに応

じ た小出力 のものに過 ぎなかっ た。 このた め、 製 作基数 の割に合計馬力数は

少なく、 終戦時から 昭和24 年まで に製作し た機関は、 デ ィーゼル機関28 基

12,645HP とタ ービ ン4 基15,000HP であ った。 こ のうち他社向け は、デ ィ

ーゼル機関11 基4,950HP 、 タ ービ ン2 基11,00011P であった。

タ ービン部門では、昭和23 年に戦後 の新しい川崎式タービンK 型を完成し、

その1 番機IC ―16 型を当社建造 の第2 次計画船「友 川丸」に装備し た。 その

後、S 型・H 型等 の新機種 を加えた川崎式 タ ービ ンは、 世界水準 に達し た と

評され た。

陸用機械 関係では、 各地 の復 興需要を捉 え、 小型 ボイラ・ 室内空気調 和装

置・製 塩機械・集塵装 置等 の受 注に地味 な努力 を続け た。

5・ 電 機 部 門

被爆 による国鉄・私鉄 のは なはだしい損 傷車両を 復旧 するこ とが、 戦後 第

一 の緊 急問 題 となっ た。 これら 車両の復旧整 備が大幅に促進 された ため、 電

機部門で は本社工場お よび岡田浦電 機分工場( 注) とも、 車両電気機器 の製作

・ 修理に活況を呈し、他の部門 にさきがけては なは だし く繁忙 となった。

昭和21 年(1946) から同24 年にかけて国 鉄向け電気機関 車電気 機器19 両

分、 電 車各種電 気品、KS 式列 車点灯装置2,044 組、T-9 形タ ーボ発電機

1,910 台、 客車冷房装 置56 両 分を製作し たほか、 岡田 浦電 機分工場 では、 関

西私鉄 各社 から受 注し た戦災 復旧 車両用各 種電 気品を製作し たのであ った。

(注) 昭和23.3.1岡田浦電機工場となる。

岡田 浦 電 機工 場( 昭和23年)



第7 節 新発足ののち

鯨 工 船 「日 新 丸」 の 進 水( 昭和26 年)

1・ 概 況

当社が新しく発足した昭

和25 年(1950) は、外航船

の建造開始や船舶の民営還

元など、戦前の体制に復帰

し始めた年であった。 この

ころから海運・造船界は活

況を取りもどし、 一般産業

界もまた朝鮮動乱による特

需景気の影響を受け、活発

に活動し始めた。 このため

当社は同年の後半から戦後

初めての高操業に入った。

造船部門は第5 次計画造船の建造や、続く計画造船の進展につれてしだい

に繁忙となり、 鯨工船「日新丸」の受注を、 さらに昭和26 年から同27 年には

″PATRICIA"(17,735G.T.) ほか3 隻の輸出油槽船を受注した。 一方、 修繕

部門も朝鮮動乱の影響でますます盛況に赴き、 舶用機械部門とともに、同27

年末ごろまで好況の上げ潮に乗った。しかし、 昭和28 年(1953) の朝鮮休戦

以後は、 特需の減少、 輸出の不振、貿易の低調、海運の沈滞などが交錯して、

造船界に一とき不況 が訪れた。

一方、陸用機械・車両電機・鉄構等の各部門は、造船部門の繁閑とは別に、

新発足の当初から積極的に活動を続け、 しだいにセメント機械、 各種産業機

械、 水圧鉄管、 ダム・ゲート、 橋梁、 鉄骨、 ガスタンク、 油タンク等の受注

が増大した。 このためこれら諸部門の活動は、昭和29 年あとさきの造船業沈

滞を緩和するにも、 少なからず役立った。 こうした陸上部門への積極的な努

力は、 この時期の営業活動を特色づける一面でもあった。

戦後、 電源開発が脚光を浴び、 昭和24 年(1949) ごろからその長期計画が

具体化し始めたが、 当社ではこれに対処して、 同26 年2 月、スイスのエッシ

ヤ・クイズ社と水車について、 また同29 年(1954)6 月には、 同国エリコン



社と発電機・変圧器について、 それぞれ技術提携を行なった。 これらの新技

術をもとに受注活動を積極化し、 同28 年には、水車発電機の第1 号機を世に

送り、 以後しだいに実績を重ね、 この新分野においても着実にその地歩を固

めていった。

昭和30 年(1955) 、世界景気の異常な高まりとともに、 わが国に ″造船ブ

ーム" が訪れ、当社の造船部門も大型輸出油槽船を中心とする空前ともいう

べき繁忙期を迎えた。 同時に国内の投資景気によって、 陸上工事部門もきわ

めて活況を呈し、 同31 年の当社は戦後最高の盛況を招来した。

受 注 艦 船 昭和24-31 年

■ 種 頬
＼`、

年 次■

昭和24

25

26

27

28

29

30

31

合 計

計 画 造 船 自己資金船 輸 出 船 そ の 他 警 備 艦 ふ 計

隻 ト ン 数
(G.T.)

隻 ト ン 数
(G.T.)

隻 ト ン 数
(G.T.)

隻 ト ン 数
(G.T.) 隻

ト ン 数
(JT)

隻 ト ン 数
(G.T 、)

30,6623 15,694
. ふ a . . . . -

‥ - ・ 一 一 一 一 一 一一

2 14,968 5

2 13,174

・-..,. ¶a.7

33,267

1 16,777 3 29,951

4 1 17,735 1 537 6 51,539

71,546

54,364

50,114(1,192)

3.27,932
.r--

_―_ ―

2,814

3 43,614 6

3 28.692 1 24,426 1 1,246 5

2 16,221 2 3 31,079 1 1,192
7

(1)

1 8,323 1 4,999 12 250,973 14 264,295

3 24,707 6 78,8C6 8 177,C69 1 1,700
17
(1)

280,582
(1,700)

21 168,010 9 86,619 30 559,864 3 18,560 2 2,892
63
(2)

833,053
(2,892)

(注) 合計らん中 、() 内の数字は艦艇隻数またはトン数を示 す。

船 舶 造 修 お よ び 諸 工 事 実 績 昭和30-31 年

｀ ‾`` - 期 別

工
事 別 ‾

へヽ

昭 和30 年 下 期 昭 和31 年 上 期 昭 和31 年 下 期

ト ン 数
(G.T.)

金 額
(億円)

ト ン 数
(G.T.)

金 額
(億円)

ト ン 数
(G.T 口

金 額
(億円)

40.78

8.66

新 造 船 39,726 32.92 50,356 40.14 40,980

修 繕 船 5.88 8.87

鉄 構 工 事 2.19

6.88

- 一一一一--一一 ―

4.58

-....,..... ←

0.69

4.08 1.04

舶用機械お よび産業機械 5.94 12.99

電 気 機 器 2.48 7.61

そ の 他 0.84 1.09

合 計 53.14 62.35 72.17



進 水 記 念 え は が き
の

さ ま ざ ま - 昭和11~32 年-





2・ 新 造 船 部 門

(1) 国 内 船

昭和24 年(1949) の

第5 次計画造船から外

航船も建造が認められ、

造船界の再建はようや

く軌道に乗った。 計画

造船は毎年実施され、

これが戦後における新

造船需要の根幹をなしていた。

一方に輸出船の台頭かおり、

これはのちに造船市況の主導

権を握るほどの勢いを示すに

至ったが、 同30 年(1955) の

″造船ブーム" に入るまでは、

造船界における計画造船の比

重ははなはだ重かった。 当社

でもこれに対処し て、毎回国

内各船主と組んで相当数の受

注実績をあげた。

計画造船は戦後の海運造船

界を潤すところが実に多大で

あったが、 確定までの道程は

必ずしも平坦ではなく、 年々

の 海運界 の情勢に左 右されて紆 余曲折 を重 ねた。 特に昭 和29 年度の第10 次

船は、 当 時の海運不 況を反映し て難 航をき わめた。

し かし、 同年秋の砂 糖リン ク輸出 船が予想 外の大量成約 をみる ところ とな

り、 そ の後の世界的 好況に促 されて、 わが国 の海運各社で も船腹の拡充意 欲

がとみに高 まってい った。 こ の結 果、昭和31 年の春ごろから 計画造船以 外に

自己資 金船 の建造 が盛んに 行われ始 め、 当社 でも貨物船5 隻(38,284G.T.)

と油槽船2 隻(45,521G.T.) を受 注しの であった。

原商船 貨物船「第三真盛丸」( 昭和27 年)

計画造船による受 注船 昭和24 一一31年

次 別 受 注 年 月 船 種 隻 数 トン数(G.T.)

第5 次 昭和24.12 貨 物船 3 15,694

6 25.12 〃 2 13,174

〃(追加) 26.2 油槽船 1 13,064

7( 前期) 26.3 貨物船 2 13,234

〃(後期) 26.12 〃 1 6,969

8 27.6 油槽船 1 12,982

〃 27.7
27.8

貨 物船 2 ]、4,950

9( 前期) 28.3 〃 1 8,350

〃(後期) 28.9 〃 1 8,342

〃( 〃) 〃 油槽船 1 12,000

10 29.11 貨物船 2 16,221

工1 30.10 〃 1 8,323

12 31.6 〃13 24,707



以上のほ か、 国内船

としては大 洋漁業から

昭和25 年10 月 に受注

し た鯨工船 「日新丸」

(16,777G.T ・) と、 同

28 年12 月受 注 の冷凍・

冷蔵運搬船 「第二播州

丸」(1,246OKT.) との

2 隻があ った。 これら

は、 戦後南 極海に出漁

する捕鯨船団に 加わって明 るい 話題を提供し た。

船主の自己資金による受注船 昭和30-31 年

受注年月1 船 種 船 名

- 一一-
愛 宕 丸

注 文 主

...--1

日 之 出 汽 船
_.. 。_

川 崎 汽 船

日 豊 海 運

ト ン 数
(G.T.)

4,999昭 和30.101 貨 物 船

31. 工0 〃
_____―

〃l 〃
|

秘 露 丸 8,347

邦 山 丸 宮 地 汽 船 8,271

〃: 〃 あ じ あ 丸 第 一 汽 船 8,327

〃 〃 玖 馬 丸
川 崎 汽 船18340
日 本 油 槽 船'

,1
″ 油 槽 船 千 鶴 川 丸 川目 崎 汽 船20,821

|
〃 〃 月 興 丸　 東 京 タ ン カ ー　24,700

受 注 輸 出 船 昭和26・―27 年

受注年月 船 種 船 名　 注 文 主 トン数
(G.T.)

昭和26.8 油槽船 PATRICIA CaribianLandShippingCo. 17,735

27.1

〃

〃 ALLIANCE

SAKURA

CompaniadeNavegacion

Proteus,S.A.

FlaniganLovelandShipping

Co.,S.A.

NornessShippingCo.,Inc.

12,897

12,897

17,820

〃 OceanicShippingCo.,Inc.

27.10 〃 NELLY OceanOilOperationInc.

(2) 輸 出 船

輸出船の受注は大別して次の2 期に分けられる。 すなわち、 ①朝鮮動乱に

より海外からの需要が急増した時期、 ②昭和29 年の後半以後、わが国が世界

造船市場の首位を持するに至った時期である。 この両期の主軸をなしたもの

は油槽船で、 その船型は、 初めの20,000r).w.T. 級から40,000]).w.T. 級へ

としだいに大型化した。 わが国の造船界は、この需要の動向に対して、技術・

設備の革新と船価の合理的低減を行い、 超大型油槽船建造の態勢を整えた。

かくて大型タンカー・ブームがわが国造船界を風びしたのであった。

当社における第1 期の受注輸出船をあげると次の通りである。

こ の う ち ″PATmCiA ″

と ″NELLY" は い ず れ

も28,000D.W.T. 型 で

″ALL1ANCE ″ と ″SAK-

UJRA." は19.800D.W.T.

型 の 同 型 船 で あ っ た 。

前2 隻 は ニ ュ ー ヨ ー ク

に 本 社 を 持 つ ゴ タ ー ス・

ラ ー セ ン 社(Gotaas.Lar-

sen,Ihlc.), あ と の2 隻 は

同 じ く ネ ス ・ メ ラ ン グ



一 社(NaessMej1aonder

&Co.,Inc) が そ れ ぞ

れ 建 造 の 親 会 社 で あ っ

た 。 中 で も 、 ゴ ク ー ス・

ラ ー セ ン 社 の 主 宰 者 た

る ゴ タ ー ス お よ び ラ ー

セ ン 両 氏 は"PATRI-

CIA" 。"NELLY ″ に 関

す る 要 務 の た め 、 た び

た び 来 日 し 、 当 社 に と

っ て は 最 初 の 有 力 な 安

定船主 となった。"PATRICiA ″ はその意味から も、 また輸出船 ブー ムの先 駆

をなし た点 からも、 当 社 とし ては記 念すべき船 であ った。

油槽船"NELLY" の進水( 昭和28 年)

油槽船 ″CHRYSANTHYL" の起工式( 昭和29 年)

輸出船受注 の第2 期は、 昭 和29 年(1954) の砂糖 リン ク船 の建造をさきが

け として ″造船 ブー ム" へ と移 行し た時期であ る。 これ より先、同28 年12 月

に受 注した油槽船 ″CHRYSANTTHYL ″は、 わが国 輸出船建造 史に新しい1 ペ

ージを加え たのであった。 当時 朝鮮動 乱ブ ームの反動 で、 海運市況 は低迷を

続け ていた。 同年秋 ごろから ギリシ ヤ系 船主 トライト ン・シッピ ング社(Trj-

tonShippinglnc.) レ モス社長 と商談 を重ね、 同年12 月、 船価の5 ヵ年年賦

払い について成約 を見、 わが国 にお け る延 べ払 い輸出船 建造の先駆をなすに

至 った。 これを機 縁とし て、 その後レ モス氏 との友 好関係は、 相次ぐ受注の

形 となって現 われた。

昭 和29 年(1954) 秋の砂糖 リン クに よって受 注した油槽船1 隻お よび貨物

船2 隻 、 計3 隻 の う ち 、 油 槽 船

は コ ス ミ ッ ク ・ シ ッ ピ ン グ 社 の

38,000D.W.T. 型"MASTERMI-

CHAEL" で あ り 、 貨 物 船 は ジ ョ

ン ・マ ナ ー ズ 社 の6,300D.W.T.

型"EASTBKEEZE ″ と ″WEST

BBEEZE" の2 隻 で あ っ た 。

昭 和30 年(1955) に 入 る や 、

海 上 運 賃 の 騰 勢 と と も に 船 価 は



上昇 を続け、 翌年後半 は スエ ズ動 乱のた

めさらに急 騰する に至った。 わが国 の造

船業者は、 従来多少 の犠牲を忍びながら

砂糖 ジン ク・ 延べ払い・ 固定船価等に よ

って輸出船 市場へ進出し たが、 こ のころ

から 比較的高 船価で、 し か も引渡時 まで

に全額現金払い、 ま たは 経済界 の変動 に

よる船価の スライド・ アップ条 件付き な

どの好条件で引 合い が寄 せら れ始め た。

こ れに伴って当社 の受 注状況は一 段 と活

発化し、 昭和28 年(1953) から同31 年

に かけ は次表の よに大量受 注を獲 得し て

世にい う ″造船ブ ー ム" を招来し、 輸出

船 黄金時代 を現出するに至 った。
油槽船 ″MASTERMICHAEL ″の上甲 板

(昭和31 年)

受 注 輸 出 船 昭和28 ―31 年

受注年月 船 種 船 名 注 文 主
ト ン 数
(G.T.)

ト ン 数
(D.W.T.)

昭和28.12

29.9

油 槽 船 CHRYSANTHYL ^UnitedShippersLtd.,S.A. 24,426 39,252

〃 MASTERMICHAEL *CosmicShippingCo.,S.A. 23,871 39,268

〃 貨 物 船 EASTBREEZE JohnManners&Co.,Ltd. 3,604 6,325

″ 〃 WESTBREEZE 〃 〃 6,336

30.3 油 槽 船 LARGO *ReaShippingCo ・,S.A. 23,880 39,337

〃 〃 CHARIOT *NileShippingCo ・,S.A. 23,663 39,180

30.5 撒積貨物船 ARAGON SegoviaCompaniaNaviera
S.A.

10,180 16,247

〃 〃 GRANADA 〃 〃 16,252

〃
鉱 石. 油

運 搬 船 COSMIC *HomeShippingCo.,S.A. 30,332 47,420

〃 油 槽 船 海 光 中 国 招 商 局 18,161 29,100

30.8 〃 NAPIER *StarShippingCo.,S.A. 23,689 39,178

〃 〃 RUNNER ^LeagueShippingCo.,S.A. 23,692 39,161

30.9 鉱 石・油
運 搬 船 DYNAMIC *WindwardShippingCo ・,S.A. 30,231 46,862

30.10 油 槽 船 SIRI OceanOilOperationInc. 20,541 33,205

30.11 貨 物 船 EASTBREEZE JohnManners&Co.,Ltd. 6,183 10,826

30.12
鉱 石. 油
運 搬 船 EPIC HerculesShippingCo.,S.A. 30,241 46,969

- - 一 一 ― - 一 一 - 一 一



受 注年月 船 種l 船 名
ト ン 数

注 文 王(G.T.)
ト ン 数

(D.W.T.)

31.1

31.6

〃
-...

〃

油 槽 船 JEANNEMARIE OceanOi1AssociationInc. 24,829

24,850

40,329

〃 MARTITA OceanOilCarrierInc. 40,348

貨 物 船 WESTBREEZE JohnManners&Co.,Ltd. 6,274 工0,700

油 槽 船 PHANTOM *MermaidShippingCo.,S.A. 21,909 39,272

31.9 〃 ARCTICSEA GulfOi1Corporation 24,904 39,683

〃 〃 BERINGSEA 〃 24,90339,598

約24,700, 約38,750〃 〃 978 号 船 〃

〃 〃 979 号 船l 〃 〃 〃

(注)* 印はレモス氏系船圭

(3) 艦 艇

戦後における当社の艦艇の建造は、 防衛計画による艦艇の建造が、 ようや

く具体化してきた昭和28 年(1953) から始まる。 この年の3 月、 艦艇基本計

画部を新設し、 警備艦建造に必要な資料の蒐集、 技術研究の推進、 設計陣容

の整備など、 その受入体制の確立に努めた。

昭和28 年度建造計画による警備艦など7 隻のうち、翌年11 月受注した乙型

警備艦「いかづち」(1,192JT) は、 当社における戦後最初の艦艇であった。

乙型警備艦「いかづち」命名式

(昭和30 年)

乙型警備艦「いかづち」( 昭和31 年)



次いで、 昭和30 年度の 建造計画による甲型警 備艦4 隻 の うち、 「うらなみ」

(1,700 ⊿T) を同31 年10 月 に受 注し た。「い かづ ち」 の場合は主機 の受 注は

なか ったが、 その後当 社製 タービ ンの高性能 について当 局の認識 が深 まり、

船機一 体の受 注 を実 現し たのであ った。

こ れら警 備艦のほ か、 特に注目す べきは潜水艦 であった。 当社は旧 海軍時

代は 潜水艦建造で は業 界第一 人 者であっ た。 戦後は潜水艦 建造の 日に備えて

早 くから技術 の研究 に精根を 傾け た。 特に昭和29 年(1954)2 月以来、 特殊

艦 艇研究室を設け て、 各種 の試作研究を続け、戦後10 年 の技術的空白 を取 り

もどし て十分 の自信を得 るに至 った。

昭和31 年初 頭には米 国から貸与 された潜 水艦「くろしお」 の特定修 理を行

い、本 格的に潜水艦 建造に取 りかか る技 術的地固 めをなし た。かくて同年8 月、

戦後わが国初め ての潜水艦建 造の受 注が内定し たのであ った。 同艦は、 長 時

間 潜航できるシュノーケル装置を 備え、水中速力19kn( 戦前 の世界水準は8kn) 、

安 全潜航深度150m( 戦前の世界水 準は100m) とい うすぐれた性能 の計画で

あ って、 原子力潜水艦 を除け ば、 世界的水準 をゆくものであろ う。

入渠中の潜水 艦「くろしお」( 昭和31 年)

3・ 修 繕 船 部 門

修繕船部門は、 昭和25 年(1950)

の朝鮮動乱によって、 まず軍船の修理

が活況をきわめた。 またこの動乱のた

めに海運界が購入した輸入船の入級工

事のほか、 戦標船の改造工事も加わっ

て空前の繁↑17:を呈してきた。

その後、昭和28 年第3 浮ドックの完

成により大型船の入渠修理が可能とな

ったので、 造船界がおしなべて不況に

喘いだ昭和29 年にも、当社の修繕船工

" 事量はかえって増加した。 さらに、翌

年からの海運好況期を迎えて内外船の

修繕工事は輻輳し、本意なくも受注を

辞退しなければならぬことすら生じた。



一 方、 国 際 貿 易 が し だ い に 伸 展し 、 神 戸 入 港 の 外 国 船 が 増 加 す る に 至 っ た

の でヽ 昭 和30 年(1955) ご ろ か ら 翌 年 末 に か け て の 修 繕 船 工 事は、 そ の 約30

% を 外 国 船 が 占 め る に 至 っ た。

4・ 造 機 部 門

(1) 舶 用 機 機

舶 用 機 械 部 門 も、 こ の 期 に 入 っ て 再 建 と発 展 の 転 機 を 迎 え た。 昭 和25 年

(1950) か ら 同31 年 ま で7 年 間 の 製 作 実 績 は、 タ ービ ン35 基260,900HP 、

デ ィ ー ゼル 機 関76 基178,435HP に達 し、 そ の うち 社 外 向け タ ービ ンは17 基

78,200HP 、 同 じ く デ ィ ー ゼル 機 関 は28 基65,185HP を 数 え た。

昭 和30 年(1955) ご ろ か ら 後 は 超 大 型 油 槽 船 の 時 代 と な り、 舶 用 タ ー ビ ン

の 大 型 化、 高 温 ・ 高 圧 化 が ま す ま す 顕 著 と な っ た。 当 社 で も 同 年 に ″CHRY-

SANTHYL ″ お よ び りIASTERMICHAEL ″ 用 とし て、1 基 で20,250HP の川

崎 式H 型 タ ービ ン を 製 作 し、 国 産 の 大 型 ・ 高性 能 タ ービ ン とし て 内 外 の 注 日

を 浴 び た。

昭 和28 年(1953) に デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 製 作 につ い て、 マ ン社 と更 改 契 約 を

結 ん だ が、 こ れ に よ る著 し い 業 績 は、VV 型 お よ びKV 型 な ど、 新型4 衝 程

デ ィ ー ゼ ル 機 関 の マ ー ケ ット を 開 拓 し た こ と で あ っ た。 ま た、 計 画 造 船 の 本

格化 に 伴 っ て貨 物 船 建 造 が 軌 道 に 乗 っ た た め、 当 社 建 造 船 お よ び 他 社 建 造 船

向 け デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 受 注 が 急 増 し 、 繁 忙 期 を 迎 え た の で あ っ た。

こ の 間、 舶 用 ボ イ ラ部 門 も、 タ ー ビ ン の 大 容 量 化、 高 温 ・ 高 圧 化 に 伴 っ て

大 幅 に 前 進 し、 昭 和31 年(1956) に は、 当 社 建 造 の 鉱 石・油 運 搬 船"COSM:I( リ

用 と し て、 当 時 の 最 大 級 の 高 温 ・ 高 圧 ボ イ ラ の製 作 に 成 功し た の であ っ た。

こ の ほ か デ ィ ー ゼ ル 船 用 の 補 助 缶 にお い て は、 当 社 の 独 占 機 種 で あ る ラ モ ン

ト 式 排 気 ボ イ ラ の 長 所 が 認 め ら れ、 当 社 建 造 船 の ほ か に 他 社 建 造 船 向 け に も

多 数 を 製 作 し、 新し い マ ー ケ ッ ト を 開 拓 し た の であ っ た。

舶 用 補 機 関 係 で は、 ヘ ル ショ ー 舵 取 装 置 と イ モ・ ポ ン プ の 業 績 に 見 る べ き

もの が あ っ た。 す な わ ち、 戦 後 舶 用 機 械 の 性 能 が 高 度 化 す る につ れ て、 一 般

商 船 ・ 漁 船 な ど の 分 野 か ら そ の 需 要 が 増 加し、 全 製 作 数 の約90% は 社 外 か ら

の 受 注 で、 舶 用 補 機 の う ち の 主 位 製 品 と な っ た。



(2) 陸 用 機 械

陸 用機械部門では、 各種 産業 機械・ 原動 機な どの広い 分野に進出し たが、

戦後 わが国の産業 が重化学工業 の方向 に転 換し て行くに従い、 化学工業機械

は、 プ ラント の注文を受け ることが多 く、 依然大きい比 重を持ってい た。 特

に セメント製 造用各種機 器は常にこの部門 にお いて重き をなし、 多 彩な業績

を示 すに至 った。

このほか、 新 たに大 きく販路の開け た ものに、 イモ・ ポンプの陸 用分野へ

の進出 がある。 陸用 イモ・ポンプは、 各業界 の要求 に応じ て多く の用途に分

れ、 容量・型式 とも多岐 にわた ってい る。 そのうち特に最 も大きい比 率を占

め る4) のは、 ビ スコ ース移送用を主 体とする化繊業向け のもので、 これが陸

用 イモ・ ポンプ全体 の40% を占 めた。 昭和31 年には、 ビ スコ ース移送 用210

台 を製作し、 陸 ・舶用を合 わせて、 イ モ・ ポンプ全製作数 の半 ばを占めたの

であ っ た。

ボイ ラ部門 では、 火力 発電 用ラ モント・ボイラの新分野開拓 に努力を傾け、

昭和31 年(1956)1 月 には、 東邦レ ーヨ ン徳 島工場から戦後初 めての工場動

力用大型 ボイ ラ80t/h1 基を受 注し た。

このほか、 動 力関 係設 備 として の陸用タ ービ ンについ ても、 同年7 月 に荏

原 製作所 から尼崎製 鉄向け4,000kW 送風 機用タ ービ ン1 基 を受 注し た。

5・ 電 機 部 門

(1) 車 両 電 機

国鉄 の電 化が進む につれて、 従来当社 がその製作を独 占し てきた機関車前

灯 ター ボ発電 機・列 車点灯装 置などは、 し だい に製 作範囲が 狭くなり、 国鉄

の 長期電 化計画に よる電 気機関車お よ び電 車用電 気 機 器 に 重 点 が 移っ てき

た。

昭和27 年(1952) ごろからEF15 形・EF58 形などの製作 がし だいに活発

となり、 さらに 翌年には 貨物列車用 の強力電関EH10 形を受注し、 以 後国鉄

の電 関には、 もっぱら この形式 が用い られるに至っ た。 このEH10 形 は8 軸

2,200kW で、 当 時マ ンモス電 関 と称 された もので、 同30 年4 両、 翌年5 両

と受 注両数はし だい に増加してい った。

一方、 国鉄では、 長 期電化計画 と並行し て地 方の幹・支線 にもし だいに デ



ィ ーゼル機関車を配す る意向 を

明らか にし た。 当社で も、 戦後

ド イ ツ の マ ン 社 から 導 入 し た

VV 型 ディ ーゼルを これにあ て

る方針 を定 め、昭 和29 年(1954)

の初 めから研究に着手し、 翌 年

12 月、川 崎車輛の協力を得 てデ

ィーゼル電 関の試作第1 号 車を

完成 するに至っ た。 この試作 車

はマン型V6V22/30 出力1,200

HP 、発電機は730kW480V 、電

動機 は108kW480Vx6 であっ

たが、 同31 年4 月 には、国鉄の採用 する ところとなって、 現在好 成績で土讃

線を走行し てい る。

電 車電気機 器は、 国鉄か ら受 注し たものが大 部分を占 め、 主電動 機・電動

発電機・主 幹制御器・ 遮断器・ パンタグラフ等の多種類 を製作し た。

ディーゼル電気機関車( 昭和30 年)

(2) 舶用電機・産業用電機

この時期に入ってから、 舶用電機部門はふたたび本格的な活動を始めるに

至った。 当社建造船用の発電機・電動機・配電盤・電動 ウィ ンチ・電動 ウィ

ンドラス等多数の舶用電気品を製作するほか、 他社建造の内外船用のものを

も製作するに至り、″造船ブ ーム″時には特に繁忙をきわめた。

戦後の技術革新の波はこの部門にも及び、 昭和27 年(1952) ごろからは舶

用電源の交流化が新しい傾向となったので、 これに即応して当社でも初めて

多数の舶用交流発電機・電動機を製作するに至った。 そのうち、 直流発電機

は昭和31 年までに約30 台を、 交流発電機は48 台をそれぞれ製作し、 また、

交・直流舶用配電盤は同26 年から同31 年にかけて30 基を製作した。 なお、

同28 年に製作した月産約7,000 本のSK ヒューズは、 特異な製品のうちに数

えることができる。

産業用電気機器の活動は、のちに記述する水力発電機器を除けば、 セメン

ト業界向けの発電機・電動機・変圧器等の製作によって代表されていた。



6・ 水車・発 電 機 部 門

当社は戦後、 陸上工事

分野の開発に努めてきた

が、 その努力の一端が実

り、 水車発電機その他水

力発電プラント全般を対

象とする、 新しいマ一ヶ

ツトの開拓となったので

あった。

昭和27 年(1952) ごろ

から小規模の自家発電所

および県営発電所用など

の機 器を受 注す るよ うにな り、 翌 年1 月 新潟県赤 谷発電 所 の水車発電機(825

kVA) を完 成し、 続いて翌月 には、 鳥取県 営幡郷( はたさと) 発電 所(3,000

kVA) 、 同じ く12.月 には 日本カ ーリットの群 馬県 広桃発電所(3,500kW) と

相次い で完 成し た。 この うち広 桃発電所では 水車とダ ム・ゲ ートを製作し、

赤谷お よび幡郷 の両発電所 では水車 一発電 機・ 水圧鉄管 等のすべてを製作し

たの であった。

以上 のよ うに、 水力 発電所関 係から の受 注は、 造機・電 機・鉄構等の諸部

門が協同し てプ ラント とし て受注 する場合が多 く、 その点、 当 社が古くから

ダ ム・ゲ ート や水圧 鉄管 な どの面 で永年に わたっ て業 績を重ねて きたことは、

大きい強味 であ っ た。

か くて、 戦後新設し たこ の部門 も、 昭和28 年(1953) から同31 年 までに

8 発電所 の電 気機器 を製作し、同31 年10 月 には2 発電所 の手 持工事を抱え、

ます ますその前途は 明るく なった。

鳥取県 幡郷(a たさと)発電所( 昭和28年)

7. 鉄 構 部 門

鉄構部門のうちで最も業績をあげたものは水圧鉄管の製作である。 特に昭

和31 年(1956)4 月に完成した佐久間発電所の水圧鉄管工事は、 使用鋼材

3,700T に及ぶ大工 事として社会の注目を集めた。 またダム・ゲートも電源



開発の躍進につれて多数を製作

し た。

橋望関係では、 戦後各地の道

路改修計画の実施に伴つて各種

の道路橋を製作した。 中でも北

海道砂川橋・徳島県

佐久間発電所 木圧鉄管( 昭和31 年)

数にのぼっ た。

また タンク類 も、 この時抑」に入

って 各都。巾の ガ ス会社が復興 計画

を具 体化し始 めたこ とと、 石 油化

学工業 の発展に よって油消費量 が

増大し たこ となごのために、 ガス

タン ク・油タ ンクの新増設 が漸増

し、 当社 が製作し た各地 のタンク

の数は きわめて多か った。

徳島県 古野川中央橋( 昭和28 年)



″世紀の諄工事 ″ とい われた乾ドックは、明治35年 に竣工し た。こ れに よって、山崎技師は工学博士 の学 位

を授けられ、乞われてその翌年、NewYork の技術誌 ″EngineeringNews ″に、乾ドッ ク構築 に関する

長文の技術論考を発表し た。(写 真は同誌の巻頭を飾る同博士の論考の一 部)

乾 ド ッ ク の 構 築

山 崎 鉱 次 郎

私が船渠建設のため川崎翁に招かれたの

は、 明治28 年のことであった。 地盤が軟弱

なため、極めて難工事であったが、翁は「学

理と、 経験を十分 に活かして、 完全な設計

をして、コ1事を進 めれば、 必ず完成する。

川崎家 の全財 産を 注ぎ 込んで も悔 いは な

い。船渠 が完成すれば国家 のお役にも立つ]

との不動の決意に私ははげしい感銘を受 け

た。

かくて翌29 年11 月に工 を起こし、 同35 年

11月、 ついに完 成し たが、実に170 余万円と

いう、 この時代 とし ては比類 のない巨費を

要した破 天荒 の大工事であった。 この船渠

が完成した時、 翁は眼に涙をたたえて喜ん

で下さった。 着工してから4 年闘は失敗の

連続で、 多大 の資材を茫々たる海中に空し

く沈めてしまっ たが、 私 はついぞ翁から不

満のことばを聞いたことがなかった。 翁の

私への信頼を思い、 私は責任の重大さに身

のおののくの思いであった。

着工 前に川崎造船所は、 株式会社に改組

し、翁は顧問になられた。 それからのちは、

造船所に顔を出されることは稀れであっ た

が、川崎( 芳太郎) 副社長 を通じて船渠建

設工事 の進捗状態はよく知っておられた。

翁は私を機会あるごとに激励し、 工事関係

者の労苦 を心から ねぎらって下さった。

明治33 年、翁が欧州へ旅だたれるときも、

私に 「船渠 をぜひよろし く頼む」 と言い残

された。 滞欧中でも、 翁は川崎 副社長 を通

じ、 しばしば私を激励された。 私は翁の船

渠に対する並々ならぬ熱意に打たれて、 新

しい勇気をふるい起こしては自らを励 まし

難工事 と取 り組んだ。

失敗 の連続にも拘 わらず、 翁が実に気長

に総てのことを任せてくれたことは、 思い

出すごとに自ら頭の下がる感謝のみである。

(工学博士)



第4 章 労 務 ・ 教 育 お よ び 福 利 厚 生

わが国 の海運・ 造船業は、 日清・日露 の両戦役を契機 とし て、 発展するに

至 り、 こ れら 企業の機構 が近代化す るにつれ、 し だい に労 働者の福祉が尊重

される ように なった。 また労 働者 も近代産 業の担い手 とし ての自覚を持つ に

至り、 さ まざまの形態を もって労働運動 が胎動のき ざし を見せ、 複雑な起伏

をた どり今 日に至った。

第1 節 創 業 か ら 大 正2 年 ま で

川崎正藏翁は、 きわめて少ない 従業員に より造船業を始 めたが、明治19 年

(1886)5 月には、 職員6 人・ 技師8 人・ 工員400 人を擁す るまで に発展し

た。 同29 年(1896) 月、 個人経営 を株式 会社組織に改 めたころは、 所員

(技術 者 事務員)39 人 ・工員1,770 人 計1,809 人になった。その後、社業は盛

況 に向 かい、10 年後 の同39 年(1906) 末には、 全従業員は8,653 人 に増加し

た。日露戦争後 の不況時に4,224 人 まで 激減した こともあったが、列国 の軍備

拡張 の影響を受け、 わが国の 造船業 もふた たび活況を取 りもごし、 当 社も明

治44 年(1911) 末 には従業員8,730 人を数え、社業は順 調に発展し ていっ た。

当時、従業員 は次の ように所員( 技術者 事務員) と職工 とに大別されてい た。

所員1 ～6 等社員お よび雇員

職工 工 場長・伍長・ 伍長心得 なご「役付」 のほか平 職工お よび傭員

(昭和13.職工を工員と改称)

明治44 年(1911) に、 わが国最 初の労 働法規である工場 法が公布( 大正5.

9.1 施 行) されたが、 当 社ではすで に次 の制度を実 施し ていた。

① 積 立 貯 金

希望 者に限 り、 常傭職工は毎月 賃金月総 額の約10% 、所員は 毎月 俸給額

の10 ～15% を貯蓄

② 自家 生命保険

所員・職工 に契約加入 させ、 保険 料は 会社が負担



③ 所 員 社 宅

明治40 年から大正2 年にか

けて、 市内楠町・下沢通・浜

崎通に約100戸の社宅を設け、

収入の少ない所員に優先提供

④ 医 療 関 係

工場に医務室を設けて、 負

傷・疾病の治療に当ったが、

公務負傷者は症状によって専

門医または兵庫県立神戸病院にそれぞれ医療を嘱託

⑤ 補 習 教 育

青少年職工の技術・学力を養うため、 商工実修学校・工業学校などに夜

間通学を奨励、 学費は会社負担

当社寄付 兵庫県立神戸病院内川崎寮( 大正10 年)

第2 節 第1 次 肚 界 大 戦 か ら 大 正 本 年 ま で

1. 労 務 状 況

第1 次世界大戦中、 当社は多数の艦艇および商船を建造したほか、 ストッ

ク・ボートの大量建造に着手した。 このため施設を強化し、 機構もまた拡大

したので、 従業員もしだいに増加してきた。 しかし、 造船業界の好況に影響

を受け、 小規模の造船所や町工場なごが続出したため、 労働力は著しく不足

をきたし、特に熟練工員の争奪がはなはだしかった。

当社では、 採用条件を緩和して工員の補充に当るとともに、 補習教育を奨

励して学業・技能の育成に努めた。かくて大正7 年(1918) 末には、 全従業員

は約21,700 人に達したが、 なお手持工事量に比べて労働力は不足していた。

当時は、本社・工場ともに午前6 時30 分始業-( 昼食休憩30 分) 一午後5 時

終業の10 時間労働制であったが、女子・少年工・夜問通学者以外の工場勤務

者は、 時間外作業を続行して膨大な工事量の消化に当ったのであった。

戦時下のこの繁忙のため、 工員は定額賃金のほかに一律歩増・作業歩増・

定時外賃金などが加算されたので、 収入は著しく増した。 しかし漸騰する物



価を勘案し、適宜基本 給を増額し たほか、大正3 年(1914) に「川 崎( 芳太郎)

氏職工 救済基金」、 翌年 には 「御大典記念 職工 奨励基金」 なごの制度を設け

た。 さら に同7 年(1918) から は「功労従業員 子弟教育資 金」 の制度 を設け

るな ど、 当 社に働 く者とその子弟 の幸福の ため次 々と手がれ たれた。

大正7 年12 月末在社 の全従業員お よび永年精勤 の旧 従業員計21,894 人( う

ち工員20,100) に対し457 万円 を特 別賞与 とし て支給し、 労 苦に報いた。

当 時米価は1 升32 銭余 の時代であ ったから、この巨 額を当社がすで に退 職し

た従業員 にも及ぼして給与し た ことは、 社会 の大きい話題 とな った。

2. 労 働 争 議(8 時間労 働制)……大正8 年

4 ヵ 年に わた った大戦 も、 大正7 年(1918)11 月 に終結し たが、その後海

運 界はし だいに 低調 とな り、 造船業界 もまた不況 とな ってきた。 し かし物価

は 依然 とし て漸騰 を続け、 デ モクラシ 一の社 会思潮の浸透 と相まって、 翌年

には 各業 界に労働争議 が頻発した。 これには、 全国 的に組 織をもつ友 愛会の

指導力 も大きかっ た。

大正8 年9 月15 日、工員代表 は賃金引上ほ か3 項目の要求を嘆 願書の形式

をもって申し 出た。 松方社長は 会社の実情を説 明、 要求事項につい ては かね

て考慮し ている所信 を述べ、 最初 の会見を終 ったが、 工員代表は満足し なか

った8 また社長 の意図が全工員 に徹底しなかっ たため、 ついに、 サボタ ージ

とい う新しい 戦術に よる労 働争議が約2 週 間にわたって続い た。同月27 日、

社長はか ねての腹案であ った8 時間労 働制と、 これに伴 う賃金改正を発表し

た。 社長が腹蔵し てい た8 時間労 働制を工員代表 は初めて聞き、 社長の意の

あ るところ を了解し、 争議 は円 満な解 決を見た。

当 時、 わが国の産業 界は一 様に10 時問労 働制であっ た。 大正8 年11 月、ワ

シント ンの国際労 働会議 にお いて、 この間 題は討議 されることになってい た

が、 それに先んじ て当 社が8 時 間労働制 を採 択したので、 産業 界に与えた衝

澂はき わめて大 きく、「産業 を崩壊 させる暴挙」 との非難すら強かっ た。

松方 社長は、 労 働問題には かねてから 進歩的な見解 をもち、「知識による能

率 の向上、 機械力に よる健康の 増進」 が従業員 に臨む態度であ った。8 時間

労 働制については、 内 外の労働 事情を精査し、 争議以前 に、 すでに主脳部の

間で議 されてお り、 争議が実施 を早めさせ たに過ぎなか った。



8 時問労働制を採用するため、就業時間を午前7 時から午後3 時30 分( 昼

食休憩30 分) までと改めたが、所得賃金は10 時間就労のときより却って増収

となるよう給与体系を改めた。 その後、 大正10 年(1921)1 月には、 就業時

間を午前7 時30 分から午後4 時までに改めたが、これによって従業員の出勤

率は著しく高まり、 罹病負傷者数は激減した。 わが国におけるこのエポック

メーキングな当社の施策が、 生産能率を著しく高めたので、 他の諸会社もこ

れにならうようになった。

3・ 労 働 争 議 ……大正10 年

大正9 年(1920) の経済恐慌から、 造船業界の不況はしだいに深刻な様相

を示すに至り、 巷には失業者が溢れ、 職ある者も物価騰貴のため生活が苦し

く、 重大な社会問題となるに至った。 したがって、労働運動も従来の積極的

な待遇改善の要求から、 減収お よび離職反対という消極的な要求に変った。

かかる社会情勢は、 大正10 年(1921) に入るとさらに深まり、険悪となっ

た。 一社のストライキはただちに他社のストライキをも誘発し、 やがて燎原

の火のように全国的に続発した。 同年6 月25 日に起こった三菱内燃機( 神戸

工場) の労働争議がきっかけとなり、近接している当社および三菱造船所( 神

戸工場) へ、 次いでダンロップ・神戸製鋼等へ波及した。 当社では翌月2 日、

工員代表は、工場委員制度 。他の労働組合への加入権なご8項目の承認を要求

した。 当時、 松方社長は海外に出張中であったため、 幹部は社長の帰社を待

って協議に応ずる旨を伝えたが、 時の流れであった争議風潮のため、7 月8

日、 ついにストライキ状態に陥った。

本工部の示威運動( 大正10 年)



この年は、どの業種 の争議に も ″歩 み寄 り″

は 少なく、 罷業 強行は全国的な共 通の現象で

あ った。 わが国労 働運動史上で空前 と称 され

る川 崎 。三 菱の大争 議に発展し たのは、 史家

に よれば友 愛会な どの指導があった ため とも

言 われ てい る。 参加人員33,000 人に のぼ り、

争議団に よる工場管理宣言、 これに対する会

社側の休業宣 言等が相次いで 行われた。 さら

に争議団 と警察 側との激突、 軍隊 の出動 など

の憂 慮すべき 事態 が生じ たが、 ついに同年8

月8 日争議は打 ち切ら れ、9 日から完全 就業

に復し た。 かくて月余に及 ぶ大争議も、「労 働

運動 の在り方への示唆」 とい う収穫はあ った

が、 何ら要求は実 現するところな く終 結し た

のであった。
電気部の示威運動( 大正10 年)

4・ 労 働 法令 の 制定

かくて急進的に高まった労働運動は、 この大争議の結果にかんがみ、 争議

の大衆化やその運動指向などを労使いずれも慎重に検討するようになった。

労働者が ″脚下照顧″をするに至ったことは、 見方によれば貴重な収穫であ

ったとも言えよう。

大正15 年(1926) には、 労働争議調停法やその他労働者を守る法令が相次

いで実施された。 これらは、 その後における工場法の改正や社会保障制度実

施のさきがけとなったもので、この意味において大正15 年は労働者にとって

大いなる福音の年であった。

5. 川 崎 造 船 所 健 康 保 険 組 合

関東大震災のために延期されていた健康保険法は、 大正15 年(1926)7 月

実施された。 当社では同年12 月23 日、川崎造船所健康保険組合を設置した

ので、全従業員( 最初は月俸100 円以上の社員を除外) は被保険者となり、



第3 編 経 営

疾病・傷害の際に医療のほか手当金の支給を受けることができるよう・になっ

た。

これは、わが国最初の社会保障制度であったので、従業員の負担を考慮し、

保険料の{}を会社負担としたが、他社から保険料負担率1/2案に同調方懇請を

受けたほどであった。

第3 節 昭 和 初 期 か ら 同11 年 ま で

l. 従業 員 の 第1 次整 理

当社は昭和2 年(1927)4 月、 金融恐慌のため深刻な金融難に陥った。 松

方社長初め幹部の苦心、 従業員の協力、 関係各方面の理解と支援などによっ

て、 この窮境を切り抜けるまでに1 年余を費したが、 最初の、 また最大の力

となったのは、 海軍が当社の中に「艦政本部臨時艦船建造部」 を設置したこ

とであった。

これにより、 当社で建造中の艦艇7 隻は、 海軍の直接管理によって続工す

ることに決定し、 昭和2 年(1927)7 月23 日、 本社工場の従業員9,400 人の

うち5,866 人( 所員338 工員5,291 付属員237) を在籍のまま海軍に所属

させ作業要員とするなど、 異例の応急処置がとられた。 しかしながら、 工員

3,037 人C うち本社工場は2,170) と付属員約300 人を整理し、 所員227 人を

休職とせざるを得なかった。

2・ 人事 諸 制 度 の改 正

昭和3 年(1928)5 月、 整理案が成立し、同年8 月1O 日には艦政本部臨時

艦船建造部が撤廃されるに及んで、 当社はようやく自立更生への一歩を踏み

出した。

同年5 月、松方社長辞任のあとをうけ、鹿島房次郎が2 代社長に就任した。

翌月、 機構の大幅な改革を行い、 本社に人 事部を設け、 従業員の名称および

等級の改正、 工員徽章・見習職員制度などを制定し、 制度の整備を行なうと

ともに人事管理の基礎を確立して、 清新な社風の振作を図った8



3・ 従業 員 の 第2 次整 理

その後、 社業は順調な経過をたごったが、昭和5 年(1930)1 月の金輸出

解禁実施、 またその後のデフレ政策遂行など不況の要因が重なり、業界はふ

たたびはなはだしく低調となってきた。

昭和5 年4 月、 職工課に人一事相談所、 さらに同年7 月には金融相談所を設

けて、 身上の相談・無利息融資。など、 従業員の生活保護に当るとともに、翌

月からアイドル・システムを実施して正常経営にも努めた。 しかしながら、

不況はさらに深刻となり、 翌年6 月には艦船・車両2 工場の従業員2,980 人

(うちアイドル1,837) を整理するに至った。

4, 就業 規 則 な ど の改 正

鹿島社長は整理の半ばにして歿した。和議成立までの心労が一因と言われ、

その努力は並々ではなかった。

昭和8 年(1933)3 月、 平生釟三郎が3 代社長に就任した。 平生社長は社

運回復のため社風の刷新を図り、 従業員の福利に意を用い、諸般の改革を進

めていった。 これより先、 昭和6 年(1931)9 月に突発した満州事変以来、

非常時色がしだいに濃くなり、 同8 年の下期に及ぶや操業は繁忙をきわめる

ようになった。

昭和8 年12 月、吉岡( 保貞) 海軍中将が艦船工場所長に就任し、翌年同工

場の職制および就業規則を改め、 就業時間を30 分延長した。 また、役付工員

中から成績の優秀なものを選んで「準社員」 に登用の道を開き、後進に道を

開くために定年制( 満55 才) を実施した。

5, 社 歌

創業以来40 年を経たので社歌を制定することになった。そのため当社の史

的発展、 全川崎の使命、 従業員の親和を盛った歌詞を全従業員から募り、 応

募283 篇の中から詩人富田砕花氏が竹内春男( 艦船工場電気部) の歌詞を選

び、 これに補筆し、 宮原禛次氏作曲の荘重な社歌が昭和10 年(1935)4 月に

生れ、 造船節などとともに全従業員の問に広く愛唱されるに至った。



全 川 畸 社 歌
川 崎 造 船 所 作 歌

富 田 砕 花 補 作

1。燦たり社章神戸港頭

冠する川崎合へり其の名

剏業年あり躍進確保

自主の業績不朽の声誉

儼然こゝに見る

矜 れ川 崎

惜しめ名を、全、大川崎

2.えうたり使命産業報国

冠する川崎合へり其の名

研鑚倦むなし百錬創始

技術の神髄科学の精華

儼然ここに見る

矜 れ川 崎

惜しめ名を、全、大川崎

3. 藹たり融和明朗一路

冠する川崎合へり其の名

互助の精神徹れり把握

不断の向上至極の作業

儼然ここに見る

矜れ川崎

惜しめ名を、全、大 川崎

4. 凛たり決意昂然奮起

冠する川崎合へり其の名

危機への挺身平和の死守

熾烈の真意気社是の制覇

儼然ここに見る

矜れ川崎

惜しめ名を、全、大川崎



昭和10 年に制定された社歌お よび音頭は、当社戦後の現状にそぐわない点

もあるので、改めて全従業員から歌詞を募り、 昭和26 年(1951)10 月、応募

139 篇を得た。 しかし第1 席に推すものがないので社歌選考委員会の作詞を

詩人竹中郁氏が補筆し、 松岡素典氏が作曲し、 ここに新時代を進む当社にふ

さわしい清新な社歌が生れた。

川 崎 重 工 業 株 式 会 社 社 歌

1。朝潮匂う くろがねの

鍛えし腕 力あり

響く槌音 大空に

ガントリクレーン 社旗高し

ああ我が生命 ああ我が生命

川崎重工業

2. 七つの海は 呼びかわす

その名 川崎ドックヤード

港神戸の 誇りとぞ

築く歴史の 金字塔

ああ我が誉れ ああ我が誉れ

川崎重工業

3. 国の礎 産業の

使命一途に たどりゆく

とわ ぴら永遠の平和を 拓かんと

世界に示す この力

ああ我が光 ああ我が光

川崎重工業



6、 川 畸 病 院

昭和9 年(1934)7 月

に神戸市兵庫区東山町の

高台を選んで建設に着手

した川崎病院は、翌10 年

12 月に落成、同11 年1 月

6 日に開院した。 地下1

階、 地上5 階の本館( 延

2、342坪) のほかに、 地 下1 階、 地上2 階 の第2 病棟( 延469 坪) を持つこ

の病院は、 全川崎従業員 とその家族 の診療にあたったが、 工場 付属の病院 と

しては、 当 時他に類が なく、 完備し た最新の施設を備え た近代 的な病院 とし

て世 の注目を浴びた。

川 崎 病 院( 昭和11 年)

栄養食配給所…東山町( 昭和10 年)

7・ 栄 養 食 配給 所

全従業員に対し、栄養に富む清潔な食事を調理配給するために、昭和10 年

(1935)5 月、 川崎造船所健康保険組合は神戸市兵庫区東山町に栄養食配給

所を開設し、 完備した給食設備と会食に利用できる食堂を設置したが、 開設

後1 年間の給食実績は1 日平均約7,000 食であった。

昭和11 年(1936)12 月、 共済会が設立されるに及び、 翌年4 月から同会が

運営するに至った。 その後、従業員の増加に伴って給食数が漸増したので、

昭 和14 年、長 田 区 に 規

模 を大 き く し た 設 備 を

設 け て 移 転 し た。

長 田配 給 所 は、 東 山

町 か ら 移 転 後 も休 む こ

と か く給 食 を続 け、 最

近 は川 崎 車 輛 を 含 め て

1 日 約14,000 人 の 給 食

を 行 な って い る。 食 器

消 毒 の た め 蒸気 自 動 洗



浄 機のほか、 完全 な調理設備 を

もち、 献立の改善 ・調理場の衛

生お よび作業員 の保 健に留 意し、

夏季 にはビタ ミンBI の炊込 み

を 行な うな ど、 栄 養の保持に細

かい 心くば りをし て運営に当っ

ている。

長田配給所の調理場風景( 昭和14 年)

8. 平生育英会

昭和11 年(1936)3 月、 平生社長は文部大臣として入閣するため、取締役

会長を辞任した。 当社は在任中の功績に報いるため、退職慰労金30 万円を贈

ったが、 従業員の教育振興のために、 その半額(半額は甲南病院へ寄付) を寄

付されたので、 これを基金として財団法人平生育英会を設立し、 次のような

事業を行なった。

栄養食配給所開設のい きさっ

藤 川 勇 二

平生さんが社長になられた翌年 の昭和9

年、 社長は従業員 の昼食について調べられ

た結果、 「思い思いに町の弁当屋のものを

食べるのは、 衛生上改善の余地がある」と

言われた。 これが動機で、 昭和10 年に川崎

造船所健康保険組合が栄養食配給所( 兵 庫

区東山町) を開設するようになっ た。

これは保険組合の被保険者である川崎従

業員に栄養の高い食事 を提供するのが目的

で、当初は6,000人分の栄養弁当を1 食12 銭

で配給した。 これに対して、 今まで会社に

出入りしていた弁当 屋35 軒が、 われわれの

死活問題だと、 結束して猛烈な反対 と陳 情

の運動を起こした。 急に出 入りをとめるの

は営業の妨害にもなるというので、 重役 の

方方 もひごく心配された。

しかし配給所 の給食は、 希望者たちに配

給するのが建前であったから、 「あなたが

たも、 大いに勉強して競争してほしい。 会

社には従来通り出入りしても差しつかえは

ない」 ということで、 やっ と話が落ちつい

た。 その後、 出入りの弁当屋は、 従業員か

らよい評判をとりたいと一生懸命に努めた。

両方が競争する ので、 従業員は急におか

ずの質がよくなったと大喜びであった。 そ

ののち、弁当屋はしだい に落伍していって、

1 ヵ年ぐらいで配給所が全従業員の食事を

調達するようになった。

(もと川崎造船所健保組合初代書記長)



① 真摯な研究を続けている従業員に、 研究費または学資の補助

② 私立川崎東山学校生徒および一般従業員のために巡回文庫「平生育英

文庫」 を設置 約7,000 冊の図書を300 個の箱に納め、巡回閲覧のため

各工場や寮舎に配置

9. 川 崎 造 船所 共 済 会

昭和11 年(1936) に退職積立金および退職手当法が公布されたので、当社

は従業員の将来のため、同年12 月1 日に基本金10 万円を寄付し、財団法人川

崎造船所共済会を設置した。

この共済会は、 退職積立金および事業主給付金の取扱いや退職手当の支給

を代行する機関であるが、 廃疾・特症・災厄等の給付金および共済会貯金に

関する業務をも取り扱った。 本共済会を構成する会員は、 当社のほか川崎車

川 崎 神 社

坂 口 福 太 郎

昭和8 年、 吉岡( 保貞) さんが艦船工場

の所長に就任すると、 工場内 の規律確立を

大へんきびしく言われるようになった。 そ

して従業員間 の「人 の和」 のために、 融和

修養団が生れた。 そのころは、 各工場 の、

それぞれの職場に、 思い思いの神さまが、

騒音と埃を浴びて、 隅っこに祭られていた

が、 融和修養団が主唱して川崎神社を屹立

することになっ た。

祭神として天照大神を仰ぐことになり、

ご神鏡を兵庫製鋼工場 で製作し、 修養団の

幹部が伊勢神宮 にか参りして入魂し て貰っ

たのは昭和10 年 のこ とであった。 このため

に、 今まで方々の工場 にあった全部の神様

をまとめて、川崎神社の隣りにお祀りした。

この川崎神社では、 月例祭のほかに春秋2

回の大祭 を盛大 に行なった。

大祭には相撲・銃剣道・芝居などが奉納

された。 また仲々凝った山車を、 皆んな力

を協せて立派に作り、 白たび・はっ ぴ姿の

若い連中が威勢 よく湊川公 園まで繰り出し

た。電気工場では女工さんが揃いの俗衣で、

化粧 もあでやかに川崎音頭を歌いながら練

り歩くなど、 まこ とに賑やかな ものであっ

た。

当日は自分の職場の鉄板や材料の上にむ

し ろや風呂敷をしいて、 家族 と一緒に弁当

を開いている、 一家だんらんの和やかな光

景も随処に見られた。 春秋2 回、毎年行わ

れる大祭を、 全従業員が楽し みにして待つ

ようになり、 川崎マンがお互いに融け合っ

た和やかな ものであった。

(もと庶務課員)



輛・川崎汽船・川崎造船所健康保険組合および当共済会の事業主並びにその

従業員であった。

その後、 本会は厚生年金保険法の実施に伴って、 昭和19 年(1944)9 月、

積立金請度を停止し、それ以後の退職者および翌20 年12 月当時在籍の全会員

に対して所定の退職手当を支給したうえ昭和25 年8 月解散した。

10 工 場 防 護 団お よ び融 和 修 養 団

満州 。上海の両事変以来、国内・国外の情勢はしだいに緊張の度を加え、

"軍民一体" の防衛体制ど 国民精神総動員" の必要が強調されるに至った。

当社では昭和9 年(1934)6 月、 従業員によって職場を守るために工場防

護団を組織し、 翌年4 月には、

従業員が互に和ごみ、 協力して

産業の発展に寄与するために融

和修養団を結成した。 また艦船

工場内に、 伊勢皇大神を主神に

祭る川崎神社が建立されたが。

これは全従業員が醵出した寄付

金によったものであった。

川 崎 神 社( 昭和10年)

第4 節 戦 時 体 制 の こ ろ ……昭和12 ～20 年

1. 産 業 報 国 会

国家総動員法によって、 政治・経済・労働・文化・思想教育など、あら ゆ

る面が国家によって強力に続制されるに至った。 したがって労務管理のおり

方も従来と趣を異にし、職域を通じて労資一体、国家に奉仕する" 産業報国"

に変った。" 産業報国" は、 労働運動に代り全国のあらゆる業種に強力に広

まっていった。

当社は、 かねてから国策に沿い生産の増強に努めたが、 昭和14 年(1939)



2 。月、 全川崎産業報国会連

盟を組織し、 そのもとに本

社・各工場および関係各社

では、 それぞれの産業報国

会を結成した。

神戸勧業館における産報結成式( 昭和14 年)

2。 労 務 統 制

日華 事変の拡大に伴い、

軍需産業は急速に活況を呈してきた。 労働力の需要が増大するにつれ労務賃

金が高騰を続けるため労務者の移動が頻繁となり、 軍需産業も労務源が枯渇

するやに懸念された。

ここにおいて昭和13 年(1938)5 月、国家総動員法が発動され、 雇入・解

雇・賃金・労働時間など、戦時下の労務統制が行われるに至った。同年7 月、

職業紹介所は公営から国営に移り、翌14 年1 月には国民職業能力申告令によ

り、16~50 才の男子のうち特殊技能者は徴用が可能になった。 次いで工場

事業場技能者養成令( 昭和14.4.5) 、 従業者雇入制限令( 昭和14.4.20)、 賃

職 工 と 工 員

栗 林 三 郎

佐世保海軍工廠では昭和7 年 ごろ、 「職

工」 を 「工員」 と改称した。 この工廠は明

治22 年に造船部を初めて設けたが、同27 年

で も職工さんは10 人ぐらいしかいなかった。

しかしこの職工さん達は人柄がよく、 技術

は優秀だし、 それに ″勤勉" ということば

そのままで、 海軍工廠からも、 一 般市民 か

ら も大へん尊敬をあつめていた。

この年に日清戦争が突発して以来、 仕事

が激増し人手が足りなくなったので、 阪神

方面で職工 の募集 を行なった。 まず神戸の

呉海軍工廠小野浜分工場から、10 名の職工

を指導員 とし て拔てきし、 あとは大阪で辛

うじ て40 人を集め、合わせて50 人 を揃えた。

小野浜から選んだ10 人は粒ぞろい の優秀な

職工さんばかりであったが、 大阪で募集し

てきた連中の粒がよくなかった。。

当時の日本人は、 殆ど機械とい うものに

知識を4) つていなかった。「機械が大きな音

をたてているのは、 何人かが機械に巻き込

まれて死んでいる証拠で、 死 んだ人のわめ

き声が音になっているのだ。 職工などにな

る者は命知らずでなくては……」 とまこと

しやかに信じ られ、 恐れられていたので、

大阪で応募し た者は、 気の荒い連中ばかり

であっ た。



金統制令( 昭和14.4.10)、国民徴用令の発動( 昭和14.7.15) によって、 労務

者は軍需生産へ法的に総動員ができるようになった。

政府は、昭和13 年9 月18 日現在の物価を基準として一般物価を釘付けと

し、 さらに翌月には賃金臨時措置 令を公布して、賃金を9 月18 囗現在のまま

据え置きとするなど、 国家総動員法に基く経済統制によって、労務管理のお

り方も戦時の色彩をいよいよ濃厚にした。

当社の従業員は、 昭和6 年(1931) から翌年ごろの不況時に約13, ㈲0 人、

同10 年末に約21,000 人、同14 年末には約26,700 人に達したが、入営・応召な

ごにより漸減したので、職業紹介所を通じて雇用するほ か、各地で直接に募集

するなど、人的資源の確保は労務担当者の最も苦心する問題であった。

一方、 昭和13 年12 月、 創業以来の呼称「職工」を「工員」 と、 名実ともに

近代産業の担い手たるにふさわしく改称し、 役付工員の階級も職長・職手・

伍長を工長・工手・伍長と改めた。また従業員の永年勤続者を20 年以上、25

年以上および30 年以上に分け、その第1 回表彰式を翌14 年10 月14 日に行い、

以後毎年10 月15 日の創立記念日に、 永年の恪勤を表彰することにした。

また、 従業員のうち満州事変以来の戦没者と殉職者は、 昭和13 年(1938)

以後、 毎秋合同慰霊祭を行い、 遺族を招いて物故従業員の霊を慰めた。

「雇われる条件がよいからこそ、 都落ち

して九州くんだりまで出かけるのだ ……」

という風が強かった。そういう連中なので、

佐世保では仕事 を怠、けたり、 些細なことで

喧嘩をしたり、 給料日にはきまって酔っぱ

らって街路で寝たりする者が出る始末で、

職工さんに対する佐世保市民 の態度は、 し

だいに ″尊敬″ から ″敬遠″に変ってしま

った。

しかし仕事は激増する一方なので、 職工

の素質 がごうのこうのと言っておられず、

ごしどし職工は増員された。 好 ましくない

気 風が、 真面目な 「職工」 さんの気質 をし

だいに侵蝕していった。 佐世保海軍工 廠で

「職工」を「コこ員」 と近代的な名称に変えた

のはこの時であった。

その後ごこの会社でも、 職工 さんが、 生

産力の中核 として大きい力を発揮している

のに、 何 となくいやなニュアンスのある呼

称はいけない と工員 と改称するようになっ

た。 川崎でも昭和13 年の12 月に 「工員」 と

改称されたが、 これは世界水準 にある日本

の造 船技術 のた めに も嬉 しい こ とであっ

た。

(もと川崎東山学校長)



3、 就 業 時 問 の短 縮

昭和14 年(1939)12 月1 日、 社名を川崎重工業株式会社と変更し、 これを

機に従来艦船工場で実施していた就業時間30 分延長制は、一応その目的を達

したので、 賃金は据置のままで就業8 時間制に復した。 また、 職員の身分に

関しては、 これまで数次の改正をみたが、 昭和16 年12 月に次の通り改正し

た。

参 事(1 等・2 等) 一 副 参 事=

・主 事　 書 記‐ 書 記 補ヽ

技 師‐ 技 手‐ 技 手 補・

雇 員・傭 員

第 一本 山 寮( 昭和18年)

西 垂 水 寮( 昭和18年)

4・ 徴 用 工 員

昭和16 年(1941)10 月、労務緊急

対策要綱により徴用制度が事業場に

も適用されることになり、 当社には

同18 年までに20 次にわたる多数の

応徴士が配属された。 しかし、同年

末には内地における徴用労務源が不

足を告げるに至ったので、 その範囲

を朝鮮に拡げ、翌19 年には、 艦船工

場では約1,600 人の半島出身の ″産

業戦士″を迎えた。



こ うし て、昭 和1.6年以後

受 入れ た多 数の徴用工員の

ため、 市内お よび近郊に大

規模 な宿 舎を建築あるいは

家屋 を買 収し てこれに当て

た。 また、 これら応徴士の

ため に診療・ 娯楽・給食 に

つい ては万全を期し た。

第 二 本 山 寮( 昭和18年)

5. ″勤 労" 管 理

昭和16 年(1941) 前後から、 労務管理に関する諸法令が制定され、 労務統

制はいよいよ強化された。 当社は、昭和16 年4 月には労務調整令により、 さ

らに翌年4 月には重要事業場労務管理令によって指定工場となった。 これ以

後は全面的に国家の指導と監督を受けることとなったので、就業規則・賃金

規則等も法令の趣旨にそって大幅に改めた。

昭和17 年(1942) 以後は苛烈な戦況を反映し、応召者がしだいに多くなり、

同年末には艦船工場のみでも3,965 人( 在籍従業員の約15%) に達した。 ま

た、 かねて建設中の泉州工場が、 同年6 月から操業開始の運びとなったので、

艦船工場から多数の従業員を転籍させたほか、現地でも新規に採用したが、

技師お よび熟練工員の不足は如何ともする術がなかった。

そこで当面の隘路を打開するため、 青少年工員の技能育成に力を注ぎ、 私

立川崎東山学校を技術者養成の機関とするよう学制を改めるとともに、地域

別、工場ごとに新たに私立川崎青年学校を設置した。 従来、労働業務は艦船

・製飯 。製鋼の3 工場の労務課が担当してきたが、 従業員が激増してきたの

で、 これら各工場に勤労部( その下に課・掛) を新たに設け、 労働業務の推

進を図った。

一方、 新規応徴士の技能養成には並々ならぬ苦心を払ったが、 昭和18 年

(1943) には一般職員。および職・組長の士気昂揚のため錬成道場を設けて錬

成を行なった。 同年5 月からは、 さらに生産を増強するため実働9 時間、翌

19 年4 月からは実働10 時間と制度を改めたほか、841 名の女子勤労挺身隊員



も加え、フル操業に全力をあげた。昭和19 年末における従業員数は約52,200

人を数えたが、 応徴士・女子挺身隊員はすべてが未熟練者であったため、 技

術指導に多大の労力を要し、 人数に対し作業能率は逆比例を示した。

昭和19 年(1944) から20 年には戦況はいよいよ暗く、 ″皇軍玉砕″の悲報

が国民の胸を締めつけた。特に同20 年3 月以後は空襲が頻度を加え、 当社各

工場も大きい被害を受けた。 また被爆により住宅や寮舎を失なった、 ″住む

に家なき″従業員は多数にのぼり、 生産は急速に低下していった。 その間、

工場・事務所の疎開、 移転や被災従業員に対する応急の措置を講じ、 操業に

支障なきよう全力を尽したが、 ついに昭和20 年8 月15 囗終戦となった。

第5 節 企 業 再 建 整 備 の こ ろ……昭和20 ～24 年

1・ 戦 後 の労 務 管理

終戦と同時に生産は完全に停止し、 少数の出勤者によって戦災工場のあと

始末を行なうほか小口工事に手を染め、虚脱状態の従業員を励ましつつ時を

稼いだ。 その後、 徐々に民需生産に転換していったが、 当社の経営を支える

には見通しは暗かった。

徴用解除によって応徴士は殆ど退職した。 従業員の中にも重工業の将来に

希望を失い、職場を去る者が少なくなかった。 また、 召集解除によって復員

する従業員 も増加したので、 人事管理は複雑をきわめた。 皆無に等しい工事

量と暗澹たる将来を直視するとき、従業員の過剰が当面の問題となったので、

昭和20 年(1945)10 月から12 月末まで、数次にわたって人員整理を行い、従

業員数を12,155 人としたのであった。

2. 労 働組 合 一 労働協約と経営協議会

日本占領政策がようやく具体化し、 戦時中に制定した多くの労務統制法規

は廃止された。昭和20 年(1945)12 月に労働組合法が公布されてから、全国

的に労働組合が結成され、 しだいに強力に発展していった。 労働組合活動活

発化の背景となったものは、終戦直後の混乱した社会情勢と深刻な生活不安、



また制圧さ れた戦時生活 からの解放 感なごが見逃せ ない 誘因であった。

造船部門で は、昭和20 年10 月 以後、 岡田 浦電 機分工場泉 南金属労働組合・

泉廾|労 働組合・川崎 造船所労働組合( 神戸工場) が それ ぞれ結成され、 次い

で翌21 年2 月 には本社お よび上記 各工場ごとに職員組合 も結成された。ま た

製 鉄部門で も、 相前後し て工員・職員 別の単位組合が結成 された。 その後、

労 組運動はし だいに発展し、 個々の労組は 統一 体制を図 り、 産業 別単一労働

組合 へと進んでい った。

当社の 各労働組合 もこの動向に従い、 昭和21 年(1946)3 月 全川 崎労職協

議会を組 織、 次いで翌22 年3 月労 働組合と職員組合 と合 体し た。造船部門で

は、 全工場 を一 体とす る企業 単一形態 の組織を確立したが、 同年4 月、 全日

本 造船労働組合 に合流し て同組合川崎 造船支 部となり、 泉州工場お よび岡田

浦電機 分工場を それぞれ分会 とし た。

こ のよ うな組合 組織の推 移と並 行し て、 賃金の増額 。″飢餓突 破資金″な

どの 要求が 相次い で提出 された。 給与ベ ースは155 円( 昭和20. 末) から ″鰻

上 り″に上昇し て3,000 円( 昭和22.8. ―) と、 約1 年半の間に20 倍近 くに

なっ た。 し かし、 これら の ベースア ップの 要求 は、 当社 とし ては 資金難 その

他の事情 のため難色 があ っ たが、 い ずれ も長 期間 にわたる協議 の末、 よ うや

く妥結し たものであっ た。

労働組 合法の施 行によって、 組合設立の自由、 団結権お よび団 体交渉権等

が保障 され、 労組は 使用者鬪 と対 等とな り、 従 来の労使関係が民主 的にと急

変し たのも時の流れであ った。 その後、 労 働関係調整法の公布( 昭和21.9.

27) 、 労 働省の発足( 昭和22.9.1) 、 労働基準法の施行( 昭和22.11.1) そ

の 他労働 者災害 補償 保険 法・失業 保険 法・職業安 定法な どの施 行をみるに至

り、 労 働 行政はし だい に変 貌してき た。

昭和21 年(1946)5 月、 全川崎労職 協議会 との間 に初めて労働協約が 結ば

れ、 これに基い て経営協 議会につい ての覚書が交換 された。 協約 には、 ①生

産効率 増進 に関 する 事項、 ②労働条 件並 びに待遇に関 する事項のほか4 項 目

を、 経 協に よって協議決 定するこ とが定 められてい たが、 組合・ 会社間 の交

渉・争 議な どは、 本社・艦船 工場お よび製 鉄所の各部門ご とに解決する方針

を採って きた。

組合組 織が統一 強化され るにつれて、 労 働情勢はあら ゆる業 種にお いて 硬

化の傾向 を示し てき た。 昭和22 年(1947)2 月 の ゼネスト(GHQ の指令に よ



つて中止) は、 その頂点を示すものであろう。同年9 月施行の労働基準法([司

年4 月制定] に先だって、 労組から労働協約改訂の要求かおり、幾多の曲折

を経て8 月31 日にようやく第2 次労働協約の締結をみた。 政府においても、

同24 年6 月に労働組合法および労働関係調整法の全面的な改正を行い、民主

的な労使関係の労働協約について指導に当った。

これらの事情から、 労組に対し労働協約改訂の中入れをするとともに、 と

りあえず労働協約の有効期限を昭和24 年(1949)10 月31 日まで延長し、 以

後消滅した○ その後、労使双方から提示の協約改訂案について審議を続けて

いるが、 妥結までに至らず、 無協約のまま現在に至っている。 しかし当社と

しては、 新協約締結のための努力を続けるとともに、 公正妥当な労務管理を

行い、組合の意見も尊重することを表明した。また従来の経営協議会に代り、

労使協調の実をあげるために生産協議会・労働協議会などを設けた。

要約すれば、 当社の労組は穏健中正であって、当社の経営に理解をもち、

きわめて協力的であると言えよう。

"泉州工場" について労組と協議( 昭和24年)

3。 泉 州 工 場 の閉 鎖

戦争遂行の必要上、 海軍の要請によって生れた泉州工場は、 敗戦のため艦

船建造の全面的停止という事態に直面したとき、 すでに閉鎖という宿命的な

影が兆していたことも否めなかった。 戦争遂行のためなればと、 工場建設に

際して地元民が払った数々の犠牲を考え、 工場閉鎖という結論を出すまでに

は、 会社首脳部は苦しみ悩んだ8

しかしながら、 この工場を建設した主目的が終戦のために壊滅したので、

存続の意味は希薄とならざるを得なかった。 阪神の都心から遠く離れている

ため、 工場の近隣には関連産業が皆無であった。 冬期は北面した海がひどく

時化るうえに、 防波堤を持たぬという致命的な欠陥もあって、 船舶の修理工



場 とし て生きのび るにも適格性 を欠い ていた。

戦争中は 企業 の採算は第二 の問 題であっ たが、 終戦後の激烈 な自山競争の

場 にあ って経営 が採算割れであ ることは重大 な問 題であっ た。 戦争によって

資本を食い 訥されてい た当 時の 日本 経済は、 政府 の補助金と米 国の対 日援助

金 とによって辛 うじ て支えられてい る有様であ った。「経済を安定 させること

が 第一 である。 そのために 復興が一時お くれ、生産 が減退して も致し方 ない」

とのド ッジ政 策によって、 日本経済は 急角度の方向転換をし た。

当時、 川 崎の生き る道は輸出船 建造にあった。 このためには、 建造船価 を

大幅に引下げ る以外 に適策は なかった。 これを達成できるか否 かが、川 崎に

とって生 か死 かの焦 眉の問題 となってい ただけ に、 泉州工場を存続 すること

は、 かえ って本社 を危地に迫い やる とい う深刻 な情勢に直面してい た。

敗戦に よっ て海軍力が全 く消滅し、 海 運力 もはなはだし く転落し たので。

泉 州 工 場 の 閉 鎖

加 藤 利 一

私が泉州 工場へ転勤した昭和17 年 の5 月

ごろは、賀収した上地 にある民家190 軒の移

転も終り、 工場建設のさ中であった。 その

翌 月に、潜水艦「呂112」 を起工したことな

ど、 ついこの間のことのように思える。 工

場 の建設は張 りがあり、 明るい仕事であっ

たが、 工場 閉鎖は何んとなく陰影を伴い、

その苦労は言語 に絶する ものがあった。

泉州工場は第2 次世界大戦のさい中に、

軍の意向によって潜水艦の建造 を目的 とし

て誕生した官設民営の工場であった。 不便

な上地を選んだ のは、 罩 の機密保持のため

であった。 設備が米完成 のうちに終戦とな

ったので、 戦後 のきびしい 白由競争に耐え

拔くには無理な ″戦争の落し子″ のような

性格の工場であっ た。 戦後の ″竹馬経済″

で社会情勢は暗澹 としていた。

泉州工場を抱 えていることは母体である

川崎重工業を著しく弱体化するおそれがあ

つたので、 涙をのんで閉鎖することに主脳

部 の肚がきまった。 以来、 坂口・細田・中

力・吉留・中江・下堂園の諸君と私は、 手

塚 さんの考えを体して毎日深更まで、 犠牲

を少なく、 円満 に閉鎖することについて協

議した。

希望退職者には普通退職の3 倍の退職手

当 をもって報い、 残留希望者は本社に転属

させるとい う原則で臨んだ。 地元民のため

には、 有力 な大工場の誘致に全力を尽すな

ど、 誠意をもってこれに当 った。

閉鎖を決意するまでの手塚社長の熟慮と

円満に完了するまでの骨 を削 るような苦衷

を私はよく知っている。 他社に先んじて、

工場閉鎖を断行し たことは、 今日の川崎重

工業 を見れば、 適策であったことを何人 も

首肯するであろう。

(調査部長)



造船企業 の自 立は容 易ならぬ難 事業であっ た。 適者生 存とい う冷厳 なル ール

を、 ひ とり泉州工場 のみが避け ることのできぬの も自 明の理であっ て、 泉州

工場 を抱 えた川崎重工業 の企業再建整 備は成 り立 たなくなってき た。

このよ うな情勢に よって昭和24 年(1949)5 月19 日、経営協議 会の席上で

不本意 ながら泉州工場 を閉鎖す る旨、 正式 に発表 された。 れこに対し、「存

続は可 能である」 と強 く主張す る従業員 も少なくなかった。 また工場閉鎖は

地元民 の生 活に大きく直結し ているだけ に ″町 ぐるみ″の強い 反対 も起 こり、

さらに 従業員 の主婦 たちが立ちあが るに及んで、反対の気運は ″家 族ぐる み″

となり、 労 組を側面から 支援し た。 その後、 同年6 月6 日までに7 回の経営

協議 会を開 き、労組 と協 議を重ねたが、組合 側の同意を得 るに至らなかっ た。

嘆 願 書

このたび泉州工場の閉鎖が発表されま

して、私達はこのうえもない不安に駆ら

れております。 私達は子供の教育にも日

常生活にも、いろいろと不便なこの町に

住みながらも、夫が会社の仕事をするの

に、 なんら後顧の心配ないようにと一生

けんめいにやってきました。この心労は、

この土地で家庭生活をしている主婦でな

くては絶対に判っていただけぬ苦労でご

ざいました。

しかし、この苦労も工場が順調に伸び

て行くことを唯一の楽しみとして乗り越

えて参りましたが、今回工場は閉鎖され、

私達の夫は職を失うことを予告され、楽

しい夕の食事時にもまるで御通夜のよう

で、幼い子供達すら笑顔を見せぬ絶望の

暗さに沈んでいます。 いま職を失うこと

は「死」 を意味しています。 いま職を取

上げることは死ねという意味に外ありま

せん。

私達は贅沢なお願いをしたいのではあ

りません。私達はもっとも低い生活だけ

を 保 証 し て い た だ く た め、 こ の 際 工 場 閉

鎖 を 取 消 し て い た だ き と う 御 座 い ま す。

ど ん な 不 自 由 に も 堪 え 、 夫 を 励 ま し 、 泉

州 工 場 繁 栄 の た め 一 家 を あ げ て 努 力 を し

ま す か ら、 ど う ぞ 工 場 閉 鎖 や 従 業 員 の 整

理 を 思 い 止 ま っ て 下 さ い ま す よ う、 温 情

あ る 御 考 慮 を 心 か ら 嘆 願 申 し 上 げ ま す。

私 達 は 思 い 出 し て も そ っ と す る 激 し い

何 回 も の 空 襲 に、 命 が け で 夫 や 子 供 と と

もに 泉 州 工 場 を 守 り 通 し て き ま し た。 こ

の 必 死 の 力 で 守 っ た 工 場 を 追 わ れ、 路 頭

に 迷 い、 親 は 子 を 抱 き、 子 は 親 に し が み

つ い て 飢 え て 死 な ね ば な ら な く な り ま し

た の で、 死 に 追 い つ め ら れ た 恐 ろ し い 大

き な こ の 問 題 の た め、 寄 り よ り 集 ま り 幾

夜 も夜 を 徹 し て 相 談 を 重 ね ま し た が、 こ

の 際 会 社 に お す が り す る よ り 外 に 道 が な

い こ と を 知 り、 こ こ に 主 婦 の 代 表 が 家 事

を 捨 て て 神 戸 に 参 り ま し た。( 後 略)

昭 和24 年5 月23 日

泉 州 工 場 従 業 員 家 族 一 同



従業員家族の願いは操業の続行であった。 会

社としては、工場の存続を強く望む従業員およ

びその家族の訴えはよく理解できた。 しかし当

社の意図は、大乗的見地から泉州工場を閉鎖し、

川崎重工業をして磐石の安きにおく…… 遠き慮

りにあった。

従業員約2,200 人のうち、 約半数の退職者の

ためには、 好条件をもって労に報い、 また就職

あっせんにも努めるとともに、 残余従業員を本

社へ転勤させるとい う線で円満に閉鎖するため

に、 会社は誠意を尽し全力をあげた。 紆余曲折

はあったが、 民需産業に転換し、 細々と操業を続けて|寺を稼いでも、 泉州工

場には、 ばら色の将来は期待できないことが、 地元の人々や組合側に理解さ

れ、 また従業員の良識ある協力もあって、 昭和24 年(1949)7 月20 日ついに

閉鎖が確定した。

昭和17 年(1942)6 月20 日に第1 艦のエを起こして以来、潜水艦11 隻、海

防艦6 隻、商船10 隻を建造した泉州工場は、 この日をもってついに生産のペ

ージを閉じた。 泉州工場の閉鎖…… それは川崎重工業が躍進するために歩か

ねばならぬ道程であった。

泉州工場閉鎖所長告示( 昭和24 年)

4, 経済 転 換 期 の労 務 管 理

日本経済自立のためにとられた経済安定政策によって、 昭和24 年(1949)

の経済界は不況に直面した。 時あたかも法に基く企業再建整備が行われてい

たので、 各業界に工場の閉鎖お よび人員整理が続出し、 また国家企業にも行

政整理が行われた。 この情勢に対し、 労働組合は ″産業防衛" 運動を全国的

に展開した。 この年は、 わが国経済界にも、 労働運動にも一転期を画した年

であった。

給与は戦後のインフレから生活給賃金が主体となっていたが、 社会情勢が

一応立直ったので、 能率給賃金への切替えが当面の問題として採り上げられ

た。 全工場にわたる作業の実態調査お よび職務分析を行い。給与制度合理化

に対する基礎的な資料の調査収集を行なった8



第6 節 新 発 足 と そ の 後 ……H召和25 年

1. 新 発 足

昭和25 年(1950)8 月、製鉄部門が分離して川崎製鐵株式会社を設立した

ので、 当社は、 取締役社長手塚敏雄以下役員の新陣容を整え、人事および諸

制度を改め新発足した。 製鉄部門の分離によって従業員数は7,900 余人( 昭

和24.12. 末17,384) に激減しだ

その後、 さらに人事部の職制を改めて労使関係の安定に努めるとともに、

昭和26 年8 月には衛生業務( 保健部) を人事部に移し、 また同29 年(1954)

3 月には社内教育のため教育課を設けた。

2. ベ ー ス・ア ッ プ

昭和25 年(1950)6 月の朝鮮動乱突発を契機として、当局は日共主脳部の

追放・全労連の解散など、反共治安対策を強力に進めた。同年秋には、GHQ

の示唆もあり、 また工場自衛のため、 各方面で職場の秩序を乱す分子を排除

する方策が採られた。 当社でも、 職場秩序の回復と健全な労使関係の育成に

よって。 再建途上にある会社運営に万全を期した。

朝鮮動乱により経済界は ″特需″好況を招来したが、物価騰貴・税金増徴

などのため、 賃金ベース・アップの問題が再燃してきた。 労組からの賃金ベ

ース12,000 円あるいは一時金の要求があったが、かねての調査研究に基き、

給与形体を改訂するまでベース 。アップを行わないことに決定した。 しかし

その間、 竣工祝金・越年資金の支給・住民税相当額の貸与等、 臨時給与など

によって解決を図った。その後、昭和26 年(1951)5 月、組合と協議の結果、

新給与ベースを11,774 円とした。

3・ 労 務 管 理

① 見 習 制 度

企業再建整備によって当社は一応経営の基盤を固め得たが、将来に備え。

人材を養成するため、終戦後絶えていた見習制度を昭和25 年度から復活し、



出 勤 風 景



職 場 か ら 食 堂 へ

昼 食



毎年4 、月に見習職員および養成工員を採用することになった。

② 安 全 衛 生

職場の安全衛生については昭和25 年以後、保護具の整備や安全衛生施設

の改善に努めた。 このほか各部長を安全管理者とし、 安全思想の徹底を図

ったので傷害は激減し、昭和28 年には労働大臣賞を受け、翌29 年には造船

業界の最高記録45 万時間無災害記録証を受け、 苦心は報いられた。

③ 工 員 の 身 分

幾たびか工員の身分を改めたが、昭和27 年5 月には「工師」 の制度を設

け、 工員最高身分者として遇するようにした。

④ 給 与

すでに昭和26 年および同27 年に4回のベース・アップを行なったが、 さ

らに翌28 年2 月には、工事請負制度を廃して奨励制度に切替え、 給与ベー

スを16,000 円に引上げた。

⑤ 退 職 金

昭和27 年お よび同29 年に改訂増額を行なったが、期末手当に関しても改

善するところがあった。

⑥ 就業時間と休暇

昭和22 年7 月から始業(8.00) 一 昼食休憩(12.00 ～12,50) 一 作業 停止

(15.50) ―終業(16.00) と、 実働時間を7 時間にするとともに、 年次有

給休暇制を改善するなど、 従業員の健康保全にできる限りの心くばりをし

た。

4. そ の後 の労 務 管理

昭和28 年(1953) 後半から翌年にかけては、 政府の緊縮財政施策や経済界

の情勢から造船業界は深刻な不況に陥ったので、 当社は残業規制・交替作業

制・職場配置転換などによって苦境を切り抜けるために万全を期した。

その問、 電機部門を合理化するため、昭和29 年(1954)3 月、 岡田浦電機

工場を兵庫電機工場に移転したが、 移転についての諸問題は、 組合の協力 も

あり円満に運んだ。

昭和30 年(1955) から翌年に訪れた ″輸出船ブーム″のため、 造船界は活

況を呈するに至 り、 労働力の確保が急務となってきた。 当社はかって不況時



になめた苦い経験にかん

がみ、 従業員の増加を抑

え、 社外工を増やし、 新

しい労務管理をもって臨

んだ。

また工事量を適正に消

化するため、 労働時間が

おのずと延長するので、

就業時間の調整を行なう

とともに、長時間就業の従業員には特別健康診断あるいは栄養剤支給などを

行い、 過労対策を講じた。 一方労組の活動は戦後10 年を経て健全に進み、社

業 に協力の度を深めてきた。

従 業 員 お よ び 勤 続 年 数 昭和31 年10 月31 日

職 名
従 業 員 平 均 勤 続 年 数

職 員

本社・工場1,619

東 京 支 店88

( うち男1,504 女203)

8.4

工 員

一 般 工 員6,668

臨 時 工 員76

養 成 工 員495

( うち男6,788 女451)

9.5

合 計
8,946

(うち男8,292 女654)
9.3

第7 節 教 育

l 従 業 員 の海 外派 遣 と補 習 教 育

明治40 年(1907) ごろから、努めて技術者を欧米諸国に派遣するようにし、

また外人技師を招いて技術の習得に当らせた。 松方社長は在外中に多数の工

業図書を購入し、 常に本社に送って翻訳させて従業員に配布し、 技術知識の

向上ど研究に資した。

一方、 工員の技術的素養を高めるため明治45 年(1912) 以後、 市内の実業

補習学校( のち商工実修学校) および工業学校を指定し、 希望する従業員に

は社費をもって夜間に勉学させたが、 多数の従業員がこの恩恵を受け、 技術

知識が向上した。 さらに大正7 年(1918) には、 功労従業員子弟教育資金・

一般奨学資金の制度などを設け、 従業員の子弟に学資を支給するほか、 高等

工業学校生徒または大学生の研究を助成した。

補習教育奨励制度によって、 従業員の技術知識の向上に大きな成果があっ

たが、 修業生に臨時増給を行なってきたので、 未就学者と均衡を失するに至

った。 このため、 大正9 年(1920)5 月、 見習工員制度を設け、 毎年定期採

用の見習工員をおもなる対象として、 この補習教育制度を改めた。



昭和10 年(1935)5 月、本社に教育部を設け、さらに翌11 年4 月、 私立川

崎東山学校を開校し、 ここに画期的な当社の教育制度が確立した。

2 私 立 川 崎 東 山学 校

満州事変以来青少年教育の重要性が叫ばれるようになり、 従来の実業補習

学校あるいは青年訓練所は、 新たに公布された青年学校令によって改編する

ことになり、 特に大規模の事業場においては私立青年学校を設置するよう、

当局からの抛奨があった。

ここにおいて、 当社は青少年従業員に新しい独自の産業教育を施すため、

昭和10 年(1935)8 月21 日、青年学校令による設立認可を得、 神戸市兵庫区

東山町に私立川崎東山学校( 校舎道場および寄宿舎) を建設し、 翌11 年4 月

に第1 回生の入学式を行い、 次の4 部制をもって発足した。

私 立 川 崎 東 山 学 校 要 綱

区 分i 入 学 資 格l 修 業 年 限 定 員( 人)

第 1 部

第 2 部

第 3 部

高 等 小 学 校 卒 業 者( 乙 種見習工員)

........

(別に1ヵ

年研究科

お く)11,200

工 業 学 校 卒 業 者( 甲種 見習工員)
3 ヵ 年

- ●--― ―・

〃

180

中 等 学 校 卒 業 者C 事 務 見 習) 150

第4 部 専門学校または大学卒業者( 所 員 見 習) 1 ヵ 年 50

備考 第1 部の教科は造船・機械・電気. 冶金・の4 科、第1 部教修生 は、制服・制帽を着用し、

その第1 学年のみは皆寄宿舎制度

私 立川 崎 東山 学 佼( 昭和11年)

第1 部の教育には最

も重点をおき、 第1 学

年では、 工場実習およ

び学科教育と並んで寄

宿舎を家庭の延長とし

て生活の指導に当った。

第1 学年を2 班に分

け、 実習と学科を1 週

間交替で実施し、第2 ・

第3 学年は3 班に分け、

実習を2 週間、 学科を



1 週間とし た。 また第4 学年では昼間は実習または執務し、学科は週4 回の

夜間(18.00~20.00) 授業をした。 また、 第2~4 部の教修生には、週2

回4 時間の夜開(18,00~20.00) 授業を行なった。

本校の 管理運営には教育部が当り、 各工場の関係部・課長を加えて組織し

た教育委員会において、 教育の方針・内容・方法その他工場との関連等を審

議し実施した。 特に人格陶冶のため、 第1部の第1学年全教修生を寄宿舎( 楠

子寮) に収容し、 会社の先輩を各班の寮兄として親和のうちに指導するよう

に努めた。 この寮兄の制度は、 新しい教育効乗を高く評価され、多方面でこ

の教育法は模倣された。

教 修 生 の 推 移 昭和11-14 年

1 部 2 部 3 部 4 部 川 崎 汽 船
委 託 生

合 計( 人)

昭 和11 662 142 59,67 0 930

12 9211141 107 Ⅱ1 43 1,323

13 1,258 166 87 86 47 1,644

14 3,370 118 181 9374 3,836

日華事変の進展に伴い、 技能者養成令や青年学校令が施行されたので、 昭

和15 年(1940) から学制を改め、 もっばら中堅技術者の養成に当り、養成工

川 崎 東 山 学 校 の こ と

栗 林 三 郎

私が川崎東山学校の経営に当るようにな

ったのは、 吉岡保貞さんの懇請による もの

であった。 昭和10 年 に着任して何より有り

難たかったのは、 教育に関する限り、 一切

を白紙で私に任せてくれたことであった。

私 の独自のプランを実行することが出来た

ので嬉しかった。 川崎 の教育に対する理解

には頭の下がる思いであった。

清水・手塚両部長なご、 私の教育計画を

いつも好意をもって聞いてくれた。・7ついぞ

反対 をされたことがなかった。私は ″知己″

の恩 に感じ、 学校の経営 に情熱 を傾け、 私

の後半生をささげた。教育方針はCo-operation

systemを大幅に採 り入れ、 これに 「教育は

親子の愛情が根本 である」 と言う私の信念

を加えた。

私は ″しつけ″ を重んじ寄宿舎教育に力

を入れた。 私 も職員 も寄宿舎 に寝 泊りし

て、 生徒 と同じ ものを食べ、 常住坐臥を通

じ ″しつけ″ をする方針をとった。「知識

の切り売 り」 を避け、 自分の子供に対する

と同様に、 起きてから寝るまでの ″通し教



員の教育は、 翌年から各工場に新設の青年学校がこれに当るようになった。

3・ 私 立 川 崎 青 年学 校

艦船・製版 。泉廾lの3 工場に私立川崎青年学校を設け、 次のように3 部に

分けて教育した。

第1 部 青年学校令に準拠 ……… 定期採用以外の工員、( 昼間制)5 ヵ年

第2 部 青 年 学 校 令 ……… 定期採用の養成工員、( 昼間制)5 ヵ年

技 能者 養 成令　 卒業後も徴兵適令まで研究科・専修科

の課程を修得させる。

第3 部 実 業 学 校 令…………… 私立川崎東山学校の改編以前に入学した

教修生のため特設、4 ヵ年

4、 戦 時 下 の教育

戦局の拡大と並行して増加した徴用工員は、 その殆どが工場作業に米経験

であった。 私立川崎青年学校では精神講話や軍事教練を行なったほか、 寮舎

・寺院などを ″道場" として心身の修錬を行なったが、 一般従業員にも講話

・坐禅・作業・みそぎ・童心行等を行い、 ″錬成" 指導を図った。

育″を行なった。

寄宿舎には寮長 のほかに、 家族ぐるみ泊

り込みの職員 と、 交替で寝泊りする職員 と

を" 寮父" として置き、 その下に会社の先

輩を1 名ずつ各室で起居を共 にさせて" 寮

兄" とし た。 親のない生徒は、その命日に、

また誕生 日を迎えた生徒には、 その誕生日

に、 それぞれ腕章をつけさせて、 他の生徒

から追悼 や祝福を受けさせた。 学校 と職場

(会社) と家庭( 寮) の三つを結ぶ教育 の完

成に全力をあげ た。

川崎東山学校は名門の神戸一 中よりも入

学難で、 競争率は10 何人に1 人と言う激し

さのときもあった。 在校生が1 万名に達し

たときもあった。

私が職を退いてから後 の昭和29 年、 技能

者養成教育を再開後4 年で労働大臣から表

彰 されたことを四国の川舎で聞いて、 私の

蒔いた一粒の麥が実っ たことを知り、 多く

の方々の協力で私は川崎にご恩返しができ

たような気になった。

(もと川崎東山学校長)



5・ 教 育 の 再 開

終戦に伴い、 川 崎東山学 校お よび同 青年学校はいず れも廃校 となっ た力:、

昭和25 年(1950) 、 技能者養成規程( 昭和22. 制定) に基いて、 工場に教台

場お よび実習場 を設け、翌26 年4 月2 日から養成工員 の教育を再開した。 昭

和28 年5 月 には、技能 者養成教育実施 の代表工場 として、ILO( 国際労 働機

構) の来社 見学 があ り、翌29 年9 月 には技能 者養成教育実施優秀 会社とし て、

労働大臣 から造船 界最初の表彰 を受 けた。 当社は毎 年4 月、 優秀な新制中学

校卒業者 を養成工員 とし て採用し、将来 の中堅 工員たるべき学 識教 養のため、

3 ヵ年 教育お よび実 習を行 なってい る。

養 成 工 員 数 の 推 移 昭和24-・31年

年 度
昭和
24～25

26 27 28 29 30 31
合 計( 人)

1,180

養 成 工 員 数

←7-

71 196198 198193 199
1 2 5

6. 管理・監耆者教育および一般従業員教育

すでに欧米で行われていた管理 。監督者訓練方式が、 昭和25 年(1950) ご

ろから、 わが国の産業界に採り入れられるようになった。

当社では、 昭和26 年6 月から現場の職・組長にTWI( 仕事の教え方)

教育を、 次いで翌年1 月全部長に、3 月から全課長にMTP( 管理訓練計

画) 講習、 引続き同年9 月から全掛長にMTP およびTWI 教育をそ

れぞれ実施し、管理能力の向上を図った。その後も、全職・組長 にTWI

方式によるFST( 安全) 教育およびMTP 方式による職・組長教育を、

また一般職員にも、 技術・労務・営業等に関する実務教育を、 またその他警

備・消防・女子職員・電話交換手等には実務訓練を施すなご、 新教育を広範

囲にわたって実施した。

7, 見 習職 員 教 育

昭和26 年(1951) までは、 新規採用職員が比較的少ないため、実務訓練は

配属部課に委ねてきたが、 その後の入社職員には、 入社後1 ヵ月の総合教育



に続いて6ヵ月間の実地教育、

さらに配属部課における5 ヵ

月間の教育とを合わせ1 年間

を見習教育期間とした。

その間、 当社の歴史・社業

の概要・業務の基礎知識など

を把握させるとともに、幹部、

部・課長による講義、 川崎グ

ループ会社などの見学および

当社建造船の試運転時の乗船

など、 将来の中堅職員 としての識見と自覚を持たせるため意を用いている。

入 社 式( 昭和28年)

第8 節 福利厚生施設

1・ 創業のころとその後

創業( 明治11 年) のころは、 福利厚生施設は殆どなかったが、 明治40 年

(1907) から大正10 年(1921) にかけて、下級所員のため市内数力所に社宅

約300 戸を設けた。 また工場法の実施( 大正5.9.1) 前から従業員の傷病そ

の他不慮の災害のため、 自家生命保険を契約し安んじて業に就き得る道を講

じてきた。

大正3 年(1914) の「川崎氏職工救済基金」、 翌年の「御大典記念職工奨励

基金」、同7 年の「功労従業員子弟教育資金」等の制度は補習学校通学奨励制

度( 明治45. 実施) とともに、当社の福利施策と見るが妥当であろう。

第1 次世界大戦時は、 物価高騰のため従業員の生活必需品を廉価で扱 う購

買所の直営が話題となったが、 松方社長から「市内に居住する川崎従業員は

約15,000 人、その家族を含めると数万人を数え、神戸市人口の約10% に相当

する。 購買所設置によって商人に与えるれ撃を考慮し、 早急設置は徳義に反

する」 との異論があり実現を見なかった。 また大正8 年(1919) に職工課を

新設し、 労務管理の統一と改善を図り、 工場の安全衛生に関する事項をも所

管させ、 災害防止と安全観念の高揚に努めた。



2・ 昭 和初 期 の こ ろ と そ の後

昭和5 年(1930)4 月、 職工課に人事相談所を設け、 法律上の問題、本人

あるいは家族の身上に関する相談等に応じた。 紛糾する事件には金融に関す

る問題が多いので、 同年7 月には金融相談所を設け、無利息融資、分割返済

の方法を終戦まで実施した。 さらに昭和14 年(1939) 以後は庶民金庫の金融

斡旋をも引受け、 従業員の経済的な援助に資するところが多かった。

昭和2 年(1927) から同7 年(1932) までは当社整理の時代であったため、

福利施設は思うに任せなかった。 同8 年3 月に就任の平生社長は、 会社の更

生発展に全力をあげる一方、″川崎をして従業員の安住の地たらしめる" とい

う理想をかかげ、 第1 に手をつけたのが、 総合病院である川崎病院の建設で

あった。 これによって、 川崎全従業員とその家族のうける恩恵は実に多大な

ものがあった。

さらに昭和10 年(1935)5 月、 従業員の健康の保持と経費節減のため、 兵

庫区東山町に栄養食配給所を設置し、 その後、同14 年(1939) に長田区川西

通に移転した。 ここでは産米地方から購入した米を精米し、 従業員の家族へ

配達しきわめて好評であった。 その後、米穀が統制されるようになり、精米 。

配達は中止したが、 労務加配米によって栄養弁当の調達を継続し、 太平洋戦

争のときには1 日の給食数6 万を数えた。

3。 日華事変から第2 次世界大戦末まで

昭和12 年(1937) 、 全川崎体育連盟を組織し、 スポーツを通じて従業員の

心身の鍛錬を図った。昭和16 年(1941) からは激増する応徴士・女子挺身隊

・新入従業員等のために、寮舎を新築・増築あるいは買 収などによって拡げ、

昭和19 年(1944) 末には艦船工場のみで寮舎45、 収容人員13,500 人となる

に至った。 寮生活の無聊を慰めるため、随時演芸・競技などを行なうほか、

図書を備えて修養娯楽の道をも講じた。

その問、 産業報国会は安全競争、 未熟練工員の安全作業の教育などによっ

て、安全衛生の向上に努めたが、太平洋戦争の突発を転機として消火・防空・

工場防衛・緊急待避等の非常時の訓練に変っていった。



4・ 戦 後

(1) 社 宅 ・ 寮 舎

昭和20 年(1945)3 月以後の空襲により、多数の寮舎の大半は炎上したが、

残存の少数寮舎を罹災従業員に開放して急場を凌ぎ、 しだいに家族寮に切替

えていったO

その後、 進駐軍が接収していた旧私立川崎東山学校校舎が返還されたので

東山寮と改め、 約800 名を収容できるように改造し、 散在していた単身寮を

ここに集約した。 従来の単身寮をしだいに家族寮にしたほか、 市に社有地を

提供し、 当社従業員の市営住宅優先入居にも努めた。 昭和29 年(1954) から

は、 東灘区本山町の住吉川のほとりに、 六甲山を背景にしたスマートな川重

鉄筋アパート群が建設された。

このほか従業員が住宅を建築する場合、ある程度の資金を貸与することに

したが、 融資を受けて ″自分の家" を持つ喜びを得た従業員 も相当数にのぼ

っている。 現在、 単身寮としては東山寮ほか9 寮、家族寮としては東垂水荘

ほか26 荘がある。

昭和31 年(1956)4 月に川崎不動産株式会社が設立され、 社宅および家族

寮は同社の所有管理に移されたが、 単身寮は人 事部( 厚生課) がその管理運

営に当っている。

本山鉄筋住宅全景( 昭和29年)



(2) 体育連盟および文化連盟

体育連盟は終戦後間もなく再発足し、 現在陸上競技を初めとして、 硬式野

球、 軟式野球、サッカー、ラグビ ー、 バスケット・ボール、 バレー・ボール、

軟式庭球、 卓球、 ヨット、 水泳、 相撲、 登山、 柔道、 剣道、弓道の16 部に及

んでいる。

昭和21 年(1946) に始めた社内各部対抗の駅伝競争は、 戦争によって長く

絶たれていた体育愛好熱への導火線となり、 年毎に盛んになってきたが、国

民体育大会を初め、 対外的な各種競技に出場し活躍している。

競技場としては、旧私立川崎東山学校の陸上および水泳用プールのみであ

ったので、 艦船工場内にも運動場を設けた。 しかし 昭和30 年(1955) に入り

社業が繁忙となるにつれ、 工場の生産面積が狭少となってきたのでこれを廃

し、 東灘区魚崎町海岸寄りに京阪神所在の企業体が持つ最大の総合グランド

の建設に着手した。

また昭和24 年(1949)4 月に

文化連盟を設け、 茶道・華道・

俳句・短歌・謡曲・吟詩・邦楽

・合唱・演劇・囲碁・将棋・手

芸・模型・郵蒐・美術・写真な

ど16 の部門かおり、従業員の趣

味と教養の集いの場となってい

る。 演 奏 会( 昭和27 年)

川重総合グラウンド( 昭和33 年)



これら体育・文化活動につい

ては、 当社から補助金を支給す

るほか、 両連盟各部の自主的な

運営に委ねられている。

昭和27 年(1952) 以後、 創立

記念日に文化連盟が行なう文化

祭は年とともに盛大となり、 展

示会・演奏会・演劇会等の行事

は、 従業員および家族の待つ大

きい喜びとなった。 また夏季には川崎重工業健康保険組合と共催で、須磨海

浜に「海の家」 を開設するほか、春秋の2 季には慰安会を催すなど、諸行事

を通じて従業員家族と当社との親近度は深まってきた。

海 の 家( 昭和21 年)

(3) 日 用 品 販 売

戦後数年間は物価が暴騰を続

け、 生活必需品の購入すら多く

の困難を伴った。 当社ではこれ

が入手のため従業員の時間的、

経済的な負担を軽減するために

利用度の多い日用品を一括購入

し、 社内および東山・魚崎・垂

水・東灘の各地区の寮舎で販売

するほか、 特約店舗を定め、 割

引または分割支払いなどの便法

を講じた。

構 内 売 店( 昭和27 年)

(4) 人事相談所および共済会

昭和24 年(1949)2 月、労働課に人事相談所を設け、 従業員お よび家族の

身上に関する諸間題( 借地・借家・金銭貸借・婚姻その他の法律問題) ある

いは金融等に関し相談に応じたが、 金融約3,100 件、 人事相談は50 余件( 昭

和31.10. ― 現在) を扱った。

従業員の慶弔に関しては、 慶弔規程によって当社が給付していたが、 これ



に代るものとして昭和28 年(1953)9 月に共済会が発足した。この共済会は

全従業員が会員となり、 その会費と当社からの補給金とを基金として、 全従

業員の慶弔・災害・退職等の場合、 相互扶助による友愛の給付が行われてい

る。

(5) 保 育 園

家族寮は本山および垂水の両地区に集中しているが、 付近に適当 な保育施

設がないため、 就学前の従業員子女は、 重要な幼年期の保育に十分でない憾

みがあった。 そこで、 昭和27 年(1952)4 月に本山、 翌年5 月に垂水と、 そ

れぞれ諸設備を完備した保育園を

開設したので、 保育園は家族寮の

幼い子女の ″楽園" となり、 明る

く和やかな雰囲気に包 まれてい

る。

喜びの花束を受ける手塚社長・・・

本山保育園( 昭和27 年)

開設の日に…東垂水保育園

(昭和28 年)

(6) パ トリシ ア会館

昭和27 年(1952) に受 注した油槽船 ″PATRICIA ″の進水 を記 念して、船主

ラーセン氏夫人 から 贈られ た寄 付金を基に、 当 社から の資 金を加えて、 かね

て念願の会館 を建設した。

昭和28 年10 月14 日に竣工、 翌15 日の創 立記念 日に永年勤 続者表彰式 をか

ねて開 館し た。 この 会館は2 階 に大ホ ール、階 下には和室お よび洋室があ り、

特に、 洋室には ツーセン氏 発注の他の船 名に因んで、「ネ ジー」・「アラ イア

ンス」・「さ くら」 な どと名付けられてお り、 終業後、全従業員 の親睦・ リク

リエ ーションの集い の場 として利 用されてい る。



パトリシア会館( さくらの間) における茶会

(昭和28 年)

パト リシア会館( 昭和28 年)

(7) 安全衛生管理

戦後は、労務・作業の両面から作業場の安全衛生管理の重要性が強調され、

科学的管理方式が実施されるようになった。 当社でも、管理機構を逐次改め

たが、 昭和25 年(1950) 以後、救命綱・危険標識・道路標識の配置、 換気・

除塵なごの設備または装置を改修するとともに、 食堂の整備および新設を行

なってきた。

また、 定期健診のほか、有害作業者対策、法令による要技能資格者の養成、

危険業務従事者に対する技能認定なども行なったので、 災害は著しく低減す

るに至った。

災 害 状 況 一 覧 昭和26 ―31 年

件数( 人)
死 亡= 重 傷 軽 傷 不 休 災 害

4,398

合 計

5,879昭和26 4513

8185

964

27 299 2,806 3,298

28 3143

2135

8175

107 2,223 2,476

29 132 1,741

1,563

2,010

30 117 1,863

31
1

4 ・2171202 1,587 2,010



(8) 医療施設と社会保障制度

従業員の医療に万全を期するため、 昭和30 年(1955)8 月、本社構内に近

代的な明るい鉄筋コンクリート2 階建付属病院( 延約350 坪) および木造平

屋建( 約40 坪) を建設して、従来の工場診療所をここに移し、医療機器を完

備した。 これによって災害・疾病の診療がより適切に行われるようになった

のみならず、 定期および特別健診もきわめて能率的となった。 なお、 川崎病

院は昭和25 年(1950)9 月に医療法人として独立し、当社関係者のほか一般

市民にも広く開放されるようになった。

付 属 病 院( 昭和30 年)

永年 勤続者 招待 旅行

磯 川 ち え の

私 の主人は昭和28 年の5 月に、 この年 に

定年で退社する20 幾人と一緒に、 手塚社長

さんから東京旅行 のお招きを受けまし た。

「お連れ合いを同伴なさっても結構です。

汽車賃・宿泊費は ご心配なく……」 と言っ

て下さったものの、 よい年 をして2 人 連れ

で…… と笑われはせぬかと、 私はすぐ辞退

しまし た。

主人は 「夫婦同行者が一組もなくても、

僕はお前を連れて行く。35 年問僕を川崎へ

送ってくれた労苦を手塚さんが ねぎらって

下 さるのだから……」 と言い張るのを聞い

たときは、 目がうるんで主 人の顔がまとも

に見えませんでした。

なに分に も、 子供を次々 と育てることで

手一ぱいで、 世帯をもってこのかた、 東京

くんだりまでの旅行なご考えたこともあり

ませんでした。参加 とご返事をしてからは、

50の坂をとっくに越した年ですのに、 まる

で修学旅行 に行く小学生 のように嬉しくて

あと何日し たら…… とその日の来るのを待

ちかねまし た。

成人した4 人の子供たちは、 準備に心を

くばってくれました。「お父 さん、お母さん



労災・失業・健康などの諸保険および厚生年金など、 社会保障制度の活用

のため、 適法の業務を行なうとともに、 川崎重工業健康保険組合と連絡を保

ち、 関連施設の適切な運用に協力している。

(9) 永年勤続者と定年者の表彰と慰安旅行

定年制による退職従業員の長年の労苦に報いるために、 昭和27 年(1952)

4 月初めて慰安旅行を行い、 今日に至っている。 これはその1 年間の定年退

職者(20 年以上勤続者) を招いて、 関東方面へ旅行(4 泊5 日) する行事で、

所要の旅費はすべて会社が負担した。

この催しは各業界から注目されたが、

心温まる行事として従業員から感謝を

もって迎えられた。翌28 年から夫人の

労にも報いるため同伴も可とするよう

にしたので、 長年なじんだ職場 乞去っ

て行く川崎マンヘのはなむけとして、

こよなく意義深いものとなった。 永年勤続者表彰記念品( 昭和25 年)

の新婚旅行ですよ……」 と、 子供たちは大

へん喜んで旅だちを見送っ てくれました。

墨絵のようにかすんだ江) 島、 目にしみる

綠の箱根、 あでやかな日ぐらし門、 ほの暗

いまでに茂った日光の大 きな杉並木なご、

ただもう目をみはるばか りでし た。 みんな

「僕らは、私らは天下一 のお上りさん……」

と若返った声ではしやぎました。

東京では支店 をあげての大歓迎……。 神

戸からの付添役の課長さん・掛長さんなど

が、 夜は余興な どし てくれたり、 道中は、

怪我で もし ては と、 親に対 する ように、痒

い と こ ろ に 手 の 届 く 心 く ば り で し た。 「川

崎 に た だ 長 く 勤 め た とい う だ け な の に……」

と み ん な 恐 縮 し て し ま い ま し た。

主 人 は ず っ と 無 欠。勤 に 近 く、「 働 け る こ と

は 嬉 し い」 と い つ も 言 っ て、 川 崎 で 働 か せ

て い た だ き ま し た。 そ れ は 長 く も、 ま た 短

か く 思 え る35 年 間 で し た。 定 年 で 去 っ て ゆ

く 従 業 員 と そ の 妻 に、 楽 し い 一 。生 の 思 い 出

を 与 え て 下 さ っ た喜 び を、 無 学 の 私 は ご の

よ う に 言 っ て よ い か 分 り ま せ ん。

(もと造機工作部磯 川久満 男一等工士のご夫人)



永年 勤 続者 慰安 旅 行( 昭和27年)

(10) 社内新聞「川崎」

かねて内外の経済情勢や業界の動き、 ま

たは当社の動態を従業員にあまねく知らせ

るために、 昭和10 年(1935)1 月から新聞

「カワキサ」を発行していたが、終戦により

中絶した。

昭和24 年(1949)4 月、編集内容を改め、

従業員と当社との共通の広場たらしめるた

めに、投稿をも加えて、月2 回社内新聞「川

崎」 を発行している。

新 聞「川 崎」( 昭和24 年)



第5 章 東 京 支 店

第1 節 発 端 か ら 明 治 末 年 ま で

明治29 年(1896) 、 株式会社川崎造船所が生れて以来、 社業がしだいに軌

道にのり、 中央官庁に対する許可・認可の申請や届出なごの事務が頻繁とな

ってきた。 神戸市所在の管轄官庁を経由してこと足りる手続のほかに、 東京

で中央官庁と直接に折衝を要する事項が相当あるので、 同35 年(1902) に東

京在住の野津澡を連絡員に任命し、その自宅を仮りの東京事務連絡所とした。

これが、当社東京支店の起こりである。

明治38 年(1905) に日露戦争が終結し、 経済界はしだいに不況となったの

で、 これに対処して、 今までの事務連絡のほかに、 営業活動の拠点としての

機能をも持たせることになり、 東京事務連絡所を東京出張所と改めた。同42

年(1909) には、東京連絡員の自宅に仮設した 事務所を東京丸ノ内三菱仲11

号館に移し、 初代所長に野津澡を任命し、 ようやく川崎ブランチとしての形

態を備えるに至った。

さらに2 ～3 年後に事務所を麹町区八重州町1 丁目1 番地へ移したが、当

時の東京出張所員は所長を含めてわずか3 名に過ぎなかった。

東京出張所…三菱仲11号館(明治42年)



第2 節 大 正 時 代:

大正7 年(1918) 、 所長野津澡が病気の

ため休職となったので、 岡田晋太郎がそ

のあとを襲い、事務所を丸ノ内仲通21 号

へ移した。 翌8 年4 月、 川崎汽船が設立

されるに及び、 海運関係ま務の一切は新

たに設けられた川崎汽船東京出張所へ移

った。

大正12 年(1923)4 月、 所長岡田晋太

郎辞任のあと、 久原良賢が所長の椅子に

ついた。 その後まもなく、 竣工直後の丸

ノ内郵船ビル(620 号) に移ったが、 この

ビルは同年9 月の関東大震災に殆ど被害

がなかった。 このため他社の東京駐在機

関が壊滅同様となったにもかかわらず, 当社の東京出張所は縦横に活動する

東京出張所…郵船ビル( 大正12 年)

東 京 出 張 所 の こ と

久 原 良 賢

私は大正2 年 に東大を卒えるとすぐ石黒

(五十二) 工学博士 の推 薦で入社し、 昭和

10 年2 月までずっ と東京出張所に勤務し

た。 当時は入社試験などというものはなか

っ たが、 身元や思想調査がとてもきびしか

っ た。 護憲運動が暴動化して、 市電 も交番

も焼打され軍隊 が笊圧に出動する有様で、

東京は物 情が騒然 としていたからか も知れ

ない。

第1 次世界大 戦中、 川崎はスト ック・ ボ

ートを造 り、 船が多くなったので、 川崎海

上保険会社の設立が計画された。 設立申請

の仕事は私の担当で、 設立後 の支配人には

東京海上にいた頼 久一郎氏( 頼 山陽の子

孫) が内定していた。 農商務省から設立の

許可がお りたときに、 大戦が終って業界の

動向が大 きく変ったので、 遂に川崎海上保

険会社は陽の目を見なかった。 もし実現し

ていたら川崎は今日の海上保険業界に巨歩

を占めていたかも知れない。

大正12 年に潜水艦 「第70」 の事故があっ

たとき、 各宮家 から沢山の御見舞を頂いた

ので、 私 は社長代理として幾日もかかって

お礼の御挨拶回 りをした。 当時 のこととて

言葉や態度で宮家に対し失礼があってはと、

モ ーニング、 シルクハットに威儀を正した

私は身体がこわばってし まうほ ど緊張した

ものであっ た。



ことができた。

当時、 出張所の職制は特に定められたものがなく、 本社に直属して艦船 。

鉄鋼・航空機・車両4 剖S門の事務を分掌し、 関係官庁との折衝および本社と

の連絡に当っていた。 しかし3 名の社員では迅速な事務処理が困難となった

ので、 出張所業務の適確な処理のため、 大正13 年(1924) に社員を8 名に増

員した。

第3 節 昭 和 初 期 か ら 同20 年 ま で

昭和3 年(1928)5 月、 車両部門が分離・独立して川崎車輛が設立される

に及び、 当所の隣室に設けられた同社の出張所へ、 一切の車両関係業務を移

した。 車両担当社員が川崎車輛東京出張所へ転出したほか、業界不況のため

もあって、 社員は4 名となった。 昭和7 年(1932) に当社 の和議が成立した

ので、 所長以下4 名は東北・関東各府県の債権者を訪ね、 和議条件について

了解を求めるため東奔西走の幾月かが続いた。

その直後圏東大震災が起 こった。 神戸の

本社から乗・食糧品・毛布等のほかいろい

ろの救援物資が川崎汽船の船に満載されて

芝浦に送られてきたので、 半月位かかって

毎日毎日各官庁や団体、 御得意先などの被

災先 へ配って歩いた。 行く先 々で涙を流し

て感謝され、私は救世主みたいに遇 された。

その頃、 大学生3 名を川崎 の給費生 とし

て選び、 毎 月30 ～40 円ぐらいを出張所 か

ら本人 に渡していた。 これらの学生はのち

に何れも川崎 の幹部となり、 重責を担っ た

だけに秀才ぞろいであった。

出張所の自動車は本社からか下がりの古

い車ときまっ ていた。 それも当時 は古い オ

- プンカーが配給されていた。 車体がはげ

かかっ ていて、「川崎の古自動車」なごとよ

く陰口を言われるので、 新車を本 社へ頼ん

だが受 付けて貰 えなかった。 松方 社長が上

京された時 は、 真冬でもオープンカ ーに乗

らねば ならぬので、 いささか閉口されてい

たが ″諸事節約″という主義であったため、

ついぞ苦情を言われなかった。

駐在員 が3 人 の東京 出張所 から、 今日社

員約100 人を擁する東京支店となるまで、

東京勤務 の後輩川崎マンの奮闘は並大抵で

なかっ たことと思う。

(もと東京出張所長)



昭和10 年(1935)2 月、 所長久原良賢が辞任し、 野村千助がその後任とな

った。 同年9 月に「東京出張所規定」 が初めて制定され、 その第1 条で「東

京出張所は本社に所属し、 東京方面の関係業務に従事する。 ただし、 各工場

関係の業務については、 各工場所長の指示を受けること」 と業務内容などが

規定された。

日華事変が起こって間もない昭和12 年(1937)11 月、 航空機部門が分離・

独立して川崎航空機工業が設立され、 同社関係の業務は新設の同社東京出張

所へ移された。 その後、 戦局の進展につれ、 物資が統制されるようになった

ので、 官庁への申請や折衝などのため業務はさらに繁忙となった。

昭和14 年12 月、株式会社川崎造船所の社名を川崎重工業株式会社と変更し、

同時に東京出張所を東京事務所と改称した。 同16 年12 月、所長野村千助の辞

任に伴い、 堀武夫がその後任に任命された。 このころから戦時体制の色彩は

濃度を加え、 艦政本部との折衝が頻繁となったので、 同17 年(1942)1 月に

経理・艦船・鉄鋼の3 課、さらに翌18 年に電機課および鉄鋼部を新設して事

務の分掌と迅速を期した。 東京支店の部課制の起こりはこのときである。 同

年、駐在社員も45 名に増員して活動力を拡げたが、 戦局はいよい よ緊迫の度

を加え、 官庁・軍部の上層部と折衝する要務も増してきたので、 当社として

は相当の上位者を駐在させる必要を生じ、昭和20 年(1945)6 月、艦船工場副

債 権 者 回 り

種 子 田 秀 穂

私は束京勤務に終始したが、 一番記憶に

残っているのは債権者 回りである。 昭和2

年 のパニックで整理 のため苦闘していた川

崎は、 いよいよ和議法で更生を図 ることに

なった。 債権者を戸別に訪問して、 和議法

を適用するに至っ た経緯・条件などを詳し

く説明し、 用意の委任状に判をもらう仕事

はなま易し いものではなかった。

昭和7 年ごろの東京出張所は所長以下4

名であったが、 この全員 が東京市内と東京

以北の債権者に対する折衝を担当した。 午

汕中は平日通りに執務し、 昼 食を終るとす

ぐ、 手 分けして委任状の判をもらいに出か

けるのであっ た。

一口に債権者といっても、 物判 りのよい

人、 訛言に終始する人、 あっさり判を押 す

人、「こうなったのは君の会社の責任だぞ」

と、 てんで受けつけぬ人…… なご誠に千差

万別であった。 私は東京以北を担当した。

のろい汽車にゆられ、 やっと目的地に着い

た後がまた大変であった。 役場 で調べ、 農

会できき、 やっと債権者を尋ね当てると、



所長山中三郎を東京駐在とした。

第4 節 終 戦 か ら 昭 和31 年 末 ま で

東京は 相次ぐ爆撃 を受け たが、 東京 事務

所所在 の郵船ビルは 殆ど損傷がなか ったの

で、 連合 国軍は進駐 と同時に これ を接収し

た。 このため東京 事務所は早急の退 去を命

ぜられ るに至っ たので、 昭和20 年(1945)

9 月、 応 急の仮 事務所 とし て八州( やし ま)

ホテ ル( 東 京都日本 橋区 日本 橋通1 ノ6)

に移 り、翌21 年2 月 にはさらに集成 社ビル

(京橋区宝 町2 ノ6) へ移転し た。 この年6

月、 長 らく病欠中 の所長 堀武夫が 辞任し、

山中三 郎がこれに代 った。

終 戦になって から、 当 社の業務は、GH

Q,の許可 または認可 がなけ れば動き がとれ
東京事務所‥八州ホテル( 昭和20 年)

野良に出て家は空っぽであるというような

泅で、 本人に会うのが農村では大仕事であ

っ た。

会ってみると、 いずれも汗水たらした結

品を川崎 に投資した人達が多かった。 「今

に再起して見せます」 と誠意をもって話し

た。 で もやはり納得してもらうのには君|当

の時間がかかった。 短気 な人からは保険の

外交員を断るようににべもなく断られ、 辛

くて涙がふと出たこともあった。

私 としては初めてぶつかったむずかしい

仕事 で、 難行苦行であっ た。 大 体において

都会では風当 りがきつかったが、 田舎 では

純朴な態度で接し てくれた。 私は社会経験

の浅いころであっ たので、 実のところ気 の

進まぬ重苦しい仕事ではあったが、 あ とが

ら考 える と貴い人生勉強になっ た。 今日の

川崎 の盛運を見るにつけ感慨無量である。

(もと東京事務所鉄鋼第二課長)



ないものが多くなったので、 東京事務所

の業務内容は、 今までの対諸官庁のほか

に大きく対GHQ が加わった。 その上、

修理船関係は船舶運営会との折衝を必要

とするものが多く、 これが折衝に東京事

務所の苦心は並々ならぬものであった。

このため、 昭和22 年(1947) に総務課・

営業部・鉄鋼部のほか、 新たに渉外課を

設け、 対GHQ 関係業務のスムーズな処

理に当った。

昭和24 年(1949)12 月、鉄鋼部は中央

区日本橋呉服橋2 ノ5 ノ11 へ移り、 翌25

年8 月に製鉄部門が分離・独立し、 川崎

製鐵が設立されるに及んで、川崎製鐵東京支店が生れた。

これよりさき、 昭和25 年(1950)5 月、当社は新発足に備えて中央区宝町

3 ノ4 所在のビルを買収し、 これに移った。翌月20 日に東京事務所を東京支

店と改称し、 所長山中三郎が初代支店長に就任した。 次いで同年8 月、 山中

支店長が専務取締役に就任、支店長を辞任したので、 専務取締役君島興一が

東京に駐在して、 東京支店における業務全般を担当することになり、 職制は

総務部( 庶務・経理の2 課) 。営業部( 営業第1 ・営業第2 ・資材の3 課)

・技術部に改められた。 翌26 年7 月、従来の総務部・技術部を廃して営業部

のみとし、 その下に総務・営業第1 ・営業第2 ・資材の4 課を置くよう職制

が改められ、 東京支店営業部長

永峰千之が支店長に就任した。

社業の伸展につれて支店業務

が増大し、 事務所が狭隘となっ

てきたので昭和27 年(1952)7

月、 日比谷ビル( 港区芝田村町

1ノ1) に移転したが、 ここは諸

官庁と至近距離にあるという点

できわめて恵まれている。

昭和28 年5 月、支店長永峰千

東京事務所・‥集成社ビル( 昭和21 年)

東京事務所…正路喜社ビル( 昭和25 年)



之が本社に転じ、 取締役二

瓶豊が東京支店長を委嘱さ

れた。翌29 年2 月には総務

部( 総務・経理・株式の3

課) ・営業部( 開発・船舶

・艦艇・機械鉄構・電機・

資材の6 課) のほかに技術

室を新しく設けて 事務の合

理化を推進し、 専務取締役

君島興一が東京に駐在して

営業全般の責に任ずるとと

もに、 外国船の営業部門を

兼ねて担当した。 また、 取

締役郷田兼則も東京に駐在

し、造機・修繕・鉄構の3

部門の営業を担当するなど

その陣容も強化された。

単なる 事務 連絡のため、1 名の駐在員 が、 その 私宅 を仮 事務所 として出 発

した東京 事務連絡所は、 社業 の伸展 とともに機 能がしだい に強化され、92 名

(昭和31 年末) の社員 を擁す るに 至った。 多 くの造船 他社が本社 を東京へ移

す ようになった趨勢から 考え、 東 京支店の責 務はさら に重大さを 加えたO

東京 支店 …日比谷ビル( 昭和27年)





第4 編

関係会社その他





第1 章 川崎汽船株式会社

本 社 神戸市生田区 海岸 通8 番

神港ビル

東 京 支社 東京都千代田区丸 ノ内lT 日6

ノ1 東 京海上ビル( 新館)

支 店 横浜 名古 屋 大阪 若松

門司 小檐

出 張 所 室蘭 釧路 福岡

海 外 店 ニューヨーク サンフランシスコ

ロンドン サンチャゴ ハンコック

ロレンソマルケス カルカッタ

マニラ 香港

設 立 大正8 年4 月10 日

資 本 金41 億2,450 万円

(昭和31.10.15 現在)

事 業 船 舶運送業 船舶中 立業 船舶

代 理店業 保険代理店業お よび

その付帯事項

取締役社長 服 部 元 三

現 社 屋 全 景



第1 節 個 人 経 営 時 代 か ら 始 業 ま で

川崎造船所の創業者、 川崎正藏翁は、明治14 年(1881) 兵庫に個人経営の

造船所を開いた当時、 すでに回漕業を兼営していたが、 その開始は早く、 明

治の初年にさかのぼる。 日露戦争のころには「第一琴平丸」・「第二琴平丸」

の2 隻を所有して海運業を営み、 のちには川崎造船所の社船とともに運航し

たが、 これがやがて川崎造船所船舶部、 さらに伸展して川崎汽船設立の基礎

となったのである。

川崎造船所は、 第1 次世界大戦の戦中・戦後の海運好況時に多数のストッ

ク・ ボートを建造して内外船主の急需に応じたが、 大正6 年(1917) 戦時船

舶管理令が公布されたのを機として、 翌7 年1 月には船舶部を設け、 相次い

で竣工する新造船の運営にも当った。

第2 節 始業 から ″K ″ ラインの単独経営時代

1・ 始 業

大正7 年(1918)11 月、 第1 次世界大戦の終結に伴い、 わが国の海運情勢

は大きく変動した。 これに対処するために、船舶部所属船のより合理的な運

営が必要となってきたので、 川崎造船所は同8 年4 月10 日、所有船のうちの

9,100D.W.T. 型 汽船11 隻

(価額1,996 万5,000 円) を

現 物出資し, 他 の株主23

名 の出資金35,000 円 を

合 わせ, 全額払 込済 の資

本 金2,000 万 円を もっ て

川 崎汽船 を設 立した。 本

社を神戸市生田 区海岸通

8 番 に置き, 初代社長 に

川 崎芳太 郎が就任, 船主

として 経営 に当 っ た。
川崎汽船設立当初の社屋( 大正8 年)



次いで、 同8 年7 月、 川崎

造船所と川崎汽船 を中 心に、

鈴木商店・浅野造船所 。橋本

汽 船・ 浦賀船渠・ 日本汽船・

横浜鉄工所・石川 島造船所の

共同出 資で、 資本 金1 億円の

国 際汽船の誕生 をみた。 これ

は大 戦後、 海 運市況の激変 か

ら 船価が暴落し、 船主 二および

関 係造船所は はなはだしく苦

境に陥っ たので、 政府のあ っ

せんに より興業 銀行から融資

を受 け、 その船舶を吸収し て

各船主・造船所 の危機を回避

する ためであ った。

大正8 年12 月、川 崎社長 の病気 辞任 のあ とを継いで松 方幸次郎が川崎汽船

の2 代社長 に就任し た。 当 時大 戦後の経済恐 慌は米国 に先 行し て起こ り、 さ

らに米・ 英・ 豪 なごの石炭輸出 制限の余波 もからんで、 わが国の海運界は多

数の繋船 と小 船主 の脱 落を みるな ど不振 をき わめ たころ でもあった。 し かし

松方社長 は、 遠 き慮 りの もとに綿密な計画 をたて、 進んで ロンド ン、 ニュー

ヨ ークに事務所を設け、 ま た川 崎・ 国際両汽 船の総代理店 である鈴木商店 各

支社 との連携を強 めながら、 積 極方針を とって社業の伸張 を図 った。

現物出資による川崎造船所提供船 大正8 年

船 名 船 種 ト ン数(D.W.T.)

晩 香 坡 丸 貨 物 船 9,090.9

紐 育 丸 〃 9,090.3

り ば ぷ う る 丸 〃 9,105.4

ぐ ら す ご う 丸 〃 9,091.3

新 嘉 坡 丸 〃 9,105.2

智 利 丸 〃 9,104.7

伯 刺 西 爾 丸 〃 9,096.2

亜 爾 然 丁 丸 〃 9,096.8

亜 丁 丸 〃 9,091.0

ね い ぷ る 丸 〃 9,093.5

坡 土 西 丸 〃 9,093.1

合 計 100,058.4

2。3 社 提 携 の ″K" ラ イン……大正10～15年

国際汽船は、設立当時の特殊な事情により、 初代社長には鈴木商店の金子

(直吉) 支配人が短期を条件として就任したが、 大正9 年(1920) 、最大株主で

ある川崎造船所社長松方幸次郎が2 代社長に就任して、川崎汽船・川崎造船

所 。国際汽船の社長を兼任し、 ここに3 社所有の103 隻79 万T に達する船腹

を統括することになった。

松方社長は、大正10 年渡英の際、 ロンドンで鈴木商店の支店お よび川崎汽

船事務所と協議を重ねた結乗、 運航と経営の合理化のために3 社の船腹を共



同配船す ることとな り、 ″K ″ラ

インを結成し た。 このトレ ード

・ ネー ムは3 社共 通の頭文字 に

因 んだ ものであ り、 赤地 に白 の

″K ″を配し、 フ アンネル・マ

ークとし て用い た。 一トレ ード

・ ラインとし て103 隻79 万T を

保有す る海運企業は、 当時 肚界

で もその数は きわめて 少 なく、

松方社長 の識見は欧米 海運界に センセ ーショ ナル な感 銘を与 え、 その英断 は

賞 賛さ れた。

川崎汽船を表徴する"K ″マーク

こ のようにし て生れ た ″K" マ ークの不定期航 路船 は、 欧米・ アフ リカ等

のあら ゆる港に、 遠 く、 広 く、 間断 なく姿 を見せる ようになった。 その後、

不況に対 処するため定期 航路に進出す ることにな り、 大正11 年(1922)5 月

にイタリ ア ―ニュ ーヨ ーク航路を、 また翌12 年に は、英国 リ ヤド ン・ スミ

ス 。ラ インの事業 を受 継い で、 ニュ ーヨ ークー ハンブ ルグ航路を開 き、 昭

和の初期まで運 航を続け た。

″K" ラインは、長期に わたる大 西洋就 航船 をわが国 へ回航する必要 もあ っ

て、 大正12 年、ニュ ーヨ ーク ― 日本間 の定 期航路 を開始し、また翌13 年に

は欧州・ 日本 同盟 と折 衝し、 日本郵船 の取扱いに よっ て、 欧州 ―日本の航

路を開設して、 昭和2 年(1927) に国際汽 船が"K" ラインから 離脱するま

で運航し た。 この間、 地中 海・ ニュ ーヨ ーク同 盟に参加して、 イタリ ア ー

ニュ ーヨ ーク航路の活動 範囲を地中 海全域に押し広 め、また大正12 年(1923)

の初めには、5,000~6,300D.W.T, の中型船 舶数 隻を もっ て、 アレクサ ンド

リアから小 アジア ―ギリシ ャ ― コンスタンチ ノープル( 現 イスタンブ ー

ル) を経由し て、 コンスタン ツア ― スリ ナ ―ガラ フツに至 るまでの定期

航路を も開い た。 しかし、3 航海 を終え たとき関東大 震災が突 発し たため、

滞欧中の中型 船全部を引 揚げ、 やむ を得ず廃航 とし たことは関係 方面からい

たく惜し まれた。

"K" ラインは、 以上 のよ うに大西 洋方面にお ける第三国問 の不定 期航路

と並行し て、 定期航 路にもしだい に進出し ていっ た。 その間、 川 崎造船所 は

手持 ちの鋼 材を用い て新式の船舶 を引続き建造し、 船舶部の船 腹を充 実す る



と ともにこれを川崎・国 際両汽船 に提供し た。

一方、 川崎汽船 でかねて から建造を 計画し てい た9,100D.W.T. 型 のデ ィー

ゼル 船が、 相次い で川崎造 船所で竣工 するので、 これら新造船 の運営につい

て 松 方 社 長 は 欧 州から の帰途、 ニュ ーヨ ークで、 カ ルビ ン・ ル ーズベ ルト

(ルーズベルト1 世の甥) と協定し、 カ ー・ ラインを総 代理店に、 英国 のシル

バ ー 。ライン との共同 運営の もとに、 大 正14 年(1925) から川崎・ル ーズベ

ルト世界一 周航路を経営し た。

帰国し た松方社長は、 この年、 新造 船舶の余剰船腹 と川 崎汽船の船腹 とを

合 わせて、 ア メリカ太平 洋岸に 盟外船の定期 航路を開くこ とにし、 川 崎北太

平洋 エキ スプレ ス・ ライ ンの名称の もとに シアト ル、 サンフランシスコ向け

の定 期航路を開 始し た。 その後、 昭和4 年(1929) に至 り同 盟の懇請を入れ

て正式 に加盟し、 ここに、 社 外船 とし て初 めて郵・ 商船独 占の形であっ たア

メリカ航路 の国際同盟 に参加す ることになった。

さらに ″K" ラインは、 大正14 年、山下汽船 と提携して 日本 ― 毫廾日間の

定 期航路 を開設す ることにな り、 川 崎汽船・国際汽船・ 山下汽船 の各社から

1 隻 ずつの船 舶提供を受 け ″J・Λ" ラインの名称で 日豪同盟に 加入し、 昭和

16 年 まで運航 を継続し た。

貨 物船 「玖馬 丸」( 大正15年)

川崎汽船 は、 この ように もともと外航 を主 とし て発足し た ので、 初めの こ

ろは 小型船 はき わめて少 なかったが、 大正12 年(1923) 十五 銀行が船舶 債権

整 理を行な った際、 小・中型船14 隻 を購入し た。た またま、 同年に起こ った

関東大 震災には、 活用し うる所有船 のすべてをあげ て救難 物資・ 復興材料な

どの輸送 に活躍 をし た。 し かし ながら、 大 戦の影響を受け た市況の閑散 は好



転す るこ となく、 ト ランパ ーとし て運営し てい た小 型船の消化 には少 ながら

ぬ困難 があっ た。

大正13 年(1924) 、 東京 一 朝 鮮、 東京 一 天詛お よび北海道5 港の定期

航路を開始し、また翌14 年に台 湾糖積取 りに も参 加し たのは、 い ずれもこれ

が打開 のためであっ て、 やがて来 るべき飛 躍に備えて、 その素地を培 うため

に懸命 に努めたのであ った。 同14 年 にはウ スリー鉄道・東 支鉄道連帯契約 を

締 結し、 また ウラジオスト ック( エ ゲル シェ ード経由) 一 日本 一一・中国 各

港直通貨 物積取 りに進出し たが、 同15 年(1926) には ウラジオ スト ック回航

路が、 逓 信省命 令航路 とし て指令 を受け るこ とにな った。 このほ か、 北海道

- ・上海 一 台湾 連絡航 路も開航す るなど、 不況に うちひし がれ ること もか

く堅実な姿勢 で市況の好転 を待 った。

第1 次世 界大戦以 来、 起伏 の多 かった海運界 も大 正の末年 には消長 の波 を

越え て、 やや安定 に向かっ た観 があ っ たが、 昭 和2 年(1927) には 金融界を

中心 とする大恐慌 が突 発し、 海運界 もその混 乱に巻込ま れ鈴木商店 はつい に

没落し、 国 際汽 船は大整 理を余儀なく される悲境 に追 込ま れた。 川崎造船 所

もまた存亡 の難 局に立つに至 り、 金融面 でこれ と密接 不離の関 係にあっ た川

崎汽船 も重大な財政的 危機に直面し た。

ブ ル 一 ・ リ ボ ン

小 谷 信 市

ブルー. リボy を獲得した「ねばだ丸」

″ブルー・リボン″というのは、 北大西洋

を最も速く横断した船が、 その最高記録を

誇 りとして本船のマストに高く掲げ た長い

青色のリボンのことである。 これは昔、 英

国で豪州からの羊毛運搬の競争に当って、

一番速く航海し た船が貰った藍 綬章 を最高

記録の誇りとし て、 船のマスト に掲げるこ

とを許された慣わしが起 こりであ る。

その後、 北大西洋が世 界の主 要航路にな

るにつれて、 この航路に適川された。 がっ

て英 国の ″QUEENMARY ″と仏国の"NO-

RMANDIE" がブル ー・リボンの争奪 に火

花を散らしたことは、 余 りにも布名であ る

が、 の ち に こ れ が 横 浜- サ ン フ フ ン・シ ス コ

間 の 太 平 洋 航 路 に も 適 川 さ れ る よ う に な っ

た。 航 走 速 力 の 計 算 は 横 浜 を 出 帆 し て パ イ

ロ ッ ト を 下 船 さ せ た の ち、 メ ー ン ・ エ ン ジ

ン にfullsPeedahead を か け た 時 刻 か ら 起 算 し

船 が サ ン フ ラ ン シ ス コ 港 外 に 達 し、 パ イ ロ



3。 ″K" ラ イ ン の 単 独 経 営……日召手口2~12 年

昭和2 年(1927) の金融恐慌 の際、 国 際汽船 は興銀・ 第一・十五 の3 銀行

によって管 理され ることに なり、"K" ラインを離脱し た。 このため"K"

ライ ンのフリ ート隻 数は半減し、 多年 の辛苦に よって獲得し た各方面の地盤

も放棄 せねば ならなく なっ た。 この難 関に立 って川崎汽船 は独力 で"K ″ ラ

インの経営 に専念し た。

こ の結乗、 イタリア ー ニュ ーヨ ーク航路、 ニューヨ ーク 一一ハンブル グ

航路 の配属船 舶を順次引揚げ、 国際 汽船の単独 経営に ゆだ ねるとともに、 世

界一周 航路 も一時 停止し て、 その船腹 は主 とし て太平 洋航路にあ てることに

なっ た。 川崎 造船所で建造 の 「ぼ るどう丸」 が、 この太平洋航路 のブ ルー・

リボ ンを獲得し たのは、 昭 和3 年のこ とであ っ た。 また欧 州 一一一日本 航路と

ニュ ーヨ ー ク ― 日本航路 とはほぼ従来 のままで、 川崎系 船舶が就航 の必 要

あ る場合 にのみ配 船する こととし て数 年間これ を継続し た。 し かし これ は主

とし て国 際汽船 に用い られ、 前 者は、 昭 和7 年(1932) から翌8 年にかけ て

自然 スリーブ の状 態 となり、 後 者は。 同6 年 ごろ各社の 日本 一 ニュ ーヨ ー

ク航路開 始と ともに、 川崎・国際 両汽船別個 の単独経営に変 っていった。

ツトを乗船させるためにメーン・エンジン

を停止したときまでの時間数によることに

なってい る。

第2 次世界大戦の終結によっ て太平洋航

路は再開 されたが、 川崎造船所が建造した

国際汽船の「金華丸」が、昭和13 年に獲取し

たブルト ・リ ボンの記録は、 その後昭和28

年 に、OSK の「めきしこ丸」 が記録を更

新するまで、15 年間保持し ていた。

このブル ー・リボンも、 その後 の覇者へ

と次々と移ったが、 昭和33年 またもや川崎

重工業建造の川崎汽船 「ねばだ丸」 によっ

て最高記録がうち樹てられ、 ブルー・リボ

ンは川崎汽船に輝いた。

記録樹立年月| 船 名 船 主 造 船 所 所要日時分 平均速力

昭和13.4 金 華 丸 国 際 汽 船 川 崎造 船所 10-12.29 17.93lcn

28.6 めきしこ丸 大 阪 商 船 新三菱 神戸 10-10-47 18.05

28.7 日 光 丸 日 産 汽 船 日 立 因 島 10-10-36 18、06

23.12 常 島 丸 飯 野 海 運 三 菱 横 浜 10.8.54 18.22

29.6 榛 名 山 丸 三 井 船 舶 三 井 造 船 9.17.27 19.33

33.8 ね ば だ 丸 川 崎 汽 船 111崎重工 業 9.15.10119.57

(神戸商船大学教授)



昭和3 年に松方社長辞任のあとを受けて、 鹿島房次郎が3 代社長に就任し

た。 翌4 年(1929) には浜口内閣の緊縮政策、米国の株式恐慌、 また世界的

恐慌とい うように悪条件が重なったうえ、 中・ソ間の紛争などもあって、 近

海方面はまれにみる不況に陥り、 海上運賃は慘落した。 しかし、 川崎汽船は

ソ連関係筋と交渉して種々の契約に成功し、その引受け荷物の輸送に35 隻約

15 万T を配船して活躍した。

昭和5 年、 金解禁に伴う対策として、川崎汽船を含む有力船主は協力して

北洋材プール団を結成し、 運賃の統制を図った。 また欧州の繋船増加にかん

がみ、川崎・山下両汽船および大洋海運の3 社は共同繋船案を提唱したがつ

いにまとまらなかった。同5 年7月のわが国の繋船は35 隻約25 万T に達する

状態となったので、 これが局面打開に全力を傾けた。 その結果北樺太物資運

送、 カムチャッカ漁業への配船、 沿海州マゴ。地方の内地向け木材の輸送契約

を行い、 社船・傭船等58 隻約34 万T を運航して、 一時的ではあったが活況

を呈した。

一方、 南朝鮮鉄道との連帯運輸で麗水 ― 下関問の定期航路を開設するな

ど航路の拡張に意を用いたほか、 日本・太平洋航路同盟、 朝鮮米輸送同盟、

台湾糖輸送協定にも参加し て、 各社間の提携と配船の合理化とを推進した。

しかし、 市況はなお採算

を、割り、一般経済界も海

運界もかってない不況に

あえぎ、川崎汽船もまた

この大勢から脱すること

ができなかった。

油槽船「建川丸」(1)
(昭和10年)

貨物船( 建川丸」(Ⅱ)

(昭和30 年)



昭 和6 年(1931) に入って、 近海航路は一時 やや活況 をみたが、 同年9 月

に満州 事変 が起 こり、 続いて英国 が突如 とし て金本位制を 停止するな どのこ

とがあって、 市況不振 によるわが国 の繋船は31 万T にのば った。翌7 年、 時

局 救済を標榜し た斎藤内閣 が、 海運 造船業救済 のため船舶改善助成 施設 を実

施し たこ と亦 市況好転の きっかけ となっ た。 川崎汽船 は、 この波に のって遠

洋方 面へ積 極的配 船を行な うとともに、 神戸 ―芝 浦、 横浜 一 大連 の直 通

定期 航路と、 阪神- 北鮮航 路の開設に成功し た。 同7 年7 月 に鹿島社長 が

病没し、 翌8 年4 月、 平 生 釟三郎 が4 代社長に就 任し た。 この年 はアフリカ

お よび大西 洋航路 にも加盟して。 来 るべ き飛 躍をめざし て大 きく背伸びし た

年で もあ った。

昭 和9 年(1934) に、 新 た に大 泊‐

阪 神 航 路 を 開 き、 社業 は し だ い に 伸 展 し

た の で、 多 年 の 懸 案 で あ っ た 川 崎 造 船 所

船 舶 部 の 汽船11 隻 約98,000D.W.T. を 購

入し、翌10 年 に は、 昭 和2 年(1927) 以

来 休 航 し て い た ボ ン ベ イ航 路 を 復 活 し、

油 槽船 「建 川 丸」 を 川 崎 造 船 所 で 建 造 し

た。 こ の 年12 月、平 生 社 長 が 辞 任し、 鋳

谷正 輔 が5 代 社 長 に 就 任 し た。

昭 和11 年(1936) 、海 運 界 に は、 国 際 情

勢 の 影 響 を受 け て 第1 次 世 界 大 戦 以 来 の

活 況 が 訪 れ た。 同 年4 月 に は、 中 南 米 定

期 航 路 を 開 く と と もに、 東 京 ・ 横 浜 両 出

張 所 を 支 店 に昇 格し て こ れ に対 処し た。

川崎汽船社屋

(昭和11年)

貨物船「君川丸」(i)

(昭和12 年)



昭和11 年6. 月には川

崎造船所 と東京海上 と

の共同出 資によっ て、

在来 の川 崎汽船社 屋の

地 に神港ビル建設 のこ

とが決定し た ので、 同

年8 月、 神戸 市神 戸区

栄 町通の山下汽 船ビル

に移転した。

昭和12 年(1937) 、政府 の遠洋航路発展策 に副い、 社船6 隻 を川 崎造船所で

建造し、 さらに宮地商店( い まの宮地汽船) などから汽船2 隻 を購入し た。

これら 新造ディ ーゼル貨物船 のうち、「神川 丸」・「聖川丸」・「君川 丸」・「国川

丸」の4 隻を ニューヨ ーク航 路に配船して活 躍し た。

貨物船「君川丸」(Ⅱ)( 昭和27 年)

貨物船「神川丸」(Ⅱ)( 昭和26 年)

貨物船「国川丸」(Ⅱ)( 昭和27 年)



第3 節 日華事変 から第2 次世界大戦後 の復興時代

1, 日華事変・第2 次世界大戦……昭和12～20 年

昭和12 年(1937)7 月、 日華事変が起こって ″臨戦体制" となり、 臨時船

舶管理法が制定された。同14 年に海運自治統制委員会が設立されたころから

経済統制の色彩が濃くなったが、 この年第2 次世界大戦が突発し、 海運がし

だいに政府の一元的統制に移るにつれて輸出貿易は不振の度を加えた。

昭和14 年(1939)3 月、 落成した神港ビ

ルに川崎汽船の本社を移し、4 月には設立

20 周年を迎えた。その後、時局の進展に応

ずるために内外の出先関係機構を強化し、

当時唯一の遠洋航路であった中南米西岸線

に最優秀船を配したが、同16 年12 月、日米

が開戦するに及んで遠洋航路は全く停止す

るに至った。

その後、 海運の国家管理はさらに強化さ

れ、海務院の開設に続いて、翌17 年(1942)

3月、 国家総動員法に基く戦時海運管理令

が施行された。 この法令によって、 船舶は

国家が使用し、 その乗組員 も国家が徴用し

て、船舶運航はすべて国家の代行機関であ

る船舶運営会が一元的に行なうこととなった。 運航実務者は船主の中から選

定してこれに当らせたが、 川崎汽船はその運航実務者に指名された。

昭和18 年(1943)7 月、 船舶運航体制緊急整備要領が決定し、 海運業の企

業整備が行われたが、 引続き運航実務者とし て、川崎汽船の所有船のほか沢

山・乾・近海運航・中国運航等の各社船舶の運航に当った。 その間、 戦局は

日一日と苛烈となり、 戦禍による川崎汽船の損害はレだいに増大した。同20

年(1945)4 月、 資本金を4,000 万円に倍額増資して体制の強化を図り、 満

鮮方面へ配船するなど、つとめて時局の要請にこたえたが、 ついに同年8 月

終戦となった。

川崎汽船 社屋( 神港ビル)( 昭和14 年)



6 代社長 君 島 興 一

2、 再 建 整 備……昭和21~24 年

戦前630 万G.T. を保有して世 界第3 位の船 腹を誇っ たわが国 海運界 も、 終

戦時には約135 万G.T. を保有す るにすぎなか った。 し か も就 航可能船腹は わ

ずかに70 万G.T. の程度をいでず、戦 禍による喪失 は880 万G.T. に も達した の

であっ た。

昭和16 年(1941) 、川 崎汽船 の所 有船舶は34 隻237,766D,W.T. であ ったが、

終戦時に はわずかに11 隻29,470D.W.T. とな り、 戦 禍による喪失船舶 は社船

・傭船合 わせて60 隻414,000D.W.T. に達し たのである。 この打撃 は致命的 で

あ ったから、 失 われた船腹 と航路 とを早 急に回復す ることが戦後第1 の 目標

であ った。 しかし 連合軍は進駐 と同時に わが国の海運業 を直接 かつ全面的 に

支配し管 理し た。 以 来、 わが国 の海運業 は主 とし て米国 の政 策に よって規 制

され ることになっ たのである。

当初、 船舶の運航 はSCAJAP( 日本商 船管 理局) の管 理下にあっ たが、 その

後GMMO( 民間商 船委員会) に移管 され た。 こ うして船 舶は、 戦時中 は日本

国家 の統制下にお かれ、 戦後 は連合軍に管理 されたので、 船主 は単な る船 舶

の所有 者にす ぎなか った。 加 えて戦時補 償の打 切 りに よって、 海運業は過去

におけ る一 切の蓄 積資本を失 った。 また賠 償問 題は わが国力 を日露戦争当時

の水準 にまで後退 させ る方針であ るとの観方 もあ ったほ どで、 自主 的再建 の

見通し は全 く不可能 となり、 混迷 と窮迫にあ えぐばか りで、 往 年の生彩は見

る べ く4, な か っ た。 こ の 窮 境 打 開 の た め 、 機 構 の

整 理 、 人 員 の 縮 小 、 諸 経 費 の 節 減 な ご 懸 命 の 努 力

が 続 け ら れ た が 、 昭 和21 年(1946)12 月 、 鋳 谷 社

長 の 辞 任 に よ っ て 君 島 興 一 が6 代 社 長 に 就 任 し 、

こ の 多 難 な 復 興 の 衝 に 当 る こ と と な っ た 。

(初代川崎 社長から5 代鋳谷社長までの歴代社長写真は巻頭に掲載)

次 い で 昭 和22 年 に は 、 海 運 復 興 会 議 の 設 置 と 船

舶 公 団 の 設 立 に よ る 続 行 船 工 事 の 積 極 的 推 進 や 計

画 造 船 の 実 施 な ど 一 連 の 措 置 が 講 ぜ ら れ 、 翌23 年

に は 、 ス ト ラ イ ク 、 ジ ョ ン ス ト ン 両 報 告 を 経 て 、

船 舶 の 運 航 は し だ い に 自 主 運 営 の 方 向 に 向 か っ た。

そ れ は 、 同24 年(1949)4 月 に 船 舶 運 営 会 の 裸 鮨



船方式から定期傭船方式への切晉形式で実施に移され、完全民営となったの

は翌25 年4 月のことであった。 第2 次世界大戦以来自主性を奪われていた運

航が自営できるまでにはおよそ10 年の苦難を要し たのであり、思えば長いい

ばらの道であった。

このようにして、 新造船建造の推進、 外航配船の活発化、 海上輸送量の増

加と復興はようやく軌道にのってきた。 川崎重工業が所有していた川崎汽船

の全株式80 万株は、会社証券保有制限令にしたがって持株会社整理委員会に

譲渡され、 同24 年(1949) 、一般に公開されるに及んで、川崎重工業の資本系

列から完全に離れたのであった。

貨物船「聖川丸」( 昭和12 年)

修復なった「聖川丸」( 昭和24 年)

3。 戦 後 の 復 興……日召不口24~31年

昭和24 年(1949)1 月、君島社長の辞任に伴い服部元三が代表取締役に就

任した。 同年11 月、

企業再建整備法に基

いて、資本金4,000

万円を9 割減資して

400 万円とし、 さら

に12 月、4,400 万円

に復元増資を行い再

建に手を染めた。 戦



時 中に山口県 室津沖で雷撃 を受 け て沈没し た 「聖川 丸」 を川崎重工業 がサル

ベ ージし、同年10 月 に修復し た ので、 約10,000D.W.T. の船 腹を社船に加

え、 復旧 なった 「聖川 丸」 が 日本船舶に よる戦後の第1 船 とし て外航に先鞭

をつけ たこ とは特 筆すべき ことであった。

昭 和25 年(1950)4 月、 完全民営 に復元し てから間 もなく 朝鮮動 乱に際会

し、 一方世 界各港へ の入港 も逐次 許可される に至 ったので、 経営 の重点は外

航配船 と船 腹拡充に 置かれるこ とになった。 また定 期航路開設 の態 勢を整え

るため、 同 年8 月に資本 金を増額し て1 億3,200 万円 とし、11 月 には代表取

貨物船「和川丸」( 昭和25 年)

ス ト ラ イ キ

大 久 保 賢 治 郎

昭11110年11 月20 日に起 こった川崎汽船(川

汽) のストライキは、 川汽 とし ては初めて

の大きい紛糾であ り、 また、 日本海運界の

労働史 に大きく1 ページを占めるものであ

った。

当時、 日本海員組合が分裂して、 第2 組

合が生 れていたが、 その第2 組合は勢力を

伸ばすために川汽を拠点とし て、NYK や

OSK でも例を見ない大幅な待遇条件の是

正を要求してきた。 営業部長 だった私と海

務部長 だった井 口( 篤郎) 君が、 この交渉

の矢表K 立つことになった。 「いま直ぐに

は応じ られぬが、 し ばらく待ってくれれば

……」 と会社の現状を縷 々説明したが、 第

2 組合は 「要求は一蹴された」 と言っ てス

ト ライキに入り、 内・ 外航船で20 隻に近い

船を停船させ、 船員は船に立 てこ もっ てし

まった。

われわれは、連日深更まで協議を重ねた。

米窪( 満亮) 第1 組合組織部長( の ちの労

働大臣) にも「この話は会社の実情を知ら

ない要求で、 いま直ぐと言 われても無理で

ある」 とざっくばらんに話したところ、 よ

く分ってくれ、 第1 組合は極力会社側を支

持するとの態度を明らかにし た。 その後、

会談が夜明けに及ぶことも度々なぐらい、

誠意を尽して第2 組合 と話合いをやった。

漸次待遇を改めるのならとに角、 一足飛び



締 役服部元三 が7 代社長 に就

任し て現在 に至 ってい る。

昭和26 年(1951)9 月、 対

日講和条約 の調印を みたが、

海運業・ 造船業 ともに何等の

制限を受け るこ となく。 国際

海運界 への復帰が実 現し たこ

とは 幸い であっ た。 同 年1 月

ハンコック定期航 路を開設し

5 月には北 米への発 展に備え

て、 ニュ ーヨ ークに別会社 を設 立し。 海外 の基 盤を固める ため緊密 な連携を

保つ ことにな った。 同年3 月、 資本 金を2 億7,000 万円 に、続いて11 月 には

5 億4,000 万円 に増額し た。同26 年は 市況が活発であ ったので、 重点 を北米

太平 洋岸か らの穀物 輸送に置いた が、 近 海運賃の上昇 と相まって好成 績をあ

げ るこ とがで きた。 なお、 商法改正 に伴い定款 を全面的に改正し たのはこの

年 の8 月の ことであっ た。

明石町時代の社屋( 昭和21 年9 月～同31 年3 月)

に大幅に上

げることは

会 社の経営

を破局に迫

い込む結果

になること

を、 何 もか

もぶちまけ

て肚を割っ

て話したが

無駄であっ

た。 私は 「会社の船に立てこもるのは筋が

通らない。 下船して、 もっ と堂々とやるべ

きだ」 との主 張をかえなかっ た。

その当時、 川汽 の荷役をおもにやっ てい

た大阪の間口組の頭が 「私に任してくれれ

ば、 うちの人間を繰 り出し て停船中の船に

頑張っている第2 組合の人 を皆下船させま

す。 いくら殴られても無抵抗で、 いくら蹴

られてもこちらは絶対に手を出しません。

しかし、 人数にもの言わせて担いで出しま

す」 といってくれた。 しかしこの申出に応

ずると社会から誤解・を受けるので、 ためら

っている裡( うち) に水上警察が察知して

「もし溘血事故でも起こすとみんなの不幸

です。 責任をもって、 穏やかに下船して貰

うから任せて欲しい」 とことを分けてのお

話なのでお任 せすることにした。

労 働 争 議



翌27 年(1952) は炭労ストのため内海航路の

業績は下向いたが、 臨機に先物輸送の契約をし

て損失を軽減することができた。 外航面では、

大西洋および太平洋運賃同盟に加入し、 北米一

一南アフリカ定期航路およびニューヨーク定期

航路を開き、 優秀船を配船して、 さらに定期航

路部門へ進出した。

昭和28 年(1953) は、 世界的貿易不振、 朝鮮

動乱の休戦協定等により、 市況はさらに悪化し

て業界は危機に直面した。 このため、 政府は外

航船の建造と対外競争力の強化のため外航船舶

建造融資利子補給法・損失補償法・臨時船質等

改善助成利子補給法を施行して画期的な助成措

置を とっ た。 川 崎汽船は この補助を受け るとと もに、 増資 によって資本構 成

を是正し、 さらに優秀 外航船の建造 と船質の改善、 外国 船の購入 などによっ

て船 腹の充実を図 り、 経費の節約 と経営 の合 理化とに努め た。

神港ビルヘ移転( 昭和31年)

この成行のため第2 組合員 の中に 「会社

の存立を危くし てまで要 求を通し ても何 も

ならない。 時期尚早であった」 と帖勢を判

断 する者 も出てき て、 大阪港の船は順次停

船を解き出した。 しかし強硬派は、「全国的

な同情ゼネストに展聞させ、 日本 の全船舶

をスト ップさせて も……」 とねばった。 こ

の緊 迫した雲行きに驚いた船主協会は 「川

汽 が適当な線で早く妥結してくれないと他

の多くの会社が迷惑 する」 と強い抗議を持

ち込 んできた。

しかし 私達は 「川汽がここで待遇条件問

鉗で安易に妥協 すると、 それは悪い前例と

なる。 他 社船の停船は回避できても長く尾

を引く問題を、 すべての船会 社に課するこ

とになる」 と言い難かったがきっぱ りお断

りした。 ついに県当局の調停で、11 月28 日

ストライキは無条件で解決した。

今まで従業員に深い愛情を もっ て接して

きた平生 社長もこのときは無理な申入れで

あると言い、 私たちを強く支援し てくれた

ので不動の信念をもって行動し、 要求条件

の全面撤回という海運界の労働争議に前例

のない解決ができたのであった。

(もと川汽専務取締役)



昭和28 年6 月 には、中 南乗航 路を再開する とともに資本金を 倍額増資し て

10 億8,000 万円、 次いで翌29 年2 月 には、興国汽 船の合併に よって資本金は

11 億円 となった。 こ の年 は、 ″造船疑 獄″ や金融引 締政策に よってわが国 の

海運市況は一 時混迷し たが、 同年後半 期は世界景気 の上昇につ れて社業 は順

調に伸び、 日本・豪州 航路同盟 への加入、 西 アフ リカ航路 の開設 等、 今次大

戦に よっ て失った航権 を着 々と回復し ていっ た。

昭和30 年(1955) に入り、 堅調 な市況に即し外国 船をチ ャータ一し て船腹

の不足 を補 うな ど、 積極的な経営 を行なったので、 各航路 も活況 を呈し、 特

に同年後半 は好成績 をあげる ことができ た。

昭和31 年はい わゆる高原景気 が続 き、国内経済は ようやく ″戦後 ″の域か

ら脱皮し て順調な歩 みとなり、 新し い時代 に入った観 があ った。 川崎汽船は

この機に乗じ て新たに インド 支那航路 と北 米太平洋岸- カリブ海 ― ガル

フ航路 とを開設す るとともに、 引続 き年次 計画造船を進 めるかた わら、 自己

資金に よる新造船の 発注 を も行い、 積 極的 に船腹の拡充 に努めた。 一 方、 こ

の年大 幅増資を行な って、10 月 現在 の資本金は41 億2,450 万円 となった。

貨 物 船「照 川 丸」( 昭和31年)

第4 節 傍系 会社設立 と外国船 のチャ ー ター

昭和13 年(1938) に入り、川崎汽船は船腹の急増を必要とするに至ったの

で、 前述の「判1・聖・君・国」 の4 隻のほかに、 さらに優秀船4 隻を川崎造

船所に発注した。 そのころ、 第2 次世界大戦前の好況に恵まれて発展の途上

にあった川崎汽船は、余勢をかって次の傍系会社を設立した。



1, 傍 系 会 社

(1) 五 洋 商 船

資本金500 万円を岸 本商店 と川 崎汽船の共同出 資で、 昭 和12 年(1937)6

月 に設立し た。10,000T 級の「五 洋丸」・「五州 丸」を川崎造船 所で建造し、 さ

らに川崎汽船 からは 「照川 丸」(9,0001r) を現物出資し た。 そ の後「五隆丸」

を建造し、 また戦 標船「五春 丸」・「五秋 丸」・「五宝 丸」を加え た。 し かし、 第

2 次世界大 戦に よっ てその所有 船のすべて を失ったので、 企業 再建整備 法に

より昭和24 年(1949)10 月 に解散し た。

(2) 興 国 汽 船

宮地汽船 と川 崎汽船 との共 同出 資で、 資本 金550 万 円を もっ て昭和13 年

(1938)2 月 に設立し た。 一時は15 隻約103,000T を所有し たが、 戦災 のため

殆 ど喪失し、 終戦時 には戦標船改A 型 「輝山 丸」 と改E 型「春 山丸」の2 隻 の

みとなっ た。 同20 年(1945)7 月 に全株式を川 崎汽船が所有 すること とな り、

同29 年(1954)2 月 に川 崎汽船に合 併し た。

(3) 太興汽船その 他

昭和12 年(1937)12 月、 荒田商 会と共同出 資で資本 金100 万円を もっ て設

立し たが、翌13 年7 月に 全株式が川 崎汽船に 移り完 全な川崎汽 船の系列会社

になっ た。 昭和16 年(1941)7 月、「太興丸」・「太隆丸」・「太南丸」 ととも

に青木 商事を吸収合 併し て資本 金は151 万円 とな り「第二 青山丸」 を取 得し

た。 さらに同18 年2 月、「朝咸 丸」 を所有し たが、 以上 の5 隻はいずれ も戦

災 により沈没し、 代 船として取 得し た戦 標船改型「太春丸」・「太宝 丸」の2 隻

が 戦後 に残っ た。

以 上3 社 の株式 の過半数 あるいは 全部を川崎汽 船が所有し、 その経営 も完

全に川崎汽船 が掌握し たので、 所 有船のすべ てを川崎汽船 が運航し た。 また

戦時中、 政 府の命に よって設立し た川崎近 海機船( い まの神港商船) ・ 原 商

事( い まの原 商船)・白 洋汽船等 の株式 も相当 数を所有し てその船腹 を傘 下に

収め た。 そのほ か日東運輸・大東 運輸・新 潟臨港開 発・ 久慈運輸等 の株式 も

過半 数を所有し て港湾運 輸の経営に進出し、 その総出 資額は終戦時約5,000



万円、投資会社は50 数社に及んだ。

2, 外 国 チ ャ ータ ー船

以上のように、川崎汽船は多くの定期外航航路を運営した関係から、 自社

船の新造計画とも勘案し、不足船腹のつなぎには、イギリス、ノールウェー、

スエーデンなどから新造優秀貨物船を3~4 年にわたってチャーターしたが

その船腹量は約15 万T に達した。また「建川丸」 の建造を契機として、 タン

カー・オペレ ーションを始めたところ荷主から好評をもって迎えられた。 こ

れによって長期にわたる結び付きができたので、 外国タンカーのチャーター

を行なったが、 その最盛時昭和12 年(1937) には約18 万T にも達した。 した

がって、 貨物船・油槽船などの外国傭船は計30 万T を越え、わが国における

外国船の傭船記録を作るとともに、 これが社業の発展と外貨の獲得に貢献し

た業績は多大なものがあった。

第5 節 そ の 他

川崎汽船の現況を要約すると次の通りである。

1) 外航定期航路

わが国の。外航定期航路経営会社は]。3社、その航路数は20、運航船約150 隻

(約1,600,000D.W.T,) であるが、 そのうち川崎汽船は8 航路、運航船30 隻

(約270,000D.W.T.) を擁し、4 大オペレ ーターの一つである。

戦 後 の 外 航 定 期 航 路 昭和31 年9 月30 日

航 路 名 配 船 回 数 往 復 航 積 荷 開 設 年 月

ニ ュ ー ョ ー ク 1 ヵ 月1 回 雑 貨 砂 糖 石 炭 昭和27.6

中 南 米 〃 賃 貨 棉 花 鉱 石 28.6

西 ア フ リ カ 〃 雑 貨 鉱 石 石 炭 29.10

南 ア フ リ ヵ

北 米 ・ ガ ノレ フ

〃 木 材 雑 貨 鉱 石 27.9

〃 雑 貨 燐 鉱 石 31.8

豪 州 〃 雑 貨 麦 類 羊 毛 29.1

バ ン コ ッ ク 〃 雑 貨 米 塩 建 築 資 材 26.1

イ ン ド 支 那 〃 セ メ ント 雑 貨 屑 鉄 31.1



2) 外 航 不 定 期 航 路

現 在52 隻(325,OOOD.W.T.) を 運 航 し、 わ が 海 運 業 界 の ト ラ ン パ ー ・ オ ペ

レ ー タ ー と し て1~2 に 位 し、 運 航 船 の 大 部 分 は チ ャ ー タ ー し た 内 ・外 国 船

と受 託 船 で あ る。

3) 油 槽 船

昭 和28 年(1953) 、パ ナ マ国 籍 の 新 造 船 ″ANDREWDILLON"( 約21,000D.W.

T.) を 長 期 裸 傭 船 し 安 定 し た業 績 を あ げ て い る。

4) 内 航 部 門

運 航船 腹 約40,000D.W.T. で、 わ が 国 の内 航 総 船 腹 約640,000D.W.T. の うち

6.3% を 占 め、5 大 運 航 会 社 の 一 つ に 数 え ら れ て い る。

前 記 の よ うに 川 崎 汽 船 は、 戦 前 ・戦 後 を 通 じ て 一 貫 し た 方 針 と し て、 外 航

定 期(48.2%) 同 不 定 期(43.6%) の 併 営 に 努 め、 主 力 を 運 航 船 腹 の91.18%

を 占 め る 外 航 に 置 き、 わ が 国 唯 一 の 第三 国 開 航 路( 南 アフ リ カ) を 経 営 し、

外 国 船 の チ ャ ー タ ー隻 数 が 戦 前 ・ 戦 後 を 通 し て業 界 の 首 位 に あ る。

こ れ ら の 特 色 に加 え、 さ ら に 永 年 に わ た る 経 験 と 適 宜 の施 策 に よっ て そ の

経 営 を堅 実 に し業 績 の向 上 を 図 って き た。 し か し 海 運業 は 自 ら 努 め て も、 な

お 内 外 経 済 界 の波 動 に 揺 れ る こ と が 大 きい だ け に、 そ の 経 営 は な か な か 難 事

で あ り、 課 せ ら れ た 使 命 は 重 い と言 わ ね ば な ら な い。

歴 代 代 表 者 大正8 ― 昭和28 年

代 役 ・ 職 名 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

初 代 専務取締役 社長 川 崎 芳 太 郎 大 正8.4.10 大 正8.12.29

2 〃 松 方 幸 次 郎 8.12.29 昭 和3.5.27

3 〃 鹿 島 房 次 郎 昭 和3.5.28 7.7.29

4 〃 平 生 釟 三 郎 8.4.14 10.12.23

5 〃 鋳 谷 正 輔 10.12.23 21.12.21

6 〃 君 島 興 一 21.12.21 24.1.30

専 務 取 締 役 服 部 元 三 24.1.30 25.11.28

7 専務取締役 社長 〃 25.11.28 28.11.27

取 締 役 社長 〃 28.11.27



従 業 員 の 推 移 昭和6 ―31 年

‾~ヽ ~~_ 年 月

従 業 員 ‾`~-ヽ~、_
昭和6.9 同 工0.9 同16.9 ‾~

……一 年 月
従業 徙~-一一~~ 昭和24.10 同28.9 同31.9

348

高級船員
356

普通船員
7工7

11

1,084

1,432

陸 員 77 106 408 陸 員 140 305

船

舶

乗

組

員

高 級 船 員 174 315 509 船

舶

乗

組

員

職 員 185 291

普 通 船 員 579 882 1,831 属 員 460 617

小蒸汽船
お よび艀

16 22 58 小 蒸 汽 14 11

計 769 1,219 2,398 計 659 919

合 計( 名) 846 1,325 2,806 合 計( 名) 799 1,224

資 本 金・株 主 の 推 移 昭和31 年10 月15 日

年 月

大正8.4

昭和20.4

24.11

24.12

25.8

26.3

26.11

28.6

29.2

31.3

31.6

3L10

資 本 金

(万円)

株 式 数

(万 株)

株 主
備 考

年 月 日 株主数( 名)

2,000

4,000

400

4,400

13,200

27,000

54,000

108,000

110,000

114,760

164,980

412,450

40

80

8

88

264

540

1,080

2パL60

2,200

2,295.2

3,299.6

8,249

大正8.4.10

昭和20.3.31

24.10.15

25.3.31

25.9.30

26.3.31

27.3.31

28.9.30

29.3.31

31.3.31

31.9.30

32.3.31

24

9

1,626

1,935

2,450

5,327

9,600

9,792

9,331

9,834

10,425

工7,337

創立

内399,300 株は川崎造船所出資
買収・投資資金調達
再建整備計画により減資

証券保有制限令等により
―般に公開

再建整備計画による

設備 ・運転資金充当

〃

〃

〃

興国汽船を合併

転換社債から資本へ転換

〃

設備. 運転資金充当

配 当 率 一 覧 大正8 ― 昭和31 年

期 別

1

2

3

4~5

6

7~36

37~39

40

41

期 間
%
70

30 20 15 工09 8 7 6 4 無
配

期 別 期 間
%
70

30 20 15 10 9 8 7 6 4 無
配-

7

8

‐

47

大正
8.4~8.9

8.10へ・9.3

9.4~9.9

9.10~10.9

10.10~Ⅱ.3
昭和

11.4~12.3
昭和
12.4~13.9

13.10~14.3

14.4~14.9

1

1

1

1

1

3

1

2

30

42

43~52

53~59

60

61

62~69

70

昭和
14.10へ'15.3

15.4~20.3

20.4~26.3

26.4~26.9

26.10・~27.3

27.4~31.3

31.4~31.9

1

1

10

1

1

合 計 1 1 2 1 10 1 2 1 3 工



比 較 貸 借 対 照 表

(第1 期・第70期)( 単位 円)

資 産 の 部 負 債 お よ び 資 本 の 部

科 目
大正8.9.30

(第1 期)
%

昭和31.9.30

(第70 期)
% 科 目.

大正8.9.30

゛(第1 期)
%

昭和31.9.30

(第70 期) %

-

44.6

42.5

12.9

-

100

流 動 資 産

現 金

預 金

受 取 手 形

未 収 入 金

燃 料 勘 定

貯 蔵 品

前 払 費 用

船 内 準 備 金

他 店 勘 定

仮 払 金

特 別 清 算 勘定

川 崎 造 船 所

固 定 資 産

船 舶

土地お よび建物

什 器

建 設 仮 勘 定

有 価 証 券

無 形 固 定 資 産

10,497,394

1,500

35,000

0

0

0

0

176,737

0

0

206,199

0

10,077,958

15,110,585

10,205,000

0

2,285

3,630,000

1,273,300

0

41.0

59.0

4,614,571,829

2,589,323

3,119,947,001

31,825,996

634,173,970

199,773,412

7,562,689

319,542,077

8,608,975

139,130,695

120,098,973

31,318,718

0

9,794,305,158

8,306,610,393

184,107,120

35,150,570

793,152,602

463,913,804

11,370,669

32.0

68.0

流 動 負 債

代 理 店 勘 定

支 払 手 形

短 期 借 入 金

未 払 金

前 受 金

仮 受 金

税 金 引 当 金

特 別 清 算 勘定

固 定 負 債

長 期 借 入 金

社 債

資 本

資 本 金

再 評 価 積 立 金

利 益 準 備 金

当 期 純 利 益

1,789,051

0

0

0

73,545

580,949

1,134,557

0

0

0

0

0

23,818,928

20,000,000

0

0

3,818,928

7,0

0

93.0

6,421,358,717

204,635,363

299,392,726

2,228,182,000

811,533,463

332,499,163

2,513,442,890

873,323

30,799,789

6,129,004,366

6,128,804,366

200,000

1,858,513,904

1,649,800,000

152,309,904

7,950,000

48,454,000

合 計 25,607,979100 14,408,876,987 1001 合 計 25,607,979100 14,408,876,987



所 有 な ら び に 運 航 船 腹 の 推 移 大正8 ‐ 昭和31 年

卜
卜 項 目

工 ■ ■

大 正8

9

10

11

12

13

14

15

昭 和2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

所 有 船 国 内 傭 船 外 国 傭 船 合 計

隻 数 ト ン 数
(D.W.T.)

隻 数 ト ン 数
(D.W.T.)

隻 数 ト ン 数
(D.W.T.)

隻 数 ト ン 数
(D.YV.T.)
-

100,058

81,796

81,796

72,705

115,922

119パ72

110,377

130,840

130,840

116,760

138,037

138,037

119,885

171,095

320,008

456,657

429,62工

497,281

642,254

566,658

5C4に13

453,646

378,464

279,783

148,833

1]、9パ37

29,470

30,979

24,764

25,270

38,926

38,926

70,702

174,883

158,831

255,431

315,499

477,499

11

9

9

8

22

23

22

26

26

23

22

22

21

21

21

31

28

25

31

32

33

34

34

31

28

27

n

12

11

13

14

14

8

12

12

13

15

18
|

100,058

端

12,705

115,922

二 万

噐 二

116,760

114,860

に 二

107,360

107;360

1202,833

こ 二

223,740

229,388

二

万端

148,833

1猟

猟

25,270

38,926

贈 噐

■ ご

1101,701

] 噐

5

5

5

14

31

27

15

15

16

20

26

29

21

17

13

24

16

19

29

37

鱗

雛

■

ご

176,418
■

5

12

22

33

22

9

3

2

2

1

9

43,692

109,026

194バ31

299,533

213,426

94,158

24,621

8,946

|
1

|

l

l

I

131,392

121 ユ07

191,732

11

9

9

8

22

23

22

26

26

23

27

27

26

35

52

63

55

62

80

74

68

66

57

48

28

27

11

12

n

13

14

14

21.

36

28

34

45

64



所 有 鋼 船 一 覧 昭和31 年10 月15 日

⑤

外

航

船

船 名 船 種 船 級 建造年月日 造 船 所 ト ン 数

(D.W.T.)
主機

馬 力

(HP)
速 力 お もな就 航航路

神 用丸(Ⅱ) 貨物船
LR

NK

昭和

26.10.31
川崎重工業 11,254 D 7,500 15.5 ニ ュ ーヨ ー ク

即li丸(Ⅱ) 〃
〃

〃
27.8.25 〃 11,244 〃 7,800 15.7 〃

君川丸(Ⅱ) 〃
〃

〃
27.2.29 〃 11,230 〃 7,800 15.7 〃

照 川 丸 〃 NK 31.5.16 〃 10,880 〃 5,490 14.4 南 ア フ リ カ

日 川 丸 〃
LR

NK
30.7.20 〃 10,709 〃 5バ90 14.6 西 ア フ リ カ

建川丸(Ⅱ) 〃・ NK 30.4.25 〃 10,682 〃 5バ90 14.2 南 ア フ リ カ

祥 川 丸 〃
LR

NK
29.5.29 〃 10,540 〃 5,400 14.1 中 南 米

昭 川 丸 〃
〃

〃

〃

〃

28.5.15 〃 10,412 〃 5,500 14.2 〃

瑞 月| 丸 〃 28.12.15 〃 10,346 〃 5,500 14.2 西 ア フ リ カ

聖 川 丸 〃
AB

NK
12.5.15 〃 10,316 〃 7,500 15.5 ニ ュー ヨ ー ク

ガ ル フ和 川 丸 〃
〃

〃
25.12.23 〃 8,805 〃 5,000 14.0

靖 川 丸 〃 NV
大正

15.-. ‐
スェ ーデ ン 8,483 〃 2,800 10.0 不 定 期

久 川 丸 〃
LR

NK
14. ―. ― イギリス 8,345 〃 2,850 11.5 オーストラリア

香 港

ハ ン コ ッ ク
雪 川 丸 〃

〃

〃

昭和

16.9.30
川崎重工業 6,741 T 2,400 12.5

友 川 丸 〃 NK 24.3.12
川崎重工業

泉州工場
4,307 〃 1,600 11.5 〃

計 15 隻 144,294

内 梅 川 丸 貨物船 NK
昭和

14.5.6

日本鋼管

鶴 見
2,746 R 1,40O　10.5 広畑‐ 室蘭

室蘭-一名古屋航 太 隆 丸

船 須 磨 丸

〃 〃 15.3.4
川 南

香 焼 島
2,718 〃 1,430 10.5

貨客船 〃 23.8.18
川崎重工業

泉州工場
334 D 1,700 14.0 阪神- 四国

計 3 隻 5,798

合 計 18 隻 150,092



第2 章 川崎車輛株式会社

取締役会長 下 田 文 吾 取締役社長 向 笠 金 吾

(初代 鹿島、2 代 平生、3 代 鋳谷各社長の写真は巻頭に掲載)

本 社 神戸市兵庫区和田山通1丁目6 番地

本社工場 神戸市兵庫区東尻池村字高山口1 番地

高松工場 神戸市兵庫区高松町27 番地

東京出張所 東京都千代田区丸ノ内1 丁目1番地 第2 鉄鋼ビル

設 立 昭 和3 年5 月18 日

資 本 金2 億 円

事 業 各種鉄道車両その他の製造修理および付帯事業

川 崎 車 輛 全 景



天 皇 陛 下 行 幸

昭 和22 年6 月11 日

皇 太 子 殿 下 行 啓

昭 和33 年10 月31 日



第1 節 沿 革

1・ 始業 から 明 治 末年 ま で……明治39 ～45 年

川崎車輛の起源は、 明治39 年(1906) 川崎造船所運河分工場の設置に始ま

る。 従来、 わが国の鉄道車両は大部分を輸入に依存していたが、 日露戦争を

契機として成立した鉄道国有法に刺激され、車両生産は新しい段階に入った。

この社会情勢を背景として造船用鋳鋼品の自給をも兼ね、 運河分工場を神戸

市東尻池村運河沿岸(26,769 坪) に設けた。 翌40 年6 月、 兵庫分工場と改称

し、同年7 月には鋳鋼品、9 月には橋梁・客貨車等の製作を始めた。

最初は、 鋳鋼品・橋梁・炭車お よび鉱車用車輪・車軸などを主として製作

したが、 完成車両としては、明治41 年5 月に製作した南海鉄道の電車が初め

である。 また完成車両搬送のため、工場から和田岬線に通ずる側線を敷設し、

同年11 月に使用を許可された。翌41 年2 月には、事務所および客車・機関車

工場などを完成し、 こIこに機関車製作の基盤が確立した。 次いで同年7 月、

鉄道院から初めて蒸気機関車12 両を受注し、同44 年(1911)3 月に第1 号蒸

気機関車の誕生を見た。

明治43 年(1910) 、 当工場最初の海外向け車両である清国江西鉄道の客車

4 両を受注した。 このころ、国内機関車工業の自立が強く唱道され、 鉄道院

の援助を受けて機関車工場・ガーターエ場・鋳鋼工場等を相次いで増設した。

一方、 鉄道院が独・米・英諸国から輸入した急行用大形機関車の組立を行な

う際に、当工場の技術者を立会わせて、 設計・工作並びに材料等について詳

細な調査研究をする便宜が与えられたので、 技術上得るところが多かった。

このようにして、しだいに設備の拡充と技術の習得向上とによって、 自立発

展の態勢 が整 えら れて

いっ たのである。

鉄道院6700 形蒸気機関車

…第1号
(明治44年)



2。 大 正 初 期 か ら 会 社 設 立 ま で …… 大正2 ～昭 和3 年

従来、 機関車・ 客貨車は一 部輸入品 を使 用し ていたが、大正2 年(1913) 鉄

道院 がすべて国 産品 を使用 する方針を採っ たため受 注量 も激増し たので、 同

年11 月、兵 庫工場 と改称し て量 産態勢 の強化 を図 った。 第1 次世界大戦突 発

後、 わが国 の経済界は一時 はなはだし い打撃 を受 けた が、 大 正5 年(1916)

初頭からの産業 界の活況 と、 これに伴 う輸送事情の繁忙 等に影響され て車両

の増備は急 を告げ、 当工場 の受 注工事量 は急激に増加し た。 このため、 同 年

製 条工場を、 翌6 年圧錬工 場を新設し て、 造船・車両 用の型 鋼・棒鋼品 など

を製作し、 主 要鋼材の自給 確保を図 った。 このほ か機関 車工場の増設、 機 械

工 場・客貨車工 場の新設 等相次ぐ拡張 のため、 敷地面 積は数次の購入に よっ

て36,881 坪 に増加し た。大正7 年には、 自動 車・飛 行機 の2 科を新設し、 サ

ル ムソン飛 行機お よび発動 機・自動車等の製作 を開始し た が、同11 年(1922)

に至り、 当工場 の所管を離 れて川崎造 船所直属の飛 行機部となった。 こ れが

川 崎航空機工業 の前身 であ る。

大 正7 年(1918) 、 第1 次世 界大戦の終了 を転機とし て一 般事業界は沈 衰

し、 同10 年(1921) 、 ワ シントン軍 縮会議の影響で経済 界はますます沈滞し

た。 川崎造船所 もその波動 を大きく受 けて事業不振 に陥った が、 兵 庫工場の

好況はこの危機 を切 り抜け るのに大いに役立 った。 大正11 年、 中国山東鉄道

から広軌機関 車お よび炭 水車を受注し たが、 これは わが国 最初の広軌式機関

車であって、 国 産機関 車を海外 に輸出す る端緒 を開いた ものであ った。 大正

12 年、国内 では鉄道電 化の進展 に伴い蒸気機関 車の需要がいくぶ ん減じ たの

で、 蒸気機関 車の製作 を得意 とす る当 工場は、 朝鮮・中匡卜 南満州 へと、 し

だいにその販 路を拡張し てい った。

従来 の電 車は木造あ るいは鉄骨木 造であっ たが、 わが国におけ る初 めての

試み とし て、 大正12 年(1923) に神戸 市の半鋼製電 車を製作した。 次い で翌

13 年、全 鋼製電 車の製 作を計画し、 同時 に電 車内 部に使用する鋼板製 飾板の

木目塗装に 成功し たので、 阪 神急 行電 鉄のため1 台を 試作し た ところ絶 賛を

博し た。 これ はわが国におけ る全鋼車 の最初であった が、 以後鉄道 省お よび

電 鉄諸 会社 から相次い で注文 を受け た。 また同年5 月 には、 製 鋼工場に電 気

炉2 基 を増設して特 殊鋼の生産 を始めた。

これ よりさき、 鉄道 省は鉄道電 化を推進 するため、 従来 輸入によってい た



電気機関車を国産化

しようとの強い意向

があったので、 これ

が受入態勢確立のた

め大正12 年、電気技

師2 名を海外に派造

し、電気機関車の製

作について研究調査

を行なった。翌13 年

に初めて富士電気軌

道注文の小形電気機

関車を製作し、 純国

産として好成績を収め、 同14 年には満鉄から大形車を受注するに至った。

昭和2 年(1927) に入り、 財界恐慌のため一般業界は不況に陥ったが、当

工場は各種電気機関車の注文が相次いだので、 財界の不振に影響を受けるこ

となく多忙のうちに過した。 この年、 製条工場の業務を打切り、 客・電車の

鉄骨組立工場に転用した。 鉄道省の電気機関車は、 昭和の初め、 東芝・日立

・三菱電機の3 社と協同で標準的な国産電気機関車を設計し、昭和3 年、EF

52 形電気機関車を完成納入した。これは、 成績がはなはだ良好で、 外国製電

気機関車に比しなんら遜色がないばかりか、 むしろ故障が少なかった。 こう

して、電気機関車の製作は歴史が浅いにもかかわらず外国技術の水準をしの

ぎ、 外地の需要に応ずるまでに進歩した。

工場鳥瞰図( 大正14 年)

3、 会 社 設 立 後 か ら 日華 事変 突 発 ま で ……日召和3~11 年

昭和2 年(1927) 、 わが国は空前ともいうべき恐慌に見舞われ、 川崎造船

所は非常な金融難に陥った。 そこで、 業績が良く経営の安定していた兵庫工

場を分離して新会社を設立し、 これを工場財団として融資を受けることとな

り、 翌3 年5 月18 日、資本金1,200 万円の川崎車輛を設立したのである。

鉄道車両工業は、 従来一般産業界の不況のときも比較的安定して、いわゆ

る陽当りのよい座にあった。 ところが関東大震災後、自動車の進出・輸送貨

客の減少等のため、 需要源である鉄道省の業績が不振となったので、 これが



大きく影響して昭和4 年(1929) を境としてその受注量は激減し、 経営は非

常な苦境に陥った。

この不況期における、 橋梁・鉄骨製作の活況には、 めざましいものがあっ

た。 おもなものに、 昭和6 年(1931) 製作の南海ビル鉄骨・日銀本店鉄骨、

同8 年製作の満州松花江橋梁、 同9 年製作の朝鮮漢江橋梁、翌10 年製作の千

葉県水郷大橋、 大阪・名古屋の宝塚劇場鉄骨などがある。 昭和6 年世界的不

況のさ中に満州事変が起こり、 やがて満州国の建国となって、 この方面から

の鉄道車両の需要がしだいに増加していった。

昭和7 年(1932) から同9 年にかけて純国産の「六甲号」1.5T 積貨物自

動車、陸軍省の94 式6 輪自動貨車を初め各種の自動車を相次いで製作した。

昭和9 年製作の新京・大連間超特急「あじあ」 の流線形機関車は新設計であ

ったが、 好評をもって迎えられた。 鉄道省の蒸気機関車も、貨車用標準機関

車I)51形を初めて製作したほか、時代の流れにそって流線形にかわるように

なり、C55 形流線形機関車を製作した。

昭和9 年(1934)11 月、海軍省の時局的要請により鋳鋼工場および圧錬工

場を川崎造船所に移譲し、 これに伴って資本金を1,200 万円から1,000 万円

に減資した。 同11 年、シャム国から蒸気機関車および貨車を受注したが、 そ

の運転成績は、 「同時に製作した欧米の製品に比べてはるかに優秀である」

とシャム国から賞辞を得た。 一方、 満州への輸出車両も年々急増し、 日華事

変前にはその生産高が内地鉄道のそれに匹敵するまでになった。

4. 日華事変から第2 次世界大戦終丁まで ……昭和12 ～20 年

日華事変以後、わが国車両の供給範囲は日本内地および満州国のみならず、

遠く華北・華中にまで拡大されたため、 機関車・貨車の受注量は激増の一途

をたごり、 昭和13 年(1938) の受注総額は始業以来の多額に達し、いわゆる

車両ブームを現出したのである。

昭和12 年(1937) と同15 年の2 回にわたり工場増設のため増資を行い、資

本金は3,000 万円となった。 また、 昭和13 年には陸軍管理工場に指定される

など、 着々社会情勢に応ずる態勢を整えていった。 翌14 年、企画院の要請に

より鉄道車両製造工業組合が結成されたのでこれに加盟し、 生産量を増加さ

せるためにあらゆる対策を講じた。 その後、 戦局の進展と統制経済の強化に



伴い、同16 年(1941) には高度の国策遂行機関として車両統制会が生れ、 車

両の製造・資材の配給等各分野にわたって統制を受けるようになった。

戦局が緊迫し、 航空機の増産が至上命令となった昭和17 年(1942)10 月、

陸軍省の指令により自動車工場を川崎航空機工業に移譲し、翌18 年7 月、鋳

鋼工場を兵庫区高松町に増設して鋳鋼生産能力の増加を図り、自給対策を採

ったのである。 同年11 月、軍需省・運輸通信省( 鉄道省を改称) が新発足し

た。 戦局の推移は、 軍需物資の輸送を海運から陸運に転換することを強く要

請したため、 貨車の緊急増産となり、3 軸大形無蓋車を量産した。 昭和19 年

1月、軍需会社法により軍需会社に指定され、 生産責任者に鋳谷正輔、 生産

担当者に下田文吾がそれぞれ選ばれるなど、戦局はいよいよ重大化してきた。

同年4 月、 陸軍の命令により明石工場を新設し、 終戦まで上陸用舟艇を製作

した。 この間、 本格的な決戦段階に入ったが、資材の入手難は加速度的に加

わり、 その上稼働人員の不足はいかんともすることができず、工場作業の円

滑な遂行は全く阻害されるに至った。 昭和20 年(1945) に入るや数次にわた

る空襲を受け、 工場建物の損害は全焼約4,000 坪、 半焼約10,000 坪に及び、

設備・材料等の被害もはなはだしく、 生産は全く停滞のまま終戦を迎えた。

5, 戦 後 の再 建 復 典 ……日召和20 ～31 年

終戦後、 生産は極度に低下し 事業は不振に陥ったが、 鉄道の復旧が経済復

興の根本であることが認識され、 昭和21 年(1946)1 月、GHQ から許可を受

け、 他社に先んじ ていち早く民需生産に転換した。

なお終戦処理に伴い、 昭和21 年3 月制限会社に、次いで8 月特別経理会社

に指定され、 さらに12 月には、いわゆる追放令により当社の役員は退任して

経営陣は一新された。 続いて企業再建整備法による企業再建整備計画に着手

し、 特別損失額2,784 万円は新勘定の評価益で補填し、 減資・旧債務の打切

り・第二会社設立等を行なうことなく、 同23 年10 月、 資本金を1 億円に増

額して決定整備計画を完了した。次いで同年11 月に特別経理会社の、 また同

24 年2 月に制限会社の指定を解除された。

昭和21 年(1946)11 月公布の会社証券保有制限令に基き、川崎重工業は川

崎車輛の株式を所有することができなくなったので、 同22 年3 月、 その株式

を一括して持株会社整理委員会に移譲したが、 翌23 年7 月、これら株式は川



崎車輛役員および従業員に公開された。 また昭和25 年(1950)4 月公布の資

産再評価法に基き、同年5.ル1 日をもって第1 次再評価を行い、再評価差額

1 億8,700 万円を計上し、 次いで昭和28 年(1953)11 月1 日、法改正によ

る第3 次再評価を行い再評価差額3 億9,500 万円を計上した。

電車( モハ63) 増産に対する感謝状( 昭和21年)

戦後、 車両は著しく払底し、交通の混乱がはなはだしいので、あらゆる困

難を克服し、 利害を超越して緊急増備の要望にこたえ、 戦後の復興に尽した

が、 このため運輸省から感謝状を授与された。 その後、 運輸省の車両新造以

外に、戦災車・老朽車の修理を受注したが、 ソ連・タイ等からの受注と相ま

って工事は繁忙をきわめ、 一般重工業界が不振にあえいでいるときその活況

は注目された。

昭和24 年(1949) 経済安定9 原則の発表に続き、 ドッジ政策に基く超均衡

予算が強行されたので、 運輸省の車両新造は激減し、 情勢は急変して経営は

戦後最大の困難に直面した。 そこで企業合理化に迫られ、同年1,100 余名翌

25 年650 名に及ぶ人員整理を行なうのやむなきに至った。 幸い労使双方の真

剣な努力により円満に解決することができたが、 経費の節減・資材の活用・

民需車両の獲得等、 全従業員が一致して極力合理化を推進し、 ようやくこの

苦境を切り抜けることができた。

たまたま朝鮮動乱が起こり、 特需による鉄道車両の受注が急増したため需



要面の危機は殆ど解消し、 むしろ資材の入手困難を感ずるに至ったが、 なお

各方面の合理化をすすめ、全従業員の努力と最小限の臨時工をもって対処し、

業績を向上することができた。 朝鮮動乱の休戦により昭和28 年(1953) には

特需は皆無となったが、 それまでに特霜が国有鉄道発注両数の減少を補い、

事態を有利に導いた意義は大きかった。

そ の後、国鉄の車両増備計画により、 発注も順調な経過をたどった。 こと

に国鉄幹線電化計画に伴う電気機関車の大量 発注かおり、 さらに国庫債務負

担行為契約および民有車両方式による発注がこれに加わった。 一般民需車両

としては、 各電鉄の求めに応じて技術的にすぐれた豪華な電車の製作を盛ん

に行なった。 長年にわたる車両製作技術については、 幸いにして国鉄当局の

信頼を得るに至ったが、 さらに業績を伸ばすため海外マーケットの開拓を図

ることになり、 昭和29 年、ビルマおよびインドの貨車・蒸気機関車、 次いで

翌30 年にはアルゼンチンの電車を製作し、初めて南米市場に進出するに至っ

た。

昭和30 年(1955)2 月、 資産再評価の実をあげ資本構成を是正するため、

再評価積立金の一部資本組入れによる増資を行い、 資本金は2 億円となった

が、 最近さらに増資が決定し、同32 年1. 月には3 億円となる予定である。

戦後の" 交通地獄"( 昭和22 年)



資 本 金・ 株 主・従 業 員 の 推 移 昭和3-31 年

年 次

昭和3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

資 本 金 株式数 株 主 数

一一一一一一一一

名

15

15

14

13

13

9

8

7

7

7

8

8

9

9

10

9

9

9

9

2,520

5,848

5,915

5,564

5,645

4,856

4,435

5,629

5,338

従 業 員 数( 名)
備 考

不況 のため人員整理

減資(製鋼部を川崎造船所へ移譲)

製鋼鄒の移譲 による減員

増資( 工場拡充)

増資( 工場拡充)

第2 次世界大戦による増員

自動車工場を川崎航空機へ移譲

第2 次世界大戦終了

制限会社 特経会社指定

株式を持株会社整理委員会に移譲

増資( 企業再建整備計画)

不況 のため人員整理

〃

増資
(再評価積立金の一部資本組入)

職 員

345

296

279

322

281

265

284

231

254

247

286

327

415

546

728

531

509

582

597

657

720

533

289

277

274

287

288

286

工 員 計

万円
1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,000

1,000

1,000

2,000

2,000

2,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

20,000

20,000

万株24

24

24

24

24

24

20

20

20

40

40

40

60

60

60

60

60

60

601

160;

I

|2001

200

200

200

200

200

200

400

400

3,352

3,008

3,056

2,846

1,998

2,338

2,847

2,304

2,482

2,653

3,326

4,593

5,548

5,7Ⅱ

6,161

4,676

1,864

2,060

2,698

2,532

3,089

2,157

1,550

1,627

1,640

1,642

1,654

1,642

3,697

3,304

3,335

3,168

2,279

2,603

3,131

2,535

2,736

2,900

3,612

4,920

5,963

6,257

6,889

5,207

2,373

2,642

3,295

3,189

3,809

2,690

1,839

1,904

1,914

1,929

1,942

1,928

(注)1. 株主数は各年10 月末現在

2. 従業員数は各年3 月末現在

ただし昭和20 年は11 月末現在



損 益・利 益 率・配 当 率 の 推 移 昭和3 ―31 年

期別

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

年 度
払 込

資本金
利益金 利益率 配当率 期別 年 度

払 込

資本金
利 益 金 利益率 配当率

%
8

8

8

8

8

8

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

20

20

20

20

20

20

20

20

16

16

16

昭和3 下

4上

下

5上

下

6上

下

7上

下

8上

下

9上

1 下

110 上

下

11上

下

12上

下

13上

下

14上

下

15上

下

16上

下

万円
1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,500

1,500

2,000

2,000

2,000

3,000

3,000

3,000

千円625

829

645

643

324

21

0656

日274

日72

0

86

0

307

370

516

581

589

579

568

624

677

1,020

967

757

1,286

1,408

1,499

%
10.4

13.8

10.8

10.7

5.4

0.4

(-)10.9

04.6

(-)1.2

0

1.4

0

6.1

7.4

10.3

11.6

11.8

11.6

1工.4

9.2

9.0

10.2

9.7

7.6

8.6

9.4

10.0

%
9.5

13

1.0

10

5

0

0

0

0

0

0

0

5

7

9

10

10

10

10

8

8

8

8

8

8

8

8

28 昭和17上

291 下

3018 上

311 下

3219 上

33: 下

3420 上

35 下

3621 上

37 下

3821
下~

23下

3924 上

40 下

4125 上

42 下

4326 上

44 下

4527 上

46 下

4728 上

48 下

4929 上

50 下

5130 上

52 下

5331 上

54 下

万円
3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

3,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

20,000

20,000

20,000

20,000

千円
1,427

1,341

1,295

1,407

1,463

1,400

1,401

02,790

(-)2,939

994

4,151

(-)16,337

1,655

2,947

4,902

6,775

30,548

36,701

31,398

28,743

36,211

32,864

42,577

40,357

15,953

31,504

43,073

%
9.5

8.9

8.6

9.4

9.8

9.3

9.3

(-)18.6

019.6

11.8

6.2

(-)32.7

3.3

5.9

9.8

13.6

6L1

73.4

62.8

57.5

72.4

65.7

85.2

56.0

16.0

32.0

43.0

(注)1. 利益金は税引後の利益金を示す。

2. 決算期は次の通 りである。

第37 期は昭和21 年5 月1 日～同年8 月10 日

第38 期は昭和21 年8 月11 日~23 年10 月31 日

その他は4 月・10 月決算



第2 節 技 術 と 生 産

川崎車輛における車両製作の歴史は、50 余年の長 考に及んでいる。 明治

40 年(1907) 、客車・電車・貨ヰ£の製作を開始したのがその始まりで、同44 年

には最初の蒸気機関車を製作した。

その後、 技術の進展に伴い大正7 年(1918) には自動車、 同13 年(1924)

には電気機関車、昭和4 年(1929) にはバス車体・内燃動車、 同6 年には内

燃機関車、同7 年には「六中号」 トラック、翌8 年には「六甲号」 乗用車と

逐年製作分野が拡がり、 現在あらゆる種類の車両を製作し得る国内有数の車

両会社として生長した川崎車輛の苦難に満ちた今日までの歩みは、 そのまま

わが国における車両製作技術の発達史でもある。

車 両 製 作 実 績 明治40 一 昭和30 年

両数

車 種

蒸気機関車

電気機関車

客 車

電 車

内 燃 動 車

貨 車

明治40～大正9 大正10～昭和2

実両数| 換算両数

昭和3 ～201 昭和21～30 合 計

実両数 換算両数 実両数 換算両数. 実両数 換算両数 実両数 換算両数

653 518.55 596 511.70 1,844 1,829.00 127 115.50 3,2202,974.75

175153.040 0 27 19.10 97 82.45 51 51.49

(550) 1,001 1,014.40 881 1,001.90 400 492.452 濟)2,508.75

(190) 460 367.20 1,123 1,006.85 558 624.70 ≒詣)⊃・998.75

0 0 0 0 135 168.10 73 80.90 208 249.00

27,754.30(2,200) 3,217 3,902.10 12,154 16,439.70 4,587 7バ12.50 19,958(2,200)

(注)1. 換算両数は基準車換算両数を示す。

基準車とは、蒸気機関車はD51 形、電気機関車はEF10 形、客車・電車・内燃動車はオハ

形3 等客車、貨車はトム形無蓋車である。

2. 上表の() 内は推定両数を示す。

l. 蒸 気 機 関 車

(1) 兵 庫工 場 時 代 …… 明 治44 ～ 昭 和2 年

明 治44 年(1911) 、 兵 庫 分 工 場 に お い て 初 め て 機 関 車 を 製 作 し た が、 こ れ

は 鉄 道 院 向 け2B 形 飽 和 蒸 気 式 テ ン ダ ー機 関 車6700 形 式 第6704 号 であ っ た。

こ れ を母 形 と す る6750 形 式 。6760 形 式 を、 大 正2 年(1913) か ら 同7 年

(1918) に わ た っ て 数 多 く 製 作 し た。 そ の一 部 はB50 形 式 に 改 造 さ れ、 最 近



まで兵。庫・和田岬 間を 走ってい た。

次いで 明治45 年(1912) には、9550 形式1D 飽和式 テンダ ー機関車 。9580

形式1D 過熱式テン ダー機関車 をそれぞれ12 両製 作し た。これら の両。形式は

9600 形式1・|。)機 関車の母形 となった もので、 技 術・材料の面でい ずれも始業

期のきびし い試練を 経て完成し たものであ った。 それにもかか わら ず、 その

性能 がきわめて優秀であ ったこ とは、 大正2 年(1913) 、 鉄道院から 寄せら

れた次の一 文によって も知 るこ とがで きる。

株式会社川崎造船所は明治43 年当院注文の機関車お よび炭木車を製作納

入し、 その成績良好にして外国製に比し遜色なきのみならず、 最近納入の

ものにあっては、 むしろ外国製 よりも優れりと認められる点少なからず‥.

………( 後略)

大正2 年(1913) 末から製作を始めた9600 形式貨車用機関車は、 大正前

半期の代表的なもので、 鉄道院が欧米諸国から輸入した機関車の特長を取り

入れ、 わが国の鉄道状況に適応するように改めて設計したものであった。 第

1 次世界大戦時に、空前とも称せられた輸送量の激増に対処して、 その卓越

した能力を十分に発揮した。 この形は、 大正15 年(1926) までに外地および

私鉄用を含めて705 両を製作した。 これと前後して製作したものに、4110 形

式E 形山地用タンク機関車39 両がある。

また、 大正8 年(1919) から同14 年(1925) にかけて、 急行および普通

客車用の8620 形式機関車89 両を製作し、 大正12 年(1923) から昭和6 年

(1931) にかけては、9900(n50) 形式ID1 機関車204 両を製作した。

9900 形 式 は、 昭 和

10 年 にD51 形 式 が 現

わ れ る ま で は、9600 形

式 に 代 っ て わ が 国 の 代

表 的 な 貨 車 用 機 関 車 の

地 位 を 占 め て い た。 大

正13 年(1924)7 月 に

製 作 し た 第9912 号 は、

1,000 両 日 に 当 る記 念

機 関 車 で あ る。
鉄道院9600 形蒸気機関車( 大正2 年)



大陸向け機 関車

とし ては、大正12

年(1923) に初 め

て中国山東 鉄道の

1D 形4 両、 満州

吉長鉄 路の1.D1 形

2 両、 鮮鉄 の2C

1 形6 両 を製作し

た。 この うち吉 長

鉄路向け のものは

わが国で設 計し た最初 の輸出 大形機関 車として知ら れている。続いて大正13

年から昭和3年(1928)にかけて、満州のとう昂・吉長・呼海・吉敦の各鉄路

お よび満鉄・鮮鉄向 け等に11)1 ・IC2 ・1D ・2C1 ・2C の各形式48 両を製

作し た。

私鉄お よび産業 用としては、 明治44 年(1911) から 昭和3 年(1928) に か

けて、 南隅 軽鉄お よび河 東・湊・佐久・芸 備・竜ケ崎等の 各鉄道 向け13 ～40T

の タンク機 関車計13 両を、また内 務省( 土木局) ・ 台湾総督府( 阿里山事業

所) お よび林本源・帝国 ・台湾・大 日本の各製糖 会社向け13T 軽便機関車計

15 両 を、そのほか 佐世保工廠向 け機関車形 クレ ーン1 両、 川崎造 船所用小形

機関車2 両を製作し た。

鉄道省9900 形蒸気機関車‥.第1,000号( 大正13 年)

鉄道省C55 形蒸気機関車( 昭和11 年)

(2) 川崎車輛設立から第2 次世界大戦終了まで………昭和3～20年

川崎車輛が独立した昭和3 年(1928) から同11 年(1936) ごろまでは、 世

界的な不況の時代であり、 恐慌のため需要も少なかったが、この経済情勢に

即 応 し た 大 小 各 種 の

新 形 機 関 車 を 製 作 す

る 温 床 と な っ て 、C

10 ・C11 ・C12 ・

C50 ・C53 ・C54

C55 ・C56 ・C57

お よ びD51 な ど の 諸

形 式 を 生 ん だ 。 昭 和



12 年から同19 年(1944) ごろまでは、主要形式のD51 ・C59 を主として製

作したが、 終戦前にはD52 形式の量産に全力を集中していた。これらの形式

のうち、 おもなものをあげると次の通りである。

国 鉄 主 要 機 関 車 製 作 実 績 昭和2 ―20 年

年 次 形 式 種 別 |両 数| 備 考

昭和2 ～5 C53 2C1 形 急行重客車用3 気筒機関車 50

C55 形の一部は流線形

D51 形の約2 割性能向上

3～5 C50 1C 形 軽貨・客車用テンダー機関車 33

6～18 C54
C55
C57

2C1 形 急行客車用テ ンダー機関車 115

7～15 C11 1C2 形 軽 客車用 タンク機関車 88

〃 C12 1C1 形 〃 57

10～19 D51 1D1 形 重貨車用テンダ ー機関車 236

13 ～18 C58 1C1 形 中形貨・客車用テンダ ー機関車 204

16～18 C59 2C1 形 急行客車用テ ンダー機関車 42

19～20 D52 1D1 形 戦時形重貨車用機関車 73

合 計 898

(注) 両数 の一部に外地お よび私鉄向けを含む。

大陸向け機関車は、 昭和3 年(1928) から同5 年にかけて満鉄の3 気筒1

D1 形3 両、 鮮鉄の1D1 形3 両、さらに東支鉄道の1E1 形1 両を製作した。

この東支鉄道のIE1 形は、 軌間5ft(1,524mm) ・重量約125T のタンク機関

車で、 川崎車輛が製作した機関車のうち当時最大のものであった。

満州建国を契機として、 昭和8 年(1933) から同20 年(1945) までに満鉄

・鮮鉄を初め、中国の華北交

通・華中鉄道および朝鮮の京

春・平北の各鉄道のほか、 中

国同蒲鉄路・満州林業公司等

車両の種類も十数種を数える

大量の機関車を製作した。 昭

和9 年10 月製作の満鉄向けパ

シナ形第979 号は、1,500 両

日の記念機関車である。

これらのほか、 昭和11 年東支鉄道 蒸気機関 車( 昭和5 年)



(1936) に は、シャ ム国( 昭

和14. タイと国 名改称) の

国鉄 へ初 めて1D1 形2 両

を輸出し て好評を一博し、 続

いて同形式 の ものを、同1.3

年に2 両、 同18 年(1943)

には6 両を それぞれ輸出し

たC

満鉄 パシナ形蒸気機圏車・‥第1,500号( 昭和9 年)

大 陸 向 機 関 車 製 作 実 績 大正13 ― 昭和20 年

年 次 注 文 主 形 式 両 数, 備 考

大正13～ 昭和14

i

鮮 鉄 パ シ シ70

|

客車用機関車

機関車重量約93T

炭木車重量約68T

昭和3 ～14 〃 ミ カ サ13

貨車用機関車

機関車重量約93T

炭水車重量約66T

8～18 満 鉄 パ シ ロ1187

客車用機関車( 華北・華中向けのものも含む)

機関車重量約100T

炭水車重量約73T

|
|
|

〃 〃 ミ カ イ 264

貨車 用機関車

機関車重量約104T

炭水車重量約58T

9～10 〃 ミ カ シ:11

最大級 の貨車用機関車

機関車重量約125T

炭水車重量約76T

i ・9;8

グl ノく シ ナ
111

大連・新京問超特急「あじあ」牽引用

機関車重量約120T

炭水車重量約84T

11 〃l マ テ イ3

川崎車輛製作の最大の機関車

機関車重量約126T

炭水車重量約85T

15～18. 鮮 鉄 パ シ コ36

鮮鉄最大級 の客車 用機関車

機関車重量約119T

炭木車重量約86T

一一一

18 ～20 〃 マ テ ニ34

大形貨車用機関車

機関車重量約113T

炭水車重量約79T



軍用・私鉄用・産業用機関車は、昭 和3 年(1928) から同11 年(1936) に

かけて、15 ～42T タンク機関車をわずか17 両製作したに過ぎなかったが、

同12 年以後は、軍用を初め鉄鋼・石炭増産用機関車の注文が澂増し、昭和20

年(1945) までに計133 両を製作した。 このうち軍用のものとしては、 特殊

な機構と性能をもつK1 ・K2 形式5 動軸軽便機関車48 両、GT.K 形式軌間

可変機関車1 両、 計49 両を製作した。 そのほか、 昭和12 年(1937) 製作の呉

工廠向け21T 無火機関車1 両、同16 年の日本製鉄向け30T 無火機関車4 両

は異色あるものである。

終戦直前、 空襲によって工場が被爆したため、 機関坤:の製作は殆ど不可能

となった。 特に大陸向け機関車は、 たとえ製作を完了しても、これを輸送す

るすべがなく、 いたずらに工場をふさぐばかりの状態となった。 一方、 艦載

機攻撃による列車の被災は激増し、 鉄道省は、 その修理復旧を急務としたの

で、機関車製作部門は、昭和20 年(1945) 初頭から、被災機関車の復旧に主

力をそそいだが、 まもなく終戦を迎えたのである。

運輸省C62 形蒸気機関車( 昭和23 年)

(3) 戦後 復興時代 ……11召和20 ～31 年

昭和20 年(1945)9 月に戦後 最初のC59 形式32 両の製作 を受 注し。、 翌21

年5 月 には、 その第1 両 を完成、同22 年10 月 にその残余 の製 作を完了し た。

次い で同23 年(1948) に、 戦後の 新形式C62 形15 両を製作し た。 こ のころ、

国鉄 は機関車 の電 化 もし くはディ ーゼル化を決定し たため、 以後は国 鉄向け

蒸気機 関車の製作 をれ切 り現在に至 ってい る。

戦前 の仕掛 りとな ってい た ミカイ形・ マテニ形数両 と、 そのボイ ラ数缶を

朝鮮に 送った のは終 戦直後であ ったが、昭 和22 年には ミカイ形5 両、 マテニ

形1 両を、さら に同25 年 には、朝鮮動 乱に よる米 軍特需 とし て、 ミカ イ形12

両を三 たび朝 鮮に送っ

ている。

昭和23 年(1948) に

は、 ソ連サ ガレン鉄道

向け とし て国鉄D51 形

式7 両を、同24 ・25 年

には タイの国鉄に1D1

形・2CI 形 各10 両を、



同29 年(1954) には、 インドの国鉄に2fi6in(762mm) 軌間用ZE 形1D1 機

関車10 両をそれぞれ輸出した。

私鉄産業用としては、 昭和24 年(1949) に国鉄C11 形式2 両を片上鉄道

に、25Tc 形3 両を日本鋼管に、 同形式2 両を川崎製鐵にそれぞれ納入し、

同28 年には、25TC 形3 両を川崎製鐵に納入した。

2・ 電 気 機 関 車

(1) 大正末期から第2 次世界大戦終了まで………大正13 ～昭和20 年

大正11 年(1922) ごろ、 鉄道電化の進展に伴い、 国有鉄道電気機関車国産

化の議が起こり、当工場では川崎造船所電気部と協同研究を進め、 同13 年、

最初の電気機関車として、 富士電軌向け5T ・50HP の軽便電気機関車3 両

を製作した。 引続き昭和6 年(1931) までに、 日本電力・満鉄撫順炭砿・伊

勢鉄道・上田温泉鉄道・吉野鉄道・東横電鉄・伊賀鉄道・小田急電鉄・富士

忘 れ 得 ぬ こ と ど も

岡 村 馨

明治45 年 に私が入社し たころは、 さきに

川崎 が初めて作った蒸気機関車の改良型 を

引続いて製作していた。 この機関車には、

松方 社長がシュ ミットとの技術提携 によっ

て導 入した、 わが国で初めての蒸気過熱装

置を取付けたが、 これは今日までながく機

関車過熱装置の基礎をなしてきた。

川車は川崎 造船所の分工場の時代から、

新しい技術 を積極的にとり入れることに努

めてきたが、 そのためには 一年中研究に次

ぐ研究で、 追っかけら れ通しであっ た。

H 本電力庄川発電所( 富山県) 用の25 ト

ッ電気機関車4 両を、 渇水期の工事 に是非

間に合わすようにと言われ、4 ヵ月間、 夜

を日につぐ突貫工事で完成したことが信用

を得て、 昭和製鋼・富士身延鉄道などから

矢つぎ早に注文が殺到し、 工程のや り繰り

に嬉し い悲鳴をあげたこともあっ た。

大正12 年には大陸に初めての大形蒸気機

関車 を送り出し たが、 吉長鉄路向けの4, の

は日本で設計し た最初のものだけに、 「川

崎の車両製作技術の信を海外に問うのだ」

と言う気概で、 みんなで結東して仕事にガ

ッチリと取 り組んだ。

電気機関車は小倉( 淑成) さんの協力を

得て、 大正13 年から昭和2 年にかけて撫順

炭砿向け重量73 トンのもの3 両を作っ た。

続いて国鉄のEF52 形を手がけたが、 苦労

の連続で、 その間、 月日の経つのもわがら

なかった。

ディ ーゼル機関車では、 昭和6 年の八幡

の150HP と同11 年 の 国 鉄の600HP 機関



身 延鉄道・武蔵 野鉄道・満 鉄甘 井子

埠頭等 のために10~73T の機関車

33 両を製作した。

その後、 昭和10 年(1935) から同

19 年 までに、鉄鋼・石 炭増産 用 の8

~85T の大小機関 車計36 両を製作

し て、 日本製 鉄 。日本 鋼管・ 日本化

成・昭 和製 鋼・満州炭 砿・満 鉄撫順

炭砿等に納 入し た。

鉄道 省向 け として は、 昭和3 年

(1928)7 月、 わが国最初 の国 産幹線客車 用機 関車E:F527 号を製作して以

来、 第2 次世 界大戦の終 りまでに、EF52 ・EF53 ・EF55 ・EF56 ・E

F57 ・ED16 ・ED42 ・EF10 ・EF13 の各形式お よび4 ・6 ・7T 蓄電

池 機関車、 合 計51 両 を製作納入し た。

富士電気軌道5T 電気機関車( 大正13 年)

車とにはずい ぶん苦労した。 昭和4 年 に塩

江 温泉鉄道、 同6 年に江若鉄道のガソリン

カ ーを手がけたことも、 忘 れ得ぬ思い出で

ある。 と言うのは、 前者では輪心が車軸か

ら拔け出して手こずったし、 後者では試迎

転のときに推進軸が臨界速度をこえて飛ぶ

など、 神経 もすり減るような心労を味 わっ

たが、 それも今から思えば貴い体験であっ

た。

電車の軽量化 と乗心地改善の要望に応 え

て、 オール・コイルバネの台車を上毛電鉄

に納めた時は、 車体強度について監督局係

官と意見が合わずもめにもめた。 ついに現

地で荷重試験を行なうことになったが、 万

一このラ ストに敗れたらという心配 が大き

かっ ただけに、 こちらの主張 通りの結乗が

出た時 の嬉しさは、 とうてい言葉では語れ

ぬものがあっ た。

こうして大正初期における機関車の草分

けとも言うべき試作時代から今日までに、

内燃機関・自動車等あらゆる種類の車両を

手がけることができたのは、 技術者として

本当に幸福であっ た。 入社以来今日まで技

術に明け技術 に暮れたが、 圭角の多い私に

多くの先y112を初め多くの方々が、 並々なら

ぬ庇護を与えて下 さっ たことを、 今更のよ

うにおりがたいと思わずにはいられない。

(もと川車常務取締役)



鉄道省EF52 形電気機関車( 昭和3 年)

鉄道省ED42 形電気機関車( 昭和9 年)

EF52 形は メーカ

ーと鉄道省 との最初

の協同設計 になるも

ので、 そのこ ろ最新

鋭と称 された輸入機

関車EF50 形に まさ

る性能を 持ち、 その

後製作 された各形式

機関車 の基礎設計 と

なっ たものであ る。

EF53 形は、TE:F52 形 の設計を改善し、さら に速度を向上 させたもので、

昭 和7 年(1932) から同9 年にかけ て製作し た。EF55 形は、急 行客車用 と

して当時 流行の流線形 を取り入れ、 機 関車前頭部 を流線形にし たもので、 同

11 年(1936) 、1 両だけ を製作し た。

EF56 形は
、EF53

形に列 車暖房用 の重油 だき・竪形蒸気 缶を取付け たも

ので、昭和12 年(1937) から同15 年 にわたって製作し た。EF57 形は、E

F56 形の出力1,350kW を1,600kW に引 上げ た もの で、昭 和16 年(1941) から

同18 年にかけ て製作し た。

ED16 形は、 凖幹線ま たは支線に広く使 われた機関車で、 重 連運転 がで き

る特 色を もち。昭 和9 年(1934) に製作したED42 形は、信 越線 横川 。軽井 沢

間 に使用され るい わゆ るアプト(Abt) 式 機関車であ り、その後昭和11 ・12・19

年 と同20 年(1945) とに製 作し た。

EF10 形は、幹線

貨車用機関車として

EF53 形の約2 倍の

牽引力を持っていた。

昭和19 年(1944) に

製作したEF13 形は、

いわゆる戦時設計の

幹線貨車用機関車で、

性能はEF10 形の出

力と速度を向上させ



たEF12 形と同様であ るが、極度に資材・ 工数を節減し、 終戦直 前に1 両だ

け 製・作し たが、 戦後は機 器類 を更新し、新しいEF13 形 として生 れ変 ってい

る。

国鉄EF15 形電気機関車

(昭和26 年)

国鉄EH10 形電気機関車

(昭和29 年)

(2) 戦後復 興時代 …… 昭和20 ～31 年

終戦後、 昭和31 年(1956)3 月末 まで に製作し た機関車51 両 は、その大部

分 が国 鉄向けEF15 ・EF58 ・EH10 の各形式であ った。 この うち、EF

15 形 は、 標準貨車 用機関車 であ り、また、E:F58 形は、標準客車用 の機関車

であって、 ともに、 戦後の

新設計により、 戦時色を全

くぬぐい去ったもので、 昭

和21 年(1946) 以降現在に

至るまで、製作を続けてい

る。

EH10 形は、8 軸・8 電

動機を備え、 これを4 電動

機ずつ2 車体に分けて永久

連結したもので、昭和29 年

(1954) にその第1 号車を完

成、引続き製作して現在に

至っ てい る。 もと もとこ の機 関車は、

東海道線急 行客 車の ダイ ヤを乱さ

ないよ うに とい う目的から、 特

に関ヶ 原の長い勾配区 間

の急行貨車に配 備された

高速度貨軍 用機関車であ

った。これをEF15 形 と

比 較す ると、 出力・ 速度

ともにお よそ30% 増し と

なってい るほか、 各部 に

新構想・新 機軸が盛ら れ

てい る。



現在、EF15 ・EF58 ・EH10 の各形式の製作を引続き行なっており、

最近ではさらに高性能のED60 形・ED61 形の製作へ進んでいる。 最近決

定した国鉄5ヵ年計画によると、電気機関車の新造予定数は約800 両に及び、

電化の進展に伴って、 電気機関車製作の前途は洋々たるものがある。

産業用機関車としては、 昭和24 年および同31 年に三菱化成向け20T 機関

車各1 両を製作したにとごまる。

鉄道省600HPDD10 形ディーゼル電気機関車( 昭和11 年)

試作1,200HPDF40 形ディーゼル電気機関車( 昭和31 年)

3. 内 燃 機 関 車

内燃機関車の製作は、 昭和6 年(1931) の八幡製鉄所向け150HP ・23T 機

械式ディーゼル機関車と、 帝室林野局向け4T. 軽便ガソ!Jン機関車とに始ま

り、神戸市中央市場向け10T ディーゼル機関車、 鉄道省向け10TDB10 形

ディーゼル機関車なごを経て、 同11 年(1936) の鉄道省向け600HP ・71T

DD10 形ディーゼル電気機関車と続いたが、いずれも少数にとどまった。 そ

の後、時局緊迫のため製作は中絶したが、 戦後ふたたび研究を開始して、 昭

和28 年(1953) には 介 敷

市 交 通 局 向 け300HP ・30

T 液 圧 式、 日本 鋼管 向 け

210HP ・30T 液 圧 式 を、

同31 年(1956) に は 倉 敷

市 交 通 局 向 け460HP ・30

T 液 圧 式、 台 糖 向 け180

HP ・20T 液 圧 式 を それ で



れ製作し た。 同年、1,200HP ・75T ディ ーゼル電 気機関車1 両 を試作した

が、 これは国 鉄に借 り上げ られ、DF401 の呼称 のも とに現在四国土 讃線に

活動中 であ る。 同 車は、 その機関 と電 気部品 とを川 崎重工業 が分 担製作し た

とこ ろの川崎一貫製品 であっ て、3 軸台車2 個を備えてい る。 なお 最近は、

国 鉄本線用標 準機 関車1,400HP ・電 気式DF50 形 と入替 用標準機関車800HP

・ 液圧式DD13 形の製作に 進んでい るが、 これら ディ ーゼル電気 機関車はや

がて蒸気機関車 に代り電気機 関車と肩を並 べるに至るであろ う。

播旦鉄道2 ・3等合造蒸気動車( 明治44 年)

清国江西鉄路3 等荷物合造車( 明治43 年)

4. 客 車

客車 の製作は明治40 年(1907)9 月 に始ま り、 製作 車種は主 として2 等車

・3 等 車・ 郵便車お よび手荷物車 で、 多 くは鉄道院向 けであっ た。 このほか

にも
、1

・2 等合造車や播

但鉄道向け蒸気動車の製

作かおる。なお明治43 年

には輸出車両第1 号とし

て、 清国江西鉄路向け鋼

製客車を製作している。

大正10 年(1921) から

同15 年(1926) までの製

作車両は、 その殆どが鉄



道省向けで、私鉄向けは同14 年博多湾鉄道の2 軸3 等車4 両のみである。 昭

和2 年(1927) から同7 年(1932) までは、 鉄道省向けの2 等車・3 等車の

製作を主とし、 かたわら、 同3 年以後は食堂車と2 等寝台車を、 同7 年には

わが国最初の3 等寝台車を製作した。

鉄道院向け客車の2 軸ボギー車は、明治 一大正時代を通じて長さ17m の木

造車であったが、 昭和3 年(1928) に至り、初めて長さ20m の鋼製車に改め

られた。 これは、当時長形客車と|呼ばれ、 昭和30 年(1955) 、 軽量3 等客車

ナハ10 形が出現するまでの基礎設計となった。

昭和8 年(1933) から同18 年(1、943) にかけては、 鉄道省向けのほかに、

外地向けの車両も多数製作した。 その種別は次の通りである。

鉄道院1 ・2等合造客車C 明治44 年)

客 車 製 作 実 績 昭和8--18 年

注文主1 鉄 道 省U 尚 鉄 鮮 鉄 華 北 交 通 台湾鉄道部 華 中 鉄 道 北寧鉄路局 合 計

両 数2962C012140'13,11 4 685

2 等車 主として3 主とし て33 等車26両

車3 等車 等車ほかに 等車お よび2 等食堂車

2 等寝台車2 等食堂車 郵便手荷物,14 両

食堂車14 両 車、1 等車.

種1 両、2 等

寝台車5 両

3 等車2 等寝台車) 等車

9両 、1 等|

車2 両

こ のう ち、 昭 和14 年(1939) 以降 の製品 には、 資材 統制のた め鋼材・銅合

金の使用 を節約し、 加工 度を引下げ たものが多く、 一 部には、 車室内 の家 具

を鉄製化 または ベ ークライト 化し た ものも現われた。昭 和16 年から翌17 年に

かけ て製作し た華北 交通向け ハ2 形3 等車は その著し い例で、 外妻なし の オ



ープン・デッキとなり、 台車もプレス台伜を用いたきわめて簡単な構造であ

った。

そのうち筒色あるものとしては、昭和15 年から同17 年にわたって製作した

華中鉄道向け2 等寝台車および1 等車がある。 これは鉄道省の設計になり、

上海・南京問の軍用

満鉄3 等客車( 昭和9 年)

華北交通3 等官車( 昭和16 年)

国鉄3 等寝台車

(昭和31 年)



終戦後は、国鉄の集中発注によりスハ43 形3 等客車46 両を製作する一方、

木造客車の鋼体化を行い、さらに、 タイ向け客車・寝台車46 両および台湾向

け3 等客車50 両を製作輸出した。

昭和30 年(1955) に試作したナハ10 形軽量3 等客車を筆頭に、翌31 年に

はナハ10 形3 等客車お よびナハネ10 形3 等寝台車を量産した。 この形は、

今後の客車の標準形となるものである。

5. 電 車

(1) 始業から第2 次世界大戦終了まで………明治39 ～昭和20 年

電車の製作は、 客車と同じく明治40 年(1907)9 月に始まる。 明治年間に

南海鉄道、箕面有馬・博多・嵐山・岡山の各電鉄と、 兵庫・高松および九州

の各電軌のために電車車体を製作している。 明治から大正末期にかけての車

体の構造は、一般に初期のものは全木造、 中期のものは台枠だけが鋼製でそ

の他は木造、後期のものはこれにさらに鉄骨をつけ加えるといったふうのも

のであった。 そうした中にあって、 当工場は大正12 年(1923) 、 早くも半鋼

製車体を製作して神戸市電に納入した。

南海鉄道 電車( 明治41 年)

大正14 年(1925) には、電気機関車と同様に電車の川崎一貫製作が実現

し、 伊賀・伊勢・吉野の各電鉄、 旭川軌道にはこの製品を納入して好評を愽

した。

同年以後は、電車の大形化・高速化に伴い、 車体構造は一般に半鋼製を標

準とするようになったが、当工場はここでも一歩先んじて、 全鋼製車体を試

作して阪急電鉄に納入し、 引続いて同15 年から昭和7 年(1932) にかけて、

全鋼製電車を同電鉄に連続納入した。 昭和10 年(1935) までに製作した全鋼



製車 の納 入先は、 西武・豊川

・武蔵野 。吉野の各鉄道、 長

野・新京阪・ 京阪・阪和の 各

電 鉄、 九州電 軌、 満 鉄お よび

大阪 ・東京の 各地下 鉄とい う

ように広い範匳1にわたってい

る。

神戸市交通局 半鋼製電車( 大正12 年)

鉄道省電車

(昭和2年)

大正末期から昭和初期に至る期問は、電気鉄道の躍進時代で、 各私鉄から

は大形高速電車の受注が相次いだ。このうち、大正15 年(1926) の阪急電車、

昭和3 年(1928) の新京阪電車、 同4 年の阪和電車・参宮急行電車などは、

車体の長さ17~20m の大形電車で、 いずれも時速120]im を誇る優秀車であ

った。 ほかに、 鉄道省向け電車の製作があるが、 これは昭和2 年(1927) か

ら開始した。

昭和12 年(1937) ごろまでに製作した電車のうち、異色あるものをあげる

と次のようである。

大 正12 年 吉 野 鉄 道 電 車………当工場最初の1,500V 電車

同13 年 南 海 鉄 道 付 随 車………当時、他に類例のない喫茶室付指定席車

ダ 神 戸 市 電I 形 電 車………わが国最初の半鋼製ボギー電車

同14 年 阪 急 電 鉄 試 作 車………わが国最初の全鋼製電車 ドアエンジ ン付

昭 和3 年 上 毛 電 鉄 電 車………新構想のコイル・バネだけの防振 台車を使用

ダ 京 阪 電 鉄 電 車………わが国最初 のロマンス・シート電車



昭和3 年 新 京 阪 電 鉄 貴 賓 車………昭和大典後、京阪地方で行われた大演習に御召

車として製作

同5 年 大 阪 鉄 道 台 車…………最大心皿荷重20T のボルトツイン台車を一時

に120 台車製作 同時に製作した車体25 両の

うち、3 両は関西で最初の郵便室付電車

〃 阪 急 電 鉄 電 車………わが国最初の幅広貫通路をもつ2 両固定編成電

車

〃 参宮急行電鉄 電 車………関西最初の便所水揚装置付の電車

同8 年 大 阪 地 下 鉄 電 車………大阪地下鉄第1 号車 わが国最初の駅名表示器

と車内放送装置を装備

〃 帝 都 電 鉄 電 車………川崎車輛最初の一体鋳鋼台車を使用

同9 年 箱根登山鉄道 電 車………カーボランダム・ブレーキ付ブラウン・ボベリ

ー形台車を付け、車軸端に過速防止のため調整

器を装備

同10 年 金 剛 山 電 鉄 電 車………零下30 の゚朝鮮金剛山の中腹まで登る電車 耐

雪・耐寒設備を施工 客室のほかに荷物室・郵

便室・便所があり、ヘッド・ライト3 個、パン

タ2 個、空気溜を屋上に設備

同11 年 鉄 道 省 流線形電車………モハ52 形2 両、サロハ46 形・サハ48 形の4

両固定編成 国鉄電車として最初のコロ軸受を

使用 阪急・新京阪のスピードアップに対抗し

て、神戸・京都間の急行用に使用

〃 京 都 市 電 トロリーバス………600V65HP のモーター1 個を備えた50 人乗り

同12 年 南 海 鉄 道 電 車………わが国最初のベネシアン・ブラインドと半間接

照明を採択

昭 和13 年(1938) 以 後 は い わ ゆ る 戦 時 設 計 と な り、 私 鉄 向 け 電 車 は 大 都 市

の通 勤 者 輸 送 用 に 限 定 さ れ た。 運 輸 省 向 け の電 車 も同 様 で、 同19 年(1944)

に は、 戦 後 量 産 し た モ ハ63 形 ・ クハ78 形 の 原 形 に な る電 車10 両 が 作 ら れ た。

始 業 以 来 昭 和19 年 ま で に、 外 地 に 輸 出 し た電 車 をあ げ る と次 の 通 りで あ る。

大 陸 向 電 車 製 作 実 績 明治39 一 昭和19 年

年 次
..............

明 治39 ～昭 和3

注 文 主 車 種. 両 数

0

昭和41 撫 順 炭 砿 郊外用120 人 乗電車12

7 〃 〃 2

101 金 剛 山 電 鉄 3 等郵便・荷物合造電車 1

12 京 城 電 気 市街用低床ボギー電車

〃

5

19 大 連 都 市 交 通 10

合 計 20



(2) 戦後復興時代……昭和20 ～31 年

終戦後、電車は車形・構造ともに目まぐるしく変転した。 国鉄向けでは、

昭和20 年(1945) から同23 年(1948) にわたるモハ63 形の量産が終ると、間

もなく同25 年、湘南形電車の出現となり、さらに現在は高性能電車モハ90 形

の量産に移っている。

私鉄向けでは、昭和21 年(1946) から同25 年までの戦災復興増車の時代か

ら脱し、同28 年(1953) には高性能・低床連節車の出現となり、 現在では小

田 急電鉄向け 超特急 車、 阪神電

鉄向けジ ェット・カ ーが代表

する超軽量・高速車へと進

展しつつある。

輸出向けでは、昭和30年

(1955) のアルゼンチン向

け電車40 両、ブラジル向け

電車36 両などと市場を拡大

した。

神戸市 電車( 昭和29 年)

国鉄 湘南形電車( 昭和25 年)



アルゼンチン国鉄電車( 昭和31 年)

戦後の変転を設計・構造面から見ると、 昭和23 年(1948) には防振・防音

OK 台車の誕生を見、 同27 年(1952) ごろからは、送風機による室内強制通

風・金属窓枠の採用、車体不燃性の強化、 台車・車体の軽量化および近代化

というように、 相次いで改善が行われている。

小林 一 三 さ ん と オ ール・ スチ ール・カ 一

下 田 文 吾

川崎車輛が川崎造船所兵 庫工場と呼 ばれ

ていた大正11 年頃、 私は客車や電車は人命

を預かる重要な車だから、 いつまで も旧来

通りの脆弱な木造の車体ではいけないと考

え、 阪急電鉄 社長小林一三 さんに、 オール

・ スチール・カー製作の英断 を求めたこと

があっ た。

兵庫工場では、 既にこのことは相当研究

が進んでいて、 セミ・スチール製のボギー

電車は、 神戸市電の要望で大正12 年製作納

入したが、 わが国では最初の製作 なので大

変評判がよかっ た。

その後、 私が乗国に行った際、 ペンシル

バニアで乗った客車が オール・スチール・

カーであっ て、 車内に 「この車はオール・

スチ ール・カ ーである。 ハド ンン河へ転落

した時で も、 死者は一人 もなかったのは、

オール・ スチ ール製であったからこそであ

る」 と書いてあった。 帰朝後、 私が小林さ

んに伝えたこの話は、 阪急でオール・ スチ

ール・カーを作る決定打となっ た。

小林社長から命を受けた私は、 慎重の上

にも慎重 を期し、 再三協議研究を重 ねて、

製作へ進んでいった。 特に、 内部の塗装に

は最 も苦心したもので、11 は普通のペイン

|・塗装、1 は木目の仕上塗装にして、 小林

さんのお目にかけた ところ、 木目仕上塗装

と決定して正式に受注した。大正14 年 のこ

とで、 わが国では最初の企画であった。

このオール・ スチ ール・カーの完成は、

車両関 係の業 界に大きな話題を提供した訳

で、 阪神電鉄やその他の方面から続々と見

学 に来られる程評判になった。 製作 に当っ

ては、 若しこの第一作で失敗すれば川崎の

名誉にもかかわるし、 オール・スチ ール・

カ ーは永く陽の目を見なくなるか もわから

ぬので、 寝食を忘 れて苦 心したが、 これが

日本のオール・ スチール・カーの先駆とな

ったことは心から嬉しかっ た。

(川車取締役会長)



6、 内 燃 動 車・特殊 車 両

内燃動車は、昭和4 年(1929) 、 塩江温泉鉄道に40 人乗り片ボギー・ガソ

リン動車を納入したのに始まり、同11 年(1936) までに、 鉄道省・南朝鮮鉄

道・台湾鉄道部 。江若鉄道・東横電鉄・播但鉄道その他私鉄に各種形式およ

そ110 両を納入した。 このうち、 鉄道省向けの数両だけがディーゼル動車で

あって、他はガソリン動車である。

昭和6 年(1931) 製作の鉄道省向け電気式荷物室付3 等ガソリン動車は、

当時の最先端を行くものであった。

昭和12 年(1937) から同14 年にかけて製品はしだいに大形化したが、それ

らに装備されたガソリン機関には川崎車輛製作のものが多く、 その納入先は

鉄道省を初め、台湾鉄道部・朝鮮多獅島鉄道・京春鉄道にまで及んでいる。

昭和12 年、鉄道省に納 入したヂ43000 形式および43500 形式は、3 両固定編

成の流線形電気式ディーゼル列車で、24011P ・水平対向形ディーゼル機関2

台を持つ新鋭車であった。

内燃動車の製作は、昭和14 年(1939) 以降一時中止されていたが、同26 年

(1951) 、国鉄向けキハ41500 形機械式ディーゼル動車の製作を再開、同27 年

に南薩鉄道向けキハ42500 形

機械式ディーゼル動車と国鉄向

けキハ44100 ・44200 形電気式

ディーゼル列車を製作した。

塩江温泉鉄道 ガソリン動車

(昭和4 年)

鉄道省 荷物室付

3等ガソリン動車( 昭和10 年)



昭和28 年以降 は、液圧動力 伝達方式

を採 用し て、 羽後 鉄道お よび南沿鉄道

向け150HP ディ'- ゼル動車並 びに国鉄

向 けキハ45000 形 を製作し た。

特 殊車両 としては、 高尾観光( 昭和

24 年) ・ 別府国際 観光( 昭和25 年) の

ケーブル カー、 東 武鉄道( 昭和25 年)

・小田急電 鉄( 昭 和26 年) ・ 岐阜観光

(昭 和30 年) のロ ープウェイ 客車、 第

4 海軍燃料廠( 昭和16 年) ・明治鉱業

(昭和24 年) の炭 鉱用救急車、 三 井金

属( 昭 和27 ～29 年) の鉱山 用

インクライン台車、東京 都( 昭

和29 年) のトロ リー・ バス な

どを製作 し てい る。

東京都交通局 トロリー・バス

(昭和29 年)

岐阜観光金華山ロープウェイ 客車( 昭和130年)

7・ 貨 車

(1) 始業から第2 次世界大戦終了まて`………明治39 ～昭和20 年

貨車の製作は、 明治40 年(1907)9 月に客車・電車の製作と同時に開始さ

れた。大正11 年(1922) には初めての大口民需車両として、 旭石油向け油槽

車お よび有蓋貨車を納入し、翌12 年には小野田セメント向け石灰石運搬車お

よび有蓋貨車を大量に製作した。 同13 年から昭和の初期にかけては、主とし

て鉄道省向け有蓋貨車・無蓋貨車および冷蔵車を多数製作した。

昭和6 年(1931) 。軍の要請によって竹1戦用無蓋貨車の製作を開始したが、

当時製作した軍用弾薬運搬車、液体アンモニア・タンク車は特に注目をひい

た。 その後、同8 年には満州向け大形貨車の大量製作を開始した。



鉄道院 有蓋貨車( 明治43年)

鉄道院 タンク車( 明治44 年)

海軍火薬厰10T 積

液体アンモニア・タンク車

(昭和7 年)

昭和11 年(1936) にはシ

ャムの国鉄に向けて初めて

有蓋貨車100 両を輸出する

とともに、 台湾向け各種貨

車の製作にも当った。

昭和12 年(1937) 以降終

戦時までに製作した貨車は

戦時色が濃厚で、 鉄道省向

けのものは、あらゆる車種

に及んでい るが、 無蓋車・長 物車の製作は特 に多かった。 陸 軍兵器本廠 の発

注 による97 形貨 車は、 同12 年から量産 に 入り終戦時 まで続いた。 昭和18

年(1943) 中ごろ からは、 石炭 の海上輸送を陸上 輸送に切替 えるため、 戦時

形3 軸30T 積無蓋車ト キ900 の量産 を行なった。 民需 では、 昭 和13 年から

同16 年(1941) にかけて、

鉄鋼増産用として日本製鉄

の鉄側車・電動鉱石車を製

作した。



台湾鉄道 部向けに昭 和12 年(1937) から同18 年(1943) にかけ て豚積車・

長 物車・冷蔵車・ ボ ギー無 蓋車お よび有蓋車 を、 輸出 関係では、 シャ ムの国

鉄向け に昭和13 年お よび同18 年 に12.5T 積無蓋 車・25T 積有蓋貨 車を、 華

中鉄道向け には 昭和15 年 から同18 年 にわた り15T 積有 蓋車・30T 積長物車

お よび無蓋 車を製作し た。 従来、 内地 から供給し てい た朝鮮・ 満州 向け大形

貨車は、 こ のころすでに 現地製作に転 換されてい たので、 こ の期間に特に製

作し た ものはなく、 また私鉄向け貨 車の製作 も皆 無であっ た。

(2) 戦後 復興時代 ……昭和20 ～31 年

終戦後、 運輸省 の貨車緊急増備 計画にこ たえ、 乏しい資材 と労力とを もっ

て、 昭和23 年(1948) まで に15T 積有 蓋車ワ ム形式184 両、35T 積長物車チ

キ形式50 両、12T 積冷蔵車レ形式80 両、25T 積冷蔵 車レ キ形式35 両、35T

積ボ ギー無 蓋車ト キ形式35 両、30T 積ガ ソリン・ タンク車タ キ形式25 両 を

製作し た。 その他、 戦時中 仕掛 りとなっていた台 湾向けト タ形式50 両。海軍

向け呂 タン ク車30 両、30T 積 無蓋車ト キ形式30 両 を更生納 入し た。 そのほ

か、同23 年 にはソ連向け30T 積ガ ソリン・ タンク車10 両 と、 大日本紡績向

け30T 積 苛性ソ ーダ・タン ク車 を製 作し た。 昭 和24 年以降、 引続き国鉄向

けとしてあらゆる形式

の貨車を製作し、 化学

産業用お よび電源開発

用私有貨車としては、

15 ～35T 積の重軽油

・薬品その他各種工業

建設材料の輸送用車両

を製作した。
運輸省25T 積冷蔵車(昭和23年)

在鮮米軍15T 積有蓋貨車

(昭和26年)



輸出向 けでは、 朝鮮特需 とし て、 昭和25 年(1950) に45T 積長物車65 両、

8,000ga1 積 ガソリ ンタンク車17 両お よび40T 積有蓋車50 両を、 翌26 年には

2.「t61n(762mnl) 軌間用15T 積ボ ギー有 蓋車30 両を、 同27 年には45T 積長物

車50 両を製作し た。 このほか、同28 年(1953) にはビ ルマの国鉄向け30T 積

材木車50 両を、 同30 年には 同国向け8m315T 積 グランビ ー式土 運車80 両 を、

続いて同30 年から翌31 年にかけて、 インドの国鉄向け とし て同国の 標準 貨

車0 形式22Tft]2 軸無 蓋車1,000 両 を製作し た。

8, 自 動 車 ・ 内 燃 機 関

自動車お よび内燃 機関の製作 は、 大正5 年(1916) 、まず軍用4 輪ト ラック

をもって開始された。 バス車体は、 昭和4 年(1929) に製作を開始し、 同11

年(1936) その製 作を打 切るまでに、約800 両 の省営バスを初め多数 を台湾お

よび内地 の各方面 に納 入し た。

「六甲号」 自動 車は、 昭 和7 年(1932) にKT15 形1.5T 積ト ラッ クが初め

て市場 に進出 して以 来、KT10 ・20 ・30 形1 ・2 ・3T 積ト ラッ ク・ シャシ

ー、ST20 ・40 形2 ・4T 積6 輪ト ラック・シ ャシー、KB15 ・20 形1.5 ・

2T 積 バス・シ ャシーの3 種を製作し、 主 とし て鉄道省 と陸軍 に納入し た。

こ の自動車製作は、 昭和13 年(1938) に軍用制式ト ラックの大量生産に 転換

し た。 「六甲号」 乗 用自動車の製作は 昭和8 年に開始され、 ほろ形・箱形の

ものを宮家・陸 軍に納 入し たが、 時局 切迫のため、その製 作数 は約10 両にと

どまった。 なお 軍用制式ト ラックは昭 和10 年(1935) に製作 を開始し た。

自 動 車 製 作 実 績 昭和7 ―17 年

_ 年 次

車 種 昭 和7 ～11 昭 和12 ～17 合 計

「六甲号」ト ラック、バス、乗用車 240 両 250両490 両

軍 用 制 式 ト ラ ッ ク303,6703,700

合 計 270 3,920 4,190

ガ ソ リ ン 機 関 の製 作 は、 昭 和6 年(1931) の 「六 中 号」 ト ラ ッ クお よ び バ

ス ・ シ ャ シ ー 用KW43 形6 シ リ ン ダ ー・60HP ・2,000rpm を最 初 と し て、 そ の

後、 一 般 用KB43 形4 シ リ ン ダ ー ・39HP ・1,600rpm. 、 「六 甲 号」 用KW48

形6 シ リ ン ダ ー・64HP ・2,000rpm 、「六 甲 号」 乗 用 車 用KP52 形8 シ リ ン



ダ ー ・66111P ・1,800rpm 、「六

甲 号JKT10 形 用KB33 形4

シ リ ン ダ ー ・24!IP ・1,200

rpnl へ と 進 展 し た。

昭 和7 年(1932) に は 鉄 道

省 の ガ ソ リ ン動 車 増 備 計 画 が

決 定 し た の で, こ れ に 使 用 す

るKW127 形( 鉄 道 省GMF

13)6 シ リ ン ダ ー ・120HP ・

1,300rpm お よ びKP170 形

(鉄道 省GMH17)8 シリン ダー・150HP ・1,300rpm の製作に進出し、 これ

に付 属する クラッチ・ 変速機・推 進軸・逆転機 等も製作した。

これらガソ リン機関の製作 は、 昭和13 年(1938) 、 軍用 制式 トラッ ク用 ガ

ソリン機関 の大 量生産 に転換す るまで順調に 続け られ、その中 の一部 は同17

「六甲 号」乗用車( 昭和9 年)

自 動 車 製 作 の 思 い 出

上 田 将 雄

昭和3 年ごろは不景気で 「車両だけでは

将来があ ぶない、 こ れからは将来性のある

自動車の製作もし よう」 と下田( 文 吾) さ

ん( 現取締役会長) が言い出された。 また

航空機の藤田( 香苗) さんも英国からスタ

ンダードを持って帰 えられたぐらいで、 こ

の提案にはすぐ賛成 された。

川車 としてはフォードとかシボレ ーのよ

うな大量、生産 のきく大衆車でなく、 高級車

の製作 を企画した。 そこでアメリカの高級

車である 「ホワイト60」 を輸入してモデル

とし、 昭和3 年製作にとりかかった。 その

完成を見ないうちに、 私は東京に転勤した

が、 同5 年2 月にKT20 形2 トン積ト ラッ

クの試作車が完成したので、 東京から帰っ

てシャシーだけの試運転 をやった。 これが

川車としては自動車を製作した初めです。

鉄道省でこの車が好評で、 同省で買ってく

れることになった。 川車としては幸先 よく

本格的に自動車の製作をやりだして、 次第

に軌道に乗ってきた。

ところが昭和17 年に、陸軍大臣から鋳谷

社長に対し、「自動車工場を航空機工場に転

換せよ」 との命令が下っ た。

それまでに 「94式」6 輪自動車 を400 両

ぐらい製作しており、「軽6」 という陸軍 の

6 輪自動車は最高月産170 両ぐらいまでこ

ぎつけ、 全部で 「六甲号」 自動車を490 両、

軍用車は3,700 両を作った訳です。

当時は手持ちの部品や材料も多く、 仕掛

品としても、「94 式」 や 「96 式」4 トン自

動車などが沢山あって、 シャシーだけでも



年(1942) まで継続した。 製作開始以来の足跡をたどると次の通りである。

……_____ ―_ ―……― ―

ノ 仁 で_ ⊃ ノyyyl"___ 門 匸7 匸

i
昭 和7~ Ⅱ1 昭 和12 ・ヽ171 合 計

「六 甲 号 」お よび 軍 用貨 車 用1270 台3,92 「罔
」4

」90 髫

-W ¬J → 〃|_.____ ・-__-_____ ‥_- コ_ ―__ ―_ ‥
員

ガ ソ リ ン動車 用 お よ び一 般 用13601101470

合 計|630|4,030114,660

一 一,-..--.- ご. ―. 「.____.

以上のほ か、 昭和14 年(1939) には、 「六甲号」 自動 車用DW51 形6 シ リ

ン ダー・50HP ・1,500rpm デ ィーゼル機関 と鉄道省ディ ーゼル動車用DMH

17 形8 シリン ダー・150HP ・1,500rpm ディ ーゼル機 関の 試作 を開 始した。

同16 年に至って、前 者を装備した 「六甲号JKT30 形3T 積ト ラフグ5 両と

予備機 関1 台を、翌17 年には後 者3 台を鉄道 省に納入した。 なお、昭和14 年

に は当 時のガ ソリン統制に 即応し て、 ト ラックお よび バス用 薪ガス代燃装 置

の製 作を開始し た。 これは広く一般 の需 要に応ずる予定 であ ったが、 時局緊

400 台もあった。 それを全部そのころ軍の

車を作っていた東京の 「いずゞ自動車」 に

譲れ…… と言われたのだから私達はただ涙

する思いであっ た。 それらの代金は 「いず

ゞ」 が陸軍に納め、 陸軍から川車 へ支払 う

仕組みであったが、 おいそれと清算できる

ものではなく、「いずゞ」から人が来て在庫

数量をチェックし たり計算したりで、 書類

を整 えるのに1 年4 ヵ 月もかかっ た。 陸軍

もまたその膨大な数量の計算書のチェック

が仲々できず、 すっ かりまとまっ たのは終

戦直前の20年8 月であった。

その買上代金1,800 万円 の支払方 を陸軍

に再三懇請し て、 行政本部からようやく8

月18 日に小切手 をくれたのでホッとしたの

も束のまで、「終戦の8 月15 日までに受取っ

た金は民同会社の収入であるが、 それ以後

の金は国家 に返納せよ」 との命令が出た。

肝をつぶす思いの私は、8 月20 日過ぎに「い

すゞ」 と陸軍行政本部に飛んで行 き、 いろ

いろ頼みこんだがどうにもならず、 わずか

3 日違いで1,800 万円がフイになっ たのだ

から、 泣くにも泣けぬことになっ た。

初めて自動車を製作し出し たころの苦心

は並大抵でなく、 赤字、 赤字 の連続で、 や

っ と黒字になりかけたときに、 軍の命令で

ゴッソジ持って行かれたのだが、 続けてや

っておれば、 今ごろは自動車製作の業界で

重きをなしていることであろう…… と死児

のよわいを数えるに似ているが…… 惜し ん

でくれる人 も多い。

(川車常務取締役)



迫のため力 及ばず、 製作数は約100 台

にと どまっ た。

KW43 形ガソリン機関( 昭和14 年)

DW51 形自動車用ディーゼル機関( 昭和14 年)

川崎車 輛にお ける 「六甲 号」 自動 車

・軍用 制式 トラックお よびガソ リン機

関の製作は、 昭和17 年(1942)10 月、

陸軍の指令 によって生産設 備・ 従業員

とともに川 崎航空機工業 に移譲された。

9・ 橋 梁 ・鉄 骨

橋梁・鉄骨の製作は明治40 年(1907)9 月に開始され、主として鉄道院の

橋架を製作した。おもなものに明治41 年の釜山税関桟橋。同42 年の京阪電鉄

木津川鉄橋、同43 年の京浜電鉄六郷川鉄橋、翌44 年の鉄道院向け山手線高架

鉄橋・台湾下淡水渓鉄橋、同45 年の神戸瓦斯のガスタンク等がある。

大正年間には引続いて鉄道省・満州・朝鮮・台湾向け、国内民需向けに大

量生産を続け、工場内の空地はあげて橋梁製作に使用する盛況であった。 お

もなものに、大正3 年(1914) の東海道線天竜川・大井川・富士川鉄橋、同

4 年の下関貨車航送渡船橋、同12 年(1923) の朝鮮大同江鉄橋・阪急電鉄新

淀川鉄橋、同13 年の青函連絡渡船橋、翌14 年の栃木県新鬼怒橋・長野県村山

橋・お茶の水聖橋鉄骨お よび日本電力蟹寺発電所水圧鉄管等がある。

昭和初年の不況期における橋梁・鉄骨製作の活況はめざましいものがあっ

た。 おもな製品は昭和3 年(1928) の復興局清州橋、 同5 年の中国膠済鉄道

鉄橋、同8 年(1933) の満州松花江鉄橋、 同9 年朝鮮漢江鉄橋・満州嫩江鉄

橋、翌10 年の千葉県水郷大橋等があり、 鉄骨製品では昭和3 年の阪急ビル鉄

骨、 同6 年の南海ビル鉄骨・日本銀行本店鉄骨、同10 年の大阪・名古屋の宝



塚劇場鉄骨等がある。

始業以来30 年にわたって活躍を続けてきた橋梁部門は、昭和12 年(1937) 、

中国平漢鉄路鉄橋・鉄道省信濃川千手発電所鉄骨・日本銀行本店( 第2 期)

鉄骨・東京市勝鬨橋の完工を機として終止符をうった。 これは製缶工場・鋳

造工場新設のため、 工揚内に橋梁の仮工場を失ったのが主因であった。 勝鬨

槁はわが国に数少ない跳開橋で、 全長246m ・幅25n! 跳開径44m で、 川崎車

輛の橋梁製作の最後を飾るにふさわしい雄橋である。

東 京 市 勝 鬨 橋( 昭和12 年)



国鉄 特急 「こだま」‥・川崎車輛製作( 昭和33 年)

日本で初めての蒸気機関車( 明治5 年)

馬車鉄道( 新橋駅前)( 明治15 年)

○明治5 年(1872)6 月、 日本で初めて品

川一横浜間を汽車が走り、同じ年の10 月

に新橋まで延長された。

○その後、 国運 とともに鉄路はしだい に伸

びていった。 「汽笛一声新橋を……」の小

学唱歌が生れ、 汽車 の旅の愉し さに学童

の胸はふくらんだ。

○昔は、人間特急 の 「早かご」 で箱根の瞼、

大井川・天竜川の難、 ごまの蝿の厄をつ

っ走っ て切り抜け、 東京-- 大阪間を6 日

かかった。 その後、 車両技術は長足の進

歩をとげ、 狭軌では世界最高スピ ードの

特急「こだま」 が誕生するに至った。

○東京―大阪間所要時間と速度

年 次　 時 間 ス ピ ー ド

明治29
km

最 大 速 力55

昭和5 8.20( つ ぼ め) 〃95

33 6.50( こ だ ま) 最大許容速力160
最大運転速力120



第3 章 川崎航空機工業株式会社

取締役社長 手 塚 敏 雄 取締役副社長 砂 野 仁 取締役副社長 永野喜美代

本 社 神戸 市生田区明石町38 番地 川重 ビル

東 京 支 店 東京都中央区銀座西2丁目5番地 三幸ビル

神 戸 製 作 所 明 石 市 和 坂 字 大 坪100 番 地

岐 阜 製 作 所 岐阜県稲葉郡蘇原町三柿野346 の299

設 立 昭 和12 年11 月18 日

資 本 金17 億5,200 万 円( 昭和31 年12 月末)

事 業 下記品目の製作および修理など

① 航空機・同発動機 ② バス・小型発動機・歯車

③ 化繊機械 ④ 酸素救命器・消火器

本 社 全 景



第1 節 沿 革

1. 始業 へ の胎動

自動車・飛行機両科の科員名簿( 大正9 年)

わが陸・ 海軍が兵 器とし での航空機 に着眼し たのは 明治42 年(1909) のこ

ろで、 それはア メリ カのウイル バ一・ ライ1ヽが初飛 行に成功し てから6 年後

のこ とであった。 そし て翌43 年(1910)12 月、日野( 熊蔵) ・ 徳川( 奸敏) 両

陸軍大 尉が、 木製 複葉 アンリ ー・フ ァルマン機 によって行なっ たわが国最初

の公開飛 行は、 揺 りかごの期を脱してい なかった当時 のわが国航空 界に、 意

義あ る1 ペ ージを記 録し たのであっ た。

松方社長 は大正5 年(1916)3 月、 先 進国 の航 空機工業を調 査するため欧

米に旅立 った。 この年の9 月、 アメリカ に滞在中 の藤田( 香苗) を入社せし

め、 そのまま米国 にて自動車製作技 術の研究に専 念させた。

大 正7 年(1918)4 月、 陸軍 の軍用自動車国 産化に応じ て、 造機設計部に

自動車掛を設け、 陸軍制式自動 貨車の設 計・ 製作に着手し た。 これが自動車

の国産化 を促がす貴い端緒 となった。

川崎 におけ る航空機製作 の発祥は、 遠 くこの年にさか のぼる。 このころは

第1 次世界大戦の末 期にあた り、 航空 機の実用的価値 が各方面から認 識され

るよ うになっ たときであっ た。 松方 社長は その将来性 に着 眼し、 かねが ね自

動車のほ かに飛 行機の製作 をも計画し、 その第一 歩とし て、 すでに同5 年1

月に、 海 軍から 日 置( 鉦三 郎) 大尉を入社 させてフラン スに派遣し、 飛 行機

製作 の研究 に当ら せていた。

当時、 欧米 の航空機製 作技

術は進歩 してい たが、 なかで

もフラン スは その水準が最 も

高かっ た。

次い で大正7 年7 月、 兵庫

工場 に自動車・飛 行機の2 科

を新設し、8 月 には、 フ ラン

スのサル ムソ ン社 との間に サ

ルムソン2A 一一一2型 偵察機お よ

び同 ΛZ 一一9型 発動 機等に関 す



る技術提携を行なった。 翌8 年4 月には、 兵庫工場の隣接地(6,200 坪) に

自動車・飛行機製作工場を建設し、 米国から輸入した自動車製作用工作機械

(42 台) を据付けて、 操業第一歩を踏み出したが、 このときの従業員は職員

9 名、 工員30 名であった。

兵庫飛行機工場の一部( 大正12 年)

2・ 始 業 後 の 歩 み

大正8 年(1919)7 月に、 陸軍からサルムソン2A ―2型飛行機(2 機) を

製作するよう命を受けたので、機体祖立工場等(1,530 坪) を増設し、さきに

サルムソン社から輸入した飛行機(3 機) の組立を始めるとともに、翌9 年の

秋には発動機の製作にも着手した。 しかし、 当時わが国の航空機製作は、 発

芽して間もないころとて、 図面の検討・資材の調達のほか、 すべての点が堅

い壁となった。 孜々として努めても、 いろいろの難点が前進をはばみ、関係

技術者は苦慮を重ねた。

このため、 松方社長は竹崎( 友吉) 技師を伴い、大正10 年(1921) から翌

11 年にかけて、ふたたび欧米各国の航空機工業界を視察し、 技術の向上を図

った。 また、 工場の諸施設を強化する一方、同10 年の秋には岐阜県稲葉郡蘇

原町三柿野の土地(60,575 坪) に飛行機格納と試験飛行のための設備を整え

たのであった。

次いで大正11 年、陸軍機50 機の製作命令があったので、当社の飛行機製作

はようやく本格化してきた。 まず自動車・飛行機の2 科を兵庫工場から分離

し、 本社に直属する飛行機部

を新たに設け、 その下に各務

ヶ原分工場を置いて陣容を強

化した。 これと前後して、 か

ねて製作中の陸軍乙式1 型偵

察機の第1 ・2 号機が完成し

た。 これこそ陸軍制式機を民

間 で製作し た最初であ

った。 これは後年、 川

航がわが国航空機工業

界の大きい勢力 となっ



た端緒であ って、 わが国 の航空機製作 技術の躍進 にもたらした刺激は 大きか

った。

これに反し、 自動車製作は飛 行機製作の先 駆とし て発足 をみたのであ った

が、 ス タート以 来の日があ まりに も浅 く、 技 術的に もその歩 みは茨の道 であ

った。 加えて 軍の要請に よる飛 行機製作に全力 をあげねば ならなくなっ た関

係から、 つい に量産に至らず、 数 台の試作を もって中断す るのやむな きに至

った。 もし スタート以来今 日まで、 この部門を当社 の他の技 術分野 と同じ よ

うに推し進め てい たならば、 今日の川崎の生 産地図は大 きく変 った色 どりに

塗 りかえられてい たに違い ない。

大正12 年(1923)4 月、 兵 庫の飛 行

機工場を拡充 するとと もに、 各務 ケ原

に飛行機組立工場 を建設す るに及んで、

機体・発動機 ともに生産は ようや く軌

道に乗ってき た。 当 時、 飛行機は一 般

に木製の時代 で、 金属製は まだ揺籃期

にあったが、 当社 はその将来性 に着目

し、同13 年2 月、 ド イツ のド ルニエ社
当時の朝日新聞記事( 大正13.12.4)

川 崎製飛行機第1 号初飛 揚

荒 井 孝 作

私か川崎に入社したのは大正8 年7 月で、

航空機部門創業 の直後であった。 最初は、

パッカード型自動車の設計を担当したが、

間もなく飛行機の製作が始まったので、 竹

崎友官氏( 初代飛行機部長) のもとでその

試作 に専念した。

機種は乙式1 型偵察 機( サルムソン2A 一

2 型 機のち陸軍制式に採用) で、 フランス

のサル ムソン社との特許契約によるもので

あっ た。 何しろ、 草分けの時代であったの

で、フランス語で書い てある図面を見ても、

まるで雲をつかむようなもので、 完成する

までの苦心は全く想像を絶する ものがあっ

た。 着手してから3 年4 ヵ月日の大正11 年

11 月に、やっと第1001、号機、第1002 号機の2

機が完成した。

試験飛行は各務ケ。原で行なうこ とになっ

たが、 貨車 「オチ」 に載せて岐阜まで輸送

するのがまたー苦労であった。 岐阜駅から

各務ケ原までは、 中仙道の松並木を蟻が羽

根のとれたバックを運ぶようにして引っぱ

っていった。

組立整備が終って、 い よい よ試験飛行の

日が来た。 私か神戸から飛行場につい た時

には、 既に地上滑走をやっていた。 竹崎氏

と私は立会者の俳から離 れて、 冬枯れの草



と金属製飛 行機 の製作につい て技術提携を 行なった。

大正13 年(1924) に至 り。 かねてドル ニエ社 に注文の、 わが国 最初の全金

属製 飛行機数種 が到着し、12 月には ツール型飛 行艇の組立を終 って、 神戸須

摩 沖で 公開 飛行を行な った。 当時は、 有 識者すら 「金属製 の飛行機が空駆け

る二 こ とに驚 異の目を見張 った。

一 方、 陸 軍の要請 により、 当社は全 金属製重爆撃機 の設 計をドル ニエ社 に

委 嘱したっ また技師を同社 に派遣して技術習 得に当らせ。 続い てホ ークト 博

士 らの来社を求 めるなど、 新 技術の開発に 努めた。 かくて大正15 年(1926)

2 月に、 試作中の全 金属製重爆撃機 が完成し、 陸 軍は翌昭和2 年(1927) 、

87 式重爆 撃機 として 制式 機に採用し た。 こ の問ド イツのベ ー・エ ム・ ベー

(:BMW) 発動 機( 大正13 年)、 フランスのアンドレ放熱器( 大正14 年) の製

作につ いて技術提 携を行い技 術の向上を図った。

こ の期問 にお いて注 目すべきは、 新 たに酸 素救命器の製作 を開始し たこと

であ る。 初め当社 が、 巡洋型 潜水艦 の建造とと もに、 艦内空気 清浄装置 とし

て、 ド イツのドレ ガー社の製品 を輸入し たが、 大正13 年(1924)9 月には同

社 と酸 素救命 器について技術提 携を行い、 市内明治 通( 現在 の兵庫区明治通)

に分 室を設けてドレ ガ ー製品 の販売と修理を始め た。 後 年わが国唯一 の酸 素

救命 器メ ーカ ーとなる端緒はこ こに開かれたのであ る。

原に腹這いになり顔 を地面にくっつけて、

かたずをのんで、手塩にかけた2A ―2 型 の

車輪が地面を離れるのを今 か今かと見守っ

ていた。 二人とも、 果して飛ぶだろうか、

という心配で頭は一杯だった。 そのうち飛

んでほしい とい う願望は祈りに変っていっ

たが、 いつまでたっても車輪 は地面を離れ

ない。「こりゃ……あかんぜ」 という竹崎氏

の声が私を一層息苦しくさせたが、 次の瞬

問、「おい ッ、離れたぞ。 見ろ……飛んだ！ 」

と叩きつけるような竹崎部長の怒号に似た

喜びの叫 びが耳 をうった。 この声はたちま

ち三柿野 の空にとごろく爆音にかき消され

てしまったが、 私たちは手 を取りあって喜

びの涙 にむせびながら、 ポケットにし のぼ

せてあったウイスキーで乾杯した感激は昨

日 のこと のように私 の記憶 に鮮や かであ

る。

電報の報告で、松方社長が岐阜にこられ、

その夜は盛大な祝賀の宴が催された。 飛行

機が地面を離れるか、 離 れないかなどと、

今時、 心配する人はい ない。 当時 を思 うと

まことに隔世の感がある。

(もと川航取締役)



3. 川 崎 造船 所 飛 行 機 工場 時 代

第1次世界大戦後の世界的恐・I荒はわが国にも大きく波及し、昭和2年(1927)

4月、当社もついに整理を余儀なくされるに至った。同7 年(1932) 、和議が成

立して、 ようやく更生の見通しがつくまでは実に長い苦難の時代であった。

この問、 昭和2 年2 月には、飛行機部が本社直属の飛行機工場として独立

し、生産のピッチも急激に上昇してきたので、さらに各務ケ原の隣接地9,086

坪を求め、 組立工場・格納庫等の拡張にとりかかった。 このころ、 わが国の

航空機製作技術は、民間各社がきそって製作にのり出すほど向上していた。

翌3 年、当社設計の試作機が陸軍制式88 式偵察機と決定したほか、わが国最

初の旅客機を朝日新聞社から受注して完成した明るい年でもあった。

かくして、 工場はしだいに生産が上昇してきたので、 賃金を時間制から出

、来高歩増制に改めて労働能率の向上を図る一方、 発動機運転場・プロペラ一

工場等を増設して、 生産能力の充実に努めた。

思えば88 式偵察機は、川崎にとって歴史的な飛行機であった。 本機はわが

国最初の民間3 社競争試作において、 陸軍の厳格な審査に他社試作機を押え

て合格したものである。 その制式機として採用に際しては、 卓越した性能と

関係者の労を多として陸軍から20 万円の賞金を授与され、全従業員が喜びを

分ち、 さらに努力を誓ったのであった。

本機には、1 型および2 型のほかに爆撃装置を施した88 式軽爆撃機があっ

た。 当社はこれらを890 機も製作したが、 立川飛行機に製作転換されてから

も、 昭和7 年(1932) 末まで製作が続けられた。 この間、 燃料タンクを増設

した88 式長距離偵察機2 機が、昭和4 年(1929) に九廾卜-・台湾間の無着陸飛

行に成功し、 またその後、 昭和6 ・7 年に突発した満州事変お よび上海事変

においても、 わが陸軍主力機としてめざましい活躍をした。 本機の優秀性こ

そは川航の航空機製作会社としての基礎を確固たらしめたもので、 その後の

航空機生産の歩みは、 そのままわが国航空機。工業の発展史であって、 準戦時

お よび戦時体制下のきわめて重要な歩みでもあった。 他方、 海軍の飛行艇・

艦上偵察機なども製作したが、 本格的な生産にまでは至らなかった。

昭和7 年(1932)3 月、 技師をドイツのシュワルツ社に派遣して、 プロペ

ラー製作技術を研究させた。 習得したシュワルツ式製作技術により、 輸入マ

ホガニ一によらず、 樅を主材料とし得るようになり、 これによってこの分野



に新しい エポ ックを画し たので あっ た。 こ のプ ロペラ ーは被包式プ ロペラ ー

とし て92 式 戦闘機お よび93 式 単軽爆撃機 に使用された。

昭和8 年(1933) に陸軍 から緊急 生産 の要請を受 け、 川崎車輛の 隣接地

(5,500 坪) に機体製作 工場を建設し、 従来 の工 場を発動・機製作工場 どし た。

さらに、隣接し て3 階 建鉄筋コン クリート屋舎 を新設し、一 般事務お よび機 体

設 計に当て、別 に材料研究 室お よび風 洞実験室を増設し た。 同9 年9 月に当社

製 作の朝 日新聞社( 川崎K!)Cに5 型高 速度通信機」が北京 一大阪間(2,200km)

の無着陸飛 行に成功し、 高 速度長距離 飛行に輝 やかしい1 ペ ージを加 えた。

昭和10 年(1935) には当社製作 の95 式 戦闘 機が、 続いて翌11 年には98 式

軽爆撃機 が、それぞれ陸軍 制式 機に決定し、当社 の将来を明 るくし た。同12 年

7 月 に日華 事変 が突発し て以 来、 わが 国のあら ゆる工業 は凖戦時体 制へ移っ

てい ったが、 特に航空機 製作は自立 の段階に入っ た。

4, 会 社 設 立

時局 の進展で高 まった航空機 の需要に応じ て、 従業員の増員・工 場の拡充

・機 械の増設等に 努力が続けら れた。 この ため神戸 工場 も狭小 となってきた

ので、 昭和11 年(1936)6 月、 岐 阜県 各務ケ原に新た に工場(14,000 坪) を

建設し て神戸 の機 体工場をここ へ移し、 発動 機製作には在来 の機体・発動機

の両工場 を当て ることとなっ た。

昭 和12 年(1937)5 月、ほぼ 竣工し た各務ヶ 原機体工場 に順次移転を進め

てい るとき、 日華 事変 が突発し た。 この ため、 陸軍から 各種陸軍制式機の緊

急増産が要望 されたので、9 月 ま

でに従業員約1,200 名の転 属と機

械類の移転 を完了し た。 さらに航

空機の生産 体制を確立す るため、

各務ヶ原・神戸 の両工場を本社か

ら分離し、 同12 年11 月18 日に川

崎航 空 機 工 業 株 式 会 社( 資本 金

5,000 万円) を設 立、 初代社長 に

は川崎造船所社長 鋳谷正輔が就 任

(兼務) した。各務 ヶ 原工 場( 昭和11年)



昭和13 年(1938)3 月、 航空機製造事業法が制定され、 航空機工業に対す

る保護政策が強化された。 新たに発足した川崎航空機工業は、 陸軍の専属工

場として航空機生産に努め、工場設備の拡充を続けていった。 翌14 年2 月、

各務ヶ原工場を岐阜工場と改称し、 陸軍の指示する生産目標機数を達成する

ために、 生産・技術・工程・材料・労務の各分野にわたる管理の改善を行な

った。 また岐阜工場の技術研究機関を整備する一方、同15 年9 月、 機体およ

び発動機製作のために明石工場を開設し、 岐阜・明石両工場にて月産発動機

200 台。機体140 機の量産態勢を整えた。

また昭和15 年(1940) に明治通分室を明石郡林崎村( 昭和17 年明石市とな

る) の新設工場に移し、防毒具工場と改称して操業を続けたが、同17 年、時

局の推移に伴い明石市茶園場町に移転して明石I坊毒兵器工場と称した。 昭和

16 年(1941) 、 太平洋戦争に入るや、 航空機増産が至上命令となってきた。

翌17 年4 月、航空本部長からの生産力拡充要求によって都城工場の新設、 東

洋紡一宮工場の買収等による生産能力の拡大と工員の増員が計画された。

しかしながら、 新規工員の補充難、 中堅工員の相次ぐ応召、 諸資材の入手

難等のため、 生産は進まなかった。 その後、 国民徴用令による徴用工員ある

いは女子挺身隊、 または学徒動員等の非常手段によって、同19 年には岐 阜工

川航 岐 阜工 場 の こと ど も

根 本 荘 行

昭和10 年3 月(25 日) に、 職制が改正 さ

れて、 鋳谷( 正輔) さん( 造船所専務) が

飛行機工場 の所長を兼務し、 私が総務部、

東条( 寿) さんが飛行機部、 吉川( 進 一) さ

んが発動機部、加藤( 正美) さんが検査部を

担当し、 ここに工場の陣容が整った。 その

ころ神戸の工場は和田山通りにあって、 敷

地が約1,200坪、建物は約1,000坪で、機体工

場 と発動機工場が半分ずつとなっていた。

私は川崎が現状に甘んじ てい るならば、

今後 の発展を望むことが出来ない。 この際

何とかして工場施設の充実を図らなけ れば

お国 のか役 に立たないと思い、翌年 の6 月、

小雨のしとし とと降り続くある日、 東条飛

行機部長と私はひざを交えて随分長時 間語

り合っ た結果、

1. 飛行機工場を岐阜県各務ヶ原 に移転拡

充する。

2. 神戸の機体工場は発動機工場 の拡充に

あてる。

3.生産量は現在の約3 倍を目標とする。

とい うことに意見が一致し たので、 その翌

日鋳谷社長 と懇談した。 社長は 「話はわか

った。360 万円を作 るから、それで拡張し て

もらいたい」 と即決 されたが、 こんなとこ

ろは誠に鋳谷さんらしく、 その面目躍如た



場は4 万人( うち学 徒9,000) 、

明石機体工場 は18,000 人( うち

学 徒5,000) 、 都城工場は5,000

人( うち学徒2,000) 、 また明石

発動 機工場は2 万人、 総 計8 万

人 とい う膨大な人員を擁 するよ

うになった。

昨日までペ ンを 握ってい た紅

顔の中学生や、 お 下げ髪 の女学女子も航空機生産へ( 昭和19 年)

生までも動員されたが、学生も徴用工員もいずれも素人工であるために、 人

の数に反比例して生産の量は上昇しなかった。昭和17 年7 月には、2 式複座

戦闘機および3 式戦闘機の緊急製作の要請を受けたので、 岐阜工場では繊維

関係工場を転用分工場とし、 明石工場で もまた協力工場としてそれぞれ運営

に当り、 その数は30 工場を数え生産面積も急激に拡張した。

この間、資本金も数次の増資を経て昭和18 年(1943)11 月には3 億円とな

った。 こうして血のにじむような努力を傾けた結乗、翌19 年には月産410 機

に達するまでに生産は上昇レ 製作機種も特に99 式双発軽爆撃機・2 式複座

るものがあった。

当時、 川崎飛行機工場 の施設は、 時 価約

1,000万円 ほどであった。こ れを約3 倍に拡

張するには大ざっぱに見積っ て2,000 万円

の金が必要であったが、 調達でき るのを待

っ ていては時期を逸す るので、 すぐ計画に

着手した。 もし万一 うまくいかない時は、

二 人共引責辞 職は覚悟であっ た。翌12 年6

月に岐阜工場がどうにか完成して、 神戸か

ら機体部門の移転をはじめた。 ところが、

この工場移転の最中に日華事変が突発した

ので、 工場の建設・ 移転、 生産増強とから

み合っ て、 岐阜工場 は盆と正 月を一緒に迎

えた以上の多忙 と混雑とに見舞 われた。

この飛行機工場拡充計画に対し、 陸軍航

空本部( 航空本廠といったかも知れない)

から工場完成後 も積極的な援助はで きない

と一本 釘を打たれていた。 ところが、 い よ

いよ完成に近づいた時、 思い もかけぬ日華

事変が起っ たので、今度は逆に軍部から「う

んと拡充せよ」 という要望が出た。 建設費

用は予算を大幅に超過していたので、 私と

し ては苦悩していたが、 先 見の明があった

などと評 される始末となった。

(もと川航専務取締役)



戦闘機・3 式戦闘機・5 式戦闘機

等、いずれも世界航空機製作技

術の水準を抜く優秀機であった。

製作した航空機は爆撃または

戦闘などの優秀な性能によって

交戦国を瞳目させたが、 戦況の

激化につれ消耗する機数にしだ

いに製作 が追い つ かな くな っ

た。 国をあげて「欲しがりませ

ん 勝つまでは」 のスローガン 「キー-61」の流 れ作業( 昭和18 年)

のもとに、 よく耐乏生活に耐え、 戦勝を信じてすべての力を戦時生産に傾注

したが、 戦局は日ごとに悪化していった。

昭和19 年7 月に、サイパン、 テュヤン両島の日本軍全滅、10月にレイテ島

へ米軍上陸、 翌20 年3 月に硫黄島の ″皇軍玉砕″ なごの悲報が相次ぎ、 加

えて同19 年12 月には東海・近畿の大震災なごも災して生産力は減退し始めた。

昭和20年(1945)1月、明石工場は空襲を受けてその1/3を失った。激化す

る空襲に備え、林間工場・地下工場・転用工場などの疎開に努めるほか、 各

地の女・中学校を工場とするに至、つた。同20 年6 月には、2 回にわたる空襲

のため、 岐阜・明石両工場とも壊滅的打撃をこうむった。 このため疎開はい

よいよ急を要したので、 受入れ態勢の整備などを考慮することなく部品・治

具の疎開を強行したが、 むなしいあがきに等しく殆ご生産停止の状態で終 戦

となった。

かくして航空機製作に手を染めて以来、 機種30 有種を設計・試作し、制式

機の製作数は11,600 機 を越え、 その業績は業界で優位を占め、 技術的にも

国際水準に迫っていたが、 敗戦によってついに航空機製作に終止符を打つの

やむなきに至った。

幾多の史実によって明らかな通り、 われらの先人は古くから空への強いあ

こがれをもっていたが、堅い封建的な因習のためスタートが立ち遅れていた。

しかしその後のわが国の航空科学への強烈な意欲は、 欧米に比し譲るところ

はなかった。 第2 次世界大戦においては、 連合国軍の総合資力に比べわが国

のそれは劣弱であった。 航空機の質では劣つていなかったが、 戦線で消耗す

る機数に生産が追いつかなくなったことは覆うことのできぬ事実であった。



土 地 ・ 建 物- 覧 昭和20 年8 月木

地 区

近

謾

岐

阜

四
国

九

州

名 称

木 社

東 京 出 張 所

計

明 石 発 動 機 工 場

明 石 機 体 工 場

明 石 防 毒 兵 器 工 場

高 槻 工 場

三 木 疎 開 工 場

二 見 工 場

社 ・ 北 播 ・ 神 戸 金 属 ・ 堺 の4 工 場
および西宮・北条・甘地 ほ か5 分 工 場

明 石 飛 行 場

計

岐 阜 工 場

一 宮 分 工 場

忠 節 ・ 木 曽 川 の2 分 工 場

木 荘 ・ 坂 祝 ほ か10 分 工 場 と
瑞 浪 ・ 和 知 疎 開 工 場

計

徳 島 工 場( 分 工 場 を 含 む)

都 城 工 場

宮 崎 工 場

阿 蘇 疎 開 工 場

都 城 飛 行 場

計

合 計

上 地( 坪)

291,582

291,582

93,319

48,995

23,915

31,776

780,000

44,510

76,588

308,747

1,407,850

359,571

120,585

30,091

191,795

702,042

22,301

718,232

626,366

15,060

1,012,516

2,372,174

4,795,949

建 物 面 積( 坪)

48,084

30

48,114

44,018

33,624

7,904

15,345

902

18,019

45,240

-

165,052

99,327

36,533

12,981

90,210

239,051

10,300

20,600

5,914

1,875

-

28,389

490,906

5。 戦 後 の 再 建

昭和20 年(1945)9 月、GHQ-DhdjveN0.1 による軍需工業 の終結指令、次

い で10 月、兵器・航空機等 の生産制限令 の公布・ 施行に よって、 一 切の航空

機 生産は禁止 され、 わが国 の航空機工業は民需 転換を余儀 なくされた。 加え

て賠償指定・ 財閥 解体・集中排 除など一連 の戦後措 置令によっ て、 航空機工

業 は産業界 から全 く姿 を消すに至っ た。

そこで、 残存してい る設 備と資料 とを活用し て民需生産 に転換するこ とに

な り、 昭 和21 年(1946)5 月、 川崎 産業 株式 会社 と社 名を変 更し て再建へ の



第一歩を踏み出した。 岐阜工場においては紡織機・食器・日用品・鉄道用信

号保安装置など多種類の生産を始めた。

飛躍的に発展を遂げた現在のバス・ボデーの製作は、 すでにこのときに始

めたのであるが、 あらゆる点で米進駐軍の制約を受け、作業は少なからず支

障を受けたが、 従業員はよく努めてこれらの障害を乗り越えた。

明石工場関係の神戸金属工場・明石防毒兵器工場・高槻工場・播廾I歯車工

場はそれぞれ民需生産に転換した。 特に明石防毒兵器工場は、 賠貭指定をま

ぬがれたので、 明石酸機工場として、 酸素呼吸器・消火器を製作し、 その製

品は鉱業界から好評をもって迎えられた。また高槻工場は、昭和21 年(1946)

5 月高槻精機製作所として発足し、 化繊機械関係の諸機械類を製作し、 播州

歯車工場は同20 年12 月に操業を始め。各種の歯車の製作に当った。 この間、

制限会社・賠償施設・特別経理会社などの指定を受け、鋳谷社長の辞任、 役

員の交代などもあり、 再建への道はけわしかった。

昭和24 年(1949)11 月に、 ようやく企業再建整備計画が認可され、翌25 年

3 月、 株式会社川崎都城製作所( 資本金600 万円 社長長峰賢次)。 次いで5

月、 川崎機械工業株式会社( 資本金8,500 万円 社長砂野仁)、 株式会社川

水 冷 エ ン ジ ン

井 町 勇

川崎航空機は後 の時代は別として水冷航

空エンジンの製作 に終始したが、 これは特

筆 に値するところであり、 これによってわ

が国の航空工業 界や技術面に貢献した点は

極めて大きかった。 なぜ水冷に主力を注い

だのか、 もちろん後輩である私にはよく分

らないが、 昭和10 年ごろまで の世界 の航空

界の実状を見れば大体想像はつく。

エンジンが機能的 に完全であることを前

提とすれば、 航空機計画の考 えとし てこれ

に望むところは、 ① 重量馬力比の小さい

こと ② 前面積馬力比 の小 さいこと ③ 冷

却抵抗の小 さいこと …… の3 点に帰する。

これに ④ 出力絶対値の大きいこと…… が

場合によっ て当然 の要求となる。 軍用戦闘

機など速度を第1 の要件とする機種では、

①の条件は④で補われるから、 ②③④を満

たす原動機が要求の対象となる。

昭和10 年ごろまでについて見ると、 水冷

式は空冷式に対してこの3 点で遥かに優位

に立っていた。 仏のイスパ ノスイザ、 英の

ロールスロイス、 独のBMW 米のカーチ

スなどの水冷群は当時 の代表的航空エンジ

ンであったし、1925 ～1933 年 間に行 われた

水上機の速度競技 とし て有名であっ たドウ

ーチュ極競速機が水冷エ ンジンで示した驚

異的記録( マッキーMC ―72 の公認記録約

700km/h) が十分にこれを裏書さし ている。



崎岐阜製作所( 資本金6,000 万円 社長永野喜美代) と3 社に分離・独立し、

それぞれの設備・資材の現物出資お よび賃貸借をもって事業を受け継ぎ、 川

崎産業株式会社は解散して清算に入った。 川崎機械工業は救命具 。消火器・

歯車・繊維機械・小型エンジン・欧文タイプライター等の民需品製作を行な

うとともに、 航空機工業の復活に備えて航空機製作技術の基礎的研究を怠ら

なかった。昭和27 年(1952)11 月には、米国ベル航空機会社とベル47D 型ヘ

リコプター製作について技術提携を行い、 その国産化に着手した。

また岐阜製作所においては、 過去の技術を生かしてバス 。ボデー、 ダンプ

・カー、 トラフグ・ボデ一、炭酸ガス消火器等に新しい分野を開拓するとと

もに、同27 年7 月には軽飛行機KAL 一一1型の設計に着手し、 翌28 年7 月にそ

の第1 号機を完成した。昭和27 年(1952)12 月には米極東空軍と飛行機機体

のオーバーホールについて契約を結び、 翌28 年2 月から作業を始め、同28 年

7 月にその第1 号機を送り出すなどの明るい将来がきざし始めた。

株式会社川崎都城製作所は一般精密機械の部分品・炭鉱用機械器具・農器

具等を製作していたが、 立地条件等が適正を欠き事業不振のため、昭和26 年

3 月に解散して清算中であった。その後、昭和26 年(1951)4 月お よび翌27

要するに当時は水冷式ならば、 冷却もしく

は保温の点で調節制御の自山が効くから、

シリンダーの配置に制約がなく小じんまり

した形 に設計でき、 高圧縮比として燃料消

費率も小さく保ち得 た。 また大馬力原動機

とする可能性 もあっ たので、 空冷のものに

比べて将来発展するとの期待 も大きかった

のである。

水冷エンジンの不利な点は、 冷却装置を

も合めて空冷のものよりどうしても重量が

大きくなることと、 冷却器 の装着と配管と

い う機体装備上の制約があ る点である。 特

に後者は設計・製作・整備のごの点からい

っても大きな負担であることは否めない。

しかしながら、 これは技術面で特別な分野

を発展させることに もなる。

川崎航空機の誇り得るこ とは、 冷却器お

よびその装備法の点で技術的に非常に大き

い進歩をもたらし たことと、 重最 の点で も

機体構造の研究によって充分空冷に対抗し

うる飛行機を設計することが出来たことで

ある。 しかし、 ジェット・エンジンの出現

した今日では、 水冷・空冷を語 ることは懐

旧談になった。

(工学博士 名古屋大学教授)



年4 月に制限会社および賠償指定が解除され、同27 年7 月にはいよいよ航空

機の製作が許可されるなど、↑青勢は大きく変化したので、 さきに分離・独立

した3 社を合併して1 社とし、 航空機の製作を再開する議が起こった。 そこ

でまず同28 年9 月、都城製作所の経営を継続することに決定し、 川崎航空機

工業株式会社( 資本金600 万円) と旧名に復し、社長に川崎重工業社長手塚

敏雄が就任( 兼務) した。

かくて、 事業の基礎を固めるため3 社合併の議は順調に進み、 昭和29 年

(1954)3 月15 日、 川崎機械工業( 資本金5 億1,000 万円) および川崎岐阜製

作所( 資本金3 億6,000 万円) との間に3 社対等の条件による合併が成立し、

ここに川崎航空機工業株式会社( 資本金8 億7,600 万円) が復元し、 わが国

航空機工業界の主翼として再出発した。

6・ 新 発 足

新発足後は、手塚社長の下に砂野( 仁)・永野( 喜美代) 両副社長を配し、

本社を神戸市生田区明石町38 番地川重ビルに置いた。そして明石の神戸製作

所、 各務ケ原の岐阜製作所の2 工場を擁し、 企業体制の上では一陽来復の日

を迎えたのであった。しかしながら、 航空機工業のような時代の尖端をゆく

技術分野では、 戦後の長い技術の空白は大きい痛手であり、 これを取りもど

すには異常の決意を要した。 ベルおよびロッキード両社との技術提携によっ

てようやく技術面のブランクを埋め、 新しい分野 を切 り拓 くため の努力 は

″臥薪嘗胆″であった。

技術のレベル・アップを図るとともに、 工場施設を整備して生産体制を強

化し、 企業合理化を実施するなご、 生産を軌道に乗せ社業を伸ばすために、

斡部も従業員も一体となってひたむきな努力を傾け、昭和30 年(1955)11 月

には倍額増資を行なって資本金を17 億5,200 万円とした。

次にこれまでの同社航空機製作お よび民需品生産の歩みをたごって見よう。

(1) 航 空 機 関 係

乗極東空軍のジェット・エンジンのオーバーホールについては、 かねてか

ら業界の注視するところであった。 昭和29 年(1954)5 月には、米国ロッキ

ード社と技術提携を行い、 神戸製作所は極東における唯一のオーバーホール



工場 とし て操業 を始め た○ 翌30 年1 月 にその第1 号エンジンを完工し、 その

後、 同31 年2 月 に第500 号エ ンジン、 同年9 月 に第1000 号エンジ ンとオーバ

ーホ ールは 順調に進 み、 川航技術の真 価が内外から認 めら れた。

ジェ ット 機の国産は、 その帰趨 が内外から強い 関心を寄せられてい たが、

日米両国政 府の意見 の一 致をみ たので、 昭和30 年6 月、T ―33A ジェ ット練

習機 の機 体製作に関し て、 ロ ッキード 社と技術提 携を行なっ た。 同年8 月、

防衛庁から 第1 次97 機を受注し、10 月には、岐 阜製作 所にお いて組立 に着手

し た。 これ によってロッ キード社は 技術者を派遣 するほか、 製作権 を無 償で

供与 するなど、 短期 間に最新 の技術を習 得させるために、 友 好的な心 くばり

を惜し まなかった。 かく て国 産ジェ ット機 瀉1 号機 の初飛 行によ り、 戦後 の

わが国 航空 史に特筆 すべき1 ペ ージを加えたのは、翌31 年1 月 のことであ っ

た。

ヘリ コプタ ーの製作は、 川 崎機械工業時代 の川崎ベル式47-D 型から47-

G 型 に移り、 昭 和30 年(1955)5 月 には、 運輸省から航空 機型式 証明第1 号

の認可を受けた。また翌31 年9 月にはビルマ

空軍にG2 型6 機を納入し、 戦後最初の国産

ヘリコプターの輸出として注目を浴びた。

昭和31 年9 月には川崎ベル式47-G 型2 機

を海上保安庁に、 また同型1 機を朝日新聞社

にそれぞれ納入したが、 これらの3 機が南極

大陸における第1 次国際地球観測に多大の貢

献をしたことは、 まだ世人の記憶に新しいと

ころである。

岐 阜 製 作 所( 昭和31 年)

神 戸 製作 所( 昭和31年)



以上 のほか、 米 極東空軍の 各種ジェ フト機お よびヘリコプ ター、 防衛庁の

各種 航空機お よびヘリ コプタ ーの オーバーホ ールを受注し た。 また、 温存し

た技 術によって自社設 計に よるKAL-2 型 軽飛行機お よびK Λ、T-1型練 習機 を

製作し て、 防衛庁お よび航 空大学に それぞれ納入し、 さら に、 戦後 わが国初

め ての航空発動機KAE240HP の試作 に成功し た。

(2) 一般民需関係

岐阜製作所におけるバス・ボデーは、 交通事業の活況とともに受注量が著

しく増大し、 月産150 台の能力に達した。 一方、 新時代に即応した意欲的な

試作研究を行い、業界の優位に立つに至った。

神戸製作所においては、 昭和30 年(1955) いすず自動車新大型バス用150

HP ディーゼル・エンジンの転換製作を始め、 その後本格的な量産に入った。

また化学繊維機械の製作は、 すぐれた設計と精度の高い技術により業界から

高く評価されている。 さらに歯車製作については、 その設備と技術の点でわ

が国随一のメーカーとして認められており、 従来の自動三輪車・耕耘機なご

の歯車のほかに、 乗用自動車部品の生産をも手がけるにいたったので、新機

械を輸入して設備を拡充し、 きたるべき日の飛躍に備えている。

以上のほか、 救命器・消火器等の製作業績も上昇線をたごっており、特に

昭和31 年(1956)5 月、 マナスル登頂に際して日本山岳会が携行した酸素補

給器が世紀 の壮挙を成功させ る原動力 と

なったこ とは広 く世人 の認 めるところで

あって、 川崎 航空機工業のこ の分野にお

け る技術は、 明 るい 脚光を浴 びたのであ

った。

以 上概説し たよ うに、 多彩 な製品 を持

つ川 崎航空機工業 の技術は業界 に揺ぎな

い地 位を占 めてい るが、 なお経 営の合理

化、 能率の向上、 コスト・ ダウン、 新技

術の導入・開 発などに努めて、 日に進み

月 に歩んで とどまる ところ を知 らない技

術 の世界に向か って、 た ゆまぬ前進を続

け ている。 「マナスルに立つ！ 」…蔭の力となった

川航の酸素補給器( 昭和31 年)



歴 代 代 表 者

会 社 名 役 職 名 氏 名 在 任 期 間

川崎航空 機工業～川崎産業

川 崎 産 業

〃

川 崎 都 城 製 作 所

月匚 崎 機 械 工 業

川 崎 岐 阜 製 作 所

川 崎 航 空 機 工 業

専 務 取 締 役 社 長

代 表 取 締 役

取 締 役 社 長

〃

〃

〃

〃

鋳 谷 正 輔

砂 野 仁

〃

長 峰 賢 次

砂 野 仁

永 野 喜 美 代

手 塚 敏 雄

昭和12.11.18 ～21.11.28

21.12.30 ～23.9.8

23.9.8 ～25.5.1

25.3.1 ～26.3.3 工

25.5.1 ～29.3.15

25.5.1 ～29.3.15

28.9.21 ～

株 主 数 の 推 移

年 月 川 崎 機 械 工 業 川 崎 岐 阜 製 作 所 川 崎 航 空 機 工 業

昭和25.934 55

26.3

26.9

27.3

27.9

28.3

28.9

29.3

29.9

30.3

30.9

31.3

31.9

32 58 -

902 106 -

1,013 540 一

一2,531 2,039

2,893 2,736 一

一6,08工 6,458

- - 15,840

16,185

17,165

一 -

- -

- - 17,365

20,428- -

- - 21,998

(注) 昭和29 年3 月、月|觴 機械工業お よび川崎岐阜製 作所は川崎航空機工業に合併

従 業 員 数 の 推 移

年 次
川 崎 機 械 工 業 川 崎 岐 阜 製 作 所 川 崎 航 空 機 工 業

職 員 工 員 臨 時 計 職 員 工 員 臨 時 計 職 員 工 員 臨 時| 計

昭和26 281 926 1,207 262 495 264 1,021 - 一 一 - -

-

-

3,513

3,465

5,332

27 364 947 1,311 240 498 108 846 - - ←.・

28 467 1,108 1,575 260 529 324 1,113 - -. ―

29 - - - - 一 一 ― - 一 一 一 854 2,276 383

30 - - - - 〃- - - ― - 1,065 2,400

31 - - - ― ― - - - - 1,524 3,808

(注) 昭和31 年は9 月 末、他は3 月 末現在



資本金・売上高・利益金・配当 率の推移

(1). 川 崎 機 械 工 業( 単 位 千円)

期 別 年 度 資 本 金 売 高 利 益 金 資本利益率
(%)

配当率
(%)

0

0

10

10

10

10

10

1

2

3

4

5

6

7

昭和25,9

26.3

9

27.3

9

28.3

9

11

85,000

85,000

85,000

85,000

85,000

130,000

340,000

510,000

145,917

515,503

621,358

446,812

473,071

567,920

607,864

(-)1,288

25,409

13,226

12,436

8;893

11,032

18,261

(-)3.6

59.8

・31.1

29.3

20.9

21.0

11.9

(2) 川 崎 岐 阜 製 作 所( 単位 千円)

期 別 年 度 資 本 金 咒 上 高 利 益 金 資本利益率
(%)

配 当 率
(%)

0

0

0

0

10

10

10

1

2

3

4

5

6

7

昭 和25.9

26.3

9

27.3

9

28.3

9

11

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

75,000

240,000

360,000

141,822

277,767

471,961

241,638

288,105

299,431

539,262

571

1,404

1,364

482

3,638

3,268

12,619

2.3

4.7

4.5

1.6

12.1

9.8

11.8

(3) 川 崎 航 空 機 工 業( 単位 千円)

期 別

8

9

10

Ⅱ

12

13

年 度 資 本 金 売 上 高 利 益 金 資本利益率
(%)

配 当 率
(%)

0

0

0

0

0..

0

昭和29.3

9

30.3

9

31.3

9

876,000

876,000

876,000

876,000

1,752,000

1,752,000

485,436

1,180,975

1,427,858

1,197,168

1,662,248

2,169,774

8,195

5,934

3,469

6,667

13,434

19,877

5.6

1.4

0.8

1.5

1.8

2.3

(注) 利益金は税引後の利益金を示す。



第2 節 技 術 と 生 産

大正年間、株式会社川崎造船所の時代に、サルムソン2A ‐2 型偵察機の国

産化に始まった航空機設計および製作の技術が、わずか30 年足らずのうちに

先進諸国と比肩するまでに成長したことは一つの驚異であった。 その問、 技

術の歩みはいずれも川崎先人の研さんと努力の集積であって、 少ながらぬ教

。訓を与えられる。

第2 次世界大戦によって、 わが国の航空機工業は完全に払拭され、 ジェッ

ト機の国産化なごを通じ、 進歩した外国技術に接したとき、 彼我の間にある

大きい落差に、 ともすれば次の日への苦闘に胸しめつけられるものがあった

が、始業当時の先輩がやはり同じような苦い道を切り開いてきたことを思い、

また諸外国の航空機製作の技術にも長い苦難の道があったことを思うとき新

たに勇気づけられ、 従業員は互に励ましよく努めて、 今日では明るい将来に

向って進むようになった。

1・ 飛 行 機 機 体

川崎の先輩諸氏が外国技術を習得して、独り立ちし始めたのは、KDA ―5型

戦闘機(92 式戦闘機) の設計・試作のころからで、 大正7 年(1918) にサル

ムソン社と技術提携を行なってから10 年以上を経過したのちのことであっ

た。 しかし、 その後の進歩はめざましく、 昭和15 年(1940) から同19 年まで

の5 年間に、製作能力を約10 倍に高めるまでの驚異的な伸展を遂げたのであ

る。 ある機は性能の点で外国機に対抗でき、 ある機はむしろそれらを凌いで

いたことは戦史に明らかである。

以下、 業を始めて以来製作した数多くの航空機のうちお もなるものを概観

しよう、

(1) 制 式 機

1) 乙式1 型偵察機

サルムソン2A ―2型偵察機に対して、 陸軍が乙式1 型という制式名称を付

した。 これは偵察機および戦闘機としては、 ニューポール・デラジー291C

戦闘機を国産化した中島飛行機の甲式4 型戦闘機とともに、 陸軍最初の国産



制式機であ った。

製 作機数300 機

(
大正11年11月

～昭和2年8月)

2)87 式重爆撃 機

ド ルニエ社の 試作設 計にかか

るわが国 最初の全金 属機で、 そ

の重量は当 時としては 驚異的 な

ものであ った。 乙式1 型 偵察機( 大正Ⅱ 年)

製 作機数26 機( 大正15年~昭和7年)

87 式 重爆 撃機( 大正15年)

空 に 生 き て き た30 年

田 中 勘 兵 衛

昭和5 年、 川崎 が初めて92 式戦闘機の製

作に着手し たとき、 航空本部では採用を渋

った。 そこで川崎航空機技術の面目にかけ

ても、 この92 式の性能が優れてい ることを

認めて貰うのだ…… と技術陣は総力を結集

した。 私はテスト・ノベイロツト として試験

飛行 を行い、 速 度320km( 英国戦闘機の世

界記録310km) 、高高度10,000m 飛行( 世界

蓊記録) に成功した。

これは決して1 回で成功した訳ではなく、

最初は8,000m 位までの上昇 がやっ とであっ

たが、4 エチル鉛を燃料に混ぜて、 デト ネ

ーションを防いだり、 いろいろ苦心を重ね

て、 初めて10,000m の高高度飛行に成功し

た。 これは軍 川機としての世界新記録なの

で、ドイツの新聞が大々的に報道し たため、

わが国でもセンセーションをまき起こし た。

これには軍部 も驚い て川崎製作の戦闘機を

採川するようになっ た。 やはり実績がもの

をいったのであった。

8,000m 飛んだ ときに、 油の粘度が増し

て、 操縦桿が急激に重たくなったので、 こ



3)88 式偵察機1 型・2 型

および88 式軽爆撃機

陸軍が初めて、三菱・石川島

・川崎の民間3 社に競争設計・

試作させたが、 当社のKDA ―2

が合格、88式偵察機として採用

された。 本機には1 型・2 型か

おり、昭和4 年(1929) には2

型に爆撃装置を施したものが88

式軽爆撃機として採用された。

また同 年、 燃料 タン ク( 計1,600l) を増設し た88 式 長距離 偵察機2 機 が、

九州 一台湾 間無着陸飛 行に成功し た8 なお本機 には、 民間機に改 造し た海防

義会 第4 ・第5 飛行機(KDC-2 型 旅客機) があ る。

試作設計 大正15 年4 月 ～昭和2 年1 月

試 作3 機( 昭和2 年2 月1 号機完成)

製作機 数 偵察機 …520 機( 昭和3 年2 月～同6 年12月)

軽爆機 …370 機( 昭和4 年6 月～同7 年12 月)

88 式偵察機2 型( 昭和3 年)

の経験を活かし て各操縦装置の油を全部洗

い落して10,000m 飛行に成功できた。 また

思いきって川崎 のドレガ ー式酸素呼吸装置

を使ったのもよかっ た。 それ以来、 高高度

飛行をする軍用機には、 全部これを装備す

ることに決っ た。

大正の中ごろまではパラシュートがなか

っ たから、 空中で操縦装置に故障が起こる

とか火災や機体分解が起これば死は免 れな

かっ た。 後年輸入されたパラシュートは、

パイロツトにとりまさに神の福音であった。

パラシ ュートがあっても。 テスト 。パイ

ロットは一 度空に飛び上れば、 常 に死と対

決せねばならなかっ た。30 有余年、 約70 機

種にラスト・パイロットとして乗ってきた

私に、 いま手足が揃ってい ることが、 不思

議に思えてならない。 今日 の航空機製作技

術の進歩の陰にテスト・パイロットとして、

貴い 犠牲となり空に散っ た多くの先 輩・僚

友たちの冥 福を心から祈りたいと思う。

(もと川航岐阜製作所副所長)



4)92 式戦闘機1 型・2 型

昭和4 年(1929) 、 川崎独

自の考えにより設計・試作し

たKDA-5 型戦闘機は、 翌5

年7 月の試験飛行において、

320km/h の水平速度を発揮

し、当時の世界水準を10km/h

も凌駕した。 その後、同年10

月には、 社員田中( 勘兵衛)

飛 行士 が各務ヶ 原で本機 を駆って、 わが国 の高度記録(10,000m) を樹立し

た。92 式 戦闘機とし て 制式 に採用され たのは、満州事変が突 発し た直後 の同

6 年10 月であ った。

試作設計 昭和4 年6 月～同5 年4 月

試 作5 機( 昭和5 年7 月1 号機完成)

製作機数380 機( 昭和7 年1 月～同8 年11月)

5)93 式単軽爆撃機

試作KDA-6 型 高速偵察機 を基 礎とし て設計し、発動機はBMW9 型700HP

を装備した。 この発動 機に初めて採 り入れた過給機 の故障の ため短 期間の製

作 にとごまった。

試作設計 昭 和7 年9 月～同8 年2 月

試 作3 機( 昭和8 年4 月1 号機完成)

製作機数200 機( 昭和9 年1 月～同10年3 月)

92 式 戦 闘 機 昭和5年)

93 式 単軽爆 撃 機( 昭和8年)



6)95 式戦闘機1 型・2 型

これは昭和9 年(1934) に試

作を侖ぜられた「キー10」戦闘

機の制式機である。 その設計に

は全力を尽し、 同10 年3 月・4

月には第1 ・2 号機を完成した。

さらに全表面に沈頭鋲を用いて

抵抗の減少を図り、 かつ重量を

軽減した第3 ・第4 号機を3 ヵ月で完成した。 本機は中島飛行機「キー11」

との厳格な競争審査において合格し、 同年9 月、95 式戦闘機として採用され

た。 たまたま、 わが国の経済使節団長として遠くブラジルに旅していた平生

社長は、 祝電を寄せて関係者の努力を篤くねぎらったほごであった。 本機に

装備した「ハ-9 」2 型甲発動機は当社が初めて設計・試作したものである

が、 本機が多くの難問題を克服して、 制式機に指定されるまでに傾けられた

関係従業員の努力にはなみなみならぬものがあった。 本機は日華事変におい

て大いに活躍した。

95 式 戦 闘 機( 昭和10年)

試作 設計1 型 …昭和9 年9 月 ～同10 年2 月

2 型…昭和10 年12 月～同11 年3 月

試 作1 型‥・4 機( 昭和10年3 月1 号機完成)

2 型 …1 機( 昭和11年5 月 完成)

製 作機数1 型 …300 機( 昭和10年12月～同12年10月)

2 型 …280 機( 昭和12年6 月～同13年12月)

7)98 式単軽爆撃機

日華事変突発のため、緊急製作を進めるよう軍命令を受け、50 機以上を月

産したが、 第2 次世界大戦初期の香港爆撃に活躍し、 その最後を飾った。

試作設 計 昭和10 年10 月

～11 年12 月

試 作8 機

(昭和12年3 月

1 号機完成)

製作機数846 機

(昭和13年7 月

～15年5 月)
98 式単軽爆撃機( 昭和12 年)



8)1 式貨物 輸送機

さきに転 換製 作し た 口式 輸送機の 下げ 翼 を大 幅に 設 計変 更し、 胴体 を約

1.5m. 延長し て離・着陸性能 を改 善し た もので、 第2 次世界 大戦のパレン バン

攻撃に際し落 下傘部隊 の輸 送に用いられた。

試作設計 昭和14 年9 月~ 同15 年9 月

試 作2 機( 昭和15年11月1 号機完成)

製作機数119 機( 昭和16年8 月~同18年9 月)

9)99 式双 発軽爆撃機1 型・2 型

これは「 キ-48 」の制式 機で、 川 崎航空機工業 とし ては初めて の空 冷式 ・

双発の軽爆撃機であ った。 今次大戦に、 交戦国の軍 事基地お よび補給拠 点を

攻撃 する際に武 勳をたてた。

首 な し 飛 行 機

仙 波 正

川航製作の戦闘機は軍から極めて好評を

受けた。 軍からの増産- さらに緊急増産-

の要望に岐阜工場 だけではとても応じ られ

なくなったので、 東洋紡の広大な一宮工場

を転 用し、 増築して生産 に馬力をかけた。

機体を一宮から各務ヶ原へ運ぶのに、 那加

町新洳納地内の国道に直角の曲りがあり、

そのうえ道幅が狭くてどうにもならぬので

県にお願いし、 昭和18 年の梅 雨期であった

が突貫工事で1 ヵ 月余 りでやって貰った。

しかし、 生産能率が上って毎 日でき上る

数十機を運ぶようになると、南長森地内 の

街道も役に立たぬので、 また県 に相談に行

き、 国庫から補助金を出してい ただくほか

に全工事費のうち、 かなりの費用を川崎で

負担し て、 翌年の初秋に道路を完 成した。

それが現在の新国道である。 しかし戦争の

ため とはいえ、 樹齢百年に近い立 派な松 の

樹がごし どし切り倒されるのを見 ると、 胸

が痛む思いであった。

ところが機体はどんどんでき上っていく

のに、 いろいろの障害が絡みあって、 発動

機の生産がそれに伴わなかった。 首のない

飛行機が何百機もえんえんとし て8 キ ロあ

まり道路に一列に並んだ。 そのうち空襲が

激し くなっ たので、 この新国道は道路より

は格好な飛行機の疎開場所になったのは皮

肉であっ た。 し かし不思議に も空襲を受け

なかったのは、 乗空軍も「首なし機」 を爆

撃しても意味がないと思ったのかも知れな

い。

最近は重要路線として舗装され、昔の「善

光寺 道」 とか 「中仙道」 とかいう古めかし

い街 道とは面目を一新し、 素人にちょっ と

分り難い 「1 級国道21 号線」 とい う名の近

代産業道路 となっ た。

(もと川航機体拡充部次長)



ス ノコ板型 のエア・ブレ ーキを装着した ものを2 型乙 と称し、60 °の角度

で急 降下す るこ とがで きた。 また本 機はネー0 号ジェ ットの飛 行テスト や、

い 号乙無 線誘導弾の母 機とし て も使用さ れた。

試作設計1 型…昭和13 年1 月～同14 年4 月

2 型‥・昭和15 年6 月～同16 年2 月

試 作1 型・‥9 機( 昭和14年7 月1 号機完成)

2 型…3 機( 昭和17年2 月1 号機完成)

製 作機数1 型…557 機( 昭和15年7 月～同17年6 月)

2 型 …1,408 機( 昭和17年4 月～同19年10月)

10)2 式双発複座戦闘機

試作双発複座戦闘機「キー

45」は、技術上の問題もあり、

また複座戦闘機そのものに対

する陸軍部内の意見が一致し

ないとい う事情もあって、 陽

の目を見ずに終った。その後、

改良によって好成績を示した

「キー45」 の第1 次性能向上

機を基に、新しい構想で設計された「キ―45」2 型は制式機として採用され、

通称「屠龍」 と呼ばれた。 本機は当時わが国唯一の重武装戦闘機として活躍

し、 また「キー96」 単座戦闘機お よび「キ―102 」 の系統を生みだす基とな

った。

2 式双発複座戦闘機( 昭和17年)

試作設計 昭和15 年8 月～ 同16 年5 月

試 作3 機( 昭和16年9 月1 号機完成)

製 作機数1,687 機( 昭和16年9 月～同20年7 月)

11)3 式 戦闘機1 型・2 型

第2 次 世界大戦におい て活躍し たわが国の軍用機中、 唯一の水冷式戦闘 機

で、 き わめ て洗 練された スマートさを もっ てい た。 その優 秀な 高速・旋回 の

両性 能によって、輝 かし い幾多 の戦乗 をあげ、「飛燕」の 名で人 々に親し まれ

た。 戦局 の進展 とともに急速生産 を続け、昭和19 年(1944)7 月 には月 産245

機に達し たo

「ハ―140 」 発動 機を装備し た2 型は、 高度6,00Om におい て最大速 度610



kin/h に達し、10,000m

で編隊飛 行がで きるなど

優れ た性能 を もっていた

が、 発動機 の生 産が遅延

し たため、 各務ヶ 原飛行

場 には200 機の ″首無し

機″ が並 んでし まっ た。

そのため発動機は空冷

「ハ-112 」 を装備 する

こととなり、2 型として製作された374 機のうち275 機は5 式戦闘機に改装

された。

3 式 戦 闘 機1 型( 昭和17年)

試作設 計1 型 …昭和15 年12 月~ 同16 年9 月

2 型‥・昭和17 年9 月~ 同18 年3 月

試 作1 型 …12 機( 昭和16年12月1 号機完成)

2 型・‥39 機( 昭和18年8 月1 号機完成)

製作 機数1 型・・・2,734 機( 昭和17年8 月~同20年1 月)

2 型‥・99 機( 昭和19年9 月~同20年8 月)

飛 燕

土 井 武 夫

「飛燕」 が生れるまで に川航で設計・試

作した戦闘機は、 単発 機だけでも6 機 種あ

る。(その形式は高翼単葉・低翼単 葉等にわ

たっている) 昭和15 年2 月、 第7 番 目の単

座戦闘機として設計に着手したものが 「飛

燕」 であっ た。

太平洋戦争の始まった昭和16 年12 月には、

各務ヶ原の飛行試験で590km/h の最大速度

が出 たので、 圏係者一同は飛び上るほどよ

ろこんだ ものだった。

川航は始 めから水冷発動機の一本槍で進

んできたので、 水冷発動機の前面面積の小

さいという特徴を生かすため、 戦闘機の設

計で長い間研究を続けてきた際、 冷却器の

装着方法が 「飛燕」 において結實したとい

ってよい。 そのスマ ートな外形は国民 に愛

され、 その優れた性能は国民から信頼され

ていた。

戦闘機の任務は制空権の獲得 であるから

速度・上昇力・運動性・火力等の相反する

諸要素をよく調和し なければならない。

「飛燕」ではこの点に特に意を用いた。「飛

燕」2 型機は最大速 度610km/h に達し、 当

時わが国の戦闘機で、10,000m の上空で編隊



5 式戦 闘 機1 型( 昭和20年)

12)5 式 戦闘機1 型

胴体 幅84c 】.nの3 式2 型 戦闘

機 に、直径1.22m の「ハ-112 」

発動 機を装 備するために払 われ

た苦心はな みなみならぬ ものが

あ った。 設 計関係者は夜 を日に

次い で よく努め、 きわめて短い

期間に設計 を終了し た。 性 能が

優秀 で内地防空 に活躍し、 昭 和

20 年(1945)7 月 に陸 軍大臣から感 謝状 を授与され た。 同年5 月には月 産

111 機 に及び、 さら に月 産200 機 とす るため努力し てい たが終戦となっ た。

また、 アメリカのB29 爆撃機に対応す るため排気タ ービ ン過給機を装 備し、

高度10,000m 以 上におけ る性 能を改良し た2 型は、 制式機 を出 すまでに至ら

ず終 戦を迎え た。

試作設 計 昭和19 年10 月～同 年12 月

試 作3 機( 昭和20年2 月1 号機完成)

製作機 数378 機( 昭和20年3 月～同年8 月14日)

飛行 のできる唯一のものであった。

残念なことに発動機の生産が間 に合わず

他社製 の空冷発動機を当社製作の機体に装

着することになった。 これが当ったと言う

か、 高性能を発揮し、 すぐさま5 式 戦闘機

に採用され、 内地防空戦に大いに活躍し、

同20 年7 月に陸軍大 臣から感謝状を もらっ

た。 この5 式戦闘機をもう少し稼働させた

ら面白い結乗が生れたかも知れない。

終戦後、 私はGHQ に呼ばれ、「。飛燕」等 に

ついていろいろ尋問を受けたが、 米軍の将

校は 「日本は戦時中技術的に全く孤立し て

いたのに実に優秀な戦闘機を作ったものだ。

性能の上では米軍機に劣っていない。 然し

研究の面でやや遅れている」 と私に語った

のを思い出すのです。

昭和28 年になって、 川航が米空軍戦闘機

の オーバーホールをやることになり、 大戦

の終りごろ、 米軍が最優秀 機として誇った

「F-51」戦闘機( 速度650km/h) の冷却の装置

などが、 全く「飛燕」 と同じであったのを

みて、 感慨無量であった。

(川航技術顧問)



13) い 号乙 無線 誘導 ロケ ット弾 機

「神 風」 特攻隊はい くたの戦果 をあげたが、 そのために少壮有 為の若人が

実 に数 多く ″散華 ″し、 その犠牲はあ まりにも痛ましか った。 このため、 昭

和20 年(1945)6 月 に無線 誘導 ロケット弾 機が製作さ れたが、 実戦に参加す

る機会 もな きままに終戦 となった。

試作設 計 昭和19 年7 月 ～同年8 月

試 作30 機( 昭和19年10月1 号機完成)

製作機 数150 機

14)T ―33A ジェ ット練 習機

米国 のロッキ ード社がF-80 戦闘機 を母胎 とし て製作し たジェ ット練習機

で、 同社 との技 術提携に より現在防衛庁 から受 注の210 機の生産を行なっ て

いる。 本機を国産する

ために川崎航空機工業

の多くの技術者は、 戦

後の進歩した米国航空

事情に直接触れる機会

にめぐまれたほか、 設

計・製作両面の技術お

よび近代的な管理方式

等について多くの収獲

を得た。 T-33A ジェット練習機‥・最初の国産機( 昭和31 年)

(2) 試 作 機

1) 海防義会第3 義勇飛行艇

海防義会から受注・製作した

もので、当時わが国における全

機種を通じて最も大型のもので

あった。

設 計 昭和2 年4 月～同3

年8 月

試 作1 機

(昭和3 年10月完成) 第3 義勇飛行艇( 昭和3年)



2) 川崎KDC-5 型高速度通信機

朝日新聞社からの受注により製作したもので、昭和9年(1934)9 月、北京一

大阪間2,200km を翔破して、わが国最初の高速度無着陸長距離飛行に成功した。

設 計 昭和8 年6 月～同年12 月

試 作1 機( 昭和9 年2 月完成)

3) 「キー64」 高速度戦闘機

層流翼型、 串型発動機による二重反転プロベラー駆動、 蒸気表面冷却法な

ご斬新な設計を豊富に採り入れた新鋭機であった。5 回の試験飛行を行い、

その性能は関係方面の注目を浴びていたが、しだいに暗くなった戦況は本機

の研究を中断させた。 戦後、 本機を米国航空技術調査団が調査し、 「木機は

日本軍用機中比類のないものであり、 その蒸気表面冷却法は米国設計者の興

味をひくものであ る。・ その設計は優秀で、 構造において米国機に優る」 と報

告していることは、本機の卓越した性能を物語るものといえよう。

基礎研究 昭和16 年10 月

設 計 昭和17 年10 月～同18 年9 月

試 作1 機( 昭和18年12月完成)

4) 「キー78」 研究機( 研3) ダ

昭和15 年(1940) から東京大学航空研究所の指導のもとに十分な基礎研究

を行い、 同17 年、試作機の完成をみた。 本機は、 高馬力にもかかわらずきわ

めて小型で、 その上、 当時としては珍らしい高翼面荷重(220kg/m2) であっ

た。 プレストンおよび滑油冷却器を後部胴体側部にもち、 主翼には層流翼型

を採用した。

基礎研究 昭和15 年4 月

設 ・計 昭和16 年3 月～同17 年8 月

試 作1 機( 昭和17年12月完成)

「キー78」研 究 機( 昭和18 年)



5) 「キ一91」4 発遠距離爆撃機

昭和18 年(1943) 、 試作に着手した遠距離爆撃機で、爆弾4T を搭載して高

高度で9,000km 飛行し得る計画であった。 製作には都城工場をあて、 試作

は岐阜工場の新試作工場で行なう予定であった。 高々度遠距離爆撃機という

性質から気密室を必要としたが、 それには「キー108 」 高‘々 度戦闘機製作の

経験を生かすはずであった。

昭和19 年4 月・5 月の2 回、 実大模型の審査が行われ、6 月には新試作機

組立工場が完成したので、一部治具の製作に着手した8 その年の後半から激

化した空襲と資材不足のため製作は殆ど絶望となり、ついに翌20 年2 月中止

と決定した。

試作設計 昭和18 年10 月

試 作 昭和21 年6 月 一号機完成予定

6) 川崎KAL-1 型・2 型連絡機

平和条約の発効によって、昭和27 年(1952)3 月、 航空に関する禁止条項

が解除されたので、 いち早く航空機の研究に着手し、 同年7 月にはKAL ―1

型の設計を始めた。 また発動機・プロペラ一 。計器類をアメリカから輸入し、

制 式 機

機 種
符 号

寸 法 寸 度

全備重量
(kg)機 号 型 式 全幅Cm) 全 長(m) 主翼面積(m2)

乙式1 型 偵 察 機 複 2A2 11.770 8.620 37.27 1,500

87 式 重 煬 撃 機 単 DON 26.000 18.000 120.00 7,700

88 式 偵 察 機1 型 複 A-2 15.000 11.500 48.00 2,800

〃2 型 〃 〃 〃 〃
ダ

88 式 軽 爆 撃 機 〃 〃 〃 〃 3,050

92 式 戦 闘 機 〃 A ・-5 10.000 7.050 24.00 1,700

93 式 単 軽 爆 撃 機 〃 「 キー3 」 13.000 10.000 38.00 3,100

93 式 双 発 軽 爆 撃 機 単 「 キー2 」 20.000 13.000 56.00 4,600

95 式 戦 闘 機1 型 複 「 キー10」 9.550 7.200 20.00 1,650

〃2 型 〃 「 キー10」2 型 10.020 7.550 23.00 1,740

98 式 単 軽 爆 撃 機 単 「 キ―32」 15.000 11.530 34.00 3,400

口 式 輸 送 機 〃 19.960 13.500 51.20 7,800

1 式 貨 物 輸 送 機 〃 「 キー56」 〃 15.000 8,025

98 式 直 協 機 〃 「 キー36」 11.080 8.000 18.10 1,650

99 式 高 等 練 習 機 グ 「 キ・-55」 10.020 13.000 〃 1,350

5,5002 式 双 発 複 座 戦 闘 機 〃 「 キー45」2 型 15.020 11.000 32.00

99 式 双 発 軽 爆 撃 機1 型1 「 キー48」1 型 17.450 12.600 40.00 6,050



翌28 年7 月に1 号機、同 年10 月

に2 号機を相次いで完 成した。

2 型 は1 型の性能 を向 上し た も

ので 同29 年11 月 に完成し、2 機

を防 衛庁に納入し た。

設 計開始 昭 和27 年7 月

1 号機完成1 型‥・昭和28 年7 月

2 型 … 同29 年11 月

製作 機 数1 型…2 機

2 型…2 機

川崎KAL ―2型連絡機(昭和29年)

7) 川 崎KAT-1 型練習機

昭 和28 年(1953)4 月、 複 座練習 機 として設 計に着手し、翌29 年2 月 に完

成し た。 本 機はKAL-1 型 に続く第2 作で、 現在航空大学 校の練習機 とし て

活躍し てい る。

設 計開 始 昭和28 年4 月

1 号機完成 昭 和29 年2 月

製 作 機 数2 機

一 覧 大正11―昭和31年

装 備 発 動 機 最大速度
km/h(H)

製 作
備 考

名 称 出力(HP) 基数 期 間 機 数

サルムソ ンAZ9 型 230 1 186 大正11.11～昭和2.8 300 サルムソン社から技術導入

BMW6 型 450 2 180 15.― ～7. 一一 26 ドルニエ社に設計委嘱

〃 〃 1 200 昭和3.2 ～6.12 523

うち試作3 機
〃 〃 1 210 3.2 ～6.12

〃 〃 1 〃 4.6 ～7.12 370

〃 500 1 320 5.7 ～8.11 385 うち試作5 機

BMW9 型 700 1 260 8.2 ～10.3 203 〃3 機

ジュピター7F 450 2 250 9.11 ～10.8 13 三菱重工 から製作転換

「ハー9 」2 型甲 800 1 400 10.3 ～12.10 304 うち試作4 機

〃 〃 1 〃 11.5 ～13.12 281 〃1 機

「ハー9 」2 型乙 900 1 420 12.3 ～15.5 854 〃8 機

「 ハ・-25 」 970 2 400 15.6 ～16.12 56 立川飛行機から製 作転換

〃 〃 2 〃 16.8 ～18.9 121 うち試作2 機

「ハー13」 甲 515 1 350 15.6 ～17.5 472 立川飛行機から製作転換

〃 〃 1 16.2 ～17.11 311 〃

「ハー102」 920 2 540 16.9 ～20.7 1,690 うち試作3 機

「ハ ―25 」 970 2 480 14.7 ～17.6 566 〃9 機



機 種 Ay。 に1
寸 法 寸 度 全備重量

機 号 型 式 符 号
三E 全幅(m) 全 長(m) 主翼面積(m2)(kg)

99 式 双 発 軽 爆 撃 機2 型 単 「 キー48」2 型 17.450 12.750 40.00 6,750

3 弍 戦 闘 機1 型 〃 「 キー61」1 型 12.000 8.940 20.00 3,470

〃2 型 〃 「 〃 」2 型 〃 9.160 〃 3,825

「 キー102」 乙 双 発 襲 撃 機 〃 「 キー102」乙 15.570

〃

11.450 34.00 7,300

「 〃 」 甲双高々度戦闘機 〃 「 〃 」甲 〃 〃 7,150

5 式 戦 闘 機7 型 〃 「 キー100」1型 12.000 8.820 20.00 3,490

4 式 重 煬 撃 機 〃 「 キ‐67 」 22.500 18.700 66.50 13,760

い 号 乙 無 線 誘 導ロケ ット弾 機 〃 2.600 4.090 1.95 680

T-33A-1-KA ジェット練習機 〃 T ―33 11.440 11.500 21.80 5,305

計

試 作 梭

機 種 寸 法 寸 度 全 備 重 量

(kg)機 号 型 式 全 幅(m 匚 全 長(m) 主翼面 積(m2)

乙 式1 型 纏
能

筒
上

機
複 11.770 8.620 37.00 1,600

川崎 ドルニエ・コメット 型 旅 客 輸 送 機 単 19.600 12.400 62.00 3,700

川 崎KDA ―3 型 戦 闘 機 〃 12.600 8.850 25.00 1,950

海 防 義 会 第3 義 勇 飛 行 艇 〃 29.500 20.000 140.00 8,900

海 軍 飛 行 機 研 究 材 料( 艦上偵察機) 〃 16.000 10.650 43.70 1,800

川 崎KDC ―2 型 第45 義 勇 飛 行 艇 複 14.300 11.180 48.00 2,980

川崎ドルニエ・ツール型旅客輸送用飛 行艇 単 22.500 17.850 96.00 7,500

川 崎KDA-6 型 高 速 度 偵 察 機 複 12.400 ・ 9.200 34.50 2,310

「 キ ー5 」 型 試 作 戦 闘 機 単 10.600 7.780 18.00 1,870

川 崎KDC ―5 型 高 速 度 通 信 機 〃 13.420 9.130 30.00 2,860

「 キ ー10 」 性 能 向 上 機 第2 案 複 19.050 7.200 20.00 1,650

「 キ ー28 」 試 作 戦 闘 機 単 12.000 7.900 19.00 1,760

「 キー10 」 性 能 向 上 機 第3 案 複 10.020 7.550 23.00 1,780

「 キ ー45 」 双 発 複 座 戦 闘 機 単 14.500 10.260 29.00 3,750

「 キ ー60 」 単 座 重 軽 戦 闘 機 〃 10.500 8.400 16.20 2,150

「 キー64 」 高 速 度 戦 闘 機 〃 13.500 11.030 28.C〕0 5,100

「 キ ー-78」 研 究 機 〃 8.000 8.100 11.00 2,300

「 キー88 」 単 座 戦 闘 機 〃 12.400 10.200 25.00 3,900

「 キ ー66 」 急 降 下 煬 撃 機 〃 15.500 11.200 34.00 5,750 ・

「 キ ー96 」 双 発 単 座 戦 闘 機 〃 15.570 11.450 34.00 6,000

「 キー108」 高 々 度 戦 闘 機 〃 15.670 11.710 34.00 7,200

「 〃 」 改 高 々 度 戦 闘 機 〃 17.350 13.050 40.00 7,600

「キー100」2 型 戦 闘 機 〃 12.000 8.820 20.00 3,620

「キ ー91 」4 発 遠 距 離 爆 撃 機 〃 48.000 33.000 224.00 58,000

1,460.川 崎KAL-1 型 連 絡 機 〃 10.400 9.080 18.20

川 崎KAL ―2 型 連 絡 機 〃 11.900 8.750 19.60 1,600

川 崎KAT ―1 型 練 習 機 〃 Ⅱ.500 8.500 18.60 1,350



装 備 発 動 機 最大速度

km/h(H)

製 作
備 考名 称 出力(HP; 基数 期 間 機 数

「ハ―115」 940 2 505 17.2 ～19.10 1,411 うち試作3 機

「ハー40 」 1,100 1 560 16.12 ～20.1 2,746 〃12 機

「ハー140」 1,250 1 610 18.8 ～20.8 138 〃39 機

「ハー112」2 型 〃 2 580 19.3 ～20.8 208 〃18 機

〃 〃 2
580

(10,000㈲ 20.1 ～20.8 20 〃5 機

〃 〃 1 580 20.2 ～20.8 381 〃3 機

「ノヽ -104 」 1,850 2 537 19.8 ～20.8 91 三菱重工から製作転換

「特 口」液体ロケット lOt/sec 1 680 19.10 180 うち試作30 機

ア ジソ ン
J―33A35

推 力kg
2,090

1 880 31. 工 ～ 34.3迄
210

翼端タンクなし

11,860

― 覧 大正12 一 昭和31 年

装 備 発 動 機 最 大 速 度

km/h(H)

試 作
備 考

名 称 出 力(HP) 基 数 年 月l 機 数

サ ル ム ソ ン3001 大正12.2 2

BMW6 型 500 1 195 昭和2.4 3

イスパノ・シイザ 450 1 285 3.3 3

BMW6 型 500 2 3.10 1

イスパノ・シイザ 450 1 260 3.9 1

BMW6 型 500 1 220 4.8 2

〃 〃 2 230 5.10 3

〃 750 1 295 6.10 1

「ノ丶一一9 」1 型 800 1 360 6.10 4

BMW6 型 500 1 330 9.2 1

「ハ ー9 」2型甲 800 1 420 11.10 1

〃 〃 1 485 11.11 2

「ハ ―9 」2 型乙 900 1 440 12.11 2

「ハ ー20 」 乙 820 2 480 14.1 3

DB601 1,100 1 560 16.3 3

「 ノヽ ―201 」 2,200 1 690 18.2 1

DB601 改 1,500 1 699 17.12 1

「ノヽ -140 」 1,250 1 600 18.10 1 製 作 中 止

「ハー115」 940 2 535 17.11 6

「ハー112」2 型 1,250 2 600 18.9 3

〃 〃 2 580(10,000m) 19.8 2 気 密 室 付

〃 〃 2 600( 〃) 20.3 2 〃

製 作 中 止

乗 員4 名

〃5 名

〃2 名

〃 〃 1 590( 〃) 20.5 3

「ハー214」 2,310 4 580( 〃) 18.10

ラ イ カ ミ ン グ
GO 一435C2

240 1 283 28.7 2

ラ イ カ ミ ン グ
GO-435C2B

〃 1 295 29.11 2

〃 1 303 29.2 2



2、 原 勁 機

川崎航空機工業の発動機製作史は、同社がまだ分離・独立していなかった

大正7 年(1918) に株式会社川崎造船所造機設計部( 自動車掛) の担当業務

として、自動貨車( トラック) 用の発動機を手がけたことに始まる。 次いで

翌8 年に陸軍の航空機用発動機を製作するに至り、 その製作領域を広め、 そ

の問。紆余曲折はあったが、 しだいに大をなして今日に及んだ。

(1) 自動車・内火艇用発動機

大正7 年(1918) 、 陸軍の制式4T 自動貨車(30HP4 シリンダー)5 台

を兵庫工場で製作した。 当時、 実施された軍用自動車保護法に励まされて技

術を導入し、 アメリカのパッカ

ード型貨物自動車の製作に着手

した。 しかしほごなく陸軍から

航空機の試作を命ぜられたため

これに専念するようになり、 自

動車製作は自然に中止した。 陸

軍機の試作が緒につくまでには

相当の日時を要したので、 この

間に艦載内火艇用発動機25台を

製作した。

4T 自 動 貨 車( 大正7 年)

(2) 水冷航空発動機

1) サルムソン水冷星型発動機

大正7 年(1918)8 月、 フラ

ンスのサルムソン社からサルム

ソン2A ¬2 型偵察機およびAZ

9型230HP 発動機の製作につい

て技術提携を行い、同社に技術

者を派遣して技術を導入し、 同

15 年(1926) までに300 台を製

作した。 サル ムソン水冷発動機の組立作業( 大正10 年)



2)lnIw6 型発動機

大正13 年(1924)2 月木、 ド

イツのベー・エム・ベー社と6

型発動機について技術提携を行

い、 技術者を派遣して技術習得

に当らせた。同15 年3 月に製作

に着手し、昭和2年(1927)9 月、

陸軍の制式に採用された。 この

発動機を87 式重爆撃機・88式偵

察機・88 式 軽爆撃機 などに装備し、当時最 も信頼性の高い 強力 発動機 として

好評であ った。 昭和7 年(1932)10 月 に至 り、 その気化器をゼ ニス60I)CL

に取替え、 マグ ネシウ ム合金を初 めて採 用し たほ か、 ケル メット 軸受 の国 産

化に成功し て、 その性 能を著し く向上させ、500HP1 型ま たは2 型 とし て92

式戦闘機 に装備し た。

BMW6 型450HP 発動機( 昭和2年)

3)BMW9 型発動機

昭和7 年(1932)5 月、 ベ ー・ エ ム・ べ一社 と過給器付BMW9 型715HP

発動機の製作 について技 術提 携を行い、翌8 年9 月 にはBMW700HP とし て

陸軍の 制式 に採用 された。 これを93 軽爆撃 機に装 備し たが、 過給機 に改良 す

べき点があ ったため、 生産 は短期間 で終 った。 しかし、 この発動機 には ルー

ツ送風機に よる弁の冷却、オクタン価94 の高級燃料 を採 用し た うえ、 フ ァル

マン減速装置 を付け た ものを昭 和13 年(1938)5 月に東大 航空研究所の設計

による、 い わゆる航研機に 装備し た。 本機は飛行距 離(11,651km) と平均

時速(186km) の世界記 録を樹立し て世の注目をひい た。

BMW9 型700HP 発動機( 昭和9 年)



4) 「ハー9」2 型甲・乙 発動機

いずれ も当 社におい て設 計し た もので、800HP の前者は95 式戦闘 機に装

備 し、900HP の後者は過 給器を圧力式 に改め、「ハ一一9」2 型乙 として性 能を

向上させ、98 式軽爆攣機 に装備して十 分にその成果をあげ ることができた。

「ハー9 」2 型甲800HP 発動機( 昭和10 年)

噴 射 ポ ン プ

八 巻 信 郎

「……余はこの場から直ちに第一線 に出動

する。 余もし戦死せばヘスが余に代 れ、 ヘ

ス斃れればケーシングこれに続け……」 と

絶叫するヒットラーの歴史的宣戦布告を、

私たち川崎 派遣者がベルリン郊外にあるベ

ンツ工場で聞いたのは昭和14 年9 月1 日の

ことであった。 私 たちは、 直ぐさま工場 を

引上げ、 山崎団長 を中心に善後策を協議し

た結果、 とにかく 「噴射 ポンプ」 だけは私

と田中( 英夫) 君が、 どんな苦難に堪えて

も川崎 に持ち帰るよう任務が与 えられた。

最悪の場合も覚悟して、 私 たちは小 さい

軽いトランクを手に入れたが、 ポンプと説

明書を詰込むのがやっとであった。 このポ

ンプは、 実用段階に入ったものとしては当

時世界でただ一つの、非常 に貴重なもので、

ド イツ軍 の機密品であるから、 税関でシー

ルして貰 うまでにひごく骨が折れた。

開戦 と同時に、 われわれが持っていたビ

ザと外貨 信用状とは失効してし まった。 偶

偶ナポリに寄港する「箱根丸」 に乗船させ

て貰うため、 ベルリンに残留する川崎 の僚

友 の手持外貨全部をかき集、め、 ナポリまで

の旅費を友情に扶けられてやっ と謳 達でき

た。 また苦心の末、 大島大使から駐伊、 独

大使に宛てた 「箱根丸」 乗船依頼状を手に

した私たち2 人が、 戦時色に塗 り潰された

ベルリンを発ったのは、9 月7 日の夜であ



5) 「ハ‐40」 水冷倒立V 型発動機

昭和14 年(1939) 、当時ドイフにお

いて最も優秀であったダイムラー・

ベンフのD,B.601 型発動機の製作

技術を導入し、同16 年10 月にこれを

完成した。 この発動機は3 式1 型戦

闘機に装備された。

6) 「ハ一140」水冷倒立V 型発動機

昭和18 年(1943) 、「ハー-40」の性

能を向上して1,250HP 発動機とした

もので、3式2 型戦闘機に装備した。
「ハー40」木冷倒立V 型1,100HP 発動機

(昭和16 年)

(3) 空冷航空発動機

1) 「ハー13」 甲空冷星型発動機

昭和15 年(1940)5 月に転換製作を命ぜられ、98 式直協偵察機および99 式

高等練習機に装備した。

つた。

日本船に乗れたので安全だと思ってい た

ら、 マルセイユに寄 港のときフランス官憲

の厳重な臨検にあい、 特にドイツ出国者の

荷物検査は峻烈をきわめた。 「ポンプを没

収されるようなことになっては ……」 と薄

氷を踏 む思い で、 気が気でなかった。

ポンプの安全 を期することが至難になっ

たので、 事 情を詳し く話して船長室に保管

を頼み込んだが、 「そんな重要な ものは責

任が持てない、 万一の場合は国際問題にな

る」 といって承諾してくれない。 せっぱつ

まった私たちは、 大角( 岑生) 海軍大将が

同船していることを知ったので、 その副官

に泣きついたところ、 「閣下のベッドの下

に入れる、 どんな事態が起っても外国人に

手出しはさそない」 とキッパリと言い切っ

てくれるのを聞いた時 は、 地獄に仏とはこ

のことかと、 嬉しくて涙が自ずと滲み出て

きた。

大角大将のベッドに約80 日間守られて、

日本 に安着した噴射ポンプ第1 号は、 その

のち・精度の高い ダイムラー・ベンツ1,100

HP 発動 機国産化への貴い基礎となり、 航

空機製作の発達にきわめて大きい貢献をし

てくれた。

(もと川航神戸工場製造部長)



2) 「ハ一25」 空冷複星型発動機

昭和15 年(1940)3 月に転換製作を命ぜ、られ、明石の新工場に移るととも

に量産に着手し、 同年7 月から99 式1 型双発軽爆撃機・1 式貨物輸送機等に

装備した。

3) 「ハ―115」1 型・2 型空冷複星型発動機

昭和16 年(1941) の初め、 転換製作を命ぜ

られ、I 型・2 型合計5,511 台を製作したが。

これは川崎航空機工業における発動機製作数

の最高記録であった。この発動機は99 式2 型

双発軽爆撃機等に装備した。

「ハー115」空冷複星型1,150HP 発動機

(昭和17 年)

「ハ ―45」乙1 型複星型1,670HP 発動機( 昭和18 年)

4) 「ハ―45」乙1 型複星型発動機

昭 和19 年(1944) に転換製作を

命 ぜら れ製 作体制を整 えたが、 大

規模 の空襲を受 け、 量産 に至るこ

となくし て終戦 となった。

(4) 研究および試作発動機

1) 「 ハ―11」水冷倒立V 型発動機

昭和8 年(1933) に試作命令を受け、 フランスのファルマン社と技術提携

を行なって水冷倒立V 型16 シリンダー800HP 発動機の製作を企画した。 ワ

セイジ博士・ペリエ技師等の協力を得て基礎設計を終り、 同10 年10 月試作

に着手し、 同年木に試作第1 号機を完成した。 その後さらに、 改造された2

号機で諸試験を行なったが、設計上に問題点があったため試作を中止した。

2) 「ハ―37」 空冷複星型発動機

昭和13 年(1938)12 月、1,000HP 発動機を製作するよう命を受け、 同16

年10 月に完成した。引続き2 号機の製作を命ぜられ、翌17 年1 月に完成した

が、 制式機にはならなかった。



3) 「ハー201 」 液冷倒立串型発動機

昭 和14 年(1939) 、 大 馬 力

を 得 る た め2 基 の 発動 機 を 串

型 に 配 列 し、 二 重 反 転 プ ロ ペ

ラ ー を 駆 動 す るた め の 基 礎 研

究 を「ハ ―9 」2 型 を 用 い て 行

な っ た 結 果、 同18 年(1943)

12 月 に 至 り「ハ ―40」 を 用 い

た 串 型 発 動 機 「ハ ―201 」 が

完 成し た。 本 発 動 機 は 「 キ ―

64 」高 速 戦 闘 機 に 装 備 さ れ た。 串型発動機( 長 軸に よる二重反転プロペラー)( 昭和18 年)

ジェット・エ ンジン( 昭和18 年)

4) ジェ ット・ エンジン

昭 和17 年(1942)7 月、緊急 加速

用 補助 ジェ ット・ エンジン製作 のた

め、 陸 軍と協同で設 計製作に 着手し

た。 ラ ム・ジェ ット型 式ほか4 種を

課 題とし て関係技 術者はよく 努めた

が、 戦局 の著しい変 転によっ て設 計

製作はす べてれ切ら れ、 制式機製作

に全力を集 中し た。

5) 衝撃高周波放電発振装置による焼入・れ

昭和16 年(1941) 、 軍より貸与された高周波焼入装置を改善し、 さらに京

都大学の協力を得て独得の火花放電発振装置を完成し、周波数を3,00 りサイ

クルから30,000 サイクルに高めることに成功した。これによってクランク・

シャフトその他歯車関係の焼入れ作業時間をヽ従来のものに比4約1/500に短縮

するなど、 特筆す べき技術の開拓であった。

制 式 発 動 機- 覧 大正7 ― 昭和20 年

名 称 型 式
出 力

(HP)

製 作
備 考

期 間 台 数

自 動 貨 車 用 発 動 機 直 列4 シリ ンダ ー 30 大正7 ～8 5

内 火 艇 用 〃 〃 〃 8～10 25

サ 式230HP 〃 水冷星型9 シリンダー 230 10～昭和2 350



名 称 型 式
出 力 製 作

備 考
(HP) 期 間 台 数

川崎BMW6 型450HP 発動機 水冷V 型12 シリンダー 450 昭和2 ～8 950 陸軍に転換

〃500HP1 型〃 〃 〃 500 7 ～8
500

〃500HP2 型〃 〃 〃 〃 8 ～9

川崎BMW9 型700HP 〃 〃 〃 700 〃 350

「ハ ―9 」2 型 甲 〃 〃 〃 800 10～13 600

「 〃 」 乙 ″ 〃 〃 900 12～15 860

「 ハ ―13 」 甲 〃 空冷星型9 シリンダー 500 15 ～17 440 日立より転換製作

「 ハ ー20 」 乙 〃 〃14 シ リン ダ ー 820 13～14 36 製 作 中 止

「 ハ ―25 」 〃 〃 〃 970 15 ～18 1,698 中島より転換製作

「 ハ―115」1 型 〃 〃 〃 1,150 17～19 3,714 〃

「 〃 」2 型 〃 〃 〃 1,170 19～20 1,797 〃

「 ハ ―40」 〃 水冷倒立V 型12シリンダ― 1,100 16 ～20 3,361

「 ハ―140」 〃 〃 〃 1,250 17～20 199

「 ハ ー45 」 乙1 型 〃 空冷星型18 シリンダー 1,670 18 ～20 20 製 作 中 止

試 作 発 動 機 ― 覧 昭和8 ―30 年

名 称 型 式・
馬 力 試 作

(HP) 期 間 台 数

3「ハ ー11 」 発 動 機 水冷倒立V 型16シリンダ ー 800 昭和8 ～13

「ハ ―9 」2 型丙 〃 水 冷V 型12 シリンダ ー 〃 13～ 2

「 ハ ―19」2 型 〃 空冷倒立V 型 〃 300 9～11　2

「 〃 」3 型 〃 〃 400 10～12 2

「 ハ ―34 」 〃 〃 〃 500 12～14 2

「 ハ-44 」 〃 空冷倒立直列6 シリンダ ー 220 〃 2

「 ハ ―37 」 〃 空冷星型複14 シリンダ ー 1,000 15～17 2

「 ハ ―201 」 〃 液冷倒立V 串型 〃 2,200 17～19 1

ジェット・エンジン ネ―0 号 ラ ム ・ ジ ェ ツ ト 〃 2

〃 ネ一1 号 2 段 軸流 コ ンプ レッサー 推力160 〃 2

〃 ネ-3 号 〃260 〃 1

〃 ネ一4 号 〃300 〃 1

K ・A ・E 空冷水平対向型6 シリンダー 240j30 2

3・ 酸 素 救 命 器

(1) 救 命 器

1) 酸 素 呼 吸 器

昭和2 年(1927) から製作に着手し、圧縮酸素閉鎖循環式(1 号型2 号型

3 号A 型 改造4 号型KG 一130 型 軽量B 型) ・圧縮酸素開放式( ウ式 ラ

イシェム1 型および2 型) ・ 発生剤閉鎖循環式(PCB-2 型および3 型) の



各種をそれぞれ多数製作した。

2) 水 中 呼 吸 器

昭 和7 年(1932) から同20 年(1945) まで に潜水艦装備用の水中 呼吸器

(脱出用 救命衣) を製作し、 すべての潜水艦に装 備し た。 ス キュ ーバー水中游

泳呼吸器 の製作に手 を染 めたのは、 同30 年 からのちのこ とであ る。

3) ホ ース・ マスク( 通風管式 呼吸 器)

第2 次世界大 戦前には、ドレガ ー式 呼吸器を製作し たが。昭和24 年(1949)

から足踏式・自己 吸。引式・送風式 など各種を製作し た。 特 に戦後、 労働 衛生

が重 要視され るよ うにな り、 各工場や船舶用 とし て需要が高 まった。

4) 蘇 生 器

仮死 者に対し、 自動的 に蘇生呼吸 させるため、 昭 和8 年(1933) から同26

年(1951) にわた り、自動酸素 呼吸器( プル モーター)・杉田式 蘇生器・手動

式人工 蘇生 器の3 種類 を製 作し 好評を博し た。

5) 酸 素 補 給 器

用途 によって、 航空 機用・登山用・ 非常用な ごに分 れ、 昭和16 年(1941)

から製作 を始 めた。 航空 機用には1 人用 。多 人数用・ 携帯 用お よび 発生 剤式

などの各種があ る。 登山用 とし ては昭 和28 年(1953) から同3.0年 にわたる第

1~3 次マ ナスルお よび アンナプル ナ等 のヒマラ ヤ山系 登頂用として、 次表

の通り製 作し た。

KG‐130 型酸素呼吸器( 昭和31年)

潜 水 艦 救 命 衣( 昭和15 年)



6) 空気清浄装置

昭和7 年(1932) から同20 年(1945) にかけて、潜水艦・軍艦用およびエ

ジェクター型などを製作した。

7) 衛 生 保 護 具

第2 次世界大戦後、 環境衛生改善のため硅肺予防用防じんマスク等を製作

するほか、 昭和27 年(1952) からは防衛庁および一般産業用各種ガス・マス

クと炭鉱用自己救命器などを製作している。

(2) 消火器並びに消火装置

1) 消 火 器

昭和21 年(1946) 以後、1~1001b の各種炭酸ガス消火器および20~200lb

の各種ドライ・ケミカル型消火器を製作したが、 川崎航空機工業がドライ・

ケミカル型の製作に先鞭をつけたことは特筆に値することであろう。

2) 消 火 装 置

昭和24 年(1949) 以来、 炭酸ガス消火装置、 ドライ・ケミカル型消火装置

について、 ホース・リール式、 手動レバー式、 遠隔操作式、 自動式など各種

型式を製作して、 陸上諸施設(100 件余) および船舶(20 余隻) に供給した。

(3) 試作および研究

救命器並びに消火器に関し研究試作を行なったものは、 酸素呼吸器7 種、

水中呼吸器類3 種、 ホース・マスク類6 種、防じんマスク類2 種、 酸素吸入

器類10 種、酸素調整清浄装置2 種、 消火器および消火装置類11 種、その他2

種などの多種類に及んでいる。

酸 素 補 給 機( 登 山 用) 製 作 実 績 昭和28-30 年

使 用 先

第1 次 マ ナ ス ル

ア ン ナ プ ル ナ

第2 次 マ ナ ス ル

第3 次 マ ナ ス ル

種 類 台 数
酸素出量
(l/min) ボンベ数 製作年月| 備 考

1 種 2 0～1.2 19 昭和28.1 マ ウ ス ・ ヒ ー ス

_半面マスク

スリービングセットを含む

〃 4 1～3 15 28.8

A 型

B 型

C 型

4

4

10

1～3

〃

〃

80 29.1

1 種 15 1～3 130 30.12

合 計 39
‥ ― - 、 一 一一



4、 化繊機械お よびギヤー・ポンプ

戦後、 高槻工場では 精度の高い設備機 械を活用して平 和産業 に転換し、 化

繊機械 の製作 に当ったが、 昭 和30 年(1955)3 月明石 に移り、翌31 年末には

マウラ ー社 の新しい 技術を導入し て、 新し い化繊機 械の製作 を始めてい る。

川 崎航空機工業 が化繊 機械の メーカーとし て製作し た ものには 次のよ うな も

のがあ る。

I. 遊浴式精練機5. 熱 処理機

2. 巻縮 スフ精練機6. 入絹紡糸機

3. 巻縮スフ絞 り機7. ケ ーク乾燥機

4. スフ条連続紡糸機

紡織機 付属品として のギヤ ー・ ポンプ を手 がけ たのは、 昭 和24 年(1949) 、

倉敷レ ーヨンから の2,000 個を修理し たのが初 めであ る。 同26 年には 各紡機

会社 からの受 注が増大し、 さらに人絹・ スフエ業 や合成繊維工業 の興隆に よ

っ て需要が激増し、 有力 メーカーとし て次のポンプ類 を製作し た。

1. スフ用紡糸 ポンプ4. 合成繊維用紡糸 ポンプ

2. 人 絹用ゼニ ス型 ギヤ一・ポンプ5. 送 液用川崎型 ポンプ

3. 人 絹用川崎型 ギヤ ー・ポンプ

5. ヘ リ コ プ タ 一

昭和27 年(1952) 、 米国 のベル ーエ アクラフト社 から技術を導入し、47D

型からG 型 を経てG2 型に進 んでい った。 エ ンジ ンも200HP から250HP に

向上し、 こ れら両型の飛 行難 点を

一 掃す るこ とが できた。 同31 年

(1956)8 月 には、 ビ ルマ空軍か

ら6 機を受 注す るとと もに、 米空

軍の ベル47 型 ヘリコプタ ーの オー

バ ーホールを も始めた。

川崎ベル式47G 型ヘリコプター( 昭和30 年)



6。 バ ス ・ ボ デ 一

もと もと川 崎航空機工業は、 大正7 年(1918) に軍用 自動車を 試作し たの

が起こ りであ って、 史的 に考えれば自動車 との結びつ きは浅 からぬ4) のがあ

るが、 飛 行機に対 する軍 の要求 に押 されて立ち消え となったのであっ た。

昭和22 年(1947) 、 川崎産 業岐阜鈑 金工場で初 めてバス・ボデ ーの試作 が

企画され、翌23 年5 月、K:B-1 型1 号車 が廃虚 と化し た工場の一角から産 声

を上げ た。 現在の われ われの目には形 も小さく外観 も見劣 りす るが、 当時 ス

ケルト ン方式 の構造が常 識となってい た中で、 同車は 航空機技術を採 り入 れ

たモノ・ コ ック構 造となってお り、こ の分野に先鞭をつけ たものであ った。

昭 和25 年(1950) に、 い すSご自動 車と提携し て、 ジャ ー・ エンジン・ バス

(KBR-90C) の試作1 号車 の完成を見、技術的 にも一 新紀元を画し た。

生産 台数 も、昭和23 年(1948) の年間 生産22 台からし だいに増加し、同31

年(1956) には年間1,200 台に達し た。 なお東 南アジア・南米 からの受注 も

あ り、 現在までに通算5,000 台 を

生産し てい る。 この間、昭和27 年

(1952) 末 には1 年有余 の研究 の結

果、 バス・ ボデーとし ては わが国

最初のタ クト・ システ ムに よる流

れ作業 を実施し、 月産150 台 とい

う業 界第1 の生産能力 を発揮し た。

KBR ―90C 型いすゞ`サンプル・カー( 昭和25 年)

タクト・システ ムの流れ作業

(昭和27 年)



7。 オ ー バ ー ホ ー ル

(1) 岐 阜 地 区

昭和27 年(1952)12 月、 米空 軍機F ―51 のオーバ ーホ ールについて仮契

約が成立し、 翌28 年3 月 から操業を始 めた。 その後、米空軍 各種機体の オー

バ ーホール、 同30 年 には ジェ ット機 のオーバ ーホールに着手し、 翌31 年11

月 まヽでに500 機を手 がけた。 また昭和30 年7 月 からは、 自衛隊機T-6 練習

機 の オーバーホールを始 めるまでに伸びて きた。

(2) 明 石 地 区

昭和28 年(1953)6 月、 自衛隊からL-5 ・L ―21連絡機 などの オーバ ー

ホ ール を受 注し た。さらに翌29 年5 月 には米国 ロッキ ード社 とジェ ット・ エ

ンジ ンのオーバ ーホールについ て技術提携 を行い、 同年9 月 から米空 軍のJ

-33 ジェ ット・エ ンジンの オーバーホールを始め、 同31 年(1956)9 月 には

つい にオ ーバーホール1,000 台を記 録し た。

8。 小 型 ガ ソ リ ン 発 動 機

昭和21 年(1946) から小型 ガソリン発動 機の研究並び に設 計を始 め、同27 万

年から自動2 輪車用小型 発動 機の量産 に入っ た。

KB-5 型バイク・エンジン( 昭和30 年)

KF ―4 型農業 用yjヽ型 発動機( 昭和31 年)



現在まで の生 産台数は、KB ―5型バイ ク・ エ ン ジ ンを初 めとし て各種合

計18,000 台に達し、 その優秀さは斯界 の認 めるところであ る。 さらに昭和

31 年(1956) には農業用小型 発動 機KF 型 の試作を完成し たが。その製品は

好評で 生産台数は300 台 に達し、 翌32 年から量産 に入 ることになっている。

9. そ の 他

以 上のほか、 航空機用部品( 昭和18 ～20) ・酸 素ガス( 昭 和18 ～29) ・ 酸素

溶断 器( 昭和21 ～23) ・熱管 理計器( 昭和24 ～25) ・ 岩粉撒布器( 昭 和25 ～

28) ・ 欧 文タイプ ライタ ー( 昭和25 ～29) な ごの製作 をも手がけ た。 こ の う

ち、 熱管理 計器は昭和25 年(1950) に川 崎製鐵へ、欧文 タイプライタ ーは同

29 年(1954) に川 崎タ イプ ライタ ーへそれ ぞれ製 作を委譲し た。



第4 章 川崎製鐵株式会社

取締役会長 大 森 尚 則 取締役社長 西山弥太郎

本 社 神戸市葺合区 脇浜町3 丁目2035 の1

東 京 支 店 東京都千代田区 丸 ノ内2 丁 目3 東京ビル

名古屋出張所 名 古屋市中村区広井町3 丁 目98 名 古屋ビル

葺 合 工 場 神戸 市葺合区脇浜町3 丁 目2032

兵 庫 工 場 神戸市兵 庫区 東尻池村字 北坪#1

西 宮 工 場 西宮市 朝凪町1

知 多 工 場 愛 知県半田 市字 孫右衛門 曲輪1

久 慈 工 場 岩手県久 慈市表町第1 地割82

ドラ ム缶工場 神戸市兵 庫区 東尻池村大字 横大楚2

計 量 器 工 場 神戸 市葺合区 吾妻通3 丁 目3

千 葉 製 鐵 所 千葉市川 崎町1

設 立 昭和25 年8 月7 日

資 木 金61 億円( 昭和31 年12 月 木)(100 億円 昭和33 年10 月木)

事 業(1) 製鉄・製 鋼・ 鋳鋼・ 鍛鋼・ 鋳鉄・錬鉄お よび各種非

鉄 金属鋳物の製造

(2) 前号 による生産品お よび副産物の加工並 びに販売

(3) 前二 号に関連す る鉱山業

(4) 計量 器の製作・ 販売 ・修理お よび工 事請負

(5) 酸素の製 造お よ び販売

(6) 前各号の 事業 に直接ま たは間 接に必要な事業



葺 合 工 場 全 景



第1 節 沿 革

製板業開始の新聞広告( 大正7 年12 月)

1・ 始 業

川 崎製鐵 株式 会社は、 昭 和25 年(1950)8 月、 川 崎重工業の決定整 備計画

によって製 鉄部門 を分離し、 設 立され たものであ る。

川 崎造船所は、 明治39 年(1906)5 月、 造船用 の鋳鍛鋼品を造 るために神

戸市東 尻池村運河 沿岸に、26,769 坪の地所を買収し て運河分工場 を建設し

た。 翌40 年 に兵庫分工場 と改め、同年7 月重油炉1 基を もって鋳 鋼品 の製造

を始 めたの が製 鉄部門の起 こりであ る。

製 鉄業は、 高 度の技術 と膨大 な設備のほ かに、 巨 額の資木 を必 要とするた

め、 民 間で 創』業 するには多大 の困難を伴っ た。 川 崎造船所が、 あ えてこの至

難 な事業に手 を染 めたのは、 社業の伸展 に伴って、 鋳鋼工場 が狭くなってき

たことと、 車両お よび橋梁製作 の分野に進出す る意図 のためであ った。

大正元 年(1912) に平 炉・ キュポラそれ ぞれ1 基を新しく設け て、 鋳鉄品

を製 造し たが、同2 年11 月には兵 庫工場 と改め、 同5 年(1916) には製条工

場、 その翌 年には圧錬工 場を相次いで新設し、 造船・車両用鍛 鋼品 の自給自

足に 努めた。

大正3 年(1914)7 月に突 発し た第1 次 世界大 戦は、 わが国 の産業 界に空

前の好 況を もたらし た。 特に海 運お よび造船界の活 況はめざまし く、 造船用

鋼材の需 要は激増し、 同5 年ごろ には 入手がき わめて困難 な事態 に立 ち至っ

たので、 川 崎造船所は これが自給自足 のため、 神戸市葺 合区脇浜町に製 鉄工

場を建設することになった。

大正6 年(1917)8 月、米国

は突如、 鋼材輸出禁止令を布い

たため、 わが国の産業界は重大

な影響を受けるに至ったので、

政府は国防・経済の両見地から、

同年9 月に製鉄業奨励法を実施

し、 積極的奨励策をとった。

かかる状況のため当社は葺合

工場( 用地33,697 坪) の建設を



急 ぎ、 大正7 年7 月 に中板工 場、 同年9 月 に厚板工場 と、 それぞれ操業を開

始す るまでになっ た。 創業後 まもなく英国 ロイド 協会お よび帝 国海事協会 の

認 定工場 とな ったこ とは、 製品の優 秀であっ たこ とを物 語ってい る。

当 時、 鋼板は不 足がちであ ったため、 製品 は各方面から 歓迎を受け、 大正

8 年(1919) には社内の用 を足すの みなら ず社外から受注し 得るまでに生産

量は 上昇し た。 翌9 年には軟 鋼板のほか、 わが国にお いては、 製造が至難視

されてい た高張力 鋼板の製 造を始め、 良 質 にし て堅牢な造船 用鋼材を供給 す

るこ とができ るよ うになっ た。

2・ 拡 張 期 …… 大正13 ～昭和3 年

大正7 年(1918) に第1 次 世界大戦は終 結し たが、 同9 年 の恐慌、 続 く翌

年の造船用 鋼材等の輸入税免 除に よっ て、 低廉な 鋼材類 が輸入さ れるように

な り、 製 鉄業 界ははげし く打撃 を受け た。

鋼材の うち薄 板は、 国内 需要が多い にも拘 わら ず製作過程 が困難 なため、

やむを得ず輸 入に依存し てい たが、 葺合工場では 輸入防止の ため、 年間生産

能力約20,000T の設備 を完成し、 大正13 年(1924)6 月 に圧 延製作を開始

し た。 このこ とは後年ノヽ - バード大学出 版の技 術書に も記 述されているが、

当時は英・米 の業界誌 がいち早 く製 鉄技術上のビ ッグ ・ ニュース として報 道

し。 警告 を発する など大きい セン セーショ ンを 起こし たのであっ た。

ThereasoningoftheRussianplannersinchoosinglarge-scalemethodsiswell

illustratedinanarticlethatappearedinthejournal"SovietMetallurgy"in1936,

whichdiscussedthecalculationsinvolvedinchoosingacontinuousrollingmilltobe

installedinthenewplantatZaporozhye.Thearticlecomparesfouralternativerolling

mills(oneJapaneseandthreeAmerican)tomeetthedemandforsheet-steel"roofing,"

whichisthinsheetsteelbetween0.35and0.80millimetersinthickness.

TheSovietmethodofproductionin1936wastorolltheroofingfrombilletson

two-highstandsofprimitiveconstruction.Theproductioncyclewasfromingotto

billettoroofing.Itwasthemostbackwardbranchofrollingproduction,usinglarge

amountsoflabor.Thefirstnewmethodtobeconsideredwasoneemployedatthe

FukiaiKawasakiworksinJapan.Theproductioncyclestartedwithingotsoflessthan

oneton,andinvolvedabilletmill,sixtwo-highroughingstandsandtwelvetwo-high

finishingstands.Theannualoutputwas220,000to240,000tons.

From."TheEconomicsofSOVIETSTEEL"

ByM.GardnerClark

PublishedbyHarvardUniversity,1956.



その後、 生産能力を拡大

し、大正15 年(1926) には、

製造能力を さら に高めたの

で。年間生産能力 は約10 万

T となり、 わが国輸入薄板

の半 ばを生産 するこ とに な

った。 引続き第3 次拡張 に

移り、 昭和4 年(1929) に

は、年間 約20 万T の生産 が

可能となり、 輸入防止の実をあげるとともに、 わが国における古い歴史をも

つ薄板工場として、 製鉄技術史上に大きい足跡を残したのである。 葺合工場

薄 板 製 品(昭和4年)

葺 合 工場 仕 事始 め の ころ

米 桝 健 治 郎

製鉄の自給計画が着々と進み、 葺合工場

が建設され、 厚板の製造を始めたのは大正

7 年 の9 月のこ とであった。 私はさきに兵

庫工場のパ ーミルを手がけたこ とがあった

ので、 葺合 のプレ ート・ミル も最初 に私が

担当 を命ぜられた。

そのころまでわが国で製鉄事業 は官営の

八幡製鉄所ぐらいのもので製鉄技術は一般

にごく幼稚であった。 それで予め八幡製鉄

所へ工員 を派遣し て技術を習得 させたり、

技師 を招へいしたりして研究に努めた。 発

生炉は初め 人間が炉 の上から棒で石炭 をか

きまぜるという原始的なド ーソ ン式 を秋川

したが、 のちに機械でかき回す ウッド式に

改良した。

当時、 銅板( 厚板・中板) は造船用材料

として最も重要なものであった。 八八艦隊

の主力 艦「加賀」・「愛宕」 な どの釧材 とし

ても多量 に製造して喜ばれた。 ところが、

ワシントン軍縮会議の結果、 厚板の需要が

著しく減退し、 大正12 年 ごろは製品が山積

して、 これを売りさばくのに苦労しなけれ

ばならなかった。

そこで薄銅板の製造に乗 り出したが、 こ

れは松方社長の英断によるものであった。

当時 わが国で薄板 の製造は技 術的に困難だ

と言われて、 もっぱら外国製品に依存して

いた。 種々苦心の結果この製造 に成功した

ので、 川崎製の薄板 として各方面から非常

に歓迎された。

葺合工場が製板 を始 めるためには、 言う

に言われぬ苦心をし、 関係の技術者は実に

頑張った。 投入された資金は莫大なもので

その後、 造船界の不況期に、 葺合工場はピ

ンチ・ヒッターの役目を果したのであった。

(もと取締役)



が製版工場と改称されたのは昭和3 年のことであるが、 製版・兵庫両工場の

生産能力はわが国鉄鋼5 大メーカーに位するに至った。

3, 上昇 期 …… 昭和4 ～12 年

薄板製造能力の上昇に伴って材料のシート バーが不足をきたしたが、 これ

を補うべき輸入材の品質が均等を欠き、 操業は快調とは言えなかった。 そこ

で圧延能力をフルに発揮するため、 シートバー・ミル一式をドイツから輸入

し、 昭和4 年(1929) 以後は原料から製品までの一貫操業を開始した。

昭和6 年(1931) 、ドイツの最新式3 段コールドロール機を設け、自動車・

客車・電車等の車体や高級家具に用いる特優鋼板の製造を始めた。 特に鉄道

省から皇族列車用鋼板を受注したことは、その優秀性を立証するものである。

その後、電気鋼板( 現在の硅素鋼板) ・ ベニヤ鋼板の製造を手がけ、 続いて

同7 年は各種特殊鋼板、 翌年には航空機用鋼板 。鉄かぶと用鋼板の製造のほ

か、 黒板製造から錫メッキの一貫操業を始めるまでに至った。

さらに昭和9 年(1934) には、葺合区生田川尻に帯鉄工場を設置したが、

翌年すべての設備を日木鋼管に譲渡した。 同年8 月、 この隣接地に鍍金工場

を新しく設けて、大判ブリキ板の製造を始めたが、2 年後にこれを閉鎖した。

越えて昭和12 年(1937) には、 帯鉄工場跡に特優鋼板工場を設置して操業を

開始した。

これよりさき、昭和3 年(1928) 、 川崎造船所は兵庫工場を分離し、川崎

車輛株式会社を設立した。 のち同9 年に、川崎車輛製鋼部は同社から離れ、

川崎造船所直属の製鋼工場となった8 これによって艦船・製版・飛行機の3

工場に製鋼工場が加わり、4 工場が並立することになった。 また従来、飛行

機工場の所属であったエレクトロンエ場も昭和10 年4 月以後は製鋼工場に付

属させ、新たに合金鋳物なごを製造するようになったので、 艦船工場お よび

川崎車輛の所要材料を製造するほか、 社外の需要にも応じた。

4・ 戦時 体 制期 …… 昭和13 ～20 年

昭和12 年(1937)7 月に日華事変が突発したため、 鋼板は軍需物資として

統制されるようになった。 平和産業の操業度は下降し、 薄板の需要減退と原



材料入手難なごのため、 生産は制限するのやむなきに至った。 事変の進展に

伴い、 軍部および鉄道省から緊急生産を要望されたうえに、 製鋼工場が陸軍

航空木部の指定工場となったので、 操業に全力をあげても生産は思うに任せ

なかった。

昭和12 年5 月に砂鉄処理法研究部を設け、以来研究を重ねた結乗、同14 年

8月、岩手県久慈町に製飯工場久慈製鉄所を開設し、粒鉄製練を始めた。翌15

年12 月、蓬莱殖産から砂鉱区・砂鉄製練工場・採鉱設備等を買収し、鉱山部を

設置、川崎久慈鉱山と称した。また昭和18 年(1943) には日本特殊鋼管から青

森県下北郡の大湊鉱山を買収し、第2 鉱山部を設置、川崎下北鉱山と称した。

第2 次世界大戦へ戦局が拡大し、 特殊鋼の需要がますます増加したので、

昭和17 年(1942) 、 西宮市に製版工場特殊鋼工場を建設した。 また、翌年3

硅 素 鋼 板 の こ と

平 山 源 一 郎

昭和7 年 ごろまでは、 碓素銅板は舶来も

のを買って使用していた。 国内では、 八幡

製鉄が数年前から碓素銅板を作 りだしてい

たが、 量 が少なくて一部の電機メーカ ーに

は出していたようだが、 安川には売ってく

れない。 何 とかして安い国産品を買いたい

ものだと、 いろいろ調べているうちに、 川

崎造船所 の葺合工場( 現在の川崎製鐵) で

碓素銅板を作っているが、 危ながって誰も

使わない という話を聞きこんだ。

早速 見本 をとりよせ研究所の方で調べて

もらったら、 品貿 の点ではむしろ外国品よ

りもいいとい うことが分った。 ところが、

売 れない割りに値が高い。 そこで松本( 健

次郎) さんに紹介状をいただい て川崎 造船

所に鋳谷社長 をたずね、「あなたの所のもの

だけ を使うことにし て、 他社のものは一切

買わないから、 是非値段の方は勉強し ても

らい たい」 と、 相当に無理をいって、 こち

らの思い通りの値で話がついた。

それ以来、 碓素銅板は川崎 のものだけを

使うようになった。 ところが思いもかけず

東京出張所から、「とんでもないことをして

くれた。 八幡製鉄の販売部長から、 安川 が

うちのものを買 わずに川崎のものを買 うの

なら、 八幡:製鉄としては今後安川 のモータ

ーは一切買 わない とねじこんで来ている」

といって来た。

そこで早速、 製鉄所 に資材部長 をおたず

ねして、「うちとしては欲しくてならないの

に、 売ってもらえないから仕方なしに川崎

のものを買うこ とにしたので、 他意はない

のです。 その点は十分 に了解していただい

て、 モーターは今まで通り買って下さい。

なお川崎 さんの方は今 となって取り消すわ

けにはいかないから、 その点も納得してい

ただきたい」 といろいろ事情を説明して了

解してもらい、 円満に話がついた。 今から

思えばなつかしい思い出の一つです。

(もと安川電機製作所営業部長)



月には大型 鍛鋼品製造の た

め、 兵 庫県印 南郡伊 保村 に

製鋼工場 伊保工場の建設 に

着手し たが、 建材の 入手難

の ため工事が進捗 せず、 焦

慮の うちに終戦 となった。

昭 和18 年末には 戦況はい

よい よ苛 烈とな り、 軍需が

増大し たので、 特殊 鋼を製

造するため、 愛知県 半田市砂鉄採鉱現場…久慈鉱山( 昭和15 年)

に製版工場知多工場の建設に着手した。 ここでも、 建材の入手難等に災され

て進捗しなかったが、 戦局の推移は楽観を許さぬものがあったので、同20 年

(1945)2 月、敢えて一部の操業を始めた。

これよりさき、 昭和17 年(1942)1 月、 製販工場では軍の要請により、 軍

用薬莢地金の製造を開始し、同19 年4. 月には頻度を加えた米機の来襲に備え

て事務所の一部を三宮のそごう百貨店内に移した。 また製鋼工場では時局的

な多くの困難に直面しながらも設備の拡張を行い、同年4 月には秤量器修理

のため神戸市高松分工場を開設した。

太平洋戦争の進展につれ、 昭和19 年1 月 各工場は軍需会社指定工場とな

り、 原材料確保のため、大阪特殊煉瓦工場・曽根窯業・三石耐火工業所岡山

工場・太田耐火煉瓦・島根県佐世鉱山・岐阜県荻町鉱山等を買収した。

昭和20 年(1945)8 月1 日、 川崎重工業の機構改革のため、 製版・製鋼・

特殊鋼・知多・伊保の各工場のほか、久慈製鉄所をもって川崎重工業製鉄所

に改組し、 各工場をそれぞれ葺合・兵庫・西宮・知多・伊保お よび久慈工場

と改称したが、2 旬を出でずして終戦を迎えた。

5, 復興 期 ……日召和21 ～25 年

終戦直後は生産再開の見通しが暗かったが、昭和21 年(1946)12 月.G:H:Q

が「年間277.5 万T の鉄鋼圧延能力を残置する」 と発表してから、 鉄鋼業の

復活に光明が見出された。 これに応じ、 人員の整備や諸資材人手への努力に

よって民需生産へ転換を図り、 増産に専念した。



このため葺 合工場の生産 は著しく増 加し、 昭 和24 年(1949) には、 亜鉛鉄

板 の輸出 量は、 わが国で 首位を占め るに至った。翌25 年6 月、 朝鮮動 乱が起

り、 鉄鋼の需要 が急激に高 まるにつれ、 新設し た亜鉛 鍍金工場で作業 の一貫

体 制を実現し た。

戦後、 兵 庫工 場の生産回 復は容易で なかったが、 葺合工 場の復旧に伴い、

昭 和25 年6 月 には鋳鍛 鋼品 の仕上げ加工 を開始す るまでに立 ち直っ た。

西 宮工場は 空襲に よる被宍 と、 戦後 の混乱 とに よっ て回復が捗らなか った

が、 し だいに復興し て鋼塊 の生産も増加 するに至った。昭 和24 年11 月、鍛造

工場 の設 備を取 り除 き冷間圧 延工場に改造し、 摩帯 鋼の生産 を始めた。

知多 工場は戦後 少量の鋼塊 を生産し ていた が、昭 和24 年11 月には鋳 造工場

がほ ぼ完成し、 同 年12 月から圧 延用ロ ールお よび鋳型の生 産を開始し た。

久慈 工場は昭 和20 年(1945)12 月木に操業 を中止し たが、 同24 年7 月 か

ら小 型炉2 基 でよ うや く粒鉄の製造 を再開するに至っ た。

伊 保工 場は終戦 とともに建設 を中止し、 昭和23 年7 月、 つい に閉鎖し た。

この間、 昭和22 年(1947)4 月、 製鉄所木店( 昭和25 年 川崎製 鐵設 立ま

でこの呼称 を用い た) を そご う百 貨店から葺合工場 に、さらに同24 年11 月 に

現所在地に 移転し た。

かくて、 戦後 の混乱期におけ る多くの悪条 件 を克服し、4 年後には 戦前を

凌い で生産し 得るまでに至 った。

西 宮 工 場( 昭和28年]



知 多 工 場( 昭和30年)

6・ 会 祀 設 立 …… 昭和25 ～31 年

戦争で疲 弊し たわが国経 済再建の ため、 戦後諸 法令が実施され、 これに 基

く決定整・備計画 によって期 崎重 工業の製 鉄部門は分離し 昭和25 年(1950)

8 月7 日、 川 崎製鐵 株式 会社を設 立し、 初代社 長に西山弥 太郎 が就任し た8

昭 和25 年8 月にはド ラ ム缶工場、 翌年10 月 には計量 器工場 を相次い で開設

し、 また西宮工 場ではこ の年に熱間圧延 を、 翌年 には電縫管 の製 造を開始す

るな ご、 社業 は伸展してい った。

昭 和26 年2 月、千葉製 鐵所の 建設 に着手し、同29 年9 月に は第1 期工事 が

完成し 稼働を始め た。 この製鉄所は、東京湾に面し た95 万坪 の敷地に 「単純

・集約・ 連続・一貫。」 の4 原則 を根本理念 とし た最高の技術 水準、 立地条件

に恵 まれ た工場であ る。 その後、 主 要設 備を完成、 銑鋼一貫工場 とし ての体

制を確立し、 最 も近代的 な設備 と相まって業績は大 きく向上し てい る。 こ の

間、 昭 和28 年10 月20 日に、 大森尚 則が取締役会長に就 任し た。

従 業 員 の 推 移

従 業 員 数( 人)
年 次

従 業 員 数( 人)

職 員 工 員 ふ 計 職 員　 工 員 合 計

昭和25

26

217

28

2,!37

2,845

3,110

3,410

8,740

10,236

10,629

12,658

10,877

13,081

13,739

16,068

昭和29

30

31

3,653

3,592

3,659

i
12,88516,538

12,15315,745

13,102,16,761

|



千 葉 製 銭 所( 昭和28年)

株 主 の 推 移

年 次 株 主 数( 人) 年 次 株 主 数( 人)

昭和25

26

27

28

11,649

15,203

43,914

62,329

昭和29

30

31

63,122

61,356

52,391

資 本 金 ・ 利 益 金 ●配 当 率 の 推 移( 単位千円)

期 別 年 度 資 本 金 総 収 入 金 総 支 出' 金 税金引当金 利 益 金 利 益 率 配当率

%
20強

35

35

35

25

20

15

10

0

0

0

0

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

昭和25下

26上

下

27上

下

28上

下

29上

下

30上

下

31上

下

500,000

500,000

500,000

1,000,000

2,000,000

2,000,000

4,000,000

4,000,000

4,000,000

4,000,000

4,000,000

4,000,000

4,000,000

6,192,680

9,439,984

12,860,264

11,822バ05

11,446,487

13,991,274

14,303,345

13,517,704

Ⅱ,943,084

13,304,163

15,351,751

18,902,873

22,615,840

5,483,510

8,202,555

10,973,637

10,509,966

10,670,319

13,207,426

13,435,599

12,840,087

Ⅱ,802,928

13,010,969

14,667,005

17,949,610

20,749,586

334,000

450,000

660,000

550,000

328;000

329,000

206,000

48,000

0

4,000

13,000

300,000

860,000

375,170

787,429

1,226,627

762,439

448,168

454,848

661,746

629,617

140,156

293,194

671,746

653,263

1,006,254

%
318.4

315.0

490.7

152.5

57.5

45.5

42.4

31.4

7.0

14.7

33.6

32.7

50.3



第2 節 技 術 と 生 産

1・ 葺 合 工 場

(1) 瓦斯発生炉工場

大正7 年(1918) ごろの平炉お よび厚板工場は、 石炭からのガスを熱源と

するためドーソン式発生炉を用いたが、 殆ど人力操作によるので、 ガス成分

および発生量が安定を欠いた。 このため同12 年(1923) ウッド式6 基を新設

し、 さらに昭和3 年(1928) には、 これを改良したHD 型1 基を米国から輸

入して増設した。

各工場の拡張に際しては改良HD 型を増設し、 第1 ・第2 瓦斯工場に合わ

せて26 基を備えるに至った。昭和12 年(1937) 、 第3 瓦斯工場を新設し、 ガ

ス発生炉3 基を設置した。

戦後は各工場の設備の整備・充実に努め、 昭和25 年(1950)8 月には、第

酸 素 自 社 製 造 に つ い て

市 河 保 夫

戦局の影響を受けて、 昭和16 年1 月ごろ

から、 酸素 の入手が非常 に難し くな り、 仕

事 に支障をきたすようになった。 このため

川航では酸素の自社製造をしようではない

かという声が出て、当時、 川崎に在勤して

いた私がその担当 を命ぜられた。 いろいろ

と研究の結乗、 見通しがつき具体的に着手

し かけたところ、 専務の根本( 荘行) さ ん

から「川 航が困っているなら、 川崎 の他の

工場 も困っているに違いない。 もし そうな

ら各工場と手を握っ て造るように」 と示唆

があった。

調 べてみると各工場とも非常 に困ってい

るので、 オール川崎 で酸素委員会を結成し

昭和17 年6 月ごろに、 第1 回委員会をもっ

た。 川航の荒井( 孝作) 所長・田中( 英 夫)

課長、 艦船の矢野( 正巳) 課長、 製鉄の西

山( 弥太郎) 所長、 川車の西川( 熊 次郎)

部長 に集ってもらい協議し た。

各工場の要求は、 艦船工場が30m32 基、

製鉄工場が5 基、 川車が1 基、川 航が2 基

であった。 これをもとに目標をたててスタ

ートし た。 各生場特に艦船工場からは多量

の資材を提供して もらった。 昭和18 年8 月

に川航の第1 号機が完成し、9 月からは艦

船工場にも供給し まし た。 川重 としての第

2 号機( 艦船 本山酸素工場) ができたの

は、 翌年10 月であった と思う。 そして昭和

20年5 月に川車のが第3 号機 とし て完成す

る予定だったが、 終戦になったので、 陽の

目を見なかった。

終戦時、 大阪・姫路間で、 空襲で残った



2 瓦斯工場7 号を、 ウッド

式SB10 型 に改 造し た。戦

後 は燃料が石炭か ら重油へ

移 行し たので、 平炉 ・加熱

炉 の型式 や操業内容 を著し

く変 え、 最近 の重 油使用量

は年間70,000k1 に及んで

い る。

ガス発生炉工場(大正12年)

(2) 平 炉 工 場

こ の工 場は大正7 年(1918) 、 厚板用 鋼塊を製 造するために設け、 設 備は

現在 の4 ・5 号平 炉の位置に築 造し たシ ーメンス式 塩基性25T2 基であっ た。

酸素工場 といえば、 川航( 明石) と艦船( 本

山) だけであった。 昭和20 年から翌年 にか

けては、川 航の生産部門 のうち、 酸素工場

だけが稼働し ている状態であった。

終戦後、、川鐡で酸素を製造 することにな

り、 私は酸素技術者として川鐡でこの仕事

に携 わることになった。 川 鐡はわが国で初

めて酸素製鋼に成功して、 今日の酸素製鋼

のキッカケを作ったのでし た。 戦時 中の昭

和18 年ごろ、 製鉄業 者が集って、「どうした

ら酸素製鋼を完成できるか」 と、 い ろいろ

研究したことがあったが、 実際にはごこ も

手をつけなかった。 いや酸素製造装置を持

たぬために、 手がつけられなかった…… と

いう方が本当でし た。

最初に川航で酸素 の自社製造を計画し た

ときに、 製鉄の西山所長が、 製鉄に酸素が

必要なこ とを熱心に説かれ、 是非 とも製鉄

工場には5 基は欲しい と強調されたことを

記憶しています。

現在、 わが国の酸素発生量の半分以上は、

製鉄業で使っているぐらいで、 製鉄にはご

うし ても酸素が必要なのです。 川航で芽生

えたものが川鐡に移って大成したわけです。

川鐡が現在鉄鋼大手3 社の主力に対抗でき

る理由 の一つに、 酸素製鋼もあずかって力

があるだけに、 酸素 自社製造は楽しい思い

出です。

(川鐡西宮工場酸素築炉掛長)



製品は造船用鋼材・建築・橋梁用等各種鋼板として歓迎され、 需要がしだい

に増加した。 このため、 翌8 年以来同型式の1 ・2・3 ・6 号平炉を相次いで

増設した。

大正13 年(1924) に薄板の製造を始めたが、 平炉の増設を必要とするに至

り、同15 年にメルツ式塩基性25T 平炉(7 ・8 号)2 基を増設し、まもなくこ

れを同型式の35T 容量に改造した。この改造は長年にわたる研究によるもの

で、 優秀な生産成績は業界から注視された。

このため昭和2 年(1927) から同5 年にかけて、1～6 号の旧式平炉を漸次

7・8 号と同様のメルツ式平炉(35T) に改造する一方、 同4 年8 月には、 新

たに9 号平炉(35T) を増設した。 その後、生産は増加し、昭和12 年(1937)

には、 鋼塊生産量は年間416,000T に達した。

日華事変の進展に伴って、 鋼材の需要が

急増したので、 昭和13 年(1938) にメルツ

式塩基性70T 平炉10 号を建設した。第2 次

世界大戦が突発するや原材料の入手はしだ

いに困難の度を加え、 生産量の減少は如何

ともするすべがなかった。

かくて昭和20 年(1945)8 月、終戦ととも

に全平炉の操業は休止のやむなきに至った。

しかし翌21 年10 月に7 号平炉に火が点じら

れて以来、 各炉が順次復旧し、 同25 年1月

には、難工事であった10 号平炉の再開に成

功し、 ここにすべての復旧を終り、 生産は

向上していった。

昭和25 年(1950)1 月、100m3/h 酸素発生機 を新設して研究 の結果、 急速

に 大型 化が進んだ。 同27 年1 月には、2,000m3/h 酸 素発生機を設 置し たの

で、 能率 は著し く向上し、 翌28 年 に44 万T を生産して製 鋼に携って以来の

新 記録を生 んだ。

鋼塊鋳込の状況( 昭和12年)

(3) 電 気 炉 工 場

昭和7 年(1932) に1T 電気炉、 さらに翌年に2T 電気炉をそれぞれ設置

して、 電気鋼板および特殊鋼板の鋼塊製造を始めた。 その後、 航空機用各種



鋼板その他鋼板等の軍需

に応じ、 同11 年(1936)

には1 号電気炉(15T)

を増設した。 この間、 ニ

ッケル含有高硅素鋼板の

製造を開始するなど、 研

究と努力を怠らなかった。

次いで同13 年には2 号電

気炉(3T) お よび3 号電

気炉(15T) を増設した

が、 さらに特殊鋼の需要増加に応じ、新たに久慈製鉄所のルッベ35% を配合

した良質の鉄薬莢用鋼塊を製造した。

これらの増産のため、 昭和15 年(1940)3 月以来、4 号電気炉(10T) 、5

号電気炉(5T) 、 高周波電気炉1.2 号(2T) を増設したが、同19 年(1944)

にはこれを西宮工場に移転した。 さらに急設した6 号電気炉(10T)1 基は、

翌20 年4 月に稼働を見、続いて7 号電気炉が完成したが、 終戦のため操業す

るまでには至らなかった。

戦後は3 ・4 ・6 号電気炉が操業して、 普通鋼鋼塊の生産に当った。

電 気 炉( 昭和8 年)

(4) 厚 板 工 場

当社 の造船用厚 鋼板 を製造

す るため、 大正7 年(1918)

9 月 から操業 を始 めた。 操業

当初は、 技術 が熟し ていな か

ったので、 生産 は微 々たるも

のであっ たが、 し だいに上昇

し て造船鋼材、 高 張力 鋼板、

特 殊鋼板、 合 金鋼板、 薄 板用

シート バー、 ステンレ ス、 ニ

ッケル・ ステンレ ス合 わせ板

等を生産す るに至っ た。

最初のころ の、 原動機は、
厚 板 め 圧 延( 大正8年)



3,000HP の蒸気機関であったが、 昭和2 年(1927) 、3,400HP 誘導電動機に

変え、また同年1 号加熱炉をルップマン式に改造した。 翌3 年、4 号加熱炉を

撤去したが、同12 年、 ルップマン式として新設再開し、 第2 次世界大戦中は

多種類の軍需鋼材を生産した。

この工場の主要設備は空襲による被害が少なかったので、終戦直後の8 月

20 日には操業を開始することができた。作業員・燃料などの不足により、 厚

板・平鋼・小厚板の3 工場の作業員を動員して重点的に各工場を稼働したた

め、しだいに生産は向上してきた。 昭和25 年(1950)8 月以後は、業界の活

発な動きに応じて、 生産は大きく伸びるに至った。

(5) 平 鋼 工 場

薄板工場の拡張による生産量増加のため、 高能率 。低コストでシート バー

を製作できるようにし、 昭和4 年(1929)6 月から作業を始めた。

操業を始めてまもなく、 計画能力を上回る高能率を発揮し、 普通鋼板のほ

か、電気鋼板・特殊鋼板用シート バーを製作するに至った。 昭和6年(1931)

厚 板 ・ 薄 板 の こ と ど も

小 森 富 作

大正6 年に私が松方社長からのお 話で、

川崎造船所( 兵庫工場) へ入社したころは

造船用銅板 を製造するために葺合工場の新

設計画が決定し、 岸壁だけができ上ってい

て、 サンド 。ポンプで盛んに埋立を行なっ

ているさい中であった。

葺合工場勤務の辞令は私か第1 号であっ

た。 初めの工員は主 に鹿児島県から募集し

たが、 素朴であるし、 勤勉なので評判がよ

かった。 平炉 と厚板工場の建設…… 中板・

厚板の圧延開始…… と順調に進んだo し か

し、 炉に燃料 とし てガ スの通入点火がなか

なかむずかしく、 しばしば爆発を起すので

そんな事故のないように と心を砕いた。

当時、 製鋼工場の塩川科長、 製板工場の

内田科長はお二人 とももと八幡製鉄所にい

た方でし たが、技術上のことは実 にやかま

し く指導を受けた。 その後、 大正13 年に薄

板を生産する時 には、 米・独 の技術者が来

社し て指導 に当っ た。

何しろ、0.25～0.35mm ぐらいの薄い鉄板

を造る ので、8 ～12 枚の鉄板を重ね合わせ

てロールにかかるように、 ピッタリ、と1 枚

の板みたいに密着させて延ばし、 後で1 枚

ずつ剥ぐのでむずかしい作業であった。 板

が密着していない とバラバラで圧延 される

から板 の間に空気が入り、 板 の温度 が下り

うまく延びないので、 薄ものはできないし

材料が適当な成分でない と密着したものが

剥げない ので、 不良品になる。 葺合工場で



から仕上ロ ール機 の砲金軸

受け をSKF ロ ーラー・ ベ

アリングに改 装し、 サ イズ

の精密 と能率 の向 上とに大

きくプラ スし たが、 この種

の圧延機 とし てはわが国初

めて のものであっ た。

戦後はい ち早 く、昭和20

年(1945)9 月 に操業を再

開し、 薄板 の需要増大に応

じ 生産 が上昇し た。同25 年

以後各設備を増設し、 従来にない生産量を見るに至った。

平 鋼 工 場( 昭和4年)

(6) 薄 板 工 場

当社が薄板の製造を計画した当初は、 殆ど全量を輸入に依存していたが、

は初めからこの点をよく研究して燐とシリ

コンを少しずつ入れて製鋼する方法を採り

この難作業 もスムーズにいった。

葺合工場では薄板の材料であるシートバ

ーが製造できなかったので、 厚板を適当に

切って使っていた。 しかし コストが高くつ

くので、 小田切所長 は平鍋工場を建設する

ことに快 心された。 丁度その時は、 昭和2

年 のパ ニックで川崎 は米曽有 の難局 に立っ

ていたので、 実現は絶望となってきたが、

松方社長は幹部技師 の熱望ということを理

由 に銀行 や大口債権者に何回も足を運び、

折衝に努め、 平釧工場の誕生を見たのでし

た。 これは松方社長 の最後 の功績であ り、

また感謝 すべき大きい置土産でした。 この

ことなくば、 現在わが国最大の薄板メーカ

ーである川鐡はなかったか も知 れません。

一般に製鉄は高温作業 の個所 が多いので

辛 抱強い人でないと勤まらない。 炉内の修

理などは、 前 の日まで操業した炉を急に冷

やし て、 その中に入って行くので、 アスベ

ストの帽子と衣服で も長くは我慢できない。

工員 の眉毛はいつも焼けていた。 当時若い

西山さん( 現川 鐵社長) は率先して炉 の中

へ入る ので、 何時 も眉毛を焼かれてい た。

(もと葺合工場検査課長)



大正13 年(1924)6 月 には自

力 生産 を開始し た。 その後、

引続き 拡張を行い、同15 年11

月 には年間10 万T の生産能力

を もつに至 った。

昭和2 年(1927)10 月、請

負賃金 制の実施に よって一層

生産量は 増大し、 その後、 同

4 年1 月 までに25 台 の稼働を

みるに至っ た。 当 時、 国内 に

はこの種工場が多数設立されたので、この工場の製品は輸出するまでになり、

製品は国内生産量の大半を占めるまでになった。

昭和5 年11 月にブリキ原板の製造を、また翌年4 月に特優鋼板の製造を始

め、 その後、同13 年(1938) までに、 電気鋼板・ベニヤ鋼板・特殊鋼・棒鋼

と製品種目を拡げた。 日華事変突発後は、しだいに航空機用および鉄かぶと

用鋼板等の軍需品に切替えたが、 戦局が悪化していくにつれ、資材・労力な

どの点で生産高がしだいに減少をたどるうちに終戦となった。

戦後は設備を整備し、 機械を増設して生産に努め、 特にステンレスの製造

を再開するに及んで、 質 。量ともに大きく伸びていった。

薄板工場 ホット・ロール機( 大正15 年)

(7) 分 工 場

昭和9 年(1934)8 月、生田川尻に年間能力ビレット16 万T 、フープおよ

びスケルプ11 万T の能力をもつ帯鉄工場を設置した。 その後、隣接地に大判

鐚鍍金工場を設け、 自動車用その他深絞用材を製作していたが、 昭和12 年

(1937) に 中止した。

昭和14 年(1939)3 月から約2 ヵ年特殊丸鋼を製作し、ついで同19 年に鉄

薬莢用鋼板の剪断および熱処理工場を建設した。 これを亜鉛鍍金工場に改造

し、 稼働を始めたのは同25 年(1950)6 月のことであった。

(8) 冷 板 工 場

帯鉄工場跡に設けられたこの工場では、 自動車・車両その他の高級加工品

用の特優鋼板を製造した。 昭和13 年(1938)6 月に新設したデマーク社製4



段コールド圧延機は、当時の業界においては最大のもので、 これによる質・

量の上昇は著しいものがあった。同15 年には圧延機械の増設などにより、月

産2,300T を見るに至った。

戦時中、 銅の代用として鉄薬莢鋼板の研究を行い、昭和17 年(1942)1 月

から製作を始めた。 この鋼板は優秀材として好評であった。

戦後は昭和23 年(1948)4 月から操業を再開し、 戦前を凌ぐ生産量に至っ

た。

(9) 小 厚 板 工 場

昭和13 年(1938)3 月から

特優鋼板用の母板および中・

厚鋼板の製造を開始したO 加

熱炉および焼鈍炉はルップマ

ン社、 圧延機本体およびチル

チング・テーブルはクルップ

社、 矯正機・剪断機はデマー

ク社のそれぞれ製品であった

が、 他の付属機械はいずれも

国産品であった。 特に従来外

国製であった圧延機の主原動

機および他の原動機は、 川崎重工業電機工場で製作したものであった。

以上のような高馬力のものはこれが最初の製作品であるが、 成績はきわめ

て良好であった。 日華事変から第2 次世界大戦へと戦局が拡大するにつれ需

要は高まり、 造船用材を初め中・厚板および特殊鋼板を製造した。

戦後は復興のため、 中板の需要が多いので、 昭和21 年(1946)2 月からこ

れが生産を再開したが、 燃料不足のため一時操業を中止した。 その後、業界

の安定に伴って旧に復し、同25 年以後は設備の改良・新設などを行い、その

質・量ともに上昇した。

小 厚 板 の験 板( 昭和13年)

(10) 鍍 金 工 場

葺合工場では、 従来亜鉛鍍金用原板を製造するのみであったが、昭和25 年

(1950)6 月から亜鉛鍍金鋼板の製造を始め、翌26 年3 月には年間能力12 万



T と な り 、 リ バ ー ・

ブ ラ ン ド(River-Bra-

nd) の 商 標 は 国 内 は

も ち ろ ん 、 海 外 に ま

で 優 秀 製 品 と し て 名

声 を 博 す る に 至 っ

た 。

鍍 金 工 場( 昭和25年)

2。 兵 庫 工 場

兵 庫 工 場( 昭和31 年)

「たこま丸」用大船底骨

(明治41 年)

(1) 始 業 当 時

明治40 年(1907) に 造船 用鋳鋼品の自 給自足

のため、 操業 を始め たのがこの工場であ る。 初め

フラ ンス式重 油平 炉(1 基)、続い て同45 年 にシ ー

メンス式15T 酸性平 炉 ・ ガ ス発生炉 をそれぞれ

新設し た。 さらに同年。6T キュポラ(1 基) を新

' 設し、 大 正元年(1912) から 鋳鉄品お よび分工場

の車両部品 を製作し た。

この間、 この工場で製 造し たお もな ものは、 艦



船 用シ ャフト ・ブラ ケット、 スタン・ フレ ーム、 ラダー・フレ ーム等 の鋳 鋼

品 で、 川崎造船 所建造 の艦船 に用いた鋳鋼品 の殆 ど大部分 を製作 した のであ

っ た。

(2) 第1 次世界大戦後

大正3 年(1914) に第1 次世界大戦が突

発するとともに造船用材の需要が高まった

ので、同5 年から各種機械を大幅に設置し、

艦船用舵頭材、 ロットおよびシャフト類、

機関車用ロットお よびアクスル等の製作を

始めた。

大正5 年(1916)5 月には製条工場を新

し く設け、 圧延機を設置し、条鋼および型

鋼の製造を行なった。翌6 年には25T 塩基

性平炉(2 基) を増設し、川崎造船所が必要

とし た鍛鋼・鋳鋼・鋳鉄晶並びに圧延鋼材

の大部分を供給することができるようにな

つた。 次いで同年3 月、 英国ロイド協会の認定工場となり、 製品は信頼を高

めるに至った。

大正7 年(1918) に第1 次世界大戦が終ったので、 川崎造船所は少なから

ぬ打撃をうけ、 翌8 年には平炉(3 基) を休止し、 昭和2 年(1927) 、 ついに

圧延の操業を休止するに至った。 これよりさき、大正13 年(1924) には特殊

鋼の製造を始め、 永代橋・清州橋の橋桁材料であるデューコール鋼を製造す

るほか、 航空機用アルミニウム合金を鋳造した。

1,500T 木圧鍛錬機( 大正5 年)

(3) 川崎車輛製鋼部時代

昭和3 年(1928)5 月、 川崎造船所の兵庫工場が分離して川崎車輛が設立

されたので、 製鋼関係はその一部門に入り製鋼部となった。

昭和6 年(1931) には自動車用発動機、 ガソリン・カーのシリンダーおよ

び部品を製作するほか、 飛行機発動機用の特殊アルミ合金をも鋳造するよう

になった。

この間、 鋳鋼の生型鋳造および航空機部品の超軽合金鋳造についてそれぞ



れ研究 を進 め、 昭和7 年(1932) に

はエレ クト ロンの鋳造に成 功し た。

翌 年にはド ル ニ エ 社 の 技 師 を 招 い

て、エレ クト ロン鋳造技術を習 得し、

飛 行機工場 の 需 要 に 応 ず る と と も

に、 そ の防 蝕方法につい ても研究し

て優秀な成果 をお さめ た。 また、 同

9 年1 月 からは、 大型特 殊鋼の生産

を始め るほ か、 棒鋼 の製作 を も再開

し た。 航空機用BMW 型発動機曲軸室( 上. 下)

エレクトロン鋳物( 昭和10 年)

(4) 製 鋼 工 場

昭和9 年(1934)11 月、川崎車輛から製鋼部門を譲り受け、 川崎造船所の

製鋼工場とした。 この間、 ニッケル・クローム系の合金「川崎白金銅」 を完

成し、 特許権を取得、翌10 年から製造を始めた。 これは耐蝕・耐酸性がきわ

めて強く、 かつ高温・高圧に耐える点で優れているのみならず鋳・鍛造が可

能なため、広く使用されている。また「川崎特殊鋳鋼ロール」の特許権を得、

製鉄技術の優秀なることを認められだ このロールは、 久しく需要者が待望

していたものであっただけに信頼を4)つて迎えられた。

昭和10 年、オット・ククラ博士を招聘して、 ドイツの製鋼鍛造の技術指導

を受けたので、 いままで至難とされていた飛行機部品や高級鋼が製作される

ようになった。

昭和11 年(1936) 、 第3 号平炉を容量20T に改造し、 同年5 月から出鋼、

また同年4 月にはベルト式8T 落下鎚を設置し、 型打鍛造を始めた。 まず自

動車部品から飛行機部品に進み、 特殊鋼のクランク・シャフトや他の部品を

も製作した。

昭和12 年には、3T 落下鎚1 基を増設したが、 この年に日華事変が突発し

たため、 鉄鋼の増産は国家的要請となってきた。

昭和13 年1 月に3,000T 水圧鍛錬機1 基を当社で製作したので、 圧錬工場

の水圧鍛錬機は3 基となり、 大型鍛鋼品 の生産が可能となった。 同年、500

kg 高周波電気炉1 基を新設して特殊鋼生産の増強を図った。 また運河対岸に

新工場2 棟を建設してエレクトロン、 圧延の2 工場を移した。



昭和14 年9 月、第2 次世界大戦が突発し、航空機用特殊鋼の需要が激増し、

圧延工場では特殊鋼・棒鋼を量産した。

昭和15 年(1940) に100T トリミング・プレ ス、4T スエージング・ハン

マー各1 基、1T 落下鎚、UT 蒸気鎚各2 基を、翌16 年には3T 電気炉1 基

を増設した。

昭和16 年6 月、航空機関係の鋳造設備を川崎航空機に移転し、 軽合金の技

術陣 もともに移した。 太平洋戦争に入るや、艦船と航空機の増産が焦眉の急

となったので、 航空機鋼材と、 空母などの造船・造機部品を生産して国家の

要請にこたえた。

昭和18 年(1943)3 月、 海軍艦政木部の要請で、兵庫県印南郡伊保村に敷

地13 万坪を求めて、大型鋳鋼品を生産するための伊保工場の建設に着工した

が、 終戦のため建設半ばで中止となった。

第2 機 械工 場( 昭和25年)

(5) 製鉄所兵庫工場

昭和20 年(1945)8 月、職制の改革により製鉄所兵庫工場と旧名に復した。

戦後は従業員を200 名に減じたが、 被爆によって損傷した工場を復旧し、 残

材を利用して家庭用品 の製作を始めた。同年10 月からは鋼塊および鋳鋼を鋳

込み、しだいに生産が伸びてきた。

昭和21 年1 月から棒鋼の圧延を始め、ついで鍛鋼小物の鍛造をも行なった

ほか、 葺合工場の修理部品やインゴット・ケース、 また全工場の鋳型などを

製作したが、同25 年(1950) には知多工場で、 インゴット・ケースの生産を

始めたので、小鋳型以

外を知多工場に移した。

昭和23 年(1948) の

初めから製作を始めた

チルド・ロールは、 ゴ

ム・製紙・鉄鋼方面に

歓迎され、同年10 月か

ら製作を始めた亜鉛鍍

金ロールは圧倒的な好

評を博した。また翌24

年10月に鍛鋼熱処理工



場を新設し、 熱間 。冷間圧延用の

鍛鋼硬面ロールの製作を始めた。

圧延の特殊鋼棒鋼のうち、打刃

物地金および刃物鋼は全国の利器

工場から多くの注文を受けたが、

特に当社の刃物鋼で製作した播州

刃物は、 全国的に好評であった。

次いで製作を始めたリベット材は

昭和24 年から量産に入った。

この工場はもともと粗材工場であったが、 荒削りや仕上げまでの需要が増

加してきたので、 昭和25 年(1950)6 月に第2 機械工場を増設し、 大型鋳鍛

鋼品の仕上加工を開始した。

硬 面 ロ ー ル( 昭和26 年)

ラダー・フレーム( 昭和31 年)

(6) 川崎製鐵株式会社兵庫工場

昭和26 年(1951) 、 第3 号平炉をメルツ式に、 また第4 号炉をシーメンス

式にそれぞれ改造して生産を再開するとともに、 戦災で焼失した模型工場を

再建した。 従来、 造船所から支給されていた造船用木型を全部製作するよう

になったことなご、 その進歩に見るべきものがあった。 千葉製鐡所の建設に

着手す るに当 り、 もっ ぱら同所 の建設に

必要な粗材 の製作 に当った。

こ の年 からホット・ トップ法に て鋳 鋼

お よび鋼塊の押湯 の節約を図 り、 次い で

昭和27 年には酸素製 鋼法を採用して その

成果 を得たが、 翌年 には設備 を拡充し、

コスト・ダ ウンに寄与す ること大なる も

のがあ った。 その後 も設 備の改善を怠ら

ず、 ″造船ブ ーム″によって激増す る需

要にこたえ量産 に拍車 をかけ た。

昭和30 年(1955) 、 鋳鋼整 装工場の一

部に造船関 係品 の罫書定 盤を設置、 翌年

には 第2 機械工場内に、 舶用軸I系品 の本

仕上 加工機械を設 置し て軸系 の仕上 げを



始め、 推進軸の焼嵌設備を完成するなど設備の拡充に全力をあげた。 高松分

工場は戦後も衡器の修理を続けていたが、 さらに社外からも受注するまでに

なった。昭和26 年(1951) には兵庫工場から分離、 葺合区に移り独立した計

量器工場となった。

3・ 久 慈 工 場

岩手県小久慈地方では角炉によって、 また久慈湊地方ではフエルロコール

を溶鉱炉で、 それぞれ砂鉄を製練する方法が行われるのであるが、いずれも

休止されていた。

大正時代の終りごろ、 常磐商会( 松方五郎経営) が米人技師を招いて技術

指導を受け、 低温還元による海綿鉄の生産作業を始めた。 苦心の末、 昭和2

年(1927) の終りごろには、 一一応全金属鉄50 ～70% 、全鉄分70 ～75% 、 還

元率75 ～90% 程度の海綿鉄を造り得るまでになった。これを兵庫工場で製鋼

し、 その鋼塊を葺合工場にて圧延し、 薄板製造に成功したが、 種々の原因で

休止となった。 クルップ社ヨハンセン技師の発明したレン法について、 川崎

造船所が昭和製鋼・三菱清津の2 社と製鋼技術の共同研究を始めたのは、 昭

和5 年(1930) のことであった。

川崎造船所では、 久慈地方の砂鉄にこの方法を応用するため、 鉱石および

国内炭をドイツに送り、 ここで製練されたルッペを兵庫工場で精練実験を行

なうとともに、 昭和12 年(1937) から1 ヵ年にわたり、久慈鉱区の埋蔵量を

再調査した結果、鉄分30% 以上のものが1,000 万T 以上あることを確認した。

久 慈 大 型 回 転 炉 工 場( 昭和16年)



昭和14 年(1939)8 月、 製鉄事業法による認可を受け、 共同研究の3 社に

て、レン法の特許実施権を譲り受けた。 常磐商会の整理会社、 蓬莱殖産会社

から鉱区その他を、 また付近の鉱区 も取得して計6,600 万坪に及んだ。

低温処理されたルッペは航空機用鋼板、 特に鉄薬莢用鋼板の優秀原料とし

て、 兵器の生産に寄与するところがきわめて大きかった。 なお、レン法製鋼

工程によって次の特許権を得た。

①M.C 粒化電気炉

② 回転炉による溶鉱製鉄法

③ 回転炉における煉瓦脱落防止法

戦後の昭和21 年(1946) 末、不良鉱区を整理し、1,700 万坪に縮小、 操業

を休止した。 同24 年7 月から小型炉を再開し、製品はワイヤー・ロープ材お

よび低炭素深絞用鋼板の原料として用いられている。

4。 西 宮 工 場

軍の要請を受け、 特殊鋼生産のため昭和14 年(1939)8 月、 西宮市海岸埋

立地に工場の建設に着手し、 同17 年3 月鍛造工場の操業を始め、しだいに設

備を整えた。 陸軍航空本部の管理工場となり、 戦局の拡大につれて完工を急

いでいたが、 同20 年(1945)8 月5 日の空襲で大きな被害を受けたまま終戦

となった。

戦後西宮工場は葺合工場用 鋼塊 の製造、

鍛造工 場は一般用プレ ス作業等を行 なっ

て きたが、昭和24 年(1949) には 葺合工

場 から4 段冷間圧 延機を移設し、 帯 鋼の

製 造を始 めるとともに、 熱間 帯鋼圧延機

・ 冷間可逆圧延 機お よび電 縫鋼管 製造機

を順次新設し、 普 通鋼・特殊 鋼・硅素鋼

の各鋼帯お よび電 縫鋼管 の一 貫工場 とし

て、 堅実な歩 みを続けてい る。

帯鉄4段圧延機(昭和24年)



電 縫 管 工 場( 昭和27年)

5, 知 多 工 場

昭和17 年(1942) の秋、陸・海軍から生産拡充命令が示達されたが、 葺合

工場のみでは軍の要望を充足することは困難であった。 このため愛知県半田

市の海岸埋立地28 万坪を買収し、 陸・海軍航空木部用鋼板年産25,000T 、同

じく海軍艦政本部用鋼板年産10,000T の生産を計画した。

昭和19 年(1944)12 月と翌年1 月の東海大地震のため、 建設工事は多大

の障害をきたした。 関係者はよく努め、 同年2 月から一部操業を始めるまで

になり、 航空機用鋼板の鋼塊を製造したが、 大部分の建設が未完工のまま終

戦を迎えた。 戦後は一般用鋼塊の製造などを行い、 苦難に耐えた。

その後、 昭和24 年(1949)11 月に、鋳造工場が完成し、圧延用ロールおよ

び鋳型の生産を始め、 全川鉄のロールおよび鋳型を供給し、 鋼板の品質向上

や原価切下げに大きく寄与するとともに、 一般販売にまで余力を向けるに至

った。

6. ド ラ ム缶 工 場

この工場は昭和25 年(1950)8 月、神戸市兵庫区東尻池に初めて設置され

た。 同年6 月、ドラム缶の統制が廃され、 朝鮮動乱による特需が増加したの

で、しだいに生産量は増加し、開設後1 年有余にしてわが国の代表的メーカ

ーの一つとなった。



昭和28 年(1953) の

初期から特需 が減少し

たので、 高圧 ガ ス容 器

(ボンベ) につい て研究

し、 翌 年4 月 には、 溶

解 アセチレ ン・ ボンベ

月産約2,000 木 の生産

を目標に稼働を始 めた。

ド ラ ム 缶 コこ場( 昭和25 年)

7。 計 量 器 工 場

この工場は葺合工場の計器部門と、 兵庫工場の衡機部門を統合して、 昭和

26 年(1951)10 月に神戸市葺合区吾妻通( もと日木造機跡) に開設したもの

である。

計器は昭和24年の春から川崎機械工

業明石工場で熱管理計器を試竹1してい

たが、翌年8 月、上記の場所に移転し、

葺合工場を初め、 兵庫・西宮・知多等

各工場で使用する熱管理計器の製作お

よび修理・補正を行なった。

TG-1A 型 超 偕波式厚み計( 昭和30 年)

複式 軌道 衙(昭和31年)



兵 庫工場の 衡機工場 は、 昭 和19 年(1944)4 月、 川崎重工業 の秤量機製作

と修理 のため、 川崎重 工業製鋼工場 の高松分工場 とし て開設し たのが起こり

であ る。 その後、 超 音波式 厚み計.XY 軸記録計のご とき工業 用計測器 のほ

か軌道衡、 ホッパ ー・ ウェ ヤー、 ベルト・ ウェ ヤー等 の重 衡機お よび特殊 計

量 装置の製作 をも始め、 精密高 度化を目指し て不断の努力 を払 ってい る。

8・ 千 葉 製 鐵 所

昭和26 年(1951)2 月、 千 葉製鐵所 を開設し た とき、 川 崎製鐵は平炉 メー

カ ーとして 鋼板類、 特に薄 鋼板では全国 第1 位の生産実 績をあげてい た。 し

かし、 戦後、 技術 の進歩は著しく、 欧米諸国 のストリ ップ・ ミルと競争す る

には手 動式圧延機は 余りに も貧弱 であっ た。 一 方薄鋼板から 造ら れる亜鉛鉄

板は わが国鉄鋼輸出 の大 宗である と ともに、 内 需にお いて も、 薄鋼板の需要

はい よい よ増加し つつあっ た。

さら にわが国の鉄 鋼業は、 あら ゆる面で制約のあ るスクラップ依存から銑

鉄依存 へと ″体質改善 ″をし なけ れば、 資源 の永続性と均一性が得られな く

な るのであっ た。 そ うした情 勢と将来の 発展のた めに、 銑鋼一 貫工場の建設

が必 要 となって きた。

この ため、 地形、 水陸 の交通、 原 料または マーケ ット との関係、 用水・動

力 ・労 働力・ 気候等 の諸条 件を検 討し、 多くの候 補地の中から千葉 市海岸を

選び、 まず日木機器工業の 建物(4,531 坪)、 日興工業の土地(15,000 坪)

・ 建物(19.644 坪)、 関東財務局 の土 地(97,450 坪) ・ 建物(7,493 坪)、 千

葉市埋立地( 約49 万坪) な どを買 収し たほか約35 万 坪の埋立を行い、95 万 坪

を敷地 とし て、 工場の 建設 に着手し た。 この ため、 学界の権 威者の協力を求

め、 また海外 に技師 を派遣し て、 技術の導 入を図 るな ど万 全を期し た。

建設 にあたっては、 単純・集約・ 一貫・ 連続の4 原 則を根木の理 念とし、

実作業 にあ たっては、 鉄道配線 様式・ 水平 直線式・ 原料事前処理 法・ 熱管 理

系統の具 体的4 項目 を掲げた。 この4 原則・4 項目は、 要するに輸 送取扱・

原 料処理・熱管 理とい う鉄鋼業の3 大要素に重 点を置い たもので、 これに よ

りコ スト・ ダ ウンお よび最高度 の生産 性向上 を念願 とし たものであ る。

昭和26 年(1951)2 月 建設 に着手し、同29 年9 月、第1 期工事 が完成し た。

戦後、 わが国で初 めて建設 されたこの銑鋼一貫 工場 に対し て、 いろい ろの見



方 もあ ったが、 す べ・ての点におい て、 すぐ れたモデル・プ ラントを作る こと

を最終の念願 とし た。

1) 工 場 配 置

工場 の配 置は将来 の拡張を 考慮に入れ、 輸送に重点 を置き、 正面から 鉄鋼

石・石炭、 南側から スクラ ップを受 入 れ、 北側から製品 を積み出 すように、

3 岸壁 に合 理的な設備 を施し、 また集中管理 に便 利なよ う中央部 にガ ス・電

力・酸 素等を設備し た。

2) 輸 送 設 備

輸 送方 法は水平直線式 を採用し たが、 ベルト・ コン ベヤーは その代表的 な

ものである。 鉄道は パラレ ル・ダイヤ ゴナル方式を採 り、延長わずか42km に

と どめた。 このため、 合 理的な工場配 置と ともに、 原料から製品 まで 最短 コ

ースを通 ることにな り、 設備費お よび作業費 を低減し た。

3) 原 料事前処理設 備

石炭 は銘柄別・着船 別に貯蔵し、 選別に最 も新しい 方式を採用した。 鉱石

は オアーベッデ ィング法・ペレ タイジング法 を採 り入れたが、 前者は米 国に

おい て発明され、 わが国では千 葉工場 が初 めて採択し種 々改良 を加えた方式

であ る。 後者は 粉鉱石 を100 メ ッシュ以 下に磨砕し、 水分を除去して、 媒結

剤 を使 うこと かく 卵黄大の ボールに結成し、 適当な温 度で 焙焼する方法であ

る。 これは酸 化焙焼を

受 けてい るため還元性

が良 好で、 気孔率 が高

く、 粒度 も均 一で品質

の変動 が少なく、 強 度

も強い 点で優れてい る。

この ペレ ットを工業化

し、 一 貫工場 へ採用し

たのは当 社が世 界最初

であ る。原料事前処理設備( 昭和26年)

4) 熱 管 理 設 備

製品単位当りの燃料消費率を軽減のため、 工場の中心部に熱管理センター

を設けた。 これは自動制御と中央管理により、 ガスを安全に作業現場に送る

設備で、このような大規模な設備は諸外国にもその例をみない。



熱 管 理 セ ン タ ー( 昭和26 年)

5) 製 銑 設 備

溶 鉱 炉 は フ リ ー ・ スタ ン

デ ィ ン グ ・ ス タ イ ル に よ っ

た。 熱 風 炉 は3 基 を 建 設 し、

昭 和30 年(1955)6 月 に は

平 均 日 産926T 、 コ ー ク ス

比 も 同 年4 月 には692kg と

な り、翌 年3 月12 日 には607

kg を 記 録 し た。溶 鉱 炉( 昭和26年)

6) 製 鋼 設 備

自動制御 による合理的な燃 焼加熱 と、 酸素の大量 使用によって製 鋼時 間は

短 縮され、 昭和31 年(1956)12 月 には3 時間56 分 となった。良塊ト ン当 り消

費熱量は、 同月には 全国平 均の1,039103keal に対し562103kcal の作業 成績

を示し、 同30 年10 月の生産量 は3 万T 、 翌年7 月 には36,700T となった。

製 鋼 工 場( 昭和26 年)



7) 分 塊 圧 延 力

総 重量4,000T 、 総馬力15,000HP 、 ロー

ルの直径1.12m ・胴長3m 、 年間能力120 万

T とい う当時わが国 最大 の もので、18T の大

型 鋼塊 も処理で きる。

これら の諸設備 から 生み出され た作業成績

は業 界注目の的 となり、 新しい製 鉄所建設 に

対 するモデル・ プラント とし て果し た役割 は

非 常に大 きかった。

分塊ロー刈幾( 昭和26 年)

千 葉 製 銭 所

スト リップ・ ミルエ場

(ホ ッ ト)

(コ ー ル 白



第5 章 川崎不動産株式会社

本 社 神戸市生田区 明石町38 番地

川 崎重 工業 株式 会社川重ビル

(昭和32 年5 月20 日 神戸市生田

区京町72 クレセント・ビルに

移転)

設 立 昭和31 年4 月25 日

資 木 金2 億4,100 万円

取締役社長 手 塚 敏 雄

社 屋

(クレセント・ビル)



第1 節 設 立 ま で

1. 経 緯

昭和28 年(1953) に朝鮮動乱が休戦となって以来、 特需景気で活況を呈し

ていた海運市況は低落を続け、 造船界もまた不振に陷った。翌29 年半ばごろ

からは世界的に景気が上昇し始め、 わが国の造船界はふたたび陽光を浴びる

に至り、 ″造船ブーム″が訪れた。 しかし膨大な工 事量にもかかわらず営業

収益はこれに正比例しなかった。 しかも業者間の競争はますます激しさを加

えてきた。

当社ではこの情勢に対応するため、 企業の全般にわたり合理化を進めるこ

とになり、 管理部門では間接費の節減が取りあげられた。 綿密に分析検討の

結果、 生産に直接関係のない貸ビル・従業員の社宅・寮舎やその付属施設が

固定資産中に占める比率と、 これらの施設の管理・運営に要する経費の大き

い点とに着眼するに至った。

2. 設 立

昭和30 年(1955)11 月、 取締役会においてこれら不動産の合理的な管理運

営のための不動産会社設立案が活発に討議され。翌31 年3 月の取締役会で可

決された。

こうして同年4 月21 日の創立総会で下記役員8 名を選任し、同月25 日に設

立登記を終え、川崎不動産株式会社の誕生をみた。

役 員

取 締 役 社 長 手 塚 敏 雄

常 務 取 締 役 高 見 司 郎

取 締 役 君 島 興 一

同 山 口 泰 弘

同 坂 口 干 雄

取 締 役 永 峰 千 之

(昭和32.5.27 細田平吉取締役に就任)

監 査 役 石 原 健 造

同 喜 多 正 一



第2 節 概 観

1. 事 業 の 目 的

神戸市生田区明石町にある川重ビル( 通称三宮分館) を初め、 川崎重工業

の従業員社宅・寮舎等の管理にあたるほか、一般不動産の売買・賃貸借・損

害保険の代理業などを行なうことを目的とし た。

2, 資 本 金

設立時の資本金を2 億4,100 万円(48 万2,000 株) とし、 このうち、 川崎

重工業が48 万1,000 株を持ち、 残りの1,000 株を発起人7 名とほか2 名で引

「川 崎 不 動 産」の 誕 生

高 見 司 郎

川崎正藏翁が東京築地に川崎築地造船所

を開いてから満80 年 目の昭和31 年に、 「川

崎不動産」 が生れるとは翁も予想なさって

いなかったであろう。

第2 次世界大戦の戦局 がし だいに拡がり

国家 の要請で川重は艦船の建造に全力をあ

げていた。 内地はもとより朝鮮からの徴用

工員が激増したので、 その宿舎を大量 に建

設しなければならなかっ た。 しかし敗 戦後

は、 その宿舎に、 戦火のため罹災した従業

員を収容したり、 泉州工場・岡田浦工場か

ら移ってきた従業員の住宅難緩 和に非常に

役立っ た。

戦後 の不況に対する造船業 の経営合理化

で、 会社は寮・ 社宅関係の経費 を漫然 と見

逃さなかった。単身寮を除き、 約1,600世帯

の住む家族寮と社宅、 川重ビル( 通 称三宮

分館) その他社外にある不動産などを、 別

会社によって管理し 運営させる方が得策だ

との構想から、 それが熟し て「川崎 不動産」

が誕生し たのであった。

戦時中から戦後 にかけ、 数多く の不動産

の取得や、 管理・整理などに携わってきた

私が、 この会社に出向を命じられたときは、

宿命的な ものを感じ ない訳にゆかなかっ た。

誰が社長になられるかは見当がつかなかっ

たので、 川重 の手塚 社長が川崎不動産の社

長を兼任 されることが創立総会で決定し た

ときは、 私はわが耳を疑うほどであった。

このこ とによってややもすると消極的な

目的しか持たぬかに思われ勝ちであった川

崎不動産は、 そのスタートにあたっ て積極

的なものを期待させる光を与えてくれた。

古い酒を新しい革袋に盛ると喜んでくれる

従業員 も少なくなかった。

(川崎不動産常務取締役)



受 け払込 みを終 えたが, 発行する株式 の総数( 授権資木) は100 万 株(5 億円)

であった。

3. 所 有 不 動 産

設 立時 の所有不 動産は 次の通 りで あ った。

(1) 建 物

延22,888.60 坪( 川重 ビル延1,792.82 坪ほか)

(昭和32 年5 月にクレセント・ビル延1,290.72坪買収)

(2) 土 地

58,892.22 坪( 神戸 市東灘区本山 町所在 もと久原邸10,248.82 坪ほか)

貸 借 対 照 表 昭和31年4 月30日

資 産 の 部

科 目 金 額( 円)

負 債 お よ び 資 木 の 部

科 目 金 額( 円)

預 金

建 物

構 築 物

器 具・備 品. 什 器

土 地

電 話 加 入 権

8,118,988

445,202,288

2,616,100

439,475

41,818,440

240,981

借 入 金1105,739,840

資 木 金241,000,000

再 評 価 積 立 金1151,696,432

合 計 498,436,272 合 計498,436,272

(注) 借入金は鉄筋住宅の元 金償還米済分



第6 章 川崎重工業健康保険組合

木部 事務所 神戸 市生田ぼ浪花町59

朝 日ビ ル内

(昭和33 年5月13 日 生田区京町

72 クレセントビルヘ移転)

支 部事務所 岐 阜県 稲葉郡蘇原町三 柿野字

北 柿沢346 の299

設 置 大正15 年12 月23 日

事 業1. 健康保険 法に よる給 付

2.組合 規約による付加給 付

3.被保険 者お よび家族 の健康

保持・増進 を日的 とす る保

健施設
理事長 坂 口 干 雄

予 算 審 議

執 務 風 景



歴 代 理 事 長

初代 吉 国 彦 二 2 代 万 濃 貞 雄 3 代 久 原 福 松

4 代 手 塚 敏 雄 5 代 清 水 良 策 6 代 児 玉 久



第1 節 沿 革

1・ 設 置 と 概 要

社会保障のさきがけとなった健康保険法が制定公布されたのは、大正11 年

(1922)4 月であったが、関東大震災等のため施行延期となり、実施された

のは同15 年(1926)7 月であった。 当社では、 同法の施行と同時に組合の設

置を検討していたが、 同年9 月内務省( 社会局) からの照会を鐵に、 本社工

場のほかに兵庫工場・葺合工場を含めて連合単一組合を設置することになり、

ただちに強制設置の発令を申請し、同年12 月23 日認可された。 事務所を当社

内に置き、 名称を「川崎造船所健康保険組合」 として、 昭和2 年(1927)1

月1 日からその 事業を始めた。 以来30 年、健康保険制度の歴史は多難な歩み

であったが、 当組合は工場労務者の保護を中心目標として、 その事業を推進

してきた。

その間、当社の社名変更に伴い昭和15 年(1940)3 月、組合 も名称を「川

崎重工業健康保険祖合」 と改め、 のち川崎製鐵が分鐵独立したので、同27 年

(1952)4 月、 機構を改め別に「川崎製鐵健康保険組合」 が生れた。 一方、。

被保険者に対する諸給付手続の便宜を図るために各所に組合支部を設け、 第

2 次世界大戦中のひところは21 支部を数えた。しかし、 終戦後は被保険者数

の激減、 川鐵健保組合の発足などのことがあって統合整理され、 現在では、

岐阜地区に1 支部を残すほかはすべて神戸地区に統合して、 組合本部が一括

して事務処理に当っている。

設置以来たどった道程には幾多の曲折もあったが、関係者の深い理解と絶

えざる努力とによって、 常に時代の流れに即応した適切な方策が立てられ、

被保険者の傷病時の保障・疾病予防・健康増進に寄与するところはまことに

大きかった。 昭和31 年(1956) には設立30 周年を迎え、堅実ないとなみを続

けている。

2. 事 業 所

当組合を構成している事業所は、 設置以来、 編入74、削除53 を数え、現在

では当社を主流として、 次表のように、 川崎車輛・川崎航空鐵工業・川崎汽



船等 川崎系各社 の 事業 所21 を包括し、組合と各 事業所 とは密接 な連絡を保 ち

つつ 健全 な運 営を行なっ ている。

事 業 所 の 名 称・ 所 在 地 昭和31年12月木

事 業 所 の 名 称

川 崎 重 工 業 株 式 会 社

川 崎 重 工 業 株 式 会 社 東 京 支 店

川 崎 車 輛 株 式 会 社

川 崎 車 輛 株 式 会 社 東 京 出 張 所

川 崎 航 空 機 工 業 株 式 会 社

川 崎 航 空 機 工 業株式会社東京支店

所 在 地 事 業 所 の 名 称 所 在 地

神 戸 市 神 港 商 船 株 式 会 社 神 戸 市

東 京 都 星 光 商 事 株 式 会 社 〃

神 戸 市 日 東 運 輸 株 式 会 社 〃

東 京 都 日 東 運 輸 株 式 会 社 大 阪 支 店

川 崎 重 工 業 健 康 保 険 組 合

大 阪 市

神 戸 市 神 戸 市

東 京 都 医 療 法 人 川 崎 病 院 〃

川崎航空機工業株式会社神戸製作所

川崎航空機工業株式会社岐 阜製作所

明 石 市 星 光 化 学 工 業 株 式 会 社 明 石 市

岐阜県蘇原町 川 崎 設 備 工 業 株 式 会 社 岐 阜 市

川 崎 汽 船 株 式 会 社

川 崎 汽 船 株 式 会 社 東 京 支 店

神 戸 市 川崎重工業健康保険組合大原療養所 兵庫県三田市

東 京 都 川 崎 不 動 産 株 式 会 社 神 戸 市

川 崎 汽 船 株 式 会 社 関 門 支 店 門 司 市

3、 被保険者数・平均標準報酬月額その他

被保険者数・平 均標準報 酬。月額・ 保険料率 の推 移は次表 の通りである。 設

置当 初の年度末 には16,830 名を数え た被保険者数 も、 昭和2 年(1927) 度

木に川 崎重工業 が苦難 期に入 るに及んで減 少し、 同6 年(1931) 度木 には、

不況 による従業員整 理のた め11,604 名 とい う最低被 保険 者数 を示し た。 し

かし、 その後は業 況の回復 と、 時 局の影 響による関係 会社の伸運 に伴 って、

被保険 者数は逐年 急増し、 終 戦直前の昭 和20 年(1945)3 月 木には192,624

名を算するに至 った。

昭和18 年(1943) の法令 改正 により、 従来年 収1,200 円 を限 度とし て加入

を認 められてい た職員 も1,800 円 にまで引上げら れ、 なお それを越える者 も

任意 包括加入が認 められるに至 ったので、 以後は全 従業 員が被 保険 者 とな る

ようになった。 終戦後は 組合設置当時 を下 回る16,344 名にまで激減し たが、

関係 会社の復興 とと もに激増し て同26 年度末 には27,250 名 となった。 翌

27 年(1952) には、 川崎製 鐵保険組合 の設 置に伴 ってふた たび 減少し、 昭和

31 年(1956)12 月 木の被保険 者数は18,266 名であ る。



被保険者数・ 平均標準報酬月額および 保険料率の変遷 昭和元-31 年度

年度木
被 保 険 者 数( 人) 平 均 標 準 報 酬 月 額( 円) 保 険 料 率(%)

備 考

初年度

負担率変更

〃

終戦直後

負担率変更

川鐵分離・
独立後

12月木現在

男 女 合 計 男 女 平 均 被保険
者負担

昭 和
一元

16,586 244 16,830 70.44 29.64 69.84 1 2 3

6 11,453 151 11,604 72.72 28.11 72.15 〃 〃 〃

15 51,055 2,616 53,671 73.89 30.15 71.76 1.5 2.9 4.4

18 135,530 13,571 149,101 88.31 45.91 84.45 1.8 3.6 5.4

一一一

〃19 158,964 33,660 192,624 108.83 52.95 99.06 〃 〃

20 14,356 1,988 16,344 158.46 104.47 151.89 〃 〃 〃

25 22,486 1,844 24,330 13,633.15 6,578.63 13,098.50 2.2 4.4 6.6

27 13,236 1,255 14,491 15,727.00 8,805.00 15,128.00 〃 〃 〃

31 16,453 1,813 18,266 21,966.00 11,141.00 20,892.00 〃 〃 〃

(注)1. 初年度 は昭和2 年1 月1 日から3 月31日までの3 ヵ月間

2. 平均標準報酬月額、銭以下 は四捨五入

4。 組 合 会 の 構 成 と推 移

組合の運営方針や予算その他

重要事項の決議機関である組合

会は、 議員お よび理事によって

構成されてお り、 その定数と歴

代理事長は次の通りである。

歴 代 理 事 長 昭和2―31年

代

初 代

2

3

4

― ● 一 一 一 一

5

6

- 一 一 X , -

7

氏 名 在 任 期 間

吉 国 彦 二 昭和2.2.19 ～4.1.22

万 濃 貞 雄4.2.12 ～8.12.16

久 原 福 松,8.12.19 ～12.7.27

手 塚 敏 雄12.7.30 ～16.1.27

清 木 良 策 16.2.10 ～21.12.24

児 玉 久22.1.11 ～25.8.29

坂 口 干 雄 25゛9.5～(311.2)

(注) 組合設置後、理事長がきまるまでの間は

事業主が代行した。

組合会議員および理事 昭和2 ―31 年度

異 動 年 月 議員定数( 人) 理事定数( 人)

18昭 和2.1 54

14.1 72 22

16.10 76 24

18.1 100 28

18.8 104 32

18.11 108 36

19.6 112 40

〃 50 50

21.8 60 28

27.4 34 16

27.8 36116

27.11 36 18

29.8 46118

31.9 4818

(注) 任期は議員・理事いずれも2 年であったが、昭和

18年4 月これを3 年 と改め選定議員は無期限とし た。

昭和19年6 月、互選・選定 の区別 廃止によって全

議員が任期3 年 となっ たが、昭和21年4 月、ふたた

び2 年に改め現在に至っている。



5。 診 療 契 約 方 式 の変 遷

組合と医師会お よび歯科医師会の間の診療契約方式は、 初めは人頭請負式

であったが、 昭和11 年(1936) 度から一部時価式を採用し、 さらに同16 年

(1941) 度には岩手県の歯科医師会が定額式を採り、同18 年度から全面的に

定額式に改めた。

第2 節 保 険 給 付

1. 法 定 給 付

昭和2 年(1927)1 月に健康保険業務を開始してから今日まで30 年の歳月

を経たが、 この間しばしば法律改正が行われた。そのうち最も著しい ものは、

昭和14 年(1939) の改正で、 被保険者の家族に対する給付が認められ、 また

結核に対する給付期間が延長されたことであった。次には、昭和22 年(1947)

に、従来健康保険の給付として取扱ってきた業務上の事故が労災保険に移さ

健 康 保 険 組 合 設 置当 初 のこ と

藤 川 勇 二

社会保険の起こりと言われる健康保険法

が公布されたのは大正11 年であった。 川崎

でも健保組合を設置することが熱心に議さ

れていたが、 従業員の間では、「5 年 も10 年

も病気一つせぬ身体の丈夫なものが、 毎 月

健康保険だなんて組合費 を出すのはまる損

だ……」 なごと唱える人 があ り、 こういう

目先 のことしか分らぬ人に雷同する者もあ

っ て、 反対が仲 々強かっ た。

いよいよ健保組合が設置されてから も、

初めのうちは健康保険の患者を自費 患者と

差別し て診療するごく少数 のお医者さんが

あったので、 従業員 のうちには保険証を持

つてお医者のところ へ行くと、 貧乏人 と思

われて丁寧に診療してくれぬ…… など、 卑

下する者があった。 今日では殆 どの医 院・

病院が健保組合員を喜んで診療 するのに比

べ、 まヽるで嘘のような話でした。

あるとき従業員がある病院で大手術を受

けるにあたって、「生命にかかわる大手術で

すから、 ゼニ金のことを言っていられませ

ん。 保険証では安心し て手術を受けられな

い。 医療費は何 んとか工面しますから、 自

費 でやっ て下さい」 と言ったところ、 その

医 師は憤然 とし て 「あなたは健保法の本当

の意味がのみ込めていない。 われわれ医師



れて、 健康保険から除かれたことである。 現在は法定給付として次のような

ものがある。

1・被保険者に対するもの

療養費の給付・傷病手当金・出産手当金・分娩費・哺育手当金・埋葬料

2・被扶養者( 扶養家族) に対するもの

療養費の給付( 半額) ・配偶者分娩費・配偶者哺育手当金 。家族埋葬料

2・ 付 加 給 付

当組合は付加給付として、 昭和19 年(1944)10 月1 日から哺育手当金の支

給を、翌20 年4 月からは、 さらに傷病手当補給金・埋葬料補給金の支給と歯

科補綴の制限外給付とを行なうことにした。 また昭和15 年以来、事業主負担

において支給してきた公傷補給金( 標準報酬の10%) をも前記傷病手当補給

金に吸収し組合の負担とした。 終戦後は、社会情勢に応じて付加給付にも伸

縮・変更を加えたが、 インフレに伴う医療費負担が著しく増大したので、 昭

和26 年(1951)1 月以後は一時廃止のやむなきに至った。 その後、関係者の

努力により、 組合財政はしだいに苦境を脱して均衡状態となったので、 昭和

は、 健保組合員だからといって医療を軽く

扱ったりするわけでは絶対にない。 患者を

助けるために、 医師としての良心に従って

全力を尽すのです」 と言ったので、 保険証

によって大手術を受けたが、 心をこめた診

疸 のおかげで全快した話がありました。

大正15 年ごろは全国に316 の組合があ り、

保険料負担割合は、 事業主1 ・被保険者1

が原則でしたが、川崎では事業主2/3・被保

険者1/3としました。会社としては、不況の

どん底でしたから、 この負担率の決定には

非常 な勇気が要ったのです。 他社のある組

合から、 「川崎で そんなことをされては困

る。負担率は1/2ずつにして貰いたい。なに

も無理しなくてもよろしいでしょう……」

と抗議と妥協を持 ち込まれまし たが、 事業

主負担率2/3の線を堅持しました。結局これ

が標準になり、 わが国の健保の基準になっ

てしまいました。

また、 市内の中央部に診療施設がなくて

は組合員が困 るので、 手塚理事長は敷地の

人手や土地の人々との交渉など、 山積する

難問題の解決のため宰日なき活動をし、 上

沢診療所の開設に漕ぎつけたのは、 町拝|18

年9 月のこ とで、 これが組合が診療所を も

った初 めであった。( 初代書記長)



28 年(1953) 度から延長傷病手当金お よび家族入院補給金を支給するように

なった。 現在「延長傷病手当付加金」 および「家族入院付加金」 とよぱれて

いるものがこれである。

第3 節 療 養 施 設

1. 病 院 ・診 療 所

昭和8 年(1933)9 月、 組合直営の中央診療所を神戸市兵庫区上沢通2 丁

目に開設し、翌9 年4 月には会社から各工場診療所の移管を受けて診療機関

を統一し、 さらに市の東・西に葺合・林田の二病院を新設して診療の充実を

図り、 被保険者のほか家族の診療にも当った。

その後、昭和11 年(1936)1 月、 川崎病院の開院を機会に、 組合直営の各

診療機関は同院に移管され、 これによって、 以上の診療機関はすべて川崎重

工業の所管となった。

2. 結 核 療 養 所

(1) 近 畿 寮

昭和12 年(1937) 、 健康保険組合連合会は全国に結核療養所を設けること

を決議し、 当地方には「近畿寮」(360 病床) が建設されることになった。 た

またま兵庫県が有馬郡三田町に結核療養所「春霞園」 の建設を計画中であっ

たため、「近畿寮」をここに併設することになり、360 病床のうち川崎重工業

が20 床、 保険組合が10 床、合計30 病床を専用し得ることとなった。 昭和16

年(1941) に竣工した「近畿寮」 は、 国立療養所「春霞園」 に管理を委託さ

れ、 現在に至っている。

(2) 新 生 寮

終戦後、 結核患者が増加したので、 病棟の増設が急を要する問題となって

きたので、 昭和26 年(1951) 度厚生省結核病床増設計画に基いて、翌27 年4

月、 国庫補助病床56、自費病床4 、 合計60 病床を持つ「新生寮」 を川崎病院



構内に 併設し た。 こ こは も

っぱら軽症患 者を収容す る

もので、 診 療は川 崎病院に

委 託してい る。

なお、 川 鐵健保組合が生

れる とき、 この病床 の持分

を折 半し たので、 現在( 昭

和31 年) は30 病床 を保持し

ている。
新 生 寮( 昭和27年)

(3) 大 原 療 養 所

昭和27年(1952) 度厚生省結核増床計画によって、 国立療養所「春霞園」

に当組合の結核療養所を併設し診療を委託する予定であったが、 厚生省の方

針が変 り、 併設は不可能となったので、 別

に組合直営の「大原療養所」 を同園構内に

建設することになった。昭和27 年10 月に起

工、翌28 年3 月、診療棟・病棟(45 床)・看

護婦寄宿舎お よび職員舎宅等が落成して、

ゴルフに興ずる患者

病 室

大 原 療 俟 所

(昭和28 年)



6 月から診療を開始した。 さらに、 昭和30 年(1955)6 月には病棟(10 病床)

を増築するとともに、 調理室・面会室・売店・理髪室・消毒室・せんたく室

等の別棟のほか、 所長舎宅の増築なご一連の施設を完備して、 ほぼ理想的と

もいえる組合直営の療養所となったのである。

なおこれと前後して兵庫の4 組合、 大阪の3 組合、 東京の1 組合、 計8 組

合が共同して、72 床の病棟をこれに併設したが、 その診療および管理には当

川崎重工業健康保険組合が当っている。

3, 健 康 相 談 所

戦局が急を告げるに至った昭

和18 年(1943) ごろ、 被保険者

お よびその家族の健康保持と生

産能率の向上のため、 神戸市兵

庫区島上町に健康相談所を開設

し、 健康に関する一切の相談と

結核の早期検診、姙婦の保健指

導など、 保健衛生と疾病予防に

力を注いだ。 その後、 診療所も

併置し たが、 終戦 とな り廃 止のや むなきに至っ た。

健康相談所…もとの組合事務所( 昭和18 年)

第4 節 保 徨 施 設

泉 郷 荘‥・有 馬

(昭和15 年)



被保険者 の病後の保 養と健康の

保持・増進 を図 るために、昭 和15

年(1940)5 月、 有馬町に 保養所

とし て 「泉郷荘」 を開設し た。 昭

和28 年(1953)12 月 には大 幅の改

築 を行い、 新館 は外部を鉄筋 コン

クリートに、 内部 を純和風造 りに

仕上げ、 浴場には食 塩泉のほか ラ

ジ ウム泉を引き、 別 に集会場を増

設して、 快 適な保養 のできる よう

にし た。このほ か、昭和18(1943)

・19 年の ころ、神戸市内 その他に

数 力所の保 養所を設け たが、 戦災

によって、 あ るい は焼失し、 あ る

い は閉鎖され て、 終戦後は 「泉郷

荘」1 ヵ 所を残すの みとなった。

播 磨 の 間( 泉 郷 荘)

食 堂( 泉 郷 荘)

憩 い( 泉 郷 荘)

憩 い

(泉郷荘)

入 浴 風 景( 泉郷荘)



潮 濤 荘…須 磨( 昭和27 年)

須 磨 の 間( 潮濤荘)

応 接 室( 潮濤 荘)

憩 い( 潮濤荘)

下呂保養所…岐阜( 昭和24年)

その後、 昭和24 年(1949) 須磨海浜に

海の家「松風荘」 を、 岐阜地区に「下呂

保養所」 を、さらに同26 年には愛知県知

多郡富貴村に保養所「富貴荘」 を設けて

被保険者および被扶養者に無料で開放し

保養の場として喜ばれてきた。 のちに、

川崎製鐵の分離独立に伴い「松風荘」 と

「富貴荘」 とを川鐵健保組合に移譲した

ので、 これに代るものとして、昭和27 年

12 月、 須磨海岸に「潮海荘」を開設した。

さらに、岐阜地区被保険者のために、

日木 ラインに臨む景勝の地鵜沼町に保養

所「鵜沼荘」 を開設し、 下呂保養所は委

託保養所とした。



新 館と旧 館( 鵜沼荘)

鵜 沼 荘‥・岐 阜( 昭和31 年)

飛 騨 の 間( 鵜 沼 荘)

入 浴 風 景( 鵜沼荘)

食 堂( 鵜沼荘)

若 竹 の 間( 鵜 沼 荘)



第5 節 そ の 他 の 施 設

1. 栄 養 食 配 給 所

栄養食配給所は、 昭和10 年(1935) 、 被保険者の要望によって、 栄養豊か

な弁当を廉価で配給するために、神戸市兵庫区東山町に建設したものであっ

た。 近代的な設備を整え、 専任栄養士の献立により、 最初は昼食5,000 人分

の調製に当ったが、 好評をもって迎えられ、利用者は間もなく8,000 人を越

えるに至った。 調理場の衛生については細心の注意を払い、蝿を駆除する装

置のごときは、 国内でもまれにみる高度のものといわれ、 来観者が相次いだ

ほどであったが、 昭和

12 年(1937) に財団

法人川崎造船所共済会

に移管され、 その後、

長田地区に移転して現

在の川崎重工業長田配

給所となった。

栄 養食 配 給所( 昭和10年)

2、 薬 剤 の 配 布

当組合は昭和3年(1928) から、被保険者に対して伝染病の予防注射を行な

ったが、 同13 年(1938) からは定期的に駆虫剤( マクニン) を、また同15 年

からは疾病予防のため各種の薬剤を配布してきた。 終戦後は、 さらに栄養補

給に資する栄養剤を配布し、 結核の要注意者に対しては特別の考慮を払うな

ど、 積極的に被保険者の健康保持に努めている。

3. 健 康 増 進 の 奨 励

すでに述べたほか、 健康の保持増進のために数々の施設と行事を試みたが、

特に良好な成績をおさめたものに登山と海水浴がある。 昭和13 年(1938) か



ら始め た冬の耐寒登山、夏 の流汗登山、

「海の家」 による海水浴 の奨 励等は、

被保険者や家 族の体位向上、 心身 の鍛

錬に役立 ち、 ひい ては生産能率に も好

影 響を与えた○ 終 戦の前後には、 これ

ら の施設 と行事 とに多少 の空白 期間は

あっ たが、 昭和21 年(1946) 「海 の家」

を再開し、 毎年盛夏のころ には 海浜保

養所「潮濤荘」 その他に休憩所 を加設

し てこれに当 て、 利用者は一夏延 べ7

万 人に及ぶ盛況 を呈し てい る。

海 の 家…須 磨( 昭和21 年)

浜辺の楽しみ( 海の家)

休 憩 所( 海 の家)

第6 節 記 念 行 事

このように被保険者の疾病予防と体位向上のため絶えず施策し、不幸にも

傷病に災された者に対しては法定上の取扱いはいうまでもなく、 法定外の措

置についてもできる限り優辿対処してきたが、 被保険者中の1 ヵ年無傷病者

に対しては、 これを表彰するとともに、 記念品を贈って健康を祝福すること



を年問行事の一つとしている。

昭和12 年(1937)1 月、健康保

険法実施10 周年を迎えたので、こ

れを機会に、 神戸商工会議所にお

いて記念の式典をあげ、 組合功労

者17 名および3 年以上連続無傷病

者578 名を表彰した。

また昭和22 年(1947) には、 健

康保険法施行20 周年を記念して

盛大な式典を催し、組合功労者7 名、20年間無傷病者9 名、20 ヵ年組合員た

りし者1,430 名および10 年以上勤続の組合職員4 名に対し表彰を行なう一方、

記念事業 として救急自動車3 台を購入し、おもな事業所である川崎重工業の

艦船工場・製鐵所および川崎車輛に寄贈したほか、 川崎航空鐵工業明石病院

(いまの明石市民病院) には保険病棟を、 川崎病院林田分院には、 歯科診療

設備一切をそれぞれ寄贈・設置した。

昭和31 年(1956)12 月23 日には、設立30 周年を迎えたので、盛んな式典を

挙行するとともに、全被保険者に常備救急箱( 応急薬・応急手当用具一式)

を贈り、 この日を記念したのである。

救 急 自動 車( 昭和22年)



第7 章 医療法人 川崎病院=

平生もと社長胸像(昭和11年)
川 崎 病 院 全 景

第1 節 川崎造 船所所 属の川崎病院

1・ 沿 革

川崎病院は、平生( 釟三郎) 社長が抱懐して

いた「心身を健やかに、 生活を豊かに」 の理想

に基いて、 昭和11年(1936)1 月6 日、 神戸市

兵庫区東山町3 丁目2 番地に内科・外科・歯科

その他の一般診療および付属伝染病室の経営を

目的として開院された。

平生社長が川崎造船所に就任した昭和8 年

(1933) 当時は、川崎造船所の和議も成立し、

長い間の整理の苦悩からようやく脱して更生の

緒についてはいたが、 経営面ではなお消極的な



態度の抜け切 っていない とき

であっ た。 し たがって 従業 員

のため とはい え、 巨額 の費用

を投じ て病院の建設 を断 行す

るには 異常 な決意を要し た。

そのころ、 全川崎従業 員 と

その家 族の医療 につい ては、

川 崎造船所お よび川 崎車輛の

工場付設診療所 のほか、 川崎

造船所健康 保険 組合が経営す

る神戸 市内上沢・林田・ 葺合の3 診療所 に依存し てい た。 その後、 社業 の伸

展に伴い、 従業員 数 もし だい に増 加し たので、 既 設の施設だけ ではと うてい

満足な医療は期待し 得なくなった。

また従業員 の保健費は、 健康保険料 のほ か家 族の医療 費まで合わせる と相

当 な額 にのぼり、 その負担 は軽くなかっ たので、 工場の能率増 進の面から も、

上沢診療所( 昭和8 年)

川崎病 院の初代院長とし て

松 岡 全 二

昭和9 年、 川崎健康保険組合の久原( 福

松) 理事長が川崎独自の病院の必要性を提

明された時、 平生社長は 「いま問に合わせ

のものを造ると、 後 日に拡張問題などが起

こって困るから、 思い切っ てスケールの大

きい ものを立案するように」と指示された。

当時、 川崎健康保険組合は川鐵・川車・川

汽・川重から成り立っ ていて、 従業員 とそ

の家族数を合わせると約10 万人で、姫路市

の人口と同じ位であった。 このような多数

の組合員に対して組合病院は上沢に診療所

をもっていたが、 狭くて診療 にひどく不便

を感じ ていた。 昭和10 年12 月新しくできた

川崎病院は市の中央部に建てられたが、 さ

らに患者の便宜を考えて、 東の方に葺合分

院、 西の方に林田分院を造 り、 医療 に万全

を期した。

私は阪大 の第1 内科 から推薦を受 けて川

崎病 院の初代院長 となった。 まず私のすべ

きことは各科長の人選であったが、 幸い人

柄のよい臨床経験も豊かな多く の優秀な先

生をそろえることができて、 ナベり出しが

よかった。

レ ントゲ ン装置は、 当時最も優秀とい わ

れたドイツのシ ーメンスから買いたかった

のであるが、 予算の圏係もあ り、 また事務

管理 の人々は植木やタイル張 りも急ぐ と強

力に主張するので、 私 ごもはシーメンスの

レ ントゲンを半ばあきらめていた。 これを

鋳谷( 当時専務取締役) さんが伝え聞いた



また当社のような大企業が持

つ社会的関連性の面からも軽

々しく看過し得ない ものがあ

った。 全川崎の従業員とその

家族が実費で診療を受けられ、

しかも施設の完備した総合病

院の建設が労使双方から要望

されるに至ったのも偶然では

なかった。

こうして、 福利厚生施設の

一環として、 総合病院建設の議が採り上げられるに至ったが、 松方初代社長

が「他日用うることもあらん」 との意図で東山町高台に求めていた広大な土

地のうち約3,300 坪を利用できることも、平生社長をして病院建設に踏み切

らせたことの一つであった。 すなわち、昭和9 年(1934)2 月23 日の取締役

会において、 平生社長提案の「医療費が低廉で、しかも信頼して治療を受け

林田診療所( 昭和9 年)

らしく、 こちらからお願いした訳でもない

のに、「医療設備 はあらゆるものに優先すべ

きである」 と強く主張 されたので私どもの

希 望がやっと叶えられた。 このレ ントゲン

はその後20 年余りも優秀 な性能を保ち続け

たので、 その問如何に多くの患者の病苦 を

救ってくれたか分らない。

開業医 に比べると総合病院は、 一般に親

切さが足りないとよくいわれる。 そこで私

たちは毎 月1 回理事の方々を通じて患者の

声をきく会を持 つことにしたが、 何しろ医

学にはズブの素人の方 々を相手にし て説明

し、 これを納得 させようというのであるか

ら、 医療以上に骨が折 れた。

川崎病院の誕生は従業員 や家族の人々に

大変喜ばれたが、 私が在任中医療の上で悔

いない努力を傾けることができたのは医者

とし て心から嬉しかっ た。 私は在任7 年 の

のち病 院を辞し、 谿谷さんも戦後 ″追放7'

のため第一線を退かれた。 しかし老後、 病

を得て自宅で長く病床にあった鋳谷さんを

川崎病院としては全く異例 の「往診」 の礼

儀をもってし、 快癒に全力を尽しているこ

とを聞いた時は医 者とし ての私の心からの

感謝を、 のちの川崎病院の人々が果し てく

れたようで、 思わず目頭が熱くなってきた。

(もと川崎病院長)



られ る病 院建設」 の議は 満場

一致 で可決され、 ここに全川

崎 従業 員 とその家 族のための

総合 病院であ る川崎 病院が誕

生す ることとなっ た。

昭和9 年7 月 に建設地の整

地 に着手。 次い で同年1( 月

22 日には地 鎮祭が 行われた。

この場所は高台 にあ り、 しか

も市街地 の雑 踏から離れ、 神

戸 港を眼下に、 はるか紀淡海峡 を望 見し、 当社 の

カントリ ー・ クレ ーンが指呼 の間 にあって、 病 院

建設 の地 として まことに理想的 な環 境 とい うべき

であ る。

葺合診療所( 昭和9 年)

川 崎 病 院( 昭和11年)
初代病院長 松岡全二

昭和10 年(1935)12 月、 クリ ーム色 タイル張 り

の近代的建物 が落成し、 同月14 日落成式が挙 行さ

れた。 初代 病院長には松岡全二 が就任し、 診 療を

開始し たのは翌11 年1 月6 日であ った。 これ と同

時 に、 川崎造船 所健康保険組合 経営の林田・葺合

の2 病院並び に艦船・ 製販・車 輛の3 工場診 療所



は本 院に移管 されたo こうし て、

(1) 敷地および建物

本院の建物は木館と別館( 第2 病棟) とに分れ、 いずれも耐火 。耐震の鉄

筋コンクリート造りで、本館は地下1 階・地上5 階( 屋階付)、 別館は地下1

階・地上2 階( 屋階付) で、 敷地面積および建坪数は次の通りであった。

敷 地 総 面 積( 坪)2,918

建 物 木 館 建 坪496 延 坪2,342

別 館153469

看護婦寄宿舎および付属建物120203

合 計7693,014

(2) 診療その他の設備

本院の診療その他の設備は、 会社付属の病院施設としては最も進歩したも

のであった。 例えば、 精巧なドイツのシーメンス社製レントゲン発生装置5

基、 ラジウム(100mg) の装備などは、当時の私設病院としては国内随一の

ものであって、 さらに、 内外の優秀な医療器械類の完備など、 他病院からも

羨望されたほどであった。 また、 鮮度の高い純良な注射薬・丸薬・錠剤等を

自製し て患者 に提 供し た。

サン・ルーム( 昭和11 年)

保 養 室( 昭和11年)



一方、 各診療室・待合室・病室・面

会室等にも近代的な心くばりをし、

広々とした保養室や快いサン・ルー

ムのほか、 病 室107 ・病 床196 を

備えた。 入院患者には病院で調理し

た栄養度の高い食事を供給するため

に、当時他で多く見られたような自

炊制度を全く廃止して、 清潔な調理

室・配膳室などを完備した。

手 術( 昭和31 年)

看 護婦 詰 所( 昭和31年)

川崎病院20 年 問のことども

筑 田 種 一

私が昭和10 年12 月の開院時 に、 薬剤の責

任者として迎えられた時 の川崎病院は、 ス

ケ ールの大 きさ、 最新医療機器の完備とい

うことのほかに、 大学の教授・助教授クラ

スの先。生方 を細羅し ている点で偉観であっ

た。

その時分は川崎造船所 の直轄だったので

私のように大学にいた者には、 出退勤時 に

タイム・レ コードで打刻することが、 かな

り長い間奇異に思えたが、 やはり労務管理

の面から適策であったと思 う。 開 院のとき

には、 病床196 がフルに利 川されるときが

あるかしら、 と先生方の問でよく話題にな

っていたが、 診療は川崎の従業員や、 その

家族の人 だちからも信頼を得 て評判がよく、

間もなく、 入院するためには、 場合によっ

ては病床 のあくのを待って もらうほごにな

った。

一番困ったことは、 空襲時 の入院患者を

退避 させることであった。 自分で起居の叶

わぬ患者を多数抱えている病院としては、

空襲警報 が出たからと言っ て、 一般の人 の

ようにすぐ防空壕 へすっ飛んでゆく次には

いかない責任が・あった。 無気味に鳴り続 け



さらに各科の担当に

は、学識あり、かつ臨

床経験豊かな医師を招

き、 事務所・薬局. 研

究室・試験室・会議室

・看護婦養成施設並び

に寄宿舎などのほか作

法室・浴室・売店に至るまで、

いずれも近代的設備を施してそ

の運営を合理化した。

また、 林田分院( 神戸市長田

区大橋町8 丁目3) には28 病床、

葺合分院( 神戸市灘区城内通7

丁目417) には27 病床を設備し、

事 務 所( 昭和31 年)

待合室・‥テレビを見る外来患者( 昭和31 年)

るサイレン、 敵機の爆音、 投下されるすさ

まじい爆弾の炸裂音 のもとで、 医師や看護

婦が患者を担架で運んだり、 おんぶして退

避するなご、 その都度が命 がけであった。

また戦況が激化 するにつれて、 時間給水が

頻々と行 われるようになったが、 病院とし

ては、 水は一 ときも欠くことができない も

のなので、 蒸溜水を作 るのに大童であった

ことや、 救急用医薬品を手に入れておかな

くては助かる患者も助からないので、 背に

腹はかえられず、 不本意な手段で緊要な医

薬品を入手するのに走り回って、 惨たんた

る苦心を舐めた。

戦後進駐した連合軍のために一時4 階 の

各室を提供させられたときは、 敗戦という

苦汁を舐めさせられるようで、 憤しいよう

な佗しいような気持 になったものだった。

神戸を一望のもとに見渡せる高台、 しか

も広大 な敷地を求めて置かれた松方 もと社

長の遠い慮りと、 不況のさ中に従業員のた

めに、 川崎病院の建設を断行した平生社長

の英智には、 いま更 のように敬服せざるを

得 ない。

(川崎病院薬剤部長)



いずれも患者の地域的不便を除くとともに、 木院・分院相互に病床不足の場

合に備えることとした。 特に林田分院は、 当社従業員の多い神戸市内西部の

交通至便の地にあり、 全科診療も可能であったのでその利用率は高かった。

(3) 運 営

昭和12 年(1937) の日華一事変を契機とする時局の推移に伴って川崎全事業

は活発となり、工場の増設・従業員の激増をきたすに至った。 それにつれて、

傷病者の数も増加してきたので、医療設備も逐次拡充していった。 本社直属

として、 岐阜地区に各務ヶ原川崎病院、泉州地区に泉州川崎病院をそれぞれ

新設した。 川崎病院所属のものとしては既設の2 分院のほか、 新たに川崎航

空機工業明石病院と神戸市内に山手分院を開設し、 既設の工場付属診療所を

含めて十数ヵ所に及んだ。

昭和18 年(1943)9 月には、 木院管轄下の医師・薬剤師・看護婦・事務員

などは合計485 名を数え、 開院以来終戦時まで約10 年間診療を続けたが、戦

火による炎上、 終戦のための閉鎖などもあり、 また戦後は、工場付属の診療

所がそれぞれの工場に移管されたので、 川崎病院は木院および林田分院を統

轄して存続することとなった。

終戦後 も引続き川崎系列各社の従業員お よびその家族専用の医療機関とし

て診療にあたったが、 市内には戦火のため焼失した病院・医院が多数にのぼ

り、医療能力は著しく低下していた。 こうした社会情勢のため、一般市民か

ら川崎病院の施設を開放されたいという希望がしだいに高まってきた。 たま

たま川崎病院に対して一般診療が許可されるに至ったので、 市民の要望にこ

たえて、 これまでの性格を一変し、 川崎関係従業員のみならず、 広く全市民

に開放することになった。

第2 節 医 療 法 人 川 崎 病 院

1. 組 織 変 更

川崎病院は開院以来本社に所属し、 社長直轄の経営であったが、開設者川

崎重工業の企業再建整備計画実施に伴い、 昭和25 年(1950)9 月28 日、 川崎



重工業から鐵れて「医療法人川崎病院」 となり、 理事長に神馬新七郎、 病院

長に武鈺宜がそれぞれ就任して新発足した。

医療法人として独立後も、 診療内容の向上と施設の改善に努めるとともに

昭和27 年4 月、川崎重工業健康保険組合が木院に隣接して、 結核患者の完全

看護と完全給食のために設けた「新生寮」 の委託を受けて、 その診療をも開

始した。

現理事長 神馬新七郎 2代病院長 武 鈺 宜

神経科病棟( 昭和28年)

2・ 運 営お よ び 現状

昭和28 年(195

月、 木院の南側に神経科

病棟を建設し、同年11 月

から診療を始めたが、 翌

29 年12 月には、さらに一

部の増築を行わねぱなら

ぬほど患者が増加した。

昭和25 年(1950) 以来、

数度にわたる余剰室の改

装、 新病棟の増築などに

より、同30 年には、 木院



367 病床、 林田 分院75 病床 と、 開院

時 に倍する までに入院患 者の収容力

が増加し た。 また医 療設 備におい て

も超音波治 療器、 ポ ーラルグラフ、

チゼリ ウス電 気泳動装 置。 自動呼吸

装置付閉鎖 循環麻酔器、 オ ーデ オメ

ータ ーな ど最近の医 療設 備の充実 に

努め、 診 療の迅速・適 確・ 懇切 をモ

ット ーとし て、 常に医 療の合理化 に

努力してい る。

テレビに見入る神経科軽症患者( 昭和31 年)

昭和30 年(1955)9 月には、 武( 鉦宜) 病院

長辞任のあとを受けて、 川崎重工業付属病院長

北島好次が病院長に就任した。

このように、 川崎病院は充実し た医療施設を

もって、開院当初の理想に基き、 医療を通じて

川崎系全従業員はもとより、 広く一般市民の保

健と衛生に奉仕している。

3代現病院長 北 島好 次

林 田 分 院( 昭和31 年)



敷 地 お よ び 建 物 一 覧

区 分
敷 地( 坪) 建 物( 延坪)

昭 和11.1 同31.10 昭 和11.1 同31.10

本 院12,918 3,242 3,014 3,254

林 田 分 院 474 447 396 573

葺 合 分 院 2401- 2411-

合 計 3,632 3,689 3,651 3,827

病 室 お よ び 病 床 数 一 覧

区 分
病 室 病 床

昭 和11.1 同31.10 昭 和11.1 同31.10

本 院 107 136 196　413

林 田 分 院 10 24 28 93

葺 合 分 院 10 - 27 、-

合 計 127 160 251 506

診 療 患 者 数 一 覧(1 日 平 均)

区 分l 昭 和11.12　 昭 和31.10

本 院
外 来 638

入 院 390

分 院
外 来 341

入 院 88

合 計( 名)
外 来 902 979

入 院 160 478

職 員 数 一 覧

区 分
本 院 分 院 合 計( 名)

昭和25.12 同31.10 昭和25.12 同31.10 昭和25.12 同31.10

医 師 30 30 10 10 40 40

薬 剤 師 6 6 1 2, ・7 8

技 術 員 15:15 2 5 117 20

看 護 婦 80 81 29 35 109 Ⅱ6

事 務 員 30 30 5 5 35 35

そ の 他 67 67 13 13 80 80

合 計 228 229 60 70 288 299





松方コレクション

松方幸次郎のポートレート(1916)

FrankBrangwyn 筆

①松方さんの浮 世絵‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥矢 川 三 千 呪( 浮 世 絵 研 究 家)

②松 方 さ ん‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 福 島 繁 太 郎( 美 術 評 論 家)

③浮 世絵について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥松 方 幸 次 郎( もと 当 社社長)

④松方さんとブツシグイフ‥‥‥‥‥‥‥岡 川 友 次
もと 山巾 商公
口ンドン支店長

⑤ロンドシにお ける 松方さん‥‥‥‥‥‥高 畑 誠 一 日商株式 会社
取締役会長

⑥松方コレクションについて思うこと‥‥富 永 惣 一(国立西洋美術館長)



○誰もが ″松方さん'・ と親しみをこめて呼 ん

だ松方 もと社長は、若い ころ、松方さんら

しいエピソードを残して東大を中退し、エ

ール大学( 米) を経てセルボンヌ大学( 仏)

に学んだ。

○DoctorofCiviILaw の学位を得て明治23

年に帰朝した松方 さんは、学習院の教 授と

なったが3~4 年でその職を辞した。「学

習院の雰囲気はどうも肌に合 わなかった」

との後年 の述懐から考えると、学習院を去

った原因はその辺りにあったようである。

○明治29 年10 月 、少壮31 才 にして当 社の初

代社長に就任し、以来造船のほかに汽船・

車両・製 鉄・航空機へ と業種を拡大して、

30 有余年 縦 横の 才腕をふるった。 し かし

昭和2 年 のパ ニックに よって、大きく痛 手

を蒙 り、責を負って、その翌 年社長の座を

退かれた。

○在任中に松方 さんは数回、社の要務を帯び

て海外に赴い た。視 野の広い新知識であっ

た松方さんは、在欧時に多 くの絵画を蒐め

られたが、苦心して蒐めた多 くの絵画を私

蔵する意図 は全くなかった。在欧中、ずっ

と親し く交っていた フ ラ ン ス画壇の逸 材

Brangywin に頼み、美術館の詳しい設計図

を作 らせていた。

○松方さんはコレ クションのすべてを政府 に

寄付した上、東京山の手の眺望 のよい閑寂

な地に美術館を建て、これを国民に広く公

開する考えであった。 こ の 間 の こ とは、

″!nternationalStudio"誌(Sept.1922)It

"Tokio'sOccidentalMuseum" と題して

Mrs.GordonStables が15 ペ ージにわた

り詳しく述べている。

○酒を嗜しまぬ松方さんは、パイプ と書籍 を

手離したことがなく、特に絵を心 より愛し

ていた。いまや「松方さんのコレ クション」

は国民の心からの感謝のうちに、公開され

日本文化に大 きく寄与している。(編者)



松 方 さ ん の 浮 世 絵

矢 田 三 千 男( 浮世絵研究家)

私か松方 さんの依頼を受けで、東大の藤懸文学

博 士と共 に分担して松方さんの浮世絵の整理をし

たのは、30数年 も前のこ とであった。当時 、浮世

絵は外国人 が高く評価して買い漁るので、日木で

も今さらのように認識し始めた位で、それまで日

木人は、浮世絵には無関心にひとしかった。まし

て浮 世絵の研究をする人など殆 どなかった。

大正7 年に、松方 さんがHenriViver から世

界最高とも言 うべき浮 世絵のコレ クシミ、ンの入手

に成功し たニュ ースには、あ らゆる国 の美術家が

驚嘆し た。 そのため松方さんの名は・一躍世界の芸

術家の間に知れ渡った。ベベルの コ レ ク シ ミ、ン

は、浮 世絵のそ もそもの発祥から黄金時代までそ

の総べてを網羅し ていた。ベベルのコレクション

を見れば浮 世絵の歴史は実証的 に分 る の で あっ

た。

すでに明治の初 めごろからフランスでは、作家

も画家も、浮世絵の価値を認め、非常に深い関心

を寄せていた。明治22 年 に、パ リで万国博覧会が

開かれた時、ある商品が飛ぶように売 れるので、

不思 議に思って調べた ところ、その商品の包み紙

に浮 世絵を複製し てデザインしてあった。絵の好

きなパリジャンが、包み紙欲しさに、要 りもせぬ

その品 物を買 うことが分った。それほどフランス

人は浮 世絵の価値を認めてい た。

やがてアメリカ人 も浮世絵に注目する ようにな

り、財力に ものをい わせて、日本で買い蒐めにか

かった。本家本元 の日本に浮世絵がなく、よい も

のは殆ど全部フランスにあることを知っ たアメリ

カ人 は、フ ランスへ手をのばして 蒐 めに か か っ

た。フランスの画家連中は、「自分たちは金がな

いので手が出ぬが、うかうか傍観している とフラ

ンスにある浮 世絵をア メリカ人が皆持ち去ってし

まう」 と心配して、ベベルに「美術の国 、フラン

スのために、浮 世絵を買い蒐 めて欲しい」と頼み

込んだ。

ベベルは宝石商の若主人で智性が高く、芸術に

理解があった。ベベルがフランスにある浮 世絵の

総べてを蒐集し たのはこのためであったから、内

容はきわめて高踏的で、アカデミックなものであ

った。

有名な写楽は作画期間が、1 ・2 年 という短か

い間であったので、僅かに140 枚あま りしか描い

ていなかったが、ベベルはその90% を蒐 めてい

た。写楽の浮 世絵を研究する人 は、このベベルの

コレクションを見ないと研究できなかった。

ベベルは自分の生涯をかけて蒐 めた浮世絵に非

常な愛着をもっていた。第1 次世界大戦になり、

ドイフの ツェ ッペリン飛 行船が頻々と行なうパリ

の空襲や、ドイツ軍の長距鐵パリ砲撃が激化して

きたので、浮 世絵を戦火のために焼失し ては と、

ベベルは地下室を作 り、毎日浮世絵に付き添って

いた。

しかしドイツ軍の空 ・陸からの攻撃はい よいよ

激し くな り、浮 世絵の保管が危 く な っ て き たの

で、ベベルはその浮世絵を私蔵 せず、日木の美 術

のために公開してくれるような立派な日木人に譲

りたい と考える ようになった。「浮 世絵が生れ故

郷の日本に錦をきて帰るのだから松方氏に譲ろう

……」 とのベベルの言葉ほど胸を搏ったものはな

かっ たと、松方さんが感激の面持ちで私に語った

ことがあった。

松方さんが帰朝ののち、私と藤懸博士に「私の

浮 世絵を整理してリスト と解 説 書 を 作 っ て欲し

い。浮 世絵の研究者に役立たせたい。 ベベルの好

意に報いるため、整理ののち、政府に寄付して国

民に公開し たい」と言 われた。

藤懸博士と私は川崎造船所の地下にある浮世絵

の整理にかかったが、 その数は7,996 枚 もあ っ

た。藤懸博士と私は魅せられてしまい 、放心の体



で、いく度 も逸品に見入ったものだっ た。藤懸|丐

士は東大の講義があ り、私もいろいろと用事が生

じて200 枚をやっと整理できたに過ぎなかった。

松方さんの浮世絵蒐集の功績の方が、西洋美術

館にあ るものの蒐集より大きいとも言えるでしよ

う。浮世絵が博物館に保管 されて多 くの人 の目に

触れることの少いのは、何ん としても寂しい こと

である。

松 方 さ ん

福 島 繁 太 郎(美術評論家)

私 が 松方 さん に初 めて お 目 に かか っ た のは1926

年 で 、私 は妻 を 伴っ てフ ラ ン スへ 留 学 し てい た時

であ っ た。 あ る 日 、エ ッフ ェ ル塔 の下 の私 た ち の

ア パル ト マ ンヘ ひよ っ こ り訪 ね て来 ら れ た。

私 は そ の時 が松 方 さ ん と初 対面 で あ っ た が 、妻

は 娘 の時 代 か ら知 っ てい た。 妻 の父 と松 方 さん と

は 、 ア メ リカ の留 学 生時 代 か ら の 親友 で あっ た か

ら 、私 に も初 めか ら親 近感 を 持 っ て い て 下 さっ

た 。

松 方 さん は多 く のヨ ー ロ ッパ の 画家 と交 わっ て

い た が 、Brangwyn とは年 配 も同 じだ し 、 プ ラ ン

ダ イ ン の人 柄 が よい の で 、特 に 親 交 があ っ た 。プ

ラ ンダ イ ンはA ・R ・A( 注) で 後 に"Sir" の

称 号 を 贈 られ た ほ ごで 、イ ギ リ ス画 壇 の大 家 であ

っ た 。 松方 さん は プ ラ ンダ イ ン と 妙 に 気 が 合っ

て 、そ の交 わ りは 生 涯つ づい た。

(編者注)‥‥ローヤル・アカデミー会友

松 方 さ んは 、川 崎 造船 所 の 社長 とし て の仕 事 を

沢 山 持 っ てい て 、多 忙 な毎 日 を過 ご し てい た 。 私

は 東大 を 出 た の ち、 母 校の 法 学 部 研 究 室 に い た

が 、国 際 法 の研 究 で 留学 し 、 パ リに い る 間 に絵 に

魅 せ られ 、研 究 対 象 を法 律 か ら美 術 に 換 え てし ま

っ てい た 。松 方 さん は私 に 「美 術 の研 究 は男 子 一

生 の仕 事 に 価 す る」 と語 られ た こ とが あ っ た。 単

な る趣 味 で な く 、ガ ッチ リ と絵 を 研究 す る よ うに

との示 唆 で あ っ た。

第2 次世界大戦中、松方さんに虎の門の東京倶

楽部でしばしばお 目にかかった。ある時「ドイツ

が破竹 の勢いでフ ランスに侵入し かけたので 、コ

レ クションの一部をロンドンに 疎 開 し て貰った

が、ドイツ軍の爆 撃のため焼けてしまった」と寂

しそうに語られた。 ごんなものが焼けたのか聞き

洩らしたが、コレクションはいろいろ苦難の道 を

辿 り、少しずつ欠けていっ た。

松方さんのコレクションは平和条約 の取 りきめ

に よって、フランス政府が没収したが、ま もなく

フ ランス政府から日本政府に「永く貸与する」 と

好意ある提言があった。新 聞は「松方 コレ クショ

ンの返還」と書きたてたが、日本は松方コレクシ

ミ、ンの所有権を失っ たのだから、'/返還 ″ではな

い。 もし" 返還" なら松方さんのご遺族に返 る

べきである。

日木に送ってきたもののほか、ゴ ッホの傑作な

ど名作品16 点はフランス美術館が保留した。 関

係者はいろいろ努力したが駄目であった。

今日の松方コレクションは 、松方 さんが苦心し

て蒐めたコレクシミ、ンの全部ではない。戦火のた

めや、フランス政府の意向 もあって、すべてを網

羅していないが、川崎造船所 の社長とい う一個人

が借財までして、果 てはまた私財のすべてを注ぎ

込み、不朽の芸術品 を蒐めてくれたことは、全日

本人の名において深く感謝し なければならない。



浮 世 絵 に つ い て

松 方 幸 次 郎( もと当社社長)

私はもともと美術的な考えはないのです。しか

し西洋に参りまして、日本が西洋に初めて紹介さ

れたのは、日本の浮世絵であることを知ったので

す。浮世絵そのものが優れているばかりではな

く、フランスではこれを千本として画風まで変っ

たのです。

日本のような東洋の一小島国が世界に紹介され

たのは一に浮世絵の賜物なのです。日本に偉い人

は大変多いが、世界的大偉人といえば浮世絵師で

あります。日本の浮世絵が外国にあって、本家の

日本にないことを、私は国辱と感じました。

私が英国におった時、フランスのViver氏が浮

世絵のコレクションを持っていることを聞いたの

で、ロンドンから「どうか譲って貰いたい……日

本に持って帰りたい」と懇請したところ、讀って

くれたのです。これは日本国民として、当然なす

べきことだと思いましたので、何を置いてもと、

やったのです。

当 時 フ ラ ン ス で は 、 何 故 手 鐵 し て 日 本 に 持 ち 帰

え ら せ る の か と大 ぶ ん 議 論 が あ っ た と 聞 き ま し

た 。 私 達 の 日 本 を 外 国 へ 紹 介 し て く れ た 浮 世 絵 を

蔵 っ て 置 く 場 所 が 私 に は な い の で す 。 私 の 家 は ボ

ロ 屋 で 雨 が 漏 る と き もあ る し 、 冬 は 風 が 吹 き 込 む

の で 、 若 し 一 夜 、 不 幸 に し て 損 う 様 な こ と で も あ

る と 、 私 は 天 下 の 大 罪 人 に な り ま す 。

ま こ と に 申 し 上 げ に くい の で す が 、 一 時 会 社 の

空 い た 場 所 を 貸 し て い た だ き 度 い 。 見 に 来 る 方 ぱ

日 曜 に 来 て い た だ き 度 い 。 私 の 家 は 防 火 設 備 も な

い の で 、 重 役 の 方 々 に お 願 い し て 、 地 下 室 に 置 い

て 貰 っ て い る の で す 。 こ の 点 ご 諒 解 を お 願 い し ま

す 。 で す か ら 地 下 室 か ら 出 す こ と を 遠 慮 し て い ま

す 。 私 は 日 木 に 対 す る 義 務 を 乗 し た と 信 じ て い ま

す 。

( 編者注)

これは、大正11 年の株主総会において、 株主から「会社 と

して 浮世絵を所蔵していられるのですか」との質問に対し、

松方 社長 のなした答弁の速記であ る。

松方さんとプランダイン

岡 田 友 次
もと山中商会

ロンドン・支店長

松方さんが米国で船鉄交換契約 の要務をす まヽせ

た後、英国 へ渡ったのは 大 正5 年6 月 ご ろ で し

た。当時、松方さんは51 才 、私は35 才で、私の

勤務先、山中商会ロンドン支店へ立ち寄 られた。

松方さんは神戸 の川崎本社から毎日電報がたくさ

んくるので、とても忙しくし ていた。山中商会の

先代と松方さんの尊父、松方( 正義) 公爵とがご

く親し かった。私 と松方さんとはその時が初対面

であったが、私 が青山学院に学んだ関 係もあり、

松方さんは初めから親近感を もっ て、私に接して

くれた。

パリのHenriViver とい う大の親日家でイン

テリの宝石商が若いころから30年 もかかっ て、こ

つこつ夥しい 数の浮世絵を蒐 めていた。 フランス

画壇では、誰 も日本の浮 世絵を高 く評価し たが、

特にベベルは浮 世絵を尊敬し認識が深かっ た。



当時はドイツの空襲や長距鐵砲撃で、パリは危

険であった。ベベルは「戦争のために貴重な芸術

品 が焼けては世界的 な損失である。私の浮[止絵を

生れた故郷の日木に持ち帰えり、広く日本人に見

せる日本人 に譲 りたい。画商に は 絶 対 に 売 らな

い」 と言ってい た。

松方さんは、後になっ て美術愛好家の ように随

分言われているが、あながちそうではなかっ た。

Brangwyn やその他有 名な画家とつき合ううちに

松方さんは「フランス画壇で重きをなしている人

のうち、浮 世絵の影響を受けて、画風が一変し た

人が少なくない」 と聞いて 、「日木国民のために

浮 世絵を買い戻す」との決心を私に打 ち明け、一

切の交渉を私に依頼した。

このように決心したのは、親友ブランダインの

アドバイスも松方 さんの心を強く動かし たのであ

った。ブ ランダインは造船所や労働者 を好んで描

く一流画家でした。ブランダイ ンのおっ とりとし

た無欲な人柄に、松方さんは心惹かれた。社用で

忙しい松方さん も、肌が合うとい う の か よ く

ブラ ンダインと、夜とか休日な どは静かに語り合

う時間をもってい た。

2人 は国籍こそ違え 、兄弟の よ う に 親し かっ

た。お 互いに相手を尊敬し ていた。ブ ランダイン

は松方さんが川崎造船所の社長ということに、何

んの関心もな く、ただ「松方 さんの茫洋とした人

間ぶ りに魅せられる」 と私にしばしば語った。松

方 さんがブ ランダインから譲られた数多 くの彼の

傑作が、ロンドンでその後焼 失したのは惜し まれ

てならない。

松方さんの日常生活は、少し もこせこせとした

ところがなく、流石は大造船所の社長だと、外人

は誰 も褒めてい た。葭英した大正5 年のころは、

松方 さんは絵のことはよく分らなかったが、10年

ごろには絵の鑑 識眼は相当な ものであった。松方

さんが何時も一山いくらのよ うに絵を買ったなど

と、その豪腹ぶりが語られているが、それは一度

あっ ただけで 、誤った言い伝えである。……と言

い 得るのは、私は絵のことでは松方 さん とずっ と

行動を共にして来たからである。

ロンドンにおける松方さん

高 畑 誡 一
日商株式会社
取 締 役 会 長

私が鈴木商店ロンドン支店長 のとき、松方さん

とは毎日のように顔を合わせた。 それは、松方さ

んが静英中、執務の場を、鈴木商店 ロンドン支店

の直ぐ隣 りに持っていられたからであった。泰西

名画のコレ クターとして松方 さん は 有 名で あ る

が、松方 さんは初めから絵を理解してい たのでは

なかった。

松方 さんは大正6 年 の春ごろ、ロンドンに滞在

してい たが、昼食のあ と、セント・ジェームズ河

畔を散歩し ている時 、20～30 ポンド( 編者注… 当時

の200~300円)の絵を買って、自分の下宿の部屋に

飾ってば、異国の一人住いの無聊を自らなぐさめ

てい た。しかし それは、山水や花 鳥 の 絵 で は な

く、造船所風景とか、重労働をし ている逞しい男

を描い たもののみであった。

松方さんが旅先の無聊を紛らすために、1 ～2

枚求めた油絵から、松方 さんは絵に病みつきとな

った。しだいに絵に対して眼が冴えてきて、のち

には随分 と傑作を蒐められた。社長 として会社か

ら受ける給与では絵が買えな くなり、最後には自

分の土地や家を処分してまで 絵を求 めるまでにな

られた。細かい事務的なこ とは、松方さんに とっ



て苦手であったので、スト ック・ボートの代金の

受領や送金は一切鈴木商店が頼まれ、責任を もっ

て神戸 の川崎造船所へ送金した。これは日・英両

国政府管理の ストック・ボート代価の決済でした

から、実にガ ッチリし たものであった。

私は、松方さんの私設秘書 のような役で 、川崎

造船所への打電や通信など全部を担当し ていた。

絵のことはロンドンの美術貿易商、山中商会が当

ったが、松方さんは大まかに山中商会に任かせ切

ってい た。とい うのは松方 さんは、仕事の方を、

絶えず川崎造船所と連絡をとって 進 め てい く の

で、日々が実に忙しかったからである。

一度パ リヘ一緒に赴いたとき、パリ第一のホテ

ル、「モ ーリス」へ2 人 は泊った。その時、ドイ

ツ軍 の長距鐵弾が ホテルの直ぐそばで炸裂し、同

宿のパ リ大使館付武官( 少将) は ひ ど く驚 い た

が、松方さんだけは「15分毎に射ってくるよ、逃

げても何時落ちて くるか分らない、俺どんをドイ

ツは狙っているらしい」と冗談をいっ て少しも動

ずるところがなかった。

松方さんは 、金銭には実に恬淡であった。絵に

何億円をも投じたとの巷説があるが、根拠のない

ゴシップに過 ぎない。 ロンドンで50万 ポンド、パ

リで20万 ポンド………これが絵に投じたすべてであ

る。これ以上は絶対 に金はかけ ていない。松方さ

んは、蒐 めた絵を私蔵する考えは初めからなく、

蒐めた絵を日木に持ち帰って国家に寄付する……

と常々から言っていた。

Brangwyn 画伯に頼んで 、自分が苫心して蒐集

した絵画・彫刻品な どを納めるため、美術館の設

計をし て貰い、その 名も「松方共楽美術館」と大

衆的なニュアンスのある呼称を用意し ていた。い

ろいろの事情でその構想は実現しなかったが、松

方さんのコレクシl,ンのために、「国立西洋美術

館」の生れたことは 、地下の松方さんにとって、

ご満足であろ う。

松方コレクションについて思うこと

富 永 惣- 国立 西洋美 術
館館 長

松方 さんが、美 術品を蒐集されるようになった

のは、大正5 年ごろで 、第一次世界大戦中であっ

た。その後2 回、3 回 と渡欧 されるたびに、美術

品 の蒐集はいよい よ拡大して、いわゆる「松方コ

レクシミ、ン」が成り立ったのである。

これ等の美術品 は大正9 年前後からしだいに日

本に送られてきていたが、輸入美術品に高率の税

が課せられることになった。松方さんはこれに憤

慨し て日本への輸送を中止 させたので。松方コレ

クションの最後の部分がフラ ンスに残留してし ま

った。

それ以来20年余りもその荷はほ どかれず、陽の

目も見ず画廊の倉庫にねむっていたが、第2 次世

界 大戦となり、敗戦の結果 これらの美術品は敝産

として没収される運命になってしまった。

しかし 、なんとしてもこれらの作品がそのまま

返ってこないことは、松方さんの 意 志 に も添 わ

ず、日本のために も惜しい ことであったので、終

戦後10ヵ年余りの間、日木はあらゆる手段を講じ

て交 渉を続けた結乗、「寄贈」とい う形式 によっ

て日木に返還されたのである。

日木は、これらの美 術品を迎えるために、フラ



ンスの建築家ル・コルビュジエ氏 に委嘱して、最

も近代的な国立西洋美術館が建 設 さ れ た のであ

る。

寄贈された作品は総数381 点、そのうち絵画 が

308 点 、彫刻63 点、書籍が5 冊であ る。 これより

先、戦前に日本に送られた松方コレクシiヨンも多

数あるから、それらを総合すると、はるかに多数

の大コレ クシミョンとなるわけであるが、今日総数

で何点 位になるか、既に散逸してし まっているも

の もあって正確な数はわからない。

松方 さんが美術品を購入される買振 りは、実に

豪快なもので、「店ぐるみ全部でい くら」と、価

をつけたとの話は余 りに も有 名である。フランス

にあった浮 世絵の松方コレクシミヨンだけで も、約

8,000 点に も及び、 これらは現在、国立博物館に

保存されている。

これらの浮 世絵のコレクションが、かつて、川

崎造船所に保管されていたときに、私は同所の地

下倉庫で これらの一部を見させて貰った記憶があ

る。松方さんが何故 このようなコレクシミョンを作

られるようになったか、その真相はよくはわから

ないが、親交の深かった黒田( 清輝) 画伯の感化

で、西洋のすぐれた実物の芸術品 を 日本 人 に 見

せ、日本の文化と教養を高めたい というのが主眼

であったらしい。単 なる個人の趣味や財産のため

に考えたものでなく、い わば社会教育の観点から

なされたのであ る。

イギリスの画家プランダインやフランスのリュ

クサンブール美術館長レオンス・ベネデ ィット等

を顧問とし て作品を選択されたと聞いている。

今度送られてきた作品の中で最 も代表的な もの

は、ロダ ンの彫刻53 点である。 これは地元のフラ

ンスは別としてアメリカのプイラデルフィヤ美 術

館の123 点 につぐ、第3 位でロダ ンのコレ クシミョ

ンでは世界的な ものと言 うことができる。中でも

「地獄の門」・「考える人」 ・「カレーの市民」

等の傑作がふ くまれている。

「地獄の門」はロダンが構想 を練ること37 年 に

及ぶ もので 、ロダンの後半世を費した代表作であ

る。高さ6m 以上にも及ぶ巨大な もので、これを

最初にブロンズに鋳造することを注文したのは松

方さんであった。その意味で、国立西洋美術館と

「地獄の門」は深い因縁があると言わなければな

らない。

松方コレクシミヨンは、一国、一時代、一作家に

偏することなく、時代的にはルネッサンスから20

世紀 までの美術を網羅している点 に特長がある。

またその部門 も絵画、彫刻のみに限らず家具や絨

緞、壁掛、食器等に及んでいる。 このように各国

の美術品が大小種 々様々に含まれていることは実

に珍しい ことで、これは松方さんが西洋美術をな

るべく広範囲に日木に持ち帰って、日本の文化の

向上に尽したいとの念願を物語ってい る。
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索 引

1、 この 「索引」 には、 第4 緇 「関係 会社 その他」 を除い た本

史 中の事項 を能 うか ぎり掲記し た。

2. 配列は、 アルファベ ット 順( 一部 語順配列) とし、原綴 りを

示し た外国 語の固有名詞の ほか は、 すべて ローマ字綴 り( ヘ

ボン式) に よった。

3. 「索引」 中 の* 印は、 原則 とし て当該事項に 関連ある 写真

と記述とを併載し てい るこ とを示し、 統計図表 は別に圓 めて

こ れを掲記し た。

4. 次の事項に関 連あ るものは その前につく固有 名詞・種類・

型式 などにこだ わら ずこれ を纏 めて掲記し た。

(橋梁・鉄骨・発電所 。ディーゼル機関・ 蒸気タービン 。ボイラ等)

5. 序数で 始まる船名・工場 名・ ドッ ク・ 船台 などはその主 体

事項に より、また艦 名が序数の みの場合 は、 その艦 種によ り、

それ ぞれ分類し た。( 例 第1 船台→船台「伊1 」→潜水艦)

6. 建 造中の艦 船名変 更、 注文主 の肩替 りあ るい は共有な どの

場合 は、 おのお の両者をあげ た。

7. 「索引」 に収録し た事項 は、原 則とし て巻 頭の「目次」 と重

複させていない が、 木 史収載 事項の検索に は「索 引」 と「目

次」 とを併用 されたい。

8.1r ば 関連 事項参照″ の意味を示し た。
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あ と が き

○社史編さんの主務者たるよう命を受け

たのは、3 年前の8 月の初めであった。

未知の仕事であ るだけにひどく不安で

あった。 赴任し た日の午さがり、 始 祖

川崎正藏翁の菩提寺、 徳光院に赴いて

翁の墓 に詣でた。 かなり悲壮な気持に

駆られていたように思う。 その日から

略史「60 年の歩み」の編逕に取 りかか

り、創立記念日に辛うじて間に合った。

つぎには1,400 ペ ージの浩翰な社史 編

さんが待ってい た。1 オンスの自信も

なく心は重かっ た。

○直ぐ編 さんに取 りかかりたかっ たが、

史料があ まりにも乏し かった。 私が欲

しい文献・簿冊・記録書・図面・写真

などは、" 疎開″や空襲時 に、その大半

が散逸 または焼失してい た。 また「要

保存」 の貴重な記録 も、敗戦― 連合軍

の進駐という緊迫・混迷の時に、 少な

からず処分されていた。

史料の貧困……これが社史編 さん の行

く手に立ちふさがる厚い壁であった。

どうにも破 れそうもなかった。 だがど

うにかして破らねば、 編さんを進める

ことはできなかった。

○いく晩かかけて私の ″周波数" に合う新

らしい編集プランをたてた。 この新し

い配線図に基いて、 史料の蒐集・精査

へ全力をあげた。 このため、 人事部が

″いき″のよい助手 を幾人 も与えてくれ

た心くばりと、 もと稿作成のため俊鋭

の方々の参加 とを得 たほか社史関係者

の迚絡のために、「社史室掲示板」を週

刊し始めたりして、 地固めは進んでい

った。

○各部・課の協力によって史料は徐 々に

集 まヽったが、 明治の中期、 大正 の初期

なごの史料 は依然として欠けてい た。

これら ブランクを埋めるために、 先

輩を訪ねては史談を聴いた。 在社時代

の思い出は、先輩にとっては ″宝石" で

あっ た。 どの先輩も喜んで編集子を迎

え、その″宝 石″を見せてくれた。 だが

日誌・記録によらないお話は時の距た

りが回想を美化しているために、 あと

でいろいろな角度から考証を重 ねるの

に汗 をかいた。

前後250 回に及んだこれらの対談や、

座談会の録音記録 によって、 少なから

ず不明史実が解明された。 本史 を点綴

する「川崎史話」100 篇の半数 は、 こ

うし た録音 記録が原型となった。

○これら の編集工程とともに、 川崎グル

ープ会社などの草稿も並行し た。 各社

では 「川崎社史協力委員会」 の結成 に

よるバック・アップや、 残業 などによ

る支援、 当室へ" 協力員″の派遣、 快

よく応じ てく れた史稿検討会など、 そ

れぞれ支援 の手をさし仲べてくれ た。

「川崎」の名につながる血縁 の温い ご支

援 は、 思い出すことごも、 感謝ならざ

るはない。

○当社 の起こりに、 遠いつながりを もつ

七尾造船所の史実を求めて、 石川県 に



調査に赴き、 予期しないほど史嚢をふ

くらませて帰社できた。 それは、県当

局・県立図書館・加賀藩史編さん所( 国

宝成巽閣)・郷土史家 なごが、特別の便

宜を与えてくれたからであった。 北陸

路は朔風が枯枝 に吹きすさんでい た。

寒冷の候であっ ただけに、 二初めて接す

る方 々のくさぐ さの温いお心遣いは胸

にこたえた。

○編さんが2 年目の半ばを過ぎたころ、

「蒐集史料を出して大学 の先生 にお 願

いしては・‥」 との低い声が痛烈 に私の

耳を剌し た。 編 さんは苦渋の歩 みを続

けてい るように見えた。 しかし正 月も

連休も出務して私は稿に取 り組んで き

た。 社内 の俊鋭の方々の強い協力もあ

って、 編 さんは空転していなかった。

このことは、 ぽそぽそ とでも抗議し た

かった。 だが壁間の「社史編 さん工 程

表」のうち約1/2は空白であった。

〇スタートの時、予定していなかった「川

崎正藏抄 伝」・「川崎史話」100 篇 ・「松

方 さんとコレ クション」 の記逑などを

盛ろうとしていたために、 意外の日時

を要してい た。 このころから波状的 に

ひどい焦 燥感に襲 われ、 これと闘うの

が精一ぱいだった。 へたへたと腰が挫

けそうになるこの時の私を励まし、 力

づけて下さった方々のご恩 を私は生 涯

忘 れまい。

家へ帰ると寿 岳博士夫妻 が贈って下 さ

っ た「蟻のように、密蜂のように」の短

冊の句が、 私の目に飛び込んできた。

○始祖正藏翁伝のため、川崎家から門外

不出の翁の日誌のほか、 家系図や多く

の参考文献なごをお借りで きた。 翁 に

親しく仕 えた長老から聴い た回想談の

摘録 とか、 あつめた断簡零墨をさわや

かな驚 きをもって熟読し た。

これらを整理し たコンコーダンスは、

正藏翁が「造船業」という険しい坂路を、

いくたび もまろびながら「洋型船建造」

という鉱脈を堀 りあて るために歩んだ

苦難の生涯を、 忠実に叙逑する最も信

ずべき史料となった。

○翁の日誌を読みながら、 春 の陽だまり

で、 翁から親しくお話を伺っているよ

うな、 錯覚 にふと陷ることがあった。

奥行 きの深い、 私生活の端正な誠実一

路の人柄に深い感銘を受け頬をむち打

たれる思いがした。 正藏翁の大成を内

助したひとー ひっ そりと人の目にと

まらぬ ところで咲いている一輪の梅の

花のような、 すみ夫人 ― のことども

は心を残しながら省い た。

社史 の巻頭に、 個人 の伝記を載せるこ

とは異例であるが、 川崎マンの良心あ

るいは標識として、「抄伝」という額ぶ

ちの中に入れた。

○多くの方の善意 に包まれて、 編さんは

軌道に乗ってきた。 いろいろな曲折 を

経て1 章また1 章と、 もと稿の成 るに

つれて、 それらを謄写した稿は等身の

量に及 んだ。 このため、 単 調な筆写作

業を、 黙々として寒暑寧日なく続けて

くれた室員の協力に対していかに謝 す

べきか、 私はいま逑切なことばが見出



せない。

稿中の事実の当否、 用語 の統一、 文脈

の調整、語句の推敲など迴んでいった。

主観を前面 に押しだした 亀と稿は、 編

集の立場から3 回・4 回と改稿した。

また記述の重複しているものは大幅に

削減し た。 飽くまで客観性を失 わず、

全体を統一するためには、 やむを得な

かった。 もし記述の繁簡、 濃淡が妥当

を失し ているならば、 すべての責は編

集子にあ る。

○横書き・短文主義を採 り、 なるべく平

明な文事を川いることにした。 だが平

易な文章のため格調を低くしないかと

気になっ た。

船名を「 」で囲むことに対し ては、 社

内のほか業 界紙・誌、大学、海運局、汽

船会社、 ジャーナ!J ストなご、 合わせ

て500 名の方々に意見をただした。 完

稿最後 の日 まで絶体のモチ ーフとし た

「真実・正確」 性 のため、 各部・課の方

々の協力を得たことは何 より4, 事せと

思う。

○「従業員 のための社史」を建前とした以

上、「索引」はどうしてもつけたかった。

しかし2 巻で、1,400 ペ ージの中から

ピック・ アップし た事項 と写真は3 万

件に近かった。 ″指頭一触 → 直 ちに検

索″……との目標は貪欲に過ぎ、われわ

れは自ら縛られて苦しんだ。 結局これ

ら総件数の最大公約数 を、 集約→圧縮

し た。 出稿したのちも追いかけては再

三改訂し、 文撰工 にべそをかかせるこ

とになった。

○正藏翁創業以前の、 上古から中世期の

造船事情の叙述は、 私には もともと荷

が重 すぎた。 学窓 を去って以来初 めて

「古事記」 や「万葉集」などの中の船に

つい ての叙述を拾 い読みする自分 を苦

笑し ながら、 ほかに多くの信ずべき文

献を渉猟して、 どうにか纏めあげた。

上野喜一郎先生( 東大講師)、 原田秀雄

博士( 阪大教授)、 小野信二先生( 東大

史料編 さん所) の3 方が私の粗稿に目

を通して下さっ たので心強かっ た。

○3 年目に完稿し た別冊(400 ペ ージ) の

印刷工程 の打合 せをすませ、 京都郊外

の工場から帰る時は、 麦秋の風がひん

やりしていた。

編さんは、 それから後 のテンポを早め

た。 田宮虎彦氏 が「真実が書けぬなら

筆を折 る方がよい」 と言って下さっ た

が、 私は最後まで何らの制肘も受けな

かっ た。何びとの督促も受けなかった。

社長ほか関係上司の寛容に、 心から感

謝せざるを得ない。

社史( 本史. 別冊)

全 原 稿

○タイプ浄書し た史稿は、 下記の校閲者

へ回付され、 どんなに繁忙な時 も校閲

は優先して綿密になされた。 適切なア

ド バイスをい ただいたことも、 しばし

ばあっ た。 ご懇切な啓蒙や校閲がなか

ったら、 思わざる誤りが生じ ていたか

も知れない。 私 の猪突を忠告して下さ

ることばをやんわりと糖衣錠にして、

与 えて下 さったこともあった。



校閲者

第1 編・・・監査役 神 馬新七郎

第2 編・‥顧 問 片山貫三 郎

辻井亮太郎

第3 編…監 査役 石 原 健 造

第4 編.・・川崎 グ ル ー プ各社 お よび

川崎重工業 健康保険組合 ・

川l晦病 院各首脳部

○目に抵抗感がなく重 厚感のあ る用紙の

色彩の選定 には、"ずぶの素人" であ る

ため、 年余、 検討を重ね、 考えあぐん

だ末にやっ と決定し た。 後 日、 眼科医

学 の立場から河 本( 郁夫)・黒 田( 雅治

郎) 両博士 の見解を伺ったが、 変更の

要はなかった。 紅白2 本の「紐しお り」

をつけ、 よく風雪に堪え た当 社の歩み

を自祝し、 さらに川崎の飛躍を願う祈

りをこめ た。

○完成 を見ずに大平武夫氏が急逝し、 中

島亨君が倒れた。 掛長 の中島君 とは仕

事の上で" うま"がよく合い、 編さん業

務を分担して進みかけていた時だけに、

痛惜堪 え難いものがあっ た。 ここにお

二人 の霊 に社史 の完成をお知らせし、

ご冥 福を祈 る次第である。

○続々と刷 り上がるゲラ刷りを校正 のた

め、室員は朝7 時に集合し、「校正恐る

べし」 を戒律として大日本印刷( 京 都

工場) へ出張校正した。 夜は宿舎で10

時まで目を充血させながら、"追込み校

正" に頑張ってくれた。

印刷工場へ編集子が矢つぎ早に出す難

しい組み方の指示、 色褪せた時代写真

に鮮度の要求なご無理な注文に、 同社

の久保田・高田両氏が誠意ある協力を

し てくれた。 組み変え、 やり直し、 果

ては7 校にも及ぶ校正で、 印刷工場の

現場マンを泣かせたが、 お 陰で読み易

い社史となった。 最後には、 しゃにむ

に印刷工程を急がせ、 結果 とし ては心

ならずも連続超過勤務を強要し たこと

になった。 当室の編さん工程のおくれ

を取り戻してくれた協力に対し、 大日

本印刷の京都・大阪両工場に心からお

礼を中し上げたい。

○社史編さんを通じて、 他社になく当社

にある美しいものを発掘できた。 この

のちは、 他社にあって当 社に欠けてい

るものの開発 が必要かも知れない。 わ

れわれの諸先輩と現役陣からの好意あ

る支援を受けて、 史料ファイルは380

冊 にふくらみ、ここに社史は完成した。

社史編さんという噴水が水源以上に飛

んだのは川崎マンの協力であった。

カ メラ界の鬼才、 三木淳氏の協力とい

う特殊のケ ースのほかは、 レイアウト

・装幀・接写など、 素人 の社史室が行

なっ た点と、 史料 と史実とを記述の原

材料 にして、 ワイドなスクリ ーンにか

けた点とに異色があ るかも知れない。

史料ファイルの一部

○終りに、 惜しみなく協力をお与 え下さ

った多くの方々に重 ねて衷心より厚く

お礼申し上げます。

(谷本秋次- 昭和34.12.5)



川 崎 重 工 業 株 式 会 社 社 史( 本 史)

発 行 ‥川崎重工業株式会社( 神戸市生田区東川崎町2の14)

題 字…川崎重工業株式会社 取締役社長 手 塚 敏 雄

編さん装幀‥同社史編さん室谷本秋次

ぉ も て- 小 磯 艮 平 画 伯
見返し ‥ う ら- 川 西 英 画 伯

印 刷…大 日本印刷株式会社( 京都工場・大阪工場)

製 本…大 日 本 製 本 紙 工 株 式 会 社

(昭和34.12.25 発行)










	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80
	page81
	page82
	page83
	page84
	page85
	page86
	page87
	page88
	page89
	page90
	page91
	page92
	page93
	page94
	page95
	page96
	page97
	page98
	page99
	page100



